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全
世
界
を
３
年
余
り
覆
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
が
、
よ
う
や

く
収
束
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
で
も
、
5
月
8
日
か
ら
感
染
法
上
の

位
置
づ
け
が
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
5
類
」
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
。
国
内
旅
行
市
場
は
全
国
旅
行
支
援
も
あ
り
、
ま

た
、
入
国
制
限
の
緩
和
、
解
除
に
よ
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
戻
り

つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
そ
の
回

復
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
燃
油
代
を
始

め
と
す
る
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
下
に
お
い
て
進
ん
だ
円
安
傾
向
な

ど
が
あ
る
と
も
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
号
で
は
、
海
外
旅
行
の
再
始
動
を
目
指
し
て
各
所
で
行
わ
れ

て
い
る
取
り
組
み
を
整
理
し
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
の
復
活
策
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。



　5
月
8
日
よ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
分

類
が「
2
類
相
当
か
ら
5
類
」へ
見
直
し
さ
れ
、空
港
や
海
港
に
お

け
る
検
疫
体
制
が
コ
ロ
ナ
前
の
姿
に
戻
る
こ
と
に
よ
り
国
際
交
流

が
さ
ら
に
活
性
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、海
外
旅
行
に
関
し
て
言
え
ば
、旅
行
需
要
の
回

復
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、世
界
の
潮
流
か
ら
大
幅
に
遅
れ
て
い

る
の
が
実
態
で
す
。そ
の
外
的
な
要
因
と
し
て
は
、円
安
や
旅
行
費

用
の
高
騰
、あ
る
い
は
国
際
航
空
便
の
回
復
の
遅
れ
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、観
光
産
業
と
し
て
は
、よ
り
本
質
的
な
課
題
を

克
服
す
る
と
共
に
将
来
的
な
成
長
へ
繋
が
る
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　先
ず
必
要
な
取
り
組
み
は
海
外
旅
行
復
活
へ
の「
機
運
醸
成
」で

す
。3
年
以
上
に
渡
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、国
際
交
流
が
制
限
さ

れ
、海
外
旅
行
に
行
か
な
い
こ
と
が
当
た
り
前
と
い
っ
た
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。世
界
の
旅
行
者
の
往
来
が
急
速
に
復
活
し
て
い

る
中
、日
本
人
だ
け
が
旅
行
し
な
い
状
態
が
続
く
こ
と
は
、航
空
便

を
は
じ
め
、こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
受
入
地
域
に
お
け
る
日

本
市
場
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ

て
、海
外
修
学
旅
行
や
語
学
留
学
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、今

後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
必
要
な
若
者
の
国
際
感
覚
の
習
得
の
遅
れ

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　海
外
旅
行
の
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
今
、海
外
旅
行
へ
誘
う
テ

レ
ビ
番
組
や
C
M
、新
聞
広
告
や
S
N
S
に
よ
る
具
体
的
海
外
旅

行
商
品
の
露
出
拡
大
な
ど
、複
数
の
チ
ャ
ネ
ル
か
ら
の
情
報
を
通

じ
て
、旅
行
者
の
マ
イ
ン
ド
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　続
い
て
中
長
期
的
に
は
、持
続
可
能
性
へ
の
挑
戦
が
重
要
で
す
。

こ
の
言
葉
に
は
3
つ
の
観
点
が
包
含
さ
れ
て
い
ま
す
。1
つ
は
脱

炭
素
な
ど
環
境
へ
の
配
慮
や
、サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
等

へ
の
取
り
組
み
で
す
。具
体
的
な
対
応
方
に
悩
ん
で
い
る
事
業
者

も
多
い
で
し
ょ
う
が
、個
人
情
報
保
護
と
同
様
に
、遠
く
な
い
未
来

に
当
然
の
価
値
基
準
と
な
る
で
し
ょ
う
。訪
問
地
に
お
け
る
持
続

可
能
な
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
は
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、旅
行

巻頭言

者
に
も
一
定
の
責
任
を
求
め
る
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
も

追
求
す
べ
き
テ
ー
マ
と
い
え
ま
す
。

　2
つ
目
の
観
点
は
、高
付
加
価
値
化
で
す
。高
い
付
加
価
値
を
創

り
出
し
、お
客
様
の
琴
線
に
触
れ
る
旅
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
が

我
々
旅
行
会
社
の
普
遍
的
な
存
在
価
値
で
あ
り
、同
時
に
高
い
収

益
性
を
実
現
し
、持
続
的
に
社
会
に
貢
献
し
続
け
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。今
年
秋
、ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
以
後
A
T
と
記
載
）ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
が
初
め
て
北
海
道
で
リ

ア
ル
開
催
さ
れ
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
さ
れ
た
密
集
を
回
避
し

た
旅
行
形
態
は
今
後
も
一
定
の
価
値
を
持
つ
と
予
見
さ
れ
、訪
問

地
に
お
け
る
自
然
・
文
化
の
本
質
を
よ
り
深
く
体
験
・
体
感
し
、精

神
的
な
充
足
感
の
高
い
A
T
は
、海
外
旅
行
に
お
い
て
も
満
足
度

向
上
と
消
費
額
増
加
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　最
後
3
つ
目
は
、双
方
向
交
流
の
定
着
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
延
期

さ
れ
て
い
た
新
た
な
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
が
今
春
発
表
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
中
で
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
に
加
え
て
、日
本
人

の
海
外
旅
行
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
明
記
さ
れ「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
の
本
格
的
な
回
復
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」も
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
。国
際
交
流
は
貿
易
と
同
様
、自
国
だ
け
に
偏
っ
た
メ
リ

ッ
ト
を
望
ん
で
も
持
続
的
な
発
展
は
見
込
め
ま
せ
ん
。相
互
に
交

流
人
口
が
拡
大
し
て
こ
そ
、航
空
路
線
を
中
心
と
し
た
観
光
イ
ン

フ
ラ
も
発
展
定
着
し
、安
定
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
享

受
に
繋
が
り
ま
す
。英
語
のG

ive &
 T
ake

の
語
順
通
り
、ま
ず
は

G
ive

（
日
本
人
の
海
外
旅
行
促
進
）か
ら
始
め
る
経
済
的
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
官
民
共
に
理
解
・
実
行
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　こ
れ
ら
を
実
行
す
る
に
あ
た
り
、我
々
観
光
産
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、年
々
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
各
社
に
よ

る「
個
別
対
応
型
」か
ら
、業
界
全
体
で
知
恵
を
絞
る
、「
協
調
共
創

型
」へ
移
行
す
る
こ
と
が
、変
化
に
順
応
で
き
る
切
り
札
と
な
り
ま

す
。観
光
産
業
が
共
に
手
を
携
え
、国
内
旅
行
、訪
日
旅
行
、海
外
旅

行
三
位
一
体
で
の
復
活
を
成
し
遂
げ
た
時
、日
本
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
更
な
る
発
展
と
観
光
立
国
へ
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

髙橋広行
（一般社団法人 日本旅行業協会 会長）

「海外旅行の復活は観光立国の柱」
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経
済
大
学
地
域
政
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学
部
観
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政
策
学
科 

准
教
授
）

【
1
】 

株
式
会
社
J
T
B

説
明
会
で
お
客
様
の
旅
行への
強
い
意
欲
を
実
感

山
田
仁
二（
執
行
役
員
ツ
ー
リ
ズム
事
業
本
部
事
業
推
進
部
長
）

川
原
政
彦（
ツ
ー
リ
ズム
事
業
本
部 

事
業
推
進
部 

国
内
海
外
政
策
チ
ーム
担
当
部
長
）

【
2
】 

株
式
会
社エ
イ
チ・アイ
・エス

機
運
醸
成
の
た
め
に
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ち
早
く
海
外
旅
行
を
再
開

山
野
邉
淳（
取
締
役 

上
席
執
行
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員
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【
3
】 

株
式
会
社
風
の
旅
行
社

「
コロ
ナ
後
も
や
る
こ
と
は
変
わ
ら
ない
の
で
す
」

原 

優
二（
代
表
取
締
役
）

【
4
】 

株
式
会
社
A
T
I

今
し
か
行
け
ない
と
い
う
想
い
が
早
期
再
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を
実
現

田
中
國
智（
代
表
取
締
役
社
長
）

【
5
】 

日
本
航
空
株
式
会
社

政
策
の
節
目
に
合
わ
せ
た
販
促
展
開
で
機
運
を
醸
成

越
智
健
一
郎（
常
務
執
行
役
員 

ソ
リューション
営
業
本
部
長
）

【
6
】 

全
日
本
空
輸
株
式
会
社

コロ
ナ
後
の
大
き
な
課
題
は
若
い
世
代
の
需
要
回
復

大
前
圭
司（
執
行
役
員 

C
X
推
進
室
副
室
長 

兼 

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
部
長
）
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交
通
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光
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旅
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長
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誠（
獨
協
大
学
外
国
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学
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授
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学
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学
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授
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八
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和
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国
ホ
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東
京 

副
総
支
配
人 

兼 

ホ
テル
事
業
統
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部
長
）

遠
藤
あ
か
ね（
日
本
郵
船
歴
史
博
物
館 

学
芸
員
）

福
永
香
織（
公
益
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団
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公
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研
究
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岡
田
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イ
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学
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タ
ー 

疫
学
専
門
家
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科
研
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基
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研
究
C

「
日
本
の
観
光
政
策
の

変
遷
に
関
す
る

学
際
的
・
実
証
的
研
究

― 

戦
前
期
の
観
光
関
連
組
織
に
着
目
し
て
」報
告
会

海
外
旅
行
の
復
活
と

観
光
市
場
の
展
望

山
田
雄
一

ゼミを通して見る大学の今
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長
）
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【巻頭言】

特集

外
山
昌
樹（
高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部
観
光
政
策
学
科 

准
教
授
）

【
1
】 

株
式
会
社
J
T
B

説
明
会
で
お
客
様
の
旅
行への
強
い
意
欲
を
実
感

山
田
仁
二（
執
行
役
員
ツ
ー
リ
ズム
事
業
本
部
事
業
推
進
部
長
）

川
原
政
彦（
ツ
ー
リ
ズム
事
業
本
部 

事
業
推
進
部 

国
内
海
外
政
策
チ
ーム
担
当
部
長
）

【
2
】 

株
式
会
社エ
イ
チ・アイ
・エス

機
運
醸
成
の
た
め
に
、い
ち
早
く
海
外
旅
行
を
再
開

山
野
邉
淳（
取
締
役 

上
席
執
行
役
員
）

【
3
】 

株
式
会
社
風
の
旅
行
社

「
コロ
ナ
後
も
や
る
こ
と
は
変
わ
ら
ない
の
で
す
」

原 

優
二（
代
表
取
締
役
）

【
4
】 

株
式
会
社
A
T
I

今
し
か
行
け
ない
と
い
う
想
い
が
早
期
再
開
を
実
現

田
中
國
智（
代
表
取
締
役
社
長
）

【
5
】 

日
本
航
空
株
式
会
社

政
策
の
節
目
に
合
わ
せ
た
販
促
展
開
で
機
運
を
醸
成

越
智
健
一
郎（
常
務
執
行
役
員 

ソ
リューション
営
業
本
部
長
）

【
6
】 

全
日
本
空
輸
株
式
会
社

コロ
ナ
後
の
大
き
な
課
題
は
若
い
世
代
の
需
要
回
復

大
前
圭
司（
執
行
役
員 

C
X
推
進
室
副
室
長 

兼 

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
部
長
）

山
田
雄
一（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

理
事・
観
光
研
究
部
長・
旅
の
図
書
館
長
）

山
口 

誠（
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
教
授
）

千
住 

一（
立
教
大
学
観
光
学
部
教
授
）

八
島
和
彦（
帝
国
ホ
テル
東
京 

副
総
支
配
人 

兼 

ホ
テル
事
業
統
括
部
長
）

遠
藤
あ
か
ね（
日
本
郵
船
歴
史
博
物
館 

学
芸
員
）

福
永
香
織（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
主
任
研
究
員
）

岡
田
悠
偉
人（ハワ
イ
州
立
大
学
が
ん
研
究
セン
タ
ー 

疫
学
専
門
家
）

科
研
費
基
盤
研
究
C

「
日
本
の
観
光
政
策
の

変
遷
に
関
す
る

学
際
的
・
実
証
的
研
究

― 

戦
前
期
の
観
光
関
連
組
織
に
着
目
し
て
」報
告
会

海
外
旅
行
の
復
活
と

観
光
市
場
の
展
望

山
田
雄
一

ゼミを通して見る大学の今
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長
）

活
動
報
告
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高
崎
経
済
大
学

地
域
政
策
学
部
観
光
政
策
学
科
・
准
教
授

外
山
昌
樹

社
会
制
度
、
教
育
制
度
な
ど
の
実
情
」と「
自

分
の
職
業
に
関
係
の
深
い
こ
と
」
の
２
つ
に

注
目
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
男
性
の
選
択
割
合

が
女
性
よ
り
も
高
く
、
統
計
的
な
有
意
差
も

確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
結
果
が
生
じ

た
の
は
、
当
時
の
男
性
は
仕
事
が
生
活
の
中

心
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
や
職
業
と
海
外
旅

行
を
関
連
づ
け
る
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
と
推
察
さ
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
こ
に
今
後

の
海
外
旅
行
市
場
を
読
み
解
く
鍵
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
消
費
者
行
動
研
究
で
は
、
あ
る
商
品
の
購

買
確
率
を
高
め
る
要
因
と
し

て
、
消
費
者
の
「
関
与
」
が
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
関

与
と
は
、「
消
費
者
に
と
っ
て

の
商
品
や
購
買
に
対
す
る
関
心

や
こ
だ
わ
り
、
お
よ
び
重
要
性

の
程
度
」（
西
村
・
2
0
0
9

／
P
58
）
の
こ
と
を
指
す
概
念

で
あ
り
、
あ
る
商
品
へ
の
関
与

が
高
く
な
る
ほ
ど
、
購
買
が
促

進
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
海
外
旅
行
市
場
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
の
方
策
の
一

つ
と
し
て
、
消
費
者
の
海
外
旅

行
に
対
す
る
関
与
を
高
め
る
こ

と
を
提
案
で
き
る
。
こ
こ
で
重

要
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
ど
う

や
っ
て
海
外
旅
行
へ
の
関
与
を

高
め
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
知
見
に
基

づ
く
と
、
消
費
者
の
関
与
は
、

あ
る
商
品
が
提
供
す
る
機
能
的
な
結
果
と
、

自
分
自
身
の
生
活
に
と
っ
て
の
重
要
な
価
値

の
実
現
と
強
く
結
び
つ
く
際
に
高
く
な
る
と

さ
れ
て
い
る
（
青
木
・
2
0
0
4
）。
海
外

旅
行
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
海
外
旅
行
に

よ
っ
て
体
験
で
き
る
美
し
い
景
色
、
美
味
し

い
食
事
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
費
者
の
生

活
に
と
っ
て
重
要
な
価
値
を
実
現
す
る
手
段

に
な
る
場
合
、
海
外
旅
行
へ
の
関
与
は
高
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
上
記
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
先
ほ
ど
の
調

査
結
果
を
見
返
し
て
み
る
と
、
1
9
6
0
年

代
に
は
、
海
外
旅
行
と
、
自
分
が
社
会
人
と

し
て
成
功
す
る
と
い
う
価
値
が
強
く
結
び
つ

い
て
い
た
こ
と
で
、
海
外
旅
行
へ
の
関
与
が

高
ま
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
海
外
旅
行
実
施

へ
の
強
い
意
向
を
持
っ
て
い
た
男
性
が
一
定

程
度
存
在
し
て
い
た
構
図
が
浮
か
び
上
が

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
現
代
の
消
費
者

に
対
し
て
も
、
海
外
旅
行
を
行
う
こ
と
が
そ

の
人
の
よ
り
良
い
生
活
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
結
び
つ
く
の
か
を
明
確
に
認
識
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
海
外
旅
行
へ
の
関
与
が
高
ま
り

市
場
が
成
長
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、
我
が
国
の
海
外
旅
行

市
場
は
成
熟
化
の
状
態
に
至
っ
て
久
し
く
、

海
外
旅
行
自
体
の
経
験
者
は
多
い
。
そ
う
し

た
人
々
は
、
す
で
に
海
外
旅
行
に
関
す
る
知

識
は
あ
る
程
度
持
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、

そ
の
知
識
を
少
し
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
も
ら

う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
・

ツ
ア
ー
や
航
空
券
、
宿
泊
施
設
の
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、

消
費
者
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ク
チ
コ
ミ

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
情
報
発
信
者

と
し
て
の
消
費
者
の
役
割
が
増
大
し
た
。

　
2
0
0
0
年
代
は
、
米
国
の
同
時
多
発
テ

ロ
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
S
A
R
S
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
市
場

に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
出
来
事
が
相

次
い
で
起
こ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
低
迷
が
続

い
た
10
年
と
な
っ
た
。
特
に
イ
ラ
ク
戦
争
と

S
A
R
S
が
起
こ
っ
た
2
0
0
3
年
の
日
本

人
出
国
者
数
は
、
前
年
比
で
約
20
％
減
と
い

う
、
そ
れ
ま
で
で
過
去
最
大
の
下
げ
幅
を
記

録
し
た
。

　
こ
の
頃
に
な
る
と
海
外
旅
行
経
験
者
は
多

く
、
1
9
6
0
年
代
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
人

し
か
経
験
し
な
い
活
動
で
は
な
く
な
っ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
海
外
旅
行
市
場
は
成
熟
化

の
様
相
を
強
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下

で
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
、

各
企
業
は
そ
れ
に
応
え
る
た
め
多
様
な
商
品

展
開
を
行
っ
た
（
福
本
・
2
0
2
1
）。
ま

た
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
が
一
層
普
及
し
た
こ
と

に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
（
O
T
A
）
各
社
が
存
在
感
を
見

せ
る
よ
う
に
な
り
、
個
人
旅
行
（
F
I
T
）

化
が
一
層
進
ん
だ
の
も
こ
の
時
代
で
あ
っ
た

（
福
本
・
2
0
2
1
）。

　
2
0
1
0
年
代
は
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰

り
返
し
た
10
年
間
で
あ
っ
た
。
前
半
は
円
高

を
追
い
風
と
し
て
日
本
人
出
国
者
数
は
増
加

を
続
け
、
2
0
1
2
年
に
は
そ
れ
ま
で
で
最

多
と
な
る
1
8
4
9
万
人
を
記
録
し
た
。
し

か
し
、
翌
年
以
降
は
円
安
や
消
費
増
税
を
背

景
と
し
て
2
0
1
5
年
ま
で
減
少
傾
向
を
た

ど
っ
た
。
2
0
1
6
年
以
降
は
反
転
し
、
本

稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
2
0
1
9
年
に

は
過
去
最
高
の
2
0
0
8
万
人
の
出
国
者
数

を
記
録
し
た
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、
海
外
旅
行
市
場
が
成

長
し
た
要
因
と
し
て
は
、
景
気
の
安
定
、
格

安
航
空
会
社
（
L
C
C
）
を
含
め
た
航
空
路

線
の
充
実
化
や
、
若
年
層
の
旅
行
者
数
増
加

が
あ
げ
ら
れ
る
（
小
坂
・
2
0
2
0
）。
航

空
路
線
の
件
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
充
実

化
の
背
景
に
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）
の
増
加
が
あ
る
。
つ
ま
り

2
0
1
0
年
代
後
半
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
（
日
本
人
海
外
旅
行
）

の
双
方
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
ツ
ー

ウ
ェ
イ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
進
展
が
見
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
各
年
代
の
海
外
旅
行
市
場
の

概
況
を
整
理
し
て
き
た
。
ど
の
年
代
も
、
現

代
に
対
す
る
示
唆
に
富
む
動
き
を
見
せ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
中
、
本
稿
で
は
、

筆
者
が
こ
れ
ま
で
重
点
的
に
研
究
し
て
き
た

1
9
6
0
年
代
の
海
外
旅
行
市
場
に
つ
い

て
、
少
し
深
堀
し
て
み
た
い
。

1
9
6
0
年
代
の

消
費
者
意
識
か
ら

見
え
て
く
る
こ
と

　
筆
者
は
以
前
、
1
9
6
0
年
代
の
海
外
旅

行
市
場
に
お
け
る
消
費
者
の
意
識
を
調
べ
る

研
究
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
1
9
6
7

年
に
内
閣
官
房
広
報
室
が
実
施
し
た
「
国
民

の
海
外
旅
行
に
関
す
る
世
論
調
査
」と
い
う
、

半
ば
埋
も
れ
て
い
た
国
の
世
論
調
査
デ
ー
タ

を
発
掘
し
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
論

文
（
外
山
・
2
0
2
2
）
の
中
か
ら
、
一
部

を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
、世
論
調
査
の
概
要
を
表
１
に
示
す
。

こ
の
調
査
は
、
1
万
6
0
0
0
人
以
上
の
回

答
を
収
集
し
た
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
調
査
内
で
は
、
海
外
旅
行
に

関
す
る
質
問
が
い
く
つ
か
行
わ
れ
て
い
た
の

だ
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
、「
海
外
旅
行
で

見
て
来
た
い
も
の
」
を
尋
ね
た
複
数
選
択
式

の
質
問
が
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
質
問
は
、

海
外
旅
行
の
実
施
意
向
が
強
い
人
の
み
が
回

答
し
て
い
た
。
選
択
肢
を
見
る
と
、
食
事
や

買
い
物
と
い
っ
た
、
現
代
の
こ
の
種
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
必
ず
聞
か
れ
る
と
思
わ
れ

る
選
択
肢
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
男
女
別
に
回
答
結

果
を
分
析
す
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
が
見
え

て
き
た
。

　
男
女
別
の
集
計
結
果
を
ま
と
め
た
グ
ラ
フ

を
、
図
2
に
示
す
。
ほ
と
ん
ど
の
選
択
肢
に

お
い
て
、
男
女
で
選
択
割
合
が
異
な
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
中
で
、
本
稿
で
は
「
産
業
、

は
じ
め
に

　
2
0
1
9
年
の
日
本
人
出
国
者
数
は
、
過

去
最
高
の
2
0
0
8
万
人
を
記
録
し
た
。
次

の
10
年
も
海
外
旅
行
市
場
が
成
長
す
る
こ
と

を
期
待
さ
せ
る
数
値
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、

現
実
は
ま
っ
た
く
異
な
る
展
開
を
た
ど
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D
‐
19
）
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

2
0
2
0
年
の
初
頭
か
ら
世
界
各
国
は
、
国

境
封
鎖
や
、
航
空
便
の
運
航
制
限
や
旅
客
数

の
制
限
と
い
っ
た
入
国
制
限
措
置
を
と
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
2
0
2
0
年

3
月
以
降
の
出
国
者
数
は
大
幅
な
減
少
を
記

録
し
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
2
0
2
0
年
の

日
本
人
出
国
者
数
は
3
1
7
万
人
と
な
り
、

前
年
比
84
・
2
％
と
い
う
記
録
的
な
減
少
幅

と
な
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
に
入
る
と
、
C
O
V
I
D
‐

19
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
の

状
況
変
化
も
あ
り
、
入
国
制
限
や
入
国
時
の

検
疫
措
置
を
緩
和
す
る
国
・
地
域
が
見
ら
れ

始
め
た
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ル
フ
ァ
株
、
デ

ル
タ
株
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
代
表
さ
れ
る

C
O
V
I
D
‐
19
の
変
異
株
の
流
行
や
、
日

本
入
国
時
の
検
疫
措
置
が
、
自
宅
や
宿
泊
施

設
で
の
一
定
期
間
の
待
機
を
含
む
厳
格
な
内

容
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
海
外
旅
行

を
す
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
状
況
が
続
い

た
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
2
0
2
1
年
の
日

本
人
出
国
者
数
は
51
万
人
で
あ
り
、
前
年
か

ら
の
さ
ら
な
る
減
少
を
記
録
し
た
。

　
2
0
2
2
年
に
入
る
と
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
流
行
は
あ
っ
た
も
の
の
、
入
国
制
限
や
検

疫
措
置
を
緩
和
す
る
国
・
地
域
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
我
が
国
に
お
い
て
も

段
階
的
に
入
国
時
の
検
疫
措
置
が
緩
和
さ

れ
、
2
0
2
2
年
10
月
11
日
以
降
は

C
O
V
I
D
‐
19
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
3
回
）

ま
た
は
出
国
前
72
時
間
以
内
の
陰
性
証
明
が

あ
れ
ば
と
い
う
条
件
付
き
だ
が
、
2
0
1
9

年
以
前
に
近
い
状
態
に
戻
っ
た
。
旅
行
会
社

も
海
外
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
の
販
売
を
再

開
す
る
よ
う
に
な
り
、
海
外
旅
行
市
場
は
よ

う
や
く
回
復
の
動
き
を
見
せ
始
め
た
が
、

2
0
2
2
年
の
日
本
人
出
国
者
数
が
2
7
7

万
人
と
2
0
2
0
年
の
数
値
に
も
届
い
て
い

系
譜
と

可
能
性

海
外

旅
行

市
場

1

の

2000

1500

1000

500

出典：出入国管理統計（出入国在留管理庁）、日本政府観光局（JNTO）

注）1972年以前の数値は、日本人出国者数全体から沖縄への渡航者数を除いている図 1 日本人出国者数の推移

202
2

202
0

201
8

201
6

201
4

201
2

201
0

200
8

200
6

200
4

200
2

200
0

199
8

199
6

199
4

199
2

199
0

198
8

198
6

198
4

198
2

198
0

197
8

197
6

197
4

197
2

197
0

196
8

196
6

196
4

0

4



社
会
制
度
、
教
育
制
度
な
ど
の
実
情
」と「
自

分
の
職
業
に
関
係
の
深
い
こ
と
」
の
２
つ
に

注
目
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
男
性
の
選
択
割
合

が
女
性
よ
り
も
高
く
、
統
計
的
な
有
意
差
も

確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
結
果
が
生
じ

た
の
は
、
当
時
の
男
性
は
仕
事
が
生
活
の
中

心
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
や
職
業
と
海
外
旅

行
を
関
連
づ
け
る
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
と
推
察
さ
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
こ
に
今
後

の
海
外
旅
行
市
場
を
読
み
解
く
鍵
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
消
費
者
行
動
研
究
で
は
、
あ
る
商
品
の
購

買
確
率
を
高
め
る
要
因
と
し

て
、
消
費
者
の
「
関
与
」
が
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
関

与
と
は
、「
消
費
者
に
と
っ
て

の
商
品
や
購
買
に
対
す
る
関
心

や
こ
だ
わ
り
、
お
よ
び
重
要
性

の
程
度
」（
西
村
・
2
0
0
7

／
P
58
）
の
こ
と
を
指
す
概
念

で
あ
り
、
あ
る
商
品
へ
の
関
与

が
高
く
な
る
ほ
ど
、
購
買
が
促

進
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
海
外
旅
行
市
場
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
の
方
策
の
一

つ
と
し
て
、
消
費
者
の
海
外
旅

行
に
対
す
る
関
与
を
高
め
る
こ

と
を
提
案
で
き
る
。
こ
こ
で
重

要
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
ど
う

や
っ
て
海
外
旅
行
へ
の
関
与
を

高
め
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
知
見
に
基

づ
く
と
、
消
費
者
の
関
与
は
、

あ
る
商
品
が
提
供
す
る
機
能
的
な
結
果
と
、

自
分
自
身
の
生
活
に
と
っ
て
の
重
要
な
価
値

の
実
現
と
強
く
結
び
つ
く
際
に
高
く
な
る
と

さ
れ
て
い
る
（
青
木
・
2
0
0
4
）。
海
外

旅
行
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
海
外
旅
行
に

よ
っ
て
体
験
で
き
る
美
し
い
景
色
、
美
味
し

い
食
事
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
費
者
の
生

活
に
と
っ
て
重
要
な
価
値
を
実
現
す
る
手
段

に
な
る
場
合
、
海
外
旅
行
へ
の
関
与
は
高
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
上
記
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
先
ほ
ど
の
調

査
結
果
を
見
返
し
て
み
る
と
、
1
9
6
0
年

代
に
は
、
海
外
旅
行
と
、
自
分
が
社
会
人
と

し
て
成
功
す
る
と
い
う
価
値
が
強
く
結
び
つ

い
て
い
た
こ
と
で
、
海
外
旅
行
へ
の
関
与
が

高
ま
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
海
外
旅
行
実
施

へ
の
強
い
意
向
を
持
っ
て
い
た
男
性
が
一
定

程
度
存
在
し
て
い
た
構
図
が
浮
か
び
上
が

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
現
代
の
消
費
者

に
対
し
て
も
、
海
外
旅
行
を
行
う
こ
と
が
そ

の
人
の
よ
り
良
い
生
活
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
結
び
つ
く
の
か
を
明
確
に
認
識
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
海
外
旅
行
へ
の
関
与
が
高
ま
り

市
場
が
成
長
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、
我
が
国
の
海
外
旅
行

市
場
は
成
熟
化
の
状
態
に
至
っ
て
久
し
く
、

海
外
旅
行
自
体
の
経
験
者
は
多
い
。
そ
う
し

た
人
々
は
、
す
で
に
海
外
旅
行
に
関
す
る
知

識
は
あ
る
程
度
持
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、

そ
の
知
識
を
少
し
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
も
ら

う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
・

ツ
ア
ー
や
航
空
券
、
宿
泊
施
設
の
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、

消
費
者
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ク
チ
コ
ミ

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
情
報
発
信
者

と
し
て
の
消
費
者
の
役
割
が
増
大
し
た
。

　
2
0
0
0
年
代
は
、
米
国
の
同
時
多
発
テ

ロ
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
S
A
R
S
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
市
場

に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
出
来
事
が
相

次
い
で
起
こ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
低
迷
が
続

い
た
10
年
と
な
っ
た
。
特
に
イ
ラ
ク
戦
争
と

S
A
R
S
が
起
こ
っ
た
2
0
0
3
年
の
日
本

人
出
国
者
数
は
、
前
年
比
で
約
20
％
減
と
い

う
、
そ
れ
ま
で
で
過
去
最
大
の
下
げ
幅
を
記

録
し
た
。

　
こ
の
頃
に
な
る
と
海
外
旅
行
経
験
者
は
多

く
、
1
9
6
0
年
代
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
人

し
か
経
験
し
な
い
活
動
で
は
な
く
な
っ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
海
外
旅
行
市
場
は
成
熟
化

の
様
相
を
強
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下

で
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
、

各
企
業
は
そ
れ
に
応
え
る
た
め
多
様
な
商
品

展
開
を
行
っ
た
（
福
本
・
2
0
2
1
）。
ま

た
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
が
一
層
普
及
し
た
こ
と

に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
（
O
T
A
）
各
社
が
存
在
感
を
見

せ
る
よ
う
に
な
り
、
個
人
旅
行
（
F
I
T
）

化
が
一
層
進
ん
だ
の
も
こ
の
時
代
で
あ
っ
た

（
福
本
・
2
0
2
1
）。

　
2
0
1
0
年
代
は
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰

り
返
し
た
10
年
間
で
あ
っ
た
。
前
半
は
円
高

を
追
い
風
と
し
て
日
本
人
出
国
者
数
は
増
加

を
続
け
、
2
0
1
2
年
に
は
そ
れ
ま
で
で
最

多
と
な
る
1
8
4
9
万
人
を
記
録
し
た
。
し

か
し
、
翌
年
以
降
は
円
安
や
消
費
増
税
を
背

景
と
し
て
2
0
1
5
年
ま
で
減
少
傾
向
を
た

ど
っ
た
。
2
0
1
6
年
以
降
は
反
転
し
、
本

稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
2
0
1
9
年
に

は
過
去
最
高
の
2
0
0
8
万
人
の
出
国
者
数

を
記
録
し
た
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、
海
外
旅
行
市
場
が
成

長
し
た
要
因
と
し
て
は
、
景
気
の
安
定
、
格

安
航
空
会
社
（
L
C
C
）
を
含
め
た
航
空
路

線
の
充
実
化
や
、
若
年
層
の
旅
行
者
数
増
加

が
あ
げ
ら
れ
る
（
小
坂
・
2
0
2
0
）。
航

空
路
線
の
件
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
充
実

化
の
背
景
に
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）
の
増
加
が
あ
る
。
つ
ま
り

2
0
1
0
年
代
後
半
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
（
日
本
人
海
外
旅
行
）

の
双
方
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
ツ
ー

ウ
ェ
イ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
進
展
が
見
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
各
年
代
の
海
外
旅
行
市
場
の

概
況
を
整
理
し
て
き
た
。
ど
の
年
代
も
、
現

代
に
対
す
る
示
唆
に
富
む
動
き
を
見
せ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
中
、
本
稿
で
は
、

筆
者
が
こ
れ
ま
で
重
点
的
に
研
究
し
て
き
た

1
9
6
0
年
代
の
海
外
旅
行
市
場
に
つ
い

て
、
少
し
深
堀
し
て
み
た
い
。

1
9
6
0
年
代
の

消
費
者
意
識
か
ら

見
え
て
く
る
こ
と

　
筆
者
は
以
前
、
1
9
6
0
年
代
の
海
外
旅

行
市
場
に
お
け
る
消
費
者
の
意
識
を
調
べ
る

研
究
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
1
9
6
7

年
に
内
閣
官
房
広
報
室
が
実
施
し
た
「
国
民

の
海
外
旅
行
に
関
す
る
世
論
調
査
」と
い
う
、

半
ば
埋
も
れ
て
い
た
国
の
世
論
調
査
デ
ー
タ

を
発
掘
し
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
論

文
（
外
山
・
2
0
2
2
）
の
中
か
ら
、
一
部

を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
、世
論
調
査
の
概
要
を
表
１
に
示
す
。

こ
の
調
査
は
、
1
万
6
0
0
0
人
以
上
の
回

答
を
収
集
し
た
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
調
査
内
で
は
、
海
外
旅
行
に

関
す
る
質
問
が
い
く
つ
か
行
わ
れ
て
い
た
の

だ
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
、「
海
外
旅
行
で

見
て
来
た
い
も
の
」
を
尋
ね
た
複
数
選
択
式

の
質
問
が
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
質
問
は
、

海
外
旅
行
の
実
施
意
向
が
強
い
人
の
み
が
回

答
し
て
い
た
。
選
択
肢
を
見
る
と
、
食
事
や

買
い
物
と
い
っ
た
、
現
代
の
こ
の
種
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
必
ず
聞
か
れ
る
と
思
わ
れ

る
選
択
肢
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
男
女
別
に
回
答
結

果
を
分
析
す
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
が
見
え

て
き
た
。

　
男
女
別
の
集
計
結
果
を
ま
と
め
た
グ
ラ
フ

を
、
図
2
に
示
す
。
ほ
と
ん
ど
の
選
択
肢
に

お
い
て
、
男
女
で
選
択
割
合
が
異
な
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
中
で
、
本
稿
で
は
「
産
業
、

な
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
格
的

な
回
復
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
2
0
2
3
年
以
降
は
、
C
O
V
I
D
‐
19

が
海
外
旅
行
市
場
に
与
え
る
影
響
は
さ
ら
に

小
さ
く
な
っ
て
く
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
円
安
や
世
界
的
な
物

価
高
に
伴
う
海
外
旅
行
費
用
の
高
騰
、
国
際

情
勢
の
不
安
定
化
と
い
っ
た
要
因
が
市
場
に

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
も
予
想

で
き
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
海
外
旅
行

市
場
の
回
復
と
成
長
に
は
何
が
必
要
な
の
だ

ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
海
外
旅
行
市
場
の
歴

史
的
な
側
面
に
着
目
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

海
外
旅
行
市
場
の
変
遷

　
1
9
6
4
年
4
月
よ
り
、
日
本
人
は
観
光

目
的
で
自
由
に
海
外
へ
旅
行
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
海
外
渡
航
の
自
由
化

で
あ
る
。
本
節
で
は
、
1
9
6
4
年
を
海
外

旅
行
市
場
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
捉
え
、

2
0
1
0
年
代
ま
で
の
海
外
旅
行
市
場
の
変

遷
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
な
お
、
参
考
資
料

と
し
て
、
1
9
6
4
年
か
ら
2
0
2
2
年
ま

で
の
日
本
人
出
国
者
数
の
推
移
を
ま
と
め
た

グ
ラ
フ
を
図
1
に
示
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
を
見

る
と
、
冒
頭
で
述
べ
た
2
0
2
0
年
以
降
の

市
場
の
変
化
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
の
か
に

つ
い
て
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　
1
9
6
4
年
か
ら
の
最
初
の
6
年
間
は
、

大
き
な
成
長
を
遂
げ
た
。
1
9
6
4
年
の
日

本
人
出
国
者
数
は
お
よ
そ
13
万
人
で
あ
っ
た

が
、
1
9
6
0
年
代
終
盤
に
は
49
万
人
を
超

え
、
3
倍
以
上
の
伸
び
を
記
録
し
た
。
と
は

い
え
、
1
9
6
0
年
代
半
ば
の
総
人
口
が
1

億
人
を
超
え
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

こ
の
時
点
に
お
い
て
、
海
外
旅
行
は
限
ら
れ

た
人
し
か
経
験
し
て
い
な
か
っ
た
活
動
で

あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
1
9
6
0
年
代
に
お
け
る
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー

キ
ン
グ
な
出
来
事
と
し
て
は
、
海
外
パ
ッ

ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
の
誕
生
が
あ
げ
ら
れ
る
。

日
本
航
空
の
「
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
」
や
日
本
交

通
公
社
の
「
ル
ッ
ク
」
と
い
っ
た
、
各
社
に

よ
る
様
々
な
ブ
ラ
ン
ド
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ

ア
ー
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
海
外
旅

行
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
（
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・ 

2
0
1
4
）。

　
1
9
7
0
年
代
は
、
1
9
7
3
年
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
足
踏
み
は
あ
っ

た
も
の
の
、
総
じ
て
成
長
を
続
け
た
10
年
間

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
成
長
を
支
え
た
主

な
要
因
と
し
て
、
1
9
7
0
年
の
ジ
ャ
ン
ボ

ジ
ェ
ッ
ト
機
（
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
）
就
航

開
始
が
あ
げ
ら
れ
る
。
航
空
座
席
数
が
大
幅

に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
量
の
旅
行
者

の
輸
送
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

同
時
期
に
は
、
大
幅
な
割
引
が
適
用
さ
れ
る

航
空
運
賃
も
発
効
し
た
。
こ
う
し
た
出
来
事

を
背
景
と
し
て
、
旅
行
会
社
は
低
価
格
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
を
販
売
し
、
多
く
の

消
費
者
が
そ
れ
に
参
加
す
る
と
い
う
動
き
が

進
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
1
9
7
8
年
に
は
新
東
京
国
際
空

港
（
現
：
成
田
国
際
空
港
）
が
開
港
し
、
航

空
路
線
と
座
席
供
給
量
が
増
大
し
た（
福
本
・

2
0
2
1
）。
1
9
7
0
年
代
は
、
供
給
力

の
増
大
化
が
相
次
い
で
起
こ
っ
た
中
、
消
費

者
の
需
要
も
旺
盛
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
海
外
旅
行
の
大
衆
化
が
進
ん
だ
時
期
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
1
9
8
0
年
代
の
前
半
は
、
第
2
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
た
低
成
長
状
態
が
見

ら
れ
た
も
の
の
、
後
半
に
は
大
き
な
成
長
を
遂

げ
た
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
1
9
7
0
年
代
か

ら
海
外
旅
行
の
低
価
格
化
は
進
ん
で
い
た
が
、

1
9
8
0
年
代
も
価
格
競
争
が
進
ん
だ（
ト
ラ

ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
2
0
1
4
）。
海
外
格
安
航

空
券
を
中
心
に
扱
う
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
ズ（
現
在
の
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
）が
設

立
さ
れ
た
の
も
、
1
9
8
0
年
で
あ
る
。

　
1
9
8
0
年
代
後
半
に
は
、
円
高
な
ど
も

あ
り
海
外
旅
行
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。

1
9
8
7
年
に
は
、
当
時
の
運
輸
省
が「
テ
ン

ミ
リ
オ
ン
計
画（
海
外
旅
行
倍
増
計
画
）」と

呼
ば
れ
る
、
年
間
の
海
外
旅
行
者
数
を

1
0
0
0
万
人
に
増
や
す
こ
と
を
目
標
と
し

た
計
画
を
発
表
し
た
。
1
9
8
0
年
代
後
半

は
、
社
会
全
体
に
海
外
旅
行
市
場
へ
の
追
い

風
が
吹
い
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
1
9
9
0
年
代
の
前
半
は
、
湾
岸
戦
争
や
バ

ブ
ル
崩
壊
が
起
こ
っ
た
も
の
の
、
市
場
は
順
調

な
成
長
を
続
け
た
。
し
か
し
、
1
9
9
6
年
以

降
は
足
踏
み
と
後
退
の
局
面
と
な
っ
た
。

1
9
9
7
年
以
降
は
、
景
気
後
退
の
影
響
が

消
費
者
に
レ
ジ
ャ
ー
消
費
の
抑
制
を
も
た
ら

し
た
（
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
2
0
0
4
）。

翌
年
の
1
9
9
8
年
以
降
は
、
旅
行
会
社
の

廃
業
や
倒
産
も
相
次
い
だ
。

　
も
っ
と
も
、
暗
い
話
題
ば
か
り
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
1
9
9
0
年
代
後
半
は
後
の

時
代
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
た
。
具
体
的
に
は
イ
ン

（
1
）1
9
6
0
年
代

（
2
）1
9
7
0
年
代

（
3
）1
9
8
0
年
代

（
4
）1
9
9
0
年
代
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注）外山（2022）をもとに筆者作成

社
会
制
度
、
教
育
制
度
な
ど
の
実
情
」と「
自

分
の
職
業
に
関
係
の
深
い
こ
と
」
の
２
つ
に

注
目
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
男
性
の
選
択
割
合

が
女
性
よ
り
も
高
く
、
統
計
的
な
有
意
差
も

確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
結
果
が
生
じ

た
の
は
、
当
時
の
男
性
は
仕
事
が
生
活
の
中

心
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
や
職
業
と
海
外
旅

行
を
関
連
づ
け
る
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
と
推
察
さ
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
こ
に
今
後

の
海
外
旅
行
市
場
を
読
み
解
く
鍵
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
消
費
者
行
動
研
究
で
は
、
あ
る
商
品
の
購

買
確
率
を
高
め
る
要
因
と
し

て
、
消
費
者
の
「
関
与
」
が
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
関

与
と
は
、「
消
費
者
に
と
っ
て

の
商
品
や
購
買
に
対
す
る
関
心

や
こ
だ
わ
り
、
お
よ
び
重
要
性

の
程
度
」（
西
村
・
2
0
0
7

／
P
58
）
の
こ
と
を
指
す
概
念

で
あ
り
、
あ
る
商
品
へ
の
関
与

が
高
く
な
る
ほ
ど
、
購
買
が
促

進
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
海
外
旅
行
市
場
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
の
方
策
の
一

つ
と
し
て
、
消
費
者
の
海
外
旅

行
に
対
す
る
関
与
を
高
め
る
こ

と
を
提
案
で
き
る
。
こ
こ
で
重

要
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
ど
う

や
っ
て
海
外
旅
行
へ
の
関
与
を

高
め
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
知
見
に
基

づ
く
と
、
消
費
者
の
関
与
は
、

あ
る
商
品
が
提
供
す
る
機
能
的
な
結
果
と
、

自
分
自
身
の
生
活
に
と
っ
て
の
重
要
な
価
値

の
実
現
と
強
く
結
び
つ
く
際
に
高
く
な
る
と

さ
れ
て
い
る
（
青
木
・
2
0
0
4
）。
海
外

旅
行
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
海
外
旅
行
に

よ
っ
て
体
験
で
き
る
美
し
い
景
色
、
美
味
し

い
食
事
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
費
者
の
生

活
に
と
っ
て
重
要
な
価
値
を
実
現
す
る
手
段

に
な
る
場
合
、
海
外
旅
行
へ
の
関
与
は
高
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
上
記
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
先
ほ
ど
の
調

査
結
果
を
見
返
し
て
み
る
と
、
1
9
6
0
年

代
に
は
、
海
外
旅
行
と
、
自
分
が
社
会
人
と

し
て
成
功
す
る
と
い
う
価
値
が
強
く
結
び
つ

い
て
い
た
こ
と
で
、
海
外
旅
行
へ
の
関
与
が

高
ま
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
海
外
旅
行
実
施

へ
の
強
い
意
向
を
持
っ
て
い
た
男
性
が
一
定

程
度
存
在
し
て
い
た
構
図
が
浮
か
び
上
が

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
現
代
の
消
費
者

に
対
し
て
も
、
海
外
旅
行
を
行
う
こ
と
が
そ

の
人
の
よ
り
良
い
生
活
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
結
び
つ
く
の
か
を
明
確
に
認
識
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
海
外
旅
行
へ
の
関
与
が
高
ま
り

市
場
が
成
長
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、
我
が
国
の
海
外
旅
行

市
場
は
成
熟
化
の
状
態
に
至
っ
て
久
し
く
、

海
外
旅
行
自
体
の
経
験
者
は
多
い
。
そ
う
し

た
人
々
は
、
す
で
に
海
外
旅
行
に
関
す
る
知

識
は
あ
る
程
度
持
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、

そ
の
知
識
を
少
し
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
も
ら

う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
・

ツ
ア
ー
や
航
空
券
、
宿
泊
施
設
の
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、

消
費
者
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ク
チ
コ
ミ

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
情
報
発
信
者

と
し
て
の
消
費
者
の
役
割
が
増
大
し
た
。

　
2
0
0
0
年
代
は
、
米
国
の
同
時
多
発
テ

ロ
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
S
A
R
S
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
市
場

に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
出
来
事
が
相

次
い
で
起
こ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
低
迷
が
続

い
た
10
年
と
な
っ
た
。
特
に
イ
ラ
ク
戦
争
と

S
A
R
S
が
起
こ
っ
た
2
0
0
3
年
の
日
本

人
出
国
者
数
は
、
前
年
比
で
約
20
％
減
と
い

う
、
そ
れ
ま
で
で
過
去
最
大
の
下
げ
幅
を
記

録
し
た
。

　
こ
の
頃
に
な
る
と
海
外
旅
行
経
験
者
は
多

く
、
1
9
6
0
年
代
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
人

し
か
経
験
し
な
い
活
動
で
は
な
く
な
っ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
海
外
旅
行
市
場
は
成
熟
化

の
様
相
を
強
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下

で
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
、

各
企
業
は
そ
れ
に
応
え
る
た
め
多
様
な
商
品

展
開
を
行
っ
た
（
福
本
・
2
0
2
1
）。
ま

た
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
が
一
層
普
及
し
た
こ
と

に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
（
O
T
A
）
各
社
が
存
在
感
を
見

せ
る
よ
う
に
な
り
、
個
人
旅
行
（
F
I
T
）

化
が
一
層
進
ん
だ
の
も
こ
の
時
代
で
あ
っ
た

（
福
本
・
2
0
2
1
）。

　
2
0
1
0
年
代
は
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰

り
返
し
た
10
年
間
で
あ
っ
た
。
前
半
は
円
高

を
追
い
風
と
し
て
日
本
人
出
国
者
数
は
増
加

を
続
け
、
2
0
1
2
年
に
は
そ
れ
ま
で
で
最

多
と
な
る
1
8
4
9
万
人
を
記
録
し
た
。
し

か
し
、
翌
年
以
降
は
円
安
や
消
費
増
税
を
背

景
と
し
て
2
0
1
5
年
ま
で
減
少
傾
向
を
た

ど
っ
た
。
2
0
1
6
年
以
降
は
反
転
し
、
本

稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
2
0
1
9
年
に

は
過
去
最
高
の
2
0
0
8
万
人
の
出
国
者
数

を
記
録
し
た
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、
海
外
旅
行
市
場
が
成

長
し
た
要
因
と
し
て
は
、
景
気
の
安
定
、
格

安
航
空
会
社
（
L
C
C
）
を
含
め
た
航
空
路

線
の
充
実
化
や
、
若
年
層
の
旅
行
者
数
増
加

が
あ
げ
ら
れ
る
（
小
坂
・
2
0
2
0
）。
航

空
路
線
の
件
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
充
実

化
の
背
景
に
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）
の
増
加
が
あ
る
。
つ
ま
り

2
0
1
0
年
代
後
半
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
（
日
本
人
海
外
旅
行
）

の
双
方
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
ツ
ー

ウ
ェ
イ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
進
展
が
見
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
各
年
代
の
海
外
旅
行
市
場
の

概
況
を
整
理
し
て
き
た
。
ど
の
年
代
も
、
現

代
に
対
す
る
示
唆
に
富
む
動
き
を
見
せ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
中
、
本
稿
で
は
、

筆
者
が
こ
れ
ま
で
重
点
的
に
研
究
し
て
き
た

1
9
6
0
年
代
の
海
外
旅
行
市
場
に
つ
い

て
、
少
し
深
堀
し
て
み
た
い
。

1
9
6
0
年
代
の

消
費
者
意
識
か
ら

見
え
て
く
る
こ
と

　
筆
者
は
以
前
、
1
9
6
0
年
代
の
海
外
旅

行
市
場
に
お
け
る
消
費
者
の
意
識
を
調
べ
る

研
究
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
1
9
6
7

年
に
内
閣
官
房
広
報
室
が
実
施
し
た
「
国
民

の
海
外
旅
行
に
関
す
る
世
論
調
査
」と
い
う
、

半
ば
埋
も
れ
て
い
た
国
の
世
論
調
査
デ
ー
タ

を
発
掘
し
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
論

文
（
外
山
・
2
0
2
2
）
の
中
か
ら
、
一
部

を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
、世
論
調
査
の
概
要
を
表
１
に
示
す
。

こ
の
調
査
は
、
1
万
6
0
0
0
人
以
上
の
回

答
を
収
集
し
た
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
調
査
内
で
は
、
海
外
旅
行
に

関
す
る
質
問
が
い
く
つ
か
行
わ
れ
て
い
た
の

だ
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
、「
海
外
旅
行
で

見
て
来
た
い
も
の
」
を
尋
ね
た
複
数
選
択
式

の
質
問
が
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
質
問
は
、

海
外
旅
行
の
実
施
意
向
が
強
い
人
の
み
が
回

答
し
て
い
た
。
選
択
肢
を
見
る
と
、
食
事
や

買
い
物
と
い
っ
た
、
現
代
の
こ
の
種
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
必
ず
聞
か
れ
る
と
思
わ
れ

る
選
択
肢
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
男
女
別
に
回
答
結

果
を
分
析
す
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
が
見
え

て
き
た
。

　
男
女
別
の
集
計
結
果
を
ま
と
め
た
グ
ラ
フ

を
、
図
2
に
示
す
。
ほ
と
ん
ど
の
選
択
肢
に

お
い
て
、
男
女
で
選
択
割
合
が
異
な
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
中
で
、
本
稿
で
は
「
産
業
、

な
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
格
的

な
回
復
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
2
0
2
3
年
以
降
は
、
C
O
V
I
D
‐
19

が
海
外
旅
行
市
場
に
与
え
る
影
響
は
さ
ら
に

小
さ
く
な
っ
て
く
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
円
安
や
世
界
的
な
物

価
高
に
伴
う
海
外
旅
行
費
用
の
高
騰
、
国
際

情
勢
の
不
安
定
化
と
い
っ
た
要
因
が
市
場
に

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
も
予
想

で
き
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
海
外
旅
行

市
場
の
回
復
と
成
長
に
は
何
が
必
要
な
の
だ

ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
海
外
旅
行
市
場
の
歴

史
的
な
側
面
に
着
目
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

海
外
旅
行
市
場
の
変
遷

　
1
9
6
4
年
4
月
よ
り
、
日
本
人
は
観
光

目
的
で
自
由
に
海
外
へ
旅
行
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
海
外
渡
航
の
自
由
化

で
あ
る
。
本
節
で
は
、
1
9
6
4
年
を
海
外

旅
行
市
場
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
捉
え
、

2
0
1
0
年
代
ま
で
の
海
外
旅
行
市
場
の
変

遷
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
な
お
、
参
考
資
料

と
し
て
、
1
9
6
4
年
か
ら
2
0
2
2
年
ま

で
の
日
本
人
出
国
者
数
の
推
移
を
ま
と
め
た

グ
ラ
フ
を
図
1
に
示
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
を
見

る
と
、
冒
頭
で
述
べ
た
2
0
2
0
年
以
降
の

市
場
の
変
化
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
の
か
に

つ
い
て
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　
1
9
6
4
年
か
ら
の
最
初
の
6
年
間
は
、

大
き
な
成
長
を
遂
げ
た
。
1
9
6
4
年
の
日

本
人
出
国
者
数
は
お
よ
そ
13
万
人
で
あ
っ
た

が
、
1
9
6
0
年
代
終
盤
に
は
49
万
人
を
超

え
、
3
倍
以
上
の
伸
び
を
記
録
し
た
。
と
は

い
え
、
1
9
6
0
年
代
半
ば
の
総
人
口
が
1

億
人
を
超
え
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

こ
の
時
点
に
お
い
て
、
海
外
旅
行
は
限
ら
れ

た
人
し
か
経
験
し
て
い
な
か
っ
た
活
動
で

あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
1
9
6
0
年
代
に
お
け
る
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー

キ
ン
グ
な
出
来
事
と
し
て
は
、
海
外
パ
ッ

ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
の
誕
生
が
あ
げ
ら
れ
る
。

日
本
航
空
の
「
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
」
や
日
本
交

通
公
社
の
「
ル
ッ
ク
」
と
い
っ
た
、
各
社
に

よ
る
様
々
な
ブ
ラ
ン
ド
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ

ア
ー
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
海
外
旅

行
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
（
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・ 

2
0
1
4
）。

　
1
9
7
0
年
代
は
、
1
9
7
3
年
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
足
踏
み
は
あ
っ

た
も
の
の
、
総
じ
て
成
長
を
続
け
た
10
年
間

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
成
長
を
支
え
た
主

な
要
因
と
し
て
、
1
9
7
0
年
の
ジ
ャ
ン
ボ

ジ
ェ
ッ
ト
機
（
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
）
就
航

開
始
が
あ
げ
ら
れ
る
。
航
空
座
席
数
が
大
幅

に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
量
の
旅
行
者

の
輸
送
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

同
時
期
に
は
、
大
幅
な
割
引
が
適
用
さ
れ
る

航
空
運
賃
も
発
効
し
た
。
こ
う
し
た
出
来
事

を
背
景
と
し
て
、
旅
行
会
社
は
低
価
格
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
を
販
売
し
、
多
く
の

消
費
者
が
そ
れ
に
参
加
す
る
と
い
う
動
き
が

進
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
1
9
7
8
年
に
は
新
東
京
国
際
空

港
（
現
：
成
田
国
際
空
港
）
が
開
港
し
、
航

空
路
線
と
座
席
供
給
量
が
増
大
し
た（
福
本
・

2
0
2
1
）。
1
9
7
0
年
代
は
、
供
給
力

の
増
大
化
が
相
次
い
で
起
こ
っ
た
中
、
消
費

者
の
需
要
も
旺
盛
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
海
外
旅
行
の
大
衆
化
が
進
ん
だ
時
期
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
1
9
8
0
年
代
の
前
半
は
、
第
2
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
た
低
成
長
状
態
が
見

ら
れ
た
も
の
の
、
後
半
に
は
大
き
な
成
長
を
遂

げ
た
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
1
9
7
0
年
代
か

ら
海
外
旅
行
の
低
価
格
化
は
進
ん
で
い
た
が
、

1
9
8
0
年
代
も
価
格
競
争
が
進
ん
だ（
ト
ラ

ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
2
0
1
4
）。
海
外
格
安
航

空
券
を
中
心
に
扱
う
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
ズ（
現
在
の
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
）が
設

立
さ
れ
た
の
も
、
1
9
8
0
年
で
あ
る
。

　
1
9
8
0
年
代
後
半
に
は
、
円
高
な
ど
も

あ
り
海
外
旅
行
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。

1
9
8
7
年
に
は
、
当
時
の
運
輸
省
が「
テ
ン

ミ
リ
オ
ン
計
画（
海
外
旅
行
倍
増
計
画
）」と

呼
ば
れ
る
、
年
間
の
海
外
旅
行
者
数
を

1
0
0
0
万
人
に
増
や
す
こ
と
を
目
標
と
し

た
計
画
を
発
表
し
た
。
1
9
8
0
年
代
後
半

は
、
社
会
全
体
に
海
外
旅
行
市
場
へ
の
追
い

風
が
吹
い
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
1
9
9
0
年
代
の
前
半
は
、
湾
岸
戦
争
や
バ

ブ
ル
崩
壊
が
起
こ
っ
た
も
の
の
、
市
場
は
順
調

な
成
長
を
続
け
た
。
し
か
し
、
1
9
9
6
年
以

降
は
足
踏
み
と
後
退
の
局
面
と
な
っ
た
。

1
9
9
7
年
以
降
は
、
景
気
後
退
の
影
響
が

消
費
者
に
レ
ジ
ャ
ー
消
費
の
抑
制
を
も
た
ら

し
た
（
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
2
0
0
4
）。

翌
年
の
1
9
9
8
年
以
降
は
、
旅
行
会
社
の

廃
業
や
倒
産
も
相
次
い
だ
。

　
も
っ
と
も
、
暗
い
話
題
ば
か
り
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
1
9
9
0
年
代
後
半
は
後
の

時
代
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
た
。
具
体
的
に
は
イ
ン

は
じ
め
に

　
2
0
1
9
年
の
日
本
人
出
国
者
数
は
、
過

去
最
高
の
2
0
0
8
万
人
を
記
録
し
た
。
次

の
10
年
も
海
外
旅
行
市
場
が
成
長
す
る
こ
と

を
期
待
さ
せ
る
数
値
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、

現
実
は
ま
っ
た
く
異
な
る
展
開
を
た
ど
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D
‐
19
）
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

2
0
2
0
年
の
初
頭
か
ら
世
界
各
国
は
、
国

境
封
鎖
や
、
航
空
便
の
運
航
制
限
や
旅
客
数

の
制
限
と
い
っ
た
入
国
制
限
措
置
を
と
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
2
0
2
0
年

3
月
以
降
の
出
国
者
数
は
大
幅
な
減
少
を
記

録
し
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
2
0
2
0
年
の

日
本
人
出
国
者
数
は
3
1
7
万
人
と
な
り
、

前
年
比
84
・
2
％
と
い
う
記
録
的
な
減
少
幅

と
な
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
に
入
る
と
、
C
O
V
I
D
‐

19
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
の

状
況
変
化
も
あ
り
、
入
国
制
限
や
入
国
時
の

検
疫
措
置
を
緩
和
す
る
国
・
地
域
が
見
ら
れ

始
め
た
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ル
フ
ァ
株
、
デ

ル
タ
株
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
代
表
さ
れ
る

C
O
V
I
D
‐
19
の
変
異
株
の
流
行
や
、
日

本
入
国
時
の
検
疫
措
置
が
、
自
宅
や
宿
泊
施

設
で
の
一
定
期
間
の
待
機
を
含
む
厳
格
な
内

容
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
海
外
旅
行

を
す
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
状
況
が
続
い

た
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
2
0
2
1
年
の
日

本
人
出
国
者
数
は
51
万
人
で
あ
り
、
前
年
か

ら
の
さ
ら
な
る
減
少
を
記
録
し
た
。

　
2
0
2
2
年
に
入
る
と
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
流
行
は
あ
っ
た
も
の
の
、
入
国
制
限
や
検

疫
措
置
を
緩
和
す
る
国
・
地
域
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
我
が
国
に
お
い
て
も

段
階
的
に
入
国
時
の
検
疫
措
置
が
緩
和
さ

れ
、
2
0
2
2
年
10
月
11
日
以
降
は

C
O
V
I
D
‐
19
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
3
回
）

ま
た
は
出
国
前
72
時
間
以
内
の
陰
性
証
明
が

あ
れ
ば
と
い
う
条
件
付
き
だ
が
、
2
0
1
9

年
以
前
に
近
い
状
態
に
戻
っ
た
。
旅
行
会
社

も
海
外
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
の
販
売
を
再

開
す
る
よ
う
に
な
り
、
海
外
旅
行
市
場
は
よ

う
や
く
回
復
の
動
き
を
見
せ
始
め
た
が
、

2
0
2
2
年
の
日
本
人
出
国
者
数
が
2
7
7

万
人
と
2
0
2
0
年
の
数
値
に
も
届
い
て
い

表 1「国民の海外旅行に関する世論調査」の概要
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一般国民の
海外旅行に対する
関心の内容を明らかにし、
観光行政の参考とする

1967年2月2日～2月12日

調査員による面接聴取法

層別二段無作為抽出法により
抽出された20,000名

16,341名
（男性7,203名、女性9,138名）

調査目的

調査時期

調査方法

調査対象者

有効回収数

（
5
）2
0
0
0
年
代

（
6
）2
0
1
0
年
代

外
山
昌
樹（
□
□
□・□
□
□
）○
1
9
8
4
年
北

海
道
生
ま
れ
。筑
波
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
科
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。博
士（
経
営
学
）。公
益

財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
、淑
徳
大
学
を
経
て

2
0
2
3
年
4
月
よ
り
現
職
。専
門
は
観
光
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、消
費
者
行
動
論
。

海外旅行市場の系譜と可能性1

35% 40% 45% 50%30%25%20%15%10%5%0%

34.6%
44.9%

21.6%
27.4%

5.5%
8.4%

13.3%
4.4%

15.9%
5.3%

1.1%
1.5%

15.3%
13.4%

注）外山（2022）をもとに筆者作成

図 2 海外旅行で見て来たいものに関する男女別の集計結果

庶民の生活の実情、
風俗、習慣、国民性など

絵画、彫刻、音楽、演劇など文化、
芸術関係のこと

産業、社会制度、教育制度などの
実情

自分の職業に関係の深いこと

その他

いろいろなことを何でも見て来たい、
特にない、考えていない

風景、史跡、古都など

男性
（n=798）

女性
（n=679）
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注）外山（2022）をもとに筆者作成

社
会
制
度
、
教
育
制
度
な
ど
の
実
情
」と「
自

分
の
職
業
に
関
係
の
深
い
こ
と
」
の
2
つ
に

注
目
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
男
性
の
選
択
割
合

が
女
性
よ
り
も
高
く
、
統
計
的
な
有
意
差
も

確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
結
果
が
生
じ

た
の
は
、
当
時
の
男
性
は
仕
事
が
生
活
の
中

心
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
や
職
業
と
海
外
旅

行
を
関
連
づ
け
る
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
と
推
察
さ
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
こ
に
今
後

の
海
外
旅
行
市
場
を
読
み
解
く
鍵
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
消
費
者
行
動
研
究
で
は
、
あ
る
商
品
の
購

買
確
率
を
高
め
る
要
因
と
し

て
、
消
費
者
の
「
関
与
」
が
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
関

与
と
は
、「
消
費
者
に
と
っ
て

の
商
品
や
購
買
に
対
す
る
関
心

や
こ
だ
わ
り
、
お
よ
び
重
要
性

の
程
度
」（
西
村
・
2
0
0
9

／
P
58
）
の
こ
と
を
指
す
概
念

で
あ
り
、
あ
る
商
品
へ
の
関
与

が
高
く
な
る
ほ
ど
、
購
買
が
促

進
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
海
外
旅
行
市
場
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
の
方
策
の
一

つ
と
し
て
、
消
費
者
の
海
外
旅

行
に
対
す
る
関
与
を
高
め
る
こ

と
を
提
案
で
き
る
。
こ
こ
で
重

要
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
ど
う

や
っ
て
海
外
旅
行
へ
の
関
与
を

高
め
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
知
見
に
基

づ
く
と
、
消
費
者
の
関
与
は
、

あ
る
商
品
が
提
供
す
る
機
能
的
な
結
果
と
、

自
分
自
身
の
生
活
に
と
っ
て
の
重
要
な
価
値

の
実
現
と
強
く
結
び
つ
く
際
に
高
く
な
る
と

さ
れ
て
い
る
（
青
木
・
2
0
0
4
）。
海
外

旅
行
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
海
外
旅
行
に

よ
っ
て
体
験
で
き
る
美
し
い
景
色
、
美
味
し

い
食
事
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
費
者
の
生

活
に
と
っ
て
重
要
な
価
値
を
実
現
す
る
手
段

に
な
る
場
合
、
海
外
旅
行
へ
の
関
与
は
高
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
上
記
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
先
ほ
ど
の
調

査
結
果
を
見
返
し
て
み
る
と
、
1
9
6
0
年

代
に
は
、
海
外
旅
行
と
、
自
分
が
社
会
人
と

し
て
成
功
す
る
と
い
う
価
値
が
強
く
結
び
つ

い
て
い
た
こ
と
で
、
海
外
旅
行
へ
の
関
与
が

高
ま
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
海
外
旅
行
実
施

へ
の
強
い
意
向
を
持
っ
て
い
た
男
性
が
一
定

程
度
存
在
し
て
い
た
構
図
が
浮
か
び
上
が

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
現
代
の
消
費
者

に
対
し
て
も
、
海
外
旅
行
を
行
う
こ
と
が
そ

の
人
の
よ
り
良
い
生
活
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
結
び
つ
く
の
か
を
明
確
に
認
識
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
海
外
旅
行
へ
の
関
与
が
高
ま
り

市
場
が
成
長
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、
我
が
国
の
海
外
旅
行

市
場
は
成
熟
化
の
状
態
に
至
っ
て
久
し
く
、

海
外
旅
行
自
体
の
経
験
者
は
多
い
。
そ
う
し

た
人
々
は
、
す
で
に
海
外
旅
行
に
関
す
る
知

識
は
あ
る
程
度
持
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、

そ
の
知
識
を
少
し
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
も
ら

う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
・

ツ
ア
ー
や
航
空
券
、
宿
泊
施
設
の
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、

消
費
者
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ク
チ
コ
ミ

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
情
報
発
信
者

と
し
て
の
消
費
者
の
役
割
が
増
大
し
た
。

　
2
0
0
0
年
代
は
、
米
国
の
同
時
多
発
テ

ロ
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
S
A
R
S
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
市
場

に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
出
来
事
が
相

次
い
で
起
こ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
低
迷
が
続

い
た
10
年
と
な
っ
た
。
特
に
イ
ラ
ク
戦
争
と

S
A
R
S
が
起
こ
っ
た
2
0
0
3
年
の
日
本

人
出
国
者
数
は
、
前
年
比
で
約
20
％
減
と
い

う
、
そ
れ
ま
で
で
過
去
最
大
の
下
げ
幅
を
記

録
し
た
。

　
こ
の
頃
に
な
る
と
海
外
旅
行
経
験
者
は
多

く
、
1
9
6
0
年
代
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
人

し
か
経
験
し
な
い
活
動
で
は
な
く
な
っ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
海
外
旅
行
市
場
は
成
熟
化

の
様
相
を
強
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下

で
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
、

各
企
業
は
そ
れ
に
応
え
る
た
め
多
様
な
商
品

展
開
を
行
っ
た
（
福
本
・
2
0
2
1
）。
ま

た
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
が
一
層
普
及
し
た
こ
と

に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
（
O
T
A
）
各
社
が
存
在
感
を
見

せ
る
よ
う
に
な
り
、
個
人
旅
行
（
F
I
T
）

化
が
一
層
進
ん
だ
の
も
こ
の
時
代
で
あ
っ
た

（
福
本
・
2
0
2
1
）。

　
2
0
1
0
年
代
は
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰

り
返
し
た
10
年
間
で
あ
っ
た
。
前
半
は
円
高

を
追
い
風
と
し
て
日
本
人
出
国
者
数
は
増
加

を
続
け
、
2
0
1
2
年
に
は
そ
れ
ま
で
で
最

多
と
な
る
1
8
4
9
万
人
を
記
録
し
た
。
し

か
し
、
翌
年
以
降
は
円
安
や
消
費
増
税
を
背

景
と
し
て
2
0
1
5
年
ま
で
減
少
傾
向
を
た

ど
っ
た
。
2
0
1
6
年
以
降
は
反
転
し
、
本

稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
2
0
1
9
年
に

は
過
去
最
高
の
2
0
0
8
万
人
の
出
国
者
数

を
記
録
し
た
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、
海
外
旅
行
市
場
が
成

長
し
た
要
因
と
し
て
は
、
景
気
の
安
定
、
格

安
航
空
会
社
（
L
C
C
）
を
含
め
た
航
空
路

線
の
充
実
化
や
、
若
年
層
の
旅
行
者
数
増
加

が
あ
げ
ら
れ
る
（
小
坂
・
2
0
2
0
）。
航

空
路
線
の
件
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
充
実

化
の
背
景
に
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）
の
増
加
が
あ
る
。
つ
ま
り

2
0
1
0
年
代
後
半
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
（
日
本
人
海
外
旅
行
）

の
双
方
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
ツ
ー

ウ
ェ
イ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
進
展
が
見
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
各
年
代
の
海
外
旅
行
市
場
の

概
況
を
整
理
し
て
き
た
。
ど
の
年
代
も
、
現

代
に
対
す
る
示
唆
に
富
む
動
き
を
見
せ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
中
、
本
稿
で
は
、

筆
者
が
こ
れ
ま
で
重
点
的
に
研
究
し
て
き
た

1
9
6
0
年
代
の
海
外
旅
行
市
場
に
つ
い

て
、
少
し
深
堀
し
て
み
た
い
。

1
9
6
0
年
代
の

消
費
者
意
識
か
ら

見
え
て
く
る
こ
と

　
筆
者
は
以
前
、
1
9
6
0
年
代
の
海
外
旅

行
市
場
に
お
け
る
消
費
者
の
意
識
を
調
べ
る

研
究
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
1
9
6
7

年
に
内
閣
官
房
広
報
室
が
実
施
し
た
「
国
民

の
海
外
旅
行
に
関
す
る
世
論
調
査
」と
い
う
、

半
ば
埋
も
れ
て
い
た
国
の
世
論
調
査
デ
ー
タ

を
発
掘
し
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
論

文
（
外
山
・
2
0
2
2
）
の
中
か
ら
、
一
部

を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
、世
論
調
査
の
概
要
を
表
１
に
示
す
。

こ
の
調
査
は
、
1
万
6
0
0
0
人
以
上
の
回

答
を
収
集
し
た
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
調
査
内
で
は
、
海
外
旅
行
に

関
す
る
質
問
が
い
く
つ
か
行
わ
れ
て
い
た
の

だ
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
、「
海
外
旅
行
で

見
て
来
た
い
も
の
」
を
尋
ね
た
複
数
選
択
式

の
質
問
が
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
質
問
は
、

海
外
旅
行
の
実
施
意
向
が
強
い
人
の
み
が
回

答
し
て
い
た
。
選
択
肢
を
見
る
と
、
食
事
や

買
い
物
と
い
っ
た
、
現
代
の
こ
の
種
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
必
ず
聞
か
れ
る
と
思
わ
れ

る
選
択
肢
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
男
女
別
に
回
答
結

果
を
分
析
す
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
が
見
え

て
き
た
。

　
男
女
別
の
集
計
結
果
を
ま
と
め
た
グ
ラ
フ

を
、
図
2
に
示
す
。
ほ
と
ん
ど
の
選
択
肢
に

お
い
て
、
男
女
で
選
択
割
合
が
異
な
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
中
で
、
本
稿
で
は
「
産
業
、

な
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
格
的

な
回
復
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
2
0
2
3
年
以
降
は
、
C
O
V
I
D
‐
19

が
海
外
旅
行
市
場
に
与
え
る
影
響
は
さ
ら
に

小
さ
く
な
っ
て
く
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
円
安
や
世
界
的
な
物

価
高
に
伴
う
海
外
旅
行
費
用
の
高
騰
、
国
際

情
勢
の
不
安
定
化
と
い
っ
た
要
因
が
市
場
に

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
も
予
想

で
き
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
海
外
旅
行

市
場
の
回
復
と
成
長
に
は
何
が
必
要
な
の
だ

ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
海
外
旅
行
市
場
の
歴

史
的
な
側
面
に
着
目
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

海
外
旅
行
市
場
の
変
遷

　
1
9
6
4
年
4
月
よ
り
、
日
本
人
は
観
光

目
的
で
自
由
に
海
外
へ
旅
行
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
海
外
渡
航
の
自
由
化

で
あ
る
。
本
節
で
は
、
1
9
6
4
年
を
海
外

旅
行
市
場
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
捉
え
、

2
0
1
0
年
代
ま
で
の
海
外
旅
行
市
場
の
変

遷
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
な
お
、
参
考
資
料

と
し
て
、
1
9
6
4
年
か
ら
2
0
2
2
年
ま

で
の
日
本
人
出
国
者
数
の
推
移
を
ま
と
め
た

グ
ラ
フ
を
図
1
に
示
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
を
見

る
と
、
冒
頭
で
述
べ
た
2
0
2
0
年
以
降
の

市
場
の
変
化
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
の
か
に

つ
い
て
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　
1
9
6
4
年
か
ら
の
最
初
の
6
年
間
は
、

大
き
な
成
長
を
遂
げ
た
。
1
9
6
4
年
の
日

本
人
出
国
者
数
は
お
よ
そ
13
万
人
で
あ
っ
た

が
、
1
9
6
0
年
代
終
盤
に
は
49
万
人
を
超

え
、
3
倍
以
上
の
伸
び
を
記
録
し
た
。
と
は

い
え
、
1
9
6
0
年
代
半
ば
の
総
人
口
が
1

億
人
を
超
え
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

こ
の
時
点
に
お
い
て
、
海
外
旅
行
は
限
ら
れ

た
人
し
か
経
験
し
て
い
な
か
っ
た
活
動
で

あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
1
9
6
0
年
代
に
お
け
る
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー

キ
ン
グ
な
出
来
事
と
し
て
は
、
海
外
パ
ッ

ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
の
誕
生
が
あ
げ
ら
れ
る
。

日
本
航
空
の
「
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
」
や
日
本
交

通
公
社
の
「
ル
ッ
ク
」
と
い
っ
た
、
各
社
に

よ
る
様
々
な
ブ
ラ
ン
ド
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ

ア
ー
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
海
外
旅

行
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
（
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・ 

2
0
1
4
）。

　
1
9
7
0
年
代
は
、
1
9
7
3
年
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
足
踏
み
は
あ
っ

た
も
の
の
、
総
じ
て
成
長
を
続
け
た
10
年
間

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
成
長
を
支
え
た
主

な
要
因
と
し
て
、
1
9
7
0
年
の
ジ
ャ
ン
ボ

ジ
ェ
ッ
ト
機
（
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
）
就
航

開
始
が
あ
げ
ら
れ
る
。
航
空
座
席
数
が
大
幅

に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
量
の
旅
行
者

の
輸
送
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

同
時
期
に
は
、
大
幅
な
割
引
が
適
用
さ
れ
る

航
空
運
賃
も
発
効
し
た
。
こ
う
し
た
出
来
事

を
背
景
と
し
て
、
旅
行
会
社
は
低
価
格
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
を
販
売
し
、
多
く
の

消
費
者
が
そ
れ
に
参
加
す
る
と
い
う
動
き
が

進
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
1
9
7
8
年
に
は
新
東
京
国
際
空

港
（
現
：
成
田
国
際
空
港
）
が
開
港
し
、
航

空
路
線
と
座
席
供
給
量
が
増
大
し
た（
福
本
・

2
0
2
1
）。
1
9
7
0
年
代
は
、
供
給
力

の
増
大
化
が
相
次
い
で
起
こ
っ
た
中
、
消
費

者
の
需
要
も
旺
盛
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
海
外
旅
行
の
大
衆
化
が
進
ん
だ
時
期
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
1
9
8
0
年
代
の
前
半
は
、
第
2
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
た
低
成
長
状
態
が
見

ら
れ
た
も
の
の
、
後
半
に
は
大
き
な
成
長
を
遂

げ
た
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
1
9
7
0
年
代
か

ら
海
外
旅
行
の
低
価
格
化
は
進
ん
で
い
た
が
、

1
9
8
0
年
代
も
価
格
競
争
が
進
ん
だ（
ト
ラ

ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
2
0
1
4
）。
海
外
格
安
航

空
券
を
中
心
に
扱
う
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
ズ（
現
在
の
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
）が
設

立
さ
れ
た
の
も
、
1
9
8
0
年
で
あ
る
。

　
1
9
8
0
年
代
後
半
に
は
、
円
高
な
ど
も

あ
り
海
外
旅
行
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。

1
9
8
7
年
に
は
、
当
時
の
運
輸
省
が「
テ
ン

ミ
リ
オ
ン
計
画（
海
外
旅
行
倍
増
計
画
）」と

呼
ば
れ
る
、
年
間
の
海
外
旅
行
者
数
を

1
0
0
0
万
人
に
増
や
す
こ
と
を
目
標
と
し

た
計
画
を
発
表
し
た
。
1
9
8
0
年
代
後
半

は
、
社
会
全
体
に
海
外
旅
行
市
場
へ
の
追
い

風
が
吹
い
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
1
9
9
0
年
代
の
前
半
は
、
湾
岸
戦
争
や
バ

ブ
ル
崩
壊
が
起
こ
っ
た
も
の
の
、
市
場
は
順
調

な
成
長
を
続
け
た
。
し
か
し
、
1
9
9
6
年
以

降
は
足
踏
み
と
後
退
の
局
面
と
な
っ
た
。

1
9
9
7
年
以
降
は
、
景
気
後
退
の
影
響
が

消
費
者
に
レ
ジ
ャ
ー
消
費
の
抑
制
を
も
た
ら

し
た
（
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
2
0
0
4
）。

翌
年
の
1
9
9
8
年
以
降
は
、
旅
行
会
社
の

廃
業
や
倒
産
も
相
次
い
だ
。

　
も
っ
と
も
、
暗
い
話
題
ば
か
り
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
1
9
9
0
年
代
後
半
は
後
の

時
代
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
た
。
具
体
的
に
は
イ
ン

は
じ
め
に

　
2
0
1
9
年
の
日
本
人
出
国
者
数
は
、
過

去
最
高
の
2
0
0
8
万
人
を
記
録
し
た
。
次

の
10
年
も
海
外
旅
行
市
場
が
成
長
す
る
こ
と

を
期
待
さ
せ
る
数
値
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、

現
実
は
ま
っ
た
く
異
な
る
展
開
を
た
ど
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D
‐
19
）
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

2
0
2
0
年
の
初
頭
か
ら
世
界
各
国
は
、
国

境
封
鎖
や
、
航
空
便
の
運
航
制
限
や
旅
客
数

の
制
限
と
い
っ
た
入
国
制
限
措
置
を
と
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
2
0
2
0
年

3
月
以
降
の
出
国
者
数
は
大
幅
な
減
少
を
記

録
し
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
2
0
2
0
年
の

日
本
人
出
国
者
数
は
3
1
7
万
人
と
な
り
、

前
年
比
84
・
2
％
と
い
う
記
録
的
な
減
少
幅

と
な
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
に
入
る
と
、
C
O
V
I
D
‐

19
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
の

状
況
変
化
も
あ
り
、
入
国
制
限
や
入
国
時
の

検
疫
措
置
を
緩
和
す
る
国
・
地
域
が
見
ら
れ

始
め
た
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ル
フ
ァ
株
、
デ

ル
タ
株
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
代
表
さ
れ
る

C
O
V
I
D
‐
19
の
変
異
株
の
流
行
や
、
日

本
入
国
時
の
検
疫
措
置
が
、
自
宅
や
宿
泊
施

設
で
の
一
定
期
間
の
待
機
を
含
む
厳
格
な
内

容
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
海
外
旅
行

を
す
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
状
況
が
続
い

た
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
2
0
2
1
年
の
日

本
人
出
国
者
数
は
51
万
人
で
あ
り
、
前
年
か

ら
の
さ
ら
な
る
減
少
を
記
録
し
た
。

　
2
0
2
2
年
に
入
る
と
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
流
行
は
あ
っ
た
も
の
の
、
入
国
制
限
や
検

疫
措
置
を
緩
和
す
る
国
・
地
域
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
我
が
国
に
お
い
て
も

段
階
的
に
入
国
時
の
検
疫
措
置
が
緩
和
さ

れ
、
2
0
2
2
年
10
月
11
日
以
降
は

C
O
V
I
D
‐
19
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
3
回
）

ま
た
は
出
国
前
72
時
間
以
内
の
陰
性
証
明
が

あ
れ
ば
と
い
う
条
件
付
き
だ
が
、
2
0
1
9

年
以
前
に
近
い
状
態
に
戻
っ
た
。
旅
行
会
社

も
海
外
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
の
販
売
を
再

開
す
る
よ
う
に
な
り
、
海
外
旅
行
市
場
は
よ

う
や
く
回
復
の
動
き
を
見
せ
始
め
た
が
、

2
0
2
2
年
の
日
本
人
出
国
者
数
が
2
7
7

万
人
と
2
0
2
0
年
の
数
値
に
も
届
い
て
い

表 1「国民の海外旅行に関する世論調査」の概要
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一般国民の
海外旅行に対する
関心の内容を明らかにし、
観光行政の参考とする

1967年2月2日～2月12日

調査員による面接聴取法

層別二段無作為抽出法により
抽出された20,000名

16,341名
（男性7,203名、女性9,138名）

調査目的

調査時期

調査方法

調査対象者

有効回収数

（
5
）2
0
0
0
年
代

（
6
）2
0
1
0
年
代

外
山
昌
樹（
と
や
ま・ま
さ
き
）○
1
9
8
4
年
北

海
道
生
ま
れ
。筑
波
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
科
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。博
士（
経
営
学
）。公
益

財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
、淑
徳
大
学
を
経
て

2
0
2
3
年
4
月
よ
り
現
職
。専
門
は
観
光
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、消
費
者
行
動
論
。

海外旅行市場の系譜と可能性1

35% 40% 45% 50%30%25%20%15%10%5%0%

34.6%
44.9%

21.6%
27.4%

5.5%
8.4%

13.3%
4.4%

15.9%
5.3%

1.1%
1.5%

15.3%
13.4%

注）外山（2022）をもとに筆者作成

図 2 海外旅行で見て来たいものに関する男女別の集計結果

庶民の生活の実情、
風俗、習慣、国民性など

絵画、彫刻、音楽、演劇など文化、
芸術関係のこと

産業、社会制度、教育制度などの
実情

自分の職業に関係の深いこと

その他

いろいろなことを何でも見て来たい、
特にない、考えていない

風景、史跡、古都など

男性
（n=798）

女性
（n=679）
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❶
株
式
会
社
J
T
B
…
…
P
8

❷
株
式
会
社
エ
イ
チ・ア
イ・エ
ス
…
…
P

12

❸
株
式
会
社
風
の
旅
行
社
…
…
P

16

❹
株
式
会
社
A
T
I
…
…
P

20

❺
日
本
航
空
株
式
会
社
…
…
P

24

❻
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
…
…
P

28

海
外
旅
行
市
場
の
復
活
に
向
け
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
旅
行
会
社
、航
空
会
社
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
市
場
の
現
状
を
把
握
す
る

い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
お
客
様
の
タ
イ
プ
の

と
き
は
こ
れ
を
ご
案
内
し
て
は
ど
う
か
、
と

い
っ
た
「
レ
コ
メ
ン
ド
」
と
い
う
仕
組
み
を
整

え
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
と
台
湾
に
お
い
て
は

十
分
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
揃
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
他
方
面
に
つ
い
て
も
増
や
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
一
方
で
、
添
乗
員
付
き
の
上
質
な
ツ

ア
ー
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
前
と
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
で
何
か
変
化
は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

山
田
　
ま
ず
は
単
価
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

来
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
航
空
座
席
の
仕
入
れ

上
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
想
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
安
価
で
多
く
の
人
を
集
め
る
よ

う
な
コ
ー
ス
は
い
っ
た
ん
縮
小
し
、
戦
略
上

の
い
わ
ゆ
る
縦
軸
の
右
上
の
「
高
額
だ
が
良

質
」
の
方
向
に
シ
フ
ト
す
る
よ
う
な
感
じ
で

今
は
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
添
乗
員
付
き
ツ
ア
ー
で
あ
る
エ
ス
コ
ー
ト

商
品
は
、
こ
れ
ま
で
グ
ル
ー
プ
各
社
に
分
か

れ
て
存
在
し
て
い
た
の
で
す
が
、
3
月
に

J
T
B
内
に
統
合
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
エ

ス
コ
ー
ト
商
品
が
一
元
化
さ
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
よ
り
お
客
様
情
報

の
共
有
が
ぐ
っ
と
進
み
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
シ
ニ
ア
向
け
、
高
額
商

品
、
富
裕
層
向
け
と
い
っ
た
分
け
方
だ
っ
た

の
で
す
が
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
通
り
新
し

い
層
の
お
客
様
も
出
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
固
定
し
た
考
え
で
は
な
く
、
異
な

る
層
へ
向
け
た
エ
ス
コ
ー
ト
商
品
の
展
開
も

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
安
心
、
安
全
は
御
社
の
大
き
な
強
み

の
一
つ
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
お
客
様

の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

山
田
　
安
心
、
安
全
と
ひ
も
付
く
か
は
分
か

ら
な
い
の
で
す
け
れ
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
旅
行

す
る
と
き
の
注
意
点
や
、
海
外
か
ら
帰
国
し

た
と
き
に
、
ど
ん
な
手
続
き
や
何
を
し
た
ら

良
い
の
か
と
い
う
点
で
は
お
客
様
か
ら
重
宝

さ
れ
た
の
で
は
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
何

を
し
た
か
と
い
う
と
、
こ
の
よ
う
な
お
客
様

か
ら
の
質
問
が
と
て
も
多
か
っ
た
の
で
、
本

社
主
導
で
統
一
の
ご
案
内
文
書
を
発
信
し
て

店
舗
に
貼
り
出
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
み

な
さ
ま
写
真
を
撮
っ
て
い
か
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
そ
う
い
う
貢
献
は
多
少
で
き
た
か

と
思
い
ま
す
。

　
安
心
、
安
全
自
体
は
わ
れ
わ
れ
の
大
前
提

に
な
り
ま
す
。
お
客
様
も
多
分
そ
こ
は
も
う

聞
か
な
く
て
も
当
然
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
で
し
ょ
う
。
J
T
B
と
し
て
安
心
、
安

全
は
絶
対
に
外
し
て
は
い
け
な
い
、
一
番
の

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
若
い
方
は
自
分
で
予
約
で
き
ま
す
が
、

親
御
さ
ん
が
安
心
を
求
め
て
御
社
に
お
願
い

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
こ
れ
だ
け
ウ
ェ
ブ
予
約
が
主
流
と
い

う
風
潮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
め
て
の
海
外

旅
行
は
、
店
舗
利
用
が
多
い
で
す
。

相
澤
　
若
い
方
も
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
若
い
方
も
多
い
で
す
。
卒
業
旅
行
の

よ
う
な
需
要
は
極
め
て
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
海
外
旅
行
は
、
対
面
で
正
し
く

き
ち
ん
と
説
明
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、

当
社
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す
。

相
澤
　
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
明
確
に
な
っ
た

感
じ
が
し
ま
す
ね
。

山
田
　
そ
う
で
す
ね
。
回
復
と
い
う
こ
と
で

言
え
ば
、
教
育
旅
行
は
語
学
研
修
の
よ
う
に

任
意
で
参
加
さ
れ
る
の
は
い
い
で
す
が
、
全

員
を
お
連
れ
す
る
修
学
旅
行
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
確
認
と
い
う
点
で
す
ぐ
に
は
難
し
い
で

す
。
23
年
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
国
内

に
振
り
替
え
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

相
澤
　
本
格
的
に
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
る
の

は
あ
と
2
年
ぐ
ら
い
か
か
る
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
航
空
座
席
が
な
け
れ
ば
行
け
な
い
の

で
、
座
席
供
給
量
の
戻
り
な
ど
が
落
ち
着
く

ま
で
に
は
2
年
ぐ
ら
い
か
か
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
教
育

旅
行
も
、
受
注
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
一
定
期

間
必
要
な
こ
と
も
あ
る
た
め
、
24
年
に
少
し

先
が
見
え
て
き
て
、
25
年
ぐ
ら
い
か
ら
具
体

的
に
商
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
原
　
い
つ
頃
戻
る
と
は
山
田
が
申
し
た
と

お
り
で
、
本
格
的
に
は
25
年
度
だ
と
思
い
ま

す
。
ハ
ネ
ム
ー
ン
の
よ
う
に
特
定
の
需
要
が

戻
り
つ
つ
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
に
は
少
し
差

が
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
そ
の
あ
た
り
の
意
欲
は
衰
え
て
な
い

と
期
待
を
し
て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
そ
れ
は
も
う
説
明
会
の
集
ま
り
具
合

を
見
る
と
、
皆
さ
ん
行
き
た
い
の
だ
ろ
う
と

い
う
の
は
日
々
感
じ
て
い
ま
す
ね
。

相
澤
　
楽
し
み
に
し
た
い
で
す
ね
。

山
田
　
夏
を
前
に
暑
い
時
季
に
な
っ
て
マ
ス

ク
の
使
用
が
減
っ
た
り
す
れ
ば
、
今
ま
で
の

変
わ
り
方
と
ち
ょ
っ
と
違
う
、
一
段
進
ん
だ

変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
は
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
日
2
0
2
3
年
3
月
29
日
）

田
空
港
に
お
連
れ
す
る
と
い
う
企
画
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
の
で
す
が
、
な
ん
と
定
員

3
0
0
名
の
と
こ
ろ
、
35
倍
の
一
万
人
を
超

え
る
応
募
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

相
澤
　
私
も
記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
。

山
田
　
説
明
会
で
す
ら
こ
れ
だ
け
の
お
客
様

に
お
越
し
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
海
外

旅
行
へ
の
思
い
が
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
良
く

分
か
り
ま
し
た
。
私
も
東
京
の
会
場
に
行
っ
た

の
で
す
が
、
意
外
に
も
若
い
方
が
多
か
っ
た
で

す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
海
外
へ
出
か
け
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
、
当
社
で
は
独
自
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の

取
得
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
い
ま
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
率
も
一
時
よ
り
は
落
ち
て

い
ま
す
の
で
少
し
で
も
社
会
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
海
外
を
見
て
日
本
を
豊
か
に
し
て
い

く
若
者
を
育
て
る
社
会
貢
献
で
す
ね
。

山
田
　
最
近
、
宇
宙
へ
の
遊
覧
旅
行
の
記
事

が
出
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
当
社
は
か
つ
て

海
外
旅
行
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
と
き
を

経
て
、
誰
も
が
気
軽
に
海
外
旅
行
に
行
け
る

仕
組
み
を
、
時
の
政
府
や
航
空
会
社
な
ど
の

皆
さ
ま
と
創
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
意
味
合
い
も
含
め
て
、
国
際
交
流
な

く
し
て
国
の
発
展
は
あ
り
得
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
交
流
の
創
造
こ
そ
が
わ
れ
わ
れ

の
社
会
貢
献
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま

す
。
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
特
に
若
い
世
代

に
は
海
外
に
出
て
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

相
澤
　
Z
世
代
は
安
全
志
向
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
感
じ
ら
れ
る
こ

と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

山
田
　
私
た
ち
の
社
業
を
通
じ
て
と
い
う
こ

と
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
安
全
志
向
の
Z
世
代
と

い
っ
た
傾
向
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

今
の
若
者
の
中
に
は
そ
う
い
う
安
全
志
向
の

方
が
い
る
一
方
で
、
先
日
の
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
活
躍
さ
れ
た
大
谷

選
手
の
よ
う
に
、
国
境
を
超
え
た
環
境
に
自

身
を
置
い
て
、
世
界
が
驚
く
偉
業
を
な
し
と

げ
て
い
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
実
は
店
舗
に
お
越
し
い
た
だ
く
お
客
様
の

中
に
は
、
若
く
し
て
金
銭
的
に
余
裕
の
あ
る

方
も
割
と
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
当
社
の
社

員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、

仲
間
4
〜
5
人
で
女
子
会
の
旅
行
を
予
約
さ

れ
た
り
す
る
の
で
す
が
、
か
な
り
高
価
格
帯

の
宿
泊
施
設
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し

た
お
客
様
は
1
組
、
2
組
で
は
な
く
、
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

相
澤
　
本
当
に
両
極
端
で
す
ね
。

山
田
　
そ
う
し
た
方
た
ち
は
、
お
金
を
多
少

か
け
て
も
手
間
を
か
け
た
く
な
い
。
信
頼
の

お
け
る
ス
タ
ッ
フ
に
お
任
せ
し
た
と
お
り
に

行
く
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
す
。
１
回
経
験
す

る
と
ご
満
足
い
た
だ
け
る
の
か
、
す
ぐ
に
当

社
ス
タ
ッ
フ
の
大
事
な
お
客
様
（
マ
イ
カ
ス

タ
マ
ー
）
と
し
て
リ
ピ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
そ
う
い
う
層
が
こ
の
１
年
ぐ
ら
い
で

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
そ
れ
は
興
味
深
い
で
す
ね
。

山
田
　
わ
れ
わ
れ
も
マ
イ
カ
ス
タ
マ
ー
戦
略

を
リ
テ
ー
ル
の
社
員
に
求
め
だ
し
た
こ
と

と
、
ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

相
澤
　
そ
し
て
J
T
B
に
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。

山
田
　
当
社
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
本
当
に
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
接
客
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
ス
テ
ー

タ
ス
を
感
じ
て
来
店
い
た
だ
き
、
お
客
様
の

質
問
に
対
し
て
、
そ
の
お
客
様
が
望
む
よ
う

な
お
す
す
め
の
場
所
を
答
え
ら
れ
る
社
員
が

い
る
と
、
お
客
様
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が

ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い
く
、
い
う
感
じ
で
す
。

相
澤
　
一
方
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ「M
y S
T
Y
L
E

」で
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
し
た
サ
ー
ビ
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
力
を
入
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ポ
イ

ン
ト
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
場
合
は
6
カ
月
ぐ

ら
い
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
（
完
成
ま
で
の
時
間
）

が
必
要
で
す
が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
は
時
価
で
商
品
造
成
が
で
き
る
た
め
、

お
客
様
に
と
っ
て
は
利
便
性
が
高
い
と
い
え

ま
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
場
合
、

商
品
造
成
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ど
こ
か
と
い
う

と
、「
店
舗
で
お
会
い
し
た
と
き
」
に
な
り
ま

す
。
お
客
様
の
ご
要
望
に
よ
り
合
致
し
た
も

の
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
、

発
想
の
根
源
に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
ハ
ワ
イ
に
行
く
場

合
、
フ
ラ
イ
ト
の
時
間
が
少
し
で
も
お
子
さ

ん
の
生
活
時
間
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た

り
、
現
地
に
着
い
て
す
ぐ
に
食
事
が
取
れ
る

よ
う
に
す
る
な
ど
の
ア
レ
ン
ジ
を
し
て
い
ま

す
。
J
T
B
で
は
ハ
ワ
イ
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
「
ラ
ウ
ン
ジ
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ま
で
の
間
を
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
食
事
も
取

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
付
け
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。
社
員
が
お
客
様
を
し
っ
か
り
と
見
て
対

話
し
、
そ
の
お
客
様
に
合
っ
た
も
の
を
数
あ

る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
中
か
ら
ご
提
案
す
る
と

い
っ
た
考
え
方
で
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

相
澤
　
対
話
の
中
で
お
客
様
に
合
っ
た
も
の

を
ご
提
案
す
る
の
で
す
ね
。

山
田
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
と
は
言
う
も

の
の
社
員
が
全
部
を
知
っ
て
る
わ
け
で
は
な

て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
旅
行
商
品

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　
為
替
や
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
状
況
が

2
0
1
9
年
と
比
べ
て
全
く
異
な
り
ま
す
の

で
、
そ
こ
は
資
金
を
投
下
し
て
で
も
、
ま
ず

は
ハ
ワ
イ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
お
得
な
値
段

の
商
品
を
出
し
、
4
月
1
日
に
そ
れ
を
再
び

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

山
田
　
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
い
う
と
、
日

本
の
海
外
渡
航
の
回
復
が
遅
い
こ
と
に
加
え

て
、地
政
学
リ
ス
ク
の
影
響
も
あ
り
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
が
相
当
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
回
復
は
、
路
線
や
価
格
の
面
で

も
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
と
想
定
さ
れ
る

た
め
、ま
ず
は
ハ
ワ
イ
か
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ハ
ワ
イ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
だ
い
ぶ
欧
米

の
旅
行
者
寄
り
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
ホ
テ
ル
の
設
え
は
日
本
人
向
け
の
仕
様

が
多
い
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
日
本
人

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
一
定
程
度
、
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
理
由
も
あ
り
ハ

ワ
イ
は
戦
略
的
に
力
を
入
れ
る
べ
き
方
面
と

し
て
い
ま
す
。

　
旅
行
者
区
分
で
い
う
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
や
ハ
ネ
ム
ー
ン
を
延
期
し
て

い
た
カ
ッ
プ
ル
、
そ
し
て
久
し
ぶ
り
の
海
外

旅
行
を
楽
し
む
シ
ニ
ア
の
方
々
を
対
象
と
し

て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
か
け
る
予
定
で
す
。

　
路
線
に
つ
い
て
は
、
第
一
四
半
期
に
は
3

分
の
2
ぐ
ら
い
の
回
復
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
、
航
空
会
社
の
直
前
の
運
休
も
あ
り
、

予
約
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
非
常
に
間
際
に
な
っ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
安
近
短
と
言
わ
れ
た

頃
の
間
際
の
動
き
と
は
全
く
異
な
り
、
回
復

期
特
有
の
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
今
は
回
復
期
の
途
上
に
あ
る
た
め
、
コ
ロ

ナ
前
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
ど
う
こ
う
と
い

う
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
い
こ
の
前
ま

で
海
外
旅
行
の
4
〜
6
月
の
回
復
は
厳
し
い

の
で
は
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
こ
へ
来
て
増

え
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
諦
め
ず
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ハ
ワ
イ
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ア
ジ
ア
は
い
か
が
で
す
か
。

山
田
　
そ
う
で
す
ね
。
今
は
台
湾
を
推
し
た

い
で
す
ね
。
フ
ラ
イ
ト
も
回
復
し
て
料
金
も

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
設
定
で
き
そ
う
で
す
の
で
、

価
格
訴
求
力
の
あ
る
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
台
湾
以
外
の
ア

ジ
ア
は
中
国
を
中
心
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

相
澤
　
中
国
は
厳
し
い
で
す
ね
。

山
田
　
あ
と
法
人
の
領
域
に
つ
い
て
は
引
き

合
い
は
多
い
も
の
の
、
結
局
は
国
内
に
着
地

す
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
で
す
。
一
方
で
こ

の
3
年
間
は
企
業
の
節
目
で
あ
る
周
年
イ
ベ

ン
ト
や
旅
行
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

た
の
で
、
多
く
の
お
客
様
が
実
施
で
き
る
日

を
待
ち
の
ぞ
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
て
い
よ
い
よ
ハ
ワ
イ
で
周
年
事
業

を
行
う
よ
う
な
事
例
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
当
初
は
個
人
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
先

に
回
復
す
る
と
想
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、

会
社
の
行
事
で
海
外
に
お
出
か
け
い
た
だ
い

て
、
そ
の
あ
と
で
個
人
で
渡
航
す
る
。
最
近

は
こ
う
い
っ
た
動
き
も
出
て
き
ま
し
た
。

相
澤
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
は
ご
ざ
い
ま

す
か
。

山
田
　
影
響
は
大
い
に
あ
る
と
は
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
に
来
て

い
た
だ
け
る
の
は
日
本
経
済
に
と
っ
て
も
、

当
社
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
話
で
す
。
た

だ
、
日
本
行
き
の
人
気
が
高
く
一
部
の
航
空

路
線
で
予
約
が
取
り
づ
ら
か
っ
た
り
、
運
賃

そ
の
も
の
が
値
上
が
り
を
し
た
り
と
い
っ
た

話
を
聞
き
ま
す
。
た
だ
4
月
に
入
っ
て
、
一

部
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
の
路
線
も
出
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め

て
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
様
相
が
し
ば
ら
く

続
く
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
み
な
さ
ん
、
海
外
旅
行
を
が
ま
ん
し

て
、代
わ
り
に
国
内
旅
行
に
行
っ
た
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
海
外
に
行
き
た
い
と
い
う
思
い
が

爆
発
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
2
月
に
札
幌
、
広
島
、
仙
台
で
海
外

旅
行
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
満
員
に
な
り
ま
し
た
。
3
月
に
は
添
乗
員

が
同
行
し
て
、
ま
る
で
ツ
ア
ー
の
よ
う
に
羽

相
澤
　
現
在
の
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
一
言
で
申
し
ま
す
と
、
心
理
的
ハ
ー
ド

ル
も
あ
り
、
な
か
な
か
急
回
復
は
難
し
い
状

況
で
す
。
昨
年
の
今
頃
も
同
じ
よ
う
に
い
よ

い
よ
再
開
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
結
果
と

し
て
そ
こ
に
は
も
う
一
歩
追
い
付
い
て
な
い
と

い
う
状
況
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
た
だ
、そ
う
し
た
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
2
月

か
ら
C
M
の
放
映
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
時

に
私
た
ち
の
創
業
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

J
T
B
は
な
ん
の
た
め
に
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
こ

の
3
年
間
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
行
事
の
旅

行
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
も
に
行
け
ず
、
卒
業

旅
行
も
完
全
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
10
代
・

20
代
に
海
外
を
知
る
経
験
は
非
常
に
大
事
な

の
に
全
然
行
け
な
い
、
こ
れ
を
ど
う
し
た
ら

い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
国
際
交
流
の
在
り
方
と
か
、
海
外
と
の
結

び
付
き
を
促
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち

J
T
B
の
役
割
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思

い
は
常
に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
思
い
き
っ
て

売
れ
る
、
売
れ
な
い
は
別
に
し
て
、
海
外
旅

行
そ
の
も
の
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
、

C
M
放
映
に
踏
み
切
っ
た
わ
け
で
す
。

　
C
M
は
タ
レ
ン
ト
の
方
以
外
の
出
演
者
は

実
は
全
て
社
員
で
す
。
社
員
が
身
ぶ
り
手
ぶ

り
で
海
外
に
来
て
ほ
し
い
、
歓
迎
し
て
い
ま

す
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
身
で
表
す
イ

メ
ー
ジ
で
作
り
ま
し
た
。
世
の
中
に
そ
の
意

思
は
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
は
言
う
も
の
の
、
実
際
は
全
国
旅
行

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

海
外
旅
行
復
活
に
向
け
た

旅
行
会
社・航
空
会
社
の
現
在
位
置

社
員
出
演
の
Ｃ
Ｍ
で

海
外
旅
行
復
活
の
機
運
を
醸
成

ハ
ワ
イ
と
台
湾
を
中
心
に
展
開

若
い
世
代
の
動
き
の
変
化

説
明
会
で
お
客
様
の

旅
行への
強
い
意
欲
を
実
感

1

入
社
後
、店
頭
営
業
や
法
人
営
業
を
経
験
後
、首
都
圏
に

お
け
る
個
人
旅
行
の
販
売
を
統
括
。そ
の
後
、法
人
事
業
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
の
責
任
者
を
歴
任
。現

在
は
、J
T
B
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
お
い
て
、個
人
旅
行
、

企
業
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、観
光
振
興
等
の
領
域

の
事
業
推
進
を
統
括
し
て
い
る
。

山
田
仁
二
氏（
や
ま
だ
・
じ
ん
じ
）

株
式
会
社
J
T
B 

執
行
役
員 

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部 

事
業
推
進
部
長

入
社
後
、法
人
営
業
、国
土
交
通
省
航
空
局
へ
の
出
向
、本

社（
当
時
）で
の
航
空
政
策
推
進
を
経
験
。そ
の
後
、ル
ッ
ク

J
T
B
の
航
空
仕
入
、社
全
体
の
海
外
航
空
政
策
の
責
任

者
を
経
て
、現
在
は
、J
T
B
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
お
い

て
海
外
旅
行
の
政
策
立
案・推
進
を
担
っ
て
い
る
。

川
原
政
彦
氏（
か
わ
は
ら
・
ま
さ
ひ
こ
）

株
式
会
社
J
T
B 

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部

事
業
推
進
部 

国
内
海
外
政
策
チ
ー
ム
担
当
部
長

2

進
行
○

相
澤
美
穂
子

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社・上
席
主
任
研
究
員
）

支
援
が
再
開
し
、
国
内
旅
行
に
注
目
が
集

ま
っ
た
の
も
事
実
で
す
。

　
5
月
8
日
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
5
類
に
移
行
し
ま
す
。
こ
の
先
も
う

一
度
、
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
C
M
を
含
め

8



❶
株
式
会
社
J
T
B
…
…
P
8

❷
株
式
会
社
エ
イ
チ・ア
イ・エ
ス
…
…
P

12

❸
株
式
会
社
風
の
旅
行
社
…
…
P

16

❹
株
式
会
社
A
T
I
…
…
P

20

❺
日
本
航
空
株
式
会
社
…
…
P

24

❻
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
…
…
P

28

海
外
旅
行
市
場
の
復
活
に
向
け
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
旅
行
会
社
、航
空
会
社
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
市
場
の
現
状
を
把
握
す
る

い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
お
客
様
の
タ
イ
プ
の

と
き
は
こ
れ
を
ご
案
内
し
て
は
ど
う
か
、
と

い
っ
た
「
レ
コ
メ
ン
ド
」
と
い
う
仕
組
み
を
整

え
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
と
台
湾
に
お
い
て
は

十
分
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
揃
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
他
方
面
に
つ
い
て
も
増
や
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
一
方
で
、
添
乗
員
付
き
の
上
質
な
ツ

ア
ー
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
前
と
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
で
何
か
変
化
は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

山
田
　
ま
ず
は
単
価
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

来
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
航
空
座
席
の
仕
入
れ

上
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
想
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
安
価
で
多
く
の
人
を
集
め
る
よ

う
な
コ
ー
ス
は
い
っ
た
ん
縮
小
し
、
戦
略
上

の
い
わ
ゆ
る
縦
軸
の
右
上
の
「
高
額
だ
が
良

質
」
の
方
向
に
シ
フ
ト
す
る
よ
う
な
感
じ
で

今
は
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
添
乗
員
付
き
ツ
ア
ー
で
あ
る
エ
ス
コ
ー
ト

商
品
は
、
こ
れ
ま
で
グ
ル
ー
プ
各
社
に
分
か

れ
て
存
在
し
て
い
た
の
で
す
が
、
3
月
に

J
T
B
内
に
統
合
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
エ

ス
コ
ー
ト
商
品
が
一
元
化
さ
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
よ
り
お
客
様
情
報

の
共
有
が
ぐ
っ
と
進
み
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
シ
ニ
ア
向
け
、
高
額
商

品
、
富
裕
層
向
け
と
い
っ
た
分
け
方
だ
っ
た

の
で
す
が
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
通
り
新
し

い
層
の
お
客
様
も
出
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
固
定
し
た
考
え
で
は
な
く
、
異
な

る
層
へ
向
け
た
エ
ス
コ
ー
ト
商
品
の
展
開
も

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
安
心
、
安
全
は
御
社
の
大
き
な
強
み

の
一
つ
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
お
客
様

の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

山
田
　
安
心
、
安
全
と
ひ
も
付
く
か
は
分
か

ら
な
い
の
で
す
け
ど
、
コ
ロ
ナ
の
環
境
下
で

旅
行
す
る
と
き
の
注
意
点
や
、
特
に
海
外
か

ら
帰
国
し
た
と
き
に
、
ど
ん
な
手
続
き
や
何

を
し
た
ら
良
い
の
か
と
い
い
う
点
で
は
お
客

様
か
ら
重
宝
さ
れ
た
の
で
は
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。
何
を
し
た
か
と
い
う
と
、
こ
の
よ

う
な
お
客
様
か
ら
の
質
問
が
と
て
も
多
か
っ

た
の
で
、
本
社
主
導
で
統
一
の
ご
案
内
文
書

を
発
信
し
て
店
舗
に
貼
り
出
し
て
も
ら
っ
た

の
で
す
。
み
な
さ
ま
写
真
を
撮
っ
て
い
か
れ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
貢
献
は
多

少
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
安
心
、
安
全
自
体
は
わ
れ
わ
れ
の
大
前
提

に
な
り
ま
す
。
お
客
様
も
多
分
そ
こ
は
も
う

聞
か
な
く
て
も
当
然
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
で
し
ょ
う
。
J
T
B
と
し
て
安
心
、
安

全
は
絶
対
に
外
し
て
は
い
け
な
い
、
一
番
の

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
若
い
方
は
自
分
で
予
約
で
き
ま
す
が
、

親
御
さ
ん
が
安
心
を
求
め
て
御
社
に
お
願
い

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
こ
れ
だ
け
ウ
ェ
ブ
予
約
が
主
流
と
い

う
風
潮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
め
て
の
海
外

旅
行
は
、
店
舗
利
用
が
多
い
で
す
。

相
澤
　
若
い
方
も
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
若
い
方
も
多
い
で
す
。
卒
業
旅
行
の

よ
う
な
需
要
は
極
め
て
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
海
外
旅
行
は
、
対
面
で
正
し
く

き
ち
ん
と
説
明
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、

当
社
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す
。

相
澤
　
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
明
確
に
な
っ
た

感
じ
が
し
ま
す
ね
。

山
田
　
そ
う
で
す
ね
。
回
復
と
い
う
こ
と
で

言
え
ば
、
教
育
旅
行
は
語
学
研
修
の
よ
う
に

任
意
で
参
加
さ
れ
る
の
は
い
い
で
す
が
、
全

員
を
お
連
れ
す
る
修
学
旅
行
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
確
認
と
い
う
点
で
す
ぐ
に
は
難
し
い
で

す
。
23
年
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
国
内

に
振
り
替
え
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

相
澤
　
本
格
的
に
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
る
の

は
あ
と
2
年
ぐ
ら
い
か
か
る
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
航
空
座
席
が
な
け
れ
ば
行
け
な
い
の

で
、
座
席
供
給
量
の
戻
り
な
ど
が
落
ち
着
く

ま
で
に
は
2
年
ぐ
ら
い
か
か
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
教
育

旅
行
も
、
受
注
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
一
定
期

間
必
要
な
こ
と
も
あ
る
た
め
、
24
年
に
少
し

先
が
見
え
て
き
て
、
25
年
ぐ
ら
い
か
ら
具
体

的
に
商
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
原
　
い
つ
頃
戻
る
か
と
は
山
田
が
申
し
た

と
お
り
で
、
本
格
的
に
は
25
年
度
だ
と
思
い

ま
す
。
ハ
ネ
ム
ー
ン
の
よ
う
に
特
定
の
需
要

が
戻
り
つ
つ
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
に
は
少
し

差
が
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
そ
の
あ
た
り
の
意
欲
は
衰
え
て
な
い

と
期
待
を
し
て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
そ
れ
は
も
う
説
明
会
の
集
ま
り
具
合

を
見
る
と
、
皆
さ
ん
行
き
た
い
の
だ
ろ
う
と

い
う
の
は
日
々
感
じ
て
い
ま
す
ね
。

相
澤
　
楽
し
み
に
し
た
い
で
す
ね
。

山
田
　
夏
を
前
に
暑
い
時
季
に
な
っ
て
マ
ス

ク
の
使
用
が
減
っ
た
り
す
れ
ば
、
今
ま
で
の

変
わ
り
方
と
ち
ょ
っ
と
違
う
、
一
段
進
ん
だ

変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
は
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
日
2
0
2
3
年
3
月
29
日
）

田
空
港
に
お
連
れ
す
る
と
い
う
企
画
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
の
で
す
が
、
な
ん
と
定
員

3
0
0
名
の
と
こ
ろ
、
35
倍
の
一
万
人
を
超

え
る
応
募
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

相
澤
　
私
も
記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
。

山
田
　
説
明
会
で
す
ら
こ
れ
だ
け
の
お
客
様

に
お
越
し
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
海
外

旅
行
へ
の
思
い
が
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
良
く

分
か
り
ま
し
た
。
私
も
東
京
の
会
場
に
行
っ
た

の
で
す
が
、
意
外
に
も
若
い
方
が
多
か
っ
た
で

す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
海
外
へ
出
か
け
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
、
当
社
で
は
独
自
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の

取
得
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
い
ま
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
率
も
一
時
よ
り
は
落
ち
て

い
ま
す
の
で
少
し
で
も
社
会
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
海
外
を
見
て
日
本
を
豊
か
に
し
て
い

く
若
者
を
育
て
る
社
会
貢
献
で
す
ね
。

山
田
　
最
近
、
宇
宙
へ
の
遊
覧
旅
行
の
記
事

が
出
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
当
社
は
か
つ
て

海
外
旅
行
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
と
き
を

経
て
、
誰
も
が
気
軽
に
海
外
旅
行
に
行
け
る

仕
組
み
を
、
時
の
政
府
や
航
空
会
社
な
ど
の

皆
さ
ま
と
創
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
意
味
合
い
も
含
め
て
、
国
際
交
流
な

く
し
て
国
の
発
展
は
あ
り
得
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
交
流
の
創
造
こ
そ
が
わ
れ
わ
れ

の
社
会
貢
献
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま

す
。
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
特
に
若
い
世
代

に
は
海
外
に
出
て
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

相
澤
　
Z
世
代
は
安
全
志
向
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
感
じ
ら
れ
る
こ

と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

山
田
　
私
た
ち
の
社
業
を
通
じ
て
と
い
う
こ

と
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
安
全
志
向
の
Z
世
代
と

い
っ
た
傾
向
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

今
の
若
者
の
中
に
は
そ
う
い
う
安
全
志
向
の

方
が
い
る
一
方
で
、
先
日
の
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
活
躍
さ
れ
た
大
谷

選
手
の
よ
う
に
、
国
境
を
超
え
た
環
境
に
自

身
を
置
い
て
、
世
界
が
驚
く
偉
業
を
な
し
と

げ
て
い
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
実
は
店
舗
に
お
越
し
い
た
だ
く
お
客
様
の

中
に
は
、
若
く
し
て
金
銭
的
に
余
裕
の
あ
る

方
も
割
と
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
当
社
の
社

員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、

仲
間
4
〜
5
人
で
女
子
会
の
旅
行
を
予
約
さ

れ
た
り
す
る
の
で
す
が
、
か
な
り
高
価
格
帯

の
宿
泊
施
設
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し

た
お
客
様
は
1
組
、
2
組
で
は
な
く
、
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

相
澤
　
本
当
に
両
極
端
で
す
ね
。

山
田
　
そ
う
し
た
方
た
ち
は
、
お
金
を
多
少

か
け
て
も
手
間
を
か
け
た
く
な
い
。
信
頼
の

お
け
る
ス
タ
ッ
フ
に
お
任
せ
し
た
と
お
り
に

行
く
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
す
。
１
回
経
験
す

る
と
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
の
か
、
す
ぐ
に

当
社
ス
タ
ッ
フ
の
大
事
な
お
客
様
（
マ
イ
カ

ス
タ
マ
ー
）
と
し
て
リ
ピ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
そ
う
い
う
層
が
こ
の
１
年
ぐ
ら
い

で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
そ
れ
は
興
味
深
い
で
す
ね
。

山
田
　
わ
れ
わ
れ
も
マ
イ
カ
ス
タ
マ
ー
戦
略

を
リ
テ
ー
ル
の
社
員
に
求
め
だ
し
た
こ
と

と
、
ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

相
澤
　
そ
し
て
J
T
B
に
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。

山
田
　
当
社
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
本
当
に
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
接
客
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
ス
テ
ー

タ
ス
を
感
じ
て
来
店
い
た
だ
き
、
お
客
様
の

質
問
に
対
し
て
、
そ
の
お
客
様
が
望
む
よ
う

な
お
す
す
め
の
場
所
を
答
え
ら
れ
る
社
員
が

い
る
と
、
お
客
様
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が

ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い
く
、
い
う
感
じ
で
す
。

相
澤
　
一
方
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ「M
y S
T
Y
L
E

」で
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
し
た
サ
ー
ビ
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
力
を
入
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ポ
イ

ン
ト
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
場
合
は
6
カ
月
ぐ

ら
い
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
（
完
成
ま
で
の
時
間
）

が
必
要
で
す
が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
は
時
価
で
商
品
造
成
が
で
き
る
た
め
、

お
客
様
に
と
っ
て
は
利
便
性
が
高
い
と
い
え

ま
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
場
合
、

商
品
造
成
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ど
こ
か
と
い
う

と
、「
店
舗
で
お
会
い
し
た
と
き
」
に
な
り
ま

す
。
お
客
様
の
ご
要
望
に
よ
り
合
致
し
た
も

の
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
、

発
想
の
根
源
に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
ハ
ワ
イ
に
行
く
場

合
、
フ
ラ
イ
ト
の
時
間
が
少
し
で
も
お
子
さ

ん
の
生
活
時
間
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た

り
、
現
地
に
着
い
て
す
ぐ
に
食
事
が
取
れ
る

よ
う
に
す
る
な
ど
の
ア
レ
ン
ジ
を
し
て
い
ま

す
。
J
T
B
で
は
ハ
ワ
イ
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
「
ラ
ウ
ン
ジ
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ま
で
の
間
を
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
食
事
も
取

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
付
け
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。
社
員
が
お
客
様
を
し
っ
か
り
と
見
て
対

話
し
、
そ
の
お
客
様
に
合
っ
た
も
の
を
数
あ

る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
中
か
ら
ご
提
案
す
る
と

い
っ
た
考
え
方
で
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

相
澤
　
対
話
の
中
で
お
客
様
に
合
っ
た
も
の

を
ご
提
案
す
る
の
で
す
ね
。

山
田
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
と
は
言
う
も

の
の
社
員
が
全
部
を
知
っ
て
る
わ
け
で
は
な

て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
旅
行
商
品

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　
為
替
や
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
状
況
が

2
0
1
9
年
と
比
べ
て
全
く
異
な
り
ま
す
の

で
、
そ
こ
は
資
金
を
投
下
し
て
で
も
、
ま
ず

は
ハ
ワ
イ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
お
得
な
値
段

の
商
品
を
出
し
、
4
月
1
日
に
そ
れ
を
再
び

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

山
田
　
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
い
う
と
、
日

本
の
海
外
渡
航
の
回
復
が
遅
い
こ
と
に
加
え

て
、地
政
学
リ
ス
ク
の
影
響
も
あ
り
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
が
相
当
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
回
復
は
、
路
線
や
価
格
の
面
で

も
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
と
想
定
さ
れ
る

た
め
、ま
ず
は
ハ
ワ
イ
か
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ハ
ワ
イ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
だ
い
ぶ
欧
米

の
旅
行
者
寄
り
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
ホ
テ
ル
の
設
え
は
日
本
人
向
け
の
仕
様

が
多
い
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
日
本
人

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
一
定
程
度
、
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
理
由
も
あ
り
ハ

ワ
イ
は
戦
略
的
に
力
を
入
れ
る
べ
き
方
面
と

し
て
い
ま
す
。

　
旅
行
者
区
分
で
い
う
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
や
ハ
ネ
ム
ー
ン
を
延
期
し
て

い
た
カ
ッ
プ
ル
、
そ
し
て
久
し
ぶ
り
の
海
外

旅
行
を
楽
し
む
シ
ニ
ア
の
方
々
を
対
象
と
し

て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
か
け
る
予
定
で
す
。

　
路
線
に
つ
い
て
は
、
第
一
四
半
期
に
は
3

分
の
2
ぐ
ら
い
の
回
復
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
、
航
空
会
社
の
直
前
の
運
休
も
あ
り
、

予
約
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
非
常
に
間
際
に
な
っ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
安
近
短
と
言
わ
れ
た

頃
の
間
際
の
動
き
と
は
全
く
異
な
り
、
回
復

期
特
有
の
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
今
は
回
復
期
の
途
上
に
あ
る
た
め
、
コ
ロ

ナ
前
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
ど
う
こ
う
と
い

う
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
い
こ
の
前
ま

で
海
外
旅
行
の
4
〜
6
月
の
回
復
は
厳
し
い

の
で
は
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
こ
へ
来
て
増

え
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
諦
め
ず
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ハ
ワ
イ
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ア
ジ
ア
は
い
か
が
で
す
か
。

山
田
　
そ
う
で
す
ね
。
今
は
台
湾
を
推
し
た

い
で
す
ね
。
フ
ラ
イ
ト
も
回
復
し
て
料
金
も

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
設
定
で
き
そ
う
で
す
の
で
、

価
格
訴
求
力
の
あ
る
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
台
湾
以
外
の
ア

ジ
ア
は
中
国
を
中
心
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

相
澤
　
中
国
は
厳
し
い
で
す
ね
。

山
田
　
あ
と
法
人
の
領
域
に
つ
い
て
は
引
き

合
い
は
多
い
も
の
の
、
結
局
は
国
内
に
着
地

す
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
で
す
。
一
方
で
こ

の
3
年
間
は
企
業
の
節
目
で
あ
る
周
年
イ
ベ

ン
ト
や
旅
行
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

た
の
で
、
多
く
の
お
客
様
が
実
施
で
き
る
日

を
待
ち
の
ぞ
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
て
い
よ
い
よ
ハ
ワ
イ
で
周
年
事
業

を
行
う
よ
う
な
事
例
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
当
初
は
個
人
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
先

に
回
復
す
る
と
想
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、

会
社
の
行
事
で
海
外
に
お
出
か
け
い
た
だ
い

て
、
そ
の
あ
と
で
個
人
で
渡
航
す
る
。
最
近

は
こ
う
い
っ
た
動
き
も
出
て
き
ま
し
た
。

相
澤
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
は
ご
ざ
い
ま

す
か
。

山
田
　
影
響
は
大
い
に
あ
る
と
は
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
に
来
て

い
た
だ
け
る
の
は
日
本
経
済
に
と
っ
て
も
、

当
社
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
話
で
す
。
た

だ
、
日
本
行
き
の
人
気
が
高
く
一
部
の
航
空

路
線
で
予
約
が
取
り
づ
ら
か
っ
た
り
、
運
賃

そ
の
も
の
が
値
上
が
り
を
し
た
り
と
い
っ
た

話
を
聞
き
ま
す
。
た
だ
4
月
に
入
っ
て
、
一

部
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
の
路
線
も
出
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め

て
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
様
相
が
し
ば
ら
く

続
く
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
み
な
さ
ん
、
海
外
旅
行
を
が
ま
ん
し

て
、代
わ
り
に
国
内
旅
行
に
行
っ
た
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
海
外
に
行
き
た
い
と
い
う
思
い
が

爆
発
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
2
月
に
札
幌
、
広
島
、
仙
台
で
海
外

旅
行
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
満
員
に
な
り
ま
し
た
。
3
月
に
は
添
乗
員

が
同
行
し
て
、
ま
る
で
ツ
ア
ー
の
よ
う
に
羽

相
澤
　
現
在
の
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
一
言
で
申
し
ま
す
と
、
心
理
的
ハ
ー
ド

ル
も
あ
り
、
な
か
な
か
急
回
復
は
難
し
い
状

況
で
す
。
昨
年
の
今
頃
も
同
じ
よ
う
に
い
よ

い
よ
再
開
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
結
果
と

し
て
そ
こ
に
は
も
う
一
歩
追
い
付
い
て
な
い
と

い
う
状
況
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
た
だ
、そ
う
し
た
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
2
月

か
ら
C
M
の
放
映
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
時

に
私
た
ち
の
創
業
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

J
T
B
は
な
ん
の
た
め
に
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
こ

の
3
年
間
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
行
事
の
旅

行
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
も
に
行
け
ず
、
卒
業

旅
行
も
完
全
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
10
代
・

20
代
に
海
外
を
知
る
経
験
は
非
常
に
大
事
な

の
に
、
全
然
行
け
な
い
、
こ
れ
を
ど
う
し
た

ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
国
際
交
流
の
在
り
方
と
か
、
海
外
と
の
結

び
付
き
を
促
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち

J
T
B
の
役
割
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思

い
は
常
に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
思
い
き
っ
て

売
れ
る
、
売
れ
な
い
は
別
に
し
て
、
海
外
旅

行
そ
の
も
の
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
、

C
M
放
映
に
踏
み
切
っ
た
わ
け
で
す
。

　
C
M
は
タ
レ
ン
ト
の
方
以
外
の
出
演
者
は

実
は
全
て
社
員
で
す
。
社
員
が
身
ぶ
り
手
ぶ

り
で
海
外
に
来
て
ほ
し
い
、
歓
迎
し
て
い
ま

す
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
身
で
表
す
イ

メ
ー
ジ
で
作
り
ま
し
た
。
世
の
中
に
そ
の
意

思
は
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
は
言
う
も
の
の
、
実
際
は
全
国
旅
行

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

海
外
旅
行
復
活
に
向
け
た

旅
行
会
社・航
空
会
社
の
現
在
位
置

社
員
出
演
の
Ｃ
Ｍ
で

海
外
旅
行
復
活
の
機
運
を
醸
成

ハ
ワ
イ
と
台
湾
を
中
心
に
展
開

若
い
世
代
の
動
き
の
変
化

説
明
会
で
お
客
様
の

旅
行への
強
い
意
欲
を
実
感

1

入
社
後
、店
頭
営
業
や
法
人
営
業
を
経
験
後
、首
都
圏
に

お
け
る
個
人
旅
行
の
販
売
を
統
括
。そ
の
後
、法
人
事
業
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
の
責
任
者
を
歴
任
。現

在
は
、J
T
B
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
お
い
て
、個
人
旅
行
、

企
業
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、観
光
振
興
等
の
領
域

の
事
業
推
進
を
統
括
し
て
い
る
。

山
田
仁
二
氏（
や
ま
だ
・
じ
ん
じ
）

株
式
会
社
J
T
B 

執
行
役
員 

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部 

事
業
推
進
部
長

入
社
後
、法
人
営
業
、国
土
交
通
省
航
空
局
へ
の
出
向
、本

社（
当
時
）で
の
航
空
政
策
推
進
を
経
験
。そ
の
後
、ル
ッ
ク

J
T
B
の
航
空
仕
入
、社
全
体
の
海
外
航
空
政
策
の
責
任

者
を
経
て
、現
在
は
、J
T
B
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
お
い

て
海
外
旅
行
の
政
策
立
案・推
進
を
担
っ
て
い
る
。

川
原
政
彦
氏（
か
わ
は
ら
・
ま
さ
ひ
こ
）

株
式
会
社
J
T
B 

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部

事
業
推
進
部 

国
内
海
外
政
策
チ
ー
ム
担
当
部
長

2

進
行
○

相
澤
美
穂
子

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社・上
席
主
任
研
究
員
）

支
援
が
再
開
し
、
国
内
旅
行
に
注
目
が
集

ま
っ
た
の
も
事
実
で
す
。

　
5
月
8
日
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
5
類
に
移
行
し
ま
す
。
こ
の
先
も
う

一
度
、
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
C
M
を
含
め

第257号 May 20239



い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
お
客
様
の
タ
イ
プ
の

と
き
は
こ
れ
を
ご
案
内
し
て
は
ど
う
か
、
と

い
っ
た
「
レ
コ
メ
ン
ド
」
と
い
う
仕
組
み
を
整

え
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
と
台
湾
に
お
い
て
は

十
分
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
揃
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
他
方
面
に
つ
い
て
も
増
や
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
一
方
で
、
添
乗
員
付
き
の
上
質
な
ツ

ア
ー
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
前
と
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
で
何
か
変
化
は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

山
田
　
ま
ず
は
単
価
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

来
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
航
空
座
席
の
仕
入
れ

上
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
想
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
安
価
で
多
く
の
人
を
集
め
る
よ

う
な
コ
ー
ス
は
い
っ
た
ん
縮
小
し
、
戦
略
上

の
い
わ
ゆ
る
縦
軸
の
右
上
の
「
高
額
だ
が
良

質
」
の
方
向
に
シ
フ
ト
す
る
よ
う
な
感
じ
で

今
は
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
添
乗
員
付
き
ツ
ア
ー
で
あ
る
エ
ス
コ
ー
ト

商
品
は
、
こ
れ
ま
で
グ
ル
ー
プ
各
社
に
分
か

れ
て
存
在
し
て
い
た
の
で
す
が
、
3
月
に

J
T
B
内
に
統
合
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
エ

ス
コ
ー
ト
商
品
が
一
元
化
さ
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
よ
り
お
客
様
情
報

の
共
有
が
ぐ
っ
と
進
み
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
シ
ニ
ア
向
け
、
高
額
商

品
、
富
裕
層
向
け
と
い
っ
た
分
け
方
だ
っ
た

の
で
す
が
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
通
り
新
し

い
層
の
お
客
様
も
出
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
固
定
し
た
考
え
で
は
な
く
、
異
な

る
層
へ
向
け
た
エ
ス
コ
ー
ト
商
品
の
展
開
も

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
安
心
、
安
全
は
御
社
の
大
き
な
強
み

の
一
つ
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
お
客
様

の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

山
田
　
安
心
、
安
全
と
ひ
も
付
く
か
は
分
か

ら
な
い
の
で
す
け
れ
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
旅
行

す
る
と
き
の
注
意
点
や
、
海
外
か
ら
帰
国
し

た
と
き
に
、
ど
ん
な
手
続
き
や
何
を
し
た
ら

良
い
の
か
と
い
う
点
で
は
お
客
様
か
ら
重
宝

さ
れ
た
の
で
は
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
何

を
し
た
か
と
い
う
と
、
こ
の
よ
う
な
お
客
様

か
ら
の
質
問
が
と
て
も
多
か
っ
た
の
で
、
本

社
主
導
で
統
一
の
ご
案
内
文
書
を
発
信
し
て

店
舗
に
貼
り
出
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
み

な
さ
ま
写
真
を
撮
っ
て
い
か
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
そ
う
い
う
貢
献
は
多
少
で
き
た
か

と
思
い
ま
す
。

　
安
心
、
安
全
自
体
は
わ
れ
わ
れ
の
大
前
提

に
な
り
ま
す
。
お
客
様
も
多
分
そ
こ
は
も
う

聞
か
な
く
て
も
当
然
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
で
し
ょ
う
。
J
T
B
と
し
て
安
心
、
安

全
は
絶
対
に
外
し
て
は
い
け
な
い
、
一
番
の

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
若
い
方
は
自
分
で
予
約
で
き
ま
す
が
、

親
御
さ
ん
が
安
心
を
求
め
て
御
社
に
お
願
い

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
こ
れ
だ
け
ウ
ェ
ブ
予
約
が
主
流
と
い

う
風
潮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
め
て
の
海
外

旅
行
は
、
店
舗
利
用
が
多
い
で
す
。

相
澤
　
若
い
方
も
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
若
い
方
も
多
い
で
す
。
卒
業
旅
行
の

よ
う
な
需
要
は
極
め
て
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
海
外
旅
行
は
、
対
面
で
正
し
く

き
ち
ん
と
説
明
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、

当
社
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す
。

相
澤
　
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
明
確
に
な
っ
た

感
じ
が
し
ま
す
ね
。

山
田
　
そ
う
で
す
ね
。
回
復
と
い
う
こ
と
で

言
え
ば
、
教
育
旅
行
は
語
学
研
修
の
よ
う
に

任
意
で
参
加
さ
れ
る
の
は
い
い
で
す
が
、
全

員
を
お
連
れ
す
る
修
学
旅
行
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
確
認
と
い
う
点
で
す
ぐ
に
は
難
し
い
で

す
。
23
年
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
国
内

に
振
り
替
え
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

相
澤
　
本
格
的
に
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
る
の

は
あ
と
2
年
ぐ
ら
い
か
か
る
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
航
空
座
席
が
な
け
れ
ば
行
け
な
い
の

で
、
座
席
供
給
量
の
戻
り
な
ど
が
落
ち
着
く

ま
で
に
は
2
年
ぐ
ら
い
か
か
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
教
育

旅
行
も
、
受
注
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
一
定
期

間
必
要
な
こ
と
も
あ
る
た
め
、
24
年
に
少
し

先
が
見
え
て
き
て
、
25
年
ぐ
ら
い
か
ら
具
体

的
に
商
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
原
　
い
つ
頃
戻
る
と
は
山
田
が
申
し
た
と

お
り
で
、
本
格
的
に
は
25
年
度
だ
と
思
い
ま

す
。
ハ
ネ
ム
ー
ン
の
よ
う
に
特
定
の
需
要
が

戻
り
つ
つ
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
に
は
少
し
差

が
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
そ
の
あ
た
り
の
意
欲
は
衰
え
て
な
い

と
期
待
を
し
て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
そ
れ
は
も
う
説
明
会
の
集
ま
り
具
合

を
見
る
と
、
皆
さ
ん
行
き
た
い
の
だ
ろ
う
と

い
う
の
は
日
々
感
じ
て
い
ま
す
ね
。

相
澤
　
楽
し
み
に
し
た
い
で
す
ね
。

山
田
　
夏
を
前
に
暑
い
時
季
に
な
っ
て
マ
ス

ク
の
使
用
が
減
っ
た
り
す
れ
ば
、
今
ま
で
の

変
わ
り
方
と
ち
ょ
っ
と
違
う
、
一
段
進
ん
だ

変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
は
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
日
2
0
2
3
年
3
月
29
日
）

田
空
港
に
お
連
れ
す
る
と
い
う
企
画
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
の
で
す
が
、
な
ん
と
定
員

3
0
0
名
の
と
こ
ろ
、
35
倍
の
一
万
人
を
超

え
る
応
募
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

相
澤
　
私
も
記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
。

山
田
　
説
明
会
で
す
ら
こ
れ
だ
け
の
お
客
様

に
お
越
し
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
海
外

旅
行
へ
の
思
い
が
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
良
く

分
か
り
ま
し
た
。
私
も
東
京
の
会
場
に
行
っ
た

の
で
す
が
、
意
外
に
も
若
い
方
が
多
か
っ
た
で

す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
海
外
へ
出
か
け
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
、
当
社
で
は
独
自
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の

取
得
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
い
ま
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
率
も
一
時
よ
り
は
落
ち
て

い
ま
す
の
で
少
し
で
も
社
会
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
海
外
を
見
て
日
本
を
豊
か
に
し
て
い

く
若
者
を
育
て
る
社
会
貢
献
で
す
ね
。

山
田
　
最
近
、
宇
宙
へ
の
遊
覧
旅
行
の
記
事

が
出
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
当
社
は
か
つ
て

海
外
旅
行
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
と
き
を

経
て
、
誰
も
が
気
軽
に
海
外
旅
行
に
行
け
る

仕
組
み
を
、
時
の
政
府
や
航
空
会
社
な
ど
の

皆
さ
ま
と
創
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
意
味
合
い
も
含
め
て
、
国
際
交
流
な

く
し
て
国
の
発
展
は
あ
り
得
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
交
流
の
創
造
こ
そ
が
わ
れ
わ
れ

の
社
会
貢
献
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま

す
。
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
特
に
若
い
世
代

に
は
海
外
に
出
て
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

相
澤
　
Z
世
代
は
安
全
志
向
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
感
じ
ら
れ
る
こ

と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

山
田
　
私
た
ち
の
社
業
を
通
じ
て
と
い
う
こ

と
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
安
全
志
向
の
Z
世
代
と

い
っ
た
傾
向
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

今
の
若
者
の
中
に
は
そ
う
い
う
安
全
志
向
の

方
が
い
る
一
方
で
、
先
日
の
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
活
躍
さ
れ
た
大
谷

選
手
の
よ
う
に
、
国
境
を
超
え
た
環
境
に
自

身
を
置
い
て
、
世
界
が
驚
く
偉
業
を
な
し
と

げ
て
い
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
実
は
店
舗
に
お
越
し
い
た
だ
く
お
客
様
の

中
に
は
、
若
く
し
て
金
銭
的
に
余
裕
の
あ
る

方
も
割
と
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
当
社
の
社

員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、

仲
間
4
〜
5
人
で
女
子
会
の
旅
行
を
予
約
さ

れ
た
り
す
る
の
で
す
が
、
か
な
り
高
価
格
帯

の
宿
泊
施
設
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し

た
お
客
様
は
1
組
、
2
組
で
は
な
く
、
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

相
澤
　
本
当
に
両
極
端
で
す
ね
。

山
田
　
そ
う
し
た
方
た
ち
は
、
お
金
を
多
少

か
け
て
も
手
間
を
か
け
た
く
な
い
。
信
頼
の

お
け
る
ス
タ
ッ
フ
に
お
任
せ
し
た
と
お
り
に

行
く
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
す
。
１
回
経
験
す

る
と
ご
満
足
い
た
だ
け
る
の
か
、
す
ぐ
に
当

社
ス
タ
ッ
フ
の
大
事
な
お
客
様
（
マ
イ
カ
ス

タ
マ
ー
）
と
し
て
リ
ピ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
そ
う
い
う
層
が
こ
の
１
年
ぐ
ら
い
で

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
そ
れ
は
興
味
深
い
で
す
ね
。

山
田
　
わ
れ
わ
れ
も
マ
イ
カ
ス
タ
マ
ー
戦
略

を
リ
テ
ー
ル
の
社
員
に
求
め
だ
し
た
こ
と

と
、
ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

相
澤
　
そ
し
て
J
T
B
に
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。

山
田
　
当
社
が
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
本
当
に
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
接
客
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
ス
テ
ー

タ
ス
を
感
じ
て
来
店
い
た
だ
き
、
お
客
様
の

質
問
に
対
し
て
、
そ
の
お
客
様
が
望
む
よ
う

な
お
す
す
め
の
場
所
を
答
え
ら
れ
る
社
員
が

い
る
と
、
お
客
様
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が

ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い
く
、と
い
う
感
じ
で
す
。

相
澤
　
一
方
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ「M
y S
T
Y
L
E

」で
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
し
た
サ
ー
ビ
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
力
を
入
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ポ
イ

ン
ト
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
場
合
は
6
カ
月
ぐ

ら
い
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
（
完
成
ま
で
の
時
間
）

が
必
要
で
す
が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
は
時
価
で
商
品
造
成
が
で
き
る
た
め
、

お
客
様
に
と
っ
て
は
利
便
性
が
高
い
と
い
え

ま
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
場
合
、

商
品
造
成
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ど
こ
か
と
い
う

と
、「
店
舗
で
お
会
い
し
た
と
き
」
に
な
り
ま

す
。
お
客
様
の
ご
要
望
に
よ
り
合
致
し
た
も

の
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
、

発
想
の
根
源
に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
ハ
ワ
イ
に
行
く
場

合
、
フ
ラ
イ
ト
の
時
間
が
少
し
で
も
お
子
さ

ん
の
生
活
時
間
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た

り
、
現
地
に
着
い
て
す
ぐ
に
食
事
が
取
れ
る

よ
う
に
す
る
な
ど
の
ア
レ
ン
ジ
を
し
て
い
ま

す
。
J
T
B
で
は
ハ
ワ
イ
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
「
ラ
ウ
ン
ジ
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ま
で
の
間
を
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
食
事
も
取

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
付
け
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。
社
員
が
お
客
様
を
し
っ
か
り
と
見
て
対

話
し
、
そ
の
お
客
様
に
合
っ
た
も
の
を
数
あ

る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
中
か
ら
ご
提
案
す
る
と

い
っ
た
考
え
方
で
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

相
澤
　
対
話
の
中
で
お
客
様
に
合
っ
た
も
の

を
ご
提
案
す
る
の
で
す
ね
。

山
田
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
と
は
言
う
も

の
の
社
員
が
全
部
を
知
っ
て
る
わ
け
で
は
な

て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
旅
行
商
品

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　
為
替
や
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
状
況
が

2
0
1
9
年
と
比
べ
て
全
く
異
な
り
ま
す
の

で
、
そ
こ
は
資
金
を
投
下
し
て
で
も
、
ま
ず

は
ハ
ワ
イ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
お
得
な
値
段

の
商
品
を
出
し
、
4
月
1
日
に
そ
れ
を
再
び

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

山
田
　
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
い
う
と
、
日

本
の
海
外
渡
航
の
回
復
が
遅
い
こ
と
に
加
え

て
、地
政
学
リ
ス
ク
の
影
響
も
あ
り
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
が
相
当
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
回
復
は
、
路
線
や
価
格
の
面
で

も
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
と
想
定
さ
れ
る

た
め
、ま
ず
は
ハ
ワ
イ
か
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ハ
ワ
イ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
だ
い
ぶ
欧
米

の
旅
行
者
寄
り
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
ホ
テ
ル
の
設
え
は
日
本
人
向
け
の
仕
様

が
多
い
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
日
本
人

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
一
定
程
度
、
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
理
由
も
あ
り
ハ

ワ
イ
は
戦
略
的
に
力
を
入
れ
る
べ
き
方
面
と

し
て
い
ま
す
。

　
旅
行
者
区
分
で
い
う
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
や
ハ
ネ
ム
ー
ン
を
延
期
し
て

い
た
カ
ッ
プ
ル
、
そ
し
て
久
し
ぶ
り
の
海
外

旅
行
を
楽
し
む
シ
ニ
ア
の
方
々
を
対
象
と
し

て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
か
け
る
予
定
で
す
。

　
路
線
に
つ
い
て
は
、
第
一
四
半
期
に
は
3

分
の
2
ぐ
ら
い
の
回
復
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
、
航
空
会
社
の
直
前
の
運
休
も
あ
り
、

予
約
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
非
常
に
間
際
に
な
っ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
安
近
短
と
言
わ
れ
た

頃
の
間
際
の
動
き
と
は
全
く
異
な
り
、
回
復

期
特
有
の
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
今
は
回
復
期
の
途
上
に
あ
る
た
め
、
コ
ロ

ナ
前
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
ど
う
こ
う
と
い

う
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
い
こ
の
前
ま

で
海
外
旅
行
の
4
〜
6
月
の
回
復
は
厳
し
い

の
で
は
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
こ
へ
来
て
増

え
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
諦
め
ず
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ハ
ワ
イ
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ア
ジ
ア
は
い
か
が
で
す
か
。

山
田
　
そ
う
で
す
ね
。
今
は
台
湾
を
推
し
た

い
で
す
ね
。
フ
ラ
イ
ト
も
回
復
し
て
料
金
も

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
設
定
で
き
そ
う
で
す
の
で
、

価
格
訴
求
力
の
あ
る
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
台
湾
以
外
の
ア

ジ
ア
は
中
国
を
中
心
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

相
澤
　
中
国
は
厳
し
い
で
す
ね
。

山
田
　
あ
と
法
人
の
領
域
に
つ
い
て
は
引
き

合
い
は
多
い
も
の
の
、
結
局
は
国
内
に
着
地

す
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
で
す
。
一
方
で
こ

の
3
年
間
は
企
業
の
節
目
で
あ
る
周
年
イ
ベ

ン
ト
や
旅
行
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

た
の
で
、
多
く
の
お
客
様
が
実
施
で
き
る
日

を
待
ち
の
ぞ
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
て
い
よ
い
よ
ハ
ワ
イ
で
周
年
事
業

を
行
う
よ
う
な
事
例
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
当
初
は
個
人
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
先

に
回
復
す
る
と
想
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、

会
社
の
行
事
で
海
外
に
お
出
か
け
い
た
だ
い

て
、
そ
の
あ
と
で
個
人
で
渡
航
す
る
。
最
近

は
こ
う
い
っ
た
動
き
も
出
て
き
ま
し
た
。

相
澤
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
は
ご
ざ
い
ま

す
か
。

山
田
　
影
響
は
大
い
に
あ
る
と
は
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
に
来
て

い
た
だ
け
る
の
は
日
本
経
済
に
と
っ
て
も
、

当
社
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
話
で
す
。
た

だ
、
日
本
行
き
の
人
気
が
高
く
一
部
の
航
空

路
線
で
予
約
が
取
り
づ
ら
か
っ
た
り
、
運
賃

そ
の
も
の
が
値
上
が
り
を
し
た
り
と
い
っ
た

話
を
聞
き
ま
す
。
た
だ
4
月
に
入
っ
て
、
一

部
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
の
路
線
も
出
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め

て
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
様
相
が
し
ば
ら
く

続
く
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
み
な
さ
ん
、
海
外
旅
行
を
が
ま
ん
し

て
、代
わ
り
に
国
内
旅
行
に
行
っ
た
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
海
外
に
行
き
た
い
と
い
う
思
い
が

爆
発
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
2
月
に
札
幌
、
広
島
、
仙
台
で
海
外

旅
行
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
満
員
に
な
り
ま
し
た
。
3
月
に
は
添
乗
員

が
同
行
し
て
、
ま
る
で
ツ
ア
ー
の
よ
う
に
羽

相
澤
　
現
在
の
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
一
言
で
申
し
ま
す
と
、
心
理
的
ハ
ー
ド

ル
も
あ
り
、
な
か
な
か
急
回
復
は
難
し
い
状

況
で
す
。
昨
年
の
今
頃
も
同
じ
よ
う
に
い
よ

い
よ
再
開
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
結
果
と

し
て
そ
こ
に
は
も
う
一
歩
追
い
付
い
て
な
い
と

い
う
状
況
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
た
だ
、そ
う
し
た
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
2
月

か
ら
C
M
の
放
映
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
時

に
私
た
ち
の
創
業
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

J
T
B
は
な
ん
の
た
め
に
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
こ

の
3
年
間
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
行
事
の
旅

行
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
も
に
行
け
ず
、
卒
業

旅
行
も
完
全
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
10
代
・

20
代
に
海
外
を
知
る
経
験
は
非
常
に
大
事
な

の
に
全
然
行
け
な
い
、
こ
れ
を
ど
う
し
た
ら

い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
国
際
交
流
の
在
り
方
と
か
、
海
外
と
の
結

び
付
き
を
促
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち

J
T
B
の
役
割
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思

い
は
常
に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
思
い
き
っ
て

売
れ
る
、
売
れ
な
い
は
別
に
し
て
、
海
外
旅

行
そ
の
も
の
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
、

C
M
放
映
に
踏
み
切
っ
た
わ
け
で
す
。

　
C
M
は
タ
レ
ン
ト
の
方
以
外
の
出
演
者
は

実
は
全
て
社
員
で
す
。
社
員
が
身
ぶ
り
手
ぶ

り
で
海
外
に
来
て
ほ
し
い
、
歓
迎
し
て
い
ま

す
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
身
で
表
す
イ

メ
ー
ジ
で
作
り
ま
し
た
。
世
の
中
に
そ
の
意

思
は
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
は
言
う
も
の
の
、
実
際
は
全
国
旅
行

旅
行
商
品
の
展
開
に
つ
い
て

丁
寧
な
説
明
の
大
切
さ
を

コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
認
識

本
格
的
な
回
復
は

2
0
2
4
〜
25
年
を
見
据
え
る

支
援
が
再
開
し
、
国
内
旅
行
に
注
目
が
集

ま
っ
た
の
も
事
実
で
す
。

　
5
月
8
日
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
5
類
に
移
行
し
ま
す
。
こ
の
先
も
う

一
度
、
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
C
M
を
含
め
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い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
お
客
様
の
タ
イ
プ
の

と
き
は
こ
れ
を
ご
案
内
し
て
は
ど
う
か
、
と

い
っ
た
「
レ
コ
メ
ン
ド
」
と
い
う
仕
組
み
を
整

え
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
と
台
湾
に
お
い
て
は

十
分
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
揃
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
他
方
面
に
つ
い
て
も
増
や
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
一
方
で
、
添
乗
員
付
き
の
上
質
な
ツ

ア
ー
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
前
と
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
で
何
か
変
化
は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

山
田
　
ま
ず
は
単
価
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

来
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
航
空
座
席
の
仕
入
れ

上
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
想
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
安
価
で
多
く
の
人
を
集
め
る
よ

う
な
コ
ー
ス
は
い
っ
た
ん
縮
小
し
、
戦
略
上

の
い
わ
ゆ
る
縦
軸
の
右
上
の
「
高
額
だ
が
良

質
」
の
方
向
に
シ
フ
ト
す
る
よ
う
な
感
じ
で

今
は
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
添
乗
員
付
き
ツ
ア
ー
で
あ
る
エ
ス
コ
ー
ト

商
品
は
、
こ
れ
ま
で
グ
ル
ー
プ
各
社
に
分
か

れ
て
存
在
し
て
い
た
の
で
す
が
、
3
月
に

J
T
B
内
に
統
合
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
エ

ス
コ
ー
ト
商
品
が
一
元
化
さ
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
よ
り
お
客
様
情
報

の
共
有
が
ぐ
っ
と
進
み
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
シ
ニ
ア
向
け
、
高
額
商

品
、
富
裕
層
向
け
と
い
っ
た
分
け
方
だ
っ
た

の
で
す
が
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
通
り
新
し

い
層
の
お
客
様
も
出
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
固
定
し
た
考
え
で
は
な
く
、
異
な

る
層
へ
向
け
た
エ
ス
コ
ー
ト
商
品
の
展
開
も

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
安
心
、
安
全
は
御
社
の
大
き
な
強
み

の
一
つ
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
お
客
様

の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

山
田
　
安
心
、
安
全
と
ひ
も
付
く
か
は
分
か

ら
な
い
の
で
す
け
れ
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
旅
行

す
る
と
き
の
注
意
点
や
、
海
外
か
ら
帰
国
し

た
と
き
に
、
ど
ん
な
手
続
き
や
何
を
し
た
ら

良
い
の
か
と
い
う
点
で
は
お
客
様
か
ら
重
宝

さ
れ
た
の
で
は
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
何

を
し
た
か
と
い
う
と
、
こ
の
よ
う
な
お
客
様

か
ら
の
質
問
が
と
て
も
多
か
っ
た
の
で
、
本

社
主
導
で
統
一
の
ご
案
内
文
書
を
発
信
し
て

店
舗
に
貼
り
出
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
み

な
さ
ま
写
真
を
撮
っ
て
い
か
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
そ
う
い
う
貢
献
は
多
少
で
き
た
か

と
思
い
ま
す
。

　
安
心
、
安
全
自
体
は
わ
れ
わ
れ
の
大
前
提

に
な
り
ま
す
。
お
客
様
も
多
分
そ
こ
は
も
う

聞
か
な
く
て
も
当
然
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
で
し
ょ
う
。
J
T
B
と
し
て
安
心
、
安

全
は
絶
対
に
外
し
て
は
い
け
な
い
、
一
番
の

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
若
い
方
は
自
分
で
予
約
で
き
ま
す
が
、

親
御
さ
ん
が
安
心
を
求
め
て
御
社
に
お
願
い

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
こ
れ
だ
け
ウ
ェ
ブ
予
約
が
主
流
と
い

う
風
潮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
め
て
の
海
外

旅
行
は
、
店
舗
利
用
が
多
い
で
す
。

相
澤
　
若
い
方
も
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
若
い
方
も
多
い
で
す
。
卒
業
旅
行
の

よ
う
な
需
要
は
極
め
て
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
海
外
旅
行
は
、
対
面
で
正
し
く

き
ち
ん
と
説
明
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、

当
社
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す
。

相
澤
　
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
明
確
に
な
っ
た

感
じ
が
し
ま
す
ね
。

山
田
　
そ
う
で
す
ね
。
回
復
と
い
う
こ
と
で

言
え
ば
、
教
育
旅
行
は
語
学
研
修
の
よ
う
に

任
意
で
参
加
さ
れ
る
の
は
い
い
で
す
が
、
全

員
を
お
連
れ
す
る
修
学
旅
行
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
確
認
と
い
う
点
で
す
ぐ
に
は
難
し
い
で

す
。
23
年
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
国
内

に
振
り
替
え
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

相
澤
　
本
格
的
に
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
る
の

は
あ
と
2
年
ぐ
ら
い
か
か
る
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
航
空
座
席
が
な
け
れ
ば
行
け
な
い
の

で
、
座
席
供
給
量
の
戻
り
な
ど
が
落
ち
着
く

ま
で
に
は
2
年
ぐ
ら
い
か
か
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
教
育

旅
行
も
、
受
注
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
一
定
期

間
必
要
な
こ
と
も
あ
る
た
め
、
24
年
に
少
し

先
が
見
え
て
き
て
、
25
年
ぐ
ら
い
か
ら
具
体

的
に
商
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
原
　
い
つ
頃
戻
る
と
は
山
田
が
申
し
た
と

お
り
で
、
本
格
的
に
は
25
年
度
だ
と
思
い
ま

す
。
ハ
ネ
ム
ー
ン
の
よ
う
に
特
定
の
需
要
が

戻
り
つ
つ
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
に
は
少
し
差

が
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
そ
の
あ
た
り
の
意
欲
は
衰
え
て
な
い

と
期
待
を
し
て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
そ
れ
は
も
う
説
明
会
の
集
ま
り
具
合

を
見
る
と
、
皆
さ
ん
行
き
た
い
の
だ
ろ
う
と

い
う
の
は
日
々
感
じ
て
い
ま
す
ね
。

相
澤
　
楽
し
み
に
し
た
い
で
す
ね
。

山
田
　
夏
を
前
に
暑
い
時
季
に
な
っ
て
マ
ス

ク
の
使
用
が
減
っ
た
り
す
れ
ば
、
今
ま
で
の

変
わ
り
方
と
ち
ょ
っ
と
違
う
、
一
段
進
ん
だ

変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
は
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
日
2
0
2
3
年
3
月
29
日
）

田
空
港
に
お
連
れ
す
る
と
い
う
企
画
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
の
で
す
が
、
な
ん
と
定
員

3
0
0
名
の
と
こ
ろ
、
35
倍
の
一
万
人
を
超

え
る
応
募
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

相
澤
　
私
も
記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
。

山
田
　
説
明
会
で
す
ら
こ
れ
だ
け
の
お
客
様

に
お
越
し
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
海
外

旅
行
へ
の
思
い
が
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
良
く

分
か
り
ま
し
た
。
私
も
東
京
の
会
場
に
行
っ
た

の
で
す
が
、
意
外
に
も
若
い
方
が
多
か
っ
た
で

す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
海
外
へ
出
か
け
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
、
当
社
で
は
独
自
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の

取
得
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
い
ま
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
率
も
一
時
よ
り
は
落
ち
て

い
ま
す
の
で
少
し
で
も
社
会
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
海
外
を
見
て
日
本
を
豊
か
に
し
て
い

く
若
者
を
育
て
る
社
会
貢
献
で
す
ね
。

山
田
　
最
近
、
宇
宙
へ
の
遊
覧
旅
行
の
記
事

が
出
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
当
社
は
か
つ
て

海
外
旅
行
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
と
き
を

経
て
、
誰
も
が
気
軽
に
海
外
旅
行
に
行
け
る

仕
組
み
を
、
時
の
政
府
や
航
空
会
社
な
ど
の

皆
さ
ま
と
創
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
意
味
合
い
も
含
め
て
、
国
際
交
流
な

く
し
て
国
の
発
展
は
あ
り
得
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
交
流
の
創
造
こ
そ
が
わ
れ
わ
れ

の
社
会
貢
献
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま

す
。
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
特
に
若
い
世
代

に
は
海
外
に
出
て
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

相
澤
　
Z
世
代
は
安
全
志
向
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
感
じ
ら
れ
る
こ

と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

山
田
　
私
た
ち
の
社
業
を
通
じ
て
と
い
う
こ

と
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
安
全
志
向
の
Z
世
代
と

い
っ
た
傾
向
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

今
の
若
者
の
中
に
は
そ
う
い
う
安
全
志
向
の

方
が
い
る
一
方
で
、
先
日
の
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
活
躍
さ
れ
た
大
谷

選
手
の
よ
う
に
、
国
境
を
超
え
た
環
境
に
自

身
を
置
い
て
、
世
界
が
驚
く
偉
業
を
な
し
と

げ
て
い
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
実
は
店
舗
に
お
越
し
い
た
だ
く
お
客
様
の

中
に
は
、
若
く
し
て
金
銭
的
に
余
裕
の
あ
る

方
も
割
と
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
当
社
の
社

員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、

仲
間
4
〜
5
人
で
女
子
会
の
旅
行
を
予
約
さ

れ
た
り
す
る
の
で
す
が
、
か
な
り
高
価
格
帯

の
宿
泊
施
設
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し

た
お
客
様
は
1
組
、
2
組
で
は
な
く
、
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

相
澤
　
本
当
に
両
極
端
で
す
ね
。

山
田
　
そ
う
し
た
方
た
ち
は
、
お
金
を
多
少

か
け
て
も
手
間
を
か
け
た
く
な
い
。
信
頼
の

お
け
る
ス
タ
ッ
フ
に
お
任
せ
し
た
と
お
り
に

行
く
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
す
。
１
回
経
験
す

る
と
ご
満
足
い
た
だ
け
る
の
か
、
す
ぐ
に
当

社
ス
タ
ッ
フ
の
大
事
な
お
客
様
（
マ
イ
カ
ス

タ
マ
ー
）
と
し
て
リ
ピ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
そ
う
い
う
層
が
こ
の
１
年
ぐ
ら
い
で

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
そ
れ
は
興
味
深
い
で
す
ね
。

山
田
　
わ
れ
わ
れ
も
マ
イ
カ
ス
タ
マ
ー
戦
略

を
リ
テ
ー
ル
の
社
員
に
求
め
だ
し
た
こ
と

と
、
ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

相
澤
　
そ
し
て
J
T
B
に
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。

山
田
　
当
社
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
本
当
に
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
接
客
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
ス
テ
ー

タ
ス
を
感
じ
て
来
店
い
た
だ
き
、
お
客
様
の

質
問
に
対
し
て
、
そ
の
お
客
様
が
望
む
よ
う

な
お
す
す
め
の
場
所
を
答
え
ら
れ
る
社
員
が

い
る
と
、
お
客
様
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が

ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い
く
、
い
う
感
じ
で
す
。

相
澤
　
一
方
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ「M
y S
T
Y
L
E

」で
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
し
た
サ
ー
ビ
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
力
を
入
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ポ
イ

ン
ト
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
場
合
は
6
カ
月
ぐ

ら
い
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
（
完
成
ま
で
の
時
間
）

が
必
要
で
す
が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
は
時
価
で
商
品
造
成
が
で
き
る
た
め
、

お
客
様
に
と
っ
て
は
利
便
性
が
高
い
と
い
え

ま
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
場
合
、

商
品
造
成
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ど
こ
か
と
い
う

と
、「
店
舗
で
お
会
い
し
た
と
き
」
に
な
り
ま

す
。
お
客
様
の
ご
要
望
に
よ
り
合
致
し
た
も

の
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
、

発
想
の
根
源
に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
ハ
ワ
イ
に
行
く
場

合
、
フ
ラ
イ
ト
の
時
間
が
少
し
で
も
お
子
さ

ん
の
生
活
時
間
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た

り
、
現
地
に
着
い
て
す
ぐ
に
食
事
が
取
れ
る

よ
う
に
す
る
な
ど
の
ア
レ
ン
ジ
を
し
て
い
ま

す
。
J
T
B
で
は
ハ
ワ
イ
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
「
ラ
ウ
ン
ジ
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ま
で
の
間
を
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
食
事
も
取

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
付
け
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。
社
員
が
お
客
様
を
し
っ
か
り
と
見
て
対

話
し
、
そ
の
お
客
様
に
合
っ
た
も
の
を
数
あ

る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
中
か
ら
ご
提
案
す
る
と

い
っ
た
考
え
方
で
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

相
澤
　
対
話
の
中
で
お
客
様
に
合
っ
た
も
の

を
ご
提
案
す
る
の
で
す
ね
。

山
田
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
と
は
言
う
も

の
の
社
員
が
全
部
を
知
っ
て
る
わ
け
で
は
な

て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
旅
行
商
品

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　
為
替
や
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
状
況
が

2
0
1
9
年
と
比
べ
て
全
く
異
な
り
ま
す
の

で
、
そ
こ
は
資
金
を
投
下
し
て
で
も
、
ま
ず

は
ハ
ワ
イ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
お
得
な
値
段

の
商
品
を
出
し
、
4
月
1
日
に
そ
れ
を
再
び

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

山
田
　
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
い
う
と
、
日

本
の
海
外
渡
航
の
回
復
が
遅
い
こ
と
に
加
え

て
、地
政
学
リ
ス
ク
の
影
響
も
あ
り
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
が
相
当
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
回
復
は
、
路
線
や
価
格
の
面
で

も
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
と
想
定
さ
れ
る

た
め
、ま
ず
は
ハ
ワ
イ
か
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ハ
ワ
イ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
だ
い
ぶ
欧
米

の
旅
行
者
寄
り
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
ホ
テ
ル
の
設
え
は
日
本
人
向
け
の
仕
様

が
多
い
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
日
本
人

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
一
定
程
度
、
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
理
由
も
あ
り
ハ

ワ
イ
は
戦
略
的
に
力
を
入
れ
る
べ
き
方
面
と

し
て
い
ま
す
。

　
旅
行
者
区
分
で
い
う
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
や
ハ
ネ
ム
ー
ン
を
延
期
し
て

い
た
カ
ッ
プ
ル
、
そ
し
て
久
し
ぶ
り
の
海
外

旅
行
を
楽
し
む
シ
ニ
ア
の
方
々
を
対
象
と
し

て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
か
け
る
予
定
で
す
。

　
路
線
に
つ
い
て
は
、
第
一
四
半
期
に
は
3

分
の
2
ぐ
ら
い
の
回
復
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
、
航
空
会
社
の
直
前
の
運
休
も
あ
り
、

予
約
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
非
常
に
間
際
に
な
っ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
安
近
短
と
言
わ
れ
た

頃
の
間
際
の
動
き
と
は
全
く
異
な
り
、
回
復

期
特
有
の
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
今
は
回
復
期
の
途
上
に
あ
る
た
め
、
コ
ロ

ナ
前
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
ど
う
こ
う
と
い

う
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
い
こ
の
前
ま

で
海
外
旅
行
の
4
〜
6
月
の
回
復
は
厳
し
い

の
で
は
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
こ
へ
来
て
増

え
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
諦
め
ず
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ハ
ワ
イ
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ア
ジ
ア
は
い
か
が
で
す
か
。

山
田
　
そ
う
で
す
ね
。
今
は
台
湾
を
推
し
た

い
で
す
ね
。
フ
ラ
イ
ト
も
回
復
し
て
料
金
も

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
設
定
で
き
そ
う
で
す
の
で
、

価
格
訴
求
力
の
あ
る
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
台
湾
以
外
の
ア

ジ
ア
は
中
国
を
中
心
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

相
澤
　
中
国
は
厳
し
い
で
す
ね
。

山
田
　
あ
と
法
人
の
領
域
に
つ
い
て
は
引
き

合
い
は
多
い
も
の
の
、
結
局
は
国
内
に
着
地

す
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
で
す
。
一
方
で
こ

の
3
年
間
は
企
業
の
節
目
で
あ
る
周
年
イ
ベ

ン
ト
や
旅
行
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

た
の
で
、
多
く
の
お
客
様
が
実
施
で
き
る
日

を
待
ち
の
ぞ
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
て
い
よ
い
よ
ハ
ワ
イ
で
周
年
事
業

を
行
う
よ
う
な
事
例
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
当
初
は
個
人
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
先

に
回
復
す
る
と
想
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、

会
社
の
行
事
で
海
外
に
お
出
か
け
い
た
だ
い

て
、
そ
の
あ
と
で
個
人
で
渡
航
す
る
。
最
近

は
こ
う
い
っ
た
動
き
も
出
て
き
ま
し
た
。

相
澤
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
は
ご
ざ
い
ま

す
か
。

山
田
　
影
響
は
大
い
に
あ
る
と
は
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
に
来
て

い
た
だ
け
る
の
は
日
本
経
済
に
と
っ
て
も
、

当
社
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
話
で
す
。
た

だ
、
日
本
行
き
の
人
気
が
高
く
一
部
の
航
空

路
線
で
予
約
が
取
り
づ
ら
か
っ
た
り
、
運
賃

そ
の
も
の
が
値
上
が
り
を
し
た
り
と
い
っ
た

話
を
聞
き
ま
す
。
た
だ
4
月
に
入
っ
て
、
一

部
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
の
路
線
も
出
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め

て
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
様
相
が
し
ば
ら
く

続
く
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
み
な
さ
ん
、
海
外
旅
行
を
が
ま
ん
し

て
、代
わ
り
に
国
内
旅
行
に
行
っ
た
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
海
外
に
行
き
た
い
と
い
う
思
い
が

爆
発
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
2
月
に
札
幌
、
広
島
、
仙
台
で
海
外

旅
行
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
満
員
に
な
り
ま
し
た
。
3
月
に
は
添
乗
員

が
同
行
し
て
、
ま
る
で
ツ
ア
ー
の
よ
う
に
羽

相
澤
　
現
在
の
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
一
言
で
申
し
ま
す
と
、
心
理
的
ハ
ー
ド

ル
も
あ
り
、
な
か
な
か
急
回
復
は
難
し
い
状

況
で
す
。
昨
年
の
今
頃
も
同
じ
よ
う
に
い
よ

い
よ
再
開
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
結
果
と

し
て
そ
こ
に
は
も
う
一
歩
追
い
付
い
て
な
い
と

い
う
状
況
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
た
だ
、そ
う
し
た
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
2
月

か
ら
C
M
の
放
映
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
時

に
私
た
ち
の
創
業
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

J
T
B
は
な
ん
の
た
め
に
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
こ

の
3
年
間
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
行
事
の
旅

行
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
も
に
行
け
ず
、
卒
業

旅
行
も
完
全
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
10
代
・

20
代
に
海
外
を
知
る
経
験
は
非
常
に
大
事
な

の
に
全
然
行
け
な
い
、
こ
れ
を
ど
う
し
た
ら

い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
国
際
交
流
の
在
り
方
と
か
、
海
外
と
の
結

び
付
き
を
促
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち

J
T
B
の
役
割
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思

い
は
常
に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
思
い
き
っ
て

売
れ
る
、
売
れ
な
い
は
別
に
し
て
、
海
外
旅

行
そ
の
も
の
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
、

C
M
放
映
に
踏
み
切
っ
た
わ
け
で
す
。

　
C
M
は
タ
レ
ン
ト
の
方
以
外
の
出
演
者
は

実
は
全
て
社
員
で
す
。
社
員
が
身
ぶ
り
手
ぶ

り
で
海
外
に
来
て
ほ
し
い
、
歓
迎
し
て
い
ま

す
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
身
で
表
す
イ

メ
ー
ジ
で
作
り
ま
し
た
。
世
の
中
に
そ
の
意

思
は
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
は
言
う
も
の
の
、
実
際
は
全
国
旅
行

旅
行
商
品
の
展
開
に
つ
い
て

丁
寧
な
説
明
の
大
切
さ
を

コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
認
識

本
格
的
な
回
復
は

2
0
2
4
〜
25
年
を
見
据
え
る

支
援
が
再
開
し
、
国
内
旅
行
に
注
目
が
集

ま
っ
た
の
も
事
実
で
す
。

　
5
月
8
日
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
5
類
に
移
行
し
ま
す
。
こ
の
先
も
う

一
度
、
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
C
M
を
含
め
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し
て
い
た
だ
い
て
、
お
声
掛
け
い
た
だ
く
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

相
澤

　今
の
と
こ
ろ
難
し
い
方
面
は
ご
ざ
い

ま
す
か
。

山
野
邉

　中
国
で
す
ね
。
た
だ
、
弊
社
は
5

月
7
日
出
発
以
降
か
ら
は
全
て
の
方
面
が
ツ

ア
ー
再
開
に
な
り
ま
す
。

山
野
邉

　我
々
が
い
ち
早
く
動
い
た
の
は
、

海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
戻
る
こ
と
で
業
界
自
体

が
し
っ
か
り
回
っ
て
い
く
流
れ
を
取
り
戻
し

た
い
と
思
っ
た
た
め
。
海
外
旅
行
を
基
幹
で

取
り
扱
う
会
社
だ
か
ら
こ
そ
や
る
べ
き
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
、
他
社
と
は
競
争
す

る
だ
け
で
は
な
く
て
、
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

戻
す
た
め
に
、
協
力
で
き
る
と
こ
ろ
は
協
力

す
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

J
T
B
さ
ん
が
走
ら
せ
て
い
る
欧
州
域
内
で

の
バ
ス
、ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ズ
と
い
う
商
品
を
、

H
I
S
は
積
極
的
に
販
売
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
一
社
一
社
が
単
独
で
や
る
よ
り
も

効
率
的
で
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に

も
、
海
外
旅
行
の
た
め
に
も
、
協
力
す
べ
き

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　旅
行
業
は
相
当
傷
ん
で
い
て
、
人
材
も
不

足
し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
協
力
を
し
な
が
ら

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
早
く
戻
す
。

　そ
う
い
う
非
競
争
の
部
分
を
し
っ
か
り
共

有
し
て
い
く
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
効
能
な

の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

　お
客
様
が
ど
れ
ぐ
ら
い
需
要
が
戻
っ
て
く

る
だ
ろ
う
か
と
い
う
期
待
と
不
安
み
た
い
な

も
の
は
、
旅
行
会
社
に
も
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
思
っ
て
い
る
よ
り
も
旅
行

会
社
を
頼
っ
て
来
て
い
た
だ
け
て
い
る
感
触

が
あ
り
ま
す
。

相
澤

　相
談
方
法
も
い
ろ
い
ろ
用
意
さ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
や
は
り
増
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
。
以
前
も
や
っ
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
店
舗
は

来
店
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ご

存
じ
な
く
て
ご
来
店
い
た
だ
く
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
例
え
ば
別
の
店
舗
で
手

が
空
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
れ
ば
ご
対
応

す
る
と
い
う
状
態
に
す
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
は

う
ま
く
時
間
を
活
用
で
き
ま
す
し
、
お
客
様

も
待
っ
て
い
た
だ
く
必
要
も
な
く
相
談
い
た

だ
け
ま
す
。
も
し
く
は
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
に

精
通
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
聞
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

相
澤

　こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が

頼
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
そ
う
で
す
ね
。

山
野
邉

　ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
を
始
め
た
頃
は

な
か
な
か
ご
利
用
い
た
だ
け
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
は
自
然
に
ご
利
用
い
た
だ
く

機
会
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
か
し
た

ら
、
旅
行
会
社
の
店
舗
の
在
り
方
自
体
も
変

わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。店
舗
に
行
っ

て
予
約
す
る
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
家
に
い
て
も

予
約
が
で
き
る
、
も
し
く
は
ス
マ
ホ
が
あ
れ

ば
、
ど
こ
に
い
て
も
接
客
さ
れ
て
い
る
の
と

同
じ
よ
う
な
環
境
に
で
き
る
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
ン
グ

し
た
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
で
き
れ
ば
、
お
客
様

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
ね
。

相
澤

　4
月
か
ら
「R

E
:S
T
A
R
T

」
が
展

開
さ
れ
た
の
は
、
さ
ら
に
加
速
す
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認

識
で
合
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
。
フ
ラ
イ
ト
も
ま
だ

戻
っ
て
き
て
な
い
で
す
し
、
日
本
自
体
も
ま

だ
壁
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
も
う
少
し
開
放

さ
れ
る
よ
う
な
機
運
醸
成
に
な
れ
ば
と
、
そ

の
意
味
も
込
め
て
で
す
ね
。
あ
と
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
5
類
へ
の
引
き

下
げ
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

「R
E
:S
T
A
R
T

」
は
特
に
夏
の
海
外
旅
行
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
始

め
ま
し
た
。

相
澤

　予
約
は
好
調
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま

だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
戻
っ
て
い
る
感
触

は
あ
り
ま
す
。

　本
当
は
も
っ
と
戻
っ
て
ほ
し
い
の
で
す

が
、
フ
ラ
イ
ト
と
価
格
の
問
題
は
大
き
く
、

我
々
が
見
て
も
ま
だ
少
し
高
い
感
じ
は
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
動
い
て
い
る
の

は
、
旅
行
需
要
の
高
さ
の
表
れ
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
フ
ラ
イ
ト
が
戻
れ
ば
強
く
戻
っ

て
く
る
予
感
が
し
ま
す
。

相
澤

　フ
ラ
イ
ト
の
影
響
が
大
き
い
で
す

ね
。
宿
泊
施
設
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　以
前
は
フ
ラ
イ
ト
も
ホ
テ
ル
も
、

日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
優
位
性
み
た
い
な
も

の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
が
今
は
完

全
に
日
本
対
他
国
で
す
。
日
本
路
線
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
比
率
が
高
く
な
り
ホ
テ
ル
も
海

外
の
方
々
は
早
め
に
ブ
ッ
キ
ン
グ
し
入
金
す

る
の
に
対
し
、
日
本
は
遅
い
。
あ
と
は
、
滞

在
日
数
が
短
い
と
い
う
の
も
あ
る
。
た
だ
、

現
地
の
ホ
テ
ル
の
方
に
話
を
聞
く
と
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
方
も
あ
る
の
で
、

必
要
以
上
に
悲
観
的
に
見
て
は
い
な
い
で
す
。

相
澤

　日
本
人
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
が
出
遅

れ
た
こ
と
で
今
は
存
在
感
が
薄
い
で
す
が
、

戻
る
に
つ
れ
て
交
渉
力
も
上
が
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
。
日
本
人
が
海
外
に

行
こ
う
と
し
た
と
き
で
も
全
く
行
け
な
い
状

況
は
考
え
づ
ら
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝
見
す
る
と
、
思
っ
た
よ

り
価
格
を
抑
え
た
ツ
ア
ー
が
出
て
い
る
の
で

相
当
、
ご
努
力
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

山
野
邉

　や
は
り
、
H
I
S
に
は
安
さ
を
期

待
さ
れ
て
来
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
努
力
し
て

価
格
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
を
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
で
言
う
と
L
C
C
が
飛
ん
だ
と

こ
ろ
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
安
く

す
る
行
き
方
も
あ
る
し
、
レ
ガ
シ
ー
キ
ャ
リ

ア
を
使
う
方
法
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
商

品
の
出
し
方
自
体
が
変
わ
っ
て
き
て
、
思
っ

た
よ
り
も
高
く
な
い
価
格
帯
の
も
の
も
出
せ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　L
C
C
で
ツ
ア
ー
と
し
て
仕
立
て
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
は
価
格
的
に
も
魅
力
的
に

見
え
ま
す
。
特
に
御
社
は
若
い
方
の
利
用
が

多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
状
況
で
若
い

方
が
海
外
旅
行
に
行
け
る
機
会
が
得
ら
れ
る

と
い
う
の
は
す
ご
く
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

山
野
邉

　な
に
よ
り
も
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
主

催
旅
行
は
催
行
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
海

外
旅
行
は
販
売
し
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
取
り
組
み
を
見
て
、
弊
社
に
期
待
を

　な
の
で
、
ツ
ア
ー
を
再
開
し
た
と
い
っ
て

も
、
年
に
一
回
、
海
外
旅
行
に
行
け
た
ら
い
い

と
い
う
お
客
様
は
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
動

く
気
配
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
の
後
、
い

ろ
ん
な
方
面
を
再
開
し
ま
し
た
が
フ
ラ
イ
ト

が
戻
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
金
額

が
想
定
し
て
い

た
よ
り
高
い
。

燃

油

サ

ー

チ
ャ
ー
ジ
の
高

騰
も
相
ま
っ
て

経
済
的
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
感
じ

ら
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　た
だ
、
昨
年

の
年
末
ぐ
ら
い

か
ら
テ
レ
ビ
で

も
海
外
ロ
ケ
を

し
た
映
像
が
流

れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
海

外
で
は
コ
ロ
ナ

前
と
同
じ
く
イ

ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
、
マ
ス

ク
も
な
く
集
客
も
ほ
ぼ
フ
ル
で
入
っ
て
楽
し

ま
れ
て
い
る
映
像
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
徐
々
に
海
外
旅
行
に
対
し
て
の
マ
イ
ン

ド
が
戻
っ
て
き
た
の
を
感
じ
ま
し
た
。

相
澤

　オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
オ
ン
ラ
イ
ン

説
明
会
を
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
も
安

心
感
醸
成
の
た
め
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

説
明
会
や
疑
似
旅
行
体
験
は
、
リ
ア
ル
に

行
け
る
よ
う
に
な
る
前
に
、
現
地
を
見
て

も
ら
う
こ
と
で
旅
行
へ
の
意
識
の
醸
成
や

学
び
、
現
地
を
理
解
い
た
だ
く
用
途
に
も

な
り
ま
す
。

　あ
と
、
説
明
会
で
は
純
粋
に
お
客
様
も
現

地
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
が
っ
て

い
ま
し
た
。
現
地
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い

と
か
、
人
の
往
来
も
始
ま
っ
て
い
た
と
か
の

声
は
聞
こ
え
て
い
る
け
れ
ど
、
日
本
は
そ
の

気
配
が
ま
る
で
な
く
て
、
目
の
前
で
起
き
て

い
る
こ
と
と
世
界
で
起
き
て
い
る
こ
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
の
は
相
当
あ
り
、
そ
の
時

期
は
や
っ
ぱ
り
人
も
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し

た
。
期
待
感
と
、
あ
と
、
情
報
が
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　行
け
る
の
か
行
け
な
い
の
か
、
ビ
ザ
は
要

る
の
か
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
何
回
打
た
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
出
国
時
、
入
国
時
で

何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
の

は
、
日
々
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
混
乱
が

相
当
あ
っ
た
の
で
、
説
明
会
は
非
常
に
有
効

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　現
地
に
強
い
御
社
で
な
け
れ
ば
、
な

か
な
か
で
き
な
い
こ
と
で
す
ね
。

山
野
邉

　伝
え
聞
い
て
話
す
の
で
は
な
く
て
、

現
地
と
つ
な
い
で
、
現
地
を
そ
の
ま
ま
見
せ

て
、
人
が
往
来
し
賑
わ
っ
て
い
る
所
も
見
せ

る
。
そ
れ
を
怖
い
と
感
じ
る
か
行
き
た
い
と

感
じ
る
か
は
別
と
し
て
、
リ
ア
ル
を
見
せ
る

と
い
う
の
は
、
現
地
に
人
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
残
っ
て
い
な
い
と
で
き
な
か
っ
た
の
で
非

常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

山
野
邉

　も
し
か
し
た
ら
、
旅
行
会
社
の
使

わ
れ
方
は
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
旅
行

会
社
を
使
う
よ
り
も
、
個
人
で
手
配
す
る
流

れ
が
あ
っ
て
、
現
在
も
そ
の
傾
向
は
あ
る
と

思
い
ま
す
け
ど
、
今
、
現
地
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
知
り
た
い
と
か
、
も
し
く
は
安
心
・

安
全
が
必
要
と
か
、
現
地
で
対
応
し
て
も
ら

い
た
い
要
望
は
、
前
よ
り
も
多
い
気
が
し
ま

す
。
旅
行
会
社
を
使
う
意
義
は
、
以
前
よ
り

も
明
確
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
前
の
代
理
店
と
し
て
の
使
わ
れ
方
か
ら
、

旅
自
体
を
安
心
・
安
全
に
過
ご
す
た
め
に
、

新
し
い
情
報
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
し
っ
か

り
ま
と
め
て
、
お
客
様
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
出

し
て
い
け
る
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
な
役
割
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
。

相
澤

　昨
年
5
月
に
、
か
な
り
早
い
段
階
で

海
外
旅
行
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
再
開
さ
れ

て
今
に
至
る
状
況
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
の
状
況
を
お
話
し
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　H
I
S
は
海
外
旅
行
が
基
幹
事
業

で
す
の
で
コ
ロ
ナ
禍
は
か
な
り
苦
し
み
ま
し

た
。
国
内
旅
行
や
違
う
事
業
に
シ
フ
ト
し
て

い
た
の
で
す
が
、
海
外
に
行
け
る
環
境
に

な
っ
た
瞬
間
に
は
、
最
初
に
声
を
上
げ
た
い

と
、
会
社
の
誰
も
が
思
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　海
外
旅
行
に
行
っ
て
も
大
丈
夫
と
い
う
機

運
を
作
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
、
広
告
も

先
駆
け
て
再
開
し
ま
し
た
。
自
社
の
告
知
と

い
う
よ
り
、
海
外
旅
行
に
再
び
行
け
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
周
知
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で

し
た
。

　い
ち
早
く
欧
米
を
中
心
に
他
国
で
は
旅
行

が
普
通
に
行
わ
れ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
前
と
何

ら
変
わ
り
な
い
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、

我
々
旅
行
会
社
の
役
割
は
正
し
い
情
報
を

し
っ
か
り
伝
え
て
、
安
心
し
て
ご
旅
行
い
た

だ
け
る
状
況
に
戻
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　H
I
S
は
、
海
外
旅
行
は
ま
だ
ま
だ
憧
れ

の
時
代
に
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
世
界
へ

飛
び
出
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
始
ま
っ
た
会

社
で
す
。
ま
さ
に
、
今
は
海
外
に
出
て
い
く

こ
と
の
意
義
を
、
も
う
一
度
感
じ
て
い
た
だ

く
、
そ
ん
な
時
期
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

相
澤

　昨
年
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
さ

れ
て
き
た
の
も
そ
の
一
環
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
。

山
野
邉

　2
月
の
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
「
海
外

旅
行
大
感
謝
祭
」で
は
、航
空
会
社
、ホ
テ
ル
、

政
府
観
光
局
の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
海
外
旅
行
が
早
く
戻
っ

て
ほ
し
い
、
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
戻
し
た

い
、
し
か
し
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う

出
口
を
探
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
反

応
し
て
も
ら
え
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
2
日
間
で
延

べ
一
万
人
以
上
の
お
客
様
に
い
ら
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　H
I
S
の
メ
イ
ン
の
お
客
様
層
だ
け
で
な

く
、
50
〜
60
代
の
方
や
、
週
末
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
お
子
さ
ま
連
れ
の
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
方
が
海

コ
ロ
ナ
禍
で
変
わ
る

旅
行
会
社
に
期
待
さ
れ
る
役
割

C
M
や
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
開
催
で

海
外
旅
行
再
開
の
機
運
を
醸
成

株
式
会
社
エ
イ
チ・ア
イ・エ
ス

機
運
醸
成
の
た
め
に
、

い
ち
早
く
海
外
旅
行
を
再
開

1
9
9
3
年
株
式
会
社
エ
イ
チ・ア
イ・エ
ス
入
社
。関
東

海
外
旅
行
営
業
本
部
長
、準
社
内
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る

H
I
S 

J
A
P
A
N
の
ヴ
ァ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、関
西

営
業
本
部
長
、法
人
旅
行
営
業
本
部
長
な
ど
歴
任
。

2
0
1
6
年
よ
り
取
締
役
と
し
て
同
社
の
経
営
に
参
画
。

2
0
1
8
年
よ
り
同
社
取
締
役
上
席
執
行
役
員 

法
人

営
業
本
部
長（
現
職
）。

山
野
邉 

淳
氏（
や
ま
の
べ・
あ
つ
し
）

株
式
会
社
エ
イ
チ・ア
イ・エ
ス
　

取
締
役 

上
席
執
行
役
員

2

外
旅
行
の
再
開
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
の

か
と
我
々
も
体
感
し
、
自
分
た
ち
も
う
れ
し

い
瞬
間
で
し
た
。

相
澤

　反
応
が
良
く
な
っ
て
き
た
の
は
、
や

は
り
今
年
に
入
っ
て
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
、
大
き
く
動
き
始
め

た
の
は
最
近
で
す
ね
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら

も
、
も
ち
ろ
ん
動
い
て
は
い
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、2
〜
3
月
は
大
き
く
動
き
始
め
ま
し
た
。

相
澤

　去
年
の
9
月
に
も
「
リ
ベ
ン
ジ
旅
」

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
と
比

べ
る
と
反
応
は
全
然
違
い
ま
す
か
。

山
野
邉

　全
然
違
い
ま
す
。
昨
年
5
月
に
ハ

ワ
イ
ツ
ア
ー
を
再
開
し
た
と
き
に
動
か
れ
た

の
は
、
や
は
り
リ
ピ
ー
タ
ー
で
旅
慣
れ
て
い

た
方
。
そ
う
い
っ
た
方
は
、
ツ
ア
ー
が
な
く

て
も
航
空
券
で
ご
予
約
さ
れ
て
い
た
と
い
う

層
で
し
た
。

「海外旅行復活に向けた旅行会社・航空会社の現在位置」❷2

2
月
の
リ
ア
ル
イ
ベン
ト「
海
外
旅
行
大
感
謝
祭
」の
様
子
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を
し
て
い
た
だ
い
て
、
お
声
掛
け
い
た
だ
く

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

相
澤

　今
の
と
こ
ろ
難
し
い
方
面
は
ご
ざ
い

ま
す
か
。

山
野
邉

　中
国
で
す
ね
。
た
だ
、
弊
社
は
5

月
7
日
出
発
以
降
か
ら
は
全
て
の
方
面
が
ツ

ア
ー
再
開
に
な
り
ま
す
。

山
野
邉

　我
々
が
い
ち
早
く
動
い
た
の
は
、

海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
戻
る
こ
と
で
業
界
自
体

が
し
っ
か
り
回
っ
て
い
く
流
れ
を
取
り
戻
し

た
い
と
思
っ
た
た
め
。
海
外
旅
行
を
基
幹
で

取
り
扱
う
会
社
だ
か
ら
こ
そ
や
る
べ
き
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
、
他
社
と
は
競
争
す

る
だ
け
で
は
な
く
て
、
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

戻
す
た
め
に
、
協
力
で
き
る
と
こ
ろ
は
協
力

す
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

J
T
B
さ
ん
が
走
ら
せ
て
い
る
欧
州
域
内
で

の
バ
ス
、ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ズ
と
い
う
商
品
を
、

H
I
S
は
積
極
的
に
販
売
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
一
社
一
社
が
単
独
で
や
る
よ
り
も

効
率
的
で
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に

も
海
外
旅
行
の
た
め
に
も
、
協
力
す
べ
き
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　旅
行
業
は
相
当
傷
ん
で
い
て
、
人
材
も
不

足
し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
協
力
を
し
な
が
ら

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
早
く
戻
す
。

　そ
う
い
う
非
競
争
の
部
分
を
し
っ
か
り
共

有
し
て
い
く
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
効
能
な

の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

　お
客
様
が
ど
れ
ぐ
ら
い
需
要
が
戻
っ
て
く

る
だ
ろ
う
か
と
い
う
期
待
と
不
安
み
た
い
な

も
の
は
、
旅
行
会
社
に
も
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
思
っ
て
い
る
よ
り
も
旅
行

会
社
を
頼
っ
て
来
て
い
た
だ
け
て
い
る
感
触

が
あ
り
ま
す
。

相
澤

　相
談
方
法
も
い
ろ
い
ろ
用
意
さ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
や
は
り
増
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
。
以
前
も
や
っ
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
店
舗
は

来
店
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ご

存
じ
な
く
て
ご
来
店
い
た
だ
く
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
例
え
ば
別
の
店
舗
で
手

が
空
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
れ
ば
ご
対
応

す
る
と
い
う
状
態
に
す
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
は

う
ま
く
時
間
を
活
用
で
き
ま
す
し
、
お
客
様

も
待
っ
て
い
た
だ
く
必
要
も
な
く
相
談
い
た

だ
け
ま
す
。
も
し
く
は
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
に

精
通
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
聞
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

相
澤

　こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が

頼
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
そ
う
で
す
ね
。

山
野
邉

　ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
を
始
め
た
頃
は

な
か
な
か
ご
利
用
い
た
だ
け
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
は
自
然
に
ご
利
用
い
た
だ
く

機
会
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
か
し
た

ら
、
旅
行
会
社
の
店
舗
の
在
り
方
自
体
も
変

わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。店
舗
に
行
っ

て
予
約
す
る
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
家
に
い
て
も

予
約
が
で
き
る
、
も
し
く
は
ス
マ
ホ
が
あ
れ

ば
、
ど
こ
に
い
て
も
接
客
さ
れ
て
い
る
の
と

同
じ
よ
う
な
環
境
に
で
き
る
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
ン
グ

し
た
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
で
き
れ
ば
、
お
客
様

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
ね
。

相
澤

　4
月
か
ら
「R

E
:S
T
A
R
T

」
が
展

開
さ
れ
た
の
は
、
さ
ら
に
加
速
す
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認

識
で
合
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
。
フ
ラ
イ
ト
も
ま
だ

戻
っ
て
き
て
い
な
い
で
す
し
、
日
本
自
体
も

ま
だ
壁
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
も
う
少
し
開

放
さ
れ
る
よ
う
な
機
運
醸
成
に
な
れ
ば
と
、

そ
の
意
味
も
込
め
て
で
す
ね
。
あ
と
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
5
類
へ
の
引

き
下
げ
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

「R
E
:S
T
A
R
T

」
は
特
に
夏
の
海
外
旅
行
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
始

め
ま
し
た
。

相
澤

　予
約
は
好
調
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま

だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
戻
っ
て
い
る
感
触

は
あ
り
ま
す
。

　本
当
は
も
っ
と
戻
っ
て
ほ
し
い
の
で
す

が
、
フ
ラ
イ
ト
と
価
格
の
問
題
は
大
き
く
、

我
々
が
見
て
も
ま
だ
少
し
高
い
感
じ
は
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
動
い
て
い
る
の

は
、
旅
行
需
要
の
高
さ
の
表
れ
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
フ
ラ
イ
ト
が
戻
れ
ば
強
く
戻
っ

て
く
る
予
感
が
し
ま
す
。

相
澤

　フ
ラ
イ
ト
の
影
響
が
大
き
い
で
す

ね
。
宿
泊
施
設
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　以
前
は
フ
ラ
イ
ト
も
ホ
テ
ル
も
、

日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
優
位
性
み
た
い
な
も

の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
が
、
今
は

完
全
に
日
本
対
他
国
で
す
。
日
本
路
線
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
比
率
が
高
く
な
り
ホ
テ
ル
も

海
外
の
方
々
は
早
め
に
ブ
ッ
キ
ン
グ
し
入
金

す
る
の
に
対
し
、
日
本
は
遅
い
。
あ
と
は
、

滞
在
日
数
が
短
い
と
い
う
の
も
あ
る
。た
だ
、

現
地
の
ホ
テ
ル
の
方
に
話
を
聞
く
と
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
る
の
で
、
必

要
以
上
に
悲
観
的
に
見
て
は
い
な
い
で
す
。

相
澤

　日
本
人
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
が
出
遅

れ
た
こ
と
で
今
は
存
在
感
が
薄
い
で
す
が
、

戻
る
に
つ
れ
て
交
渉
力
も
上
が
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
。
日
本
人
が
海
外
に

行
こ
う
と
し
た
と
き
で
も
全
く
行
け
な
い
状

況
は
考
え
づ
ら
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝
見
す
る
と
、
思
っ
た
よ

り
価
格
を
抑
え
た
ツ
ア
ー
が
出
て
い
る
の

で
、
相
当
ご
努
力
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　や
は
り
、
H
I
S
に
は
安
さ
を
期

待
さ
れ
て
来
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
努
力
し
て

価
格
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
を
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
で
言
う
と
L
C
C
が
飛
ん
だ
と

こ
ろ
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
安
く

す
る
行
き
方
も
あ
る
し
、
レ
ガ
シ
ー
キ
ャ
リ

ア
を
使
う
方
法
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
商

品
の
出
し
方
自
体
が
変
わ
っ
て
き
て
、
思
っ

た
よ
り
も
高
く
な
い
価
格
帯
の
も
の
も
出
せ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　L
C
C
で
ツ
ア
ー
と
し
て
仕
立
て
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
は
価
格
的
に
も
魅
力
的
に

見
え
ま
す
。
特
に
御
社
は
若
い
方
の
利
用
が

多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
状
況
で
若
い

方
が
海
外
旅
行
に
行
け
る
機
会
が
得
ら
れ
る

と
い
う
の
は
す
ご
く
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

山
野
邉

　な
に
よ
り
も
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

主
催
旅
行
は
催
行
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

海
外
旅
行
は
販
売
し
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
取
り
組
み
を
見
て
、
弊
社
に
期
待

　な
の
で
、
ツ
ア
ー
を
再
開
し
た
と
い
っ
て

も
、
年
に
一
回
、
海
外
旅
行
に
行
け
た
ら
い
い

と
い
う
お
客
様
は
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
動

く
気
配
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
の
後
、
い

ろ
ん
な
方
面
を
再
開
し
ま
し
た
が
フ
ラ
イ
ト

が
戻
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
金
額

が
想
定
し
て
い

た
よ
り
高
い
。

燃

油

サ

ー

チ
ャ
ー
ジ
の
高

騰
も
相
ま
っ
て

経
済
的
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
感
じ

ら
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　た
だ
、
昨
年

の
年
末
ぐ
ら
い

か
ら
テ
レ
ビ
で

も
海
外
ロ
ケ
を

し
た
映
像
が
流

れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
海

外
で
は
コ
ロ
ナ

前
と
同
じ
く
イ

ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
、
マ
ス

ク
も
な
く
集
客
も
ほ
ぼ
フ
ル
で
入
っ
て
楽
し

ま
れ
て
い
る
映
像
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
徐
々
に
海
外
旅
行
に
対
し
て
の
マ
イ
ン

ド
が
戻
っ
て
き
た
の
を
感
じ
ま
し
た
。

相
澤

　オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
オ
ン
ラ
イ
ン

説
明
会
を
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
も
安

心
感
醸
成
の
た
め
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

説
明
会
や
疑
似
旅
行
体
験
は
、
リ
ア
ル
に

行
け
る
よ
う
に
な
る
前
に
、
現
地
を
見
て

も
ら
う
こ
と
で
旅
行
へ
の
意
識
の
醸
成
や

学
び
、
現
地
を
理
解
い
た
だ
く
用
途
に
も

な
り
ま
す
。

　あ
と
、
説
明
会
で
は
純
粋
に
お
客
様
も
現

地
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
が
っ
て

い
ま
し
た
。
現
地
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い

と
か
、
人
の
往
来
も
始
ま
っ
て
い
た
と
か
の

声
は
聞
こ
え
て
い
る
け
れ
ど
、
日
本
は
そ
の

気
配
が
ま
る
で
な
く
て
、
目
の
前
で
起
き
て

い
る
こ
と
と
世
界
で
起
き
て
い
る
こ
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
の
は
相
当
あ
り
、
そ
の
時

期
は
や
っ
ぱ
り
人
も
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し

た
。
期
待
感
と
、
あ
と
、
情
報
が
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　行
け
る
の
か
行
け
な
い
の
か
、
ビ
ザ
は
要

る
の
か
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
何
回
打
た
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
出
国
時
、
入
国
時
で

何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
の

は
、
日
々
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
混
乱
が

相
当
あ
っ
た
の
で
、
説
明
会
は
非
常
に
有
効

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　現
地
に
強
い
御
社
で
な
け
れ
ば
、
な

か
な
か
で
き
な
い
こ
と
で
す
ね
。

山
野
邉

　伝
え
聞
い
て
話
す
の
で
は
な
く
て
、

現
地
と
つ
な
い
で
、
現
地
を
そ
の
ま
ま
見
せ

て
、
人
が
往
来
し
賑
わ
っ
て
い
る
所
も
見
せ

る
。
そ
れ
を
怖
い
と
感
じ
る
か
行
き
た
い
と

感
じ
る
か
は
別
と
し
て
、
リ
ア
ル
を
見
せ
る

と
い
う
の
は
、
現
地
に
人
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
残
っ
て
い
な
い
と
で
き
な
か
っ
た
の
で
非

常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

山
野
邉

　も
し
か
し
た
ら
、
旅
行
会
社
の
使

わ
れ
方
は
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
旅
行

会
社
を
使
う
よ
り
も
、
個
人
で
手
配
す
る
流

れ
が
あ
っ
て
、
現
在
も
そ
の
傾
向
は
あ
る
と

思
い
ま
す
け
れ
ど
、
今
、
現
地
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
知
り
た
い
と
か
、も
し
く
は
安
心
・

安
全
が
必
要
と
か
、
現
地
で
対
応
し
て
も
ら

い
た
い
要
望
は
、
前
よ
り
も
多
い
気
が
し
ま

す
。
旅
行
会
社
を
使
う
意
義
は
、
以
前
よ
り

も
明
確
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
前
の
代
理
店
と
し
て
の
使
わ
れ
方
か
ら
、

旅
自
体
を
安
心
・
安
全
に
過
ご
す
た
め
に
、

新
し
い
情
報
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
し
っ
か

り
ま
と
め
て
、
お
客
様
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
出

し
て
い
け
る
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
な
役
割
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
。

相
澤

　昨
年
5
月
に
、
か
な
り
早
い
段
階
で

海
外
旅
行
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
再
開
さ
れ

て
今
に
至
る
状
況
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
の
状
況
を
お
話
し
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　H
I
S
は
海
外
旅
行
が
基
幹
事
業

で
す
の
で
コ
ロ
ナ
禍
は
か
な
り
苦
し
み
ま
し

た
。
国
内
旅
行
や
違
う
事
業
に
シ
フ
ト
し
て

い
た
の
で
す
が
、
海
外
に
行
け
る
環
境
に

な
っ
た
瞬
間
に
は
、
最
初
に
声
を
上
げ
た
い

と
、
会
社
の
誰
も
が
思
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　海
外
旅
行
に
行
っ
て
も
大
丈
夫
と
い
う
機

運
を
作
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
、
広
告
も

先
駆
け
て
再
開
し
ま
し
た
。
自
社
の
告
知
と

い
う
よ
り
、
海
外
旅
行
に
再
び
行
け
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
周
知
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で

し
た
。

　い
ち
早
く
欧
米
を
中
心
に
他
国
で
は
旅
行

が
普
通
に
行
わ
れ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
前
と
何

ら
変
わ
り
な
い
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、

我
々
旅
行
会
社
の
役
割
は
正
し
い
情
報
を

し
っ
か
り
伝
え
て
、
安
心
し
て
ご
旅
行
い
た

だ
け
る
状
況
に
戻
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　H
I
S
は
、
海
外
旅
行
は
ま
だ
ま
だ
憧
れ

の
時
代
に
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
世
界
へ

飛
び
出
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
始
ま
っ
た
会

社
で
す
。
ま
さ
に
、
今
は
海
外
に
出
て
い
く

こ
と
の
意
義
を
、
も
う
一
度
感
じ
て
い
た
だ

く
、
そ
ん
な
時
期
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

相
澤

　昨
年
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
さ

れ
て
き
た
の
も
そ
の
一
環
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
。

山
野
邉

　2
月
の
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
「
海
外

旅
行
大
感
謝
祭
」で
は
、航
空
会
社
、ホ
テ
ル
、

政
府
観
光
局
の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
海
外
旅
行
が
早
く
戻
っ

て
ほ
し
い
、
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
戻
し
た

い
、
し
か
し
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う

出
口
を
探
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
反

応
し
て
も
ら
え
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
2
日
間
で
延

べ
一
万
人
以
上
の
お
客
様
に
い
ら
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　H
I
S
の
メ
イ
ン
の
お
客
様
層
だ
け
で
な

く
、
50
〜
60
代
の
方
や
、
週
末
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
お
子
さ
ま
連
れ
の
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
方
が
海

コ
ロ
ナ
禍
で
変
わ
る

旅
行
会
社
に
期
待
さ
れ
る
役
割

C
M
や
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
開
催
で

海
外
旅
行
再
開
の
機
運
を
醸
成

株
式
会
社
エ
イ
チ・ア
イ・エ
ス

機
運
醸
成
の
た
め
に
、

い
ち
早
く
海
外
旅
行
を
再
開

1
9
9
3
年
株
式
会
社
エ
イ
チ・ア
イ・エ
ス
入
社
。関
東

海
外
旅
行
営
業
本
部
長
、準
社
内
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る

H
I
S 

J
A
P
A
N
の
ヴ
ァ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、関
西

営
業
本
部
長
、法
人
旅
行
営
業
本
部
長
な
ど
歴
任
。

2
0
1
6
年
よ
り
取
締
役
と
し
て
同
社
の
経
営
に
参
画
。

2
0
1
8
年
よ
り
同
社
取
締
役
上
席
執
行
役
員 

法
人

営
業
本
部
長（
現
職
）。

山
野
邉 

淳
氏（
や
ま
の
べ・
あ
つ
し
）

株
式
会
社
エ
イ
チ・ア
イ・エ
ス
　

取
締
役 

上
席
執
行
役
員

2

外
旅
行
の
再
開
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
の

か
と
我
々
も
体
感
し
、
自
分
た
ち
も
う
れ
し

い
瞬
間
で
し
た
。

相
澤

　反
応
が
良
く
な
っ
て
き
た
の
は
、
や

は
り
今
年
に
入
っ
て
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
、
大
き
く
動
き
始
め

た
の
は
最
近
で
す
ね
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら

も
、
も
ち
ろ
ん
動
い
て
は
い
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、2
〜
3
月
は
大
き
く
動
き
始
め
ま
し
た
。

相
澤

　去
年
の
9
月
に
も
「
リ
ベ
ン
ジ
旅
」

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
と
比

べ
る
と
反
応
は
全
然
違
い
ま
す
か
。

山
野
邉

　全
然
違
い
ま
す
。
昨
年
5
月
に
ハ

ワ
イ
ツ
ア
ー
を
再
開
し
た
と
き
に
動
か
れ
た

の
は
、
や
は
り
リ
ピ
ー
タ
ー
で
旅
慣
れ
て
い

た
方
。
そ
う
い
っ
た
方
は
、
ツ
ア
ー
が
な
く

て
も
航
空
券
で
ご
予
約
さ
れ
て
い
た
と
い
う

層
で
し
た
。

「海外旅行復活に向けた旅行会社・航空会社の現在位置」❷2

2
月
の
リ
ア
ル
イ
ベン
ト「
海
外
旅
行
大
感
謝
祭
」の
様
子
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を
し
て
い
た
だ
い
て
、
お
声
掛
け
い
た
だ
く

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

相
澤

　今
の
と
こ
ろ
難
し
い
方
面
は
ご
ざ
い

ま
す
か
。

山
野
邉

　中
国
で
す
ね
。
た
だ
、
弊
社
は
5

月
7
日
出
発
以
降
か
ら
は
全
て
の
方
面
が
ツ

ア
ー
再
開
に
な
り
ま
す
。

山
野
邉

　我
々
が
い
ち
早
く
動
い
た
の
は
、

海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
戻
る
こ
と
で
業
界
自
体

が
し
っ
か
り
回
っ
て
い
く
流
れ
を
取
り
戻
し

た
い
と
思
っ
た
た
め
。
海
外
旅
行
を
基
幹
で

取
り
扱
う
会
社
だ
か
ら
こ
そ
や
る
べ
き
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
、
他
社
と
は
競
争
す

る
だ
け
で
は
な
く
て
、
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

戻
す
た
め
に
、
協
力
で
き
る
と
こ
ろ
は
協
力

す
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

J
T
B
さ
ん
が
走
ら
せ
て
い
る
欧
州
域
内
で

の
バ
ス
、ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ズ
と
い
う
商
品
を
、

H
I
S
は
積
極
的
に
販
売
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
一
社
一
社
が
単
独
で
や
る
よ
り
も

効
率
的
で
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に

も
海
外
旅
行
の
た
め
に
も
、
協
力
す
べ
き
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　旅
行
業
は
相
当
傷
ん
で
い
て
、
人
材
も
不

足
し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
協
力
を
し
な
が
ら

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
早
く
戻
す
。

　そ
う
い
う
非
競
争
の
部
分
を
し
っ
か
り
共

有
し
て
い
く
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
効
能
な

の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

　お
客
様
が
ど
れ
ぐ
ら
い
需
要
が
戻
っ
て
く

る
だ
ろ
う
か
と
い
う
期
待
と
不
安
み
た
い
な

も
の
は
、
旅
行
会
社
に
も
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
思
っ
て
い
る
よ
り
も
旅
行

会
社
を
頼
っ
て
来
て
い
た
だ
け
て
い
る
感
触

が
あ
り
ま
す
。

相
澤

　相
談
方
法
も
い
ろ
い
ろ
用
意
さ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
や
は
り
増
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
。
以
前
も
や
っ
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
店
舗
は

来
店
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ご

存
じ
な
く
て
ご
来
店
い
た
だ
く
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
例
え
ば
別
の
店
舗
で
手

が
空
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
れ
ば
ご
対
応

す
る
と
い
う
状
態
に
す
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
は

う
ま
く
時
間
を
活
用
で
き
ま
す
し
、
お
客
様

も
待
っ
て
い
た
だ
く
必
要
も
な
く
相
談
い
た

だ
け
ま
す
。
も
し
く
は
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
に

精
通
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
聞
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

相
澤

　こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が

頼
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
そ
う
で
す
ね
。

山
野
邉

　ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
を
始
め
た
頃
は

な
か
な
か
ご
利
用
い
た
だ
け
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
は
自
然
に
ご
利
用
い
た
だ
く

機
会
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
か
し
た

ら
、
旅
行
会
社
の
店
舗
の
在
り
方
自
体
も
変

わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。店
舗
に
行
っ

て
予
約
す
る
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
家
に
い
て
も

予
約
が
で
き
る
、
も
し
く
は
ス
マ
ホ
が
あ
れ

ば
、
ど
こ
に
い
て
も
接
客
さ
れ
て
い
る
の
と

同
じ
よ
う
な
環
境
に
で
き
る
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
ン
グ

し
た
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
で
き
れ
ば
、
お
客
様

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
ね
。

相
澤

　4
月
か
ら
「R

E
:S
T
A
R
T

」
が
展

開
さ
れ
た
の
は
、
さ
ら
に
加
速
す
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認

識
で
合
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
。
フ
ラ
イ
ト
も
ま
だ

戻
っ
て
き
て
い
な
い
で
す
し
、
日
本
自
体
も

ま
だ
壁
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
も
う
少
し
開

放
さ
れ
る
よ
う
な
機
運
醸
成
に
な
れ
ば
と
、

そ
の
意
味
も
込
め
て
で
す
ね
。
あ
と
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
5
類
へ
の
引

き
下
げ
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

「R
E
:S
T
A
R
T

」
は
特
に
夏
の
海
外
旅
行
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
始

め
ま
し
た
。

相
澤

　予
約
は
好
調
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま

だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
戻
っ
て
い
る
感
触

は
あ
り
ま
す
。

　本
当
は
も
っ
と
戻
っ
て
ほ
し
い
の
で
す

が
、
フ
ラ
イ
ト
と
価
格
の
問
題
は
大
き
く
、

我
々
が
見
て
も
ま
だ
少
し
高
い
感
じ
は
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
動
い
て
い
る
の

は
、
旅
行
需
要
の
高
さ
の
表
れ
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
フ
ラ
イ
ト
が
戻
れ
ば
強
く
戻
っ

て
く
る
予
感
が
し
ま
す
。

相
澤

　フ
ラ
イ
ト
の
影
響
が
大
き
い
で
す

ね
。
宿
泊
施
設
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　以
前
は
フ
ラ
イ
ト
も
ホ
テ
ル
も
、

日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
優
位
性
み
た
い
な
も

の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
が
、
今
は

完
全
に
日
本
対
他
国
で
す
。
日
本
路
線
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
比
率
が
高
く
な
り
ホ
テ
ル
も

海
外
の
方
々
は
早
め
に
ブ
ッ
キ
ン
グ
し
入
金

す
る
の
に
対
し
、
日
本
は
遅
い
。
あ
と
は
、

滞
在
日
数
が
短
い
と
い
う
の
も
あ
る
。た
だ
、

現
地
の
ホ
テ
ル
の
方
に
話
を
聞
く
と
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
る
の
で
、
必

要
以
上
に
悲
観
的
に
見
て
は
い
な
い
で
す
。

相
澤

　日
本
人
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
が
出
遅

れ
た
こ
と
で
今
は
存
在
感
が
薄
い
で
す
が
、

戻
る
に
つ
れ
て
交
渉
力
も
上
が
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
。
日
本
人
が
海
外
に

行
こ
う
と
し
た
と
き
で
も
全
く
行
け
な
い
状

況
は
考
え
づ
ら
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝
見
す
る
と
、
思
っ
た
よ

り
価
格
を
抑
え
た
ツ
ア
ー
が
出
て
い
る
の

で
、
相
当
ご
努
力
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　や
は
り
、
H
I
S
に
は
安
さ
を
期

待
さ
れ
て
来
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
努
力
し
て

価
格
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
を
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
で
言
う
と
L
C
C
が
飛
ん
だ
と

こ
ろ
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
安
く

す
る
行
き
方
も
あ
る
し
、
レ
ガ
シ
ー
キ
ャ
リ

ア
を
使
う
方
法
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
商

品
の
出
し
方
自
体
が
変
わ
っ
て
き
て
、
思
っ

た
よ
り
も
高
く
な
い
価
格
帯
の
も
の
も
出
せ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　L
C
C
で
ツ
ア
ー
と
し
て
仕
立
て
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
は
価
格
的
に
も
魅
力
的
に

見
え
ま
す
。
特
に
御
社
は
若
い
方
の
利
用
が

多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
状
況
で
若
い

方
が
海
外
旅
行
に
行
け
る
機
会
が
得
ら
れ
る

と
い
う
の
は
す
ご
く
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

山
野
邉

　な
に
よ
り
も
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

主
催
旅
行
は
催
行
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

海
外
旅
行
は
販
売
し
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
取
り
組
み
を
見
て
、
弊
社
に
期
待

　な
の
で
、
ツ
ア
ー
を
再
開
し
た
と
い
っ
て

も
、
年
に
一
回
、
海
外
旅
行
に
行
け
た
ら
い
い

と
い
う
お
客
様
は
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
動

く
気
配
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
の
後
、
い

ろ
ん
な
方
面
を
再
開
し
ま
し
た
が
フ
ラ
イ
ト

が
戻
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
金
額

が
想
定
し
て
い

た
よ
り
高
い
。

燃

油

サ

ー

チ
ャ
ー
ジ
の
高

騰
も
相
ま
っ
て

経
済
的
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
感
じ

ら
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　た
だ
、
昨
年

の
年
末
ぐ
ら
い

か
ら
テ
レ
ビ
で

も
海
外
ロ
ケ
を

し
た
映
像
が
流

れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
海

外
で
は
コ
ロ
ナ

前
と
同
じ
く
イ

ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
、
マ
ス

ク
も
な
く
集
客
も
ほ
ぼ
フ
ル
で
入
っ
て
楽
し

ま
れ
て
い
る
映
像
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
徐
々
に
海
外
旅
行
に
対
し
て
の
マ
イ
ン

ド
が
戻
っ
て
き
た
の
を
感
じ
ま
し
た
。

相
澤

　オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
オ
ン
ラ
イ
ン

説
明
会
を
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
も
安

心
感
醸
成
の
た
め
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

説
明
会
や
疑
似
旅
行
体
験
は
、
リ
ア
ル
に

行
け
る
よ
う
に
な
る
前
に
、
現
地
を
見
て

も
ら
う
こ
と
で
旅
行
へ
の
意
識
の
醸
成
や

学
び
、
現
地
を
理
解
い
た
だ
く
用
途
に
も

な
り
ま
す
。

　あ
と
、
説
明
会
で
は
純
粋
に
お
客
様
も
現

地
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
が
っ
て

い
ま
し
た
。
現
地
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い

と
か
、
人
の
往
来
も
始
ま
っ
て
い
た
と
か
の

声
は
聞
こ
え
て
い
る
け
れ
ど
、
日
本
は
そ
の

気
配
が
ま
る
で
な
く
て
、
目
の
前
で
起
き
て

い
る
こ
と
と
世
界
で
起
き
て
い
る
こ
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
の
は
相
当
あ
り
、
そ
の
時

期
は
や
っ
ぱ
り
人
も
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し

た
。
期
待
感
と
、
あ
と
、
情
報
が
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　行
け
る
の
か
行
け
な
い
の
か
、
ビ
ザ
は
要

る
の
か
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
何
回
打
た
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
出
国
時
、
入
国
時
で

何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
の

は
、
日
々
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
混
乱
が

相
当
あ
っ
た
の
で
、
説
明
会
は
非
常
に
有
効

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　現
地
に
強
い
御
社
で
な
け
れ
ば
、
な

か
な
か
で
き
な
い
こ
と
で
す
ね
。

山
野
邉

　伝
え
聞
い
て
話
す
の
で
は
な
く
て
、

現
地
と
つ
な
い
で
、
現
地
を
そ
の
ま
ま
見
せ

て
、
人
が
往
来
し
賑
わ
っ
て
い
る
所
も
見
せ

る
。
そ
れ
を
怖
い
と
感
じ
る
か
行
き
た
い
と

感
じ
る
か
は
別
と
し
て
、
リ
ア
ル
を
見
せ
る

と
い
う
の
は
、
現
地
に
人
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
残
っ
て
い
な
い
と
で
き
な
か
っ
た
の
で
非

常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

山
野
邉

　も
し
か
し
た
ら
、
旅
行
会
社
の
使

わ
れ
方
は
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
旅
行

会
社
を
使
う
よ
り
も
、
個
人
で
手
配
す
る
流

れ
が
あ
っ
て
、
現
在
も
そ
の
傾
向
は
あ
る
と

思
い
ま
す
け
れ
ど
、
今
、
現
地
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
知
り
た
い
と
か
、も
し
く
は
安
心
・

安
全
が
必
要
と
か
、
現
地
で
対
応
し
て
も
ら

い
た
い
要
望
は
、
前
よ
り
も
多
い
気
が
し
ま

す
。
旅
行
会
社
を
使
う
意
義
は
、
以
前
よ
り

も
明
確
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
前
の
代
理
店
と
し
て
の
使
わ
れ
方
か
ら
、

旅
自
体
を
安
心
・
安
全
に
過
ご
す
た
め
に
、

新
し
い
情
報
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
し
っ
か

り
ま
と
め
て
、
お
客
様
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
出

し
て
い
け
る
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
な
役
割
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
。

相
澤

　昨
年
5
月
に
、
か
な
り
早
い
段
階
で

海
外
旅
行
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
再
開
さ
れ

て
今
に
至
る
状
況
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
の
状
況
を
お
話
し
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　H
I
S
は
海
外
旅
行
が
基
幹
事
業

で
す
の
で
コ
ロ
ナ
禍
は
か
な
り
苦
し
み
ま
し

た
。
国
内
旅
行
や
違
う
事
業
に
シ
フ
ト
し
て

い
た
の
で
す
が
、
海
外
に
行
け
る
環
境
に

な
っ
た
瞬
間
に
は
、
最
初
に
声
を
上
げ
た
い

と
、
会
社
の
誰
も
が
思
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　海
外
旅
行
に
行
っ
て
も
大
丈
夫
と
い
う
機

運
を
作
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
、
広
告
も

先
駆
け
て
再
開
し
ま
し
た
。
自
社
の
告
知
と

い
う
よ
り
、
海
外
旅
行
に
再
び
行
け
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
周
知
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で

し
た
。

　い
ち
早
く
欧
米
を
中
心
に
他
国
で
は
旅
行

が
普
通
に
行
わ
れ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
前
と
何

ら
変
わ
り
な
い
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、

我
々
旅
行
会
社
の
役
割
は
正
し
い
情
報
を

し
っ
か
り
伝
え
て
、
安
心
し
て
ご
旅
行
い
た

だ
け
る
状
況
に
戻
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　H
I
S
は
、
海
外
旅
行
は
ま
だ
ま
だ
憧
れ

の
時
代
に
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
世
界
へ

飛
び
出
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
始
ま
っ
た
会

社
で
す
。
ま
さ
に
、
今
は
海
外
に
出
て
い
く

こ
と
の
意
義
を
、
も
う
一
度
感
じ
て
い
た
だ

く
、
そ
ん
な
時
期
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

相
澤

　昨
年
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
さ

れ
て
き
た
の
も
そ
の
一
環
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
。

山
野
邉

　2
月
の
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
「
海
外

旅
行
大
感
謝
祭
」で
は
、航
空
会
社
、ホ
テ
ル
、

政
府
観
光
局
の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
海
外
旅
行
が
早
く
戻
っ

て
ほ
し
い
、
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
戻
し
た

い
、
し
か
し
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う

出
口
を
探
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
反

応
し
て
も
ら
え
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
2
日
間
で
延

べ
一
万
人
以
上
の
お
客
様
に
い
ら
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　H
I
S
の
メ
イ
ン
の
お
客
様
層
だ
け
で
な

く
、
50
〜
60
代
の
方
や
、
週
末
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
お
子
さ
ま
連
れ
の
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
方
が
海

海
外
旅
行
市
場
の
復
活
に
は

業
界
内
で
の
連
携
が
重
要

外
旅
行
の
再
開
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
の

か
と
我
々
も
体
感
し
、
自
分
た
ち
も
う
れ
し

い
瞬
間
で
し
た
。

相
澤

　反
応
が
良
く
な
っ
て
き
た
の
は
、
や

は
り
今
年
に
入
っ
て
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
、
大
き
く
動
き
始
め

た
の
は
最
近
で
す
ね
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら

も
、
も
ち
ろ
ん
動
い
て
は
い
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、2
〜
3
月
は
大
き
く
動
き
始
め
ま
し
た
。

相
澤

　去
年
の
9
月
に
も
「
リ
ベ
ン
ジ
旅
」

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
と
比

べ
る
と
反
応
は
全
然
違
い
ま
す
か
。

山
野
邉

　全
然
違
い
ま
す
。
昨
年
5
月
に
ハ

ワ
イ
ツ
ア
ー
を
再
開
し
た
と
き
に
動
か
れ
た

の
は
、
や
は
り
リ
ピ
ー
タ
ー
で
旅
慣
れ
て
い

た
方
。
そ
う
い
っ
た
方
は
、
ツ
ア
ー
が
な
く

て
も
航
空
券
で
ご
予
約
さ
れ
て
い
た
と
い
う

層
で
し
た
。

「海外旅行復活に向けた旅行会社・航空会社の現在位置」❷2

価
格
を
抑
え
種
類
を
揃
え
て

今
夏
の
本
格
回
復
を
目
指
す
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を
し
て
い
た
だ
い
て
、
お
声
掛
け
い
た
だ
く

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

相
澤

　今
の
と
こ
ろ
難
し
い
方
面
は
ご
ざ
い

ま
す
か
。

山
野
邉

　中
国
で
す
ね
。
た
だ
、
弊
社
は
5

月
7
日
出
発
以
降
か
ら
は
全
て
の
方
面
が
ツ

ア
ー
再
開
に
な
り
ま
す
。

山
野
邉

　我
々
が
い
ち
早
く
動
い
た
の
は
、

海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
戻
る
こ
と
で
業
界
自
体

が
し
っ
か
り
回
っ
て
い
く
流
れ
を
取
り
戻
し

た
い
と
思
っ
た
た
め
。
海
外
旅
行
を
基
幹
で

取
り
扱
う
会
社
だ
か
ら
こ
そ
や
る
べ
き
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
、
他
社
と
は
競
争
す

る
だ
け
で
は
な
く
て
、
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

戻
す
た
め
に
、
協
力
で
き
る
と
こ
ろ
は
協
力

す
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

J
T
B
さ
ん
が
走
ら
せ
て
い
る
欧
州
域
内
で

の
バ
ス
、ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ズ
と
い
う
商
品
を
、

H
I
S
は
積
極
的
に
販
売
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
一
社
一
社
が
単
独
で
や
る
よ
り
も

効
率
的
で
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に

も
海
外
旅
行
の
た
め
に
も
、
協
力
す
べ
き
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　旅
行
業
は
相
当
傷
ん
で
い
て
、
人
材
も
不

足
し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
協
力
を
し
な
が
ら

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
早
く
戻
す
。

　そ
う
い
う
非
競
争
の
部
分
を
し
っ
か
り
共

有
し
て
い
く
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
効
能
な

の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

　お
客
様
が
ど
れ
ぐ
ら
い
需
要
が
戻
っ
て
く

る
だ
ろ
う
か
と
い
う
期
待
と
不
安
み
た
い
な

も
の
は
、
旅
行
会
社
に
も
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
思
っ
て
い
る
よ
り
も
旅
行

会
社
を
頼
っ
て
来
て
い
た
だ
け
て
い
る
感
触

が
あ
り
ま
す
。

相
澤

　相
談
方
法
も
い
ろ
い
ろ
用
意
さ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
や
は
り
増
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
。
以
前
も
や
っ
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
店
舗
は

来
店
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ご

存
じ
な
く
て
ご
来
店
い
た
だ
く
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
例
え
ば
別
の
店
舗
で
手

が
空
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
れ
ば
ご
対
応

す
る
と
い
う
状
態
に
す
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
は

う
ま
く
時
間
を
活
用
で
き
ま
す
し
、
お
客
様

も
待
っ
て
い
た
だ
く
必
要
も
な
く
相
談
い
た

だ
け
ま
す
。
も
し
く
は
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
に

精
通
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
聞
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

相
澤

　こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が

頼
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
そ
う
で
す
ね
。

山
野
邉

　ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
を
始
め
た
頃
は

な
か
な
か
ご
利
用
い
た
だ
け
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
は
自
然
に
ご
利
用
い
た
だ
く

機
会
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
か
し
た

ら
、
旅
行
会
社
の
店
舗
の
在
り
方
自
体
も
変

わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。店
舗
に
行
っ

て
予
約
す
る
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
家
に
い
て
も

予
約
が
で
き
る
、
も
し
く
は
ス
マ
ホ
が
あ
れ

ば
、
ど
こ
に
い
て
も
接
客
さ
れ
て
い
る
の
と

同
じ
よ
う
な
環
境
に
で
き
る
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
ン
グ

し
た
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
で
き
れ
ば
、
お
客
様

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
ね
。

相
澤

　4
月
か
ら
「R

E
:S
T
A
R
T

」
が
展

開
さ
れ
た
の
は
、
さ
ら
に
加
速
す
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認

識
で
合
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
。
フ
ラ
イ
ト
も
ま
だ

戻
っ
て
き
て
い
な
い
で
す
し
、
日
本
自
体
も

ま
だ
壁
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
も
う
少
し
開

放
さ
れ
る
よ
う
な
機
運
醸
成
に
な
れ
ば
と
、

そ
の
意
味
も
込
め
て
で
す
ね
。
あ
と
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
5
類
へ
の
引

き
下
げ
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

「R
E
:S
T
A
R
T

」
は
特
に
夏
の
海
外
旅
行
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
始

め
ま
し
た
。

相
澤

　予
約
は
好
調
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま

だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
戻
っ
て
い
る
感
触

は
あ
り
ま
す
。

　本
当
は
も
っ
と
戻
っ
て
ほ
し
い
の
で
す

が
、
フ
ラ
イ
ト
と
価
格
の
問
題
は
大
き
く
、

我
々
が
見
て
も
ま
だ
少
し
高
い
感
じ
は
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
動
い
て
い
る
の

は
、
旅
行
需
要
の
高
さ
の
表
れ
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
フ
ラ
イ
ト
が
戻
れ
ば
強
く
戻
っ

て
く
る
予
感
が
し
ま
す
。

相
澤

　フ
ラ
イ
ト
の
影
響
が
大
き
い
で
す

ね
。
宿
泊
施
設
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　以
前
は
フ
ラ
イ
ト
も
ホ
テ
ル
も
、

日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
優
位
性
み
た
い
な
も

の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
が
、
今
は

完
全
に
日
本
対
他
国
で
す
。
日
本
路
線
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
比
率
が
高
く
な
り
ホ
テ
ル
も

海
外
の
方
々
は
早
め
に
ブ
ッ
キ
ン
グ
し
入
金

す
る
の
に
対
し
、
日
本
は
遅
い
。
あ
と
は
、

滞
在
日
数
が
短
い
と
い
う
の
も
あ
る
。た
だ
、

現
地
の
ホ
テ
ル
の
方
に
話
を
聞
く
と
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
る
の
で
、
必

要
以
上
に
悲
観
的
に
見
て
は
い
な
い
で
す
。

相
澤

　日
本
人
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
が
出
遅

れ
た
こ
と
で
今
は
存
在
感
が
薄
い
で
す
が
、

戻
る
に
つ
れ
て
交
渉
力
も
上
が
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
。
日
本
人
が
海
外
に

行
こ
う
と
し
た
と
き
で
も
全
く
行
け
な
い
状

況
は
考
え
づ
ら
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝
見
す
る
と
、
思
っ
た
よ

り
価
格
を
抑
え
た
ツ
ア
ー
が
出
て
い
る
の

で
、
相
当
ご
努
力
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　や
は
り
、
H
I
S
に
は
安
さ
を
期

待
さ
れ
て
来
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
努
力
し
て

価
格
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
を
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
で
言
う
と
L
C
C
が
飛
ん
だ
と

こ
ろ
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
安
く

す
る
行
き
方
も
あ
る
し
、
レ
ガ
シ
ー
キ
ャ
リ

ア
を
使
う
方
法
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
商

品
の
出
し
方
自
体
が
変
わ
っ
て
き
て
、
思
っ

た
よ
り
も
高
く
な
い
価
格
帯
の
も
の
も
出
せ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　L
C
C
で
ツ
ア
ー
と
し
て
仕
立
て
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
は
価
格
的
に
も
魅
力
的
に

見
え
ま
す
。
特
に
御
社
は
若
い
方
の
利
用
が

多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
状
況
で
若
い

方
が
海
外
旅
行
に
行
け
る
機
会
が
得
ら
れ
る

と
い
う
の
は
す
ご
く
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

山
野
邉

　な
に
よ
り
も
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

主
催
旅
行
は
催
行
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

海
外
旅
行
は
販
売
し
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
取
り
組
み
を
見
て
、
弊
社
に
期
待

　な
の
で
、
ツ
ア
ー
を
再
開
し
た
と
い
っ
て

も
、
年
に
一
回
、
海
外
旅
行
に
行
け
た
ら
い
い

と
い
う
お
客
様
は
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
動

く
気
配
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
の
後
、
い

ろ
ん
な
方
面
を
再
開
し
ま
し
た
が
フ
ラ
イ
ト

が
戻
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
金
額

が
想
定
し
て
い

た
よ
り
高
い
。

燃

油

サ

ー

チ
ャ
ー
ジ
の
高

騰
も
相
ま
っ
て

経
済
的
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
感
じ

ら
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　た
だ
、
昨
年

の
年
末
ぐ
ら
い

か
ら
テ
レ
ビ
で

も
海
外
ロ
ケ
を

し
た
映
像
が
流

れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
海

外
で
は
コ
ロ
ナ

前
と
同
じ
く
イ

ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
、
マ
ス

ク
も
な
く
集
客
も
ほ
ぼ
フ
ル
で
入
っ
て
楽
し

ま
れ
て
い
る
映
像
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
徐
々
に
海
外
旅
行
に
対
し
て
の
マ
イ
ン

ド
が
戻
っ
て
き
た
の
を
感
じ
ま
し
た
。

相
澤

　オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
オ
ン
ラ
イ
ン

説
明
会
を
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
も
安

心
感
醸
成
の
た
め
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

説
明
会
や
疑
似
旅
行
体
験
は
、
リ
ア
ル
に

行
け
る
よ
う
に
な
る
前
に
、
現
地
を
見
て

も
ら
う
こ
と
で
旅
行
へ
の
意
識
の
醸
成
や

学
び
、
現
地
を
理
解
い
た
だ
く
用
途
に
も

な
り
ま
す
。

　あ
と
、
説
明
会
で
は
純
粋
に
お
客
様
も
現

地
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
が
っ
て

い
ま
し
た
。
現
地
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い

と
か
、
人
の
往
来
も
始
ま
っ
て
い
た
と
か
の

声
は
聞
こ
え
て
い
る
け
れ
ど
、
日
本
は
そ
の

気
配
が
ま
る
で
な
く
て
、
目
の
前
で
起
き
て

い
る
こ
と
と
世
界
で
起
き
て
い
る
こ
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
の
は
相
当
あ
り
、
そ
の
時

期
は
や
っ
ぱ
り
人
も
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し

た
。
期
待
感
と
、
あ
と
、
情
報
が
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　行
け
る
の
か
行
け
な
い
の
か
、
ビ
ザ
は
要

る
の
か
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
何
回
打
た
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
出
国
時
、
入
国
時
で

何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
の

は
、
日
々
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
混
乱
が

相
当
あ
っ
た
の
で
、
説
明
会
は
非
常
に
有
効

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　現
地
に
強
い
御
社
で
な
け
れ
ば
、
な

か
な
か
で
き
な
い
こ
と
で
す
ね
。

山
野
邉

　伝
え
聞
い
て
話
す
の
で
は
な
く
て
、

現
地
と
つ
な
い
で
、
現
地
を
そ
の
ま
ま
見
せ

て
、
人
が
往
来
し
賑
わ
っ
て
い
る
所
も
見
せ

る
。
そ
れ
を
怖
い
と
感
じ
る
か
行
き
た
い
と

感
じ
る
か
は
別
と
し
て
、
リ
ア
ル
を
見
せ
る

と
い
う
の
は
、
現
地
に
人
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
残
っ
て
い
な
い
と
で
き
な
か
っ
た
の
で
非

常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

山
野
邉

　も
し
か
し
た
ら
、
旅
行
会
社
の
使

わ
れ
方
は
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
旅
行

会
社
を
使
う
よ
り
も
、
個
人
で
手
配
す
る
流

れ
が
あ
っ
て
、
現
在
も
そ
の
傾
向
は
あ
る
と

思
い
ま
す
け
れ
ど
、
今
、
現
地
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
知
り
た
い
と
か
、も
し
く
は
安
心
・

安
全
が
必
要
と
か
、
現
地
で
対
応
し
て
も
ら

い
た
い
要
望
は
、
前
よ
り
も
多
い
気
が
し
ま

す
。
旅
行
会
社
を
使
う
意
義
は
、
以
前
よ
り

も
明
確
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
前
の
代
理
店
と
し
て
の
使
わ
れ
方
か
ら
、

旅
自
体
を
安
心
・
安
全
に
過
ご
す
た
め
に
、

新
し
い
情
報
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
し
っ
か

り
ま
と
め
て
、
お
客
様
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
出

し
て
い
け
る
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
な
役
割
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
。

相
澤

　昨
年
5
月
に
、
か
な
り
早
い
段
階
で

海
外
旅
行
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
再
開
さ
れ

て
今
に
至
る
状
況
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
の
状
況
を
お
話
し
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　H
I
S
は
海
外
旅
行
が
基
幹
事
業

で
す
の
で
コ
ロ
ナ
禍
は
か
な
り
苦
し
み
ま
し

た
。
国
内
旅
行
や
違
う
事
業
に
シ
フ
ト
し
て

い
た
の
で
す
が
、
海
外
に
行
け
る
環
境
に

な
っ
た
瞬
間
に
は
、
最
初
に
声
を
上
げ
た
い

と
、
会
社
の
誰
も
が
思
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　海
外
旅
行
に
行
っ
て
も
大
丈
夫
と
い
う
機

運
を
作
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
、
広
告
も

先
駆
け
て
再
開
し
ま
し
た
。
自
社
の
告
知
と

い
う
よ
り
、
海
外
旅
行
に
再
び
行
け
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
周
知
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で

し
た
。

　い
ち
早
く
欧
米
を
中
心
に
他
国
で
は
旅
行

が
普
通
に
行
わ
れ
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
前
と
何

ら
変
わ
り
な
い
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、

我
々
旅
行
会
社
の
役
割
は
正
し
い
情
報
を

し
っ
か
り
伝
え
て
、
安
心
し
て
ご
旅
行
い
た

だ
け
る
状
況
に
戻
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　H
I
S
は
、
海
外
旅
行
は
ま
だ
ま
だ
憧
れ

の
時
代
に
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
世
界
へ

飛
び
出
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
始
ま
っ
た
会

社
で
す
。
ま
さ
に
、
今
は
海
外
に
出
て
い
く

こ
と
の
意
義
を
、
も
う
一
度
感
じ
て
い
た
だ

く
、
そ
ん
な
時
期
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

相
澤

　昨
年
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
さ

れ
て
き
た
の
も
そ
の
一
環
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
。

山
野
邉

　2
月
の
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
「
海
外

旅
行
大
感
謝
祭
」で
は
、航
空
会
社
、ホ
テ
ル
、

政
府
観
光
局
の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
海
外
旅
行
が
早
く
戻
っ

て
ほ
し
い
、
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
戻
し
た

い
、
し
か
し
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う

出
口
を
探
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
反

応
し
て
も
ら
え
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
2
日
間
で
延

べ
一
万
人
以
上
の
お
客
様
に
い
ら
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　H
I
S
の
メ
イ
ン
の
お
客
様
層
だ
け
で
な

く
、
50
〜
60
代
の
方
や
、
週
末
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
お
子
さ
ま
連
れ
の
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
方
が
海

海
外
旅
行
市
場
の
復
活
に
は

業
界
内
で
の
連
携
が
重
要

外
旅
行
の
再
開
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
の

か
と
我
々
も
体
感
し
、
自
分
た
ち
も
う
れ
し

い
瞬
間
で
し
た
。

相
澤

　反
応
が
良
く
な
っ
て
き
た
の
は
、
や

は
り
今
年
に
入
っ
て
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

山
野
邉

　そ
う
で
す
ね
、
大
き
く
動
き
始
め

た
の
は
最
近
で
す
ね
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら

も
、
も
ち
ろ
ん
動
い
て
は
い
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、2
〜
3
月
は
大
き
く
動
き
始
め
ま
し
た
。

相
澤

　去
年
の
9
月
に
も
「
リ
ベ
ン
ジ
旅
」

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
と
比

べ
る
と
反
応
は
全
然
違
い
ま
す
か
。

山
野
邉

　全
然
違
い
ま
す
。
昨
年
5
月
に
ハ

ワ
イ
ツ
ア
ー
を
再
開
し
た
と
き
に
動
か
れ
た

の
は
、
や
は
り
リ
ピ
ー
タ
ー
で
旅
慣
れ
て
い

た
方
。
そ
う
い
っ
た
方
は
、
ツ
ア
ー
が
な
く

て
も
航
空
券
で
ご
予
約
さ
れ
て
い
た
と
い
う

層
で
し
た
。

「海外旅行復活に向けた旅行会社・航空会社の現在位置」❷2

価
格
を
抑
え
種
類
を
揃
え
て

今
夏
の
本
格
回
復
を
目
指
す
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金
に
含
め
て
外
出
し
し
な
い
航
空
会
社
も
出

て
き
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
い
う
会
社
が
ど
ん

ど
ん
出
て
き
て
一
つ
の
流
れ
を
作
っ
て
い
け

ば
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

相
澤
　
政
府
も
、
最
近
は
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

政
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
の
辺

は
効
果
が
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

原
　
主
に
教
育
旅
行
に
対
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

政
策
を
採
る
の
か
な
。
効
果
が
出
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
ま
た
、
レ
ジ
ャ
ー
市
場
や
海
外
旅

行
全
般
に
対
し
て
も
予
算
を
付
け
て
施
策
を

行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
目
標
が
非
常
に
高
い
で

す
よ
ね
。
そ
れ
だ
け
に
注
目
す
る
の
で
は
な

く
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
ど
う
す
る
の
か
っ

て
い
う
話
で
す
よ
ね
。
ち
ょ
う
ど
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
こ
れ
か
ら
回
復
し
て
く
る
、
そ
れ
と

一
緒
に
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
も
回
復
さ
せ
ま

し
ょ
う
っ
て
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

原
　
コ
ロ
ナ
禍
の
3
年
間
、
大
手
旅
行
会
社

は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
等
で
新
し
い

活
路
を
見
い
だ
し
た
と
思
い
ま
す
。
旅
行
会

社
は
、
高
付
加
価
値
商
品
を
創
造
す
る
こ
と

で
高
収
益
に
転
換
す
べ
き
だ
と
長
年
い
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
一
変

倒
過
ぎ
ま
し
た
ね
。
店
舗
を
閉
め
ホ
ー
ル
セ
ー

ル
を
止
め
る
、
即
ち
低
収
益
赤
字
部
門
を
捨

て
る
と
い
う
選
択
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
上

が
っ
て
い
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。

　
身
軽
に
な
っ
た
大
手
旅
行
会
社
は
、
こ
ぞ
っ

て
、
旅
行
の
中
で
高
収
益
が
見
込
め
る
添
乗

員
付
き
ツ
ア
ー
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ル
ペ
ン

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
売
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
団
体
や

M
I
C
E
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
は

流
通
の
世
界
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
い
う
こ
と
で
線
引
き
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
小
は
あ
ん
ま
り
変
わ
っ
て
な

い
で
す
よ
。
中
小
で
流
通
型
の
安
売
り
を
し

て
き
た
会
社
は
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
で
ほ
と
ん

ど
姿
を
消
し
て
い
る
の
で
、
今
は
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
自
社
の
顧
客
を
き
ち
ん
と
持
っ
て

い
る
、
受
注
型
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
持
っ

て
い
る
、
そ
う
い
う
旅
行
会
社
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
会
社
は
、
う
ち
も
含
め

て
従
来
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

相
澤
　
航
空
路
線
が
再
開
す
れ
ば
や
る
こ
と

は
変
わ
ら
ず
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

原
　
そ
う
思
い
ま
す
。
逆
に
大
手
さ
ん
の
店

舗
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
代
わ
り
に

中
小
が
受
け
皿
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
航
空
券
や

ホ
テ
ル
だ
け
を
対
面
で
販
売
す
る
時
代
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
に
特
化
し
た
会
社
も

一
部
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
中
小
は
I
T
に
多

額
の
投
資
な
ど
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
今
ま
で

以
上
に
顧
客
と
ど
う
つ
な
が
る
か
で
す
。

原
　
S
A
R
S
や
M
E
R
S
は
上
陸
し
な

か
っ
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
上
陸
し

ま
し
た
が
、大
事
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

日
本
は
感
染
症
に
対
す
る

準
備
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な

い
ま
ま
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。
僕

は
S
A
R
S
の
と
き
に
も
雇

調
金
を
受
け
て
い
ま
す
か

ら
、
今
回
、
2
0
2
0
年
の

2
月
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

行
っ
て
雇
調
金
に
つ
い
て
教

え
て
も
ら
っ
て
3
月
2
日
か

ら
受
給
し
ま
し
た
。

相
澤
　
そ
の
経
験
が
あ
っ

て
早
く
動
け
た
の
で
す
ね
。

原
　
そ
う
。
コ
ロ
ナ
が
上
陸
し
た
瞬
間
、
雇

調
金
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
中
国
の
取

り
扱
い
比
率
の
条
件
撤
廃
や
上
限
額
の
引
き

上
げ
、
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
の
撤
廃
な
ど
を
、

J
A
T
A
（
日
本
旅
行
業
協
会
）
の
越
智
事

務
局
長
（
当
時
）
と
話
し
て
、
政
府
に
働
き
か

け
て
も
ら
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

相
澤
　
声
を
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
す
ね
。

原
　
た
だ
、
せ
っ
か
く
再
開
し
た
と
こ
ろ
で
水

を
差
す
よ
う
だ
け
ど
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
状

況
に
な
っ
た
と
き
ど
う
す
る
か
は
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
。
ま
た
雇
調
金
に

頼
る
な
ん
て
出
来
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な

い
で
す
か
ら
ね
。

独
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
、
世
界
仮

想
旅
行
社
と
組
み
ま
し
た
。
そ
こ
の
お
客
様

に
対
し
て
も
、
う
ち
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
体
1
回

2
0
0
人
ぐ
ら
い
集
ま
る
の
で
す
よ
。

相
澤
　
御
社
の
顧
客
で
は
な
い
方
の
割
合
は

ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

原
　
か
な
り
高
い
で
す
ね
。

相
澤
　
で
は
新
規
顧
客
が
広
が
り
ま
す
ね
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。
L
I
N
E
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
も
開
設
し
ま
し
た
が
、
S
N
S
を

使
っ
て
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
の
は
、
な
か

な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
考
え
て
い
る
の
は
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
。
例
え
ばF

aceb
o
o
k

で
も
中
心
に

な
る
人
が
い
て
、「
い
い
ね
！
」
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
人
が
い
て
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
て
と

い
う
世
界
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
中
心
に
な

る
人
物
を
つ
な
げ
て
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に

う
ち
の
商
品
が
届
く
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と

い
う
戦
略
で
す
。

相
澤
　
規
模
が
小
さ
く
て
丁
寧
な
つ
な
が
り
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。昔
流
で
い
え
ば
口
コ
ミ
、

今
で
い
う
と
S
N
S
を
使
っ
た
口
コ
ミ
の
世

界
に
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
か
、
オ
ン

ラ
イ
ン
説
明
会
と
か
で
対
応
し
て
い
こ
う
か

と
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
学
ん
だ
い
い
と
こ

ろ
で
す
。
コ
ロ
ナ
前
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
な

ん
て
思
い
も
し
な
か
っ
た
で
す
。

相
澤
　
説
明
会
自
体
は
ず
っ
と
丁
寧
に
や
ら

れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。
リ
ア
ル
な
説
明
会
は
予

約
率
が
す
ご
く
高
い
の
で
、
人
数
は
少
な
く

て
も
構
わ
な
い
の
で
す
。
た
だ
オ
ン
ラ
イ
ン

は
ぐ
っ
と
下
が
っ
ち
ゃ
う
、
そ
こ
が
ち
ょ
っ

と
違
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
リ
ア
ル
も
ど
う
混

ぜ
て
や
る
か
と
い
う
の
は
考
え
て
い
ま
す
。

相
澤
　
忙
し
く
な
っ
て
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

原
　
で
も
、
収
益
と
し
て
残
る
の
か
と
い
う

の
は
、
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
く
て
。

何
と
な
く
忙
し
そ
う
だ
け
ど
、
予
約
が
効
率

的
に
回
ら
な
く
て
、
成
果
が
残
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
今
年
は
予

算
を
立
て
る
の
が
本
当
に
難
し
い
し
、
立
て

た
と
こ
ろ
で
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問

も
あ
り
ま
す
。
出
る
お
金
は
予
想
が
つ
く
の

で
、あ
と
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
収
益
で
す
が
、

今
の
段
階
で
は
、
こ
れ
く
ら
い
上
が
る
と
い

い
な
と
い
う
希
望
値
で
す
よ
。

相
澤
　
お
客
様
の
話
を
も
う
少
し
伺
い
た
い

の
で
す
け
れ
ど
、
最
近
は
Z
世
代
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
御
社
と
し
て
は
ど
う

捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

原
　
も
ち
ろ
ん
、
若
い
世
代
に
広
が
っ
て
い

け
ば
い
い
で
す
け
ど
、
弊
社
の
売
り
方
と
こ

の
値
段
じ
ゃ
無
理
だ
よ
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
そ
こ
は
あ
ん
ま
り
意
識
し
て

い
ま
せ
ん
。僕
ら
は
、作
り
た
い
も
の
を
作
っ

て
売
っ
て
、
い
い
な
と
思
う
人
が
買
っ
て
く

れ
る
だ
け
だ
か
ら
元
々
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な

ん
て
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
弊
社
が
や
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が

好
き
な
方
は
、
必
ず
一
定
数
は
い
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
数
が
た
く
さ
ん
必
要
な
わ
け
で
は
な

い
で
す
し
ね
。

原
　
み
な
さ
ん
は
、
1
0
0
人
ハ
ワ
イ
に
行

く
人
が
い
た
ら
1
0
0
人
を
顧
客
に
し
よ
う

と
し
ま
す
よ
ね
。
で
も
、
う
ち
は
1
〜
2
人

し
か
取
り
に
行
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
違
う
と

思
い
ま
す
。
弊
社
の
主
要
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
で
す
ら

1
0
0
人
中
取
り
に
行
く
の
は
10
人
ほ
ど
で

す
。
万
人
に
受
け
る
ツ
ア
ー
は
、
ど
う
し
て

も
平
均
値
に
な
り
ま
す
。
行
き
や
す
い
ツ

ア
ー
は
、
差
別
化
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
た

だ
、
内
容
で
は
な
く
て
値
段
が
高
く
て
弊
社

の
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
乗
馬
は
若
い
人
に
こ
そ

向
い
て
い
ま
す
が
値
段
が
障
壁
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ツ
ア
ー
を
4
日
間
に
し
て
値
段
を
下

げ
る
。
そ
ん
な
工
夫
は
し
ま
す
が
、
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
は
落
と
し
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、数
が
必
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、

こ
の
ツ
ア
ー
代
金
の
高
騰
は
深
刻
で
す
ね
。

特
に
、
若
い
人
が
行
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
値
段

が
か
な
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
グ
ア

ム
に
行
き
ま
し
た
が
、
嘗
て
は
5
万
円
く
ら

い
だ
っ
た
ツ
ア
ー
代
金
が
、
今
は
15
万
円
も

し
て
い
ま
す
。

相
澤
　
厳
し
い
で
す
ね
。

原
　
う
ち
の
お
客
様
は
ツ
ア
ー
代
金
が
多
少

上
が
っ
て
も
高
い
と
言
い
な
が
ら
行
っ
て
く

れ
ま
す
。で
も
、5
万
〜
6
万
円
で
行
っ
て
い
た
人

た
ち
が
15
万
円
じ
ゃ
行
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

相
澤
　
い
ざ
再
開
と
な
っ
て
爆
発
的
に
増
え

た
後
が
心
配
で
す
ね
。

原
　
3
年
行
か
な
か
っ
た
か
ら
行
き
た
い
っ

て
い
う
人
は
1
回
、
2
回
は
行
き
ま
す
が
、

そ
の
後
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
た
と
き
に
、
料

金
が
あ
る
程
度
下
が
っ
て
い
て
く
れ
な
い
と

海
外
旅
行
市
場
は
つ
ら
い
と
い
う
感
じ
は
し

ま
す
。
こ
れ
が
一
番
、
懸
念
材
料
か
な
。
人

が
足
り
な
い
っ
て
い
う
の
も
あ
り
ま
す
け

ど
、
旅
行
業
の
場
合
は
人
を
育
て
る
の
に
10

年
も
か
か
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
次
第
に
そ
ろ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
何
か
解
決
策
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

原
　
航
空
座
席
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
戻
っ
て

く
れ
ば
徐
々
に
、
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

あ
と
は
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
航
空
券
代

前
か
ら
あ
っ
て
早
く
動
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

原
　
そ
う
で
す
ね
、
今
年
は
、
全
般
的
に
予

約
が
早
い
。
こ
ん
な
に
早
い
の
は
あ
ま
り
経

験
が
な
い
で
す
ね
。
た
だ
、
飛
行
機
も
供
給

が
少
な
く
混
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
お
客
様
が

「
さ
あ
、
行
こ
う
」
と
思
っ
て
も
予
約
が
取

れ
な
い
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
ね
。

相
澤
　
お
客
様
の
価
格
に
関
す
る
反
応
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。「
高
く
て
も
仕
方
が
な
い
」

と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。
高
い
で
す
ね
っ
て
言
わ

れ
ま
す
。
僕
ら
も
自
分
た
ち
で
高
い
っ
て
思

い
ま
す
か
ら
。
一
番
心
配
し
て
い
る
の
は
、

現
地
が
同
じ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
で
き
る
か
で

す
。
ス
タ
ッ
フ
が
足
り
な
い
と
か
、
従
来
契

約
し
て
い
た
自
動
車
会
社
が
な
く
な
っ
た
の

で
新
し
い
と
こ
ろ
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
一
つ
う
ま
く
動
く
の

か
は
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
ね
。

相
澤
　
今
の
時
点
で
も
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
は

ま
だ
戻
っ
て
な
い
と
い
う
感
じ
で
す
か
。

原
　
ア
ジ
ア
は
仕
事
が
な
い
今
の
段
階
で
夏

の
た
め
に
人
を
用
意
し
て
く
れ
と
い
っ
て
も

な
か
な
か
難
し
い
。
し
か
し
、
旅
行
の
仕
事

は
ア
ジ
ア
で
は
ま
だ
ま
だ
実
入
り
の
い
い
仕

事
。仕
事
が
あ
れ
ば
戻
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

予
約
が
入
っ
た
ら
人
を
確
保
す
る
。
そ
の
作

業
を
一
つ
一
つ
や
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
他

の
仕
事
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
以
前
の
ガ
イ
ド

た
ち
に
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。

相
澤
　
コ
ロ
ナ
の
間
、
お
客
様
と
関
係
が
途

切
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
御
社
に
と
っ

て
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原
　
そ
の
通
り
で
す
。
で
す
か
ら
2
0
2
0
年

6
月
か
ら
物
販
の
通
信
販
売「
縁
s
h
o
p
5
」

を
始
め
ま
し
た
。
旅
行
を
売
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
物
で
も
売
ろ
う
と
。
こ
れ
で
利
益
を

上
げ
る
の
は
大
変
で
す
が
、
物
販
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
基
本
的
に
は
旅
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
作
り

方
は
同
じ
で
す
。
途
中
か
ら
は
東
京
都
の
助
成

金
を
受
け
て
、旅
行
会
社
5
社
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
中
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
多

く
の
会
社
が
や
り
ま
し
た
が
、
手
間
と
時
間

が
も
の
す
ご
く
か
か
る
。
現
地
の
ス
タ
ッ
フ

を
使
え
ば
お
金
も
払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
う
ち
は
ス
タ
ッ
フ
を
休
業
さ
せ
て
雇
調

金
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

会
社
に
出
て
き
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
作

る
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
2
0
2
0

年
の
4
〜
6
月
末
ま
で
は
全
休
と
し
、
ス

タ
ッ
フ
に
は
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い
よ
う

に
し
ろ
。
コ
ロ
ナ
は
長
引
く
。
収
束
し
て
も

暫
く
は
苦
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
給
料
が
減
る

か
ら
そ
の
分
、
今
の
う
ち
に
副
業
で
稼
い
で

お
け
、
と
言
い
ま
し
た
。
国
内
旅
行
を
や
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
一
部
の
ス
タ
ッ
フ
は

週
2
日
ほ
ど
出
社
し
ま
し
た
が
、
と
に
か
く

雇
調
金
を
も
ら
う
こ
と
に
徹
し
ま
し
た
。

　
3
年
間
で
ス
タ
ッ
フ
は
21
人
中
3
人
減
り

ま
し
た
。
再
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
は
、
人

を
確
保
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
4
月
に

2
人
補
充
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
コ
ロ
ナ
後

の
新
し
い
戦
略
と
い
わ
れ
て
も
、
あ
ま
り
変

わ
り
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
の
目
標
は
元
へ

戻
る
こ
と
で
す
。

　
た
だ
、
働
き
方
は
変
わ
り
ま
し
た
、
従
来

は
正
規
雇
用
で
フ
ル
タ
イ
ム
が
基
本
で
し
た

が
、
今
は
週
3
日
勤
務
の
ス
タ
ッ
フ
も
複
数

い
ま
す
。
社
内
の
雰
囲
気
も
、
そ
う
い
う
働

き
方
が
あ
っ
て
も
い
い
と
い
う
ふ
う
に
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。特
に
、子
育
て
中
の
ス
タ
ッ

フ
は
テ
レ
ワ
ー
ク
だ
と
や
り
や
す
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
4
月
は
全
員
出
勤
と
し
ま

し
た
が
、
秋
を
目
途
に
テ
レ
ワ
ー
ク
も
導
入

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
で
P
C
が
使

え
て
、
各
自
の
ス
マ
ホ
を
会
社
の
電
話
と
し

て
使
用
で
き
る
仕
組
み
も
秋
頃
ま
で
に
整
備

す
る
予
定
で
す
。
労
務
管
理
の
ル
ー
ル
も
整

備
し
て
ス
タ
ー
ト
と
い
う
感
じ
で
す
。

原
　
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
や
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
最
近
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
始
め

ま
し
た
。

相
澤
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
拝
見
し
ま
し
た
。

原
　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
旅
行
の
代
わ
り

と
し
て
お
金
を
取
っ
て
利
益
を
出
し
て
い
く

こ
と
は
、
僕
は
考
え
な
か
っ
た
で
す
ね
。
た

だ
、
説
明
会
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
よ
っ

て
、
う
ち
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け

を
作
り
、
応
援
し
て
く
れ
る
輪
を
広
げ
て
い

く
た
め
な
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
。

W
e
b
の
ク
リ
ッ
ク
広
告
の
よ
う
な
砂
に
水

を
ま
く
よ
う
な
広
告
で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
な
ど
で
う
ち
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、

う
ち
の
商
品
が
届
く
お
客
様
を
増
や
し
て
い

く
。
要
は
プ
ッ
シ
ュ
型
の
営
業
で
す
ね
。

　
今
ま
で
は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送
る
く

ら
い
で
、
一
般
の
お
客
様
に
は
な
か
な
か
う

ち
の
名
前
や
商
品
は
届
か
な
か
っ
た
の
で
、

そ
こ
を
何
と
か
届
け
て
い
き
た
い
。
で
も
単

　相
澤
　
昨
年
か
ら
海
外
旅
行
を
再
開
さ
れ

て
、
今
は
旅
行
商
品
も
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
現
在
の
状
況
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

原
　
海
外
ツ
ア
ー
は
昨
年
の
夏
の
モ
ン
ゴ
ル

か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
1
0
0
名
以
上
の
方

に
モ
ン
ゴ
ル
へ
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
以
降
は
ネ
パ
ー
ル
が
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
す
の
で
期
待
し
ま
し
た
が
、
う
ち
だ
け

で
な
く
業
界
全
体
に
海
外
旅
行
全
般
が
伸
び

悩
み
ま
し
た
が
、
弊
社
も
ダ
メ
で
し
た
。

　
こ
の
春
に
モ
ン
ゴ
ル
や
中
央
ア
ジ
ア
を
中

心
に
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
う
ち
の
主
力
商
品
の
一
つ
の

チ
ベ
ッ
ト
は
中
国
が
開
か
ず
、
ま
だ
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
ブ
ー
タ
ン
も
国
の
観
光
政
策
が

大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
取
り
組
め
て
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
国
・
地
域
は
ほ
と
ん
ど

で
き
て
い
ま
す
。

　
今
年
2
月
の
初
め
に
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
お
客
様
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
送
っ

た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
予
約
が
増
え
て
き
ま

し
た
。だ
い
ぶ
夏
の
予
約
も
入
っ
て
い
ま
す
。

営
業
日
も
3
月
ま
で
は
週
４
日
に
し
て
、
副

業
を
し
な
が
ら
雇
用
調
整
助
成
金
（
以
下
雇

調
金
）
を
も
ら
う
態
勢
を
続
け
ま
し
が
、
こ

の
4
月
か
ら
通
常
営
業
に
戻
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
前
と
一
番
変
わ
っ
た
の
は
ツ
ア
ー

代
金
で
す
ね
。
1
・
2
倍
か
ら
1
・
5
倍
ぐ

ら
い
に
な
り
ま
し
た
。飛
行
機
代
も
高
い
し
、

現
地
の
費
用
も
か
な
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
燃
油
価
格
も
上
が
っ
て
い
ま
す
し
ね
。

原
　
コ
ロ
ナ
で
3
年
間
海
外
に
行
け
ず
お
金

が
た
ま
っ
た
か
ら
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
高
く

て
も
行
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
様
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
ん
な
こ
と
が
果
た

し
て
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
、
海
外
旅
行
は
高

値
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
の
か
心
配
で
す
ね
。

航
空
座
席
が
潤
沢
に
な
れ
ば
、
値
段
は
下

が
っ
て
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
地
の

費
用
は
下
が
り
そ
う
も
な
い
で
す
ね
。

相
澤
　
現
地
の
費
用
が
上
が
っ
て
い
る
の
は

何
が
影
響
し
て
い
る
の
で
す
か
。

原
　
う
ち
は
ア
ジ
ア
の
ツ
ア
ー
が
多
い
で
す

が
、
ア
ジ
ア
全
般
の
経
済
成
長
が
著
し
く
物

価
が
非
常
に
高
騰
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で

観
光
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
失
っ
た
も

の
を
取
り
戻
し
た
い
と
高
い
値
段
を
付
け
て

い
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
件

費
も
か
な
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

相
澤
　
そ
れ
は
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は
な

い
の
で
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

原
　
販
売
す
る
側
に
と
っ
て
は
安
い
方
が
い

い
で
す
が
、
現
地
に
と
っ
て
は
悪
い
こ
と
で
は

な
い
で
す
ね
。
例
え
ば
、
物
価
が
安
く
て
も

従
来
か
ら
現
地
手
配
代
金
が
高
か
っ
た
中
南

米
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
相
場
に

こ
の
3
年
は
顧
客
と
の
絆
と

雇
用
の
維
持
に
尽
力

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や

S
N
S
で
新
規
開
拓
に
挑
戦

4
月
か
ら
通
常
営
業
に
戻
り
、

旅
行
商
品
も
ほ
ぼ
出
そ
ろ
う

株
式
会
社
風
の
旅
行
社

「コロナ
後
も

や
る
こ
と
は
変
わ
ら
ないの
で
す
」

長
野
県
飯
田
市
出
身
。東
京
都
職
員
、長
野
県
小
学
校
教

員
を
経
て
東
京
の
旅
行
会
社
に
勤
務
。1
9
9
1
年（
株
）

風
の
旅
行
社
を
設
立
、代
表
取
締
役
就
任
。2
0
1
5
年

か
ら（
株
）ピ
ー
ス・イ
ン・ツ
ア
ー
代
表
取
締
役
兼
務
。現

在
、（
一
社
）日
本
旅
行
業
協
会（
J
A
T
A
）副
会
長
、同

法
制
委
員
会
委
員
長

原 

優
二
氏（
は
ら
・
ゆ
う
じ
）

株
式
会
社
風
の
旅
行
社
代
表
取
締
役

3

引
っ
張
ら
れ
て
高
い
値
段
設
定
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
も
そ
れ
だ
け
収
益
率
も

高
く
な
れ
ば
、
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ジ
ア
も
そ
う
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

相
澤
　
こ
の
3
年
間
で
日
本
は
慎
重
な
政
策

を
取
っ
て
い
て
、
海
外
に
行
く
時
期
も
遅
い

方
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
間
に
日
本
以
外

の
ア
ジ
ア
の
方
が
行
っ
て
い
た
影
響
は
あ
り

ま
し
た
か
。

原
　
韓
国
の
方
が
圧
倒
的
に
早
く
動
い
て
い

ま
す
の
で
、
日
本
に
対
す
る
期
待
感
が
あ
り

な
が
ら
も
、
日
本
人
は
ど
う
し
て
来
て
く
れ

な
い
の
か
と
い
う
失
望
感
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
先
週
ネ
パ
ー
ル
に
行
き
ま
し
た
が
、
日

本
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

相
澤
　
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
5
類
移
行
が
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
り
そ

う
で
す
か
。

原
　
そ
れ
は
一
変
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
御
社
の
お
客
様
は
行
き
た
い
思
い
が
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金
に
含
め
て
外
出
し
し
な
い
航
空
会
社
も
出

て
き
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
い
う
会
社
が
ど
ん

ど
ん
出
て
き
て
一
つ
の
流
れ
を
作
っ
て
い
け

ば
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

相
澤
　
政
府
も
、
最
近
は
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

政
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
の
辺

は
効
果
が
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

原
　
主
に
教
育
旅
行
に
対
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

政
策
を
採
る
の
か
な
。
効
果
が
出
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
ま
た
、
レ
ジ
ャ
ー
市
場
や
海
外
旅

行
全
般
に
対
し
て
も
予
算
を
付
け
て
施
策
を

行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
目
標
が
非
常
に
高
い
で

す
よ
ね
。
そ
れ
だ
け
に
注
目
す
る
の
で
は
な

く
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
ど
う
す
る
の
か
っ

て
い
う
話
で
す
よ
ね
。
ち
ょ
う
ど
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
こ
れ
か
ら
回
復
し
て
く
る
、
そ
れ
と

一
緒
に
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
も
回
復
さ
せ
ま

し
ょ
う
っ
て
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

原
　
コ
ロ
ナ
禍
の
3
年
間
、
大
手
旅
行
会
社

は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
等
で
新
し
い

活
路
を
見
い
だ
し
た
と
思
い
ま
す
。
旅
行
会

社
は
、
高
付
加
価
値
商
品
を
創
造
す
る
こ
と

で
高
収
益
に
転
換
す
べ
き
だ
と
長
年
い
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
一
変

倒
過
ぎ
ま
し
た
ね
。
店
舗
を
閉
め
ホ
ー
ル
セ
ー

ル
を
止
め
る
、
即
ち
低
収
益
赤
字
部
門
を
捨

て
る
と
い
う
選
択
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
上

が
っ
て
い
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。

　
身
軽
に
な
っ
た
大
手
旅
行
会
社
は
、
こ
ぞ
っ

て
、
旅
行
の
中
で
高
収
益
が
見
込
め
る
添
乗

員
付
き
ツ
ア
ー
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ル
ペ
ン

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
売
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
団
体
や

M
I
C
E
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
は

流
通
の
世
界
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
い
う
こ
と
で
線
引
き
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
小
は
あ
ん
ま
り
変
わ
っ
て
な

い
で
す
よ
。
中
小
で
流
通
型
の
安
売
り
を
し

て
き
た
会
社
は
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
で
ほ
と
ん

ど
姿
を
消
し
て
い
る
の
で
、
今
は
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
自
社
の
顧
客
を
き
ち
ん
と
持
っ
て

い
る
、
受
注
型
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
持
っ

て
い
る
、
そ
う
い
う
旅
行
会
社
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
会
社
は
、
う
ち
も
含
め

て
従
来
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

相
澤
　
航
空
路
線
が
再
開
す
れ
ば
や
る
こ
と

は
変
わ
ら
ず
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

原
　
そ
う
思
い
ま
す
。
逆
に
大
手
さ
ん
の
店

舗
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
代
わ
り
に

中
小
が
受
け
皿
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
航
空
券
や

ホ
テ
ル
だ
け
を
対
面
で
販
売
す
る
時
代
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
に
特
化
し
た
会
社
も

一
部
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
中
小
は
I
T
に
多

額
の
投
資
な
ど
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
今
ま
で

以
上
に
顧
客
と
ど
う
つ
な
が
る
か
で
す
。

原
　
S
A
R
S
や
M
E
R
S
は
上
陸
し
な

か
っ
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
上
陸
し

ま
し
た
が
、大
事
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

日
本
は
感
染
症
に
対
す
る

準
備
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な

い
ま
ま
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ

ち
ゃ
っ
た
の
で
す
ね
。
僕
は

S
A
R
S
の
と
き
に
も
雇
調

金
を
受
け
て
い
ま
す
か
ら
、

今
回
、
2
0
2
0
年
の
2
月

に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
っ

て
雇
調
金
に
つ
い
て
教
え
て

も
ら
っ
て
3
月
2
日
か
ら
受

給
し
ま
し
た
。

相
澤
　
そ
の
経
験
が
あ
っ

て
早
く
動
け
た
の
で
す
ね
。

原
　
そ
う
。
コ
ロ
ナ
が
上
陸
し
た
瞬
間
、
雇

調
金
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
中
国
の
取

り
扱
い
比
率
の
条
件
撤
廃
や
上
限
額
の
引
き

上
げ
、
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
の
撤
廃
な
ど
を
、

J
A
T
A
（
日
本
旅
行
業
協
会
）
の
越
智
事

務
局
長
（
当
時
）
と
話
し
て
、
政
府
に
働
き
か

け
て
も
ら
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

相
澤
　
声
を
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
す
ね
。

原
　
た
だ
、
せ
っ
か
く
再
開
し
た
と
こ
ろ
で
水

を
差
す
よ
う
だ
け
ど
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
状

況
に
な
っ
た
と
き
ど
う
す
る
か
は
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
。
ま
た
雇
調
金
に

頼
る
な
ん
て
出
来
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な

い
で
す
か
ら
ね
。

独
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
、
世
界
仮

想
旅
行
社
と
組
み
ま
し
た
。
そ
こ
の
お
客
様

に
対
し
て
も
、
う
ち
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
体
1
回

2
0
0
人
ぐ
ら
い
集
ま
る
の
で
す
よ

相
澤
　
御
社
の
顧
客
で
は
な
い
方
の
割
合
は

ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

原
　
か
な
り
高
い
で
す
ね
。

相
澤
　
で
は
新
規
顧
客
が
広
が
り
ま
す
ね
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。
L
I
N
E
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
も
開
設
し
ま
し
た
が
、
S
N
S
を

使
っ
て
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
の
は
、
な
か

な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
考
え
て
い
る
の
は
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
。
例
え
ばF

aceb
o
o
k

で
も
中
心
に

な
る
人
が
い
て
、「
い
い
ね
！
」
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
人
が
い
て
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
て
と

い
う
世
界
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
中
心
に
な

る
人
物
を
つ
な
げ
て
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に

う
ち
の
商
品
が
届
く
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と

い
う
戦
略
で
す
。

相
澤
　
規
模
が
小
さ
く
て
丁
寧
な
つ
な
が
り
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。昔
流
で
い
え
ば
口
コ
ミ
、

今
で
い
う
と
S
N
S
を
使
っ
た
口
コ
ミ
の
世

界
に
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
か
、
オ
ン

ラ
イ
ン
説
明
会
と
か
で
対
応
し
て
い
こ
う
か

と
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
学
ん
だ
い
い
と
こ

ろ
で
す
。
コ
ロ
ナ
前
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
な
ん

て
思
い
も
し
な
か
っ
た
で
す
。

相
澤
　
説
明
会
自
体
は
ず
っ
と
丁
寧
に
や
ら

れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。
リ
ア
ル
な
説
明
会
は
予

約
率
が
す
ご
く
高
い
の
で
、
人
数
は
少
な
く

て
も
構
わ
な
い
の
で
す
。
た
だ
オ
ン
ラ
イ
ン

は
ぐ
っ
と
下
が
っ
ち
ゃ
う
、
そ
こ
が
ち
ょ
っ

と
違
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
リ
ア
ル
も
ど
う
混

ぜ
て
や
る
か
と
い
う
の
は
考
え
て
い
ま
す
。

相
澤
　
忙
し
く
な
っ
て
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

原
　
で
も
、
収
益
と
し
て
残
る
の
か
と
い
う

の
は
、
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
く
て
。

何
と
な
く
忙
し
そ
う
だ
け
ど
、
予
約
が
効
率

的
に
回
ら
な
く
て
、
成
果
が
残
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
今
年
は
予

算
を
立
て
る
の
が
本
当
に
難
し
い
し
、
立
て

た
と
こ
ろ
で
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問

も
あ
り
ま
す
。
出
る
お
金
は
予
想
が
つ
く
の

で
、あ
と
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
収
益
で
す
が
、

今
の
段
階
で
は
、
こ
れ
く
ら
い
上
が
る
と
い

い
な
と
い
う
希
望
値
で
す
よ
。

相
澤
　
お
客
様
の
話
を
も
う
少
し
伺
い
た
い

の
で
す
け
れ
ど
、
最
近
は
Z
世
代
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
御
社
と
し
て
は
ど
う

捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

原
　
も
ち
ろ
ん
、
若
い
世
代
に
広
が
っ
て
い

け
ば
い
い
で
す
け
ど
、
弊
社
の
売
り
方
と
こ

の
値
段
じ
ゃ
無
理
だ
よ
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
そ
こ
は
あ
ん
ま
り
意
識
し
て

い
ま
せ
ん
。僕
ら
は
、作
り
た
い
も
の
を
作
っ

て
売
っ
て
、
い
い
な
と
思
う
人
が
買
っ
て
く

れ
る
だ
け
だ
か
ら
元
々
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な

ん
て
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
弊
社
が
や
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が

好
き
な
方
は
、
必
ず
一
定
数
は
い
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
数
が
た
く
さ
ん
必
要
な
わ
け
で
は
な

い
で
す
し
ね
。

原
　
み
な
さ
ん
は
、
1
0
0
人
ハ
ワ
イ
に
行

く
人
が
い
た
ら
1
0
0
人
を
顧
客
に
し
よ
う

と
し
ま
す
よ
ね
。
で
も
、
う
ち
は
1
〜
2
人

し
か
取
り
に
行
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
違
う
と

思
い
ま
す
。
弊
社
の
主
要
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
で
す
ら

1
0
0
人
中
取
り
に
行
く
の
は
10
人
ほ
ど
で

す
。
万
人
に
受
け
る
ツ
ア
ー
は
、
ど
う
し
て

も
平
均
値
に
な
り
ま
す
。
行
き
や
す
い
ツ

ア
ー
は
、
差
別
化
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
た

だ
、
内
容
で
は
な
く
て
値
段
が
高
く
て
弊
社

の
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
乗
馬
は
若
い
人
に
こ
そ

向
い
て
い
ま
す
が
値
段
が
障
壁
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ツ
ア
ー
を
4
日
間
に
し
て
ツ
ア
ー
の

値
段
を
下
げ
る
。そ
ん
な
工
夫
は
し
ま
す
が
、

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
は
落
と
し
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、数
が
必
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、

こ
の
ツ
ア
ー
代
金
の
高
騰
は
深
刻
で
す
ね
。

特
に
、
若
い
人
が
行
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
値
段

が
か
な
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
グ
ア

ム
に
行
き
ま
し
た
が
、
嘗
て
は
5
万
円
く
ら

い
だ
っ
た
ツ
ア
ー
代
金
が
、
今
は
15
万
円
も

し
て
い
ま
す
。

相
澤
　
厳
し
い
で
す
ね
。

原
　
う
ち
の
お
客
様
は
ツ
ア
ー
代
金
が
多
少

上
が
っ
て
も
高
い
と
言
い
な
が
ら
行
っ
て
く

れ
ま
す
。で
も
、5
〜
6
万
円
で
行
っ
て
い
た
人

た
ち
が
15
万
円
じ
ゃ
行
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

相
澤
　
い
ざ
再
開
と
な
っ
て
爆
発
的
に
増
え

た
後
が
心
配
で
す
ね
。

原
　
3
年
行
か
な
か
っ
た
か
ら
行
き
た
い
っ

て
い
う
人
は
1
回
、
2
回
は
行
き
ま
す
が
、

そ
の
後
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
た
と
き
に
、
料

金
が
あ
る
程
度
下
が
っ
て
い
て
く
れ
な
い
と

海
外
旅
行
市
場
は
つ
ら
い
と
い
う
感
じ
は
し

ま
す
。
こ
れ
が
一
番
、
懸
念
材
料
か
な
。
人

が
足
り
な
い
っ
て
い
う
の
も
あ
り
ま
す
け

ど
、
旅
行
業
の
場
合
は
人
を
育
て
る
の
に
10

年
も
か
か
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
次
第
に
そ
ろ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
何
か
解
決
策
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

原
　
航
空
座
席
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
戻
っ
て

く
れ
ば
徐
々
に
、
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

あ
と
は
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
航
空
券
代

前
か
ら
あ
っ
て
早
く
動
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

原
　
そ
う
で
す
ね
、
今
年
は
、
全
般
的
に
予

約
が
早
い
。
こ
ん
な
に
早
い
の
は
あ
ま
り
経

験
が
な
い
で
す
ね
。
た
だ
、
飛
行
機
も
供
給

が
少
な
く
混
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
お
客
様
が

「
さ
あ
、
行
こ
う
」
と
思
っ
て
も
予
約
が
取

れ
な
い
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
ね
。

相
澤
　
お
客
様
の
価
格
に
関
す
る
反
応
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。「
高
く
て
も
仕
方
が
な
い
」

と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。
高
い
で
す
ね
っ
て
言
わ

れ
ま
す
。
僕
ら
も
自
分
た
ち
で
高
い
っ
て
思

い
ま
す
か
ら
。
一
番
心
配
し
て
い
る
の
は
、

現
地
が
同
じ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
で
き
る
か
で

す
。
ス
タ
ッ
フ
が
足
り
な
い
と
か
、
従
来
契

約
し
て
い
た
自
動
車
会
社
が
な
く
な
っ
た
の

で
新
し
い
と
こ
ろ
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
一
つ
う
ま
く
動
く
の

か
は
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
ね
。

相
澤
　
今
の
時
点
で
も
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
は

ま
だ
戻
っ
て
な
い
と
い
う
感
じ
で
す
か
。

原
　
ア
ジ
ア
は
仕
事
が
な
い
今
の
段
階
で
夏

の
た
め
に
人
を
用
意
し
て
く
れ
と
い
っ
て
も

な
か
な
か
難
し
い
。
し
か
し
、
旅
行
の
仕
事

は
ア
ジ
ア
で
は
ま
だ
ま
だ
実
入
り
の
い
い
仕

事
。仕
事
が
あ
れ
ば
戻
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

予
約
が
入
っ
た
ら
人
を
確
保
す
る
。
そ
の
作

業
を
一
つ
一
つ
や
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
他

の
仕
事
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
以
前
の
ガ
イ
ド

た
ち
に
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。

相
澤
　
コ
ロ
ナ
の
間
、
お
客
様
と
関
係
が
途

切
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
御
社
に
と
っ

て
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原
　
そ
の
通
り
で
す
。
で
す
か
ら
2
0
2
0
年

6
月
か
ら
物
販
の
通
信
販
売「
縁
s
h
o
p
5
」

を
始
め
ま
し
た
。
旅
行
を
売
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
物
で
も
売
ろ
う
と
。
こ
れ
で
利
益
を

上
げ
る
の
は
大
変
で
す
が
、
物
販
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
基
本
的
に
は
旅
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
作
り

方
は
同
じ
で
す
。
途
中
か
ら
は
東
京
都
の
助
成

金
を
受
け
て
、旅
行
会
社
5
社
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
中
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
多

く
の
会
社
が
や
り
ま
し
た
が
、
手
間
と
時
間

が
も
の
す
ご
く
か
か
る
。
現
地
の
ス
タ
ッ
フ

を
使
え
ば
お
金
も
払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
う
ち
は
ス
タ
ッ
フ
を
休
業
さ
せ
て
雇
調

金
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

会
社
に
出
て
き
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
作

る
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
2
0
2
0

年
の
4
〜
6
月
末
ま
で
は
全
休
と
し
、
ス

タ
ッ
フ
に
は
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い
よ
う

に
し
ろ
。
コ
ロ
ナ
は
長
引
く
。
収
束
し
て
も

暫
く
は
苦
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
給
料
が
減
る

か
ら
そ
の
分
、
今
の
う
ち
に
副
業
で
稼
い
で

お
け
、
と
言
い
ま
し
た
。
国
内
旅
行
を
や
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
一
部
の
ス
タ
ッ
フ
は

週
2
日
ほ
ど
出
社
し
ま
し
た
が
、
と
に
か
く

雇
調
金
を
も
ら
う
こ
と
に
徹
し
ま
し
た
。

　
3
年
間
で
ス
タ
ッ
フ
は
21
人
中
3
人
減
り

ま
し
た
。
再
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
は
、
人

を
確
保
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
4
月
に

2
人
補
充
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
コ
ロ
ナ
後

の
新
し
い
戦
略
と
い
わ
れ
て
も
、
あ
ま
り
変

わ
り
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
の
目
標
は
元
へ

戻
る
こ
と
で
す
。

　
た
だ
、
働
き
方
は
変
わ
り
ま
し
た
、
従
来

は
正
規
雇
用
で
フ
ル
タ
イ
ム
が
基
本
で
し
た

が
、
今
は
週
3
日
勤
務
の
ス
タ
ッ
フ
も
複
数

い
ま
す
。
社
内
の
雰
囲
気
も
、
そ
う
い
う
働

き
方
が
あ
っ
て
も
い
い
と
い
う
ふ
う
に
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。特
に
、子
育
て
中
の
ス
タ
ッ

フ
は
テ
レ
ワ
ー
ク
だ
と
や
り
や
す
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
4
月
は
全
員
出
勤
と
し
ま

し
た
が
、
秋
を
目
途
に
テ
レ
ワ
ー
ク
も
導
入

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
で
P
C
が
使

え
て
、
各
自
の
ス
マ
ホ
を
会
社
の
電
話
と
し

て
使
用
で
き
る
仕
組
み
も
秋
頃
ま
で
に
整
備

す
る
予
定
で
す
。
労
務
管
理
の
ル
ー
ル
も
整

備
し
て
ス
タ
ー
ト
と
い
う
感
じ
で
す
。

原
　
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
や
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
最
近
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
始
め

ま
し
た
。

相
澤
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
拝
見
し
ま
し
た
。

原
　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
旅
行
の
代
わ
り

と
し
て
お
金
を
取
っ
て
利
益
を
出
し
て
い
く

こ
と
は
、
僕
は
考
え
な
か
っ
た
で
す
ね
。
た

だ
、
説
明
会
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
よ
っ

て
、
う
ち
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け

を
作
り
、
応
援
し
て
く
れ
る
輪
を
広
げ
て
い

く
た
め
な
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
。

W
e
b
の
ク
リ
ッ
ク
広
告
の
よ
う
な
砂
に
水

を
ま
く
よ
う
な
広
告
で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
な
ど
で
う
ち
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、

う
ち
の
商
品
が
届
く
お
客
様
を
増
や
し
て
い

く
。
要
は
プ
ッ
シ
ュ
型
の
営
業
で
す
ね
。

　
今
ま
で
は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送
る
く

ら
い
で
、
一
般
の
お
客
様
に
は
な
か
な
か
う

ち
の
名
前
や
商
品
は
届
か
な
か
っ
た
の
で
、

そ
こ
を
何
と
か
届
け
て
い
き
た
い
。
で
も
単

　相
澤
　
昨
年
か
ら
海
外
旅
行
を
再
開
さ
れ

て
、
今
は
旅
行
商
品
も
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
現
在
の
状
況
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

原
　
海
外
ツ
ア
ー
は
昨
年
の
夏
の
モ
ン
ゴ
ル

か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
1
0
0
名
以
上
の
方

に
モ
ン
ゴ
ル
へ
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
以
降
は
ネ
パ
ー
ル
が
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
す
の
で
期
待
し
ま
し
た
が
、
う
ち
だ
け

で
な
く
業
界
全
体
に
海
外
旅
行
全
般
が
伸
び

悩
み
ま
し
た
が
、
弊
社
も
ダ
メ
で
し
た
。

　
こ
の
春
に
モ
ン
ゴ
ル
や
中
央
ア
ジ
ア
を
中

心
に
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
う
ち
の
主
力
商
品
の
一
つ
の

チ
ベ
ッ
ト
は
中
国
が
開
か
ず
、
ま
だ
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
ブ
ー
タ
ン
も
国
の
観
光
政
策
が

大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
取
り
組
め
て
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
国
・
地
域
は
ほ
と
ん
ど

で
き
て
い
ま
す
。

　
今
年
2
月
の
初
め
に
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
お
客
様
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
送
っ

た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
予
約
が
増
え
て
き
ま

し
た
。だ
い
ぶ
夏
の
予
約
も
入
っ
て
い
ま
す
。

営
業
日
も
3
月
ま
で
は
週
４
日
に
し
て
、
副

業
を
し
な
が
ら
雇
用
調
整
助
成
金
（
以
下
雇

調
金
）
を
も
ら
う
態
勢
を
続
け
ま
し
が
、
こ

の
4
月
か
ら
通
常
営
業
に
戻
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
前
と
一
番
変
わ
っ
た
の
は
ツ
ア
ー

代
金
で
す
ね
。
1
・
2
倍
か
ら
1
・
5
倍
ぐ

ら
い
に
な
り
ま
し
た
。飛
行
機
代
も
高
い
し
、

現
地
の
費
用
も
か
な
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
燃
油
価
格
も
上
が
っ
て
い
ま
す
し
ね
。

原
　
コ
ロ
ナ
で
3
年
間
海
外
に
行
け
ず
お
金

が
た
ま
っ
た
か
ら
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
高
く

て
も
行
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
様
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
ん
な
こ
と
が
果
た

し
て
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
、
海
外
旅
行
は
高

値
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
の
か
心
配
で
す
ね
。

航
空
座
席
が
潤
沢
に
な
れ
ば
、
値
段
は
下

が
っ
て
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
地
の

費
用
は
下
が
り
そ
う
も
な
い
で
す
ね
。

相
澤
　
現
地
の
費
用
が
上
が
っ
て
い
る
の
は

何
が
影
響
し
て
い
る
の
で
す
か
。

原
　
う
ち
は
ア
ジ
ア
の
ツ
ア
ー
が
多
い
で
す

が
、
ア
ジ
ア
全
般
の
経
済
成
長
が
著
し
く
物

価
が
非
常
に
高
騰
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で

観
光
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
失
っ
た
も

の
を
取
り
戻
し
た
い
と
高
い
値
段
を
付
け
て

い
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
件

費
も
か
な
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

相
澤
　
そ
れ
は
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は
な

い
の
で
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

原
　
販
売
す
る
側
に
と
っ
て
は
安
い
方
が
い

い
で
す
が
、
現
地
に
と
っ
て
は
悪
い
こ
と
で
は

な
い
で
す
ね
。
例
え
ば
、
物
価
が
安
く
て
も

従
来
か
ら
現
地
手
配
代
金
が
高
か
っ
た
中
南

米
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
相
場
に

こ
の
3
年
は
顧
客
と
の
絆
と

雇
用
の
維
持
に
尽
力

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や

S
N
S
で
新
規
開
拓
に
挑
戦

4
月
か
ら
通
常
営
業
に
戻
り
、

旅
行
商
品
も
ほ
ぼ
出
そ
ろ
う

株
式
会
社
風
の
旅
行
社

「コロナ
後
も

や
る
こ
と
は
変
わ
ら
ないの
で
す
」

長
野
県
飯
田
市
出
身
。東
京
都
職
員
、長
野
県
小
学
校
教

員
を
経
て
東
京
の
旅
行
会
社
に
勤
務
。1
9
9
1
年（
株
）

風
の
旅
行
社
を
設
立
、代
表
取
締
役
就
任
。2
0
1
5
年

か
ら（
株
）ピ
ー
ス・イ
ン・ツ
ア
ー
代
表
取
締
役
兼
務
。現

在
、（
一
社
）日
本
旅
行
業
協
会（
J
A
T
A
）副
会
長
、同

法
制
委
員
会
委
員
長

原 

優
二
氏（
は
ら
・
ゆ
う
じ
）

株
式
会
社
風
の
旅
行
社
代
表
取
締
役

3

引
っ
張
ら
れ
て
高
い
値
段
設
定
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
も
そ
れ
だ
け
収
益
率
も

高
く
な
れ
ば
、
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ジ
ア
も
そ
う
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

相
澤
　
こ
の
3
年
間
で
日
本
は
慎
重
な
政
策

を
取
っ
て
い
て
、
海
外
に
行
く
時
期
も
遅
い

方
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
間
に
日
本
以
外

の
ア
ジ
ア
の
方
が
行
っ
て
い
た
影
響
は
あ
り

ま
し
た
か
。

原
　
韓
国
の
方
が
圧
倒
的
に
早
く
動
い
て
い

ま
す
の
で
、
日
本
に
対
す
る
期
待
感
が
あ
り

な
が
ら
も
、
日
本
人
は
ど
う
し
て
来
て
く
れ

な
い
の
か
と
い
う
失
望
感
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
先
週
ネ
パ
ー
ル
に
行
き
ま
し
た
け
ど
、

日
本
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

相
澤
　
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
5
類
移
行
が
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
り
そ

う
で
す
か
。

原
　
そ
れ
は
一
変
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
御
社
の
お
客
様
は
行
き
た
い
思
い
が
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金
に
含
め
て
外
出
し
し
な
い
航
空
会
社
も
出

て
き
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
い
う
会
社
が
ど
ん

ど
ん
出
て
き
て
一
つ
の
流
れ
を
作
っ
て
い
け

ば
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

相
澤
　
政
府
も
、
最
近
は
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

政
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
の
辺

は
効
果
が
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

原
　
主
に
教
育
旅
行
に
対
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

政
策
を
採
る
の
か
な
。
効
果
が
出
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
ま
た
、
レ
ジ
ャ
ー
市
場
や
海
外
旅

行
全
般
に
対
し
て
も
予
算
を
付
け
て
施
策
を

行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
目
標
が
非
常
に
高
い
で

す
よ
ね
。
そ
れ
だ
け
に
注
目
す
る
の
で
は
な

く
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
ど
う
す
る
の
か
っ

て
い
う
話
で
す
よ
ね
。
ち
ょ
う
ど
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
こ
れ
か
ら
回
復
し
て
く
る
、
そ
れ
と

一
緒
に
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
も
回
復
さ
せ
ま

し
ょ
う
っ
て
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

原
　
コ
ロ
ナ
禍
の
3
年
間
、
大
手
旅
行
会
社

は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
等
で
新
し
い

活
路
を
見
い
だ
し
た
と
思
い
ま
す
。
旅
行
会

社
は
、
高
付
加
価
値
商
品
を
創
造
す
る
こ
と

で
高
収
益
に
転
換
す
べ
き
だ
と
長
年
い
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
一
変

倒
過
ぎ
ま
し
た
ね
。
店
舗
を
閉
め
ホ
ー
ル
セ
ー

ル
を
止
め
る
、
即
ち
低
収
益
赤
字
部
門
を
捨

て
る
と
い
う
選
択
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
上

が
っ
て
い
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。

　
身
軽
に
な
っ
た
大
手
旅
行
会
社
は
、
こ
ぞ
っ

て
、
旅
行
の
中
で
高
収
益
が
見
込
め
る
添
乗

員
付
き
ツ
ア
ー
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ル
ペ
ン

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
売
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
団
体
や

M
I
C
E
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
は

流
通
の
世
界
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
い
う
こ
と
で
線
引
き
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
小
は
あ
ん
ま
り
変
わ
っ
て
な

い
で
す
よ
。
中
小
で
流
通
型
の
安
売
り
を
し

て
き
た
会
社
は
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
で
ほ
と
ん

ど
姿
を
消
し
て
い
る
の
で
、
今
は
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
自
社
の
顧
客
を
き
ち
ん
と
持
っ
て

い
る
、
受
注
型
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
持
っ

て
い
る
、
そ
う
い
う
旅
行
会
社
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
会
社
は
、
う
ち
も
含
め

て
従
来
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

相
澤
　
航
空
路
線
が
再
開
す
れ
ば
や
る
こ
と

は
変
わ
ら
ず
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

原
　
そ
う
思
い
ま
す
。
逆
に
大
手
さ
ん
の
店

舗
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
代
わ
り
に

中
小
が
受
け
皿
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
航
空
券
や

ホ
テ
ル
だ
け
を
対
面
で
販
売
す
る
時
代
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
に
特
化
し
た
会
社
も

一
部
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
中
小
は
I
T
に
多

額
の
投
資
な
ど
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
今
ま
で

以
上
に
顧
客
と
ど
う
つ
な
が
る
か
で
す
。

原
　
S
A
R
S
や
M
E
R
S
は
上
陸
し
な

か
っ
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
上
陸
し

ま
し
た
が
、大
事
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

日
本
は
感
染
症
に
対
す
る

準
備
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な

い
ま
ま
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。
僕

は
S
A
R
S
の
と
き
に
も
雇

調
金
を
受
け
て
い
ま
す
か

ら
、
今
回
、
2
0
2
0
年
の

2
月
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

行
っ
て
雇
調
金
に
つ
い
て
教

え
て
も
ら
っ
て
3
月
2
日
か

ら
受
給
し
ま
し
た
。

相
澤
　
そ
の
経
験
が
あ
っ

て
早
く
動
け
た
の
で
す
ね
。

原
　
そ
う
。
コ
ロ
ナ
が
上
陸
し
た
瞬
間
、
雇

調
金
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
中
国
の
取

り
扱
い
比
率
の
条
件
撤
廃
や
上
限
額
の
引
き

上
げ
、
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
の
撤
廃
な
ど
を
、

J
A
T
A
（
日
本
旅
行
業
協
会
）
の
越
智
事

務
局
長
（
当
時
）
と
話
し
て
、
政
府
に
働
き
か

け
て
も
ら
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

相
澤
　
声
を
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
す
ね
。

原
　
た
だ
、
せ
っ
か
く
再
開
し
た
と
こ
ろ
で
水

を
差
す
よ
う
だ
け
ど
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
状

況
に
な
っ
た
と
き
ど
う
す
る
か
は
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
。
ま
た
雇
調
金
に

頼
る
な
ん
て
出
来
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な

い
で
す
か
ら
ね
。

独
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
、
世
界
仮

想
旅
行
社
と
組
み
ま
し
た
。
そ
こ
の
お
客
様

に
対
し
て
も
、
う
ち
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
体
1
回

2
0
0
人
ぐ
ら
い
集
ま
る
の
で
す
よ
。

相
澤
　
御
社
の
顧
客
で
は
な
い
方
の
割
合
は

ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

原
　
か
な
り
高
い
で
す
ね
。

相
澤
　
で
は
新
規
顧
客
が
広
が
り
ま
す
ね
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。
L
I
N
E
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
も
開
設
し
ま
し
た
が
、
S
N
S
を

使
っ
て
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
の
は
、
な
か

な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
考
え
て
い
る
の
は
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
。
例
え
ばF

aceb
o
o
k

で
も
中
心
に

な
る
人
が
い
て
、「
い
い
ね
！
」
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
人
が
い
て
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
て
と

い
う
世
界
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
中
心
に
な

る
人
物
を
つ
な
げ
て
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に

う
ち
の
商
品
が
届
く
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と

い
う
戦
略
で
す
。

相
澤
　
規
模
が
小
さ
く
て
丁
寧
な
つ
な
が
り
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。昔
流
で
い
え
ば
口
コ
ミ
、

今
で
い
う
と
S
N
S
を
使
っ
た
口
コ
ミ
の
世

界
に
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
か
、
オ
ン

ラ
イ
ン
説
明
会
と
か
で
対
応
し
て
い
こ
う
か

と
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
学
ん
だ
い
い
と
こ

ろ
で
す
。
コ
ロ
ナ
前
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
な

ん
て
思
い
も
し
な
か
っ
た
で
す
。

相
澤
　
説
明
会
自
体
は
ず
っ
と
丁
寧
に
や
ら

れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。
リ
ア
ル
な
説
明
会
は
予

約
率
が
す
ご
く
高
い
の
で
、
人
数
は
少
な
く

て
も
構
わ
な
い
の
で
す
。
た
だ
オ
ン
ラ
イ
ン

は
ぐ
っ
と
下
が
っ
ち
ゃ
う
、
そ
こ
が
ち
ょ
っ

と
違
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
リ
ア
ル
も
ど
う
混

ぜ
て
や
る
か
と
い
う
の
は
考
え
て
い
ま
す
。

相
澤
　
忙
し
く
な
っ
て
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

原
　
で
も
、
収
益
と
し
て
残
る
の
か
と
い
う

の
は
、
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
く
て
。

何
と
な
く
忙
し
そ
う
だ
け
ど
、
予
約
が
効
率

的
に
回
ら
な
く
て
、
成
果
が
残
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
今
年
は
予

算
を
立
て
る
の
が
本
当
に
難
し
い
し
、
立
て

た
と
こ
ろ
で
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問

も
あ
り
ま
す
。
出
る
お
金
は
予
想
が
つ
く
の

で
、あ
と
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
収
益
で
す
が
、

今
の
段
階
で
は
、
こ
れ
く
ら
い
上
が
る
と
い

い
な
と
い
う
希
望
値
で
す
よ
。

相
澤
　
お
客
様
の
話
を
も
う
少
し
伺
い
た
い

の
で
す
け
れ
ど
、
最
近
は
Z
世
代
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
御
社
と
し
て
は
ど
う

捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

原
　
も
ち
ろ
ん
、
若
い
世
代
に
広
が
っ
て
い

け
ば
い
い
で
す
け
ど
、
弊
社
の
売
り
方
と
こ

の
値
段
じ
ゃ
無
理
だ
よ
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
そ
こ
は
あ
ん
ま
り
意
識
し
て

い
ま
せ
ん
。僕
ら
は
、作
り
た
い
も
の
を
作
っ

て
売
っ
て
、
い
い
な
と
思
う
人
が
買
っ
て
く

れ
る
だ
け
だ
か
ら
元
々
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な

ん
て
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
弊
社
が
や
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が

好
き
な
方
は
、
必
ず
一
定
数
は
い
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
数
が
た
く
さ
ん
必
要
な
わ
け
で
は
な

い
で
す
し
ね
。

原
　
み
な
さ
ん
は
、
1
0
0
人
ハ
ワ
イ
に
行

く
人
が
い
た
ら
1
0
0
人
を
顧
客
に
し
よ
う

と
し
ま
す
よ
ね
。
で
も
、
う
ち
は
1
〜
2
人

し
か
取
り
に
行
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
違
う
と

思
い
ま
す
。
弊
社
の
主
要
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
で
す
ら

1
0
0
人
中
取
り
に
行
く
の
は
10
人
ほ
ど
で

す
。
万
人
に
受
け
る
ツ
ア
ー
は
、
ど
う
し
て

も
平
均
値
に
な
り
ま
す
。
行
き
や
す
い
ツ

ア
ー
は
、
差
別
化
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
た

だ
、
内
容
で
は
な
く
て
値
段
が
高
く
て
弊
社

の
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
乗
馬
は
若
い
人
に
こ
そ

向
い
て
い
ま
す
が
値
段
が
障
壁
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ツ
ア
ー
を
4
日
間
に
し
て
値
段
を
下

げ
る
。
そ
ん
な
工
夫
は
し
ま
す
が
、
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
は
落
と
し
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、数
が
必
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、

こ
の
ツ
ア
ー
代
金
の
高
騰
は
深
刻
で
す
ね
。

特
に
、
若
い
人
が
行
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
値
段

が
か
な
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
グ
ア

ム
に
行
き
ま
し
た
が
、
嘗
て
は
5
万
円
く
ら

い
だ
っ
た
ツ
ア
ー
代
金
が
、
今
は
15
万
円
も

し
て
い
ま
す
。

相
澤
　
厳
し
い
で
す
ね
。

原
　
う
ち
の
お
客
様
は
ツ
ア
ー
代
金
が
多
少

上
が
っ
て
も
高
い
と
言
い
な
が
ら
行
っ
て
く

れ
ま
す
。で
も
、5
万
〜
6
万
円
で
行
っ
て
い
た
人

た
ち
が
15
万
円
じ
ゃ
行
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

相
澤
　
い
ざ
再
開
と
な
っ
て
爆
発
的
に
増
え

た
後
が
心
配
で
す
ね
。

原
　
3
年
行
か
な
か
っ
た
か
ら
行
き
た
い
っ

て
い
う
人
は
1
回
、
2
回
は
行
き
ま
す
が
、

そ
の
後
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
た
と
き
に
、
料

金
が
あ
る
程
度
下
が
っ
て
い
て
く
れ
な
い
と

海
外
旅
行
市
場
は
つ
ら
い
と
い
う
感
じ
は
し

ま
す
。
こ
れ
が
一
番
、
懸
念
材
料
か
な
。
人

が
足
り
な
い
っ
て
い
う
の
も
あ
り
ま
す
け

ど
、
旅
行
業
の
場
合
は
人
を
育
て
る
の
に
10

年
も
か
か
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
次
第
に
そ
ろ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
何
か
解
決
策
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

原
　
航
空
座
席
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
戻
っ
て

く
れ
ば
徐
々
に
、
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

あ
と
は
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
航
空
券
代

前
か
ら
あ
っ
て
早
く
動
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

原
　
そ
う
で
す
ね
、
今
年
は
、
全
般
的
に
予

約
が
早
い
。
こ
ん
な
に
早
い
の
は
あ
ま
り
経

験
が
な
い
で
す
ね
。
た
だ
、
飛
行
機
も
供
給

が
少
な
く
混
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
お
客
様
が

「
さ
あ
、
行
こ
う
」
と
思
っ
て
も
予
約
が
取

れ
な
い
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
ね
。

相
澤
　
お
客
様
の
価
格
に
関
す
る
反
応
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。「
高
く
て
も
仕
方
が
な
い
」

と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。
高
い
で
す
ね
っ
て
言
わ

れ
ま
す
。
僕
ら
も
自
分
た
ち
で
高
い
っ
て
思

い
ま
す
か
ら
。
一
番
心
配
し
て
い
る
の
は
、

現
地
が
同
じ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
で
き
る
か
で

す
。
ス
タ
ッ
フ
が
足
り
な
い
と
か
、
従
来
契

約
し
て
い
た
自
動
車
会
社
が
な
く
な
っ
た
の

で
新
し
い
と
こ
ろ
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
一
つ
う
ま
く
動
く
の

か
は
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
ね
。

相
澤
　
今
の
時
点
で
も
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
は

ま
だ
戻
っ
て
な
い
と
い
う
感
じ
で
す
か
。

原
　
ア
ジ
ア
は
仕
事
が
な
い
今
の
段
階
で
夏

の
た
め
に
人
を
用
意
し
て
く
れ
と
い
っ
て
も

な
か
な
か
難
し
い
。
し
か
し
、
旅
行
の
仕
事

は
ア
ジ
ア
で
は
ま
だ
ま
だ
実
入
り
の
い
い
仕

事
。仕
事
が
あ
れ
ば
戻
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

予
約
が
入
っ
た
ら
人
を
確
保
す
る
。
そ
の
作

業
を
一
つ
一
つ
や
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
他

の
仕
事
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
以
前
の
ガ
イ
ド

た
ち
に
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。

相
澤
　
コ
ロ
ナ
の
間
、
お
客
様
と
関
係
が
途

切
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
御
社
に
と
っ

て
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原
　
そ
の
通
り
で
す
。
で
す
か
ら
2
0
2
0
年

6
月
か
ら
物
販
の
通
信
販
売「
縁
s
h
o
p
5
」

を
始
め
ま
し
た
。
旅
行
を
売
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
物
で
も
売
ろ
う
と
。
こ
れ
で
利
益
を

上
げ
る
の
は
大
変
で
す
が
、
物
販
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
基
本
的
に
は
旅
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
作
り

方
は
同
じ
で
す
。
途
中
か
ら
は
東
京
都
の
助
成

金
を
受
け
て
、旅
行
会
社
5
社
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
中
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
多

く
の
会
社
が
や
り
ま
し
た
が
、
手
間
と
時
間

が
も
の
す
ご
く
か
か
る
。
現
地
の
ス
タ
ッ
フ

を
使
え
ば
お
金
も
払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
う
ち
は
ス
タ
ッ
フ
を
休
業
さ
せ
て
雇
調

金
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

会
社
に
出
て
き
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
作

る
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
2
0
2
0

年
の
4
〜
6
月
末
ま
で
は
全
休
と
し
、
ス

タ
ッ
フ
に
は
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い
よ
う

に
し
ろ
。
コ
ロ
ナ
は
長
引
く
。
収
束
し
て
も

暫
く
は
苦
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
給
料
が
減
る

か
ら
そ
の
分
、
今
の
う
ち
に
副
業
で
稼
い
で

お
け
、
と
言
い
ま
し
た
。
国
内
旅
行
を
や
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
一
部
の
ス
タ
ッ
フ
は

週
2
日
ほ
ど
出
社
し
ま
し
た
が
、
と
に
か
く

雇
調
金
を
も
ら
う
こ
と
に
徹
し
ま
し
た
。

　
3
年
間
で
ス
タ
ッ
フ
は
21
人
中
3
人
減
り

ま
し
た
。
再
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
は
、
人

を
確
保
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
4
月
に

2
人
補
充
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
コ
ロ
ナ
後

の
新
し
い
戦
略
と
い
わ
れ
て
も
、
あ
ま
り
変

わ
り
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
の
目
標
は
元
へ

戻
る
こ
と
で
す
。

　
た
だ
、
働
き
方
は
変
わ
り
ま
し
た
、
従
来

は
正
規
雇
用
で
フ
ル
タ
イ
ム
が
基
本
で
し
た

が
、
今
は
週
3
日
勤
務
の
ス
タ
ッ
フ
も
複
数

い
ま
す
。
社
内
の
雰
囲
気
も
、
そ
う
い
う
働

き
方
が
あ
っ
て
も
い
い
と
い
う
ふ
う
に
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。特
に
、子
育
て
中
の
ス
タ
ッ

フ
は
テ
レ
ワ
ー
ク
だ
と
や
り
や
す
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
4
月
は
全
員
出
勤
と
し
ま

し
た
が
、
秋
を
目
途
に
テ
レ
ワ
ー
ク
も
導
入

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
で
P
C
が
使

え
て
、
各
自
の
ス
マ
ホ
を
会
社
の
電
話
と
し

て
使
用
で
き
る
仕
組
み
も
秋
頃
ま
で
に
整
備

す
る
予
定
で
す
。
労
務
管
理
の
ル
ー
ル
も
整

備
し
て
ス
タ
ー
ト
と
い
う
感
じ
で
す
。

原
　
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
や
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
最
近
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
始
め

ま
し
た
。

相
澤
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
拝
見
し
ま
し
た
。

原
　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
旅
行
の
代
わ
り

と
し
て
お
金
を
取
っ
て
利
益
を
出
し
て
い
く

こ
と
は
、
僕
は
考
え
な
か
っ
た
で
す
ね
。
た

だ
、
説
明
会
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
よ
っ

て
、
う
ち
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け

を
作
り
、
応
援
し
て
く
れ
る
輪
を
広
げ
て
い

く
た
め
な
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
。

W
e
b
の
ク
リ
ッ
ク
広
告
の
よ
う
な
砂
に
水

を
ま
く
よ
う
な
広
告
で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
な
ど
で
う
ち
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、

う
ち
の
商
品
が
届
く
お
客
様
を
増
や
し
て
い

く
。
要
は
プ
ッ
シ
ュ
型
の
営
業
で
す
ね
。

　
今
ま
で
は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送
る
く

ら
い
で
、
一
般
の
お
客
様
に
は
な
か
な
か
う

ち
の
名
前
や
商
品
は
届
か
な
か
っ
た
の
で
、

そ
こ
を
何
と
か
届
け
て
い
き
た
い
。
で
も
単

　相
澤
　
昨
年
か
ら
海
外
旅
行
を
再
開
さ
れ

て
、
今
は
旅
行
商
品
も
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
現
在
の
状
況
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

原
　
海
外
ツ
ア
ー
は
昨
年
の
夏
の
モ
ン
ゴ
ル

か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
1
0
0
名
以
上
の
方

に
モ
ン
ゴ
ル
へ
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
以
降
は
ネ
パ
ー
ル
が
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
す
の
で
期
待
し
ま
し
た
が
、
う
ち
だ
け

で
な
く
業
界
全
体
に
海
外
旅
行
全
般
が
伸
び

悩
み
ま
し
た
が
、
弊
社
も
ダ
メ
で
し
た
。

　
こ
の
春
に
モ
ン
ゴ
ル
や
中
央
ア
ジ
ア
を
中

心
に
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
う
ち
の
主
力
商
品
の
一
つ
の

チ
ベ
ッ
ト
は
中
国
が
開
か
ず
、
ま
だ
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
ブ
ー
タ
ン
も
国
の
観
光
政
策
が

大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
取
り
組
め
て
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
国
・
地
域
は
ほ
と
ん
ど

で
き
て
い
ま
す
。

　
今
年
2
月
の
初
め
に
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
お
客
様
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
送
っ

た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
予
約
が
増
え
て
き
ま

し
た
。だ
い
ぶ
夏
の
予
約
も
入
っ
て
い
ま
す
。

営
業
日
も
3
月
ま
で
は
週
４
日
に
し
て
、
副

業
を
し
な
が
ら
雇
用
調
整
助
成
金
（
以
下
雇

調
金
）
を
も
ら
う
態
勢
を
続
け
ま
し
が
、
こ

の
4
月
か
ら
通
常
営
業
に
戻
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
前
と
一
番
変
わ
っ
た
の
は
ツ
ア
ー

代
金
で
す
ね
。
1
・
2
倍
か
ら
1
・
5
倍
ぐ

ら
い
に
な
り
ま
し
た
。飛
行
機
代
も
高
い
し
、

現
地
の
費
用
も
か
な
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
燃
油
価
格
も
上
が
っ
て
い
ま
す
し
ね
。

原
　
コ
ロ
ナ
で
3
年
間
海
外
に
行
け
ず
お
金

が
た
ま
っ
た
か
ら
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
高
く

て
も
行
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
様
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
ん
な
こ
と
が
果
た

し
て
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
、
海
外
旅
行
は
高

値
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
の
か
心
配
で
す
ね
。

航
空
座
席
が
潤
沢
に
な
れ
ば
、
値
段
は
下

が
っ
て
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
地
の

費
用
は
下
が
り
そ
う
も
な
い
で
す
ね
。

相
澤
　
現
地
の
費
用
が
上
が
っ
て
い
る
の
は

何
が
影
響
し
て
い
る
の
で
す
か
。

原
　
う
ち
は
ア
ジ
ア
の
ツ
ア
ー
が
多
い
で
す

が
、
ア
ジ
ア
全
般
の
経
済
成
長
が
著
し
く
物

価
が
非
常
に
高
騰
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で

観
光
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
失
っ
た
も

の
を
取
り
戻
し
た
い
と
高
い
値
段
を
付
け
て

い
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
件

費
も
か
な
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

相
澤
　
そ
れ
は
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は
な

い
の
で
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

原
　
販
売
す
る
側
に
と
っ
て
は
安
い
方
が
い

い
で
す
が
、
現
地
に
と
っ
て
は
悪
い
こ
と
で
は

な
い
で
す
ね
。
例
え
ば
、
物
価
が
安
く
て
も

従
来
か
ら
現
地
手
配
代
金
が
高
か
っ
た
中
南

米
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
相
場
に

コ
ロ
ナ
後
も
中
小
が

や
る
こ
と
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

再
び
起
こ
っ
た
時
の
対
応
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

引
っ
張
ら
れ
て
高
い
値
段
設
定
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
も
そ
れ
だ
け
収
益
率
も

高
く
な
れ
ば
、
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ジ
ア
も
そ
う
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

相
澤
　
こ
の
3
年
間
で
日
本
は
慎
重
な
政
策

を
取
っ
て
い
て
、
海
外
に
行
く
時
期
も
遅
い

方
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
間
に
日
本
以
外

の
ア
ジ
ア
の
方
が
行
っ
て
い
た
影
響
は
あ
り

ま
し
た
か
。

原
　
韓
国
の
方
が
圧
倒
的
に
早
く
動
い
て
い

ま
す
の
で
、
日
本
に
対
す
る
期
待
感
が
あ
り

な
が
ら
も
、
日
本
人
は
ど
う
し
て
来
て
く
れ

な
い
の
か
と
い
う
失
望
感
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
先
週
ネ
パ
ー
ル
に
行
き
ま
し
た
が
、
日

本
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

相
澤
　
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
5
類
移
行
が
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
り
そ

う
で
す
か
。

原
　
そ
れ
は
一
変
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
御
社
の
お
客
様
は
行
き
た
い
思
い
が

「海外旅行復活に向けた旅行会社・航空会社の現在位置」❸2

18



金
に
含
め
て
外
出
し
し
な
い
航
空
会
社
も
出

て
き
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
い
う
会
社
が
ど
ん

ど
ん
出
て
き
て
一
つ
の
流
れ
を
作
っ
て
い
け

ば
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

相
澤
　
政
府
も
、
最
近
は
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

政
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
の
辺

は
効
果
が
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

原
　
主
に
教
育
旅
行
に
対
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

政
策
を
採
る
の
か
な
。
効
果
が
出
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
ま
た
、
レ
ジ
ャ
ー
市
場
や
海
外
旅

行
全
般
に
対
し
て
も
予
算
を
付
け
て
施
策
を

行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
目
標
が
非
常
に
高
い
で

す
よ
ね
。
そ
れ
だ
け
に
注
目
す
る
の
で
は
な

く
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
ど
う
す
る
の
か
っ

て
い
う
話
で
す
よ
ね
。
ち
ょ
う
ど
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
こ
れ
か
ら
回
復
し
て
く
る
、
そ
れ
と

一
緒
に
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
も
回
復
さ
せ
ま

し
ょ
う
っ
て
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

原
　
コ
ロ
ナ
禍
の
3
年
間
、
大
手
旅
行
会
社

は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
等
で
新
し
い

活
路
を
見
い
だ
し
た
と
思
い
ま
す
。
旅
行
会

社
は
、
高
付
加
価
値
商
品
を
創
造
す
る
こ
と

で
高
収
益
に
転
換
す
べ
き
だ
と
長
年
い
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
一
変

倒
過
ぎ
ま
し
た
ね
。
店
舗
を
閉
め
ホ
ー
ル
セ
ー

ル
を
止
め
る
、
即
ち
低
収
益
赤
字
部
門
を
捨

て
る
と
い
う
選
択
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
上

が
っ
て
い
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。

　
身
軽
に
な
っ
た
大
手
旅
行
会
社
は
、
こ
ぞ
っ

て
、
旅
行
の
中
で
高
収
益
が
見
込
め
る
添
乗

員
付
き
ツ
ア
ー
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ル
ペ
ン

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
売
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
団
体
や

M
I
C
E
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
は

流
通
の
世
界
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
い
う
こ
と
で
線
引
き
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
小
は
あ
ん
ま
り
変
わ
っ
て
な

い
で
す
よ
。
中
小
で
流
通
型
の
安
売
り
を
し

て
き
た
会
社
は
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
で
ほ
と
ん

ど
姿
を
消
し
て
い
る
の
で
、
今
は
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
自
社
の
顧
客
を
き
ち
ん
と
持
っ
て

い
る
、
受
注
型
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
持
っ

て
い
る
、
そ
う
い
う
旅
行
会
社
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
会
社
は
、
う
ち
も
含
め

て
従
来
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

相
澤
　
航
空
路
線
が
再
開
す
れ
ば
や
る
こ
と

は
変
わ
ら
ず
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

原
　
そ
う
思
い
ま
す
。
逆
に
大
手
さ
ん
の
店

舗
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
代
わ
り
に

中
小
が
受
け
皿
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
航
空
券
や

ホ
テ
ル
だ
け
を
対
面
で
販
売
す
る
時
代
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
に
特
化
し
た
会
社
も

一
部
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
中
小
は
I
T
に
多

額
の
投
資
な
ど
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
今
ま
で

以
上
に
顧
客
と
ど
う
つ
な
が
る
か
で
す
。

原
　
S
A
R
S
や
M
E
R
S
は
上
陸
し
な

か
っ
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
上
陸
し

ま
し
た
が
、大
事
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

日
本
は
感
染
症
に
対
す
る

準
備
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な

い
ま
ま
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。
僕

は
S
A
R
S
の
と
き
に
も
雇

調
金
を
受
け
て
い
ま
す
か

ら
、
今
回
、
2
0
2
0
年
の

2
月
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

行
っ
て
雇
調
金
に
つ
い
て
教

え
て
も
ら
っ
て
3
月
2
日
か

ら
受
給
し
ま
し
た
。

相
澤
　
そ
の
経
験
が
あ
っ

て
早
く
動
け
た
の
で
す
ね
。

原
　
そ
う
。
コ
ロ
ナ
が
上
陸
し
た
瞬
間
、
雇

調
金
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
中
国
の
取

り
扱
い
比
率
の
条
件
撤
廃
や
上
限
額
の
引
き

上
げ
、
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
の
撤
廃
な
ど
を
、

J
A
T
A
（
日
本
旅
行
業
協
会
）
の
越
智
事

務
局
長
（
当
時
）
と
話
し
て
、
政
府
に
働
き
か

け
て
も
ら
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

相
澤
　
声
を
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
す
ね
。

原
　
た
だ
、
せ
っ
か
く
再
開
し
た
と
こ
ろ
で
水

を
差
す
よ
う
だ
け
ど
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
状

況
に
な
っ
た
と
き
ど
う
す
る
か
は
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
。
ま
た
雇
調
金
に

頼
る
な
ん
て
出
来
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な

い
で
す
か
ら
ね
。

独
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
、
世
界
仮

想
旅
行
社
と
組
み
ま
し
た
。
そ
こ
の
お
客
様

に
対
し
て
も
、
う
ち
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
体
1
回

2
0
0
人
ぐ
ら
い
集
ま
る
の
で
す
よ
。

相
澤
　
御
社
の
顧
客
で
は
な
い
方
の
割
合
は

ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

原
　
か
な
り
高
い
で
す
ね
。

相
澤
　
で
は
新
規
顧
客
が
広
が
り
ま
す
ね
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。
L
I
N
E
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
も
開
設
し
ま
し
た
が
、
S
N
S
を

使
っ
て
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
の
は
、
な
か

な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
考
え
て
い
る
の
は
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
。
例
え
ばF

aceb
o
o
k

で
も
中
心
に

な
る
人
が
い
て
、「
い
い
ね
！
」
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
人
が
い
て
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
て
と

い
う
世
界
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
中
心
に
な

る
人
物
を
つ
な
げ
て
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に

う
ち
の
商
品
が
届
く
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と

い
う
戦
略
で
す
。

相
澤
　
規
模
が
小
さ
く
て
丁
寧
な
つ
な
が
り
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。昔
流
で
い
え
ば
口
コ
ミ
、

今
で
い
う
と
S
N
S
を
使
っ
た
口
コ
ミ
の
世

界
に
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
か
、
オ
ン

ラ
イ
ン
説
明
会
と
か
で
対
応
し
て
い
こ
う
か

と
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
学
ん
だ
い
い
と
こ

ろ
で
す
。
コ
ロ
ナ
前
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
な

ん
て
思
い
も
し
な
か
っ
た
で
す
。

相
澤
　
説
明
会
自
体
は
ず
っ
と
丁
寧
に
や
ら

れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。
リ
ア
ル
な
説
明
会
は
予

約
率
が
す
ご
く
高
い
の
で
、
人
数
は
少
な
く

て
も
構
わ
な
い
の
で
す
。
た
だ
オ
ン
ラ
イ
ン

は
ぐ
っ
と
下
が
っ
ち
ゃ
う
、
そ
こ
が
ち
ょ
っ

と
違
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
リ
ア
ル
も
ど
う
混

ぜ
て
や
る
か
と
い
う
の
は
考
え
て
い
ま
す
。

相
澤
　
忙
し
く
な
っ
て
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

原
　
で
も
、
収
益
と
し
て
残
る
の
か
と
い
う

の
は
、
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
く
て
。

何
と
な
く
忙
し
そ
う
だ
け
ど
、
予
約
が
効
率

的
に
回
ら
な
く
て
、
成
果
が
残
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
今
年
は
予

算
を
立
て
る
の
が
本
当
に
難
し
い
し
、
立
て

た
と
こ
ろ
で
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問

も
あ
り
ま
す
。
出
る
お
金
は
予
想
が
つ
く
の

で
、あ
と
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
収
益
で
す
が
、

今
の
段
階
で
は
、
こ
れ
く
ら
い
上
が
る
と
い

い
な
と
い
う
希
望
値
で
す
よ
。

相
澤
　
お
客
様
の
話
を
も
う
少
し
伺
い
た
い

の
で
す
け
れ
ど
、
最
近
は
Z
世
代
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
御
社
と
し
て
は
ど
う

捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

原
　
も
ち
ろ
ん
、
若
い
世
代
に
広
が
っ
て
い

け
ば
い
い
で
す
け
ど
、
弊
社
の
売
り
方
と
こ

の
値
段
じ
ゃ
無
理
だ
よ
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
そ
こ
は
あ
ん
ま
り
意
識
し
て

い
ま
せ
ん
。僕
ら
は
、作
り
た
い
も
の
を
作
っ

て
売
っ
て
、
い
い
な
と
思
う
人
が
買
っ
て
く

れ
る
だ
け
だ
か
ら
元
々
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な

ん
て
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
弊
社
が
や
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が

好
き
な
方
は
、
必
ず
一
定
数
は
い
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
数
が
た
く
さ
ん
必
要
な
わ
け
で
は
な

い
で
す
し
ね
。

原
　
み
な
さ
ん
は
、
1
0
0
人
ハ
ワ
イ
に
行

く
人
が
い
た
ら
1
0
0
人
を
顧
客
に
し
よ
う

と
し
ま
す
よ
ね
。
で
も
、
う
ち
は
1
〜
2
人

し
か
取
り
に
行
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
違
う
と

思
い
ま
す
。
弊
社
の
主
要
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
で
す
ら

1
0
0
人
中
取
り
に
行
く
の
は
10
人
ほ
ど
で

す
。
万
人
に
受
け
る
ツ
ア
ー
は
、
ど
う
し
て

も
平
均
値
に
な
り
ま
す
。
行
き
や
す
い
ツ

ア
ー
は
、
差
別
化
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
た

だ
、
内
容
で
は
な
く
て
値
段
が
高
く
て
弊
社

の
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
乗
馬
は
若
い
人
に
こ
そ

向
い
て
い
ま
す
が
値
段
が
障
壁
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ツ
ア
ー
を
4
日
間
に
し
て
値
段
を
下

げ
る
。
そ
ん
な
工
夫
は
し
ま
す
が
、
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
は
落
と
し
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、数
が
必
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、

こ
の
ツ
ア
ー
代
金
の
高
騰
は
深
刻
で
す
ね
。

特
に
、
若
い
人
が
行
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
値
段

が
か
な
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
グ
ア

ム
に
行
き
ま
し
た
が
、
嘗
て
は
5
万
円
く
ら

い
だ
っ
た
ツ
ア
ー
代
金
が
、
今
は
15
万
円
も

し
て
い
ま
す
。

相
澤
　
厳
し
い
で
す
ね
。

原
　
う
ち
の
お
客
様
は
ツ
ア
ー
代
金
が
多
少

上
が
っ
て
も
高
い
と
言
い
な
が
ら
行
っ
て
く

れ
ま
す
。で
も
、5
万
〜
6
万
円
で
行
っ
て
い
た
人

た
ち
が
15
万
円
じ
ゃ
行
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

相
澤
　
い
ざ
再
開
と
な
っ
て
爆
発
的
に
増
え

た
後
が
心
配
で
す
ね
。

原
　
3
年
行
か
な
か
っ
た
か
ら
行
き
た
い
っ

て
い
う
人
は
1
回
、
2
回
は
行
き
ま
す
が
、

そ
の
後
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
た
と
き
に
、
料

金
が
あ
る
程
度
下
が
っ
て
い
て
く
れ
な
い
と

海
外
旅
行
市
場
は
つ
ら
い
と
い
う
感
じ
は
し

ま
す
。
こ
れ
が
一
番
、
懸
念
材
料
か
な
。
人

が
足
り
な
い
っ
て
い
う
の
も
あ
り
ま
す
け

ど
、
旅
行
業
の
場
合
は
人
を
育
て
る
の
に
10

年
も
か
か
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
次
第
に
そ
ろ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
何
か
解
決
策
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

原
　
航
空
座
席
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
戻
っ
て

く
れ
ば
徐
々
に
、
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

あ
と
は
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
航
空
券
代

前
か
ら
あ
っ
て
早
く
動
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

原
　
そ
う
で
す
ね
、
今
年
は
、
全
般
的
に
予

約
が
早
い
。
こ
ん
な
に
早
い
の
は
あ
ま
り
経

験
が
な
い
で
す
ね
。
た
だ
、
飛
行
機
も
供
給

が
少
な
く
混
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
お
客
様
が

「
さ
あ
、
行
こ
う
」
と
思
っ
て
も
予
約
が
取

れ
な
い
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
ね
。

相
澤
　
お
客
様
の
価
格
に
関
す
る
反
応
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。「
高
く
て
も
仕
方
が
な
い
」

と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

原
　
そ
う
で
す
ね
。
高
い
で
す
ね
っ
て
言
わ

れ
ま
す
。
僕
ら
も
自
分
た
ち
で
高
い
っ
て
思

い
ま
す
か
ら
。
一
番
心
配
し
て
い
る
の
は
、

現
地
が
同
じ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
で
き
る
か
で

す
。
ス
タ
ッ
フ
が
足
り
な
い
と
か
、
従
来
契

約
し
て
い
た
自
動
車
会
社
が
な
く
な
っ
た
の

で
新
し
い
と
こ
ろ
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
一
つ
う
ま
く
動
く
の

か
は
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
ね
。

相
澤
　
今
の
時
点
で
も
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
は

ま
だ
戻
っ
て
な
い
と
い
う
感
じ
で
す
か
。

原
　
ア
ジ
ア
は
仕
事
が
な
い
今
の
段
階
で
夏

の
た
め
に
人
を
用
意
し
て
く
れ
と
い
っ
て
も

な
か
な
か
難
し
い
。
し
か
し
、
旅
行
の
仕
事

は
ア
ジ
ア
で
は
ま
だ
ま
だ
実
入
り
の
い
い
仕

事
。仕
事
が
あ
れ
ば
戻
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

予
約
が
入
っ
た
ら
人
を
確
保
す
る
。
そ
の
作

業
を
一
つ
一
つ
や
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
他

の
仕
事
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
以
前
の
ガ
イ
ド

た
ち
に
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。

相
澤
　
コ
ロ
ナ
の
間
、
お
客
様
と
関
係
が
途

切
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
御
社
に
と
っ

て
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原
　
そ
の
通
り
で
す
。
で
す
か
ら
2
0
2
0
年

6
月
か
ら
物
販
の
通
信
販
売「
縁
s
h
o
p
5
」

を
始
め
ま
し
た
。
旅
行
を
売
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
物
で
も
売
ろ
う
と
。
こ
れ
で
利
益
を

上
げ
る
の
は
大
変
で
す
が
、
物
販
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
基
本
的
に
は
旅
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
作
り

方
は
同
じ
で
す
。
途
中
か
ら
は
東
京
都
の
助
成

金
を
受
け
て
、旅
行
会
社
5
社
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
中
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
多

く
の
会
社
が
や
り
ま
し
た
が
、
手
間
と
時
間

が
も
の
す
ご
く
か
か
る
。
現
地
の
ス
タ
ッ
フ

を
使
え
ば
お
金
も
払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
う
ち
は
ス
タ
ッ
フ
を
休
業
さ
せ
て
雇
調

金
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

会
社
に
出
て
き
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
作

る
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
2
0
2
0

年
の
4
〜
6
月
末
ま
で
は
全
休
と
し
、
ス

タ
ッ
フ
に
は
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い
よ
う

に
し
ろ
。
コ
ロ
ナ
は
長
引
く
。
収
束
し
て
も

暫
く
は
苦
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
給
料
が
減
る

か
ら
そ
の
分
、
今
の
う
ち
に
副
業
で
稼
い
で

お
け
、
と
言
い
ま
し
た
。
国
内
旅
行
を
や
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
一
部
の
ス
タ
ッ
フ
は

週
2
日
ほ
ど
出
社
し
ま
し
た
が
、
と
に
か
く

雇
調
金
を
も
ら
う
こ
と
に
徹
し
ま
し
た
。

　
3
年
間
で
ス
タ
ッ
フ
は
21
人
中
3
人
減
り

ま
し
た
。
再
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
は
、
人

を
確
保
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
4
月
に

2
人
補
充
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
コ
ロ
ナ
後

の
新
し
い
戦
略
と
い
わ
れ
て
も
、
あ
ま
り
変

わ
り
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
の
目
標
は
元
へ

戻
る
こ
と
で
す
。

　
た
だ
、
働
き
方
は
変
わ
り
ま
し
た
、
従
来

は
正
規
雇
用
で
フ
ル
タ
イ
ム
が
基
本
で
し
た

が
、
今
は
週
3
日
勤
務
の
ス
タ
ッ
フ
も
複
数

い
ま
す
。
社
内
の
雰
囲
気
も
、
そ
う
い
う
働

き
方
が
あ
っ
て
も
い
い
と
い
う
ふ
う
に
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。特
に
、子
育
て
中
の
ス
タ
ッ

フ
は
テ
レ
ワ
ー
ク
だ
と
や
り
や
す
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
4
月
は
全
員
出
勤
と
し
ま

し
た
が
、
秋
を
目
途
に
テ
レ
ワ
ー
ク
も
導
入

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
で
P
C
が
使

え
て
、
各
自
の
ス
マ
ホ
を
会
社
の
電
話
と
し

て
使
用
で
き
る
仕
組
み
も
秋
頃
ま
で
に
整
備

す
る
予
定
で
す
。
労
務
管
理
の
ル
ー
ル
も
整

備
し
て
ス
タ
ー
ト
と
い
う
感
じ
で
す
。

原
　
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
や
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
最
近
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
始
め

ま
し
た
。

相
澤
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
拝
見
し
ま
し
た
。

原
　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
旅
行
の
代
わ
り

と
し
て
お
金
を
取
っ
て
利
益
を
出
し
て
い
く

こ
と
は
、
僕
は
考
え
な
か
っ
た
で
す
ね
。
た

だ
、
説
明
会
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
よ
っ

て
、
う
ち
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け

を
作
り
、
応
援
し
て
く
れ
る
輪
を
広
げ
て
い

く
た
め
な
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
。

W
e
b
の
ク
リ
ッ
ク
広
告
の
よ
う
な
砂
に
水

を
ま
く
よ
う
な
広
告
で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
な
ど
で
う
ち
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、

う
ち
の
商
品
が
届
く
お
客
様
を
増
や
し
て
い

く
。
要
は
プ
ッ
シ
ュ
型
の
営
業
で
す
ね
。

　
今
ま
で
は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送
る
く

ら
い
で
、
一
般
の
お
客
様
に
は
な
か
な
か
う

ち
の
名
前
や
商
品
は
届
か
な
か
っ
た
の
で
、

そ
こ
を
何
と
か
届
け
て
い
き
た
い
。
で
も
単

　相
澤
　
昨
年
か
ら
海
外
旅
行
を
再
開
さ
れ

て
、
今
は
旅
行
商
品
も
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
現
在
の
状
況
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

原
　
海
外
ツ
ア
ー
は
昨
年
の
夏
の
モ
ン
ゴ
ル

か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
1
0
0
名
以
上
の
方

に
モ
ン
ゴ
ル
へ
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
以
降
は
ネ
パ
ー
ル
が
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
す
の
で
期
待
し
ま
し
た
が
、
う
ち
だ
け

で
な
く
業
界
全
体
に
海
外
旅
行
全
般
が
伸
び

悩
み
ま
し
た
が
、
弊
社
も
ダ
メ
で
し
た
。

　
こ
の
春
に
モ
ン
ゴ
ル
や
中
央
ア
ジ
ア
を
中

心
に
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
う
ち
の
主
力
商
品
の
一
つ
の

チ
ベ
ッ
ト
は
中
国
が
開
か
ず
、
ま
だ
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
ブ
ー
タ
ン
も
国
の
観
光
政
策
が

大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
取
り
組
め
て
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
国
・
地
域
は
ほ
と
ん
ど

で
き
て
い
ま
す
。

　
今
年
2
月
の
初
め
に
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
お
客
様
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
送
っ

た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
予
約
が
増
え
て
き
ま

し
た
。だ
い
ぶ
夏
の
予
約
も
入
っ
て
い
ま
す
。

営
業
日
も
3
月
ま
で
は
週
４
日
に
し
て
、
副

業
を
し
な
が
ら
雇
用
調
整
助
成
金
（
以
下
雇

調
金
）
を
も
ら
う
態
勢
を
続
け
ま
し
が
、
こ

の
4
月
か
ら
通
常
営
業
に
戻
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
前
と
一
番
変
わ
っ
た
の
は
ツ
ア
ー

代
金
で
す
ね
。
1
・
2
倍
か
ら
1
・
5
倍
ぐ

ら
い
に
な
り
ま
し
た
。飛
行
機
代
も
高
い
し
、

現
地
の
費
用
も
か
な
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
燃
油
価
格
も
上
が
っ
て
い
ま
す
し
ね
。

原
　
コ
ロ
ナ
で
3
年
間
海
外
に
行
け
ず
お
金

が
た
ま
っ
た
か
ら
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
高
く

て
も
行
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
様
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
ん
な
こ
と
が
果
た

し
て
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
、
海
外
旅
行
は
高

値
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
の
か
心
配
で
す
ね
。

航
空
座
席
が
潤
沢
に
な
れ
ば
、
値
段
は
下

が
っ
て
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
地
の

費
用
は
下
が
り
そ
う
も
な
い
で
す
ね
。

相
澤
　
現
地
の
費
用
が
上
が
っ
て
い
る
の
は

何
が
影
響
し
て
い
る
の
で
す
か
。

原
　
う
ち
は
ア
ジ
ア
の
ツ
ア
ー
が
多
い
で
す

が
、
ア
ジ
ア
全
般
の
経
済
成
長
が
著
し
く
物

価
が
非
常
に
高
騰
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で

観
光
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
失
っ
た
も

の
を
取
り
戻
し
た
い
と
高
い
値
段
を
付
け
て

い
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
件

費
も
か
な
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

相
澤
　
そ
れ
は
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は
な

い
の
で
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

原
　
販
売
す
る
側
に
と
っ
て
は
安
い
方
が
い

い
で
す
が
、
現
地
に
と
っ
て
は
悪
い
こ
と
で
は

な
い
で
す
ね
。
例
え
ば
、
物
価
が
安
く
て
も

従
来
か
ら
現
地
手
配
代
金
が
高
か
っ
た
中
南

米
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
相
場
に

コ
ロ
ナ
後
も
中
小
が

や
る
こ
と
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

再
び
起
こ
っ
た
時
の
対
応
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

引
っ
張
ら
れ
て
高
い
値
段
設
定
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
も
そ
れ
だ
け
収
益
率
も

高
く
な
れ
ば
、
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ジ
ア
も
そ
う
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

相
澤
　
こ
の
3
年
間
で
日
本
は
慎
重
な
政
策

を
取
っ
て
い
て
、
海
外
に
行
く
時
期
も
遅
い

方
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
間
に
日
本
以
外

の
ア
ジ
ア
の
方
が
行
っ
て
い
た
影
響
は
あ
り

ま
し
た
か
。

原
　
韓
国
の
方
が
圧
倒
的
に
早
く
動
い
て
い

ま
す
の
で
、
日
本
に
対
す
る
期
待
感
が
あ
り

な
が
ら
も
、
日
本
人
は
ど
う
し
て
来
て
く
れ

な
い
の
か
と
い
う
失
望
感
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
先
週
ネ
パ
ー
ル
に
行
き
ま
し
た
が
、
日

本
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

相
澤
　
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
5
類
移
行
が
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
り
そ

う
で
す
か
。

原
　
そ
れ
は
一
変
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
御
社
の
お
客
様
は
行
き
た
い
思
い
が
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年
や
っ
て
い
る
し
、
ほ
と
ん
ど
キ
ャ
ン
セ
ル

も
な
い
と
話
を
す
る
と
、
で
は
運
賃
も
決
め

こ
れ
だ
け
席
を
出
し
ま
す
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
す
け
ど
も
、
今
は
ほ
と
ん
ど
な

い
状
況
で
す
。

相
澤
　
ど
う
や
っ
て
解
決
し
て
い
い
の
か
が

難
し
い
で
す
ね
。

田
中
　
そ
う
な
の
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
前
に
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
航
空
会
社
に

と
っ
て
修
学
旅
行
は
、
安
い
時
期
に
1
0
0
、

2
0
0
席
を
埋
め
て
く
れ
る
非
常
に
い
い
顧

客
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
早
め
に
人
数
も

含
め
実
施
が
決
ま
り
キ
ャ
ン
セ
ル
も
少
な
か
っ

た
の
で
す
け
ど
、
今
は
そ
う
で
な
く
人
数
が
多

く
、
早
め
の
予
約
が
運
賃
が
高
い
と
い
う
情
況

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
頭
が
痛
い
こ

と
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
今
後
、
特
に
強
化
し
て
い
き
た
い
方

面
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

田
中
　
わ
れ
わ
れ
は
、
教
育
旅
行
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
国
際
交
流
、
音
楽
交
流
の
部
門

（
A
C
C
I
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。
高
校
生
が

2
年
に
一
度
、
ド
イ
ツ
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク

辺
り
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
し
た
り
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
参

加
し
た
り
と
い
う
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
の
規
制
が
あ
る
時
期
は
歌
え

な
い
し
、
楽
器
演
奏
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
、
A
T
I
と

A
C
C
I
の
国
際
交
流
の
二
本
立
て
で
、
国

際
的
な
交
流
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
け
れ
ば

い
い
と
思
っ
て
は
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な

か
A
C
C
I
が
動
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　
し
か
し
将
来
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
活
動
し

て
い
く
計
画
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
忙
し
く

な
り
そ
う
で
す
。

相
澤
　
そ
れ
は
相
互
交
流
な
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
え
え
。
A
C
C
I
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

語
学
研
修
も
、
日
本
と
海
外
の
学
校
と
相
互

交
流
を
や
っ
て
い
ま
す
。日
本
の
学
校
が
行
っ

て
研
修
を
す
る
。
そ
し
て
海
外
の
学
生
が
日

本
に
来
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り
、
京

都
や
広
島
に
行
っ
た
り
と
か
。そ
う
い
う
ツ
ー

ウ
ェ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
、
そ
れ
も
実

践
で
き
る
非
常
に
い
い
交
流
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

相
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

れ
は
伝
え
た
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
教
育
旅
行
に
限
っ
て
い
う
と
、
わ
れ

わ
れ
は
私
立
が
主
体
で
す
が
、
日
本
の
中
学
、

高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
公
立
学
校
が
多
数

あ
り
ま
す
。
大
手
の
旅
行
会
社
の
方
々
が
公

立
の
修
学
旅
行
を
担
当
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
公
立
学
校
の
修
学
旅
行
も
ぜ
ひ
海

外
に
出
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
近
隣

諸
国
で
あ
れ
ば
国
内
に
比
べ
、
そ
ん
な
に
費

用
も
変
わ
ら
な
い
で
で
き
ま
す
。
以
前
は
日

数
や
料
金
の
縛
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近

は
少
し
ず
つ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

私
立
も
公
立
も
一
緒
に
な
っ
て
海
外
へ
連
れ

て
行
っ
て
将
来
を
担
う
若
者
を
育
て
て
い

く
、
そ
れ
を
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
航
空
会
社
に
対
し
て
、
青
少

年
の
と
き
に
し
か
で
き
な
い
経
験
を
さ
せ
る

た
め
に
、
青
少
年
割
や
修
学
旅
行
の
特
別
包

括
運
賃
と
か
、
い
わ
ゆ
る
学
割
的
な
特
別
運

賃
な
ど
を
業
界
を
挙
げ
て
交
渉
し
て
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
台
湾
や
韓
国
の
よ
う
な
近
場
で
あ

れ
ば
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を
利
用
し
、
教
育
旅
行

を
や
っ
て
い
る
何
社
か
が
一
緒
に
飛
ば
せ
た

ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
行
く
方
と
戻
る

方
を
、
業
界
の
中
で
調
整
で
き
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
業
界
の
動
き
の
中
で
は
海
外
の

危
険
情
報
な
ど
も
１
社
で
や
る
の
で
は
な
く

て
、
複
数
の
会
社
が
集
ま
っ
て
や
っ
て
い
こ

う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

動
き
が
あ
れ
ば
、
海
外
の
教
育
旅
行
に
も
全

体
で
取
り
組
め
る
よ
う
な
実
現
性
が
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

相
澤
　
業
界
を
挙
げ
て
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
盛
り
立
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

田
中
　
は
い
、
本
当
に
そ
う
感
じ
ま
す
。
海

外
旅
行
を
扱
う
旅
行
会
社
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ

る
施
策
を
考
え
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。

そ
の
一
つ
が
例
え
ば
18
歳
未
満
の
パ
ス
ポ
ー

ト
取
得
無
料
化
で
す
。
そ
う
す
る
と
若
者
が

海
外
に
出
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
は
若
者
を
海
外
に
行
か
せ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
、
国
土
交
通
省
や
観
光
庁
も
取

り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、
可
能
性
は
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
度
始
ま
る

J
A
T
A
の
海
外
旅
行
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
、
限
定
的
で
は
あ
り
ま
す
が
パ
ス
ポ
ー

ト
取
得
費
用
を
補
助
す
る
施
策
が
出
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
今
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得

率
が
だ
い
ぶ
減
っ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。
そ

の
辺
か
ら
盛
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も

大
事
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

相
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
さ
ん
に
と
っ
て
は
今
し
か
な
い
の
で
す
よ
ね
。

3
年
間
の
う
ち
に
海
外
を
体
験
で
き
な
い
と
、

何
の
た
め
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
て
い
る
学

校
に
入
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学
校
側
も
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
実
施
し
ま
す

と
言
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
3
年
間
、

海
外
教
育
旅
行
を
や
ら
な
い
と
い
う
の
は
問

題
で
は
な
い
か
と
、
わ
れ
わ
れ
に
相
談
も
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
保
護
者
の
方
々
が
、
2

年
も
経
つ
と
学
校
に
な
ぜ
実
施
し
な
い
の
か

と
言
い
始
め
た
こ
と
も
海
外
教
育
旅
行
が
観

光
旅
行
に
先
が
け
て
早
く
回
復
し
て
き
た
一

因
と
言
え
ま
す
。

相
澤
　
会
社
主
催
の
旅
行
は
、
順
調
に
何
十

本
も
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
学
校
主

催
の
方
は
動
き
だ
し
て
い
ま
す
か
。

田
中
　
え
え
、
昨
年
の
春
か
ら
半
分
以
上
は

学
校
主
催
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
学
校
主
催

の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、

行
く
前
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
保
護
者
へ

の
説
明
を
何
が
あ
っ
て
も
ご
心
配
要
り
ま
せ

ん
と
い
う
ぐ
ら
い
手
厚
く
や
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
よ
う
や
く
学
校
側
と
し
て
も
動
い
て
く

れ
ま
し
た
。（
学
校
側
と
し
て
も
）
他
校
が
動

い
て
な
い
う
ち
に
、
特
色
を
出
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
る
の
で
、
途
中
か
ら
は
本
当
に

協
力
体
制
が
で
き
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
た
だ
、
修
学
旅
行
と
い
う
全
員
参
加
型
の

も
の
は
現
時
点
で
は
難
し
い
気
が
い
た
し
ま

す
。
日
本
帰
国
時
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
条
件

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
。

相
澤
　
そ
う
で
あ
れ
ば
、
回
復
が
期
待
で
き

る
の
は
5
月
以
降
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。
5
月
以
降
に
入
国
制

限
の
緩
和
が
進
ん
で
い
く
と
、
ま
た
増
え
て

く
る
か
な
と
。
コ
ロ
ナ
前
に
は
、
文
部
科
学

省
が
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、
あ
と

ス
ー
パ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
や
、
留
学
制
度
「
ト
ビ
タ
テ
！

留
学
J
A
P
A
N
」
な
ど
で
、
学
校
に
対
し
て

補
助
金
や
助
成
金
を
出
し
て
い
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
対
応
が
増
え
て
い
た
の
が
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
緩
和
さ
れ
れ

ば
ま
た
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
物
価
や
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
高
騰
の

影
響
は
、
教
育
旅
行
の
場
合
は
レ
ジ
ャ
ー
旅

行
よ
り
少
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。
保
護
者
の
方
々
も
、

自
分
の
海
外
旅
行
は
や
め
て
も
子
ど
も
の
海

外
研
修
に
は
出
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、

説
明
会
で
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
物
価
高
も
円
安
も
、
燃
油
も
高
い
こ
と

は
折
り
込
み
済
み
で
、
そ
れ
よ
り
、
安
心
・

安
全
に
行
け
る
の
か
、
海
外
研
修
先
で
き
ち

ん
と
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
か
、
そ
ち
ら
の

方
に
親
御
さ
ん
た
ち
は
関
心
が
あ
り
ま
す
。

相
澤
　
理
由
が
あ
っ
て
価
格
が
上
が
っ
て
い

る
か
ら
で
す
ね
。

田
中
　
そ
う
。
理
由
が
あ
る
し
、
お
子
さ
ん

の
一
生
に
お
い
て
海
外
を
経
験
す
る
こ
と
が

貴
重
な
体
験
で
あ
る
こ
と
は
、
分
か
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
保
護
者
の
方
が
多
い
で
す
。

た
だ
、
国
際
線
が
減
便
で
航
空
座
席
が
少
な

い
と
、
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
で
す
し
、

運
賃
が
高
く
な
り
、
予
約
が
取
り
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
の
で
や
り
に
く
い
状
況
で
す
。

相
澤
　
座
席
の
取
り
に
く
さ
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

田
中
　
あ
り
ま
す
ね
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増

え
る
事
で
航
空
運
賃
も
高
く
、
座
席
も
取
り

に
く
い
こ
と
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
航
空
会
社
の
方
々
に
は
、
１
年
後
や
6

カ
月
後
と
い
っ
た
、
な
る
べ
く
長
い
ス
パ
ン

で
予
約
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
3
カ
月
や
2
カ
月
だ
と
ほ
と
ん

ど
取
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
教
育
旅
行
の
場
合
は
、
比
較
的
そ
の

ス
パ
ン
は
長
め
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の

で
す
け
れ
ど
も
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
、
長
め
で
す
。
修
学
旅

行
は
、
1
0
0
名
、
2
0
0
名
、
多
い
と
き

は
4
0
0
名
で
す
の
で
、
１
年
半
か
ら
１
年

前
頃
か
ら
進
め
て
い
く
の
で
い
い
の
で
す

が
、
20
〜
30
名
や
40
〜
50
名
の
研
修
旅
行
と

か
は
、
学
内
で
の
募
集
情
況
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
30
人
で
航
空

会
社
に
運
賃
を
出
し
て
も
ら
い
そ
の
後
、
学

校
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
旅
行
が
決
定
後

正
式
に
予
約
を
入
れ
た
ら
、
値
段
が
上
が
っ

て
い
る
の
で
す
。
以
前
は
、
こ
の
団
体
は
毎

ン
グ
だ
っ
た
ら
行
け
そ
う
だ
と
い
う
感
触
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
現
地
か
ら

の
最
新
情
報
を
入
手
し
、
病
院
、
大
使
館
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
の
情
報
を
集
め
、

P
C
R
検
査
も
含
め
て
、
何
か
あ
っ
た
場
合

で
も
、迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

相
澤
　
先
生
方
の
視
察
で
は
な
く
て
生
徒
さ

ん
を
お
連
れ
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
。
何
校
か
学
校
が
集
ま
っ

て
、
学
内
で
募
集
を
し
、
引
率
の
先
生
が
そ
れ

ぞ
れ
1
、
2
名
付
い
て
、
語
学
研
修
を
し
て
き

ま
し
た
。
帰
国
前
の
P
C
R
検
査
で
陽
性
反

応
が
数
名
出
て
大
変
で
し
た
が
、
そ
こ
で
ノ

ウ
ハ
ウ
も
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
そ
の
年
の

夏
か
ら
主
催
の
教
育
旅
行
を
イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
と
募
集

を
し
た
と
こ
ろ
、
意
外
と
満
席
に
な
っ
て
驚
き

ま
し
た
。
み
ん
な
行
き
た
か
っ
た
の
で
す
ね
。

　
保
護
者
の
方
々
も
子
ど
も
た
ち
を
海
外
に

出
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
一

方
で
、
学
校
と
し
て
は
な
か
な
か
主
催
で
き

な
い
中
で
、
弊
社
が
主
催
で
各
方
面
に
出
し

ま
し
た
。
春
に
実
施
し
た
と
い
う
成
功
例
を

各
学
校
に
持
っ
て
い
っ
て
、
理
解
を
得
、
そ

れ
な
ら
ば
計
画
を
し
よ
う
と
夏
休
み
に
学
校

主
催
の
教
育
研
修
を
い
く
つ
か
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

田
中
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
実
施
し

た
か
と
い
う
と
、
学
校
も
保
護
者
の
方
も
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
心
配
事
が
多
い
の
で
、
ま
ず

現
地
の
最
新
情
報
と
し
て
感
染
状
況
や
感
染

対
策
を
提
供
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
想
定
さ

れ
る
非
常
事
態
に
関
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
で

責
任
を
持
っ
て
対
応
を
す
る
と
い
う
説
明
文

書
を
作
成
し
理
解
し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
北

米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
の
3
拠

点
に
部
長
以
上
の
管
理
職
を
常
駐
さ
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
添
乗
員
も
本
来
で
あ
れ
ば
1

人
の
と
こ
ろ
を
2
、
3
人
、
場
合
に
よ
っ
て

は
4
人
と
し
ま
し
た
。
何
か
あ
っ
た
場
合
に

大
使
館
に
行
っ
た
り
、
P
C
R
検
査
に
同
行

し
た
り
す
る
た
め
に
人
員
を
配
置
し
て
、
現

地
で
指
揮
命
令
系
統
を
整
え
た
上
で
東
京
の

役
員
と
つ
な
い
で
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
形

に
し
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
保
険
会
社
と
の
連
携
が
非
常

に
大
事
で
、
学
校
の
旅
行
保
険
、
学
校
旅
行

総
合
保
険
や
、
救
援
者
費
用
の
保
険
と
か
を

必
ず
か
け
て
活
用
し
な
が
ら
、
陽
性
者
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

　
陽
性
に
な
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
は
、
そ
の

ま
ま
添
乗
員
が
付
い
て
帰
国
し
、
陽
性
者
に

は
現
地
に
残
っ
た
予
備
の
添
乗
員
が
病
院
に

連
れ
て
い
く
な
ど
の
ケ
ア
を
し
て
、
陰
性
に

な
り
次
第
帰
国
さ
せ
、
保
険
会
社
に
と
っ
て

は
大
変
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
保
護

者
の
方
か
ら
は
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護
者

と
学
校
は
、
現
地
の
情
況
が
分
か
ら
な
い
こ

と
が
多
々
あ
っ
た
の
で
、
現
地
の
責
任
者
や

添
乗
員
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
、S
N
S
や
メ
ー
ル
、

時
に
は
動
画
を
送
り
、
保
護
者
も
学
校
に
も

安
心
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
私
も
羽
田
空
港
や
成
田
空
港
に

見
送
り
や
出
迎
え
に
行
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
厳
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
る
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
共
に

全
力
を
尽
く
し
た
と
い
う
点
で
絆
が
生
ま

れ
、
来
年
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
形

で
終
わ
れ
、
報
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
多
分
、
昨
年
の
夏
休
み
は
、
ほ
と
ん
ど
ど

こ
も
海
外
へ
出
し
て
な
い
時
期
だ
と
思
い
ま

す
。
教
育
関
係
の
旅
行
会
社
が
数
社
実
施
し

て
い
た
と
い
う
話
は
あ
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ

れ
は
、
結
局
、
何
十
本
か
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ

れ
だ
け
の
信
頼
関
係
が
で
き
た
と
い
う
と
こ

ろ
に
関
し
て
は
、
大
成
功
と
言
っ
て
も
良
い

と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
昨
年
の
夏
は
社
員
に
と
っ
て
は
大

変
な
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
本
当
に
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
は
失
礼
か
も
し

れ
な
い
の
で
す
け
ど
、
社
員
の
方
も
や
っ
と

海
外
旅
行
の
仕
事
が
で
き
る
う
れ
し
さ
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
本
当
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
も
と

も
と
海
外
し
か
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
社
員
た

ち
な
の
で
。
海
外
旅
行
が
で
き
な
い
間
、
国

内
の
教
育
旅
行
に
シ
フ
ト
し
た
の
で
す
が
、

慣
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
何
と
か
こ
な
し

て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
の
で
、

海
外
を
再
開
し
た
と
き
は
、
い
よ
い
よ
こ
れ

か
ら
だ
と
い
う
話
で
、
社
員
一
丸
と
な
っ
た

気
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
2
0
2
3
年
に

入
っ
た
時
点
で
は
社
員
に
は
、
積
極
的
に
考

え
、
こ
れ
か
ら
は
専
門
領
域
で
あ
る
海
外
に

特
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ

で
大
変
で
す
け
れ
ど
も
、
目
標
が
明
確
に
な

り
よ
か
っ
た
か
な
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

相
澤
　
明
る
い
お
話
が
伺
え
て
安
心
い
た
し

ま
し
た
。
航
空
路
線
の
制
約
も
あ
り
、
厳
し

い
部
分
も
あ
る
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

田
中
　
わ
れ
わ
れ
も
、
普
通
に
海
外
旅
行
が

始
ま
っ
て
、
最
後
に
教
育
旅
行
か
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
け
ど
も
、
意
外
と
最
初
に
教
育

旅
行
が
立
ち
直
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、
留
学
に
し
て
も
、
学

田
中
　
一
般
的
に
教
育
旅
行
と
い
う
と
1
年

以
上
に
わ
た
る
長
期
留
学
、
そ
れ
か
ら
、
学

期
を
利
用
し
た
タ
ー
ム
留
学
、
こ
れ
は
長
期

留
学
す
る
と
留
年
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん

が
、
学
期
の
留
学
で
あ
れ
ば
一
緒
に
卒
業
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
、
1

週
間
か
ら
1
カ
月
の
海
外
研
修
、
最
近
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
っ
て
海
外
に
行
っ
て

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
将
来
の
就
職
活

動
に
活
か
す
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
海

外
修
学
旅
行
を
含
む
そ
の
よ
う
な
教
育
旅
行

を
専
門
に
弊
社
は
50
年
以
上
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
2
0
2
0
年
3
月
以
来
海
外
旅
行
の
実

施
は
不
可
能
と
な
り
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
る
と
学
校
は
登
校
禁
止
に
な
り
先
生

方
と
も
連
絡
が
取
れ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
先
生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
絶
対
に
絶
や
さ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
す
ぐ
に
教

育
旅
行
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
と
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
に
て
海
外
の
情
報
を
ど
ん
ど
ん
発

信
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
さ
か
3
年
も
続
く

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
け
ど
ね
。
先

生
方
も
そ
れ
で
安
心
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
後
の
教

育
旅
行
を
、
ス
ム
ー
ズ
に
再
開
で
き
た
感
じ

が
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
春
に
は
海
外
に
行
き
ま
し
ょ
う
と

い
う
機
運
が
少
し
ず
つ
出
て
き
ま
し
た
。
た

だ
、
こ
の
時
期
に
学
校
主
体
で
は
海
外
研
修

は
な
か
な
か
で
き
な
い
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
が
長
い
教
育
旅
行
の
経
験
を
生
か

し
責
任
を
持
っ
て
主
催
旅
行
と
い
う
形
で
お

任
せ
い
た
だ
け
な
い
か
と
、
い
ろ
い
ろ
な
先

生
方
や
学
校
と
話
を
し
、
実
施
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
22
年
春
は
、
留
学
は
少
し

ず
つ
増
え
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
で
海
外
に
送
り
出

し
た
と
い
う
の
は
そ
れ
ほ
ど

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

経
験
値
に
な
っ
た
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
学
校
か
ら
も
実
施

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

相
澤
　
22
年
の
春
に
始
め
ら

れ
た
の
は
、
学
校
の
方
の
声

が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。22
年
に

関
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
方
か
ら
各
学
校
に

安
全
安
心
を
基
盤
と
し
て
海
外
教
育
旅
行
の

実
施
に
向
け
説
明
を
行
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ

で
し
た
。そ
の
中
で
、
学
校
と
し
て
は
で
き
な

い
け
れ
ど
、
A
T
I
さ
ん
の
主
催
で
よ
け
れ

ば
参
加
希
望
者
を
募
っ
て
み
よ
う
か
、み
た
い

に
始
ま
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

相
澤
　
現
地
で
状
況
を
見
て
、
こ
の
タ
イ
ミ

現
地
に
管
理
職
を
常
駐
さ
せ
て
、

迅
速
な
対
応
を
実
現

2
0
2
2
年
春
に
会
社
主
催
で

教
育
旅
行
を
再
開

株
式
会
社
A
T
I

今
し
か
行
け
ない
とい
う

想
い
が
早
期
再
開
を
実
現

株
式
会
社
ア
サ
ヒ
ト
ラ
ベ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
現
株

式
会
社
Ａ
Ｔ
Ｉ
）入
社
。海
外
専
門
の
教
育
旅
行
を
欧
米
、

オ
セ
ア
ニ
ア
を
中
心
に
担
当
。日
本
旅
行
業
協
会
講
師
、

国
際
環
境
教
育
基
金
主
催
の
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
認
証
委

員
を
歴
任
し
、現
在
は
小
学
生
か
ら
大
人
に
い
た
る
ま
で

海
外
教
育
旅
行
を
幅
広
く
扱
う
株
式
会
社
A
T
I
の
代

表
取
締
役
並
び
に
観
光
産
業
健
康
保
険
組
合
、観
光
産

業
企
業
年
金
基
金
の
理
事
を
務
め
、業
界
の
発
展
に
寄
与

す
べ
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

田
中
國
智
氏（
た
な
か
・
く
に
と
も
）

株
式
会
社
Ａ
Ｔ
Ｉ
代
表
取
締
役
社
長
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年
や
っ
て
い
る
し
、
ほ
と
ん
ど
キ
ャ
ン
セ
ル

も
な
い
と
話
を
す
る
と
、
で
は
運
賃
も
決
め

こ
れ
だ
け
席
を
出
し
ま
す
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
す
け
ど
も
、
今
は
ほ
と
ん
ど
な

い
状
況
で
す
。

相
澤
　
ど
う
や
っ
て
解
決
し
て
い
い
の
か
が

難
し
い
で
す
ね
。

田
中
　
そ
う
な
の
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
前
に
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
航
空
会
社
に

と
っ
て
修
学
旅
行
は
、
安
い
時
期
に
1
0
0
、

2
0
0
席
を
埋
め
て
く
れ
る
非
常
に
い
い
顧

客
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
早
め
に
人
数
も

含
め
実
施
が
決
ま
り
キ
ャ
ン
セ
ル
も
少
な
か
っ

た
の
で
す
け
ど
、
今
は
そ
う
で
な
く
人
数
が
多

く
、
早
め
の
予
約
が
運
賃
が
高
い
と
い
う
情
況

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
頭
が
痛
い
こ

と
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
今
後
、
特
に
強
化
し
て
い
き
た
い
方

面
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

田
中
　
わ
れ
わ
れ
は
、
教
育
旅
行
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
国
際
交
流
、
音
楽
交
流
の
部
門

（
A
C
C
I
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。
高
校
生
が

2
年
に
一
度
、
ド
イ
ツ
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク

辺
り
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
し
た
り
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
参

加
し
た
り
と
い
う
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
の
規
制
が
あ
る
時
期
は
歌
え

な
い
し
、
楽
器
演
奏
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
、
A
T
I
と

A
C
C
I
の
国
際
交
流
の
二
本
立
て
で
、
国

際
的
な
交
流
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
け
れ
ば

い
い
と
思
っ
て
は
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な

か
A
C
C
I
が
動
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　
し
か
し
将
来
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
活
動
し

て
い
く
計
画
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
忙
し
く

な
り
そ
う
で
す
。

相
澤
　
そ
れ
は
相
互
交
流
な
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
え
え
。
A
C
C
I
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

語
学
研
修
も
、
日
本
と
海
外
の
学
校
と
相
互

交
流
を
や
っ
て
い
ま
す
。日
本
の
学
校
が
行
っ

て
研
修
を
す
る
。
そ
し
て
海
外
の
学
生
が
日

本
に
来
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り
、
京

都
や
広
島
に
行
っ
た
り
と
か
。そ
う
い
う
ツ
ー

ウ
ェ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
、
そ
れ
も
実

践
で
き
る
非
常
に
い
い
交
流
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

相
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

れ
は
伝
え
た
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
教
育
旅
行
に
限
っ
て
い
う
と
、
わ
れ

わ
れ
は
私
立
が
主
体
で
す
が
、
日
本
の
中
学
、

高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
公
立
学
校
が
多
数

あ
り
ま
す
。
大
手
の
旅
行
会
社
の
方
々
が
公

立
の
修
学
旅
行
を
担
当
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
公
立
学
校
の
修
学
旅
行
も
ぜ
ひ
海

外
に
出
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
近
隣

諸
国
で
あ
れ
ば
国
内
に
比
べ
、
そ
ん
な
に
費

用
も
変
わ
ら
な
い
で
で
き
ま
す
。
以
前
は
日

数
や
料
金
の
縛
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近

は
少
し
ず
つ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

私
立
も
公
立
も
一
緒
に
な
っ
て
海
外
へ
連
れ

て
行
っ
て
将
来
を
担
う
若
者
を
育
て
て
い

く
、
そ
れ
を
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
航
空
会
社
に
対
し
て
、
青
少

年
の
と
き
に
し
か
で
き
な
い
経
験
を
さ
せ
る

た
め
に
、
青
少
年
割
や
修
学
旅
行
の
特
別
包

括
運
賃
と
か
、
い
わ
ゆ
る
学
割
的
な
特
別
運

賃
な
ど
を
業
界
を
挙
げ
て
交
渉
し
て
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
台
湾
や
韓
国
の
よ
う
な
近
場
で
あ

れ
ば
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を
利
用
し
、
教
育
旅
行

を
や
っ
て
い
る
何
社
か
が
一
緒
に
飛
ば
せ
た

ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
行
く
方
と
戻
る

方
を
、
業
界
の
中
で
調
整
で
き
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
業
界
の
動
き
の
中
で
は
海
外
の

危
険
情
報
な
ど
も
１
社
で
や
る
の
で
は
な
く

て
、
複
数
の
会
社
が
集
ま
っ
て
や
っ
て
い
こ

う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

動
き
が
あ
れ
ば
、
海
外
の
教
育
旅
行
に
も
全

体
で
取
り
組
め
る
よ
う
な
実
現
性
が
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

相
澤
　
業
界
を
挙
げ
て
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
盛
り
立
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

田
中
　
は
い
、
本
当
に
そ
う
感
じ
ま
す
。
海

外
旅
行
を
扱
う
旅
行
会
社
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ

る
施
策
を
考
え
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。

そ
の
一
つ
が
例
え
ば
18
歳
未
満
の
パ
ス
ポ
ー

ト
取
得
無
料
化
で
す
。
そ
う
す
る
と
若
者
が

海
外
に
出
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
は
若
者
を
海
外
に
行
か
せ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
、
国
土
交
通
省
や
観
光
庁
も
取

り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、
可
能
性
は
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
度
始
ま
る

J
A
T
A
の
海
外
旅
行
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
、
限
定
的
で
は
あ
り
ま
す
が
パ
ス
ポ
ー

ト
取
得
費
用
を
補
助
す
る
施
策
が
出
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
今
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得

率
が
だ
い
ぶ
減
っ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。
そ

の
辺
か
ら
盛
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も

大
事
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

相
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
さ
ん
に
と
っ
て
は
今
し
か
な
い
の
で
す
よ
ね
。

3
年
間
の
う
ち
に
海
外
を
体
験
で
き
な
い
と
、

何
の
た
め
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
て
い
る
学

校
に
入
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学
校
側
も
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
実
施
し
ま
す

と
言
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
3
年
間
、

海
外
教
育
旅
行
を
や
ら
な
い
と
い
う
の
は
問

題
で
は
な
い
か
と
、
わ
れ
わ
れ
に
相
談
も
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
保
護
者
の
方
々
が
、
2

年
も
経
つ
と
学
校
に
な
ぜ
実
施
し
な
い
の
か

と
言
い
始
め
た
こ
と
も
海
外
教
育
旅
行
が
観

光
旅
行
に
先
が
け
て
早
く
回
復
し
て
き
た
一

因
と
言
え
ま
す
。

相
澤
　
会
社
主
催
の
旅
行
は
、
順
調
に
何
十

本
も
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
学
校
主

催
の
方
は
動
き
だ
し
て
い
ま
す
か
。

田
中
　
え
え
、
昨
年
の
春
か
ら
半
分
以
上
は

学
校
主
催
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
学
校
主
催

の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、

行
く
前
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
保
護
者
へ

の
説
明
を
何
が
あ
っ
て
も
ご
心
配
要
り
ま
せ

ん
と
い
う
ぐ
ら
い
手
厚
く
や
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
よ
う
や
く
学
校
側
と
し
て
も
動
い
て
く

れ
ま
し
た
。（
学
校
側
と
し
て
も
）
他
校
が
動

い
て
な
い
う
ち
に
、
特
色
を
出
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
る
の
で
、
途
中
か
ら
は
本
当
に

協
力
体
制
が
で
き
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
た
だ
、
修
学
旅
行
と
い
う
全
員
参
加
型
の

も
の
は
現
時
点
で
は
難
し
い
気
が
い
た
し
ま

す
。
日
本
帰
国
時
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
条
件

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
。

相
澤
　
そ
う
で
あ
れ
ば
、
回
復
が
期
待
で
き

る
の
は
5
月
以
降
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。
5
月
以
降
に
入
国
制

限
の
緩
和
が
進
ん
で
い
く
と
、
ま
た
増
え
て

く
る
か
な
と
。
コ
ロ
ナ
前
に
は
、
文
部
科
学

省
が
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、
あ
と

ス
ー
パ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
や
、
留
学
制
度
「
ト
ビ
タ
テ
！

留
学
J
A
P
A
N
」
な
ど
で
、
学
校
に
対
し
て

補
助
金
や
助
成
金
を
出
し
て
い
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
対
応
が
増
え
て
い
た
の
が
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
緩
和
さ
れ
れ

ば
ま
た
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
物
価
や
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
高
騰
の

影
響
は
、
教
育
旅
行
の
場
合
は
レ
ジ
ャ
ー
旅

行
よ
り
少
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。
保
護
者
の
方
々
も
、

自
分
の
海
外
旅
行
は
や
め
て
も
子
ど
も
の
海

外
研
修
に
は
出
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、

説
明
会
で
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
物
価
高
も
円
安
も
、
燃
油
も
高
い
こ
と

は
折
り
込
み
済
み
で
、
そ
れ
よ
り
、
安
心
・

安
全
に
行
け
る
の
か
、
海
外
研
修
先
で
き
ち

ん
と
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
か
、
そ
ち
ら
の

方
に
親
御
さ
ん
た
ち
は
関
心
が
あ
り
ま
す
。

相
澤
　
理
由
が
あ
っ
て
価
格
が
上
が
っ
て
い

る
か
ら
で
す
ね
。

田
中
　
そ
う
。
理
由
が
あ
る
し
、
お
子
さ
ん

の
一
生
に
お
い
て
海
外
を
経
験
す
る
こ
と
が

貴
重
な
体
験
で
あ
る
こ
と
は
、
分
か
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
保
護
者
の
方
が
多
い
で
す
。

た
だ
、
国
際
線
が
減
便
で
航
空
座
席
が
少
な

い
と
、
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
で
す
し
、

運
賃
が
高
く
な
り
、
予
約
が
取
り
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
の
で
や
り
に
く
い
状
況
で
す
。

相
澤
　
座
席
の
取
り
に
く
さ
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

田
中
　
あ
り
ま
す
ね
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増

え
る
事
で
航
空
運
賃
も
高
く
、
座
席
も
取
り

に
く
い
こ
と
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
航
空
会
社
の
方
々
に
は
、
１
年
後
や
6

カ
月
後
と
い
っ
た
、
な
る
べ
く
長
い
ス
パ
ン

で
予
約
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
3
カ
月
や
2
カ
月
だ
と
ほ
と
ん

ど
取
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
教
育
旅
行
の
場
合
は
、
比
較
的
そ
の

ス
パ
ン
は
長
め
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の

で
す
け
れ
ど
も
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
、
長
め
で
す
。
修
学
旅

行
は
、
1
0
0
名
、
2
0
0
名
、
多
い
と
き

は
4
0
0
名
で
す
の
で
、
１
年
半
か
ら
１
年

前
頃
か
ら
進
め
て
い
く
の
で
い
い
の
で
す

が
、
20
〜
30
名
や
40
〜
50
名
の
研
修
旅
行
と

か
は
、
学
内
で
の
募
集
情
況
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
30
人
で
航
空

会
社
に
運
賃
を
出
し
て
も
ら
い
そ
の
後
、
学

校
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
旅
行
が
決
定
後

正
式
に
予
約
を
入
れ
た
ら
、
値
段
が
上
が
っ

て
い
る
の
で
す
。
以
前
は
、
こ
の
団
体
は
毎

ン
グ
だ
っ
た
ら
行
け
そ
う
だ
と
い
う
感
触
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
現
地
か
ら

の
最
新
情
報
を
入
手
し
、
病
院
、
大
使
館
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
の
情
報
を
集
め
、

P
C
R
検
査
も
含
め
て
、
何
か
あ
っ
た
場
合

で
も
、迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

相
澤
　
先
生
方
の
視
察
で
は
な
く
て
生
徒
さ

ん
を
お
連
れ
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
。
何
校
か
学
校
が
集
ま
っ

て
、
学
内
で
募
集
を
し
、
引
率
の
先
生
が
そ
れ

ぞ
れ
1
、
2
名
付
い
て
、
語
学
研
修
を
し
て
き

ま
し
た
。
帰
国
前
の
P
C
R
検
査
で
陽
性
反

応
が
数
名
出
て
大
変
で
し
た
が
、
そ
こ
で
ノ

ウ
ハ
ウ
も
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
そ
の
年
の

夏
か
ら
主
催
の
教
育
旅
行
を
イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
と
募
集

を
し
た
と
こ
ろ
、
意
外
と
満
席
に
な
っ
て
驚
き

ま
し
た
。
み
ん
な
行
き
た
か
っ
た
の
で
す
ね
。

　
保
護
者
の
方
々
も
子
ど
も
た
ち
を
海
外
に

出
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
一

方
で
、
学
校
と
し
て
は
な
か
な
か
主
催
で
き

な
い
中
で
、
弊
社
が
主
催
で
各
方
面
に
出
し

ま
し
た
。
春
に
実
施
し
た
と
い
う
成
功
例
を

各
学
校
に
持
っ
て
い
っ
て
、
理
解
を
得
、
そ

れ
な
ら
ば
計
画
を
し
よ
う
と
夏
休
み
に
学
校

主
催
の
教
育
研
修
を
い
く
つ
か
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

田
中
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
実
施
し

た
か
と
い
う
と
、
学
校
も
保
護
者
の
方
も
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
心
配
事
が
多
い
の
で
、
ま
ず

現
地
の
最
新
情
報
と
し
て
感
染
状
況
や
感
染

対
策
を
提
供
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
想
定
さ

れ
る
非
常
事
態
に
関
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
で

責
任
を
持
っ
て
対
応
を
す
る
と
い
う
説
明
文

書
を
作
成
し
理
解
し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
北

米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
の
3
拠

点
に
部
長
以
上
の
管
理
職
を
常
駐
さ
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
添
乗
員
も
本
来
で
あ
れ
ば
1

人
の
と
こ
ろ
を
2
、
3
人
、
場
合
に
よ
っ
て

は
4
人
と
し
ま
し
た
。
何
か
あ
っ
た
場
合
に

大
使
館
に
行
っ
た
り
、
P
C
R
検
査
に
同
行

し
た
り
す
る
た
め
に
人
員
を
配
置
し
て
、
現

地
で
指
揮
命
令
系
統
を
整
え
た
上
で
東
京
の

役
員
と
つ
な
い
で
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
形

に
し
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
保
険
会
社
と
の
連
携
が
非
常

に
大
事
で
、
学
校
の
旅
行
保
険
、
学
校
旅
行

総
合
保
険
や
、
救
援
者
費
用
の
保
険
と
か
を

必
ず
か
け
て
活
用
し
な
が
ら
、
陽
性
者
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

　
陽
性
に
な
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
は
、
そ
の

ま
ま
添
乗
員
が
付
い
て
帰
国
し
、
陽
性
者
に

は
現
地
に
残
っ
た
予
備
の
添
乗
員
が
病
院
に

連
れ
て
い
く
な
ど
の
ケ
ア
を
し
て
、
陰
性
に

な
り
次
第
帰
国
さ
せ
、
保
険
会
社
に
と
っ
て

は
大
変
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
保
護

者
の
方
か
ら
は
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護
者

と
学
校
は
、
現
地
の
情
況
が
分
か
ら
な
い
こ

と
が
多
々
あ
っ
た
の
で
、
現
地
の
責
任
者
や

添
乗
員
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
、S
N
S
や
メ
ー
ル
、

時
に
は
動
画
を
送
り
、
保
護
者
も
学
校
に
も

安
心
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
私
も
羽
田
空
港
や
成
田
空
港
に

見
送
り
や
出
迎
え
に
行
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
厳
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
る
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
共
に

全
力
を
尽
く
し
た
と
い
う
点
で
絆
が
生
ま

れ
、
来
年
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
形

で
終
わ
れ
、
報
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
多
分
、
昨
年
の
夏
休
み
は
、
ほ
と
ん
ど
ど

こ
も
海
外
へ
出
し
て
な
い
時
期
だ
と
思
い
ま

す
。
教
育
関
係
の
旅
行
会
社
が
数
社
実
施
し

て
い
た
と
い
う
話
は
あ
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ

れ
は
、
結
局
、
何
十
本
か
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ

れ
だ
け
の
信
頼
関
係
が
で
き
た
と
い
う
と
こ

ろ
に
関
し
て
は
、
大
成
功
と
言
っ
て
も
良
い

と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
昨
年
の
夏
は
社
員
に
と
っ
て
は
大

変
な
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
本
当
に
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
は
失
礼
か
も
し

れ
な
い
の
で
す
け
ど
、
社
員
の
方
も
や
っ
と

海
外
旅
行
の
仕
事
が
で
き
る
う
れ
し
さ
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
本
当
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
も
と

も
と
海
外
し
か
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
社
員
た

ち
な
の
で
。
海
外
旅
行
が
で
き
な
い
間
、
国

内
の
教
育
旅
行
に
シ
フ
ト
し
た
の
で
す
が
、

慣
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
何
と
か
こ
な
し

て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
の
で
、

海
外
を
再
開
し
た
と
き
は
、
い
よ
い
よ
こ
れ

か
ら
だ
と
い
う
話
で
、
社
員
一
丸
と
な
っ
た

気
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
2
0
2
3
年
に

入
っ
た
時
点
で
は
社
員
に
は
、
積
極
的
に
考

え
、
こ
れ
か
ら
は
専
門
領
域
で
あ
る
海
外
に

特
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ

で
大
変
で
す
け
れ
ど
も
、
目
標
が
明
確
に
な

り
よ
か
っ
た
か
な
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

相
澤
　
明
る
い
お
話
が
伺
え
て
安
心
い
た
し

ま
し
た
。
航
空
路
線
の
制
約
も
あ
り
、
厳
し

い
部
分
も
あ
る
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

田
中
　
わ
れ
わ
れ
も
、
普
通
に
海
外
旅
行
が

始
ま
っ
て
、
最
後
に
教
育
旅
行
か
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
け
ど
も
、
意
外
と
最
初
に
教
育

旅
行
が
立
ち
直
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、
留
学
に
し
て
も
、
学

田
中
　
一
般
的
に
教
育
旅
行
と
い
う
と
1
年

以
上
に
わ
た
る
長
期
留
学
、
そ
れ
か
ら
、
学

期
を
利
用
し
た
タ
ー
ム
留
学
、
こ
れ
は
長
期

留
学
す
る
と
留
年
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん

が
、
学
期
の
留
学
で
あ
れ
ば
一
緒
に
卒
業
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
、
1

週
間
か
ら
1
カ
月
の
海
外
研
修
、
最
近
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
っ
て
海
外
に
行
っ
て

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
将
来
の
就
職
活

動
に
活
か
す
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
海

外
修
学
旅
行
を
含
む
そ
の
よ
う
な
教
育
旅
行

を
専
門
に
弊
社
は
50
年
以
上
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
2
0
2
0
年
3
月
以
来
海
外
旅
行
の
実

施
は
不
可
能
と
な
り
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
る
と
学
校
は
登
校
禁
止
に
な
り
先
生

方
と
も
連
絡
が
取
れ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
先
生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
絶
対
に
絶
や
さ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
す
ぐ
に
教

育
旅
行
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
と
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
に
て
海
外
の
情
報
を
ど
ん
ど
ん
発

信
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
さ
か
3
年
も
続
く

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
け
ど
ね
。
先

生
方
も
そ
れ
で
安
心
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
後
の
教

育
旅
行
を
、
ス
ム
ー
ズ
に
再
開
で
き
た
感
じ

が
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
春
に
は
海
外
に
行
き
ま
し
ょ
う
と

い
う
機
運
が
少
し
ず
つ
出
て
き
ま
し
た
。
た

だ
、
こ
の
時
期
に
学
校
主
体
で
は
海
外
研
修

は
な
か
な
か
で
き
な
い
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
が
長
い
教
育
旅
行
の
経
験
を
生
か

し
責
任
を
持
っ
て
主
催
旅
行
と
い
う
形
で
お

任
せ
い
た
だ
け
な
い
か
と
、
い
ろ
い
ろ
な
先

生
方
や
学
校
と
話
を
し
、
実
施
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
22
年
春
は
、
留
学
は
少
し

ず
つ
増
え
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
で
海
外
に
送
り
出

し
た
と
い
う
の
は
そ
れ
ほ
ど

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

経
験
値
に
な
っ
た
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
学
校
か
ら
も
実
施

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

相
澤
　
22
年
の
春
に
始
め
ら

れ
た
の
は
、
学
校
の
方
の
声

が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。22
年
に

関
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
方
か
ら
各
学
校
に

安
全
安
心
を
基
盤
と
し
て
海
外
教
育
旅
行
の

実
施
に
向
け
説
明
を
行
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ

で
し
た
。そ
の
中
で
、
学
校
と
し
て
は
で
き
な

い
け
れ
ど
、
A
T
I
さ
ん
の
主
催
で
よ
け
れ

ば
参
加
希
望
者
を
募
っ
て
み
よ
う
か
、み
た
い

に
始
ま
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

相
澤
　
現
地
で
状
況
を
見
て
、
こ
の
タ
イ
ミ

現
地
に
管
理
職
を
常
駐
さ
せ
て
、

迅
速
な
対
応
を
実
現

2
0
2
2
年
春
に
会
社
主
催
で

教
育
旅
行
を
再
開

株
式
会
社
A
T
I

今
し
か
行
け
ない
とい
う

想
い
が
早
期
再
開
を
実
現

株
式
会
社
ア
サ
ヒ
ト
ラ
ベ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
現
株

式
会
社
Ａ
Ｔ
Ｉ
）入
社
。海
外
専
門
の
教
育
旅
行
を
欧
米
、

オ
セ
ア
ニ
ア
を
中
心
に
担
当
。日
本
旅
行
業
協
会
講
師
、

国
際
環
境
教
育
基
金
主
催
の
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
認
証
委

員
を
歴
任
し
、現
在
は
小
学
生
か
ら
大
人
に
い
た
る
ま
で

海
外
教
育
旅
行
を
幅
広
く
扱
う
株
式
会
社
A
T
I
の
代

表
取
締
役
並
び
に
観
光
産
業
健
康
保
険
組
合
、観
光
産

業
企
業
年
金
基
金
の
理
事
を
務
め
、業
界
の
発
展
に
寄
与

す
べ
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

田
中
國
智
氏（
た
な
か
・
く
に
と
も
）

株
式
会
社
Ａ
Ｔ
Ｉ
代
表
取
締
役
社
長
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や
っ
て
い
る
し
、
ほ
と
ん
ど
キ
ャ
ン
セ
ル
も

な
い
と
話
を
す
る
と
、
で
は
運
賃
も
決
め
こ

れ
だ
け
席
を
出
し
ま
す
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
す
け
ど
も
、
今
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状

況
で
す
。

相
澤
　
ど
う
や
っ
て
解
決
し
て
い
い
の
か
が

難
し
い
で
す
ね
。

田
中
　
そ
う
な
の
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
前
に
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
航
空
会
社
に

と
っ
て
修
学
旅
行
は
、安
い
時
期
に
1
0
0
席
、

2
0
0
席
を
埋
め
て
く
れ
る
非
常
に
い
い
顧

客
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
早
め
に
人
数
も

含
め
実
施
が
決
ま
り
キ
ャ
ン
セ
ル
も
少
な
か
っ

た
の
で
す
け
ど
、
今
は
そ
う
で
な
く
人
数
が
多

く
、
早
め
の
予
約
が
運
賃
が
高
い
と
い
う
情
況

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
頭
が
痛
い
こ

と
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
今
後
、
特
に
強
化
し
て
い
き
た
い
方

面
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

田
中
　
わ
れ
わ
れ
は
、
教
育
旅
行
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
国
際
交
流
、
音
楽
交
流
の
部
門

（
A
C
C
I
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。
高
校
生
が

2
年
に
一
度
、
ド
イ
ツ
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク

辺
り
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
し
た
り
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
参

加
し
た
り
と
い
う
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
の
規
制
が
あ
る
時
期
は
歌
え

な
い
し
、
楽
器
演
奏
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
、
A
T
I
と

A
C
C
I
の
国
際
交
流
の
二
本
立
て
で
、
国

際
的
な
交
流
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
け
れ
ば

い
い
と
思
っ
て
は
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な

か
A
C
C
I
が
動
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　
し
か
し
将
来
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
活
動
し

て
い
く
計
画
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
忙
し
く

な
り
そ
う
で
す
。

相
澤
　
そ
れ
は
相
互
交
流
な
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
え
え
。
A
C
C
I
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

語
学
研
修
も
、
日
本
と
海
外
の
学
校
と
相
互

交
流
を
や
っ
て
い
ま
す
。日
本
の
学
校
が
行
っ

て
研
修
を
す
る
。
そ
し
て
海
外
の
学
生
が
日

本
に
来
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り
、
京

都
や
広
島
に
行
っ
た
り
と
か
。そ
う
い
う
ツ
ー

ウ
ェ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
、
そ
れ
も
実

践
で
き
る
非
常
に
い
い
交
流
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

相
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

れ
は
伝
え
た
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
教
育
旅
行
に
限
っ
て
い
う
と
、
わ
れ

わ
れ
は
私
立
が
主
体
で
す
が
、
日
本
の
中
学
、

高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
公
立
学
校
が
多
数

あ
り
ま
す
。
大
手
の
旅
行
会
社
の
方
々
が
公

立
の
修
学
旅
行
を
担
当
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
公
立
学
校
の
修
学
旅
行
も
ぜ
ひ
海

外
に
出
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
近
隣

諸
国
で
あ
れ
ば
国
内
に
比
べ
、
そ
ん
な
に
費

用
も
変
わ
ら
な
い
で
で
き
ま
す
。
以
前
は
日

数
や
料
金
の
縛
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近

は
少
し
ず
つ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

私
立
も
公
立
も
一
緒
に
な
っ
て
海
外
へ
連
れ

て
行
っ
て
将
来
を
担
う
若
者
を
育
て
て
い

く
、
そ
れ
を
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
航
空
会
社
に
対
し
て
、
青
少

年
の
と
き
に
し
か
で
き
な
い
経
験
を
さ
せ
る

た
め
に
、
青
少
年
割
や
修
学
旅
行
の
特
別
包

括
運
賃
と
か
、
い
わ
ゆ
る
学
割
的
な
特
別
運

賃
な
ど
を
業
界
を
挙
げ
て
交
渉
し
て
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
台
湾
や
韓
国
の
よ
う
な
近
場
で
あ

れ
ば
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を
利
用
し
、
教
育
旅
行

を
や
っ
て
い
る
何
社
か
が
一
緒
に
飛
ば
せ
た

ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
行
く
方
と
戻
る

方
を
、
業
界
の
中
で
調
整
で
き
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
業
界
の
動
き
の
中
で
は
海
外
の

危
険
情
報
な
ど
も
１
社
で
や
る
の
で
は
な
く

て
、
複
数
の
会
社
が
集
ま
っ
て
や
っ
て
い
こ

う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

動
き
が
あ
れ
ば
、
海
外
の
教
育
旅
行
に
も
全

体
で
取
り
組
め
る
よ
う
な
実
現
性
が
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

相
澤
　
業
界
を
挙
げ
て
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
盛
り
立
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

田
中
　
は
い
、
本
当
に
そ
う
感
じ
ま
す
。
海

外
旅
行
を
扱
う
旅
行
会
社
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ

る
施
策
を
考
え
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。

そ
の
一
つ
が
例
え
ば
18
歳
未
満
の
パ
ス
ポ
ー

ト
取
得
無
料
化
で
す
。
そ
う
す
る
と
若
者
が

海
外
に
出
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
は
若
者
を
海
外
に
行
か
せ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
、
国
土
交
通
省
や
観
光
庁
も
取

り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、
可
能
性
は
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
度
始
ま
る

J
A
T
A
の
海
外
旅
行
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
、
限
定
的
で
は
あ
り
ま
す
が
パ
ス
ポ
ー

ト
取
得
費
用
を
補
助
す
る
施
策
が
出
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
今
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得

率
が
だ
い
ぶ
減
っ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。
そ

の
辺
か
ら
盛
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も

大
事
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

相
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
さ
ん
に
と
っ
て
は
今
し
か
な
い
の
で
す
よ
ね
。

3
年
間
の
う
ち
に
海
外
を
体
験
で
き
な
い
と
、

何
の
た
め
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
て
い
る
学

校
に
入
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学
校
側
も
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
実
施
し
ま
す

と
言
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
3
年
間
、

海
外
教
育
旅
行
を
や
ら
な
い
と
い
う
の
は
問

題
で
は
な
い
か
と
、
わ
れ
わ
れ
に
相
談
も
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
保
護
者
の
方
々
が
、
2

年
も
経
つ
と
学
校
に
な
ぜ
実
施
し
な
い
の
か

と
言
い
始
め
た
こ
と
も
海
外
教
育
旅
行
が
観

光
旅
行
に
先
が
け
て
早
く
回
復
し
て
き
た
一

因
と
言
え
ま
す
。

相
澤
　
会
社
主
催
の
旅
行
は
、
順
調
に
何
十

本
も
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
学
校
主

催
の
方
は
動
き
だ
し
て
い
ま
す
か
。

田
中
　
え
え
、
昨
年
の
春
か
ら
半
分
以
上
は

学
校
主
催
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
学
校
主
催

の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、

行
く
前
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
保
護
者
へ

の
説
明
を
何
が
あ
っ
て
も
ご
心
配
要
り
ま
せ

ん
と
い
う
ぐ
ら
い
手
厚
く
や
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
よ
う
や
く
学
校
側
と
し
て
も
動
い
て
く

れ
ま
し
た
。（
学
校
側
と
し
て
も
）
他
校
が
動

い
て
な
い
う
ち
に
、
特
色
を
出
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
る
の
で
、
途
中
か
ら
は
本
当
に

協
力
体
制
が
で
き
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
た
だ
、
修
学
旅
行
と
い
う
全
員
参
加
型
の

も
の
は
現
時
点
で
は
難
し
い
気
が
い
た
し
ま

す
。
日
本
帰
国
時
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
条
件

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
。

相
澤
　
そ
う
で
あ
れ
ば
、
回
復
が
期
待
で
き

る
の
は
5
月
以
降
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。
5
月
以
降
に
入
国
制

限
の
緩
和
が
進
ん
で
い
く
と
、
ま
た
増
え
て

く
る
か
な
と
。
コ
ロ
ナ
前
に
は
、
文
部
科
学

省
が
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、
あ
と

ス
ー
パ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
や
、
留
学
制
度
「
ト
ビ
タ
テ
！

留
学
J
A
P
A
N
」
な
ど
で
、
学
校
に
対
し
て

補
助
金
や
助
成
金
を
出
し
て
い
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
対
応
が
増
え
て
い
た
の
が
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
緩
和
さ
れ
れ

ば
ま
た
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
物
価
や
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
高
騰
の

影
響
は
、
教
育
旅
行
の
場
合
は
レ
ジ
ャ
ー
旅

行
よ
り
少
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。
保
護
者
の
方
々
も
、

自
分
の
海
外
旅
行
は
や
め
て
も
子
ど
も
の
海

外
研
修
に
は
出
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、

説
明
会
で
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
物
価
高
も
円
安
も
、
燃
油
も
高
い
こ
と

は
折
り
込
み
済
み
で
、
そ
れ
よ
り
、
安
心
・

安
全
に
行
け
る
の
か
、
海
外
研
修
先
で
き
ち

ん
と
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
か
、
そ
ち
ら
の

方
に
親
御
さ
ん
た
ち
は
関
心
が
あ
り
ま
す
。

相
澤
　
理
由
が
あ
っ
て
価
格
が
上
が
っ
て
い

る
か
ら
で
す
ね
。

田
中
　
そ
う
。
理
由
が
あ
る
し
、
お
子
さ
ん

の
一
生
に
お
い
て
海
外
を
経
験
す
る
こ
と
が

貴
重
な
体
験
で
あ
る
こ
と
は
、
分
か
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
保
護
者
の
方
が
多
い
で
す
。

た
だ
、
国
際
線
が
減
便
で
航
空
座
席
が
少
な

い
と
、
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
で
す
し
、

運
賃
が
高
く
な
り
、
予
約
が
取
り
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
の
で
や
り
に
く
い
状
況
で
す
。

相
澤
　
座
席
の
取
り
に
く
さ
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

田
中
　
あ
り
ま
す
ね
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増

え
る
事
で
航
空
運
賃
も
高
く
、
座
席
も
取
り

に
く
い
こ
と
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
航
空
会
社
の
方
々
に
は
、
１
年
後
や
6

カ
月
後
と
い
っ
た
、
な
る
べ
く
長
い
ス
パ
ン

で
予
約
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
3
カ
月
や
2
カ
月
だ
と
ほ
と
ん

ど
取
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
教
育
旅
行
の
場
合
は
、
比
較
的
そ
の

ス
パ
ン
は
長
め
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の

で
す
け
れ
ど
も
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
、
長
め
で
す
。
修
学
旅

行
は
、
1
0
0
名
、
2
0
0
名
、
多
い
と
き

は
4
0
0
名
で
す
の
で
、
１
年
半
か
ら
１
年

前
か
ら
進
め
て
い
く
の
で
い
い
の
で
す
が
、

20
〜
30
名
や
40
〜
50
名
の
研
修
旅
行
と
か

は
、
学
内
で
の
募
集
情
況
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
30
人
で
航
空
会

社
に
運
賃
を
出
し
て
も
ら
い
そ
の
後
、
学
校

と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
旅
行
が
決
定
後
正

式
に
予
約
を
入
れ
た
ら
、
値
段
が
上
が
っ
て

い
る
の
で
す
。
以
前
は
、
こ
の
団
体
は
毎
年

ン
グ
だ
っ
た
ら
行
け
そ
う
だ
と
い
う
感
触
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
現
地
か
ら

の
最
新
情
報
を
入
手
し
、
病
院
、
大
使
館
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
の
情
報
を
集
め
、

P
C
R
検
査
も
含
め
て
、
何
か
あ
っ
た
場
合

で
も
、迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

相
澤
　
先
生
方
の
視
察
で
は
な
く
て
生
徒
さ

ん
を
お
連
れ
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
。
何
校
か
学
校
が
集
ま
っ

て
、
学
内
で
募
集
を
し
、
引
率
の
先
生
が
そ
れ

ぞ
れ
1
、
2
名
付
い
て
、
語
学
研
修
を
し
て
き

ま
し
た
。
帰
国
前
の
P
C
R
検
査
で
陽
性
反

応
が
数
名
出
て
大
変
で
し
た
が
、
そ
こ
で
ノ

ウ
ハ
ウ
も
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
そ
の
年
の

夏
か
ら
主
催
の
教
育
旅
行
を
イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
と
募
集

を
し
た
と
こ
ろ
、
意
外
と
満
席
に
な
っ
て
驚
き

ま
し
た
。
み
ん
な
行
き
た
か
っ
た
の
で
す
ね
。

　
保
護
者
の
方
々
も
子
ど
も
た
ち
を
海
外
に

出
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
一

方
で
、
学
校
と
し
て
は
な
か
な
か
主
催
で
き

な
い
中
で
、
弊
社
が
主
催
で
各
方
面
に
出
し

ま
し
た
。
春
に
実
施
し
た
と
い
う
成
功
例
を

各
学
校
に
持
っ
て
い
っ
て
、
理
解
を
得
、
そ

れ
な
ら
ば
計
画
を
し
よ
う
と
夏
休
み
に
学
校

主
催
の
教
育
研
修
を
い
く
つ
か
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

田
中
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
実
施
し

た
か
と
い
う
と
、
学
校
も
保
護
者
の
方
も
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
心
配
事
が
多
い
の
で
、
ま
ず

現
地
の
最
新
情
報
と
し
て
感
染
状
況
や
感
染

対
策
を
提
供
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
想
定
さ

れ
る
非
常
事
態
に
関
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
で

責
任
を
持
っ
て
対
応
を
す
る
と
い
う
説
明
文

書
を
作
成
し
理
解
し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
北

米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
の
3
拠

点
に
部
長
以
上
の
管
理
職
を
常
駐
さ
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
添
乗
員
も
本
来
で
あ
れ
ば
1

人
の
と
こ
ろ
を
2
、
3
人
、
場
合
に
よ
っ
て

は
4
人
と
し
ま
し
た
。
何
か
あ
っ
た
場
合
に

大
使
館
に
行
っ
た
り
、
P
C
R
検
査
に
同
行

し
た
り
す
る
た
め
に
人
員
を
配
置
し
て
、
現

地
で
指
揮
命
令
系
統
を
整
え
た
上
で
東
京
の

役
員
と
つ
な
い
で
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
形

に
し
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
保
険
会
社
と
の
連
携
が
非
常

に
大
事
で
、
学
校
の
旅
行
保
険
、
学
校
旅
行

総
合
保
険
や
、
救
援
者
費
用
の
保
険
と
か
を

必
ず
か
け
て
活
用
し
な
が
ら
、
陽
性
者
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

　
陽
性
に
な
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
は
、
そ
の

ま
ま
添
乗
員
が
付
い
て
帰
国
し
、
陽
性
者
に

は
現
地
に
残
っ
た
予
備
の
添
乗
員
が
病
院
に

連
れ
て
い
く
な
ど
の
ケ
ア
を
し
て
、
陰
性
に

な
り
次
第
帰
国
さ
せ
、
保
険
会
社
に
と
っ
て

は
大
変
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
保
護

者
の
方
か
ら
は
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護
者

と
学
校
は
、
現
地
の
情
況
が
分
か
ら
な
い
こ

と
が
多
々
あ
っ
た
の
で
、
現
地
の
責
任
者
や

添
乗
員
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
、S
N
S
や
メ
ー
ル
、

時
に
は
動
画
を
送
り
、
保
護
者
も
学
校
に
も

安
心
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
私
も
羽
田
空
港
や
成
田
空
港
に

見
送
り
や
出
迎
え
に
行
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
厳
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
る
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
共
に

全
力
を
尽
く
し
た
と
い
う
点
で
絆
が
生
ま

れ
、
来
年
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
形

で
終
わ
れ
、
報
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
多
分
、
昨
年
の
夏
休
み
は
、
ほ
と
ん
ど
ど

こ
も
海
外
へ
出
し
て
な
い
時
期
だ
と
思
い
ま

す
。
教
育
関
係
の
旅
行
会
社
が
数
社
実
施
し

て
い
た
と
い
う
話
は
あ
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ

れ
は
、
結
局
、
何
十
本
か
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ

れ
だ
け
の
信
頼
関
係
が
で
き
た
と
い
う
と
こ

ろ
に
関
し
て
は
、
大
成
功
と
言
っ
て
も
良
い

と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
昨
年
の
夏
は
社
員
に
と
っ
て
は
大

変
な
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
本
当
に
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
は
失
礼
か
も
し

れ
な
い
の
で
す
け
ど
、
社
員
の
方
も
や
っ
と

海
外
旅
行
の
仕
事
が
で
き
る
う
れ
し
さ
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
本
当
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
も
と

も
と
海
外
し
か
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
社
員
た

ち
な
の
で
。
海
外
旅
行
が
で
き
な
い
間
、
国

内
の
教
育
旅
行
に
シ
フ
ト
し
た
の
で
す
が
、

慣
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
何
と
か
こ
な
し

て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
の
で
、

海
外
を
再
開
し
た
と
き
は
、
い
よ
い
よ
こ
れ

か
ら
だ
と
い
う
話
で
、
社
員
一
丸
と
な
っ
た

気
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
2
0
2
3
年
に

入
っ
た
時
点
で
は
社
員
に
は
、
積
極
的
に
考

え
、
こ
れ
か
ら
は
専
門
領
域
で
あ
る
海
外
に

特
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ

で
大
変
で
す
け
れ
ど
も
、
目
標
が
明
確
に
な

り
よ
か
っ
た
か
な
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

相
澤
　
明
る
い
お
話
が
伺
え
て
安
心
い
た
し

ま
し
た
。
航
空
路
線
の
制
約
も
あ
り
、
厳
し

い
部
分
も
あ
る
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

田
中
　
わ
れ
わ
れ
も
、
普
通
に
海
外
旅
行
が

始
ま
っ
て
、
最
後
に
教
育
旅
行
か
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
け
ど
も
、
意
外
と
最
初
に
教
育

旅
行
が
立
ち
直
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、
留
学
に
し
て
も
、
学

田
中
　
一
般
的
に
教
育
旅
行
と
い
う
と
1
年

以
上
に
わ
た
る
長
期
留
学
、
そ
れ
か
ら
、
学

期
を
利
用
し
た
タ
ー
ム
留
学
、
こ
れ
は
長
期

留
学
す
る
と
留
年
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん

が
、
学
期
の
留
学
で
あ
れ
ば
一
緒
に
卒
業
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
、
1

週
間
か
ら
1
カ
月
の
海
外
研
修
、
最
近
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
っ
て
海
外
に
行
っ
て

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
将
来
の
就
職
活

動
に
活
か
す
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
海

外
修
学
旅
行
を
含
む
そ
の
よ
う
な
教
育
旅
行

を
専
門
に
弊
社
は
50
年
以
上
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
2
0
2
0
年
3
月
以
来
海
外
旅
行
の
実

施
は
不
可
能
と
な
り
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
る
と
学
校
は
登
校
禁
止
に
な
り
先
生

方
と
も
連
絡
が
取
れ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
先
生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
絶
対
に
絶
や
さ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
す
ぐ
に
教

育
旅
行
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
と
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
に
て
海
外
の
情
報
を
ど
ん
ど
ん
発

信
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
さ
か
3
年
も
続
く

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
け
ど
ね
。
先

生
方
も
そ
れ
で
安
心
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
後
の
教

育
旅
行
を
、
ス
ム
ー
ズ
に
再
開
で
き
た
感
じ

が
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
春
に
は
海
外
に
行
き
ま
し
ょ
う
と

い
う
機
運
が
少
し
ず
つ
出
て
き
ま
し
た
。
た

だ
、
こ
の
時
期
に
学
校
主
体
で
は
海
外
研
修

は
な
か
な
か
で
き
な
い
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
が
長
い
教
育
旅
行
の
経
験
を
生
か

し
責
任
を
持
っ
て
主
催
旅
行
と
い
う
形
で
お

任
せ
い
た
だ
け
な
い
か
と
、
い
ろ
い
ろ
な
先

生
方
や
学
校
と
話
を
し
、
実
施
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
22
年
春
は
、
留
学
は
少
し

ず
つ
増
え
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
で
海
外
に
送
り
出

し
た
と
い
う
の
は
そ
れ
ほ
ど

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

経
験
値
に
な
っ
た
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
学
校
か
ら
も
実
施

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

相
澤
　
22
年
の
春
に
始
め
ら

れ
た
の
は
、
学
校
の
方
の
声

が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。22
年
に

関
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
方
か
ら
各
学
校
に

安
全
安
心
を
基
盤
と
し
て
海
外
教
育
旅
行
の

実
施
に
向
け
説
明
を
行
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ

で
し
た
。そ
の
中
で
、
学
校
と
し
て
は
で
き
な

い
け
れ
ど
、
A
T
I
さ
ん
の
主
催
で
よ
け
れ

ば
参
加
希
望
者
を
募
っ
て
み
よ
う
か
、み
た
い

に
始
ま
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

相
澤
　
現
地
で
状
況
を
見
て
、
こ
の
タ
イ
ミ

全
員
参
加
型
の
修
学
旅
行
は

5
月
以
降
の
見
通
し

国
際
交
流
の
再
開
に
も
期
待

業
界
全
体
で
若
者
の
国
際
交
流

を
後
押
し
す
る
こ
と
が
大
切

保
護
者
は
安
心
・
安
全
を
重
視
、

価
格
上
昇
に
は
理
解
を
示
す
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や
っ
て
い
る
し
、
ほ
と
ん
ど
キ
ャ
ン
セ
ル
も

な
い
と
話
を
す
る
と
、
で
は
運
賃
も
決
め
こ

れ
だ
け
席
を
出
し
ま
す
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
す
け
ど
も
、
今
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状

況
で
す
。

相
澤
　
ど
う
や
っ
て
解
決
し
て
い
い
の
か
が

難
し
い
で
す
ね
。

田
中
　
そ
う
な
の
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
前
に
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
航
空
会
社
に

と
っ
て
修
学
旅
行
は
、安
い
時
期
に
1
0
0
席
、

2
0
0
席
を
埋
め
て
く
れ
る
非
常
に
い
い
顧

客
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
早
め
に
人
数
も

含
め
実
施
が
決
ま
り
キ
ャ
ン
セ
ル
も
少
な
か
っ

た
の
で
す
け
ど
、
今
は
そ
う
で
な
く
人
数
が
多

く
、
早
め
の
予
約
が
運
賃
が
高
い
と
い
う
情
況

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
頭
が
痛
い
こ

と
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
今
後
、
特
に
強
化
し
て
い
き
た
い
方

面
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

田
中
　
わ
れ
わ
れ
は
、
教
育
旅
行
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
国
際
交
流
、
音
楽
交
流
の
部
門

（
A
C
C
I
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。
高
校
生
が

2
年
に
一
度
、
ド
イ
ツ
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク

辺
り
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
し
た
り
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
参

加
し
た
り
と
い
う
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
の
規
制
が
あ
る
時
期
は
歌
え

な
い
し
、
楽
器
演
奏
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
、
A
T
I
と

A
C
C
I
の
国
際
交
流
の
二
本
立
て
で
、
国

際
的
な
交
流
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
け
れ
ば

い
い
と
思
っ
て
は
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な

か
A
C
C
I
が
動
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　
し
か
し
将
来
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
活
動
し

て
い
く
計
画
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
忙
し
く

な
り
そ
う
で
す
。

相
澤
　
そ
れ
は
相
互
交
流
な
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
え
え
。
A
C
C
I
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

語
学
研
修
も
、
日
本
と
海
外
の
学
校
と
相
互

交
流
を
や
っ
て
い
ま
す
。日
本
の
学
校
が
行
っ

て
研
修
を
す
る
。
そ
し
て
海
外
の
学
生
が
日

本
に
来
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り
、
京

都
や
広
島
に
行
っ
た
り
と
か
。そ
う
い
う
ツ
ー

ウ
ェ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
、
そ
れ
も
実

践
で
き
る
非
常
に
い
い
交
流
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

相
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

れ
は
伝
え
た
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
教
育
旅
行
に
限
っ
て
い
う
と
、
わ
れ

わ
れ
は
私
立
が
主
体
で
す
が
、
日
本
の
中
学
、

高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
公
立
学
校
が
多
数

あ
り
ま
す
。
大
手
の
旅
行
会
社
の
方
々
が
公

立
の
修
学
旅
行
を
担
当
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
公
立
学
校
の
修
学
旅
行
も
ぜ
ひ
海

外
に
出
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
近
隣

諸
国
で
あ
れ
ば
国
内
に
比
べ
、
そ
ん
な
に
費

用
も
変
わ
ら
な
い
で
で
き
ま
す
。
以
前
は
日

数
や
料
金
の
縛
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近

は
少
し
ず
つ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

私
立
も
公
立
も
一
緒
に
な
っ
て
海
外
へ
連
れ

て
行
っ
て
将
来
を
担
う
若
者
を
育
て
て
い

く
、
そ
れ
を
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
航
空
会
社
に
対
し
て
、
青
少

年
の
と
き
に
し
か
で
き
な
い
経
験
を
さ
せ
る

た
め
に
、
青
少
年
割
や
修
学
旅
行
の
特
別
包

括
運
賃
と
か
、
い
わ
ゆ
る
学
割
的
な
特
別
運

賃
な
ど
を
業
界
を
挙
げ
て
交
渉
し
て
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
台
湾
や
韓
国
の
よ
う
な
近
場
で
あ

れ
ば
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を
利
用
し
、
教
育
旅
行

を
や
っ
て
い
る
何
社
か
が
一
緒
に
飛
ば
せ
た

ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
行
く
方
と
戻
る

方
を
、
業
界
の
中
で
調
整
で
き
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
業
界
の
動
き
の
中
で
は
海
外
の

危
険
情
報
な
ど
も
１
社
で
や
る
の
で
は
な
く

て
、
複
数
の
会
社
が
集
ま
っ
て
や
っ
て
い
こ

う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

動
き
が
あ
れ
ば
、
海
外
の
教
育
旅
行
に
も
全

体
で
取
り
組
め
る
よ
う
な
実
現
性
が
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

相
澤
　
業
界
を
挙
げ
て
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
盛
り
立
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

田
中
　
は
い
、
本
当
に
そ
う
感
じ
ま
す
。
海

外
旅
行
を
扱
う
旅
行
会
社
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ

る
施
策
を
考
え
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。

そ
の
一
つ
が
例
え
ば
18
歳
未
満
の
パ
ス
ポ
ー

ト
取
得
無
料
化
で
す
。
そ
う
す
る
と
若
者
が

海
外
に
出
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
は
若
者
を
海
外
に
行
か
せ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
、
国
土
交
通
省
や
観
光
庁
も
取

り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、
可
能
性
は
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
度
始
ま
る

J
A
T
A
の
海
外
旅
行
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
、
限
定
的
で
は
あ
り
ま
す
が
パ
ス
ポ
ー

ト
取
得
費
用
を
補
助
す
る
施
策
が
出
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
今
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得

率
が
だ
い
ぶ
減
っ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。
そ

の
辺
か
ら
盛
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も

大
事
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

相
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
さ
ん
に
と
っ
て
は
今
し
か
な
い
の
で
す
よ
ね
。

3
年
間
の
う
ち
に
海
外
を
体
験
で
き
な
い
と
、

何
の
た
め
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
て
い
る
学

校
に
入
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学
校
側
も
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
実
施
し
ま
す

と
言
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
3
年
間
、

海
外
教
育
旅
行
を
や
ら
な
い
と
い
う
の
は
問

題
で
は
な
い
か
と
、
わ
れ
わ
れ
に
相
談
も
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
保
護
者
の
方
々
が
、
2

年
も
経
つ
と
学
校
に
な
ぜ
実
施
し
な
い
の
か

と
言
い
始
め
た
こ
と
も
海
外
教
育
旅
行
が
観

光
旅
行
に
先
が
け
て
早
く
回
復
し
て
き
た
一

因
と
言
え
ま
す
。

相
澤
　
会
社
主
催
の
旅
行
は
、
順
調
に
何
十

本
も
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
学
校
主

催
の
方
は
動
き
だ
し
て
い
ま
す
か
。

田
中
　
え
え
、
昨
年
の
春
か
ら
半
分
以
上
は

学
校
主
催
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
学
校
主
催

の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、

行
く
前
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
保
護
者
へ

の
説
明
を
何
が
あ
っ
て
も
ご
心
配
要
り
ま
せ

ん
と
い
う
ぐ
ら
い
手
厚
く
や
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
よ
う
や
く
学
校
側
と
し
て
も
動
い
て
く

れ
ま
し
た
。（
学
校
側
と
し
て
も
）
他
校
が
動

い
て
な
い
う
ち
に
、
特
色
を
出
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
る
の
で
、
途
中
か
ら
は
本
当
に

協
力
体
制
が
で
き
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
た
だ
、
修
学
旅
行
と
い
う
全
員
参
加
型
の

も
の
は
現
時
点
で
は
難
し
い
気
が
い
た
し
ま

す
。
日
本
帰
国
時
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
条
件

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
。

相
澤
　
そ
う
で
あ
れ
ば
、
回
復
が
期
待
で
き

る
の
は
5
月
以
降
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。
5
月
以
降
に
入
国
制

限
の
緩
和
が
進
ん
で
い
く
と
、
ま
た
増
え
て

く
る
か
な
と
。
コ
ロ
ナ
前
に
は
、
文
部
科
学

省
が
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、
あ
と

ス
ー
パ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
や
、
留
学
制
度
「
ト
ビ
タ
テ
！

留
学
J
A
P
A
N
」
な
ど
で
、
学
校
に
対
し
て

補
助
金
や
助
成
金
を
出
し
て
い
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
対
応
が
増
え
て
い
た
の
が
コ
ロ
ナ
で
止
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
緩
和
さ
れ
れ

ば
ま
た
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
物
価
や
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
高
騰
の

影
響
は
、
教
育
旅
行
の
場
合
は
レ
ジ
ャ
ー
旅

行
よ
り
少
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。
保
護
者
の
方
々
も
、

自
分
の
海
外
旅
行
は
や
め
て
も
子
ど
も
の
海

外
研
修
に
は
出
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、

説
明
会
で
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
物
価
高
も
円
安
も
、
燃
油
も
高
い
こ
と

は
折
り
込
み
済
み
で
、
そ
れ
よ
り
、
安
心
・

安
全
に
行
け
る
の
か
、
海
外
研
修
先
で
き
ち

ん
と
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
か
、
そ
ち
ら
の

方
に
親
御
さ
ん
た
ち
は
関
心
が
あ
り
ま
す
。

相
澤
　
理
由
が
あ
っ
て
価
格
が
上
が
っ
て
い

る
か
ら
で
す
ね
。

田
中
　
そ
う
。
理
由
が
あ
る
し
、
お
子
さ
ん

の
一
生
に
お
い
て
海
外
を
経
験
す
る
こ
と
が

貴
重
な
体
験
で
あ
る
こ
と
は
、
分
か
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
保
護
者
の
方
が
多
い
で
す
。

た
だ
、
国
際
線
が
減
便
で
航
空
座
席
が
少
な

い
と
、
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
で
す
し
、

運
賃
が
高
く
な
り
、
予
約
が
取
り
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
の
で
や
り
に
く
い
状
況
で
す
。

相
澤
　
座
席
の
取
り
に
く
さ
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

田
中
　
あ
り
ま
す
ね
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増

え
る
事
で
航
空
運
賃
も
高
く
、
座
席
も
取
り

に
く
い
こ
と
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
航
空
会
社
の
方
々
に
は
、
１
年
後
や
6

カ
月
後
と
い
っ
た
、
な
る
べ
く
長
い
ス
パ
ン

で
予
約
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
3
カ
月
や
2
カ
月
だ
と
ほ
と
ん

ど
取
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

相
澤
　
教
育
旅
行
の
場
合
は
、
比
較
的
そ
の

ス
パ
ン
は
長
め
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の

で
す
け
れ
ど
も
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
、
長
め
で
す
。
修
学
旅

行
は
、
1
0
0
名
、
2
0
0
名
、
多
い
と
き

は
4
0
0
名
で
す
の
で
、
１
年
半
か
ら
１
年

前
か
ら
進
め
て
い
く
の
で
い
い
の
で
す
が
、

20
〜
30
名
や
40
〜
50
名
の
研
修
旅
行
と
か

は
、
学
内
で
の
募
集
情
況
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
30
人
で
航
空
会

社
に
運
賃
を
出
し
て
も
ら
い
そ
の
後
、
学
校

と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
旅
行
が
決
定
後
正

式
に
予
約
を
入
れ
た
ら
、
値
段
が
上
が
っ
て

い
る
の
で
す
。
以
前
は
、
こ
の
団
体
は
毎
年

ン
グ
だ
っ
た
ら
行
け
そ
う
だ
と
い
う
感
触
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
現
地
か
ら

の
最
新
情
報
を
入
手
し
、
病
院
、
大
使
館
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
の
情
報
を
集
め
、

P
C
R
検
査
も
含
め
て
、
何
か
あ
っ
た
場
合

で
も
、迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

相
澤
　
先
生
方
の
視
察
で
は
な
く
て
生
徒
さ

ん
を
お
連
れ
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
。
何
校
か
学
校
が
集
ま
っ

て
、
学
内
で
募
集
を
し
、
引
率
の
先
生
が
そ
れ

ぞ
れ
1
、
2
名
付
い
て
、
語
学
研
修
を
し
て
き

ま
し
た
。
帰
国
前
の
P
C
R
検
査
で
陽
性
反

応
が
数
名
出
て
大
変
で
し
た
が
、
そ
こ
で
ノ

ウ
ハ
ウ
も
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
そ
の
年
の

夏
か
ら
主
催
の
教
育
旅
行
を
イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
と
募
集

を
し
た
と
こ
ろ
、
意
外
と
満
席
に
な
っ
て
驚
き

ま
し
た
。
み
ん
な
行
き
た
か
っ
た
の
で
す
ね
。

　
保
護
者
の
方
々
も
子
ど
も
た
ち
を
海
外
に

出
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
一

方
で
、
学
校
と
し
て
は
な
か
な
か
主
催
で
き

な
い
中
で
、
弊
社
が
主
催
で
各
方
面
に
出
し

ま
し
た
。
春
に
実
施
し
た
と
い
う
成
功
例
を

各
学
校
に
持
っ
て
い
っ
て
、
理
解
を
得
、
そ

れ
な
ら
ば
計
画
を
し
よ
う
と
夏
休
み
に
学
校

主
催
の
教
育
研
修
を
い
く
つ
か
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

田
中
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
実
施
し

た
か
と
い
う
と
、
学
校
も
保
護
者
の
方
も
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
心
配
事
が
多
い
の
で
、
ま
ず

現
地
の
最
新
情
報
と
し
て
感
染
状
況
や
感
染

対
策
を
提
供
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
想
定
さ

れ
る
非
常
事
態
に
関
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
で

責
任
を
持
っ
て
対
応
を
す
る
と
い
う
説
明
文

書
を
作
成
し
理
解
し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
北

米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
の
3
拠

点
に
部
長
以
上
の
管
理
職
を
常
駐
さ
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
添
乗
員
も
本
来
で
あ
れ
ば
1

人
の
と
こ
ろ
を
2
、
3
人
、
場
合
に
よ
っ
て

は
4
人
と
し
ま
し
た
。
何
か
あ
っ
た
場
合
に

大
使
館
に
行
っ
た
り
、
P
C
R
検
査
に
同
行

し
た
り
す
る
た
め
に
人
員
を
配
置
し
て
、
現

地
で
指
揮
命
令
系
統
を
整
え
た
上
で
東
京
の

役
員
と
つ
な
い
で
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
形

に
し
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
保
険
会
社
と
の
連
携
が
非
常

に
大
事
で
、
学
校
の
旅
行
保
険
、
学
校
旅
行

総
合
保
険
や
、
救
援
者
費
用
の
保
険
と
か
を

必
ず
か
け
て
活
用
し
な
が
ら
、
陽
性
者
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

　
陽
性
に
な
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
は
、
そ
の

ま
ま
添
乗
員
が
付
い
て
帰
国
し
、
陽
性
者
に

は
現
地
に
残
っ
た
予
備
の
添
乗
員
が
病
院
に

連
れ
て
い
く
な
ど
の
ケ
ア
を
し
て
、
陰
性
に

な
り
次
第
帰
国
さ
せ
、
保
険
会
社
に
と
っ
て

は
大
変
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
保
護

者
の
方
か
ら
は
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護
者

と
学
校
は
、
現
地
の
情
況
が
分
か
ら
な
い
こ

と
が
多
々
あ
っ
た
の
で
、
現
地
の
責
任
者
や

添
乗
員
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
、S
N
S
や
メ
ー
ル
、

時
に
は
動
画
を
送
り
、
保
護
者
も
学
校
に
も

安
心
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
私
も
羽
田
空
港
や
成
田
空
港
に

見
送
り
や
出
迎
え
に
行
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
厳
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
る
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
共
に

全
力
を
尽
く
し
た
と
い
う
点
で
絆
が
生
ま

れ
、
来
年
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
形

で
終
わ
れ
、
報
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
多
分
、
昨
年
の
夏
休
み
は
、
ほ
と
ん
ど
ど

こ
も
海
外
へ
出
し
て
な
い
時
期
だ
と
思
い
ま

す
。
教
育
関
係
の
旅
行
会
社
が
数
社
実
施
し

て
い
た
と
い
う
話
は
あ
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ

れ
は
、
結
局
、
何
十
本
か
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ

れ
だ
け
の
信
頼
関
係
が
で
き
た
と
い
う
と
こ

ろ
に
関
し
て
は
、
大
成
功
と
言
っ
て
も
良
い

と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
昨
年
の
夏
は
社
員
に
と
っ
て
は
大

変
な
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

相
澤
　
本
当
に
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
は
失
礼
か
も
し

れ
な
い
の
で
す
け
ど
、
社
員
の
方
も
や
っ
と

海
外
旅
行
の
仕
事
が
で
き
る
う
れ
し
さ
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
本
当
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
も
と

も
と
海
外
し
か
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
社
員
た

ち
な
の
で
。
海
外
旅
行
が
で
き
な
い
間
、
国

内
の
教
育
旅
行
に
シ
フ
ト
し
た
の
で
す
が
、

慣
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
何
と
か
こ
な
し

て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
の
で
、

海
外
を
再
開
し
た
と
き
は
、
い
よ
い
よ
こ
れ

か
ら
だ
と
い
う
話
で
、
社
員
一
丸
と
な
っ
た

気
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
2
0
2
3
年
に

入
っ
た
時
点
で
は
社
員
に
は
、
積
極
的
に
考

え
、
こ
れ
か
ら
は
専
門
領
域
で
あ
る
海
外
に

特
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ

で
大
変
で
す
け
れ
ど
も
、
目
標
が
明
確
に
な

り
よ
か
っ
た
か
な
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

相
澤
　
明
る
い
お
話
が
伺
え
て
安
心
い
た
し

ま
し
た
。
航
空
路
線
の
制
約
も
あ
り
、
厳
し

い
部
分
も
あ
る
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

田
中
　
わ
れ
わ
れ
も
、
普
通
に
海
外
旅
行
が

始
ま
っ
て
、
最
後
に
教
育
旅
行
か
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
け
ど
も
、
意
外
と
最
初
に
教
育

旅
行
が
立
ち
直
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、
留
学
に
し
て
も
、
学

田
中
　
一
般
的
に
教
育
旅
行
と
い
う
と
1
年

以
上
に
わ
た
る
長
期
留
学
、
そ
れ
か
ら
、
学

期
を
利
用
し
た
タ
ー
ム
留
学
、
こ
れ
は
長
期

留
学
す
る
と
留
年
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん

が
、
学
期
の
留
学
で
あ
れ
ば
一
緒
に
卒
業
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
、
1

週
間
か
ら
1
カ
月
の
海
外
研
修
、
最
近
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
っ
て
海
外
に
行
っ
て

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
将
来
の
就
職
活

動
に
活
か
す
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
海

外
修
学
旅
行
を
含
む
そ
の
よ
う
な
教
育
旅
行

を
専
門
に
弊
社
は
50
年
以
上
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
2
0
2
0
年
3
月
以
来
海
外
旅
行
の
実

施
は
不
可
能
と
な
り
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
る
と
学
校
は
登
校
禁
止
に
な
り
先
生

方
と
も
連
絡
が
取
れ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
先
生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
絶
対
に
絶
や
さ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
す
ぐ
に
教

育
旅
行
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
と
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
に
て
海
外
の
情
報
を
ど
ん
ど
ん
発

信
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
さ
か
3
年
も
続
く

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
け
ど
ね
。
先

生
方
も
そ
れ
で
安
心
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
後
の
教

育
旅
行
を
、
ス
ム
ー
ズ
に
再
開
で
き
た
感
じ

が
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
春
に
は
海
外
に
行
き
ま
し
ょ
う
と

い
う
機
運
が
少
し
ず
つ
出
て
き
ま
し
た
。
た

だ
、
こ
の
時
期
に
学
校
主
体
で
は
海
外
研
修

は
な
か
な
か
で
き
な
い
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
が
長
い
教
育
旅
行
の
経
験
を
生
か

し
責
任
を
持
っ
て
主
催
旅
行
と
い
う
形
で
お

任
せ
い
た
だ
け
な
い
か
と
、
い
ろ
い
ろ
な
先

生
方
や
学
校
と
話
を
し
、
実
施
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
22
年
春
は
、
留
学
は
少
し

ず
つ
増
え
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
で
海
外
に
送
り
出

し
た
と
い
う
の
は
そ
れ
ほ
ど

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

経
験
値
に
な
っ
た
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
学
校
か
ら
も
実
施

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

相
澤
　
22
年
の
春
に
始
め
ら

れ
た
の
は
、
学
校
の
方
の
声

が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
そ
う
で
す
ね
。22
年
に

関
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
方
か
ら
各
学
校
に

安
全
安
心
を
基
盤
と
し
て
海
外
教
育
旅
行
の

実
施
に
向
け
説
明
を
行
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ

で
し
た
。そ
の
中
で
、
学
校
と
し
て
は
で
き
な

い
け
れ
ど
、
A
T
I
さ
ん
の
主
催
で
よ
け
れ

ば
参
加
希
望
者
を
募
っ
て
み
よ
う
か
、み
た
い

に
始
ま
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

相
澤
　
現
地
で
状
況
を
見
て
、
こ
の
タ
イ
ミ

全
員
参
加
型
の
修
学
旅
行
は

5
月
以
降
の
見
通
し

国
際
交
流
の
再
開
に
も
期
待

業
界
全
体
で
若
者
の
国
際
交
流

を
後
押
し
す
る
こ
と
が
大
切

保
護
者
は
安
心
・
安
全
を
重
視
、

価
格
上
昇
に
は
理
解
を
示
す
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越
智

　航
空
会
社
と
し
て
、
日
本
地
区
観
光

は
非
常
に
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

私
共
で
で
き
る
こ
と
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

は
し
っ
か
り
取
り
組
み
を
続
け
た
い
と
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　具
体
的
に
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
は

ご
ざ
い
ま
す
か
。

越
智

　3
月
の
ス
マ
イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
大
谷
選
手
を
起
用
し
て
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

展
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
比
較
的
、
好
調
だ
っ

た
の
で
、
4
月
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
間
も
な

く
リ
リ
ー
ス
予
定
で
す
。

　国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
ベ
ー
ス
に

あ
っ
て
、
各
事
業
者
が
そ
れ
に
の
っ
と
っ
た

形
で
や
っ
て
い
く
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
体
が

広
が
り
を
持
つ
と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
さ
に

J
A
T
A
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
旅
行

機
運
の
醸
成
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

相
澤

　日
本
人
は
み
ん
な
行
き
始
め
た
ら
動

く
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

越
智

　そ
う
で
す
ね
。
国
内
の
全
国
旅
行
支

援
の
動
向
を
見
て
も
、
行
っ
て
も
い
い
と
国

の
お
墨
付
き
が
あ
る
と
、
み
な
さ
ん
動
き
始

め
て
く
だ
さ
る
の
は
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

海
外
も
、
み
な
さ
ま
3
年
間
我
慢
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
動
き
始
め
る
と
広
が
り

が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
の
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
最
初
は
ハ
ワ
イ
、
そ
し
て
次
に
ハ

ワ
イ
以
外
の
路
線
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
現
地
の
み
な

さ
ま
も
待
ち
か
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う

気
が
し
ま
す
。

相
澤

　し
ば
ら
く
行
か
な
い
う
ち
に
、
日
本

人
の
存
在
感
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

送
客
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
上
げ
た
い
で
す
ね
。

越
智

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
私
ど
も
も
ホ

ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
イ
ベ
ン
ト
は
継
続
的

に
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
も
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
4
月
に
ハ
ワ
イ
で
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

ハ
パ
ル
ア
マ
ラ
ソ
ン
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
人
脈
を
創
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
世
の
中
の
風
潮
も
変
わ
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
外

す
と
か
5
類
に
変
わ
る
と
か
、
世
の
中
が
変

わ
る
局
面
で
、
さ
あ
、
出
掛
け
ま
し
ょ
う
と

い
う
形
で
、
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

販
促
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　機
運
が
変
わ
る
働
き
掛
け
は
非
常
に
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
共
は
3
月
に
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
ま
し
た
が
、
予
約
の
動
き

が
全
然
違
い
ま
し
た
の
で
、
政
策
が
変
わ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
私
共
も
取
り
組
み
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
に
よ
り
需
要
を
戻

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て

い
ま
す
。

相
澤

　業
界
を
挙
げ
て
会
社
横
断
的
に
取
り

組
ん
で
機
運
を
醸
成
す
る
と
い
う
お
言
葉
が

J
A
T
A
の
方
か
ら
も
あ
っ
た
の
で
す
け
れ

ど
、
ま
さ
に
今
、
そ
れ
が
必
要
な
タ
イ
ミ
ン

グ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

越
智

　は
い
。
A
L
L 

J
A
P
A
N
で
や
っ
て

い
く
必
要
の
あ
る
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　観
光
庁
が
政
策
に
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

と
い
う
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
影
響

と
し
て
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

越
智

　す
ご
く
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
路
線

と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
両
方
の
発
地
で
動
い

て
い
た
だ
く
の
が
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
し
、

来
て
い
た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
て
、
発
地
先

の
国
の
み
な
さ
ま
も
、
日
本
人
に
来
て
も
ら

う
こ
と
を
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
も

多
く
あ
る
の
で
、
国
を
挙
げ
て
い
ろ
い
ろ
な

取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
非
常
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
し
、私
ど
も
も
精
い
っ

ぱ
い
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　だ
い
ぶ
そ
う
い
っ
た
機
運
が
醸
成
さ

れ
て
き
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
、
も
う
一
押

し
、
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
と
か
、

そ
う
い
っ
た
も
の
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

越
智

　全
体
の
総
需
要
を
上
げ
る
と
い
う
取

り
組
み
が
今
、
非
常
に
重
要
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ま
さ
に
国
が
日
本
地
区
か
ら

の
海
外
へ
の
渡
航
と
い
う
も
の
に
注
目
を
し

て
い
る
中
で
、
私
た
ち
も
航
空
事
業
者
と
し

て
で
き
る
こ
と
、
個
別
で
で
き
る
こ
と
は
精

い
っ
ぱ
い
そ
こ
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
相
乗
効

果
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　マ
ー
ケ
ッ
ト
の
主
役
が
若
い
世
代
に

変
わ
り
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
が
、
若
い
方
た

ち
は
費
用
面
で
厳
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る

か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
御
社
と
し
て
は

ど
う
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

越
智

　今
ま
で
は
、
こ
こ
へ
行
き
た
い
と
旅

行
を
お
選
び
に
な
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
何

を
し
た
い
、
だ
か
ら
こ
こ
へ
行
く
と
い
う
よ

う
に
、
少
し
目
的
意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
感
じ
も
し
て
お
り
ま
す
。
世
代
の
高
い
み

な
さ
ま
は
、
少
し
ず
つ
動
い
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
若
い
み
な
さ

ま
も
春
休
み
期
間
に
は
、
動
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
う
い
う
動
き
が
こ
れ
か
ら
も
続

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　あ
と
は
両
極
化
し
て
い
る
と
い
う
話

も
あ
り
ま
す
ね
。
海
外
で
活
躍
さ
れ
る
方
は

ど
ん
ど
ん
外
に
出
て
い
く
。
一
方
で
、
国
内

に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
人
と
両
極
に
な
っ
て

し
ま
う
と
こ
ろ
が
、
若
干
心
配
な
と
こ
ろ
で
、

そ
こ
を
ど
う
動
か
し
て
い
く
か
が
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

越
智

　至
近
で
W
B
C
で
の
侍
ジ
ャ
パ
ン
の

活
躍
を
ご
覧
に
な
ら
れ
て
、
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
を
見
に
き
ま
し
た
と

い
う
、
比
較
的
若
い
人
た
ち
が
報
道
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。
大
谷
選
手
を
は
じ
め
と
し

た
若
い
世
代
の
人
た
ち
の
、
魂
の
こ
も
っ
た

素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見
て
心
が
動
か
さ
れ
て
、

そ
れ
を
見
に
い
き
た
い
と
い
う
方
は
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

活
躍
や
実
際
の
観
光
地
を
見
に
い
き
た
い
と

か
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
少
し
ず
つ
動
き

始
め
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。

相
澤

　お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
ね
。
そ
の

姿
勢
を
見
せ
る
と
い
う
の
が
、
本
当
に
今
、

重
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

越
智

　行
く
目
的
が
な
い
と
、
な
か
な
か
み

な
さ
ま
動
か
れ
な
い
と
思
う
の
で
、
ま
さ
に

何
を
し
た
い
と
か
、
あ
る
い
は
憧
れ
の
こ
う

い
う
人
た
ち
の
実
際
の
生
の
プ
レ
イ
を
見
た

い
と
か
、
音
楽
を
本
場
に
聴
き
に
い
き
た
い

と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
人
の
心
が
動
い

て
、
実
際
に
移
動
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
か

な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

相
澤

　動
画
で
見
る
こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
、

実
際
に
体
験
す
る
こ
と
が
よ
り
貴
重
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

越
智

　そ
う
思
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
上
で
の
体

験
は
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、

臨
場
感
で
あ
る
と
か
、
五
感
で
そ
れ
を
感
じ

る
と
い
う
の
は
、
現
地
に
行
か
な
い
と
味
わ

え
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
こ
そ
旅
行
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
事
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
旅
行
っ
て
素
晴
ら

し
い
と
再
発
見
さ
れ
て
、
ご
移
動
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
な
と
。
旅
行
は
そ
う
い
う

力
を
秘
め
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
低
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
少
し
細
か
く
申
し
上
げ
る
と
、
い
わ

ゆ
る
北
米
と
ア
ジ
ア
の
通
過
需
要
が
ず
っ
と

存
在
し
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
海
外
か
ら

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
水
際
緩
和
で
増
え
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
地
区
の
業
務
需
要

が
じ
わ
じ
わ
回
復
し
つ
つ
あ
っ
て
、
今
は
観

光
が
い
つ
戻
る
の
か
を
期
待
し
て
待
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

相
澤

　今
年
1
月
の
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
に

よ
る
と
、
羽
田
の
便
数
が
コ
ロ
ナ
前
の
1
・

5
倍
に
拡
大
し
た
そ
う
で
す
が
、
こ
ち
ら
は

ビ
ジ
ネ
ス
路
線
や
北
米
路
線
が
順
調
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　北
米
路
線
が
順
調
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
と
、
日
本
か
ら
の
お
客
様
も
少
し
ず
つ

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　羽
田
を
拡
大
し
た
の
が
、
ち
ょ
う
ど
コ
ロ

ナ
禍
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
日
本
の
お
客
様
が
戻
っ
て
き
て

い
る
中
で
、
そ
の
羽
田
の
枠
を
先
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

相
澤

　羽
田
が
こ
こ
ま
で
戻
っ
て
い
る
と
は

想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
と
、
成
田

は
レ
ジ
ャ
ー
が
多
い
と
か
方
面
的
な
違
い
も

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
成
田
が
戻
っ
て
、

地
方
が
戻
っ
て
、
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　は
い
。
成
田
は
乗
り
継
ぎ
で
す
。
北

米
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
と
か
、
私
ど
も
と
し
て

も
大
事
な
路
線
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
乗
り
継
ぎ
需
要
で
成
田
を
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
御
社
を
利
用
す
る

方
は
増
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　は
い
。
ま
だ
海
外
の
航
空
会
社
が

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
戻
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
そ
の
分
、
通
過
の
お
客
様
が
海
外
の

航
空
会
社
を
使
わ
れ
て
い
た
の
が
、
今
は
私

共
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
増
え
て
い
ま
す
。
供
給
が
戻
っ

て
き
た
と
き
に
、
ど
れ
だ
け
残
っ
て
い
た
だ

け
る
の
か
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
こ
の
ま
ま

使
っ
て
い
た
だ
く
の
は
、
双
方
向
の
と
こ
ろ

で
も
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
ね
。

越
智

　日
本
の
航
空
会
社
に
初
め
て
乗
っ
て

頂
い
た
お
客
様
に
次
も
使
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
私
共
も
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
澤

　ま
だ
欧
州
で
す
と
か
、
中
国
が
不
安

定
な
状
況
に
あ
る
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、

方
面
別
の
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　こ
れ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
両
方
で
い
く
と
、
戻
り
が
早
い
の
は

北
米
と
東
南
ア
ジ
ア
で
す
。
も
と
も
と
通
過

需
要
も
あ
り
ま
す
し
、
水
際
緩
和
が
早
か
っ

た
国
同
士
の
動
き
は
非
常
に
堅
調
か
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
水
際
緩
和
さ
れ
た
後
の
韓

国
、
香
港
、
台
湾
、
こ
う
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
の

動
き
も
急
速
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
申
し
上
げ
た
路
線
は
、
利
用
率
も
か

な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
ロ
シ
ア
上
空
が
飛
べ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
迂
回
ル
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
こ
と
と
、

供
給
も
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ま
だ

需
要
回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
感
じ
で
す
。

相
澤

　本
格
的
な
回
復
に
は
そ
こ
を
待
た
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

越
智

　そ
う
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
残
さ
れ

た
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
国
で
す
。
ビ
ザ

の
解
禁
も
ま
だ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ

こ
が
動
き
始
め
て
、
か
な
り
回
復
が
見
込
め

る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
だ
と
、
ど
ち
ら

が
早
く
戻
っ
て
き
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　ロ
シ
ア
に
関
し
て
は
な
か
な
か
先
の

見
通
し
が
た
た
な
い
と
す
る
と
、
中
国
は
緩

和
の
方
向
に
動
い
て
は
い
ま
す
の
で
、
戻
り

始
め
る
と
か
な
り
早
い
ペ
ー
ス
で
戻
っ
て
く

る
可
能
性
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　た
だ
、短
期
間
で
は
難
し
そ
う
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
夏
で
は
な
さ
そ
う
で
す
ね
。

越
智

　少
し
ず
つ
戻
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と

思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
と
か
、

リ
ゾ
ー
ト
路
線
の
戻
り
と
は
違
う
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、
費
用
面
に

も
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　そ
う
思
い
ま
す
。
例
え
ば
ハ
ワ
イ
に

関
し
て
も
、
為
替
と
か
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
の
問
題
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
総
額
で

高
く
な
っ
て
い
る
部
分
は
影
響
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
近
場
の

台
湾
の
様
な
路
線
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
る

の
は
、
値
ご
ろ
感
も
あ
っ
て
と
い
う
と
こ
ろ

で
お
選
び
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　観
光
に
限
る
と
、
コ
ロ
ナ
前
の

2
0
1
9
年
の
水
準
に
戻
る
の
は
い
つ
頃
に

な
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　I
A
T
A
の
デ
ー
タ
な
ど
で
い
く
と
、

確
か
2
0
2
5
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
か
な
り
先
に
な
る
と
見
て

い
ま
す
。
た
だ
、
水
際
緩
和
が
さ
れ
て
い
ろ

い
ろ
な
規
制
が
な
く
な
る
と
、
日
本
の
お
客

様
も
必
ず
動
か
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
時
期
は
も
っ
と
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
澤

　で
は
、
5
月
の
5
類
に
移
行
で
一
気

相
澤

　だ
い
ぶ
路
線
も
回
復
し
て
き
た
か
と

は
思
い
ま
す
が
、
現
在
は
ど
う
い
っ
た
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　ま
だ
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と
約
6
割

の
回
復
で
す
が
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
が
か

な
り
多
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
期
待
し

た
い
日
本
発
の
観
光
需
要
が
、
一
番
遅
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
、
私
共
も
何
か
施

策
を
し
て
、
少
し
で
も
全
体
を
盛
り
上
げ
て

明
る
い
雰
囲
気
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
澤

　具
体
的
な
取
り
組
み
は
ご
ざ
い
ま
す

か
。

越
智

　3
月
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
ま
し

た
。
さ
ら
に
5
月
に
な
る
と
新
型
コ
ロ
ナ
も

5
類
相
当
へ
移
る
の
で
、
そ
の
解
放
感
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
、
ス
マ

イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
称
し
て
、
国
際
線
は

4
月
か
ら
7
月
の
夏
手
前
ま
で
の
期
間
に
ハ

ワ
イ
を
中
心
に
お
求
め
い
た
だ
き
や
す
い
運

賃
価
格
に
設
定
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
、
そ
れ
な
り
に
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
外
す
と
み
な
さ
ま
笑
顔

が
広
が
り
ま
す
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
ス
マ

イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

相
澤

　特
に
4
〜
7
月
で
順
調
な
時
期
は
ご

ざ
い
ま
す
か
。

越
智

　日
本
地
区
の
観
光
で
い
う
と
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
な
ど
お
休
み
が
重
な
る
時

期
に
お
客
様
の
需
要
が
高
ま
る
傾
向
が
あ
り
、

年
末
年
始
や
至
近
で
は
春
休
み
期
間
な
ど
、

み
な
さ
ま
が
お
休
み
を
取
ら
れ
て
動
か
れ
る

時
期
に
は
需
要
が
盛
り
上
が
り
、
特
に
ハ
ワ

イ
を
中
心
に
需
要
が
高
ま
る
と
い
う
傾
向
が

あ
り
ま
し
た
。
至
近
の
動
向
で
は
、
3
月
が

非
常
に
よ
く
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も
、

お
花
見
目
的
の
お
客
様
に
た
く
さ
ん
ご
利
用

頂
き
ま
し
た
。
こ
の
3
、
4
月
あ
た
り
は
全

体
の
路
線
で
満
遍
な
く
増
え
て
い
ま
す
。
特

に
お
花
見
需
要
で
い
く
と
、
ア
ジ
ア
路
線
で

す
ね
。
台
湾
、
香
港
、
韓
国
と
か
、
バ
ン
コ

ク
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
も
好
調
で
し
た
。

相
澤

　日
本
か
ら
行
く
場
合
で
す
と
、
ハ
ワ

イ
を
中
心
に
増
え
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　そ
う
で
す
ね
。
や
は
り
観
光
と
い
う

の
で
ハ
ワ
イ
、
近
場
で
は
、
台
湾
と
か
韓
国
、

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
日
本
か
ら
の
需
要
も

動
き
出
し
始
め
て
い
る
感
じ
で
す
。

相
澤

　ハ
ワ
イ
と
な
る
と
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　そ
う
で
す
ね
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
、
ご
夫
婦
と
い
っ
た

層
が
多
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　レ
ジ
ャ
ー
も
思
っ
た
よ
り
好
調
と
い

う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
安
心
し
た
の
で
す
け

れ
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
比
較
と
い
う
意
味
で

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

海
外
の
乗
り
継
ぎ
需
要
と
、

業
務
需
要
が
先
行
し
て
回
復

政
策
が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の

販
促
で
相
乗
効
果
を
ね
ら
う

日
本
航
空
株
式
会
社

政
策
の
節
目
に
合
わ
せ
た

販
促
展
開
で
機
運
を
醸
成

2
0
1
9
年
4
月
よ
り
当
社
執
行
役
員
に
就
任
し
、
同

年
6
月
に
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
代
表
取
締
役
社
長

2
0
2
2
年
4
月
に
常
務
執
行
役
員 

旅
客
営
業
本
部
を

経
て
、
現
在
は
2
0
2
3
年
4
月
に
発
足
し
た
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
営
業
本
部
長
に
就
任

越
智
健
一
郎
氏（
お
ち
・
け
ん
い
ち
ろ
う
）

日
本
航
空
株
式
会
社
　

常
務
執
行
役
員 

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
本
部
長

5

越
智

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
業
務
需
要
の

ほ
う
が
戻
り
は
早
い
と
思
い
ま
す
。
全
体
的

に
日
本
地
区
の
戻
り
は
遅
い
で
す
。
遅
い
中

で
も
日
本
地
区
の
業
務
は
比
較
的
戻
り
が
早

く
て
、
遅
い
の
は
観
光
需
要
に
な
り
ま
す
。

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
6
割
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

も
含
め
た
全
体
の
需
要
で
、
日
本
は
も
う
少
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越
智

　航
空
会
社
と
し
て
、
日
本
地
区
観
光

は
非
常
に
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

私
共
で
で
き
る
こ
と
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

は
し
っ
か
り
取
り
組
み
を
続
け
た
い
と
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　具
体
的
に
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
は

ご
ざ
い
ま
す
か
。

越
智

　3
月
の
ス
マ
イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
大
谷
選
手
を
起
用
し
て
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

展
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
比
較
的
、
好
調
だ
っ

た
の
で
、
4
月
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
間
も
な

く
リ
リ
ー
ス
予
定
で
す
。

　国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
ベ
ー
ス
に

あ
っ
て
、
各
事
業
者
が
そ
れ
に
の
っ
と
っ
た

形
で
や
っ
て
い
く
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
体
が

広
が
り
を
持
つ
と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
さ
に

J
A
T
A
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
旅
行

機
運
の
醸
成
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

相
澤

　日
本
人
は
み
ん
な
行
き
始
め
た
ら
動

く
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

越
智

　そ
う
で
す
ね
。
国
内
の
全
国
旅
行
支

援
の
動
向
を
見
て
も
、
行
っ
て
も
い
い
と
国

の
お
墨
付
き
が
あ
る
と
、
み
な
さ
ん
動
き
始

め
て
く
だ
さ
る
の
は
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

海
外
も
、
み
な
さ
ま
3
年
間
我
慢
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
動
き
始
め
る
と
広
が
り

が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
の
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
最
初
は
ハ
ワ
イ
、
そ
し
て
次
に
ハ

ワ
イ
以
外
の
路
線
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
現
地
の
み
な

さ
ま
も
待
ち
か
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う

気
が
し
ま
す
。

相
澤

　し
ば
ら
く
行
か
な
い
う
ち
に
、
日
本

人
の
存
在
感
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

送
客
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
上
げ
た
い
で
す
ね
。

越
智

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
私
ど
も
も
ホ

ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
イ
ベ
ン
ト
は
継
続
的

に
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
も
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
4
月
に
ハ
ワ
イ
で
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

ハ
パ
ル
ア
マ
ラ
ソ
ン
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
人
脈
を
創
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
世
の
中
の
風
潮
も
変
わ
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
外

す
と
か
5
類
に
変
わ
る
と
か
、
世
の
中
が
変

わ
る
局
面
で
、
さ
あ
、
出
掛
け
ま
し
ょ
う
と

い
う
形
で
、
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

販
促
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　機
運
が
変
わ
る
働
き
掛
け
は
非
常
に
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
共
は
3
月
に
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
ま
し
た
が
、
予
約
の
動
き

が
全
然
違
い
ま
し
た
の
で
、
政
策
が
変
わ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
私
共
も
取
り
組
み
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
に
よ
り
需
要
を
戻

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て

い
ま
す
。

相
澤

　業
界
を
挙
げ
て
会
社
横
断
的
に
取
り

組
ん
で
機
運
を
醸
成
す
る
と
い
う
お
言
葉
が

J
A
T
A
の
方
か
ら
も
あ
っ
た
の
で
す
け
れ

ど
、
ま
さ
に
今
、
そ
れ
が
必
要
な
タ
イ
ミ
ン

グ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

越
智

　は
い
。
A
L
L 

J
A
P
A
N
で
や
っ
て

い
く
必
要
の
あ
る
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　観
光
庁
が
政
策
に
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

と
い
う
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
影
響

と
し
て
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

越
智

　す
ご
く
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
路
線

と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
両
方
の
発
地
で
動
い

て
い
た
だ
く
の
が
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
し
、

来
て
い
た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
て
、
発
地
先

の
国
の
み
な
さ
ま
も
、
日
本
人
に
来
て
も
ら

う
こ
と
を
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
も

多
く
あ
る
の
で
、
国
を
挙
げ
て
い
ろ
い
ろ
な

取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
非
常
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
し
、私
ど
も
も
精
い
っ

ぱ
い
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　だ
い
ぶ
そ
う
い
っ
た
機
運
が
醸
成
さ

れ
て
き
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
、
も
う
一
押

し
、
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
と
か
、

そ
う
い
っ
た
も
の
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

越
智

　全
体
の
総
需
要
を
上
げ
る
と
い
う
取

り
組
み
が
今
、
非
常
に
重
要
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ま
さ
に
国
が
日
本
地
区
か
ら

の
海
外
へ
の
渡
航
と
い
う
も
の
に
注
目
を
し

て
い
る
中
で
、
私
た
ち
も
航
空
事
業
者
と
し

て
で
き
る
こ
と
、
個
別
で
で
き
る
こ
と
は
精

い
っ
ぱ
い
そ
こ
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
相
乗
効

果
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　マ
ー
ケ
ッ
ト
の
主
役
が
若
い
世
代
に

変
わ
り
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
が
、
若
い
方
た

ち
は
費
用
面
で
厳
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る

か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
御
社
と
し
て
は

ど
う
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

越
智

　今
ま
で
は
、
こ
こ
へ
行
き
た
い
と
旅

行
を
お
選
び
に
な
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
何

を
し
た
い
、
だ
か
ら
こ
こ
へ
行
く
と
い
う
よ

う
に
、
少
し
目
的
意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
感
じ
も
し
て
お
り
ま
す
。
世
代
の
高
い
み

な
さ
ま
は
、
少
し
ず
つ
動
い
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
若
い
み
な
さ

ま
も
春
休
み
期
間
に
は
、
動
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
う
い
う
動
き
が
こ
れ
か
ら
も
続

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　あ
と
は
両
極
化
し
て
い
る
と
い
う
話

も
あ
り
ま
す
ね
。
海
外
で
活
躍
さ
れ
る
方
は

ど
ん
ど
ん
外
に
出
て
い
く
。
一
方
で
、
国
内

に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
人
と
両
極
に
な
っ
て

し
ま
う
と
こ
ろ
が
、
若
干
心
配
な
と
こ
ろ
で
、

そ
こ
を
ど
う
動
か
し
て
い
く
か
が
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

越
智

　至
近
で
W
B
C
で
の
侍
ジ
ャ
パ
ン
の

活
躍
を
ご
覧
に
な
ら
れ
て
、
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
を
見
に
き
ま
し
た
と

い
う
、
比
較
的
若
い
人
た
ち
が
報
道
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。
大
谷
選
手
を
は
じ
め
と
し

た
若
い
世
代
の
人
た
ち
の
、
魂
の
こ
も
っ
た

素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見
て
心
が
動
か
さ
れ
て
、

そ
れ
を
見
に
い
き
た
い
と
い
う
方
は
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

活
躍
や
実
際
の
観
光
地
を
見
に
い
き
た
い
と

か
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
少
し
ず
つ
動
き

始
め
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。

相
澤

　お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
ね
。
そ
の

姿
勢
を
見
せ
る
と
い
う
の
が
、
本
当
に
今
、

重
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

越
智

　行
く
目
的
が
な
い
と
、
な
か
な
か
み

な
さ
ま
動
か
れ
な
い
と
思
う
の
で
、
ま
さ
に

何
を
し
た
い
と
か
、
あ
る
い
は
憧
れ
の
こ
う

い
う
人
た
ち
の
実
際
の
生
の
プ
レ
イ
を
見
た

い
と
か
、
音
楽
を
本
場
に
聴
き
に
い
き
た
い

と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
人
の
心
が
動
い

て
、
実
際
に
移
動
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
か

な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

相
澤

　動
画
で
見
る
こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
、

実
際
に
体
験
す
る
こ
と
が
よ
り
貴
重
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

越
智

　そ
う
思
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
上
で
の
体

験
は
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、

臨
場
感
で
あ
る
と
か
、
五
感
で
そ
れ
を
感
じ

る
と
い
う
の
は
、
現
地
に
行
か
な
い
と
味
わ

え
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
こ
そ
旅
行
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
事
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
旅
行
っ
て
素
晴
ら

し
い
と
再
発
見
さ
れ
て
、
ご
移
動
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
な
と
。
旅
行
は
そ
う
い
う

力
を
秘
め
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
低
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
少
し
細
か
く
申
し
上
げ
る
と
、
い
わ

ゆ
る
北
米
と
ア
ジ
ア
の
通
過
需
要
が
ず
っ
と

存
在
し
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
海
外
か
ら

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
水
際
緩
和
で
増
え
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
地
区
の
業
務
需
要

が
じ
わ
じ
わ
回
復
し
つ
つ
あ
っ
て
、
今
は
観

光
が
い
つ
戻
る
の
か
を
期
待
し
て
待
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

相
澤

　今
年
1
月
の
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
に

よ
る
と
、
羽
田
の
便
数
が
コ
ロ
ナ
前
の
1
・

5
倍
に
拡
大
し
た
そ
う
で
す
が
、
こ
ち
ら
は

ビ
ジ
ネ
ス
路
線
や
北
米
路
線
が
順
調
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　北
米
路
線
が
順
調
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
と
、
日
本
か
ら
の
お
客
様
も
少
し
ず
つ

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　羽
田
を
拡
大
し
た
の
が
、
ち
ょ
う
ど
コ
ロ

ナ
禍
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
日
本
の
お
客
様
が
戻
っ
て
き
て

い
る
中
で
、
そ
の
羽
田
の
枠
を
先
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

相
澤

　羽
田
が
こ
こ
ま
で
戻
っ
て
い
る
と
は

想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
と
、
成
田

は
レ
ジ
ャ
ー
が
多
い
と
か
方
面
的
な
違
い
も

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
成
田
が
戻
っ
て
、

地
方
が
戻
っ
て
、
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　は
い
。
成
田
は
乗
り
継
ぎ
で
す
。
北

米
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
と
か
、
私
ど
も
と
し
て

も
大
事
な
路
線
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
乗
り
継
ぎ
需
要
で
成
田
を
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
御
社
を
利
用
す
る

方
は
増
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　は
い
。
ま
だ
海
外
の
航
空
会
社
が

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
戻
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
そ
の
分
、
通
過
の
お
客
様
が
海
外
の

航
空
会
社
を
使
わ
れ
て
い
た
の
が
、
今
は
私

共
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
増
え
て
い
ま
す
。
供
給
が
戻
っ

て
き
た
と
き
に
、
ど
れ
だ
け
残
っ
て
い
た
だ

け
る
の
か
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
こ
の
ま
ま

使
っ
て
い
た
だ
く
の
は
、
双
方
向
の
と
こ
ろ

で
も
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
ね
。

越
智

　日
本
の
航
空
会
社
に
初
め
て
乗
っ
て

頂
い
た
お
客
様
に
次
も
使
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
私
共
も
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
澤

　ま
だ
欧
州
で
す
と
か
、
中
国
が
不
安

定
な
状
況
に
あ
る
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、

方
面
別
の
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　こ
れ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
両
方
で
い
く
と
、
戻
り
が
早
い
の
は

北
米
と
東
南
ア
ジ
ア
で
す
。
も
と
も
と
通
過

需
要
も
あ
り
ま
す
し
、
水
際
緩
和
が
早
か
っ

た
国
同
士
の
動
き
は
非
常
に
堅
調
か
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
水
際
緩
和
さ
れ
た
後
の
韓

国
、
香
港
、
台
湾
、
こ
う
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
の

動
き
も
急
速
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
申
し
上
げ
た
路
線
は
、
利
用
率
も
か

な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
ロ
シ
ア
上
空
が
飛
べ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
迂
回
ル
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
こ
と
と
、

供
給
も
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ま
だ

需
要
回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
感
じ
で
す
。

相
澤

　本
格
的
な
回
復
に
は
そ
こ
を
待
た
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

越
智

　そ
う
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
残
さ
れ

た
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
国
で
す
。
ビ
ザ

の
解
禁
も
ま
だ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ

こ
が
動
き
始
め
て
、
か
な
り
回
復
が
見
込
め

る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
だ
と
、
ど
ち
ら

が
早
く
戻
っ
て
き
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　ロ
シ
ア
に
関
し
て
は
な
か
な
か
先
の

見
通
し
が
た
た
な
い
と
す
る
と
、
中
国
は
緩

和
の
方
向
に
動
い
て
は
い
ま
す
の
で
、
戻
り

始
め
る
と
か
な
り
早
い
ペ
ー
ス
で
戻
っ
て
く

る
可
能
性
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　た
だ
、短
期
間
で
は
難
し
そ
う
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
夏
で
は
な
さ
そ
う
で
す
ね
。

越
智

　少
し
ず
つ
戻
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と

思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
と
か
、

リ
ゾ
ー
ト
路
線
の
戻
り
と
は
違
う
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、
費
用
面
に

も
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　そ
う
思
い
ま
す
。
例
え
ば
ハ
ワ
イ
に

関
し
て
も
、
為
替
と
か
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
の
問
題
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
総
額
で

高
く
な
っ
て
い
る
部
分
は
影
響
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
近
場
の

台
湾
の
様
な
路
線
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
る

の
は
、
値
ご
ろ
感
も
あ
っ
て
と
い
う
と
こ
ろ

で
お
選
び
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　観
光
に
限
る
と
、
コ
ロ
ナ
前
の

2
0
1
9
年
の
水
準
に
戻
る
の
は
い
つ
頃
に

な
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　I
A
T
A
の
デ
ー
タ
な
ど
で
い
く
と
、

確
か
2
0
2
5
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
か
な
り
先
に
な
る
と
見
て

い
ま
す
。
た
だ
、
水
際
緩
和
が
さ
れ
て
い
ろ

い
ろ
な
規
制
が
な
く
な
る
と
、
日
本
の
お
客

様
も
必
ず
動
か
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
時
期
は
も
っ
と
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
澤

　で
は
、
5
月
の
5
類
に
移
行
で
一
気

相
澤

　だ
い
ぶ
路
線
も
回
復
し
て
き
た
か
と

は
思
い
ま
す
が
、
現
在
は
ど
う
い
っ
た
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　ま
だ
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と
約
6
割

の
回
復
で
す
が
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
が
か

な
り
多
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
期
待
し

た
い
日
本
発
の
観
光
需
要
が
、
一
番
遅
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
、
私
共
も
何
か
施

策
を
し
て
、
少
し
で
も
全
体
を
盛
り
上
げ
て

明
る
い
雰
囲
気
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
澤

　具
体
的
な
取
り
組
み
は
ご
ざ
い
ま
す

か
。

越
智

　3
月
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
ま
し

た
。
さ
ら
に
5
月
に
な
る
と
新
型
コ
ロ
ナ
も

5
類
相
当
へ
移
る
の
で
、
そ
の
解
放
感
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
、
ス
マ

イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
称
し
て
、
国
際
線
は

4
月
か
ら
7
月
の
夏
手
前
ま
で
の
期
間
に
ハ

ワ
イ
を
中
心
に
お
求
め
い
た
だ
き
や
す
い
運

賃
価
格
に
設
定
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
、
そ
れ
な
り
に
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
外
す
と
み
な
さ
ま
笑
顔

が
広
が
り
ま
す
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
ス
マ

イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

相
澤

　特
に
4
〜
7
月
で
順
調
な
時
期
は
ご

ざ
い
ま
す
か
。

越
智

　日
本
地
区
の
観
光
で
い
う
と
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
な
ど
お
休
み
が
重
な
る
時

期
に
お
客
様
の
需
要
が
高
ま
る
傾
向
が
あ
り
、

年
末
年
始
や
至
近
で
は
春
休
み
期
間
な
ど
、

み
な
さ
ま
が
お
休
み
を
取
ら
れ
て
動
か
れ
る

時
期
に
は
需
要
が
盛
り
上
が
り
、
特
に
ハ
ワ

イ
を
中
心
に
需
要
が
高
ま
る
と
い
う
傾
向
が

あ
り
ま
し
た
。
至
近
の
動
向
で
は
、
3
月
が

非
常
に
よ
く
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も
、

お
花
見
目
的
の
お
客
様
に
た
く
さ
ん
ご
利
用

頂
き
ま
し
た
。
こ
の
3
、
4
月
あ
た
り
は
全

体
の
路
線
で
満
遍
な
く
増
え
て
い
ま
す
。
特

に
お
花
見
需
要
で
い
く
と
、
ア
ジ
ア
路
線
で

す
ね
。
台
湾
、
香
港
、
韓
国
と
か
、
バ
ン
コ

ク
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
も
好
調
で
し
た
。

相
澤

　日
本
か
ら
行
く
場
合
で
す
と
、
ハ
ワ

イ
を
中
心
に
増
え
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　そ
う
で
す
ね
。
や
は
り
観
光
と
い
う

の
で
ハ
ワ
イ
、
近
場
で
は
、
台
湾
と
か
韓
国
、

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
日
本
か
ら
の
需
要
も

動
き
出
し
始
め
て
い
る
感
じ
で
す
。

相
澤

　ハ
ワ
イ
と
な
る
と
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　そ
う
で
す
ね
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
、
ご
夫
婦
と
い
っ
た

層
が
多
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　レ
ジ
ャ
ー
も
思
っ
た
よ
り
好
調
と
い

う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
安
心
し
た
の
で
す
け

れ
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
比
較
と
い
う
意
味
で

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

海
外
の
乗
り
継
ぎ
需
要
と
、

業
務
需
要
が
先
行
し
て
回
復

政
策
が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の

販
促
で
相
乗
効
果
を
ね
ら
う

日
本
航
空
株
式
会
社

政
策
の
節
目
に
合
わ
せ
た

販
促
展
開
で
機
運
を
醸
成

2
0
1
9
年
4
月
よ
り
当
社
執
行
役
員
に
就
任
し
、
同

年
6
月
に
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
代
表
取
締
役
社
長

2
0
2
2
年
4
月
に
常
務
執
行
役
員 

旅
客
営
業
本
部
を

経
て
、
現
在
は
2
0
2
3
年
4
月
に
発
足
し
た
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
営
業
本
部
長
に
就
任

越
智
健
一
郎
氏（
お
ち
・
け
ん
い
ち
ろ
う
）

日
本
航
空
株
式
会
社
　

常
務
執
行
役
員 

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
本
部

5

越
智

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
業
務
需
要
の

ほ
う
が
戻
り
は
早
い
と
思
い
ま
す
。
全
体
的

に
日
本
地
区
の
戻
り
は
遅
い
で
す
。
遅
い
中

で
も
日
本
地
区
の
業
務
は
比
較
的
戻
り
が
早

く
て
、
遅
い
の
は
観
光
需
要
に
な
り
ま
す
。

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
6
割
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

も
含
め
た
全
体
の
需
要
で
、
日
本
は
も
う
少
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越
智

　航
空
会
社
と
し
て
、
日
本
地
区
観
光

は
非
常
に
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

私
共
で
で
き
る
こ
と
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

は
し
っ
か
り
取
り
組
み
を
続
け
た
い
と
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　具
体
的
に
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
は

ご
ざ
い
ま
す
か
。

越
智

　3
月
の
ス
マ
イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
大
谷
選
手
を
起
用
し
て
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

展
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
比
較
的
、
好
調
だ
っ

た
の
で
、
4
月
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
間
も
な

く
リ
リ
ー
ス
予
定
で
す
。

　国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
ベ
ー
ス
に

あ
っ
て
、
各
事
業
者
が
そ
れ
に
の
っ
と
っ
た

形
で
や
っ
て
い
く
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
体
が

広
が
り
を
持
つ
と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
さ
に

J
A
T
A
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
旅
行

機
運
の
醸
成
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

相
澤

　日
本
人
は
み
ん
な
行
き
始
め
た
ら
動

く
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

越
智

　そ
う
で
す
ね
。
国
内
の
全
国
旅
行
支

援
の
動
向
を
見
て
も
、
行
っ
て
も
い
い
と
国

の
お
墨
付
き
が
あ
る
と
、
み
な
さ
ん
動
き
始

め
て
く
だ
さ
る
の
は
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

海
外
も
、
み
な
さ
ま
3
年
間
我
慢
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
動
き
始
め
る
と
広
が
り

が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
の
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
最
初
は
ハ
ワ
イ
、
そ
し
て
次
に
ハ

ワ
イ
以
外
の
路
線
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
現
地
の
み
な

さ
ま
も
待
ち
か
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う

気
が
し
ま
す
。

相
澤

　し
ば
ら
く
行
か
な
い
う
ち
に
、
日
本

人
の
存
在
感
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

送
客
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
上
げ
た
い
で
す
ね
。

越
智

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
私
ど
も
も
ホ

ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
イ
ベ
ン
ト
は
継
続
的

に
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
も
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
4
月
に
ハ
ワ
イ
で
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

ハ
パ
ル
ア
マ
ラ
ソ
ン
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
人
脈
を
創
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
世
の
中
の
風
潮
も
変
わ
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
外

す
と
か
5
類
に
変
わ
る
と
か
、
世
の
中
が
変

わ
る
局
面
で
、
さ
あ
、
出
掛
け
ま
し
ょ
う
と

い
う
形
で
、
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

販
促
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　機
運
が
変
わ
る
働
き
掛
け
は
非
常
に
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
共
は
3
月
に
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
ま
し
た
が
、
予
約
の
動
き

が
全
然
違
い
ま
し
た
の
で
、
政
策
が
変
わ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
私
共
も
取
り
組
み
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
に
よ
り
需
要
を
戻

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て

い
ま
す
。

相
澤

　業
界
を
挙
げ
て
会
社
横
断
的
に
取
り

組
ん
で
機
運
を
醸
成
す
る
と
い
う
お
言
葉
が

J
A
T
A
の
方
か
ら
も
あ
っ
た
の
で
す
け
れ

ど
、
ま
さ
に
今
、
そ
れ
が
必
要
な
タ
イ
ミ
ン

グ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

越
智

　は
い
。
A
L
L 

J
A
P
A
N
で
や
っ
て

い
く
必
要
の
あ
る
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　観
光
庁
が
政
策
に
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

と
い
う
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
影
響

と
し
て
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

越
智

　す
ご
く
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
路
線

と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
両
方
の
発
地
で
動
い

て
い
た
だ
く
の
が
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
し
、

来
て
い
た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
て
、
発
地
先

の
国
の
み
な
さ
ま
も
、
日
本
人
に
来
て
も
ら

う
こ
と
を
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
も

多
く
あ
る
の
で
、
国
を
挙
げ
て
い
ろ
い
ろ
な

取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
非
常
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
し
、私
ど
も
も
精
い
っ

ぱ
い
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　だ
い
ぶ
そ
う
い
っ
た
機
運
が
醸
成
さ

れ
て
き
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
、
も
う
一
押

し
、
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
と
か
、

そ
う
い
っ
た
も
の
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

越
智

　全
体
の
総
需
要
を
上
げ
る
と
い
う
取

り
組
み
が
今
、
非
常
に
重
要
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ま
さ
に
国
が
日
本
地
区
か
ら

の
海
外
へ
の
渡
航
と
い
う
も
の
に
注
目
を
し

て
い
る
中
で
、
私
た
ち
も
航
空
事
業
者
と
し

て
で
き
る
こ
と
、
個
別
で
で
き
る
こ
と
は
精

い
っ
ぱ
い
そ
こ
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
相
乗
効

果
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　マ
ー
ケ
ッ
ト
の
主
役
が
若
い
世
代
に

変
わ
り
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
が
、
若
い
方
た

ち
は
費
用
面
で
厳
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る

か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
御
社
と
し
て
は

ど
う
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

越
智

　今
ま
で
は
、
こ
こ
へ
行
き
た
い
と
旅

行
を
お
選
び
に
な
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
何

を
し
た
い
、
だ
か
ら
こ
こ
へ
行
く
と
い
う
よ

う
に
、
少
し
目
的
意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
感
じ
も
し
て
お
り
ま
す
。
世
代
の
高
い
み

な
さ
ま
は
、
少
し
ず
つ
動
い
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
若
い
み
な
さ

ま
も
春
休
み
期
間
に
は
、
動
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
う
い
う
動
き
が
こ
れ
か
ら
も
続

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　あ
と
は
両
極
化
し
て
い
る
と
い
う
話

も
あ
り
ま
す
ね
。
海
外
で
活
躍
さ
れ
る
方
は

ど
ん
ど
ん
外
に
出
て
い
く
。
一
方
で
、
国
内

に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
人
と
両
極
に
な
っ
て

し
ま
う
と
こ
ろ
が
、
若
干
心
配
な
と
こ
ろ
で
、

そ
こ
を
ど
う
動
か
し
て
い
く
か
が
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

越
智

　至
近
で
W
B
C
で
の
侍
ジ
ャ
パ
ン
の

活
躍
を
ご
覧
に
な
ら
れ
て
、
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
を
見
に
き
ま
し
た
と

い
う
、
比
較
的
若
い
人
た
ち
が
報
道
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。
大
谷
選
手
を
は
じ
め
と
し

た
若
い
世
代
の
人
た
ち
の
、
魂
の
こ
も
っ
た

素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見
て
心
が
動
か
さ
れ
て
、

そ
れ
を
見
に
い
き
た
い
と
い
う
方
は
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

活
躍
や
実
際
の
観
光
地
を
見
に
い
き
た
い
と

か
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
少
し
ず
つ
動
き

始
め
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。

相
澤

　お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
ね
。
そ
の

姿
勢
を
見
せ
る
と
い
う
の
が
、
本
当
に
今
、

重
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

越
智

　行
く
目
的
が
な
い
と
、
な
か
な
か
み

な
さ
ま
動
か
れ
な
い
と
思
う
の
で
、
ま
さ
に

何
を
し
た
い
と
か
、
あ
る
い
は
憧
れ
の
こ
う

い
う
人
た
ち
の
実
際
の
生
の
プ
レ
イ
を
見
た

い
と
か
、
音
楽
を
本
場
に
聴
き
に
い
き
た
い

と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
人
の
心
が
動
い

て
、
実
際
に
移
動
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
か

な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

相
澤

　動
画
で
見
る
こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
、

実
際
に
体
験
す
る
こ
と
が
よ
り
貴
重
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

越
智

　そ
う
思
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
上
で
の
体

験
は
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、

臨
場
感
で
あ
る
と
か
、
五
感
で
そ
れ
を
感
じ

る
と
い
う
の
は
、
現
地
に
行
か
な
い
と
味
わ

え
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
こ
そ
旅
行
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
事
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
旅
行
っ
て
素
晴
ら

し
い
と
再
発
見
さ
れ
て
、
ご
移
動
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
な
と
。
旅
行
は
そ
う
い
う

力
を
秘
め
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
低
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
少
し
細
か
く
申
し
上
げ
る
と
、
い
わ

ゆ
る
北
米
と
ア
ジ
ア
の
通
過
需
要
が
ず
っ
と

存
在
し
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
海
外
か
ら

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
水
際
緩
和
で
増
え
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
地
区
の
業
務
需
要

が
じ
わ
じ
わ
回
復
し
つ
つ
あ
っ
て
、
今
は
観

光
が
い
つ
戻
る
の
か
を
期
待
し
て
待
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

相
澤

　今
年
1
月
の
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
に

よ
る
と
、
羽
田
の
便
数
が
コ
ロ
ナ
前
の
1
・

5
倍
に
拡
大
し
た
そ
う
で
す
が
、
こ
ち
ら
は

ビ
ジ
ネ
ス
路
線
や
北
米
路
線
が
順
調
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　北
米
路
線
が
順
調
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
と
、
日
本
か
ら
の
お
客
様
も
少
し
ず
つ

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　羽
田
を
拡
大
し
た
の
が
、
ち
ょ
う
ど
コ
ロ

ナ
禍
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
日
本
の
お
客
様
が
戻
っ
て
き
て

い
る
中
で
、
そ
の
羽
田
の
枠
を
先
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

相
澤

　羽
田
が
こ
こ
ま
で
戻
っ
て
い
る
と
は

想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
と
、
成
田

は
レ
ジ
ャ
ー
が
多
い
と
か
方
面
的
な
違
い
も

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
成
田
が
戻
っ
て
、

地
方
が
戻
っ
て
、
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　は
い
。
成
田
は
乗
り
継
ぎ
で
す
。
北

米
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
と
か
、
私
ど
も
と
し
て

も
大
事
な
路
線
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
乗
り
継
ぎ
需
要
で
成
田
を
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
御
社
を
利
用
す
る

方
は
増
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　は
い
。
ま
だ
海
外
の
航
空
会
社
が

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
戻
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
そ
の
分
、
通
過
の
お
客
様
が
海
外
の

航
空
会
社
を
使
わ
れ
て
い
た
の
が
、
今
は
私

共
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
増
え
て
い
ま
す
。
供
給
が
戻
っ

て
き
た
と
き
に
、
ど
れ
だ
け
残
っ
て
い
た
だ

け
る
の
か
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
こ
の
ま
ま

使
っ
て
い
た
だ
く
の
は
、
双
方
向
の
と
こ
ろ

で
も
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
ね
。

越
智

　日
本
の
航
空
会
社
に
初
め
て
乗
っ
て

頂
い
た
お
客
様
に
次
も
使
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
私
共
も
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
澤

　ま
だ
欧
州
で
す
と
か
、
中
国
が
不
安

定
な
状
況
に
あ
る
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、

方
面
別
の
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　こ
れ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
両
方
で
い
く
と
、
戻
り
が
早
い
の
は

北
米
と
東
南
ア
ジ
ア
で
す
。
も
と
も
と
通
過

需
要
も
あ
り
ま
す
し
、
水
際
緩
和
が
早
か
っ

た
国
同
士
の
動
き
は
非
常
に
堅
調
か
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
水
際
緩
和
さ
れ
た
後
の
韓

国
、
香
港
、
台
湾
、
こ
う
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
の

動
き
も
急
速
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
申
し
上
げ
た
路
線
は
、
利
用
率
も
か

な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
ロ
シ
ア
上
空
が
飛
べ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
迂
回
ル
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
こ
と
と
、

供
給
も
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ま
だ

需
要
回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
感
じ
で
す
。

相
澤

　本
格
的
な
回
復
に
は
そ
こ
を
待
た
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

越
智

　そ
う
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
残
さ
れ

た
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
国
で
す
。
ビ
ザ

の
解
禁
も
ま
だ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ

こ
が
動
き
始
め
て
、
か
な
り
回
復
が
見
込
め

る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
だ
と
、
ど
ち
ら

が
早
く
戻
っ
て
き
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　ロ
シ
ア
に
関
し
て
は
な
か
な
か
先
の

見
通
し
が
た
た
な
い
と
す
る
と
、
中
国
は
緩

和
の
方
向
に
動
い
て
は
い
ま
す
の
で
、
戻
り

始
め
る
と
か
な
り
早
い
ペ
ー
ス
で
戻
っ
て
く

る
可
能
性
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　た
だ
、短
期
間
で
は
難
し
そ
う
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
夏
で
は
な
さ
そ
う
で
す
ね
。

越
智

　少
し
ず
つ
戻
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と

思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
と
か
、

リ
ゾ
ー
ト
路
線
の
戻
り
と
は
違
う
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、
費
用
面
に

も
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　そ
う
思
い
ま
す
。
例
え
ば
ハ
ワ
イ
に

関
し
て
も
、
為
替
と
か
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
の
問
題
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
総
額
で

高
く
な
っ
て
い
る
部
分
は
影
響
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
近
場
の

台
湾
の
様
な
路
線
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
る

の
は
、
値
ご
ろ
感
も
あ
っ
て
と
い
う
と
こ
ろ

で
お
選
び
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　観
光
に
限
る
と
、
コ
ロ
ナ
前
の

2
0
1
9
年
の
水
準
に
戻
る
の
は
い
つ
頃
に

な
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　I
A
T
A
の
デ
ー
タ
な
ど
で
い
く
と
、

確
か
2
0
2
5
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
か
な
り
先
に
な
る
と
見
て

い
ま
す
。
た
だ
、
水
際
緩
和
が
さ
れ
て
い
ろ

い
ろ
な
規
制
が
な
く
な
る
と
、
日
本
の
お
客

様
も
必
ず
動
か
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
時
期
は
も
っ
と
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
澤

　で
は
、
5
月
の
5
類
に
移
行
で
一
気

相
澤

　だ
い
ぶ
路
線
も
回
復
し
て
き
た
か
と

は
思
い
ま
す
が
、
現
在
は
ど
う
い
っ
た
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　ま
だ
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と
約
6
割

の
回
復
で
す
が
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
が
か

な
り
多
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
期
待
し

た
い
日
本
発
の
観
光
需
要
が
、
一
番
遅
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
、
私
共
も
何
か
施

策
を
し
て
、
少
し
で
も
全
体
を
盛
り
上
げ
て

明
る
い
雰
囲
気
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
澤

　具
体
的
な
取
り
組
み
は
ご
ざ
い
ま
す

か
。

越
智

　3
月
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
ま
し

た
。
さ
ら
に
5
月
に
な
る
と
新
型
コ
ロ
ナ
も

5
類
相
当
へ
移
る
の
で
、
そ
の
解
放
感
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
、
ス
マ

イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
称
し
て
、
国
際
線
は

4
月
か
ら
7
月
の
夏
手
前
ま
で
の
期
間
に
ハ

ワ
イ
を
中
心
に
お
求
め
い
た
だ
き
や
す
い
運

賃
価
格
に
設
定
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
、
そ
れ
な
り
に
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
外
す
と
み
な
さ
ま
笑
顔

が
広
が
り
ま
す
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
ス
マ

イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

相
澤

　特
に
4
〜
7
月
で
順
調
な
時
期
は
ご

ざ
い
ま
す
か
。

越
智

　日
本
地
区
の
観
光
で
い
う
と
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
な
ど
お
休
み
が
重
な
る
時

期
に
お
客
様
の
需
要
が
高
ま
る
傾
向
が
あ
り
、

年
末
年
始
や
至
近
で
は
春
休
み
期
間
な
ど
、

み
な
さ
ま
が
お
休
み
を
取
ら
れ
て
動
か
れ
る

時
期
に
は
需
要
が
盛
り
上
が
り
、
特
に
ハ
ワ

イ
を
中
心
に
需
要
が
高
ま
る
と
い
う
傾
向
が

あ
り
ま
し
た
。
至
近
の
動
向
で
は
、
3
月
が

非
常
に
よ
く
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も
、

お
花
見
目
的
の
お
客
様
に
た
く
さ
ん
ご
利
用

頂
き
ま
し
た
。
こ
の
3
、
4
月
あ
た
り
は
全

体
の
路
線
で
満
遍
な
く
増
え
て
い
ま
す
。
特

に
お
花
見
需
要
で
い
く
と
、
ア
ジ
ア
路
線
で

す
ね
。
台
湾
、
香
港
、
韓
国
と
か
、
バ
ン
コ

ク
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
も
好
調
で
し
た
。

相
澤

　日
本
か
ら
行
く
場
合
で
す
と
、
ハ
ワ

イ
を
中
心
に
増
え
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　そ
う
で
す
ね
。
や
は
り
観
光
と
い
う

の
で
ハ
ワ
イ
、
近
場
で
は
、
台
湾
と
か
韓
国
、

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
日
本
か
ら
の
需
要
も

動
き
出
し
始
め
て
い
る
感
じ
で
す
。

相
澤

　ハ
ワ
イ
と
な
る
と
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　そ
う
で
す
ね
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
、
ご
夫
婦
と
い
っ
た

層
が
多
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　レ
ジ
ャ
ー
も
思
っ
た
よ
り
好
調
と
い

う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
安
心
し
た
の
で
す
け

れ
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
比
較
と
い
う
意
味
で

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で

レ
ジ
ャ
ー
需
要
を
後
押
し

現
地
を
五
感
で
感
じ
る

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い

越
智

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
業
務
需
要
の

ほ
う
が
戻
り
は
早
い
と
思
い
ま
す
。
全
体
的

に
日
本
地
区
の
戻
り
は
遅
い
で
す
。
遅
い
中

で
も
日
本
地
区
の
業
務
は
比
較
的
戻
り
が
早

く
て
、
遅
い
の
は
観
光
需
要
に
な
り
ま
す
。

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
6
割
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

も
含
め
た
全
体
の
需
要
で
、
日
本
は
も
う
少
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越
智

　航
空
会
社
と
し
て
、
日
本
地
区
観
光

は
非
常
に
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

私
共
で
で
き
る
こ
と
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

は
し
っ
か
り
取
り
組
み
を
続
け
た
い
と
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　具
体
的
に
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
は

ご
ざ
い
ま
す
か
。

越
智

　3
月
の
ス
マ
イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
大
谷
選
手
を
起
用
し
て
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

展
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
比
較
的
、
好
調
だ
っ

た
の
で
、
4
月
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
間
も
な

く
リ
リ
ー
ス
予
定
で
す
。

　国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
ベ
ー
ス
に

あ
っ
て
、
各
事
業
者
が
そ
れ
に
の
っ
と
っ
た

形
で
や
っ
て
い
く
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
体
が

広
が
り
を
持
つ
と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
さ
に

J
A
T
A
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
旅
行

機
運
の
醸
成
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

相
澤

　日
本
人
は
み
ん
な
行
き
始
め
た
ら
動

く
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

越
智

　そ
う
で
す
ね
。
国
内
の
全
国
旅
行
支

援
の
動
向
を
見
て
も
、
行
っ
て
も
い
い
と
国

の
お
墨
付
き
が
あ
る
と
、
み
な
さ
ん
動
き
始

め
て
く
だ
さ
る
の
は
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

海
外
も
、
み
な
さ
ま
3
年
間
我
慢
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
動
き
始
め
る
と
広
が
り

が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
の
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
最
初
は
ハ
ワ
イ
、
そ
し
て
次
に
ハ

ワ
イ
以
外
の
路
線
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
現
地
の
み
な

さ
ま
も
待
ち
か
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う

気
が
し
ま
す
。

相
澤

　し
ば
ら
く
行
か
な
い
う
ち
に
、
日
本

人
の
存
在
感
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

送
客
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
上
げ
た
い
で
す
ね
。

越
智

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
私
ど
も
も
ホ

ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
イ
ベ
ン
ト
は
継
続
的

に
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
も
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
4
月
に
ハ
ワ
イ
で
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

ハ
パ
ル
ア
マ
ラ
ソ
ン
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
人
脈
を
創
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
世
の
中
の
風
潮
も
変
わ
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
外

す
と
か
5
類
に
変
わ
る
と
か
、
世
の
中
が
変

わ
る
局
面
で
、
さ
あ
、
出
掛
け
ま
し
ょ
う
と

い
う
形
で
、
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

販
促
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　機
運
が
変
わ
る
働
き
掛
け
は
非
常
に
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
共
は
3
月
に
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
ま
し
た
が
、
予
約
の
動
き

が
全
然
違
い
ま
し
た
の
で
、
政
策
が
変
わ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
私
共
も
取
り
組
み
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
に
よ
り
需
要
を
戻

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て

い
ま
す
。

相
澤

　業
界
を
挙
げ
て
会
社
横
断
的
に
取
り

組
ん
で
機
運
を
醸
成
す
る
と
い
う
お
言
葉
が

J
A
T
A
の
方
か
ら
も
あ
っ
た
の
で
す
け
れ

ど
、
ま
さ
に
今
、
そ
れ
が
必
要
な
タ
イ
ミ
ン

グ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

越
智

　は
い
。
A
L
L 

J
A
P
A
N
で
や
っ
て

い
く
必
要
の
あ
る
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　観
光
庁
が
政
策
に
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

と
い
う
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
影
響

と
し
て
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

越
智

　す
ご
く
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
路
線

と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
両
方
の
発
地
で
動
い

て
い
た
だ
く
の
が
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
し
、

来
て
い
た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
て
、
発
地
先

の
国
の
み
な
さ
ま
も
、
日
本
人
に
来
て
も
ら

う
こ
と
を
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
も

多
く
あ
る
の
で
、
国
を
挙
げ
て
い
ろ
い
ろ
な

取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
非
常
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
し
、私
ど
も
も
精
い
っ

ぱ
い
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　だ
い
ぶ
そ
う
い
っ
た
機
運
が
醸
成
さ

れ
て
き
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
、
も
う
一
押

し
、
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
と
か
、

そ
う
い
っ
た
も
の
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

越
智

　全
体
の
総
需
要
を
上
げ
る
と
い
う
取

り
組
み
が
今
、
非
常
に
重
要
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ま
さ
に
国
が
日
本
地
区
か
ら

の
海
外
へ
の
渡
航
と
い
う
も
の
に
注
目
を
し

て
い
る
中
で
、
私
た
ち
も
航
空
事
業
者
と
し

て
で
き
る
こ
と
、
個
別
で
で
き
る
こ
と
は
精

い
っ
ぱ
い
そ
こ
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
相
乗
効

果
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　マ
ー
ケ
ッ
ト
の
主
役
が
若
い
世
代
に

変
わ
り
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
が
、
若
い
方
た

ち
は
費
用
面
で
厳
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る

か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
御
社
と
し
て
は

ど
う
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

越
智

　今
ま
で
は
、
こ
こ
へ
行
き
た
い
と
旅

行
を
お
選
び
に
な
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
何

を
し
た
い
、
だ
か
ら
こ
こ
へ
行
く
と
い
う
よ

う
に
、
少
し
目
的
意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
感
じ
も
し
て
お
り
ま
す
。
世
代
の
高
い
み

な
さ
ま
は
、
少
し
ず
つ
動
い
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
若
い
み
な
さ

ま
も
春
休
み
期
間
に
は
、
動
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
う
い
う
動
き
が
こ
れ
か
ら
も
続

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　あ
と
は
両
極
化
し
て
い
る
と
い
う
話

も
あ
り
ま
す
ね
。
海
外
で
活
躍
さ
れ
る
方
は

ど
ん
ど
ん
外
に
出
て
い
く
。
一
方
で
、
国
内

に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
人
と
両
極
に
な
っ
て

し
ま
う
と
こ
ろ
が
、
若
干
心
配
な
と
こ
ろ
で
、

そ
こ
を
ど
う
動
か
し
て
い
く
か
が
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

越
智

　至
近
で
W
B
C
で
の
侍
ジ
ャ
パ
ン
の

活
躍
を
ご
覧
に
な
ら
れ
て
、
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
を
見
に
き
ま
し
た
と

い
う
、
比
較
的
若
い
人
た
ち
が
報
道
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。
大
谷
選
手
を
は
じ
め
と
し

た
若
い
世
代
の
人
た
ち
の
、
魂
の
こ
も
っ
た

素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見
て
心
が
動
か
さ
れ
て
、

そ
れ
を
見
に
い
き
た
い
と
い
う
方
は
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

活
躍
や
実
際
の
観
光
地
を
見
に
い
き
た
い
と

か
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
少
し
ず
つ
動
き

始
め
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。

相
澤

　お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
ね
。
そ
の

姿
勢
を
見
せ
る
と
い
う
の
が
、
本
当
に
今
、

重
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

越
智

　行
く
目
的
が
な
い
と
、
な
か
な
か
み

な
さ
ま
動
か
れ
な
い
と
思
う
の
で
、
ま
さ
に

何
を
し
た
い
と
か
、
あ
る
い
は
憧
れ
の
こ
う

い
う
人
た
ち
の
実
際
の
生
の
プ
レ
イ
を
見
た

い
と
か
、
音
楽
を
本
場
に
聴
き
に
い
き
た
い

と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
人
の
心
が
動
い

て
、
実
際
に
移
動
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
か

な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

相
澤

　動
画
で
見
る
こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
、

実
際
に
体
験
す
る
こ
と
が
よ
り
貴
重
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

越
智

　そ
う
思
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
上
で
の
体

験
は
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、

臨
場
感
で
あ
る
と
か
、
五
感
で
そ
れ
を
感
じ

る
と
い
う
の
は
、
現
地
に
行
か
な
い
と
味
わ

え
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
こ
そ
旅
行
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
事
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
旅
行
っ
て
素
晴
ら

し
い
と
再
発
見
さ
れ
て
、
ご
移
動
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
な
と
。
旅
行
は
そ
う
い
う

力
を
秘
め
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
低
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
少
し
細
か
く
申
し
上
げ
る
と
、
い
わ

ゆ
る
北
米
と
ア
ジ
ア
の
通
過
需
要
が
ず
っ
と

存
在
し
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
海
外
か
ら

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
水
際
緩
和
で
増
え
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
地
区
の
業
務
需
要

が
じ
わ
じ
わ
回
復
し
つ
つ
あ
っ
て
、
今
は
観

光
が
い
つ
戻
る
の
か
を
期
待
し
て
待
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

相
澤

　今
年
1
月
の
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
に

よ
る
と
、
羽
田
の
便
数
が
コ
ロ
ナ
前
の
1
・

5
倍
に
拡
大
し
た
そ
う
で
す
が
、
こ
ち
ら
は

ビ
ジ
ネ
ス
路
線
や
北
米
路
線
が
順
調
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　北
米
路
線
が
順
調
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
と
、
日
本
か
ら
の
お
客
様
も
少
し
ず
つ

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　羽
田
を
拡
大
し
た
の
が
、
ち
ょ
う
ど
コ
ロ

ナ
禍
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
日
本
の
お
客
様
が
戻
っ
て
き
て

い
る
中
で
、
そ
の
羽
田
の
枠
を
先
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

相
澤

　羽
田
が
こ
こ
ま
で
戻
っ
て
い
る
と
は

想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
と
、
成
田

は
レ
ジ
ャ
ー
が
多
い
と
か
方
面
的
な
違
い
も

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
成
田
が
戻
っ
て
、

地
方
が
戻
っ
て
、
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　は
い
。
成
田
は
乗
り
継
ぎ
で
す
。
北

米
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
と
か
、
私
ど
も
と
し
て

も
大
事
な
路
線
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
乗
り
継
ぎ
需
要
で
成
田
を
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
御
社
を
利
用
す
る

方
は
増
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　は
い
。
ま
だ
海
外
の
航
空
会
社
が

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
戻
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
そ
の
分
、
通
過
の
お
客
様
が
海
外
の

航
空
会
社
を
使
わ
れ
て
い
た
の
が
、
今
は
私

共
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
増
え
て
い
ま
す
。
供
給
が
戻
っ

て
き
た
と
き
に
、
ど
れ
だ
け
残
っ
て
い
た
だ

け
る
の
か
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
こ
の
ま
ま

使
っ
て
い
た
だ
く
の
は
、
双
方
向
の
と
こ
ろ

で
も
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
ね
。

越
智

　日
本
の
航
空
会
社
に
初
め
て
乗
っ
て

頂
い
た
お
客
様
に
次
も
使
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
私
共
も
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
澤

　ま
だ
欧
州
で
す
と
か
、
中
国
が
不
安

定
な
状
況
に
あ
る
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、

方
面
別
の
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　こ
れ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
両
方
で
い
く
と
、
戻
り
が
早
い
の
は

北
米
と
東
南
ア
ジ
ア
で
す
。
も
と
も
と
通
過

需
要
も
あ
り
ま
す
し
、
水
際
緩
和
が
早
か
っ

た
国
同
士
の
動
き
は
非
常
に
堅
調
か
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
水
際
緩
和
さ
れ
た
後
の
韓

国
、
香
港
、
台
湾
、
こ
う
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
の

動
き
も
急
速
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
申
し
上
げ
た
路
線
は
、
利
用
率
も
か

な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
ロ
シ
ア
上
空
が
飛
べ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
迂
回
ル
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
こ
と
と
、

供
給
も
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ま
だ

需
要
回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
感
じ
で
す
。

相
澤

　本
格
的
な
回
復
に
は
そ
こ
を
待
た
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

越
智

　そ
う
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
残
さ
れ

た
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
国
で
す
。
ビ
ザ

の
解
禁
も
ま
だ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ

こ
が
動
き
始
め
て
、
か
な
り
回
復
が
見
込
め

る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
だ
と
、
ど
ち
ら

が
早
く
戻
っ
て
き
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　ロ
シ
ア
に
関
し
て
は
な
か
な
か
先
の

見
通
し
が
た
た
な
い
と
す
る
と
、
中
国
は
緩

和
の
方
向
に
動
い
て
は
い
ま
す
の
で
、
戻
り

始
め
る
と
か
な
り
早
い
ペ
ー
ス
で
戻
っ
て
く

る
可
能
性
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　た
だ
、短
期
間
で
は
難
し
そ
う
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
夏
で
は
な
さ
そ
う
で
す
ね
。

越
智

　少
し
ず
つ
戻
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と

思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
と
か
、

リ
ゾ
ー
ト
路
線
の
戻
り
と
は
違
う
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、
費
用
面
に

も
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　そ
う
思
い
ま
す
。
例
え
ば
ハ
ワ
イ
に

関
し
て
も
、
為
替
と
か
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
の
問
題
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
総
額
で

高
く
な
っ
て
い
る
部
分
は
影
響
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
近
場
の

台
湾
の
様
な
路
線
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
る

の
は
、
値
ご
ろ
感
も
あ
っ
て
と
い
う
と
こ
ろ

で
お
選
び
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
澤

　観
光
に
限
る
と
、
コ
ロ
ナ
前
の

2
0
1
9
年
の
水
準
に
戻
る
の
は
い
つ
頃
に

な
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　I
A
T
A
の
デ
ー
タ
な
ど
で
い
く
と
、

確
か
2
0
2
5
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
か
な
り
先
に
な
る
と
見
て

い
ま
す
。
た
だ
、
水
際
緩
和
が
さ
れ
て
い
ろ

い
ろ
な
規
制
が
な
く
な
る
と
、
日
本
の
お
客

様
も
必
ず
動
か
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
時
期
は
も
っ
と
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
澤

　で
は
、
5
月
の
5
類
に
移
行
で
一
気

相
澤

　だ
い
ぶ
路
線
も
回
復
し
て
き
た
か
と

は
思
い
ま
す
が
、
現
在
は
ど
う
い
っ
た
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　ま
だ
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と
約
6
割

の
回
復
で
す
が
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
が
か

な
り
多
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
期
待
し

た
い
日
本
発
の
観
光
需
要
が
、
一
番
遅
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
、
私
共
も
何
か
施

策
を
し
て
、
少
し
で
も
全
体
を
盛
り
上
げ
て

明
る
い
雰
囲
気
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
澤

　具
体
的
な
取
り
組
み
は
ご
ざ
い
ま
す

か
。

越
智

　3
月
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
ま
し

た
。
さ
ら
に
5
月
に
な
る
と
新
型
コ
ロ
ナ
も

5
類
相
当
へ
移
る
の
で
、
そ
の
解
放
感
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
、
ス
マ

イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
称
し
て
、
国
際
線
は

4
月
か
ら
7
月
の
夏
手
前
ま
で
の
期
間
に
ハ

ワ
イ
を
中
心
に
お
求
め
い
た
だ
き
や
す
い
運

賃
価
格
に
設
定
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
、
そ
れ
な
り
に
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
外
す
と
み
な
さ
ま
笑
顔

が
広
が
り
ま
す
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
ス
マ

イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

相
澤

　特
に
4
〜
7
月
で
順
調
な
時
期
は
ご

ざ
い
ま
す
か
。

越
智

　日
本
地
区
の
観
光
で
い
う
と
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
な
ど
お
休
み
が
重
な
る
時

期
に
お
客
様
の
需
要
が
高
ま
る
傾
向
が
あ
り
、

年
末
年
始
や
至
近
で
は
春
休
み
期
間
な
ど
、

み
な
さ
ま
が
お
休
み
を
取
ら
れ
て
動
か
れ
る

時
期
に
は
需
要
が
盛
り
上
が
り
、
特
に
ハ
ワ

イ
を
中
心
に
需
要
が
高
ま
る
と
い
う
傾
向
が

あ
り
ま
し
た
。
至
近
の
動
向
で
は
、
3
月
が

非
常
に
よ
く
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も
、

お
花
見
目
的
の
お
客
様
に
た
く
さ
ん
ご
利
用

頂
き
ま
し
た
。
こ
の
3
、
4
月
あ
た
り
は
全

体
の
路
線
で
満
遍
な
く
増
え
て
い
ま
す
。
特

に
お
花
見
需
要
で
い
く
と
、
ア
ジ
ア
路
線
で

す
ね
。
台
湾
、
香
港
、
韓
国
と
か
、
バ
ン
コ

ク
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
も
好
調
で
し
た
。

相
澤

　日
本
か
ら
行
く
場
合
で
す
と
、
ハ
ワ

イ
を
中
心
に
増
え
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　そ
う
で
す
ね
。
や
は
り
観
光
と
い
う

の
で
ハ
ワ
イ
、
近
場
で
は
、
台
湾
と
か
韓
国
、

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
日
本
か
ら
の
需
要
も

動
き
出
し
始
め
て
い
る
感
じ
で
す
。

相
澤

　ハ
ワ
イ
と
な
る
と
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

越
智

　そ
う
で
す
ね
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
、
ご
夫
婦
と
い
っ
た

層
が
多
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

相
澤

　レ
ジ
ャ
ー
も
思
っ
た
よ
り
好
調
と
い

う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
安
心
し
た
の
で
す
け

れ
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
比
較
と
い
う
意
味
で

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で

レ
ジ
ャ
ー
需
要
を
後
押
し

現
地
を
五
感
で
感
じ
る

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い

越
智

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
業
務
需
要
の

ほ
う
が
戻
り
は
早
い
と
思
い
ま
す
。
全
体
的

に
日
本
地
区
の
戻
り
は
遅
い
で
す
。
遅
い
中

で
も
日
本
地
区
の
業
務
は
比
較
的
戻
り
が
早

く
て
、
遅
い
の
は
観
光
需
要
に
な
り
ま
す
。

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
6
割
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

も
含
め
た
全
体
の
需
要
で
、
日
本
は
も
う
少
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そ
れ
だ
と
片
道
し
か
な
い
の
で
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
増
や
さ
な
く
て
は
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

そ
う
し
た
状
況
が
コ
ロ
ナ
を
経
て
、
あ
る
意

味
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
入
っ
て
き
た
こ
と
は
当

然
重
要
な
の
で
す
け
ど
、
限
ら
れ
た
航
空
座

席
の
と
こ
ろ
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
ば

か
り
増
え
て
、
国
内
か
ら
の
需
要
が
増
え
て

こ
な
い
と
、
国
内
の
お
客
様
た
ち
は
、
さ
っ

き
の
価
格
の
問
題
も
そ
う
で
す
け
ど
、
外
に

出
て
い
け
な
い
み
た
い
な
人
も
出
て
き
か
ね

な
い
。
状
況
が
こ
こ
数
年
で
だ
い
ぶ
変
わ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
て
。

　わ
れ
わ
れ
は
、
政
府
に
提
言
す
る
つ
も
り

で
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
、
放
っ
て
お
い
て

も
み
ん
な
が
海
外
に
行
く
の
で
は
な
く
、

ち
ょ
っ
と
状
況
が
変
わ
り
ま
し
た
、だ
か
ら
、

そ
こ
は
丁
寧
に
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

大
前

　経
済
的
な
問
題
が
少
し
緩
ん
で
く
れ

ば
、
だ
い
ぶ
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て
く
る

の
で
す
け
ど
、
コ
ロ
ナ
前
か
ら
「
若
者
が
海

外
に
行
き
た
が
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
話

が
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
れ
が
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
は
冷
静

に
見
極
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
傾
向
が
さ
ら
に
加
速
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
か
ど
う
な
の
か
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
ね
。
若
い
世
代
が
海
外
へ
の
旅
行

に
も
っ
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
日
本
に
と
っ
て

も
プ
ラ
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
当
然
、

弊
社
も
そ
の
た
め
に
ど
う
貢
献
で
き
る
の
か

と
い
う
点
は
大
き
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
春
の
状
況
を
見
る
と
、
若
い
方
が
意

外
と
東
ア
ジ
ア
方
面
に
結
構
、
移
動
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
比
較
的
手

ご
ろ
な
価
格
で
渡
航
で
き
る
東
ア
ジ
ア
方
面

に
限
っ
た
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
こ
の
動

き
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
コ

ロ
ナ
前
か
ら
い
わ
れ
て
い
た
根
本
的
な
課
題

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
若
い
方
に
ど
う
海
外
旅
行
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
の
か
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
状

況
で
私
ど
も
が
ど
う
取
り
組
ん
で
い
け
る
の

か
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
田

　今
回
、
特
集
の
中
で
簡
単
な
調
査
を

行
っ
た
の
で
す
け
ど
、
個
人
的
な
直
感
で
い

う
と
、
国
内
市
場
で
は
今
の
若
い
人
た
ち
が

最
後
の
と
り
で
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
て
。

と
い
う
の
は
、
バ
ブ
ル
世
代
で
海
外
旅
行
を

か
な
り
経
験
し
た
親
に
育
て
ら
れ
て
き
た
あ

る
種
、
最
後
の
世
代
で
、
こ
の
下
は
就
職
氷

河
期
世
代
の
子
ど
も
た
ち
な
の
で
、
さ
ら
に

海
外
旅
行
と
か
が
落
ち
て
き
て
し
ま
う
。
だ

か
ら
、
国
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
レ
ジ
ャ
ー
施

設
と
か
で
は
、
若
い
人
が
コ
ロ
ナ
の
中
で
も

戻
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
話
は
定
性
的
に

も
、定
量
的
に
も
出
て
き
て
い
ま
す
。な
の
で
、

こ
の
3
年
間
、
特
に
海
外
旅
行
に
関
し
て
断

絶
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
20
代
ぐ
ら
い
の
人

た
ち
が
海
外
旅
行
と
い
う
も
の
を
ち
ゃ
ん
と

経
験
す
る
。
す
る
と
結
婚
し
て
子
ど
も
が
で

き
た
と
き
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
海
外

旅
行
と
か
国
内
旅
行
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

つ
な
い
で
い
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　逆
に
今
、
こ
の
人
た
ち
に
経
験
を
積
ま
せ

な
い
と
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
も
行
か
な
い
の

で
、
国
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
し
て
し
ま

う
の
で
は
と
い
う
危
惧
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
海
外
旅
行
の
こ
の
1
、

2
年
ぐ
ら
い
の
回
復
が
後
々
ま
で
影
響
し
て

い
く
よ
う
に
な
る
か
な
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
、

計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
辺
り
の
機
運

づ
く
り
と
い
う
の
は
、
私
ど
も
だ
け
で
は
な

く
業
界
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
、
影
響
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と

と
そ
れ
が
長
期
間
に
続
い
た
こ
と
と
が
相

ま
っ
て
、
お
客
様
の
心
が
海
外
旅
行
か
ら
遠

の
い
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
は
間
違
い
な
く
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
何
と
か
再
び
近
づ
け

て
い
く
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
3
月
に
国
際
線
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
期
間
限
定
で
国
内

線
乗
継
運
賃
を
無
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。ま
だ
水
際
対
策
も
続
き
、全
体
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
そ
の
も
の
が
動
い
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
も

限
定
的
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ

た
取
り
組
み
、
工
夫
を
い
く
つ
も
積
み
重
ね

な
が
ら
、
お
客
様
の
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　レ
ジ
ャ
ー
需
要
回
復
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
い

か
に
手
前
に
持
っ
て
き
て
、
よ
り
多
く
の
方

に
海
外
旅
行
を
も
う
一
度
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
か
今
年
度
、
私
ど
も
の
最
大
の
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
田

　御
社
の
2
階
建
て
ハ
ワ
イ
便

「F
L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」は
結
構
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
と
思
う
の
で
す
け
ど
も
、
お
客
様
の
反
応

は
ど
う
で
す
か
。

大
前

　コ
ロ
ナ
の
間
に
飛
べ
な
か
っ
た
と
き

か
ら
お
客
様
か
ら
の
再
就
航
へ
の
期
待
は
非

常
に
大
き
い
状
況
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
間
も

地
上
で
こ
の
機
材
を
活
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン

の
取
り
組
み
な
ど
、
お
客
様
か
ら
高
い
ご
支

持
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
4
月
20

日
か
ら
デ
イ
リ
ー
で「F

L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」

が
飛
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
夏
休
み
の
7
月

後
半
に
は
も
う
1
日
も
う
1
便
、
成
田
―
ホ
ノ

ル
ル
を
増
便
す
る
計
画
で
す
。
こ
ち
ら
の
増
便

分
に
つ
い
て
は「F

L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」が
週
3

回
の
運
航
予
定
と
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、

週
10
便
、「F

L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」が
飛
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
レ

ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
回
復
に
向
け
た
起
爆
剤

と
し
て
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
田

　日
本
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
海
外
旅
行

と
い
っ
た
と
き
、
象
徴
的
な
存
在
は
ハ
ワ
イ

だ
と
思
う
の
で
、
ハ
ワ
イ
旅
行
が
注
目
を
浴

び
て
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
、
私
も
海

外
行
こ
う
か
な
、
と
い
う
雰
囲
気
が
つ
く
っ

て
い
け
る
の
か
と
思
い
ま
す
。
昨
年
9
月
に

ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
と
き
に
、
メ
イ
ン
ラ
ン
ド

の
お
客
様
は
戻
っ
て
い
る
の
に
、
日
本
人
は

ほ
ぼ
い
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。
現
地
と

し
て
は
、
前
の
よ
う
に
観
光
客
を
増
や
す
こ

と
に
つ
い
て
議
論
は
あ
る
の
で
す
が
、
日
本

人
は
ハ
ワ
イ
に
対
し
て
敬
意
を
払
っ
て
く
れ

る
の
で
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
の
だ
け
ど
、
な

か
な
か
動
か
な
い
の
で
す
よ
ね
、
と
い
う
話

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
前

　レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
早
期
回
復

に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
も
ち
ろ
ん
全
体
的

に
進
め
る
の
で
す
け
ど
も
、
ま
さ
に
ご
指
摘

い
た
だ
い
た
と
お
り
ハ
ワ
イ
は
そ
の
象
徴
だ

と
わ
れ
わ
れ
も
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ハ
ワ
イ

を
中
心
に
計
画
を
し
っ
か
り
立
て
て
、
着
実

に
実
行
し
、こ
こ
が
一
つ
の
起
爆
剤
に
な
っ
て
、

全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

山
田

　海
外
旅
行
を
戻
し
て
い
く
と
な
る

と
、
業
界
で
連
携
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
業
界
や
会
社
横
断
的
に
こ

う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
い
い
の
で
は
、
と

い
う
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

大
前

　レ
ジ
ャ
ー
セ
グ
メ
ン
ト
の
回
復
と
い

う
意
味
で
は
、
先
ほ
ど
の
ハ
ワ
イ
を
ど
う

や
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
の
か
と
い
う
部
分

も
含
め
て
、
旅
行
業
界
全
体
と
し
て
こ
の
夏

に
向
け
て
何
か
取
り
組
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　当
然
の
こ
と
な
が
ら
観
光
庁
と
も
連
携
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
非
常
に
重
要
な
政
策
課
題
で
す
が
、

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
も
大
き
な
テ
ー
マ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
部
分
を
含
め
て
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
回
復
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
協
調
す
る
機

会
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺

り
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　ま
た
、
私
ど
も
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航

空
と
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
と
一
緒
に
ど
う
や
っ
て

で
き
る
の
か
も
重
要
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

山
田

　観
光
庁
や
国
の
政
策
は
国
内
旅
行
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
や
る
の
で
す
け
ど
、
ど
う

し
て
も
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
日
本
に
直
接
お

金
が
落
ち
る
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
で

ち
ょ
っ
と
浮
い
て
し
ま
っ
て
い
て
、
J
A
T
A

さ
ん
が
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
も
重
要
と
い
う
こ

と
を
入
れ
て
、
お
ま
け
の
よ
う
に
付
い
て
く

る
み
た
い
な
こ
と
が
続
い
て
き
ま
し
た
よ
ね
。

特
に
御
社
と
か
は
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
ほ
っ

と
い
て
も
あ
る
程
度
需
要
が
あ
る
け
れ
ど
、

メ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
の
間
に
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
一
般
化
し
た
こ
と
に

よ
り
、
業
務
出
張
が
そ
れ
に
代
替
さ
れ
、
ビ

ジ
ネ
ス
需
要
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
悲
観
的
な
見
方
も
し

て
お
り
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
は
、
幅
広
い

業
種
で
ど
う
し
て
も
出
張
に
行
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
層
を
中
心
に
、
想
定
ど
お
り
に

戻
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田

　業
務
需
要
が
減
る
と
、
人
数
だ
け
で

は
な
く
て
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
の
利
用
と
か
が

減
る
の
で
は
、
み
た
い
な
こ
と
を
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
辺
は
心
配
し
た
ほ
ど

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　え
え
。
今
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
回
復
期

で
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
と
と
も
に

順
調
に
回
復
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ

絶
対
量
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
前
の
1
0
0
パ
ー

セ
ン
ト
に
戻
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
冷
静

に
見
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
順
調
に
回
復
は
進
む
も
の
の
、
回

復
曲
線
の
最
後
が
寝
て
し
ま
い
、
結
局
、
コ

ロ
ナ
前
の
水
準
に
は
戻
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
、
こ
う
い
う
リ
ス
ク
も
想
定
し
て
お
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
田

　先
ほ
ど
、生
産
量
が
今
は
約
6
割
で
、

年
度
中
で
8
割
ぐ
ら
い
と
い
う
の
は
、
い
っ

た
ん
飛
行
機
を
減
便
し
た
関
係
で
、
も
う
一

回
動
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く
の
に
時
間
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　そ
の
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
や
は
り
今
年
度
の
課
題
に
な
る
の
は
、

欧
州
線
と
中
国
線
で
す
。
欧
州
に
つ
い
て
は

今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情
勢
に
よ
り
、
迂
回

ル
ー
ト
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
関
係
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
生
産
量

が
戻
せ
な
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

中
国
も
ど
う
い
う
ス
ピ
ー
ド
感
で
コ
ロ
ナ
前

の
状
況
ま
で
戻
っ
て
く
る
の
か
は
不
透
明
で

す
。　ア

ジ
ア
線
や
北
米
線
の
生
産
量
は
8
、
9

割
ぐ
ら
い
ま
で
戻
し
て
い
ま
す
の
で
、
年
度

末
ま
で
に
ど
う
い
う
形
で
進
む
の
か
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
の
状
況
次
第
か
と
。
た

だ
、
欧
州
線
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
は
ま

だ
厳
し
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
田

　生
産
量
の
話
は
技
術
的
な
問
題
と
い

う
よ
り
は
、
そ
の
辺
の
需
要
の
見
通
し
を
し

な
が
ら
ど
う
就
航
便
を
戻
す
か
と
い
う
判
断

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

山
田

　ビ
ジ
ネ
ス
は
戻
り
と
し
て
は
順
調
と

い
う
話
で
し
た
け
れ
ど
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の

海
外
旅
行
は
ど
ん
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で

す
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
動
き
始
め
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
の
は
、
こ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
予
約
の
状
況
を
見
る
と
ハ
ワ
イ

と
、
欧
州
線
を
中
心
に
予
約
率
が
高
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
ピ
ー
ク
の
と
こ
ろ
が
そ

れ
な
り
に
戻
っ
て
き
て
い
る
の
は
い
い
傾
向

で
す
。
こ
の
流
れ
が
ピ
ー
ク
の
と
こ
ろ
だ
け

で
は
な
く
て
、
ど
う
い
う
形
で
全
体
的
に

戻
っ
て
く
る
の
か
は
今
後
の
課
題
で
す
。

　た
だ
、
日
本
発
の
レ
ジ
ャ
ー
需
要
が
本
当

に
コ
ロ
ナ
の
前
の
水
準
に
戻
る
の
は
来
年

度
、
し
か
も
来
年
度
の
半
ば
ぐ
ら
い
か
な
と

い
う
見
通
し
で
す
。

山
田

　戻
り
が
遅
い
原
因
と
い
う
の
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

大
前

　過
去
、
紛
争
や
疫
病
、
例
え
ば
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
S
A
R
S
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
た
び
に
、
日
本

の
レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
戻
り
は
海
外
と

比
べ
る
と
遅
い
状
況
と
い
う
こ
と
を
経
験
し

て
き
ま
し
た
。
日
本
人
旅
行
者
は
マ
イ
ン
ド

的
に
渡
航
再
開
に
慎
重
と
い
う
傾
向
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
場
合

も
、
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ス
イ
ッ
チ
が

入
る
と
一
気
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

の
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
い
つ
な

の
か
と
い
う
部
分
が
一
つ
で
す
。

　も
う
一
つ
は
経
済
的
な
要
素
、
こ
れ
は
明

ら
か
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
と

こ
ろ
は
少
し
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
が
、
一

時
期
か
な
り
進
行
し
た
円
安
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
の
状

況
で
す
ね
。
加
え
て
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
で

す
。
こ
う
し
た
状
況
が
経
済
的
に
海
外
旅
行

へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
し
て
い
る
状
況
で
す

ね
。　為

替
は
少
し
落
ち
着
き
ま
し
た
し
、
燃
油

も
足
元
、
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ

う
い
っ
た
傾
向
が
続
け
ば
お
客
様
の
マ
イ
ン

ド
が
だ
ん
だ
ん
海
外
に
、
と
な
っ
て
く
る
は

ず
で
す
。
そ
う
す
る
と
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た

「
ス
イ
ッ
チ
」
が
入
り
始
め
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
は
し
て
い
る
の
で
す
け
ど
、
そ
れ

が
こ
の
夏
な
の
か
、
あ
る
い
は
夏
を
越
え
た

年
度
後
半
な
の
か
が
難
し
い
で
す
ね
。

山
田

　御
社
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

戻
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
う
い
う
こ
と
に
つ

い
て
取
り
組
み
を
し
よ
う
か
、
何
か
お
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

大
前

　ま
さ
に
、
そ
こ
が
今
年
度
の
最
も
大

き
な
課
題
で
す
。
こ
う
い
う
状
況
だ
か
ら
仕

方
な
い
と
諦
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の

で
、
私
ど
も
の
ほ
う
で
も
お
客
様
が
海
外
に

ご
旅
行
し
た
く
な
る
仕
掛
け
を
し
っ
か
り

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
田

　国
際
線
の
戻
り
は
ど
う
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
か
。

大
前

　こ
の
4
月
の
状
況
で
す
と
、
私
ど
も

の
生
産
量
が
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
と
の

比
較
で
大
体
60
パ
ー
セ
ン
ト
台
半
ば
ぐ
ら
い

ま
で
戻
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
4
月
に
中
国

線
が
少
し
再
開
で
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
レ

ベ
ル
ま
で
来
ま
し
た
。
年
度
末
ま
で
に
は
生

産
量
を
8
割
ぐ
ら
い
ま
で
戻
し
て
い
き
た
い

と
い
う
計
画
で
す
。

　足
元
の
旅
客
数
で
い
き
ま
す
と
、
全
体
で

い
え
ば
6
割
ぐ
ら
い
ま
で
回
復
し
て
い
る
状

況
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ご
承
知
の
と
お

り
海
外
か
ら
日
本
に
お
越
し
い
た
だ
く
お
客

様
、
あ
る
い
は
日
本
を
通
過
し
て
北
米
＝
ア

ジ
ア
間
を
移
動
さ
れ
る
お
客
様
も
含
め
て
で

す
の
で
、
日
本
発
は
ど
う
か
と
い
う
話
に
な

り
ま
す
と
、
実
態
と
し
て
は
4
割
ぐ
ら
い
の

戻
り
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

山
田

　生
産
量
が
6
割
半
ば
で
、
需
要
が
約

6
割
だ
と
座
席
の
稼
働
率
そ
の
も
の
が
結
構

高
い
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
と
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
か
。

大
前

　そ
う
で
す
ね
。
海
外
発
の
お
客
様
に

か
な
り
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
座
席
の
稼
働
率
と
い
う
点
で
は
コ
ロ
ナ

前
の
水
準
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
戻
せ
て
お
り

ま
す
。

山
田

　私
は
コ
ロ
ナ
の
と
き
も
海
外
に
行
っ

て
い
た
の
で
す
け
ど
、
そ
の
と
き
も
お
客
様

は
羽
田
で
降
り
ず
に
、
ほ
と
ん
ど
が
乗
り
換

え
と
い
う
状
況
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
前
と
現

状
の
と
こ
ろ
で
座
席
の
稼
働
率
は
と
も
か
く

と
し
て
、
そ
の
中
の
需
要
の
構
成
は
大
き
く

変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

大
前

　今
は
海
外
発
の
お
客

様
の
シ
ェ
ア
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
発
も
ビ
ジ
ネ

ス
目
的
か
レ
ジ
ャ
ー
目
的
か

と
い
う
点
で
回
復
の
状
況
を

比
較
し
ま
す
と
、
や
は
り
ビ

ジ
ネ
ス
が
相
対
的
に
需
要
の

構
成
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

レ
ジ
ャ
ー
よ
り
戻
り
が
早
い

と
い
う
状
況
で
す
。

山
田

　ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の
戻
り
が
早
い
と
い

う
の
は
、
想
定
ど
お
り
の
感
じ
で
戻
っ
て
き

て
い
る
の
か
、
想
定
し
た
よ
り
ち
ょ
っ
と
遅
い

の
か
、
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　ほ
ぼ
想
定
ど
お
り
、も
し
か
し
た
ら
、

想
定
よ
り
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
イ

4
月
時
点
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
が

先
行
し
て
順
調
に
回
復

レ
ジ
ャ
ー
の
完
全
回
復
は

来
年
度
半
ば
ご
ろ
の
見
通
し

全
日
本
空
輸
株
式
会
社

コロ
ナ
後
の
大
き
な
課
題
は

若
い
世
代
の
需
要
回
復

全
日
本
空
輸
株
式
会
社
入
社
。
2
0
0
2
年
よ
り
レ
ベ

ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
員
と
し
て
国
際
線
を
担
当
。
以

降
、
同
部
主
席
部
員
、
人
事
部
主
席
部
員
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
国
際
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
歴
任
。

2
0
1
6
年
か
ら
米
州
室
営
業
V
P
と
し
て
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
駐
在
。
2
0
2
1
年
に
帰
任
し
、
C
X
推
進
室
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
企
画
部
長
に
就
任
。
本
年
4
月
か
ら
現
職

大
前
圭
司
氏（
お
お
ま
え
・
け
い
じ
）

全
日
本
空
輸
株
式
会
社

執
行
役
員 

C
X
推
進
室
副
室
長 

兼 

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
部
長

6
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そ
れ
だ
と
片
道
し
か
な
い
の
で
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
増
や
さ
な
く
て
は
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

そ
う
し
た
状
況
が
コ
ロ
ナ
を
経
て
、
あ
る
意

味
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
入
っ
て
き
た
こ
と
は
当

然
重
要
な
の
で
す
け
ど
、
限
ら
れ
た
航
空
座

席
の
と
こ
ろ
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
ば

か
り
増
え
て
、
国
内
か
ら
の
需
要
が
増
え
て

こ
な
い
と
、
国
内
の
お
客
様
た
ち
は
、
さ
っ

き
の
価
格
の
問
題
も
そ
う
で
す
け
ど
、
外
に

出
て
い
け
な
い
み
た
い
な
人
も
出
て
き
か
ね

な
い
。
状
況
が
こ
こ
数
年
で
だ
い
ぶ
変
わ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
て
。

　わ
れ
わ
れ
は
、
政
府
に
提
言
す
る
つ
も
り

で
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
、
放
っ
て
お
い
て

も
み
ん
な
が
海
外
に
行
く
の
で
は
な
く
、

ち
ょ
っ
と
状
況
が
変
わ
り
ま
し
た
、だ
か
ら
、

そ
こ
は
丁
寧
に
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

大
前

　経
済
的
な
問
題
が
少
し
緩
ん
で
く
れ

ば
、
だ
い
ぶ
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て
く
る

の
で
す
け
ど
、
コ
ロ
ナ
前
か
ら
「
若
者
が
海

外
に
行
き
た
が
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
話

が
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
れ
が
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
は
冷
静

に
見
極
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
傾
向
が
さ
ら
に
加
速
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
か
ど
う
な
の
か
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
ね
。
若
い
世
代
が
海
外
へ
の
旅
行

に
も
っ
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
日
本
に
と
っ
て

も
プ
ラ
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
当
然
、

弊
社
も
そ
の
た
め
に
ど
う
貢
献
で
き
る
の
か

と
い
う
点
は
大
き
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
春
の
状
況
を
見
る
と
、
若
い
方
が
意

外
と
東
ア
ジ
ア
方
面
に
結
構
、
移
動
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
比
較
的
手

ご
ろ
な
価
格
で
渡
航
で
き
る
東
ア
ジ
ア
方
面

に
限
っ
た
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
こ
の
動

き
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
コ

ロ
ナ
前
か
ら
い
わ
れ
て
い
た
根
本
的
な
課
題

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
若
い
方
に
ど
う
海
外
旅
行
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
の
か
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
状

況
で
私
ど
も
が
ど
う
取
り
組
ん
で
い
け
る
の

か
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
田

　今
回
、
特
集
の
中
で
簡
単
な
調
査
を

行
っ
た
の
で
す
け
ど
、
個
人
的
な
直
感
で
い

う
と
、
国
内
市
場
で
は
今
の
若
い
人
た
ち
が

最
後
の
と
り
で
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
て
。

と
い
う
の
は
、
バ
ブ
ル
世
代
で
海
外
旅
行
を

か
な
り
経
験
し
た
親
に
育
て
ら
れ
て
き
た
あ

る
種
、
最
後
の
世
代
で
、
こ
の
下
は
就
職
氷

河
期
世
代
の
子
ど
も
た
ち
な
の
で
、
さ
ら
に

海
外
旅
行
と
か
が
落
ち
て
き
て
し
ま
う
。
だ

か
ら
、
国
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
レ
ジ
ャ
ー
施

設
と
か
で
は
、
若
い
人
が
コ
ロ
ナ
の
中
で
も

戻
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
話
は
定
性
的
に

も
、定
量
的
に
も
出
て
き
て
い
ま
す
。な
の
で
、

こ
の
3
年
間
、
特
に
海
外
旅
行
に
関
し
て
断

絶
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
20
代
ぐ
ら
い
の
人

た
ち
が
海
外
旅
行
と
い
う
も
の
を
ち
ゃ
ん
と

経
験
す
る
。
す
る
と
結
婚
し
て
子
ど
も
が
で

き
た
と
き
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
海
外

旅
行
と
か
国
内
旅
行
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

つ
な
い
で
い
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　逆
に
今
、
こ
の
人
た
ち
に
経
験
を
積
ま
せ

な
い
と
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
も
行
か
な
い
の

で
、
国
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
し
て
し
ま

う
の
で
は
と
い
う
危
惧
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
海
外
旅
行
の
こ
の
1
、

2
年
ぐ
ら
い
の
回
復
が
後
々
ま
で
影
響
し
て

い
く
よ
う
に
な
る
か
な
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
、

計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
辺
り
の
機
運

づ
く
り
と
い
う
の
は
、
私
ど
も
だ
け
で
は
な

く
業
界
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
、
影
響
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と

と
そ
れ
が
長
期
間
に
続
い
た
こ
と
と
が
相

ま
っ
て
、
お
客
様
の
心
が
海
外
旅
行
か
ら
遠

の
い
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
は
間
違
い
な
く
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
何
と
か
再
び
近
づ
け

て
い
く
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
3
月
に
国
際
線
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
期
間
限
定
で
国
内

線
乗
継
運
賃
を
無
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。ま
だ
水
際
対
策
も
続
き
、全
体
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
そ
の
も
の
が
動
い
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
も

限
定
的
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ

た
取
り
組
み
、
工
夫
を
い
く
つ
も
積
み
重
ね

な
が
ら
、
お
客
様
の
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　レ
ジ
ャ
ー
需
要
回
復
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
い

か
に
手
前
に
持
っ
て
き
て
、
よ
り
多
く
の
方

に
海
外
旅
行
を
も
う
一
度
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
か
今
年
度
、
私
ど
も
の
最
大
の
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
田

　御
社
の
2
階
建
て
ハ
ワ
イ
便

「F
L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」は
結
構
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
と
思
う
の
で
す
け
ど
も
、
お
客
様
の
反
応

は
ど
う
で
す
か
。

大
前

　コ
ロ
ナ
の
間
に
飛
べ
な
か
っ
た
と
き

か
ら
お
客
様
か
ら
の
再
就
航
へ
の
期
待
は
非

常
に
大
き
い
状
況
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
間
も

地
上
で
こ
の
機
材
を
活
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン

の
取
り
組
み
な
ど
、
お
客
様
か
ら
高
い
ご
支

持
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
4
月
20

日
か
ら
デ
イ
リ
ー
で「F

L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」

が
飛
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
夏
休
み
の
7
月

後
半
に
は
も
う
1
日
も
う
1
便
、
成
田
―
ホ
ノ

ル
ル
を
増
便
す
る
計
画
で
す
。
こ
ち
ら
の
増
便

分
に
つ
い
て
は「F

L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」が
週
3

回
の
運
航
予
定
と
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、

週
10
便
、「F

L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」が
飛
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
レ

ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
回
復
に
向
け
た
起
爆
剤

と
し
て
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
田

　日
本
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
海
外
旅
行

と
い
っ
た
と
き
、
象
徴
的
な
存
在
は
ハ
ワ
イ

だ
と
思
う
の
で
、
ハ
ワ
イ
旅
行
が
注
目
を
浴

び
て
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
、
私
も
海

外
行
こ
う
か
な
、
と
い
う
雰
囲
気
が
つ
く
っ

て
い
け
る
の
か
と
思
い
ま
す
。
昨
年
9
月
に

ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
と
き
に
、
メ
イ
ン
ラ
ン
ド

の
お
客
様
は
戻
っ
て
い
る
の
に
、
日
本
人
は

ほ
ぼ
い
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。
現
地
と

し
て
は
、
前
の
よ
う
に
観
光
客
を
増
や
す
こ

と
に
つ
い
て
議
論
は
あ
る
の
で
す
が
、
日
本

人
は
ハ
ワ
イ
に
対
し
て
敬
意
を
払
っ
て
く
れ

る
の
で
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
の
だ
け
ど
、
な

か
な
か
動
か
な
い
の
で
す
よ
ね
、
と
い
う
話

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
前

　レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
早
期
回
復

に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
も
ち
ろ
ん
全
体
的

に
進
め
る
の
で
す
け
ど
も
、
ま
さ
に
ご
指
摘

い
た
だ
い
た
と
お
り
ハ
ワ
イ
は
そ
の
象
徴
だ

と
わ
れ
わ
れ
も
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ハ
ワ
イ

を
中
心
に
計
画
を
し
っ
か
り
立
て
て
、
着
実

に
実
行
し
、こ
こ
が
一
つ
の
起
爆
剤
に
な
っ
て
、

全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

山
田

　海
外
旅
行
を
戻
し
て
い
く
と
な
る

と
、
業
界
で
連
携
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
業
界
や
会
社
横
断
的
に
こ

う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
い
い
の
で
は
、
と

い
う
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

大
前

　レ
ジ
ャ
ー
セ
グ
メ
ン
ト
の
回
復
と
い

う
意
味
で
は
、
先
ほ
ど
の
ハ
ワ
イ
を
ど
う

や
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
の
か
と
い
う
部
分

も
含
め
て
、
旅
行
業
界
全
体
と
し
て
こ
の
夏

に
向
け
て
何
か
取
り
組
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　当
然
の
こ
と
な
が
ら
観
光
庁
と
も
連
携
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
非
常
に
重
要
な
政
策
課
題
で
す
が
、

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
も
大
き
な
テ
ー
マ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
部
分
を
含
め
て
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
回
復
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
協
調
す
る
機

会
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺

り
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　ま
た
、
私
ど
も
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航

空
と
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
と
一
緒
に
ど
う
や
っ
て

で
き
る
の
か
も
重
要
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

山
田

　観
光
庁
や
国
の
政
策
は
国
内
旅
行
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
や
る
の
で
す
け
ど
、
ど
う

し
て
も
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
日
本
に
直
接
お

金
が
落
ち
る
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
で

ち
ょ
っ
と
浮
い
て
し
ま
っ
て
い
て
、
J
A
T
A

さ
ん
が
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
も
重
要
と
い
う
こ

と
を
入
れ
て
、
お
ま
け
の
よ
う
に
付
い
て
く

る
み
た
い
な
こ
と
が
続
い
て
き
ま
し
た
よ
ね
。

特
に
御
社
と
か
は
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
ほ
っ

と
い
て
も
あ
る
程
度
需
要
が
あ
る
け
れ
ど
、

メ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
の
間
に
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
一
般
化
し
た
こ
と
に

よ
り
、
業
務
出
張
が
そ
れ
に
代
替
さ
れ
、
ビ

ジ
ネ
ス
需
要
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
悲
観
的
な
見
方
も
し

て
お
り
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
は
、
幅
広
い

業
種
で
ど
う
し
て
も
出
張
に
行
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
層
を
中
心
に
、
想
定
ど
お
り
に

戻
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田

　業
務
需
要
が
減
る
と
、
人
数
だ
け
で

は
な
く
て
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
の
利
用
と
か
が

減
る
の
で
は
、
み
た
い
な
こ
と
を
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
辺
は
心
配
し
た
ほ
ど

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　え
え
。
今
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
回
復
期

で
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
と
と
も
に

順
調
に
回
復
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ

絶
対
量
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
前
の
1
0
0
パ
ー

セ
ン
ト
に
戻
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
冷
静

に
見
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
順
調
に
回
復
は
進
む
も
の
の
、
回

復
曲
線
の
最
後
が
寝
て
し
ま
い
、
結
局
、
コ

ロ
ナ
前
の
水
準
に
は
戻
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
、
こ
う
い
う
リ
ス
ク
も
想
定
し
て
お
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
田

　先
ほ
ど
、生
産
量
が
今
は
約
6
割
で
、

年
度
中
で
8
割
ぐ
ら
い
と
い
う
の
は
、
い
っ

た
ん
飛
行
機
を
減
便
し
た
関
係
で
、
も
う
一

回
動
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く
の
に
時
間
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　そ
の
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
や
は
り
今
年
度
の
課
題
に
な
る
の
は
、

欧
州
線
と
中
国
線
で
す
。
欧
州
に
つ
い
て
は

今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情
勢
に
よ
り
、
迂
回

ル
ー
ト
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
関
係
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
生
産
量

が
戻
せ
な
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

中
国
も
ど
う
い
う
ス
ピ
ー
ド
感
で
コ
ロ
ナ
前

の
状
況
ま
で
戻
っ
て
く
る
の
か
は
不
透
明
で

す
。　ア

ジ
ア
線
や
北
米
線
の
生
産
量
は
8
、
9

割
ぐ
ら
い
ま
で
戻
し
て
い
ま
す
の
で
、
年
度

末
ま
で
に
ど
う
い
う
形
で
進
む
の
か
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
の
状
況
次
第
か
と
。
た

だ
、
欧
州
線
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
は
ま

だ
厳
し
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
田

　生
産
量
の
話
は
技
術
的
な
問
題
と
い

う
よ
り
は
、
そ
の
辺
の
需
要
の
見
通
し
を
し

な
が
ら
ど
う
就
航
便
を
戻
す
か
と
い
う
判
断

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

山
田

　ビ
ジ
ネ
ス
は
戻
り
と
し
て
は
順
調
と

い
う
話
で
し
た
け
れ
ど
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の

海
外
旅
行
は
ど
ん
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で

す
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
動
き
始
め
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
の
は
、
こ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
予
約
の
状
況
を
見
る
と
ハ
ワ
イ

と
、
欧
州
線
を
中
心
に
予
約
率
が
高
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
ピ
ー
ク
の
と
こ
ろ
が
そ

れ
な
り
に
戻
っ
て
き
て
い
る
の
は
い
い
傾
向

で
す
。
こ
の
流
れ
が
ピ
ー
ク
の
と
こ
ろ
だ
け

で
は
な
く
て
、
ど
う
い
う
形
で
全
体
的
に

戻
っ
て
く
る
の
か
は
今
後
の
課
題
で
す
。

　た
だ
、
日
本
発
の
レ
ジ
ャ
ー
需
要
が
本
当

に
コ
ロ
ナ
の
前
の
水
準
に
戻
る
の
は
来
年

度
、
し
か
も
来
年
度
の
半
ば
ぐ
ら
い
か
な
と

い
う
見
通
し
で
す
。

山
田

　戻
り
が
遅
い
原
因
と
い
う
の
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

大
前

　過
去
、
紛
争
や
疫
病
、
例
え
ば
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
S
A
R
S
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
た
び
に
、
日
本

の
レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
戻
り
は
海
外
と

比
べ
る
と
遅
い
状
況
と
い
う
こ
と
を
経
験
し

て
き
ま
し
た
。
日
本
人
旅
行
者
は
マ
イ
ン
ド

的
に
渡
航
再
開
に
慎
重
と
い
う
傾
向
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
場
合

も
、
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ス
イ
ッ
チ
が

入
る
と
一
気
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

の
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
い
つ
な

の
か
と
い
う
部
分
が
一
つ
で
す
。

　も
う
一
つ
は
経
済
的
な
要
素
、
こ
れ
は
明

ら
か
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
と

こ
ろ
は
少
し
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
が
、
一

時
期
か
な
り
進
行
し
た
円
安
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
の
状

況
で
す
ね
。
加
え
て
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
で

す
。
こ
う
し
た
状
況
が
経
済
的
に
海
外
旅
行

へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
し
て
い
る
状
況
で
す

ね
。　為

替
は
少
し
落
ち
着
き
ま
し
た
し
、
燃
油

も
足
元
、
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ

う
い
っ
た
傾
向
が
続
け
ば
お
客
様
の
マ
イ
ン

ド
が
だ
ん
だ
ん
海
外
に
、
と
な
っ
て
く
る
は

ず
で
す
。
そ
う
す
る
と
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た

「
ス
イ
ッ
チ
」
が
入
り
始
め
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
は
し
て
い
る
の
で
す
け
ど
、
そ
れ

が
こ
の
夏
な
の
か
、
あ
る
い
は
夏
を
越
え
た

年
度
後
半
な
の
か
が
難
し
い
で
す
ね
。

山
田

　御
社
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

戻
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
う
い
う
こ
と
に
つ

い
て
取
り
組
み
を
し
よ
う
か
、
何
か
お
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

大
前

　ま
さ
に
、
そ
こ
が
今
年
度
の
最
も
大

き
な
課
題
で
す
。
こ
う
い
う
状
況
だ
か
ら
仕

方
な
い
と
諦
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の

で
、
私
ど
も
の
ほ
う
で
も
お
客
様
が
海
外
に

ご
旅
行
し
た
く
な
る
仕
掛
け
を
し
っ
か
り

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
田

　国
際
線
の
戻
り
は
ど
う
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
か
。

大
前

　こ
の
4
月
の
状
況
で
す
と
、
私
ど
も

の
生
産
量
が
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
と
の

比
較
で
大
体
60
パ
ー
セ
ン
ト
台
半
ば
ぐ
ら
い

ま
で
戻
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
4
月
に
中
国

線
が
少
し
再
開
で
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
レ

ベ
ル
ま
で
来
ま
し
た
。
年
度
末
ま
で
に
は
生

産
量
を
8
割
ぐ
ら
い
ま
で
戻
し
て
い
き
た
い

と
い
う
計
画
で
す
。

　足
元
の
旅
客
数
で
い
き
ま
す
と
、
全
体
で

い
え
ば
6
割
ぐ
ら
い
ま
で
回
復
し
て
い
る
状

況
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ご
承
知
の
と
お

り
海
外
か
ら
日
本
に
お
越
し
い
た
だ
く
お
客

様
、
あ
る
い
は
日
本
を
通
過
し
て
北
米
＝
ア

ジ
ア
間
を
移
動
さ
れ
る
お
客
様
も
含
め
て
で

す
の
で
、
日
本
発
は
ど
う
か
と
い
う
話
に
な

り
ま
す
と
、
実
態
と
し
て
は
4
割
ぐ
ら
い
の

戻
り
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

山
田

　生
産
量
が
6
割
半
ば
で
、
需
要
が
約

6
割
だ
と
座
席
の
稼
働
率
そ
の
も
の
が
結
構

高
い
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
と
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
か
。

大
前

　そ
う
で
す
ね
。
海
外
発
の
お
客
様
に

か
な
り
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
座
席
の
稼
働
率
と
い
う
点
で
は
コ
ロ
ナ

前
の
水
準
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
戻
せ
て
お
り

ま
す
。

山
田

　私
は
コ
ロ
ナ
の
と
き
も
海
外
に
行
っ

て
い
た
の
で
す
け
ど
、
そ
の
と
き
も
お
客
様

は
羽
田
で
降
り
ず
に
、
ほ
と
ん
ど
が
乗
り
換

え
と
い
う
状
況
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
前
と
現

状
の
と
こ
ろ
で
座
席
の
稼
働
率
は
と
も
か
く

と
し
て
、
そ
の
中
の
需
要
の
構
成
は
大
き
く

変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

大
前

　今
は
海
外
発
の
お
客

様
の
シ
ェ
ア
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
発
も
ビ
ジ
ネ

ス
目
的
か
レ
ジ
ャ
ー
目
的
か

と
い
う
点
で
回
復
の
状
況
を

比
較
し
ま
す
と
、
や
は
り
ビ

ジ
ネ
ス
が
相
対
的
に
需
要
の

構
成
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

レ
ジ
ャ
ー
よ
り
戻
り
が
早
い

と
い
う
状
況
で
す
。

山
田

　ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の
戻
り
が
早
い
と
い

う
の
は
、
想
定
ど
お
り
の
感
じ
で
戻
っ
て
き

て
い
る
の
か
、
想
定
し
た
よ
り
ち
ょ
っ
と
遅
い

の
か
、
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　ほ
ぼ
想
定
ど
お
り
、も
し
か
し
た
ら
、

想
定
よ
り
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
イ

4
月
時
点
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
が

先
行
し
て
順
調
に
回
復

レ
ジ
ャ
ー
の
完
全
回
復
は

来
年
度
半
ば
ご
ろ
の
見
通
し

全
日
本
空
輸
株
式
会
社

コロ
ナ
後
の
大
き
な
課
題
は

若
い
世
代
の
需
要
回
復

全
日
本
空
輸
株
式
会
社
入
社
。
2
0
0
2
年
よ
り
レ
ベ

ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
員
と
し
て
国
際
線
を
担
当
。
以

降
、
同
部
主
席
部
員
、
人
事
部
主
席
部
員
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
国
際
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
歴
任
。

2
0
1
6
年
か
ら
米
州
室
営
業
V
P
と
し
て
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
駐
在
。
2
0
2
1
年
に
帰
任
し
、
C
X
推
進
室
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
企
画
部
長
に
就
任
。
本
年
4
月
か
ら
現
職

大
前
圭
司
氏（
お
お
ま
え
・
け
い
じ
）

全
日
本
空
輸
株
式
会
社

執
行
役
員 

C
X
推
進
室
副
室
長 

兼 

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
部
長
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そ
れ
だ
と
片
道
し
か
な
い
の
で
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
増
や
さ
な
く
て
は
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

そ
う
し
た
状
況
が
コ
ロ
ナ
を
経
て
、
あ
る
意

味
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
入
っ
て
き
た
こ
と
は
当

然
重
要
な
の
で
す
け
ど
、
限
ら
れ
た
航
空
座

席
の
と
こ
ろ
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
ば

か
り
増
え
て
、
国
内
か
ら
の
需
要
が
増
え
て

こ
な
い
と
、
国
内
の
お
客
様
た
ち
は
、
さ
っ

き
の
価
格
の
問
題
も
そ
う
で
す
け
ど
、
外
に

出
て
い
け
な
い
み
た
い
な
人
も
出
て
き
か
ね

な
い
。
状
況
が
こ
こ
数
年
で
だ
い
ぶ
変
わ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
て
。

　わ
れ
わ
れ
は
、
政
府
に
提
言
す
る
つ
も
り

で
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
、
放
っ
て
お
い
て

も
み
ん
な
が
海
外
に
行
く
の
で
は
な
く
、

ち
ょ
っ
と
状
況
が
変
わ
り
ま
し
た
、だ
か
ら
、

そ
こ
は
丁
寧
に
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

大
前

　経
済
的
な
問
題
が
少
し
緩
ん
で
く
れ

ば
、
だ
い
ぶ
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て
く
る

の
で
す
け
ど
、
コ
ロ
ナ
前
か
ら
「
若
者
が
海

外
に
行
き
た
が
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
話

が
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
れ
が
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
は
冷
静

に
見
極
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
傾
向
が
さ
ら
に
加
速
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
か
ど
う
な
の
か
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
ね
。
若
い
世
代
が
海
外
へ
の
旅
行

に
も
っ
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
日
本
に
と
っ
て

も
プ
ラ
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
当
然
、

弊
社
も
そ
の
た
め
に
ど
う
貢
献
で
き
る
の
か

と
い
う
点
は
大
き
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
春
の
状
況
を
見
る
と
、
若
い
方
が
意

外
と
東
ア
ジ
ア
方
面
に
結
構
、
移
動
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
比
較
的
手

ご
ろ
な
価
格
で
渡
航
で
き
る
東
ア
ジ
ア
方
面

に
限
っ
た
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
こ
の
動

き
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
コ

ロ
ナ
前
か
ら
い
わ
れ
て
い
た
根
本
的
な
課
題

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
若
い
方
に
ど
う
海
外
旅
行
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
の
か
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
状

況
で
私
ど
も
が
ど
う
取
り
組
ん
で
い
け
る
の

か
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
田

　今
回
、
特
集
の
中
で
簡
単
な
調
査
を

行
っ
た
の
で
す
け
ど
、
個
人
的
な
直
感
で
い

う
と
、
国
内
市
場
で
は
今
の
若
い
人
た
ち
が

最
後
の
と
り
で
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
て
。

と
い
う
の
は
、
バ
ブ
ル
世
代
で
海
外
旅
行
を

か
な
り
経
験
し
た
親
に
育
て
ら
れ
て
き
た
あ

る
種
、
最
後
の
世
代
で
、
こ
の
下
は
就
職
氷

河
期
世
代
の
子
ど
も
た
ち
な
の
で
、
さ
ら
に

海
外
旅
行
と
か
が
落
ち
て
き
て
し
ま
う
。
だ

か
ら
、
国
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
レ
ジ
ャ
ー
施

設
と
か
で
は
、
若
い
人
が
コ
ロ
ナ
の
中
で
も

戻
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
話
は
定
性
的
に

も
、定
量
的
に
も
出
て
き
て
い
ま
す
。な
の
で
、

こ
の
3
年
間
、
特
に
海
外
旅
行
に
関
し
て
断

絶
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
20
代
ぐ
ら
い
の
人

た
ち
が
海
外
旅
行
と
い
う
も
の
を
ち
ゃ
ん
と

経
験
す
る
。
す
る
と
結
婚
し
て
子
ど
も
が
で

き
た
と
き
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
海
外

旅
行
と
か
国
内
旅
行
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

つ
な
い
で
い
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　逆
に
今
、
こ
の
人
た
ち
に
経
験
を
積
ま
せ

な
い
と
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
も
行
か
な
い
の

で
、
国
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
し
て
し
ま

う
の
で
は
と
い
う
危
惧
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
海
外
旅
行
の
こ
の
1
、

2
年
ぐ
ら
い
の
回
復
が
後
々
ま
で
影
響
し
て

い
く
よ
う
に
な
る
か
な
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
、

計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
辺
り
の
機
運

づ
く
り
と
い
う
の
は
、
私
ど
も
だ
け
で
は
な

く
業
界
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
、
影
響
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と

と
そ
れ
が
長
期
間
に
続
い
た
こ
と
と
が
相

ま
っ
て
、
お
客
様
の
心
が
海
外
旅
行
か
ら
遠

の
い
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
は
間
違
い
な
く
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
何
と
か
再
び
近
づ
け

て
い
く
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
3
月
に
国
際
線
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
期
間
限
定
で
国
内

線
乗
継
運
賃
を
無
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。ま
だ
水
際
対
策
も
続
き
、全
体
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
そ
の
も
の
が
動
い
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
も

限
定
的
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ

た
取
り
組
み
、
工
夫
を
い
く
つ
も
積
み
重
ね

な
が
ら
、
お
客
様
の
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　レ
ジ
ャ
ー
需
要
回
復
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
い

か
に
手
前
に
持
っ
て
き
て
、
よ
り
多
く
の
方

に
海
外
旅
行
を
も
う
一
度
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
か
今
年
度
、
私
ど
も
の
最
大
の
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
田

　御
社
の
2
階
建
て
ハ
ワ
イ
便

「F
L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」は
結
構
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
と
思
う
の
で
す
け
ど
も
、
お
客
様
の
反
応

は
ど
う
で
す
か
。

大
前

　コ
ロ
ナ
の
間
に
飛
べ
な
か
っ
た
と
き

か
ら
お
客
様
か
ら
の
再
就
航
へ
の
期
待
は
非

常
に
大
き
い
状
況
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
間
も

地
上
で
こ
の
機
材
を
活
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン

の
取
り
組
み
な
ど
、
お
客
様
か
ら
高
い
ご
支

持
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
4
月
20

日
か
ら
デ
イ
リ
ー
で「F

L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」

が
飛
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
夏
休
み
の
7
月

後
半
に
は
も
う
1
日
も
う
1
便
、
成
田
―
ホ
ノ

ル
ル
を
増
便
す
る
計
画
で
す
。
こ
ち
ら
の
増
便

分
に
つ
い
て
は「F
L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」が
週
3

回
の
運
航
予
定
と
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、

週
10
便
、「F

L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」が
飛
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
レ

ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
回
復
に
向
け
た
起
爆
剤

と
し
て
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
田

　日
本
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
海
外
旅
行

と
い
っ
た
と
き
、
象
徴
的
な
存
在
は
ハ
ワ
イ

だ
と
思
う
の
で
、
ハ
ワ
イ
旅
行
が
注
目
を
浴

び
て
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
、
私
も
海

外
行
こ
う
か
な
、
と
い
う
雰
囲
気
が
つ
く
っ

て
い
け
る
の
か
と
思
い
ま
す
。
昨
年
9
月
に

ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
と
き
に
、
メ
イ
ン
ラ
ン
ド

の
お
客
様
は
戻
っ
て
い
る
の
に
、
日
本
人
は

ほ
ぼ
い
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。
現
地
と

し
て
は
、
前
の
よ
う
に
観
光
客
を
増
や
す
こ

と
に
つ
い
て
議
論
は
あ
る
の
で
す
が
、
日
本

人
は
ハ
ワ
イ
に
対
し
て
敬
意
を
払
っ
て
く
れ

る
の
で
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
の
だ
け
ど
、
な

か
な
か
動
か
な
い
の
で
す
よ
ね
、
と
い
う
話

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
前

　レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
早
期
回
復

に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
も
ち
ろ
ん
全
体
的

に
進
め
る
の
で
す
け
ど
も
、
ま
さ
に
ご
指
摘

い
た
だ
い
た
と
お
り
ハ
ワ
イ
は
そ
の
象
徴
だ

と
わ
れ
わ
れ
も
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ハ
ワ
イ

を
中
心
に
計
画
を
し
っ
か
り
立
て
て
、
着
実

に
実
行
し
、こ
こ
が
一
つ
の
起
爆
剤
に
な
っ
て
、

全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

山
田

　海
外
旅
行
を
戻
し
て
い
く
と
な
る

と
、
業
界
で
連
携
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
業
界
や
会
社
横
断
的
に
こ

う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
い
い
の
で
は
、
と

い
う
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

大
前

　レ
ジ
ャ
ー
セ
グ
メ
ン
ト
の
回
復
と
い

う
意
味
で
は
、
先
ほ
ど
の
ハ
ワ
イ
を
ど
う

や
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
の
か
と
い
う
部
分

も
含
め
て
、
旅
行
業
界
全
体
と
し
て
こ
の
夏

に
向
け
て
何
か
取
り
組
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　当
然
の
こ
と
な
が
ら
観
光
庁
と
も
連
携
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
非
常
に
重
要
な
政
策
課
題
で
す
が
、

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
も
大
き
な
テ
ー
マ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
部
分
を
含
め
て
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
回
復
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
協
調
す
る
機

会
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺

り
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　ま
た
、
私
ど
も
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航

空
と
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
と
一
緒
に
ど
う
や
っ
て

で
き
る
の
か
も
重
要
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

山
田

　観
光
庁
や
国
の
政
策
は
国
内
旅
行
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
や
る
の
で
す
け
ど
、
ど
う

し
て
も
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
日
本
に
直
接
お

金
が
落
ち
る
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
で

ち
ょ
っ
と
浮
い
て
し
ま
っ
て
い
て
、
J
A
T
A

さ
ん
が
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
も
重
要
と
い
う
こ

と
を
入
れ
て
、
お
ま
け
の
よ
う
に
付
い
て
く

る
み
た
い
な
こ
と
が
続
い
て
き
ま
し
た
よ
ね
。

特
に
御
社
と
か
は
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
ほ
っ

と
い
て
も
あ
る
程
度
需
要
が
あ
る
け
れ
ど
、

メ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
の
間
に
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
一
般
化
し
た
こ
と
に

よ
り
、
業
務
出
張
が
そ
れ
に
代
替
さ
れ
、
ビ

ジ
ネ
ス
需
要
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
悲
観
的
な
見
方
も
し

て
お
り
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
は
、
幅
広
い

業
種
で
ど
う
し
て
も
出
張
に
行
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
層
を
中
心
に
、
想
定
ど
お
り
に

戻
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田

　業
務
需
要
が
減
る
と
、
人
数
だ
け
で

は
な
く
て
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
の
利
用
と
か
が

減
る
の
で
は
、
み
た
い
な
こ
と
を
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
辺
は
心
配
し
た
ほ
ど

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　え
え
。
今
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
回
復
期

で
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
と
と
も
に

順
調
に
回
復
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ

絶
対
量
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
前
の
1
0
0
パ
ー

セ
ン
ト
に
戻
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
冷
静

に
見
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
順
調
に
回
復
は
進
む
も
の
の
、
回

復
曲
線
の
最
後
が
寝
て
し
ま
い
、
結
局
、
コ

ロ
ナ
前
の
水
準
に
は
戻
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
、
こ
う
い
う
リ
ス
ク
も
想
定
し
て
お
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
田

　先
ほ
ど
、生
産
量
が
今
は
約
6
割
で
、

年
度
中
で
8
割
ぐ
ら
い
と
い
う
の
は
、
い
っ

た
ん
飛
行
機
を
減
便
し
た
関
係
で
、
も
う
一

回
動
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く
の
に
時
間
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　そ
の
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
や
は
り
今
年
度
の
課
題
に
な
る
の
は
、

欧
州
線
と
中
国
線
で
す
。
欧
州
に
つ
い
て
は

今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情
勢
に
よ
り
、
迂
回

ル
ー
ト
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
関
係
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
生
産
量

が
戻
せ
な
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

中
国
も
ど
う
い
う
ス
ピ
ー
ド
感
で
コ
ロ
ナ
前

の
状
況
ま
で
戻
っ
て
く
る
の
か
は
不
透
明
で

す
。　ア

ジ
ア
線
や
北
米
線
の
生
産
量
は
8
、
9

割
ぐ
ら
い
ま
で
戻
し
て
い
ま
す
の
で
、
年
度

末
ま
で
に
ど
う
い
う
形
で
進
む
の
か
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
の
状
況
次
第
か
と
。
た

だ
、
欧
州
線
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
は
ま

だ
厳
し
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
田

　生
産
量
の
話
は
技
術
的
な
問
題
と
い

う
よ
り
は
、
そ
の
辺
の
需
要
の
見
通
し
を
し

な
が
ら
ど
う
就
航
便
を
戻
す
か
と
い
う
判
断

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

山
田

　ビ
ジ
ネ
ス
は
戻
り
と
し
て
は
順
調
と

い
う
話
で
し
た
け
れ
ど
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の

海
外
旅
行
は
ど
ん
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で

す
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
動
き
始
め
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
の
は
、
こ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
予
約
の
状
況
を
見
る
と
ハ
ワ
イ

と
、
欧
州
線
を
中
心
に
予
約
率
が
高
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
ピ
ー
ク
の
と
こ
ろ
が
そ

れ
な
り
に
戻
っ
て
き
て
い
る
の
は
い
い
傾
向

で
す
。
こ
の
流
れ
が
ピ
ー
ク
の
と
こ
ろ
だ
け

で
は
な
く
て
、
ど
う
い
う
形
で
全
体
的
に

戻
っ
て
く
る
の
か
は
今
後
の
課
題
で
す
。

　た
だ
、
日
本
発
の
レ
ジ
ャ
ー
需
要
が
本
当

に
コ
ロ
ナ
の
前
の
水
準
に
戻
る
の
は
来
年

度
、
し
か
も
来
年
度
の
半
ば
ぐ
ら
い
か
な
と

い
う
見
通
し
で
す
。

山
田

　戻
り
が
遅
い
原
因
と
い
う
の
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

大
前

　過
去
、
紛
争
や
疫
病
、
例
え
ば
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
S
A
R
S
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
た
び
に
、
日
本

の
レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
戻
り
は
海
外
と

比
べ
る
と
遅
い
状
況
と
い
う
こ
と
を
経
験
し

て
き
ま
し
た
。
日
本
人
旅
行
者
は
マ
イ
ン
ド

的
に
渡
航
再
開
に
慎
重
と
い
う
傾
向
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
場
合

も
、
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ス
イ
ッ
チ
が

入
る
と
一
気
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

の
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
い
つ
な

の
か
と
い
う
部
分
が
一
つ
で
す
。

　も
う
一
つ
は
経
済
的
な
要
素
、
こ
れ
は
明

ら
か
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
と

こ
ろ
は
少
し
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
が
、
一

時
期
か
な
り
進
行
し
た
円
安
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
の
状

況
で
す
ね
。
加
え
て
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
で

す
。
こ
う
し
た
状
況
が
経
済
的
に
海
外
旅
行

へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
し
て
い
る
状
況
で
す

ね
。　為

替
は
少
し
落
ち
着
き
ま
し
た
し
、
燃
油

も
足
元
、
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ

う
い
っ
た
傾
向
が
続
け
ば
お
客
様
の
マ
イ
ン

ド
が
だ
ん
だ
ん
海
外
に
、
と
な
っ
て
く
る
は

ず
で
す
。
そ
う
す
る
と
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た

「
ス
イ
ッ
チ
」
が
入
り
始
め
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
は
し
て
い
る
の
で
す
け
ど
、
そ
れ

が
こ
の
夏
な
の
か
、
あ
る
い
は
夏
を
越
え
た

年
度
後
半
な
の
か
が
難
し
い
で
す
ね
。

山
田

　御
社
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

戻
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
う
い
う
こ
と
に
つ

い
て
取
り
組
み
を
し
よ
う
か
、
何
か
お
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

大
前

　ま
さ
に
、
そ
こ
が
今
年
度
の
最
も
大

き
な
課
題
で
す
。
こ
う
い
う
状
況
だ
か
ら
仕

方
な
い
と
諦
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の

で
、
私
ど
も
の
ほ
う
で
も
お
客
様
が
海
外
に

ご
旅
行
し
た
く
な
る
仕
掛
け
を
し
っ
か
り

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
田

　国
際
線
の
戻
り
は
ど
う
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
か
。

大
前

　こ
の
4
月
の
状
況
で
す
と
、
私
ど
も

の
生
産
量
が
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
と
の

比
較
で
大
体
60
パ
ー
セ
ン
ト
台
半
ば
ぐ
ら
い

ま
で
戻
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
4
月
に
中
国

線
が
少
し
再
開
で
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
レ

ベ
ル
ま
で
来
ま
し
た
。
年
度
末
ま
で
に
は
生

産
量
を
8
割
ぐ
ら
い
ま
で
戻
し
て
い
き
た
い

と
い
う
計
画
で
す
。

　足
元
の
旅
客
数
で
い
き
ま
す
と
、
全
体
で

い
え
ば
6
割
ぐ
ら
い
ま
で
回
復
し
て
い
る
状

況
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ご
承
知
の
と
お

り
海
外
か
ら
日
本
に
お
越
し
い
た
だ
く
お
客

様
、
あ
る
い
は
日
本
を
通
過
し
て
北
米
＝
ア

ジ
ア
間
を
移
動
さ
れ
る
お
客
様
も
含
め
て
で

す
の
で
、
日
本
発
は
ど
う
か
と
い
う
話
に
な

り
ま
す
と
、
実
態
と
し
て
は
4
割
ぐ
ら
い
の

戻
り
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

山
田

　生
産
量
が
6
割
半
ば
で
、
需
要
が
約

6
割
だ
と
座
席
の
稼
働
率
そ
の
も
の
が
結
構

高
い
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
と
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
か
。

大
前

　そ
う
で
す
ね
。
海
外
発
の
お
客
様
に

か
な
り
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
座
席
の
稼
働
率
と
い
う
点
で
は
コ
ロ
ナ

前
の
水
準
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
戻
せ
て
お
り

ま
す
。

山
田

　私
は
コ
ロ
ナ
の
と
き
も
海
外
に
行
っ

て
い
た
の
で
す
け
ど
、
そ
の
と
き
も
お
客
様

は
羽
田
で
降
り
ず
に
、
ほ
と
ん
ど
が
乗
り
換

え
と
い
う
状
況
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
前
と
現

状
の
と
こ
ろ
で
座
席
の
稼
働
率
は
と
も
か
く

と
し
て
、
そ
の
中
の
需
要
の
構
成
は
大
き
く

変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

大
前

　今
は
海
外
発
の
お
客

様
の
シ
ェ
ア
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
発
も
ビ
ジ
ネ

ス
目
的
か
レ
ジ
ャ
ー
目
的
か

と
い
う
点
で
回
復
の
状
況
を

比
較
し
ま
す
と
、
や
は
り
ビ

ジ
ネ
ス
が
相
対
的
に
需
要
の

構
成
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

レ
ジ
ャ
ー
よ
り
戻
り
が
早
い

と
い
う
状
況
で
す
。

山
田

　ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の
戻
り
が
早
い
と
い

う
の
は
、
想
定
ど
お
り
の
感
じ
で
戻
っ
て
き

て
い
る
の
か
、
想
定
し
た
よ
り
ち
ょ
っ
と
遅
い

の
か
、
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　ほ
ぼ
想
定
ど
お
り
、も
し
か
し
た
ら
、

想
定
よ
り
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
イ

若
年
層
の
回
復
は
東
ア
ジ
ア
中
心
。

他
地
域
への
拡
大
が
今
後
の
課
題

進
行
○

山
田
雄
一

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
理
事・

観
光
研
究
部
長・旅
の
図
書
館
長
）

相
澤
美
穂
子

（
同
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）
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そ
れ
だ
と
片
道
し
か
な
い
の
で
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
増
や
さ
な
く
て
は
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

そ
う
し
た
状
況
が
コ
ロ
ナ
を
経
て
、
あ
る
意

味
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
入
っ
て
き
た
こ
と
は
当

然
重
要
な
の
で
す
け
ど
、
限
ら
れ
た
航
空
座

席
の
と
こ
ろ
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
ば

か
り
増
え
て
、
国
内
か
ら
の
需
要
が
増
え
て

こ
な
い
と
、
国
内
の
お
客
様
た
ち
は
、
さ
っ

き
の
価
格
の
問
題
も
そ
う
で
す
け
ど
、
外
に

出
て
い
け
な
い
み
た
い
な
人
も
出
て
き
か
ね

な
い
。
状
況
が
こ
こ
数
年
で
だ
い
ぶ
変
わ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
て
。

　わ
れ
わ
れ
は
、
政
府
に
提
言
す
る
つ
も
り

で
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
、
放
っ
て
お
い
て

も
み
ん
な
が
海
外
に
行
く
の
で
は
な
く
、

ち
ょ
っ
と
状
況
が
変
わ
り
ま
し
た
、だ
か
ら
、

そ
こ
は
丁
寧
に
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

大
前

　経
済
的
な
問
題
が
少
し
緩
ん
で
く
れ

ば
、
だ
い
ぶ
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て
く
る

の
で
す
け
ど
、
コ
ロ
ナ
前
か
ら
「
若
者
が
海

外
に
行
き
た
が
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
話

が
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
れ
が
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
は
冷
静

に
見
極
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
傾
向
が
さ
ら
に
加
速
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
か
ど
う
な
の
か
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
ね
。
若
い
世
代
が
海
外
へ
の
旅
行

に
も
っ
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
日
本
に
と
っ
て

も
プ
ラ
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
当
然
、

弊
社
も
そ
の
た
め
に
ど
う
貢
献
で
き
る
の
か

と
い
う
点
は
大
き
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
春
の
状
況
を
見
る
と
、
若
い
方
が
意

外
と
東
ア
ジ
ア
方
面
に
結
構
、
移
動
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
比
較
的
手

ご
ろ
な
価
格
で
渡
航
で
き
る
東
ア
ジ
ア
方
面

に
限
っ
た
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
こ
の
動

き
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
コ

ロ
ナ
前
か
ら
い
わ
れ
て
い
た
根
本
的
な
課
題

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
若
い
方
に
ど
う
海
外
旅
行
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
の
か
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
状

況
で
私
ど
も
が
ど
う
取
り
組
ん
で
い
け
る
の

か
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
田

　今
回
、
特
集
の
中
で
簡
単
な
調
査
を

行
っ
た
の
で
す
け
ど
、
個
人
的
な
直
感
で
い

う
と
、
国
内
市
場
で
は
今
の
若
い
人
た
ち
が

最
後
の
と
り
で
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
て
。

と
い
う
の
は
、
バ
ブ
ル
世
代
で
海
外
旅
行
を

か
な
り
経
験
し
た
親
に
育
て
ら
れ
て
き
た
あ

る
種
、
最
後
の
世
代
で
、
こ
の
下
は
就
職
氷

河
期
世
代
の
子
ど
も
た
ち
な
の
で
、
さ
ら
に

海
外
旅
行
と
か
が
落
ち
て
き
て
し
ま
う
。
だ

か
ら
、
国
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
レ
ジ
ャ
ー
施

設
と
か
で
は
、
若
い
人
が
コ
ロ
ナ
の
中
で
も

戻
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
話
は
定
性
的
に

も
、定
量
的
に
も
出
て
き
て
い
ま
す
。な
の
で
、

こ
の
3
年
間
、
特
に
海
外
旅
行
に
関
し
て
断

絶
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
20
代
ぐ
ら
い
の
人

た
ち
が
海
外
旅
行
と
い
う
も
の
を
ち
ゃ
ん
と

経
験
す
る
。
す
る
と
結
婚
し
て
子
ど
も
が
で

き
た
と
き
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
海
外

旅
行
と
か
国
内
旅
行
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

つ
な
い
で
い
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　逆
に
今
、
こ
の
人
た
ち
に
経
験
を
積
ま
せ

な
い
と
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
も
行
か
な
い
の

で
、
国
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
し
て
し
ま

う
の
で
は
と
い
う
危
惧
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
海
外
旅
行
の
こ
の
1
、

2
年
ぐ
ら
い
の
回
復
が
後
々
ま
で
影
響
し
て

い
く
よ
う
に
な
る
か
な
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
、

計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
辺
り
の
機
運

づ
く
り
と
い
う
の
は
、
私
ど
も
だ
け
で
は
な

く
業
界
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
、
影
響
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と

と
そ
れ
が
長
期
間
に
続
い
た
こ
と
と
が
相

ま
っ
て
、
お
客
様
の
心
が
海
外
旅
行
か
ら
遠

の
い
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
は
間
違
い
な
く
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
何
と
か
再
び
近
づ
け

て
い
く
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
3
月
に
国
際
線
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
期
間
限
定
で
国
内

線
乗
継
運
賃
を
無
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。ま
だ
水
際
対
策
も
続
き
、全
体
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
そ
の
も
の
が
動
い
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
も

限
定
的
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ

た
取
り
組
み
、
工
夫
を
い
く
つ
も
積
み
重
ね

な
が
ら
、
お
客
様
の
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　レ
ジ
ャ
ー
需
要
回
復
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
い

か
に
手
前
に
持
っ
て
き
て
、
よ
り
多
く
の
方

に
海
外
旅
行
を
も
う
一
度
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
か
今
年
度
、
私
ど
も
の
最
大
の
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
田

　御
社
の
2
階
建
て
ハ
ワ
イ
便

「F
L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」は
結
構
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
と
思
う
の
で
す
け
ど
も
、
お
客
様
の
反
応

は
ど
う
で
す
か
。

大
前

　コ
ロ
ナ
の
間
に
飛
べ
な
か
っ
た
と
き

か
ら
お
客
様
か
ら
の
再
就
航
へ
の
期
待
は
非

常
に
大
き
い
状
況
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
間
も

地
上
で
こ
の
機
材
を
活
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン

の
取
り
組
み
な
ど
、
お
客
様
か
ら
高
い
ご
支

持
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
4
月
20

日
か
ら
デ
イ
リ
ー
で「F

L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」

が
飛
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
夏
休
み
の
7
月

後
半
に
は
も
う
1
日
も
う
1
便
、
成
田
―
ホ
ノ

ル
ル
を
増
便
す
る
計
画
で
す
。
こ
ち
ら
の
増
便

分
に
つ
い
て
は「F

L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」が
週
3

回
の
運
航
予
定
と
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、

週
10
便
、「F

L
Y
IN
G
 H
O
N
U

」が
飛
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
レ

ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
回
復
に
向
け
た
起
爆
剤

と
し
て
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
田

　日
本
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
海
外
旅
行

と
い
っ
た
と
き
、
象
徴
的
な
存
在
は
ハ
ワ
イ

だ
と
思
う
の
で
、
ハ
ワ
イ
旅
行
が
注
目
を
浴

び
て
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
、
私
も
海

外
行
こ
う
か
な
、
と
い
う
雰
囲
気
が
つ
く
っ

て
い
け
る
の
か
と
思
い
ま
す
。
昨
年
9
月
に

ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
と
き
に
、
メ
イ
ン
ラ
ン
ド

の
お
客
様
は
戻
っ
て
い
る
の
に
、
日
本
人
は

ほ
ぼ
い
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。
現
地
と

し
て
は
、
前
の
よ
う
に
観
光
客
を
増
や
す
こ

と
に
つ
い
て
議
論
は
あ
る
の
で
す
が
、
日
本

人
は
ハ
ワ
イ
に
対
し
て
敬
意
を
払
っ
て
く
れ

る
の
で
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
の
だ
け
ど
、
な

か
な
か
動
か
な
い
の
で
す
よ
ね
、
と
い
う
話

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
前

　レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
早
期
回
復

に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
も
ち
ろ
ん
全
体
的

に
進
め
る
の
で
す
け
ど
も
、
ま
さ
に
ご
指
摘

い
た
だ
い
た
と
お
り
ハ
ワ
イ
は
そ
の
象
徴
だ

と
わ
れ
わ
れ
も
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ハ
ワ
イ

を
中
心
に
計
画
を
し
っ
か
り
立
て
て
、
着
実

に
実
行
し
、こ
こ
が
一
つ
の
起
爆
剤
に
な
っ
て
、

全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

山
田

　海
外
旅
行
を
戻
し
て
い
く
と
な
る

と
、
業
界
で
連
携
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
業
界
や
会
社
横
断
的
に
こ

う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ら
い
い
の
で
は
、
と

い
う
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

大
前

　レ
ジ
ャ
ー
セ
グ
メ
ン
ト
の
回
復
と
い

う
意
味
で
は
、
先
ほ
ど
の
ハ
ワ
イ
を
ど
う

や
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
の
か
と
い
う
部
分

も
含
め
て
、
旅
行
業
界
全
体
と
し
て
こ
の
夏

に
向
け
て
何
か
取
り
組
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　当
然
の
こ
と
な
が
ら
観
光
庁
と
も
連
携
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
非
常
に
重
要
な
政
策
課
題
で
す
が
、

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
も
大
き
な
テ
ー
マ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
部
分
を
含
め
て
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
回
復
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
協
調
す
る
機

会
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺

り
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　ま
た
、
私
ど
も
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航

空
と
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
と
一
緒
に
ど
う
や
っ
て

で
き
る
の
か
も
重
要
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

山
田

　観
光
庁
や
国
の
政
策
は
国
内
旅
行
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
や
る
の
で
す
け
ど
、
ど
う

し
て
も
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
日
本
に
直
接
お

金
が
落
ち
る
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
で

ち
ょ
っ
と
浮
い
て
し
ま
っ
て
い
て
、
J
A
T
A

さ
ん
が
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
も
重
要
と
い
う
こ

と
を
入
れ
て
、
お
ま
け
の
よ
う
に
付
い
て
く

る
み
た
い
な
こ
と
が
続
い
て
き
ま
し
た
よ
ね
。

特
に
御
社
と
か
は
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
ほ
っ

と
い
て
も
あ
る
程
度
需
要
が
あ
る
け
れ
ど
、

メ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
の
間
に
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
一
般
化
し
た
こ
と
に

よ
り
、
業
務
出
張
が
そ
れ
に
代
替
さ
れ
、
ビ

ジ
ネ
ス
需
要
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
悲
観
的
な
見
方
も
し

て
お
り
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
は
、
幅
広
い

業
種
で
ど
う
し
て
も
出
張
に
行
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
層
を
中
心
に
、
想
定
ど
お
り
に

戻
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田

　業
務
需
要
が
減
る
と
、
人
数
だ
け
で

は
な
く
て
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
の
利
用
と
か
が

減
る
の
で
は
、
み
た
い
な
こ
と
を
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
辺
は
心
配
し
た
ほ
ど

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　え
え
。
今
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
回
復
期

で
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
と
と
も
に

順
調
に
回
復
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ

絶
対
量
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
前
の
1
0
0
パ
ー

セ
ン
ト
に
戻
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
冷
静

に
見
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
順
調
に
回
復
は
進
む
も
の
の
、
回

復
曲
線
の
最
後
が
寝
て
し
ま
い
、
結
局
、
コ

ロ
ナ
前
の
水
準
に
は
戻
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
、
こ
う
い
う
リ
ス
ク
も
想
定
し
て
お
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
田

　先
ほ
ど
、生
産
量
が
今
は
約
6
割
で
、

年
度
中
で
8
割
ぐ
ら
い
と
い
う
の
は
、
い
っ

た
ん
飛
行
機
を
減
便
し
た
関
係
で
、
も
う
一

回
動
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く
の
に
時
間
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　そ
の
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
や
は
り
今
年
度
の
課
題
に
な
る
の
は
、

欧
州
線
と
中
国
線
で
す
。
欧
州
に
つ
い
て
は

今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情
勢
に
よ
り
、
迂
回

ル
ー
ト
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
関
係
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
生
産
量

が
戻
せ
な
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

中
国
も
ど
う
い
う
ス
ピ
ー
ド
感
で
コ
ロ
ナ
前

の
状
況
ま
で
戻
っ
て
く
る
の
か
は
不
透
明
で

す
。　ア

ジ
ア
線
や
北
米
線
の
生
産
量
は
8
、
9

割
ぐ
ら
い
ま
で
戻
し
て
い
ま
す
の
で
、
年
度

末
ま
で
に
ど
う
い
う
形
で
進
む
の
か
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
の
状
況
次
第
か
と
。
た

だ
、
欧
州
線
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
は
ま

だ
厳
し
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
田

　生
産
量
の
話
は
技
術
的
な
問
題
と
い

う
よ
り
は
、
そ
の
辺
の
需
要
の
見
通
し
を
し

な
が
ら
ど
う
就
航
便
を
戻
す
か
と
い
う
判
断

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

山
田

　ビ
ジ
ネ
ス
は
戻
り
と
し
て
は
順
調
と

い
う
話
で
し
た
け
れ
ど
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の

海
外
旅
行
は
ど
ん
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で

す
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
動
き
始
め
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
の
は
、
こ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
予
約
の
状
況
を
見
る
と
ハ
ワ
イ

と
、
欧
州
線
を
中
心
に
予
約
率
が
高
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
ピ
ー
ク
の
と
こ
ろ
が
そ

れ
な
り
に
戻
っ
て
き
て
い
る
の
は
い
い
傾
向

で
す
。
こ
の
流
れ
が
ピ
ー
ク
の
と
こ
ろ
だ
け

で
は
な
く
て
、
ど
う
い
う
形
で
全
体
的
に

戻
っ
て
く
る
の
か
は
今
後
の
課
題
で
す
。

　た
だ
、
日
本
発
の
レ
ジ
ャ
ー
需
要
が
本
当

に
コ
ロ
ナ
の
前
の
水
準
に
戻
る
の
は
来
年

度
、
し
か
も
来
年
度
の
半
ば
ぐ
ら
い
か
な
と

い
う
見
通
し
で
す
。

山
田

　戻
り
が
遅
い
原
因
と
い
う
の
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

大
前

　過
去
、
紛
争
や
疫
病
、
例
え
ば
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
S
A
R
S
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
た
び
に
、
日
本

の
レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
戻
り
は
海
外
と

比
べ
る
と
遅
い
状
況
と
い
う
こ
と
を
経
験
し

て
き
ま
し
た
。
日
本
人
旅
行
者
は
マ
イ
ン
ド

的
に
渡
航
再
開
に
慎
重
と
い
う
傾
向
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
場
合

も
、
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ス
イ
ッ
チ
が

入
る
と
一
気
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

の
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
い
つ
な

の
か
と
い
う
部
分
が
一
つ
で
す
。

　も
う
一
つ
は
経
済
的
な
要
素
、
こ
れ
は
明

ら
か
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
と

こ
ろ
は
少
し
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
が
、
一

時
期
か
な
り
進
行
し
た
円
安
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
の
状

況
で
す
ね
。
加
え
て
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
で

す
。
こ
う
し
た
状
況
が
経
済
的
に
海
外
旅
行

へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
し
て
い
る
状
況
で
す

ね
。　為

替
は
少
し
落
ち
着
き
ま
し
た
し
、
燃
油

も
足
元
、
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ

う
い
っ
た
傾
向
が
続
け
ば
お
客
様
の
マ
イ
ン

ド
が
だ
ん
だ
ん
海
外
に
、
と
な
っ
て
く
る
は

ず
で
す
。
そ
う
す
る
と
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た

「
ス
イ
ッ
チ
」
が
入
り
始
め
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
は
し
て
い
る
の
で
す
け
ど
、
そ
れ

が
こ
の
夏
な
の
か
、
あ
る
い
は
夏
を
越
え
た

年
度
後
半
な
の
か
が
難
し
い
で
す
ね
。

山
田

　御
社
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

戻
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
う
い
う
こ
と
に
つ

い
て
取
り
組
み
を
し
よ
う
か
、
何
か
お
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

大
前

　ま
さ
に
、
そ
こ
が
今
年
度
の
最
も
大

き
な
課
題
で
す
。
こ
う
い
う
状
況
だ
か
ら
仕

方
な
い
と
諦
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の

で
、
私
ど
も
の
ほ
う
で
も
お
客
様
が
海
外
に

ご
旅
行
し
た
く
な
る
仕
掛
け
を
し
っ
か
り

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
田

　国
際
線
の
戻
り
は
ど
う
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
か
。

大
前

　こ
の
4
月
の
状
況
で
す
と
、
私
ど
も

の
生
産
量
が
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
と
の

比
較
で
大
体
60
パ
ー
セ
ン
ト
台
半
ば
ぐ
ら
い

ま
で
戻
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
4
月
に
中
国

線
が
少
し
再
開
で
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
レ

ベ
ル
ま
で
来
ま
し
た
。
年
度
末
ま
で
に
は
生

産
量
を
8
割
ぐ
ら
い
ま
で
戻
し
て
い
き
た
い

と
い
う
計
画
で
す
。

　足
元
の
旅
客
数
で
い
き
ま
す
と
、
全
体
で

い
え
ば
6
割
ぐ
ら
い
ま
で
回
復
し
て
い
る
状

況
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ご
承
知
の
と
お

り
海
外
か
ら
日
本
に
お
越
し
い
た
だ
く
お
客

様
、
あ
る
い
は
日
本
を
通
過
し
て
北
米
＝
ア

ジ
ア
間
を
移
動
さ
れ
る
お
客
様
も
含
め
て
で

す
の
で
、
日
本
発
は
ど
う
か
と
い
う
話
に
な

り
ま
す
と
、
実
態
と
し
て
は
4
割
ぐ
ら
い
の

戻
り
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

山
田

　生
産
量
が
6
割
半
ば
で
、
需
要
が
約

6
割
だ
と
座
席
の
稼
働
率
そ
の
も
の
が
結
構

高
い
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
と
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
か
。

大
前

　そ
う
で
す
ね
。
海
外
発
の
お
客
様
に

か
な
り
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
座
席
の
稼
働
率
と
い
う
点
で
は
コ
ロ
ナ

前
の
水
準
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
戻
せ
て
お
り

ま
す
。

山
田

　私
は
コ
ロ
ナ
の
と
き
も
海
外
に
行
っ

て
い
た
の
で
す
け
ど
、
そ
の
と
き
も
お
客
様

は
羽
田
で
降
り
ず
に
、
ほ
と
ん
ど
が
乗
り
換

え
と
い
う
状
況
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
前
と
現

状
の
と
こ
ろ
で
座
席
の
稼
働
率
は
と
も
か
く

と
し
て
、
そ
の
中
の
需
要
の
構
成
は
大
き
く

変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

大
前

　今
は
海
外
発
の
お
客

様
の
シ
ェ
ア
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
発
も
ビ
ジ
ネ

ス
目
的
か
レ
ジ
ャ
ー
目
的
か

と
い
う
点
で
回
復
の
状
況
を

比
較
し
ま
す
と
、
や
は
り
ビ

ジ
ネ
ス
が
相
対
的
に
需
要
の

構
成
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

レ
ジ
ャ
ー
よ
り
戻
り
が
早
い

と
い
う
状
況
で
す
。

山
田

　ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の
戻
り
が
早
い
と
い

う
の
は
、
想
定
ど
お
り
の
感
じ
で
戻
っ
て
き

て
い
る
の
か
、
想
定
し
た
よ
り
ち
ょ
っ
と
遅
い

の
か
、
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

大
前

　ほ
ぼ
想
定
ど
お
り
、も
し
か
し
た
ら
、

想
定
よ
り
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
イ

若
年
層
の
回
復
は
東
ア
ジ
ア
中
心
。

他
地
域
への
拡
大
が
今
後
の
課
題

進
行
○

山
田
雄
一

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
理
事・

観
光
研
究
部
長・旅
の
図
書
館
長
）

相
澤
美
穂
子

（
同
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

「海外旅行復活に向けた旅行会社・航空会社の現在位置」❻2
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3

ハワ
イ
州
に
お
け
る

再
生
型
観
光

「M
alam

a H
aw
aii

」

A
ustralians

）、
マ
オ
リ（M

aori

）、
ハ
ワ
イ

ア
ン（N

ative H
aw
aiian

）な
ど
の
文
化
が

重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

観
光
に
お
け
る
経
済
成
長
か
ら
取
り
残
さ
れ

て
い
た
。
2
0
0
7
年
の
先
住
民
族
の
権
利

に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言（
U
N
D
R
I
P
）

に
よ
り
政
治
的
な
立
場
を
確
立
し
た
こ
と
か

ら
先
住
民
族
の
知
恵
を
取
り
入
れ
た
観
光
政

策
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

C
O
V
I
D
‐
19
前
後
の
持
続
可
能
な
観
光

の
流
れ
と
合
流
し
て「
再
生
型
観
光
」と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
宣
言
に
ア
イ
ヌ

（A
inu

）も
参
加
し
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
ア

イ
ヌ
施
策
推
進
法
の
施
行
に
つ
な
が
り
、
公

式
に
先
住
民
族
の
文
化
と
し
て
北
海
道
の
観

光
資
源
と
な
っ
た
。

　
再
生
型
観
光
に
関
す
る
明
確
な
定
義
は
存

在
し
な
い
が
、①
自
然
と
調
和
し
た
世
界
観
、

②
有
機
的
な
シ
ス
テ
ム
思
考
、③
地
域
の
新

し
い
可
能
性
の
発
見
、④
観
光
と
生
活
シ
ス

テ
ム
の
改
革
促
進
、⑤
先
住
民
族
固
有
の
土

地
、
文
化
、
知
恵
に
よ
る
癒
し
、⑥
自
然
と

地
域
の
再
生
、⑦
再
生
型
観
光
の
協
力
的
実

装
、
が
要
素
と
し
て
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
先

住
民
族
保
護
に
関
す
る
意
味
合
い
が
強
く
、

環
境
負
荷
を
最
小
限
に
す
る
持
続
可
能
な
観

光
を
推
し
進
め
た
も
の
で
、
滞
在
前
よ
り
良

い
場
所
に
し
て
帰
る
（
再
生
）
と
い
う
考
え

ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る

観
光
政
策

　
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
観
光
は
2
次
的
な
要
因
も

含
め
る
と
対
G
D
P
の
約
25
％
を
占
め
て
い
る
。

基
幹
産
業
と
し
て
、ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
民
族

や
業
種
が
多
様
で
あ
る
理
事
会
に
て
統
治
さ
れ
、

統
計
デ
ー
タ
を
使
っ
た
透
明
性
の
あ
る
意
思
決

定
が
行
わ
れ
て
お
り
、ハ
ワ
イ
大
学
も
中
立
機

関
と
し
て
政
策
の
評
価
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

っ
て
い
る
。ハ
ワ
イ
の
観
光
政
策
基
盤
と
な
る
の

が
、
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
の
戦

略
計
画（S

trategic P
lan
 2
0
2
0
-2
0
25

）

で
あ
り
、
デ
ー
タ
に
よ
る
政
策
決
定

（evidence-based
 policy

）や
持
続
可
能

な
観
光（sustainable tourism

）、
地
域
中

心
の
原
則（co

m
m
u
n
ity
-cen

tered

）な

ど
の
考
え
方
が
統
合
さ
れ
て
い
る
。
学
術
的
な

意
味
で
も
最
先
端
な
概
念
で
あ
り
、
日
本
の
地

域
に
も
展
開
可
能
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
者
に
は
こ
の
資
料
の
一
読
を
期
待

し
た
い
。
こ
の
中
か
ら
再
生
型
観
光

（R
egen

erative tou
rism

）で
あ
る
マ
ラ
マ

ハ
ワ
イ（M

alam
a H
aw
aii

）と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

（
1
）新
し
い
観
光
政
策
の
方
向
性

　
2
0
1
8
年
か
ら
は
観
光
客
数
が
約
1
0

0
0
万
人
と
な
り
観
光
客
の
受
け
入
れ
が
限

界
を
迎
え
、
地
域
と
観
光
客
の
満
足
度
が
低
下

し
、
さ
ら
に
1
人
当
た
り
の
消
費
額
が
停
滞
ま

た
減
少
し
た
。
こ
の
状
況
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
避
け
る
た
め
に
観
光
客
数
を
制

限
し
て
、
地
域
と
環
境
に
負
荷
を
か
け
ず
に
、

総
合
的
な
消
費
を
促
進
す
る
政
策
が
必
要
と

な
る
。
観
光
局
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
予
算
を
、

ハ
ワ
イ
の
文
化
や
自
然
、
地
域
の
支
援
に
リ
バ

ラ
ン
ス
し
て
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
特
化

す
る
と
明
記
さ
れ
た（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity,2

0
2
0

）。
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の

歴
史
的
な
役
割
で
あ
る
、
旅
行
先
と
し
て
統
合

さ
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
築
く
こ
と
で
、
認

知
度
を
上
げ
て
観
光
客
数
を
増
加
さ
せ
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
か
ら
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
の
移
行
と
い
う
非
常
に
大
き
な
変
化
で
あ
っ

た
。

（
2
）新
し
い
展
開
の
要
素

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
公
表
さ
れ
た
時
点
で
は
、

再
生
型
観
光
と
い
う
用
語
と
し
て
は
記
述

さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
連
す
る
要
素
は

M
alam

a

と
い
う
ハ
ワ
イ
語
に
て
統
合
さ
れ
、

持
続
可
能
な
観
光（sustainable tourism

）

と
責
任
あ
る
観
光（responsible tourism

）

が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
展
開
に
お
け
る

4
つ
の
要
素（
図
3
）は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

●
自
然
環
境
（N

atu
ral reso

u
rce

）

　
ハ
ワ
イ
の
自
然
と
文
化
を
守
り
、
ハ
ワ
イ

に
住
む
人
々
の
生
活
の
質
を
改
善
す
る
。
観

光
客
の
訪
問
が
多
い
地
域
で
積
極
的
な
資
源

管
理
と
教
育
を
行
い
、
ハ
ワ
イ
固
有
種
を
保

護
す
る
。
ハ
ワ
イ
最
大
の
観
光
資
源
で
あ
る

自
然
の
復
興
が
、
住
民
と
観
光
客
の
良
い
生

活
を
生
み
出
す
。

●
ハ
ワ
イ
ア
ン
文
化
（H

aw
aiian

 cu
ltu
re

）

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
文
化
と
知
恵

を
、
地
域
を
通
し
て
住
民
と
観
光
客
に
啓
蒙

す
る
。
ハ
ワ
イ
語
を
使
用
し
て
、
ま
た
正
確

な
ハ
ワ
イ
ア
ン
文
化
に
関
す
る
教
育
を
行
う

こ
と
で
、
旅
行
者
を
ゲ
ス
ト
で
は
な
く
て
、

ハ
ワ
イ
を
守
る
こ
と
を
共
通
価
値
と
す
る
家

族
と
捉
え
る
。

●
地
域
（C

o
m
m
u
n
ity

）

　
地
域
や
住
民
が
観
光
産
業
か
ら
の
利
益
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
価
値
観
を
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
と
統
合
し
て
い
く
。
住
民

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、
住

民
と
旅
行
者
が
関
係
を
強
化
で
き
る
機
会
を

増
や
し
、
多
様
な
旅
行
体
験
を
提
供
す
る
。

●
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　（Bran
d
 m
arketin

g

）

　
ハ
ワ
イ
の
世
界
的
に
競
争
力
の
あ
る
ブ
ラ

ン
ド
を
守
り
つ
つ
、
ハ
ワ
イ
固
有
の
環
境
や

文
化
に
焦
点
を
当
て
て
、
負
担
が
少
な
く
消

費
の
大
き
な
旅
行
客
層
を
取
り
込
み
、
ハ
ワ

イ
経
済
に
貢
献
す
る
。
住
民
と
旅
行
客
の
双

方
に
対
し
て
教
育
を
行
い
、
価
値
を
共
有
し

て
い
く
。

（
3
）新
し
い
K
P
I

　
観
光
客
数
か
ら
満
足
度
や
消
費
額
へ
移
行

し
て
お
り
、
以
下
の
4
つ
が
主
な
K
P
I
で

あ
る
。

●
住
民
の
満
足
度
…
観
光
に
対
す
る
肯
定
的

な
合
意

●
観
光
客
の
満
足
度
…
観
光
体
験
の
満
足
度

や
リ
ピ
ー
ト
希
望
率

●
1
日
平
均
の
消
費
…
１
日
1
人
当
た
り
の

消
費
の
維
持
ま
た
は
向
上

●
合
計
消
費
…
直
接
消
費
を
維
持
ま
た
は
向

上　
再
生
型
観
光
は
2
0
0
5
年
か
ら
複
数
の

地
域
で
提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
C
O
V
I
D
‐

19
後
の
観
光
を
考
え
る
上
で
、
2
0
1
9
年

か
ら
学
術
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

や
ハ
ワ
イ
な
ど
の
太
平
洋
諸
島
に
そ
の
概
念

が
波
及
し
て
い
る
。
先
住
民
族
で
あ
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民（Indigenous  

ら
の
ハ
ワ
イ
へ
の
旅
行
者
が
90
％
以
上
戻
っ

て
い
る
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
日
系
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
生
活
す
る
住
民
と
し
て
強
い
危

機
感
を
覚
え
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
政
府
と
し

て
も
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
が
近
づ
く
中
で
、

早
期
に
日
本
人
観
光
客
に
戻
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
日
本
の
官
民
が
一
体

と
な
っ
て
ハ
ワ
イ
も
含
め
た
海
外
旅
行
に
対

す
る
肯
定
的
な
雰
囲
気
作
り
に
注
力
し
て
ほ

し
い
旨
を
最
後
に
明
記
し
た
い
。
そ
の
中
で
、

再
生
型
観
光M

alam
a H
aw
aii

が
、
新
し

い
観
光
体
験
と
地
域
の
価
値
共
有
を
両
立
で

き
る
機
会
を
生
み
出
す
と
信
じ
て
い
る
。

方
で
あ
る
（B

ellato
, 2
0
2
2

）。
観
光
産

業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
に
寡
占
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
行
政
や
地
元

と
の
資
本
の
リ
バ
ラ
ン
ス
も
再
生
型
観
光
の

ス
キ
ー
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
（C

ave, 

2
0
2
0

）。

（
5
）M

alam
a H
aw
aii

の
概
念

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
前
述
の
ハ
ワ
イ
州
観
光

局
の
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
の

戦
略
計
画
の
内
容
が
、
C
O
V
I
D
‐
19
感

染
拡
大
期
の
太
平
洋
地
域
に
て「
再
生
型
観

光
」と
し
て
言
語
化
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
の
ブ
ラ
ン

ド
に
適
合
し
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
長
が
ハ
ワ

イ
ア
ン
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
2
1
年
7

月
に
再
生
型
観
光「M

a
la
m
a
 H
a
w
a
ii

」

を
公
表
し
て
、
州
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
展
開
し
て
い
る
。
2
0
0
5
年
前
後
よ
り

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
持
続
可
能
な
観
光

（S
ustainable tourism

）
が
、
ア
メ
リ
カ

で
は
責
任
あ
る
旅
行（R

e
sp
o
n
sib
le
 

tou
rism

）が
新
し
い
観
光
の
概
念
と
し
て
提

唱
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
で
は
2
つ
の
概
念
を
統
合
し
、

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
る
再
生
型
観

光
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
進
め
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
で
再
生
型
観
光
と
は
、
新
し
い
持

続
可
能
な
観
光
（n

e
w
 su
sta
in
a
b
le
 

to
u
rism

）
と
定
義
さ
れ
、①
滞
在
地
を
滞

在
す
る
前
よ
り
も
良
く
し
て
離
れ
る
、②
旅

行
者
が
地
域
に
入
り
込
む
こ
と
で
意
義
深
く

豊
か
な
観
光
体
験
を
得
る
、③
住
民
と
旅
行

者
が
良
い
関
係
を
築
く
機
会
と
な
る
、
と
い

う
3
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
概

念
の
裏
側
に
は
、M

alam
a H
aw
aii

に
よ

っ
て
①
概
念
に
共
感
す
る
質
の
高
い
顧
客
層

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
移
行
す
る
（
長
期
滞
在
、

高
付
加
価
値
、
負
担
の
少
な
い
）、②
新
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
リ
ピ
ー
ト
率
を
維
持
す
る
、

③
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
消
費
を
促
進
さ
せ

て
地
域
還
元
さ
せ
る
、
と
い
う
観
光
者
数
か

ら
観
光
消
費
高
へ
の
移
行
と
い
う
新
し
い
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
隠
れ
て
い
る
（
図
4
）。

（
6
）M

alam
a H
aw
aii

の
実
装

　M
alam

a H
aw
aii

は
、
旅
行
前
の
オ
ン

ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
や
動
画
に
よ
る
教
育
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
と
し
な
が
ら
、
ハ

ワ
イ
州
全
体
で
は
1
7
0
個
程
度
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
る
。
英
語
版
だ
と
宿

泊
施
設
が
主
体
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
や
地
域

N
P
O
が
用
意
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
と
、
宿
泊
代
金
が
割
引
さ
れ
た
り
、
朝

食
が
無
料
に
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
な
ど
の
簡

単
に
参
加
で
き
る
も
の
か
ら
、
植
林
や
タ
ロ

イ
モ
畑
、
伝
統
的
生
け
簀
の
管
理
な
ど
特
別

な
地
域
体
験
が
で
き
る
も
の
ま
で
用
意
さ
れ

て
い
る
。
複
数
の
宿
泊
施
設
に
、
ハ
ワ
イ
文

化
継
承
者
（cu

ltu
ral stew

ard
sh
ip

）
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
語
や
ハ
ワ
イ
の

文
化
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

地
域
の
合
意
を
維
持
し
つ
つ
、
多
様
な
観
光

体
験
を
提
供
し
て
い
る
。
日
本
語
に
対
応
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
順
次
拡
大
し
て
お
り
、
旅

行
会
社
な
ど
の
民
間
事
業
者
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
準
備
し
て
い
る
。

（
7
）M

alam
a H
aw
aii

の
効
果
検
証

　
ハ
ワ
イ
大
学
の
観
光
経
営
学
部
で
は
、

M
alam

a H
aw
aii

が
地
域
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
を
カ
ウ
ア
イ
島
の
住
民

4
6
3
名
を
対
象
に
検
証
し
た
。
小
さ
な
島

を
対
象
と
す
る
こ
と
で
観
光
が
地
域
に
与
え

る
影
響
を
評
価
し
や
す
く
、
質
問
紙
を
用
い

た
構
造
化
モ
デ
ル
に
て
因
果
関
係
の
推
論
を

行
っ
た
。
再
生
型
観
光
は
、
旅
行
客
に
対
す

る
魅
力
の
形
成
に
強
い
影
響
を
与
え
（β

=
0
.6
4
4

）、
再
生
型
観
光
に
よ
っ
て
選
択
さ

れ
た
観
光
客
に
よ
っ
て
、
住
民
の
観
光
に
対

す
る
評
価
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
な
っ
た

（β
=
0
.4
4
3

）。
再
生
型
観
光
が
直
接
、
地

域
の
評
価
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
す
る
の

で
は
な
く
（β

=
0
.1
7
7

）、
再
生
型
観
光
に

よ
り
観
光
客
の
層
や
行
動
が
選
択
的
に
地
域

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
近
づ
い
た
こ
と
で
、

地
域
住
民
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
感
じ

に
く
く
な
り
、
間
接
的
に
評
価
が
改
善
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ア
フ
島
に
お
け
る
大

き
な
集
団
で
の
更
な
る
検
証
も
必
要
で
あ
る

が
、
再
生
型
観
光
は
住
民
と
旅
行
者
の
満
足

度
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
（Z

am
an
, 

2
0
2
3

）。

今
後
の
展
望
と
課
題

　
本
稿
で
は
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
再
生
型
観

光
が
公
表
さ
れ
た
背
景
を
記
述
し
、
そ
の
理

論
と
実
装
を
解
説
し
た
。
日
本
語
に
対
応
し

たM
alam

a H
aw
aii

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
だ

発
展
途
上
で
あ
り
、
日
本
人
観
光
客
へ
の
訴

求
力
や
実
際
の
参
加
は
未
知
な
部
分
が
多
い
。

こ
れ
か
ら
は
再
生
型
観
光
を
民
間
事
業
者
が

具
体
的
な
商
品
に
落
と
し
込
み
、
持
続
可
能

な
利
益
と
非
貨
幣
価
値
を
生
み
出
す
新
た
な

投
資
対
象
と
な
る
こ
と
が
鍵
と
な
る
。

　
ハ
ワ
イ
へ
の
日
本
人
観
光
客
数
は
、

2
0
1
9
年
と
比
較
す
る
と
多
い
と
き
で
50

％
で
あ
り
、
円
安
や
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
影
響

も
あ
り
、
平
均
す
る
と
約
30
％
の
回
復
で
あ

る
。
日
本
が
ハ
ワ
イ
に
と
っ
て
の
最
大
の
海

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な

い
が
、
日
本
以
外
の
国
（
韓
国
や
台
湾
）
か

は
じ
め
に

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
は
人
類
が
最

後
に
到
達
し
た
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
嶼
群
で

あ
る
。
交
通
や
軍
事
の
拠
点
と
し
て
開
発
さ

れ
た
後
に
、
官
民
が
連
携
し
て
観
光
へ
の
産

業
展
開
が
行
わ
れ
、
現
在
は
高
付
加
価
値
な

旅
行
先
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D
‐

19
）
が
拡
大
す
る
前
の
2
0
1
9
年
に
は
、

人
口
1
4
0
万
人
の
ハ
ワ
イ
に
国
内
外
か
ら

約
1
0
0
0
万
人
の
旅
行
者
が
訪
れ
、23.
3

兆
円
（$
1
7
.7
5
 b
illio
n

、
$1=

1
3
0
円
）

の
経
済
効
果
と
21
万
6
千
人
の
雇
用
を
生

み
出
し
て
い
た(H

a
w
a
ii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity, 2

0
2
1
)

。
こ
の
観
光
客
数
の

増
加
は
、
常
に
右
肩
上
が
り
だ
っ
た
訳
で
は

な
く
、日
本
の
バ
ブ
ル
崩
壊
、9
1
1
の
発
生
、

ア
ジ
ア
リ
ゾ
ー
ト
の
競
争
力
向
上
と
、
何
回

も
の
観
光
客
減
少
を
体
験
し
て
お
り
、
そ
の

度
に
新
た
な
観
光
政
策
を
導
入
し
て
、
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
を
高
め
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
ハ
ワ
イ
は
最
も
重
要
な

旅
行
先
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
2
0
1
9
年
に

は
年
間
1
5
5
万
人
以
上
の
日
本
人
が
ハ
ワ

イ
を
訪
れ
た
。
日
本
人
観
光
客
は
ハ
ワ
イ
へ

の
旅
行
者
総
数
の
15
％
を
占
め
る
最
大
の
海

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
州
に
と
っ

て
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
。
2
0
2
0
年
に

始
ま
っ
た
C
O
V
I
D
‐
19
の
流
行
に
お
い

て
も
、
ハ
ワ
イ
州
に
て
最
初
に
陽
性
が
確
認

さ
れ
た
の
は
日
本
人
観
光
客
で
あ
り
、
3
月

26
日
か
ら
は
14
日
間
の
検
疫
が
始
ま
り
、
続

く
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
り
観
光
の
完
全
停
止

と
な
っ
た
。
早
く
も
約
7
ヶ
月
後
の
10
月
15

日
に
は
ア
メ
リ
カ
国
内
旅
行
者
、
11
月
6
日

に
は
日
本
旅
行
者
の
渡
航
前
72
時
間
以
内
の

P
C
R
検
査
陰
性
に
て
検
疫
が
免
除
に
な
り
、

事
実
上
の
観
光
再
開
と
な
っ
た
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
原
則
無
観
客
に
て
開
催
さ
れ
た

2
0
2
1
年
7
月
に
は
、
ハ
ワ
イ
州
へ
の
旅

行
者
数
が
2
0
1
9
年
度
比
で
平
均
89
・

1
%
（
主
に
ア
メ
リ
カ
国
内
旅
行
者
）
ま
で

回
復
し
、
夏
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
は
1
2
0
％

を
超
え
る
日
も
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
C
O
V
I
D
‐
19
前
後
に
お

い
て
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
政
策
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
か
を
記
述
し
、
再
生
型
観
光

（R
egen

erative to
u
rism

）
の
理
論
と

実
装
を
解
説
し
、
日
本
の
観
光
政
策
の
展
開

に
寄
与
し
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
に
対
す
る

雰
囲
気
醸
成
に
貢
献
し
た
い
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
著
者
は
2
0
1
6
年
か
ら
ハ
ワ
イ
州
立
大

学
の
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
研
究
職
と
し

て
働
い
て
い
る
が
、
ハ
ワ
イ
へ
の
年
間
観
光

客
数
が
初
め
て
9
0
0
万
人
を
超
え
た
頃
で

あ
り
、
生
活
の
中
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
体
感
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
サ
ー
フ
ィ

ン
を
し
て
い
る
ア
ラ
モ
ア
ナ
ビ
ー
チ
で
は
日

本
人
に
よ
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ト
が
7
組

同
時
並
列
で
撮
影
さ
れ
、
子
供
の
誕
生
日
で

訪
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
投
稿
す
る
た
め
に
夢
中
で
撮
影
す
る
日

本
人
観
光
客
に
強
い
違
和
感
を
感
じ
た
。

2
0
1
7
年
に
は
ハ
ワ
イ
大
学
が
あ
る
静
か

で
ロ
ー
カ
ル
な
マ
ノ
ア
地
区
に
も
日
本
人
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
常
生

活
が
脅
か
さ
れ
る
と
感
じ
た
。
他
の
地
域
で

も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
顕
在
化
す
る
よ

う
に
な
り
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）
や
ハ
ワ
イ
州
議

会
へ
強
い
批
判
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
2
0
1
8
年
に
年
間
の
観
光
客
数
が
約

1
0
0
0
万
人
に
達
す
る
と
、
日
本
人
の
顧

客
満
足
度
が
75
・
3
%
ま
で
低
下
し
（
図
1
）、

さ
ら
に
住
民
の
41
％
が
観
光
は
弊
害
の
方
が

大
き
い
と
感
じ
る
過
去
最
低
の
状
況
に
な
り

（
図
2
）、
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
観
光
政
策
の

ハ
ワ
イ
州
立
大
学

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

疫
学
専
門
家

岡
田
悠
偉
人
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A
ustralians

）、
マ
オ
リ（M

aori

）、
ハ
ワ
イ

ア
ン（N

ative H
aw
aiian

）な
ど
の
文
化
が

重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

観
光
に
お
け
る
経
済
成
長
か
ら
取
り
残
さ
れ

て
い
た
。
2
0
0
7
年
の
先
住
民
族
の
権
利

に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言（
U
N
D
R
I
P
）

に
よ
り
政
治
的
な
立
場
を
確
立
し
た
こ
と
か

ら
先
住
民
族
の
知
恵
を
取
り
入
れ
た
観
光
政

策
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

C
O
V
I
D
‐
19
前
後
の
持
続
可
能
な
観
光

の
流
れ
と
合
流
し
て「
再
生
型
観
光
」と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
宣
言
に
ア
イ
ヌ

（A
inu

）も
参
加
し
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
ア

イ
ヌ
施
策
推
進
法
の
施
行
に
つ
な
が
り
、
公

式
に
先
住
民
族
の
文
化
と
し
て
北
海
道
の
観

光
資
源
と
な
っ
た
。

　
再
生
型
観
光
に
関
す
る
明
確
な
定
義
は
存

在
し
な
い
が
、①
自
然
と
調
和
し
た
世
界
観
、

②
有
機
的
な
シ
ス
テ
ム
思
考
、③
地
域
の
新

し
い
可
能
性
の
発
見
、④
観
光
と
生
活
シ
ス

テ
ム
の
改
革
促
進
、⑤
先
住
民
族
固
有
の
土

地
、
文
化
、
知
恵
に
よ
る
癒
し
、⑥
自
然
と

地
域
の
再
生
、⑦
再
生
型
観
光
の
協
力
的
実

装
、
が
要
素
と
し
て
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
先

住
民
族
保
護
に
関
す
る
意
味
合
い
が
強
く
、

環
境
負
荷
を
最
小
限
に
す
る
持
続
可
能
な
観

光
を
推
し
進
め
た
も
の
で
、
滞
在
前
よ
り
良

い
場
所
に
し
て
帰
る
（
再
生
）
と
い
う
考
え

ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る

観
光
政
策

　
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
観
光
は
2
次
的
な
要
因
も

含
め
る
と
対
G
D
P
の
約
25
％
を
占
め
て
い
る
。

基
幹
産
業
と
し
て
、ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
民
族

や
業
種
が
多
様
で
あ
る
理
事
会
に
て
統
治
さ
れ
、

統
計
デ
ー
タ
を
使
っ
た
透
明
性
の
あ
る
意
思
決

定
が
行
わ
れ
て
お
り
、ハ
ワ
イ
大
学
も
中
立
機

関
と
し
て
政
策
の
評
価
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

っ
て
い
る
。ハ
ワ
イ
の
観
光
政
策
基
盤
と
な
る
の

が
、
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
の
戦

略
計
画（S

trategic P
lan
 2
0
2
0
-2
0
25

）

で
あ
り
、
デ
ー
タ
に
よ
る
政
策
決
定

（evidence-based
 policy

）や
持
続
可
能

な
観
光（sustainable tourism

）、
地
域
中

心
の
原
則（co

m
m
u
n
ity
-cen

tered

）な

ど
の
考
え
方
が
統
合
さ
れ
て
い
る
。
学
術
的
な

意
味
で
も
最
先
端
な
概
念
で
あ
り
、
日
本
の
地

域
に
も
展
開
可
能
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
者
に
は
こ
の
資
料
の
一
読
を
期
待

し
た
い
。
こ
の
中
か
ら
再
生
型
観
光

（R
egen

erative tou
rism

）で
あ
る
マ
ラ
マ

ハ
ワ
イ（M

alam
a H
aw
aii

）と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

（
1
）新
し
い
観
光
政
策
の
方
向
性

　
2
0
1
8
年
か
ら
は
観
光
客
数
が
約
1
0

0
0
万
人
と
な
り
観
光
客
の
受
け
入
れ
が
限

界
を
迎
え
、
地
域
と
観
光
客
の
満
足
度
が
低
下

し
、
さ
ら
に
1
人
当
た
り
の
消
費
額
が
停
滞
ま

た
減
少
し
た
。
こ
の
状
況
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
避
け
る
た
め
に
観
光
客
数
を
制

限
し
て
、
地
域
と
環
境
に
負
荷
を
か
け
ず
に
、

総
合
的
な
消
費
を
促
進
す
る
政
策
が
必
要
と

な
る
。
観
光
局
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
予
算
を
、

ハ
ワ
イ
の
文
化
や
自
然
、
地
域
の
支
援
に
リ
バ

ラ
ン
ス
し
て
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
特
化

す
る
と
明
記
さ
れ
た（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity,2

0
2
0

）。
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の

歴
史
的
な
役
割
で
あ
る
、
旅
行
先
と
し
て
統
合

さ
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
築
く
こ
と
で
、
認

知
度
を
上
げ
て
観
光
客
数
を
増
加
さ
せ
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
か
ら
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
の
移
行
と
い
う
非
常
に
大
き
な
変
化
で
あ
っ

た
。

（
2
）新
し
い
展
開
の
要
素

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
公
表
さ
れ
た
時
点
で
は
、

再
生
型
観
光
と
い
う
用
語
と
し
て
は
記
述

さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
連
す
る
要
素
は

M
alam

a

と
い
う
ハ
ワ
イ
語
に
て
統
合
さ
れ
、

持
続
可
能
な
観
光（sustainable tourism

）

と
責
任
あ
る
観
光（responsible tourism

）

が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
展
開
に
お
け
る

4
つ
の
要
素（
図
3
）は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

●
自
然
環
境
（N

atu
ral reso

u
rce

）

　
ハ
ワ
イ
の
自
然
と
文
化
を
守
り
、
ハ
ワ
イ

に
住
む
人
々
の
生
活
の
質
を
改
善
す
る
。
観

光
客
の
訪
問
が
多
い
地
域
で
積
極
的
な
資
源

管
理
と
教
育
を
行
い
、
ハ
ワ
イ
固
有
種
を
保

護
す
る
。
ハ
ワ
イ
最
大
の
観
光
資
源
で
あ
る

自
然
の
復
興
が
、
住
民
と
観
光
客
の
良
い
生

活
を
生
み
出
す
。

●
ハ
ワ
イ
ア
ン
文
化
（H

aw
aiian

 cu
ltu
re

）

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
文
化
と
知
恵

を
、
地
域
を
通
し
て
住
民
と
観
光
客
に
啓
蒙

す
る
。
ハ
ワ
イ
語
を
使
用
し
て
、
ま
た
正
確

な
ハ
ワ
イ
ア
ン
文
化
に
関
す
る
教
育
を
行
う

こ
と
で
、
旅
行
者
を
ゲ
ス
ト
で
は
な
く
て
、

ハ
ワ
イ
を
守
る
こ
と
を
共
通
価
値
と
す
る
家

族
と
捉
え
る
。

●
地
域
（C

o
m
m
u
n
ity

）

　
地
域
や
住
民
が
観
光
産
業
か
ら
の
利
益
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
価
値
観
を
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
と
統
合
し
て
い
く
。
住
民

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、
住

民
と
旅
行
者
が
関
係
を
強
化
で
き
る
機
会
を

増
や
し
、
多
様
な
旅
行
体
験
を
提
供
す
る
。

●
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　（Bran
d
 m
arketin

g

）

　
ハ
ワ
イ
の
世
界
的
に
競
争
力
の
あ
る
ブ
ラ

ン
ド
を
守
り
つ
つ
、
ハ
ワ
イ
固
有
の
環
境
や

文
化
に
焦
点
を
当
て
て
、
負
担
が
少
な
く
消

費
の
大
き
な
旅
行
客
層
を
取
り
込
み
、
ハ
ワ

イ
経
済
に
貢
献
す
る
。
住
民
と
旅
行
客
の
双

方
に
対
し
て
教
育
を
行
い
、
価
値
を
共
有
し

て
い
く
。

（
3
）新
し
い
K
P
I

　
観
光
客
数
か
ら
満
足
度
や
消
費
額
へ
移
行

し
て
お
り
、
以
下
の
4
つ
が
主
な
K
P
I
で

あ
る
。

●
住
民
の
満
足
度
…
観
光
に
対
す
る
肯
定
的

な
合
意

●
観
光
客
の
満
足
度
…
観
光
体
験
の
満
足
度

や
リ
ピ
ー
ト
希
望
率

●
1
日
平
均
の
消
費
…
１
日
1
人
当
た
り
の

消
費
の
維
持
ま
た
は
向
上

●
合
計
消
費
…
直
接
消
費
を
維
持
ま
た
は
向

上　
再
生
型
観
光
は
2
0
0
5
年
か
ら
複
数
の

地
域
で
提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
C
O
V
I
D
‐

19
後
の
観
光
を
考
え
る
上
で
、
2
0
1
9
年

か
ら
学
術
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

や
ハ
ワ
イ
な
ど
の
太
平
洋
諸
島
に
そ
の
概
念

が
波
及
し
て
い
る
。
先
住
民
族
で
あ
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民（Indigenous  

ら
の
ハ
ワ
イ
へ
の
旅
行
者
が
90
％
以
上
戻
っ

て
い
る
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
日
系
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
生
活
す
る
住
民
と
し
て
強
い
危

機
感
を
覚
え
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
政
府
と
し

て
も
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
が
近
づ
く
中
で
、

早
期
に
日
本
人
観
光
客
に
戻
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
日
本
の
官
民
が
一
体

と
な
っ
て
ハ
ワ
イ
も
含
め
た
海
外
旅
行
に
対

す
る
肯
定
的
な
雰
囲
気
作
り
に
注
力
し
て
ほ

し
い
旨
を
最
後
に
明
記
し
た
い
。
そ
の
中
で
、

再
生
型
観
光M

alam
a H
aw
aii

が
、
新
し

い
観
光
体
験
と
地
域
の
価
値
共
有
を
両
立
で

き
る
機
会
を
生
み
出
す
と
信
じ
て
い
る
。

方
で
あ
る
（B

ellato
, 2
0
2
2

）。
観
光
産

業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
に
寡
占
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
行
政
や
地
元

と
の
資
本
の
リ
バ
ラ
ン
ス
も
再
生
型
観
光
の

ス
キ
ー
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
（C

ave, 

2
0
2
0

）。

（
5
）M

alam
a H
aw
aii

の
概
念

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
前
述
の
ハ
ワ
イ
州
観
光

局
の
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
の

戦
略
計
画
の
内
容
が
、
C
O
V
I
D
‐
19
感

染
拡
大
期
の
太
平
洋
地
域
に
て「
再
生
型
観

光
」と
し
て
言
語
化
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
の
ブ
ラ
ン

ド
に
適
合
し
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
長
が
ハ
ワ

イ
ア
ン
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
2
1
年
7

月
に
再
生
型
観
光「M

a
la
m
a
 H
a
w
a
ii

」

を
公
表
し
て
、
州
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
展
開
し
て
い
る
。
2
0
0
5
年
前
後
よ
り

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
持
続
可
能
な
観
光

（S
ustainable tourism

）
が
、
ア
メ
リ
カ

で
は
責
任
あ
る
旅
行（R

e
sp
o
n
sib
le
 

tou
rism

）が
新
し
い
観
光
の
概
念
と
し
て
提

唱
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
で
は
2
つ
の
概
念
を
統
合
し
、

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
る
再
生
型
観

光
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
進
め
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
で
再
生
型
観
光
と
は
、
新
し
い
持

続
可
能
な
観
光
（n

e
w
 su
sta
in
a
b
le
 

to
u
rism

）
と
定
義
さ
れ
、①
滞
在
地
を
滞

在
す
る
前
よ
り
も
良
く
し
て
離
れ
る
、②
旅

行
者
が
地
域
に
入
り
込
む
こ
と
で
意
義
深
く

豊
か
な
観
光
体
験
を
得
る
、③
住
民
と
旅
行

者
が
良
い
関
係
を
築
く
機
会
と
な
る
、
と
い

う
3
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
概

念
の
裏
側
に
は
、M

alam
a H
aw
aii

に
よ

っ
て
①
概
念
に
共
感
す
る
質
の
高
い
顧
客
層

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
移
行
す
る
（
長
期
滞
在
、

高
付
加
価
値
、
負
担
の
少
な
い
）、②
新
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
リ
ピ
ー
ト
率
を
維
持
す
る
、

③
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
消
費
を
促
進
さ
せ

て
地
域
還
元
さ
せ
る
、
と
い
う
観
光
者
数
か

ら
観
光
消
費
高
へ
の
移
行
と
い
う
新
し
い
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
隠
れ
て
い
る
（
図
4
）。

（
6
）M

alam
a H
aw
aii

の
実
装

　M
alam

a H
aw
aii

は
、
旅
行
前
の
オ
ン

ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
や
動
画
に
よ
る
教
育
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
と
し
な
が
ら
、
ハ

ワ
イ
州
全
体
で
は
1
7
0
個
程
度
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
る
。
英
語
版
だ
と
宿

泊
施
設
が
主
体
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
や
地
域

N
P
O
が
用
意
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
と
、
宿
泊
代
金
が
割
引
さ
れ
た
り
、
朝

食
が
無
料
に
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
な
ど
の
簡

単
に
参
加
で
き
る
も
の
か
ら
、
植
林
や
タ
ロ

イ
モ
畑
、
伝
統
的
生
け
簀
の
管
理
な
ど
特
別

な
地
域
体
験
が
で
き
る
も
の
ま
で
用
意
さ
れ

て
い
る
。
複
数
の
宿
泊
施
設
に
、
ハ
ワ
イ
文

化
継
承
者
（cu

ltu
ral stew

ard
sh
ip

）
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
語
や
ハ
ワ
イ
の

文
化
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

地
域
の
合
意
を
維
持
し
つ
つ
、
多
様
な
観
光

体
験
を
提
供
し
て
い
る
。
日
本
語
に
対
応
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
順
次
拡
大
し
て
お
り
、
旅

行
会
社
な
ど
の
民
間
事
業
者
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
準
備
し
て
い
る
。

（
7
）M

alam
a H
aw
aii

の
効
果
検
証

　
ハ
ワ
イ
大
学
の
観
光
経
営
学
部
で
は
、

M
alam

a H
aw
aii

が
地
域
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
を
カ
ウ
ア
イ
島
の
住
民

4
6
3
名
を
対
象
に
検
証
し
た
。
小
さ
な
島

を
対
象
と
す
る
こ
と
で
観
光
が
地
域
に
与
え

る
影
響
を
評
価
し
や
す
く
、
質
問
紙
を
用
い

た
構
造
化
モ
デ
ル
に
て
因
果
関
係
の
推
論
を

行
っ
た
。
再
生
型
観
光
は
、
旅
行
客
に
対
す

る
魅
力
の
形
成
に
強
い
影
響
を
与
え
（β

=
0
.6
4
4

）、
再
生
型
観
光
に
よ
っ
て
選
択
さ

れ
た
観
光
客
に
よ
っ
て
、
住
民
の
観
光
に
対

す
る
評
価
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
な
っ
た

（β
=
0
.4
4
3

）。
再
生
型
観
光
が
直
接
、
地

域
の
評
価
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
す
る
の

で
は
な
く
（β

=
0
.1
7
7

）、
再
生
型
観
光
に

よ
り
観
光
客
の
層
や
行
動
が
選
択
的
に
地
域

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
近
づ
い
た
こ
と
で
、

地
域
住
民
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
感
じ

に
く
く
な
り
、
間
接
的
に
評
価
が
改
善
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ア
フ
島
に
お
け
る
大

き
な
集
団
で
の
更
な
る
検
証
も
必
要
で
あ
る

が
、
再
生
型
観
光
は
住
民
と
旅
行
者
の
満
足

度
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
（Z

am
an
, 

2
0
2
3

）。

今
後
の
展
望
と
課
題

　
本
稿
で
は
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
再
生
型
観

光
が
公
表
さ
れ
た
背
景
を
記
述
し
、
そ
の
理

論
と
実
装
を
解
説
し
た
。
日
本
語
に
対
応
し

たM
alam

a H
aw
aii

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
だ

発
展
途
上
で
あ
り
、
日
本
人
観
光
客
へ
の
訴

求
力
や
実
際
の
参
加
は
未
知
な
部
分
が
多
い
。

こ
れ
か
ら
は
再
生
型
観
光
を
民
間
事
業
者
が

具
体
的
な
商
品
に
落
と
し
込
み
、
持
続
可
能

な
利
益
と
非
貨
幣
価
値
を
生
み
出
す
新
た
な

投
資
対
象
と
な
る
こ
と
が
鍵
と
な
る
。

　
ハ
ワ
イ
へ
の
日
本
人
観
光
客
数
は
、

2
0
1
9
年
と
比
較
す
る
と
多
い
と
き
で
50

％
で
あ
り
、
円
安
や
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
影
響

も
あ
り
、
平
均
す
る
と
約
30
％
の
回
復
で
あ

る
。
日
本
が
ハ
ワ
イ
に
と
っ
て
の
最
大
の
海

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な

い
が
、
日
本
以
外
の
国
（
韓
国
や
台
湾
）
か

転
換
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
貨
幣
価
値
を

中
心
と
し
て
き
た
観
光
資
本
と
、
そ
れ
を
ガ

バ
ナ
ン
ス
す
る
観
光
政
策
の
バ
ラ
ン
ス
崩
壊

で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
客
数
を
伸
ば
し
続

け
る
観
光
政
策
は
限
界
に
達
し
、
持
続
可
能

で
は
な
か
っ
た
。
2
0
2
0
年
に
観
光
政
策

の
転
換
を
模
索
し
て
い
る
状
況
で

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
観
光
の
停
止
と
な

り
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
産
業
は
過
去
最
大
の
経

済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
し
か
し
、
逆
説

で
あ
る
が
、
こ
の
期
間
に
地
域
と
観
光
に
対

す
る
対
話
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま

た
観
光
が
停
止
し
た
こ
と
で
新
し
い
観
光
政

策
を
打
ち
出
す
絶
好
の
機
会
と
な
り
、

2
0
2
1
年
の
ハ
ワ
イ
の
再
生
型
観
光

M
alam

a H
aw
aii

へ
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

C
O
V
I
D
‐
19
の

影
響
下
に
お
け
る

観
光
へ
の
再
評
価

　
C
O
V
I
D
‐
19
に
て
観
光
が
停
止
さ
れ

る
と
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
を
地
域
で
も
共

有
す
る
よ
う
に
な
り
、
意
外
に
も
、
新
し
い

形
の
観
光
と
い
う
条
件
付
き
で
、
観
光
の
早

期
再
開
が
世
論
と
し
て
支
持
さ
れ
て
い
く
。

C
O
V
I
D
‐
19
感
染
拡
大
初
期
に
は
観
光

産
業
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が
解
雇
さ
れ
、
ハ

ワ
イ
の
観
光
に
お
け
る
失
業
率
は
40
％
と
世

界
で
最
も
高
く
な
っ
た
。
自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
で
も
近
所
の
人
が
次
々
に
解
雇
さ
れ

る
姿
は
見
る
に
堪
え
ず
、
学
生
か
ら
親
が
解

雇
さ
れ
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
っ
た

り
し
て
学
費
が
払
え
な
い
と
い
う
相
談
が
殺

到
し
、
個
人
的
に
も
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
観
光

産
業
の
意
味
と
向
き
合
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　
C
O
V
I
D
‐
19
後
半
で
は
、
観
光
客
が

い
な
い
ハ
ワ
イ
を
家
族
で
楽
し
む
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
に
は
絶
滅
危

惧
種
の
ア
ザ
ラ
シ
が
戻
り
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
は
人
が
少
な
く
子
供
も
楽
し
く
登
れ
、

ハ
ナ
ウ
マ
ベ
イ
に
は
魚
影
と
サ
ン
ゴ
が
復
活

し
、
ハ
ワ
イ
固
有
種
の
美
し
さ
を
感
じ
る
と

共
に
、
観
光
が
大
き
な
環
境
負
荷
を
与
え
て

い
た
事
実
を
認
識
し
た
。
ハ
ワ
イ
に
お
け
る

観
光
経
済
の
大
き
さ
か
ら
観
光
再
開
に
同
意

し
つ
つ
、
自
分
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
環

境
に
影
響
を
与
え
な
い
形
で
、
新
し
い
観
光

を
提
案
す
る
こ
と
が
地
域
で
も
合
意
さ
れ
た
。

　
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
に
移
住
し
て
1
5
0
周

年
で
も
あ
り
、
日
本
と
の
絆
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
ハ
ワ
イ
州
知
事
や
副
知
事
か
ら
日
本

と
の
渡
航
を
再
開
し
た
い
意
向
が
あ
っ
た
。

保
健
局
長
か
ら
も
感
染
対
策
を
遵
守
す
る
日

本
人
は
評
価
が
高
く
、
観
光
局
か
ら
も
消
費

が
多
く
地
域
と
環
境
に
優
し
い
日
本
人
を
優

先
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
海
外
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
し
て
最
初
に
日
本
を
開
い
た
。

ハワイ州における再生型観光「Malama Hawaii」3
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図 1 ハワイにおける旅行者の満足度の変化（主要なマーケット別における旅行者の満足度調査結果）

図 2 ハワイにおける住民の満足度の変化（住民の観光産業に関する満足度調査結果）
「観光産業は、弊害よりも多くの利益をもたらしてきた」

出典：Hawaii Tourism Authority, 2020を筆者が一部日本語訳

出典：Hawaii Tourism Authority, 2020を筆者が一部日本語訳
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A
ustralians

）、
マ
オ
リ（M

aori

）、
ハ
ワ
イ

ア
ン（N

ative H
aw
aiian

）な
ど
の
文
化
が

重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

観
光
に
お
け
る
経
済
成
長
か
ら
取
り
残
さ
れ

て
い
た
。
2
0
0
7
年
の
先
住
民
族
の
権
利

に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言（
U
N
D
R
I
P
）

に
よ
り
政
治
的
な
立
場
を
確
立
し
た
こ
と
か

ら
先
住
民
族
の
知
恵
を
取
り
入
れ
た
観
光
政

策
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

C
O
V
I
D
‐
19
前
後
の
持
続
可
能
な
観
光

の
流
れ
と
合
流
し
て「
再
生
型
観
光
」と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
宣
言
に
ア
イ
ヌ

（A
inu

）も
参
加
し
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
ア

イ
ヌ
施
策
推
進
法
の
施
行
に
つ
な
が
り
、
公

式
に
先
住
民
族
の
文
化
と
し
て
北
海
道
の
観

光
資
源
と
な
っ
た
。

　
再
生
型
観
光
に
関
す
る
明
確
な
定
義
は
存

在
し
な
い
が
、①
自
然
と
調
和
し
た
世
界
観
、

②
有
機
的
な
シ
ス
テ
ム
思
考
、③
地
域
の
新

し
い
可
能
性
の
発
見
、④
観
光
と
生
活
シ
ス

テ
ム
の
改
革
促
進
、⑤
先
住
民
族
固
有
の
土

地
、
文
化
、
知
恵
に
よ
る
癒
し
、⑥
自
然
と

地
域
の
再
生
、⑦
再
生
型
観
光
の
協
力
的
実

装
、
が
要
素
と
し
て
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
先

住
民
族
保
護
に
関
す
る
意
味
合
い
が
強
く
、

環
境
負
荷
を
最
小
限
に
す
る
持
続
可
能
な
観

光
を
推
し
進
め
た
も
の
で
、
滞
在
前
よ
り
良

い
場
所
に
し
て
帰
る
（
再
生
）
と
い
う
考
え

ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る

観
光
政
策

　
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
観
光
は
2
次
的
な
要
因
も

含
め
る
と
対
G
D
P
の
約
25
％
を
占
め
て
い
る
。

基
幹
産
業
と
し
て
、ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
民
族

や
業
種
が
多
様
で
あ
る
理
事
会
に
て
統
治
さ
れ
、

統
計
デ
ー
タ
を
使
っ
た
透
明
性
の
あ
る
意
思
決

定
が
行
わ
れ
て
お
り
、ハ
ワ
イ
大
学
も
中
立
機

関
と
し
て
政
策
の
評
価
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

っ
て
い
る
。ハ
ワ
イ
の
観
光
政
策
基
盤
と
な
る
の

が
、
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
の
戦

略
計
画（S

trategic P
lan
 2
0
2
0
-2
0
25

）

で
あ
り
、
デ
ー
タ
に
よ
る
政
策
決
定

（evidence-based
 policy

）や
持
続
可
能

な
観
光（sustainable tourism

）、
地
域
中

心
の
原
則（co

m
m
u
n
ity
-cen

tered

）な

ど
の
考
え
方
が
統
合
さ
れ
て
い
る
。
学
術
的
な

意
味
で
も
最
先
端
な
概
念
で
あ
り
、
日
本
の
地

域
に
も
展
開
可
能
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
者
に
は
こ
の
資
料
の
一
読
を
期
待

し
た
い
。
こ
の
中
か
ら
再
生
型
観
光

（R
egen

erative tou
rism

）で
あ
る
マ
ラ
マ

ハ
ワ
イ（M

alam
a H
aw
aii

）と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

（
1
）新
し
い
観
光
政
策
の
方
向
性

　
2
0
1
8
年
か
ら
は
観
光
客
数
が
約
1
0

0
0
万
人
と
な
り
観
光
客
の
受
け
入
れ
が
限

界
を
迎
え
、
地
域
と
観
光
客
の
満
足
度
が
低
下

し
、
さ
ら
に
1
人
当
た
り
の
消
費
額
が
停
滞
ま

た
減
少
し
た
。
こ
の
状
況
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
避
け
る
た
め
に
観
光
客
数
を
制

限
し
て
、
地
域
と
環
境
に
負
荷
を
か
け
ず
に
、

総
合
的
な
消
費
を
促
進
す
る
政
策
が
必
要
と

な
る
。
観
光
局
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
予
算
を
、

ハ
ワ
イ
の
文
化
や
自
然
、
地
域
の
支
援
に
リ
バ

ラ
ン
ス
し
て
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
特
化

す
る
と
明
記
さ
れ
た（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity,2

0
2
0

）。
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の

歴
史
的
な
役
割
で
あ
る
、
旅
行
先
と
し
て
統
合

さ
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
築
く
こ
と
で
、
認

知
度
を
上
げ
て
観
光
客
数
を
増
加
さ
せ
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
か
ら
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
の
移
行
と
い
う
非
常
に
大
き
な
変
化
で
あ
っ

た
。

（
2
）新
し
い
展
開
の
要
素

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
公
表
さ
れ
た
時
点
で
は
、

再
生
型
観
光
と
い
う
用
語
と
し
て
は
記
述

さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
連
す
る
要
素
は

M
alam

a

と
い
う
ハ
ワ
イ
語
に
て
統
合
さ
れ
、

持
続
可
能
な
観
光（sustainable tourism

）

と
責
任
あ
る
観
光（responsible tourism

）

が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
展
開
に
お
け
る

4
つ
の
要
素（
図
3
）は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

●
自
然
環
境
（N

atu
ral reso

u
rce

）

　
ハ
ワ
イ
の
自
然
と
文
化
を
守
り
、
ハ
ワ
イ

に
住
む
人
々
の
生
活
の
質
を
改
善
す
る
。
観

光
客
の
訪
問
が
多
い
地
域
で
積
極
的
な
資
源

管
理
と
教
育
を
行
い
、
ハ
ワ
イ
固
有
種
を
保

護
す
る
。
ハ
ワ
イ
最
大
の
観
光
資
源
で
あ
る

自
然
の
復
興
が
、
住
民
と
観
光
客
の
良
い
生

活
を
生
み
出
す
。

●
ハ
ワ
イ
ア
ン
文
化
（H

aw
aiian

 cu
ltu
re

）

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
文
化
と
知
恵

を
、
地
域
を
通
し
て
住
民
と
観
光
客
に
啓
蒙

す
る
。
ハ
ワ
イ
語
を
使
用
し
て
、
ま
た
正
確

な
ハ
ワ
イ
ア
ン
文
化
に
関
す
る
教
育
を
行
う

こ
と
で
、
旅
行
者
を
ゲ
ス
ト
で
は
な
く
て
、

ハ
ワ
イ
を
守
る
こ
と
を
共
通
価
値
と
す
る
家

族
と
捉
え
る
。

●
地
域
（C

o
m
m
u
n
ity

）

　
地
域
や
住
民
が
観
光
産
業
か
ら
の
利
益
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
価
値
観
を
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
と
統
合
し
て
い
く
。
住
民

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、
住

民
と
旅
行
者
が
関
係
を
強
化
で
き
る
機
会
を

増
や
し
、
多
様
な
旅
行
体
験
を
提
供
す
る
。

●
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　（Bran
d
 m
arketin

g

）

　
ハ
ワ
イ
の
世
界
的
に
競
争
力
の
あ
る
ブ
ラ

ン
ド
を
守
り
つ
つ
、
ハ
ワ
イ
固
有
の
環
境
や

文
化
に
焦
点
を
当
て
て
、
負
担
が
少
な
く
消

費
の
大
き
な
旅
行
客
層
を
取
り
込
み
、
ハ
ワ

イ
経
済
に
貢
献
す
る
。
住
民
と
旅
行
客
の
双

方
に
対
し
て
教
育
を
行
い
、
価
値
を
共
有
し

て
い
く
。

（
3
）新
し
い
K
P
I

　
観
光
客
数
か
ら
満
足
度
や
消
費
額
へ
移
行

し
て
お
り
、
以
下
の
4
つ
が
主
な
K
P
I
で

あ
る
。

●
住
民
の
満
足
度
…
観
光
に
対
す
る
肯
定
的

な
合
意

●
観
光
客
の
満
足
度
…
観
光
体
験
の
満
足
度

や
リ
ピ
ー
ト
希
望
率

●
1
日
平
均
の
消
費
…
１
日
1
人
当
た
り
の

消
費
の
維
持
ま
た
は
向
上

●
合
計
消
費
…
直
接
消
費
を
維
持
ま
た
は
向

上　
再
生
型
観
光
は
2
0
0
5
年
か
ら
複
数
の

地
域
で
提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
C
O
V
I
D
‐

19
後
の
観
光
を
考
え
る
上
で
、
2
0
1
9
年

か
ら
学
術
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

や
ハ
ワ
イ
な
ど
の
太
平
洋
諸
島
に
そ
の
概
念

が
波
及
し
て
い
る
。
先
住
民
族
で
あ
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民（Indigenous  

ら
の
ハ
ワ
イ
へ
の
旅
行
者
が
90
％
以
上
戻
っ

て
い
る
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
日
系
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
生
活
す
る
住
民
と
し
て
強
い
危

機
感
を
覚
え
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
政
府
と
し

て
も
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
が
近
づ
く
中
で
、

早
期
に
日
本
人
観
光
客
に
戻
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
日
本
の
官
民
が
一
体

と
な
っ
て
ハ
ワ
イ
も
含
め
た
海
外
旅
行
に
対

す
る
肯
定
的
な
雰
囲
気
作
り
に
注
力
し
て
ほ

し
い
旨
を
最
後
に
明
記
し
た
い
。
そ
の
中
で
、

再
生
型
観
光M

alam
a H
aw
aii

が
、
新
し

い
観
光
体
験
と
地
域
の
価
値
共
有
を
両
立
で

き
る
機
会
を
生
み
出
す
と
信
じ
て
い
る
。

方
で
あ
る
（B

ellato
, 2
0
2
2

）。
観
光
産

業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
に
寡
占
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
行
政
や
地
元

と
の
資
本
の
リ
バ
ラ
ン
ス
も
再
生
型
観
光
の

ス
キ
ー
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
（C

ave, 

2
0
2
0

）。

（
5
）M

alam
a H
aw
aii

の
概
念

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
前
述
の
ハ
ワ
イ
州
観
光

局
の
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
の

戦
略
計
画
の
内
容
が
、
C
O
V
I
D
‐
19
感

染
拡
大
期
の
太
平
洋
地
域
に
て「
再
生
型
観

光
」と
し
て
言
語
化
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
の
ブ
ラ
ン

ド
に
適
合
し
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
長
が
ハ
ワ

イ
ア
ン
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
2
1
年
7

月
に
再
生
型
観
光「M

a
la
m
a
 H
a
w
a
ii

」

を
公
表
し
て
、
州
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
展
開
し
て
い
る
。
2
0
0
5
年
前
後
よ
り

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
持
続
可
能
な
観
光

（S
ustainable tourism

）
が
、
ア
メ
リ
カ

で
は
責
任
あ
る
旅
行（R

e
sp
o
n
sib
le
 

tou
rism

）が
新
し
い
観
光
の
概
念
と
し
て
提

唱
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
で
は
2
つ
の
概
念
を
統
合
し
、

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
る
再
生
型
観

光
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
進
め
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
で
再
生
型
観
光
と
は
、
新
し
い
持

続
可
能
な
観
光
（n

e
w
 su
sta
in
a
b
le
 

to
u
rism

）
と
定
義
さ
れ
、①
滞
在
地
を
滞

在
す
る
前
よ
り
も
良
く
し
て
離
れ
る
、②
旅

行
者
が
地
域
に
入
り
込
む
こ
と
で
意
義
深
く

豊
か
な
観
光
体
験
を
得
る
、③
住
民
と
旅
行

者
が
良
い
関
係
を
築
く
機
会
と
な
る
、
と
い

う
3
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
概

念
の
裏
側
に
は
、M

alam
a H
aw
aii

に
よ

っ
て
①
概
念
に
共
感
す
る
質
の
高
い
顧
客
層

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
移
行
す
る
（
長
期
滞
在
、

高
付
加
価
値
、
負
担
の
少
な
い
）、②
新
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
リ
ピ
ー
ト
率
を
維
持
す
る
、

③
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
消
費
を
促
進
さ
せ

て
地
域
還
元
さ
せ
る
、
と
い
う
観
光
者
数
か

ら
観
光
消
費
高
へ
の
移
行
と
い
う
新
し
い
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
隠
れ
て
い
る
（
図
4
）。

（
6
）M

alam
a H
aw
aii

の
実
装

　M
alam

a H
aw
aii

は
、
旅
行
前
の
オ
ン

ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
や
動
画
に
よ
る
教
育
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
と
し
な
が
ら
、
ハ

ワ
イ
州
全
体
で
は
1
7
0
個
程
度
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
る
。
英
語
版
だ
と
宿

泊
施
設
が
主
体
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
や
地
域

N
P
O
が
用
意
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
と
、
宿
泊
代
金
が
割
引
さ
れ
た
り
、
朝

食
が
無
料
に
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
な
ど
の
簡

単
に
参
加
で
き
る
も
の
か
ら
、
植
林
や
タ
ロ

イ
モ
畑
、
伝
統
的
生
け
簀
の
管
理
な
ど
特
別

な
地
域
体
験
が
で
き
る
も
の
ま
で
用
意
さ
れ

て
い
る
。
複
数
の
宿
泊
施
設
に
、
ハ
ワ
イ
文

化
継
承
者
（cu

ltu
ral stew

ard
sh
ip

）
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
語
や
ハ
ワ
イ
の

文
化
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

地
域
の
合
意
を
維
持
し
つ
つ
、
多
様
な
観
光

体
験
を
提
供
し
て
い
る
。
日
本
語
に
対
応
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
順
次
拡
大
し
て
お
り
、
旅

行
会
社
な
ど
の
民
間
事
業
者
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
準
備
し
て
い
る
。

（
7
）M

alam
a H
aw
aii

の
効
果
検
証

　
ハ
ワ
イ
大
学
の
観
光
経
営
学
部
で
は
、

M
alam

a H
aw
aii

が
地
域
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
を
カ
ウ
ア
イ
島
の
住
民

4
6
3
名
を
対
象
に
検
証
し
た
。
小
さ
な
島

を
対
象
と
す
る
こ
と
で
観
光
が
地
域
に
与
え

る
影
響
を
評
価
し
や
す
く
、
質
問
紙
を
用
い

た
構
造
化
モ
デ
ル
に
て
因
果
関
係
の
推
論
を

行
っ
た
。
再
生
型
観
光
は
、
旅
行
客
に
対
す

る
魅
力
の
形
成
に
強
い
影
響
を
与
え
（β

=
0
.6
4
4

）、
再
生
型
観
光
に
よ
っ
て
選
択
さ

れ
た
観
光
客
に
よ
っ
て
、
住
民
の
観
光
に
対

す
る
評
価
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
な
っ
た

（β
=
0
.4
4
3

）。
再
生
型
観
光
が
直
接
、
地

域
の
評
価
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
す
る
の

で
は
な
く
（β

=
0
.1
7
7

）、
再
生
型
観
光
に

よ
り
観
光
客
の
層
や
行
動
が
選
択
的
に
地
域

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
近
づ
い
た
こ
と
で
、

地
域
住
民
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
感
じ

に
く
く
な
り
、
間
接
的
に
評
価
が
改
善
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ア
フ
島
に
お
け
る
大

き
な
集
団
で
の
更
な
る
検
証
も
必
要
で
あ
る

が
、
再
生
型
観
光
は
住
民
と
旅
行
者
の
満
足

度
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
（Z

am
an
, 

2
0
2
3

）。

今
後
の
展
望
と
課
題

　
本
稿
で
は
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
再
生
型
観

光
が
公
表
さ
れ
た
背
景
を
記
述
し
、
そ
の
理

論
と
実
装
を
解
説
し
た
。
日
本
語
に
対
応
し

たM
alam

a H
aw
aii

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
だ

発
展
途
上
で
あ
り
、
日
本
人
観
光
客
へ
の
訴

求
力
や
実
際
の
参
加
は
未
知
な
部
分
が
多
い
。

こ
れ
か
ら
は
再
生
型
観
光
を
民
間
事
業
者
が

具
体
的
な
商
品
に
落
と
し
込
み
、
持
続
可
能

な
利
益
と
非
貨
幣
価
値
を
生
み
出
す
新
た
な

投
資
対
象
と
な
る
こ
と
が
鍵
と
な
る
。

　
ハ
ワ
イ
へ
の
日
本
人
観
光
客
数
は
、

2
0
1
9
年
と
比
較
す
る
と
多
い
と
き
で
50

％
で
あ
り
、
円
安
や
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
影
響

も
あ
り
、
平
均
す
る
と
約
30
％
の
回
復
で
あ

る
。
日
本
が
ハ
ワ
イ
に
と
っ
て
の
最
大
の
海

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な

い
が
、
日
本
以
外
の
国
（
韓
国
や
台
湾
）
か

転
換
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
貨
幣
価
値
を

中
心
と
し
て
き
た
観
光
資
本
と
、
そ
れ
を
ガ

バ
ナ
ン
ス
す
る
観
光
政
策
の
バ
ラ
ン
ス
崩
壊

で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
客
数
を
伸
ば
し
続

け
る
観
光
政
策
は
限
界
に
達
し
、
持
続
可
能

で
は
な
か
っ
た
。
2
0
2
0
年
に
観
光
政
策

の
転
換
を
模
索
し
て
い
る
状
況
で

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
観
光
の
停
止
と
な

り
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
産
業
は
過
去
最
大
の
経

済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
し
か
し
、
逆
説

で
あ
る
が
、
こ
の
期
間
に
地
域
と
観
光
に
対

す
る
対
話
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま

た
観
光
が
停
止
し
た
こ
と
で
新
し
い
観
光
政

策
を
打
ち
出
す
絶
好
の
機
会
と
な
り
、

2
0
2
1
年
の
ハ
ワ
イ
の
再
生
型
観
光

M
alam

a H
aw
aii

へ
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

C
O
V
I
D
‐
19
の

影
響
下
に
お
け
る

観
光
へ
の
再
評
価

　
C
O
V
I
D
‐
19
に
て
観
光
が
停
止
さ
れ

る
と
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
を
地
域
で
も
共

有
す
る
よ
う
に
な
り
、
意
外
に
も
、
新
し
い

形
の
観
光
と
い
う
条
件
付
き
で
、
観
光
の
早

期
再
開
が
世
論
と
し
て
支
持
さ
れ
て
い
く
。

C
O
V
I
D
‐
19
感
染
拡
大
初
期
に
は
観
光

産
業
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が
解
雇
さ
れ
、
ハ

ワ
イ
の
観
光
に
お
け
る
失
業
率
は
40
％
と
世

界
で
最
も
高
く
な
っ
た
。
自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
で
も
近
所
の
人
が
次
々
に
解
雇
さ
れ

る
姿
は
見
る
に
堪
え
ず
、
学
生
か
ら
親
が
解

雇
さ
れ
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
っ
た

り
し
て
学
費
が
払
え
な
い
と
い
う
相
談
が
殺

到
し
、
個
人
的
に
も
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
観
光

産
業
の
意
味
と
向
き
合
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　
C
O
V
I
D
‐
19
後
半
で
は
、
観
光
客
が

い
な
い
ハ
ワ
イ
を
家
族
で
楽
し
む
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
に
は
絶
滅
危

惧
種
の
ア
ザ
ラ
シ
が
戻
り
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
は
人
が
少
な
く
子
供
も
楽
し
く
登
れ
、

ハ
ナ
ウ
マ
ベ
イ
に
は
魚
影
と
サ
ン
ゴ
が
復
活

し
、
ハ
ワ
イ
固
有
種
の
美
し
さ
を
感
じ
る
と

共
に
、
観
光
が
大
き
な
環
境
負
荷
を
与
え
て

い
た
事
実
を
認
識
し
た
。
ハ
ワ
イ
に
お
け
る

観
光
経
済
の
大
き
さ
か
ら
観
光
再
開
に
同
意

し
つ
つ
、
自
分
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
環

境
に
影
響
を
与
え
な
い
形
で
、
新
し
い
観
光

を
提
案
す
る
こ
と
が
地
域
で
も
合
意
さ
れ
た
。

　
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
に
移
住
し
て
1
5
0
周

年
で
も
あ
り
、
日
本
と
の
絆
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
ハ
ワ
イ
州
知
事
や
副
知
事
か
ら
日
本

と
の
渡
航
を
再
開
し
た
い
意
向
が
あ
っ
た
。

保
健
局
長
か
ら
も
感
染
対
策
を
遵
守
す
る
日

本
人
は
評
価
が
高
く
、
観
光
局
か
ら
も
消
費

が
多
く
地
域
と
環
境
に
優
し
い
日
本
人
を
優

先
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
海
外
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
し
て
最
初
に
日
本
を
開
い
た
。

は
じ
め
に

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
は
人
類
が
最

後
に
到
達
し
た
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
嶼
群
で

あ
る
。
交
通
や
軍
事
の
拠
点
と
し
て
開
発
さ

れ
た
後
に
、
官
民
が
連
携
し
て
観
光
へ
の
産

業
展
開
が
行
わ
れ
、
現
在
は
高
付
加
価
値
な

旅
行
先
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D
‐

19
）
が
拡
大
す
る
前
の
2
0
1
9
年
に
は
、

人
口
1
4
0
万
人
の
ハ
ワ
イ
に
国
内
外
か
ら

約
1
0
0
0
万
人
の
旅
行
者
が
訪
れ
、23.
3

兆
円
（$

1
7
.7
5
 b
illio
n

、
$1=

1
3
0
円
）

の
経
済
効
果
と
21
万
6
千
人
の
雇
用
を
生

み
出
し
て
い
た(H

a
w
a
ii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity, 2

0
2
1
)

。
こ
の
観
光
客
数
の

増
加
は
、
常
に
右
肩
上
が
り
だ
っ
た
訳
で
は

な
く
、日
本
の
バ
ブ
ル
崩
壊
、9
1
1
の
発
生
、

ア
ジ
ア
リ
ゾ
ー
ト
の
競
争
力
向
上
と
、
何
回

も
の
観
光
客
減
少
を
体
験
し
て
お
り
、
そ
の

度
に
新
た
な
観
光
政
策
を
導
入
し
て
、
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
を
高
め
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
ハ
ワ
イ
は
最
も
重
要
な

旅
行
先
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
2
0
1
9
年
に

は
年
間
1
5
5
万
人
以
上
の
日
本
人
が
ハ
ワ

イ
を
訪
れ
た
。
日
本
人
観
光
客
は
ハ
ワ
イ
へ

の
旅
行
者
総
数
の
15
％
を
占
め
る
最
大
の
海

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
州
に
と
っ

て
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
。
2
0
2
0
年
に

始
ま
っ
た
C
O
V
I
D
‐
19
の
流
行
に
お
い

て
も
、
ハ
ワ
イ
州
に
て
最
初
に
陽
性
が
確
認

さ
れ
た
の
は
日
本
人
観
光
客
で
あ
り
、
3
月

26
日
か
ら
は
14
日
間
の
検
疫
が
始
ま
り
、
続

く
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
り
観
光
の
完
全
停
止

と
な
っ
た
。
早
く
も
約
7
ヶ
月
後
の
10
月
15

日
に
は
ア
メ
リ
カ
国
内
旅
行
者
、
11
月
6
日

に
は
日
本
旅
行
者
の
渡
航
前
72
時
間
以
内
の

P
C
R
検
査
陰
性
に
て
検
疫
が
免
除
に
な
り
、

事
実
上
の
観
光
再
開
と
な
っ
た
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
原
則
無
観
客
に
て
開
催
さ
れ
た

2
0
2
1
年
7
月
に
は
、
ハ
ワ
イ
州
へ
の
旅

行
者
数
が
2
0
1
9
年
度
比
で
平
均
89
・

1
%
（
主
に
ア
メ
リ
カ
国
内
旅
行
者
）
ま
で

回
復
し
、
夏
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
は
1
2
0
％

を
超
え
る
日
も
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
C
O
V
I
D
‐
19
前
後
に
お

い
て
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
政
策
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
か
を
記
述
し
、
再
生
型
観
光

（R
egen

erative to
u
rism

）
の
理
論
と

実
装
を
解
説
し
、
日
本
の
観
光
政
策
の
展
開

に
寄
与
し
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
に
対
す
る

雰
囲
気
醸
成
に
貢
献
し
た
い
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
著
者
は
2
0
1
6
年
か
ら
ハ
ワ
イ
州
立
大

学
の
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
研
究
職
と
し

て
働
い
て
い
る
が
、
ハ
ワ
イ
へ
の
年
間
観
光

客
数
が
初
め
て
9
0
0
万
人
を
超
え
た
頃
で

あ
り
、
生
活
の
中
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
体
感
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
サ
ー
フ
ィ

ン
を
し
て
い
る
ア
ラ
モ
ア
ナ
ビ
ー
チ
で
は
日

本
人
に
よ
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ト
が
7
組

同
時
並
列
で
撮
影
さ
れ
、
子
供
の
誕
生
日
で

訪
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
投
稿
す
る
た
め
に
夢
中
で
撮
影
す
る
日

本
人
観
光
客
に
強
い
違
和
感
を
感
じ
た
。

2
0
1
7
年
に
は
ハ
ワ
イ
大
学
が
あ
る
静
か

で
ロ
ー
カ
ル
な
マ
ノ
ア
地
区
に
も
日
本
人
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
常
生

活
が
脅
か
さ
れ
る
と
感
じ
た
。
他
の
地
域
で

も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
顕
在
化
す
る
よ

う
に
な
り
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）
や
ハ
ワ
イ
州
議

会
へ
強
い
批
判
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
2
0
1
8
年
に
年
間
の
観
光
客
数
が
約

1
0
0
0
万
人
に
達
す
る
と
、
日
本
人
の
顧

客
満
足
度
が
75
・
3
%
ま
で
低
下
し
（
図
1
）、

さ
ら
に
住
民
の
41
％
が
観
光
は
弊
害
の
方
が

大
き
い
と
感
じ
る
過
去
最
低
の
状
況
に
な
り

（
図
2
）、
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
観
光
政
策
の

（
4
）
再
生
型
観
光

（Regenerative tourism

）

ハワイ州における再生型観光「Malama Hawaii」3

図 3 住民と観光客の満足度を上げるための観光局の投資活動

出典：Hawaii Tourism Authority, 2020を筆者が一部日本語訳

自然環境
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マーケティング

地域

実現するための
システム思考戦略

統合された
Destination
マネジメント
システム

専門サービス支援

住民満足度 旅行者満足度 1日平均消費額 合計消費額

• Explore feasibility/resources to 
add planner/facilitator staff 

• Determine most appropriate 
mechanism to address planning
issues with counties and other 
State agencies 

• Explore different ways to have 
more island-level input from 
stakeholders 

• Evaluate and utilize when 
possible emerging technology 

• Support an update of the State's 
Tourism Functional Plan or other 
statewide tourism master plan 

• Tourism Research 

• Communications 
& Public Relations  

• Purchasing & Contracts 
Administration

• Finance

Survey: Agree tourism 
brings more benefits than 
problems, and agree 
tourism positively affects 
you/family

Survey: Overall Hawai‘i 
vacation rating; if 
exceeded expectations; 
likely to recommend 
Hawaii; likely to revisit in 
next five years 

Maintain or increase 
average Per-Person-
Per-Day (PPPD) 
spending

Maintain or increase total 
direct spending 
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A
ustralians

）、
マ
オ
リ（M

aori

）、
ハ
ワ
イ

ア
ン（N

ative H
aw
aiian

）な
ど
の
文
化
が

重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

観
光
に
お
け
る
経
済
成
長
か
ら
取
り
残
さ
れ

て
い
た
。
2
0
0
7
年
の
先
住
民
族
の
権
利

に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言（
U
N
D
R
I
P
）

に
よ
り
政
治
的
な
立
場
を
確
立
し
た
こ
と
か

ら
先
住
民
族
の
知
恵
を
取
り
入
れ
た
観
光
政

策
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

C
O
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前
後
の
持
続
可
能
な
観
光

の
流
れ
と
合
流
し
て「
再
生
型
観
光
」と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
宣
言
に
ア
イ
ヌ

（A
inu

）も
参
加
し
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
ア

イ
ヌ
施
策
推
進
法
の
施
行
に
つ
な
が
り
、
公

式
に
先
住
民
族
の
文
化
と
し
て
北
海
道
の
観

光
資
源
と
な
っ
た
。

　
再
生
型
観
光
に
関
す
る
明
確
な
定
義
は
存

在
し
な
い
が
、①
自
然
と
調
和
し
た
世
界
観
、

②
有
機
的
な
シ
ス
テ
ム
思
考
、③
地
域
の
新

し
い
可
能
性
の
発
見
、④
観
光
と
生
活
シ
ス

テ
ム
の
改
革
促
進
、⑤
先
住
民
族
固
有
の
土

地
、
文
化
、
知
恵
に
よ
る
癒
し
、⑥
自
然
と

地
域
の
再
生
、⑦
再
生
型
観
光
の
協
力
的
実

装
、
が
要
素
と
し
て
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
先

住
民
族
保
護
に
関
す
る
意
味
合
い
が
強
く
、

環
境
負
荷
を
最
小
限
に
す
る
持
続
可
能
な
観

光
を
推
し
進
め
た
も
の
で
、
滞
在
前
よ
り
良

い
場
所
に
し
て
帰
る
（
再
生
）
と
い
う
考
え

ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る

観
光
政
策

　
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
観
光
は
2
次
的
な
要
因
も

含
め
る
と
対
G
D
P
の
約
25
％
を
占
め
て
い
る
。

基
幹
産
業
と
し
て
、ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
民
族

や
業
種
が
多
様
で
あ
る
理
事
会
に
て
統
治
さ
れ
、

統
計
デ
ー
タ
を
使
っ
た
透
明
性
の
あ
る
意
思
決

定
が
行
わ
れ
て
お
り
、ハ
ワ
イ
大
学
も
中
立
機

関
と
し
て
政
策
の
評
価
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

っ
て
い
る
。ハ
ワ
イ
の
観
光
政
策
基
盤
と
な
る
の

が
、
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
の
戦

略
計
画（S

trategic P
lan
 2
0
2
0
-2
0
25

）

で
あ
り
、
デ
ー
タ
に
よ
る
政
策
決
定

（evidence-based
 policy

）や
持
続
可
能

な
観
光（sustainable tourism

）、
地
域
中

心
の
原
則（co

m
m
u
n
ity
-cen

tered

）な

ど
の
考
え
方
が
統
合
さ
れ
て
い
る
。
学
術
的
な

意
味
で
も
最
先
端
な
概
念
で
あ
り
、
日
本
の
地

域
に
も
展
開
可
能
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
者
に
は
こ
の
資
料
の
一
読
を
期
待

し
た
い
。
こ
の
中
か
ら
再
生
型
観
光

（R
egen

erative tou
rism

）で
あ
る
マ
ラ
マ

ハ
ワ
イ（M

alam
a H
aw
aii

）と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

（
1
）新
し
い
観
光
政
策
の
方
向
性

　
2
0
1
8
年
か
ら
は
観
光
客
数
が
約
1
0

0
0
万
人
と
な
り
観
光
客
の
受
け
入
れ
が
限

界
を
迎
え
、
地
域
と
観
光
客
の
満
足
度
が
低
下

し
、
さ
ら
に
1
人
当
た
り
の
消
費
額
が
停
滞
ま

た
減
少
し
た
。
こ
の
状
況
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
避
け
る
た
め
に
観
光
客
数
を
制

限
し
て
、
地
域
と
環
境
に
負
荷
を
か
け
ず
に
、

総
合
的
な
消
費
を
促
進
す
る
政
策
が
必
要
と

な
る
。
観
光
局
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
予
算
を
、

ハ
ワ
イ
の
文
化
や
自
然
、
地
域
の
支
援
に
リ
バ

ラ
ン
ス
し
て
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
特
化

す
る
と
明
記
さ
れ
た（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity,2

0
2
0

）。
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の

歴
史
的
な
役
割
で
あ
る
、
旅
行
先
と
し
て
統
合

さ
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
築
く
こ
と
で
、
認

知
度
を
上
げ
て
観
光
客
数
を
増
加
さ
せ
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
か
ら
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
の
移
行
と
い
う
非
常
に
大
き
な
変
化
で
あ
っ

た
。

（
2
）新
し
い
展
開
の
要
素

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
公
表
さ
れ
た
時
点
で
は
、

再
生
型
観
光
と
い
う
用
語
と
し
て
は
記
述

さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
連
す
る
要
素
は

M
alam

a

と
い
う
ハ
ワ
イ
語
に
て
統
合
さ
れ
、

持
続
可
能
な
観
光（sustainable tourism

）

と
責
任
あ
る
観
光（responsible tourism

）

が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
展
開
に
お
け
る

4
つ
の
要
素（
図
3
）は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

●
自
然
環
境
（N

atu
ral reso

u
rce

）

　
ハ
ワ
イ
の
自
然
と
文
化
を
守
り
、
ハ
ワ
イ

に
住
む
人
々
の
生
活
の
質
を
改
善
す
る
。
観

光
客
の
訪
問
が
多
い
地
域
で
積
極
的
な
資
源

管
理
と
教
育
を
行
い
、
ハ
ワ
イ
固
有
種
を
保

護
す
る
。
ハ
ワ
イ
最
大
の
観
光
資
源
で
あ
る

自
然
の
復
興
が
、
住
民
と
観
光
客
の
良
い
生

活
を
生
み
出
す
。

●
ハ
ワ
イ
ア
ン
文
化
（H

aw
aiian

 cu
ltu
re

）

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
文
化
と
知
恵

を
、
地
域
を
通
し
て
住
民
と
観
光
客
に
啓
蒙

す
る
。
ハ
ワ
イ
語
を
使
用
し
て
、
ま
た
正
確

な
ハ
ワ
イ
ア
ン
文
化
に
関
す
る
教
育
を
行
う

こ
と
で
、
旅
行
者
を
ゲ
ス
ト
で
は
な
く
て
、

ハ
ワ
イ
を
守
る
こ
と
を
共
通
価
値
と
す
る
家

族
と
捉
え
る
。

●
地
域
（C

o
m
m
u
n
ity

）

　
地
域
や
住
民
が
観
光
産
業
か
ら
の
利
益
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
価
値
観
を
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
と
統
合
し
て
い
く
。
住
民

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、
住

民
と
旅
行
者
が
関
係
を
強
化
で
き
る
機
会
を

増
や
し
、
多
様
な
旅
行
体
験
を
提
供
す
る
。

●
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　（Bran
d
 m
arketin

g

）

　
ハ
ワ
イ
の
世
界
的
に
競
争
力
の
あ
る
ブ
ラ

ン
ド
を
守
り
つ
つ
、
ハ
ワ
イ
固
有
の
環
境
や

文
化
に
焦
点
を
当
て
て
、
負
担
が
少
な
く
消

費
の
大
き
な
旅
行
客
層
を
取
り
込
み
、
ハ
ワ

イ
経
済
に
貢
献
す
る
。
住
民
と
旅
行
客
の
双

方
に
対
し
て
教
育
を
行
い
、
価
値
を
共
有
し

て
い
く
。

（
3
）新
し
い
K
P
I

　
観
光
客
数
か
ら
満
足
度
や
消
費
額
へ
移
行

し
て
お
り
、
以
下
の
4
つ
が
主
な
K
P
I
で

あ
る
。

●
住
民
の
満
足
度
…
観
光
に
対
す
る
肯
定
的

な
合
意

●
観
光
客
の
満
足
度
…
観
光
体
験
の
満
足
度

や
リ
ピ
ー
ト
希
望
率

●
1
日
平
均
の
消
費
…
１
日
1
人
当
た
り
の

消
費
の
維
持
ま
た
は
向
上

●
合
計
消
費
…
直
接
消
費
を
維
持
ま
た
は
向

上　
再
生
型
観
光
は
2
0
0
5
年
か
ら
複
数
の

地
域
で
提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
C
O
V
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後
の
観
光
を
考
え
る
上
で
、
2
0
1
9
年

か
ら
学
術
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

や
ハ
ワ
イ
な
ど
の
太
平
洋
諸
島
に
そ
の
概
念

が
波
及
し
て
い
る
。
先
住
民
族
で
あ
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民（Indigenous  

ら
の
ハ
ワ
イ
へ
の
旅
行
者
が
90
％
以
上
戻
っ

て
い
る
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
日
系
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
生
活
す
る
住
民
と
し
て
強
い
危

機
感
を
覚
え
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
政
府
と
し

て
も
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
が
近
づ
く
中
で
、

早
期
に
日
本
人
観
光
客
に
戻
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
日
本
の
官
民
が
一
体

と
な
っ
て
ハ
ワ
イ
も
含
め
た
海
外
旅
行
に
対

す
る
肯
定
的
な
雰
囲
気
作
り
に
注
力
し
て
ほ

し
い
旨
を
最
後
に
明
記
し
た
い
。
そ
の
中
で
、

再
生
型
観
光M

alam
a H
aw
aii

が
、
新
し

い
観
光
体
験
と
地
域
の
価
値
共
有
を
両
立
で

き
る
機
会
を
生
み
出
す
と
信
じ
て
い
る
。

方
で
あ
る
（B

ellato
, 2
0
2
2

）。
観
光
産

業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
に
寡
占
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
行
政
や
地
元

と
の
資
本
の
リ
バ
ラ
ン
ス
も
再
生
型
観
光
の

ス
キ
ー
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
（C

ave, 

2
0
2
0

）。

（
5
）M

alam
a H
aw
aii

の
概
念

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
前
述
の
ハ
ワ
イ
州
観
光

局
の
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
の

戦
略
計
画
の
内
容
が
、
C
O
V
I
D
‐
19
感

染
拡
大
期
の
太
平
洋
地
域
に
て「
再
生
型
観

光
」と
し
て
言
語
化
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
の
ブ
ラ
ン

ド
に
適
合
し
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
長
が
ハ
ワ

イ
ア
ン
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
2
1
年
7

月
に
再
生
型
観
光「M

a
la
m
a
 H
a
w
a
ii

」

を
公
表
し
て
、
州
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
展
開
し
て
い
る
。
2
0
0
5
年
前
後
よ
り

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
持
続
可
能
な
観
光

（S
ustainable tourism

）
が
、
ア
メ
リ
カ

で
は
責
任
あ
る
旅
行（R

e
sp
o
n
sib
le
 

tou
rism

）が
新
し
い
観
光
の
概
念
と
し
て
提

唱
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
で
は
2
つ
の
概
念
を
統
合
し
、

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
る
再
生
型
観

光
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
進
め
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
で
再
生
型
観
光
と
は
、
新
し
い
持

続
可
能
な
観
光
（n

e
w
 su
sta
in
a
b
le
 

to
u
rism

）
と
定
義
さ
れ
、①
滞
在
地
を
滞

在
す
る
前
よ
り
も
良
く
し
て
離
れ
る
、②
旅

行
者
が
地
域
に
入
り
込
む
こ
と
で
意
義
深
く

豊
か
な
観
光
体
験
を
得
る
、③
住
民
と
旅
行

者
が
良
い
関
係
を
築
く
機
会
と
な
る
、
と
い

う
3
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
概

念
の
裏
側
に
は
、M

alam
a H
aw
aii

に
よ

っ
て
①
概
念
に
共
感
す
る
質
の
高
い
顧
客
層

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
移
行
す
る
（
長
期
滞
在
、

高
付
加
価
値
、
負
担
の
少
な
い
）、②
新
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
リ
ピ
ー
ト
率
を
維
持
す
る
、

③
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
消
費
を
促
進
さ
せ

て
地
域
還
元
さ
せ
る
、
と
い
う
観
光
者
数
か

ら
観
光
消
費
高
へ
の
移
行
と
い
う
新
し
い
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
隠
れ
て
い
る
（
図
4
）。

（
6
）M

alam
a H
aw
aii

の
実
装

　M
alam

a H
aw
aii

は
、
旅
行
前
の
オ
ン

ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
や
動
画
に
よ
る
教
育
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
と
し
な
が
ら
、
ハ

ワ
イ
州
全
体
で
は
1
7
0
個
程
度
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
る
。
英
語
版
だ
と
宿

泊
施
設
が
主
体
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
や
地
域

N
P
O
が
用
意
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
と
、
宿
泊
代
金
が
割
引
さ
れ
た
り
、
朝

食
が
無
料
に
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
な
ど
の
簡

単
に
参
加
で
き
る
も
の
か
ら
、
植
林
や
タ
ロ

イ
モ
畑
、
伝
統
的
生
け
簀
の
管
理
な
ど
特
別

な
地
域
体
験
が
で
き
る
も
の
ま
で
用
意
さ
れ

て
い
る
。
複
数
の
宿
泊
施
設
に
、
ハ
ワ
イ
文

化
継
承
者
（cu

ltu
ral stew

ard
sh
ip

）
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
語
や
ハ
ワ
イ
の

文
化
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

地
域
の
合
意
を
維
持
し
つ
つ
、
多
様
な
観
光

体
験
を
提
供
し
て
い
る
。
日
本
語
に
対
応
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
順
次
拡
大
し
て
お
り
、
旅

行
会
社
な
ど
の
民
間
事
業
者
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
準
備
し
て
い
る
。

（
7
）M

alam
a H
aw
aii

の
効
果
検
証

　
ハ
ワ
イ
大
学
の
観
光
経
営
学
部
で
は
、

M
alam

a H
aw
aii

が
地
域
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
を
カ
ウ
ア
イ
島
の
住
民

4
6
3
名
を
対
象
に
検
証
し
た
。
小
さ
な
島

を
対
象
と
す
る
こ
と
で
観
光
が
地
域
に
与
え

る
影
響
を
評
価
し
や
す
く
、
質
問
紙
を
用
い

た
構
造
化
モ
デ
ル
に
て
因
果
関
係
の
推
論
を

行
っ
た
。
再
生
型
観
光
は
、
旅
行
客
に
対
す

る
魅
力
の
形
成
に
強
い
影
響
を
与
え
（β

=
0
.6
4
4

）、
再
生
型
観
光
に
よ
っ
て
選
択
さ

れ
た
観
光
客
に
よ
っ
て
、
住
民
の
観
光
に
対

す
る
評
価
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
な
っ
た

（β
=
0
.4
4
3

）。
再
生
型
観
光
が
直
接
、
地

域
の
評
価
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
す
る
の

で
は
な
く
（β

=
0
.1
7
7

）、
再
生
型
観
光
に

よ
り
観
光
客
の
層
や
行
動
が
選
択
的
に
地
域

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
近
づ
い
た
こ
と
で
、

地
域
住
民
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
感
じ

に
く
く
な
り
、
間
接
的
に
評
価
が
改
善
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ア
フ
島
に
お
け
る
大

き
な
集
団
で
の
更
な
る
検
証
も
必
要
で
あ
る

が
、
再
生
型
観
光
は
住
民
と
旅
行
者
の
満
足

度
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
（Z

am
an
, 

2
0
2
3

）。

今
後
の
展
望
と
課
題

　
本
稿
で
は
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
再
生
型
観

光
が
公
表
さ
れ
た
背
景
を
記
述
し
、
そ
の
理

論
と
実
装
を
解
説
し
た
。
日
本
語
に
対
応
し

たM
alam

a H
aw
aii

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
だ

発
展
途
上
で
あ
り
、
日
本
人
観
光
客
へ
の
訴

求
力
や
実
際
の
参
加
は
未
知
な
部
分
が
多
い
。

こ
れ
か
ら
は
再
生
型
観
光
を
民
間
事
業
者
が

具
体
的
な
商
品
に
落
と
し
込
み
、
持
続
可
能

な
利
益
と
非
貨
幣
価
値
を
生
み
出
す
新
た
な

投
資
対
象
と
な
る
こ
と
が
鍵
と
な
る
。

　
ハ
ワ
イ
へ
の
日
本
人
観
光
客
数
は
、

2
0
1
9
年
と
比
較
す
る
と
多
い
と
き
で
50

％
で
あ
り
、
円
安
や
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
影
響

も
あ
り
、
平
均
す
る
と
約
30
％
の
回
復
で
あ

る
。
日
本
が
ハ
ワ
イ
に
と
っ
て
の
最
大
の
海

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な

い
が
、
日
本
以
外
の
国
（
韓
国
や
台
湾
）
か

転
換
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
貨
幣
価
値
を

中
心
と
し
て
き
た
観
光
資
本
と
、
そ
れ
を
ガ

バ
ナ
ン
ス
す
る
観
光
政
策
の
バ
ラ
ン
ス
崩
壊

で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
客
数
を
伸
ば
し
続

け
る
観
光
政
策
は
限
界
に
達
し
、
持
続
可
能

で
は
な
か
っ
た
。
2
0
2
0
年
に
観
光
政
策

の
転
換
を
模
索
し
て
い
る
状
況
で

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
観
光
の
停
止
と
な

り
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
産
業
は
過
去
最
大
の
経

済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
し
か
し
、
逆
説

で
あ
る
が
、
こ
の
期
間
に
地
域
と
観
光
に
対

す
る
対
話
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま

た
観
光
が
停
止
し
た
こ
と
で
新
し
い
観
光
政

策
を
打
ち
出
す
絶
好
の
機
会
と
な
り
、

2
0
2
1
年
の
ハ
ワ
イ
の
再
生
型
観
光

M
alam

a H
aw
aii

へ
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

C
O
V
I
D
‐
19
の

影
響
下
に
お
け
る

観
光
へ
の
再
評
価

　
C
O
V
I
D
‐
19
に
て
観
光
が
停
止
さ
れ

る
と
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
を
地
域
で
も
共

有
す
る
よ
う
に
な
り
、
意
外
に
も
、
新
し
い

形
の
観
光
と
い
う
条
件
付
き
で
、
観
光
の
早

期
再
開
が
世
論
と
し
て
支
持
さ
れ
て
い
く
。

C
O
V
I
D
‐
19
感
染
拡
大
初
期
に
は
観
光

産
業
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が
解
雇
さ
れ
、
ハ

ワ
イ
の
観
光
に
お
け
る
失
業
率
は
40
％
と
世

界
で
最
も
高
く
な
っ
た
。
自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
で
も
近
所
の
人
が
次
々
に
解
雇
さ
れ

る
姿
は
見
る
に
堪
え
ず
、
学
生
か
ら
親
が
解

雇
さ
れ
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
っ
た

り
し
て
学
費
が
払
え
な
い
と
い
う
相
談
が
殺

到
し
、
個
人
的
に
も
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
観
光

産
業
の
意
味
と
向
き
合
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　
C
O
V
I
D
‐
19
後
半
で
は
、
観
光
客
が

い
な
い
ハ
ワ
イ
を
家
族
で
楽
し
む
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
に
は
絶
滅
危

惧
種
の
ア
ザ
ラ
シ
が
戻
り
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
は
人
が
少
な
く
子
供
も
楽
し
く
登
れ
、

ハ
ナ
ウ
マ
ベ
イ
に
は
魚
影
と
サ
ン
ゴ
が
復
活

し
、
ハ
ワ
イ
固
有
種
の
美
し
さ
を
感
じ
る
と

共
に
、
観
光
が
大
き
な
環
境
負
荷
を
与
え
て

い
た
事
実
を
認
識
し
た
。
ハ
ワ
イ
に
お
け
る

観
光
経
済
の
大
き
さ
か
ら
観
光
再
開
に
同
意

し
つ
つ
、
自
分
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
環

境
に
影
響
を
与
え
な
い
形
で
、
新
し
い
観
光

を
提
案
す
る
こ
と
が
地
域
で
も
合
意
さ
れ
た
。

　
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
に
移
住
し
て
1
5
0
周

年
で
も
あ
り
、
日
本
と
の
絆
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
ハ
ワ
イ
州
知
事
や
副
知
事
か
ら
日
本

と
の
渡
航
を
再
開
し
た
い
意
向
が
あ
っ
た
。

保
健
局
長
か
ら
も
感
染
対
策
を
遵
守
す
る
日

本
人
は
評
価
が
高
く
、
観
光
局
か
ら
も
消
費

が
多
く
地
域
と
環
境
に
優
し
い
日
本
人
を
優

先
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
海
外
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
し
て
最
初
に
日
本
を
開
い
た
。

は
じ
め
に

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
は
人
類
が
最

後
に
到
達
し
た
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
嶼
群
で

あ
る
。
交
通
や
軍
事
の
拠
点
と
し
て
開
発
さ

れ
た
後
に
、
官
民
が
連
携
し
て
観
光
へ
の
産

業
展
開
が
行
わ
れ
、
現
在
は
高
付
加
価
値
な

旅
行
先
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D
‐

19
）
が
拡
大
す
る
前
の
2
0
1
9
年
に
は
、

人
口
1
4
0
万
人
の
ハ
ワ
イ
に
国
内
外
か
ら

約
1
0
0
0
万
人
の
旅
行
者
が
訪
れ
、23.
3

兆
円
（$

1
7
.7
5
 b
illio
n

、
$1=

1
3
0
円
）

の
経
済
効
果
と
21
万
6
千
人
の
雇
用
を
生

み
出
し
て
い
た(H

a
w
a
ii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity, 2

0
2
1
)

。
こ
の
観
光
客
数
の

増
加
は
、
常
に
右
肩
上
が
り
だ
っ
た
訳
で
は

な
く
、日
本
の
バ
ブ
ル
崩
壊
、9
1
1
の
発
生
、

ア
ジ
ア
リ
ゾ
ー
ト
の
競
争
力
向
上
と
、
何
回

も
の
観
光
客
減
少
を
体
験
し
て
お
り
、
そ
の

度
に
新
た
な
観
光
政
策
を
導
入
し
て
、
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
を
高
め
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
ハ
ワ
イ
は
最
も
重
要
な

旅
行
先
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
2
0
1
9
年
に

は
年
間
1
5
5
万
人
以
上
の
日
本
人
が
ハ
ワ

イ
を
訪
れ
た
。
日
本
人
観
光
客
は
ハ
ワ
イ
へ

の
旅
行
者
総
数
の
15
％
を
占
め
る
最
大
の
海

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
州
に
と
っ

て
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
。
2
0
2
0
年
に

始
ま
っ
た
C
O
V
I
D
‐
19
の
流
行
に
お
い

て
も
、
ハ
ワ
イ
州
に
て
最
初
に
陽
性
が
確
認

さ
れ
た
の
は
日
本
人
観
光
客
で
あ
り
、
3
月

26
日
か
ら
は
14
日
間
の
検
疫
が
始
ま
り
、
続

く
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
り
観
光
の
完
全
停
止

と
な
っ
た
。
早
く
も
約
7
ヶ
月
後
の
10
月
15

日
に
は
ア
メ
リ
カ
国
内
旅
行
者
、
11
月
6
日

に
は
日
本
旅
行
者
の
渡
航
前
72
時
間
以
内
の

P
C
R
検
査
陰
性
に
て
検
疫
が
免
除
に
な
り
、

事
実
上
の
観
光
再
開
と
な
っ
た
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
原
則
無
観
客
に
て
開
催
さ
れ
た

2
0
2
1
年
7
月
に
は
、
ハ
ワ
イ
州
へ
の
旅

行
者
数
が
2
0
1
9
年
度
比
で
平
均
89
・

1
%
（
主
に
ア
メ
リ
カ
国
内
旅
行
者
）
ま
で

回
復
し
、
夏
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
は
1
2
0
％

を
超
え
る
日
も
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
C
O
V
I
D
‐
19
前
後
に
お

い
て
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
政
策
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
か
を
記
述
し
、
再
生
型
観
光

（R
egen

erative to
u
rism

）
の
理
論
と

実
装
を
解
説
し
、
日
本
の
観
光
政
策
の
展
開

に
寄
与
し
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
に
対
す
る

雰
囲
気
醸
成
に
貢
献
し
た
い
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
著
者
は
2
0
1
6
年
か
ら
ハ
ワ
イ
州
立
大

学
の
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
研
究
職
と
し

て
働
い
て
い
る
が
、
ハ
ワ
イ
へ
の
年
間
観
光

客
数
が
初
め
て
9
0
0
万
人
を
超
え
た
頃
で

あ
り
、
生
活
の
中
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
体
感
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
サ
ー
フ
ィ

ン
を
し
て
い
る
ア
ラ
モ
ア
ナ
ビ
ー
チ
で
は
日

本
人
に
よ
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ト
が
7
組

同
時
並
列
で
撮
影
さ
れ
、
子
供
の
誕
生
日
で

訪
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
投
稿
す
る
た
め
に
夢
中
で
撮
影
す
る
日

本
人
観
光
客
に
強
い
違
和
感
を
感
じ
た
。

2
0
1
7
年
に
は
ハ
ワ
イ
大
学
が
あ
る
静
か

で
ロ
ー
カ
ル
な
マ
ノ
ア
地
区
に
も
日
本
人
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
常
生

活
が
脅
か
さ
れ
る
と
感
じ
た
。
他
の
地
域
で

も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
顕
在
化
す
る
よ

う
に
な
り
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）
や
ハ
ワ
イ
州
議

会
へ
強
い
批
判
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
2
0
1
8
年
に
年
間
の
観
光
客
数
が
約

1
0
0
0
万
人
に
達
す
る
と
、
日
本
人
の
顧

客
満
足
度
が
75
・
3
%
ま
で
低
下
し
（
図
1
）、

さ
ら
に
住
民
の
41
％
が
観
光
は
弊
害
の
方
が

大
き
い
と
感
じ
る
過
去
最
低
の
状
況
に
な
り

（
図
2
）、
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
観
光
政
策
の

（
4
）
再
生
型
観
光

（Regenerative tourism

）

ハワイ州における再生型観光「Malama Hawaii」3

図 3 住民と観光客の満足度を上げるための観光局の投資活動

出典：Hawaii Tourism Authority, 2020を筆者が一部日本語訳
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図 4 再生型観光「Malama Hawaii」の概念

図 5 再生型観光「Malama Hawaii」の評価

出典：Hawaii Tourism Authority, 2020より筆者が作成

出典：Zaman, 2023より筆者が作成

A
ustralians

）、
マ
オ
リ（M

aori

）、
ハ
ワ
イ

ア
ン（N

ative H
aw
aiian

）な
ど
の
文
化
が

重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

観
光
に
お
け
る
経
済
成
長
か
ら
取
り
残
さ
れ

て
い
た
。
2
0
0
7
年
の
先
住
民
族
の
権
利

に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言（
U
N
D
R
I
P
）

に
よ
り
政
治
的
な
立
場
を
確
立
し
た
こ
と
か

ら
先
住
民
族
の
知
恵
を
取
り
入
れ
た
観
光
政

策
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

C
O
V
I
D
‐
19
前
後
の
持
続
可
能
な
観
光

の
流
れ
と
合
流
し
て「
再
生
型
観
光
」と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
宣
言
に
ア
イ
ヌ

（A
inu

）も
参
加
し
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
ア

イ
ヌ
施
策
推
進
法
の
施
行
に
つ
な
が
り
、
公

式
に
先
住
民
族
の
文
化
と
し
て
北
海
道
の
観

光
資
源
と
な
っ
た
。

　
再
生
型
観
光
に
関
す
る
明
確
な
定
義
は
存

在
し
な
い
が
、①
自
然
と
調
和
し
た
世
界
観
、

②
有
機
的
な
シ
ス
テ
ム
思
考
、③
地
域
の
新

し
い
可
能
性
の
発
見
、④
観
光
と
生
活
シ
ス

テ
ム
の
改
革
促
進
、⑤
先
住
民
族
固
有
の
土

地
、
文
化
、
知
恵
に
よ
る
癒
し
、⑥
自
然
と

地
域
の
再
生
、⑦
再
生
型
観
光
の
協
力
的
実

装
、
が
要
素
と
し
て
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
先

住
民
族
保
護
に
関
す
る
意
味
合
い
が
強
く
、

環
境
負
荷
を
最
小
限
に
す
る
持
続
可
能
な
観

光
を
推
し
進
め
た
も
の
で
、
滞
在
前
よ
り
良

い
場
所
に
し
て
帰
る
（
再
生
）
と
い
う
考
え

ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る

観
光
政
策

　
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
観
光
は
2
次
的
な
要
因
も

含
め
る
と
対
G
D
P
の
約
25
％
を
占
め
て
い
る
。

基
幹
産
業
と
し
て
、ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
民
族

や
業
種
が
多
様
で
あ
る
理
事
会
に
て
統
治
さ
れ
、

統
計
デ
ー
タ
を
使
っ
た
透
明
性
の
あ
る
意
思
決

定
が
行
わ
れ
て
お
り
、ハ
ワ
イ
大
学
も
中
立
機

関
と
し
て
政
策
の
評
価
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

っ
て
い
る
。ハ
ワ
イ
の
観
光
政
策
基
盤
と
な
る
の

が
、
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
の
戦

略
計
画（S

trategic P
lan
 2
0
2
0
-2
0
25

）

で
あ
り
、
デ
ー
タ
に
よ
る
政
策
決
定

（evidence-based
 policy

）や
持
続
可
能

な
観
光（sustainable tourism

）、
地
域
中

心
の
原
則（co

m
m
u
n
ity
-cen

tered

）な

ど
の
考
え
方
が
統
合
さ
れ
て
い
る
。
学
術
的
な

意
味
で
も
最
先
端
な
概
念
で
あ
り
、
日
本
の
地

域
に
も
展
開
可
能
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
者
に
は
こ
の
資
料
の
一
読
を
期
待

し
た
い
。
こ
の
中
か
ら
再
生
型
観
光

（R
egen

erative tou
rism

）で
あ
る
マ
ラ
マ

ハ
ワ
イ（M

alam
a H
aw
aii

）と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

（
1
）新
し
い
観
光
政
策
の
方
向
性

　
2
0
1
8
年
か
ら
は
観
光
客
数
が
約
1
0

0
0
万
人
と
な
り
観
光
客
の
受
け
入
れ
が
限

界
を
迎
え
、
地
域
と
観
光
客
の
満
足
度
が
低
下

し
、
さ
ら
に
1
人
当
た
り
の
消
費
額
が
停
滞
ま

た
減
少
し
た
。
こ
の
状
況
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
避
け
る
た
め
に
観
光
客
数
を
制

限
し
て
、
地
域
と
環
境
に
負
荷
を
か
け
ず
に
、

総
合
的
な
消
費
を
促
進
す
る
政
策
が
必
要
と

な
る
。
観
光
局
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
予
算
を
、

ハ
ワ
イ
の
文
化
や
自
然
、
地
域
の
支
援
に
リ
バ

ラ
ン
ス
し
て
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
特
化

す
る
と
明
記
さ
れ
た（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity,2

0
2
0

）。
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の

歴
史
的
な
役
割
で
あ
る
、
旅
行
先
と
し
て
統
合

さ
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
築
く
こ
と
で
、
認

知
度
を
上
げ
て
観
光
客
数
を
増
加
さ
せ
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
か
ら
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
の
移
行
と
い
う
非
常
に
大
き
な
変
化
で
あ
っ

た
。

（
2
）新
し
い
展
開
の
要
素

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
公
表
さ
れ
た
時
点
で
は
、

再
生
型
観
光
と
い
う
用
語
と
し
て
は
記
述

さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
連
す
る
要
素
は

M
alam

a

と
い
う
ハ
ワ
イ
語
に
て
統
合
さ
れ
、

持
続
可
能
な
観
光（sustainable tourism

）

と
責
任
あ
る
観
光（responsible tourism

）

が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
展
開
に
お
け
る

4
つ
の
要
素（
図
3
）は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

●
自
然
環
境
（N

atu
ral reso

u
rce

）

　
ハ
ワ
イ
の
自
然
と
文
化
を
守
り
、
ハ
ワ
イ

に
住
む
人
々
の
生
活
の
質
を
改
善
す
る
。
観

光
客
の
訪
問
が
多
い
地
域
で
積
極
的
な
資
源

管
理
と
教
育
を
行
い
、
ハ
ワ
イ
固
有
種
を
保

護
す
る
。
ハ
ワ
イ
最
大
の
観
光
資
源
で
あ
る

自
然
の
復
興
が
、
住
民
と
観
光
客
の
良
い
生

活
を
生
み
出
す
。

●
ハ
ワ
イ
ア
ン
文
化
（H

aw
aiian

 cu
ltu
re

）

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
文
化
と
知
恵

を
、
地
域
を
通
し
て
住
民
と
観
光
客
に
啓
蒙

す
る
。
ハ
ワ
イ
語
を
使
用
し
て
、
ま
た
正
確

な
ハ
ワ
イ
ア
ン
文
化
に
関
す
る
教
育
を
行
う

こ
と
で
、
旅
行
者
を
ゲ
ス
ト
で
は
な
く
て
、

ハ
ワ
イ
を
守
る
こ
と
を
共
通
価
値
と
す
る
家

族
と
捉
え
る
。

●
地
域
（C

o
m
m
u
n
ity

）

　
地
域
や
住
民
が
観
光
産
業
か
ら
の
利
益
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
価
値
観
を
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
と
統
合
し
て
い
く
。
住
民

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、
住

民
と
旅
行
者
が
関
係
を
強
化
で
き
る
機
会
を

増
や
し
、
多
様
な
旅
行
体
験
を
提
供
す
る
。

●
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　（Bran
d
 m
arketin

g

）

　
ハ
ワ
イ
の
世
界
的
に
競
争
力
の
あ
る
ブ
ラ

ン
ド
を
守
り
つ
つ
、
ハ
ワ
イ
固
有
の
環
境
や

文
化
に
焦
点
を
当
て
て
、
負
担
が
少
な
く
消

費
の
大
き
な
旅
行
客
層
を
取
り
込
み
、
ハ
ワ

イ
経
済
に
貢
献
す
る
。
住
民
と
旅
行
客
の
双

方
に
対
し
て
教
育
を
行
い
、
価
値
を
共
有
し

て
い
く
。

（
3
）新
し
い
K
P
I

　
観
光
客
数
か
ら
満
足
度
や
消
費
額
へ
移
行

し
て
お
り
、
以
下
の
4
つ
が
主
な
K
P
I
で

あ
る
。

●
住
民
の
満
足
度
…
観
光
に
対
す
る
肯
定
的

な
合
意

●
観
光
客
の
満
足
度
…
観
光
体
験
の
満
足
度

や
リ
ピ
ー
ト
希
望
率

●
1
日
平
均
の
消
費
…
１
日
1
人
当
た
り
の

消
費
の
維
持
ま
た
は
向
上

●
合
計
消
費
…
直
接
消
費
を
維
持
ま
た
は
向

上　
再
生
型
観
光
は
2
0
0
5
年
か
ら
複
数
の

地
域
で
提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
C
O
V
I
D
‐

19
後
の
観
光
を
考
え
る
上
で
、
2
0
1
9
年

か
ら
学
術
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

や
ハ
ワ
イ
な
ど
の
太
平
洋
諸
島
に
そ
の
概
念

が
波
及
し
て
い
る
。
先
住
民
族
で
あ
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民（Indigenous  

ら
の
ハ
ワ
イ
へ
の
旅
行
者
が
90
％
以
上
戻
っ

て
い
る
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
日
系
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
生
活
す
る
住
民
と
し
て
強
い
危

機
感
を
覚
え
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
政
府
と
し

て
も
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
が
近
づ
く
中
で
、

早
期
に
日
本
人
観
光
客
に
戻
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
日
本
の
官
民
が
一
体

と
な
っ
て
ハ
ワ
イ
も
含
め
た
海
外
旅
行
に
対

す
る
肯
定
的
な
雰
囲
気
作
り
に
注
力
し
て
ほ

し
い
旨
を
最
後
に
明
記
し
た
い
。
そ
の
中
で
、

再
生
型
観
光M

alam
a H
aw
aii

が
、
新
し

い
観
光
体
験
と
地
域
の
価
値
共
有
を
両
立
で

き
る
機
会
を
生
み
出
す
と
信
じ
て
い
る
。

方
で
あ
る
（B

ellato
, 2
0
2
2

）。
観
光
産

業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
に
寡
占
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
行
政
や
地
元

と
の
資
本
の
リ
バ
ラ
ン
ス
も
再
生
型
観
光
の

ス
キ
ー
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
（C

ave, 

2
0
2
0

）。

（
5
）M

alam
a H
aw
aii

の
概
念

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
前
述
の
ハ
ワ
イ
州
観
光

局
の
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
の

戦
略
計
画
の
内
容
が
、
C
O
V
I
D
‐
19
感

染
拡
大
期
の
太
平
洋
地
域
に
て「
再
生
型
観

光
」と
し
て
言
語
化
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
の
ブ
ラ
ン

ド
に
適
合
し
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
長
が
ハ
ワ

イ
ア
ン
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
2
1
年
7

月
に
再
生
型
観
光「M

a
la
m
a
 H
a
w
a
ii

」

を
公
表
し
て
、
州
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
展
開
し
て
い
る
。
2
0
0
5
年
前
後
よ
り

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
持
続
可
能
な
観
光

（S
ustainable tourism

）
が
、
ア
メ
リ
カ

で
は
責
任
あ
る
旅
行（R

e
sp
o
n
sib
le
 

tou
rism

）が
新
し
い
観
光
の
概
念
と
し
て
提

唱
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
で
は
2
つ
の
概
念
を
統
合
し
、

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
る
再
生
型
観

光
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
進
め
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
で
再
生
型
観
光
と
は
、
新
し
い
持

続
可
能
な
観
光
（n

e
w
 su
sta
in
a
b
le
 

to
u
rism

）
と
定
義
さ
れ
、①
滞
在
地
を
滞

在
す
る
前
よ
り
も
良
く
し
て
離
れ
る
、②
旅

行
者
が
地
域
に
入
り
込
む
こ
と
で
意
義
深
く

豊
か
な
観
光
体
験
を
得
る
、③
住
民
と
旅
行

者
が
良
い
関
係
を
築
く
機
会
と
な
る
、
と
い

う
3
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
概

念
の
裏
側
に
は
、M

alam
a H
aw
aii

に
よ

っ
て
①
概
念
に
共
感
す
る
質
の
高
い
顧
客
層

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
移
行
す
る
（
長
期
滞
在
、

高
付
加
価
値
、
負
担
の
少
な
い
）、②
新
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
リ
ピ
ー
ト
率
を
維
持
す
る
、

③
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
消
費
を
促
進
さ
せ

て
地
域
還
元
さ
せ
る
、
と
い
う
観
光
者
数
か

ら
観
光
消
費
額
へ
の
移
行
と
い
う
新
し
い
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
隠
れ
て
い
る
（
図
4
）。

（
6
）M
alam

a H
aw
aii

の
実
装

　M
alam

a H
aw
aii

は
、
旅
行
前
の
オ
ン

ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
や
動
画
に
よ
る
教
育
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
と
し
な
が
ら
、
ハ

ワ
イ
州
全
体
で
は
1
7
0
個
程
度
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
る
。
英
語
版
だ
と
宿

泊
施
設
が
主
体
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
や
地
域

N
P
O
が
用
意
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
と
、
宿
泊
代
金
が
割
引
さ
れ
た
り
、
朝

食
が
無
料
に
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
な
ど
の
簡

単
に
参
加
で
き
る
も
の
か
ら
、
植
林
や
タ
ロ

イ
モ
畑
、
伝
統
的
生
け
簀
の
管
理
な
ど
特
別

な
地
域
体
験
が
で
き
る
も
の
ま
で
用
意
さ
れ

て
い
る
。
複
数
の
宿
泊
施
設
に
、
ハ
ワ
イ
文

化
継
承
者
（cu
ltu
ral stew

ard
sh
ip

）
が

常
駐
し
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
語
や
ハ
ワ
イ
の
文

化
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
地

域
の
合
意
を
維
持
し
つ
つ
、
多
様
な
観
光
体

験
を
提
供
し
て
い
る
。
日
本
語
に
対
応
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
順
次
拡
大
し
て
お
り
、
旅
行

会
社
な
ど
の
民
間
事
業
者
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

準
備
し
て
い
る
。

（
7
）M

alam
a H
aw
aii

の
効
果
検
証

　
ハ
ワ
イ
大
学
の
観
光
経
営
学
部
で
は
、

M
alam

a H
aw
aii

が
地
域
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
を
カ
ウ
ア
イ
島
の
住
民

4
6
3
名
を
対
象
に
検
証
し
た
。
小
さ
な
島

を
対
象
と
す
る
こ
と
で
観
光
が
地
域
に
与
え

る
影
響
を
評
価
し
や
す
く
、
質
問
紙
を
用
い

た
構
造
化
モ
デ
ル
に
て
因
果
関
係
の
推
論
を

行
っ
た
。
再
生
型
観
光
は
、
旅
行
客
に
対
す

る
魅
力
の
形
成
に
強
い
影
響
を
与
え
（β

=
0
.6
4
4

）、
再
生
型
観
光
に
よ
っ
て
選
択
さ

れ
た
観
光
客
に
よ
っ
て
、
住
民
の
観
光
に
対

す
る
評
価
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
な
っ
た

（β
=
0
.4
4
3

）。
再
生
型
観
光
が
直
接
、
地

域
の
評
価
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
す
る
の

で
は
な
く
（β

=
0
.1
7
7

）、
再
生
型
観
光
に

よ
り
観
光
客
の
層
や
行
動
が
選
択
的
に
地
域

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
近
づ
い
た
こ
と
で
、

地
域
住
民
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
感
じ

に
く
く
な
り
、
間
接
的
に
評
価
が
改
善
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ア
フ
島
に
お
け
る
大

き
な
集
団
で
の
更
な
る
検
証
も
必
要
で
あ
る

が
、
再
生
型
観
光
は
住
民
と
旅
行
者
の
満
足

度
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
（Z

am
an
, 

2
0
2
3

）。

今
後
の
展
望
と
課
題

　
本
稿
で
は
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
再
生
型
観

光
が
公
表
さ
れ
た
背
景
を
記
述
し
、
そ
の
理

論
と
実
装
を
解
説
し
た
。
日
本
語
に
対
応
し

たM
alam

a H
aw
aii

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
だ

発
展
途
上
で
あ
り
、
日
本
人
観
光
客
へ
の
訴

求
力
や
実
際
の
参
加
は
未
知
な
部
分
が
多
い
。

こ
れ
か
ら
は
再
生
型
観
光
を
民
間
事
業
者
が

具
体
的
な
商
品
に
落
と
し
込
み
、
持
続
可
能

な
利
益
と
非
貨
幣
価
値
を
生
み
出
す
新
た
な

投
資
対
象
と
な
る
こ
と
が
鍵
と
な
る
。

　
ハ
ワ
イ
へ
の
日
本
人
観
光
客
数
は
、

2
0
1
9
年
と
比
較
す
る
と
多
い
と
き
で
50

％
で
あ
り
、
円
安
や
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
影
響

も
あ
り
、
平
均
す
る
と
約
30
％
の
回
復
で
あ

る
。
日
本
が
ハ
ワ
イ
に
と
っ
て
の
最
大
の
海

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な

い
が
、
日
本
以
外
の
国
（
韓
国
や
台
湾
）
か

転
換
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
貨
幣
価
値
を

中
心
と
し
て
き
た
観
光
資
本
と
、
そ
れ
を
ガ

バ
ナ
ン
ス
す
る
観
光
政
策
の
バ
ラ
ン
ス
崩
壊

で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
客
数
を
伸
ば
し
続

け
る
観
光
政
策
は
限
界
に
達
し
、
持
続
可
能

で
は
な
か
っ
た
。
2
0
2
0
年
に
観
光
政
策

の
転
換
を
模
索
し
て
い
る
状
況
で

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
観
光
の
停
止
と
な

り
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
産
業
は
過
去
最
大
の
経

済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
し
か
し
、
逆
説

で
あ
る
が
、
こ
の
期
間
に
地
域
と
観
光
に
対

す
る
対
話
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま

た
観
光
が
停
止
し
た
こ
と
で
新
し
い
観
光
政

策
を
打
ち
出
す
絶
好
の
機
会
と
な
り
、

2
0
2
1
年
の
ハ
ワ
イ
の
再
生
型
観
光

M
alam

a H
aw
aii

へ
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

C
O
V
I
D
‐
19
の

影
響
下
に
お
け
る

観
光
へ
の
再
評
価

　
C
O
V
I
D
‐
19
に
て
観
光
が
停
止
さ
れ

る
と
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
を
地
域
で
も
共

有
す
る
よ
う
に
な
り
、
意
外
に
も
、
新
し
い

形
の
観
光
と
い
う
条
件
付
き
で
、
観
光
の
早

期
再
開
が
世
論
と
し
て
支
持
さ
れ
て
い
く
。

C
O
V
I
D
‐
19
感
染
拡
大
初
期
に
は
観
光

産
業
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が
解
雇
さ
れ
、
ハ

ワ
イ
の
観
光
に
お
け
る
失
業
率
は
40
％
と
世

界
で
最
も
高
く
な
っ
た
。
自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
で
も
近
所
の
人
が
次
々
に
解
雇
さ
れ

る
姿
は
見
る
に
堪
え
ず
、
学
生
か
ら
親
が
解

雇
さ
れ
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
っ
た

り
し
て
学
費
が
払
え
な
い
と
い
う
相
談
が
殺

到
し
、
個
人
的
に
も
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
観
光

産
業
の
意
味
と
向
き
合
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　
C
O
V
I
D
‐
19
後
半
で
は
、
観
光
客
が

い
な
い
ハ
ワ
イ
を
家
族
で
楽
し
む
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
に
は
絶
滅
危

惧
種
の
ア
ザ
ラ
シ
が
戻
り
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
は
人
が
少
な
く
子
供
も
楽
し
く
登
れ
、

ハ
ナ
ウ
マ
ベ
イ
に
は
魚
影
と
サ
ン
ゴ
が
復
活

し
、
ハ
ワ
イ
固
有
種
の
美
し
さ
を
感
じ
る
と

共
に
、
観
光
が
大
き
な
環
境
負
荷
を
与
え
て

い
た
事
実
を
認
識
し
た
。
ハ
ワ
イ
に
お
け
る

観
光
経
済
の
大
き
さ
か
ら
観
光
再
開
に
同
意

し
つ
つ
、
自
分
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
環

境
に
影
響
を
与
え
な
い
形
で
、
新
し
い
観
光

を
提
案
す
る
こ
と
が
地
域
で
も
合
意
さ
れ
た
。

　
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
に
移
住
し
て
1
5
0
周

年
で
も
あ
り
、
日
本
と
の
絆
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
ハ
ワ
イ
州
知
事
や
副
知
事
か
ら
日
本

と
の
渡
航
を
再
開
し
た
い
意
向
が
あ
っ
た
。

保
健
局
長
か
ら
も
感
染
対
策
を
遵
守
す
る
日

本
人
は
評
価
が
高
く
、
観
光
局
か
ら
も
消
費

が
多
く
地
域
と
環
境
に
優
し
い
日
本
人
を
優

先
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
海
外
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
し
て
最
初
に
日
本
を
開
い
た
。

は
じ
め
に

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
は
人
類
が
最

後
に
到
達
し
た
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
嶼
群
で

あ
る
。
交
通
や
軍
事
の
拠
点
と
し
て
開
発
さ

れ
た
後
に
、
官
民
が
連
携
し
て
観
光
へ
の
産

業
展
開
が
行
わ
れ
、
現
在
は
高
付
加
価
値
な

旅
行
先
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D
‐

19
）
が
拡
大
す
る
前
の
2
0
1
9
年
に
は
、

人
口
1
4
0
万
人
の
ハ
ワ
イ
に
国
内
外
か
ら

約
1
0
0
0
万
人
の
旅
行
者
が
訪
れ
、23.
3

兆
円
（$

1
7
.7
5
 b
illio
n

、
$1=

1
3
0
円
）

の
経
済
効
果
と
21
万
6
千
人
の
雇
用
を
生

み
出
し
て
い
た(H

a
w
a
ii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity, 2

0
2
1
)

。
こ
の
観
光
客
数
の

増
加
は
、
常
に
右
肩
上
が
り
だ
っ
た
訳
で
は

な
く
、日
本
の
バ
ブ
ル
崩
壊
、9
1
1
の
発
生
、

ア
ジ
ア
リ
ゾ
ー
ト
の
競
争
力
向
上
と
、
何
回

も
の
観
光
客
減
少
を
体
験
し
て
お
り
、
そ
の

度
に
新
た
な
観
光
政
策
を
導
入
し
て
、
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
を
高
め
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
ハ
ワ
イ
は
最
も
重
要
な

旅
行
先
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
2
0
1
9
年
に

は
年
間
1
5
5
万
人
以
上
の
日
本
人
が
ハ
ワ

イ
を
訪
れ
た
。
日
本
人
観
光
客
は
ハ
ワ
イ
へ

の
旅
行
者
総
数
の
15
％
を
占
め
る
最
大
の
海

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
州
に
と
っ

て
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
。
2
0
2
0
年
に

始
ま
っ
た
C
O
V
I
D
‐
19
の
流
行
に
お
い

て
も
、
ハ
ワ
イ
州
に
て
最
初
に
陽
性
が
確
認

さ
れ
た
の
は
日
本
人
観
光
客
で
あ
り
、
3
月

26
日
か
ら
は
14
日
間
の
検
疫
が
始
ま
り
、
続

く
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
り
観
光
の
完
全
停
止

と
な
っ
た
。
早
く
も
約
7
ヶ
月
後
の
10
月
15

日
に
は
ア
メ
リ
カ
国
内
旅
行
者
、
11
月
6
日

に
は
日
本
旅
行
者
の
渡
航
前
72
時
間
以
内
の

P
C
R
検
査
陰
性
に
て
検
疫
が
免
除
に
な
り
、

事
実
上
の
観
光
再
開
と
な
っ
た
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
原
則
無
観
客
に
て
開
催
さ
れ
た

2
0
2
1
年
7
月
に
は
、
ハ
ワ
イ
州
へ
の
旅

行
者
数
が
2
0
1
9
年
度
比
で
平
均
89
・

1
%
（
主
に
ア
メ
リ
カ
国
内
旅
行
者
）
ま
で

回
復
し
、
夏
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
は
1
2
0
％

を
超
え
る
日
も
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
C
O
V
I
D
‐
19
前
後
に
お

い
て
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
政
策
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
か
を
記
述
し
、
再
生
型
観
光

（R
egen

erative to
u
rism

）
の
理
論
と

実
装
を
解
説
し
、
日
本
の
観
光
政
策
の
展
開

に
寄
与
し
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
に
対
す
る

雰
囲
気
醸
成
に
貢
献
し
た
い
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
著
者
は
2
0
1
6
年
か
ら
ハ
ワ
イ
州
立
大

学
の
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
研
究
職
と
し

て
働
い
て
い
る
が
、
ハ
ワ
イ
へ
の
年
間
観
光

客
数
が
初
め
て
9
0
0
万
人
を
超
え
た
頃
で

あ
り
、
生
活
の
中
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
体
感
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
サ
ー
フ
ィ

ン
を
し
て
い
る
ア
ラ
モ
ア
ナ
ビ
ー
チ
で
は
日

本
人
に
よ
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ト
が
7
組

同
時
並
列
で
撮
影
さ
れ
、
子
供
の
誕
生
日
で

訪
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
投
稿
す
る
た
め
に
夢
中
で
撮
影
す
る
日

本
人
観
光
客
に
強
い
違
和
感
を
感
じ
た
。

2
0
1
7
年
に
は
ハ
ワ
イ
大
学
が
あ
る
静
か

で
ロ
ー
カ
ル
な
マ
ノ
ア
地
区
に
も
日
本
人
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
常
生

活
が
脅
か
さ
れ
る
と
感
じ
た
。
他
の
地
域
で

も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
顕
在
化
す
る
よ

う
に
な
り
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）
や
ハ
ワ
イ
州
議

会
へ
強
い
批
判
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
2
0
1
8
年
に
年
間
の
観
光
客
数
が
約

1
0
0
0
万
人
に
達
す
る
と
、
日
本
人
の
顧

客
満
足
度
が
75
・
3
%
ま
で
低
下
し
（
図
1
）、

さ
ら
に
住
民
の
41
％
が
観
光
は
弊
害
の
方
が

大
き
い
と
感
じ
る
過
去
最
低
の
状
況
に
な
り

（
図
2
）、
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
観
光
政
策
の

〈参考文献〉
○Bellato, L., Frantzeskaki, N., & Nygaard, C. A. (2022). Regenerative tourism: a conceptual 　
　framework leveraging theory and practice. Tourism Geographies, 1-21.
○Cave, J., & Dredge, D. (2020). Regenerative tourism needs diverse economic practices. 　　
　Tourism Geographies, 22(3), 503-513.
○Hawaii Tourism Authority(2020). Strategic Plan 2020-2025. Retrieved from 　　　　　　　　
　https://www.hawaiitourismauthority.org/media/4286/hta-strategic-plan-2020-2025.pdf
○Hawaii Tourism Authority(2021). Historical visitor statistics. Retrieved from 　　
　https://www.hawaiitourismauthority.org/research/historical-visitor-statistics/
○Zaman, U., Aktan, M., Agrusa, J., & Khwaja, M. G. (2023). Linking regenerative travel and 　
　residents’ support for tourism development in Kaua’i Island (Hawaii): 
　Moderating-mediating effects of travel-shaming and foreign tourist attractiveness. 
　Journal of Travel Research, 62(4), 782-801.

岡
田
悠
偉
人（
お
か
だ・ゆ
い
と
）○
1
9
8
4
年

生
ま
れ
。千
葉
県
出
身
、ハ
ワ
イ
大
学
公
衆
衛
生
学

修
士（
疫
学
）。ハ
ワ
イ
州
C
O
V
I
D
‐
19
対
策
チ

ー
ム
、ハ
ワ
イ
州
観
光
局
日
本
支
局
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
兼
務
し
、専
門
は
実
地
疫
学
と
が
ん
罹
患
リ
ス
ク

の
人
種
間
比
較
で
あ
る
。

●滞在する前よりも良い場所にして帰る
（Leaving the place behind, better than before.）

●ハワイ州全体の旅行に関する教育的キャンペーンとして開始される
（beyond sustainable tourism）

カウアイ島の住民463名に対して質問紙調査を行い構造化モデリングにて解析した

「再生型観光が旅行者を選択することにより、地域での印象が改善される」

旅行者への魅力
（理想的な旅行者）

再生型観光 住民の観光への満足度

「再生型観光が直接的に住民満足度を高めるわけではない」

β=0.644 β=0.443

β=0.177

●レジャー以外の教育旅行やMICEの誘致（合計消費額の促進）
●地域への負担が少ない高付加価値層への転換（1日平均消費額の促進）

①コミュニケーション
●旅行前の統合メディア戦略
　（専用HP、動画、SNS）
●旅行中のアナウンスや広告
●旅行体験のモニタリング評価

②実際のプログラム
●自然保護活動への参加
●伝統文化プログラム
●ハワイアン文化の継承
●参加することによる特典

ハワイ州における再生型観光「Malama Hawaii」3

概念

実装

経済的
利益

36



図 4 再生型観光「Malama Hawaii」の概念

図 5 再生型観光「Malama Hawaii」の評価

出典：Hawaii Tourism Authority, 2020より筆者が作成

出典：Zaman, 2023より筆者が作成

A
ustralians

）、
マ
オ
リ（M

aori

）、
ハ
ワ
イ

ア
ン（N

ative H
aw
aiian

）な
ど
の
文
化
が

重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

観
光
に
お
け
る
経
済
成
長
か
ら
取
り
残
さ
れ

て
い
た
。
2
0
0
7
年
の
先
住
民
族
の
権
利

に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言（
U
N
D
R
I
P
）

に
よ
り
政
治
的
な
立
場
を
確
立
し
た
こ
と
か

ら
先
住
民
族
の
知
恵
を
取
り
入
れ
た
観
光
政

策
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

C
O
V
I
D
‐
19
前
後
の
持
続
可
能
な
観
光

の
流
れ
と
合
流
し
て「
再
生
型
観
光
」と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
宣
言
に
ア
イ
ヌ

（A
inu

）も
参
加
し
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
ア

イ
ヌ
施
策
推
進
法
の
施
行
に
つ
な
が
り
、
公

式
に
先
住
民
族
の
文
化
と
し
て
北
海
道
の
観

光
資
源
と
な
っ
た
。

　
再
生
型
観
光
に
関
す
る
明
確
な
定
義
は
存

在
し
な
い
が
、①
自
然
と
調
和
し
た
世
界
観
、

②
有
機
的
な
シ
ス
テ
ム
思
考
、③
地
域
の
新

し
い
可
能
性
の
発
見
、④
観
光
と
生
活
シ
ス

テ
ム
の
改
革
促
進
、⑤
先
住
民
族
固
有
の
土

地
、
文
化
、
知
恵
に
よ
る
癒
し
、⑥
自
然
と

地
域
の
再
生
、⑦
再
生
型
観
光
の
協
力
的
実

装
、
が
要
素
と
し
て
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
先

住
民
族
保
護
に
関
す
る
意
味
合
い
が
強
く
、

環
境
負
荷
を
最
小
限
に
す
る
持
続
可
能
な
観

光
を
推
し
進
め
た
も
の
で
、
滞
在
前
よ
り
良

い
場
所
に
し
て
帰
る
（
再
生
）
と
い
う
考
え

ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る

観
光
政
策

　
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
観
光
は
2
次
的
な
要
因
も

含
め
る
と
対
G
D
P
の
約
25
％
を
占
め
て
い
る
。

基
幹
産
業
と
し
て
、ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
民
族

や
業
種
が
多
様
で
あ
る
理
事
会
に
て
統
治
さ
れ
、

統
計
デ
ー
タ
を
使
っ
た
透
明
性
の
あ
る
意
思
決

定
が
行
わ
れ
て
お
り
、ハ
ワ
イ
大
学
も
中
立
機

関
と
し
て
政
策
の
評
価
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

っ
て
い
る
。ハ
ワ
イ
の
観
光
政
策
基
盤
と
な
る
の

が
、
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
の
戦

略
計
画（S

trategic P
lan
 2
0
2
0
-2
0
25

）

で
あ
り
、
デ
ー
タ
に
よ
る
政
策
決
定

（evidence-based
 policy

）や
持
続
可
能

な
観
光（sustainable tourism

）、
地
域
中

心
の
原
則（co

m
m
u
n
ity
-cen

tered

）な

ど
の
考
え
方
が
統
合
さ
れ
て
い
る
。
学
術
的
な

意
味
で
も
最
先
端
な
概
念
で
あ
り
、
日
本
の
地

域
に
も
展
開
可
能
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
者
に
は
こ
の
資
料
の
一
読
を
期
待

し
た
い
。
こ
の
中
か
ら
再
生
型
観
光

（R
egen

erative tou
rism

）で
あ
る
マ
ラ
マ

ハ
ワ
イ（M

alam
a H
aw
aii

）と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

（
1
）新
し
い
観
光
政
策
の
方
向
性

　
2
0
1
8
年
か
ら
は
観
光
客
数
が
約
1
0

0
0
万
人
と
な
り
観
光
客
の
受
け
入
れ
が
限

界
を
迎
え
、
地
域
と
観
光
客
の
満
足
度
が
低
下

し
、
さ
ら
に
1
人
当
た
り
の
消
費
額
が
停
滞
ま

た
減
少
し
た
。
こ
の
状
況
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
避
け
る
た
め
に
観
光
客
数
を
制

限
し
て
、
地
域
と
環
境
に
負
荷
を
か
け
ず
に
、

総
合
的
な
消
費
を
促
進
す
る
政
策
が
必
要
と

な
る
。
観
光
局
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
予
算
を
、

ハ
ワ
イ
の
文
化
や
自
然
、
地
域
の
支
援
に
リ
バ

ラ
ン
ス
し
て
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
特
化

す
る
と
明
記
さ
れ
た（H

aw
aii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity,2

0
2
0

）。
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の

歴
史
的
な
役
割
で
あ
る
、
旅
行
先
と
し
て
統
合

さ
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
築
く
こ
と
で
、
認

知
度
を
上
げ
て
観
光
客
数
を
増
加
さ
せ
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
か
ら
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
の
移
行
と
い
う
非
常
に
大
き
な
変
化
で
あ
っ

た
。

（
2
）新
し
い
展
開
の
要
素

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
公
表
さ
れ
た
時
点
で
は
、

再
生
型
観
光
と
い
う
用
語
と
し
て
は
記
述

さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
連
す
る
要
素
は

M
alam

a

と
い
う
ハ
ワ
イ
語
に
て
統
合
さ
れ
、

持
続
可
能
な
観
光（sustainable tourism

）

と
責
任
あ
る
観
光（responsible tourism

）

が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
展
開
に
お
け
る

4
つ
の
要
素（
図
3
）は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

●
自
然
環
境
（N

atu
ral reso

u
rce

）

　
ハ
ワ
イ
の
自
然
と
文
化
を
守
り
、
ハ
ワ
イ

に
住
む
人
々
の
生
活
の
質
を
改
善
す
る
。
観

光
客
の
訪
問
が
多
い
地
域
で
積
極
的
な
資
源

管
理
と
教
育
を
行
い
、
ハ
ワ
イ
固
有
種
を
保

護
す
る
。
ハ
ワ
イ
最
大
の
観
光
資
源
で
あ
る

自
然
の
復
興
が
、
住
民
と
観
光
客
の
良
い
生

活
を
生
み
出
す
。

●
ハ
ワ
イ
ア
ン
文
化
（H

aw
aiian

 cu
ltu
re

）

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
文
化
と
知
恵

を
、
地
域
を
通
し
て
住
民
と
観
光
客
に
啓
蒙

す
る
。
ハ
ワ
イ
語
を
使
用
し
て
、
ま
た
正
確

な
ハ
ワ
イ
ア
ン
文
化
に
関
す
る
教
育
を
行
う

こ
と
で
、
旅
行
者
を
ゲ
ス
ト
で
は
な
く
て
、

ハ
ワ
イ
を
守
る
こ
と
を
共
通
価
値
と
す
る
家

族
と
捉
え
る
。

●
地
域
（C

o
m
m
u
n
ity

）

　
地
域
や
住
民
が
観
光
産
業
か
ら
の
利
益
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
価
値
観
を
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
と
統
合
し
て
い
く
。
住
民

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、
住

民
と
旅
行
者
が
関
係
を
強
化
で
き
る
機
会
を

増
や
し
、
多
様
な
旅
行
体
験
を
提
供
す
る
。

●
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　（Bran
d
 m
arketin

g

）

　
ハ
ワ
イ
の
世
界
的
に
競
争
力
の
あ
る
ブ
ラ

ン
ド
を
守
り
つ
つ
、
ハ
ワ
イ
固
有
の
環
境
や

文
化
に
焦
点
を
当
て
て
、
負
担
が
少
な
く
消

費
の
大
き
な
旅
行
客
層
を
取
り
込
み
、
ハ
ワ

イ
経
済
に
貢
献
す
る
。
住
民
と
旅
行
客
の
双

方
に
対
し
て
教
育
を
行
い
、
価
値
を
共
有
し

て
い
く
。

（
3
）新
し
い
K
P
I

　
観
光
客
数
か
ら
満
足
度
や
消
費
額
へ
移
行

し
て
お
り
、
以
下
の
4
つ
が
主
な
K
P
I
で

あ
る
。

●
住
民
の
満
足
度
…
観
光
に
対
す
る
肯
定
的

な
合
意

●
観
光
客
の
満
足
度
…
観
光
体
験
の
満
足
度

や
リ
ピ
ー
ト
希
望
率

●
1
日
平
均
の
消
費
…
１
日
1
人
当
た
り
の

消
費
の
維
持
ま
た
は
向
上

●
合
計
消
費
…
直
接
消
費
を
維
持
ま
た
は
向

上　
再
生
型
観
光
は
2
0
0
5
年
か
ら
複
数
の

地
域
で
提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
C
O
V
I
D
‐
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後
の
観
光
を
考
え
る
上
で
、
2
0
1
9
年

か
ら
学
術
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

や
ハ
ワ
イ
な
ど
の
太
平
洋
諸
島
に
そ
の
概
念

が
波
及
し
て
い
る
。
先
住
民
族
で
あ
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民（Indigenous  

ら
の
ハ
ワ
イ
へ
の
旅
行
者
が
90
％
以
上
戻
っ

て
い
る
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
日
系
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
生
活
す
る
住
民
と
し
て
強
い
危

機
感
を
覚
え
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
政
府
と
し

て
も
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
が
近
づ
く
中
で
、

早
期
に
日
本
人
観
光
客
に
戻
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
日
本
の
官
民
が
一
体

と
な
っ
て
ハ
ワ
イ
も
含
め
た
海
外
旅
行
に
対

す
る
肯
定
的
な
雰
囲
気
作
り
に
注
力
し
て
ほ

し
い
旨
を
最
後
に
明
記
し
た
い
。
そ
の
中
で
、

再
生
型
観
光M

alam
a H
aw
aii

が
、
新
し

い
観
光
体
験
と
地
域
の
価
値
共
有
を
両
立
で

き
る
機
会
を
生
み
出
す
と
信
じ
て
い
る
。

方
で
あ
る
（B

ellato
, 2
0
2
2

）。
観
光
産

業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
に
寡
占
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
行
政
や
地
元

と
の
資
本
の
リ
バ
ラ
ン
ス
も
再
生
型
観
光
の

ス
キ
ー
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
（C

ave, 

2
0
2
0

）。

（
5
）M

alam
a H
aw
aii

の
概
念

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
前
述
の
ハ
ワ
イ
州
観
光

局
の
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
の

戦
略
計
画
の
内
容
が
、
C
O
V
I
D
‐
19
感

染
拡
大
期
の
太
平
洋
地
域
に
て「
再
生
型
観

光
」と
し
て
言
語
化
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
の
ブ
ラ
ン

ド
に
適
合
し
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
長
が
ハ
ワ

イ
ア
ン
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
2
1
年
7

月
に
再
生
型
観
光「M

a
la
m
a
 H
a
w
a
ii

」

を
公
表
し
て
、
州
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
展
開
し
て
い
る
。
2
0
0
5
年
前
後
よ
り

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
持
続
可
能
な
観
光

（S
ustainable tourism

）
が
、
ア
メ
リ
カ

で
は
責
任
あ
る
旅
行（R

e
sp
o
n
sib
le
 

tou
rism

）が
新
し
い
観
光
の
概
念
と
し
て
提

唱
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
で
は
2
つ
の
概
念
を
統
合
し
、

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
る
再
生
型
観

光
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
進
め
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
で
再
生
型
観
光
と
は
、
新
し
い
持

続
可
能
な
観
光
（n

e
w
 su
sta
in
a
b
le
 

to
u
rism

）
と
定
義
さ
れ
、①
滞
在
地
を
滞

在
す
る
前
よ
り
も
良
く
し
て
離
れ
る
、②
旅

行
者
が
地
域
に
入
り
込
む
こ
と
で
意
義
深
く

豊
か
な
観
光
体
験
を
得
る
、③
住
民
と
旅
行

者
が
良
い
関
係
を
築
く
機
会
と
な
る
、
と
い

う
3
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
概

念
の
裏
側
に
は
、M

alam
a H
aw
aii

に
よ

っ
て
①
概
念
に
共
感
す
る
質
の
高
い
顧
客
層

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
移
行
す
る
（
長
期
滞
在
、

高
付
加
価
値
、
負
担
の
少
な
い
）、②
新
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
リ
ピ
ー
ト
率
を
維
持
す
る
、

③
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
消
費
を
促
進
さ
せ

て
地
域
還
元
さ
せ
る
、
と
い
う
観
光
者
数
か

ら
観
光
消
費
高
へ
の
移
行
と
い
う
新
し
い
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
隠
れ
て
い
る
（
図
4
）。

（
6
）M

alam
a H
aw
aii

の
実
装

　M
alam

a H
aw
aii

は
、
旅
行
前
の
オ
ン

ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
や
動
画
に
よ
る
教
育
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
と
し
な
が
ら
、
ハ

ワ
イ
州
全
体
で
は
1
7
0
個
程
度
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
る
。
英
語
版
だ
と
宿

泊
施
設
が
主
体
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
や
地
域

N
P
O
が
用
意
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
と
、
宿
泊
代
金
が
割
引
さ
れ
た
り
、
朝

食
が
無
料
に
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
な
ど
の
簡

単
に
参
加
で
き
る
も
の
か
ら
、
植
林
や
タ
ロ

イ
モ
畑
、
伝
統
的
生
け
簀
の
管
理
な
ど
特
別

な
地
域
体
験
が
で
き
る
も
の
ま
で
用
意
さ
れ

て
い
る
。
複
数
の
宿
泊
施
設
に
、
ハ
ワ
イ
文

化
継
承
者
（cu

ltu
ral stew

ard
sh
ip

）
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
語
や
ハ
ワ
イ
の

文
化
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

地
域
の
合
意
を
維
持
し
つ
つ
、
多
様
な
観
光

体
験
を
提
供
し
て
い
る
。
日
本
語
に
対
応
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
順
次
拡
大
し
て
お
り
、
旅

行
会
社
な
ど
の
民
間
事
業
者
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
準
備
し
て
い
る
。

（
7
）M

alam
a H
aw
aii

の
効
果
検
証

　
ハ
ワ
イ
大
学
の
観
光
経
営
学
部
で
は
、

M
alam

a H
aw
aii

が
地
域
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
を
カ
ウ
ア
イ
島
の
住
民

4
6
3
名
を
対
象
に
検
証
し
た
。
小
さ
な
島

を
対
象
と
す
る
こ
と
で
観
光
が
地
域
に
与
え

る
影
響
を
評
価
し
や
す
く
、
質
問
紙
を
用
い

た
構
造
化
モ
デ
ル
に
て
因
果
関
係
の
推
論
を

行
っ
た
。
再
生
型
観
光
は
、
旅
行
客
に
対
す

る
魅
力
の
形
成
に
強
い
影
響
を
与
え
（β

=
0
.6
4
4

）、
再
生
型
観
光
に
よ
っ
て
選
択
さ

れ
た
観
光
客
に
よ
っ
て
、
住
民
の
観
光
に
対

す
る
評
価
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
な
っ
た

（β
=
0
.4
4
3

）。
再
生
型
観
光
が
直
接
、
地

域
の
評
価
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
す
る
の

で
は
な
く
（β

=
0
.1
7
7

）、
再
生
型
観
光
に

よ
り
観
光
客
の
層
や
行
動
が
選
択
的
に
地
域

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
近
づ
い
た
こ
と
で
、

地
域
住
民
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
感
じ

に
く
く
な
り
、
間
接
的
に
評
価
が
改
善
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ア
フ
島
に
お
け
る
大

き
な
集
団
で
の
更
な
る
検
証
も
必
要
で
あ
る

が
、
再
生
型
観
光
は
住
民
と
旅
行
者
の
満
足

度
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
（Z

am
an
, 

2
0
2
3

）。

今
後
の
展
望
と
課
題

　
本
稿
で
は
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
再
生
型
観

光
が
公
表
さ
れ
た
背
景
を
記
述
し
、
そ
の
理

論
と
実
装
を
解
説
し
た
。
日
本
語
に
対
応
し

たM
alam

a H
aw
aii

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
だ

発
展
途
上
で
あ
り
、
日
本
人
観
光
客
へ
の
訴

求
力
や
実
際
の
参
加
は
未
知
な
部
分
が
多
い
。

こ
れ
か
ら
は
再
生
型
観
光
を
民
間
事
業
者
が

具
体
的
な
商
品
に
落
と
し
込
み
、
持
続
可
能

な
利
益
と
非
貨
幣
価
値
を
生
み
出
す
新
た
な

投
資
対
象
と
な
る
こ
と
が
鍵
と
な
る
。

　
ハ
ワ
イ
へ
の
日
本
人
観
光
客
数
は
、

2
0
1
9
年
と
比
較
す
る
と
多
い
と
き
で
50

％
で
あ
り
、
円
安
や
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
影
響

も
あ
り
、
平
均
す
る
と
約
30
％
の
回
復
で
あ

る
。
日
本
が
ハ
ワ
イ
に
と
っ
て
の
最
大
の
海

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な

い
が
、
日
本
以
外
の
国
（
韓
国
や
台
湾
）
か

転
換
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
貨
幣
価
値
を

中
心
と
し
て
き
た
観
光
資
本
と
、
そ
れ
を
ガ

バ
ナ
ン
ス
す
る
観
光
政
策
の
バ
ラ
ン
ス
崩
壊

で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
客
数
を
伸
ば
し
続

け
る
観
光
政
策
は
限
界
に
達
し
、
持
続
可
能

で
は
な
か
っ
た
。
2
0
2
0
年
に
観
光
政
策

の
転
換
を
模
索
し
て
い
る
状
況
で

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
観
光
の
停
止
と
な

り
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
産
業
は
過
去
最
大
の
経

済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
し
か
し
、
逆
説

で
あ
る
が
、
こ
の
期
間
に
地
域
と
観
光
に
対

す
る
対
話
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま

た
観
光
が
停
止
し
た
こ
と
で
新
し
い
観
光
政

策
を
打
ち
出
す
絶
好
の
機
会
と
な
り
、

2
0
2
1
年
の
ハ
ワ
イ
の
再
生
型
観
光

M
alam

a H
aw
aii

へ
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

C
O
V
I
D
‐
19
の

影
響
下
に
お
け
る

観
光
へ
の
再
評
価

　
C
O
V
I
D
‐
19
に
て
観
光
が
停
止
さ
れ

る
と
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
を
地
域
で
も
共

有
す
る
よ
う
に
な
り
、
意
外
に
も
、
新
し
い

形
の
観
光
と
い
う
条
件
付
き
で
、
観
光
の
早

期
再
開
が
世
論
と
し
て
支
持
さ
れ
て
い
く
。

C
O
V
I
D
‐
19
感
染
拡
大
初
期
に
は
観
光

産
業
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が
解
雇
さ
れ
、
ハ

ワ
イ
の
観
光
に
お
け
る
失
業
率
は
40
％
と
世

界
で
最
も
高
く
な
っ
た
。
自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
で
も
近
所
の
人
が
次
々
に
解
雇
さ
れ

る
姿
は
見
る
に
堪
え
ず
、
学
生
か
ら
親
が
解

雇
さ
れ
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
っ
た

り
し
て
学
費
が
払
え
な
い
と
い
う
相
談
が
殺

到
し
、
個
人
的
に
も
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
観
光

産
業
の
意
味
と
向
き
合
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　
C
O
V
I
D
‐
19
後
半
で
は
、
観
光
客
が

い
な
い
ハ
ワ
イ
を
家
族
で
楽
し
む
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
に
は
絶
滅
危

惧
種
の
ア
ザ
ラ
シ
が
戻
り
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
は
人
が
少
な
く
子
供
も
楽
し
く
登
れ
、

ハ
ナ
ウ
マ
ベ
イ
に
は
魚
影
と
サ
ン
ゴ
が
復
活

し
、
ハ
ワ
イ
固
有
種
の
美
し
さ
を
感
じ
る
と

共
に
、
観
光
が
大
き
な
環
境
負
荷
を
与
え
て

い
た
事
実
を
認
識
し
た
。
ハ
ワ
イ
に
お
け
る

観
光
経
済
の
大
き
さ
か
ら
観
光
再
開
に
同
意

し
つ
つ
、
自
分
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
環

境
に
影
響
を
与
え
な
い
形
で
、
新
し
い
観
光

を
提
案
す
る
こ
と
が
地
域
で
も
合
意
さ
れ
た
。

　
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
に
移
住
し
て
1
5
0
周

年
で
も
あ
り
、
日
本
と
の
絆
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
ハ
ワ
イ
州
知
事
や
副
知
事
か
ら
日
本

と
の
渡
航
を
再
開
し
た
い
意
向
が
あ
っ
た
。

保
健
局
長
か
ら
も
感
染
対
策
を
遵
守
す
る
日

本
人
は
評
価
が
高
く
、
観
光
局
か
ら
も
消
費

が
多
く
地
域
と
環
境
に
優
し
い
日
本
人
を
優

先
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
海
外
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
し
て
最
初
に
日
本
を
開
い
た
。

は
じ
め
に

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
は
人
類
が
最

後
に
到
達
し
た
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
嶼
群
で

あ
る
。
交
通
や
軍
事
の
拠
点
と
し
て
開
発
さ

れ
た
後
に
、
官
民
が
連
携
し
て
観
光
へ
の
産

業
展
開
が
行
わ
れ
、
現
在
は
高
付
加
価
値
な

旅
行
先
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D
‐

19
）
が
拡
大
す
る
前
の
2
0
1
9
年
に
は
、

人
口
1
4
0
万
人
の
ハ
ワ
イ
に
国
内
外
か
ら

約
1
0
0
0
万
人
の
旅
行
者
が
訪
れ
、23.
3

兆
円
（$

1
7
.7
5
 b
illio
n

、
$1=

1
3
0
円
）

の
経
済
効
果
と
21
万
6
千
人
の
雇
用
を
生

み
出
し
て
い
た(H

a
w
a
ii T

o
u
rism

 

A
u
th
o
rity, 2

0
2
1
)

。
こ
の
観
光
客
数
の

増
加
は
、
常
に
右
肩
上
が
り
だ
っ
た
訳
で
は

な
く
、日
本
の
バ
ブ
ル
崩
壊
、9
1
1
の
発
生
、

ア
ジ
ア
リ
ゾ
ー
ト
の
競
争
力
向
上
と
、
何
回

も
の
観
光
客
減
少
を
体
験
し
て
お
り
、
そ
の

度
に
新
た
な
観
光
政
策
を
導
入
し
て
、
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
を
高
め
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
ハ
ワ
イ
は
最
も
重
要
な

旅
行
先
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
2
0
1
9
年
に

は
年
間
1
5
5
万
人
以
上
の
日
本
人
が
ハ
ワ

イ
を
訪
れ
た
。
日
本
人
観
光
客
は
ハ
ワ
イ
へ

の
旅
行
者
総
数
の
15
％
を
占
め
る
最
大
の
海

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
州
に
と
っ

て
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
。
2
0
2
0
年
に

始
ま
っ
た
C
O
V
I
D
‐
19
の
流
行
に
お
い

て
も
、
ハ
ワ
イ
州
に
て
最
初
に
陽
性
が
確
認

さ
れ
た
の
は
日
本
人
観
光
客
で
あ
り
、
3
月

26
日
か
ら
は
14
日
間
の
検
疫
が
始
ま
り
、
続

く
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
り
観
光
の
完
全
停
止

と
な
っ
た
。
早
く
も
約
7
ヶ
月
後
の
10
月
15

日
に
は
ア
メ
リ
カ
国
内
旅
行
者
、
11
月
6
日

に
は
日
本
旅
行
者
の
渡
航
前
72
時
間
以
内
の

P
C
R
検
査
陰
性
に
て
検
疫
が
免
除
に
な
り
、

事
実
上
の
観
光
再
開
と
な
っ
た
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
原
則
無
観
客
に
て
開
催
さ
れ
た

2
0
2
1
年
7
月
に
は
、
ハ
ワ
イ
州
へ
の
旅

行
者
数
が
2
0
1
9
年
度
比
で
平
均
89
・

1
%
（
主
に
ア
メ
リ
カ
国
内
旅
行
者
）
ま
で

回
復
し
、
夏
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
は
1
2
0
％

を
超
え
る
日
も
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
C
O
V
I
D
‐
19
前
後
に
お

い
て
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
政
策
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
か
を
記
述
し
、
再
生
型
観
光

（R
egen

erative to
u
rism

）
の
理
論
と

実
装
を
解
説
し
、
日
本
の
観
光
政
策
の
展
開

に
寄
与
し
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
に
対
す
る

雰
囲
気
醸
成
に
貢
献
し
た
い
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
著
者
は
2
0
1
6
年
か
ら
ハ
ワ
イ
州
立
大

学
の
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
研
究
職
と
し

て
働
い
て
い
る
が
、
ハ
ワ
イ
へ
の
年
間
観
光

客
数
が
初
め
て
9
0
0
万
人
を
超
え
た
頃
で

あ
り
、
生
活
の
中
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
体
感
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
サ
ー
フ
ィ

ン
を
し
て
い
る
ア
ラ
モ
ア
ナ
ビ
ー
チ
で
は
日

本
人
に
よ
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ト
が
7
組

同
時
並
列
で
撮
影
さ
れ
、
子
供
の
誕
生
日
で

訪
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
投
稿
す
る
た
め
に
夢
中
で
撮
影
す
る
日

本
人
観
光
客
に
強
い
違
和
感
を
感
じ
た
。

2
0
1
7
年
に
は
ハ
ワ
イ
大
学
が
あ
る
静
か

で
ロ
ー
カ
ル
な
マ
ノ
ア
地
区
に
も
日
本
人
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
常
生

活
が
脅
か
さ
れ
る
と
感
じ
た
。
他
の
地
域
で

も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
顕
在
化
す
る
よ

う
に
な
り
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）
や
ハ
ワ
イ
州
議

会
へ
強
い
批
判
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
2
0
1
8
年
に
年
間
の
観
光
客
数
が
約

1
0
0
0
万
人
に
達
す
る
と
、
日
本
人
の
顧

客
満
足
度
が
75
・
3
%
ま
で
低
下
し
（
図
1
）、

さ
ら
に
住
民
の
41
％
が
観
光
は
弊
害
の
方
が

大
き
い
と
感
じ
る
過
去
最
低
の
状
況
に
な
り

（
図
2
）、
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
観
光
政
策
の

〈参考文献〉
○Bellato, L., Frantzeskaki, N., & Nygaard, C. A. (2022). Regenerative tourism: a conceptual 　
　framework leveraging theory and practice. Tourism Geographies, 1-21.
○Cave, J., & Dredge, D. (2020). Regenerative tourism needs diverse economic practices. 　　
　Tourism Geographies, 22(3), 503-513.
○Hawaii Tourism Authority(2020). Strategic Plan 2020-2025. Retrieved from 　　　　　　　　
　https://www.hawaiitourismauthority.org/media/4286/hta-strategic-plan-2020-2025.pdf
○Hawaii Tourism Authority(2021). Historical visitor statistics. Retrieved from 　　
　https://www.hawaiitourismauthority.org/research/historical-visitor-statistics/
○Zaman, U., Aktan, M., Agrusa, J., & Khwaja, M. G. (2023). Linking regenerative travel and 　
　residents’ support for tourism development in Kaua’i Island (Hawaii): 
　Moderating-mediating effects of travel-shaming and foreign tourist attractiveness. 
　Journal of Travel Research, 62(4), 782-801.

岡
田
悠
偉
人（
お
か
だ・ゆ
い
と
）○
1
9
8
4
年

生
ま
れ
。千
葉
県
出
身
、ハ
ワ
イ
大
学
公
衆
衛
生
学

修
士（
疫
学
）。ハ
ワ
イ
州
C
O
V
I
D
‐
19
対
策
チ

ー
ム
、ハ
ワ
イ
州
観
光
局
日
本
支
局
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
兼
務
し
、専
門
は
実
地
疫
学
と
が
ん
罹
患
リ
ス
ク

の
人
種
間
比
較
で
あ
る
。

●滞在する前よりも良い場所にして帰る
（Leaving the place behind, better than before.）

●ハワイ州全体の旅行に関する教育的キャンペーンとして開始される
（beyond sustainable tourism）

カウアイ島の住民463名に対して質問紙調査を行い構造化モデリングにて解析した

「再生型観光が旅行者を選択することにより、地域での印象が改善される」

旅行者への魅力
（理想的な旅行者）

再生型観光 住民の観光への満足度

「再生型観光が直接的に住民満足度を高めるわけではない」

β=0.644 β=0.443

β=0.177

●レジャー以外の教育旅行やMICEの誘致（合計消費額の促進）
●地域への負担が少ない高付加価値層への転換（1日平均消費額の促進）

①コミュニケーション
●旅行前の統合メディア戦略
　（専用HP、動画、SNS）
●旅行中のアナウンスや広告
●旅行体験のモニタリング評価

②実際のプログラム
●自然保護活動への参加
●伝統文化プログラム
●ハワイアン文化の継承
●参加することによる特典

ハワイ州における再生型観光「Malama Hawaii」3

概念

実装

経済的
利益

第257号 May 202337



図 2 コロナ渦中の国内観光旅行実施頻度の分布

年に
3回以上

年に
1～2回

2年に
1回

観光レクリエーション
目的の国内宿泊
旅行は
しなかった

39.4%

37.1%

7.6%

15.9%

20% 30%10% 40% 50% 60% 70% 80%

図 1 子ども時代の旅行経験別・海外観光旅行を具体的に予定・検討している率

海外を含め、年に3回以上、
旅行をしていた

国内のみだが、年に3回以上、
旅行をしていた

海外主体で、年に1～2回、
旅行していた

国内主体で、年に1～2回、
旅行していた

海外主体で、数年に1回、
旅行していた

00%

72%
72%

32%
34%

49%
62%

26%
29%

19%
21%

中高での旅行経験小学生までの旅行経験

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

山
田
雄
一

る
に
つ
れ
て
「
ま
だ
具
体
的
に
検
討
は
し
て

い
な
い
」
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ

は
従
前
の
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
か
ら
、

海
外
観
光
旅
行
へ
の
関
心
は
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
高
い
も
の
の
、
年
長
者
ほ
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
旅
行
か
ら
離
れ
た
こ
と
の
影

響
が
出
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

年
収
と
の
関
係

　も
う
1
つ
、
世
帯
年
収
と
の
関
係
を
見

て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
年
3
回

以
上
の
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
の
は
、
世
帯

年
収
5
0
0
万
円
未
満
で
は
33
％
、
5
0
0

〜
1
5
0
0
万
円
未
満
は
40
％
と
な
っ
た

の
に
対
し
、
1
5
0
0
万
円
以
上
世
帯
で
は

61
％
と
群
を
抜
い
た
実
施
率
と
な
っ
た
。

　一
般
に
世
帯
年
収
が
5
0
0
万
円
を
割

り
込
む
と
、
国
内
で
あ
っ
て
も
旅
行
実
施

率
が
大
き
く
減
少
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
、
こ
の
調
査
対
象
者
に
お
い
て
も

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
世
帯
年
収
と
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
未
満
と
以
上

で
大
き
く
意
向
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　こ
の
分
析
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、

5
0
0
万
円
未
満
を
含
め
世
帯
年
収

1
5
0
0
万
円
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
傾
向
が
変

わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
世
帯
年
収
5
0
0
万
円
は
国
内
旅
行
の

実
施
率
を
左
右
す
る
水
準
で
あ
り
、
実
際
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
で
も
、
そ
の
傾
向

が
確
認
さ
れ
た
が
海
外
観
光
旅
行
に
つ
い
て

い
え
ば
、
年
収
が
2
〜
3
倍
の
世
帯
と
同
水

準
で
海
外
観
光
旅
行
の
再
開
意
欲
を
持
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
済
的
な
負
担
以
上
に
、

海
外
観
光
旅
行
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
お
り
、

家
計
の
や
り
く
り
を
し
て
で
も
旅
行
し
た
い

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
、
海

外
観
光
旅
行
の
経
験
値
を
積
み
上
げ
て
き

た
人
々
だ
か
ら
こ
そ
の
思
い
だ
と
い
え
る
。

　さ
ら
に
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
だ
け
で
な

く
、
今
後
の
海
外
観
光
旅
行
に
対
す
る
実
施

意
欲
も
群
を
抜
い
た
水
準
に
あ
る
。
こ
の
年

収
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、財
力
に
よ
っ
て「
自
由
」

に
自
身
の
嗜
好
を
展
開
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
特
殊
要
素
も
薄
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
。
緊
急
事
態
宣

言
中
を
除
け
ば
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
費
用

さ
え
出
せ
ば
、
個
室
で

の
食
事
や
、
露
天
風
呂

付
き
客
室
な
ど
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
従
前

と
変
わ
ら
な
い
旅
行
が

実
現
で
き
た
わ
け
で
、

お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た

旅
行
を
行
っ
て
き
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

市
場
復
活
を

阻
む
理
由

　以
上
の
分
析
か
ら

わ
か
る
こ
と
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
に
は
海
外
観

光
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
た
に
も
か
か
わ
ら

コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻

度
が
高
い
人
ほ
ど
海
外
観

光
旅
行
へ
の
意
欲
も
高
い

　こ
の
結
果
は
、
海
外
旅
行
市
場
を
支
え

て
き
た
多
く
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
旅
行
意
欲
を
減
退
さ
せ
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻
度

と
、
今
後
1
〜
2
年
で
の
海
外
観
光
旅
行
へ

の
意
欲
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
よ
り
多
く
国
内
観
光
旅
行
を

行
っ
て
い
た
人
ほ
ど
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

意
欲
が
高
く
、
行
動
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

年
に
3
回
以
上
の
国
内
観
光
旅
行
に
出
か

け
て
い
た
人
々
に
お
い
て
は
、
半
数
以
上
が

「
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
予

定
・
検
討
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、

そ
の
意
欲
・
行
動
が
群
を
抜
い
て
い
る
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
旅
行
を

し
な
か
っ
た
人
々
や
、
し
て
も
2
年
に
1

回
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
人
々
は
、
海
外
旅

行
に
対
す
る
意
欲
も
低
く
、
具
体
的
な
計

画
が
あ
る
人
々
は
10
％
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
恒
常
的
に
多
く

の
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
人
で
あ
っ

て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
旅
行
を
控
え
た

人
々
は
、
海
外
旅
行
に
対
す
る
意
欲
も
減

退
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
観
光
旅
行
の

実
施
頻
度
は
ど
う
い
っ
た
要
素
が
影
響
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
特
有
の
問
題
と
し
て
年
齢
と
、
旅
行
活

動
全
般
に
対
す
る
影
響
要
素
と
し
て
収
入

の
2
つ
の
側
面
か
ら
検
証
を
行
っ
て
み
る
。

　ま
ず
、
年
齢
と
の
関
係
で
見
る
と
、
20

〜
49
歳
は
、
年
に
3
回
以
上
の
比
率
は
変

わ
ら
な
い
が
、
50
代
に
な
る
と
大
き
く
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
観

光
旅
行
を
し
な
か
っ
た
比
率
は
、
加
齢
と

共
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
年
齢
が
強
く
旅
行
実
施

頻
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
年
齢
別
に
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
を
見
て
み
る
と
、「
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
」
比
率
は
、
ど
の
年
代

で
も
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
年
齢
が
上
が

こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
海

外
旅
行
に
行
き
た
い
！
」
と
い
う
欲
求
が

あ
れ
ば
、旅
行
費
用
上
昇
へ
の
対
応
は
様
々

に
取
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　も
う
1
つ
、
海
外
観
光
旅
行
再
開
を
阻

む
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
で
あ
る
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
は
2
年
余
り
続
く
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
間
に
就
職
や
進
学
、
結
婚
、

出
産
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生

し
た
人
々
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
を

大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

海
外
観
光
旅
行
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

が
発
生
し
た
人
と
し
な
か
っ
た
人
で
、
海
外

観
光
旅
行
の
実
施
意
向（
具
体
的
に
検
討
・

予
定
し
て
い
る
）の
比
率
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
の
ほ

う
が
、
実
施
意
向
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
最
も
比
率
が
高
か
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
は
進
学
し
た
、
子
ど
も
が
結
婚
し
た
、
親

元
か
ら
独
立
し
た
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
は
、

し
な
か
っ
た
人
よ
り
も
3
倍
の
確
率
で
海
外

観
光
旅
行
を「
具
体
的
に
検
討
予
定
す
る
」よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
注
目
し
た
い
の
は
、「
ロ
ー

ン
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
」「
ペ
ッ
ト

の
世
話
に
手
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
一
見
、
旅
行
実
施
を
阻
害
す
る

よ
う
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
欲
が
高
ま
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　ま
た
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
が
中
心
に
な
っ
た
」

「
退
職
や
転
職
、
転
籍
な
ど
で
収
入
が
減
少

し
た
」「
妊
娠
や
出
産
を
経
験
し
た
」「
子
ど

も
が
就
学
／
進
学
し
た
」「
子
ど
も
が
受
験

期
を
迎
え
た
」「
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
体

調
を
崩
し
た
／
病
気
に
な
っ
た
」「
親
族
が

要
介
護
状
態
と
な
っ
た
」に
つ
い
て
は
、
統

計
上
、
有
意
な
差
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　一
方
で
、
今
回
の
調
査
で
は
有
意
に
意

欲
を
低
下
さ
せ
る
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

　こ
れ
は
、
全
体
と
し
て
生
活
に
変
化（
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
発
生
）
が
あ
っ
た
人
の
ほ

う
が
旅
行
意
欲
は
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
分
析
結
果
か
ら
言
え
る
の
は
、

海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
な
い
理
由
は
、
経

済
的
な
要
因
で
も
、
何
か
し
ら
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
で
も
な
く
、
情
熱
の
喪
失
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
し
て
も
、
ま
た
、
航
空
料
金
や
宿
泊

費
を
含
む
イ
ン
フ
レ
、
円
安
が
解
消
さ
れ

た
と
し
て
も
、
自
動
的
に
海
外
観
光
旅
行

が
復
元
さ
れ
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

海
外
観
光
旅
行
市
場
の

復
活
に
向
け
て

　こ
こ
で
、
改
め
て
市
場
構
造
を
整
理
し

て
お
こ
う
。

　ま
ず
、
海
外
観
光
旅
行
の
市
場
は
、
新

ず
、
現
在
で
は
、
特
に
行
き
た
い
と
は
思
っ

て
い
な
い
人
々
が
一
定
数
（
本
調
査
で
は
3

割
）
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
年
齢
に
よ
る
差

は
小
さ
く
、
旅
行
意
欲
が
群
を
抜
い
て
い

る
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上
で
も
約

2
割
存
在
し
て
い
る
。
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の

特
性
上
、
こ
の
比
率
が
必
ず
し
も
市
中
の

そ
れ
と
合
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
海

外
旅
行
市
場
の
戻
り
が
鈍
い
の
は
、
こ
う

し
た
再
開
意
欲
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
一

定
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、
再
開
意
欲
を
示
し
て
い
な
い

人
々
に
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。

　興
味
深
い
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅

行
の
実
施
頻
度
に
よ
っ
て
、
海
外
観
光
旅
行

を
検
討
し
な
い
理
由
が
違
う
こ
と
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
中
に
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

い
た
層
（
年
に
1
回
以
上
）に
お
い
て
は「
国

内
旅
行
が
楽
し
い
か
ら
」
が
ト
ッ
プ
と
な

り
、「
特
に
行
き
た
い
国
・
地
域
が
特
に
な

い
」「
海
外
旅
行
へ
の
興
味
が
薄
れ
た
か
ら
」

「
他
の
趣
味
が
楽
し
く
な
っ
た
か
ら
」
が
、

年
に
1
回
未
満
の
層
に
比
し
て
高
く
な
っ

て
い
る
。

　一
方
、
年
に
1
回
未
満
の
層
で
は
「
旅
行

先
の
物
価
が
高
い
か
ら
」が
ト
ッ
プ
で
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
旅
行

の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク
」が
相
対
的
に
高
い
。

　こ
の
結
果
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
旅
行
を
多
く
実
施
し
て
い
た
層
の

「
一
部
」
は
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て
、
海

外
旅
行
「
あ
り
き
」
か
ら
、
国
内
旅
行
を

主
軸
に
お
い
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
転

化
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
他

方
、
さ
ほ
ど
国
内
旅
行
を
行
わ
な
か
っ
た

層
に
お
い
て
は
、
費
用
負
担
を
理
由
に
、

海
外
観
光
旅
行
も
余
暇
活
動
の
選
択
肢
か

ら
外
し
て
き
て
い
る
と
分
析
で
き
る
。
た

だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
世
帯
年
収

5
0
0
万
円
未
満
で
も
、
よ
り
年
収
が
多

い
世
帯
と
変
わ
ら
な
い
意
欲
を
示
し
て
い

る
人
々
は
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
0
年
秋

以
降
は
、
国
内
旅
行
は
実
施
可
能
で
あ
り
、

か
つ
、
多
く
の
割
引
制
度
も
展
開
さ
れ
て

お
り
、
経
済
的
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て

い
た
。
そ
の
中
で
も
、
国
内
旅
行
を
実
施

せ
ず
、
海
外
観
光
旅
行
に
も
関
心
を
示
さ

な
い
と
い
う
の
は
、
経
済
的
要
因
以
前
の

問
題
と
し
て
、
旅
行
そ
の
も
の
に
対
す
る

情
熱
が
減
退
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
適
切

だ
ろ
う
。

　実
際
、
海
外
観
光
旅
行
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
層
に
、
イ
ン
フ
レ
や
円
安
な
ど

に
伴
う
旅
行
費
用
上
昇
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
特
に
影
響
は
な
い
」
は
検
討
／
未
検

討
層
問
わ
ず
10
％
程
度
に
留
ま
っ
た
。
検
討

中
の
人
だ
け
で
な
く
、未
検
討
の
人
も
含
め
、

費
用
は
再
開
意
欲
を
妨
げ
る
ハ
ー
ド
ル
と
は

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　た
だ
、
こ
れ
は
価
格
上
昇
を
許
容
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
価
格
上
昇
へ
の
対

抗
策
を
い
ろ
い
ろ
と
講
じ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
設
問
の
中
で
最
も
高
率
と
な
っ
た
対

策
は
「
安
い
時
期
に
行
く
」
で
あ
っ
た
。

　旅
行
意
欲
を
検
討
層
と
未
検
討
層
で
比

較
し
て
み
る
と
、
全
体
的
に
検
討
層
が
大

き
く
未
検
討
層
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
検
討
層
の
方
が
、
よ
り
具
体
的

に
旅
行
を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
対
策
も

具
体
的
で
多
彩
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

は
な
く
、
海
外
旅
行
に
向
か
っ
た
人
々
が

「
検
討
層
」
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　言
い
方
を
変
え
る
と
、
未
検
討
の
人
々

は
リ
ベ
ン
ジ
消
費
の
意
欲
が
相
対
的
に
低

い
。
で
は
、
未
検
討
の
人
々
を
検
討
層
へ
と

変
え
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
と
思
う
の
が
、
旅

行
先
を
ど
の
よ
う
な
理
由
で
選
ん
で
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旅
行
先
の
選
択

の
理
由
を
尋
ね
て
み
る
と
「
行
き
た
い
観
光

地
や
観
光
施
設
が
あ
る
か
ら
」
が
、
検
討
／

未
検
討
に
か
か
わ
ら
ず
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
検
討
層
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
前
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
」

が
準
じ
て
お
り
、「
イ
ベ
ン
ト
や
現
地
で
具

体
的
な
予
定
が
あ
る
か
ら
」
や
「
泊
ま
り
た

い
宿
泊
施
設
が
あ
る
か
ら
」
も
、
未
検
討
層

に
対
し
て
高
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

検
討
層
は
未
検
討
層
に
比
し
て
、
具
体
的

に
訪
れ
る
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
詳

細
な
情
報
と
、
強
い
来
訪
意
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
未
検
討
層
は
、
漠
然
と「
海
外
行

き
た
い
な
ぁ
」と
思
う
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、

検
討
層
の
よ
う
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
と

い
っ
た
旅
行
プ
ラ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
こ

ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
長
期
的
な
市
場
形
成

に
繋
が
る
「
今
」

　こ
れ
ま
で
、
海
外
観
光
旅
行
市
場
の
立

ち
上
が
り
が
鈍
い
理
由
と
し
て
、
旅
行
費

用
の
高
騰
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
討
層
／
未
検
討

層
の
人
々
は
、
価
格
高
騰
の
中
で
も
、
何

か
し
ら
の
対
策
を
取
っ
て
い
こ
う
と
い
う

意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
需
要
供
給
曲
線
を
持
ち
出
す
ま

で
も
な
く
、
価
格
は
、
需
要
発
生
量
に
強

く
影
響
す
る
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
が
、
海
外
観
光
旅
行
は
、
も
と
も

と
費
用
も
時
間
も
か
か
る
活
動
で
あ
り
、

価
格
だ
け
で
選
好
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
成
立
し
得
な
い
。

　そ
れ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
大
き
く
伸
長

し
な
い
代
わ
り
に
右
肩
下
が
り
で
も
な
い

と
い
う
安
定
的
な
市
場
と
な
っ
て
い
た
の

は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
親
が
子
や
孫

を
伴
い
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
き
た
こ
と

で
、
若
い
世
代
の
心
の
中
に
も
、
そ
の
楽
し

さ
が
経
験
財
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
か

ら
だ
ろ
う
。
図
5
に
お
い
て
、
海
外
旅
行
市

場
が
急
拡
大
し
た
1
9
8
0
年
代
か
ら
90

年
代
初
め
に
「
大
人
」
だ
っ
た
世
代
を
親
に

持
つ
20
〜
39
歳
が
、
特
に
具
体
的
な
実
施

意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
証
左
と

い
え
る
。

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
海
外
観
光
旅
行
市

場
の
復
活
に
向
け
、
今
回
の
調
査
結
果
か

ら
言
え
る
こ
と
は
3
点
。

　ま
ず
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海
外
旅
行

経
験
を
持
つ
若
手
（
20
〜
39
歳
）
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
。
2
つ
目
は
、
彼
ら

が
関
心
を
持
つ
よ
う
な
旅
行
先
を
選
択

し
、
集
中
的
に
そ
の
魅
力
や
現
地
で
の
経

験
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
具

体
的
に
伝
え
「
や
っ
ぱ
り
、
海
外
は
良
い

な
ぁ
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
。

　3
つ
目
は
、「
い
つ
か
」
で
は
な
く
「
今
、

行
か
な
き
ゃ
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

け
を
行
う
こ
と
。

　例
え
ば
、
着
地
の
D
M
O
と
協
働
し
て
、

若
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
展
開
し
た
り
、
特
定
期
間
に
旅
行
申

し
込
み
を
す
る
こ
と
で
何
か
し
ら
の
特
典

（
客
室
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
や
割
引
、
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）
を
得
ら
れ
た
り
な
ど

の
取
り
組
み
が
検
討
で
き
る
。
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
発
生
と
の
繋
が
り
が
大
き
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、「
初
め
て
の
子
連
れ
で
海

外
」
と
か
「（
子
ど
も
の
独
立
に
よ
る
）
久

し
ぶ
り
の
夫
婦
だ
け
の
旅
行
」
な
ど
イ
ベ

ン
ト
に
寄
り
添
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
も

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
重
要
な
こ
と
は「
行

く
気
満
々
」の
人

（々
検
討
層
）で
は
な
く
、

意
欲
は
あ
る
け
ど
行
動
に
移
し
て
い
な
い

未
検
討
層
の
意
欲
に
火
を
つ
け
る
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
、
未
検
討
層
は
、
自
ら
積
極

的
な
検
索
を
し
な
い
た
め
、
プ
ル
型
の
情

報
発
信
で
は
届
か
な
い
。
彼
ら
に
届
け
る

た
め
に
は
、
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信
を

行
い
、
そ
れ
な
り
の
パ
ワ
ー
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　こ
れ
は
容
易
で
は
な
い
が
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
取
り
組
む
べ
き
理
由
も
大
き
い
。

　こ
の
ま
ま
国
内
旅
行
や
他
の
余
暇
活
動

に
需
要
が
シ
フ
ト
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

短
期
的
な
市
場
落
ち
込
み
に
留
ま
ら
ず
、

今
後
、
何
十
年
と
い
う
時
間
軸
で
市
場
形

成
を
危
う
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
ま
ま
海
外
観
光
旅
行
の
断
絶
が
続
い

て
し
ま
う
と
、
半
世
紀
以
上
に
渡
っ
て
繋

が
っ
て
き
た
経
験
値
が
断
絶
し
、
市
場
の

再
生
産
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
需
要
の
回
復
は
、

で
き
る
だ
け
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
個
々
の
事
業
者
や
地
域
が
別
個

で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
様
々
な
関
係

者
が
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
。

規
市
場
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
旅

行
を
楽
し
ん
で
い
た
人
々
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
「
も
う
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
人
々
（
検
討
層
）」「
行
き
た
い
が
、

ま
だ
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
（
未
検

討
層
）」、
そ
し
て
「
わ
か
ら
な
い
。
考
え
て

い
な
い（
離
脱
層
）」の
3
つ
に
区
分
で
き
る
。

　こ
の
離
脱
層
は
、
コ
ロ
ナ
渦
中
で
の
旅

行
経
験
も
低
め
で
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

興
味
関
心
も
薄
く
な
っ
て
い
る
。
海
外
観

光
旅
行
の
経
験
値
は
あ
る
の
で
、
潜
在
的

な
市
場
で
は
あ
る
が
、
早
期
の
復
活
は
検

討
し
に
く
い
。
有
効
な
対
策
は
、
検
討
中

の
人
々
の
海
外
観
光
旅
行
を
確
実
に
再
開

さ
せ
、
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
未
検

討
の
人
々
が
具
体
的
に
検
討
し
始
め
る
よ

う
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、「
海
外
観
光
旅
行
を
再
開
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
々
」
の
再
開
理
由

に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
検
討
層

（
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）
で

の
ト
ッ
プ
は「
海
外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」。

未
検
討
層
で
は
「
行
き
た
い
国
・
地
域
が

あ
る
か
ら
」
と
な
っ
た
。
以
下
、「
海
外
で

体
験
し
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
」「
リ
ラ
ッ

ク
ス
や
癒
や
し
を
得
た
い
か
ら
」
が
続
く
。

　こ
れ
ら
の
結
果
は
、
検
討
／
未
検
討
に
か

か
わ
ら
ず
、
海
外
旅
行
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

る
経
験
が
旅
行
実
施
の
フ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。理
屈
で
は
な
く「
海

外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」と
言
え
る
人
々
が
、

同
市
場
の
核
と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
し
て
お
き
た
い
。

未
検
討
層
に
比
し
て
検
討
層
に
お
い
て
大

き
な
理
由
と
な
っ
た
の
は
、
外
出
自
粛
な

ど
に
よ
り
溜
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
発
散
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
た
自
分
や
家
族
へ

の
お
祝
い
、
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
予
算

が
増
え
そ
う
だ
か
ら
の
3
項
目
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ベ
ン
ジ
消
費
」

と
重
な
る
動
機
で
あ
る
が
、
リ
ベ
ン
ジ
の

対
象
が
国
内
旅
行
や
自
動
車
購
入
な
ど
で

も
、
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の

断
絶
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
規
顧
客
が
大
挙
し
て
押

し
寄
せ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
既
に
海
外

旅
行
の
楽
し
さ
を
知
り
、
楽
し
ん
で
い
た

人
々
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
市
場
回
復
の

必
須
要
件
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
も
海
外
旅
行
市
場

が
戻
っ
て
こ
な
い
の
は
、
そ
の
「
一
部
の

人
々
」
が
、
市
場
に
戻
っ
て
き
て
い
な
い

か
ら
だ
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
従
前
の
海
外

旅
行
市
場
を
支
え
て
い
た
人
々
に
対
す
る

意
識
調
査
を
基
に
考
察
を
行
う
。
具
体
的

に
は
、
2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に

3
回
以
上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を

行
っ
た
人
々
を
調
査
対
象
と
し
た
。

　調
査
の
概
要
：
2
0
2
3
年
3
月
実
施
。

2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に
3
回
以

上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を
行
っ
た

人
々
。
20
〜
60
歳
未
満
（
年
齢
は
均
等
割

り
付
け
）。
サ
ン
プ
ル
数
5
2
9
。

海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
る
こ
と
の

検
証

　ま
ず
は
、
今
回
の
調
査
分
析
の
基
本
と
な

る
「
海
外
観
光
旅
行
は
経
験
財
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
証
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
過
去
の
経
験
、
特
に「
子
ど
も

の
時
か
ら
海
外
旅
行
を
経
験
し
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
が
海
外
観
光
旅
行
へ
意
欲
に
大
き

く
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

だ
。

　そ
こ
で
、
子
ど
も
時
代
の
旅
行
経
験
と
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
向
（
海
外
観
光

旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
な
お

か
つ
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）

と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

明
確
な
相
関
が
確
認
で
き
た
。

　こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
り
、
過
去
の
市
場
が
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
市
場
を
形
成
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

高
い
旅
行
実
施

　次
に
、
調
査
対
象
の
人
々
の
コ
ロ
ナ
渦

中
で
の
旅
行
活
動
に
つ
い
て
整
理
を
し
て

お
き
た
い
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
よ

り
も
距
離
が
長
く
、
一
般
論
と
し
て
時
間

も
費
用
も
多
く
か
か
る
。
今
回
の
調
査
対

象
の
人
々
は
、
そ
う
し
た
実
践
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
活
動
を
多
く
実
施
し
て
い
た
人
々

で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
彼
ら
は
、

自
身
の
旅
行
に
対
す
る
欲
求
を
ど
の
よ
う

に
満
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　彼
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
中
の
国
内
観
光
旅

行
頻
度
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

39
％
が
「
年
に
3
回
以
上
」、
37
％
が
「
年

に
1
〜
2
回
」
の
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

お
り
、
国
内
観
光
旅
行
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
人
々
は
16
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　こ
の
間
、
国
内
市
場
は
、
G
o 

T
o
ト

ラ
ベ
ル
や
旅
行
支
援
な
ど
需
要
喚
起
策
が

展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
2
0
1
9
年
対
比

で
、2
0
2
1
年
9
月
頃
ま
で
は
金
額
ベ
ー

ス
で
半
額
以
下
、
そ
の
後
も
、⅔
程
度
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ

る
。　も

と
も
と
、
国
内
観
光
旅
行
を
年
に
3

回
以
上
実
施
す
る
人
々
は
、
日
本
人
の
3

割
に
と
ど
ま
り
、
彼
ら
だ
け
で
国
内
観
光

旅
行
市
場
の
8
割
を
占
め
る
。
い
か
に
、

今
回
の
調
査
対
象
が
「
旅
行
」
の
中
核
を

占
め
る
存
在
な
の
か
が
わ
か
る
。

　2
0
2
0
年
春
か
ら
顕
在
化
し
た

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策

と
し
て
、
日
本
政
府
は
人
々
の
移
動
、
特
に
国

際
的
な
移
動
を
大
き
く
制
限
す
る
よ
う
に
な

り
、
事
実
上
、
海
外
観
光
旅
行
は「
実
施
し
た

く
て
も
実
施
で
き
な
い
」活
動
と
な
っ
た
。

　そ
れ
か
ら
2
年
。
2
0
2
2
年
春
か
ら
、

日
本
人
の
海
外
旅
行（
日
本
へ
の
再
入
国
）

の
制
限
は
、
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

統
計
上
、
出
国
者
数（
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
）の

戻
り
は
鈍
く
、
2
0
2
3
年
1
月
に
至
っ
て

も
44
万
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
／
2
0
2
0
年
の
1
月
は
1
4
0

万
人
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
制

限
緩
和
か
ら
9
ヶ
月
あ
ま
り
経
っ
て
も
、
海

外
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
30
％
く
ら
い
ま

で
し
か
回
復
し
て
い
な
い
計
算
と
な
る
。

　こ
れ
に
対
し
、
訪
日
客
数
（
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
）の
回
復
は
著
し
い
。
訪
日
客
は
、
日
本

人
の
帰
国
に
遅
延
し
て
2
0
2
2
年
10
月

よ
り
制
限
緩
和
と
な
っ
た
が
、
そ
の
4
ヶ
月

後
の
2
0
2
3
年
1
月
に
は
1
5
0
万
人
に

達
し
た
。
こ
れ
は
、
2
0
1
9
／
2
0
2
0

年
1
月
水
準
の
2
7
0
万
人
に
対
し
て

56
％
水
準
と
な
る
。
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
回

復
率
と
は
、ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
に
近
い
状
態
だ
。

　実
際
、
特
集
3
で
実
施
し
た
航
空
会
社

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
需
要
が
戻
ら
な
い
た
め
に
、
座
席
の

多
く
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
（
ま
た
は
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
需
要
）
に
占
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
、
日
本
か
ら
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、

す
な
わ
ち
海
外
旅
行
は
戻
ら
な
い
の
か
。

　こ
の
理
由
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
読
み
解
こ
う
と
い
う
の
が
、
本
特
集

の
目
的
で
あ
る
。

調
査
分
析
の
切
り
口

　調
査
分
析
に
入
る
前
に
、
今
回
の
分
析

を
貫
く
「
仮
説
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き

た
い
。

　特
集
1
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
人
の

海
外
旅
行
は
、
60
年
程
度
の
歴
史
を
持
つ
。

た
だ
、
そ
の
市
場
は
、
右
肩
上
が
り
に
大
き

く
伸
長
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

2
0
1
9
年
に
2
0
0
0
万
人
に
達
し
た
と

は
い
え
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
1
7
0
0

万
人
レ
ベ
ル
を
上
下
す
る
一
種
の
飽
和
状
態

に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
場
の
構
成
者
が
新

規
参
入
者
で
は
な
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
主
体
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
数
は
横
ば
い
か
ら
減
少

傾
向
に
あ
り
、取
得
率
も
低
下
傾
向
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
海
外
旅
行
は
、
構
成
員
が
限
定
さ

れ
た
市
場
構
造
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　な
ぜ
、
そ
う
な
っ
て
い
た
の
か
。

　観
光
と
い
う
活
動
は
経
験
財
の
一
種
で

あ
り
、
自
身
で
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
そ

の
面
白
さ
、
楽
し
さ
が
理
解
で
き
る
と
い

う
側
面
を
持
つ
。
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活

動
は
、
そ
れ
が
自
身
に
と
っ
て
ど
う
い
う

価
値
を
持
つ
も
の
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い

た
め
、
適
切
な
評
価
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
日
本
の
海
外
旅
行
の
歴
史
を
た

ど
れ
ば
、
高
度
経
済
成
長
期
や
バ
ブ
ル
期

な
ど
、
経
済
が
強
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
市
場

規
模
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
身

の
所
得
が
上
が
り
、
社
会
的
な
機
運
も
高

ま
る
と
い
う
当
時
の
雰
囲
気
が
、「
海
外

旅
行
」
と
い
う
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
く
し
て
い
た
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
、
我
が
国
の
海
外

観
光
旅
行
市
場
が
持
っ
て
い
る
約
60
年
と

い
う
歴
史
は
、
親
か
ら
子
、
孫
へ
と
2
世

代
を
超
え
る
時
間
軸
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
者
で
あ
る

「
親
」
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海

外
旅
行
経
験
を
積
ん
で
き
た
市
場
が
存
在

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
そ
う
し
た
機
会
に
恵
ま
れ
ず

に
大
人
に
な
っ
た
人
々
が
、
い
き
な
り
海

外
旅
行
を
行
う
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
し
か

海
外
観
光
旅
行

に
対
す
る

実
践
者
の
意
識

市
場
復
活
に
向
け
て
の
鍵
を

「
実
践
者
」の
意
識
と
行
動
の

現
状
か
ら
探
る

4
海外旅行に対する実践者の意識4
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図 2 コロナ渦中の国内観光旅行実施頻度の分布
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益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

山
田
雄
一

る
に
つ
れ
て
「
ま
だ
具
体
的
に
検
討
は
し
て

い
な
い
」
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ

は
従
前
の
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
か
ら
、

海
外
観
光
旅
行
へ
の
関
心
は
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
高
い
も
の
の
、
年
長
者
ほ
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
旅
行
か
ら
離
れ
た
こ
と
の
影

響
が
出
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

年
収
と
の
関
係

　も
う
1
つ
、
世
帯
年
収
と
の
関
係
を
見

て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
年
3
回

以
上
の
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
の
は
、
世
帯

年
収
5
0
0
万
円
未
満
で
は
33
％
、
5
0
0

〜
1
5
0
0
万
円
未
満
は
40
％
と
な
っ
た

の
に
対
し
、
1
5
0
0
万
円
以
上
世
帯
で
は

61
％
と
群
を
抜
い
た
実
施
率
と
な
っ
た
。

　一
般
に
世
帯
年
収
が
5
0
0
万
円
を
割

り
込
む
と
、
国
内
で
あ
っ
て
も
旅
行
実
施

率
が
大
き
く
減
少
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
、
こ
の
調
査
対
象
者
に
お
い
て
も

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
世
帯
年
収
と
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
未
満
と
以
上

で
大
き
く
意
向
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　こ
の
分
析
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、

5
0
0
万
円
未
満
を
含
め
世
帯
年
収

1
5
0
0
万
円
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
傾
向
が
変

わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
世
帯
年
収
5
0
0
万
円
は
国
内
旅
行
の

実
施
率
を
左
右
す
る
水
準
で
あ
り
、
実
際
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
で
も
、
そ
の
傾
向

が
確
認
さ
れ
た
が
海
外
観
光
旅
行
に
つ
い
て

い
え
ば
、
年
収
が
2
〜
3
倍
の
世
帯
と
同
水

準
で
海
外
観
光
旅
行
の
再
開
意
欲
を
持
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
済
的
な
負
担
以
上
に
、

海
外
観
光
旅
行
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
お
り
、

家
計
の
や
り
く
り
を
し
て
で
も
旅
行
し
た
い

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
、
海

外
観
光
旅
行
の
経
験
値
を
積
み
上
げ
て
き

た
人
々
だ
か
ら
こ
そ
の
思
い
だ
と
い
え
る
。

　さ
ら
に
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
だ
け
で
な

く
、
今
後
の
海
外
観
光
旅
行
に
対
す
る
実
施

意
欲
も
群
を
抜
い
た
水
準
に
あ
る
。
こ
の
年

収
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、財
力
に
よ
っ
て「
自
由
」

に
自
身
の
嗜
好
を
展
開
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
特
殊
要
素
も
薄
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
。
緊
急
事
態
宣

言
中
を
除
け
ば
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
費
用

さ
え
出
せ
ば
、
個
室
で

の
食
事
や
、
露
天
風
呂

付
き
客
室
な
ど
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
従
前

と
変
わ
ら
な
い
旅
行
が

実
現
で
き
た
わ
け
で
、

お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た

旅
行
を
行
っ
て
き
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

市
場
復
活
を

阻
む
理
由

　以
上
の
分
析
か
ら

わ
か
る
こ
と
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
に
は
海
外
観

光
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
た
に
も
か
か
わ
ら

コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻

度
が
高
い
人
ほ
ど
海
外
観

光
旅
行
へ
の
意
欲
も
高
い

　こ
の
結
果
は
、
海
外
旅
行
市
場
を
支
え

て
き
た
多
く
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
旅
行
意
欲
を
減
退
さ
せ
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻
度

と
、
今
後
1
〜
2
年
で
の
海
外
観
光
旅
行
へ

の
意
欲
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
よ
り
多
く
国
内
観
光
旅
行
を

行
っ
て
い
た
人
ほ
ど
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

意
欲
が
高
く
、
行
動
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

年
に
3
回
以
上
の
国
内
観
光
旅
行
に
出
か

け
て
い
た
人
々
に
お
い
て
は
、
半
数
以
上
が

「
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
予

定
・
検
討
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、

そ
の
意
欲
・
行
動
が
群
を
抜
い
て
い
る
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
旅
行
を

し
な
か
っ
た
人
々
や
、
し
て
も
2
年
に
1

回
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
人
々
は
、
海
外
旅

行
に
対
す
る
意
欲
も
低
く
、
具
体
的
な
計

画
が
あ
る
人
々
は
10
％
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
恒
常
的
に
多
く

の
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
人
で
あ
っ

て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
旅
行
を
控
え
た

人
々
は
、
海
外
旅
行
に
対
す
る
意
欲
も
減

退
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
観
光
旅
行
の

実
施
頻
度
は
ど
う
い
っ
た
要
素
が
影
響
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
特
有
の
問
題
と
し
て
年
齢
と
、
旅
行
活

動
全
般
に
対
す
る
影
響
要
素
と
し
て
収
入

の
2
つ
の
側
面
か
ら
検
証
を
行
っ
て
み
る
。

　ま
ず
、
年
齢
と
の
関
係
で
見
る
と
、
20

〜
49
歳
は
、
年
に
3
回
以
上
の
比
率
は
変

わ
ら
な
い
が
、
50
代
に
な
る
と
大
き
く
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
観

光
旅
行
を
し
な
か
っ
た
比
率
は
、
加
齢
と

共
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
年
齢
が
強
く
旅
行
実
施

頻
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
年
齢
別
に
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
を
見
て
み
る
と
、「
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
」
比
率
は
、
ど
の
年
代

で
も
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
年
齢
が
上
が

こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
海

外
旅
行
に
行
き
た
い
！
」
と
い
う
欲
求
が

あ
れ
ば
、旅
行
費
用
上
昇
へ
の
対
応
は
様
々

に
取
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　も
う
1
つ
、
海
外
観
光
旅
行
再
開
を
阻

む
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
で
あ
る
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
は
2
年
余
り
続
く
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
間
に
就
職
や
進
学
、
結
婚
、

出
産
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生

し
た
人
々
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
を

大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

海
外
観
光
旅
行
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

が
発
生
し
た
人
と
し
な
か
っ
た
人
で
、
海
外

観
光
旅
行
の
実
施
意
向（
具
体
的
に
検
討
・

予
定
し
て
い
る
）の
比
率
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
の
ほ

う
が
、
実
施
意
向
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
最
も
比
率
が
高
か
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
は
進
学
し
た
、
子
ど
も
が
結
婚
し
た
、
親

元
か
ら
独
立
し
た
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
は
、

し
な
か
っ
た
人
よ
り
も
3
倍
の
確
率
で
海
外

観
光
旅
行
を「
具
体
的
に
検
討
予
定
す
る
」よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
注
目
し
た
い
の
は
、「
ロ
ー

ン
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
」「
ペ
ッ
ト

の
世
話
に
手
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
一
見
、
旅
行
実
施
を
阻
害
す
る

よ
う
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
欲
が
高
ま
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　ま
た
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
が
中
心
に
な
っ
た
」

「
退
職
や
転
職
、
転
籍
な
ど
で
収
入
が
減
少

し
た
」「
妊
娠
や
出
産
を
経
験
し
た
」「
子
ど

も
が
就
学
／
進
学
し
た
」「
子
ど
も
が
受
験

期
を
迎
え
た
」「
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
体

調
を
崩
し
た
／
病
気
に
な
っ
た
」「
親
族
が

要
介
護
状
態
と
な
っ
た
」に
つ
い
て
は
、
統

計
上
、
有
意
な
差
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　一
方
で
、
今
回
の
調
査
で
は
有
意
に
意

欲
を
低
下
さ
せ
る
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

　こ
れ
は
、
全
体
と
し
て
生
活
に
変
化（
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
発
生
）
が
あ
っ
た
人
の
ほ

う
が
旅
行
意
欲
は
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
分
析
結
果
か
ら
言
え
る
の
は
、

海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
な
い
理
由
は
、
経

済
的
な
要
因
で
も
、
何
か
し
ら
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
で
も
な
く
、
情
熱
の
喪
失
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
し
て
も
、
ま
た
、
航
空
料
金
や
宿
泊

費
を
含
む
イ
ン
フ
レ
、
円
安
が
解
消
さ
れ

た
と
し
て
も
、
自
動
的
に
海
外
観
光
旅
行

が
復
元
さ
れ
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

海
外
観
光
旅
行
市
場
の

復
活
に
向
け
て

　こ
こ
で
、
改
め
て
市
場
構
造
を
整
理
し

て
お
こ
う
。

　ま
ず
、
海
外
観
光
旅
行
の
市
場
は
、
新

ず
、
現
在
で
は
、
特
に
行
き
た
い
と
は
思
っ

て
い
な
い
人
々
が
一
定
数
（
本
調
査
で
は
3

割
）
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
年
齢
に
よ
る
差

は
小
さ
く
、
旅
行
意
欲
が
群
を
抜
い
て
い

る
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上
で
も
約

2
割
存
在
し
て
い
る
。
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の

特
性
上
、
こ
の
比
率
が
必
ず
し
も
市
中
の

そ
れ
と
合
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
海

外
旅
行
市
場
の
戻
り
が
鈍
い
の
は
、
こ
う

し
た
再
開
意
欲
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
一

定
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、
再
開
意
欲
を
示
し
て
い
な
い

人
々
に
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。

　興
味
深
い
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅

行
の
実
施
頻
度
に
よ
っ
て
、
海
外
観
光
旅
行

を
検
討
し
な
い
理
由
が
違
う
こ
と
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
中
に
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

い
た
層
（
年
に
1
回
以
上
）に
お
い
て
は「
国

内
旅
行
が
楽
し
い
か
ら
」
が
ト
ッ
プ
と
な

り
、「
特
に
行
き
た
い
国
・
地
域
が
特
に
な

い
」「
海
外
旅
行
へ
の
興
味
が
薄
れ
た
か
ら
」

「
他
の
趣
味
が
楽
し
く
な
っ
た
か
ら
」
が
、

年
に
1
回
未
満
の
層
に
比
し
て
高
く
な
っ

て
い
る
。

　一
方
、
年
に
1
回
未
満
の
層
で
は
「
旅
行

先
の
物
価
が
高
い
か
ら
」が
ト
ッ
プ
で
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
旅
行

の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク
」が
相
対
的
に
高
い
。

　こ
の
結
果
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
旅
行
を
多
く
実
施
し
て
い
た
層
の

「
一
部
」
は
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て
、
海

外
旅
行
「
あ
り
き
」
か
ら
、
国
内
旅
行
を

主
軸
に
お
い
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
転

化
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
他

方
、
さ
ほ
ど
国
内
旅
行
を
行
わ
な
か
っ
た

層
に
お
い
て
は
、
費
用
負
担
を
理
由
に
、

海
外
観
光
旅
行
も
余
暇
活
動
の
選
択
肢
か

ら
外
し
て
き
て
い
る
と
分
析
で
き
る
。
た

だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
世
帯
年
収

5
0
0
万
円
未
満
で
も
、
よ
り
年
収
が
多

い
世
帯
と
変
わ
ら
な
い
意
欲
を
示
し
て
い

る
人
々
は
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
0
年
秋

以
降
は
、
国
内
旅
行
は
実
施
可
能
で
あ
り
、

か
つ
、
多
く
の
割
引
制
度
も
展
開
さ
れ
て

お
り
、
経
済
的
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て

い
た
。
そ
の
中
で
も
、
国
内
旅
行
を
実
施

せ
ず
、
海
外
観
光
旅
行
に
も
関
心
を
示
さ

な
い
と
い
う
の
は
、
経
済
的
要
因
以
前
の

問
題
と
し
て
、
旅
行
そ
の
も
の
に
対
す
る

情
熱
が
減
退
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
適
切

だ
ろ
う
。

　実
際
、
海
外
観
光
旅
行
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
層
に
、
イ
ン
フ
レ
や
円
安
な
ど

に
伴
う
旅
行
費
用
上
昇
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
特
に
影
響
は
な
い
」
は
検
討
／
未
検

討
層
問
わ
ず
10
％
程
度
に
留
ま
っ
た
。
検
討

中
の
人
だ
け
で
な
く
、未
検
討
の
人
も
含
め
、

費
用
は
再
開
意
欲
を
妨
げ
る
ハ
ー
ド
ル
と
は

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　た
だ
、
こ
れ
は
価
格
上
昇
を
許
容
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
価
格
上
昇
へ
の
対

抗
策
を
い
ろ
い
ろ
と
講
じ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
設
問
の
中
で
最
も
高
率
と
な
っ
た
対

策
は
「
安
い
時
期
に
行
く
」
で
あ
っ
た
。

　旅
行
意
欲
を
検
討
層
と
未
検
討
層
で
比

較
し
て
み
る
と
、
全
体
的
に
検
討
層
が
大

き
く
未
検
討
層
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
検
討
層
の
方
が
、
よ
り
具
体
的

に
旅
行
を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
対
策
も

具
体
的
で
多
彩
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

は
な
く
、
海
外
旅
行
に
向
か
っ
た
人
々
が

「
検
討
層
」
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　言
い
方
を
変
え
る
と
、
未
検
討
の
人
々

は
リ
ベ
ン
ジ
消
費
の
意
欲
が
相
対
的
に
低

い
。
で
は
、
未
検
討
の
人
々
を
検
討
層
へ
と

変
え
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
と
思
う
の
が
、
旅

行
先
を
ど
の
よ
う
な
理
由
で
選
ん
で
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旅
行
先
の
選
択

の
理
由
を
尋
ね
て
み
る
と
「
行
き
た
い
観
光

地
や
観
光
施
設
が
あ
る
か
ら
」
が
、
検
討
／

未
検
討
に
か
か
わ
ら
ず
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
検
討
層
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
前
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
」

が
準
じ
て
お
り
、「
イ
ベ
ン
ト
や
現
地
で
具

体
的
な
予
定
が
あ
る
か
ら
」
や
「
泊
ま
り
た

い
宿
泊
施
設
が
あ
る
か
ら
」
も
、
未
検
討
層

に
対
し
て
高
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

検
討
層
は
未
検
討
層
に
比
し
て
、
具
体
的

に
訪
れ
る
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
詳

細
な
情
報
と
、
強
い
来
訪
意
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
未
検
討
層
は
、
漠
然
と「
海
外
行

き
た
い
な
ぁ
」と
思
う
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、

検
討
層
の
よ
う
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
と

い
っ
た
旅
行
プ
ラ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
こ

ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
長
期
的
な
市
場
形
成

に
繋
が
る
「
今
」

　こ
れ
ま
で
、
海
外
観
光
旅
行
市
場
の
立

ち
上
が
り
が
鈍
い
理
由
と
し
て
、
旅
行
費

用
の
高
騰
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
討
層
／
未
検
討

層
の
人
々
は
、
価
格
高
騰
の
中
で
も
、
何

か
し
ら
の
対
策
を
取
っ
て
い
こ
う
と
い
う

意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
需
要
供
給
曲
線
を
持
ち
出
す
ま

で
も
な
く
、
価
格
は
、
需
要
発
生
量
に
強

く
影
響
す
る
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
が
、
海
外
観
光
旅
行
は
、
も
と
も

と
費
用
も
時
間
も
か
か
る
活
動
で
あ
り
、

価
格
だ
け
で
選
好
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
成
立
し
得
な
い
。

　そ
れ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
大
き
く
伸
長

し
な
い
代
わ
り
に
右
肩
下
が
り
で
も
な
い

と
い
う
安
定
的
な
市
場
と
な
っ
て
い
た
の

は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
親
が
子
や
孫

を
伴
い
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
き
た
こ
と

で
、
若
い
世
代
の
心
の
中
に
も
、
そ
の
楽
し

さ
が
経
験
財
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
か

ら
だ
ろ
う
。
図
5
に
お
い
て
、
海
外
旅
行
市

場
が
急
拡
大
し
た
1
9
8
0
年
代
か
ら
90

年
代
初
め
に
「
大
人
」
だ
っ
た
世
代
を
親
に

持
つ
20
〜
39
歳
が
、
特
に
具
体
的
な
実
施

意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
証
左
と

い
え
る
。

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
海
外
観
光
旅
行
市

場
の
復
活
に
向
け
、
今
回
の
調
査
結
果
か

ら
い
え
る
こ
と
は
3
点
。

　ま
ず
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海
外
旅
行

経
験
を
持
つ
若
手
（
20
〜
39
歳
）
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
。
2
つ
目
は
、
彼
ら

が
関
心
を
持
つ
よ
う
な
旅
行
先
を
選
択

し
、
集
中
的
に
そ
の
魅
力
や
現
地
で
の
経

験
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
具

体
的
に
伝
え
「
や
っ
ぱ
り
、
海
外
は
良
い

な
ぁ
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
。

　3
つ
目
は
、「
い
つ
か
」
で
は
な
く
「
今
、

行
か
な
き
ゃ
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

け
を
行
う
こ
と
。

　例
え
ば
、
着
地
の
D
M
O
と
協
働
し
て
、

若
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
展
開
し
た
り
、
特
定
期
間
に
旅
行
申

し
込
み
を
す
る
こ
と
で
何
か
し
ら
の
特
典

（
客
室
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
や
割
引
、
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）
を
得
ら
れ
た
り
な
ど

の
取
り
組
み
が
検
討
で
き
る
。
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
発
生
と
の
繋
が
り
が
大
き
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、「
初
め
て
の
子
連
れ
で
海

外
」
と
か
「（
子
ど
も
の
独
立
に
よ
る
）
久

し
ぶ
り
の
夫
婦
だ
け
の
旅
行
」
な
ど
イ
ベ

ン
ト
に
寄
り
添
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
も

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
重
要
な
こ
と
は「
行

く
気
満
々
」の
人

（々
検
討
層
）で
は
な
く
、

意
欲
は
あ
る
け
ど
行
動
に
移
し
て
い
な
い

未
検
討
層
の
意
欲
に
火
を
つ
け
る
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
、
未
検
討
層
は
、
自
ら
積
極

的
な
検
索
を
し
な
い
た
め
、
プ
ル
型
の
情

報
発
信
で
は
届
か
な
い
。
彼
ら
に
届
け
る

た
め
に
は
、
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信
を

行
い
、
そ
れ
な
り
の
パ
ワ
ー
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　こ
れ
は
容
易
で
は
な
い
が
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
取
り
組
む
べ
き
理
由
も
大
き
い
。

　こ
の
ま
ま
国
内
旅
行
や
他
の
余
暇
活
動

に
需
要
が
シ
フ
ト
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

短
期
的
な
市
場
落
ち
込
み
に
留
ま
ら
ず
、

今
後
、
何
十
年
と
い
う
時
間
軸
で
市
場
形

成
を
危
う
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
ま
ま
海
外
観
光
旅
行
の
断
絶
が
続
い

て
し
ま
う
と
、
半
世
紀
以
上
に
渡
っ
て
繋

が
っ
て
き
た
経
験
値
が
断
絶
し
、
市
場
の

再
生
産
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
需
要
の
回
復
は
、

で
き
る
だ
け
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
個
々
の
事
業
者
や
地
域
が
別
個

で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
様
々
な
関
係

者
が
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
。

規
市
場
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
旅

行
を
楽
し
ん
で
い
た
人
々
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
「
も
う
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
人
々
（
検
討
層
）」「
行
き
た
い
が
、

ま
だ
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
（
未
検

討
層
）」、
そ
し
て
「
わ
か
ら
な
い
。
考
え
て

い
な
い（
離
脱
層
）」の
3
つ
に
区
分
で
き
る
。

　こ
の
離
脱
層
は
、
コ
ロ
ナ
渦
中
で
の
旅

行
経
験
も
低
め
で
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

興
味
関
心
も
薄
く
な
っ
て
い
る
。
海
外
観

光
旅
行
の
経
験
値
は
あ
る
の
で
、
潜
在
的

な
市
場
で
は
あ
る
が
、
早
期
の
復
活
は
検

討
し
に
く
い
。
有
効
な
対
策
は
、
検
討
中

の
人
々
の
海
外
観
光
旅
行
を
確
実
に
再
開

さ
せ
、
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
未
検

討
の
人
々
が
具
体
的
に
検
討
し
始
め
る
よ

う
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、「
海
外
観
光
旅
行
を
再
開
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
々
」
の
再
開
理
由

に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
検
討
層

（
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）
で

の
ト
ッ
プ
は「
海
外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」。

未
検
討
層
で
は
「
行
き
た
い
国
・
地
域
が

あ
る
か
ら
」
と
な
っ
た
。
以
下
、「
海
外
で

体
験
し
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
」「
リ
ラ
ッ

ク
ス
や
癒
や
し
を
得
た
い
か
ら
」
が
続
く
。

　こ
れ
ら
の
結
果
は
、
検
討
／
未
検
討
に
か

か
わ
ら
ず
、
海
外
旅
行
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

る
経
験
が
旅
行
実
施
の
フ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。理
屈
で
は
な
く「
海

外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」と
言
え
る
人
々
が
、

同
市
場
の
核
と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
し
て
お
き
た
い
。

未
検
討
層
に
比
し
て
検
討
層
に
お
い
て
大

き
な
理
由
と
な
っ
た
の
は
、
外
出
自
粛
な

ど
に
よ
り
溜
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
発
散
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
た
自
分
や
家
族
へ

の
お
祝
い
、
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
予
算

が
増
え
そ
う
だ
か
ら
の
3
項
目
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ベ
ン
ジ
消
費
」

と
重
な
る
動
機
で
あ
る
が
、
リ
ベ
ン
ジ
の

対
象
が
国
内
旅
行
や
自
動
車
購
入
な
ど
で

も
、
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の

断
絶
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
規
顧
客
が
大
挙
し
て
押

し
寄
せ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
既
に
海
外

旅
行
の
楽
し
さ
を
知
り
、
楽
し
ん
で
い
た

人
々
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
市
場
回
復
の

必
須
要
件
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
も
海
外
旅
行
市
場

が
戻
っ
て
こ
な
い
の
は
、
そ
の
「
一
部
の

人
々
」
が
、
市
場
に
戻
っ
て
き
て
い
な
い

か
ら
だ
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
従
前
の
海
外

旅
行
市
場
を
支
え
て
い
た
人
々
に
対
す
る

意
識
調
査
を
基
に
考
察
を
行
う
。
具
体
的

に
は
、
2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に

3
回
以
上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を

行
っ
た
人
々
を
調
査
対
象
と
し
た
。

　調
査
の
概
要
：
2
0
2
3
年
3
月
実
施
。

2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に
3
回
以

上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を
行
っ
た

人
々
。
20
〜
60
歳
未
満
（
年
齢
は
均
等
割

り
付
け
）。
サ
ン
プ
ル
数
5
2
9
。

海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
る
こ
と
の

検
証

　ま
ず
は
、
今
回
の
調
査
分
析
の
基
本
と
な

る
「
海
外
観
光
旅
行
は
経
験
財
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
証
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
過
去
の
経
験
、
特
に「
子
ど
も

の
時
か
ら
海
外
旅
行
を
経
験
し
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
が
海
外
観
光
旅
行
へ
意
欲
に
大
き

く
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

だ
。

　そ
こ
で
、
子
ど
も
時
代
の
旅
行
経
験
と
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
向
（
海
外
観
光

旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
な
お

か
つ
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）

と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

明
確
な
相
関
が
確
認
で
き
た
。

　こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
り
、
過
去
の
市
場
が
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
市
場
を
形
成
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

高
い
旅
行
実
施

　次
に
、
調
査
対
象
の
人
々
の
コ
ロ
ナ
渦

中
で
の
旅
行
活
動
に
つ
い
て
整
理
を
し
て

お
き
た
い
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
よ

り
も
距
離
が
長
く
、
一
般
論
と
し
て
時
間

も
費
用
も
多
く
か
か
る
。
今
回
の
調
査
対

象
の
人
々
は
、
そ
う
し
た
実
践
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
活
動
を
多
く
実
施
し
て
い
た
人
々

で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
彼
ら
は
、

自
身
の
旅
行
に
対
す
る
欲
求
を
ど
の
よ
う

に
満
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　彼
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
中
の
国
内
観
光
旅

行
頻
度
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

39
％
が
「
年
に
3
回
以
上
」、
37
％
が
「
年

に
1
〜
2
回
」
の
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

お
り
、
国
内
観
光
旅
行
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
人
々
は
16
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　こ
の
間
、
国
内
市
場
は
、
G
o 

T
o
ト

ラ
ベ
ル
や
旅
行
支
援
な
ど
需
要
喚
起
策
が

展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
2
0
1
9
年
対
比

で
、2
0
2
1
年
9
月
頃
ま
で
は
金
額
ベ
ー

ス
で
半
額
以
下
、
そ
の
後
も
、⅔
程
度
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ

る
。　も

と
も
と
、
国
内
観
光
旅
行
を
年
に
3

回
以
上
実
施
す
る
人
々
は
、
日
本
人
の
3

割
に
と
ど
ま
り
、
彼
ら
だ
け
で
国
内
観
光

旅
行
市
場
の
8
割
を
占
め
る
。
い
か
に
、

今
回
の
調
査
対
象
が
「
旅
行
」
の
中
核
を

占
め
る
存
在
な
の
か
が
わ
か
る
。

　2
0
2
0
年
春
か
ら
顕
在
化
し
た

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策

と
し
て
、
日
本
政
府
は
人
々
の
移
動
、
特
に
国

際
的
な
移
動
を
大
き
く
制
限
す
る
よ
う
に
な

り
、
事
実
上
、
海
外
観
光
旅
行
は「
実
施
し
た

く
て
も
実
施
で
き
な
い
」活
動
と
な
っ
た
。

　そ
れ
か
ら
2
年
。
2
0
2
2
年
春
か
ら
、

日
本
人
の
海
外
旅
行（
日
本
へ
の
再
入
国
）

の
制
限
は
、
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

統
計
上
、
出
国
者
数（
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
）の

戻
り
は
鈍
く
、
2
0
2
3
年
1
月
に
至
っ
て

も
44
万
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
／
2
0
2
0
年
の
1
月
は
1
4
0

万
人
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
制

限
緩
和
か
ら
9
ヶ
月
あ
ま
り
経
っ
て
も
、
海

外
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
30
％
く
ら
い
ま

で
し
か
回
復
し
て
い
な
い
計
算
と
な
る
。

　こ
れ
に
対
し
、
訪
日
客
数
（
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
）の
回
復
は
著
し
い
。
訪
日
客
は
、
日
本

人
の
帰
国
に
遅
延
し
て
2
0
2
2
年
10
月

よ
り
制
限
緩
和
と
な
っ
た
が
、
そ
の
4
ヶ
月

後
の
2
0
2
3
年
1
月
に
は
1
5
0
万
人
に

達
し
た
。
こ
れ
は
、
2
0
1
9
／
2
0
2
0

年
1
月
水
準
の
2
7
0
万
人
に
対
し
て

56
％
水
準
と
な
る
。
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
回

復
率
と
は
、ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
に
近
い
状
態
だ
。

　実
際
、
特
集
3
で
実
施
し
た
航
空
会
社

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
需
要
が
戻
ら
な
い
た
め
に
、
座
席
の

多
く
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
（
ま
た
は
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
需
要
）
に
占
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
、
日
本
か
ら
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、

す
な
わ
ち
海
外
旅
行
は
戻
ら
な
い
の
か
。

　こ
の
理
由
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
読
み
解
こ
う
と
い
う
の
が
、
本
特
集

の
目
的
で
あ
る
。

調
査
分
析
の
切
り
口

　調
査
分
析
に
入
る
前
に
、
今
回
の
分
析

を
貫
く
「
仮
説
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き

た
い
。

　特
集
1
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
人
の

海
外
旅
行
は
、
60
年
程
度
の
歴
史
を
持
つ
。

た
だ
、
そ
の
市
場
は
、
右
肩
上
が
り
に
大
き

く
伸
長
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

2
0
1
9
年
に
2
0
0
0
万
人
に
達
し
た
と

は
い
え
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
1
7
0
0

万
人
レ
ベ
ル
を
上
下
す
る
一
種
の
飽
和
状
態

に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
場
の
構
成
者
が
新

規
参
入
者
で
は
な
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
主
体
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
数
は
横
ば
い
か
ら
減
少

傾
向
に
あ
り
、取
得
率
も
低
下
傾
向
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
海
外
旅
行
は
、
構
成
員
が
限
定
さ

れ
た
市
場
構
造
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　な
ぜ
、
そ
う
な
っ
て
い
た
の
か
。

　観
光
と
い
う
活
動
は
経
験
財
の
一
種
で

あ
り
、
自
身
で
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
そ

の
面
白
さ
、
楽
し
さ
が
理
解
で
き
る
と
い

う
側
面
を
持
つ
。
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活

動
は
、
そ
れ
が
自
身
に
と
っ
て
ど
う
い
う

価
値
を
持
つ
も
の
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い

た
め
、
適
切
な
評
価
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
日
本
の
海
外
旅
行
の
歴
史
を
た

ど
れ
ば
、
高
度
経
済
成
長
期
や
バ
ブ
ル
期

な
ど
、
経
済
が
強
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
市
場

規
模
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
身

の
所
得
が
上
が
り
、
社
会
的
な
機
運
も
高

ま
る
と
い
う
当
時
の
雰
囲
気
が
、「
海
外

旅
行
」
と
い
う
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
く
し
て
い
た
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
、
我
が
国
の
海
外

観
光
旅
行
市
場
が
持
っ
て
い
る
約
60
年
と

い
う
歴
史
は
、
親
か
ら
子
、
孫
へ
と
2
世

代
を
超
え
る
時
間
軸
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
者
で
あ
る

「
親
」
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海

外
旅
行
経
験
を
積
ん
で
き
た
市
場
が
存
在

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
そ
う
し
た
機
会
に
恵
ま
れ
ず

に
大
人
に
な
っ
た
人
々
が
、
い
き
な
り
海

外
旅
行
を
行
う
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
し
か

海
外
観
光
旅
行

に
対
す
る

実
践
者
の
意
識

市
場
復
活
に
向
け
て
の
鍵
を

「
実
践
者
」の
意
識
と
行
動
の

現
状
か
ら
探
る

4
海外観光旅行に対する実践者の意識4
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図 3 コロナ禍での国内観光旅行実施頻度別・海外観光旅行意欲

年に3回以上

年に1～2回

2年に1回

観光旅行は
しなかった

全体

56.7% 26.1% 17.2%

25.1% 44.0% 30.8%

7.7% 33.3% 58.9%

9.8% 40.2% 50.0%

33.8% 35.5% 30.7%

行きたいと思っており、
具体的に予定・検討している わからない／行かない行きたいと思っているが、

まだ具体的に検討はしていない
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図 4 年齢別・コロナ禍中の国内観光旅行実施頻度
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42.6% 6.2% 7.8%

29.8%

35.4%

31.3%

5.4%

10.7%

16.2%

28.2%

年に3回以上 年に1～2回 2年に1回 観光旅行はしなかった
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図 5 年齢別・コロナ禍中の海外観光旅行の実施意向
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30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳
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27.1%

45.8%

32.3%

29.6%

32.5%

28.2%

行きたいと思っており、
具体的に予定・検討している

行きたいと思っているが、
まだ具体的に検討はしていない わからない／行かない
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図 6 世帯年収別・海外観光旅行の実施意向
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58.3% 19.4% 22.2%

行きたいと思っており、
具体的に予定・検討している

行きたいと思っているが、
まだ具体的に検討はしていない わからない／行かない
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図 7 コロナ禍での国内旅行実施頻度別・海外観光旅行を検討しない理由

国内旅行が楽しいから

旅行先の物価が高いから

特に行きたい国・地域が
特にないから

旅行先の感染状況や
衛生面に不安があるから
心理的に、海外旅行をする

気分になれないから
新型コロナウイルス感染症による

旅行のキャンセルリスクを
背負いたくないから

海外旅行への興味が薄れたから
ツアー価格や航空運賃がこれまで
（コロナ禍前の2019年以前）

に比べ値上がりしたから

他の趣味が楽しくなったから
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※四捨五入の関係で合計が100%にならない図があります

る
に
つ
れ
て
「
ま
だ
具
体
的
に
検
討
は
し
て

い
な
い
」
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ

は
従
前
の
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
か
ら
、

海
外
観
光
旅
行
へ
の
関
心
は
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
高
い
も
の
の
、
年
長
者
ほ
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
旅
行
か
ら
離
れ
た
こ
と
の
影

響
が
出
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

年
収
と
の
関
係

　も
う
1
つ
、
世
帯
年
収
と
の
関
係
を
見

て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
年
3
回

以
上
の
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
の
は
、
世
帯

年
収
5
0
0
万
円
未
満
で
は
33
％
、
5
0
0

〜
1
5
0
0
万
円
未
満
は
40
％
と
な
っ
た

の
に
対
し
、
1
5
0
0
万
円
以
上
世
帯
で
は

61
％
と
群
を
抜
い
た
実
施
率
と
な
っ
た
。

　一
般
に
世
帯
年
収
が
5
0
0
万
円
を
割

り
込
む
と
、
国
内
で
あ
っ
て
も
旅
行
実
施

率
が
大
き
く
減
少
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
、
こ
の
調
査
対
象
者
に
お
い
て
も

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
世
帯
年
収
と
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
未
満
と
以
上

で
大
き
く
意
向
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　こ
の
分
析
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、

5
0
0
万
円
未
満
を
含
め
世
帯
年
収

1
5
0
0
万
円
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
傾
向
が
変

わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
世
帯
年
収
5
0
0
万
円
は
国
内
旅
行
の

実
施
率
を
左
右
す
る
水
準
で
あ
り
、
実
際
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
で
も
、
そ
の
傾
向

が
確
認
さ
れ
た
が
海
外
観
光
旅
行
に
つ
い
て

い
え
ば
、
年
収
が
2
〜
3
倍
の
世
帯
と
同
水

準
で
海
外
観
光
旅
行
の
再
開
意
欲
を
持
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
済
的
な
負
担
以
上
に
、

海
外
観
光
旅
行
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
お
り
、

家
計
の
や
り
く
り
を
し
て
で
も
旅
行
し
た
い

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
、
海

外
観
光
旅
行
の
経
験
値
を
積
み
上
げ
て
き

た
人
々
だ
か
ら
こ
そ
の
思
い
だ
と
い
え
る
。

　さ
ら
に
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
だ
け
で
な

く
、
今
後
の
海
外
観
光
旅
行
に
対
す
る
実
施

意
欲
も
群
を
抜
い
た
水
準
に
あ
る
。
こ
の
年

収
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、財
力
に
よ
っ
て「
自
由
」

に
自
身
の
嗜
好
を
展
開
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
特
殊
要
素
も
薄
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
。
緊
急
事
態
宣

言
中
を
除
け
ば
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
費
用

さ
え
出
せ
ば
、
個
室
で

の
食
事
や
、
露
天
風
呂

付
き
客
室
な
ど
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
従
前

と
変
わ
ら
な
い
旅
行
が

実
現
で
き
た
わ
け
で
、

お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た

旅
行
を
行
っ
て
き
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

市
場
復
活
を

阻
む
理
由

　以
上
の
分
析
か
ら

わ
か
る
こ
と
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
に
は
海
外
観

光
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
た
に
も
か
か
わ
ら

コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻

度
が
高
い
人
ほ
ど
海
外
観

光
旅
行
へ
の
意
欲
も
高
い

　こ
の
結
果
は
、
海
外
旅
行
市
場
を
支
え

て
き
た
多
く
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
旅
行
意
欲
を
減
退
さ
せ
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻
度

と
、
今
後
1
〜
2
年
で
の
海
外
観
光
旅
行
へ

の
意
欲
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
よ
り
多
く
国
内
観
光
旅
行
を

行
っ
て
い
た
人
ほ
ど
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

意
欲
が
高
く
、
行
動
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

年
に
3
回
以
上
の
国
内
観
光
旅
行
に
出
か

け
て
い
た
人
々
に
お
い
て
は
、
半
数
以
上
が

「
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
予

定
・
検
討
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、

そ
の
意
欲
・
行
動
が
群
を
抜
い
て
い
る
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
旅
行
を

し
な
か
っ
た
人
々
や
、
し
て
も
2
年
に
1

回
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
人
々
は
、
海
外
旅

行
に
対
す
る
意
欲
も
低
く
、
具
体
的
な
計

画
が
あ
る
人
々
は
10
％
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
恒
常
的
に
多
く

の
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
人
で
あ
っ

て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
旅
行
を
控
え
た

人
々
は
、
海
外
旅
行
に
対
す
る
意
欲
も
減

退
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
観
光
旅
行
の

実
施
頻
度
は
ど
う
い
っ
た
要
素
が
影
響
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
特
有
の
問
題
と
し
て
年
齢
と
、
旅
行
活

動
全
般
に
対
す
る
影
響
要
素
と
し
て
収
入

の
2
つ
の
側
面
か
ら
検
証
を
行
っ
て
み
る
。

　ま
ず
、
年
齢
と
の
関
係
で
見
る
と
、
20

〜
49
歳
は
、
年
に
3
回
以
上
の
比
率
は
変

わ
ら
な
い
が
、
50
代
に
な
る
と
大
き
く
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
観

光
旅
行
を
し
な
か
っ
た
比
率
は
、
加
齢
と

共
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
年
齢
が
強
く
旅
行
実
施

頻
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
年
齢
別
に
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
を
見
て
み
る
と
、「
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
」
比
率
は
、
ど
の
年
代

で
も
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
年
齢
が
上
が

外
旅
行
に
行
き
た
い
！
」
と
い
う
欲
求
が

あ
れ
ば
、旅
行
費
用
上
昇
へ
の
対
応
は
様
々

に
取
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　も
う
1
つ
、
海
外
観
光
旅
行
再
開
を
阻

む
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
で
あ
る
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
は
2
年
余
り
続
く
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
間
に
就
職
や
進
学
、
結
婚
、

出
産
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生

し
た
人
々
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
を

大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

海
外
観
光
旅
行
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

が
発
生
し
た
人
と
し
な
か
っ
た
人
で
、
海
外

観
光
旅
行
の
実
施
意
向（
具
体
的
に
検
討
・

予
定
し
て
い
る
）の
比
率
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
の
ほ

う
が
、
実
施
意
向
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
最
も
比
率
が
高
か
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
は
進
学
し
た
、
子
ど
も
が
結
婚
し
た
、
親

元
か
ら
独
立
し
た
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
は
、

し
な
か
っ
た
人
よ
り
も
3
倍
の
確
率
で
海
外

観
光
旅
行
を「
具
体
的
に
検
討
予
定
す
る
」よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
注
目
し
た
い
の
は
、「
ロ
ー

ン
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
」「
ペ
ッ
ト

の
世
話
に
手
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
一
見
、
旅
行
実
施
を
阻
害
す
る

よ
う
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
欲
が
高
ま
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　ま
た
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
が
中
心
に
な
っ
た
」

「
退
職
や
転
職
、
転
籍
な
ど
で
収
入
が
減
少

し
た
」「
妊
娠
や
出
産
を
経
験
し
た
」「
子
ど

も
が
就
学
／
進
学
し
た
」「
子
ど
も
が
受
験

期
を
迎
え
た
」「
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
体

調
を
崩
し
た
／
病
気
に
な
っ
た
」「
親
族
が

要
介
護
状
態
と
な
っ
た
」に
つ
い
て
は
、
統

計
上
、
有
意
な
差
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　一
方
で
、
今
回
の
調
査
で
は
有
意
に
意

欲
を
低
下
さ
せ
る
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

　こ
れ
は
、
全
体
と
し
て
生
活
に
変
化（
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
発
生
）
が
あ
っ
た
人
の
ほ

う
が
旅
行
意
欲
は
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
分
析
結
果
か
ら
言
え
る
の
は
、

海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
な
い
理
由
は
、
経

済
的
な
要
因
で
も
、
何
か
し
ら
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
で
も
な
く
、
情
熱
の
喪
失
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
し
て
も
、
ま
た
、
航
空
料
金
や
宿
泊

費
を
含
む
イ
ン
フ
レ
、
円
安
が
解
消
さ
れ

た
と
し
て
も
、
自
動
的
に
海
外
観
光
旅
行

が
復
元
さ
れ
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

海
外
観
光
旅
行
市
場
の

復
活
に
向
け
て

　こ
こ
で
、
改
め
て
市
場
構
造
を
整
理
し

て
お
こ
う
。

　ま
ず
、
海
外
観
光
旅
行
の
市
場
は
、
新

規
市
場
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
旅

ず
、
現
在
で
は
、
特
に
行
き
た
い
と
は
思
っ

て
い
な
い
人
々
が
一
定
数
（
本
調
査
で
は
3

割
）
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
年
齢
に
よ
る
差

は
小
さ
く
、
旅
行
意
欲
が
群
を
抜
い
て
い

る
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上
で
も
約

2
割
存
在
し
て
い
る
。
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の

特
性
上
、
こ
の
比
率
が
必
ず
し
も
市
中
の

そ
れ
と
合
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
海

外
旅
行
市
場
の
戻
り
が
鈍
い
の
は
、
こ
う

し
た
再
開
意
欲
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
一

定
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、
再
開
意
欲
を
示
し
て
い
な
い

人
々
に
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。

　興
味
深
い
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅

行
の
実
施
頻
度
に
よ
っ
て
、
海
外
観
光
旅
行

を
検
討
し
な
い
理
由
が
違
う
こ
と
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
中
に
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

い
た
層
（
年
に
1
回
以
上
）
に
お
い
て
は
「
国

内
旅
行
が
楽
し
い
か
ら
」
が
ト
ッ
プ
と
な

り
、「
特
に
行
き
た
い
国
・
地
域
が
特
に
な
い
」

「
海
外
旅
行
へ
の
興
味
が
薄
れ
た
か
ら
」「
他

の
趣
味
が
楽
し
く
な
っ
た
か
ら
」
が
、
年
1

回
未
満
の
層
に
比
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
年
に
1
回
未
満
の
層
で
は
「
旅
行

先
の
物
価
が
高
い
か
ら
」が
ト
ッ
プ
で
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
旅
行

の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク
」が
相
対
的
に
高
い
。

　こ
の
結
果
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
旅
行
を
多
く
実
施
し
て
い
た
層
の

「
一
部
」
は
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て
、
海

外
旅
行
「
あ
り
き
」
か
ら
、
国
内
旅
行
を

主
軸
に
お
い
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
転

化
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
他

方
、
さ
ほ
ど
国
内
旅
行
を
行
わ
な
か
っ
た

層
に
お
い
て
は
、
費
用
負
担
を
理
由
に
、

海
外
観
光
旅
行
も
余
暇
活
動
の
選
択
肢
か

ら
外
し
て
き
て
い
る
と
分
析
で
き
る
。
た

だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
世
帯
年
収

5
0
0
万
円
未
満
で
も
、
よ
り
年
収
が
多

い
世
帯
と
変
わ
ら
な
い
意
欲
を
示
し
て
い

る
人
々
は
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
0
年
秋

以
降
は
、
国
内
旅
行
は
実
施
可
能
で
あ
り
、

か
つ
、
多
く
の
割
引
制
度
も
展
開
さ
れ
て

お
り
、
経
済
的
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て

い
た
。
そ
の
中
で
も
、
国
内
旅
行
を
実
施

せ
ず
、
海
外
観
光
旅
行
に
も
関
心
を
示
さ

な
い
と
い
う
の
は
、
経
済
的
要
因
以
前
の

問
題
と
し
て
、
旅
行
そ
の
も
の
に
対
す
る

情
熱
が
減
退
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
適
切

だ
ろ
う
。

　実
際
、
海
外
観
光
旅
行
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
層
に
、
イ
ン
フ
レ
や
円
安
な
ど

に
伴
う
旅
行
費
用
上
昇
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
特
に
影
響
は
な
い
」
は
検
討
／
未
検

討
層
問
わ
ず
10
％
程
度
に
留
ま
っ
た
。
検
討

中
の
人
だ
け
で
な
く
、未
検
討
の
人
も
含
め
、

費
用
は
再
開
意
欲
を
妨
げ
る
ハ
ー
ド
ル
と
は

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　た
だ
、
こ
れ
は
価
格
上
昇
を
許
容
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
価
格
上
昇
へ
の
対

抗
策
を
い
ろ
い
ろ
と
講
じ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
設
問
の
中
で
最
も
高
率
と
な
っ
た
対

策
は
「
安
い
時
期
に
行
く
」
で
あ
っ
た
。

　旅
行
意
欲
を
検
討
層
と
未
検
討
層
で
比

較
し
て
み
る
と
、
全
体
的
に
検
討
層
が
大

き
く
未
検
討
層
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
検
討
層
の
方
が
、
よ
り
具
体
的

に
旅
行
を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
対
策
も

具
体
的
で
多
彩
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
海

「
検
討
層
」
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　言
い
方
を
変
え
る
と
、
未
検
討
の
人
々

は
リ
ベ
ン
ジ
消
費
の
意
欲
が
相
対
的
に
低

い
。
で
は
、
未
検
討
の
人
々
を
検
討
層
へ
と

変
え
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
と
思
う
の
が
、
旅

行
先
を
ど
の
よ
う
な
理
由
で
選
ん
で
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旅
行
先
の
選
択

の
理
由
を
尋
ね
て
み
る
と
「
行
き
た
い
観
光

地
や
観
光
施
設
が
あ
る
か
ら
」
が
、
検
討
／

未
検
討
に
か
か
わ
ら
ず
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
検
討
層
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
前
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
」

が
準
じ
て
お
り
、「
イ
ベ
ン
ト
や
現
地
で
具

体
的
な
予
定
が
あ
る
か
ら
」
や
「
泊
ま
り
た

い
宿
泊
施
設
が
あ
る
か
ら
」
も
、
未
検
討
層

に
対
し
て
高
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

検
討
層
は
未
検
討
層
に
比
し
て
、
具
体
的

に
訪
れ
る
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
詳

細
な
情
報
と
、
強
い
来
訪
意
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
未
検
討
層
は
、
漠
然
と「
海
外
行

き
た
い
な
ぁ
」と
思
う
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、

検
討
層
の
よ
う
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
と

い
っ
た
旅
行
プ
ラ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
こ

ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
長
期
的
な
市
場
形
成

に
繋
が
る
「
今
」

　こ
れ
ま
で
、
海
外
観
光
旅
行
市
場
の
立

ち
上
が
り
が
鈍
い
理
由
と
し
て
、
旅
行
費

用
の
高
騰
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
討
層
／
未
検
討

層
の
人
々
は
、
価
格
高
騰
の
中
で
も
、
何

か
し
ら
の
対
策
を
取
っ
て
い
こ
う
と
い
う

意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
需
要
供
給
曲
線
を
持
ち
出
す
ま

で
も
な
く
、
価
格
は
、
需
要
発
生
量
に
強

く
影
響
す
る
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
が
、
海
外
観
光
旅
行
は
、
も
と
も

と
費
用
も
時
間
も
か
か
る
活
動
で
あ
り
、

価
格
だ
け
で
選
好
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
成
立
し
得
な
い
。

　そ
れ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
大
き
く
伸
長

し
な
い
代
わ
り
に
右
肩
下
が
り
で
も
な
い

と
い
う
安
定
的
な
市
場
と
な
っ
て
い
た
の

は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
親
が
子
や
孫

を
伴
い
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
き
た
こ
と

で
、
若
い
世
代
の
心
の
中
に
も
、
そ
の
楽
し

さ
が
経
験
財
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
か

ら
だ
ろ
う
。
図
5
に
お
い
て
、
海
外
旅
行
市

場
が
急
拡
大
し
た
1
9
8
0
年
代
か
ら
90

年
代
初
め
に
「
大
人
」
だ
っ
た
世
代
を
親
に

持
つ
20
〜
39
歳
が
、
特
に
具
体
的
な
実
施

意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
証
左
と

い
え
る
。

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
海
外
観
光
旅
行
市

場
の
復
活
に
向
け
、
今
回
の
調
査
結
果
か

ら
言
え
る
こ
と
は
3
点
。

　ま
ず
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海
外
旅
行

経
験
を
持
つ
若
手
（
20
〜
39
歳
）
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
。
2
つ
目
は
、
彼
ら

が
関
心
を
持
つ
よ
う
な
旅
行
先
を
選
択

し
、
集
中
的
に
そ
の
魅
力
や
現
地
で
の
経

験
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
具

体
的
に
伝
え
「
や
っ
ぱ
り
、
海
外
は
良
い

な
ぁ
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
。

　3
つ
目
は
、「
い
つ
か
」
で
は
な
く
「
今
、

行
か
な
き
ゃ
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

け
を
行
う
こ
と
。

　例
え
ば
、
着
地
の
D
M
O
と
協
働
し
て
、

若
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
展
開
し
た
り
、
特
定
期
間
に
旅
行
申

し
込
み
を
す
る
こ
と
で
何
か
し
ら
の
特
典

（
客
室
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
や
割
引
、
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）
を
得
ら
れ
た
り
な
ど

の
取
り
組
み
が
検
討
で
き
る
。
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
発
生
と
の
繋
が
り
が
大
き
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、「
初
め
て
の
子
連
れ
で
海

外
」
と
か
「（
子
ど
も
の
独
立
に
よ
る
）
久

し
ぶ
り
の
夫
婦
だ
け
の
旅
行
」
な
ど
イ
ベ

ン
ト
に
寄
り
添
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
も

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
重
要
な
こ
と
は「
行

く
気
満
々
」の
人

（々
検
討
層
）で
は
な
く
、

意
欲
は
あ
る
け
ど
行
動
に
移
し
て
い
な
い

未
検
討
層
の
意
欲
に
火
を
つ
け
る
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
、
未
検
討
層
は
、
自
ら
積
極

的
な
検
索
を
し
な
い
た
め
、
プ
ル
型
の
情

報
発
信
で
は
届
か
な
い
。
彼
ら
に
届
け
る

た
め
に
は
、
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信
を

行
い
、
そ
れ
な
り
の
パ
ワ
ー
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　こ
れ
は
容
易
で
は
な
い
が
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
取
り
組
む
べ
き
理
由
も
大
き
い
。

　こ
の
ま
ま
国
内
旅
行
や
他
の
余
暇
活
動

に
需
要
が
シ
フ
ト
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

短
期
的
な
市
場
落
ち
込
み
に
留
ま
ら
ず
、

今
後
、
何
十
年
と
い
う
時
間
軸
で
市
場
形

成
を
危
う
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
ま
ま
海
外
観
光
旅
行
の
断
絶
が
続
い

て
し
ま
う
と
、
半
世
紀
以
上
に
渡
っ
て
繋

が
っ
て
き
た
経
験
値
が
断
絶
し
、
市
場
の

再
生
産
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
需
要
の
回
復
は
、

で
き
る
だ
け
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
個
々
の
事
業
者
や
地
域
が
別
個

で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
様
々
な
関
係

者
が
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
。

行
を
楽
し
ん
で
い
た
人
々
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
「
も
う
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
人
々
（
検
討
層
）」「
行
き
た
い
が
、

ま
だ
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
（
未
検

討
層
）」、
そ
し
て
「
わ
か
ら
な
い
。
考
え
て

い
な
い（
離
脱
層
）」の
3
つ
に
区
分
で
き
る
。

　こ
の
離
脱
層
は
、
コ
ロ
ナ
渦
中
で
の
旅

行
経
験
も
低
め
で
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

興
味
関
心
も
薄
く
な
っ
て
い
る
。
海
外
観

光
旅
行
の
経
験
値
は
あ
る
の
で
、
潜
在
的

な
市
場
で
は
あ
る
が
、
早
期
の
復
活
は
検

討
し
に
く
い
。
有
効
な
対
策
は
、
検
討
中

の
人
々
の
海
外
観
光
旅
行
を
確
実
に
再
開

さ
せ
、
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
未
検

討
の
人
々
が
具
体
的
に
検
討
し
始
め
る
よ

う
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、「
海
外
観
光
旅
行
を
再
開
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
々
」
の
再
開
理
由

に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
検
討
層

（
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）
で

の
ト
ッ
プ
は「
海
外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」。

未
検
討
層
で
は
「
行
き
た
い
国
・
地
域
が

あ
る
か
ら
」
と
な
っ
た
。
以
下
、「
海
外
で

体
験
し
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
」「
リ
ラ
ッ

ク
ス
や
癒
や
し
を
得
た
い
か
ら
」
が
続
く
。

　こ
れ
ら
の
結
果
は
、
検
討
／
未
検
討
に
か

か
わ
ら
ず
、
海
外
旅
行
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

る
経
験
が
旅
行
実
施
の
フ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。理
屈
で
は
な
く「
海

外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」と
言
え
る
人
々
が
、

同
市
場
の
核
と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
し
て
お
き
た
い
。

未
検
討
層
に
比
し
て
検
討
層
に
お
い
て
大

き
な
理
由
と
な
っ
た
の
は
、
外
出
自
粛
な

ど
に
よ
り
溜
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
発
散
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
た
自
分
や
家
族
へ

の
お
祝
い
、
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
予
算

が
増
え
そ
う
だ
か
ら
の
3
項
目
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ベ
ン
ジ
消
費
」

と
重
な
る
動
機
で
あ
る
が
、
リ
ベ
ン
ジ
の

対
象
が
国
内
旅
行
や
自
動
車
購
入
な
ど
で

は
な
く
、
海
外
旅
行
に
向
か
っ
た
人
々
が

も
、
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の

断
絶
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
規
顧
客
が
大
挙
し
て
押

し
寄
せ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
既
に
海
外

旅
行
の
楽
し
さ
を
知
り
、
楽
し
ん
で
い
た

人
々
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
市
場
回
復
の

必
須
要
件
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
も
海
外
旅
行
市
場

が
戻
っ
て
こ
な
い
の
は
、
そ
の
「
一
部
の

人
々
」
が
、
市
場
に
戻
っ
て
き
て
い
な
い

か
ら
だ
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
従
前
の
海
外

旅
行
市
場
を
支
え
て
い
た
人
々
に
対
す
る

意
識
調
査
を
基
に
考
察
を
行
う
。
具
体
的

に
は
、
2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に

3
回
以
上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を

行
っ
た
人
々
を
調
査
対
象
と
し
た
。

　調
査
の
概
要
：
2
0
2
3
年
3
月
実
施
。

2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に
3
回
以

上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を
行
っ
た

人
々
。
20
〜
60
歳
未
満
（
年
齢
は
均
等
割

り
付
け
）。
サ
ン
プ
ル
数
5
2
9
。

海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
る
こ
と
の

検
証

　ま
ず
は
、
今
回
の
調
査
分
析
の
基
本
と
な

る
「
海
外
観
光
旅
行
は
経
験
財
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
証
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
過
去
の
経
験
、
特
に「
子
ど
も

の
時
か
ら
海
外
旅
行
を
経
験
し
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
が
海
外
観
光
旅
行
へ
意
欲
に
大
き

く
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

だ
。

　そ
こ
で
、
子
ど
も
時
代
の
旅
行
経
験
と
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
向
（
海
外
観
光

旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
な
お

か
つ
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）

と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

明
確
な
相
関
が
確
認
で
き
た
。

　こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
り
、
過
去
の
市
場
が
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
市
場
を
形
成
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

高
い
旅
行
実
施

　次
に
、
調
査
対
象
の
人
々
の
コ
ロ
ナ
渦

中
で
の
旅
行
活
動
に
つ
い
て
整
理
を
し
て

お
き
た
い
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
よ

り
も
距
離
が
長
く
、
一
般
論
と
し
て
時
間

も
費
用
も
多
く
か
か
る
。
今
回
の
調
査
対

象
の
人
々
は
、
そ
う
し
た
実
践
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
活
動
を
多
く
実
施
し
て
い
た
人
々

で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
彼
ら
は
、

自
身
の
旅
行
に
対
す
る
欲
求
を
ど
の
よ
う

に
満
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　彼
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
中
の
国
内
観
光
旅

行
頻
度
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

39
％
が
「
年
に
3
回
以
上
」、
37
％
が
「
年

に
1
〜
2
回
」
の
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

お
り
、
国
内
観
光
旅
行
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
人
々
は
16
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　こ
の
間
、
国
内
市
場
は
、
G
o 

T
o
ト

ラ
ベ
ル
や
旅
行
支
援
な
ど
需
要
喚
起
策
が

展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
2
0
1
9
年
対
比

で
、2
0
2
1
年
9
月
頃
ま
で
は
金
額
ベ
ー

ス
で
半
額
以
下
、
そ
の
後
も
、⅔
程
度
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ

る
。　も

と
も
と
、
国
内
観
光
旅
行
を
年
に
3

回
以
上
実
施
す
る
人
々
は
、
日
本
人
の
3

割
に
と
ど
ま
り
、
彼
ら
だ
け
で
国
内
観
光

旅
行
市
場
の
8
割
を
占
め
る
。
い
か
に
、

今
回
の
調
査
対
象
が
「
旅
行
」
の
中
核
を

占
め
る
存
在
な
の
か
が
わ
か
る
。

　2
0
2
0
年
春
か
ら
顕
在
化
し
た

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策

と
し
て
、
日
本
政
府
は
人
々
の
移
動
、
特
に
国

際
的
な
移
動
を
大
き
く
制
限
す
る
よ
う
に
な

り
、
事
実
上
、
海
外
観
光
旅
行
は「
実
施
し
た

く
て
も
実
施
で
き
な
い
」活
動
と
な
っ
た
。

　そ
れ
か
ら
2
年
。
2
0
2
2
年
春
か
ら
、

日
本
人
の
海
外
旅
行（
日
本
へ
の
再
入
国
）

の
制
限
は
、
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

統
計
上
、
出
国
者
数（
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
）の

戻
り
は
鈍
く
、
2
0
2
3
年
1
月
に
至
っ
て

も
44
万
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
／
2
0
2
0
年
の
1
月
は
1
4
0

万
人
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
制

限
緩
和
か
ら
9
ヶ
月
あ
ま
り
経
っ
て
も
、
海

外
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
30
％
く
ら
い
ま

で
し
か
回
復
し
て
い
な
い
計
算
と
な
る
。

　こ
れ
に
対
し
、
訪
日
客
数
（
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
）の
回
復
は
著
し
い
。
訪
日
客
は
、
日
本

人
の
帰
国
に
遅
延
し
て
2
0
2
2
年
10
月

よ
り
制
限
緩
和
と
な
っ
た
が
、
そ
の
4
ヶ
月

後
の
2
0
2
3
年
1
月
に
は
1
5
0
万
人
に

達
し
た
。
こ
れ
は
、
2
0
1
9
／
2
0
2
0

年
1
月
水
準
の
2
7
0
万
人
に
対
し
て

56
％
水
準
と
な
る
。
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
回

復
率
と
は
、ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
に
近
い
状
態
だ
。

　実
際
、
特
集
3
で
実
施
し
た
航
空
会
社

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
需
要
が
戻
ら
な
い
た
め
に
、
座
席
の

多
く
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
（
ま
た
は
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
需
要
）
に
占
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
、
日
本
か
ら
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、

す
な
わ
ち
海
外
旅
行
は
戻
ら
な
い
の
か
。

　こ
の
理
由
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
読
み
解
こ
う
と
い
う
の
が
、
本
特
集

の
目
的
で
あ
る
。

調
査
分
析
の
切
り
口

　調
査
分
析
に
入
る
前
に
、
今
回
の
分
析

を
貫
く
「
仮
説
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き

た
い
。

　特
集
1
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
人
の

海
外
旅
行
は
、
60
年
程
度
の
歴
史
を
持
つ
。

た
だ
、
そ
の
市
場
は
、
右
肩
上
が
り
に
大
き

く
伸
長
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

2
0
1
9
年
に
2
0
0
0
万
人
に
達
し
た
と

は
い
え
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
1
7
0
0

万
人
レ
ベ
ル
を
上
下
す
る
一
種
の
飽
和
状
態

に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
場
の
構
成
者
が
新

規
参
入
者
で
は
な
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
主
体
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
数
は
横
ば
い
か
ら
減
少

傾
向
に
あ
り
、取
得
率
も
低
下
傾
向
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
海
外
旅
行
は
、
構
成
員
が
限
定
さ

れ
た
市
場
構
造
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　な
ぜ
、
そ
う
な
っ
て
い
た
の
か
。

　観
光
と
い
う
活
動
は
経
験
財
の
一
種
で

あ
り
、
自
身
で
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
そ

の
面
白
さ
、
楽
し
さ
が
理
解
で
き
る
と
い

う
側
面
を
持
つ
。
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活

動
は
、
そ
れ
が
自
身
に
と
っ
て
ど
う
い
う

価
値
を
持
つ
も
の
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い

た
め
、
適
切
な
評
価
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
日
本
の
海
外
旅
行
の
歴
史
を
た

ど
れ
ば
、
高
度
経
済
成
長
期
や
バ
ブ
ル
期

な
ど
、
経
済
が
強
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
市
場

規
模
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
身

の
所
得
が
上
が
り
、
社
会
的
な
機
運
も
高

ま
る
と
い
う
当
時
の
雰
囲
気
が
、「
海
外

旅
行
」
と
い
う
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
く
し
て
い
た
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
、
我
が
国
の
海
外

観
光
旅
行
市
場
が
持
っ
て
い
る
約
60
年
と

い
う
歴
史
は
、
親
か
ら
子
、
孫
へ
と
2
世

代
を
超
え
る
時
間
軸
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
者
で
あ
る

「
親
」
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海

外
旅
行
経
験
を
積
ん
で
き
た
市
場
が
存
在

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
そ
う
し
た
機
会
に
恵
ま
れ
ず

に
大
人
に
な
っ
た
人
々
が
、
い
き
な
り
海

外
旅
行
を
行
う
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
し
か

海外旅行に対する実践者の意識4
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図 3 コロナ禍での国内観光旅行実施頻度別・海外観光旅行意欲

年に3回以上

年に1～2回

2年に1回

観光旅行は
しなかった

全体
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行きたいと思っており、
具体的に予定・検討している わからない／行かない行きたいと思っているが、

まだ具体的に検討はしていない
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図 4 年齢別・コロナ禍中の国内観光旅行実施頻度
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図 5 年齢別・コロナ禍中の海外観光旅行の実施意向
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行きたいと思っており、
具体的に予定・検討している

行きたいと思っているが、
まだ具体的に検討はしていない わからない／行かない
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図 6 世帯年収別・海外観光旅行の実施意向
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0% 100%

10.0% 15.0%5.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

図 7 コロナ禍での国内旅行実施頻度別・海外観光旅行を検討しない理由

国内旅行が楽しいから

旅行先の物価が高いから

特に行きたい国・地域が
特にないから

旅行先の感染状況や
衛生面に不安があるから
心理的に、海外旅行をする

気分になれないから
新型コロナウイルス感染症による

旅行のキャンセルリスクを
背負いたくないから

海外旅行への興味が薄れたから
ツアー価格や航空運賃がこれまで
（コロナ禍前の2019年以前）

に比べ値上がりしたから

他の趣味が楽しくなったから
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※四捨五入の関係で合計が100%にならない図があります

る
に
つ
れ
て
「
ま
だ
具
体
的
に
検
討
は
し
て

い
な
い
」
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ

は
従
前
の
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
か
ら
、

海
外
観
光
旅
行
へ
の
関
心
は
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
高
い
も
の
の
、
年
長
者
ほ
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
旅
行
か
ら
離
れ
た
こ
と
の
影

響
が
出
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

年
収
と
の
関
係

　も
う
1
つ
、
世
帯
年
収
と
の
関
係
を
見

て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
年
3
回

以
上
の
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
の
は
、
世
帯

年
収
5
0
0
万
円
未
満
で
は
33
％
、
5
0
0

〜
1
5
0
0
万
円
未
満
は
40
％
と
な
っ
た

の
に
対
し
、
1
5
0
0
万
円
以
上
世
帯
で
は

61
％
と
群
を
抜
い
た
実
施
率
と
な
っ
た
。

　一
般
に
世
帯
年
収
が
5
0
0
万
円
を
割

り
込
む
と
、
国
内
で
あ
っ
て
も
旅
行
実
施

率
が
大
き
く
減
少
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
、
こ
の
調
査
対
象
者
に
お
い
て
も

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
世
帯
年
収
と
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
未
満
と
以
上

で
大
き
く
意
向
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　こ
の
分
析
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、

5
0
0
万
円
未
満
を
含
め
世
帯
年
収

1
5
0
0
万
円
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
傾
向
が
変

わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
世
帯
年
収
5
0
0
万
円
は
国
内
旅
行
の

実
施
率
を
左
右
す
る
水
準
で
あ
り
、
実
際
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
で
も
、
そ
の
傾
向

が
確
認
さ
れ
た
が
海
外
観
光
旅
行
に
つ
い
て

い
え
ば
、
年
収
が
2
〜
3
倍
の
世
帯
と
同
水

準
で
海
外
観
光
旅
行
の
再
開
意
欲
を
持
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
済
的
な
負
担
以
上
に
、

海
外
観
光
旅
行
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
お
り
、

家
計
の
や
り
く
り
を
し
て
で
も
旅
行
し
た
い

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
、
海

外
観
光
旅
行
の
経
験
値
を
積
み
上
げ
て
き

た
人
々
だ
か
ら
こ
そ
の
思
い
だ
と
い
え
る
。

　さ
ら
に
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
だ
け
で
な

く
、
今
後
の
海
外
観
光
旅
行
に
対
す
る
実
施

意
欲
も
群
を
抜
い
た
水
準
に
あ
る
。
こ
の
年

収
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、財
力
に
よ
っ
て「
自
由
」

に
自
身
の
嗜
好
を
展
開
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
特
殊
要
素
も
薄
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
。
緊
急
事
態
宣

言
中
を
除
け
ば
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
費
用

さ
え
出
せ
ば
、
個
室
で

の
食
事
や
、
露
天
風
呂

付
き
客
室
な
ど
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
従
前

と
変
わ
ら
な
い
旅
行
が

実
現
で
き
た
わ
け
で
、

お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た

旅
行
を
行
っ
て
き
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

市
場
復
活
を

阻
む
理
由

　以
上
の
分
析
か
ら

わ
か
る
こ
と
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
に
は
海
外
観

光
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
た
に
も
か
か
わ
ら

コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻

度
が
高
い
人
ほ
ど
海
外
観

光
旅
行
へ
の
意
欲
も
高
い

　こ
の
結
果
は
、
海
外
旅
行
市
場
を
支
え

て
き
た
多
く
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
旅
行
意
欲
を
減
退
さ
せ
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻
度

と
、
今
後
1
〜
2
年
で
の
海
外
観
光
旅
行
へ

の
意
欲
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
よ
り
多
く
国
内
観
光
旅
行
を

行
っ
て
い
た
人
ほ
ど
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

意
欲
が
高
く
、
行
動
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

年
に
3
回
以
上
の
国
内
観
光
旅
行
に
出
か

け
て
い
た
人
々
に
お
い
て
は
、
半
数
以
上
が

「
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
予

定
・
検
討
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、

そ
の
意
欲
・
行
動
が
群
を
抜
い
て
い
る
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
旅
行
を

し
な
か
っ
た
人
々
や
、
し
て
も
2
年
に
1

回
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
人
々
は
、
海
外
旅

行
に
対
す
る
意
欲
も
低
く
、
具
体
的
な
計

画
が
あ
る
人
々
は
10
％
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
恒
常
的
に
多
く

の
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
人
で
あ
っ

て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
旅
行
を
控
え
た

人
々
は
、
海
外
旅
行
に
対
す
る
意
欲
も
減

退
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
観
光
旅
行
の

実
施
頻
度
は
ど
う
い
っ
た
要
素
が
影
響
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
特
有
の
問
題
と
し
て
年
齢
と
、
旅
行
活

動
全
般
に
対
す
る
影
響
要
素
と
し
て
収
入

の
2
つ
の
側
面
か
ら
検
証
を
行
っ
て
み
る
。

　ま
ず
、
年
齢
と
の
関
係
で
見
る
と
、
20

〜
49
歳
は
、
年
に
3
回
以
上
の
比
率
は
変

わ
ら
な
い
が
、
50
代
に
な
る
と
大
き
く
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
観

光
旅
行
を
し
な
か
っ
た
比
率
は
、
加
齢
と

共
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
年
齢
が
強
く
旅
行
実
施

頻
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
年
齢
別
に
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
を
見
て
み
る
と
、「
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
」
比
率
は
、
ど
の
年
代

で
も
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
年
齢
が
上
が

こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
海

外
旅
行
に
行
き
た
い
！
」
と
い
う
欲
求
が

あ
れ
ば
、旅
行
費
用
上
昇
へ
の
対
応
は
様
々

に
取
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　も
う
1
つ
、
海
外
観
光
旅
行
再
開
を
阻

む
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
で
あ
る
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
は
2
年
余
り
続
く
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
間
に
就
職
や
進
学
、
結
婚
、

出
産
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生

し
た
人
々
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
を

大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

海
外
観
光
旅
行
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

が
発
生
し
た
人
と
し
な
か
っ
た
人
で
、
海
外

観
光
旅
行
の
実
施
意
向（
具
体
的
に
検
討
・

予
定
し
て
い
る
）の
比
率
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
の
ほ

う
が
、
実
施
意
向
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
最
も
比
率
が
高
か
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
は
進
学
し
た
、
子
ど
も
が
結
婚
し
た
、
親

元
か
ら
独
立
し
た
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
は
、

し
な
か
っ
た
人
よ
り
も
3
倍
の
確
率
で
海
外

観
光
旅
行
を「
具
体
的
に
検
討
予
定
す
る
」よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
注
目
し
た
い
の
は
、「
ロ
ー

ン
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
」「
ペ
ッ
ト

の
世
話
に
手
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
一
見
、
旅
行
実
施
を
阻
害
す
る

よ
う
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
欲
が
高
ま
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　ま
た
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
が
中
心
に
な
っ
た
」

「
退
職
や
転
職
、
転
籍
な
ど
で
収
入
が
減
少

し
た
」「
妊
娠
や
出
産
を
経
験
し
た
」「
子
ど

も
が
就
学
／
進
学
し
た
」「
子
ど
も
が
受
験

期
を
迎
え
た
」「
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
体

調
を
崩
し
た
／
病
気
に
な
っ
た
」「
親
族
が

要
介
護
状
態
と
な
っ
た
」に
つ
い
て
は
、
統

計
上
、
有
意
な
差
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　一
方
で
、
今
回
の
調
査
で
は
有
意
に
意

欲
を
低
下
さ
せ
る
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

　こ
れ
は
、
全
体
と
し
て
生
活
に
変
化（
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
発
生
）
が
あ
っ
た
人
の
ほ

う
が
旅
行
意
欲
は
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
分
析
結
果
か
ら
言
え
る
の
は
、

海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
な
い
理
由
は
、
経

済
的
な
要
因
で
も
、
何
か
し
ら
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
で
も
な
く
、
情
熱
の
喪
失
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
し
て
も
、
ま
た
、
航
空
料
金
や
宿
泊

費
を
含
む
イ
ン
フ
レ
、
円
安
が
解
消
さ
れ

た
と
し
て
も
、
自
動
的
に
海
外
観
光
旅
行

が
復
元
さ
れ
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

海
外
観
光
旅
行
市
場
の

復
活
に
向
け
て

　こ
こ
で
、
改
め
て
市
場
構
造
を
整
理
し

て
お
こ
う
。

　ま
ず
、
海
外
観
光
旅
行
の
市
場
は
、
新

ず
、
現
在
で
は
、
特
に
行
き
た
い
と
は
思
っ

て
い
な
い
人
々
が
一
定
数
（
本
調
査
で
は
3

割
）
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
年
齢
に
よ
る
差

は
小
さ
く
、
旅
行
意
欲
が
群
を
抜
い
て
い

る
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上
で
も
約

2
割
存
在
し
て
い
る
。
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の

特
性
上
、
こ
の
比
率
が
必
ず
し
も
市
中
の

そ
れ
と
合
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
海

外
旅
行
市
場
の
戻
り
が
鈍
い
の
は
、
こ
う

し
た
再
開
意
欲
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
一

定
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、
再
開
意
欲
を
示
し
て
い
な
い

人
々
に
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。

　興
味
深
い
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅

行
の
実
施
頻
度
に
よ
っ
て
、
海
外
観
光
旅
行

を
検
討
し
な
い
理
由
が
違
う
こ
と
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
中
に
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

い
た
層
（
年
に
1
回
以
上
）に
お
い
て
は「
国

内
旅
行
が
楽
し
い
か
ら
」
が
ト
ッ
プ
と
な

り
、「
特
に
行
き
た
い
国
・
地
域
が
特
に
な

い
」「
海
外
旅
行
へ
の
興
味
が
薄
れ
た
か
ら
」

「
他
の
趣
味
が
楽
し
く
な
っ
た
か
ら
」
が
、

年
に
1
回
未
満
の
層
に
比
し
て
高
く
な
っ

て
い
る
。

　一
方
、
年
に
1
回
未
満
の
層
で
は
「
旅
行

先
の
物
価
が
高
い
か
ら
」が
ト
ッ
プ
で
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
旅
行

の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク
」が
相
対
的
に
高
い
。

　こ
の
結
果
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
旅
行
を
多
く
実
施
し
て
い
た
層
の

「
一
部
」
は
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て
、
海

外
旅
行
「
あ
り
き
」
か
ら
、
国
内
旅
行
を

主
軸
に
お
い
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
転

化
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
他

方
、
さ
ほ
ど
国
内
旅
行
を
行
わ
な
か
っ
た

層
に
お
い
て
は
、
費
用
負
担
を
理
由
に
、

海
外
観
光
旅
行
も
余
暇
活
動
の
選
択
肢
か

ら
外
し
て
き
て
い
る
と
分
析
で
き
る
。
た

だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
世
帯
年
収

5
0
0
万
円
未
満
で
も
、
よ
り
年
収
が
多

い
世
帯
と
変
わ
ら
な
い
意
欲
を
示
し
て
い

る
人
々
は
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
0
年
秋

以
降
は
、
国
内
旅
行
は
実
施
可
能
で
あ
り
、

か
つ
、
多
く
の
割
引
制
度
も
展
開
さ
れ
て

お
り
、
経
済
的
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て

い
た
。
そ
の
中
で
も
、
国
内
旅
行
を
実
施

せ
ず
、
海
外
観
光
旅
行
に
も
関
心
を
示
さ

な
い
と
い
う
の
は
、
経
済
的
要
因
以
前
の

問
題
と
し
て
、
旅
行
そ
の
も
の
に
対
す
る

情
熱
が
減
退
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
適
切

だ
ろ
う
。

　実
際
、
海
外
観
光
旅
行
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
層
に
、
イ
ン
フ
レ
や
円
安
な
ど

に
伴
う
旅
行
費
用
上
昇
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
特
に
影
響
は
な
い
」
は
検
討
／
未
検

討
層
問
わ
ず
10
％
程
度
に
留
ま
っ
た
。
検
討

中
の
人
だ
け
で
な
く
、未
検
討
の
人
も
含
め
、

費
用
は
再
開
意
欲
を
妨
げ
る
ハ
ー
ド
ル
と
は

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　た
だ
、
こ
れ
は
価
格
上
昇
を
許
容
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
価
格
上
昇
へ
の
対

抗
策
を
い
ろ
い
ろ
と
講
じ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
設
問
の
中
で
最
も
高
率
と
な
っ
た
対

策
は
「
安
い
時
期
に
行
く
」
で
あ
っ
た
。

　旅
行
意
欲
を
検
討
層
と
未
検
討
層
で
比

較
し
て
み
る
と
、
全
体
的
に
検
討
層
が
大

き
く
未
検
討
層
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
検
討
層
の
方
が
、
よ
り
具
体
的

に
旅
行
を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
対
策
も

具
体
的
で
多
彩
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

は
な
く
、
海
外
旅
行
に
向
か
っ
た
人
々
が

「
検
討
層
」
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　言
い
方
を
変
え
る
と
、
未
検
討
の
人
々

は
リ
ベ
ン
ジ
消
費
の
意
欲
が
相
対
的
に
低

い
。
で
は
、
未
検
討
の
人
々
を
検
討
層
へ
と

変
え
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
と
思
う
の
が
、
旅

行
先
を
ど
の
よ
う
な
理
由
で
選
ん
で
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旅
行
先
の
選
択

の
理
由
を
尋
ね
て
み
る
と
「
行
き
た
い
観
光

地
や
観
光
施
設
が
あ
る
か
ら
」
が
、
検
討
／

未
検
討
に
か
か
わ
ら
ず
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
検
討
層
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
前
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
」

が
準
じ
て
お
り
、「
イ
ベ
ン
ト
や
現
地
で
具

体
的
な
予
定
が
あ
る
か
ら
」
や
「
泊
ま
り
た

い
宿
泊
施
設
が
あ
る
か
ら
」
も
、
未
検
討
層

に
対
し
て
高
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

検
討
層
は
未
検
討
層
に
比
し
て
、
具
体
的

に
訪
れ
る
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
詳

細
な
情
報
と
、
強
い
来
訪
意
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
未
検
討
層
は
、
漠
然
と「
海
外
行

き
た
い
な
ぁ
」と
思
う
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、

検
討
層
の
よ
う
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
と

い
っ
た
旅
行
プ
ラ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
こ

ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
長
期
的
な
市
場
形
成

に
繋
が
る
「
今
」

　こ
れ
ま
で
、
海
外
観
光
旅
行
市
場
の
立

ち
上
が
り
が
鈍
い
理
由
と
し
て
、
旅
行
費

用
の
高
騰
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
討
層
／
未
検
討

層
の
人
々
は
、
価
格
高
騰
の
中
で
も
、
何

か
し
ら
の
対
策
を
取
っ
て
い
こ
う
と
い
う

意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
需
要
供
給
曲
線
を
持
ち
出
す
ま

で
も
な
く
、
価
格
は
、
需
要
発
生
量
に
強

く
影
響
す
る
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
が
、
海
外
観
光
旅
行
は
、
も
と
も

と
費
用
も
時
間
も
か
か
る
活
動
で
あ
り
、

価
格
だ
け
で
選
好
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
成
立
し
得
な
い
。

　そ
れ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
大
き
く
伸
長

し
な
い
代
わ
り
に
右
肩
下
が
り
で
も
な
い

と
い
う
安
定
的
な
市
場
と
な
っ
て
い
た
の

は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
親
が
子
や
孫

を
伴
い
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
き
た
こ
と

で
、
若
い
世
代
の
心
の
中
に
も
、
そ
の
楽
し

さ
が
経
験
財
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
か

ら
だ
ろ
う
。
図
5
に
お
い
て
、
海
外
旅
行
市

場
が
急
拡
大
し
た
1
9
8
0
年
代
か
ら
90

年
代
初
め
に
「
大
人
」
だ
っ
た
世
代
を
親
に

持
つ
20
〜
39
歳
が
、
特
に
具
体
的
な
実
施

意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
証
左
と

い
え
る
。

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
海
外
観
光
旅
行
市

場
の
復
活
に
向
け
、
今
回
の
調
査
結
果
か

ら
い
え
る
こ
と
は
3
点
。

　ま
ず
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海
外
旅
行

経
験
を
持
つ
若
手
（
20
〜
39
歳
）
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
。
2
つ
目
は
、
彼
ら

が
関
心
を
持
つ
よ
う
な
旅
行
先
を
選
択

し
、
集
中
的
に
そ
の
魅
力
や
現
地
で
の
経

験
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
具

体
的
に
伝
え
「
や
っ
ぱ
り
、
海
外
は
良
い

な
ぁ
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
。

　3
つ
目
は
、「
い
つ
か
」
で
は
な
く
「
今
、

行
か
な
き
ゃ
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

け
を
行
う
こ
と
。

　例
え
ば
、
着
地
の
D
M
O
と
協
働
し
て
、

若
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
展
開
し
た
り
、
特
定
期
間
に
旅
行
申

し
込
み
を
す
る
こ
と
で
何
か
し
ら
の
特
典

（
客
室
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
や
割
引
、
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）
を
得
ら
れ
た
り
な
ど

の
取
り
組
み
が
検
討
で
き
る
。
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
発
生
と
の
繋
が
り
が
大
き
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、「
初
め
て
の
子
連
れ
で
海

外
」
と
か
「（
子
ど
も
の
独
立
に
よ
る
）
久

し
ぶ
り
の
夫
婦
だ
け
の
旅
行
」
な
ど
イ
ベ

ン
ト
に
寄
り
添
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
も

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
重
要
な
こ
と
は「
行

く
気
満
々
」の
人

（々
検
討
層
）で
は
な
く
、

意
欲
は
あ
る
け
ど
行
動
に
移
し
て
い
な
い

未
検
討
層
の
意
欲
に
火
を
つ
け
る
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
、
未
検
討
層
は
、
自
ら
積
極

的
な
検
索
を
し
な
い
た
め
、
プ
ル
型
の
情

報
発
信
で
は
届
か
な
い
。
彼
ら
に
届
け
る

た
め
に
は
、
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信
を

行
い
、
そ
れ
な
り
の
パ
ワ
ー
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　こ
れ
は
容
易
で
は
な
い
が
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
取
り
組
む
べ
き
理
由
も
大
き
い
。

　こ
の
ま
ま
国
内
旅
行
や
他
の
余
暇
活
動

に
需
要
が
シ
フ
ト
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

短
期
的
な
市
場
落
ち
込
み
に
留
ま
ら
ず
、

今
後
、
何
十
年
と
い
う
時
間
軸
で
市
場
形

成
を
危
う
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
ま
ま
海
外
観
光
旅
行
の
断
絶
が
続
い

て
し
ま
う
と
、
半
世
紀
以
上
に
渡
っ
て
繋

が
っ
て
き
た
経
験
値
が
断
絶
し
、
市
場
の

再
生
産
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
需
要
の
回
復
は
、

で
き
る
だ
け
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
個
々
の
事
業
者
や
地
域
が
別
個

で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
様
々
な
関
係

者
が
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
。

規
市
場
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
旅

行
を
楽
し
ん
で
い
た
人
々
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
「
も
う
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
人
々
（
検
討
層
）」「
行
き
た
い
が
、

ま
だ
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
（
未
検

討
層
）」、
そ
し
て
「
わ
か
ら
な
い
。
考
え
て

い
な
い（
離
脱
層
）」の
3
つ
に
区
分
で
き
る
。

　こ
の
離
脱
層
は
、
コ
ロ
ナ
渦
中
で
の
旅

行
経
験
も
低
め
で
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

興
味
関
心
も
薄
く
な
っ
て
い
る
。
海
外
観

光
旅
行
の
経
験
値
は
あ
る
の
で
、
潜
在
的

な
市
場
で
は
あ
る
が
、
早
期
の
復
活
は
検

討
し
に
く
い
。
有
効
な
対
策
は
、
検
討
中

の
人
々
の
海
外
観
光
旅
行
を
確
実
に
再
開

さ
せ
、
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
未
検

討
の
人
々
が
具
体
的
に
検
討
し
始
め
る
よ

う
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、「
海
外
観
光
旅
行
を
再
開
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
々
」
の
再
開
理
由

に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
検
討
層

（
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）
で

の
ト
ッ
プ
は「
海
外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」。

未
検
討
層
で
は
「
行
き
た
い
国
・
地
域
が

あ
る
か
ら
」
と
な
っ
た
。
以
下
、「
海
外
で

体
験
し
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
」「
リ
ラ
ッ

ク
ス
や
癒
や
し
を
得
た
い
か
ら
」
が
続
く
。

　こ
れ
ら
の
結
果
は
、
検
討
／
未
検
討
に
か

か
わ
ら
ず
、
海
外
旅
行
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

る
経
験
が
旅
行
実
施
の
フ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。理
屈
で
は
な
く「
海

外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」と
言
え
る
人
々
が
、

同
市
場
の
核
と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
し
て
お
き
た
い
。

未
検
討
層
に
比
し
て
検
討
層
に
お
い
て
大

き
な
理
由
と
な
っ
た
の
は
、
外
出
自
粛
な

ど
に
よ
り
溜
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
発
散
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
た
自
分
や
家
族
へ

の
お
祝
い
、
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
予
算

が
増
え
そ
う
だ
か
ら
の
3
項
目
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ベ
ン
ジ
消
費
」

と
重
な
る
動
機
で
あ
る
が
、
リ
ベ
ン
ジ
の

対
象
が
国
内
旅
行
や
自
動
車
購
入
な
ど
で

も
、
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の

断
絶
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
規
顧
客
が
大
挙
し
て
押

し
寄
せ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
既
に
海
外

旅
行
の
楽
し
さ
を
知
り
、
楽
し
ん
で
い
た

人
々
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
市
場
回
復
の

必
須
要
件
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
も
海
外
旅
行
市
場

が
戻
っ
て
こ
な
い
の
は
、
そ
の
「
一
部
の

人
々
」
が
、
市
場
に
戻
っ
て
き
て
い
な
い

か
ら
だ
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
従
前
の
海
外

旅
行
市
場
を
支
え
て
い
た
人
々
に
対
す
る

意
識
調
査
を
基
に
考
察
を
行
う
。
具
体
的

に
は
、
2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に

3
回
以
上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を

行
っ
た
人
々
を
調
査
対
象
と
し
た
。

　調
査
の
概
要
：
2
0
2
3
年
3
月
実
施
。

2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に
3
回
以

上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を
行
っ
た

人
々
。
20
〜
60
歳
未
満
（
年
齢
は
均
等
割

り
付
け
）。
サ
ン
プ
ル
数
5
2
9
。

海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
る
こ
と
の

検
証

　ま
ず
は
、
今
回
の
調
査
分
析
の
基
本
と
な

る
「
海
外
観
光
旅
行
は
経
験
財
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
証
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
過
去
の
経
験
、
特
に「
子
ど
も

の
時
か
ら
海
外
旅
行
を
経
験
し
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
が
海
外
観
光
旅
行
へ
意
欲
に
大
き

く
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

だ
。

　そ
こ
で
、
子
ど
も
時
代
の
旅
行
経
験
と
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
向
（
海
外
観
光

旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
な
お

か
つ
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）

と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

明
確
な
相
関
が
確
認
で
き
た
。

　こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
り
、
過
去
の
市
場
が
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
市
場
を
形
成
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

高
い
旅
行
実
施

　次
に
、
調
査
対
象
の
人
々
の
コ
ロ
ナ
渦

中
で
の
旅
行
活
動
に
つ
い
て
整
理
を
し
て

お
き
た
い
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
よ

り
も
距
離
が
長
く
、
一
般
論
と
し
て
時
間

も
費
用
も
多
く
か
か
る
。
今
回
の
調
査
対

象
の
人
々
は
、
そ
う
し
た
実
践
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
活
動
を
多
く
実
施
し
て
い
た
人
々

で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
彼
ら
は
、

自
身
の
旅
行
に
対
す
る
欲
求
を
ど
の
よ
う

に
満
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　彼
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
中
の
国
内
観
光
旅

行
頻
度
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

39
％
が
「
年
に
3
回
以
上
」、
37
％
が
「
年

に
1
〜
2
回
」
の
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

お
り
、
国
内
観
光
旅
行
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
人
々
は
16
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　こ
の
間
、
国
内
市
場
は
、
G
o 

T
o
ト

ラ
ベ
ル
や
旅
行
支
援
な
ど
需
要
喚
起
策
が

展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
2
0
1
9
年
対
比

で
、2
0
2
1
年
9
月
頃
ま
で
は
金
額
ベ
ー

ス
で
半
額
以
下
、
そ
の
後
も
、⅔
程
度
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ

る
。　も

と
も
と
、
国
内
観
光
旅
行
を
年
に
3

回
以
上
実
施
す
る
人
々
は
、
日
本
人
の
3

割
に
と
ど
ま
り
、
彼
ら
だ
け
で
国
内
観
光

旅
行
市
場
の
8
割
を
占
め
る
。
い
か
に
、

今
回
の
調
査
対
象
が
「
旅
行
」
の
中
核
を

占
め
る
存
在
な
の
か
が
わ
か
る
。

　2
0
2
0
年
春
か
ら
顕
在
化
し
た

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策

と
し
て
、
日
本
政
府
は
人
々
の
移
動
、
特
に
国

際
的
な
移
動
を
大
き
く
制
限
す
る
よ
う
に
な

り
、
事
実
上
、
海
外
観
光
旅
行
は「
実
施
し
た

く
て
も
実
施
で
き
な
い
」活
動
と
な
っ
た
。

　そ
れ
か
ら
2
年
。
2
0
2
2
年
春
か
ら
、

日
本
人
の
海
外
旅
行（
日
本
へ
の
再
入
国
）

の
制
限
は
、
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

統
計
上
、
出
国
者
数（
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
）の

戻
り
は
鈍
く
、
2
0
2
3
年
1
月
に
至
っ
て

も
44
万
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
／
2
0
2
0
年
の
1
月
は
1
4
0

万
人
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
制

限
緩
和
か
ら
9
ヶ
月
あ
ま
り
経
っ
て
も
、
海

外
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
30
％
く
ら
い
ま

で
し
か
回
復
し
て
い
な
い
計
算
と
な
る
。

　こ
れ
に
対
し
、
訪
日
客
数
（
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
）の
回
復
は
著
し
い
。
訪
日
客
は
、
日
本

人
の
帰
国
に
遅
延
し
て
2
0
2
2
年
10
月

よ
り
制
限
緩
和
と
な
っ
た
が
、
そ
の
4
ヶ
月

後
の
2
0
2
3
年
1
月
に
は
1
5
0
万
人
に

達
し
た
。
こ
れ
は
、
2
0
1
9
／
2
0
2
0

年
1
月
水
準
の
2
7
0
万
人
に
対
し
て

56
％
水
準
と
な
る
。
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
回

復
率
と
は
、ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
に
近
い
状
態
だ
。

　実
際
、
特
集
3
で
実
施
し
た
航
空
会
社

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
需
要
が
戻
ら
な
い
た
め
に
、
座
席
の

多
く
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
（
ま
た
は
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
需
要
）
に
占
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
、
日
本
か
ら
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、

す
な
わ
ち
海
外
旅
行
は
戻
ら
な
い
の
か
。

　こ
の
理
由
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
読
み
解
こ
う
と
い
う
の
が
、
本
特
集

の
目
的
で
あ
る
。

調
査
分
析
の
切
り
口

　調
査
分
析
に
入
る
前
に
、
今
回
の
分
析

を
貫
く
「
仮
説
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き

た
い
。

　特
集
1
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
人
の

海
外
旅
行
は
、
60
年
程
度
の
歴
史
を
持
つ
。

た
だ
、
そ
の
市
場
は
、
右
肩
上
が
り
に
大
き

く
伸
長
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

2
0
1
9
年
に
2
0
0
0
万
人
に
達
し
た
と

は
い
え
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
1
7
0
0

万
人
レ
ベ
ル
を
上
下
す
る
一
種
の
飽
和
状
態

に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
場
の
構
成
者
が
新

規
参
入
者
で
は
な
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
主
体
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
数
は
横
ば
い
か
ら
減
少

傾
向
に
あ
り
、取
得
率
も
低
下
傾
向
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
海
外
旅
行
は
、
構
成
員
が
限
定
さ

れ
た
市
場
構
造
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　な
ぜ
、
そ
う
な
っ
て
い
た
の
か
。

　観
光
と
い
う
活
動
は
経
験
財
の
一
種
で

あ
り
、
自
身
で
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
そ

の
面
白
さ
、
楽
し
さ
が
理
解
で
き
る
と
い

う
側
面
を
持
つ
。
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活

動
は
、
そ
れ
が
自
身
に
と
っ
て
ど
う
い
う

価
値
を
持
つ
も
の
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い

た
め
、
適
切
な
評
価
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
日
本
の
海
外
旅
行
の
歴
史
を
た

ど
れ
ば
、
高
度
経
済
成
長
期
や
バ
ブ
ル
期

な
ど
、
経
済
が
強
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
市
場

規
模
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
身

の
所
得
が
上
が
り
、
社
会
的
な
機
運
も
高

ま
る
と
い
う
当
時
の
雰
囲
気
が
、「
海
外

旅
行
」
と
い
う
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
く
し
て
い
た
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
、
我
が
国
の
海
外

観
光
旅
行
市
場
が
持
っ
て
い
る
約
60
年
と

い
う
歴
史
は
、
親
か
ら
子
、
孫
へ
と
2
世

代
を
超
え
る
時
間
軸
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
者
で
あ
る

「
親
」
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海

外
旅
行
経
験
を
積
ん
で
き
た
市
場
が
存
在

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
そ
う
し
た
機
会
に
恵
ま
れ
ず

に
大
人
に
な
っ
た
人
々
が
、
い
き
な
り
海

外
旅
行
を
行
う
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
し
か

海外観光旅行に対する実践者の意識4
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図 8 インフレ・円安の影響と対策

安い時期に行く

LCCを利用する

安い商品を探す、
セールを利用する

日常生活で節約する

航空座席やホテルの
値段を抑える

日程を短くする

方面を変える

マイレージやポイントを
利用する

行く頻度を減らす

特に影響はないと思う
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29.0%
16.4%

21.0%
13.1%

11.0%
8.2%

行きたいと思っており、具体的に予定・検討している

行きたいと思っているが、まだ具体的に検討はしていない

3.50%3.00%2.50%2.00%1.50%1.00%0.50%

図 9 ライフイベント発生別の「具体的に検討予定している」の比率

進学した
子どもが結婚した
親元から独立した
子どもが働き始めた

住宅の改築やリノベーションをした（近々の予定を含む）
地方に移住した／二拠点居住を始めた

子どもが独立した
孫が生まれた

ローンを背負うことになった（住宅関係を除く）
ペットの世話に手がかかるようになった

資格取得の勉強を始めた
新しく趣味の習いごとを始めた

住宅を購入した（近々の予定を含む）
結婚した（再婚を含む）

勤務先が倒産した、事業を取りやめた
ペットを新しく飼うことになった

就職、転職をした、新しい事業を始めた
親しい友人と疎遠になった（一緒に旅行に行くような友人）

自分自身が体調を崩した／病気になった
副業を始めた
昇進した

引っ越しをした
転勤や転属、転籍をした

3.09%

3.09%

2.96%

2.90%

2.83%

2.76%

2.53%

2.48%

2.28%

1.88%

1.88%

1.83%

1.81%

1.80%

1.72%

1.64%

1.63%

1.60%

1.53%

1.46%

1.44%

1.43%

1.38%

0.00%

る
に
つ
れ
て
「
ま
だ
具
体
的
に
検
討
は
し
て

い
な
い
」
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ

は
従
前
の
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
か
ら
、

海
外
観
光
旅
行
へ
の
関
心
は
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
高
い
も
の
の
、
年
長
者
ほ
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
旅
行
か
ら
離
れ
た
こ
と
の
影

響
が
出
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

年
収
と
の
関
係

　も
う
1
つ
、
世
帯
年
収
と
の
関
係
を
見

て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
年
3
回

以
上
の
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
の
は
、
世
帯

年
収
5
0
0
万
円
未
満
で
は
33
％
、
5
0
0

〜
1
5
0
0
万
円
未
満
は
40
％
と
な
っ
た

の
に
対
し
、
1
5
0
0
万
円
以
上
世
帯
で
は

61
％
と
群
を
抜
い
た
実
施
率
と
な
っ
た
。

　一
般
に
世
帯
年
収
が
5
0
0
万
円
を
割

り
込
む
と
、
国
内
で
あ
っ
て
も
旅
行
実
施

率
が
大
き
く
減
少
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
、
こ
の
調
査
対
象
者
に
お
い
て
も

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
世
帯
年
収
と
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
未
満
と
以
上

で
大
き
く
意
向
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　こ
の
分
析
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、

5
0
0
万
円
未
満
を
含
め
世
帯
年
収

1
5
0
0
万
円
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
傾
向
が
変

わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
世
帯
年
収
5
0
0
万
円
は
国
内
旅
行
の

実
施
率
を
左
右
す
る
水
準
で
あ
り
、
実
際
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
で
も
、
そ
の
傾
向

が
確
認
さ
れ
た
が
海
外
観
光
旅
行
に
つ
い
て

い
え
ば
、
年
収
が
2
〜
3
倍
の
世
帯
と
同
水

準
で
海
外
観
光
旅
行
の
再
開
意
欲
を
持
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
済
的
な
負
担
以
上
に
、

海
外
観
光
旅
行
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
お
り
、

家
計
の
や
り
く
り
を
し
て
で
も
旅
行
し
た
い

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
、
海

外
観
光
旅
行
の
経
験
値
を
積
み
上
げ
て
き

た
人
々
だ
か
ら
こ
そ
の
思
い
だ
と
い
え
る
。

　さ
ら
に
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
だ
け
で
な

く
、
今
後
の
海
外
観
光
旅
行
に
対
す
る
実
施

意
欲
も
群
を
抜
い
た
水
準
に
あ
る
。
こ
の
年

収
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、財
力
に
よ
っ
て「
自
由
」

に
自
身
の
嗜
好
を
展
開
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
特
殊
要
素
も
薄
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
。
緊
急
事
態
宣

言
中
を
除
け
ば
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
費
用

さ
え
出
せ
ば
、
個
室
で

の
食
事
や
、
露
天
風
呂

付
き
客
室
な
ど
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
従
前

と
変
わ
ら
な
い
旅
行
が

実
現
で
き
た
わ
け
で
、

お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た

旅
行
を
行
っ
て
き
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

市
場
復
活
を

阻
む
理
由

　以
上
の
分
析
か
ら

わ
か
る
こ
と
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
に
は
海
外
観

光
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
た
に
も
か
か
わ
ら

コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻

度
が
高
い
人
ほ
ど
海
外
観

光
旅
行
へ
の
意
欲
も
高
い

　こ
の
結
果
は
、
海
外
旅
行
市
場
を
支
え

て
き
た
多
く
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
旅
行
意
欲
を
減
退
さ
せ
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻
度

と
、
今
後
1
〜
2
年
で
の
海
外
観
光
旅
行
へ

の
意
欲
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
よ
り
多
く
国
内
観
光
旅
行
を

行
っ
て
い
た
人
ほ
ど
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

意
欲
が
高
く
、
行
動
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

年
に
3
回
以
上
の
国
内
観
光
旅
行
に
出
か

け
て
い
た
人
々
に
お
い
て
は
、
半
数
以
上
が

「
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
予

定
・
検
討
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、

そ
の
意
欲
・
行
動
が
群
を
抜
い
て
い
る
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
旅
行
を

し
な
か
っ
た
人
々
や
、
し
て
も
2
年
に
1

回
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
人
々
は
、
海
外
旅

行
に
対
す
る
意
欲
も
低
く
、
具
体
的
な
計

画
が
あ
る
人
々
は
10
％
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
恒
常
的
に
多
く

の
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
人
で
あ
っ

て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
旅
行
を
控
え
た

人
々
は
、
海
外
旅
行
に
対
す
る
意
欲
も
減

退
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
観
光
旅
行
の

実
施
頻
度
は
ど
う
い
っ
た
要
素
が
影
響
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
特
有
の
問
題
と
し
て
年
齢
と
、
旅
行
活

動
全
般
に
対
す
る
影
響
要
素
と
し
て
収
入

の
2
つ
の
側
面
か
ら
検
証
を
行
っ
て
み
る
。

　ま
ず
、
年
齢
と
の
関
係
で
見
る
と
、
20

〜
49
歳
は
、
年
に
3
回
以
上
の
比
率
は
変

わ
ら
な
い
が
、
50
代
に
な
る
と
大
き
く
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
観

光
旅
行
を
し
な
か
っ
た
比
率
は
、
加
齢
と

共
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
年
齢
が
強
く
旅
行
実
施

頻
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
年
齢
別
に
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
を
見
て
み
る
と
、「
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
」
比
率
は
、
ど
の
年
代

で
も
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
年
齢
が
上
が

こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
海

外
旅
行
に
行
き
た
い
！
」
と
い
う
欲
求
が

あ
れ
ば
、旅
行
費
用
上
昇
へ
の
対
応
は
様
々

に
取
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　も
う
1
つ
、
海
外
観
光
旅
行
再
開
を
阻

む
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
で
あ
る
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
は
2
年
余
り
続
く
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
間
に
就
職
や
進
学
、
結
婚
、

出
産
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生

し
た
人
々
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
を

大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

海
外
観
光
旅
行
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

が
発
生
し
た
人
と
し
な
か
っ
た
人
で
、
海
外

観
光
旅
行
の
実
施
意
向（
具
体
的
に
検
討
・

予
定
し
て
い
る
）の
比
率
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
の
ほ

う
が
、
実
施
意
向
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
最
も
比
率
が
高
か
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
は
進
学
し
た
、
子
ど
も
が
結
婚
し
た
、
親

元
か
ら
独
立
し
た
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
は
、

し
な
か
っ
た
人
よ
り
も
3
倍
の
確
率
で
海
外

観
光
旅
行
を「
具
体
的
に
検
討
予
定
す
る
」よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
注
目
し
た
い
の
は
、「
ロ
ー

ン
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
」「
ペ
ッ
ト

の
世
話
に
手
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
一
見
、
旅
行
実
施
を
阻
害
す
る

よ
う
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
欲
が
高
ま
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　ま
た
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
が
中
心
に
な
っ
た
」

「
退
職
や
転
職
、
転
籍
な
ど
で
収
入
が
減
少

し
た
」「
妊
娠
や
出
産
を
経
験
し
た
」「
子
ど

も
が
就
学
／
進
学
し
た
」「
子
ど
も
が
受
験

期
を
迎
え
た
」「
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
体

調
を
崩
し
た
／
病
気
に
な
っ
た
」「
親
族
が

要
介
護
状
態
と
な
っ
た
」に
つ
い
て
は
、
統

計
上
、
有
意
な
差
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　一
方
で
、
今
回
の
調
査
で
は
有
意
に
意

欲
を
低
下
さ
せ
る
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

　こ
れ
は
、
全
体
と
し
て
生
活
に
変
化（
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
発
生
）
が
あ
っ
た
人
の
ほ

う
が
旅
行
意
欲
は
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
分
析
結
果
か
ら
言
え
る
の
は
、

海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
な
い
理
由
は
、
経

済
的
な
要
因
で
も
、
何
か
し
ら
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
で
も
な
く
、
情
熱
の
喪
失
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
し
て
も
、
ま
た
、
航
空
料
金
や
宿
泊

費
を
含
む
イ
ン
フ
レ
、
円
安
が
解
消
さ
れ

た
と
し
て
も
、
自
動
的
に
海
外
観
光
旅
行

が
復
元
さ
れ
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

海
外
観
光
旅
行
市
場
の

復
活
に
向
け
て

　こ
こ
で
、
改
め
て
市
場
構
造
を
整
理
し

て
お
こ
う
。

　ま
ず
、
海
外
観
光
旅
行
の
市
場
は
、
新

ず
、
現
在
で
は
、
特
に
行
き
た
い
と
は
思
っ

て
い
な
い
人
々
が
一
定
数
（
本
調
査
で
は
3

割
）
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
年
齢
に
よ
る
差

は
小
さ
く
、
旅
行
意
欲
が
群
を
抜
い
て
い

る
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上
で
も
約

2
割
存
在
し
て
い
る
。
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の

特
性
上
、
こ
の
比
率
が
必
ず
し
も
市
中
の

そ
れ
と
合
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
海

外
旅
行
市
場
の
戻
り
が
鈍
い
の
は
、
こ
う

し
た
再
開
意
欲
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
一

定
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、
再
開
意
欲
を
示
し
て
い
な
い

人
々
に
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。

　興
味
深
い
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅

行
の
実
施
頻
度
に
よ
っ
て
、
海
外
観
光
旅
行

を
検
討
し
な
い
理
由
が
違
う
こ
と
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
中
に
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

い
た
層
（
年
に
1
回
以
上
）に
お
い
て
は「
国

内
旅
行
が
楽
し
い
か
ら
」
が
ト
ッ
プ
と
な

り
、「
特
に
行
き
た
い
国
・
地
域
が
特
に
な

い
」「
海
外
旅
行
へ
の
興
味
が
薄
れ
た
か
ら
」

「
他
の
趣
味
が
楽
し
く
な
っ
た
か
ら
」
が
、

年
に
1
回
未
満
の
層
に
比
し
て
高
く
な
っ

て
い
る
。

　一
方
、
年
に
1
回
未
満
の
層
で
は
「
旅
行

先
の
物
価
が
高
い
か
ら
」が
ト
ッ
プ
で
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
旅
行

の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク
」が
相
対
的
に
高
い
。

　こ
の
結
果
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
旅
行
を
多
く
実
施
し
て
い
た
層
の

「
一
部
」
は
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て
、
海

外
旅
行
「
あ
り
き
」
か
ら
、
国
内
旅
行
を

主
軸
に
お
い
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
転

化
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
他

方
、
さ
ほ
ど
国
内
旅
行
を
行
わ
な
か
っ
た

層
に
お
い
て
は
、
費
用
負
担
を
理
由
に
、

海
外
観
光
旅
行
も
余
暇
活
動
の
選
択
肢
か

ら
外
し
て
き
て
い
る
と
分
析
で
き
る
。
た

だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
世
帯
年
収

5
0
0
万
円
未
満
で
も
、
よ
り
年
収
が
多

い
世
帯
と
変
わ
ら
な
い
意
欲
を
示
し
て
い

る
人
々
は
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
0
年
秋

以
降
は
、
国
内
旅
行
は
実
施
可
能
で
あ
り
、

か
つ
、
多
く
の
割
引
制
度
も
展
開
さ
れ
て

お
り
、
経
済
的
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て

い
た
。
そ
の
中
で
も
、
国
内
旅
行
を
実
施

せ
ず
、
海
外
観
光
旅
行
に
も
関
心
を
示
さ

な
い
と
い
う
の
は
、
経
済
的
要
因
以
前
の

問
題
と
し
て
、
旅
行
そ
の
も
の
に
対
す
る

情
熱
が
減
退
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
適
切

だ
ろ
う
。

　実
際
、
海
外
観
光
旅
行
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
層
に
、
イ
ン
フ
レ
や
円
安
な
ど

に
伴
う
旅
行
費
用
上
昇
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
特
に
影
響
は
な
い
」
は
検
討
／
未
検

討
層
問
わ
ず
10
％
程
度
に
留
ま
っ
た
。
検
討

中
の
人
だ
け
で
な
く
、未
検
討
の
人
も
含
め
、

費
用
は
再
開
意
欲
を
妨
げ
る
ハ
ー
ド
ル
と
は

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　た
だ
、
こ
れ
は
価
格
上
昇
を
許
容
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
価
格
上
昇
へ
の
対

抗
策
を
い
ろ
い
ろ
と
講
じ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
設
問
の
中
で
最
も
高
率
と
な
っ
た
対

策
は
「
安
い
時
期
に
行
く
」
で
あ
っ
た
。

　旅
行
意
欲
を
検
討
層
と
未
検
討
層
で
比

較
し
て
み
る
と
、
全
体
的
に
検
討
層
が
大

き
く
未
検
討
層
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
検
討
層
の
方
が
、
よ
り
具
体
的

に
旅
行
を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
対
策
も

具
体
的
で
多
彩
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

は
な
く
、
海
外
旅
行
に
向
か
っ
た
人
々
が

「
検
討
層
」
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　言
い
方
を
変
え
る
と
、
未
検
討
の
人
々

は
リ
ベ
ン
ジ
消
費
の
意
欲
が
相
対
的
に
低

い
。
で
は
、
未
検
討
の
人
々
を
検
討
層
へ
と

変
え
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
と
思
う
の
が
、
旅

行
先
を
ど
の
よ
う
な
理
由
で
選
ん
で
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旅
行
先
の
選
択

の
理
由
を
尋
ね
て
み
る
と
「
行
き
た
い
観
光

地
や
観
光
施
設
が
あ
る
か
ら
」
が
、
検
討
／

未
検
討
に
か
か
わ
ら
ず
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
検
討
層
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
前
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
」

が
準
じ
て
お
り
、「
イ
ベ
ン
ト
や
現
地
で
具

体
的
な
予
定
が
あ
る
か
ら
」
や
「
泊
ま
り
た

い
宿
泊
施
設
が
あ
る
か
ら
」
も
、
未
検
討
層

に
対
し
て
高
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

検
討
層
は
未
検
討
層
に
比
し
て
、
具
体
的

に
訪
れ
る
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
詳

細
な
情
報
と
、
強
い
来
訪
意
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
未
検
討
層
は
、
漠
然
と「
海
外
行

き
た
い
な
ぁ
」と
思
う
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、

検
討
層
の
よ
う
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
と

い
っ
た
旅
行
プ
ラ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
こ

ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
長
期
的
な
市
場
形
成

に
繋
が
る
「
今
」

　こ
れ
ま
で
、
海
外
観
光
旅
行
市
場
の
立

ち
上
が
り
が
鈍
い
理
由
と
し
て
、
旅
行
費

用
の
高
騰
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
討
層
／
未
検
討

層
の
人
々
は
、
価
格
高
騰
の
中
で
も
、
何

か
し
ら
の
対
策
を
取
っ
て
い
こ
う
と
い
う

意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
需
要
供
給
曲
線
を
持
ち
出
す
ま

で
も
な
く
、
価
格
は
、
需
要
発
生
量
に
強

く
影
響
す
る
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
が
、
海
外
観
光
旅
行
は
、
も
と
も

と
費
用
も
時
間
も
か
か
る
活
動
で
あ
り
、

価
格
だ
け
で
選
好
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
成
立
し
得
な
い
。

　そ
れ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
大
き
く
伸
長

し
な
い
代
わ
り
に
右
肩
下
が
り
で
も
な
い

と
い
う
安
定
的
な
市
場
と
な
っ
て
い
た
の

は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
親
が
子
や
孫

を
伴
い
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
き
た
こ
と

で
、
若
い
世
代
の
心
の
中
に
も
、
そ
の
楽
し

さ
が
経
験
財
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
か

ら
だ
ろ
う
。
図
5
に
お
い
て
、
海
外
旅
行
市

場
が
急
拡
大
し
た
1
9
8
0
年
代
か
ら
90

年
代
初
め
に
「
大
人
」
だ
っ
た
世
代
を
親
に

持
つ
20
〜
39
歳
が
、
特
に
具
体
的
な
実
施

意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
証
左
と

い
え
る
。

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
海
外
観
光
旅
行
市

場
の
復
活
に
向
け
、
今
回
の
調
査
結
果
か

ら
言
え
る
こ
と
は
3
点
。

　ま
ず
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海
外
旅
行

経
験
を
持
つ
若
手
（
20
〜
39
歳
）
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
。
2
つ
目
は
、
彼
ら

が
関
心
を
持
つ
よ
う
な
旅
行
先
を
選
択

し
、
集
中
的
に
そ
の
魅
力
や
現
地
で
の
経

験
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
具

体
的
に
伝
え
「
や
っ
ぱ
り
、
海
外
は
良
い

な
ぁ
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
。

　3
つ
目
は
、「
い
つ
か
」
で
は
な
く
「
今
、

行
か
な
き
ゃ
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

け
を
行
う
こ
と
。

　例
え
ば
、
着
地
の
D
M
O
と
協
働
し
て
、

若
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
展
開
し
た
り
、
特
定
期
間
に
旅
行
申

し
込
み
を
す
る
こ
と
で
何
か
し
ら
の
特
典

（
客
室
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
や
割
引
、
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）
を
得
ら
れ
た
り
な
ど

の
取
り
組
み
が
検
討
で
き
る
。
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
発
生
と
の
繋
が
り
が
大
き
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、「
初
め
て
の
子
連
れ
で
海

外
」
と
か
「（
子
ど
も
の
独
立
に
よ
る
）
久

し
ぶ
り
の
夫
婦
だ
け
の
旅
行
」
な
ど
イ
ベ

ン
ト
に
寄
り
添
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
も

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
重
要
な
こ
と
は「
行

く
気
満
々
」の
人

（々
検
討
層
）で
は
な
く
、

意
欲
は
あ
る
け
ど
行
動
に
移
し
て
い
な
い

未
検
討
層
の
意
欲
に
火
を
つ
け
る
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
、
未
検
討
層
は
、
自
ら
積
極

的
な
検
索
を
し
な
い
た
め
、
プ
ル
型
の
情

報
発
信
で
は
届
か
な
い
。
彼
ら
に
届
け
る

た
め
に
は
、
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信
を

行
い
、
そ
れ
な
り
の
パ
ワ
ー
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　こ
れ
は
容
易
で
は
な
い
が
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
取
り
組
む
べ
き
理
由
も
大
き
い
。

　こ
の
ま
ま
国
内
旅
行
や
他
の
余
暇
活
動

に
需
要
が
シ
フ
ト
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

短
期
的
な
市
場
落
ち
込
み
に
留
ま
ら
ず
、

今
後
、
何
十
年
と
い
う
時
間
軸
で
市
場
形

成
を
危
う
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
ま
ま
海
外
観
光
旅
行
の
断
絶
が
続
い

て
し
ま
う
と
、
半
世
紀
以
上
に
渡
っ
て
繋

が
っ
て
き
た
経
験
値
が
断
絶
し
、
市
場
の

再
生
産
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
需
要
の
回
復
は
、

で
き
る
だ
け
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
個
々
の
事
業
者
や
地
域
が
別
個

で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
様
々
な
関
係

者
が
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
。

規
市
場
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
旅

行
を
楽
し
ん
で
い
た
人
々
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
「
も
う
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
人
々
（
検
討
層
）」「
行
き
た
い
が
、

ま
だ
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
（
未
検

討
層
）」、
そ
し
て
「
わ
か
ら
な
い
。
考
え
て

い
な
い（
離
脱
層
）」の
3
つ
に
区
分
で
き
る
。

　こ
の
離
脱
層
は
、
コ
ロ
ナ
渦
中
で
の
旅

行
経
験
も
低
め
で
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

興
味
関
心
も
薄
く
な
っ
て
い
る
。
海
外
観

光
旅
行
の
経
験
値
は
あ
る
の
で
、
潜
在
的

な
市
場
で
は
あ
る
が
、
早
期
の
復
活
は
検

討
し
に
く
い
。
有
効
な
対
策
は
、
検
討
中

の
人
々
の
海
外
観
光
旅
行
を
確
実
に
再
開

さ
せ
、
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
未
検

討
の
人
々
が
具
体
的
に
検
討
し
始
め
る
よ

う
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、「
海
外
観
光
旅
行
を
再
開
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
々
」
の
再
開
理
由

に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
検
討
層

（
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）
で

の
ト
ッ
プ
は「
海
外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」。

未
検
討
層
で
は
「
行
き
た
い
国
・
地
域
が

あ
る
か
ら
」
と
な
っ
た
。
以
下
、「
海
外
で

体
験
し
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
」「
リ
ラ
ッ

ク
ス
や
癒
や
し
を
得
た
い
か
ら
」
が
続
く
。

　こ
れ
ら
の
結
果
は
、
検
討
／
未
検
討
に
か

か
わ
ら
ず
、
海
外
旅
行
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

る
経
験
が
旅
行
実
施
の
フ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。理
屈
で
は
な
く「
海

外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」と
言
え
る
人
々
が
、

同
市
場
の
核
と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
し
て
お
き
た
い
。

未
検
討
層
に
比
し
て
検
討
層
に
お
い
て
大

き
な
理
由
と
な
っ
た
の
は
、
外
出
自
粛
な

ど
に
よ
り
溜
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
発
散
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
た
自
分
や
家
族
へ

の
お
祝
い
、
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
予
算

が
増
え
そ
う
だ
か
ら
の
3
項
目
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ベ
ン
ジ
消
費
」

と
重
な
る
動
機
で
あ
る
が
、
リ
ベ
ン
ジ
の

対
象
が
国
内
旅
行
や
自
動
車
購
入
な
ど
で

も
、
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の

断
絶
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
規
顧
客
が
大
挙
し
て
押

し
寄
せ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
既
に
海
外

旅
行
の
楽
し
さ
を
知
り
、
楽
し
ん
で
い
た

人
々
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
市
場
回
復
の

必
須
要
件
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
も
海
外
旅
行
市
場

が
戻
っ
て
こ
な
い
の
は
、
そ
の
「
一
部
の

人
々
」
が
、
市
場
に
戻
っ
て
き
て
い
な
い

か
ら
だ
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
従
前
の
海
外

旅
行
市
場
を
支
え
て
い
た
人
々
に
対
す
る

意
識
調
査
を
基
に
考
察
を
行
う
。
具
体
的

に
は
、
2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に

3
回
以
上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を

行
っ
た
人
々
を
調
査
対
象
と
し
た
。

　調
査
の
概
要
：
2
0
2
3
年
3
月
実
施
。

2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に
3
回
以

上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を
行
っ
た

人
々
。
20
〜
60
歳
未
満
（
年
齢
は
均
等
割

り
付
け
）。
サ
ン
プ
ル
数
5
2
9
。

海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
る
こ
と
の

検
証

　ま
ず
は
、
今
回
の
調
査
分
析
の
基
本
と
な

る
「
海
外
観
光
旅
行
は
経
験
財
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
証
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
過
去
の
経
験
、
特
に「
子
ど
も

の
時
か
ら
海
外
旅
行
を
経
験
し
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
が
海
外
観
光
旅
行
へ
意
欲
に
大
き

く
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

だ
。

　そ
こ
で
、
子
ど
も
時
代
の
旅
行
経
験
と
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
向
（
海
外
観
光

旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
な
お

か
つ
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）

と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

明
確
な
相
関
が
確
認
で
き
た
。

　こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
り
、
過
去
の
市
場
が
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
市
場
を
形
成
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

高
い
旅
行
実
施

　次
に
、
調
査
対
象
の
人
々
の
コ
ロ
ナ
渦

中
で
の
旅
行
活
動
に
つ
い
て
整
理
を
し
て

お
き
た
い
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
よ

り
も
距
離
が
長
く
、
一
般
論
と
し
て
時
間

も
費
用
も
多
く
か
か
る
。
今
回
の
調
査
対

象
の
人
々
は
、
そ
う
し
た
実
践
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
活
動
を
多
く
実
施
し
て
い
た
人
々

で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
彼
ら
は
、

自
身
の
旅
行
に
対
す
る
欲
求
を
ど
の
よ
う

に
満
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　彼
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
中
の
国
内
観
光
旅

行
頻
度
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

39
％
が
「
年
に
3
回
以
上
」、
37
％
が
「
年

に
1
〜
2
回
」
の
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

お
り
、
国
内
観
光
旅
行
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
人
々
は
16
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　こ
の
間
、
国
内
市
場
は
、
G
o 

T
o
ト

ラ
ベ
ル
や
旅
行
支
援
な
ど
需
要
喚
起
策
が

展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
2
0
1
9
年
対
比

で
、2
0
2
1
年
9
月
頃
ま
で
は
金
額
ベ
ー

ス
で
半
額
以
下
、
そ
の
後
も
、⅔
程
度
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ

る
。　も

と
も
と
、
国
内
観
光
旅
行
を
年
に
3

回
以
上
実
施
す
る
人
々
は
、
日
本
人
の
3

割
に
と
ど
ま
り
、
彼
ら
だ
け
で
国
内
観
光

旅
行
市
場
の
8
割
を
占
め
る
。
い
か
に
、

今
回
の
調
査
対
象
が
「
旅
行
」
の
中
核
を

占
め
る
存
在
な
の
か
が
わ
か
る
。

　2
0
2
0
年
春
か
ら
顕
在
化
し
た

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策

と
し
て
、
日
本
政
府
は
人
々
の
移
動
、
特
に
国

際
的
な
移
動
を
大
き
く
制
限
す
る
よ
う
に
な

り
、
事
実
上
、
海
外
観
光
旅
行
は「
実
施
し
た

く
て
も
実
施
で
き
な
い
」活
動
と
な
っ
た
。

　そ
れ
か
ら
2
年
。
2
0
2
2
年
春
か
ら
、

日
本
人
の
海
外
旅
行（
日
本
へ
の
再
入
国
）

の
制
限
は
、
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

統
計
上
、
出
国
者
数（
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
）の

戻
り
は
鈍
く
、
2
0
2
3
年
1
月
に
至
っ
て

も
44
万
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
／
2
0
2
0
年
の
1
月
は
1
4
0

万
人
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
制

限
緩
和
か
ら
9
ヶ
月
あ
ま
り
経
っ
て
も
、
海

外
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
30
％
く
ら
い
ま

で
し
か
回
復
し
て
い
な
い
計
算
と
な
る
。

　こ
れ
に
対
し
、
訪
日
客
数
（
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
）の
回
復
は
著
し
い
。
訪
日
客
は
、
日
本

人
の
帰
国
に
遅
延
し
て
2
0
2
2
年
10
月

よ
り
制
限
緩
和
と
な
っ
た
が
、
そ
の
4
ヶ
月

後
の
2
0
2
3
年
1
月
に
は
1
5
0
万
人
に

達
し
た
。
こ
れ
は
、
2
0
1
9
／
2
0
2
0

年
1
月
水
準
の
2
7
0
万
人
に
対
し
て

56
％
水
準
と
な
る
。
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
回

復
率
と
は
、ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
に
近
い
状
態
だ
。

　実
際
、
特
集
3
で
実
施
し
た
航
空
会
社

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
需
要
が
戻
ら
な
い
た
め
に
、
座
席
の

多
く
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
（
ま
た
は
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
需
要
）
に
占
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
、
日
本
か
ら
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、

す
な
わ
ち
海
外
旅
行
は
戻
ら
な
い
の
か
。

　こ
の
理
由
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
読
み
解
こ
う
と
い
う
の
が
、
本
特
集

の
目
的
で
あ
る
。

調
査
分
析
の
切
り
口

　調
査
分
析
に
入
る
前
に
、
今
回
の
分
析

を
貫
く
「
仮
説
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き

た
い
。

　特
集
1
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
人
の

海
外
旅
行
は
、
60
年
程
度
の
歴
史
を
持
つ
。

た
だ
、
そ
の
市
場
は
、
右
肩
上
が
り
に
大
き

く
伸
長
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

2
0
1
9
年
に
2
0
0
0
万
人
に
達
し
た
と

は
い
え
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
1
7
0
0

万
人
レ
ベ
ル
を
上
下
す
る
一
種
の
飽
和
状
態

に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
場
の
構
成
者
が
新

規
参
入
者
で
は
な
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
主
体
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
数
は
横
ば
い
か
ら
減
少

傾
向
に
あ
り
、取
得
率
も
低
下
傾
向
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
海
外
旅
行
は
、
構
成
員
が
限
定
さ

れ
た
市
場
構
造
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　な
ぜ
、
そ
う
な
っ
て
い
た
の
か
。

　観
光
と
い
う
活
動
は
経
験
財
の
一
種
で

あ
り
、
自
身
で
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
そ

の
面
白
さ
、
楽
し
さ
が
理
解
で
き
る
と
い

う
側
面
を
持
つ
。
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活

動
は
、
そ
れ
が
自
身
に
と
っ
て
ど
う
い
う

価
値
を
持
つ
も
の
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い

た
め
、
適
切
な
評
価
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
日
本
の
海
外
旅
行
の
歴
史
を
た

ど
れ
ば
、
高
度
経
済
成
長
期
や
バ
ブ
ル
期

な
ど
、
経
済
が
強
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
市
場

規
模
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
身

の
所
得
が
上
が
り
、
社
会
的
な
機
運
も
高

ま
る
と
い
う
当
時
の
雰
囲
気
が
、「
海
外

旅
行
」
と
い
う
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
く
し
て
い
た
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
、
我
が
国
の
海
外

観
光
旅
行
市
場
が
持
っ
て
い
る
約
60
年
と

い
う
歴
史
は
、
親
か
ら
子
、
孫
へ
と
2
世

代
を
超
え
る
時
間
軸
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
者
で
あ
る

「
親
」
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海

外
旅
行
経
験
を
積
ん
で
き
た
市
場
が
存
在

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
そ
う
し
た
機
会
に
恵
ま
れ
ず

に
大
人
に
な
っ
た
人
々
が
、
い
き
な
り
海

外
旅
行
を
行
う
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
し
か

海外旅行に対する実践者の意識4

42
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図 8 インフレ・円安の影響と対策

安い時期に行く

LCCを利用する

安い商品を探す、
セールを利用する

日常生活で節約する

航空座席やホテルの
値段を抑える

日程を短くする

方面を変える

マイレージやポイントを
利用する

行く頻度を減らす

特に影響はないと思う

0%

52.0%
53.6%

42.0%
24.0%

37.0%
25.1%

36.0%
21.9%

35.0%
21.9%

32.0%
20.8%

38.0%
14.8%

29.0%
16.4%

21.0%
13.1%

11.0%
8.2%

行きたいと思っており、具体的に予定・検討している

行きたいと思っているが、まだ具体的に検討はしていない

3.50%3.00%2.50%2.00%1.50%1.00%0.50%

図 9 ライフイベント発生別の「具体的に検討予定している」の比率

進学した
子どもが結婚した
親元から独立した
子どもが働き始めた

住宅の改築やリノベーションをした（近々の予定を含む）
地方に移住した／二拠点居住を始めた

子どもが独立した
孫が生まれた

ローンを背負うことになった（住宅関係を除く）
ペットの世話に手がかかるようになった

資格取得の勉強を始めた
新しく趣味の習いごとを始めた

住宅を購入した（近々の予定を含む）
結婚した（再婚を含む）

勤務先が倒産した、事業を取りやめた
ペットを新しく飼うことになった

就職、転職をした、新しい事業を始めた
親しい友人と疎遠になった（一緒に旅行に行くような友人）

自分自身が体調を崩した／病気になった
副業を始めた
昇進した

引っ越しをした
転勤や転属、転籍をした

3.09%

3.09%

2.96%

2.90%

2.83%

2.76%

2.53%

2.48%

2.28%

1.88%

1.88%

1.83%

1.81%

1.80%

1.72%

1.64%

1.63%

1.60%

1.53%

1.46%

1.44%

1.43%

1.38%

0.00%

る
に
つ
れ
て
「
ま
だ
具
体
的
に
検
討
は
し
て

い
な
い
」
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ

は
従
前
の
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
か
ら
、

海
外
観
光
旅
行
へ
の
関
心
は
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
高
い
も
の
の
、
年
長
者
ほ
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
旅
行
か
ら
離
れ
た
こ
と
の
影

響
が
出
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

年
収
と
の
関
係

　も
う
1
つ
、
世
帯
年
収
と
の
関
係
を
見

て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
年
3
回

以
上
の
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
の
は
、
世
帯

年
収
5
0
0
万
円
未
満
で
は
33
％
、
5
0
0

〜
1
5
0
0
万
円
未
満
は
40
％
と
な
っ
た

の
に
対
し
、
1
5
0
0
万
円
以
上
世
帯
で
は

61
％
と
群
を
抜
い
た
実
施
率
と
な
っ
た
。

　一
般
に
世
帯
年
収
が
5
0
0
万
円
を
割

り
込
む
と
、
国
内
で
あ
っ
て
も
旅
行
実
施

率
が
大
き
く
減
少
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
、
こ
の
調
査
対
象
者
に
お
い
て
も

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
世
帯
年
収
と
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
未
満
と
以
上

で
大
き
く
意
向
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　こ
の
分
析
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、

5
0
0
万
円
未
満
を
含
め
世
帯
年
収

1
5
0
0
万
円
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
傾
向
が
変

わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
世
帯
年
収
5
0
0
万
円
は
国
内
旅
行
の

実
施
率
を
左
右
す
る
水
準
で
あ
り
、
実
際
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
で
も
、
そ
の
傾
向

が
確
認
さ
れ
た
が
海
外
観
光
旅
行
に
つ
い
て

い
え
ば
、
年
収
が
2
〜
3
倍
の
世
帯
と
同
水

準
で
海
外
観
光
旅
行
の
再
開
意
欲
を
持
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
済
的
な
負
担
以
上
に
、

海
外
観
光
旅
行
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
お
り
、

家
計
の
や
り
く
り
を
し
て
で
も
旅
行
し
た
い

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
、
海

外
観
光
旅
行
の
経
験
値
を
積
み
上
げ
て
き

た
人
々
だ
か
ら
こ
そ
の
思
い
だ
と
い
え
る
。

　さ
ら
に
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
だ
け
で
な

く
、
今
後
の
海
外
観
光
旅
行
に
対
す
る
実
施

意
欲
も
群
を
抜
い
た
水
準
に
あ
る
。
こ
の
年

収
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、財
力
に
よ
っ
て「
自
由
」

に
自
身
の
嗜
好
を
展
開
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
特
殊
要
素
も
薄
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
。
緊
急
事
態
宣

言
中
を
除
け
ば
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
費
用

さ
え
出
せ
ば
、
個
室
で

の
食
事
や
、
露
天
風
呂

付
き
客
室
な
ど
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
従
前

と
変
わ
ら
な
い
旅
行
が

実
現
で
き
た
わ
け
で
、

お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た

旅
行
を
行
っ
て
き
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

市
場
復
活
を

阻
む
理
由

　以
上
の
分
析
か
ら

わ
か
る
こ
と
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
に
は
海
外
観

光
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
た
に
も
か
か
わ
ら

コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻

度
が
高
い
人
ほ
ど
海
外
観

光
旅
行
へ
の
意
欲
も
高
い

　こ
の
結
果
は
、
海
外
旅
行
市
場
を
支
え

て
き
た
多
く
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
旅
行
意
欲
を
減
退
さ
せ
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻
度

と
、
今
後
1
〜
2
年
で
の
海
外
観
光
旅
行
へ

の
意
欲
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
よ
り
多
く
国
内
観
光
旅
行
を

行
っ
て
い
た
人
ほ
ど
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

意
欲
が
高
く
、
行
動
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

年
に
3
回
以
上
の
国
内
観
光
旅
行
に
出
か

け
て
い
た
人
々
に
お
い
て
は
、
半
数
以
上
が

「
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
予

定
・
検
討
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、

そ
の
意
欲
・
行
動
が
群
を
抜
い
て
い
る
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
旅
行
を

し
な
か
っ
た
人
々
や
、
し
て
も
2
年
に
1

回
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
人
々
は
、
海
外
旅

行
に
対
す
る
意
欲
も
低
く
、
具
体
的
な
計

画
が
あ
る
人
々
は
10
％
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
恒
常
的
に
多
く

の
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
人
で
あ
っ

て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
旅
行
を
控
え
た

人
々
は
、
海
外
旅
行
に
対
す
る
意
欲
も
減

退
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
観
光
旅
行
の

実
施
頻
度
は
ど
う
い
っ
た
要
素
が
影
響
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
特
有
の
問
題
と
し
て
年
齢
と
、
旅
行
活

動
全
般
に
対
す
る
影
響
要
素
と
し
て
収
入

の
2
つ
の
側
面
か
ら
検
証
を
行
っ
て
み
る
。

　ま
ず
、
年
齢
と
の
関
係
で
見
る
と
、
20

〜
49
歳
は
、
年
に
3
回
以
上
の
比
率
は
変

わ
ら
な
い
が
、
50
代
に
な
る
と
大
き
く
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
観

光
旅
行
を
し
な
か
っ
た
比
率
は
、
加
齢
と

共
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
年
齢
が
強
く
旅
行
実
施

頻
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
年
齢
別
に
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
を
見
て
み
る
と
、「
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
」
比
率
は
、
ど
の
年
代

で
も
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
年
齢
が
上
が

こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
海

外
旅
行
に
行
き
た
い
！
」
と
い
う
欲
求
が

あ
れ
ば
、旅
行
費
用
上
昇
へ
の
対
応
は
様
々

に
取
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　も
う
1
つ
、
海
外
観
光
旅
行
再
開
を
阻

む
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
で
あ
る
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
は
2
年
余
り
続
く
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
間
に
就
職
や
進
学
、
結
婚
、

出
産
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生

し
た
人
々
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
を

大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

海
外
観
光
旅
行
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

が
発
生
し
た
人
と
し
な
か
っ
た
人
で
、
海
外

観
光
旅
行
の
実
施
意
向（
具
体
的
に
検
討
・

予
定
し
て
い
る
）の
比
率
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
の
ほ

う
が
、
実
施
意
向
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
最
も
比
率
が
高
か
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
は
進
学
し
た
、
子
ど
も
が
結
婚
し
た
、
親

元
か
ら
独
立
し
た
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
は
、

し
な
か
っ
た
人
よ
り
も
3
倍
の
確
率
で
海
外

観
光
旅
行
を「
具
体
的
に
検
討
予
定
す
る
」よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
注
目
し
た
い
の
は
、「
ロ
ー

ン
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
」「
ペ
ッ
ト

の
世
話
に
手
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
一
見
、
旅
行
実
施
を
阻
害
す
る

よ
う
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
欲
が
高
ま
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　ま
た
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
が
中
心
に
な
っ
た
」

「
退
職
や
転
職
、
転
籍
な
ど
で
収
入
が
減
少

し
た
」「
妊
娠
や
出
産
を
経
験
し
た
」「
子
ど

も
が
就
学
／
進
学
し
た
」「
子
ど
も
が
受
験

期
を
迎
え
た
」「
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
体

調
を
崩
し
た
／
病
気
に
な
っ
た
」「
親
族
が

要
介
護
状
態
と
な
っ
た
」に
つ
い
て
は
、
統

計
上
、
有
意
な
差
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　一
方
で
、
今
回
の
調
査
で
は
有
意
に
意

欲
を
低
下
さ
せ
る
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

　こ
れ
は
、
全
体
と
し
て
生
活
に
変
化（
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
発
生
）
が
あ
っ
た
人
の
ほ

う
が
旅
行
意
欲
は
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
分
析
結
果
か
ら
言
え
る
の
は
、

海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
な
い
理
由
は
、
経

済
的
な
要
因
で
も
、
何
か
し
ら
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
で
も
な
く
、
情
熱
の
喪
失
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
し
て
も
、
ま
た
、
航
空
料
金
や
宿
泊

費
を
含
む
イ
ン
フ
レ
、
円
安
が
解
消
さ
れ

た
と
し
て
も
、
自
動
的
に
海
外
観
光
旅
行

が
復
元
さ
れ
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

海
外
観
光
旅
行
市
場
の

復
活
に
向
け
て

　こ
こ
で
、
改
め
て
市
場
構
造
を
整
理
し

て
お
こ
う
。

　ま
ず
、
海
外
観
光
旅
行
の
市
場
は
、
新

ず
、
現
在
で
は
、
特
に
行
き
た
い
と
は
思
っ

て
い
な
い
人
々
が
一
定
数
（
本
調
査
で
は
3

割
）
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
年
齢
に
よ
る
差

は
小
さ
く
、
旅
行
意
欲
が
群
を
抜
い
て
い

る
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上
で
も
約

2
割
存
在
し
て
い
る
。
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の

特
性
上
、
こ
の
比
率
が
必
ず
し
も
市
中
の

そ
れ
と
合
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
海

外
旅
行
市
場
の
戻
り
が
鈍
い
の
は
、
こ
う

し
た
再
開
意
欲
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
一

定
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、
再
開
意
欲
を
示
し
て
い
な
い

人
々
に
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。

　興
味
深
い
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅

行
の
実
施
頻
度
に
よ
っ
て
、
海
外
観
光
旅
行

を
検
討
し
な
い
理
由
が
違
う
こ
と
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
中
に
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

い
た
層
（
年
に
1
回
以
上
）に
お
い
て
は「
国

内
旅
行
が
楽
し
い
か
ら
」
が
ト
ッ
プ
と
な

り
、「
特
に
行
き
た
い
国
・
地
域
が
特
に
な

い
」「
海
外
旅
行
へ
の
興
味
が
薄
れ
た
か
ら
」

「
他
の
趣
味
が
楽
し
く
な
っ
た
か
ら
」
が
、

年
に
1
回
未
満
の
層
に
比
し
て
高
く
な
っ

て
い
る
。

　一
方
、
年
に
1
回
未
満
の
層
で
は
「
旅
行

先
の
物
価
が
高
い
か
ら
」が
ト
ッ
プ
で
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
旅
行

の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク
」が
相
対
的
に
高
い
。

　こ
の
結
果
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
旅
行
を
多
く
実
施
し
て
い
た
層
の

「
一
部
」
は
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て
、
海

外
旅
行
「
あ
り
き
」
か
ら
、
国
内
旅
行
を

主
軸
に
お
い
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
転

化
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
他

方
、
さ
ほ
ど
国
内
旅
行
を
行
わ
な
か
っ
た

層
に
お
い
て
は
、
費
用
負
担
を
理
由
に
、

海
外
観
光
旅
行
も
余
暇
活
動
の
選
択
肢
か

ら
外
し
て
き
て
い
る
と
分
析
で
き
る
。
た

だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
世
帯
年
収

5
0
0
万
円
未
満
で
も
、
よ
り
年
収
が
多

い
世
帯
と
変
わ
ら
な
い
意
欲
を
示
し
て
い

る
人
々
は
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
0
年
秋

以
降
は
、
国
内
旅
行
は
実
施
可
能
で
あ
り
、

か
つ
、
多
く
の
割
引
制
度
も
展
開
さ
れ
て

お
り
、
経
済
的
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て

い
た
。
そ
の
中
で
も
、
国
内
旅
行
を
実
施

せ
ず
、
海
外
観
光
旅
行
に
も
関
心
を
示
さ

な
い
と
い
う
の
は
、
経
済
的
要
因
以
前
の

問
題
と
し
て
、
旅
行
そ
の
も
の
に
対
す
る

情
熱
が
減
退
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
適
切

だ
ろ
う
。

　実
際
、
海
外
観
光
旅
行
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
層
に
、
イ
ン
フ
レ
や
円
安
な
ど

に
伴
う
旅
行
費
用
上
昇
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
特
に
影
響
は
な
い
」
は
検
討
／
未
検

討
層
問
わ
ず
10
％
程
度
に
留
ま
っ
た
。
検
討

中
の
人
だ
け
で
な
く
、未
検
討
の
人
も
含
め
、

費
用
は
再
開
意
欲
を
妨
げ
る
ハ
ー
ド
ル
と
は

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　た
だ
、
こ
れ
は
価
格
上
昇
を
許
容
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
価
格
上
昇
へ
の
対

抗
策
を
い
ろ
い
ろ
と
講
じ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
設
問
の
中
で
最
も
高
率
と
な
っ
た
対

策
は
「
安
い
時
期
に
行
く
」
で
あ
っ
た
。

　旅
行
意
欲
を
検
討
層
と
未
検
討
層
で
比

較
し
て
み
る
と
、
全
体
的
に
検
討
層
が
大

き
く
未
検
討
層
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
検
討
層
の
方
が
、
よ
り
具
体
的

に
旅
行
を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
対
策
も

具
体
的
で
多
彩
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

は
な
く
、
海
外
旅
行
に
向
か
っ
た
人
々
が

「
検
討
層
」
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　言
い
方
を
変
え
る
と
、
未
検
討
の
人
々

は
リ
ベ
ン
ジ
消
費
の
意
欲
が
相
対
的
に
低

い
。
で
は
、
未
検
討
の
人
々
を
検
討
層
へ
と

変
え
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
と
思
う
の
が
、
旅

行
先
を
ど
の
よ
う
な
理
由
で
選
ん
で
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旅
行
先
の
選
択

の
理
由
を
尋
ね
て
み
る
と
「
行
き
た
い
観
光

地
や
観
光
施
設
が
あ
る
か
ら
」
が
、
検
討
／

未
検
討
に
か
か
わ
ら
ず
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
検
討
層
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
前
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
」

が
準
じ
て
お
り
、「
イ
ベ
ン
ト
や
現
地
で
具

体
的
な
予
定
が
あ
る
か
ら
」
や
「
泊
ま
り
た

い
宿
泊
施
設
が
あ
る
か
ら
」
も
、
未
検
討
層

に
対
し
て
高
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

検
討
層
は
未
検
討
層
に
比
し
て
、
具
体
的

に
訪
れ
る
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
詳

細
な
情
報
と
、
強
い
来
訪
意
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
未
検
討
層
は
、
漠
然
と「
海
外
行

き
た
い
な
ぁ
」と
思
う
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、

検
討
層
の
よ
う
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
と

い
っ
た
旅
行
プ
ラ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
こ

ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
長
期
的
な
市
場
形
成

に
繋
が
る
「
今
」

　こ
れ
ま
で
、
海
外
観
光
旅
行
市
場
の
立

ち
上
が
り
が
鈍
い
理
由
と
し
て
、
旅
行
費

用
の
高
騰
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
討
層
／
未
検
討

層
の
人
々
は
、
価
格
高
騰
の
中
で
も
、
何

か
し
ら
の
対
策
を
取
っ
て
い
こ
う
と
い
う

意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
需
要
供
給
曲
線
を
持
ち
出
す
ま

で
も
な
く
、
価
格
は
、
需
要
発
生
量
に
強

く
影
響
す
る
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
が
、
海
外
観
光
旅
行
は
、
も
と
も

と
費
用
も
時
間
も
か
か
る
活
動
で
あ
り
、

価
格
だ
け
で
選
好
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
成
立
し
得
な
い
。

　そ
れ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
大
き
く
伸
長

し
な
い
代
わ
り
に
右
肩
下
が
り
で
も
な
い

と
い
う
安
定
的
な
市
場
と
な
っ
て
い
た
の

は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
親
が
子
や
孫

を
伴
い
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
き
た
こ
と

で
、
若
い
世
代
の
心
の
中
に
も
、
そ
の
楽
し

さ
が
経
験
財
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
か

ら
だ
ろ
う
。
図
5
に
お
い
て
、
海
外
旅
行
市

場
が
急
拡
大
し
た
1
9
8
0
年
代
か
ら
90

年
代
初
め
に
「
大
人
」
だ
っ
た
世
代
を
親
に

持
つ
20
〜
39
歳
が
、
特
に
具
体
的
な
実
施

意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
証
左
と

い
え
る
。

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
海
外
観
光
旅
行
市

場
の
復
活
に
向
け
、
今
回
の
調
査
結
果
か

ら
い
え
る
こ
と
は
3
点
。

　ま
ず
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海
外
旅
行

経
験
を
持
つ
若
手
（
20
〜
39
歳
）
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
。
2
つ
目
は
、
彼
ら

が
関
心
を
持
つ
よ
う
な
旅
行
先
を
選
択

し
、
集
中
的
に
そ
の
魅
力
や
現
地
で
の
経

験
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
具

体
的
に
伝
え
「
や
っ
ぱ
り
、
海
外
は
良
い

な
ぁ
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
。

　3
つ
目
は
、「
い
つ
か
」
で
は
な
く
「
今
、

行
か
な
き
ゃ
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

け
を
行
う
こ
と
。

　例
え
ば
、
着
地
の
D
M
O
と
協
働
し
て
、

若
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
展
開
し
た
り
、
特
定
期
間
に
旅
行
申

し
込
み
を
す
る
こ
と
で
何
か
し
ら
の
特
典

（
客
室
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
や
割
引
、
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）
を
得
ら
れ
た
り
な
ど

の
取
り
組
み
が
検
討
で
き
る
。
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
発
生
と
の
繋
が
り
が
大
き
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、「
初
め
て
の
子
連
れ
で
海

外
」
と
か
「（
子
ど
も
の
独
立
に
よ
る
）
久

し
ぶ
り
の
夫
婦
だ
け
の
旅
行
」
な
ど
イ
ベ

ン
ト
に
寄
り
添
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
も

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
重
要
な
こ
と
は「
行

く
気
満
々
」の
人

（々
検
討
層
）で
は
な
く
、

意
欲
は
あ
る
け
ど
行
動
に
移
し
て
い
な
い

未
検
討
層
の
意
欲
に
火
を
つ
け
る
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
、
未
検
討
層
は
、
自
ら
積
極

的
な
検
索
を
し
な
い
た
め
、
プ
ル
型
の
情

報
発
信
で
は
届
か
な
い
。
彼
ら
に
届
け
る

た
め
に
は
、
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信
を

行
い
、
そ
れ
な
り
の
パ
ワ
ー
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　こ
れ
は
容
易
で
は
な
い
が
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
取
り
組
む
べ
き
理
由
も
大
き
い
。

　こ
の
ま
ま
国
内
旅
行
や
他
の
余
暇
活
動

に
需
要
が
シ
フ
ト
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

短
期
的
な
市
場
落
ち
込
み
に
留
ま
ら
ず
、

今
後
、
何
十
年
と
い
う
時
間
軸
で
市
場
形

成
を
危
う
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
ま
ま
海
外
観
光
旅
行
の
断
絶
が
続
い

て
し
ま
う
と
、
半
世
紀
以
上
に
渡
っ
て
繋

が
っ
て
き
た
経
験
値
が
断
絶
し
、
市
場
の

再
生
産
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
需
要
の
回
復
は
、

で
き
る
だ
け
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
個
々
の
事
業
者
や
地
域
が
別
個

で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
様
々
な
関
係

者
が
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
。

規
市
場
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
旅

行
を
楽
し
ん
で
い
た
人
々
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
「
も
う
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
人
々
（
検
討
層
）」「
行
き
た
い
が
、

ま
だ
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
（
未
検

討
層
）」、
そ
し
て
「
わ
か
ら
な
い
。
考
え
て

い
な
い（
離
脱
層
）」の
3
つ
に
区
分
で
き
る
。

　こ
の
離
脱
層
は
、
コ
ロ
ナ
渦
中
で
の
旅

行
経
験
も
低
め
で
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

興
味
関
心
も
薄
く
な
っ
て
い
る
。
海
外
観

光
旅
行
の
経
験
値
は
あ
る
の
で
、
潜
在
的

な
市
場
で
は
あ
る
が
、
早
期
の
復
活
は
検

討
し
に
く
い
。
有
効
な
対
策
は
、
検
討
中

の
人
々
の
海
外
観
光
旅
行
を
確
実
に
再
開

さ
せ
、
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
未
検

討
の
人
々
が
具
体
的
に
検
討
し
始
め
る
よ

う
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、「
海
外
観
光
旅
行
を
再
開
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
々
」
の
再
開
理
由

に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
検
討
層

（
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）
で

の
ト
ッ
プ
は「
海
外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」。

未
検
討
層
で
は
「
行
き
た
い
国
・
地
域
が

あ
る
か
ら
」
と
な
っ
た
。
以
下
、「
海
外
で

体
験
し
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
」「
リ
ラ
ッ

ク
ス
や
癒
や
し
を
得
た
い
か
ら
」
が
続
く
。

　こ
れ
ら
の
結
果
は
、
検
討
／
未
検
討
に
か

か
わ
ら
ず
、
海
外
旅
行
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

る
経
験
が
旅
行
実
施
の
フ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。理
屈
で
は
な
く「
海

外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」と
言
え
る
人
々
が
、

同
市
場
の
核
と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
し
て
お
き
た
い
。

未
検
討
層
に
比
し
て
検
討
層
に
お
い
て
大

き
な
理
由
と
な
っ
た
の
は
、
外
出
自
粛
な

ど
に
よ
り
溜
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
発
散
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
た
自
分
や
家
族
へ

の
お
祝
い
、
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
予
算

が
増
え
そ
う
だ
か
ら
の
3
項
目
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ベ
ン
ジ
消
費
」

と
重
な
る
動
機
で
あ
る
が
、
リ
ベ
ン
ジ
の

対
象
が
国
内
旅
行
や
自
動
車
購
入
な
ど
で

も
、
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の

断
絶
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
規
顧
客
が
大
挙
し
て
押

し
寄
せ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
既
に
海
外

旅
行
の
楽
し
さ
を
知
り
、
楽
し
ん
で
い
た

人
々
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
市
場
回
復
の

必
須
要
件
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
も
海
外
旅
行
市
場

が
戻
っ
て
こ
な
い
の
は
、
そ
の
「
一
部
の

人
々
」
が
、
市
場
に
戻
っ
て
き
て
い
な
い

か
ら
だ
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
従
前
の
海
外

旅
行
市
場
を
支
え
て
い
た
人
々
に
対
す
る

意
識
調
査
を
基
に
考
察
を
行
う
。
具
体
的

に
は
、
2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に

3
回
以
上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を

行
っ
た
人
々
を
調
査
対
象
と
し
た
。

　調
査
の
概
要
：
2
0
2
3
年
3
月
実
施
。

2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に
3
回
以

上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を
行
っ
た

人
々
。
20
〜
60
歳
未
満
（
年
齢
は
均
等
割

り
付
け
）。
サ
ン
プ
ル
数
5
2
9
。

海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
る
こ
と
の

検
証

　ま
ず
は
、
今
回
の
調
査
分
析
の
基
本
と
な

る
「
海
外
観
光
旅
行
は
経
験
財
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
証
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
過
去
の
経
験
、
特
に「
子
ど
も

の
時
か
ら
海
外
旅
行
を
経
験
し
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
が
海
外
観
光
旅
行
へ
意
欲
に
大
き

く
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

だ
。

　そ
こ
で
、
子
ど
も
時
代
の
旅
行
経
験
と
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
向
（
海
外
観
光

旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
な
お

か
つ
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）

と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

明
確
な
相
関
が
確
認
で
き
た
。

　こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
り
、
過
去
の
市
場
が
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
市
場
を
形
成
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

高
い
旅
行
実
施

　次
に
、
調
査
対
象
の
人
々
の
コ
ロ
ナ
渦

中
で
の
旅
行
活
動
に
つ
い
て
整
理
を
し
て

お
き
た
い
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
よ

り
も
距
離
が
長
く
、
一
般
論
と
し
て
時
間

も
費
用
も
多
く
か
か
る
。
今
回
の
調
査
対

象
の
人
々
は
、
そ
う
し
た
実
践
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
活
動
を
多
く
実
施
し
て
い
た
人
々

で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
彼
ら
は
、

自
身
の
旅
行
に
対
す
る
欲
求
を
ど
の
よ
う

に
満
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　彼
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
中
の
国
内
観
光
旅

行
頻
度
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

39
％
が
「
年
に
3
回
以
上
」、
37
％
が
「
年

に
1
〜
2
回
」
の
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

お
り
、
国
内
観
光
旅
行
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
人
々
は
16
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　こ
の
間
、
国
内
市
場
は
、
G
o 

T
o
ト

ラ
ベ
ル
や
旅
行
支
援
な
ど
需
要
喚
起
策
が

展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
2
0
1
9
年
対
比

で
、2
0
2
1
年
9
月
頃
ま
で
は
金
額
ベ
ー

ス
で
半
額
以
下
、
そ
の
後
も
、⅔
程
度
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ

る
。　も

と
も
と
、
国
内
観
光
旅
行
を
年
に
3

回
以
上
実
施
す
る
人
々
は
、
日
本
人
の
3

割
に
と
ど
ま
り
、
彼
ら
だ
け
で
国
内
観
光

旅
行
市
場
の
8
割
を
占
め
る
。
い
か
に
、

今
回
の
調
査
対
象
が
「
旅
行
」
の
中
核
を

占
め
る
存
在
な
の
か
が
わ
か
る
。

　2
0
2
0
年
春
か
ら
顕
在
化
し
た

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策

と
し
て
、
日
本
政
府
は
人
々
の
移
動
、
特
に
国

際
的
な
移
動
を
大
き
く
制
限
す
る
よ
う
に
な

り
、
事
実
上
、
海
外
観
光
旅
行
は「
実
施
し
た

く
て
も
実
施
で
き
な
い
」活
動
と
な
っ
た
。

　そ
れ
か
ら
2
年
。
2
0
2
2
年
春
か
ら
、

日
本
人
の
海
外
旅
行（
日
本
へ
の
再
入
国
）

の
制
限
は
、
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

統
計
上
、
出
国
者
数（
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
）の

戻
り
は
鈍
く
、
2
0
2
3
年
1
月
に
至
っ
て

も
44
万
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
／
2
0
2
0
年
の
1
月
は
1
4
0

万
人
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
制

限
緩
和
か
ら
9
ヶ
月
あ
ま
り
経
っ
て
も
、
海

外
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
30
％
く
ら
い
ま

で
し
か
回
復
し
て
い
な
い
計
算
と
な
る
。

　こ
れ
に
対
し
、
訪
日
客
数
（
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
）の
回
復
は
著
し
い
。
訪
日
客
は
、
日
本

人
の
帰
国
に
遅
延
し
て
2
0
2
2
年
10
月

よ
り
制
限
緩
和
と
な
っ
た
が
、
そ
の
4
ヶ
月

後
の
2
0
2
3
年
1
月
に
は
1
5
0
万
人
に

達
し
た
。
こ
れ
は
、
2
0
1
9
／
2
0
2
0

年
1
月
水
準
の
2
7
0
万
人
に
対
し
て

56
％
水
準
と
な
る
。
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
回

復
率
と
は
、ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
に
近
い
状
態
だ
。

　実
際
、
特
集
3
で
実
施
し
た
航
空
会
社

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
需
要
が
戻
ら
な
い
た
め
に
、
座
席
の

多
く
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
（
ま
た
は
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
需
要
）
に
占
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
、
日
本
か
ら
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、

す
な
わ
ち
海
外
旅
行
は
戻
ら
な
い
の
か
。

　こ
の
理
由
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
読
み
解
こ
う
と
い
う
の
が
、
本
特
集

の
目
的
で
あ
る
。

調
査
分
析
の
切
り
口

　調
査
分
析
に
入
る
前
に
、
今
回
の
分
析

を
貫
く
「
仮
説
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き

た
い
。

　特
集
1
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
人
の

海
外
旅
行
は
、
60
年
程
度
の
歴
史
を
持
つ
。

た
だ
、
そ
の
市
場
は
、
右
肩
上
が
り
に
大
き

く
伸
長
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

2
0
1
9
年
に
2
0
0
0
万
人
に
達
し
た
と

は
い
え
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
1
7
0
0

万
人
レ
ベ
ル
を
上
下
す
る
一
種
の
飽
和
状
態

に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
場
の
構
成
者
が
新

規
参
入
者
で
は
な
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
主
体
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
数
は
横
ば
い
か
ら
減
少

傾
向
に
あ
り
、取
得
率
も
低
下
傾
向
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
海
外
旅
行
は
、
構
成
員
が
限
定
さ

れ
た
市
場
構
造
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　な
ぜ
、
そ
う
な
っ
て
い
た
の
か
。

　観
光
と
い
う
活
動
は
経
験
財
の
一
種
で

あ
り
、
自
身
で
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
そ

の
面
白
さ
、
楽
し
さ
が
理
解
で
き
る
と
い

う
側
面
を
持
つ
。
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活

動
は
、
そ
れ
が
自
身
に
と
っ
て
ど
う
い
う

価
値
を
持
つ
も
の
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い

た
め
、
適
切
な
評
価
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
日
本
の
海
外
旅
行
の
歴
史
を
た

ど
れ
ば
、
高
度
経
済
成
長
期
や
バ
ブ
ル
期

な
ど
、
経
済
が
強
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
市
場

規
模
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
身

の
所
得
が
上
が
り
、
社
会
的
な
機
運
も
高

ま
る
と
い
う
当
時
の
雰
囲
気
が
、「
海
外

旅
行
」
と
い
う
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
く
し
て
い
た
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
、
我
が
国
の
海
外

観
光
旅
行
市
場
が
持
っ
て
い
る
約
60
年
と

い
う
歴
史
は
、
親
か
ら
子
、
孫
へ
と
2
世

代
を
超
え
る
時
間
軸
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
者
で
あ
る

「
親
」
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海

外
旅
行
経
験
を
積
ん
で
き
た
市
場
が
存
在

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
そ
う
し
た
機
会
に
恵
ま
れ
ず

に
大
人
に
な
っ
た
人
々
が
、
い
き
な
り
海

外
旅
行
を
行
う
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
し
か
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図10 海外旅行に行きたい理由　

海外旅行が好きだから

行きたい国・地域があるから

海外で体験したいことがあるから
（観光、食事、買い物、

アクティビティ、文化など）
リラックスや癒しを得たいから

外出自粛などにより溜まった
ストレス発散をしたいから

新型コロナに打ち勝った自分や家族
へのお祝い、ごほうびにしたいから
外出自粛などにより、予算が増え
そうだから（お金が貯まったから）
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行きたいと思っており、具体的に予定・検討している

行きたいと思っているが、まだ具体的に検討はしていない
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図 11 旅行先の選択理由

行きたい観光地や
観光施設があるから

新型コロナウイルス流行前に
行きたいと思っていた／

計画していたから
食事が美味しいから

リラックスできる
リゾート地だから

これまでに旅行したことがあり、
気に入っているから

買い物がしたいから

イベントや現地で
具体的な予定があるから

泊まりたい宿泊施設があるから

体験したいツアーや
アクティビティがあるから

いつか行ってみたいと思っていた
憧れの旅行先だから
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62%
52.5%

55%
25.1%

41%
31.7%
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27.9%

32%
25.7%

33%
19.7%

37%
12.6%

31%
12.6%

26%
15.3%

24%
16.4%

行きたいと思っており、具体的に予定・検討している

行きたいと思っているが、まだ具体的に検討はしていない

る
に
つ
れ
て
「
ま
だ
具
体
的
に
検
討
は
し
て

い
な
い
」
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ

は
従
前
の
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
か
ら
、

海
外
観
光
旅
行
へ
の
関
心
は
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
高
い
も
の
の
、
年
長
者
ほ
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
旅
行
か
ら
離
れ
た
こ
と
の
影

響
が
出
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

年
収
と
の
関
係

　も
う
1
つ
、
世
帯
年
収
と
の
関
係
を
見

て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
年
3
回

以
上
の
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
の
は
、
世
帯

年
収
5
0
0
万
円
未
満
で
は
33
％
、
5
0
0

〜
1
5
0
0
万
円
未
満
は
40
％
と
な
っ
た

の
に
対
し
、
1
5
0
0
万
円
以
上
世
帯
で
は

61
％
と
群
を
抜
い
た
実
施
率
と
な
っ
た
。

　一
般
に
世
帯
年
収
が
5
0
0
万
円
を
割

り
込
む
と
、
国
内
で
あ
っ
て
も
旅
行
実
施

率
が
大
き
く
減
少
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
、
こ
の
調
査
対
象
者
に
お
い
て
も

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
世
帯
年
収
と
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
未
満
と
以
上

で
大
き
く
意
向
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　こ
の
分
析
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、

5
0
0
万
円
未
満
を
含
め
世
帯
年
収

1
5
0
0
万
円
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
傾
向
が
変

わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
世
帯
年
収
5
0
0
万
円
は
国
内
旅
行
の

実
施
率
を
左
右
す
る
水
準
で
あ
り
、
実
際
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
で
も
、
そ
の
傾
向

が
確
認
さ
れ
た
が
海
外
観
光
旅
行
に
つ
い
て

い
え
ば
、
年
収
が
2
〜
3
倍
の
世
帯
と
同
水

準
で
海
外
観
光
旅
行
の
再
開
意
欲
を
持
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
済
的
な
負
担
以
上
に
、

海
外
観
光
旅
行
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
お
り
、

家
計
の
や
り
く
り
を
し
て
で
も
旅
行
し
た
い

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
、
海

外
観
光
旅
行
の
経
験
値
を
積
み
上
げ
て
き

た
人
々
だ
か
ら
こ
そ
の
思
い
だ
と
い
え
る
。

　さ
ら
に
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
だ
け
で
な

く
、
今
後
の
海
外
観
光
旅
行
に
対
す
る
実
施

意
欲
も
群
を
抜
い
た
水
準
に
あ
る
。
こ
の
年

収
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、財
力
に
よ
っ
て「
自
由
」

に
自
身
の
嗜
好
を
展
開
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
特
殊
要
素
も
薄
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
。
緊
急
事
態
宣

言
中
を
除
け
ば
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
費
用

さ
え
出
せ
ば
、
個
室
で

の
食
事
や
、
露
天
風
呂

付
き
客
室
な
ど
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
従
前

と
変
わ
ら
な
い
旅
行
が

実
現
で
き
た
わ
け
で
、

お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た

旅
行
を
行
っ
て
き
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

市
場
復
活
を

阻
む
理
由

　以
上
の
分
析
か
ら

わ
か
る
こ
と
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
に
は
海
外
観

光
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
た
に
も
か
か
わ
ら

コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻

度
が
高
い
人
ほ
ど
海
外
観

光
旅
行
へ
の
意
欲
も
高
い

　こ
の
結
果
は
、
海
外
旅
行
市
場
を
支
え

て
き
た
多
く
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
旅
行
意
欲
を
減
退
さ
せ
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻
度

と
、
今
後
1
〜
2
年
で
の
海
外
観
光
旅
行
へ

の
意
欲
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
よ
り
多
く
国
内
観
光
旅
行
を

行
っ
て
い
た
人
ほ
ど
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

意
欲
が
高
く
、
行
動
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

年
に
3
回
以
上
の
国
内
観
光
旅
行
に
出
か

け
て
い
た
人
々
に
お
い
て
は
、
半
数
以
上
が

「
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
予

定
・
検
討
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、

そ
の
意
欲
・
行
動
が
群
を
抜
い
て
い
る
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
旅
行
を

し
な
か
っ
た
人
々
や
、
し
て
も
2
年
に
1

回
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
人
々
は
、
海
外
旅

行
に
対
す
る
意
欲
も
低
く
、
具
体
的
な
計

画
が
あ
る
人
々
は
10
％
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
恒
常
的
に
多
く

の
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
人
で
あ
っ

て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
旅
行
を
控
え
た

人
々
は
、
海
外
旅
行
に
対
す
る
意
欲
も
減

退
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
観
光
旅
行
の

実
施
頻
度
は
ど
う
い
っ
た
要
素
が
影
響
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
特
有
の
問
題
と
し
て
年
齢
と
、
旅
行
活

動
全
般
に
対
す
る
影
響
要
素
と
し
て
収
入

の
2
つ
の
側
面
か
ら
検
証
を
行
っ
て
み
る
。

　ま
ず
、
年
齢
と
の
関
係
で
見
る
と
、
20

〜
49
歳
は
、
年
に
3
回
以
上
の
比
率
は
変

わ
ら
な
い
が
、
50
代
に
な
る
と
大
き
く
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
観

光
旅
行
を
し
な
か
っ
た
比
率
は
、
加
齢
と

共
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
年
齢
が
強
く
旅
行
実
施

頻
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
年
齢
別
に
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
を
見
て
み
る
と
、「
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
」
比
率
は
、
ど
の
年
代

で
も
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
年
齢
が
上
が

こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
海

外
旅
行
に
行
き
た
い
！
」
と
い
う
欲
求
が

あ
れ
ば
、旅
行
費
用
上
昇
へ
の
対
応
は
様
々

に
取
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　も
う
1
つ
、
海
外
観
光
旅
行
再
開
を
阻

む
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
で
あ
る
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
は
2
年
余
り
続
く
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
間
に
就
職
や
進
学
、
結
婚
、

出
産
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生

し
た
人
々
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
を

大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

海
外
観
光
旅
行
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

が
発
生
し
た
人
と
し
な
か
っ
た
人
で
、
海
外

観
光
旅
行
の
実
施
意
向（
具
体
的
に
検
討
・

予
定
し
て
い
る
）の
比
率
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
の
ほ

う
が
、
実
施
意
向
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
最
も
比
率
が
高
か
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
は
進
学
し
た
、
子
ど
も
が
結
婚
し
た
、
親

元
か
ら
独
立
し
た
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
は
、

し
な
か
っ
た
人
よ
り
も
3
倍
の
確
率
で
海
外

観
光
旅
行
を「
具
体
的
に
検
討
予
定
す
る
」よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
注
目
し
た
い
の
は
、「
ロ
ー

ン
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
」「
ペ
ッ
ト

の
世
話
に
手
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
一
見
、
旅
行
実
施
を
阻
害
す
る

よ
う
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
欲
が
高
ま
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　ま
た
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
が
中
心
に
な
っ
た
」

「
退
職
や
転
職
、
転
籍
な
ど
で
収
入
が
減
少

し
た
」「
妊
娠
や
出
産
を
経
験
し
た
」「
子
ど

も
が
就
学
／
進
学
し
た
」「
子
ど
も
が
受
験

期
を
迎
え
た
」「
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
体

調
を
崩
し
た
／
病
気
に
な
っ
た
」「
親
族
が

要
介
護
状
態
と
な
っ
た
」に
つ
い
て
は
、
統

計
上
、
有
意
な
差
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　一
方
で
、
今
回
の
調
査
で
は
有
意
に
意

欲
を
低
下
さ
せ
る
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

　こ
れ
は
、
全
体
と
し
て
生
活
に
変
化（
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
発
生
）
が
あ
っ
た
人
の
ほ

う
が
旅
行
意
欲
は
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
分
析
結
果
か
ら
言
え
る
の
は
、

海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
な
い
理
由
は
、
経

済
的
な
要
因
で
も
、
何
か
し
ら
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
で
も
な
く
、
情
熱
の
喪
失
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
し
て
も
、
ま
た
、
航
空
料
金
や
宿
泊

費
を
含
む
イ
ン
フ
レ
、
円
安
が
解
消
さ
れ

た
と
し
て
も
、
自
動
的
に
海
外
観
光
旅
行

が
復
元
さ
れ
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

海
外
観
光
旅
行
市
場
の

復
活
に
向
け
て

　こ
こ
で
、
改
め
て
市
場
構
造
を
整
理
し

て
お
こ
う
。

　ま
ず
、
海
外
観
光
旅
行
の
市
場
は
、
新

ず
、
現
在
で
は
、
特
に
行
き
た
い
と
は
思
っ

て
い
な
い
人
々
が
一
定
数
（
本
調
査
で
は
3

割
）
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
年
齢
に
よ
る
差

は
小
さ
く
、
旅
行
意
欲
が
群
を
抜
い
て
い

る
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上
で
も
約

2
割
存
在
し
て
い
る
。
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の

特
性
上
、
こ
の
比
率
が
必
ず
し
も
市
中
の

そ
れ
と
合
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
海

外
旅
行
市
場
の
戻
り
が
鈍
い
の
は
、
こ
う

し
た
再
開
意
欲
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
一

定
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、
再
開
意
欲
を
示
し
て
い
な
い

人
々
に
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。

　興
味
深
い
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅

行
の
実
施
頻
度
に
よ
っ
て
、
海
外
観
光
旅
行

を
検
討
し
な
い
理
由
が
違
う
こ
と
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
中
に
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

い
た
層
（
年
に
1
回
以
上
）に
お
い
て
は「
国

内
旅
行
が
楽
し
い
か
ら
」
が
ト
ッ
プ
と
な

り
、「
特
に
行
き
た
い
国
・
地
域
が
特
に
な

い
」「
海
外
旅
行
へ
の
興
味
が
薄
れ
た
か
ら
」

「
他
の
趣
味
が
楽
し
く
な
っ
た
か
ら
」
が
、

年
に
1
回
未
満
の
層
に
比
し
て
高
く
な
っ

て
い
る
。

　一
方
、
年
に
1
回
未
満
の
層
で
は
「
旅
行

先
の
物
価
が
高
い
か
ら
」が
ト
ッ
プ
で
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
旅
行

の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク
」が
相
対
的
に
高
い
。

　こ
の
結
果
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
旅
行
を
多
く
実
施
し
て
い
た
層
の

「
一
部
」
は
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て
、
海

外
旅
行
「
あ
り
き
」
か
ら
、
国
内
旅
行
を

主
軸
に
お
い
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
転

化
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
他

方
、
さ
ほ
ど
国
内
旅
行
を
行
わ
な
か
っ
た

層
に
お
い
て
は
、
費
用
負
担
を
理
由
に
、

海
外
観
光
旅
行
も
余
暇
活
動
の
選
択
肢
か

ら
外
し
て
き
て
い
る
と
分
析
で
き
る
。
た

だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
世
帯
年
収

5
0
0
万
円
未
満
で
も
、
よ
り
年
収
が
多

い
世
帯
と
変
わ
ら
な
い
意
欲
を
示
し
て
い

る
人
々
は
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
0
年
秋

以
降
は
、
国
内
旅
行
は
実
施
可
能
で
あ
り
、

か
つ
、
多
く
の
割
引
制
度
も
展
開
さ
れ
て

お
り
、
経
済
的
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て

い
た
。
そ
の
中
で
も
、
国
内
旅
行
を
実
施

せ
ず
、
海
外
観
光
旅
行
に
も
関
心
を
示
さ

な
い
と
い
う
の
は
、
経
済
的
要
因
以
前
の

問
題
と
し
て
、
旅
行
そ
の
も
の
に
対
す
る

情
熱
が
減
退
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
適
切

だ
ろ
う
。

　実
際
、
海
外
観
光
旅
行
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
層
に
、
イ
ン
フ
レ
や
円
安
な
ど

に
伴
う
旅
行
費
用
上
昇
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
特
に
影
響
は
な
い
」
は
検
討
／
未
検

討
層
問
わ
ず
10
％
程
度
に
留
ま
っ
た
。
検
討

中
の
人
だ
け
で
な
く
、未
検
討
の
人
も
含
め
、

費
用
は
再
開
意
欲
を
妨
げ
る
ハ
ー
ド
ル
と
は

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　た
だ
、
こ
れ
は
価
格
上
昇
を
許
容
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
価
格
上
昇
へ
の
対

抗
策
を
い
ろ
い
ろ
と
講
じ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
設
問
の
中
で
最
も
高
率
と
な
っ
た
対

策
は
「
安
い
時
期
に
行
く
」
で
あ
っ
た
。

　旅
行
意
欲
を
検
討
層
と
未
検
討
層
で
比

較
し
て
み
る
と
、
全
体
的
に
検
討
層
が
大

き
く
未
検
討
層
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
検
討
層
の
方
が
、
よ
り
具
体
的

に
旅
行
を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
対
策
も

具
体
的
で
多
彩
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

は
な
く
、
海
外
旅
行
に
向
か
っ
た
人
々
が

「
検
討
層
」
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　言
い
方
を
変
え
る
と
、
未
検
討
の
人
々

は
リ
ベ
ン
ジ
消
費
の
意
欲
が
相
対
的
に
低

い
。
で
は
、
未
検
討
の
人
々
を
検
討
層
へ
と

変
え
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
と
思
う
の
が
、
旅

行
先
を
ど
の
よ
う
な
理
由
で
選
ん
で
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旅
行
先
の
選
択

の
理
由
を
尋
ね
て
み
る
と
「
行
き
た
い
観
光

地
や
観
光
施
設
が
あ
る
か
ら
」
が
、
検
討
／

未
検
討
に
か
か
わ
ら
ず
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
検
討
層
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
前
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
」

が
準
じ
て
お
り
、「
イ
ベ
ン
ト
や
現
地
で
具

体
的
な
予
定
が
あ
る
か
ら
」
や
「
泊
ま
り
た

い
宿
泊
施
設
が
あ
る
か
ら
」
も
、
未
検
討
層

に
対
し
て
高
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

検
討
層
は
未
検
討
層
に
比
し
て
、
具
体
的

に
訪
れ
る
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
詳

細
な
情
報
と
、
強
い
来
訪
意
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
未
検
討
層
は
、
漠
然
と「
海
外
行

き
た
い
な
ぁ
」と
思
う
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、

検
討
層
の
よ
う
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
と

い
っ
た
旅
行
プ
ラ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
こ

ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
長
期
的
な
市
場
形
成

に
繋
が
る
「
今
」

　こ
れ
ま
で
、
海
外
観
光
旅
行
市
場
の
立

ち
上
が
り
が
鈍
い
理
由
と
し
て
、
旅
行
費

用
の
高
騰
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
討
層
／
未
検
討

層
の
人
々
は
、
価
格
高
騰
の
中
で
も
、
何

か
し
ら
の
対
策
を
取
っ
て
い
こ
う
と
い
う

意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
需
要
供
給
曲
線
を
持
ち
出
す
ま

で
も
な
く
、
価
格
は
、
需
要
発
生
量
に
強

く
影
響
す
る
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
が
、
海
外
観
光
旅
行
は
、
も
と
も

と
費
用
も
時
間
も
か
か
る
活
動
で
あ
り
、

価
格
だ
け
で
選
好
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
成
立
し
得
な
い
。

　そ
れ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
大
き
く
伸
長

し
な
い
代
わ
り
に
右
肩
下
が
り
で
も
な
い

と
い
う
安
定
的
な
市
場
と
な
っ
て
い
た
の

は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
親
が
子
や
孫

を
伴
い
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
き
た
こ
と

で
、
若
い
世
代
の
心
の
中
に
も
、
そ
の
楽
し

さ
が
経
験
財
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
か

ら
だ
ろ
う
。
図
5
に
お
い
て
、
海
外
旅
行
市

場
が
急
拡
大
し
た
1
9
8
0
年
代
か
ら
90

年
代
初
め
に
「
大
人
」
だ
っ
た
世
代
を
親
に

持
つ
20
〜
39
歳
が
、
特
に
具
体
的
な
実
施

意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
証
左
と

い
え
る
。

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
海
外
観
光
旅
行
市

場
の
復
活
に
向
け
、
今
回
の
調
査
結
果
か

ら
言
え
る
こ
と
は
3
点
。

　ま
ず
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海
外
旅
行

経
験
を
持
つ
若
手
（
20
〜
39
歳
）
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
。
2
つ
目
は
、
彼
ら

が
関
心
を
持
つ
よ
う
な
旅
行
先
を
選
択

し
、
集
中
的
に
そ
の
魅
力
や
現
地
で
の
経

験
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
具

体
的
に
伝
え
「
や
っ
ぱ
り
、
海
外
は
良
い

な
ぁ
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
。

　3
つ
目
は
、「
い
つ
か
」
で
は
な
く
「
今
、

行
か
な
き
ゃ
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

け
を
行
う
こ
と
。

　例
え
ば
、
着
地
の
D
M
O
と
協
働
し
て
、

若
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
展
開
し
た
り
、
特
定
期
間
に
旅
行
申

し
込
み
を
す
る
こ
と
で
何
か
し
ら
の
特
典

（
客
室
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
や
割
引
、
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）
を
得
ら
れ
た
り
な
ど

の
取
り
組
み
が
検
討
で
き
る
。
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
発
生
と
の
繋
が
り
が
大
き
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、「
初
め
て
の
子
連
れ
で
海

外
」
と
か
「（
子
ど
も
の
独
立
に
よ
る
）
久

し
ぶ
り
の
夫
婦
だ
け
の
旅
行
」
な
ど
イ
ベ

ン
ト
に
寄
り
添
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
も

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
重
要
な
こ
と
は「
行

く
気
満
々
」の
人

（々
検
討
層
）で
は
な
く
、

意
欲
は
あ
る
け
ど
行
動
に
移
し
て
い
な
い

未
検
討
層
の
意
欲
に
火
を
つ
け
る
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
、
未
検
討
層
は
、
自
ら
積
極

的
な
検
索
を
し
な
い
た
め
、
プ
ル
型
の
情

報
発
信
で
は
届
か
な
い
。
彼
ら
に
届
け
る

た
め
に
は
、
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信
を

行
い
、
そ
れ
な
り
の
パ
ワ
ー
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　こ
れ
は
容
易
で
は
な
い
が
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
取
り
組
む
べ
き
理
由
も
大
き
い
。

　こ
の
ま
ま
国
内
旅
行
や
他
の
余
暇
活
動

に
需
要
が
シ
フ
ト
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

短
期
的
な
市
場
落
ち
込
み
に
留
ま
ら
ず
、

今
後
、
何
十
年
と
い
う
時
間
軸
で
市
場
形

成
を
危
う
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
ま
ま
海
外
観
光
旅
行
の
断
絶
が
続
い

て
し
ま
う
と
、
半
世
紀
以
上
に
渡
っ
て
繋

が
っ
て
き
た
経
験
値
が
断
絶
し
、
市
場
の

再
生
産
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
需
要
の
回
復
は
、

で
き
る
だ
け
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
個
々
の
事
業
者
や
地
域
が
別
個

で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
様
々
な
関
係

者
が
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
。

規
市
場
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
旅

行
を
楽
し
ん
で
い
た
人
々
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
「
も
う
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
人
々
（
検
討
層
）」「
行
き
た
い
が
、

ま
だ
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
（
未
検

討
層
）」、
そ
し
て
「
わ
か
ら
な
い
。
考
え
て

い
な
い（
離
脱
層
）」の
3
つ
に
区
分
で
き
る
。

　こ
の
離
脱
層
は
、
コ
ロ
ナ
渦
中
で
の
旅

行
経
験
も
低
め
で
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

興
味
関
心
も
薄
く
な
っ
て
い
る
。
海
外
観

光
旅
行
の
経
験
値
は
あ
る
の
で
、
潜
在
的

な
市
場
で
は
あ
る
が
、
早
期
の
復
活
は
検

討
し
に
く
い
。
有
効
な
対
策
は
、
検
討
中

の
人
々
の
海
外
観
光
旅
行
を
確
実
に
再
開

さ
せ
、
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
未
検

討
の
人
々
が
具
体
的
に
検
討
し
始
め
る
よ

う
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、「
海
外
観
光
旅
行
を
再
開
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
々
」
の
再
開
理
由

に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
検
討
層

（
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）
で

の
ト
ッ
プ
は「
海
外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」。

未
検
討
層
で
は
「
行
き
た
い
国
・
地
域
が

あ
る
か
ら
」
と
な
っ
た
。
以
下
、「
海
外
で

体
験
し
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
」「
リ
ラ
ッ

ク
ス
や
癒
や
し
を
得
た
い
か
ら
」
が
続
く
。

　こ
れ
ら
の
結
果
は
、
検
討
／
未
検
討
に
か

か
わ
ら
ず
、
海
外
旅
行
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

る
経
験
が
旅
行
実
施
の
フ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。理
屈
で
は
な
く「
海

外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」と
言
え
る
人
々
が
、

同
市
場
の
核
と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
し
て
お
き
た
い
。

未
検
討
層
に
比
し
て
検
討
層
に
お
い
て
大

き
な
理
由
と
な
っ
た
の
は
、
外
出
自
粛
な

ど
に
よ
り
溜
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
発
散
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
た
自
分
や
家
族
へ

の
お
祝
い
、
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
予
算

が
増
え
そ
う
だ
か
ら
の
3
項
目
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ベ
ン
ジ
消
費
」

と
重
な
る
動
機
で
あ
る
が
、
リ
ベ
ン
ジ
の

対
象
が
国
内
旅
行
や
自
動
車
購
入
な
ど
で

も
、
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の

断
絶
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
規
顧
客
が
大
挙
し
て
押

し
寄
せ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
既
に
海
外

旅
行
の
楽
し
さ
を
知
り
、
楽
し
ん
で
い
た

人
々
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
市
場
回
復
の

必
須
要
件
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
も
海
外
旅
行
市
場

が
戻
っ
て
こ
な
い
の
は
、
そ
の
「
一
部
の

人
々
」
が
、
市
場
に
戻
っ
て
き
て
い
な
い

か
ら
だ
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
従
前
の
海
外

旅
行
市
場
を
支
え
て
い
た
人
々
に
対
す
る

意
識
調
査
を
基
に
考
察
を
行
う
。
具
体
的

に
は
、
2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に

3
回
以
上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を

行
っ
た
人
々
を
調
査
対
象
と
し
た
。

　調
査
の
概
要
：
2
0
2
3
年
3
月
実
施
。

2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に
3
回
以

上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を
行
っ
た

人
々
。
20
〜
60
歳
未
満
（
年
齢
は
均
等
割

り
付
け
）。
サ
ン
プ
ル
数
5
2
9
。

海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
る
こ
と
の

検
証

　ま
ず
は
、
今
回
の
調
査
分
析
の
基
本
と
な

る
「
海
外
観
光
旅
行
は
経
験
財
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
証
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
過
去
の
経
験
、
特
に「
子
ど
も

の
時
か
ら
海
外
旅
行
を
経
験
し
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
が
海
外
観
光
旅
行
へ
意
欲
に
大
き

く
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

だ
。

　そ
こ
で
、
子
ど
も
時
代
の
旅
行
経
験
と
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
向
（
海
外
観
光

旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
な
お

か
つ
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）

と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

明
確
な
相
関
が
確
認
で
き
た
。

　こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
り
、
過
去
の
市
場
が
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
市
場
を
形
成
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

高
い
旅
行
実
施

　次
に
、
調
査
対
象
の
人
々
の
コ
ロ
ナ
渦

中
で
の
旅
行
活
動
に
つ
い
て
整
理
を
し
て

お
き
た
い
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
よ

り
も
距
離
が
長
く
、
一
般
論
と
し
て
時
間

も
費
用
も
多
く
か
か
る
。
今
回
の
調
査
対

象
の
人
々
は
、
そ
う
し
た
実
践
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
活
動
を
多
く
実
施
し
て
い
た
人
々

で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
彼
ら
は
、

自
身
の
旅
行
に
対
す
る
欲
求
を
ど
の
よ
う

に
満
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　彼
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
中
の
国
内
観
光
旅

行
頻
度
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

39
％
が
「
年
に
3
回
以
上
」、
37
％
が
「
年

に
1
〜
2
回
」
の
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

お
り
、
国
内
観
光
旅
行
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
人
々
は
16
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　こ
の
間
、
国
内
市
場
は
、
G
o 

T
o
ト

ラ
ベ
ル
や
旅
行
支
援
な
ど
需
要
喚
起
策
が

展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
2
0
1
9
年
対
比

で
、2
0
2
1
年
9
月
頃
ま
で
は
金
額
ベ
ー

ス
で
半
額
以
下
、
そ
の
後
も
、⅔
程
度
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ

る
。　も

と
も
と
、
国
内
観
光
旅
行
を
年
に
3

回
以
上
実
施
す
る
人
々
は
、
日
本
人
の
3

割
に
と
ど
ま
り
、
彼
ら
だ
け
で
国
内
観
光

旅
行
市
場
の
8
割
を
占
め
る
。
い
か
に
、

今
回
の
調
査
対
象
が
「
旅
行
」
の
中
核
を

占
め
る
存
在
な
の
か
が
わ
か
る
。

　2
0
2
0
年
春
か
ら
顕
在
化
し
た

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策

と
し
て
、
日
本
政
府
は
人
々
の
移
動
、
特
に
国

際
的
な
移
動
を
大
き
く
制
限
す
る
よ
う
に
な

り
、
事
実
上
、
海
外
観
光
旅
行
は「
実
施
し
た

く
て
も
実
施
で
き
な
い
」活
動
と
な
っ
た
。

　そ
れ
か
ら
2
年
。
2
0
2
2
年
春
か
ら
、

日
本
人
の
海
外
旅
行（
日
本
へ
の
再
入
国
）

の
制
限
は
、
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

統
計
上
、
出
国
者
数（
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
）の

戻
り
は
鈍
く
、
2
0
2
3
年
1
月
に
至
っ
て

も
44
万
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
／
2
0
2
0
年
の
1
月
は
1
4
0

万
人
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
制

限
緩
和
か
ら
9
ヶ
月
あ
ま
り
経
っ
て
も
、
海

外
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
30
％
く
ら
い
ま

で
し
か
回
復
し
て
い
な
い
計
算
と
な
る
。

　こ
れ
に
対
し
、
訪
日
客
数
（
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
）の
回
復
は
著
し
い
。
訪
日
客
は
、
日
本

人
の
帰
国
に
遅
延
し
て
2
0
2
2
年
10
月

よ
り
制
限
緩
和
と
な
っ
た
が
、
そ
の
4
ヶ
月

後
の
2
0
2
3
年
1
月
に
は
1
5
0
万
人
に

達
し
た
。
こ
れ
は
、
2
0
1
9
／
2
0
2
0

年
1
月
水
準
の
2
7
0
万
人
に
対
し
て

56
％
水
準
と
な
る
。
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
回

復
率
と
は
、ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
に
近
い
状
態
だ
。

　実
際
、
特
集
3
で
実
施
し
た
航
空
会
社

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
需
要
が
戻
ら
な
い
た
め
に
、
座
席
の

多
く
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
（
ま
た
は
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
需
要
）
に
占
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
、
日
本
か
ら
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、

す
な
わ
ち
海
外
旅
行
は
戻
ら
な
い
の
か
。

　こ
の
理
由
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
読
み
解
こ
う
と
い
う
の
が
、
本
特
集

の
目
的
で
あ
る
。

調
査
分
析
の
切
り
口

　調
査
分
析
に
入
る
前
に
、
今
回
の
分
析

を
貫
く
「
仮
説
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き

た
い
。

　特
集
1
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
人
の

海
外
旅
行
は
、
60
年
程
度
の
歴
史
を
持
つ
。

た
だ
、
そ
の
市
場
は
、
右
肩
上
が
り
に
大
き

く
伸
長
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

2
0
1
9
年
に
2
0
0
0
万
人
に
達
し
た
と

は
い
え
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
1
7
0
0

万
人
レ
ベ
ル
を
上
下
す
る
一
種
の
飽
和
状
態

に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
場
の
構
成
者
が
新

規
参
入
者
で
は
な
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
主
体
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
数
は
横
ば
い
か
ら
減
少

傾
向
に
あ
り
、取
得
率
も
低
下
傾
向
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
海
外
旅
行
は
、
構
成
員
が
限
定
さ

れ
た
市
場
構
造
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　な
ぜ
、
そ
う
な
っ
て
い
た
の
か
。

　観
光
と
い
う
活
動
は
経
験
財
の
一
種
で

あ
り
、
自
身
で
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
そ

の
面
白
さ
、
楽
し
さ
が
理
解
で
き
る
と
い

う
側
面
を
持
つ
。
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活

動
は
、
そ
れ
が
自
身
に
と
っ
て
ど
う
い
う

価
値
を
持
つ
も
の
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い

た
め
、
適
切
な
評
価
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
日
本
の
海
外
旅
行
の
歴
史
を
た

ど
れ
ば
、
高
度
経
済
成
長
期
や
バ
ブ
ル
期

な
ど
、
経
済
が
強
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
市
場

規
模
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
身

の
所
得
が
上
が
り
、
社
会
的
な
機
運
も
高

ま
る
と
い
う
当
時
の
雰
囲
気
が
、「
海
外

旅
行
」
と
い
う
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
く
し
て
い
た
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
、
我
が
国
の
海
外

観
光
旅
行
市
場
が
持
っ
て
い
る
約
60
年
と

い
う
歴
史
は
、
親
か
ら
子
、
孫
へ
と
2
世

代
を
超
え
る
時
間
軸
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
者
で
あ
る

「
親
」
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海

外
旅
行
経
験
を
積
ん
で
き
た
市
場
が
存
在

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
そ
う
し
た
機
会
に
恵
ま
れ
ず

に
大
人
に
な
っ
た
人
々
が
、
い
き
な
り
海

外
旅
行
を
行
う
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
し
か

海外旅行に対する実践者の意識4

44
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図10 海外旅行に行きたい理由　

海外旅行が好きだから

行きたい国・地域があるから

海外で体験したいことがあるから
（観光、食事、買い物、

アクティビティ、文化など）
リラックスや癒しを得たいから

外出自粛などにより溜まった
ストレス発散をしたいから

新型コロナに打ち勝った自分や家族
へのお祝い、ごほうびにしたいから
外出自粛などにより、予算が増え
そうだから（お金が貯まったから）
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55.2%

66%
61.2%

55%
45.9%

37%
33.9%
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13.1%

27%
14.2%

24%
4.9%

行きたいと思っており、具体的に予定・検討している

行きたいと思っているが、まだ具体的に検討はしていない
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図 11 旅行先の選択理由

行きたい観光地や
観光施設があるから

新型コロナウイルス流行前に
行きたいと思っていた／

計画していたから
食事が美味しいから

リラックスできる
リゾート地だから

これまでに旅行したことがあり、
気に入っているから

買い物がしたいから

イベントや現地で
具体的な予定があるから

泊まりたい宿泊施設があるから

体験したいツアーや
アクティビティがあるから

いつか行ってみたいと思っていた
憧れの旅行先だから

0%

62%
52.5%

55%
25.1%

41%
31.7%

36%
27.9%

32%
25.7%

33%
19.7%

37%
12.6%

31%
12.6%

26%
15.3%

24%
16.4%

行きたいと思っており、具体的に予定・検討している

行きたいと思っているが、まだ具体的に検討はしていない

る
に
つ
れ
て
「
ま
だ
具
体
的
に
検
討
は
し
て

い
な
い
」
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ

は
従
前
の
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
か
ら
、

海
外
観
光
旅
行
へ
の
関
心
は
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
高
い
も
の
の
、
年
長
者
ほ
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
旅
行
か
ら
離
れ
た
こ
と
の
影

響
が
出
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

年
収
と
の
関
係

　も
う
1
つ
、
世
帯
年
収
と
の
関
係
を
見

て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
年
3
回

以
上
の
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
の
は
、
世
帯

年
収
5
0
0
万
円
未
満
で
は
33
％
、
5
0
0

〜
1
5
0
0
万
円
未
満
は
40
％
と
な
っ
た

の
に
対
し
、
1
5
0
0
万
円
以
上
世
帯
で
は

61
％
と
群
を
抜
い
た
実
施
率
と
な
っ
た
。

　一
般
に
世
帯
年
収
が
5
0
0
万
円
を
割

り
込
む
と
、
国
内
で
あ
っ
て
も
旅
行
実
施

率
が
大
き
く
減
少
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
、
こ
の
調
査
対
象
者
に
お
い
て
も

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
世
帯
年
収
と
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
未
満
と
以
上

で
大
き
く
意
向
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　こ
の
分
析
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、

5
0
0
万
円
未
満
を
含
め
世
帯
年
収

1
5
0
0
万
円
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
傾
向
が
変

わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
世
帯
年
収
5
0
0
万
円
は
国
内
旅
行
の

実
施
率
を
左
右
す
る
水
準
で
あ
り
、
実
際
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
で
も
、
そ
の
傾
向

が
確
認
さ
れ
た
が
海
外
観
光
旅
行
に
つ
い
て

い
え
ば
、
年
収
が
2
〜
3
倍
の
世
帯
と
同
水

準
で
海
外
観
光
旅
行
の
再
開
意
欲
を
持
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
済
的
な
負
担
以
上
に
、

海
外
観
光
旅
行
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
お
り
、

家
計
の
や
り
く
り
を
し
て
で
も
旅
行
し
た
い

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
、
海

外
観
光
旅
行
の
経
験
値
を
積
み
上
げ
て
き

た
人
々
だ
か
ら
こ
そ
の
思
い
だ
と
い
え
る
。

　さ
ら
に
、
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
だ
け
で
な

く
、
今
後
の
海
外
観
光
旅
行
に
対
す
る
実
施

意
欲
も
群
を
抜
い
た
水
準
に
あ
る
。
こ
の
年

収
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、財
力
に
よ
っ
て「
自
由
」

に
自
身
の
嗜
好
を
展
開
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
特
殊
要
素
も
薄
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
。
緊
急
事
態
宣

言
中
を
除
け
ば
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
費
用

さ
え
出
せ
ば
、
個
室
で

の
食
事
や
、
露
天
風
呂

付
き
客
室
な
ど
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
従
前

と
変
わ
ら
な
い
旅
行
が

実
現
で
き
た
わ
け
で
、

お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た

旅
行
を
行
っ
て
き
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

市
場
復
活
を

阻
む
理
由

　以
上
の
分
析
か
ら

わ
か
る
こ
と
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
に
は
海
外
観

光
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
た
に
も
か
か
わ
ら

コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻

度
が
高
い
人
ほ
ど
海
外
観

光
旅
行
へ
の
意
欲
も
高
い

　こ
の
結
果
は
、
海
外
旅
行
市
場
を
支
え

て
き
た
多
く
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
旅
行
意
欲
を
減
退
さ
せ
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
実
施
頻
度

と
、
今
後
1
〜
2
年
で
の
海
外
観
光
旅
行
へ

の
意
欲
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
よ
り
多
く
国
内
観
光
旅
行
を

行
っ
て
い
た
人
ほ
ど
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

意
欲
が
高
く
、
行
動
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

年
に
3
回
以
上
の
国
内
観
光
旅
行
に
出
か

け
て
い
た
人
々
に
お
い
て
は
、
半
数
以
上
が

「
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
予

定
・
検
討
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、

そ
の
意
欲
・
行
動
が
群
を
抜
い
て
い
る
。

　一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
旅
行
を

し
な
か
っ
た
人
々
や
、
し
て
も
2
年
に
1

回
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
人
々
は
、
海
外
旅

行
に
対
す
る
意
欲
も
低
く
、
具
体
的
な
計

画
が
あ
る
人
々
は
10
％
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
恒
常
的
に
多
く

の
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
い
た
人
で
あ
っ

て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
旅
行
を
控
え
た

人
々
は
、
海
外
旅
行
に
対
す
る
意
欲
も
減

退
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
観
光
旅
行
の

実
施
頻
度
は
ど
う
い
っ
た
要
素
が
影
響
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
特
有
の
問
題
と
し
て
年
齢
と
、
旅
行
活

動
全
般
に
対
す
る
影
響
要
素
と
し
て
収
入

の
2
つ
の
側
面
か
ら
検
証
を
行
っ
て
み
る
。

　ま
ず
、
年
齢
と
の
関
係
で
見
る
と
、
20

〜
49
歳
は
、
年
に
3
回
以
上
の
比
率
は
変

わ
ら
な
い
が
、
50
代
に
な
る
と
大
き
く
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
観

光
旅
行
を
し
な
か
っ
た
比
率
は
、
加
齢
と

共
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
年
齢
が
強
く
旅
行
実
施

頻
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　こ
れ
を
踏
ま
え
、
年
齢
別
に
海
外
観
光

旅
行
の
実
施
意
向
を
見
て
み
る
と
、「
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
」
比
率
は
、
ど
の
年
代

で
も
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
年
齢
が
上
が

こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
海

外
旅
行
に
行
き
た
い
！
」
と
い
う
欲
求
が

あ
れ
ば
、旅
行
費
用
上
昇
へ
の
対
応
は
様
々

に
取
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　も
う
1
つ
、
海
外
観
光
旅
行
再
開
を
阻

む
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
で
あ
る
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
は
2
年
余
り
続
く
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
間
に
就
職
や
進
学
、
結
婚
、

出
産
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生

し
た
人
々
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
を

大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

海
外
観
光
旅
行
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

が
発
生
し
た
人
と
し
な
か
っ
た
人
で
、
海
外

観
光
旅
行
の
実
施
意
向（
具
体
的
に
検
討
・

予
定
し
て
い
る
）の
比
率
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
の
ほ

う
が
、
実
施
意
向
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
最
も
比
率
が
高
か
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
は
進
学
し
た
、
子
ど
も
が
結
婚
し
た
、
親

元
か
ら
独
立
し
た
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
人
は
、

し
な
か
っ
た
人
よ
り
も
3
倍
の
確
率
で
海
外

観
光
旅
行
を「
具
体
的
に
検
討
予
定
す
る
」よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
注
目
し
た
い
の
は
、「
ロ
ー

ン
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
」「
ペ
ッ
ト

の
世
話
に
手
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
一
見
、
旅
行
実
施
を
阻
害
す
る

よ
う
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
欲
が
高
ま
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　ま
た
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
が
中
心
に
な
っ
た
」

「
退
職
や
転
職
、
転
籍
な
ど
で
収
入
が
減
少

し
た
」「
妊
娠
や
出
産
を
経
験
し
た
」「
子
ど

も
が
就
学
／
進
学
し
た
」「
子
ど
も
が
受
験

期
を
迎
え
た
」「
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
体

調
を
崩
し
た
／
病
気
に
な
っ
た
」「
親
族
が

要
介
護
状
態
と
な
っ
た
」に
つ
い
て
は
、
統

計
上
、
有
意
な
差
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　一
方
で
、
今
回
の
調
査
で
は
有
意
に
意

欲
を
低
下
さ
せ
る
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

　こ
れ
は
、
全
体
と
し
て
生
活
に
変
化（
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
発
生
）
が
あ
っ
た
人
の
ほ

う
が
旅
行
意
欲
は
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
分
析
結
果
か
ら
言
え
る
の
は
、

海
外
旅
行
が
再
開
さ
れ
な
い
理
由
は
、
経

済
的
な
要
因
で
も
、
何
か
し
ら
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
で
も
な
く
、
情
熱
の
喪
失
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
し
て
も
、
ま
た
、
航
空
料
金
や
宿
泊

費
を
含
む
イ
ン
フ
レ
、
円
安
が
解
消
さ
れ

た
と
し
て
も
、
自
動
的
に
海
外
観
光
旅
行

が
復
元
さ
れ
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

海
外
観
光
旅
行
市
場
の

復
活
に
向
け
て

　こ
こ
で
、
改
め
て
市
場
構
造
を
整
理
し

て
お
こ
う
。

　ま
ず
、
海
外
観
光
旅
行
の
市
場
は
、
新

ず
、
現
在
で
は
、
特
に
行
き
た
い
と
は
思
っ

て
い
な
い
人
々
が
一
定
数
（
本
調
査
で
は
3

割
）
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
年
齢
に
よ
る
差

は
小
さ
く
、
旅
行
意
欲
が
群
を
抜
い
て
い

る
世
帯
年
収
1
5
0
0
万
円
以
上
で
も
約

2
割
存
在
し
て
い
る
。
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の

特
性
上
、
こ
の
比
率
が
必
ず
し
も
市
中
の

そ
れ
と
合
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
海

外
旅
行
市
場
の
戻
り
が
鈍
い
の
は
、
こ
う

し
た
再
開
意
欲
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
一

定
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、
再
開
意
欲
を
示
し
て
い
な
い

人
々
に
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。

　興
味
深
い
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅

行
の
実
施
頻
度
に
よ
っ
て
、
海
外
観
光
旅
行

を
検
討
し
な
い
理
由
が
違
う
こ
と
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
中
に
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

い
た
層
（
年
に
1
回
以
上
）に
お
い
て
は「
国

内
旅
行
が
楽
し
い
か
ら
」
が
ト
ッ
プ
と
な

り
、「
特
に
行
き
た
い
国
・
地
域
が
特
に
な

い
」「
海
外
旅
行
へ
の
興
味
が
薄
れ
た
か
ら
」

「
他
の
趣
味
が
楽
し
く
な
っ
た
か
ら
」
が
、

年
に
1
回
未
満
の
層
に
比
し
て
高
く
な
っ

て
い
る
。

　一
方
、
年
に
1
回
未
満
の
層
で
は
「
旅
行

先
の
物
価
が
高
い
か
ら
」が
ト
ッ
プ
で
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
旅
行

の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク
」が
相
対
的
に
高
い
。

　こ
の
結
果
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
旅
行
を
多
く
実
施
し
て
い
た
層
の

「
一
部
」
は
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て
、
海

外
旅
行
「
あ
り
き
」
か
ら
、
国
内
旅
行
を

主
軸
に
お
い
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
転

化
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
他

方
、
さ
ほ
ど
国
内
旅
行
を
行
わ
な
か
っ
た

層
に
お
い
て
は
、
費
用
負
担
を
理
由
に
、

海
外
観
光
旅
行
も
余
暇
活
動
の
選
択
肢
か

ら
外
し
て
き
て
い
る
と
分
析
で
き
る
。
た

だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
世
帯
年
収

5
0
0
万
円
未
満
で
も
、
よ
り
年
収
が
多

い
世
帯
と
変
わ
ら
な
い
意
欲
を
示
し
て
い

る
人
々
は
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
0
年
秋

以
降
は
、
国
内
旅
行
は
実
施
可
能
で
あ
り
、

か
つ
、
多
く
の
割
引
制
度
も
展
開
さ
れ
て

お
り
、
経
済
的
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て

い
た
。
そ
の
中
で
も
、
国
内
旅
行
を
実
施

せ
ず
、
海
外
観
光
旅
行
に
も
関
心
を
示
さ

な
い
と
い
う
の
は
、
経
済
的
要
因
以
前
の

問
題
と
し
て
、
旅
行
そ
の
も
の
に
対
す
る

情
熱
が
減
退
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
適
切

だ
ろ
う
。

　実
際
、
海
外
観
光
旅
行
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
層
に
、
イ
ン
フ
レ
や
円
安
な
ど

に
伴
う
旅
行
費
用
上
昇
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
特
に
影
響
は
な
い
」
は
検
討
／
未
検

討
層
問
わ
ず
10
％
程
度
に
留
ま
っ
た
。
検
討

中
の
人
だ
け
で
な
く
、未
検
討
の
人
も
含
め
、

費
用
は
再
開
意
欲
を
妨
げ
る
ハ
ー
ド
ル
と
は

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　た
だ
、
こ
れ
は
価
格
上
昇
を
許
容
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
価
格
上
昇
へ
の
対

抗
策
を
い
ろ
い
ろ
と
講
じ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
設
問
の
中
で
最
も
高
率
と
な
っ
た
対

策
は
「
安
い
時
期
に
行
く
」
で
あ
っ
た
。

　旅
行
意
欲
を
検
討
層
と
未
検
討
層
で
比

較
し
て
み
る
と
、
全
体
的
に
検
討
層
が
大

き
く
未
検
討
層
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
検
討
層
の
方
が
、
よ
り
具
体
的

に
旅
行
を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
対
策
も

具
体
的
で
多
彩
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

は
な
く
、
海
外
旅
行
に
向
か
っ
た
人
々
が

「
検
討
層
」
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　言
い
方
を
変
え
る
と
、
未
検
討
の
人
々

は
リ
ベ
ン
ジ
消
費
の
意
欲
が
相
対
的
に
低

い
。
で
は
、
未
検
討
の
人
々
を
検
討
層
へ
と

変
え
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
と
思
う
の
が
、
旅

行
先
を
ど
の
よ
う
な
理
由
で
選
ん
で
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旅
行
先
の
選
択

の
理
由
を
尋
ね
て
み
る
と
「
行
き
た
い
観
光

地
や
観
光
施
設
が
あ
る
か
ら
」
が
、
検
討
／

未
検
討
に
か
か
わ
ら
ず
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
検
討
層
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
前
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
」

が
準
じ
て
お
り
、「
イ
ベ
ン
ト
や
現
地
で
具

体
的
な
予
定
が
あ
る
か
ら
」
や
「
泊
ま
り
た

い
宿
泊
施
設
が
あ
る
か
ら
」
も
、
未
検
討
層

に
対
し
て
高
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

検
討
層
は
未
検
討
層
に
比
し
て
、
具
体
的

に
訪
れ
る
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
詳

細
な
情
報
と
、
強
い
来
訪
意
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
未
検
討
層
は
、
漠
然
と「
海
外
行

き
た
い
な
ぁ
」と
思
う
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、

検
討
層
の
よ
う
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
と

い
っ
た
旅
行
プ
ラ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
こ

ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
長
期
的
な
市
場
形
成

に
繋
が
る
「
今
」

　こ
れ
ま
で
、
海
外
観
光
旅
行
市
場
の
立

ち
上
が
り
が
鈍
い
理
由
と
し
て
、
旅
行
費

用
の
高
騰
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
討
層
／
未
検
討

層
の
人
々
は
、
価
格
高
騰
の
中
で
も
、
何

か
し
ら
の
対
策
を
取
っ
て
い
こ
う
と
い
う

意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
需
要
供
給
曲
線
を
持
ち
出
す
ま

で
も
な
く
、
価
格
は
、
需
要
発
生
量
に
強

く
影
響
す
る
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
が
、
海
外
観
光
旅
行
は
、
も
と
も

と
費
用
も
時
間
も
か
か
る
活
動
で
あ
り
、

価
格
だ
け
で
選
好
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
成
立
し
得
な
い
。

　そ
れ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
大
き
く
伸
長

し
な
い
代
わ
り
に
右
肩
下
が
り
で
も
な
い

と
い
う
安
定
的
な
市
場
と
な
っ
て
い
た
の

は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
親
が
子
や
孫

を
伴
い
海
外
観
光
旅
行
を
し
て
き
た
こ
と

で
、
若
い
世
代
の
心
の
中
に
も
、
そ
の
楽
し

さ
が
経
験
財
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
か

ら
だ
ろ
う
。
図
5
に
お
い
て
、
海
外
旅
行
市

場
が
急
拡
大
し
た
1
9
8
0
年
代
か
ら
90

年
代
初
め
に
「
大
人
」
だ
っ
た
世
代
を
親
に

持
つ
20
〜
39
歳
が
、
特
に
具
体
的
な
実
施

意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
証
左
と

い
え
る
。

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
海
外
観
光
旅
行
市

場
の
復
活
に
向
け
、
今
回
の
調
査
結
果
か

ら
い
え
る
こ
と
は
3
点
。

　ま
ず
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海
外
旅
行

経
験
を
持
つ
若
手
（
20
〜
39
歳
）
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
。
2
つ
目
は
、
彼
ら

が
関
心
を
持
つ
よ
う
な
旅
行
先
を
選
択

し
、
集
中
的
に
そ
の
魅
力
や
現
地
で
の
経

験
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
具

体
的
に
伝
え
「
や
っ
ぱ
り
、
海
外
は
良
い

な
ぁ
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
。

　3
つ
目
は
、「
い
つ
か
」
で
は
な
く
「
今
、

行
か
な
き
ゃ
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛

け
を
行
う
こ
と
。

　例
え
ば
、
着
地
の
D
M
O
と
協
働
し
て
、

若
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
展
開
し
た
り
、
特
定
期
間
に
旅
行
申

し
込
み
を
す
る
こ
と
で
何
か
し
ら
の
特
典

（
客
室
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
や
割
引
、
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）
を
得
ら
れ
た
り
な
ど

の
取
り
組
み
が
検
討
で
き
る
。
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
発
生
と
の
繋
が
り
が
大
き
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、「
初
め
て
の
子
連
れ
で
海

外
」
と
か
「（
子
ど
も
の
独
立
に
よ
る
）
久

し
ぶ
り
の
夫
婦
だ
け
の
旅
行
」
な
ど
イ
ベ

ン
ト
に
寄
り
添
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
も

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
重
要
な
こ
と
は「
行

く
気
満
々
」の
人

（々
検
討
層
）で
は
な
く
、

意
欲
は
あ
る
け
ど
行
動
に
移
し
て
い
な
い

未
検
討
層
の
意
欲
に
火
を
つ
け
る
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
、
未
検
討
層
は
、
自
ら
積
極

的
な
検
索
を
し
な
い
た
め
、
プ
ル
型
の
情

報
発
信
で
は
届
か
な
い
。
彼
ら
に
届
け
る

た
め
に
は
、
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信
を

行
い
、
そ
れ
な
り
の
パ
ワ
ー
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　こ
れ
は
容
易
で
は
な
い
が
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
取
り
組
む
べ
き
理
由
も
大
き
い
。

　こ
の
ま
ま
国
内
旅
行
や
他
の
余
暇
活
動

に
需
要
が
シ
フ
ト
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

短
期
的
な
市
場
落
ち
込
み
に
留
ま
ら
ず
、

今
後
、
何
十
年
と
い
う
時
間
軸
で
市
場
形

成
を
危
う
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
ま
ま
海
外
観
光
旅
行
の
断
絶
が
続
い

て
し
ま
う
と
、
半
世
紀
以
上
に
渡
っ
て
繋

が
っ
て
き
た
経
験
値
が
断
絶
し
、
市
場
の

再
生
産
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
需
要
の
回
復
は
、

で
き
る
だ
け
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
個
々
の
事
業
者
や
地
域
が
別
個

で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
様
々
な
関
係

者
が
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
。

規
市
場
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
旅

行
を
楽
し
ん
で
い
た
人
々
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
「
も
う
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
人
々
（
検
討
層
）」「
行
き
た
い
が
、

ま
だ
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
（
未
検

討
層
）」、
そ
し
て
「
わ
か
ら
な
い
。
考
え
て

い
な
い（
離
脱
層
）」の
3
つ
に
区
分
で
き
る
。

　こ
の
離
脱
層
は
、
コ
ロ
ナ
渦
中
で
の
旅

行
経
験
も
低
め
で
、
海
外
観
光
旅
行
へ
の

興
味
関
心
も
薄
く
な
っ
て
い
る
。
海
外
観

光
旅
行
の
経
験
値
は
あ
る
の
で
、
潜
在
的

な
市
場
で
は
あ
る
が
、
早
期
の
復
活
は
検

討
し
に
く
い
。
有
効
な
対
策
は
、
検
討
中

の
人
々
の
海
外
観
光
旅
行
を
確
実
に
再
開

さ
せ
、
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
未
検

討
の
人
々
が
具
体
的
に
検
討
し
始
め
る
よ

う
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　そ
こ
で
、「
海
外
観
光
旅
行
を
再
開
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
々
」
の
再
開
理
由

に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
検
討
層

（
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）
で

の
ト
ッ
プ
は「
海
外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」。

未
検
討
層
で
は
「
行
き
た
い
国
・
地
域
が

あ
る
か
ら
」
と
な
っ
た
。
以
下
、「
海
外
で

体
験
し
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
」「
リ
ラ
ッ

ク
ス
や
癒
や
し
を
得
た
い
か
ら
」
が
続
く
。

　こ
れ
ら
の
結
果
は
、
検
討
／
未
検
討
に
か

か
わ
ら
ず
、
海
外
旅
行
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

る
経
験
が
旅
行
実
施
の
フ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。理
屈
で
は
な
く「
海

外
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
」と
言
え
る
人
々
が
、

同
市
場
の
核
と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
し
て
お
き
た
い
。

未
検
討
層
に
比
し
て
検
討
層
に
お
い
て
大

き
な
理
由
と
な
っ
た
の
は
、
外
出
自
粛
な

ど
に
よ
り
溜
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
発
散
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
た
自
分
や
家
族
へ

の
お
祝
い
、
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
予
算

が
増
え
そ
う
だ
か
ら
の
3
項
目
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ベ
ン
ジ
消
費
」

と
重
な
る
動
機
で
あ
る
が
、
リ
ベ
ン
ジ
の

対
象
が
国
内
旅
行
や
自
動
車
購
入
な
ど
で

も
、
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の

断
絶
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
規
顧
客
が
大
挙
し
て
押

し
寄
せ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
既
に
海
外

旅
行
の
楽
し
さ
を
知
り
、
楽
し
ん
で
い
た

人
々
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
市
場
回
復
の

必
須
要
件
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
も
海
外
旅
行
市
場

が
戻
っ
て
こ
な
い
の
は
、
そ
の
「
一
部
の

人
々
」
が
、
市
場
に
戻
っ
て
き
て
い
な
い

か
ら
だ
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
従
前
の
海
外

旅
行
市
場
を
支
え
て
い
た
人
々
に
対
す
る

意
識
調
査
を
基
に
考
察
を
行
う
。
具
体
的

に
は
、
2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に

3
回
以
上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を

行
っ
た
人
々
を
調
査
対
象
と
し
た
。

　調
査
の
概
要
：
2
0
2
3
年
3
月
実
施
。

2
0
1
0
〜
2
0
1
9
年
の
間
に
3
回
以

上
、
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
を
行
っ
た

人
々
。
20
〜
60
歳
未
満
（
年
齢
は
均
等
割

り
付
け
）。
サ
ン
プ
ル
数
5
2
9
。

海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
る
こ
と
の

検
証

　ま
ず
は
、
今
回
の
調
査
分
析
の
基
本
と
な

る
「
海
外
観
光
旅
行
は
経
験
財
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
証
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
過
去
の
経
験
、
特
に「
子
ど
も

の
時
か
ら
海
外
旅
行
を
経
験
し
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
が
海
外
観
光
旅
行
へ
意
欲
に
大
き

く
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

だ
。

　そ
こ
で
、
子
ど
も
時
代
の
旅
行
経
験
と
、

海
外
観
光
旅
行
の
実
施
意
向
（
海
外
観
光

旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
な
お

か
つ
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し
て
い
る
層
）

と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

明
確
な
相
関
が
確
認
で
き
た
。

　こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
海
外
観
光
旅
行
が

経
験
財
で
あ
り
、
過
去
の
市
場
が
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
市
場
を
形
成
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

高
い
旅
行
実
施

　次
に
、
調
査
対
象
の
人
々
の
コ
ロ
ナ
渦

中
で
の
旅
行
活
動
に
つ
い
て
整
理
を
し
て

お
き
た
い
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
よ

り
も
距
離
が
長
く
、
一
般
論
と
し
て
時
間

も
費
用
も
多
く
か
か
る
。
今
回
の
調
査
対

象
の
人
々
は
、
そ
う
し
た
実
践
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
活
動
を
多
く
実
施
し
て
い
た
人
々

で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
彼
ら
は
、

自
身
の
旅
行
に
対
す
る
欲
求
を
ど
の
よ
う

に
満
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　彼
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
中
の
国
内
観
光
旅

行
頻
度
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

39
％
が
「
年
に
3
回
以
上
」、
37
％
が
「
年

に
1
〜
2
回
」
の
国
内
旅
行
を
実
施
し
て

お
り
、
国
内
観
光
旅
行
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
人
々
は
16
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　こ
の
間
、
国
内
市
場
は
、
G
o 

T
o
ト

ラ
ベ
ル
や
旅
行
支
援
な
ど
需
要
喚
起
策
が

展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
2
0
1
9
年
対
比

で
、2
0
2
1
年
9
月
頃
ま
で
は
金
額
ベ
ー

ス
で
半
額
以
下
、
そ
の
後
も
、⅔
程
度
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ

る
。　も

と
も
と
、
国
内
観
光
旅
行
を
年
に
3

回
以
上
実
施
す
る
人
々
は
、
日
本
人
の
3

割
に
と
ど
ま
り
、
彼
ら
だ
け
で
国
内
観
光

旅
行
市
場
の
8
割
を
占
め
る
。
い
か
に
、

今
回
の
調
査
対
象
が
「
旅
行
」
の
中
核
を

占
め
る
存
在
な
の
か
が
わ
か
る
。

　2
0
2
0
年
春
か
ら
顕
在
化
し
た

C
O
V
I
D
‐
19
に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策

と
し
て
、
日
本
政
府
は
人
々
の
移
動
、
特
に
国

際
的
な
移
動
を
大
き
く
制
限
す
る
よ
う
に
な

り
、
事
実
上
、
海
外
観
光
旅
行
は「
実
施
し
た

く
て
も
実
施
で
き
な
い
」活
動
と
な
っ
た
。

　そ
れ
か
ら
2
年
。
2
0
2
2
年
春
か
ら
、

日
本
人
の
海
外
旅
行（
日
本
へ
の
再
入
国
）

の
制
限
は
、
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

統
計
上
、
出
国
者
数（
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
）の

戻
り
は
鈍
く
、
2
0
2
3
年
1
月
に
至
っ
て

も
44
万
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
／
2
0
2
0
年
の
1
月
は
1
4
0

万
人
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
制

限
緩
和
か
ら
9
ヶ
月
あ
ま
り
経
っ
て
も
、
海

外
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
30
％
く
ら
い
ま

で
し
か
回
復
し
て
い
な
い
計
算
と
な
る
。

　こ
れ
に
対
し
、
訪
日
客
数
（
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
）の
回
復
は
著
し
い
。
訪
日
客
は
、
日
本

人
の
帰
国
に
遅
延
し
て
2
0
2
2
年
10
月

よ
り
制
限
緩
和
と
な
っ
た
が
、
そ
の
4
ヶ
月

後
の
2
0
2
3
年
1
月
に
は
1
5
0
万
人
に

達
し
た
。
こ
れ
は
、
2
0
1
9
／
2
0
2
0

年
1
月
水
準
の
2
7
0
万
人
に
対
し
て

56
％
水
準
と
な
る
。
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
回

復
率
と
は
、ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
に
近
い
状
態
だ
。

　実
際
、
特
集
3
で
実
施
し
た
航
空
会
社

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
需
要
が
戻
ら
な
い
た
め
に
、
座
席
の

多
く
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
（
ま
た
は
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
需
要
）
に
占
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　な
ぜ
、
日
本
か
ら
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、

す
な
わ
ち
海
外
旅
行
は
戻
ら
な
い
の
か
。

　こ
の
理
由
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
読
み
解
こ
う
と
い
う
の
が
、
本
特
集

の
目
的
で
あ
る
。

調
査
分
析
の
切
り
口

　調
査
分
析
に
入
る
前
に
、
今
回
の
分
析

を
貫
く
「
仮
説
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き

た
い
。

　特
集
1
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
人
の

海
外
旅
行
は
、
60
年
程
度
の
歴
史
を
持
つ
。

た
だ
、
そ
の
市
場
は
、
右
肩
上
が
り
に
大
き

く
伸
長
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

2
0
1
9
年
に
2
0
0
0
万
人
に
達
し
た
と

は
い
え
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
1
7
0
0

万
人
レ
ベ
ル
を
上
下
す
る
一
種
の
飽
和
状
態

に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
場
の
構
成
者
が
新

規
参
入
者
で
は
な
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
主
体
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
数
は
横
ば
い
か
ら
減
少

傾
向
に
あ
り
、取
得
率
も
低
下
傾
向
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
海
外
旅
行
は
、
構
成
員
が
限
定
さ

れ
た
市
場
構
造
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　な
ぜ
、
そ
う
な
っ
て
い
た
の
か
。

　観
光
と
い
う
活
動
は
経
験
財
の
一
種
で

あ
り
、
自
身
で
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
そ

の
面
白
さ
、
楽
し
さ
が
理
解
で
き
る
と
い

う
側
面
を
持
つ
。
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活

動
は
、
そ
れ
が
自
身
に
と
っ
て
ど
う
い
う

価
値
を
持
つ
も
の
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い

た
め
、
適
切
な
評
価
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
日
本
の
海
外
旅
行
の
歴
史
を
た

ど
れ
ば
、
高
度
経
済
成
長
期
や
バ
ブ
ル
期

な
ど
、
経
済
が
強
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
市
場

規
模
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
身

の
所
得
が
上
が
り
、
社
会
的
な
機
運
も
高

ま
る
と
い
う
当
時
の
雰
囲
気
が
、「
海
外

旅
行
」
と
い
う
や
っ
た
こ
と
の
な
い
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
く
し
て
い
た
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
、
我
が
国
の
海
外

観
光
旅
行
市
場
が
持
っ
て
い
る
約
60
年
と

い
う
歴
史
は
、
親
か
ら
子
、
孫
へ
と
2
世

代
を
超
え
る
時
間
軸
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
海
外
観
光
旅
行
の
経
験
者
で
あ
る

「
親
」
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
海

外
旅
行
経
験
を
積
ん
で
き
た
市
場
が
存
在

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
そ
う
し
た
機
会
に
恵
ま
れ
ず

に
大
人
に
な
っ
た
人
々
が
、
い
き
な
り
海

外
旅
行
を
行
う
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
し
か
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回
復
が
遅
い
海
外
旅
行

　日
本
に
視
座
を
置
き
観
光
市
場
を
展
望
す

る
と
、
発
地
が
国
内
か
海
外
か
、
着
地
が
国

内
か
海
外
か
と
い
う
2
つ
の
軸
で
4
領
域
に

区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　こ
の
う
ち
、
C
O
V
I
D
‐
19
が
も
た
ら

し
た
コ
ロ
ナ
禍
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
以
下
、『
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
』）
中
、
政
府
に
よ
っ
て
G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
や（
全
国
）

旅
行
支
援
に
よ
っ
て
需
要

の
底
上
げ
が
な
さ
れ
た
の

は
「
国
内
旅
行
」
の
み
と

な
る
。
こ
の
取
り
組
み
も

あ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
中

を
除
け
ば
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
下
に
お
い
て
も
、
一
定

の
国
内
旅
行
需
要
は
動
く

こ
と
と
な
っ
た
。

　他
方
、
訪
日
旅
行
と
海

外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
検

疫
の
強
化
に
よ
っ
て
、
事
実

上
、
観
光
で
の
旅
行
は
不

可
能
と
な
り
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
り
、
2
0
2
2
年

の
春
か
ら
海
外
旅
行
が
、
秋
か
ら
個
人
で
の
訪

日
旅
行
が
実
施
可
能
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
訪
日
旅
行
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
回

復
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
以
外
の
国
か

ら
国
へ
の
国
際
旅
行
は
、
欧
米
を
中
心
に

2
0
2
2
年
に
は
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　す
な
わ
ち
、
こ
の
4
領
域
の
う
ち
、
海
外

旅
行
だ
け
が
回
復
が
遅
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。　訪

日
旅
行
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

大
国
で
あ
っ
た
中
国
が
十
分
に
回
復
し
て
い

な
い
と
い
う
状
況
の
た
め
、
ア
ジ
ア
圏
へ
の

旅
行
需
要
が
日
本
へ
集
中
し
て
い
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
が
、
訪
日
旅
行
よ
り
も
半
年
早

く
渡
航
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
海
外
旅
行
の
戻
り
が
遅
い
こ
と
は
事
実

だ
ろ
う
。

　こ
の
問
題
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
考
え
い

こ
う
と
い
う
の
が
、
本
号
の
目
的
で
あ
る
。

経
済
成
長
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
形
成

し
て
き
た
海
外
旅
行

　特
集
1
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
我
が
国
の

海
外
旅
行
は
、
我
が
国
の
経
済
成
長
と
足
並

み
を
揃
え
る
よ
う
に
成
長
し
た
。
20
世
紀
後

半
、
我
が
国
の
海
外
市
場
が
急
増
し
た
こ
と

は
、
国
際
的
な
学
術
分
野
で
も
注
目
さ
れ
、

複
数
の
研
究
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
多

く
は
海
外
旅
行
市
場
と
日
本
の
経
済
成
長
の

関
係
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
日
本
経
済
が
高
度
成
長
に
よ
っ
て
急
成

長
し
た
こ
と
で
、
海
外
旅
行
も
増
え
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　需
要
が
増
え
た
背
景
に
は
、
そ
の
需
要
を

支
え
る
航
空
路
線
、
海
外
で
の
宿
泊
サ
ー
ビ

ス
、
そ
し
て
、
旅
行
会
社
の
存
在
も
あ
っ
た
。

日
本
航
空
は
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

た
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
を
1
1
3
機
保
有

し
、
世
界
の
主
要
都
市
や
リ
ゾ
ー
ト
に
日
本

資
本
の
ホ
テ
ル
が
で
き
、
旅
行
会
社
か
ら
、

こ
れ
ら
を
繋
ぐ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
が
多
く
展

開
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　す
な
わ
ち
、
経
済
成
長
に
よ
っ
て
日
本
人

が
資
金
力
を
持
ち
、
そ
の
余
暇
の
方
向
が
海

外
旅
行
へ
と
向
か
い
、
そ
の
動
き
を
捉
え
た

関
連
事
業
者
が
投
資
を
行
っ
た
こ
と
で
、
さ

ら
に
需
要
が
増
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
日
の
ア
ジ
ア
圏
か
ら

の
訪
日
旅
行
と
同
様
の
構
造
に
あ
る
が
、
日

本
で
は
、
半
世
紀
ほ
ど
前
に
起
き
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
。

　高
度
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
を
経
て
、
日
本

の
海
外
旅
行
市
場
は
拡
大
し
、
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
、
失
わ
れ
た
〇
〇
年
と
呼
ば
れ
る
時

代
の
中
で
も
市
場
規
模
は
横
ば
い
で
推
移
し

て
き
た
。
同
期
間
、
国
内
旅
行
は
大
き
く
減

少
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
海
外
旅
行

に
対
す
る
需
要
は
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
海
外

旅
行
と
い
う
「
習
慣
」
が
根
付
き
、
経
済
要

因
を
超
え
需
要
が
継
続
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
実
際
、
過
去
の
同
時
多
発
テ
ロ
や
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
、
減
少
幅
は
限
定

的
で
、
回
復
も
早
か
っ
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
お
い
て
は
、
大
き
く
回
復
が
遅
れ
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

復
活
を
阻
む
壁

　特
集
2
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た

状
況
の
中
で
、
日
本
の
海
外
旅
行
市
場
を
立

ち
上
げ
、
維
持
し
て
き
た
事
業
者
は
、
海
外

旅
行
の
再
起
動
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始

し
て
い
る
。

　事
業
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
取
組
の
内
容
、

切
り
口
、
姿
勢
を
変
え
な
が
ら
海
外
旅
行
の

再
起
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
い
ず
れ
も

需
要
の
戻
り
が
遅
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束
に
タ

「
意
思
」
が
大
き
な
影
響
を
持
つ
と
考
え
る

べ
き
だ
ろ
う
。

　そ
の
視
点
で
注
意
し
た
い
の
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
に
は
海
外
旅
行
し
て
い
た
の
に
海

外
旅
行
再
開
に
向
け
て
動
い
て
い
な
い
人
々

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
海
外
旅
行
市
場
を
構
成

す
る
重
要
な
セ
グ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
中
の
旅
行
頻
度
も
低
く
、
ま
た
、

幼
少
期
の
海
外
旅
行
経
験
も
低
い
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
旅
行
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ

の
組
み
込
み
度
合
い
が
低
く
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
よ
う
な
外
的
な
環
境
変
化
が
、
自
身
の
旅

行
意
欲
に
も
強
く
影
響
し
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。「
意
思
」が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
国
内
旅
行
で
す
ら
低
下
し
て

し
ま
っ
た
彼
ら
の
旅
行
意
欲
を
、
海
外
旅
行

に
向
け
て
高
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
容

易
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

　こ
の
こ
と
は
、
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
に

は
、
相
応
の
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
に

も
な
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
に

生
じ
た
「
観
光
」
の
変
化

　も
う
一
つ
、
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
旅

行
先
も
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
、
日
本
を
含
め
人
気

の
旅
行
先
の
多
く
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

問
題
が
顕
在
化
し
て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、

「
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
々
の
想
い

は
、
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
地
域
に
押
し

寄
せ
て
お
り
、
そ
れ
を
制
御
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
現
状
に
流
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が

実
情
だ
ろ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ

て
、
そ
の
流
れ
は
完
全
に
停
止
し
た
。
こ
の

時
間
は
、
地
域
住
民
が
、
改
め
て
「
自
分
た

ち
の
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
と
は
な
ん
だ
ろ

う
」
と
考
え
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、
欧
州
で
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム

に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

環
境
対
策
、
特
に
カ
ー
ボ
ン
対
策
が
欧
州
全

体
で
の
社
会
的
課
題
と
な
っ
た
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、

短
期
的
な
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
中
長

期
的
な
持
続
性
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
注
目
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　ま
た
、
特
集
3
で
整
理
し
た
よ
う
に
日
本

に
と
っ
て
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
海
外
旅
行

先
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
も
、
大
き
な

変
化
が
お
き
て
い
る
。
欧
州
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

顧
客
を
含
む
社
会
全
体
の
意
識
が
環
境
志
向

に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に

沿
っ
た
動
き
で
あ
る
が
、
ハ
ワ
イ
州
の
場
合

は
、
ハ
ワ
イ
の
人
々
が
考
え
る
「
あ
る
べ
き

観
光
」
の
方
向
に
、
観
光
客
に
も
対
応
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　中
長
期
的
な
視
点
で
地
域
を
考
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
同
様
で
あ
る
が
、
起
点
が
住
民
で
あ
る
と

い
う
点
は
、
今
後
の
海
外
旅
行
市
場
を
考
え

る
上
で
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
れ
ま
で
は
「
お
客
様
」
と
し
て
も
て
な
さ

れ
る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

着
地
の
文
化
や
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
た
行
動
を

取
ら
な
け
れ
ば
歓
迎
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
か
ら
だ
。

　海
外
は
、
も
と
も
と
、
日
本
と
は
文
化
や

価
値
観
が
異
な
る
部
分
が
多
い
。
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
、
海
外
旅
行
の
魅
力
の
一
つ
で

あ
る
わ
け
だ
が
、
今
後
は
「
旅
行
者
だ
か
ら
」

と
い
っ
て
許
さ
れ
な
い
社
会
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
れ
は
、
社
会
的
な
ル
ー
ル
を
遵
守
し
な

い
訪
日
客
に
対
す
る
国
内
の
世
論
を
見
て

も
、
納
得
で
き
る
流
れ
で
あ
る
と
思
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
で
は
、
日
本
の
海
外
旅

行
者
の
意
識
や
行
動
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
不
安
も
あ
る
。
特

集
4
で
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
、
海
外
旅
行

時
の
E
S
G
系
行
動
を
意
欲
も
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
地
域
の
特
産
品
購
入
や
貢
献
で
き
る
体

験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ
た
、
自
身
の
楽

し
さ
に
繋
が
る
項
目
は
相
対
的
に
高
め
と

な
っ
た
が
、
そ
の
他
は
、
全
般
的
に
低
い
傾

向
に
あ
る
か
ら
だ
。特
に
、価
格（
費
用
負
担
）

が
高
く
な
る
行
動
（
例
：
協
力
金
）
や
、
負

荷
を
主
体
的
に
低
め
る
行
動
（
例
：
ゴ
ミ
削

減
、
時
間
変
更
）
な
ど
に
対
す
る
意
欲
は
低

め
で
あ
る
。

　ハ
ワ
イ
州
で
は
、
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

復
活
に
期
待
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
経
済
効

果
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
州
に
対

し
て
敬
意
を
も
ち
、
節
度
の
あ
る
行
動
を

取
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
が
あ

る
か
ら
だ
。
海
外
旅
行
市
場
の
復
活
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
旅
行
先
に
お
け
る
「
期
待
」

に
つ
い
て
も
注
視
し
、
そ
の
期
待
に
応
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
意
識
や
行
動
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

る
だ
ろ
う
。

海
外
旅
行
市
場

復
活
の
難
し
さ

　以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
海
外
旅
行
の
復

活
が
遅
れ
て
い
る
の
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
行
動
を
変
容
さ
せ
、
旅
行
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
っ
た
人
々
の
存
在
が
あ
る
。
も
と
も

と
、
限
ら
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

き
た
市
場
で
あ
る
た
め
、
特
定
の
セ
グ
メ
ン

ト
が
抜
け
て
し
ま
う
と
、
そ
の
量
的
な
回
復

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　各
事
業
者
は
、
こ
う
し
た
市
場
動
向
を
踏

ま
え
た
対
応
と
な
る
た
め
、
積
極
的
な
展
開

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
例
え
ば
、
航
空
会

社
は
、
需
要
を
見
込
め
る
範
囲
内
で
航
空
便

を
復
活
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
し
、
機
材

の
大
き
さ
も
調
整
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
提
供
さ
れ
て
き
た
座
席
も
、
現
状
、

訪
日
市
場
が
活
況
で
あ
る
た
め
、
そ
ち
ら
で

専
有
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
日
本
人
の
海
外

旅
行
用
に
獲
得
で
き
る
座
席
数
は
限
定
さ

れ
、
価
格
も
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

　こ
う
な
る
と
旅
行
会
社
も
、
積
極
的
に
商

品
造
成
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
大
規
模

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
も
で
き
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
社
内
で
の
人
員
や
費
用
を

傾
斜
配
分
す
べ
き
か
ど
う
か
の
判
断
に
も
悩

ん
で
い
る
と
い
う
の
が
実
情
だ
ろ
う
。

　そ
の
結
果
、
渡
航
制
限
は
緩
和
さ
れ
た
も

の
の
国
内
に
お
い
て
海
外
旅
行
に
関
す
る
情

報
流
通
も
減
り
、
人
々
の
関
心
も
低
位
に
留

ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
グ
ー
グ

ル
を
使
っ
て
旅
行
分
野
に
お
け
る
「
ハ
ワ
イ
」

の
検
索
量
推
移
を
見
て
み
る
と
、パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
の
⅓
〜
¼
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
、
ほ

と
ん
ど
回
復
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
な

お
、
こ
の
数
値
は
、
特
集
4
で
の
「
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討

し
て
い
る
」
比
率
と
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

従
前
の
3
割
程
度
し
か
、
海
外
旅
行
再
開
へ

の
具
体
的
な
行
動
を
移
し
て
い
る
人
々
は
居

な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ
ろ
う
。

　シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
海
外
旅
行
先
で
あ
る
ハ

ワ
イ
で
す
ら
、
未
だ
、
こ
う
し
た
状
況
で
あ

る
こ
と
は
海
外
旅
行
市
場
の
復
活
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
同
時
に
、
そ

の
突
破
口
を
見
出
し
に
く
い
と
い
う
の
が
実

情
で
あ
る
。

海
外
旅
行
市
場
復
活
の

重
要
性

　冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
旅
行
市
場
は
4
つ

に
区
分
で
き
る
が
、
筆
者
は
、
こ
の
4
市
場

は
相
互
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　海
外
旅
行
実
践
者
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
国
内
旅
行
を
実
施
し
た
こ
と
は
一
例
で
あ

る
が
、
訪
日
旅
行
も
国
内
旅
行
に
影
響
し
う

る
。
訪
日
旅
行
者
が
増
え
れ
ば
、
観
光
地
や

施
設
に
対
す
る
投
資
が
増
え
、
そ
の
恩
恵
を

国
内
客
も
得
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
訪
日
旅
行
と
海
外
旅
行
は
、
同
じ
航
空

路
線
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
双
方

の
動
態
に
よ
っ
て
パ
イ
プ
の
太
さ
は
左
右
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
我
が
国
に
は
関

係
な
さ
そ
う
な
国
際
旅
行
に
つ
い
て
も
、
そ

の
動
態
は
訪
日
旅
行
や
海
外
旅
行
に
も
影
響

し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
急
回
復

し
て
き
て
い
る
訪
日
旅
行
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
大
国
で
あ
る
中
国
が
、
ま
だ
ち
ゃ
ん
と
開

国
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
と
無
縁
で
は
な

い
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
ア
ジ
ア
文
化
に
触

れ
た
い
人
々
に
と
っ
て
、
日
本
く
ら
い
し
か

選
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
か
つ
て
日
本
人
が
多
く
訪
れ
て
い
た
グ

ア
ム
は
、主
た
る
客
層
が
韓
国
へ
と
変
わ
り
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
で
は
日
本
か
ら
の
直
行
便

も
限
定
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
第
3

国
間
の
旅
行
も
、
日
本
発
着
の
旅
行
に
影
響

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　そ
う
し
た
中
で
、
日
本
か
ら
の
海
外
旅
行

の
回
復
が
大
き
く
遅
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
問
題
は
2
つ
。

　1
つ
は
、
グ
ア
ム
の
よ
う
に
、
日
本
人
受

け
入
れ
の
体
制
が
崩
壊
し
て
し
ま
い
、
日
本

人
の
海
外
旅
行
、
特
に
人
気
の
観
光
リ
ゾ
ー

ト
地
へ
の
旅
行
が
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と

だ
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
回
復
を
図
る
た

め
、
世
界
中
の
観
光
資
本
は
「
顧
客
」
を
求

め
て
い
る
。
そ
の
状
況
に
お
い
て
、
実
需
に

つ
な
が
ら
な
い
市
場
の
た
め
に
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
用
意
し
て
お
く
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

そ
の
結
果
、
将
来
的
に
、
日
本
人
が
海
外
旅

行
を
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
行
き
に
く

い
状
況
と
な
り
、
さ
ら
に
市
場
が
縮
小
し
て

い
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　も
う
1
つ
は
、
国
内
を
含
め
た
観
光
文
化

の
衰
退
で
あ
る
。
必
ず
し
も
、
海
外
旅
行
は

国
内
旅
行
の
上
位
に
あ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
大
き
く
異
な
る
文
化
、
社
会
、
環
境
に

触
れ
る
海
外
旅
行
は
、
観
光
活
動
の
中
で
も

特
別
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
経
験
は
、
国
内

に
お
い
て
も
様
々
な
形
で
拡
が
っ
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
特
に
、
訪
日
客
が
増
大
し
て
い

る
現
状
に
お
い
て
、
高
い
経
験
値
を
持
っ
た

日
本
人
の
存
在
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
相
互

交
流
の
実
現
に
有
効
だ
ろ
う
。

最
後
に

　海
外
旅
行
は
、
日
本
国
内
へ
の
経
済
効
果

が
限
定
的
で
あ
る
た
め
に
、
軽
視
さ
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
世
界
と
繋
が
っ
て
い
く
た
め
に

は
訪
日
旅
行
だ
け
で
な
く
、
海
外
旅
行
も

し
っ
か
り
と
隆
盛
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
海
外
旅
行
市
場
は
、
自
然
に
回
復
し

て
い
く
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の

流
れ
を
変
え
て
い
く
に
は
、
海
外
旅
行
の
復

活
に
向
け
、
大
き
な
社
会
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
を
起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
再
度
、
海
外
旅
行
を
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
組
み
込
む
人
々
を
増
や
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　4
つ
の
市
場
は
つ
な
が
っ
て
お
り
、
海
外

旅
行
市
場
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
国
内
旅
行

や
訪
日
旅
行
に
も
影
響
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
関
係
者
で
認
識
し
、
中
長
期
的
な
視
点

で
市
場
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

海
外
旅
行
の
復
活
と

観
光
市
場
の
展
望

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

　理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

　山
田
雄
一

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
世
界
的
に
イ

ン
フ
レ
が
進
み
、
同
時
に
、
円
安
も
進
ん
だ

た
め
に
日
本
人
に
と
っ
て
海
外
旅
行
が
非
常

に
高
価
と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア

圏
は
、
国
際
的
に
み
て
マ
ス
ク
装
着
率
が
高

く
、
渡
航
制
限
の
緩
和
も
遅
れ
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
経
済
要
因
だ
け
で
は

な
い
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
実
際
、
団

体
旅
行
の
戻
り
は
個
人
旅
行
に
比
し
て
遅
い

傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
内
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
修
学
旅
行
は
戻
っ
て
き
た
も

の
の
、
一
般
団
体
の
旅
行
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、「
集
団
」

で
の
動
き
を
避
け
る
傾
向
が
強
い
。

　ま
た
、
航
空
会
社
が
指
摘
す
る
よ
う
に
業

務
需
要
の
戻
り
は
、
予
想
よ
り
早
い
傾
向
に

あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
が
日
常
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
時
間
と
費

用
の
か
か
る
対
面
会
議
は
減
少
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
推
測
も
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
で
あ
る
。

　こ
れ
は
、
海
外
旅
行
の
戻
り
が
遅
い
の
は
、

経
済
的
な
要
因
だ
け
で
な
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
拡
が
っ
た「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」が
、
人
々
の

考
え
方
や
行
動
に
、
未
だ
残
っ
て
お
り
、
そ
れ

が
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

限
定
さ
れ
る

再
開
セ
グ
メ
ン
ト

　こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
特
集
4
で
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
に
海
外
旅
行
習
慣
を
持
っ

て
い
た
人
々
を
対
象
と
し
た
市
場
調
査
を
実

施
し
た
。
我
が
国
に
と
っ
て
の
海
外
旅
行
市

場
は
「
や
っ
て
い
る
人
が
継
続
的
に
や
っ
て

い
る
」
こ
と
で
支
え
ら
れ
て
い
る
市
場
で
あ

り
、
新
規
参
入
者
は
乏
し
い
た
め
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
市
場
が
、
そ
の
ま
ま
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
後
の
市
場
形
成
の
核
と
な
る
か
ら
だ
。

　こ
の
調
査
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
後
に
海
外
旅
行
の
再
開
に
動
き
出
し

た
人
々
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
も
（
国
内
）

旅
行
を
高
頻
度
で
実
施
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
だ
。
業
務
都
合
も
あ
り
筆
者
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
中
、
か
な
り
移
動
し
て
い
た
方
で
あ

る
が
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
通
勤
電
車

に
乗
る
と
白
眼
視
さ
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
観
光
地
側
に
お
い
て
も
、

必
ず
し
も
旅
行
者
の
来
訪
を
歓
迎
す
る
ム
ー

ド
で
は
な
く
、
な
ん
と
な
く
緊
張
感
が
張
り

詰
め
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

　既
に
海
外
旅
行
再
開
に
向
け
て
動
い
て
い

る
人
々
は
、
当
時
の
日
本
社
会
が
、
そ
う
し

た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
旅
行

を
継
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。も
ち
ろ
ん
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
で
あ
っ
て
も
、
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
を
徹
底
し
た
旅
行
は
可
能
で
あ

り
、
彼
ら
は
、
そ
う
し
た
旅
行
を
行
っ
て
い

た
の
だ
と
思
う
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
敢
え

て
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
旅
行
し
よ
う
と
彼
ら

が
思
っ
た
意
思
の
存
在
で
あ
ろ
う
。

　同
じ
く
特
集
4
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、

彼
ら
の
多
く
は
、
幼
少
期
か
ら
旅
行
を
頻
繁

に
行
っ
て
お
り
、
高
い
経
験
値
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
旅
行
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
余

暇
で
は
な
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
渡
航
制

限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
、
当
然
の
よ
う
に

海
外
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
で
も
旅
行
に
出
て

い
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
海
外
で
あ
ろ
う
と
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界
を
避
け
る
理
由
は
無
い
。

　な
お
、
海
外
旅
行
が
戻
ら
な
い
原
因
と
し

て
指
摘
さ
れ
が
ち
な
、
価
格
の
高
騰
に
つ
い

て
も
、
本
調
査
で
は
必
ず
し
も
本
質
的
で
は

な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
確
か

に
、
経
済
的
な
負
担
は
大
き
く
な
る
が
、
旅

行
し
た
い
と
思
う
「
意
思
」
の
方
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
意
思
が
あ
れ
ば
、
費
用
負
担
を

下
げ
る
方
法
は
選
択
で
き
る
か
ら
だ
。
も
ち

ろ
ん
、
L
C
C
の
再
就
航
な
ど
、
価
格
を
低

下
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
は
需
要
喚
起
に
お

い
て
重
要
で
は
あ
る
が
、
経
験
に
基
づ
い
た

海外旅行の復活と観光市場の展望視座

視座
図 1 日本から見た旅行市場の区分

発
地・海
外

発
地・国
内

着地・国内

着地・海外

訪日旅行 国内旅行

国際旅行 海外旅行
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回
復
が
遅
い
海
外
旅
行

　日
本
に
視
座
を
置
き
観
光
市
場
を
展
望
す

る
と
、
発
地
が
国
内
か
海
外
か
、
着
地
が
国

内
か
海
外
か
と
い
う
2
つ
の
軸
で
4
領
域
に

区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　こ
の
う
ち
、
C
O
V
I
D
‐
19
が
も
た
ら

し
た
コ
ロ
ナ
禍
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
以
下
、『
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
』）
中
、
政
府
に
よ
っ
て
G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
や（
全
国
）

旅
行
支
援
に
よ
っ
て
需
要

の
底
上
げ
が
な
さ
れ
た
の

は
「
国
内
旅
行
」
の
み
と

な
る
。
こ
の
取
り
組
み
も

あ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
中

を
除
け
ば
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
下
に
お
い
て
も
、
一
定

の
国
内
旅
行
需
要
は
動
く

こ
と
と
な
っ
た
。

　他
方
、
訪
日
旅
行
と
海

外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
検

疫
の
強
化
に
よ
っ
て
、
事
実

上
、
観
光
で
の
旅
行
は
不

可
能
と
な
り
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
り
、
2
0
2
2
年

の
春
か
ら
海
外
旅
行
が
、
秋
か
ら
個
人
で
の
訪

日
旅
行
が
実
施
可
能
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
訪
日
旅
行
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
回

復
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
以
外
の
国
か

ら
国
へ
の
国
際
旅
行
は
、
欧
米
を
中
心
に

2
0
2
2
年
に
は
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　す
な
わ
ち
、
こ
の
4
領
域
の
う
ち
、
海
外

旅
行
だ
け
が
回
復
が
遅
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。　訪

日
旅
行
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

大
国
で
あ
っ
た
中
国
が
十
分
に
回
復
し
て
い

な
い
と
い
う
状
況
の
た
め
、
ア
ジ
ア
圏
へ
の

旅
行
需
要
が
日
本
へ
集
中
し
て
い
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
が
、
訪
日
旅
行
よ
り
も
半
年
早

く
渡
航
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
海
外
旅
行
の
戻
り
が
遅
い
こ
と
は
事
実

だ
ろ
う
。

　こ
の
問
題
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
考
え
い

こ
う
と
い
う
の
が
、
本
号
の
目
的
で
あ
る
。

経
済
成
長
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
形
成

し
て
き
た
海
外
旅
行

　特
集
1
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
我
が
国
の

海
外
旅
行
は
、
我
が
国
の
経
済
成
長
と
足
並

み
を
揃
え
る
よ
う
に
成
長
し
た
。
20
世
紀
後

半
、
我
が
国
の
海
外
市
場
が
急
増
し
た
こ
と

は
、
国
際
的
な
学
術
分
野
で
も
注
目
さ
れ
、

複
数
の
研
究
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
多

く
は
海
外
旅
行
市
場
と
日
本
の
経
済
成
長
の

関
係
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
日
本
経
済
が
高
度
成
長
に
よ
っ
て
急
成

長
し
た
こ
と
で
、
海
外
旅
行
も
増
え
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　需
要
が
増
え
た
背
景
に
は
、
そ
の
需
要
を

支
え
る
航
空
路
線
、
海
外
で
の
宿
泊
サ
ー
ビ

ス
、
そ
し
て
、
旅
行
会
社
の
存
在
も
あ
っ
た
。

日
本
航
空
は
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

た
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
を
1
1
3
機
保
有

し
、
世
界
の
主
要
都
市
や
リ
ゾ
ー
ト
に
日
本

資
本
の
ホ
テ
ル
が
で
き
、
旅
行
会
社
か
ら
、

こ
れ
ら
を
繋
ぐ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
が
多
く
展

開
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　す
な
わ
ち
、
経
済
成
長
に
よ
っ
て
日
本
人

が
資
金
力
を
持
ち
、
そ
の
余
暇
の
方
向
が
海

外
旅
行
へ
と
向
か
い
、
そ
の
動
き
を
捉
え
た

関
連
事
業
者
が
投
資
を
行
っ
た
こ
と
で
、
さ

ら
に
需
要
が
増
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
日
の
ア
ジ
ア
圏
か
ら

の
訪
日
旅
行
と
同
様
の
構
造
に
あ
る
が
、
日

本
で
は
、
半
世
紀
ほ
ど
前
に
起
き
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
。

　高
度
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
を
経
て
、
日
本

の
海
外
旅
行
市
場
は
拡
大
し
、
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
、
失
わ
れ
た
〇
〇
年
と
呼
ば
れ
る
時

代
の
中
で
も
市
場
規
模
は
横
ば
い
で
推
移
し

て
き
た
。
同
期
間
、
国
内
旅
行
は
大
き
く
減

少
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
海
外
旅
行

に
対
す
る
需
要
は
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
海
外

旅
行
と
い
う
「
習
慣
」
が
根
付
き
、
経
済
要

因
を
超
え
需
要
が
継
続
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
実
際
、
過
去
の
同
時
多
発
テ
ロ
や
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
、
減
少
幅
は
限
定

的
で
、
回
復
も
早
か
っ
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
お
い
て
は
、
大
き
く
回
復
が
遅
れ
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

復
活
を
阻
む
壁

　特
集
2
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た

状
況
の
中
で
、
日
本
の
海
外
旅
行
市
場
を
立

ち
上
げ
、
維
持
し
て
き
た
事
業
者
は
、
海
外

旅
行
の
再
起
動
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始

し
て
い
る
。

　事
業
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
取
組
の
内
容
、

切
り
口
、
姿
勢
を
変
え
な
が
ら
海
外
旅
行
の

再
起
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
い
ず
れ
も

需
要
の
戻
り
が
遅
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束
に
タ

「
意
思
」
が
大
き
な
影
響
を
持
つ
と
考
え
る

べ
き
だ
ろ
う
。

　そ
の
視
点
で
注
意
し
た
い
の
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
に
は
海
外
旅
行
し
て
い
た
の
に
海

外
旅
行
再
開
に
向
け
て
動
い
て
い
な
い
人
々

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
海
外
旅
行
市
場
を
構
成

す
る
重
要
な
セ
グ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
中
の
旅
行
頻
度
も
低
く
、
ま
た
、

幼
少
期
の
海
外
旅
行
経
験
も
低
い
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
旅
行
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ

の
組
み
込
み
度
合
い
が
低
く
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
よ
う
な
外
的
な
環
境
変
化
が
、
自
身
の
旅

行
意
欲
に
も
強
く
影
響
し
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。「
意
思
」が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
国
内
旅
行
で
す
ら
低
下
し
て

し
ま
っ
た
彼
ら
の
旅
行
意
欲
を
、
海
外
旅
行

に
向
け
て
高
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
容

易
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

　こ
の
こ
と
は
、
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
に

は
、
相
応
の
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
に

も
な
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
に

生
じ
た
「
観
光
」
の
変
化

　も
う
一
つ
、
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
旅

行
先
も
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
、
日
本
を
含
め
人
気

の
旅
行
先
の
多
く
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

問
題
が
顕
在
化
し
て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、

「
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
々
の
想
い

は
、
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
地
域
に
押
し

寄
せ
て
お
り
、
そ
れ
を
制
御
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
現
状
に
流
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が

実
情
だ
ろ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ

て
、
そ
の
流
れ
は
完
全
に
停
止
し
た
。
こ
の

時
間
は
、
地
域
住
民
が
、
改
め
て
「
自
分
た

ち
の
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
と
は
な
ん
だ
ろ

う
」
と
考
え
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、
欧
州
で
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム

に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

環
境
対
策
、
特
に
カ
ー
ボ
ン
対
策
が
欧
州
全

体
で
の
社
会
的
課
題
と
な
っ
た
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、

短
期
的
な
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
中
長

期
的
な
持
続
性
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
注
目
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　ま
た
、
特
集
3
で
整
理
し
た
よ
う
に
日
本

に
と
っ
て
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
海
外
旅
行

先
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
も
、
大
き
な

変
化
が
お
き
て
い
る
。
欧
州
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

顧
客
を
含
む
社
会
全
体
の
意
識
が
環
境
志
向

に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に

沿
っ
た
動
き
で
あ
る
が
、
ハ
ワ
イ
州
の
場
合

は
、
ハ
ワ
イ
の
人
々
が
考
え
る
「
あ
る
べ
き

観
光
」
の
方
向
に
、
観
光
客
に
も
対
応
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　中
長
期
的
な
視
点
で
地
域
を
考
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
同
様
で
あ
る
が
、
起
点
が
住
民
で
あ
る
と

い
う
点
は
、
今
後
の
海
外
旅
行
市
場
を
考
え

る
上
で
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
れ
ま
で
は
「
お
客
様
」
と
し
て
も
て
な
さ

れ
る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

着
地
の
文
化
や
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
た
行
動
を

取
ら
な
け
れ
ば
歓
迎
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
か
ら
だ
。

　海
外
は
、
も
と
も
と
、
日
本
と
は
文
化
や

価
値
観
が
異
な
る
部
分
が
多
い
。
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
、
海
外
旅
行
の
魅
力
の
一
つ
で

あ
る
わ
け
だ
が
、
今
後
は
「
旅
行
者
だ
か
ら
」

と
い
っ
て
許
さ
れ
な
い
社
会
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
れ
は
、
社
会
的
な
ル
ー
ル
を
遵
守
し
な

い
訪
日
客
に
対
す
る
国
内
の
世
論
を
見
て

も
、
納
得
で
き
る
流
れ
で
あ
る
と
思
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
で
は
、
日
本
の
海
外
旅

行
者
の
意
識
や
行
動
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
不
安
も
あ
る
。
特

集
4
で
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
、
海
外
旅
行

時
の
E
S
G
系
行
動
を
意
欲
も
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
地
域
の
特
産
品
購
入
や
貢
献
で
き
る
体

験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ
た
、
自
身
の
楽

し
さ
に
繋
が
る
項
目
は
相
対
的
に
高
め
と

な
っ
た
が
、
そ
の
他
は
、
全
般
的
に
低
い
傾

向
に
あ
る
か
ら
だ
。特
に
、価
格（
費
用
負
担
）

が
高
く
な
る
行
動
（
例
：
協
力
金
）
や
、
負

荷
を
主
体
的
に
低
め
る
行
動
（
例
：
ゴ
ミ
削

減
、
時
間
変
更
）
な
ど
に
対
す
る
意
欲
は
低

め
で
あ
る
。

　ハ
ワ
イ
州
で
は
、
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

復
活
に
期
待
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
経
済
効

果
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
州
に
対

し
て
敬
意
を
も
ち
、
節
度
の
あ
る
行
動
を

取
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
が
あ

る
か
ら
だ
。
海
外
旅
行
市
場
の
復
活
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
旅
行
先
に
お
け
る
「
期
待
」

に
つ
い
て
も
注
視
し
、
そ
の
期
待
に
応
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
意
識
や
行
動
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

る
だ
ろ
う
。

海
外
旅
行
市
場

復
活
の
難
し
さ

　以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
海
外
旅
行
の
復

活
が
遅
れ
て
い
る
の
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
行
動
を
変
容
さ
せ
、
旅
行
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
っ
た
人
々
の
存
在
が
あ
る
。
も
と
も

と
、
限
ら
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

き
た
市
場
で
あ
る
た
め
、
特
定
の
セ
グ
メ
ン

ト
が
抜
け
て
し
ま
う
と
、
そ
の
量
的
な
回
復

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　各
事
業
者
は
、
こ
う
し
た
市
場
動
向
を
踏

ま
え
た
対
応
と
な
る
た
め
、
積
極
的
な
展
開

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
例
え
ば
、
航
空
会

社
は
、
需
要
を
見
込
め
る
範
囲
内
で
航
空
便

を
復
活
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
し
、
機
材

の
大
き
さ
も
調
整
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
提
供
さ
れ
て
き
た
座
席
も
、
現
状
、

訪
日
市
場
が
活
況
で
あ
る
た
め
、
そ
ち
ら
で

専
有
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
日
本
人
の
海
外

旅
行
用
に
獲
得
で
き
る
座
席
数
は
限
定
さ

れ
、
価
格
も
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

　こ
う
な
る
と
旅
行
会
社
も
、
積
極
的
に
商

品
造
成
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
大
規
模

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
も
で
き
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
社
内
で
の
人
員
や
費
用
を

傾
斜
配
分
す
べ
き
か
ど
う
か
の
判
断
に
も
悩

ん
で
い
る
と
い
う
の
が
実
情
だ
ろ
う
。

　そ
の
結
果
、
渡
航
制
限
は
緩
和
さ
れ
た
も

の
の
国
内
に
お
い
て
海
外
旅
行
に
関
す
る
情

報
流
通
も
減
り
、
人
々
の
関
心
も
低
位
に
留

ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
グ
ー
グ

ル
を
使
っ
て
旅
行
分
野
に
お
け
る
「
ハ
ワ
イ
」

の
検
索
量
推
移
を
見
て
み
る
と
、パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
の
⅓
〜
¼
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
、
ほ

と
ん
ど
回
復
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
な

お
、
こ
の
数
値
は
、
特
集
4
で
の
「
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討

し
て
い
る
」
比
率
と
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

従
前
の
3
割
程
度
し
か
、
海
外
旅
行
再
開
へ

の
具
体
的
な
行
動
を
移
し
て
い
る
人
々
は
居

な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ
ろ
う
。

　シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
海
外
旅
行
先
で
あ
る
ハ

ワ
イ
で
す
ら
、
未
だ
、
こ
う
し
た
状
況
で
あ

る
こ
と
は
海
外
旅
行
市
場
の
復
活
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
同
時
に
、
そ

の
突
破
口
を
見
出
し
に
く
い
と
い
う
の
が
実

情
で
あ
る
。

海
外
旅
行
市
場
復
活
の

重
要
性

　冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
旅
行
市
場
は
4
つ

に
区
分
で
き
る
が
、
筆
者
は
、
こ
の
4
市
場

は
相
互
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　海
外
旅
行
実
践
者
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
国
内
旅
行
を
実
施
し
た
こ
と
は
一
例
で
あ

る
が
、
訪
日
旅
行
も
国
内
旅
行
に
影
響
し
う

る
。
訪
日
旅
行
者
が
増
え
れ
ば
、
観
光
地
や

施
設
に
対
す
る
投
資
が
増
え
、
そ
の
恩
恵
を

国
内
客
も
得
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
訪
日
旅
行
と
海
外
旅
行
は
、
同
じ
航
空

路
線
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
双
方

の
動
態
に
よ
っ
て
パ
イ
プ
の
太
さ
は
左
右
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
我
が
国
に
は
関

係
な
さ
そ
う
な
国
際
旅
行
に
つ
い
て
も
、
そ

の
動
態
は
訪
日
旅
行
や
海
外
旅
行
に
も
影
響

し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
急
回
復

し
て
き
て
い
る
訪
日
旅
行
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
大
国
で
あ
る
中
国
が
、
ま
だ
ち
ゃ
ん
と
開

国
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
と
無
縁
で
は
な

い
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
ア
ジ
ア
文
化
に
触

れ
た
い
人
々
に
と
っ
て
、
日
本
く
ら
い
し
か

選
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
か
つ
て
日
本
人
が
多
く
訪
れ
て
い
た
グ

ア
ム
は
、主
た
る
客
層
が
韓
国
へ
と
変
わ
り
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
で
は
日
本
か
ら
の
直
行
便

も
限
定
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
第
3

国
間
の
旅
行
も
、
日
本
発
着
の
旅
行
に
影
響

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　そ
う
し
た
中
で
、
日
本
か
ら
の
海
外
旅
行

の
回
復
が
大
き
く
遅
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
問
題
は
2
つ
。

　1
つ
は
、
グ
ア
ム
の
よ
う
に
、
日
本
人
受

け
入
れ
の
体
制
が
崩
壊
し
て
し
ま
い
、
日
本

人
の
海
外
旅
行
、
特
に
人
気
の
観
光
リ
ゾ
ー

ト
地
へ
の
旅
行
が
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と

だ
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
回
復
を
図
る
た

め
、
世
界
中
の
観
光
資
本
は
「
顧
客
」
を
求

め
て
い
る
。
そ
の
状
況
に
お
い
て
、
実
需
に

つ
な
が
ら
な
い
市
場
の
た
め
に
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
用
意
し
て
お
く
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

そ
の
結
果
、
将
来
的
に
、
日
本
人
が
海
外
旅

行
を
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
行
き
に
く

い
状
況
と
な
り
、
さ
ら
に
市
場
が
縮
小
し
て

い
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　も
う
1
つ
は
、
国
内
を
含
め
た
観
光
文
化

の
衰
退
で
あ
る
。
必
ず
し
も
、
海
外
旅
行
は

国
内
旅
行
の
上
位
に
あ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
大
き
く
異
な
る
文
化
、
社
会
、
環
境
に

触
れ
る
海
外
旅
行
は
、
観
光
活
動
の
中
で
も

特
別
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
経
験
は
、
国
内

に
お
い
て
も
様
々
な
形
で
拡
が
っ
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
特
に
、
訪
日
客
が
増
大
し
て
い

る
現
状
に
お
い
て
、
高
い
経
験
値
を
持
っ
た

日
本
人
の
存
在
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
相
互

交
流
の
実
現
に
有
効
だ
ろ
う
。

最
後
に

　海
外
旅
行
は
、
日
本
国
内
へ
の
経
済
効
果

が
限
定
的
で
あ
る
た
め
に
、
軽
視
さ
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
世
界
と
繋
が
っ
て
い
く
た
め
に

は
訪
日
旅
行
だ
け
で
な
く
、
海
外
旅
行
も

し
っ
か
り
と
隆
盛
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
海
外
旅
行
市
場
は
、
自
然
に
回
復
し

て
い
く
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の

流
れ
を
変
え
て
い
く
に
は
、
海
外
旅
行
の
復

活
に
向
け
、
大
き
な
社
会
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
を
起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
再
度
、
海
外
旅
行
を
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
組
み
込
む
人
々
を
増
や
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　4
つ
の
市
場
は
つ
な
が
っ
て
お
り
、
海
外

旅
行
市
場
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
国
内
旅
行

や
訪
日
旅
行
に
も
影
響
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
関
係
者
で
認
識
し
、
中
長
期
的
な
視
点

で
市
場
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

海
外
旅
行
の
復
活
と

観
光
市
場
の
展
望

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

　理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

　山
田
雄
一

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
世
界
的
に
イ

ン
フ
レ
が
進
み
、
同
時
に
、
円
安
も
進
ん
だ

た
め
に
日
本
人
に
と
っ
て
海
外
旅
行
が
非
常

に
高
価
と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア

圏
は
、
国
際
的
に
み
て
マ
ス
ク
装
着
率
が
高

く
、
渡
航
制
限
の
緩
和
も
遅
れ
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
経
済
要
因
だ
け
で
は

な
い
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
実
際
、
団

体
旅
行
の
戻
り
は
個
人
旅
行
に
比
し
て
遅
い

傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
内
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
修
学
旅
行
は
戻
っ
て
き
た
も

の
の
、
一
般
団
体
の
旅
行
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、「
集
団
」

で
の
動
き
を
避
け
る
傾
向
が
強
い
。

　ま
た
、
航
空
会
社
が
指
摘
す
る
よ
う
に
業

務
需
要
の
戻
り
は
、
予
想
よ
り
早
い
傾
向
に

あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
が
日
常
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
時
間
と
費

用
の
か
か
る
対
面
会
議
は
減
少
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
推
測
も
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
で
あ
る
。

　こ
れ
は
、
海
外
旅
行
の
戻
り
が
遅
い
の
は
、

経
済
的
な
要
因
だ
け
で
な
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
拡
が
っ
た「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」が
、
人
々
の

考
え
方
や
行
動
に
、
未
だ
残
っ
て
お
り
、
そ
れ

が
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

限
定
さ
れ
る

再
開
セ
グ
メ
ン
ト

　こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
特
集
4
で
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
に
海
外
旅
行
習
慣
を
持
っ

て
い
た
人
々
を
対
象
と
し
た
市
場
調
査
を
実

施
し
た
。
我
が
国
に
と
っ
て
の
海
外
旅
行
市

場
は
「
や
っ
て
い
る
人
が
継
続
的
に
や
っ
て

い
る
」
こ
と
で
支
え
ら
れ
て
い
る
市
場
で
あ

り
、
新
規
参
入
者
は
乏
し
い
た
め
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
市
場
が
、
そ
の
ま
ま
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
後
の
市
場
形
成
の
核
と
な
る
か
ら
だ
。

　こ
の
調
査
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
後
に
海
外
旅
行
の
再
開
に
動
き
出
し

た
人
々
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
も
（
国
内
）

旅
行
を
高
頻
度
で
実
施
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
だ
。
業
務
都
合
も
あ
り
筆
者
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
中
、
か
な
り
移
動
し
て
い
た
方
で
あ

る
が
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
通
勤
電
車

に
乗
る
と
白
眼
視
さ
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
観
光
地
側
に
お
い
て
も
、

必
ず
し
も
旅
行
者
の
来
訪
を
歓
迎
す
る
ム
ー

ド
で
は
な
く
、
な
ん
と
な
く
緊
張
感
が
張
り

詰
め
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

　既
に
海
外
旅
行
再
開
に
向
け
て
動
い
て
い

る
人
々
は
、
当
時
の
日
本
社
会
が
、
そ
う
し

た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
旅
行

を
継
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。も
ち
ろ
ん
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
で
あ
っ
て
も
、
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
を
徹
底
し
た
旅
行
は
可
能
で
あ

り
、
彼
ら
は
、
そ
う
し
た
旅
行
を
行
っ
て
い

た
の
だ
と
思
う
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
敢
え

て
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
旅
行
し
よ
う
と
彼
ら

が
思
っ
た
意
思
の
存
在
で
あ
ろ
う
。

　同
じ
く
特
集
4
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、

彼
ら
の
多
く
は
、
幼
少
期
か
ら
旅
行
を
頻
繁

に
行
っ
て
お
り
、
高
い
経
験
値
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
旅
行
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
余

暇
で
は
な
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
渡
航
制

限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
、
当
然
の
よ
う
に

海
外
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
で
も
旅
行
に
出
て

い
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
海
外
で
あ
ろ
う
と
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界
を
避
け
る
理
由
は
無
い
。

　な
お
、
海
外
旅
行
が
戻
ら
な
い
原
因
と
し

て
指
摘
さ
れ
が
ち
な
、
価
格
の
高
騰
に
つ
い

て
も
、
本
調
査
で
は
必
ず
し
も
本
質
的
で
は

な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
確
か

に
、
経
済
的
な
負
担
は
大
き
く
な
る
が
、
旅

行
し
た
い
と
思
う
「
意
思
」
の
方
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
意
思
が
あ
れ
ば
、
費
用
負
担
を

下
げ
る
方
法
は
選
択
で
き
る
か
ら
だ
。
も
ち

ろ
ん
、
L
C
C
の
再
就
航
な
ど
、
価
格
を
低

下
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
は
需
要
喚
起
に
お

い
て
重
要
で
は
あ
る
が
、
経
験
に
基
づ
い
た

海外旅行の復活と観光市場の展望視座

視座
図 1 日本から見た旅行市場の区分
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回
復
が
遅
い
海
外
旅
行

　日
本
に
視
座
を
置
き
観
光
市
場
を
展
望
す

る
と
、
発
地
が
国
内
か
海
外
か
、
着
地
が
国

内
か
海
外
か
と
い
う
2
つ
の
軸
で
4
領
域
に

区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　こ
の
う
ち
、
C
O
V
I
D
‐
19
が
も
た
ら

し
た
コ
ロ
ナ
禍
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
以
下
、『
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
』）
中
、
政
府
に
よ
っ
て
G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
や（
全
国
）

旅
行
支
援
に
よ
っ
て
需
要

の
底
上
げ
が
な
さ
れ
た
の

は
「
国
内
旅
行
」
の
み
と

な
る
。
こ
の
取
り
組
み
も

あ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
中

を
除
け
ば
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
下
に
お
い
て
も
、
一
定

の
国
内
旅
行
需
要
は
動
く

こ
と
と
な
っ
た
。

　他
方
、
訪
日
旅
行
と
海

外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
検

疫
の
強
化
に
よ
っ
て
、
事
実

上
、
観
光
で
の
旅
行
は
不

可
能
と
な
り
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
り
、
2
0
2
2
年

の
春
か
ら
海
外
旅
行
が
、
秋
か
ら
個
人
で
の
訪

日
旅
行
が
実
施
可
能
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
訪
日
旅
行
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
回

復
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
以
外
の
国
か

ら
国
へ
の
国
際
旅
行
は
、
欧
米
を
中
心
に

2
0
2
2
年
に
は
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　す
な
わ
ち
、
こ
の
4
領
域
の
う
ち
、
海
外

旅
行
だ
け
が
回
復
が
遅
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。　訪

日
旅
行
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

大
国
で
あ
っ
た
中
国
が
十
分
に
回
復
し
て
い

な
い
と
い
う
状
況
の
た
め
、
ア
ジ
ア
圏
へ
の

旅
行
需
要
が
日
本
へ
集
中
し
て
い
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
が
、
訪
日
旅
行
よ
り
も
半
年
早

く
渡
航
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
海
外
旅
行
の
戻
り
が
遅
い
こ
と
は
事
実

だ
ろ
う
。

　こ
の
問
題
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
考
え
い

こ
う
と
い
う
の
が
、
本
号
の
目
的
で
あ
る
。

経
済
成
長
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
形
成

し
て
き
た
海
外
旅
行

　特
集
1
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
我
が
国
の

海
外
旅
行
は
、
我
が
国
の
経
済
成
長
と
足
並

み
を
揃
え
る
よ
う
に
成
長
し
た
。
20
世
紀
後

半
、
我
が
国
の
海
外
市
場
が
急
増
し
た
こ
と

は
、
国
際
的
な
学
術
分
野
で
も
注
目
さ
れ
、

複
数
の
研
究
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
多

く
は
海
外
旅
行
市
場
と
日
本
の
経
済
成
長
の

関
係
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
日
本
経
済
が
高
度
成
長
に
よ
っ
て
急
成

長
し
た
こ
と
で
、
海
外
旅
行
も
増
え
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　需
要
が
増
え
た
背
景
に
は
、
そ
の
需
要
を

支
え
る
航
空
路
線
、
海
外
で
の
宿
泊
サ
ー
ビ

ス
、
そ
し
て
、
旅
行
会
社
の
存
在
も
あ
っ
た
。

日
本
航
空
は
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

た
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
を
1
1
3
機
保
有

し
、
世
界
の
主
要
都
市
や
リ
ゾ
ー
ト
に
日
本

資
本
の
ホ
テ
ル
が
で
き
、
旅
行
会
社
か
ら
、

こ
れ
ら
を
繋
ぐ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
が
多
く
展

開
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　す
な
わ
ち
、
経
済
成
長
に
よ
っ
て
日
本
人

が
資
金
力
を
持
ち
、
そ
の
余
暇
の
方
向
が
海

外
旅
行
へ
と
向
か
い
、
そ
の
動
き
を
捉
え
た

関
連
事
業
者
が
投
資
を
行
っ
た
こ
と
で
、
さ

ら
に
需
要
が
増
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
日
の
ア
ジ
ア
圏
か
ら

の
訪
日
旅
行
と
同
様
の
構
造
に
あ
る
が
、
日

本
で
は
、
半
世
紀
ほ
ど
前
に
起
き
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
。

　高
度
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
を
経
て
、
日
本

の
海
外
旅
行
市
場
は
拡
大
し
、
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
、
失
わ
れ
た
〇
〇
年
と
呼
ば
れ
る
時

代
の
中
で
も
市
場
規
模
は
横
ば
い
で
推
移
し

て
き
た
。
同
期
間
、
国
内
旅
行
は
大
き
く
減

少
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
海
外
旅
行

に
対
す
る
需
要
は
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
海
外

旅
行
と
い
う
「
習
慣
」
が
根
付
き
、
経
済
要

因
を
超
え
需
要
が
継
続
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
実
際
、
過
去
の
同
時
多
発
テ
ロ
や
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
、
減
少
幅
は
限
定

的
で
、
回
復
も
早
か
っ
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
お
い
て
は
、
大
き
く
回
復
が
遅
れ
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

復
活
を
阻
む
壁

　特
集
2
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た

状
況
の
中
で
、
日
本
の
海
外
旅
行
市
場
を
立

ち
上
げ
、
維
持
し
て
き
た
事
業
者
は
、
海
外

旅
行
の
再
起
動
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始

し
て
い
る
。

　事
業
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
取
組
の
内
容
、

切
り
口
、
姿
勢
を
変
え
な
が
ら
海
外
旅
行
の

再
起
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
い
ず
れ
も

需
要
の
戻
り
が
遅
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束
に
タ

「
意
思
」
が
大
き
な
影
響
を
持
つ
と
考
え
る

べ
き
だ
ろ
う
。

　そ
の
視
点
で
注
意
し
た
い
の
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
に
は
海
外
旅
行
し
て
い
た
の
に
海

外
旅
行
再
開
に
向
け
て
動
い
て
い
な
い
人
々

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
海
外
旅
行
市
場
を
構
成

す
る
重
要
な
セ
グ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
中
の
旅
行
頻
度
も
低
く
、
ま
た
、

幼
少
期
の
海
外
旅
行
経
験
も
低
い
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
旅
行
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ

の
組
み
込
み
度
合
い
が
低
く
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
よ
う
な
外
的
な
環
境
変
化
が
、
自
身
の
旅

行
意
欲
に
も
強
く
影
響
し
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。「
意
思
」が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
国
内
旅
行
で
す
ら
低
下
し
て

し
ま
っ
た
彼
ら
の
旅
行
意
欲
を
、
海
外
旅
行

に
向
け
て
高
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
容

易
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

　こ
の
こ
と
は
、
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
に

は
、
相
応
の
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
に

も
な
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
に

生
じ
た
「
観
光
」
の
変
化

　も
う
一
つ
、
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
旅

行
先
も
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
、
日
本
を
含
め
人
気

の
旅
行
先
の
多
く
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

問
題
が
顕
在
化
し
て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、

「
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
々
の
想
い

は
、
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
地
域
に
押
し

寄
せ
て
お
り
、
そ
れ
を
制
御
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
現
状
に
流
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が

実
情
だ
ろ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ

て
、
そ
の
流
れ
は
完
全
に
停
止
し
た
。
こ
の

時
間
は
、
地
域
住
民
が
、
改
め
て
「
自
分
た

ち
の
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
と
は
な
ん
だ
ろ

う
」
と
考
え
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、
欧
州
で
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム

に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

環
境
対
策
、
特
に
カ
ー
ボ
ン
対
策
が
欧
州
全

体
で
の
社
会
的
課
題
と
な
っ
た
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、

短
期
的
な
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
中
長

期
的
な
持
続
性
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
注
目
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　ま
た
、
特
集
3
で
整
理
し
た
よ
う
に
日
本

に
と
っ
て
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
海
外
旅
行

先
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
も
、
大
き
な

変
化
が
お
き
て
い
る
。
欧
州
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

顧
客
を
含
む
社
会
全
体
の
意
識
が
環
境
志
向

に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に

沿
っ
た
動
き
で
あ
る
が
、
ハ
ワ
イ
州
の
場
合

は
、
ハ
ワ
イ
の
人
々
が
考
え
る
「
あ
る
べ
き

観
光
」
の
方
向
に
、
観
光
客
に
も
対
応
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　中
長
期
的
な
視
点
で
地
域
を
考
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
同
様
で
あ
る
が
、
起
点
が
住
民
で
あ
る
と

い
う
点
は
、
今
後
の
海
外
旅
行
市
場
を
考
え

る
上
で
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
れ
ま
で
は
「
お
客
様
」
と
し
て
も
て
な
さ

れ
る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

着
地
の
文
化
や
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
た
行
動
を

取
ら
な
け
れ
ば
歓
迎
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
か
ら
だ
。

　海
外
は
、
も
と
も
と
、
日
本
と
は
文
化
や

価
値
観
が
異
な
る
部
分
が
多
い
。
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
、
海
外
旅
行
の
魅
力
の
一
つ
で

あ
る
わ
け
だ
が
、
今
後
は
「
旅
行
者
だ
か
ら
」

と
い
っ
て
許
さ
れ
な
い
社
会
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
れ
は
、
社
会
的
な
ル
ー
ル
を
遵
守
し
な

い
訪
日
客
に
対
す
る
国
内
の
世
論
を
見
て

も
、
納
得
で
き
る
流
れ
で
あ
る
と
思
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
で
は
、
日
本
の
海
外
旅

行
者
の
意
識
や
行
動
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
不
安
も
あ
る
。
特

集
4
で
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
、
海
外
旅
行

時
の
E
S
G
系
行
動
を
意
欲
も
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
地
域
の
特
産
品
購
入
や
貢
献
で
き
る
体

験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ
た
、
自
身
の
楽

し
さ
に
繋
が
る
項
目
は
相
対
的
に
高
め
と

な
っ
た
が
、
そ
の
他
は
、
全
般
的
に
低
い
傾

向
に
あ
る
か
ら
だ
。特
に
、価
格（
費
用
負
担
）

が
高
く
な
る
行
動
（
例
：
協
力
金
）
や
、
負

荷
を
主
体
的
に
低
め
る
行
動
（
例
：
ゴ
ミ
削

減
、
時
間
変
更
）
な
ど
に
対
す
る
意
欲
は
低

め
で
あ
る
。

　ハ
ワ
イ
州
で
は
、
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

復
活
に
期
待
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
経
済
効

果
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
州
に
対

し
て
敬
意
を
も
ち
、
節
度
の
あ
る
行
動
を

取
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
が
あ

る
か
ら
だ
。
海
外
旅
行
市
場
の
復
活
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
旅
行
先
に
お
け
る
「
期
待
」

に
つ
い
て
も
注
視
し
、
そ
の
期
待
に
応
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
意
識
や
行
動
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

る
だ
ろ
う
。

海
外
旅
行
市
場

復
活
の
難
し
さ

　以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
海
外
旅
行
の
復

活
が
遅
れ
て
い
る
の
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
行
動
を
変
容
さ
せ
、
旅
行
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
っ
た
人
々
の
存
在
が
あ
る
。
も
と
も

と
、
限
ら
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

き
た
市
場
で
あ
る
た
め
、
特
定
の
セ
グ
メ
ン

ト
が
抜
け
て
し
ま
う
と
、
そ
の
量
的
な
回
復

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　各
事
業
者
は
、
こ
う
し
た
市
場
動
向
を
踏

ま
え
た
対
応
と
な
る
た
め
、
積
極
的
な
展
開

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
例
え
ば
、
航
空
会

社
は
、
需
要
を
見
込
め
る
範
囲
内
で
航
空
便

を
復
活
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
し
、
機
材

の
大
き
さ
も
調
整
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
提
供
さ
れ
て
き
た
座
席
も
、
現
状
、

訪
日
市
場
が
活
況
で
あ
る
た
め
、
そ
ち
ら
で

専
有
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
日
本
人
の
海
外

旅
行
用
に
獲
得
で
き
る
座
席
数
は
限
定
さ

れ
、
価
格
も
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

　こ
う
な
る
と
旅
行
会
社
も
、
積
極
的
に
商

品
造
成
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
大
規
模

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
も
で
き
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
社
内
で
の
人
員
や
費
用
を

傾
斜
配
分
す
べ
き
か
ど
う
か
の
判
断
に
も
悩

ん
で
い
る
と
い
う
の
が
実
情
だ
ろ
う
。

　そ
の
結
果
、
渡
航
制
限
は
緩
和
さ
れ
た
も

の
の
国
内
に
お
い
て
海
外
旅
行
に
関
す
る
情

報
流
通
も
減
り
、
人
々
の
関
心
も
低
位
に
留

ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
グ
ー
グ

ル
を
使
っ
て
旅
行
分
野
に
お
け
る
「
ハ
ワ
イ
」

の
検
索
量
推
移
を
見
て
み
る
と
、パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
の
⅓
〜
¼
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
、
ほ

と
ん
ど
回
復
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
な

お
、
こ
の
数
値
は
、
特
集
4
で
の
「
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討

し
て
い
る
」
比
率
と
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

従
前
の
3
割
程
度
し
か
、
海
外
旅
行
再
開
へ

の
具
体
的
な
行
動
を
移
し
て
い
る
人
々
は
居

な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ
ろ
う
。

　シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
海
外
旅
行
先
で
あ
る
ハ

ワ
イ
で
す
ら
、
未
だ
、
こ
う
し
た
状
況
で
あ

る
こ
と
は
海
外
旅
行
市
場
の
復
活
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
同
時
に
、
そ

の
突
破
口
を
見
出
し
に
く
い
と
い
う
の
が
実

情
で
あ
る
。

海
外
旅
行
市
場
復
活
の

重
要
性

　冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
旅
行
市
場
は
4
つ

に
区
分
で
き
る
が
、
筆
者
は
、
こ
の
4
市
場

は
相
互
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　海
外
旅
行
実
践
者
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
国
内
旅
行
を
実
施
し
た
こ
と
は
一
例
で
あ

る
が
、
訪
日
旅
行
も
国
内
旅
行
に
影
響
し
う

る
。
訪
日
旅
行
者
が
増
え
れ
ば
、
観
光
地
や

施
設
に
対
す
る
投
資
が
増
え
、
そ
の
恩
恵
を

国
内
客
も
得
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
訪
日
旅
行
と
海
外
旅
行
は
、
同
じ
航
空

路
線
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
双
方

の
動
態
に
よ
っ
て
パ
イ
プ
の
太
さ
は
左
右
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
我
が
国
に
は
関

係
な
さ
そ
う
な
国
際
旅
行
に
つ
い
て
も
、
そ

の
動
態
は
訪
日
旅
行
や
海
外
旅
行
に
も
影
響

し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
急
回
復

し
て
き
て
い
る
訪
日
旅
行
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
大
国
で
あ
る
中
国
が
、
ま
だ
ち
ゃ
ん
と
開

国
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
と
無
縁
で
は
な

い
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
ア
ジ
ア
文
化
に
触

れ
た
い
人
々
に
と
っ
て
、
日
本
く
ら
い
し
か

選
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
か
つ
て
日
本
人
が
多
く
訪
れ
て
い
た
グ

ア
ム
は
、主
た
る
客
層
が
韓
国
へ
と
変
わ
り
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
で
は
日
本
か
ら
の
直
行
便

も
限
定
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
第
3

国
間
の
旅
行
も
、
日
本
発
着
の
旅
行
に
影
響

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　そ
う
し
た
中
で
、
日
本
か
ら
の
海
外
旅
行

の
回
復
が
大
き
く
遅
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
問
題
は
2
つ
。

　1
つ
は
、
グ
ア
ム
の
よ
う
に
、
日
本
人
受

け
入
れ
の
体
制
が
崩
壊
し
て
し
ま
い
、
日
本

人
の
海
外
旅
行
、
特
に
人
気
の
観
光
リ
ゾ
ー

ト
地
へ
の
旅
行
が
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と

だ
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
回
復
を
図
る
た

め
、
世
界
中
の
観
光
資
本
は
「
顧
客
」
を
求

め
て
い
る
。
そ
の
状
況
に
お
い
て
、
実
需
に

つ
な
が
ら
な
い
市
場
の
た
め
に
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
用
意
し
て
お
く
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

そ
の
結
果
、
将
来
的
に
、
日
本
人
が
海
外
旅

行
を
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
行
き
に
く

い
状
況
と
な
り
、
さ
ら
に
市
場
が
縮
小
し
て

い
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　も
う
1
つ
は
、
国
内
を
含
め
た
観
光
文
化

の
衰
退
で
あ
る
。
必
ず
し
も
、
海
外
旅
行
は

国
内
旅
行
の
上
位
に
あ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
大
き
く
異
な
る
文
化
、
社
会
、
環
境
に

触
れ
る
海
外
旅
行
は
、
観
光
活
動
の
中
で
も

特
別
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
経
験
は
、
国
内

に
お
い
て
も
様
々
な
形
で
拡
が
っ
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
特
に
、
訪
日
客
が
増
大
し
て
い

る
現
状
に
お
い
て
、
高
い
経
験
値
を
持
っ
た

日
本
人
の
存
在
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
相
互

交
流
の
実
現
に
有
効
だ
ろ
う
。

最
後
に

　海
外
旅
行
は
、
日
本
国
内
へ
の
経
済
効
果

が
限
定
的
で
あ
る
た
め
に
、
軽
視
さ
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
世
界
と
繋
が
っ
て
い
く
た
め
に

は
訪
日
旅
行
だ
け
で
な
く
、
海
外
旅
行
も

し
っ
か
り
と
隆
盛
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
海
外
旅
行
市
場
は
、
自
然
に
回
復
し

て
い
く
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の

流
れ
を
変
え
て
い
く
に
は
、
海
外
旅
行
の
復

活
に
向
け
、
大
き
な
社
会
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
を
起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
再
度
、
海
外
旅
行
を
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
組
み
込
む
人
々
を
増
や
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　4
つ
の
市
場
は
つ
な
が
っ
て
お
り
、
海
外

旅
行
市
場
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
国
内
旅
行

や
訪
日
旅
行
に
も
影
響
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
関
係
者
で
認
識
し
、
中
長
期
的
な
視
点

で
市
場
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
世
界
的
に
イ

ン
フ
レ
が
進
み
、
同
時
に
、
円
安
も
進
ん
だ

た
め
に
日
本
人
に
と
っ
て
海
外
旅
行
が
非
常

に
高
価
と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア

圏
は
、
国
際
的
に
み
て
マ
ス
ク
装
着
率
が
高

く
、
渡
航
制
限
の
緩
和
も
遅
れ
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
経
済
要
因
だ
け
で
は

な
い
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
実
際
、
団

体
旅
行
の
戻
り
は
個
人
旅
行
に
比
し
て
遅
い

傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
内
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
修
学
旅
行
は
戻
っ
て
き
た
も

の
の
、
一
般
団
体
の
旅
行
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、「
集
団
」

で
の
動
き
を
避
け
る
傾
向
が
強
い
。

　ま
た
、
航
空
会
社
が
指
摘
す
る
よ
う
に
業

務
需
要
の
戻
り
は
、
予
想
よ
り
早
い
傾
向
に

あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
が
日
常
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
時
間
と
費

用
の
か
か
る
対
面
会
議
は
減
少
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
推
測
も
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
で
あ
る
。

　こ
れ
は
、
海
外
旅
行
の
戻
り
が
遅
い
の
は
、

経
済
的
な
要
因
だ
け
で
な
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
拡
が
っ
た「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」が
、
人
々
の

考
え
方
や
行
動
に
、
未
だ
残
っ
て
お
り
、
そ
れ

が
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

限
定
さ
れ
る

再
開
セ
グ
メ
ン
ト

　こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
特
集
4
で
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
に
海
外
旅
行
習
慣
を
持
っ

て
い
た
人
々
を
対
象
と
し
た
市
場
調
査
を
実

施
し
た
。
我
が
国
に
と
っ
て
の
海
外
旅
行
市

場
は
「
や
っ
て
い
る
人
が
継
続
的
に
や
っ
て

い
る
」
こ
と
で
支
え
ら
れ
て
い
る
市
場
で
あ

り
、
新
規
参
入
者
は
乏
し
い
た
め
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
市
場
が
、
そ
の
ま
ま
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
後
の
市
場
形
成
の
核
と
な
る
か
ら
だ
。

　こ
の
調
査
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
後
に
海
外
旅
行
の
再
開
に
動
き
出
し

た
人
々
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
も
（
国
内
）

旅
行
を
高
頻
度
で
実
施
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
だ
。
業
務
都
合
も
あ
り
筆
者
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
中
、
か
な
り
移
動
し
て
い
た
方
で
あ

る
が
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
通
勤
電
車

に
乗
る
と
白
眼
視
さ
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
観
光
地
側
に
お
い
て
も
、

必
ず
し
も
旅
行
者
の
来
訪
を
歓
迎
す
る
ム
ー

ド
で
は
な
く
、
な
ん
と
な
く
緊
張
感
が
張
り

詰
め
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

　既
に
海
外
旅
行
再
開
に
向
け
て
動
い
て
い

る
人
々
は
、
当
時
の
日
本
社
会
が
、
そ
う
し

た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
旅
行

を
継
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。も
ち
ろ
ん
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
で
あ
っ
て
も
、
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
を
徹
底
し
た
旅
行
は
可
能
で
あ

り
、
彼
ら
は
、
そ
う
し
た
旅
行
を
行
っ
て
い

た
の
だ
と
思
う
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
敢
え

て
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
旅
行
し
よ
う
と
彼
ら

が
思
っ
た
意
思
の
存
在
で
あ
ろ
う
。

　同
じ
く
特
集
4
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、

彼
ら
の
多
く
は
、
幼
少
期
か
ら
旅
行
を
頻
繁

に
行
っ
て
お
り
、
高
い
経
験
値
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
旅
行
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
余

暇
で
は
な
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
渡
航
制

限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
、
当
然
の
よ
う
に

海
外
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
で
も
旅
行
に
出
て

い
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
海
外
で
あ
ろ
う
と
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界
を
避
け
る
理
由
は
無
い
。

　な
お
、
海
外
旅
行
が
戻
ら
な
い
原
因
と
し

て
指
摘
さ
れ
が
ち
な
、
価
格
の
高
騰
に
つ
い

て
も
、
本
調
査
で
は
必
ず
し
も
本
質
的
で
は

な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
確
か

に
、
経
済
的
な
負
担
は
大
き
く
な
る
が
、
旅

行
し
た
い
と
思
う
「
意
思
」
の
方
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
意
思
が
あ
れ
ば
、
費
用
負
担
を

下
げ
る
方
法
は
選
択
で
き
る
か
ら
だ
。
も
ち

ろ
ん
、
L
C
C
の
再
就
航
な
ど
、
価
格
を
低

下
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
は
需
要
喚
起
に
お

い
て
重
要
で
は
あ
る
が
、
経
験
に
基
づ
い
た

海外旅行の復活と観光市場の展望視座

20% 30%10% 40% 50% 60% 70%

図 2 海外旅行時のESG系の行動

地域の特産品（食料・飲料・工芸品・
農林水産物）を購入する
地域の生態系の保全

（例：サンゴの移植体験、植樹体験）に
貢献できる体験アクティビティに参加する

地域の事業者が販売する商品、
サービスを適正価格で購入する

地域の食材やオーガニック食材を使った
食事を提供している店を利用する
ゴミを削減（マイバッグ、マイボトル、

マイ箸等の利用）する
ハラスメント対策を講じている

企業を利用する

資源保護のための協力金等の支払い

混雑を回避するため、
比較的空いている時間帯に訪問する

地域の伝統工芸を体験する

地域の祭りや行事等に参加する
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出所：特集4の調査より
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回
復
が
遅
い
海
外
旅
行

　日
本
に
視
座
を
置
き
観
光
市
場
を
展
望
す

る
と
、
発
地
が
国
内
か
海
外
か
、
着
地
が
国

内
か
海
外
か
と
い
う
2
つ
の
軸
で
4
領
域
に

区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　こ
の
う
ち
、
C
O
V
I
D
‐
19
が
も
た
ら

し
た
コ
ロ
ナ
禍
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
以
下
、『
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
』）
中
、
政
府
に
よ
っ
て
G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
や（
全
国
）

旅
行
支
援
に
よ
っ
て
需
要

の
底
上
げ
が
な
さ
れ
た
の

は
「
国
内
旅
行
」
の
み
と

な
る
。
こ
の
取
り
組
み
も

あ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
中

を
除
け
ば
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
下
に
お
い
て
も
、
一
定

の
国
内
旅
行
需
要
は
動
く

こ
と
と
な
っ
た
。

　他
方
、
訪
日
旅
行
と
海

外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
検

疫
の
強
化
に
よ
っ
て
、
事
実

上
、
観
光
で
の
旅
行
は
不

可
能
と
な
り
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
り
、
2
0
2
2
年

の
春
か
ら
海
外
旅
行
が
、
秋
か
ら
個
人
で
の
訪

日
旅
行
が
実
施
可
能
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
訪
日
旅
行
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
回

復
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
以
外
の
国
か

ら
国
へ
の
国
際
旅
行
は
、
欧
米
を
中
心
に

2
0
2
2
年
に
は
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　す
な
わ
ち
、
こ
の
4
領
域
の
う
ち
、
海
外

旅
行
だ
け
が
回
復
が
遅
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。　訪

日
旅
行
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

大
国
で
あ
っ
た
中
国
が
十
分
に
回
復
し
て
い

な
い
と
い
う
状
況
の
た
め
、
ア
ジ
ア
圏
へ
の

旅
行
需
要
が
日
本
へ
集
中
し
て
い
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
が
、
訪
日
旅
行
よ
り
も
半
年
早

く
渡
航
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
海
外
旅
行
の
戻
り
が
遅
い
こ
と
は
事
実

だ
ろ
う
。

　こ
の
問
題
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
考
え
い

こ
う
と
い
う
の
が
、
本
号
の
目
的
で
あ
る
。

経
済
成
長
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
形
成

し
て
き
た
海
外
旅
行

　特
集
1
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
我
が
国
の

海
外
旅
行
は
、
我
が
国
の
経
済
成
長
と
足
並

み
を
揃
え
る
よ
う
に
成
長
し
た
。
20
世
紀
後

半
、
我
が
国
の
海
外
市
場
が
急
増
し
た
こ
と

は
、
国
際
的
な
学
術
分
野
で
も
注
目
さ
れ
、

複
数
の
研
究
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
多

く
は
海
外
旅
行
市
場
と
日
本
の
経
済
成
長
の

関
係
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
日
本
経
済
が
高
度
成
長
に
よ
っ
て
急
成

長
し
た
こ
と
で
、
海
外
旅
行
も
増
え
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　需
要
が
増
え
た
背
景
に
は
、
そ
の
需
要
を

支
え
る
航
空
路
線
、
海
外
で
の
宿
泊
サ
ー
ビ

ス
、
そ
し
て
、
旅
行
会
社
の
存
在
も
あ
っ
た
。

日
本
航
空
は
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

た
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
を
1
1
3
機
保
有

し
、
世
界
の
主
要
都
市
や
リ
ゾ
ー
ト
に
日
本

資
本
の
ホ
テ
ル
が
で
き
、
旅
行
会
社
か
ら
、

こ
れ
ら
を
繋
ぐ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
が
多
く
展

開
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　す
な
わ
ち
、
経
済
成
長
に
よ
っ
て
日
本
人

が
資
金
力
を
持
ち
、
そ
の
余
暇
の
方
向
が
海

外
旅
行
へ
と
向
か
い
、
そ
の
動
き
を
捉
え
た

関
連
事
業
者
が
投
資
を
行
っ
た
こ
と
で
、
さ

ら
に
需
要
が
増
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
日
の
ア
ジ
ア
圏
か
ら

の
訪
日
旅
行
と
同
様
の
構
造
に
あ
る
が
、
日

本
で
は
、
半
世
紀
ほ
ど
前
に
起
き
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
。

　高
度
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
を
経
て
、
日
本

の
海
外
旅
行
市
場
は
拡
大
し
、
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
、
失
わ
れ
た
〇
〇
年
と
呼
ば
れ
る
時

代
の
中
で
も
市
場
規
模
は
横
ば
い
で
推
移
し

て
き
た
。
同
期
間
、
国
内
旅
行
は
大
き
く
減

少
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
海
外
旅
行

に
対
す
る
需
要
は
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
海
外

旅
行
と
い
う
「
習
慣
」
が
根
付
き
、
経
済
要

因
を
超
え
需
要
が
継
続
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
実
際
、
過
去
の
同
時
多
発
テ
ロ
や
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
、
減
少
幅
は
限
定

的
で
、
回
復
も
早
か
っ
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
お
い
て
は
、
大
き
く
回
復
が
遅
れ
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

復
活
を
阻
む
壁

　特
集
2
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た

状
況
の
中
で
、
日
本
の
海
外
旅
行
市
場
を
立

ち
上
げ
、
維
持
し
て
き
た
事
業
者
は
、
海
外

旅
行
の
再
起
動
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始

し
て
い
る
。

　事
業
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
取
組
の
内
容
、

切
り
口
、
姿
勢
を
変
え
な
が
ら
海
外
旅
行
の

再
起
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
い
ず
れ
も

需
要
の
戻
り
が
遅
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束
に
タ

「
意
思
」
が
大
き
な
影
響
を
持
つ
と
考
え
る

べ
き
だ
ろ
う
。

　そ
の
視
点
で
注
意
し
た
い
の
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
に
は
海
外
旅
行
し
て
い
た
の
に
海

外
旅
行
再
開
に
向
け
て
動
い
て
い
な
い
人
々

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
海
外
旅
行
市
場
を
構
成

す
る
重
要
な
セ
グ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
中
の
旅
行
頻
度
も
低
く
、
ま
た
、

幼
少
期
の
海
外
旅
行
経
験
も
低
い
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
旅
行
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ

の
組
み
込
み
度
合
い
が
低
く
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
よ
う
な
外
的
な
環
境
変
化
が
、
自
身
の
旅

行
意
欲
に
も
強
く
影
響
し
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。「
意
思
」が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
国
内
旅
行
で
す
ら
低
下
し
て

し
ま
っ
た
彼
ら
の
旅
行
意
欲
を
、
海
外
旅
行

に
向
け
て
高
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
容

易
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

　こ
の
こ
と
は
、
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
に

は
、
相
応
の
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
に

も
な
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
に

生
じ
た
「
観
光
」
の
変
化

　も
う
一
つ
、
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
旅

行
先
も
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
、
日
本
を
含
め
人
気

の
旅
行
先
の
多
く
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

問
題
が
顕
在
化
し
て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、

「
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
々
の
想
い

は
、
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
地
域
に
押
し

寄
せ
て
お
り
、
そ
れ
を
制
御
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
現
状
に
流
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が

実
情
だ
ろ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ

て
、
そ
の
流
れ
は
完
全
に
停
止
し
た
。
こ
の

時
間
は
、
地
域
住
民
が
、
改
め
て
「
自
分
た

ち
の
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
と
は
な
ん
だ
ろ

う
」
と
考
え
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、
欧
州
で
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム

に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

環
境
対
策
、
特
に
カ
ー
ボ
ン
対
策
が
欧
州
全

体
で
の
社
会
的
課
題
と
な
っ
た
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、

短
期
的
な
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
中
長

期
的
な
持
続
性
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
注
目
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　ま
た
、
特
集
3
で
整
理
し
た
よ
う
に
日
本

に
と
っ
て
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
海
外
旅
行

先
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
も
、
大
き
な

変
化
が
お
き
て
い
る
。
欧
州
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

顧
客
を
含
む
社
会
全
体
の
意
識
が
環
境
志
向

に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に

沿
っ
た
動
き
で
あ
る
が
、
ハ
ワ
イ
州
の
場
合

は
、
ハ
ワ
イ
の
人
々
が
考
え
る
「
あ
る
べ
き

観
光
」
の
方
向
に
、
観
光
客
に
も
対
応
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　中
長
期
的
な
視
点
で
地
域
を
考
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
同
様
で
あ
る
が
、
起
点
が
住
民
で
あ
る
と

い
う
点
は
、
今
後
の
海
外
旅
行
市
場
を
考
え

る
上
で
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
れ
ま
で
は
「
お
客
様
」
と
し
て
も
て
な
さ

れ
る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

着
地
の
文
化
や
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
た
行
動
を

取
ら
な
け
れ
ば
歓
迎
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
か
ら
だ
。

　海
外
は
、
も
と
も
と
、
日
本
と
は
文
化
や

価
値
観
が
異
な
る
部
分
が
多
い
。
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
、
海
外
旅
行
の
魅
力
の
一
つ
で

あ
る
わ
け
だ
が
、
今
後
は
「
旅
行
者
だ
か
ら
」

と
い
っ
て
許
さ
れ
な
い
社
会
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
れ
は
、
社
会
的
な
ル
ー
ル
を
遵
守
し
な

い
訪
日
客
に
対
す
る
国
内
の
世
論
を
見
て

も
、
納
得
で
き
る
流
れ
で
あ
る
と
思
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
で
は
、
日
本
の
海
外
旅

行
者
の
意
識
や
行
動
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
不
安
も
あ
る
。
特

集
4
で
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
、
海
外
旅
行

時
の
E
S
G
系
行
動
を
意
欲
も
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
地
域
の
特
産
品
購
入
や
貢
献
で
き
る
体

験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ
た
、
自
身
の
楽

し
さ
に
繋
が
る
項
目
は
相
対
的
に
高
め
と

な
っ
た
が
、
そ
の
他
は
、
全
般
的
に
低
い
傾

向
に
あ
る
か
ら
だ
。特
に
、価
格（
費
用
負
担
）

が
高
く
な
る
行
動
（
例
：
協
力
金
）
や
、
負

荷
を
主
体
的
に
低
め
る
行
動
（
例
：
ゴ
ミ
削

減
、
時
間
変
更
）
な
ど
に
対
す
る
意
欲
は
低

め
で
あ
る
。

　ハ
ワ
イ
州
で
は
、
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

復
活
に
期
待
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
経
済
効

果
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
州
に
対

し
て
敬
意
を
も
ち
、
節
度
の
あ
る
行
動
を

取
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
が
あ

る
か
ら
だ
。
海
外
旅
行
市
場
の
復
活
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
旅
行
先
に
お
け
る
「
期
待
」

に
つ
い
て
も
注
視
し
、
そ
の
期
待
に
応
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
意
識
や
行
動
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

る
だ
ろ
う
。

海
外
旅
行
市
場

復
活
の
難
し
さ

　以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
海
外
旅
行
の
復

活
が
遅
れ
て
い
る
の
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
行
動
を
変
容
さ
せ
、
旅
行
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
っ
た
人
々
の
存
在
が
あ
る
。
も
と
も

と
、
限
ら
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

き
た
市
場
で
あ
る
た
め
、
特
定
の
セ
グ
メ
ン

ト
が
抜
け
て
し
ま
う
と
、
そ
の
量
的
な
回
復

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　各
事
業
者
は
、
こ
う
し
た
市
場
動
向
を
踏

ま
え
た
対
応
と
な
る
た
め
、
積
極
的
な
展
開

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
例
え
ば
、
航
空
会

社
は
、
需
要
を
見
込
め
る
範
囲
内
で
航
空
便

を
復
活
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
し
、
機
材

の
大
き
さ
も
調
整
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
提
供
さ
れ
て
き
た
座
席
も
、
現
状
、

訪
日
市
場
が
活
況
で
あ
る
た
め
、
そ
ち
ら
で

専
有
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
日
本
人
の
海
外

旅
行
用
に
獲
得
で
き
る
座
席
数
は
限
定
さ

れ
、
価
格
も
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

　こ
う
な
る
と
旅
行
会
社
も
、
積
極
的
に
商

品
造
成
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
大
規
模

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
も
で
き
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
社
内
で
の
人
員
や
費
用
を

傾
斜
配
分
す
べ
き
か
ど
う
か
の
判
断
に
も
悩

ん
で
い
る
と
い
う
の
が
実
情
だ
ろ
う
。

　そ
の
結
果
、
渡
航
制
限
は
緩
和
さ
れ
た
も

の
の
国
内
に
お
い
て
海
外
旅
行
に
関
す
る
情

報
流
通
も
減
り
、
人
々
の
関
心
も
低
位
に
留

ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
グ
ー
グ

ル
を
使
っ
て
旅
行
分
野
に
お
け
る
「
ハ
ワ
イ
」

の
検
索
量
推
移
を
見
て
み
る
と
、パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
の
⅓
〜
¼
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
、
ほ

と
ん
ど
回
復
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
な

お
、
こ
の
数
値
は
、
特
集
4
で
の
「
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討

し
て
い
る
」
比
率
と
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

従
前
の
3
割
程
度
し
か
、
海
外
旅
行
再
開
へ

の
具
体
的
な
行
動
を
移
し
て
い
る
人
々
は
居

な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ
ろ
う
。

　シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
海
外
旅
行
先
で
あ
る
ハ

ワ
イ
で
す
ら
、
未
だ
、
こ
う
し
た
状
況
で
あ

る
こ
と
は
海
外
旅
行
市
場
の
復
活
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
同
時
に
、
そ

の
突
破
口
を
見
出
し
に
く
い
と
い
う
の
が
実

情
で
あ
る
。

海
外
旅
行
市
場
復
活
の

重
要
性

　冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
旅
行
市
場
は
4
つ

に
区
分
で
き
る
が
、
筆
者
は
、
こ
の
4
市
場

は
相
互
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　海
外
旅
行
実
践
者
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
国
内
旅
行
を
実
施
し
た
こ
と
は
一
例
で
あ

る
が
、
訪
日
旅
行
も
国
内
旅
行
に
影
響
し
う

る
。
訪
日
旅
行
者
が
増
え
れ
ば
、
観
光
地
や

施
設
に
対
す
る
投
資
が
増
え
、
そ
の
恩
恵
を

国
内
客
も
得
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
訪
日
旅
行
と
海
外
旅
行
は
、
同
じ
航
空

路
線
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
双
方

の
動
態
に
よ
っ
て
パ
イ
プ
の
太
さ
は
左
右
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
我
が
国
に
は
関

係
な
さ
そ
う
な
国
際
旅
行
に
つ
い
て
も
、
そ

の
動
態
は
訪
日
旅
行
や
海
外
旅
行
に
も
影
響

し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
急
回
復

し
て
き
て
い
る
訪
日
旅
行
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
大
国
で
あ
る
中
国
が
、
ま
だ
ち
ゃ
ん
と
開

国
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
と
無
縁
で
は
な

い
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
ア
ジ
ア
文
化
に
触

れ
た
い
人
々
に
と
っ
て
、
日
本
く
ら
い
し
か

選
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
か
つ
て
日
本
人
が
多
く
訪
れ
て
い
た
グ

ア
ム
は
、主
た
る
客
層
が
韓
国
へ
と
変
わ
り
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
で
は
日
本
か
ら
の
直
行
便

も
限
定
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
第
3

国
間
の
旅
行
も
、
日
本
発
着
の
旅
行
に
影
響

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　そ
う
し
た
中
で
、
日
本
か
ら
の
海
外
旅
行

の
回
復
が
大
き
く
遅
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
問
題
は
2
つ
。

　1
つ
は
、
グ
ア
ム
の
よ
う
に
、
日
本
人
受

け
入
れ
の
体
制
が
崩
壊
し
て
し
ま
い
、
日
本

人
の
海
外
旅
行
、
特
に
人
気
の
観
光
リ
ゾ
ー

ト
地
へ
の
旅
行
が
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と

だ
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
回
復
を
図
る
た

め
、
世
界
中
の
観
光
資
本
は
「
顧
客
」
を
求

め
て
い
る
。
そ
の
状
況
に
お
い
て
、
実
需
に

つ
な
が
ら
な
い
市
場
の
た
め
に
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
用
意
し
て
お
く
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

そ
の
結
果
、
将
来
的
に
、
日
本
人
が
海
外
旅

行
を
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
行
き
に
く

い
状
況
と
な
り
、
さ
ら
に
市
場
が
縮
小
し
て

い
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　も
う
1
つ
は
、
国
内
を
含
め
た
観
光
文
化

の
衰
退
で
あ
る
。
必
ず
し
も
、
海
外
旅
行
は

国
内
旅
行
の
上
位
に
あ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
大
き
く
異
な
る
文
化
、
社
会
、
環
境
に

触
れ
る
海
外
旅
行
は
、
観
光
活
動
の
中
で
も

特
別
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
経
験
は
、
国
内

に
お
い
て
も
様
々
な
形
で
拡
が
っ
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
特
に
、
訪
日
客
が
増
大
し
て
い

る
現
状
に
お
い
て
、
高
い
経
験
値
を
持
っ
た

日
本
人
の
存
在
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
相
互

交
流
の
実
現
に
有
効
だ
ろ
う
。

最
後
に

　海
外
旅
行
は
、
日
本
国
内
へ
の
経
済
効
果

が
限
定
的
で
あ
る
た
め
に
、
軽
視
さ
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
世
界
と
繋
が
っ
て
い
く
た
め
に

は
訪
日
旅
行
だ
け
で
な
く
、
海
外
旅
行
も

し
っ
か
り
と
隆
盛
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
海
外
旅
行
市
場
は
、
自
然
に
回
復
し

て
い
く
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の

流
れ
を
変
え
て
い
く
に
は
、
海
外
旅
行
の
復

活
に
向
け
、
大
き
な
社
会
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
を
起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
再
度
、
海
外
旅
行
を
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
組
み
込
む
人
々
を
増
や
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　4
つ
の
市
場
は
つ
な
が
っ
て
お
り
、
海
外

旅
行
市
場
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
国
内
旅
行

や
訪
日
旅
行
に
も
影
響
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
関
係
者
で
認
識
し
、
中
長
期
的
な
視
点

で
市
場
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
世
界
的
に
イ

ン
フ
レ
が
進
み
、
同
時
に
、
円
安
も
進
ん
だ

た
め
に
日
本
人
に
と
っ
て
海
外
旅
行
が
非
常

に
高
価
と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア

圏
は
、
国
際
的
に
み
て
マ
ス
ク
装
着
率
が
高

く
、
渡
航
制
限
の
緩
和
も
遅
れ
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
経
済
要
因
だ
け
で
は

な
い
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
実
際
、
団

体
旅
行
の
戻
り
は
個
人
旅
行
に
比
し
て
遅
い

傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
内
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
修
学
旅
行
は
戻
っ
て
き
た
も

の
の
、
一
般
団
体
の
旅
行
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、「
集
団
」

で
の
動
き
を
避
け
る
傾
向
が
強
い
。

　ま
た
、
航
空
会
社
が
指
摘
す
る
よ
う
に
業

務
需
要
の
戻
り
は
、
予
想
よ
り
早
い
傾
向
に

あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
が
日
常
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
時
間
と
費

用
の
か
か
る
対
面
会
議
は
減
少
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
推
測
も
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
で
あ
る
。

　こ
れ
は
、
海
外
旅
行
の
戻
り
が
遅
い
の
は
、

経
済
的
な
要
因
だ
け
で
な
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
拡
が
っ
た「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」が
、
人
々
の

考
え
方
や
行
動
に
、
未
だ
残
っ
て
お
り
、
そ
れ

が
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

限
定
さ
れ
る

再
開
セ
グ
メ
ン
ト

　こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
特
集
4
で
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
に
海
外
旅
行
習
慣
を
持
っ

て
い
た
人
々
を
対
象
と
し
た
市
場
調
査
を
実

施
し
た
。
我
が
国
に
と
っ
て
の
海
外
旅
行
市

場
は
「
や
っ
て
い
る
人
が
継
続
的
に
や
っ
て

い
る
」
こ
と
で
支
え
ら
れ
て
い
る
市
場
で
あ

り
、
新
規
参
入
者
は
乏
し
い
た
め
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
市
場
が
、
そ
の
ま
ま
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
後
の
市
場
形
成
の
核
と
な
る
か
ら
だ
。

　こ
の
調
査
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
後
に
海
外
旅
行
の
再
開
に
動
き
出
し

た
人
々
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
も
（
国
内
）

旅
行
を
高
頻
度
で
実
施
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
だ
。
業
務
都
合
も
あ
り
筆
者
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
中
、
か
な
り
移
動
し
て
い
た
方
で
あ

る
が
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
通
勤
電
車

に
乗
る
と
白
眼
視
さ
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
観
光
地
側
に
お
い
て
も
、

必
ず
し
も
旅
行
者
の
来
訪
を
歓
迎
す
る
ム
ー

ド
で
は
な
く
、
な
ん
と
な
く
緊
張
感
が
張
り

詰
め
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

　既
に
海
外
旅
行
再
開
に
向
け
て
動
い
て
い

る
人
々
は
、
当
時
の
日
本
社
会
が
、
そ
う
し

た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
旅
行

を
継
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。も
ち
ろ
ん
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
で
あ
っ
て
も
、
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
を
徹
底
し
た
旅
行
は
可
能
で
あ

り
、
彼
ら
は
、
そ
う
し
た
旅
行
を
行
っ
て
い

た
の
だ
と
思
う
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
敢
え

て
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
旅
行
し
よ
う
と
彼
ら

が
思
っ
た
意
思
の
存
在
で
あ
ろ
う
。

　同
じ
く
特
集
4
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、

彼
ら
の
多
く
は
、
幼
少
期
か
ら
旅
行
を
頻
繁

に
行
っ
て
お
り
、
高
い
経
験
値
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
旅
行
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
余

暇
で
は
な
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
渡
航
制

限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
、
当
然
の
よ
う
に

海
外
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
で
も
旅
行
に
出
て

い
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
海
外
で
あ
ろ
う
と
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界
を
避
け
る
理
由
は
無
い
。

　な
お
、
海
外
旅
行
が
戻
ら
な
い
原
因
と
し

て
指
摘
さ
れ
が
ち
な
、
価
格
の
高
騰
に
つ
い

て
も
、
本
調
査
で
は
必
ず
し
も
本
質
的
で
は

な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
確
か

に
、
経
済
的
な
負
担
は
大
き
く
な
る
が
、
旅

行
し
た
い
と
思
う
「
意
思
」
の
方
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
意
思
が
あ
れ
ば
、
費
用
負
担
を

下
げ
る
方
法
は
選
択
で
き
る
か
ら
だ
。
も
ち

ろ
ん
、
L
C
C
の
再
就
航
な
ど
、
価
格
を
低

下
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
は
需
要
喚
起
に
お

い
て
重
要
で
は
あ
る
が
、
経
験
に
基
づ
い
た

海外旅行の復活と観光市場の展望視座

20% 30%10% 40% 50% 60% 70%

図 2 海外旅行時のESG系の行動

地域の特産品（食料・飲料・工芸品・
農林水産物）を購入する
地域の生態系の保全

（例：サンゴの移植体験、植樹体験）に
貢献できる体験アクティビティに参加する

地域の事業者が販売する商品、
サービスを適正価格で購入する

地域の食材やオーガニック食材を使った
食事を提供している店を利用する
ゴミを削減（マイバック、マイボトル、

マイ箸等の利用）する
ハラスメント対策を講じている

企業を利用する

資源保護のための協力金等の支払い

混雑を回避するため、
比較的空いている時間帯に訪問する

地域の伝統工芸を体験する

地域の祭りや行事等に参加する
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回
復
が
遅
い
海
外
旅
行

　日
本
に
視
座
を
置
き
観
光
市
場
を
展
望
す

る
と
、
発
地
が
国
内
か
海
外
か
、
着
地
が
国

内
か
海
外
か
と
い
う
2
つ
の
軸
で
4
領
域
に

区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　こ
の
う
ち
、
C
O
V
I
D
‐
19
が
も
た
ら

し
た
コ
ロ
ナ
禍
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
以
下
、『
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
』）
中
、
政
府
に
よ
っ
て
G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
や（
全
国
）

旅
行
支
援
に
よ
っ
て
需
要

の
底
上
げ
が
な
さ
れ
た
の

は
「
国
内
旅
行
」
の
み
と

な
る
。
こ
の
取
り
組
み
も

あ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
中

を
除
け
ば
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
下
に
お
い
て
も
、
一
定

の
国
内
旅
行
需
要
は
動
く

こ
と
と
な
っ
た
。

　他
方
、
訪
日
旅
行
と
海

外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
検

疫
の
強
化
に
よ
っ
て
、
事
実

上
、
観
光
で
の
旅
行
は
不

可
能
と
な
り
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
り
、
2
0
2
2
年

の
春
か
ら
海
外
旅
行
が
、
秋
か
ら
個
人
で
の
訪

日
旅
行
が
実
施
可
能
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
訪
日
旅
行
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
回

復
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
以
外
の
国
か

ら
国
へ
の
国
際
旅
行
は
、
欧
米
を
中
心
に

2
0
2
2
年
に
は
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　す
な
わ
ち
、
こ
の
4
領
域
の
う
ち
、
海
外

旅
行
だ
け
が
回
復
が
遅
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。　訪

日
旅
行
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

大
国
で
あ
っ
た
中
国
が
十
分
に
回
復
し
て
い

な
い
と
い
う
状
況
の
た
め
、
ア
ジ
ア
圏
へ
の

旅
行
需
要
が
日
本
へ
集
中
し
て
い
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
が
、
訪
日
旅
行
よ
り
も
半
年
早

く
渡
航
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
海
外
旅
行
の
戻
り
が
遅
い
こ
と
は
事
実

だ
ろ
う
。

　こ
の
問
題
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
考
え
い

こ
う
と
い
う
の
が
、
本
号
の
目
的
で
あ
る
。

経
済
成
長
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
形
成

し
て
き
た
海
外
旅
行

　特
集
1
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
我
が
国
の

海
外
旅
行
は
、
我
が
国
の
経
済
成
長
と
足
並

み
を
揃
え
る
よ
う
に
成
長
し
た
。
20
世
紀
後

半
、
我
が
国
の
海
外
市
場
が
急
増
し
た
こ
と

は
、
国
際
的
な
学
術
分
野
で
も
注
目
さ
れ
、

複
数
の
研
究
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
多

く
は
海
外
旅
行
市
場
と
日
本
の
経
済
成
長
の

関
係
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
日
本
経
済
が
高
度
成
長
に
よ
っ
て
急
成

長
し
た
こ
と
で
、
海
外
旅
行
も
増
え
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　需
要
が
増
え
た
背
景
に
は
、
そ
の
需
要
を

支
え
る
航
空
路
線
、
海
外
で
の
宿
泊
サ
ー
ビ

ス
、
そ
し
て
、
旅
行
会
社
の
存
在
も
あ
っ
た
。

日
本
航
空
は
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

た
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
を
1
1
3
機
保
有

し
、
世
界
の
主
要
都
市
や
リ
ゾ
ー
ト
に
日
本

資
本
の
ホ
テ
ル
が
で
き
、
旅
行
会
社
か
ら
、

こ
れ
ら
を
繋
ぐ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
が
多
く
展

開
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　す
な
わ
ち
、
経
済
成
長
に
よ
っ
て
日
本
人

が
資
金
力
を
持
ち
、
そ
の
余
暇
の
方
向
が
海

外
旅
行
へ
と
向
か
い
、
そ
の
動
き
を
捉
え
た

関
連
事
業
者
が
投
資
を
行
っ
た
こ
と
で
、
さ

ら
に
需
要
が
増
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
日
の
ア
ジ
ア
圏
か
ら

の
訪
日
旅
行
と
同
様
の
構
造
に
あ
る
が
、
日

本
で
は
、
半
世
紀
ほ
ど
前
に
起
き
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
。

　高
度
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
を
経
て
、
日
本

の
海
外
旅
行
市
場
は
拡
大
し
、
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
、
失
わ
れ
た
〇
〇
年
と
呼
ば
れ
る
時

代
の
中
で
も
市
場
規
模
は
横
ば
い
で
推
移
し

て
き
た
。
同
期
間
、
国
内
旅
行
は
大
き
く
減

少
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
海
外
旅
行

に
対
す
る
需
要
は
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
海
外

旅
行
と
い
う
「
習
慣
」
が
根
付
き
、
経
済
要

因
を
超
え
需
要
が
継
続
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
実
際
、
過
去
の
同
時
多
発
テ
ロ
や
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
、
減
少
幅
は
限
定

的
で
、
回
復
も
早
か
っ
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
お
い
て
は
、
大
き
く
回
復
が
遅
れ
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

復
活
を
阻
む
壁

　特
集
2
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た

状
況
の
中
で
、
日
本
の
海
外
旅
行
市
場
を
立

ち
上
げ
、
維
持
し
て
き
た
事
業
者
は
、
海
外

旅
行
の
再
起
動
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始

し
て
い
る
。

　事
業
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
取
組
の
内
容
、

切
り
口
、
姿
勢
を
変
え
な
が
ら
海
外
旅
行
の

再
起
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
い
ず
れ
も

需
要
の
戻
り
が
遅
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束
に
タ

「
意
思
」
が
大
き
な
影
響
を
持
つ
と
考
え
る

べ
き
だ
ろ
う
。

　そ
の
視
点
で
注
意
し
た
い
の
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
に
は
海
外
旅
行
し
て
い
た
の
に
海

外
旅
行
再
開
に
向
け
て
動
い
て
い
な
い
人
々

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
海
外
旅
行
市
場
を
構
成

す
る
重
要
な
セ
グ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
中
の
旅
行
頻
度
も
低
く
、
ま
た
、

幼
少
期
の
海
外
旅
行
経
験
も
低
い
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
旅
行
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ

の
組
み
込
み
度
合
い
が
低
く
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
よ
う
な
外
的
な
環
境
変
化
が
、
自
身
の
旅

行
意
欲
に
も
強
く
影
響
し
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。「
意
思
」が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
国
内
旅
行
で
す
ら
低
下
し
て

し
ま
っ
た
彼
ら
の
旅
行
意
欲
を
、
海
外
旅
行

に
向
け
て
高
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
容

易
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

　こ
の
こ
と
は
、
海
外
旅
行
市
場
の
回
復
に

は
、
相
応
の
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
に

も
な
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
に

生
じ
た
「
観
光
」
の
変
化

　も
う
一
つ
、
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
旅

行
先
も
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
、
日
本
を
含
め
人
気

の
旅
行
先
の
多
く
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

問
題
が
顕
在
化
し
て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、

「
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
々
の
想
い

は
、
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
地
域
に
押
し

寄
せ
て
お
り
、
そ
れ
を
制
御
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
現
状
に
流
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が

実
情
だ
ろ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ

て
、
そ
の
流
れ
は
完
全
に
停
止
し
た
。
こ
の

時
間
は
、
地
域
住
民
が
、
改
め
て
「
自
分
た

ち
の
地
域
に
と
っ
て
の
観
光
と
は
な
ん
だ
ろ

う
」
と
考
え
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、
欧
州
で
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム

に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

環
境
対
策
、
特
に
カ
ー
ボ
ン
対
策
が
欧
州
全

体
で
の
社
会
的
課
題
と
な
っ
た
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、

短
期
的
な
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
中
長

期
的
な
持
続
性
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
注
目
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　ま
た
、
特
集
3
で
整
理
し
た
よ
う
に
日
本

に
と
っ
て
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
海
外
旅
行

先
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
も
、
大
き
な

変
化
が
お
き
て
い
る
。
欧
州
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

顧
客
を
含
む
社
会
全
体
の
意
識
が
環
境
志
向

に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に

沿
っ
た
動
き
で
あ
る
が
、
ハ
ワ
イ
州
の
場
合

は
、
ハ
ワ
イ
の
人
々
が
考
え
る
「
あ
る
べ
き

観
光
」
の
方
向
に
、
観
光
客
に
も
対
応
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　中
長
期
的
な
視
点
で
地
域
を
考
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
同
様
で
あ
る
が
、
起
点
が
住
民
で
あ
る
と

い
う
点
は
、
今
後
の
海
外
旅
行
市
場
を
考
え

る
上
で
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
れ
ま
で
は
「
お
客
様
」
と
し
て
も
て
な
さ

れ
る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

着
地
の
文
化
や
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
た
行
動
を

取
ら
な
け
れ
ば
歓
迎
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
か
ら
だ
。

　海
外
は
、
も
と
も
と
、
日
本
と
は
文
化
や

価
値
観
が
異
な
る
部
分
が
多
い
。
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
、
海
外
旅
行
の
魅
力
の
一
つ
で

あ
る
わ
け
だ
が
、
今
後
は
「
旅
行
者
だ
か
ら
」

と
い
っ
て
許
さ
れ
な
い
社
会
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
れ
は
、
社
会
的
な
ル
ー
ル
を
遵
守
し
な

い
訪
日
客
に
対
す
る
国
内
の
世
論
を
見
て

も
、
納
得
で
き
る
流
れ
で
あ
る
と
思
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、
で
は
、
日
本
の
海
外
旅

行
者
の
意
識
や
行
動
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
不
安
も
あ
る
。
特

集
4
で
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
、
海
外
旅
行

時
の
E
S
G
系
行
動
を
意
欲
も
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
地
域
の
特
産
品
購
入
や
貢
献
で
き
る
体

験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ
た
、
自
身
の
楽

し
さ
に
繋
が
る
項
目
は
相
対
的
に
高
め
と

な
っ
た
が
、
そ
の
他
は
、
全
般
的
に
低
い
傾

向
に
あ
る
か
ら
だ
。特
に
、価
格（
費
用
負
担
）

が
高
く
な
る
行
動
（
例
：
協
力
金
）
や
、
負

荷
を
主
体
的
に
低
め
る
行
動
（
例
：
ゴ
ミ
削

減
、
時
間
変
更
）
な
ど
に
対
す
る
意
欲
は
低

め
で
あ
る
。

　ハ
ワ
イ
州
で
は
、
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

復
活
に
期
待
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
経
済
効

果
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
州
に
対

し
て
敬
意
を
も
ち
、
節
度
の
あ
る
行
動
を

取
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
が
あ

る
か
ら
だ
。
海
外
旅
行
市
場
の
復
活
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
旅
行
先
に
お
け
る
「
期
待
」

に
つ
い
て
も
注
視
し
、
そ
の
期
待
に
応
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
意
識
や
行
動
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

る
だ
ろ
う
。

海
外
旅
行
市
場

復
活
の
難
し
さ

　以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
海
外
旅
行
の
復

活
が
遅
れ
て
い
る
の
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
行
動
を
変
容
さ
せ
、
旅
行
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
っ
た
人
々
の
存
在
が
あ
る
。
も
と
も

と
、
限
ら
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

き
た
市
場
で
あ
る
た
め
、
特
定
の
セ
グ
メ
ン

ト
が
抜
け
て
し
ま
う
と
、
そ
の
量
的
な
回
復

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　各
事
業
者
は
、
こ
う
し
た
市
場
動
向
を
踏

ま
え
た
対
応
と
な
る
た
め
、
積
極
的
な
展
開

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
例
え
ば
、
航
空
会

社
は
、
需
要
を
見
込
め
る
範
囲
内
で
航
空
便

を
復
活
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
し
、
機
材

の
大
き
さ
も
調
整
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
提
供
さ
れ
て
き
た
座
席
も
、
現
状
、

訪
日
市
場
が
活
況
で
あ
る
た
め
、
そ
ち
ら
で

専
有
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
日
本
人
の
海
外

旅
行
用
に
獲
得
で
き
る
座
席
数
は
限
定
さ

れ
、
価
格
も
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

　こ
う
な
る
と
旅
行
会
社
も
、
積
極
的
に
商

品
造
成
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
大
規
模

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
も
で
き
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
社
内
で
の
人
員
や
費
用
を

傾
斜
配
分
す
べ
き
か
ど
う
か
の
判
断
に
も
悩

ん
で
い
る
と
い
う
の
が
実
情
だ
ろ
う
。

　そ
の
結
果
、
渡
航
制
限
は
緩
和
さ
れ
た
も

の
の
国
内
に
お
い
て
海
外
旅
行
に
関
す
る
情

報
流
通
も
減
り
、
人
々
の
関
心
も
低
位
に
留

ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
グ
ー
グ

ル
を
使
っ
て
旅
行
分
野
に
お
け
る
「
ハ
ワ
イ
」

の
検
索
量
推
移
を
見
て
み
る
と
、パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
の
⅓
〜
¼
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
、
ほ

と
ん
ど
回
復
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
な

お
、
こ
の
数
値
は
、
特
集
4
で
の
「
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討

し
て
い
る
」
比
率
と
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

従
前
の
3
割
程
度
し
か
、
海
外
旅
行
再
開
へ

の
具
体
的
な
行
動
を
移
し
て
い
る
人
々
は
居

な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ
ろ
う
。

　シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
海
外
旅
行
先
で
あ
る
ハ

ワ
イ
で
す
ら
、
未
だ
、
こ
う
し
た
状
況
で
あ

る
こ
と
は
海
外
旅
行
市
場
の
復
活
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
同
時
に
、
そ

の
突
破
口
を
見
出
し
に
く
い
と
い
う
の
が
実

情
で
あ
る
。

海
外
旅
行
市
場
復
活
の

重
要
性

　冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
旅
行
市
場
は
4
つ

に
区
分
で
き
る
が
、
筆
者
は
、
こ
の
4
市
場

は
相
互
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　海
外
旅
行
実
践
者
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
国
内
旅
行
を
実
施
し
た
こ
と
は
一
例
で
あ

る
が
、
訪
日
旅
行
も
国
内
旅
行
に
影
響
し
う

る
。
訪
日
旅
行
者
が
増
え
れ
ば
、
観
光
地
や

施
設
に
対
す
る
投
資
が
増
え
、
そ
の
恩
恵
を

国
内
客
も
得
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
訪
日
旅
行
と
海
外
旅
行
は
、
同
じ
航
空

路
線
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
双
方

の
動
態
に
よ
っ
て
パ
イ
プ
の
太
さ
は
左
右
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
我
が
国
に
は
関

係
な
さ
そ
う
な
国
際
旅
行
に
つ
い
て
も
、
そ

の
動
態
は
訪
日
旅
行
や
海
外
旅
行
に
も
影
響

し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
急
回
復

し
て
き
て
い
る
訪
日
旅
行
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
大
国
で
あ
る
中
国
が
、
ま
だ
ち
ゃ
ん
と
開

国
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
と
無
縁
で
は
な

い
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
ア
ジ
ア
文
化
に
触

れ
た
い
人
々
に
と
っ
て
、
日
本
く
ら
い
し
か

選
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
か
つ
て
日
本
人
が
多
く
訪
れ
て
い
た
グ

ア
ム
は
、主
た
る
客
層
が
韓
国
へ
と
変
わ
り
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
で
は
日
本
か
ら
の
直
行
便

も
限
定
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
第
3

国
間
の
旅
行
も
、
日
本
発
着
の
旅
行
に
影
響

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　そ
う
し
た
中
で
、
日
本
か
ら
の
海
外
旅
行

の
回
復
が
大
き
く
遅
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
問
題
は
2
つ
。

　1
つ
は
、
グ
ア
ム
の
よ
う
に
、
日
本
人
受

け
入
れ
の
体
制
が
崩
壊
し
て
し
ま
い
、
日
本

人
の
海
外
旅
行
、
特
に
人
気
の
観
光
リ
ゾ
ー

ト
地
へ
の
旅
行
が
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と

だ
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
回
復
を
図
る
た

め
、
世
界
中
の
観
光
資
本
は
「
顧
客
」
を
求

め
て
い
る
。
そ
の
状
況
に
お
い
て
、
実
需
に

つ
な
が
ら
な
い
市
場
の
た
め
に
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
用
意
し
て
お
く
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

そ
の
結
果
、
将
来
的
に
、
日
本
人
が
海
外
旅

行
を
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
行
き
に
く

い
状
況
と
な
り
、
さ
ら
に
市
場
が
縮
小
し
て

い
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　も
う
1
つ
は
、
国
内
を
含
め
た
観
光
文
化

の
衰
退
で
あ
る
。
必
ず
し
も
、
海
外
旅
行
は

国
内
旅
行
の
上
位
に
あ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
大
き
く
異
な
る
文
化
、
社
会
、
環
境
に

触
れ
る
海
外
旅
行
は
、
観
光
活
動
の
中
で
も

特
別
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
経
験
は
、
国
内

に
お
い
て
も
様
々
な
形
で
拡
が
っ
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
特
に
、
訪
日
客
が
増
大
し
て
い

る
現
状
に
お
い
て
、
高
い
経
験
値
を
持
っ
た

日
本
人
の
存
在
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
相
互

交
流
の
実
現
に
有
効
だ
ろ
う
。

最
後
に

　海
外
旅
行
は
、
日
本
国
内
へ
の
経
済
効
果

が
限
定
的
で
あ
る
た
め
に
、
軽
視
さ
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
世
界
と
繋
が
っ
て
い
く
た
め
に

は
訪
日
旅
行
だ
け
で
な
く
、
海
外
旅
行
も

し
っ
か
り
と
隆
盛
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
海
外
旅
行
市
場
は
、
自
然
に
回
復
し

て
い
く
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の

流
れ
を
変
え
て
い
く
に
は
、
海
外
旅
行
の
復

活
に
向
け
、
大
き
な
社
会
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
を
起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
再
度
、
海
外
旅
行
を
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
組
み
込
む
人
々
を
増
や
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　4
つ
の
市
場
は
つ
な
が
っ
て
お
り
、
海
外

旅
行
市
場
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
国
内
旅
行

や
訪
日
旅
行
に
も
影
響
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
関
係
者
で
認
識
し
、
中
長
期
的
な
視
点

で
市
場
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
世
界
的
に
イ

ン
フ
レ
が
進
み
、
同
時
に
、
円
安
も
進
ん
だ

た
め
に
日
本
人
に
と
っ
て
海
外
旅
行
が
非
常

に
高
価
と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア

圏
は
、
国
際
的
に
み
て
マ
ス
ク
装
着
率
が
高

く
、
渡
航
制
限
の
緩
和
も
遅
れ
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
経
済
要
因
だ
け
で
は

な
い
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
実
際
、
団

体
旅
行
の
戻
り
は
個
人
旅
行
に
比
し
て
遅
い

傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
内
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
修
学
旅
行
は
戻
っ
て
き
た
も

の
の
、
一
般
団
体
の
旅
行
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、「
集
団
」

で
の
動
き
を
避
け
る
傾
向
が
強
い
。

　ま
た
、
航
空
会
社
が
指
摘
す
る
よ
う
に
業

務
需
要
の
戻
り
は
、
予
想
よ
り
早
い
傾
向
に

あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
が
日
常
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
時
間
と
費

用
の
か
か
る
対
面
会
議
は
減
少
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
推
測
も
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
で
あ
る
。

　こ
れ
は
、
海
外
旅
行
の
戻
り
が
遅
い
の
は
、

経
済
的
な
要
因
だ
け
で
な
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
拡
が
っ
た「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」が
、
人
々
の

考
え
方
や
行
動
に
、
未
だ
残
っ
て
お
り
、
そ
れ

が
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

限
定
さ
れ
る

再
開
セ
グ
メ
ン
ト

　こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
特
集
4
で
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
に
海
外
旅
行
習
慣
を
持
っ

て
い
た
人
々
を
対
象
と
し
た
市
場
調
査
を
実

施
し
た
。
我
が
国
に
と
っ
て
の
海
外
旅
行
市

場
は
「
や
っ
て
い
る
人
が
継
続
的
に
や
っ
て

い
る
」
こ
と
で
支
え
ら
れ
て
い
る
市
場
で
あ

り
、
新
規
参
入
者
は
乏
し
い
た
め
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
市
場
が
、
そ
の
ま
ま
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
後
の
市
場
形
成
の
核
と
な
る
か
ら
だ
。

　こ
の
調
査
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
後
に
海
外
旅
行
の
再
開
に
動
き
出
し

た
人
々
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
も
（
国
内
）

旅
行
を
高
頻
度
で
実
施
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
だ
。
業
務
都
合
も
あ
り
筆
者
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
中
、
か
な
り
移
動
し
て
い
た
方
で
あ

る
が
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
通
勤
電
車

に
乗
る
と
白
眼
視
さ
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
観
光
地
側
に
お
い
て
も
、

必
ず
し
も
旅
行
者
の
来
訪
を
歓
迎
す
る
ム
ー

ド
で
は
な
く
、
な
ん
と
な
く
緊
張
感
が
張
り

詰
め
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

　既
に
海
外
旅
行
再
開
に
向
け
て
動
い
て
い

る
人
々
は
、
当
時
の
日
本
社
会
が
、
そ
う
し

た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
旅
行

を
継
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。も
ち
ろ
ん
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
で
あ
っ
て
も
、
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
を
徹
底
し
た
旅
行
は
可
能
で
あ

り
、
彼
ら
は
、
そ
う
し
た
旅
行
を
行
っ
て
い

た
の
だ
と
思
う
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
敢
え

て
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
旅
行
し
よ
う
と
彼
ら

が
思
っ
た
意
思
の
存
在
で
あ
ろ
う
。

　同
じ
く
特
集
4
で
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、

彼
ら
の
多
く
は
、
幼
少
期
か
ら
旅
行
を
頻
繁

に
行
っ
て
お
り
、
高
い
経
験
値
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
旅
行
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
余

暇
で
は
な
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
渡
航
制

限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
、
当
然
の
よ
う
に

海
外
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
で
も
旅
行
に
出
て

い
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
海
外
で
あ
ろ
う
と
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界
を
避
け
る
理
由
は
無
い
。

　な
お
、
海
外
旅
行
が
戻
ら
な
い
原
因
と
し

て
指
摘
さ
れ
が
ち
な
、
価
格
の
高
騰
に
つ
い

て
も
、
本
調
査
で
は
必
ず
し
も
本
質
的
で
は

な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
確
か

に
、
経
済
的
な
負
担
は
大
き
く
な
る
が
、
旅

行
し
た
い
と
思
う
「
意
思
」
の
方
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
意
思
が
あ
れ
ば
、
費
用
負
担
を

下
げ
る
方
法
は
選
択
で
き
る
か
ら
だ
。
も
ち

ろ
ん
、
L
C
C
の
再
就
航
な
ど
、
価
格
を
低

下
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
は
需
要
喚
起
に
お

い
て
重
要
で
は
あ
る
が
、
経
験
に
基
づ
い
た
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ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

立
命
館
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル（
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
）

牧
田
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

17
回

第

牧
田
正
裕（
ま
き
た・ま
さ
ひ
ろ
）

立
命
館
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル（
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
）教

授
。1
9
6
9
年
福
井
県
鯖
江
市
生
ま
れ
、石
川
県
金
沢
市
で
育
つ
、

中
学
高
校
時
代
は
名
古
屋
。立
命
館
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
中
退
後
、小
樽
商
科
大
学
助
手
、立
命
館
大
学
政

策
科
学
部
講
師
を
経
て
、2
0
0
0
年
4
月
開
学
と
同
時
に
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学（
A
P
U
）へ
。2
0
1
9
年
4
月
よ
り
現
職
。博
士（
経
営
学
）。

経
験
の
舞
台
装
置
と
し
て
の
ゼ
ミ

│ 

よ
き
「
場
所
」
を
求
め
て
人
は
旅
す
る 

│

入
り
の
ス
ポ
ッ
ト
を
発
見
し
て
も
ら
い
、

「
本
」
と
い
う
切
り
口
か
ら
新
た
な
層
を
呼

び
込
む
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い

が
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
学
生
た
ち
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
や
街
歩
き
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
な
ど
も
企
画
し
た
。

　
コ
ン
ペ
は
、
企
画
の
内
容
は
も
と
よ
り
、

H
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
群
を
抜

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
首
を
突
っ
込
む
よ

う
に
な
っ
て
「
混
浴
温
泉
世
界
」
と
い
う
現

代
ア
ー
ト
の
祭
典
の
運
営
に
も
関
わ
っ
た
。

当
時
、
別
府
市
で
は
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
の
も
と
、
空
き
店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た

中
、
大
分
大
学
の
福
祉
系
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
引
き
継
い
で
欲
し
い
と

の
声
が
か
か
っ
た
。
ア
ー
ト
N
P
O
で
あ
る

B
E
P
P
U
 P
R
O
JE
C
T

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
形
で
大
学
を
含
む
複
数
の
団
体
が
連
携

し
て
、「p

latfo
rm

」（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）

と
名
付
け
ら
れ
た
8
つ
の
ス
ペ
ー
ス
を
運
営

す
る
取
り
組
み
は
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め

た
。
2
0
1
0
年
5
月
、「p

latfo
rm
0
3
 

ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
」
は
A
P
U
に
引
き
継
が

れ
、
筆
者
の
ゼ
ミ
が
運
営
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
な
ぜ
、
カ
フ
ェ
を
運
営
し
よ
う
と
考
え
た

の
か
。
ま
ず
単
純
に
、
学
生
た
ち
の
ゼ
ミ
教

室
が
街
な
か
に
あ
っ
た
ら
面
白
い
だ
ろ
う
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
観
光
や
ま
ち
づ
く
り

の
分
野
で
毎
日
汗
を
か
い
て
い
る
当
事
者
の

生
の
声
を
、
そ
の
活
動
エ
リ
ア
で
あ
る
街
な

か
で
聞
く
こ
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
く
、

よ
り
リ
ア
ル
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
時
に
、
A
P
U
の
学
生
た
ち
が
「
下
界
」

と
（
愛
情
を
込
め
て
）
呼
ぶ
街
な
か
に
、
ネ

ッ
ト
環
境
が
あ
り
、
学
生
た
ち
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
た
ち
や
観
光

客
と
交
流
で
き
る
拠
点
を
つ
く
り
た
い
。
そ

う
い
う
思
い
か
ら
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ
ン

を
設
置
し
て
本
格
的
な
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る

カ
フ
ェ
と
し
て
営
業
許
可
も
取
得
し
た
。

　
ゼ
ミ
の
ク
ラ
ス
は
、
ひ
と
月
に
最
低
１
回

は
カ
フ
ェ
で
行
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
、

街
歩
き
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
地
元

紙
の
記
者
、
市
役
所
の
担
当
者
、
政
府
系
銀

行
の
大
分
事
務
所
長
な
ど
、
ゲ
ス
ト
を
呼
ん

で
話
を
聞
き
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。

そ
の
後
は
決
ま
っ
て
交
流
会
と
な
っ
た
。

　
他
方
、
飲
食
店
と
し
て
の
カ
フ
ェ
事
業
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で

対
立
が
生
じ
た
。
就
活
を
理
由
に
活
動
か
ら

離
れ
て
い
く
ゼ
ミ
生
も
い
た
。
結
局
、
カ
フ

ェ
の
運
営
は
ゼ
ミ
活
動
か
ら
切
り
離
し
て
、

他
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
た
T
君
に
任
せ
る

こ
と
に
し
た
。
彼
は
、
高
校
時
代
か
ら
ロ
ー

タ
リ
ー
の
地
域
活
動
を
経
験
し
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
上
手
く
や
っ
て
く
れ
た
。
彼
が「
店

長
」
時
代
の
2
年
間
で
カ
フ
ェ
の
利
用
者
は

１
万
人
を
超
え
た
。

　
カ
フ
ェ
で
の
ゼ
ミ
活
動
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
考
え
て
い
た
時
、「
街
な
か
に
ぎ
わ
い

プ
ラ
ン
」
と
い
う
大
分
県
の
補
助
事
業
に
応

募
し
て
み
な
い
か
と
の
お
誘
い
を
受
け
た
。

こ
れ
は
、
一
般
枠
と
学
生
枠
の
応
募
区
分
ご

と
に
、
商
店
街
の
魅
力
や
集
客
力
の
向
上
の

た
め
の
プ
ラ
ン
を
競
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ぜ

ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
ゼ
ミ
内
で
立
ち

上
げ
た
の
が
「
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
タ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
を
務
め
た
H
さ
ん

は
、
大
分
県
の
広
報
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
客
数
の
減
少
は
、
多

く
の
商
店
街
で
共
通
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
大
学
生
な
ら
で
は
の
や
り
方
で
、
も

学
生
た
ち
に

「
場
所
」は
あ
る
か
？

　
私
た
ち
は
、
日
々
の
生
活
を
通
じ
て
身
の

回
り
の
空
間
や
環
境
に
意
味
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
自
ら
の
直
接
的
な
経
験
に
よ
っ

て
意
味
づ
け
、
分
節
化
し
た
空
間
が
「
場
所
」

（p
lace

）
で
あ
る
。
例
え
ば
、
映
画
「
愛
と

死
を
み
つ
め
て
」
の
中
で
、
互
い
を
マ
コ
と

ミ
コ
と
呼
び
合
う
ふ
た
り
が
愛
を
誓
っ
た

「
誓
い
の
丘
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
や
、
場
所

は
、
そ
れ
が
た
と
え
漫
画
「
ド
ラ
え
も
ん
」

に
登
場
す
る
よ
う
な
空
き
地
で
あ
っ
て
も
、

の
び
太
た
ち
に
と
っ
て
は
、
具
体
的
意
味
を

も
つ
唯
一
無
二
の
、
大
人
へ
の
過
程
で
あ
る

種
の
「
公
共
性
」
を
培
う
「
場
所
」
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
の
い
う
「
街
路
」（Jaco

b
s 

1
9
6
1

）
や
日
本
の
か
つ
て
の
商
店
街
は
、

場
所
に
満
ち
て
い
た
。
路
地
裏
も
含
め
て
、

そ
こ
に
は
人
び
と
の
生
活
（
暮
ら
し
）
が
あ

っ
た
。
そ
れ
が
今
で
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
や
コ
ン
ビ
ニ
と
い
う
、
効
率
的
な
消
費
の

た
め
の
制
度
的
装
置
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。「
消
費
社
会
は
場
所
な
き
社
会

で
あ
る
」（
間
宮1

9
9
9
:2
4
6

）。「
没
場
所

性
」（R

elp
h
 1
9
7
6

）
は
、
眼
前
か
ら
の
場

所
の
喪
失
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
場

所
の
も
つ
意
味
を
認
め
な
い
私
た
ち
の
態
度

で
も
あ
る
。
私
た
ち
は
い
つ
の
間
に
か
、
有

能
な
消
費
者
と
し
て
躾
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

　T
uan

（19
7
7

）
は
、
空
間
が
「
場
所
」
に

な
る
の
は「
経
験
」を
通
じ
て
だ
と
説
い
た
。

そ
れ
で
は
、
今
ど
き
の
学
生
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
お
よ
そ
、
自
宅
と
キ
ャ
ン
パ
ス
、
コ
ン

ビ
ニ
、
バ
イ
ト
先
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
だ

け
の
日
常
の
中
で
は
、「
場
所
」と
い
う
感
覚

を
も
つ
こ
と
は
難
し
い
。
C
O
V
I
D
‐
19

の
拡
大
は
、
活
動
範
囲
を
さ
ら
に
狭
め
た
。
彼

／
彼
女
た
ち
に
、
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
未

来
を
託
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
相
応
の

「
経
験
」の
舞
台
装
置
が
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ク
ラ
ブ
で
も
サ
ー
ク
ル
で
も
何

で
も
よ
い
が
、
大
学
の
ゼ
ミ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
も
そ
う
し
た
舞
台
を
提
供
し
う
る
も
の

と
筆
者
は
考
え
る
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
そ
れ

を
実
践
し
て
き
た
。

商
店
街
を
拠
点
に

ゼ
ミ
活
動 

― 

A
P
U
で
の
経
験

　
さ
て
、
会
計
学
を
そ
も
そ
も
の
専
門
と
す

る
筆
者
が
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
を
ゼ
ミ
の

テ
ー
マ
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
分

県
別
府
市
の
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

（
以
下
、
A
P
U
）
の
教
員
で
あ
っ
た

2
0
1
0
年
か
ら
で
あ
る
。
2
0
0
5
年
頃

か
ら
「
ハ
ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ
ク
」（
別
府
八
湯

温
泉
泊
覧
会
）
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
ア

い
て
い
る
と
評
価
さ
れ
、
無
事
、
最
優
秀
賞

を
勝
ち
取
っ
た
。
開
催
に
向
け
て
の
準
備
の

過
程
で
、
ゼ
ミ
生
た
ち
は
様
々
な
経
験
を
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
く
𠮟
ら
れ
た
。
商
店
街

だ
け
で
な
く
市
内
の
有
力
書
店
が
協
力
的
で

あ
っ
た
の
が
幸
い
し
て
、「
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス

タ
・
ベ
ッ
プ
」は
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。

　
そ
の
年
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
ゼ

ミ
生
の
多
く
は
、
中
心
市
街
地
や
商
店
街
の

再
生
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
。
も
ち
ろ

ん
H
さ
ん
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
彼
女
は
卒
業
後
、
福
岡
県
内
の
銀
行
に

就
職
し
た
が
、
現
在
は
千
葉
県
浦
安
市
の
テ

ー
マ
パ
ー
ク
運
営
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
8
箇
所
の
「p

latfo
rm

」
は
予

算
削
減
の
た
め
統
合

話
が
持
ち
上
が
り
、

ま
た
筆
者
が
A
P
U

の
役
職
に
就
く
こ
と

に
な
っ
た
等
の
理
由

か
ら
カ
フ
ェ
の
継
続

は
難
し
く
な
っ
た
。

2
0
1
3
年
3
月
、

「p
latfo

rm
0
3

」
は

日
頃
か
ら
交
流
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り

N
P
O
に
引
き
継
が

れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
の

ゼ
ミ 

―
― 

現
在

　
あ
れ
か
ら
10
年
、
筆
者
は
現
在
、
立
命
館

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
R
B
S
）
に
在

籍
し
て
い
る
。
当
ス
ク
ー
ル
は
、
学
部
に
基

礎
を
置
か
な
い
独
立
研
究
科
で
あ
り
、
社
会

人
院
生
を
対
象
と
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
、
実
務
経
験
の
な
い
学
部
卒
生
を

対
象
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
な
る
。

　
R
B
S
で
は
、
2
年
次
に
「
課
題
研
究
」

と
い
う
演
習
科
目
（
ゼ
ミ
）
を
必
修
科
目
と

し
て
課
し
て
お
り
、修
士
論
文
で
は
な
く「
課

題
研
究
レ
ポ
ー
ト
」
を
作
成
・
提
出
す
る
こ

と
を
修
了
要
件
と
し
て
い
る
。
社
会
人
院
生

は
、
仕
事
上
の
課
題
や
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
す
る
テ
ー
マ
を
選
ぶ
こ
と
が
多
く
、
学

部
卒
生
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
や
業
界
・
企

業
動
向
の
研
究
が
多
い
。
筆
者
の
ゼ
ミ
で
は

自
由
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
も
よ
い
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
ぶ
ん
、
個
人
的
な
興
味
関
心

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
院
生
も
多
い
。
そ
こ
を

上
手
く
軌
道
修
正
し
て
、
研
究
課
題
へ
と
導

く
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
指
導
教
員
の
腕
の

見
せ
所
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
イ
ド
ル
好
き

で
と
く
に
「
坂
道
系
」
が
推
し
の
院
生
に
は
、

「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
出
現
が

っ
と
人
の
流
れ
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、『
本
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
考
案
し

ま
し
た
。『
本
』
に
着
目
し
た
の
は
、
活
動
の

拠
点
で
あ
る
『p

latform
0
3

ま
ち
な
か
カ

フ
ェ
』
が
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に

集
ま
れ
る
よ
う
に
と
、
絵
本
か
ら
経
済
学
ま

で
5
0
0
冊
程
度
の
本
を
集
め
た
ブ
ッ
ク
カ

フ
ェ
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
」（
大
分
県
広
報
誌
『
新
時
代
お

お
い
た
』（
N
o
・
7
9
,
2
0
1
1
年
11
月
）。

　
こ
う
し
て
ゼ
ミ
生
た
ち
が
企
画
し
た
の
が

「
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
タ
・
ベ
ッ
プ
」
で
あ
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
複
数
の
企
画
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
た
。
ま
ず
は
「
一
箱
古
本
市
」。
商

店
街
の
軒
先
で
屋
号
を
つ
け
、
誰
で
も
段
ボ

ー
ル
１
箱
分
の
本
を
持
ち
寄
っ
て
対
面
方
式

で
売
る「
本
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」で
あ
る
。
ま
た
、

別
府
の
中
心
市

街
地
の
商
店
等

で
気
軽
に
本
が

読
め
る
「
ブ
ッ

ク
ス
ポ
ッ
ト
」

を
点
在
さ
せ
る

企
画
も
考
え
た
。

ど
ち
ら
も
、
街

な
か
を
周
遊
し

な
が
ら
別
府
の

魅
力
や
お
気
に

コ
ン
テ
ン
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
与
え
る
影
響
」

と
い
う
テ
ー
マ
へ
の
誘
導
に
成
功
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
社
会
人
院
生
に
せ
よ
、
学
部

卒
生
に
せ
よ
、
多
く
の
院
生
た
ち
に
と
っ
て

観
光
と
は
、消
費
対
象
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
観
光
に
関
す
る
テ
ー
マ
に

関
心
を
も
つ
院
生
が
増
え
て
い
る
が
、
ど
う

い
う
わ
け
か
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
中
国
か
ら
の

留
学
生
で
あ
る
。
昨
年
の
例
で
は
「
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
湖
州
の
地
域
振
興
」
を

テ
ー
マ
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
上
げ
た
ゼ
ミ
生

が
い
た
。
ま
た
、
別
の
ゼ
ミ
生
は
、
上
海
な

ど
大
都
市
に
あ
る
5
つ
星
ホ
テ
ル
の
フ
リ
ー

ク
エ
ン
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
上
げ
、
そ

の
特
長
や
有
効
性
に
つ
い
て
分
析
検
討
し
た
。

　
現
在
2
回
生
で
、
日
本
企
業
が
中
国
で
の

展
示
会
に
出
て
も
上
手
く
い
か
な
い
の
を
何

と
か
し
た
い
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
入
学

し
て
き
た
院
生
が
い
る
。
彼
女
は
昨
年
、
筆

者
が
担
当
し
、
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
と
す
る

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
受
講
し
、「
大
阪

城
エ
リ
ア
の
M
I
C
E
計
画
」
を
テ
ー
マ
に

最
終
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
た
。「
ザ
・
ガ
ー

デ
ン
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
大
阪
」
な
ど
ス
ト
ー

リ
ー
性
の
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
を
活
用

し
な
が
ら
、
そ
れ
を
大
阪
公
立
大
学
や
ビ
ジ

ネ
ス
エ
リ
ア
、
さ
ら
に
は
宿
泊
施
設
な
ど
と

つ
な
ぎ
、
大
阪
城
エ
リ
ア
を
大
阪
に
お
け
る

M
I
C
E
の
一
拠
点
と
し
て
育
て
上
げ
よ
う

と
い
う
提
案
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
中
で
レ
ト
ロ
な
街
並
み
が
残
る
北
船
場
エ

リ
ア
を
歩
い
た
こ
と
が
着
想
に
つ
な
が
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
優
秀
な
院
生
な
の
で
、
レ
ポ

ー
ト
の
完
成
ま
で
見
届
け
た
い
と
の
思
い
は

あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
着
任
し
た
新
任
教
員

に
指
導
を
任
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　
最
近
の
こ
と
だ
が
、
現
在
、
指
導
し
て
い

る
院
生
と
研
究
テ
ー
マ
を
巡
っ
て
こ
ん
な
や

り
と
り
が
あ
っ
た
の
で
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
留
学
生
の
友
達
の
間
で
、
富
山
が
話
題
に

な
っ
て
い
て
、
S
N
S
で
も
い
ろ
ん
な
写
真

が
投
稿
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人
に
富
山
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
来
て
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
考
え
た
い
」。

　
確
か
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
か
ら
眺
め
る

立
山
連
峰
は
美
し
い
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
研
究
課
題
に
は
な
ら
な
い
。

「
あ
な
た
の
言
う
観
光
っ
て
、
観
光
ツ
ア
ー

に
行
っ
た
り
、
爆
買
い
し
た
り
す
る
よ
う
な

観
光
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普
通

の
ま
ち
に
住
む
人
は
普
通
の
ま
ち
を
訪
れ
、

普
通
の
村
に
住
む
人
は
普
通
の
村
を
訪
れ
る
。

そ
う
い
う
人
た
ち
は
、
敢
え
て
言
え
ば
、
滞

在
先
で
何
も
し
な
い
。
そ
こ
で
暮
ら
す
人
た

ち
と
同
じ
よ
う
に
朝
を
迎
え
、
同
じ
も
の
を

食
べ
る
。
非
日
常
と
い
う
よ
り
異
日
常
を
体

験
す
る
旅
。
そ
う
い
う
こ
と
か
な
？
」

　
現
在
、
彼
女
は
、「
普
通
の
田
舎
の
観
光

振
興
」
を
テ
ー
マ
に
事
例
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
相
応
し
い
課
題

研
究
に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

飛
驒
古
川
の「
美
ら
地
球
」やW

alk Japan

と
い
っ
た
地
方
で
高
付
加
価
値
型
サ
ー
ビ
ス

の
創
出
に
成
功
し
た
事
例
も
取
り
上
げ
さ
せ
、

現
地
に
足
を
運
ん
で
当
事
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
日
本
は
ア
ジ
ア
の
「
お
庭
」
で
あ
る
。
し

ば
ら
く
す
れ
ば
訪
日
者
の
数
は
回
復
す
る
で

あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
輝
き
を
求
め
て
地
方

に
ま
で
足
を
運
ぶ
と
い
う
状
況
を
つ
く
り
出

す
に
は
、
い
く
つ
も
の
課
題
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
彼
女
は
こ
の
難

題
に
ど
う
切
り
込
ん
で
い
く
の
か
。

お
わ
り
に

　
問
題
発
見
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
地

域
で
あ
れ
、
組
織
で
あ
れ
、
そ
こ
で
の
問
題

の
本
質
や
解
決
す
べ
き
課
題
が
何
で
あ
る
か

を
問
う
こ
と
は
、
分
野
に
関
係
な
く
重
要
で

あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
の
一
環
と
し
て
、
現

地
に
出
向
き
、
何
が
「
場
所
」
を
成
立
さ
せ

て
い
る
の
か
、
す
な
わ
ち
場
所
の
「
場
所
」

た
る
ゆ
え
ん
を
探
る
こ
と
は
、
自
ら
の
「
場

所
」
へ
の
感
覚
を
取
り
戻
す
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。
本
稿
は
、
大
学
の
ゼ
ミ
が
そ
の
た
め

の
「
経
験
」
の
舞
台
装
置
を
用
意
し
う
る
こ

と
の
一
端
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
学
ぶ

人
に
「
場
所
」
へ
の
感
覚
が
も
っ
と
も
求
め

ら
れ
る
の
が
観
光
だ
と
言
え
よ
う
。よ
き「
場

所
」
あ
っ
て
こ
そ
、
よ
き
人
生
で
あ
り
、
よ

き
「
場
所
」
を
求
め
て
人
は
旅
す
る
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。
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入
り
の
ス
ポ
ッ
ト
を
発
見
し
て
も
ら
い
、

「
本
」
と
い
う
切
り
口
か
ら
新
た
な
層
を
呼

び
込
む
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い

が
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
学
生
た
ち
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
や
街
歩
き
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
な
ど
も
企
画
し
た
。

　
コ
ン
ペ
は
、
企
画
の
内
容
は
も
と
よ
り
、

H
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
群
を
抜

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
首
を
突
っ
込
む
よ

う
に
な
っ
て
「
混
浴
温
泉
世
界
」
と
い
う
現

代
ア
ー
ト
の
祭
典
の
運
営
に
も
関
わ
っ
た
。

当
時
、
別
府
市
で
は
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
の
も
と
、
空
き
店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た

中
、
大
分
大
学
の
福
祉
系
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
引
き
継
い
で
欲
し
い
と

の
声
が
か
か
っ
た
。
ア
ー
ト
N
P
O
で
あ
る

B
E
P
P
U
 P
R
O
JE
C
T

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
形
で
大
学
を
含
む
複
数
の
団
体
が
連
携

し
て
、「p

latfo
rm

」（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）

と
名
付
け
ら
れ
た
8
つ
の
ス
ペ
ー
ス
を
運
営

す
る
取
り
組
み
は
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め

た
。
2
0
1
0
年
5
月
、「p

latfo
rm
0
3
 

ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
」
は
A
P
U
に
引
き
継
が

れ
、
筆
者
の
ゼ
ミ
が
運
営
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
な
ぜ
、
カ
フ
ェ
を
運
営
し
よ
う
と
考
え
た

の
か
。
ま
ず
単
純
に
、
学
生
た
ち
の
ゼ
ミ
教

室
が
街
な
か
に
あ
っ
た
ら
面
白
い
だ
ろ
う
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
観
光
や
ま
ち
づ
く
り

の
分
野
で
毎
日
汗
を
か
い
て
い
る
当
事
者
の

生
の
声
を
、
そ
の
活
動
エ
リ
ア
で
あ
る
街
な

か
で
聞
く
こ
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
く
、

よ
り
リ
ア
ル
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
時
に
、
A
P
U
の
学
生
た
ち
が
「
下
界
」

と
（
愛
情
を
込
め
て
）
呼
ぶ
街
な
か
に
、
ネ

ッ
ト
環
境
が
あ
り
、
学
生
た
ち
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
た
ち
や
観
光

客
と
交
流
で
き
る
拠
点
を
つ
く
り
た
い
。
そ

う
い
う
思
い
か
ら
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ
ン

を
設
置
し
て
本
格
的
な
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る

カ
フ
ェ
と
し
て
営
業
許
可
も
取
得
し
た
。

　
ゼ
ミ
の
ク
ラ
ス
は
、
ひ
と
月
に
最
低
１
回

は
カ
フ
ェ
で
行
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
、

街
歩
き
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
地
元

紙
の
記
者
、
市
役
所
の
担
当
者
、
政
府
系
銀

行
の
大
分
事
務
所
長
な
ど
、
ゲ
ス
ト
を
呼
ん

で
話
を
聞
き
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。

そ
の
後
は
決
ま
っ
て
交
流
会
と
な
っ
た
。

　
他
方
、
飲
食
店
と
し
て
の
カ
フ
ェ
事
業
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で

対
立
が
生
じ
た
。
就
活
を
理
由
に
活
動
か
ら

離
れ
て
い
く
ゼ
ミ
生
も
い
た
。
結
局
、
カ
フ

ェ
の
運
営
は
ゼ
ミ
活
動
か
ら
切
り
離
し
て
、

他
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
た
T
君
に
任
せ
る

こ
と
に
し
た
。
彼
は
、
高
校
時
代
か
ら
ロ
ー

タ
リ
ー
の
地
域
活
動
を
経
験
し
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
上
手
く
や
っ
て
く
れ
た
。
彼
が「
店

長
」
時
代
の
2
年
間
で
カ
フ
ェ
の
利
用
者
は

１
万
人
を
超
え
た
。

　
カ
フ
ェ
で
の
ゼ
ミ
活
動
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
考
え
て
い
た
時
、「
街
な
か
に
ぎ
わ
い

プ
ラ
ン
」
と
い
う
大
分
県
の
補
助
事
業
に
応

募
し
て
み
な
い
か
と
の
お
誘
い
を
受
け
た
。

こ
れ
は
、
一
般
枠
と
学
生
枠
の
応
募
区
分
ご

と
に
、
商
店
街
の
魅
力
や
集
客
力
の
向
上
の

た
め
の
プ
ラ
ン
を
競
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ぜ

ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
ゼ
ミ
内
で
立
ち

上
げ
た
の
が
「
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
タ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
を
務
め
た
H
さ
ん

は
、
大
分
県
の
広
報
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
客
数
の
減
少
は
、
多

く
の
商
店
街
で
共
通
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
大
学
生
な
ら
で
は
の
や
り
方
で
、
も

学
生
た
ち
に

「
場
所
」は
あ
る
か
？

　
私
た
ち
は
、
日
々
の
生
活
を
通
じ
て
身
の

回
り
の
空
間
や
環
境
に
意
味
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
自
ら
の
直
接
的
な
経
験
に
よ
っ

て
意
味
づ
け
、
分
節
化
し
た
空
間
が
「
場
所
」

（p
lace

）
で
あ
る
。
例
え
ば
、
映
画
「
愛
と

死
を
み
つ
め
て
」
の
中
で
、
互
い
を
マ
コ
と

ミ
コ
と
呼
び
合
う
ふ
た
り
が
愛
を
誓
っ
た

「
誓
い
の
丘
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
や
、
場
所

は
、
そ
れ
が
た
と
え
漫
画
「
ド
ラ
え
も
ん
」

に
登
場
す
る
よ
う
な
空
き
地
で
あ
っ
て
も
、

の
び
太
た
ち
に
と
っ
て
は
、
具
体
的
意
味
を

も
つ
唯
一
無
二
の
、
大
人
へ
の
過
程
で
あ
る

種
の
「
公
共
性
」
を
培
う
「
場
所
」
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
の
い
う
「
街
路
」（Jaco

b
s 

1
9
6
1

）
や
日
本
の
か
つ
て
の
商
店
街
は
、

場
所
に
満
ち
て
い
た
。
路
地
裏
も
含
め
て
、

そ
こ
に
は
人
び
と
の
生
活
（
暮
ら
し
）
が
あ

っ
た
。
そ
れ
が
今
で
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
や
コ
ン
ビ
ニ
と
い
う
、
効
率
的
な
消
費
の

た
め
の
制
度
的
装
置
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。「
消
費
社
会
は
場
所
な
き
社
会

で
あ
る
」（
間
宮1

9
9
9
:2
4
6

）。「
没
場
所

性
」（R

elp
h
 1
9
7
6

）
は
、
眼
前
か
ら
の
場

所
の
喪
失
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
場

所
の
も
つ
意
味
を
認
め
な
い
私
た
ち
の
態
度

で
も
あ
る
。
私
た
ち
は
い
つ
の
間
に
か
、
有

能
な
消
費
者
と
し
て
躾
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

　T
uan

（19
7
7

）
は
、
空
間
が
「
場
所
」
に

な
る
の
は「
経
験
」を
通
じ
て
だ
と
説
い
た
。

そ
れ
で
は
、
今
ど
き
の
学
生
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
お
よ
そ
、
自
宅
と
キ
ャ
ン
パ
ス
、
コ
ン

ビ
ニ
、
バ
イ
ト
先
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
だ

け
の
日
常
の
中
で
は
、「
場
所
」と
い
う
感
覚

を
も
つ
こ
と
は
難
し
い
。
C
O
V
I
D
‐
19

の
拡
大
は
、
活
動
範
囲
を
さ
ら
に
狭
め
た
。
彼

／
彼
女
た
ち
に
、
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
未

来
を
託
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
相
応
の

「
経
験
」の
舞
台
装
置
が
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ク
ラ
ブ
で
も
サ
ー
ク
ル
で
も
何

で
も
よ
い
が
、
大
学
の
ゼ
ミ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
も
そ
う
し
た
舞
台
を
提
供
し
う
る
も
の

と
筆
者
は
考
え
る
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
そ
れ

を
実
践
し
て
き
た
。

商
店
街
を
拠
点
に

ゼ
ミ
活
動 

― 

A
P
U
で
の
経
験

　
さ
て
、
会
計
学
を
そ
も
そ
も
の
専
門
と
す

る
筆
者
が
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
を
ゼ
ミ
の

テ
ー
マ
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
分

県
別
府
市
の
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

（
以
下
、
A
P
U
）
の
教
員
で
あ
っ
た

2
0
1
0
年
か
ら
で
あ
る
。
2
0
0
5
年
頃

か
ら
「
ハ
ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ
ク
」（
別
府
八
湯

温
泉
泊
覧
会
）
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
ア

ブックフェスタ 一箱古本市

カフェ外観

い
て
い
る
と
評
価
さ
れ
、
無
事
、
最
優
秀
賞

を
勝
ち
取
っ
た
。
開
催
に
向
け
て
の
準
備
の

過
程
で
、
ゼ
ミ
生
た
ち
は
様
々
な
経
験
を
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
く
𠮟
ら
れ
た
。
商
店
街

だ
け
で
な
く
市
内
の
有
力
書
店
が
協
力
的
で

あ
っ
た
の
が
幸
い
し
て
、「
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス

タ
・
ベ
ッ
プ
」は
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。

　
そ
の
年
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
ゼ

ミ
生
の
多
く
は
、
中
心
市
街
地
や
商
店
街
の

再
生
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
。
も
ち
ろ

ん
H
さ
ん
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
彼
女
は
卒
業
後
、
福
岡
県
内
の
銀
行
に

就
職
し
た
が
、
現
在
は
千
葉
県
浦
安
市
の
テ

ー
マ
パ
ー
ク
運
営
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
8
箇
所
の
「p

latfo
rm

」
は
予

算
削
減
の
た
め
統
合

話
が
持
ち
上
が
り
、

ま
た
筆
者
が
A
P
U

の
役
職
に
就
く
こ
と

に
な
っ
た
等
の
理
由

か
ら
カ
フ
ェ
の
継
続

は
難
し
く
な
っ
た
。

2
0
1
3
年
3
月
、

「p
latfo

rm
0
3

」
は

日
頃
か
ら
交
流
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り

N
P
O
に
引
き
継
が

れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
の

ゼ
ミ 

―
― 
現
在

　
あ
れ
か
ら
10
年
、
筆
者
は
現
在
、
立
命
館

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
R
B
S
）
に
在

籍
し
て
い
る
。
当
ス
ク
ー
ル
は
、
学
部
に
基

礎
を
置
か
な
い
独
立
研
究
科
で
あ
り
、
社
会

人
院
生
を
対
象
と
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
、
実
務
経
験
の
な
い
学
部
卒
生
を

対
象
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
な
る
。

　
R
B
S
で
は
、
2
年
次
に
「
課
題
研
究
」

と
い
う
演
習
科
目
（
ゼ
ミ
）
を
必
修
科
目
と

し
て
課
し
て
お
り
、修
士
論
文
で
は
な
く「
課

題
研
究
レ
ポ
ー
ト
」
を
作
成
・
提
出
す
る
こ

と
を
修
了
要
件
と
し
て
い
る
。
社
会
人
院
生

は
、
仕
事
上
の
課
題
や
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
す
る
テ
ー
マ
を
選
ぶ
こ
と
が
多
く
、
学

部
卒
生
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
や
業
界
・
企

業
動
向
の
研
究
が
多
い
。
筆
者
の
ゼ
ミ
で
は

自
由
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
も
よ
い
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
ぶ
ん
、
個
人
的
な
興
味
関
心

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
院
生
も
多
い
。
そ
こ
を

上
手
く
軌
道
修
正
し
て
、
研
究
課
題
へ
と
導

く
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
指
導
教
員
の
腕
の

見
せ
所
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
イ
ド
ル
好
き

で
と
く
に
「
坂
道
系
」
が
推
し
の
院
生
に
は
、

「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
出
現
が

っ
と
人
の
流
れ
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、『
本
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
考
案
し

ま
し
た
。『
本
』
に
着
目
し
た
の
は
、
活
動
の

拠
点
で
あ
る
『p

latform
0
3

ま
ち
な
か
カ

フ
ェ
』
が
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に

集
ま
れ
る
よ
う
に
と
、
絵
本
か
ら
経
済
学
ま

で
5
0
0
冊
程
度
の
本
を
集
め
た
ブ
ッ
ク
カ

フ
ェ
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
」（
大
分
県
広
報
誌
『
新
時
代
お

お
い
た
』（
N
o
・
7
9
，2
0
1
1
年
11
月
）。

　
こ
う
し
て
ゼ
ミ
生
た
ち
が
企
画
し
た
の
が

「
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
タ
・
ベ
ッ
プ
」
で
あ
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
複
数
の
企
画
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
た
。
ま
ず
は
「
一
箱
古
本
市
」。
商

店
街
の
軒
先
で
屋
号
を
つ
け
、
誰
で
も
段
ボ

ー
ル
１
箱
分
の
本
を
持
ち
寄
っ
て
対
面
方
式

で
売
る「
本
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」で
あ
る
。
ま
た
、

別
府
の
中
心
市

街
地
の
商
店
等

で
気
軽
に
本
が

読
め
る
「
ブ
ッ

ク
ス
ポ
ッ
ト
」

を
点
在
さ
せ
る

企
画
も
考
え
た
。

ど
ち
ら
も
、
街

な
か
を
周
遊
し

な
が
ら
別
府
の

魅
力
や
お
気
に

コ
ン
テ
ン
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
与
え
る
影
響
」

と
い
う
テ
ー
マ
へ
の
誘
導
に
成
功
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
社
会
人
院
生
に
せ
よ
、
学
部

卒
生
に
せ
よ
、
多
く
の
院
生
た
ち
に
と
っ
て

観
光
と
は
、消
費
対
象
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
観
光
に
関
す
る
テ
ー
マ
に

関
心
を
も
つ
院
生
が
増
え
て
い
る
が
、
ど
う

い
う
わ
け
か
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
中
国
か
ら
の

留
学
生
で
あ
る
。
昨
年
の
例
で
は
「
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
湖
州
の
地
域
振
興
」
を

テ
ー
マ
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
上
げ
た
ゼ
ミ
生

が
い
た
。
ま
た
、
別
の
ゼ
ミ
生
は
、
上
海
な

ど
大
都
市
に
あ
る
5
つ
星
ホ
テ
ル
の
フ
リ
ー

ク
エ
ン
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
上
げ
、
そ

の
特
長
や
有
効
性
に
つ
い
て
分
析
検
討
し
た
。

　
現
在
2
回
生
で
、
日
本
企
業
が
中
国
で
の

展
示
会
に
出
て
も
上
手
く
い
か
な
い
の
を
何

と
か
し
た
い
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
入
学

し
て
き
た
院
生
が
い
る
。
彼
女
は
昨
年
、
筆

者
が
担
当
し
、
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
と
す
る

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
受
講
し
、「
大
阪

城
エ
リ
ア
の
M
I
C
E
計
画
」
を
テ
ー
マ
に

最
終
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
た
。「
ザ
・
ガ
ー

デ
ン
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
大
阪
」
な
ど
ス
ト
ー

リ
ー
性
の
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
を
活
用

し
な
が
ら
、
そ
れ
を
大
阪
公
立
大
学
や
ビ
ジ

ネ
ス
エ
リ
ア
、
さ
ら
に
は
宿
泊
施
設
な
ど
と

つ
な
ぎ
、
大
阪
城
エ
リ
ア
を
大
阪
に
お
け
る

M
I
C
E
の
一
拠
点
と
し
て
育
て
上
げ
よ
う

と
い
う
提
案
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
中
で
レ
ト
ロ
な
街
並
み
が
残
る
北
船
場
エ

リ
ア
を
歩
い
た
こ
と
が
着
想
に
つ
な
が
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
優
秀
な
院
生
な
の
で
、
レ
ポ

ー
ト
の
完
成
ま
で
見
届
け
た
い
と
の
思
い
は

あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
着
任
し
た
新
任
教
員

に
指
導
を
任
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　
最
近
の
こ
と
だ
が
、
現
在
、
指
導
し
て
い

る
院
生
と
研
究
テ
ー
マ
を
巡
っ
て
こ
ん
な
や

り
と
り
が
あ
っ
た
の
で
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
留
学
生
の
友
達
の
間
で
、
富
山
が
話
題
に

な
っ
て
い
て
、
S
N
S
で
も
い
ろ
ん
な
写
真

が
投
稿
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人
に
富
山
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
来
て
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
考
え
た
い
」。

　
確
か
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
か
ら
眺
め
る

立
山
連
峰
は
美
し
い
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
研
究
課
題
に
は
な
ら
な
い
。

「
あ
な
た
の
言
う
観
光
っ
て
、
観
光
ツ
ア
ー

に
行
っ
た
り
、
爆
買
い
し
た
り
す
る
よ
う
な

観
光
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普
通

の
ま
ち
に
住
む
人
は
普
通
の
ま
ち
を
訪
れ
、

普
通
の
村
に
住
む
人
は
普
通
の
村
を
訪
れ
る
。

そ
う
い
う
人
た
ち
は
、
敢
え
て
言
え
ば
、
滞

在
先
で
何
も
し
な
い
。
そ
こ
で
暮
ら
す
人
た

ち
と
同
じ
よ
う
に
朝
を
迎
え
、
同
じ
も
の
を

食
べ
る
。
非
日
常
と
い
う
よ
り
異
日
常
を
体

験
す
る
旅
。
そ
う
い
う
こ
と
か
な
？
」

　
現
在
、
彼
女
は
、「
普
通
の
田
舎
の
観
光

振
興
」
を
テ
ー
マ
に
事
例
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
相
応
し
い
課
題

研
究
に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

飛
驒
古
川
の「
美
ら
地
球
」やW

alk Japan

と
い
っ
た
地
方
で
高
付
加
価
値
型
サ
ー
ビ
ス

の
創
出
に
成
功
し
た
事
例
も
取
り
上
げ
さ
せ
、

現
地
に
足
を
運
ん
で
当
事
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
日
本
は
ア
ジ
ア
の
「
お
庭
」
で
あ
る
。
し

ば
ら
く
す
れ
ば
訪
日
者
の
数
は
回
復
す
る
で

あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
輝
き
を
求
め
て
地
方

に
ま
で
足
を
運
ぶ
と
い
う
状
況
を
つ
く
り
出

す
に
は
、
い
く
つ
も
の
課
題
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
彼
女
は
こ
の
難

題
に
ど
う
切
り
込
ん
で
い
く
の
か
。

お
わ
り
に

　
問
題
発
見
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
地

域
で
あ
れ
、
組
織
で
あ
れ
、
そ
こ
で
の
問
題

の
本
質
や
解
決
す
べ
き
課
題
が
何
で
あ
る
か

を
問
う
こ
と
は
、
分
野
に
関
係
な
く
重
要
で

あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
の
一
環
と
し
て
、
現

地
に
出
向
き
、
何
が
「
場
所
」
を
成
立
さ
せ

て
い
る
の
か
、
す
な
わ
ち
場
所
の
「
場
所
」

た
る
ゆ
え
ん
を
探
る
こ
と
は
、
自
ら
の
「
場

所
」
へ
の
感
覚
を
取
り
戻
す
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。
本
稿
は
、
大
学
の
ゼ
ミ
が
そ
の
た
め

の
「
経
験
」
の
舞
台
装
置
を
用
意
し
う
る
こ

と
の
一
端
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
学
ぶ

人
に
「
場
所
」
へ
の
感
覚
が
も
っ
と
も
求
め

ら
れ
る
の
が
観
光
だ
と
言
え
よ
う
。よ
き「
場

所
」
あ
っ
て
こ
そ
、
よ
き
人
生
で
あ
り
、
よ

き
「
場
所
」
を
求
め
て
人
は
旅
す
る
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。

写真上：ゼミの様子（ゲスト招聘）
下：ゼミの様子（ミーティング）
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入
り
の
ス
ポ
ッ
ト
を
発
見
し
て
も
ら
い
、

「
本
」
と
い
う
切
り
口
か
ら
新
た
な
層
を
呼

び
込
む
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い

が
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
学
生
た
ち
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
や
街
歩
き
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
な
ど
も
企
画
し
た
。

　
コ
ン
ペ
は
、
企
画
の
内
容
は
も
と
よ
り
、

H
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
群
を
抜

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
首
を
突
っ
込
む
よ

う
に
な
っ
て
「
混
浴
温
泉
世
界
」
と
い
う
現

代
ア
ー
ト
の
祭
典
の
運
営
に
も
関
わ
っ
た
。

当
時
、
別
府
市
で
は
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
の
も
と
、
空
き
店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た

中
、
大
分
大
学
の
福
祉
系
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
引
き
継
い
で
欲
し
い
と

の
声
が
か
か
っ
た
。
ア
ー
ト
N
P
O
で
あ
る

B
E
P
P
U
 P
R
O
JE
C
T

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
形
で
大
学
を
含
む
複
数
の
団
体
が
連
携

し
て
、「p

latfo
rm

」（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）

と
名
付
け
ら
れ
た
8
つ
の
ス
ペ
ー
ス
を
運
営

す
る
取
り
組
み
は
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め

た
。
2
0
1
0
年
5
月
、「p

latfo
rm
0
3
 

ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
」
は
A
P
U
に
引
き
継
が

れ
、
筆
者
の
ゼ
ミ
が
運
営
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
な
ぜ
、
カ
フ
ェ
を
運
営
し
よ
う
と
考
え
た

の
か
。
ま
ず
単
純
に
、
学
生
た
ち
の
ゼ
ミ
教

室
が
街
な
か
に
あ
っ
た
ら
面
白
い
だ
ろ
う
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
観
光
や
ま
ち
づ
く
り

の
分
野
で
毎
日
汗
を
か
い
て
い
る
当
事
者
の

生
の
声
を
、
そ
の
活
動
エ
リ
ア
で
あ
る
街
な

か
で
聞
く
こ
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
く
、

よ
り
リ
ア
ル
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
時
に
、
A
P
U
の
学
生
た
ち
が
「
下
界
」

と
（
愛
情
を
込
め
て
）
呼
ぶ
街
な
か
に
、
ネ

ッ
ト
環
境
が
あ
り
、
学
生
た
ち
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
た
ち
や
観
光

客
と
交
流
で
き
る
拠
点
を
つ
く
り
た
い
。
そ

う
い
う
思
い
か
ら
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ
ン

を
設
置
し
て
本
格
的
な
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る

カ
フ
ェ
と
し
て
営
業
許
可
も
取
得
し
た
。

　
ゼ
ミ
の
ク
ラ
ス
は
、
ひ
と
月
に
最
低
１
回

は
カ
フ
ェ
で
行
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
、

街
歩
き
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
地
元

紙
の
記
者
、
市
役
所
の
担
当
者
、
政
府
系
銀

行
の
大
分
事
務
所
長
な
ど
、
ゲ
ス
ト
を
呼
ん

で
話
を
聞
き
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。

そ
の
後
は
決
ま
っ
て
交
流
会
と
な
っ
た
。

　
他
方
、
飲
食
店
と
し
て
の
カ
フ
ェ
事
業
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で

対
立
が
生
じ
た
。
就
活
を
理
由
に
活
動
か
ら

離
れ
て
い
く
ゼ
ミ
生
も
い
た
。
結
局
、
カ
フ

ェ
の
運
営
は
ゼ
ミ
活
動
か
ら
切
り
離
し
て
、

他
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
た
T
君
に
任
せ
る

こ
と
に
し
た
。
彼
は
、
高
校
時
代
か
ら
ロ
ー

タ
リ
ー
の
地
域
活
動
を
経
験
し
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
上
手
く
や
っ
て
く
れ
た
。
彼
が「
店

長
」
時
代
の
2
年
間
で
カ
フ
ェ
の
利
用
者
は

１
万
人
を
超
え
た
。

　
カ
フ
ェ
で
の
ゼ
ミ
活
動
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
考
え
て
い
た
時
、「
街
な
か
に
ぎ
わ
い

プ
ラ
ン
」
と
い
う
大
分
県
の
補
助
事
業
に
応

募
し
て
み
な
い
か
と
の
お
誘
い
を
受
け
た
。

こ
れ
は
、
一
般
枠
と
学
生
枠
の
応
募
区
分
ご

と
に
、
商
店
街
の
魅
力
や
集
客
力
の
向
上
の

た
め
の
プ
ラ
ン
を
競
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ぜ

ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
ゼ
ミ
内
で
立
ち

上
げ
た
の
が
「
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
タ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
を
務
め
た
H
さ
ん

は
、
大
分
県
の
広
報
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
客
数
の
減
少
は
、
多

く
の
商
店
街
で
共
通
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
大
学
生
な
ら
で
は
の
や
り
方
で
、
も

学
生
た
ち
に

「
場
所
」は
あ
る
か
？

　
私
た
ち
は
、
日
々
の
生
活
を
通
じ
て
身
の

回
り
の
空
間
や
環
境
に
意
味
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
自
ら
の
直
接
的
な
経
験
に
よ
っ

て
意
味
づ
け
、
分
節
化
し
た
空
間
が
「
場
所
」

（p
lace

）
で
あ
る
。
例
え
ば
、
映
画
「
愛
と

死
を
み
つ
め
て
」
の
中
で
、
互
い
を
マ
コ
と

ミ
コ
と
呼
び
合
う
ふ
た
り
が
愛
を
誓
っ
た

「
誓
い
の
丘
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
や
、
場
所

は
、
そ
れ
が
た
と
え
漫
画
「
ド
ラ
え
も
ん
」

に
登
場
す
る
よ
う
な
空
き
地
で
あ
っ
て
も
、

の
び
太
た
ち
に
と
っ
て
は
、
具
体
的
意
味
を

も
つ
唯
一
無
二
の
、
大
人
へ
の
過
程
で
あ
る

種
の
「
公
共
性
」
を
培
う
「
場
所
」
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
の
い
う
「
街
路
」（Jaco

b
s 

1
9
6
1

）
や
日
本
の
か
つ
て
の
商
店
街
は
、

場
所
に
満
ち
て
い
た
。
路
地
裏
も
含
め
て
、

そ
こ
に
は
人
び
と
の
生
活
（
暮
ら
し
）
が
あ

っ
た
。
そ
れ
が
今
で
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
や
コ
ン
ビ
ニ
と
い
う
、
効
率
的
な
消
費
の

た
め
の
制
度
的
装
置
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。「
消
費
社
会
は
場
所
な
き
社
会

で
あ
る
」（
間
宮1

9
9
9
:2
4
6

）。「
没
場
所

性
」（R

elp
h
 1
9
7
6

）
は
、
眼
前
か
ら
の
場

所
の
喪
失
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
場

所
の
も
つ
意
味
を
認
め
な
い
私
た
ち
の
態
度

で
も
あ
る
。
私
た
ち
は
い
つ
の
間
に
か
、
有

能
な
消
費
者
と
し
て
躾
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

　T
uan

（19
7
7

）
は
、
空
間
が
「
場
所
」
に

な
る
の
は「
経
験
」を
通
じ
て
だ
と
説
い
た
。

そ
れ
で
は
、
今
ど
き
の
学
生
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
お
よ
そ
、
自
宅
と
キ
ャ
ン
パ
ス
、
コ
ン

ビ
ニ
、
バ
イ
ト
先
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
だ

け
の
日
常
の
中
で
は
、「
場
所
」と
い
う
感
覚

を
も
つ
こ
と
は
難
し
い
。
C
O
V
I
D
‐
19

の
拡
大
は
、
活
動
範
囲
を
さ
ら
に
狭
め
た
。
彼

／
彼
女
た
ち
に
、
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
未

来
を
託
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
相
応
の

「
経
験
」の
舞
台
装
置
が
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ク
ラ
ブ
で
も
サ
ー
ク
ル
で
も
何

で
も
よ
い
が
、
大
学
の
ゼ
ミ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
も
そ
う
し
た
舞
台
を
提
供
し
う
る
も
の

と
筆
者
は
考
え
る
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
そ
れ

を
実
践
し
て
き
た
。

商
店
街
を
拠
点
に

ゼ
ミ
活
動 

― 

A
P
U
で
の
経
験

　
さ
て
、
会
計
学
を
そ
も
そ
も
の
専
門
と
す

る
筆
者
が
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
を
ゼ
ミ
の

テ
ー
マ
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
分

県
別
府
市
の
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

（
以
下
、
A
P
U
）
の
教
員
で
あ
っ
た

2
0
1
0
年
か
ら
で
あ
る
。
2
0
0
5
年
頃

か
ら
「
ハ
ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ
ク
」（
別
府
八
湯

温
泉
泊
覧
会
）
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
ア

ブックフェスタ 一箱古本市

カフェ外観

い
て
い
る
と
評
価
さ
れ
、
無
事
、
最
優
秀
賞

を
勝
ち
取
っ
た
。
開
催
に
向
け
て
の
準
備
の

過
程
で
、
ゼ
ミ
生
た
ち
は
様
々
な
経
験
を
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
く
𠮟
ら
れ
た
。
商
店
街

だ
け
で
な
く
市
内
の
有
力
書
店
が
協
力
的
で

あ
っ
た
の
が
幸
い
し
て
、「
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス

タ
・
ベ
ッ
プ
」は
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。

　
そ
の
年
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
ゼ

ミ
生
の
多
く
は
、
中
心
市
街
地
や
商
店
街
の

再
生
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
。
も
ち
ろ

ん
H
さ
ん
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
彼
女
は
卒
業
後
、
福
岡
県
内
の
銀
行
に

就
職
し
た
が
、
現
在
は
千
葉
県
浦
安
市
の
テ

ー
マ
パ
ー
ク
運
営
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
8
箇
所
の
「p

latfo
rm

」
は
予

算
削
減
の
た
め
統
合

話
が
持
ち
上
が
り
、

ま
た
筆
者
が
A
P
U

の
役
職
に
就
く
こ
と

に
な
っ
た
等
の
理
由

か
ら
カ
フ
ェ
の
継
続

は
難
し
く
な
っ
た
。

2
0
1
3
年
3
月
、

「p
latfo

rm
0
3

」
は

日
頃
か
ら
交
流
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り

N
P
O
に
引
き
継
が

れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
の

ゼ
ミ 

―
― 

現
在

　
あ
れ
か
ら
10
年
、
筆
者
は
現
在
、
立
命
館

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
R
B
S
）
に
在

籍
し
て
い
る
。
当
ス
ク
ー
ル
は
、
学
部
に
基

礎
を
置
か
な
い
独
立
研
究
科
で
あ
り
、
社
会

人
院
生
を
対
象
と
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
、
実
務
経
験
の
な
い
学
部
卒
生
を

対
象
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
な
る
。

　
R
B
S
で
は
、
2
年
次
に
「
課
題
研
究
」

と
い
う
演
習
科
目
（
ゼ
ミ
）
を
必
修
科
目
と

し
て
課
し
て
お
り
、修
士
論
文
で
は
な
く「
課

題
研
究
レ
ポ
ー
ト
」
を
作
成
・
提
出
す
る
こ

と
を
修
了
要
件
と
し
て
い
る
。
社
会
人
院
生

は
、
仕
事
上
の
課
題
や
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
す
る
テ
ー
マ
を
選
ぶ
こ
と
が
多
く
、
学

部
卒
生
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
や
業
界
・
企

業
動
向
の
研
究
が
多
い
。
筆
者
の
ゼ
ミ
で
は

自
由
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
も
よ
い
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
ぶ
ん
、
個
人
的
な
興
味
関
心

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
院
生
も
多
い
。
そ
こ
を

上
手
く
軌
道
修
正
し
て
、
研
究
課
題
へ
と
導

く
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
指
導
教
員
の
腕
の

見
せ
所
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
イ
ド
ル
好
き

で
と
く
に
「
坂
道
系
」
が
推
し
の
院
生
に
は
、

「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
出
現
が

っ
と
人
の
流
れ
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、『
本
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
考
案
し

ま
し
た
。『
本
』
に
着
目
し
た
の
は
、
活
動
の

拠
点
で
あ
る
『p

latform
0
3

ま
ち
な
か
カ

フ
ェ
』
が
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に

集
ま
れ
る
よ
う
に
と
、
絵
本
か
ら
経
済
学
ま

で
5
0
0
冊
程
度
の
本
を
集
め
た
ブ
ッ
ク
カ

フ
ェ
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
」（
大
分
県
広
報
誌
『
新
時
代
お

お
い
た
』（
N
o
・
7
9
,
2
0
1
1
年
11
月
）。

　
こ
う
し
て
ゼ
ミ
生
た
ち
が
企
画
し
た
の
が

「
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
タ
・
ベ
ッ
プ
」
で
あ
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
複
数
の
企
画
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
た
。
ま
ず
は
「
一
箱
古
本
市
」。
商

店
街
の
軒
先
で
屋
号
を
つ
け
、
誰
で
も
段
ボ

ー
ル
１
箱
分
の
本
を
持
ち
寄
っ
て
対
面
方
式

で
売
る「
本
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」で
あ
る
。
ま
た
、

別
府
の
中
心
市

街
地
の
商
店
等

で
気
軽
に
本
が

読
め
る
「
ブ
ッ

ク
ス
ポ
ッ
ト
」

を
点
在
さ
せ
る

企
画
も
考
え
た
。

ど
ち
ら
も
、
街

な
か
を
周
遊
し

な
が
ら
別
府
の

魅
力
や
お
気
に

コ
ン
テ
ン
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
与
え
る
影
響
」

と
い
う
テ
ー
マ
へ
の
誘
導
に
成
功
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
社
会
人
院
生
に
せ
よ
、
学
部

卒
生
に
せ
よ
、
多
く
の
院
生
た
ち
に
と
っ
て

観
光
と
は
、消
費
対
象
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
観
光
に
関
す
る
テ
ー
マ
に

関
心
を
も
つ
院
生
が
増
え
て
い
る
が
、
ど
う

い
う
わ
け
か
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
中
国
か
ら
の

留
学
生
で
あ
る
。
昨
年
の
例
で
は
「
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
湖
州
の
地
域
振
興
」
を

テ
ー
マ
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
上
げ
た
ゼ
ミ
生

が
い
た
。
ま
た
、
別
の
ゼ
ミ
生
は
、
上
海
な

ど
大
都
市
に
あ
る
5
つ
星
ホ
テ
ル
の
フ
リ
ー

ク
エ
ン
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
上
げ
、
そ

の
特
長
や
有
効
性
に
つ
い
て
分
析
検
討
し
た
。

　
現
在
2
回
生
で
、
日
本
企
業
が
中
国
で
の

展
示
会
に
出
て
も
上
手
く
い
か
な
い
の
を
何

と
か
し
た
い
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
入
学

し
て
き
た
院
生
が
い
る
。
彼
女
は
昨
年
、
筆

者
が
担
当
し
、
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
と
す
る

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
受
講
し
、「
大
阪

城
エ
リ
ア
の
M
I
C
E
計
画
」
を
テ
ー
マ
に

最
終
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
た
。「
ザ
・
ガ
ー

デ
ン
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
大
阪
」
な
ど
ス
ト
ー

リ
ー
性
の
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
を
活
用

し
な
が
ら
、
そ
れ
を
大
阪
公
立
大
学
や
ビ
ジ

ネ
ス
エ
リ
ア
、
さ
ら
に
は
宿
泊
施
設
な
ど
と

つ
な
ぎ
、
大
阪
城
エ
リ
ア
を
大
阪
に
お
け
る

M
I
C
E
の
一
拠
点
と
し
て
育
て
上
げ
よ
う

と
い
う
提
案
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
中
で
レ
ト
ロ
な
街
並
み
が
残
る
北
船
場
エ

リ
ア
を
歩
い
た
こ
と
が
着
想
に
つ
な
が
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
優
秀
な
院
生
な
の
で
、
レ
ポ

ー
ト
の
完
成
ま
で
見
届
け
た
い
と
の
思
い
は

あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
着
任
し
た
新
任
教
員

に
指
導
を
任
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　
最
近
の
こ
と
だ
が
、
現
在
、
指
導
し
て
い

る
院
生
と
研
究
テ
ー
マ
を
巡
っ
て
こ
ん
な
や

り
と
り
が
あ
っ
た
の
で
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
留
学
生
の
友
達
の
間
で
、
富
山
が
話
題
に

な
っ
て
い
て
、
S
N
S
で
も
い
ろ
ん
な
写
真

が
投
稿
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人
に
富
山
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
来
て
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
考
え
た
い
」。

　
確
か
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
か
ら
眺
め
る

立
山
連
峰
は
美
し
い
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
研
究
課
題
に
は
な
ら
な
い
。

「
あ
な
た
の
言
う
観
光
っ
て
、
観
光
ツ
ア
ー

に
行
っ
た
り
、
爆
買
い
し
た
り
す
る
よ
う
な

観
光
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普
通

の
ま
ち
に
住
む
人
は
普
通
の
ま
ち
を
訪
れ
、

普
通
の
村
に
住
む
人
は
普
通
の
村
を
訪
れ
る
。

そ
う
い
う
人
た
ち
は
、
敢
え
て
言
え
ば
、
滞

在
先
で
何
も
し
な
い
。
そ
こ
で
暮
ら
す
人
た

ち
と
同
じ
よ
う
に
朝
を
迎
え
、
同
じ
も
の
を

食
べ
る
。
非
日
常
と
い
う
よ
り
異
日
常
を
体

験
す
る
旅
。
そ
う
い
う
こ
と
か
な
？
」

　
現
在
、
彼
女
は
、「
普
通
の
田
舎
の
観
光

振
興
」
を
テ
ー
マ
に
事
例
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
相
応
し
い
課
題

研
究
に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

飛
驒
古
川
の「
美
ら
地
球
」やW

alk Japan

と
い
っ
た
地
方
で
高
付
加
価
値
型
サ
ー
ビ
ス

の
創
出
に
成
功
し
た
事
例
も
取
り
上
げ
さ
せ
、

現
地
に
足
を
運
ん
で
当
事
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
日
本
は
ア
ジ
ア
の
「
お
庭
」
で
あ
る
。
し

ば
ら
く
す
れ
ば
訪
日
者
の
数
は
回
復
す
る
で

あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
輝
き
を
求
め
て
地
方

に
ま
で
足
を
運
ぶ
と
い
う
状
況
を
つ
く
り
出

す
に
は
、
い
く
つ
も
の
課
題
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
彼
女
は
こ
の
難

題
に
ど
う
切
り
込
ん
で
い
く
の
か
。

お
わ
り
に

　
問
題
発
見
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
地

域
で
あ
れ
、
組
織
で
あ
れ
、
そ
こ
で
の
問
題

の
本
質
や
解
決
す
べ
き
課
題
が
何
で
あ
る
か

を
問
う
こ
と
は
、
分
野
に
関
係
な
く
重
要
で

あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
の
一
環
と
し
て
、
現

地
に
出
向
き
、
何
が
「
場
所
」
を
成
立
さ
せ

て
い
る
の
か
、
す
な
わ
ち
場
所
の
「
場
所
」

た
る
ゆ
え
ん
を
探
る
こ
と
は
、
自
ら
の
「
場

所
」
へ
の
感
覚
を
取
り
戻
す
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。
本
稿
は
、
大
学
の
ゼ
ミ
が
そ
の
た
め

の
「
経
験
」
の
舞
台
装
置
を
用
意
し
う
る
こ

と
の
一
端
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
学
ぶ

人
に
「
場
所
」
へ
の
感
覚
が
も
っ
と
も
求
め

ら
れ
る
の
が
観
光
だ
と
言
え
よ
う
。よ
き「
場

所
」
あ
っ
て
こ
そ
、
よ
き
人
生
で
あ
り
、
よ

き
「
場
所
」
を
求
め
て
人
は
旅
す
る
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。

写真上：ゼミの様子（ゲスト招聘）
下：ゼミの様子（ミーティング）
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入
り
の
ス
ポ
ッ
ト
を
発
見
し
て
も
ら
い
、

「
本
」
と
い
う
切
り
口
か
ら
新
た
な
層
を
呼

び
込
む
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い

が
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
学
生
た
ち
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
や
街
歩
き
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
な
ど
も
企
画
し
た
。

　
コ
ン
ペ
は
、
企
画
の
内
容
は
も
と
よ
り
、

H
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
群
を
抜

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
首
を
突
っ
込
む
よ

う
に
な
っ
て
「
混
浴
温
泉
世
界
」
と
い
う
現

代
ア
ー
ト
の
祭
典
の
運
営
に
も
関
わ
っ
た
。

当
時
、
別
府
市
で
は
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
の
も
と
、
空
き
店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た

中
、
大
分
大
学
の
福
祉
系
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
引
き
継
い
で
欲
し
い
と

の
声
が
か
か
っ
た
。
ア
ー
ト
N
P
O
で
あ
る

B
E
P
P
U
 P
R
O
JE
C
T

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
形
で
大
学
を
含
む
複
数
の
団
体
が
連
携

し
て
、「p

latfo
rm

」（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）

と
名
付
け
ら
れ
た
8
つ
の
ス
ペ
ー
ス
を
運
営

す
る
取
り
組
み
は
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め

た
。
2
0
1
0
年
5
月
、「p

latfo
rm
0
3
 

ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
」
は
A
P
U
に
引
き
継
が

れ
、
筆
者
の
ゼ
ミ
が
運
営
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
な
ぜ
、
カ
フ
ェ
を
運
営
し
よ
う
と
考
え
た

の
か
。
ま
ず
単
純
に
、
学
生
た
ち
の
ゼ
ミ
教

室
が
街
な
か
に
あ
っ
た
ら
面
白
い
だ
ろ
う
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
観
光
や
ま
ち
づ
く
り

の
分
野
で
毎
日
汗
を
か
い
て
い
る
当
事
者
の

生
の
声
を
、
そ
の
活
動
エ
リ
ア
で
あ
る
街
な

か
で
聞
く
こ
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
く
、

よ
り
リ
ア
ル
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
時
に
、
A
P
U
の
学
生
た
ち
が
「
下
界
」

と
（
愛
情
を
込
め
て
）
呼
ぶ
街
な
か
に
、
ネ

ッ
ト
環
境
が
あ
り
、
学
生
た
ち
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
た
ち
や
観
光

客
と
交
流
で
き
る
拠
点
を
つ
く
り
た
い
。
そ

う
い
う
思
い
か
ら
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ
ン

を
設
置
し
て
本
格
的
な
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る

カ
フ
ェ
と
し
て
営
業
許
可
も
取
得
し
た
。

　
ゼ
ミ
の
ク
ラ
ス
は
、
ひ
と
月
に
最
低
１
回

は
カ
フ
ェ
で
行
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
、

街
歩
き
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
地
元

紙
の
記
者
、
市
役
所
の
担
当
者
、
政
府
系
銀

行
の
大
分
事
務
所
長
な
ど
、
ゲ
ス
ト
を
呼
ん

で
話
を
聞
き
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。

そ
の
後
は
決
ま
っ
て
交
流
会
と
な
っ
た
。

　
他
方
、
飲
食
店
と
し
て
の
カ
フ
ェ
事
業
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で

対
立
が
生
じ
た
。
就
活
を
理
由
に
活
動
か
ら

離
れ
て
い
く
ゼ
ミ
生
も
い
た
。
結
局
、
カ
フ

ェ
の
運
営
は
ゼ
ミ
活
動
か
ら
切
り
離
し
て
、

他
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
た
T
君
に
任
せ
る

こ
と
に
し
た
。
彼
は
、
高
校
時
代
か
ら
ロ
ー

タ
リ
ー
の
地
域
活
動
を
経
験
し
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
上
手
く
や
っ
て
く
れ
た
。
彼
が「
店

長
」
時
代
の
2
年
間
で
カ
フ
ェ
の
利
用
者
は

１
万
人
を
超
え
た
。

　
カ
フ
ェ
で
の
ゼ
ミ
活
動
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
考
え
て
い
た
時
、「
街
な
か
に
ぎ
わ
い

プ
ラ
ン
」
と
い
う
大
分
県
の
補
助
事
業
に
応

募
し
て
み
な
い
か
と
の
お
誘
い
を
受
け
た
。

こ
れ
は
、
一
般
枠
と
学
生
枠
の
応
募
区
分
ご

と
に
、
商
店
街
の
魅
力
や
集
客
力
の
向
上
の

た
め
の
プ
ラ
ン
を
競
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ぜ

ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
ゼ
ミ
内
で
立
ち

上
げ
た
の
が
「
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
タ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
を
務
め
た
H
さ
ん

は
、
大
分
県
の
広
報
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
客
数
の
減
少
は
、
多

く
の
商
店
街
で
共
通
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
大
学
生
な
ら
で
は
の
や
り
方
で
、
も

学
生
た
ち
に

「
場
所
」は
あ
る
か
？

　
私
た
ち
は
、
日
々
の
生
活
を
通
じ
て
身
の

回
り
の
空
間
や
環
境
に
意
味
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
自
ら
の
直
接
的
な
経
験
に
よ
っ

て
意
味
づ
け
、
分
節
化
し
た
空
間
が
「
場
所
」

（p
lace

）
で
あ
る
。
例
え
ば
、
映
画
「
愛
と

死
を
み
つ
め
て
」
の
中
で
、
互
い
を
マ
コ
と

ミ
コ
と
呼
び
合
う
ふ
た
り
が
愛
を
誓
っ
た

「
誓
い
の
丘
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
や
、
場
所

は
、
そ
れ
が
た
と
え
漫
画
「
ド
ラ
え
も
ん
」

に
登
場
す
る
よ
う
な
空
き
地
で
あ
っ
て
も
、

の
び
太
た
ち
に
と
っ
て
は
、
具
体
的
意
味
を

も
つ
唯
一
無
二
の
、
大
人
へ
の
過
程
で
あ
る

種
の
「
公
共
性
」
を
培
う
「
場
所
」
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
の
い
う
「
街
路
」（Jaco

b
s 

1
9
6
1

）
や
日
本
の
か
つ
て
の
商
店
街
は
、

場
所
に
満
ち
て
い
た
。
路
地
裏
も
含
め
て
、

そ
こ
に
は
人
び
と
の
生
活
（
暮
ら
し
）
が
あ

っ
た
。
そ
れ
が
今
で
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
や
コ
ン
ビ
ニ
と
い
う
、
効
率
的
な
消
費
の

た
め
の
制
度
的
装
置
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。「
消
費
社
会
は
場
所
な
き
社
会

で
あ
る
」（
間
宮1

9
9
9
:2
4
6

）。「
没
場
所

性
」（R

elp
h
 1
9
7
6

）
は
、
眼
前
か
ら
の
場

所
の
喪
失
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
場

所
の
も
つ
意
味
を
認
め
な
い
私
た
ち
の
態
度

で
も
あ
る
。
私
た
ち
は
い
つ
の
間
に
か
、
有

能
な
消
費
者
と
し
て
躾
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

　T
uan

（19
7
7

）
は
、
空
間
が
「
場
所
」
に

な
る
の
は「
経
験
」を
通
じ
て
だ
と
説
い
た
。

そ
れ
で
は
、
今
ど
き
の
学
生
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
お
よ
そ
、
自
宅
と
キ
ャ
ン
パ
ス
、
コ
ン

ビ
ニ
、
バ
イ
ト
先
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
だ

け
の
日
常
の
中
で
は
、「
場
所
」と
い
う
感
覚

を
も
つ
こ
と
は
難
し
い
。
C
O
V
I
D
‐
19

の
拡
大
は
、
活
動
範
囲
を
さ
ら
に
狭
め
た
。
彼

／
彼
女
た
ち
に
、
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
未

来
を
託
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
相
応
の

「
経
験
」の
舞
台
装
置
が
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ク
ラ
ブ
で
も
サ
ー
ク
ル
で
も
何

で
も
よ
い
が
、
大
学
の
ゼ
ミ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
も
そ
う
し
た
舞
台
を
提
供
し
う
る
も
の

と
筆
者
は
考
え
る
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
そ
れ

を
実
践
し
て
き
た
。

商
店
街
を
拠
点
に

ゼ
ミ
活
動 

― 

A
P
U
で
の
経
験

　
さ
て
、
会
計
学
を
そ
も
そ
も
の
専
門
と
す

る
筆
者
が
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
を
ゼ
ミ
の

テ
ー
マ
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
分

県
別
府
市
の
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

（
以
下
、
A
P
U
）
の
教
員
で
あ
っ
た

2
0
1
0
年
か
ら
で
あ
る
。
2
0
0
5
年
頃

か
ら
「
ハ
ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ
ク
」（
別
府
八
湯

温
泉
泊
覧
会
）
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
ア

い
て
い
る
と
評
価
さ
れ
、
無
事
、
最
優
秀
賞

を
勝
ち
取
っ
た
。
開
催
に
向
け
て
の
準
備
の

過
程
で
、
ゼ
ミ
生
た
ち
は
様
々
な
経
験
を
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
く
𠮟
ら
れ
た
。
商
店
街

だ
け
で
な
く
市
内
の
有
力
書
店
が
協
力
的
で

あ
っ
た
の
が
幸
い
し
て
、「
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス

タ
・
ベ
ッ
プ
」は
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。

　
そ
の
年
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
ゼ

ミ
生
の
多
く
は
、
中
心
市
街
地
や
商
店
街
の

再
生
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
。
も
ち
ろ

ん
H
さ
ん
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
彼
女
は
卒
業
後
、
福
岡
県
内
の
銀
行
に

就
職
し
た
が
、
現
在
は
千
葉
県
浦
安
市
の
テ

ー
マ
パ
ー
ク
運
営
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
8
箇
所
の
「p

latfo
rm

」
は
予

算
削
減
の
た
め
統
合

話
が
持
ち
上
が
り
、

ま
た
筆
者
が
A
P
U

の
役
職
に
就
く
こ
と

に
な
っ
た
等
の
理
由

か
ら
カ
フ
ェ
の
継
続

は
難
し
く
な
っ
た
。

2
0
1
3
年
3
月
、

「p
latfo

rm
0
3

」
は

日
頃
か
ら
交
流
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り

N
P
O
に
引
き
継
が

れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
の

ゼ
ミ 

―
― 

現
在

　
あ
れ
か
ら
10
年
、
筆
者
は
現
在
、
立
命
館

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
R
B
S
）
に
在

籍
し
て
い
る
。
当
ス
ク
ー
ル
は
、
学
部
に
基

礎
を
置
か
な
い
独
立
研
究
科
で
あ
り
、
社
会

人
院
生
を
対
象
と
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
、
実
務
経
験
の
な
い
学
部
卒
生
を

対
象
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
な
る
。

　
R
B
S
で
は
、
2
年
次
に
「
課
題
研
究
」

と
い
う
演
習
科
目
（
ゼ
ミ
）
を
必
修
科
目
と

し
て
課
し
て
お
り
、修
士
論
文
で
は
な
く「
課

題
研
究
レ
ポ
ー
ト
」
を
作
成
・
提
出
す
る
こ

と
を
修
了
要
件
と
し
て
い
る
。
社
会
人
院
生

は
、
仕
事
上
の
課
題
や
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
す
る
テ
ー
マ
を
選
ぶ
こ
と
が
多
く
、
学

部
卒
生
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
や
業
界
・
企

業
動
向
の
研
究
が
多
い
。
筆
者
の
ゼ
ミ
で
は

自
由
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
も
よ
い
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
ぶ
ん
、
個
人
的
な
興
味
関
心

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
院
生
も
多
い
。
そ
こ
を

上
手
く
軌
道
修
正
し
て
、
研
究
課
題
へ
と
導

く
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
指
導
教
員
の
腕
の

見
せ
所
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
イ
ド
ル
好
き

で
と
く
に
「
坂
道
系
」
が
推
し
の
院
生
に
は
、

「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
出
現
が

っ
と
人
の
流
れ
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、『
本
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
考
案
し

ま
し
た
。『
本
』
に
着
目
し
た
の
は
、
活
動
の

拠
点
で
あ
る
『p

latform
0
3

ま
ち
な
か
カ

フ
ェ
』
が
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に

集
ま
れ
る
よ
う
に
と
、
絵
本
か
ら
経
済
学
ま

で
5
0
0
冊
程
度
の
本
を
集
め
た
ブ
ッ
ク
カ

フ
ェ
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
」（
大
分
県
広
報
誌
『
新
時
代
お

お
い
た
』（
N
o
・
7
9
,
2
0
1
1
年
11
月
）。

　
こ
う
し
て
ゼ
ミ
生
た
ち
が
企
画
し
た
の
が

「
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
タ
・
ベ
ッ
プ
」
で
あ
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
複
数
の
企
画
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
た
。
ま
ず
は
「
一
箱
古
本
市
」。
商

店
街
の
軒
先
で
屋
号
を
つ
け
、
誰
で
も
段
ボ

ー
ル
１
箱
分
の
本
を
持
ち
寄
っ
て
対
面
方
式

で
売
る「
本
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」で
あ
る
。
ま
た
、

別
府
の
中
心
市

街
地
の
商
店
等

で
気
軽
に
本
が

読
め
る
「
ブ
ッ

ク
ス
ポ
ッ
ト
」

を
点
在
さ
せ
る

企
画
も
考
え
た
。

ど
ち
ら
も
、
街

な
か
を
周
遊
し

な
が
ら
別
府
の

魅
力
や
お
気
に

コ
ン
テ
ン
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
与
え
る
影
響
」

と
い
う
テ
ー
マ
へ
の
誘
導
に
成
功
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
社
会
人
院
生
に
せ
よ
、
学
部

卒
生
に
せ
よ
、
多
く
の
院
生
た
ち
に
と
っ
て

観
光
と
は
、消
費
対
象
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
観
光
に
関
す
る
テ
ー
マ
に

関
心
を
も
つ
院
生
が
増
え
て
い
る
が
、
ど
う

い
う
わ
け
か
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
中
国
か
ら
の

留
学
生
で
あ
る
。
昨
年
の
例
で
は
「
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
湖
州
の
地
域
振
興
」
を

テ
ー
マ
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
上
げ
た
ゼ
ミ
生

が
い
た
。
ま
た
、
別
の
ゼ
ミ
生
は
、
上
海
な

ど
大
都
市
に
あ
る
5
つ
星
ホ
テ
ル
の
フ
リ
ー

ク
エ
ン
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
上
げ
、
そ

の
特
長
や
有
効
性
に
つ
い
て
分
析
検
討
し
た
。

　
現
在
2
回
生
で
、
日
本
企
業
が
中
国
で
の

展
示
会
に
出
て
も
上
手
く
い
か
な
い
の
を
何

と
か
し
た
い
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
入
学

し
て
き
た
院
生
が
い
る
。
彼
女
は
昨
年
、
筆

者
が
担
当
し
、
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
と
す
る

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
受
講
し
、「
大
阪

城
エ
リ
ア
の
M
I
C
E
計
画
」
を
テ
ー
マ
に

最
終
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
た
。「
ザ
・
ガ
ー

デ
ン
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
大
阪
」
な
ど
ス
ト
ー

リ
ー
性
の
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
を
活
用

し
な
が
ら
、
そ
れ
を
大
阪
公
立
大
学
や
ビ
ジ

ネ
ス
エ
リ
ア
、
さ
ら
に
は
宿
泊
施
設
な
ど
と

つ
な
ぎ
、
大
阪
城
エ
リ
ア
を
大
阪
に
お
け
る

M
I
C
E
の
一
拠
点
と
し
て
育
て
上
げ
よ
う

と
い
う
提
案
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
中
で
レ
ト
ロ
な
街
並
み
が
残
る
北
船
場
エ

リ
ア
を
歩
い
た
こ
と
が
着
想
に
つ
な
が
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
優
秀
な
院
生
な
の
で
、
レ
ポ

ー
ト
の
完
成
ま
で
見
届
け
た
い
と
の
思
い
は

あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
着
任
し
た
新
任
教
員

に
指
導
を
任
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　
最
近
の
こ
と
だ
が
、
現
在
、
指
導
し
て
い

る
院
生
と
研
究
テ
ー
マ
を
巡
っ
て
こ
ん
な
や

り
と
り
が
あ
っ
た
の
で
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
留
学
生
の
友
達
の
間
で
、
富
山
が
話
題
に

な
っ
て
い
て
、
S
N
S
で
も
い
ろ
ん
な
写
真

が
投
稿
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人
に
富
山
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
来
て
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
考
え
た
い
」。

　
確
か
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
か
ら
眺
め
る

立
山
連
峰
は
美
し
い
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
研
究
課
題
に
は
な
ら
な
い
。

「
あ
な
た
の
言
う
観
光
っ
て
、
観
光
ツ
ア
ー

に
行
っ
た
り
、
爆
買
い
し
た
り
す
る
よ
う
な

観
光
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普
通

の
ま
ち
に
住
む
人
は
普
通
の
ま
ち
を
訪
れ
、

普
通
の
村
に
住
む
人
は
普
通
の
村
を
訪
れ
る
。

そ
う
い
う
人
た
ち
は
、
敢
え
て
言
え
ば
、
滞

在
先
で
何
も
し
な
い
。
そ
こ
で
暮
ら
す
人
た

ち
と
同
じ
よ
う
に
朝
を
迎
え
、
同
じ
も
の
を

食
べ
る
。
非
日
常
と
い
う
よ
り
異
日
常
を
体

験
す
る
旅
。
そ
う
い
う
こ
と
か
な
？
」

　
現
在
、
彼
女
は
、「
普
通
の
田
舎
の
観
光

振
興
」
を
テ
ー
マ
に
事
例
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
相
応
し
い
課
題

研
究
に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

飛
驒
古
川
の「
美
ら
地
球
」やW

alk Japan

と
い
っ
た
地
方
で
高
付
加
価
値
型
サ
ー
ビ
ス

の
創
出
に
成
功
し
た
事
例
も
取
り
上
げ
さ
せ
、

現
地
に
足
を
運
ん
で
当
事
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
日
本
は
ア
ジ
ア
の
「
お
庭
」
で
あ
る
。
し

ば
ら
く
す
れ
ば
訪
日
者
の
数
は
回
復
す
る
で

あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
輝
き
を
求
め
て
地
方

に
ま
で
足
を
運
ぶ
と
い
う
状
況
を
つ
く
り
出

す
に
は
、
い
く
つ
も
の
課
題
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
彼
女
は
こ
の
難

題
に
ど
う
切
り
込
ん
で
い
く
の
か
。

お
わ
り
に

　
問
題
発
見
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
地

域
で
あ
れ
、
組
織
で
あ
れ
、
そ
こ
で
の
問
題

の
本
質
や
解
決
す
べ
き
課
題
が
何
で
あ
る
か

を
問
う
こ
と
は
、
分
野
に
関
係
な
く
重
要
で

あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
の
一
環
と
し
て
、
現

地
に
出
向
き
、
何
が
「
場
所
」
を
成
立
さ
せ

て
い
る
の
か
、
す
な
わ
ち
場
所
の
「
場
所
」

た
る
ゆ
え
ん
を
探
る
こ
と
は
、
自
ら
の
「
場

所
」
へ
の
感
覚
を
取
り
戻
す
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。
本
稿
は
、
大
学
の
ゼ
ミ
が
そ
の
た
め

の
「
経
験
」
の
舞
台
装
置
を
用
意
し
う
る
こ

と
の
一
端
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
学
ぶ

人
に
「
場
所
」
へ
の
感
覚
が
も
っ
と
も
求
め

ら
れ
る
の
が
観
光
だ
と
言
え
よ
う
。よ
き「
場

所
」
あ
っ
て
こ
そ
、
よ
き
人
生
で
あ
り
、
よ

き
「
場
所
」
を
求
め
て
人
は
旅
す
る
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。〈参考文献〉
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平
成
19
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
観
光
立
国
推
進
基
本
法

が
、
令
和
5
年
3
月
31
日
に
①
持
続

可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
戦
略
②
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
戦
略
③
国
内
交
流

拡
大
戦
略
を
3
大
基
本
方
針
と
し
て

改
正
さ
れ
、閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
観
光
立
国
推
進
基
本
法
の
基

本
理
念
は
「
住
ん
で
よ
し
・
訪
れ
て

よ
し
の
国
づ
く
り
」
で
、
そ
れ
を
実

現
す
べ
く
関
係
者
の
責
務
等
と
し
て

①
国
の
責
務
②
地
方
公
共
団
体
の
責

務
③
住
民
の
役
割
④
観
光
事
業
者
の

努
力
等
が
概
要
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
度
閣
議
決
定
さ
れ
た
推
進
基

本
法
を
進
め
る
た
め
、
平
成
21
年
か

ら
推
進
基
本
法
と
関
わ
り
の
深
い
、

国
の
観
光
圏
整
備
法
に
則
り
、「
観

光
圏
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
と
「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
」

を
介
し
て
の
観
光
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
た
経
験
か
ら
、
推
進
基

本
法
の
「
住
民
の
役
割
」
が
益
々
重

要
視
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
ぜ
な
ら
推
進
基
本
法
の
副
題
に

「
持
続
可
能
な
形
で
の
観
光
立
国
の

復
活
に
向
け
」
と
あ
り
、
3
大
基
本

方
針
の
一
丁
目
一
番
地
と
し
て
「
持

続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
戦
略
」

が
謳
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
す
に

は
、
地
域
の
本
質
に
触
れ
る
深
い
体

験
価
値
や
、
観
光
を
通
じ
た
「
地
域

住
民
と
の
交
流
」、「
地
域
貢
献
」
を

重
視
す
る
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
意
識
す
る

旅
行
者
の
観
光
行
動
に
よ
る
恩
恵
を

地
域
の
経
済
・
社
会
・
環
境
へ
還
元

す
る
好
循
環
の
機
会
を
設
け
る
地
域

と
な
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
「
観

光
地
域
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
が
最

も
肝
要
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
持
続
可
能
な
観
光

地
域
づ
く
り
戦
略
」
を
推
進
す
る
に

は
、地
域
住
民
の
地
域
に
対
す
る「
誇

り
」・「
思
い
」・「
希
望
」・「
意
識
啓
発
」

を
把
握
し
て
の
住
民
を
中
心
と
し
た

観
光
地
域
づ
く
り
が
大
き
な
鍵
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
私
の
愛
読
書
は
、
童
門
冬
二
著
書

の『
将
の
器
　
参
謀
の
器
』
で
す
。

私
の
出
身
が
山
梨
県
（
甲
斐
の
国
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
武
田
信
玄
と
い
う

戦
国
を
代
表
す
る
武
将
の
国
と
い
う

こ
と
も
あ
り
戦
国
時
代
に
は
深
い
興

味
が
あ
り
、
自
分
自
身
を
戦
国
時
代

の
武
将
や
参
謀
に
置
き
換
え
様
々
な

思
い
を
馳
せ
る
こ
と
で
行
動
を
考

え
、
自
分
の
成
長
の
糧
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
愛
読
書
の
中
で
現
在
の
観
光

地
域
づ
く
り
に
感
銘
と
共
感
で
き
る

わたしの１冊
29回第

『将の器
参謀の器』

童門冬二・著
青春出版社刊

小
林
昭
治（
こ
ば
や
し・し
ょ
う
じ
）

昭
和
33
年
6
月
30
日
生
ま
れ
。現
在
観
光
庁
広
域
周
遊
観
光
促
進「
四
国
地
域

連
絡
調
整
会
議
／
有
識
者
」、東
京
都
観
光
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、東
京

都
立
大
学
非
常
勤
講
師
、山
梨
県
考
古
博
物
館
協
議
会
委
員
、（
公
社
）日
本
観

光
振
興
協
会
観
光
地
域
づ
く
り
研
修
登
録
講
師
、全
国
市
町
村
職
員
中
央
研

修
所
観
光
地
域
づ
く
り
講
師
な
ど
を
兼
務
し
て
い
る
。

2
つ
の
事
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
ま
ず
は
武
田
信
玄
の
「
人
は
城
、

人
は
石
垣
、
人
は
堀
」
で
す
。
そ
れ

は
「
貧
し
い
こ
の
国
で
、
手
持
ち
の

資
源
で
最
も
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

の
は
人
間
」
と
い
う
考
え
で
あ
り
ま

す
。
ま
さ
に
地
域
住
民
と
一
緒
に

な
っ
て
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
取
り

組
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
次
に
多
く
の
改
革
を
手
が
け
た
徳

川
8
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
設
置
し
た

「
目
安
箱
」
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
「
目
安
箱
」
は
、
国
民
の
意

見
箱
で
、
今
で
言
え
ば
、
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
と
住
民
が
直
接
結
び
つ

く
手
法
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
当
観
光
圏
で
は
住
民
満
足
度
調
査

等
を
隔
年
で
実
施
し
て
お
り
、
住
民

と
一
緒
に
な
っ
て
の
持
続
可
能
な
観

光
地
域
づ
く
り
の
誘
客
事
業
に
活
か

し
て
お
り
ま
す
。

　
観
光
と
は
「
国
の
光
を
観
（
み
）

る
は
、
も
っ
て
王
の
賓
た
る
に
よ
ろ

し
」が
語
源
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
の
推
進
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
か
ら
今
一
度
住
民
と
の
関
わ
り
を

見
つ
め
直
す
機
会
に
し
た
い
と
考
え

る
ば
か
り
で
す
。

小
林
昭
治

一
般
社
団
法
人
八
ヶ
岳
ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
理
事
、

八
ヶ
岳
観
光
圏
整
備
推
進
協
議
会
代
表
、

全
国
観
光
圏
推
進
協
議
会
会
長（
2
0
2
3
年
5
月
10
日
現
在
）
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録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
外
国

人
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に
や
っ
て
来
る
と
弊

害
が
あ
る
と
い
っ
た
誤
解
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
、
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
印
刷
物
や

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
教
育
の

現
場
も
活
用
し
た
観
光
観
念
の
普
及
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
祭
は
、
国
際
観
光
局
開
設
5
周
年
を

記
念
し
て
1
9
3
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
開
催
目
的
の
一
つ
に
は
「
観
光
事
業
の

重
要
性
を
認
識
せ
し
む
る
こ
と
」
と
あ
り
ま

す
。
観
光
事
業
、
す
な
わ
ち
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
対
象
と
し
た
事
業
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
周
知
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
最
初
の
3
年
間
は
開
催
規
模
が
徐
々
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
に
は
、
1
9
3
5

年
の
初
回
は
22
ヶ
所
で
開
催
、
翌
年
の
第
2
回

は
1
4
0
ヶ
所
で
開
催
、
1
9
3
7
年
の
第
3

回
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
、

拡
大
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
観
光
祭

は
年
1
回
、
4
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
に
関
し
て
は
、
第
1
回
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
「
観
光
即
産
業
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
観
光
は
経
済
的
な
利
益
を
生
み
だ
す

産
業
だ
と
P
R
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
は
、「
黒
字
を
招
く
観
光
事
業
を
語
る
」

と
題
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て

お
り
、
外
客
誘
致
に
よ
る
効
果
の
な
か
で
も

外
貨
獲
得
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
は
、
タ
イ
の
伝
統
的

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
東
京
に
限
っ
た
話
で

な
く
、
全
国
各
地
で
日
本
の
伝
統
芸
能
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
た
り
、「
国
際
観
光
」
と
い

う
こ
と
で
海
外
の
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
回
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
見
る
と
、

ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
広
報
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
観

光
局
長
に
よ
る
講
演
や
「
観
光
日
本
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
観
光
祭
を
記
念
し

て
「
観
光
事
業
の
栞
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
表

紙
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に

や
っ
て
来
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
典
型
的
な

日
本
の
風
景
を
採
用
し
た
絵
は
が
き
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
東
京
だ
け
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が「
挙
国
一
致
で
邦
土
美
化
」と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

前
回
と
同
様
に
国
際
観
光
局
に
よ
る
演
説
が

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
全
国
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
観
光
祭
を
春
の
風

物
詩
と
し
て
報
じ
る
新
聞
も
出
て
来
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
祭
は
徐
々
に
規
模
を
拡

大
さ
せ
な
が
ら
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
が
、1
9
3
8
年
以
降
は
名
称
が「
観

光
報
国
週
間
」
に
変
更
と
な
り
、
そ
の
質
に

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
9
3
7
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
「
国

民
精
神
総
動
員
」
が
国
策
化
さ
れ
ま
す
が
、

観
光
祭
に
つ
い
て
も
、
時
節
柄
お
祭
り
と
い

う
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
地
味
に
や
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

1
9
3
8
年
に
開
催
さ
れ
た
観
光
報
国
週
間

で
は
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
強
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
報
国
週
間
で
は
、
教
育
機
関
と
の
連

携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
旅
と
健

康
」、「
公
徳
を
守
り
ま
せ
う
」、「
国
土
の
愛

護
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
小
学
生
に
作
文
を

書
か
せ
て
優
秀
作
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
出
来
事
か
ら
は
、
国
民
精
神
総
動
員

下
の
教
育
が
観
光
と
関
与
を
深
め
て
い
く
様

子
を
指
摘
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
を
ま
と
め
る
と
、
観
光

祭
は
外
客
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
喧
伝

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
、

外
貨
獲
得
や
国
際
親
善
、
日
本
文
化
の
P
R

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
衆
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を
駆
使
し

起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
宿
に
と
っ
て
は
施

設
改
修
費
等
に
充
て
る
財
源
に
も
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
反
対
の
声
も
上
が
り
、
な
か
な

か
一
律
で
廃
止
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、似
た
よ
う
な
も
の
と
し
て「
心

付
」
が
あ
り
ま
す
が
、
見
返
り
を
期
待
す
る

茶
代
と
異
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
の

意
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
い
わ

ゆ
る
当
時
の
女
中
さ
ん
の
収
入
に
直
結
す
る

こ
と
か
ら
、
茶
代
は
廃
止
し
て
も
心
付
は
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
は
チ
ッ
プ
を
宿
泊
料
の
１
割
を
請
求
す

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
徐
々

に
サ
ー
ビ
ス
料
と
な
り
、
チ
ッ
プ
の
習
慣
も

徐
々
に
な
く
な
り
ま
す
。

　
チ
ッ
プ
や
茶
代
が
な
く
な
っ
た
の
は
近
代

化
・
合
理
化
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
な
ら
で

は
の
お
も
て
な
し
が
高
い
評
価
を
受
け
る
一

方
で
、
そ
こ
に
対
価
を
支
払
う
感
覚
が
日
本

人
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
が
非
常
に
評
判
と

な
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
設
立
20
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
1
9
3
2
年
に
邦
人
に
対
す

る
旅
行
斡
旋
を
行
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

3
代
目
幹
事
の
高
久
甚
之
助
は
、
職
員
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
旅
行
業
と
し
て
の
礎
を
築
く
と

共
に
、
鉄
道
省
運
輸
局
の
後
任
で
も
あ
る
新
井

尭
爾
と
一
緒
に
外
客
誘
致
の
政
策
化
に
向
け
て

動
き
ま
し
た
。
1
9
3
0
年
に
は
鉄
道
省
に
国

際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
、
新
井
は
初
代
局
長
に

就
任
し
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
が
取
り
組
ん
だ
外
客
誘
致
と

言
っ
て
も
か
な
り
範
囲
が
広
い
の
で
、
今
日

は
共
同
研
究
の
過
程
で
気
が
つ
い
た
興
味
深

い
事
例
と
し
て
、「
観
光
祭
」
と
「
観
光
報
国

週
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
国
際
観
光
局
で
す
が
、
外
客
誘

致
に
関
す
る
事
項
を
司
る
機
関
と
し
て
、

1
9
3
0
年
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
外
客
誘
致
が
国
策

化
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
下
で
閉
局
と
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
国
際
観
光
局
と
類
似
し
た
名
称

の
組
織
が
誕
生
し
ま
す
。
1
つ
は
国
際
観
光

委
員
会
で
す
。
こ
れ
は
外
客
誘
致
に
特
化
し

た
鉄
道
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
国
際
観
光
局

は
そ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
も
う
1
つ
が
国
際
観
光
協
会
と
い
う

組
織
で
す
。
国
際
観
光
局
が
一
番
力
を
入
れ

て
行
っ
た
の
が
、海
外
へ
の
観
光
宣
伝
で
す
。

そ
の
実
行
を
担
っ
た
と
言
い
ま
す
か
、
雑
誌

や
映
画
と
い
っ
た
媒
体
の
制
作
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
史
料
に
よ
っ
て
は
国
際
観
光
局

と
国
際
観
光
協
会
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な

く
、
両
者
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
の
開
局
か
ら
10
年
経
っ
た

1
9
4
0
年
に
発
行
さ
れ
た
『
観
光
事
業
十

年
の
回
顧
』
と
い
う
冊
子
に
、
そ
れ
ま
で
の

国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
観
光
局
に
関
し
て
は
こ
こ
15

年
ぐ
ら
い
で
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
そ
の
発

端
と
な
っ
た
の
が
、
神
戸
女
子
大
学
の
砂
本

文
彦
先
生
が
2
0
0
8
年
に
出
版
さ
れ
た

『
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
：
一
九
三
〇

年
代
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
』
と
い

う
分
厚
い
研
究
書
で
す
。
国
際
観
光
局
と
外

客
向
け
ホ
テ
ル
整
備
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

し
た
本
書
以
降
、
観
光
宣
伝
や
宣
伝
写
真
に

関
す
る
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
お
話
の
骨
子
は
、
国
際
観
光
局
に

よ
る
「
観
光
観
念
の
普
及
」
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
『
観
光
事
業

十
年
の
回
顧
』
に
は
、
国
際
観
光
事
業
の
意

義
に
つ
い
て
多
く
の
国
民
が
誤
解
を
し
て
い

る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
策

と
し
て
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い
く
に
は
国
民

の
誤
解
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
民
に
向
け
て
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る
「
観
光
祭
」

や
「
観
光
報
国
週
間
」
は
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
観
念
の
普
及
」
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
国
際
観
光
委
員
会
で
も
1
9
3
1
年
頃

か
ら
議
論
が
さ
れ
て
い
て
、
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
外
客
誘
致
を
行
う
こ
と
で
国
際
上
の
親

善
や
日
本
文
化
の
発
展
、
経
済
力
の
向
上
に

繋
が
り
、
そ
れ
が
広
く
国
民
に
も
利
益
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
発
言
が
議
事

　
営
業
開
始
初
日
の
外
国
人
宿
泊
客
は
わ
ず

か
5
名
と
、
最
初
の
5
年
間
の
経
営
は
決
し

て
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
0
9
年
に
林
愛
作
が
招
聘
さ
れ
て
、
そ

の
流
れ
で
1
9
2
3
年
に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
設
計
し
た
ラ
イ
ト
館
が
完
成

し
ま
し
た
。
1
9
3
3
年
に
は
日
本
初
の
本

格
的
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
あ
る
上
高

地
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
今
年
で
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

　
ラ
イ
ト
館
が
老
朽
化
で
明
治
村
に
移
築
さ

れ
、
1
9
7
0
年
に
現
在
の
本
館
が
開
業
し

ま
す
。
1
9
8
3
年
に
は
タ
ワ
ー
館
の
竣
工

と
い
う
我
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
業
と
し
て
事
業
を
継
続
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
か
、
収
益
性
を
ど
う
や
っ
て

上
げ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
プ
、
事
務
所
が
入
る
複
合
ビ
ル
と
し

て
1
9
8
3
年
に
不
動
産
事
業
に
参
入
し
ま

し
た
。
当
時
は
珍
し
い
形
態
で
し
た
が
、
ホ

テ
ル
と
い
う
業
態
の
屋
台
骨
を
支
え
る
よ
う

な
事
業
体
が
こ
こ
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
1
9
9
6
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
を
開

業
し
ま
し
た
。

　
ま
た
1
9
7
3
年
あ
た
り
か
ら
は
海
外
に

も
営
業
所
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
を
構
え
て

い
ま
す
。
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
5
年
駐
在

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
営
業
活
動
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
3
年
か
ら
国
策
と
し
て
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
と
し
て
も
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

2
0
2
5
年
の
万
博
ま
で
、
こ
う
い
っ
た
重

要
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
5
月
に
2
0
3
6
年
を
ゴ
ー

ル
と
し
た
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

既
に
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
6
年
に
は

京
都
に
新
規
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
す
。
そ
し

て
旗
艦
ホ
テ
ル
の
帝
国
ホ
テ
ル 

東
京
は
、

2
0
2
4
〜
2
0
3
0
年
に
タ
ワ
ー
館
、

2
0
3
1
〜
2
0
3
6
年
に
本
館
の
建
て
替

え
を
順
次
実
施
し
、
内
幸
町
一
丁
目
街
区
の
一

番
北
側
に
位
置
す
る
弊
社
創
業
の
地
に
、
新

た
な
建
物
が
整
う
予
定
で
す
。
こ
の
建
て
替

え
の
最
中
の
2
0
2
9
年
に
は
、
隣
の
鹿
鳴

館
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
ビ
ル
の
上
層
階
に
は

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
宿
泊
特
化
型
ス
モ
ー
ル

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
を
開
業
し
ま
す
。

様
々
な
時
代
背
景
に
1
3
0
年
間
晒
さ
れ
て

き
た
我
々
の
使
命
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

国
内
の
お
客
様
も
含
め
て
で
す
が
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
外
客
誘
致
を
お
手
伝
い
す
る
事
で

す
。
今
後
も
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
現
・
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル

執
行
役
員 

帝
国
ホ
テ
ル
東
京 

総
支
配
人
）

　
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
に
お
け
る
外
客
誘
致

に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
郵
船

（
以
下
、
郵
船
）
と
い
う
会
社
が
戦
前
、
ど

の
よ
う
な
外
国
人
乗
船
客
の
誘
致
を
し
て
い

た
の
か
、
先
生
方
が
発
表
さ
れ
た
3
つ
の
組

織
と
絡
め
な
が
ら
郵
船
が
制
作
し
た
外
国
語

表
記
の
出
版
物
、
印
刷
物
を
通
し
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
そ
の
前
に
簡
単
で
す
が
会
社
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
郵
船
は
1
8
8
5
年
に
郵
便
汽
船
三

菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
喜
賓
会
が
設
立
さ
れ
た

1
8
9
3
年
に
、
日
本
初
の
遠
洋
定
期
航
路

で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
航
路
を
開
設
し
ま
す
。
当

て
、
そ
の
様
子
が
日
本
各
地
に
拡
散
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
を
挙
げ
て
の
「
観

光
観
念
の
普
及
」が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
が
観
光
報
国
週
間
の
時
代
に
な
る

と
、
国
民
精
神
総
動
員
の
一
側
面
を
形
成
す

る
に
至
り
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
教
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
ま
さ
に
時
局
に
沿
っ
た

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

ラ
ジ
オ
も
引
き
続
い
て
活
用
さ
れ
ま
す
が
、

教
育
の
現
場
を
巻
き
込
ん
だ
広
い
意
味
で
の

「
国
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

時
局
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
も
は
や
外
客
誘
致

と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気

に
も
な
っ
て
来
ま
す
。
観
光
祭
か
ら
観
光
報

国
週
間
へ
の
移
行
過
程
で
は
、
外
客
誘
致
と

い
う
理
念
の
後
景
化
と
観
光
を
通
じ
た
国
民

の
統
合
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
戦
後
へ
の
視
座
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
は
こ
う
い
っ
た

話
題
は
戦
前
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
戦
後
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
正
し
い
観

光
観
念
の
普
及
」
と
か
「
観
光
道
徳
の
高
揚
」

と
か
「
観
光
週
間
」
と
い
っ
た
事
柄
が
昭
和
40

年
代
に
政
府
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
観
光
行
政
や
観
光
政
策
に
お
け
る
戦
前
と

戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
言
う
と
、
こ
ん
に
ち
日
本
国
政
府
が
取
り

組
ん
で
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
、
歴
史
学
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
0
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た

時
代
背
景
と
、
外
客
誘
致
が
国
策
で
あ
っ
た

こ
と
が
繋
が
っ
て
、
ど
ん
な
歴
史
を
歩
ん
で

い
た
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
使
命
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ホ
テ
ル
の
現
場
目
線
を
交
え
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
我
々
の
初
代
会
長
で
あ
る
渋
沢
栄

一
（
以
下
、
渋
沢
）
の
特
徴
的
な
言
葉
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
半

で
ご
説
明
い
た
だ
い
た
時
代
背
景
の
中
で
、

渋
沢
栄
一
が
開
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
林
愛
作
の
名
前
も
出
ま
し
た
が
、

彼
は
そ
の
後
の
時
代
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
は
、
彼
が
説
い
て
い
る
ホ
テ
ル
業

の
位
置
付
け
で
す
。「
一
国
の
経
済
に
も
関

係
す
る
重
要
な
事
項
。
外
客
の
御
客
を
接
待

し
て
満
足
を
与
ふ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
1
つ
、
1
8
9
0
年
11
月
3
日
の
帝

国
ホ
テ
ル
の
開
業
式
で
、
当
時
、
東
京
府
知

事
の
祝
辞
に
対
す
る
答
辞
で
述
べ
た
言
葉
が

「
用
命
が
あ
れ
ば
世
界
の
ど
ん
な
も
の
で
も

調
達
し
て
便
宜
を
図
る
。
こ
れ
こ
そ
帝
国
ホ

テ
ル
が
自
身
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
心
得
、

絶
対
に
譲
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。（
中
略
）
現

在
は
力
不
足
で
も
近
い
将
来
、
必
ず
恥
ず
か

し
く
な
い
レ
ベ
ル
を
約
束
す
る
」
で
す
。 

　
で
き
た
ば
か
り
の
帝
国
ホ
テ
ル
の
従
業
員

に
も
思
い
を
馳
せ
た
非
常
に
良
い
言
葉
か
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う

よ
り
、
今
後
の
ホ
テ
ル
業
の
先
を
見
据
え
た

言
葉
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
言
葉
は
、
退
任
後
に
ホ
テ

ル
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
従
業
員
に
か
け
た
も

の
で
、
渋
沢
ら
し
い
言
葉
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

「
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、世
界
の
隅
々
に
帰
っ

て
い
く
人
達
に
日
本
を
忘
れ
ず
に
帰
ら
せ
、

一
生
日
本
を
な
つ
か
し
く
思
出
さ
せ
る
こ
と

の
出
来
る
、
国
家
の
た
め
に
も
非
常
に
大
切

な
仕
事
で
あ
る
。」 

　
全
文
は
紹
介
し
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
に
対

す
る
ね
ぎ
ら
い
と
期
待
を
込
め
た
言
葉
で
、

外
客
を
接
遇
す
る
ホ
テ
ル
に
対
す
る
期
待
値

の
高
さ
や
重
要
性
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ

れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
渋
沢
の
言
葉
に
裏
付
け
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
、
我
々
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
企
業

理
念
を
創
業
以
来
掲
げ
て
い
ま
す
。「
帝
国

ホ
テ
ル
は
創
業
の
精
神
を
継
ぐ
日
本
の
代
表

ホ
テ
ル
で
あ
り
、
国
際
的
ベ
ス
ト
ホ
テ
ル
を

目
指
す
企
業
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
サ
ー
ビ

ス
と
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
の
発
展
と
人
々
の
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
今
年
で
1
3
3
年
目
を
迎
え
る
ホ
テ
ル
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
2
代
目
の
ホ
テ
ル

が
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災
の
当
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
直
近
で
言
う
と
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
に
こ
の
精
神
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
簡
単
に
歴
史
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
国
策
と
し
て
、
当
時
の

外
務
大
臣
の
井
上
馨
の
お
声
が
け
で
渋
沢
や

大
倉
喜
八
郎
等
の
当
時
の
財
界
の
方
が
協
力

し
合
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
初
代
本
館

の
建
物
正
面
は
現
在
と
異
な
り
北
に
面
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
の
南
側
が
鹿
鳴
館
と

い
う
立
地
で
し
た
。

の
営
業
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
英
文

広
報
誌
、
書
籍
を
次
々
刊
行
し
ま
す
。

『J
A
P
A
N
 O
v
e
r
s
e
a
s
 T
r
a
v
e
l 

M
agazin

e

』
は
浅
野
総
一
郎
が
創
業
し
た

東
洋
汽
船
と
い
う
海
運
会
社
が
発
行
し
て
い

た
ア
ジ
ア
を
紹
介
す
る
広
報
誌
で
す
。

1
9
2
6
年
に
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
と
合

併
し
た
際
に
郵
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支

店
が
引
き
継
ぎ
、
1
9
3
3
年
頃
ま
で
続
き

ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
大
半
の
記
者
は

外
国
人
で
す
が
な
か
に
は
在
米
日
本
人
も
い

ま
し
た
。
紹
介
記
事
を
執
筆
し
た
記
者
や
表

紙
に
採
用
し
た
画
家
を
み
て
い
く
と
興
味
深

い
の
で
す
が
先
行
研
究
が
少
な
い
た
め
当
館

で
は
収
集
・
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『T
H
E
 T
R
A
V
E
L
 B
U
L
L
E
T
IN

』
と

い
う
英
文
広
報
誌
も
創
刊
し
ま
す
。
就
航
船

や
観
光
地
の
最
新
情
報
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、

船
客
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を
掲
載
し
、
船

客
に
も
好
評
で
年
々
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て

い
た
広
報
誌
で
す
。 

　
旅
行
者
と
荷
主
向
け
の
世
界
年
鑑

『G
L
IM
P
S
E
S
 O
F
 T
H
E
 E
A
S
T

』も

刊

行
し
ま
す
。
船
を
主
題
と
し
た
色
彩
豊
か
な

装
丁
で
主
要
国
の
基
本
情
報
や
産
業
を

1
0
0
0
頁
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
の
ポ
ス
タ
ー
は
大
正
期
の
美
人

画
か
ら
パ
リ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
へ

と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
弘
前
城
を
主
題
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
『V

isit Jap
an
 b
y Jap

an
 

M
ail

』
は
国
際
観
光
局
が
観
光
宣
伝
用
に
制

作
し
た
ポ
ス
タ
ー
『
J
A
P
A
N
』
と
同
じ

構
図
で
す
。
作
者
は
船
客
課
に
技
師
と
し
て

在
籍
し
た
戸
田
芳
鐵
で
す
。
量
産
さ
れ
る
印

刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
社
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
客
課
が
ま
と
め
た
1
9
3
0
年
代
の
国

別
の
乗
船
客
数
の
統
計
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
日
本
人
船
客

の
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
1
等
船
客
で

は
欧
米
圏
の
方
が
多
い
か
な
と
感
じ
ま
す
。

華
や
か
な
客
船
文
化
と
い
う
と
所
謂
1
等
船

客
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
の
で
す
が
、
実

際
に
利
益
を
出
し
て
い
た
の
は
コ
ス
ト
が
低

い
3
等
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、
遠
洋
定
期
航
路

を
開
い
た
明
治
中
期
に
は
外
国
人
の
乗
船
客

獲
得
の
一
環
と
し
て
多
言
語
に
も
対
応
し
た

外
国
語
の
印
刷
物
の
制
作
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
に
入
り
ア
メ
リ
カ
に
経
済
の
中

心
が
移
っ
て
い
く
な
か
で
印
刷
物
の
表
記
は

ほ
と
ん
ど
英
語
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
自
社
の
集
客
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
案
内

書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
単
に
訪
日
を

目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
全

体
に
誘
致
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

3
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

福
永
　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
や
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
最
後
に
少
し

総
括
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
一
つ

目
で
す
が
、「
第
一
次
世
界
大
戦
前
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
最
大
の
ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
雑

誌
に
、
喜
賓
会
の
紹
介
が
載
っ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
と
違
っ
て
日
本
は
政
府
公
的
機
関
が

主
力
に
な
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
評
価
は
喜
賓
会
の
内

実
に
即
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
口
　
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
喜
賓
会
が
日

本
政
府
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
喜
賓
会
自
体
は
日
本
政
府
と

全
く
無
関
係
で
独
立
し
た
存
在
で
す
。
渋
沢

栄
一
な
ど
が
民
間
外
交
の
礎
を
築
く
た
め
に

作
っ
た
団
体
な
の
で
、
私
の
現
在
の
知
識
で
は

フ
ラ
ン
ス
の
評
価
は
事
実
と
は
少
し
ず
れ
て

い
る
部
分
が
あ
る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、「
当

時
の
外
客
誘
致
の
対
象
は
西
洋
諸
国
で
し
ょ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
先
進
諸
国

が
外
客
誘
致
の
対
象
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う

ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー

に
つ
い
て
は
統
計
も
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
協
会
の
リ
ン
ゼ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル

と
の
繋
が
り
も
そ
う
で
す
し
、
か
な
り
ア
メ

リ
カ
を
意
識
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

千
住
　
当
時
の
統
計
を
見
る
と
解
釈
に
も
よ

り
ま
す
が
、
実
は
人
数
が
1
番
多
い
の
が
中

初
は
国
内
航
路
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
内
の
鉄
道
網
の
発
達
と
、
他
社
と
の
競
合

等
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
遠
洋
航
路
に
舵
を

切
っ
て
い
ま
す
。
1
8
9
6
年
に
は
欧
州
航
路

と
米
国
シ
ア
ト
ル
航
路
、
豪
州
航
路
の
三
大
航

路
を
開
設
、
1
9
2
6
年
に
は
事
業
家
の
浅
野

総
一
郎
が
創
立
し
た
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
を

合
併
し
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
継

承
し
ま
す
。 

　
昭
和
に
入
る
と
、
浅
間
丸
や
氷
川
丸
等
の

優
秀
船
が
次
々
と
竣
工
し
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
豪
華
客
船
時
代
が
到
来
し
、
郵
船
で
も

船
の
大
型
化
が
進
み
、
収
益
面
で
も
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起

こ
り
、
客
船
文
化
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
資
料
で
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
の
が
、
1
8
9
9
年
に
設
置
さ
れ
た

船
客
課
と
い
う
部
署
で
す
。
船
客
全
般
に
関

わ
る
業
務
を
扱
い
、
そ
の
中
に
「
広
告
」
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
期
の
「
業
務
執
行

規
則
」に
は
さ
ら
に
具
体
的
な
記
載
が
あ
り
、

営
業
上
の
広
告
、
宣
伝
及
び
そ
の
印
刷
物
等

に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
福
永
さ
ん
の
話
で
名
前
が
出
て
き
た
林
民

雄
は
こ
の
船
客
課
の
課
長
を
し
て
お
り
、
の

ち
に
専
務
取
締
役
に
な
る
人
物
で
す
。 

　
は
じ
め
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
1
8
9
4

年
刊
行
の
会
社
案
内『H

A
N
D
B
O
O
K
 O
F
 

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N
 
F
O
R
 

P
A
S
S
E
N
G
E
R
S
 A
N
D
 S
H
IP
P
E
R
S

』

で
す
。
表
紙
は
外
国
人
好
み
の
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
扇
面
散
ら
し
を
用
い
て
い
ま
す
。
内

容
は
運
航
表
や
各
航
路
の
紹
介
と
い
っ
た
会

社
案
内
で
す
が
、
航
路
拡
大
に
合
わ
せ
て
横

浜
や
鎌
倉
な
ど
観
光
名
所
の
紹
介
、
ロ
ン
ド

ン
な
ど
寄
港
地
の
紹
介
が
増
え
て
い
き
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
英
語
以
外
で
は
ド
イ
ツ
語
版（
1
9
1
4

年
）も
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
9
年
に
は
『T

O
 N
IP
P
O
N
, T
H
E
 

L
A
N
D
 O
F
 T
H
E
 R
IS
IN
G
 S
U
N
 

B
Y
 T
H
E
 N
.Y
.K
.

』を
出
版
し
て
い
ま
す
。

1
8
9
6
年
の
豪
州
航
路
開
設
と
1
8
9
8

年
の
新
造
船
春
日
丸
の
就
航
に
合
わ
せ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
日
本
へ
渡
航
し
、
各
地
を
巡
り
な
が

ら
観
光
す
る
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
印
刷
所
が
配
布
先
で
あ
る

現
地
シ
ド
ニ
ー
の
印
刷
会
社
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
で
す
。ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
の『
風

俗
画
報
』
の
臨
時
増
刊
号
で
も
春
日
丸
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
左
側
の
絵
は
乗
船
時

の
桟
橋
の
様
子
、
右
側
が
1
等
船
客
の
食
事

中
の
様
子
で
す
。
日
本
髪
の
方
も
い
ま
す
が

西
洋
の
船
客
が
多
い
印
象
で
す
。
辮
髪
の
船

客
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
期
に
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
海
運
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
は
カ

レ
ン
ダ
ー
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
定
期
航
路
や
本
支
店
の
一
覧
、
航
路
図

な
ど
情
報
量
が
多
く
、
長
く
掲
示
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
1
9
0
8
年
の
中
国
語
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
中
国
の
暦
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
期
に
入
る
と
郵
船
は
第
一
次
大
戦

下
、
好
景
気
を
背
景
と
し
て
資
本
金
を
1
億

円
に
増
加
し
て
、
航
権
の
拡
張
に
努
め
全
世

界
へ
と
航
路
を
広
げ
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
設
立
と
も
重

な
り
多
様
な
出
版
物
・
印
刷
物
を
量
産
し
ま

す
。 

　
大
正
期
は
美
人
画
を
主
題
と
し
た
広
告
ポ

ス
タ
ー
が
流
行
し
ま
す
。
和
装
の
女
性
が
描

か
れ
た
2
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
言
語
が

異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
語
だ
け
を
差

し
替
え
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
各
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

　
無
償
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
大
正
期
以

降
、
図
版
が
増
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
形
状
が
細

分
化
し
て
い
き
ま
す
。
右
下
写
真
は
ド
イ
ツ

の
旅
行
代
理
店
の
店
内
の
様
子
で
し
て
沢
山

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
並
べ
て
置
か
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
外
国
語
表
記
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
富
士
山
や
桜
な
ど
を
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
表
紙
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　『N
IP
P
O
N
 Y
U
S
E
N
 K
A
IS
H
A
 

O
F
F
IC
IA
L
 S
H
IP
P
E
R
S
' G
U
ID
E

』

は
表
紙
の
題
字
と
巻
末
の
索
引
項
目
が
英

語
、
日
本
語
、
ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
5
か
国
語
表
記
に
な
っ
て
い
ま

す
。
乗
船
客
向
け
で
は
な
く
輸
出
入
業
者
や

製
造
業
者
、
官
庁
に
配
布
し
た
営
業
案
内
書

で
す
。
国
や
地
域
ご
と
に
風
俗
や
観
光
名
所

の
紹
介
が
あ
り
、
世
界
各
国
の
企
業
や
商
店

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
は
、

業
界
全
体
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
か
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
と
い
う
方
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。
観

光
業
界
か
ら
少
し
人
が
離
れ
て
い
る
現
状

を
、
こ
う
し
た
機
会
も
含
め
て
改
善
す
る

き
っ
か
け
が
作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
戦
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い

て
先
生
方
の
発
表
を
聴
き
、
日
本
郵
船
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
遠
洋
航
路
を
開
い
た

明
治
期
か
ら
広
告
宣
伝
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
に
関
し
て
は
三
菱
が
日
本
郵
船

の
創
業
前
に
船
員
育
成
の
三
菱
商
船
学
校
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
の
東
京
海
洋

大
学
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
よ
う
な
養
成
所
を
作
っ

て
、
自
社
で
英
語
教
育
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
マ

ナ
ー
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
料
理
と
い
う

面
で
も
船
の
コ
ッ
ク
た
ち
が
の
ち
に
港
町
で

洋
食
屋
を
開
い
て
、
洋
食
文
化
と
し
て
日
本

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
前
の
豪
華
客
船
と

い
う
文
化
が
花
開
い
た
結
果
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

八
島
　
色
々
と
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

は
持
続
可
能
な
観
光
事
業
を
ど
う
い
う
切
り

口
で
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
無
償
か
ら
有
償
、
接
待
か
ら

社
交
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
今
も
似
た
よ
う
な
課

題
で
も
が
い
て
い
る
我
々
が
い
る
の
か
な
と
。

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
名
前
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
サ
ー
ビ
ス
＝
無
償
と
い
う
考
え
は
ま

だ
日
本
に
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
結
果
的

に
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を
求
め
に
く
い
環
境
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ

た
り
か
ら
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
て
い
か

な
い
と
、
持
続
可
能
な
観
光
業
に
は
な
ら
な

い
の
か
な
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

山
口
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
も
う
1
つ

が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
す
ご
く
コ
ス

ト
が
か
か
る
の
で
す
が
、
コ
ス
ト
と
い
う
よ
り

も
楽
し
さ
や
文
化
の
力
に
な
る
こ
と
を
昔
の

人
た
ち
は
信
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、

そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
両
立
さ
せ
て
い
く
と
、
色
々
な
も
の
を
有

機
的
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
観
光
と
い
う
現
場
は
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
が
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
ホ
テ
ル
も
非
常
に
魅
力
的
な
仕
事
で
あ

り
、
教
育
の
現
場
で
も
あ
り
、
も
し
か
し
た

ら
大
学
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
教
育
機
関
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
多
様
性

を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
現
場
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
活
動
に
落
と
し
込
む
か
。
あ
る
い
は

教
育
者
と
し
て
学
生
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

千
住
　
3
年
間
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
日
は
大
変
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
そ
れ

は
資
料
の
少
な
さ
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
各
社
の
皆
様
に
は
、
御
社
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
と
の
ご
認
識
の
も
と
、
是
非
と
も

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

よ
う
な
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
現
在
進

行
中
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
意
義
を
よ
り

明
確
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
1
点
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
学
で
観

光
学
を
学
ぶ
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
よ
う

や
く
好
転
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
観
光
を
通
し
て
自
分
と
は
異

な
る
文
化
や
社
会
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
学
生
た
ち
が
再
び
期
待
を
持
ち
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
学
部
を
卒
業

し
た
ら
観
光
産
業
に
就
職
す
る
と
い
う
の
も

王
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
学
部
を
卒
業
し

た
学
生
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
社
会
に
目
を

向
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
い
く
の

が
、
観
光
学
部
の
教
員
と
し
て
の
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
非
常
に
刺
激
の
多

い
一
日
で
し
た
。

福
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
議
論
が
足
り
な
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
時
代
に
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
研
究
と
実
務

の
視
点
か
ら
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
で
す
。
そ
の
中
に
留
学
生
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
中
国
に
い
る
欧
米
人
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
ま
す
が
、

国
際
観
光
局
は
も
う
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
一

点
突
破
で
す
。
そ
れ
は
消
費
額
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
島

　そ
こ
ま
で
遡
ら
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
圧
倒
的
に
当
初
か
ら

欧
米
中
心
に
セ
ー
ル
ス
に
注
力
し
て
い
た
の

は
事
実
で
す
。
た
だ
、
一
方
で
中
国
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

福
永
　
続
い
て
「
当
時
の
外
国
人
向
け
の
食

事
の
提
供
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
特
に
船
内
で
の
お
食
事
が
好
評

で
、
そ
れ
が
ホ
テ
ル
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
1
、
2
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
明
治
の
頃
は
外

国
か
ら
シ
ェ
フ
を
招
い
て
各
船
に
乗
っ
て
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
航
路
を
拡
張

し
て
運
航
船
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
船
を

巡
回
す
る
の
も
大
変
と
い
う
こ
と
で
、

1
9
1
6
年
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
接
客
マ

ナ
ー
を
教
え
る
養
成
所
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
に
添
え
る
メ
ニ
ュ
ー
は
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
に
も
力
を
い
れ
て
い
て
、

珍
し
い
も
の
で
は
扇
子
に
印
刷
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

福
永
　
会
場
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
カ
ル

チ
ャ
ー
ズ
の
中
に
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
の

経
験
文
化
も
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
山
口
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

山
口
　
今
日
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
テ
ー
マ
な

の
で
、
受
け
入
れ
側
の
話
が
中
心
に
な
り
ま

し
た
が
、
海
外
で
色
々
な
経
験
を
す
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
に
も
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す

し
、
や
は
り
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
は
連
動

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
質
や
デ
ザ
イ
ン
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

日
本
郵
船
の
歴
史
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
ま

た
帝
国
ホ
テ
ル
も
、
単
に
箱
を
増
や
し
て
金

儲
け
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に

は
文
化
創
造
や
海
外
に
対
し
て
の
責
任
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

　
そ
う
す
る
と
今
日
の
話
の
行
き
先
と
し

て
、
マ
ナ
ー
と
い
う
の
が
観
光
に
と
っ
て
重

要
な
話
で
、
観
光
道
徳
も
「
べ
き
」
論
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
時
に
人
と
人
が
仲

良
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
道
徳
に

つ
い
て
も
っ
と
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

千
住
　
我
々
は
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
は
成
熟

し
た
と
い
う
自
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

な
気
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
が
、
他
の

国
の
人
を
見
る
視
線
と
し
て
ど
う
転
嫁
さ
れ

て
い
く
か
は
ま
た
別
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
コ
ロ
ナ
前
、
京
都
市
の
一
部
エ
リ
ア

で
は
観
光
客
が
集
中
し
、
混
雑
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
私

が
出
向
し
て
い
る
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都

市
で
は
「
京
都
観
光
モ
ラ
ル
」
を
掲
げ
、
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
に
観
光

客
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
供
に
大
切

に
し
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
観
光
客

に
対
し
て
も
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
元
の

事
業
者
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
、
最
近

は
海
外
の
方
の
方
が
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ
て

い
て
、
逆
に
日
本
人
の
方
が
悪
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　
去
年
の
9
月
に
は
、
京
都
在
住
の
外
国
人

の
方
と
座
談
会
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
伝

え
て
い
る
こ
と
が
海
外
の
方
に
は
ど
う
受
け

取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
日
本
人
の
常
識
で
一
方

的
な
押
し
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た

こ
と
も
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
や
は

り
相
互
理
解
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
前
半
の
報
告
で
の
問
い
か
け
に

あ
り
ま
し
た
「
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
の

可
能
性
」に
つ
い
て
で
す
が
、ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
も
旅
に
理
想
を
求
め
て
い
た
通
り
、
い
つ

の
時
代
も
観
光
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
に

実
現
し
た
い
姿
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
渋
沢
栄
一
の
言
葉
に
も
あ
る
通
り
、
自
分
の

ホ
テ
ル
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
や
世

界
に
貢
献
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
も
帝
国

ホ
テ
ル
の
経
営
の
中
で
意
識
さ
れ
る
機
会
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
一
方
で
課

題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
島
　
企
業
理
念
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
通

り
で
す
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
、
ホ

テ
ル
業
全
体
が
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま
す
。
外
客
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
に
な
い
文

化
を
学
び
、
吸
収
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う

意
識
で
事
業
を
継
続
し
て
い
け
ば
、
自
ず
と

良
い
答
え
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い

ま
す
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
海
外
か
ら
の

お
客
様
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
3
年
間
あ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
経
験
値
な
ど
が
少
し
鈍
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
る
と
、

3
年
前
に
入
っ
た
新
入
社
員
は
、
外
国
の
お

客
様
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

様
の
期
待
と
、
我
々
が
提
供
す
る
も
の
の

の
寄
付
が
減
少
し
、
体
制
と
し
て
も
実
務
を

担
う
事
務
局
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
り
ま

す
。
渋
沢
は
自
ら
政
府
に
陳
情
し
た
り
、
平

井
晴
二
郎
や
木
下
、
日
本
郵
船
の
林
民
雄
ら

に
、
若
い
人
た
ち
で
何
か
考
え
て
も
ら
い
た

い
と
相
談
し
ま
す
。

　
そ
し
て
喜
賓
会
の
後
を
ど
こ
が
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
ホ

テ
ル
は
経
営
状
態
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
や
汽
船
な
ど
の
交
通
事
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
万
国
鉄
道
会
議
の
よ
う
に
海
外
各
国

と
会
議
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
平
井
も
ス
イ

ス
の
観
光
施
設
に
感
銘
を
受
け
、
生
野
團
六

（
の
ち
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
初
代
幹
事
）
に
そ
の

研
究
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
院

の
立
場
と
し
て
木
下
が
中
心
に
な
り
、
日
本

郵
船
の
林
民
雄
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
林
愛
作
と

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
各
業
界
へ
の
説
得

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
山
口
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
喜
賓
会
の
人
材

や
財
産
な
ど
を
引
き
継
ぐ
こ
と
な
く
全
く
別

の
組
織
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
喜
賓
」
だ
け
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
広
く
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い

く
こ
と
、
事
務
所
は
鉄
道
院
内
に
置
き
鉄
道

院
の
職
員
が
実
務
に
当
た
る
こ
と
、
財
源
の

半
分
を
鉄
道
院
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
木
下
は
1
9
2
2
年
に
は
ツ

ア
ー
の
実
施
や
小
荷
物
運
搬
の
取
扱
と
い
っ

た
収
益
事
業
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、
こ

の
辺
り
は
喜
賓
会
の
課
題
が
活
か
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
ま
す
。

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
無
事
発
足
す
る
と
、
実
務

は
生
野
に
任
せ
、
木
下
は
鉄
道
院
の
立
場
か

ら
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
生
野
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
成
期
と
し

て
の
礎
を
築
く
訳
で
す
が
、
ま
ず
案
内
所
を

国
内
外
に
整
備
し
た
他
、
機
関
雑
誌「
ツ
ー
リ

ス
ト
」や
外
客
向
け
の
案
内
書「
J
A
P
A
N
」

を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
印
刷
物
を
作
成
・

配
布
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
先
進
事
例
や

書
籍
な
ど
を
研
究
し
て
実
務
に
活
か
す
と
と

も
に
、
案
内
書
等
は
内
容
、
英
訳
、
デ
ザ
イ
ン

の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
郵
船
の

航
路
や
支
社
な
ど
の
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活

か
し
て
配
布
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
2
代
目
幹
事
の
猪
股
忠
次
で
す
が
、
彼
は

南
満
州
鉄
道
勤
務
時
代
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
に
留
学
し
て
旅
客
事
務
を
研
究
し
て
い
ま

し
た
。イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
生
野
と
面
会
し
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
足
に
つ
い
て
聞
い
た
猪
股
は

1
9
1
8
年
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
転
職
し
ま

す
。
1
9
2
0
年
に
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

と
相
互
代
理
店
契
約
を
結
び
、
世
界
各
地
へ

の
切
符
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
国
内
外
の
鉄
道
会
社
・
汽
船
会
社
・
旅

行
会
社
と
の
代
売
代
理
店
契
約
の
締
結
、
デ

パ
ー
ト
へ
の
案
内
所
進
出
、
邦
人
へ
の
一
般

乗
車
券
の
発
売
、
旅
行
傷
害
保
険
、
観
劇
券
、

旅
行
小
切
手
、
手
荷
物
保
険
等
の
営
利
事
業

を
開
始
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
素
が
加
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
1
9
2
5
年
に
登
場
し

た
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
（
1
9
3
2
年
か
ら

は
旅
館
券
を
単
独
販
売
）
は
、
当
時
の
国
内

旅
行
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
「
茶
代
」
の
支

払
を
不
要
と
す
る
点
が
画
期
的
で
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
礎
を
築
く
上
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　「
茶
代
」
と
は
、
宿
代
と
は
別
に
任
意
で

出
す
料
金
の
こ
と
で
、
そ
の
額
に
よ
っ
て
良

い
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
り
、
待
遇
が
良
く
な

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
は
っ
き
り

値
段
が
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
妥
当

な
金
額
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
が
旅
行
者
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
外
国

人
に
と
っ
て
も
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
外
国

人
か
ら
は
茶
代
を
と
ら
な
い
、
も
し
く
は
宿

代
に
予
め
上
乗
せ
す
る
の
は
ど
う
か
と
い
っ

た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
返
り
を
期
待
し
て
高
い
金
額
を
出
す
こ

と
が
賄
賂
と
同
じ
だ
と
い
う
論
調
等
も
あ

り
、
1
9
0
0
年
頃
か
ら
茶
代
廃
止
運
動
が

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
例
で
す
。
た
だ
し
「
横

浜
写
真
」
で
は
、
日
本
人
女
性
の
裸
体
が
多

く
撮
影
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
の
男
性
の
ま

な
ざ
し
に
応
え
る
よ
う
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
剝
き
出
し
の
彩
色
写
真
」
が
多
数
残
っ

て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば
大
学
な
ど
の
写
真

史
の
研
究
で
は
キ
ッ
チ
ュ
で
低
俗
な
「
外
国

人
向
け
の
土
産
写
真
」
と
し
て
、
あ
ま
り
研

究
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
近

年
に
は
「
横
浜
写
真
」
を
再
考
す
る
機
運
が

高
ま
り
、
そ
れ
ら
を
現
在
の
価
値
観
か
ら
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ

ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
考
察
す
る
動
き

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
と
は
、
観
光
に
お
け
る
受
け
入
れ
側
つ
ま

り
ホ
ス
ト
の
文
化
と
、
訪
問
す
る
側
つ
ま
り

ゲ
ス
ト
の
文
化
に
対
し
て
、
そ
の
両
者
が
出

会
い
、
ま
た
交
流
す
る
こ
と
で
初
め
て
誕
生

す
る
第
三
の
文
化
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
誘
発
す
る
観
光
文
化
の
こ
と
で
す
。

　
す
る
と
「
外
国
人
接
待
協
会
」
も
喜
賓
会

も
、
あ
る
い
は
「
接
待
」
の
時
代
も
「
社
交
」

の
時
代
も
、
日
本
の
観
光
史
の
重
要
な
一
例

と
し
て
再
考
し
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
作
業
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
を
再
考
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
「
事
業
」
の
精
神
を
検
討
し
、
そ
の

優
れ
た
市
民
社
会
的
思
想
を
学
び
直
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
文

化
を
顧
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
へ
活
用
で
き
る
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
も
可
能
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致

と
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

次
の
時
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
観
光
文

化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
主
に
大
正
時
代
、
鉄
道
院
と

民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
外
客
誘
致
を
行
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
を
中
心
に
、
国
が
関
わ
る

こ
と
で
観
光
が
政
策
に
な
っ
て
い
く
過
程
、

さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
分
岐
し
て
い
っ

た
過
程
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
ま
だ
外
客
の
受

け
入
れ
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
観

光
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
長
年
に
渡
っ
て
課
題
だ
っ
た
の

は
、
外
客
誘
致
に
対
し
て
な
か
な
か
国
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
鉄
道
院
内
で
も
同
様
で
、
職
員
向
け
に
講

演
を
し
た
り
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
を
発
行
し
て
広
く
意
識
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
質
な
案

内
業
者
の
横
行
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
1
9
0
7
年
に
は
内
務
省

が
「
案
内
業
者
取
締
規
則
」
を
出
し
た
他
、

鉄
道
院
で
は
職
員
が
お
客
様
に
案
内
で
き
る

よ
う
「
英
語
練
習
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
客
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
宿

泊
施
設
が
不
足
す
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
日
本
に
到
着
し
て
も
ホ
テ
ル

に
宿
泊
で
き
ず
船
内
で
１
週
間
待
機
し
た
と

い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ホ

テ
ル
の
建
設
計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後

恐
慌
で
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
、
旅
館
に
施

設
の
改
良
や
外
客
の
受
け
入
れ
を
呼
び
掛
け

た
り
、
入
港
す
る
船
に
対
し
て
ホ
テ
ル
の
空

き
状
況
を
無
線
で
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。
本

格
的
に
全
国
に
国
際
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
る

の
は
国
際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
客
誘
致
を
担
う
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
少
し
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
で

あ
る
木
下
淑
夫
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
か
ら
、

輸
出
貿
易
の
発
達
を
見
越
し
た
経
済
的
側
面

と
、
外
客
と
日
本
人
と
の
正
し
い
相
互
理
解

を
図
る
と
い
う
2
つ
の
側
面
か
ら
外
客
誘
致

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

当
然
な
が
ら
木
下
一
人
の
発
案
だ
け
で

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
足
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
喜
賓
会
は
会
員
の
寄
付
を
資
金
に
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
向
け
の
案

内
書
の
制
作
や
配
布
が
経
費
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄
道
国
有
化
の
影

響
も
あ
り
、
会
員
で
あ
っ
た
鉄
道
各
社
か
ら

の
時
代
で
あ
り
、
20
年
あ
ま
り
続
き
ま
し

た
。

　
な
ぜ
「
社
交
」
な
の
か
、
そ
れ
は
「
接
待
」

と
は
何
が
違
う
の
か
。
数
年
前
に
財
界
で
痛

い
目
に
あ
っ
た
渋
沢
と
益
田
は
、
国
際
経
験

が
豊
か
な
蜂
須
賀
茂
韶
を
会
長
に
招
き
、
他

の
華
族
や
高
級
官
僚
が
多
数
名
を
連
ね
る
慈

善
団
体
と
し
て
、
喜
賓
会
を
創
り
ま
す
。
そ

う
し
て
訪
日
外
国
人
へ
の
便
宜
を
図
る
た
め

に
案
内
書
や
地
図
を
作
り
、
ま
た
主
要
な
名

所
や
旧
跡
へ
の
見
学
の
た
め
に
紹
介
状
を
作

成
し
た
り
、
日
本
側
の
重
要
人
物
を
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
喜
賓
会
の
英
語
名
の

W
elcom
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が
表
現

す
る
よ
う
に
、
こ
の
団
体
は
会
員
制
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
誰
で
も
入
れ
る

団
体
で
は
な
く
、
貴
族
や
高
官
た
ち
が
相
互

に
推
薦
し
て
入
会
す
る
「
社
交
界
」
と
し
て
構

想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
賓
を
も
て
な
す

民
間
外
交
の
組
織
で
あ
り
、「
外
国
人
接
待

協
会
」
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
な

ら
ば
無
条
件
で
「
接
待
」
す
る
の
で
は
な
く
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
と
し
っ
か
り
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
訪
日
外
国
人
だ
け
を
歓
迎
す
る
、

と
い
う
考
え
方
で
運
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
主
従
関
係
の
隷
属
的
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
「
接
待
」
か
ら
、
対
等
な
関
係

で
友
好
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
社

交
」
へ
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
が
大
き
く
転

換
し
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
喜
賓
会
の
本
部
は

帝
国
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
こ
ろ
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
も
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
美
術

商
で
活
躍
し
た
国
際
経
験
豊
か
な
林
愛
作

が
、日
本
人
の
支
配
人
と
し
て
着
任
し
ま
す
。

や
が
て
林
は
、鉄
道
院
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
、

や
は
り
日
本
の
鉄
道
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ

と
に
な
る
木
下
淑
夫
と
と
も
に
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
設
立
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

1
9
1
2
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
喜

賓
会
は
ま
だ
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
き
に
社
史
や
学
術
書
な
ど
で
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
そ
し
て
の
ち
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
喜
賓
会

の
後
継
団
体
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
を
見
か

け
ま
す
が
、
そ
れ
は
不
正
確
で
す
。
喜
賓
会

と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
2
年
ち
か
く
併
存
し
、
そ

し
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
旅
立
ち
を
見
届
け
た
喜

賓
会
は
、
1
9
1
4
年
に
解
散
し
ま
す
。
つ

ま
り
こ
の
二
つ
の
団
体
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
が
異
な
る
別
組
織
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
第
1
期
が「
接
待
」、第
2
期
が「
社

交
」で
あ
る
な
ら
ば
、第
3
期
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
た
1
9
1
2
年
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
は
「
事
業
」
だ
っ
た
、

と
い
え
ま
す
。

　「
事
業
」
と
い
う
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
あ
る
い

は
お
金
儲
け
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少
し
異
な
り
ま
す
。
上
述
し
た

鉄
道
官
僚
の
木
下
淑
夫
（
以
下
、
木
下
）
は
、

米
国
へ
留
学
し
て
鉄
道
の
営
業
、
つ
ま
り

ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
の
運
用
か

ら
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
を
高
め
る
「
事
業
」

の
思
想
を
学
び
、
さ
ら
に
欧
州
を
視
察
し
て

か
ら
帰
国
し
た
後
に
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
設
立

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
政
府
観
光
局
を
持
た
な

い
日
本
で
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
実
質
的
な
訪

日
客
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
こ
で
「
接
待
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
社
交
」
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
で
は
、
窓
口
業
務
を
永
続

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
応
対
す
べ
き

訪
日
客
も
貴
族
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
ま
り
慈
善
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
な

い
、
よ
り
持
続
可
能
で
民
主
的
な
「
事
業
」

が
必
要
で
す
。
一
定
の
対
価
を
支
払
え
ば
、

出
身
や
身
分
や
目
的
な
ど
で
差
別
せ
ず
に

「
訪
日
客
」
と
し
て
平
等
か
つ
公
正
に
扱
う
。

こ
れ
が
近
代
の
市
民
社
会
に
適
合
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
で
実
現

し
た
組
織
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
す
。

　「
事
業
」
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
鉄

道
院
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
日
本
郵
船
な

ど
当
時
の
国
際
的
な
日
本
企
業
の
支
援
も
得

て
、
ど
ん
ど
ん
組
織
を
大
き
く
し
て
い
き
ま

す
。
慈
善
か
ら
事
業
へ
、
そ
し
て
限
ら
れ
た

エ
リ
ー
ト
か
ら
す
べ
て
の
市
民
へ
と
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
を
転
換
さ
せ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

存
在
は
、
日
本
の
観
光
史
を
考
え
る
う
え
で

大
変
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
省
み
る
と
、
第
3
期
の「
事

業
」
の
時
代
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
第
2
期
の

「
社
交
」
と
第
1
期
の
「
接
待
」
は
、
い
わ
ゆ

る
失
敗
の
時
代
で
あ
り
、
再
考
す
る
価
値
の

な
い
時
代
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
鹿
鳴
館

と
一
体
の
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
よ
り
有
名
な
喜
賓
会
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

ま
す
。
し
か
し
第
1
期
の
「
接
待
」
と
第
2

期
の
「
社
交
」
が
あ
っ
て
こ
そ
第
3
期
の
「
事

業
」
が
あ
る
、
と
い
う
歴
史
を
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
喜
賓
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
一

世
を
風
靡
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
文
化

と
し
て
、「
横
浜
写
真
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
で
生
み
成
さ
れ
た
浮
世
絵
の
彩
色

技
術
と
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
最
新
メ

デ
ィ
ア
の
写
真
術
が
横
浜
の
地
で
出
会
い
、

そ
れ
を
継
承
し
た
日
下
部
金
兵
衛
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
関
係
者
た
ち
が
新
た
な
融
合

の
形
を
み
せ
た
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
局
面
に
あ
る

中
、
日
本
に
お
け
る
観
光
政
策
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
に
対
す
る
考
え
方
の
変
遷
、
さ
ら

に
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢
や
課
題

に
対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
組
織
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
の
か
を
整
理
・
検

証
す
る
こ
と
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
と
さ
れ
る
喜
賓
会
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
国
際
観
光
局
を
中
心

と
し
た
各
組
織
の
役
割
や
取
り
組
み
に
注
目

し
て
研
究
メ
ン
バ
ー
か
ら
報
告
し
た
他
、
同

時
代
に
外
客
誘
致
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
と
日
本
郵
船

（
歴
史
博
物
館
）
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
報
告

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
の
設
立
は
1
9
1
2
年

で
す
が
、
こ
れ
は
明
治
元
年
か
ら
44
年
後
の

こ
と
で
す
。
で
は
半
世
紀
ち
か
く
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
報
告
で
は
、
3
つ
の
期

間
に
着
目
し
て
「
最
初
の
半
世
紀
」
を
考
え

ま
す
。

　
ま
ず
1
8
8
8
年
、
渋
沢
栄
一
は
三
井
物

産
を
創
っ
た
益
田
孝
、
そ
し
て
外
務
大
臣
を

務
め
た
井
上
馨
と
協
力
し
、東
京
商
工
会（
現

在
の
東
京
商
工
会
議
所
）
の
な
か
に
「
外
国

人
接
待
協
会
」を
設
立
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

こ
れ
が
第
1
期
の
「
接
待
」
の
時
代
で
す
。

議
論
の
末
に
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
一
体
で
構

想
さ
れ
て
い
た
鹿
鳴
館
と
帝
国
ホ
テ
ル
は
実

現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
接
待
」
の
時
代
、
不
平
等
条
約
を

早
く
改
正
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
来
日

す
る
外
国
人
を
無
償
で
接
待
す
る
こ
と
は
、

国
益
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
鹿
鳴

館
へ
の
非
難
が
沸
き
起
こ
り
、「
外
国
人
接

待
協
会
」
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
果
と

し
て
帝
国
ホ
テ
ル
だ
け
が
ひ
と
り
生
き
残
り

ま
す
。
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
、
逆

風
の
う
ち
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
渋
沢
た
ち
は
、
帝
国
ホ
テ

ル
を
拠
点
に
新
た
な
団
体
を
設
立
し
ま
す
。

1
8
8
3
年
設
立
の
喜
賓
会
で
す
。
そ
の
初

期
の
本
部
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
置
か
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
第
2
期
の「
社
交（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）」

インバウ
ン
ド
の

こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら

〜
科
研
費
基
盤
研
究
C

「
日
本
の
観
光
政
策
の
変
遷
に
関
す
る
学
際
的・実
証
的
研
究

　

―
戦
前
期
の
観
光
関
連
組
織
に
着
目
し
て
」報
告
会（
2
0
2
3
年
2
月
21
日（
火
））

イ
ン
バ
ウ
ン
ド・

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ

知
ら
れ
ざ
る「
最
初
の
半
世
紀
」か
ら

再
考
す
る

山
口 

誠
（
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
教
授
）

❶

活 動 報 告

―
戦
前
期
日
本
の
外
客
誘
致
か
ら
考
え
る
―

き
ひ
ん
か
い
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録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
外
国

人
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に
や
っ
て
来
る
と
弊

害
が
あ
る
と
い
っ
た
誤
解
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
、
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
印
刷
物
や

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
教
育
の

現
場
も
活
用
し
た
観
光
観
念
の
普
及
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
祭
は
、
国
際
観
光
局
開
設
5
周
年
を

記
念
し
て
1
9
3
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
開
催
目
的
の
一
つ
に
は
「
観
光
事
業
の

重
要
性
を
認
識
せ
し
む
る
こ
と
」
と
あ
り
ま

す
。
観
光
事
業
、
す
な
わ
ち
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
対
象
と
し
た
事
業
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
周
知
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
最
初
の
3
年
間
は
開
催
規
模
が
徐
々
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
に
は
、
1
9
3
5

年
の
初
回
は
22
ヶ
所
で
開
催
、
翌
年
の
第
2
回

は
1
4
0
ヶ
所
で
開
催
、
1
9
3
7
年
の
第
3

回
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
、

拡
大
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
観
光
祭

は
年
1
回
、
4
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
に
関
し
て
は
、
第
1
回
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
「
観
光
即
産
業
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
観
光
は
経
済
的
な
利
益
を
生
み
だ
す

産
業
だ
と
P
R
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
は
、「
黒
字
を
招
く
観
光
事
業
を
語
る
」

と
題
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て

お
り
、
外
客
誘
致
に
よ
る
効
果
の
な
か
で
も

外
貨
獲
得
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
は
、
タ
イ
の
伝
統
的

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
東
京
に
限
っ
た
話
で

な
く
、
全
国
各
地
で
日
本
の
伝
統
芸
能
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
た
り
、「
国
際
観
光
」
と
い

う
こ
と
で
海
外
の
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
回
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
見
る
と
、

ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
広
報
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
観

光
局
長
に
よ
る
講
演
や
「
観
光
日
本
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
観
光
祭
を
記
念
し

て
「
観
光
事
業
の
栞
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
表

紙
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に

や
っ
て
来
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
典
型
的
な

日
本
の
風
景
を
採
用
し
た
絵
は
が
き
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
東
京
だ
け
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が「
挙
国
一
致
で
邦
土
美
化
」と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

前
回
と
同
様
に
国
際
観
光
局
に
よ
る
演
説
が

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
全
国
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
観
光
祭
を
春
の
風

物
詩
と
し
て
報
じ
る
新
聞
も
出
て
来
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
祭
は
徐
々
に
規
模
を
拡

大
さ
せ
な
が
ら
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
が
、1
9
3
8
年
以
降
は
名
称
が「
観

光
報
国
週
間
」
に
変
更
と
な
り
、
そ
の
質
に

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
9
3
7
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
「
国

民
精
神
総
動
員
」
が
国
策
化
さ
れ
ま
す
が
、

観
光
祭
に
つ
い
て
も
、
時
節
柄
お
祭
り
と
い

う
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
地
味
に
や
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

1
9
3
8
年
に
開
催
さ
れ
た
観
光
報
国
週
間

で
は
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
強
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
報
国
週
間
で
は
、
教
育
機
関
と
の
連

携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
旅
と
健

康
」、「
公
徳
を
守
り
ま
せ
う
」、「
国
土
の
愛

護
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
小
学
生
に
作
文
を

書
か
せ
て
優
秀
作
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
出
来
事
か
ら
は
、
国
民
精
神
総
動
員

下
の
教
育
が
観
光
と
関
与
を
深
め
て
い
く
様

子
を
指
摘
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
を
ま
と
め
る
と
、
観
光

祭
は
外
客
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
喧
伝

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
、

外
貨
獲
得
や
国
際
親
善
、
日
本
文
化
の
P
R

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
衆
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を
駆
使
し

起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
宿
に
と
っ
て
は
施

設
改
修
費
等
に
充
て
る
財
源
に
も
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
反
対
の
声
も
上
が
り
、
な
か
な

か
一
律
で
廃
止
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、似
た
よ
う
な
も
の
と
し
て「
心

付
」
が
あ
り
ま
す
が
、
見
返
り
を
期
待
す
る

茶
代
と
異
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
の

意
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
い
わ

ゆ
る
当
時
の
女
中
さ
ん
の
収
入
に
直
結
す
る

こ
と
か
ら
、
茶
代
は
廃
止
し
て
も
心
付
は
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
は
チ
ッ
プ
を
宿
泊
料
の
１
割
を
請
求
す

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
徐
々

に
サ
ー
ビ
ス
料
と
な
り
、
チ
ッ
プ
の
習
慣
も

徐
々
に
な
く
な
り
ま
す
。

　
チ
ッ
プ
や
茶
代
が
な
く
な
っ
た
の
は
近
代

化
・
合
理
化
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
な
ら
で

は
の
お
も
て
な
し
が
高
い
評
価
を
受
け
る
一

方
で
、
そ
こ
に
対
価
を
支
払
う
感
覚
が
日
本

人
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
が
非
常
に
評
判
と

な
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
設
立
20
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
1
9
3
2
年
に
邦
人
に
対
す

る
旅
行
斡
旋
を
行
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

3
代
目
幹
事
の
高
久
甚
之
助
は
、
職
員
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
旅
行
業
と
し
て
の
礎
を
築
く
と

共
に
、
鉄
道
省
運
輸
局
の
後
任
で
も
あ
る
新
井

尭
爾
と
一
緒
に
外
客
誘
致
の
政
策
化
に
向
け
て

動
き
ま
し
た
。
1
9
3
0
年
に
は
鉄
道
省
に
国

際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
、
新
井
は
初
代
局
長
に

就
任
し
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
が
取
り
組
ん
だ
外
客
誘
致
と

言
っ
て
も
か
な
り
範
囲
が
広
い
の
で
、
今
日

は
共
同
研
究
の
過
程
で
気
が
つ
い
た
興
味
深

い
事
例
と
し
て
、「
観
光
祭
」
と
「
観
光
報
国

週
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
国
際
観
光
局
で
す
が
、
外
客
誘

致
に
関
す
る
事
項
を
司
る
機
関
と
し
て
、

1
9
3
0
年
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
外
客
誘
致
が
国
策

化
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
下
で
閉
局
と
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
国
際
観
光
局
と
類
似
し
た
名
称

の
組
織
が
誕
生
し
ま
す
。
1
つ
は
国
際
観
光

委
員
会
で
す
。
こ
れ
は
外
客
誘
致
に
特
化
し

た
鉄
道
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
国
際
観
光
局

は
そ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
も
う
1
つ
が
国
際
観
光
協
会
と
い
う

組
織
で
す
。
国
際
観
光
局
が
一
番
力
を
入
れ

て
行
っ
た
の
が
、海
外
へ
の
観
光
宣
伝
で
す
。

そ
の
実
行
を
担
っ
た
と
言
い
ま
す
か
、
雑
誌

や
映
画
と
い
っ
た
媒
体
の
制
作
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
史
料
に
よ
っ
て
は
国
際
観
光
局

と
国
際
観
光
協
会
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な

く
、
両
者
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
の
開
局
か
ら
10
年
経
っ
た

1
9
4
0
年
に
発
行
さ
れ
た
『
観
光
事
業
十

年
の
回
顧
』
と
い
う
冊
子
に
、
そ
れ
ま
で
の

国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
観
光
局
に
関
し
て
は
こ
こ
15

年
ぐ
ら
い
で
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
そ
の
発

端
と
な
っ
た
の
が
、
神
戸
女
子
大
学
の
砂
本

文
彦
先
生
が
2
0
0
8
年
に
出
版
さ
れ
た

『
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
：
一
九
三
〇

年
代
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
』
と
い

う
分
厚
い
研
究
書
で
す
。
国
際
観
光
局
と
外

客
向
け
ホ
テ
ル
整
備
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

し
た
本
書
以
降
、
観
光
宣
伝
や
宣
伝
写
真
に

関
す
る
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
お
話
の
骨
子
は
、
国
際
観
光
局
に

よ
る
「
観
光
観
念
の
普
及
」
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
『
観
光
事
業

十
年
の
回
顧
』
に
は
、
国
際
観
光
事
業
の
意

義
に
つ
い
て
多
く
の
国
民
が
誤
解
を
し
て
い

る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
策

と
し
て
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い
く
に
は
国
民

の
誤
解
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
民
に
向
け
て
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る
「
観
光
祭
」

や
「
観
光
報
国
週
間
」
は
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
観
念
の
普
及
」
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
国
際
観
光
委
員
会
で
も
1
9
3
1
年
頃

か
ら
議
論
が
さ
れ
て
い
て
、
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
外
客
誘
致
を
行
う
こ
と
で
国
際
上
の
親

善
や
日
本
文
化
の
発
展
、
経
済
力
の
向
上
に

繋
が
り
、
そ
れ
が
広
く
国
民
に
も
利
益
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
発
言
が
議
事

　
営
業
開
始
初
日
の
外
国
人
宿
泊
客
は
わ
ず

か
5
名
と
、
最
初
の
5
年
間
の
経
営
は
決
し

て
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
0
9
年
に
林
愛
作
が
招
聘
さ
れ
て
、
そ

の
流
れ
で
1
9
2
3
年
に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
設
計
し
た
ラ
イ
ト
館
が
完
成

し
ま
し
た
。
1
9
3
3
年
に
は
日
本
初
の
本

格
的
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
あ
る
上
高

地
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
今
年
で
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

　
ラ
イ
ト
館
が
老
朽
化
で
明
治
村
に
移
築
さ

れ
、
1
9
7
0
年
に
現
在
の
本
館
が
開
業
し

ま
す
。
1
9
8
3
年
に
は
タ
ワ
ー
館
の
竣
工

と
い
う
我
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
業
と
し
て
事
業
を
継
続
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
か
、
収
益
性
を
ど
う
や
っ
て

上
げ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
プ
、
事
務
所
が
入
る
複
合
ビ
ル
と
し

て
1
9
8
3
年
に
不
動
産
事
業
に
参
入
し
ま

し
た
。
当
時
は
珍
し
い
形
態
で
し
た
が
、
ホ

テ
ル
と
い
う
業
態
の
屋
台
骨
を
支
え
る
よ
う

な
事
業
体
が
こ
こ
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
1
9
9
6
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
を
開

業
し
ま
し
た
。

　
ま
た
1
9
7
3
年
あ
た
り
か
ら
は
海
外
に

も
営
業
所
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
を
構
え
て

い
ま
す
。
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
5
年
駐
在

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
営
業
活
動
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
3
年
か
ら
国
策
と
し
て
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
と
し
て
も
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

2
0
2
5
年
の
万
博
ま
で
、
こ
う
い
っ
た
重

要
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
5
月
に
2
0
3
6
年
を
ゴ
ー

ル
と
し
た
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

既
に
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
6
年
に
は

京
都
に
新
規
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
す
。
そ
し

て
旗
艦
ホ
テ
ル
の
帝
国
ホ
テ
ル 

東
京
は
、

2
0
2
4
〜
2
0
3
0
年
に
タ
ワ
ー
館
、

2
0
3
1
〜
2
0
3
6
年
に
本
館
の
建
て
替

え
を
順
次
実
施
し
、
内
幸
町
一
丁
目
街
区
の
一

番
北
側
に
位
置
す
る
弊
社
創
業
の
地
に
、
新

た
な
建
物
が
整
う
予
定
で
す
。
こ
の
建
て
替

え
の
最
中
の
2
0
2
9
年
に
は
、
隣
の
鹿
鳴

館
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
ビ
ル
の
上
層
階
に
は

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
宿
泊
特
化
型
ス
モ
ー
ル

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
を
開
業
し
ま
す
。

様
々
な
時
代
背
景
に
1
3
0
年
間
晒
さ
れ
て

き
た
我
々
の
使
命
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

国
内
の
お
客
様
も
含
め
て
で
す
が
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
外
客
誘
致
を
お
手
伝
い
す
る
事
で

す
。
今
後
も
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
現
・
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル

執
行
役
員 

帝
国
ホ
テ
ル
東
京 

総
支
配
人
）

　
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
に
お
け
る
外
客
誘
致

に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
郵
船

（
以
下
、
郵
船
）
と
い
う
会
社
が
戦
前
、
ど

の
よ
う
な
外
国
人
乗
船
客
の
誘
致
を
し
て
い

た
の
か
、
先
生
方
が
発
表
さ
れ
た
3
つ
の
組

織
と
絡
め
な
が
ら
郵
船
が
制
作
し
た
外
国
語

表
記
の
出
版
物
、
印
刷
物
を
通
し
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
そ
の
前
に
簡
単
で
す
が
会
社
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
郵
船
は
1
8
8
5
年
に
郵
便
汽
船
三

菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
喜
賓
会
が
設
立
さ
れ
た

1
8
9
3
年
に
、
日
本
初
の
遠
洋
定
期
航
路

で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
航
路
を
開
設
し
ま
す
。
当

て
、
そ
の
様
子
が
日
本
各
地
に
拡
散
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
を
挙
げ
て
の
「
観

光
観
念
の
普
及
」が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
が
観
光
報
国
週
間
の
時
代
に
な
る

と
、
国
民
精
神
総
動
員
の
一
側
面
を
形
成
す

る
に
至
り
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
教
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
ま
さ
に
時
局
に
沿
っ
た

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

ラ
ジ
オ
も
引
き
続
い
て
活
用
さ
れ
ま
す
が
、

教
育
の
現
場
を
巻
き
込
ん
だ
広
い
意
味
で
の

「
国
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

時
局
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
も
は
や
外
客
誘
致

と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気

に
も
な
っ
て
来
ま
す
。
観
光
祭
か
ら
観
光
報

国
週
間
へ
の
移
行
過
程
で
は
、
外
客
誘
致
と

い
う
理
念
の
後
景
化
と
観
光
を
通
じ
た
国
民

の
統
合
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
戦
後
へ
の
視
座
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
は
こ
う
い
っ
た

話
題
は
戦
前
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
戦
後
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
正
し
い
観

光
観
念
の
普
及
」
と
か
「
観
光
道
徳
の
高
揚
」

と
か
「
観
光
週
間
」
と
い
っ
た
事
柄
が
昭
和
40

年
代
に
政
府
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
観
光
行
政
や
観
光
政
策
に
お
け
る
戦
前
と

戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
言
う
と
、
こ
ん
に
ち
日
本
国
政
府
が
取
り

組
ん
で
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
、
歴
史
学
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
0
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た

時
代
背
景
と
、
外
客
誘
致
が
国
策
で
あ
っ
た

こ
と
が
繋
が
っ
て
、
ど
ん
な
歴
史
を
歩
ん
で

い
た
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
使
命
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ホ
テ
ル
の
現
場
目
線
を
交
え
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
我
々
の
初
代
会
長
で
あ
る
渋
沢
栄

一
（
以
下
、
渋
沢
）
の
特
徴
的
な
言
葉
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
半

で
ご
説
明
い
た
だ
い
た
時
代
背
景
の
中
で
、

渋
沢
栄
一
が
開
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
林
愛
作
の
名
前
も
出
ま
し
た
が
、

彼
は
そ
の
後
の
時
代
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
は
、
彼
が
説
い
て
い
る
ホ
テ
ル
業

の
位
置
付
け
で
す
。「
一
国
の
経
済
に
も
関

係
す
る
重
要
な
事
項
。
外
客
の
御
客
を
接
待

し
て
満
足
を
与
ふ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
1
つ
、
1
8
9
0
年
11
月
3
日
の
帝

国
ホ
テ
ル
の
開
業
式
で
、
当
時
、
東
京
府
知

事
の
祝
辞
に
対
す
る
答
辞
で
述
べ
た
言
葉
が

「
用
命
が
あ
れ
ば
世
界
の
ど
ん
な
も
の
で
も

調
達
し
て
便
宜
を
図
る
。
こ
れ
こ
そ
帝
国
ホ

テ
ル
が
自
身
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
心
得
、

絶
対
に
譲
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。（
中
略
）
現

在
は
力
不
足
で
も
近
い
将
来
、
必
ず
恥
ず
か

し
く
な
い
レ
ベ
ル
を
約
束
す
る
」
で
す
。 

　
で
き
た
ば
か
り
の
帝
国
ホ
テ
ル
の
従
業
員

に
も
思
い
を
馳
せ
た
非
常
に
良
い
言
葉
か
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う

よ
り
、
今
後
の
ホ
テ
ル
業
の
先
を
見
据
え
た

言
葉
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
言
葉
は
、
退
任
後
に
ホ
テ

ル
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
従
業
員
に
か
け
た
も

の
で
、
渋
沢
ら
し
い
言
葉
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

「
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、世
界
の
隅
々
に
帰
っ

て
い
く
人
達
に
日
本
を
忘
れ
ず
に
帰
ら
せ
、

一
生
日
本
を
な
つ
か
し
く
思
出
さ
せ
る
こ
と

の
出
来
る
、
国
家
の
た
め
に
も
非
常
に
大
切

な
仕
事
で
あ
る
。」 

　
全
文
は
紹
介
し
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
に
対

す
る
ね
ぎ
ら
い
と
期
待
を
込
め
た
言
葉
で
、

外
客
を
接
遇
す
る
ホ
テ
ル
に
対
す
る
期
待
値

の
高
さ
や
重
要
性
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ

れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
渋
沢
の
言
葉
に
裏
付
け
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
、
我
々
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
企
業

理
念
を
創
業
以
来
掲
げ
て
い
ま
す
。「
帝
国

ホ
テ
ル
は
創
業
の
精
神
を
継
ぐ
日
本
の
代
表

ホ
テ
ル
で
あ
り
、
国
際
的
ベ
ス
ト
ホ
テ
ル
を

目
指
す
企
業
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
サ
ー
ビ

ス
と
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
の
発
展
と
人
々
の
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
今
年
で
1
3
3
年
目
を
迎
え
る
ホ
テ
ル
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
2
代
目
の
ホ
テ
ル

が
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災
の
当
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
直
近
で
言
う
と
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
に
こ
の
精
神
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
簡
単
に
歴
史
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
国
策
と
し
て
、
当
時
の

外
務
大
臣
の
井
上
馨
の
お
声
が
け
で
渋
沢
や

大
倉
喜
八
郎
等
の
当
時
の
財
界
の
方
が
協
力

し
合
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
初
代
本
館

の
建
物
正
面
は
現
在
と
異
な
り
北
に
面
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
の
南
側
が
鹿
鳴
館
と

い
う
立
地
で
し
た
。

の
営
業
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
英
文

広
報
誌
、
書
籍
を
次
々
刊
行
し
ま
す
。

『J
A
P
A
N
 O
v
e
r
s
e
a
s
 T
r
a
v
e
l 

M
agazin

e

』
は
浅
野
総
一
郎
が
創
業
し
た

東
洋
汽
船
と
い
う
海
運
会
社
が
発
行
し
て
い

た
ア
ジ
ア
を
紹
介
す
る
広
報
誌
で
す
。

1
9
2
6
年
に
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
と
合

併
し
た
際
に
郵
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支

店
が
引
き
継
ぎ
、
1
9
3
3
年
頃
ま
で
続
き

ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
大
半
の
記
者
は

外
国
人
で
す
が
な
か
に
は
在
米
日
本
人
も
い

ま
し
た
。
紹
介
記
事
を
執
筆
し
た
記
者
や
表

紙
に
採
用
し
た
画
家
を
み
て
い
く
と
興
味
深

い
の
で
す
が
先
行
研
究
が
少
な
い
た
め
当
館

で
は
収
集
・
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『T
H
E
 T
R
A
V
E
L
 B
U
L
L
E
T
IN

』
と

い
う
英
文
広
報
誌
も
創
刊
し
ま
す
。
就
航
船

や
観
光
地
の
最
新
情
報
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、

船
客
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を
掲
載
し
、
船

客
に
も
好
評
で
年
々
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て

い
た
広
報
誌
で
す
。 

　
旅
行
者
と
荷
主
向
け
の
世
界
年
鑑

『G
L
IM
P
S
E
S
 O
F
 T
H
E
 E
A
S
T

』も

刊

行
し
ま
す
。
船
を
主
題
と
し
た
色
彩
豊
か
な

装
丁
で
主
要
国
の
基
本
情
報
や
産
業
を

1
0
0
0
頁
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
の
ポ
ス
タ
ー
は
大
正
期
の
美
人

画
か
ら
パ
リ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
へ

と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
弘
前
城
を
主
題
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
『V

isit Jap
an
 b
y Jap

an
 

M
ail

』
は
国
際
観
光
局
が
観
光
宣
伝
用
に
制

作
し
た
ポ
ス
タ
ー
『
J
A
P
A
N
』
と
同
じ

構
図
で
す
。
作
者
は
船
客
課
に
技
師
と
し
て

在
籍
し
た
戸
田
芳
鐵
で
す
。
量
産
さ
れ
る
印

刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
社
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
客
課
が
ま
と
め
た
1
9
3
0
年
代
の
国

別
の
乗
船
客
数
の
統
計
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
日
本
人
船
客

の
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
1
等
船
客
で

は
欧
米
圏
の
方
が
多
い
か
な
と
感
じ
ま
す
。

華
や
か
な
客
船
文
化
と
い
う
と
所
謂
1
等
船

客
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
の
で
す
が
、
実

際
に
利
益
を
出
し
て
い
た
の
は
コ
ス
ト
が
低

い
3
等
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、
遠
洋
定
期
航
路

を
開
い
た
明
治
中
期
に
は
外
国
人
の
乗
船
客

獲
得
の
一
環
と
し
て
多
言
語
に
も
対
応
し
た

外
国
語
の
印
刷
物
の
制
作
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
に
入
り
ア
メ
リ
カ
に
経
済
の
中

心
が
移
っ
て
い
く
な
か
で
印
刷
物
の
表
記
は

ほ
と
ん
ど
英
語
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
自
社
の
集
客
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
案
内

書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
単
に
訪
日
を

目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
全

体
に
誘
致
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

3
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

福
永
　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
や
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
最
後
に
少
し

総
括
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
一
つ

目
で
す
が
、「
第
一
次
世
界
大
戦
前
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
最
大
の
ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
雑

誌
に
、
喜
賓
会
の
紹
介
が
載
っ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
と
違
っ
て
日
本
は
政
府
公
的
機
関
が

主
力
に
な
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
評
価
は
喜
賓
会
の
内

実
に
即
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
口
　
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
喜
賓
会
が
日

本
政
府
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
喜
賓
会
自
体
は
日
本
政
府
と

全
く
無
関
係
で
独
立
し
た
存
在
で
す
。
渋
沢

栄
一
な
ど
が
民
間
外
交
の
礎
を
築
く
た
め
に

作
っ
た
団
体
な
の
で
、
私
の
現
在
の
知
識
で
は

フ
ラ
ン
ス
の
評
価
は
事
実
と
は
少
し
ず
れ
て

い
る
部
分
が
あ
る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、「
当

時
の
外
客
誘
致
の
対
象
は
西
洋
諸
国
で
し
ょ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
先
進
諸
国

が
外
客
誘
致
の
対
象
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う

ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー

に
つ
い
て
は
統
計
も
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
協
会
の
リ
ン
ゼ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル

と
の
繋
が
り
も
そ
う
で
す
し
、
か
な
り
ア
メ

リ
カ
を
意
識
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

千
住
　
当
時
の
統
計
を
見
る
と
解
釈
に
も
よ

り
ま
す
が
、
実
は
人
数
が
1
番
多
い
の
が
中

初
は
国
内
航
路
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
内
の
鉄
道
網
の
発
達
と
、
他
社
と
の
競
合

等
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
遠
洋
航
路
に
舵
を

切
っ
て
い
ま
す
。
1
8
9
6
年
に
は
欧
州
航
路

と
米
国
シ
ア
ト
ル
航
路
、
豪
州
航
路
の
三
大
航

路
を
開
設
、
1
9
2
6
年
に
は
事
業
家
の
浅
野

総
一
郎
が
創
立
し
た
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
を

合
併
し
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
継

承
し
ま
す
。 

　
昭
和
に
入
る
と
、
浅
間
丸
や
氷
川
丸
等
の

優
秀
船
が
次
々
と
竣
工
し
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
豪
華
客
船
時
代
が
到
来
し
、
郵
船
で
も

船
の
大
型
化
が
進
み
、
収
益
面
で
も
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起

こ
り
、
客
船
文
化
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
資
料
で
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
の
が
、
1
8
9
9
年
に
設
置
さ
れ
た

船
客
課
と
い
う
部
署
で
す
。
船
客
全
般
に
関

わ
る
業
務
を
扱
い
、
そ
の
中
に
「
広
告
」
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
期
の
「
業
務
執
行

規
則
」に
は
さ
ら
に
具
体
的
な
記
載
が
あ
り
、

営
業
上
の
広
告
、
宣
伝
及
び
そ
の
印
刷
物
等

に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
福
永
さ
ん
の
話
で
名
前
が
出
て
き
た
林
民

雄
は
こ
の
船
客
課
の
課
長
を
し
て
お
り
、
の

ち
に
専
務
取
締
役
に
な
る
人
物
で
す
。 

　
は
じ
め
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
1
8
9
4

年
刊
行
の
会
社
案
内『H

A
N
D
B
O
O
K
 O
F
 

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N
 
F
O
R
 

P
A
S
S
E
N
G
E
R
S
 A
N
D
 S
H
IP
P
E
R
S

』

で
す
。
表
紙
は
外
国
人
好
み
の
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
扇
面
散
ら
し
を
用
い
て
い
ま
す
。
内

容
は
運
航
表
や
各
航
路
の
紹
介
と
い
っ
た
会

社
案
内
で
す
が
、
航
路
拡
大
に
合
わ
せ
て
横

浜
や
鎌
倉
な
ど
観
光
名
所
の
紹
介
、
ロ
ン
ド

ン
な
ど
寄
港
地
の
紹
介
が
増
え
て
い
き
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
英
語
以
外
で
は
ド
イ
ツ
語
版（
1
9
1
4

年
）も
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
9
年
に
は
『T

O
 N
IP
P
O
N
, T
H
E
 

L
A
N
D
 O
F
 T
H
E
 R
IS
IN
G
 S
U
N
 

B
Y
 T
H
E
 N
.Y
.K
.

』を
出
版
し
て
い
ま
す
。

1
8
9
6
年
の
豪
州
航
路
開
設
と
1
8
9
8

年
の
新
造
船
春
日
丸
の
就
航
に
合
わ
せ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
日
本
へ
渡
航
し
、
各
地
を
巡
り
な
が

ら
観
光
す
る
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
印
刷
所
が
配
布
先
で
あ
る

現
地
シ
ド
ニ
ー
の
印
刷
会
社
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
で
す
。ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
の『
風

俗
画
報
』
の
臨
時
増
刊
号
で
も
春
日
丸
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
左
側
の
絵
は
乗
船
時

の
桟
橋
の
様
子
、
右
側
が
1
等
船
客
の
食
事

中
の
様
子
で
す
。
日
本
髪
の
方
も
い
ま
す
が

西
洋
の
船
客
が
多
い
印
象
で
す
。
辮
髪
の
船

客
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
期
に
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
海
運
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
は
カ

レ
ン
ダ
ー
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
定
期
航
路
や
本
支
店
の
一
覧
、
航
路
図

な
ど
情
報
量
が
多
く
、
長
く
掲
示
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
1
9
0
8
年
の
中
国
語
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
中
国
の
暦
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
期
に
入
る
と
郵
船
は
第
一
次
大
戦

下
、
好
景
気
を
背
景
と
し
て
資
本
金
を
1
億

円
に
増
加
し
て
、
航
権
の
拡
張
に
努
め
全
世

界
へ
と
航
路
を
広
げ
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
設
立
と
も
重

な
り
多
様
な
出
版
物
・
印
刷
物
を
量
産
し
ま

す
。 

　
大
正
期
は
美
人
画
を
主
題
と
し
た
広
告
ポ

ス
タ
ー
が
流
行
し
ま
す
。
和
装
の
女
性
が
描

か
れ
た
2
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
言
語
が

異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
語
だ
け
を
差

し
替
え
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
各
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

　
無
償
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
大
正
期
以

降
、
図
版
が
増
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
形
状
が
細

分
化
し
て
い
き
ま
す
。
右
下
写
真
は
ド
イ
ツ

の
旅
行
代
理
店
の
店
内
の
様
子
で
し
て
沢
山

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
並
べ
て
置
か
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
外
国
語
表
記
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
富
士
山
や
桜
な
ど
を
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
表
紙
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　『N
IP
P
O
N
 Y
U
S
E
N
 K
A
IS
H
A
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R
S
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E

』

は
表
紙
の
題
字
と
巻
末
の
索
引
項
目
が
英

語
、
日
本
語
、
ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
5
か
国
語
表
記
に
な
っ
て
い
ま

す
。
乗
船
客
向
け
で
は
な
く
輸
出
入
業
者
や

製
造
業
者
、
官
庁
に
配
布
し
た
営
業
案
内
書

で
す
。
国
や
地
域
ご
と
に
風
俗
や
観
光
名
所

の
紹
介
が
あ
り
、
世
界
各
国
の
企
業
や
商
店

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
は
、

業
界
全
体
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
か
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
と
い
う
方
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。
観

光
業
界
か
ら
少
し
人
が
離
れ
て
い
る
現
状

を
、
こ
う
し
た
機
会
も
含
め
て
改
善
す
る

き
っ
か
け
が
作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
戦
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い

て
先
生
方
の
発
表
を
聴
き
、
日
本
郵
船
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
遠
洋
航
路
を
開
い
た

明
治
期
か
ら
広
告
宣
伝
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
に
関
し
て
は
三
菱
が
日
本
郵
船

の
創
業
前
に
船
員
育
成
の
三
菱
商
船
学
校
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
の
東
京
海
洋

大
学
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
よ
う
な
養
成
所
を
作
っ

て
、
自
社
で
英
語
教
育
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
マ

ナ
ー
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
料
理
と
い
う

面
で
も
船
の
コ
ッ
ク
た
ち
が
の
ち
に
港
町
で

洋
食
屋
を
開
い
て
、
洋
食
文
化
と
し
て
日
本

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
前
の
豪
華
客
船
と

い
う
文
化
が
花
開
い
た
結
果
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

八
島
　
色
々
と
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

は
持
続
可
能
な
観
光
事
業
を
ど
う
い
う
切
り

口
で
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
無
償
か
ら
有
償
、
接
待
か
ら

社
交
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
今
も
似
た
よ
う
な
課

題
で
も
が
い
て
い
る
我
々
が
い
る
の
か
な
と
。

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
名
前
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
サ
ー
ビ
ス
＝
無
償
と
い
う
考
え
は
ま

だ
日
本
に
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
結
果
的

に
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を
求
め
に
く
い
環
境
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ

た
り
か
ら
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
て
い
か

な
い
と
、
持
続
可
能
な
観
光
業
に
は
な
ら
な

い
の
か
な
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

山
口
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
も
う
1
つ

が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
す
ご
く
コ
ス

ト
が
か
か
る
の
で
す
が
、
コ
ス
ト
と
い
う
よ
り

も
楽
し
さ
や
文
化
の
力
に
な
る
こ
と
を
昔
の

人
た
ち
は
信
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、

そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
両
立
さ
せ
て
い
く
と
、
色
々
な
も
の
を
有

機
的
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
観
光
と
い
う
現
場
は
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
が
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
ホ
テ
ル
も
非
常
に
魅
力
的
な
仕
事
で
あ

り
、
教
育
の
現
場
で
も
あ
り
、
も
し
か
し
た

ら
大
学
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
教
育
機
関
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
多
様
性

を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
現
場
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
活
動
に
落
と
し
込
む
か
。
あ
る
い
は

教
育
者
と
し
て
学
生
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

千
住
　
3
年
間
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
日
は
大
変
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
そ
れ

は
資
料
の
少
な
さ
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
各
社
の
皆
様
に
は
、
御
社
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
と
の
ご
認
識
の
も
と
、
是
非
と
も

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

よ
う
な
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
現
在
進

行
中
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
意
義
を
よ
り

明
確
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
1
点
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
学
で
観

光
学
を
学
ぶ
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
よ
う

や
く
好
転
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
観
光
を
通
し
て
自
分
と
は
異

な
る
文
化
や
社
会
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
学
生
た
ち
が
再
び
期
待
を
持
ち
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
学
部
を
卒
業

し
た
ら
観
光
産
業
に
就
職
す
る
と
い
う
の
も

王
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
学
部
を
卒
業
し

た
学
生
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
社
会
に
目
を

向
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
い
く
の

が
、
観
光
学
部
の
教
員
と
し
て
の
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
非
常
に
刺
激
の
多

い
一
日
で
し
た
。

福
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
議
論
が
足
り
な
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
時
代
に
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
研
究
と
実
務

の
視
点
か
ら
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
で
す
。
そ
の
中
に
留
学
生
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
中
国
に
い
る
欧
米
人
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
ま
す
が
、

国
際
観
光
局
は
も
う
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
一

点
突
破
で
す
。
そ
れ
は
消
費
額
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
島

　そ
こ
ま
で
遡
ら
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
圧
倒
的
に
当
初
か
ら

欧
米
中
心
に
セ
ー
ル
ス
に
注
力
し
て
い
た
の

は
事
実
で
す
。
た
だ
、
一
方
で
中
国
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

福
永
　
続
い
て
「
当
時
の
外
国
人
向
け
の
食

事
の
提
供
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
特
に
船
内
で
の
お
食
事
が
好
評

で
、
そ
れ
が
ホ
テ
ル
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
1
、
2
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
明
治
の
頃
は
外

国
か
ら
シ
ェ
フ
を
招
い
て
各
船
に
乗
っ
て
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
航
路
を
拡
張

し
て
運
航
船
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
船
を

巡
回
す
る
の
も
大
変
と
い
う
こ
と
で
、

1
9
1
6
年
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
接
客
マ

ナ
ー
を
教
え
る
養
成
所
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
に
添
え
る
メ
ニ
ュ
ー
は
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
に
も
力
を
い
れ
て
い
て
、

珍
し
い
も
の
で
は
扇
子
に
印
刷
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

福
永
　
会
場
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
カ
ル

チ
ャ
ー
ズ
の
中
に
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
の

経
験
文
化
も
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
山
口
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

山
口
　
今
日
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
テ
ー
マ
な

の
で
、
受
け
入
れ
側
の
話
が
中
心
に
な
り
ま

し
た
が
、
海
外
で
色
々
な
経
験
を
す
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
に
も
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す

し
、
や
は
り
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
は
連
動

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
質
や
デ
ザ
イ
ン
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

日
本
郵
船
の
歴
史
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
ま

た
帝
国
ホ
テ
ル
も
、
単
に
箱
を
増
や
し
て
金

儲
け
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に

は
文
化
創
造
や
海
外
に
対
し
て
の
責
任
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

　
そ
う
す
る
と
今
日
の
話
の
行
き
先
と
し

て
、
マ
ナ
ー
と
い
う
の
が
観
光
に
と
っ
て
重

要
な
話
で
、
観
光
道
徳
も
「
べ
き
」
論
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
時
に
人
と
人
が
仲

良
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
道
徳
に

つ
い
て
も
っ
と
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

千
住
　
我
々
は
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
は
成
熟

し
た
と
い
う
自
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

な
気
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
が
、
他
の

国
の
人
を
見
る
視
線
と
し
て
ど
う
転
嫁
さ
れ

て
い
く
か
は
ま
た
別
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
コ
ロ
ナ
前
、
京
都
市
の
一
部
エ
リ
ア

で
は
観
光
客
が
集
中
し
、
混
雑
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
私

が
出
向
し
て
い
る
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都

市
で
は
「
京
都
観
光
モ
ラ
ル
」
を
掲
げ
、
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
に
観
光

客
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
供
に
大
切

に
し
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
観
光
客

に
対
し
て
も
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
元
の

事
業
者
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
、
最
近

は
海
外
の
方
の
方
が
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ
て

い
て
、
逆
に
日
本
人
の
方
が
悪
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　
去
年
の
9
月
に
は
、
京
都
在
住
の
外
国
人

の
方
と
座
談
会
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
伝

え
て
い
る
こ
と
が
海
外
の
方
に
は
ど
う
受
け

取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
日
本
人
の
常
識
で
一
方

的
な
押
し
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た

こ
と
も
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
や
は

り
相
互
理
解
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
前
半
の
報
告
で
の
問
い
か
け
に

あ
り
ま
し
た
「
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
の

可
能
性
」に
つ
い
て
で
す
が
、ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
も
旅
に
理
想
を
求
め
て
い
た
通
り
、
い
つ

の
時
代
も
観
光
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
に

実
現
し
た
い
姿
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
渋
沢
栄
一
の
言
葉
に
も
あ
る
通
り
、
自
分
の

ホ
テ
ル
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
や
世

界
に
貢
献
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
も
帝
国

ホ
テ
ル
の
経
営
の
中
で
意
識
さ
れ
る
機
会
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
一
方
で
課

題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
島
　
企
業
理
念
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
通

り
で
す
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
、
ホ

テ
ル
業
全
体
が
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま
す
。
外
客
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
に
な
い
文

化
を
学
び
、
吸
収
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う

意
識
で
事
業
を
継
続
し
て
い
け
ば
、
自
ず
と

良
い
答
え
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い

ま
す
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
海
外
か
ら
の

お
客
様
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
3
年
間
あ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
経
験
値
な
ど
が
少
し
鈍
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
る
と
、

3
年
前
に
入
っ
た
新
入
社
員
は
、
外
国
の
お

客
様
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

様
の
期
待
と
、
我
々
が
提
供
す
る
も
の
の

の
寄
付
が
減
少
し
、
体
制
と
し
て
も
実
務
を

担
う
事
務
局
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
り
ま

す
。
渋
沢
は
自
ら
政
府
に
陳
情
し
た
り
、
平

井
晴
二
郎
や
木
下
、
日
本
郵
船
の
林
民
雄
ら

に
、
若
い
人
た
ち
で
何
か
考
え
て
も
ら
い
た

い
と
相
談
し
ま
す
。

　
そ
し
て
喜
賓
会
の
後
を
ど
こ
が
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
ホ

テ
ル
は
経
営
状
態
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
や
汽
船
な
ど
の
交
通
事
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
万
国
鉄
道
会
議
の
よ
う
に
海
外
各
国

と
会
議
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
平
井
も
ス
イ

ス
の
観
光
施
設
に
感
銘
を
受
け
、
生
野
團
六

（
の
ち
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
初
代
幹
事
）
に
そ
の

研
究
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
院

の
立
場
と
し
て
木
下
が
中
心
に
な
り
、
日
本

郵
船
の
林
民
雄
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
林
愛
作
と

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
各
業
界
へ
の
説
得

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
山
口
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
喜
賓
会
の
人
材

や
財
産
な
ど
を
引
き
継
ぐ
こ
と
な
く
全
く
別

の
組
織
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
喜
賓
」
だ
け
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
広
く
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い

く
こ
と
、
事
務
所
は
鉄
道
院
内
に
置
き
鉄
道

院
の
職
員
が
実
務
に
当
た
る
こ
と
、
財
源
の

半
分
を
鉄
道
院
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
木
下
は
1
9
2
2
年
に
は
ツ

ア
ー
の
実
施
や
小
荷
物
運
搬
の
取
扱
と
い
っ

た
収
益
事
業
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、
こ

の
辺
り
は
喜
賓
会
の
課
題
が
活
か
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
ま
す
。

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
無
事
発
足
す
る
と
、
実
務

は
生
野
に
任
せ
、
木
下
は
鉄
道
院
の
立
場
か

ら
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
生
野
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
成
期
と
し

て
の
礎
を
築
く
訳
で
す
が
、
ま
ず
案
内
所
を

国
内
外
に
整
備
し
た
他
、
機
関
雑
誌「
ツ
ー
リ

ス
ト
」や
外
客
向
け
の
案
内
書「
J
A
P
A
N
」

を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
印
刷
物
を
作
成
・

配
布
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
先
進
事
例
や

書
籍
な
ど
を
研
究
し
て
実
務
に
活
か
す
と
と

も
に
、
案
内
書
等
は
内
容
、
英
訳
、
デ
ザ
イ
ン

の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
郵
船
の

航
路
や
支
社
な
ど
の
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活

か
し
て
配
布
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
2
代
目
幹
事
の
猪
股
忠
次
で
す
が
、
彼
は

南
満
州
鉄
道
勤
務
時
代
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
に
留
学
し
て
旅
客
事
務
を
研
究
し
て
い
ま

し
た
。イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
生
野
と
面
会
し
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
足
に
つ
い
て
聞
い
た
猪
股
は

1
9
1
8
年
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
転
職
し
ま

す
。
1
9
2
0
年
に
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

と
相
互
代
理
店
契
約
を
結
び
、
世
界
各
地
へ

の
切
符
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
国
内
外
の
鉄
道
会
社
・
汽
船
会
社
・
旅

行
会
社
と
の
代
売
代
理
店
契
約
の
締
結
、
デ

パ
ー
ト
へ
の
案
内
所
進
出
、
邦
人
へ
の
一
般

乗
車
券
の
発
売
、
旅
行
傷
害
保
険
、
観
劇
券
、

旅
行
小
切
手
、
手
荷
物
保
険
等
の
営
利
事
業

を
開
始
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
素
が
加
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
1
9
2
5
年
に
登
場
し

た
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
（
1
9
3
2
年
か
ら

は
旅
館
券
を
単
独
販
売
）
は
、
当
時
の
国
内

旅
行
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
「
茶
代
」
の
支

払
を
不
要
と
す
る
点
が
画
期
的
で
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
礎
を
築
く
上
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　「
茶
代
」
と
は
、
宿
代
と
は
別
に
任
意
で

出
す
料
金
の
こ
と
で
、
そ
の
額
に
よ
っ
て
良

い
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
り
、
待
遇
が
良
く
な

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
は
っ
き
り

値
段
が
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
妥
当

な
金
額
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
が
旅
行
者
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
外
国

人
に
と
っ
て
も
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
外
国

人
か
ら
は
茶
代
を
と
ら
な
い
、
も
し
く
は
宿

代
に
予
め
上
乗
せ
す
る
の
は
ど
う
か
と
い
っ

た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
返
り
を
期
待
し
て
高
い
金
額
を
出
す
こ

と
が
賄
賂
と
同
じ
だ
と
い
う
論
調
等
も
あ

り
、
1
9
0
0
年
頃
か
ら
茶
代
廃
止
運
動
が

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
例
で
す
。
た
だ
し
「
横

浜
写
真
」
で
は
、
日
本
人
女
性
の
裸
体
が
多

く
撮
影
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
の
男
性
の
ま

な
ざ
し
に
応
え
る
よ
う
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
剝
き
出
し
の
彩
色
写
真
」
が
多
数
残
っ

て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば
大
学
な
ど
の
写
真

史
の
研
究
で
は
キ
ッ
チ
ュ
で
低
俗
な
「
外
国

人
向
け
の
土
産
写
真
」
と
し
て
、
あ
ま
り
研

究
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
近

年
に
は
「
横
浜
写
真
」
を
再
考
す
る
機
運
が

高
ま
り
、
そ
れ
ら
を
現
在
の
価
値
観
か
ら
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ

ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
考
察
す
る
動
き

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
と
は
、
観
光
に
お
け
る
受
け
入
れ
側
つ
ま

り
ホ
ス
ト
の
文
化
と
、
訪
問
す
る
側
つ
ま
り

ゲ
ス
ト
の
文
化
に
対
し
て
、
そ
の
両
者
が
出

会
い
、
ま
た
交
流
す
る
こ
と
で
初
め
て
誕
生

す
る
第
三
の
文
化
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
誘
発
す
る
観
光
文
化
の
こ
と
で
す
。

　
す
る
と
「
外
国
人
接
待
協
会
」
も
喜
賓
会

も
、
あ
る
い
は
「
接
待
」
の
時
代
も
「
社
交
」

の
時
代
も
、
日
本
の
観
光
史
の
重
要
な
一
例

と
し
て
再
考
し
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
作
業
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
を
再
考
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
「
事
業
」
の
精
神
を
検
討
し
、
そ
の

優
れ
た
市
民
社
会
的
思
想
を
学
び
直
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
文

化
を
顧
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
へ
活
用
で
き
る
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
も
可
能
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致

と
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

次
の
時
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
観
光
文

化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
主
に
大
正
時
代
、
鉄
道
院
と

民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
外
客
誘
致
を
行
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
を
中
心
に
、
国
が
関
わ
る

こ
と
で
観
光
が
政
策
に
な
っ
て
い
く
過
程
、

さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
分
岐
し
て
い
っ

た
過
程
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
ま
だ
外
客
の
受

け
入
れ
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
観

光
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
長
年
に
渡
っ
て
課
題
だ
っ
た
の

は
、
外
客
誘
致
に
対
し
て
な
か
な
か
国
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
鉄
道
院
内
で
も
同
様
で
、
職
員
向
け
に
講

演
を
し
た
り
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
を
発
行
し
て
広
く
意
識
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
質
な
案

内
業
者
の
横
行
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
1
9
0
7
年
に
は
内
務
省

が
「
案
内
業
者
取
締
規
則
」
を
出
し
た
他
、

鉄
道
院
で
は
職
員
が
お
客
様
に
案
内
で
き
る

よ
う
「
英
語
練
習
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
客
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
宿

泊
施
設
が
不
足
す
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
日
本
に
到
着
し
て
も
ホ
テ
ル

に
宿
泊
で
き
ず
船
内
で
１
週
間
待
機
し
た
と

い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ホ

テ
ル
の
建
設
計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後

恐
慌
で
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
、
旅
館
に
施

設
の
改
良
や
外
客
の
受
け
入
れ
を
呼
び
掛
け

た
り
、
入
港
す
る
船
に
対
し
て
ホ
テ
ル
の
空

き
状
況
を
無
線
で
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。
本

格
的
に
全
国
に
国
際
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
る

の
は
国
際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
客
誘
致
を
担
う
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
少
し
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
で

あ
る
木
下
淑
夫
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
か
ら
、

輸
出
貿
易
の
発
達
を
見
越
し
た
経
済
的
側
面

と
、
外
客
と
日
本
人
と
の
正
し
い
相
互
理
解

を
図
る
と
い
う
2
つ
の
側
面
か
ら
外
客
誘
致

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

当
然
な
が
ら
木
下
一
人
の
発
案
だ
け
で

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
足
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
喜
賓
会
は
会
員
の
寄
付
を
資
金
に
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
向
け
の
案

内
書
の
制
作
や
配
布
が
経
費
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄
道
国
有
化
の
影

響
も
あ
り
、
会
員
で
あ
っ
た
鉄
道
各
社
か
ら

の
時
代
で
あ
り
、
20
年
あ
ま
り
続
き
ま
し

た
。

　
な
ぜ
「
社
交
」
な
の
か
、
そ
れ
は
「
接
待
」

と
は
何
が
違
う
の
か
。
数
年
前
に
財
界
で
痛

い
目
に
あ
っ
た
渋
沢
と
益
田
は
、
国
際
経
験

が
豊
か
な
蜂
須
賀
茂
韶
を
会
長
に
招
き
、
他

の
華
族
や
高
級
官
僚
が
多
数
名
を
連
ね
る
慈

善
団
体
と
し
て
、
喜
賓
会
を
創
り
ま
す
。
そ

う
し
て
訪
日
外
国
人
へ
の
便
宜
を
図
る
た
め

に
案
内
書
や
地
図
を
作
り
、
ま
た
主
要
な
名

所
や
旧
跡
へ
の
見
学
の
た
め
に
紹
介
状
を
作

成
し
た
り
、
日
本
側
の
重
要
人
物
を
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
喜
賓
会
の
英
語
名
の

W
elcom

e S
ociety of Japan

が
表
現

す
る
よ
う
に
、
こ
の
団
体
は
会
員
制
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
誰
で
も
入
れ
る

団
体
で
は
な
く
、
貴
族
や
高
官
た
ち
が
相
互

に
推
薦
し
て
入
会
す
る
「
社
交
界
」
と
し
て
構

想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
賓
を
も
て
な
す

民
間
外
交
の
組
織
で
あ
り
、「
外
国
人
接
待

協
会
」
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
な

ら
ば
無
条
件
で
「
接
待
」
す
る
の
で
は
な
く
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
と
し
っ
か
り
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
訪
日
外
国
人
だ
け
を
歓
迎
す
る
、

と
い
う
考
え
方
で
運
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
主
従
関
係
の
隷
属
的
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
「
接
待
」
か
ら
、
対
等
な
関
係

で
友
好
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
社

交
」
へ
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
が
大
き
く
転

換
し
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
喜
賓
会
の
本
部
は

帝
国
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
こ
ろ
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
も
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
美
術

商
で
活
躍
し
た
国
際
経
験
豊
か
な
林
愛
作

が
、日
本
人
の
支
配
人
と
し
て
着
任
し
ま
す
。

や
が
て
林
は
、鉄
道
院
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
、

や
は
り
日
本
の
鉄
道
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ

と
に
な
る
木
下
淑
夫
と
と
も
に
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
設
立
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

1
9
1
2
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
喜

賓
会
は
ま
だ
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
き
に
社
史
や
学
術
書
な
ど
で
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
そ
し
て
の
ち
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
喜
賓
会

の
後
継
団
体
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
を
見
か

け
ま
す
が
、
そ
れ
は
不
正
確
で
す
。
喜
賓
会

と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
2
年
ち
か
く
併
存
し
、
そ

し
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
旅
立
ち
を
見
届
け
た
喜

賓
会
は
、
1
9
1
4
年
に
解
散
し
ま
す
。
つ

ま
り
こ
の
二
つ
の
団
体
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
が
異
な
る
別
組
織
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
第
1
期
が「
接
待
」、第
2
期
が「
社

交
」で
あ
る
な
ら
ば
、第
3
期
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
た
1
9
1
2
年
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
は
「
事
業
」
だ
っ
た
、

と
い
え
ま
す
。

　「
事
業
」
と
い
う
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
あ
る
い

は
お
金
儲
け
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少
し
異
な
り
ま
す
。
上
述
し
た

鉄
道
官
僚
の
木
下
淑
夫
（
以
下
、
木
下
）
は
、

米
国
へ
留
学
し
て
鉄
道
の
営
業
、
つ
ま
り

ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
の
運
用
か

ら
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
を
高
め
る
「
事
業
」

の
思
想
を
学
び
、
さ
ら
に
欧
州
を
視
察
し
て

か
ら
帰
国
し
た
後
に
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
設
立

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
政
府
観
光
局
を
持
た
な

い
日
本
で
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
実
質
的
な
訪

日
客
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
こ
で
「
接
待
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
社
交
」
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
で
は
、
窓
口
業
務
を
永
続

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
応
対
す
べ
き

訪
日
客
も
貴
族
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
ま
り
慈
善
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
な

い
、
よ
り
持
続
可
能
で
民
主
的
な
「
事
業
」

が
必
要
で
す
。
一
定
の
対
価
を
支
払
え
ば
、

出
身
や
身
分
や
目
的
な
ど
で
差
別
せ
ず
に

「
訪
日
客
」
と
し
て
平
等
か
つ
公
正
に
扱
う
。

こ
れ
が
近
代
の
市
民
社
会
に
適
合
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
で
実
現

し
た
組
織
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
す
。

　「
事
業
」
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
鉄

道
院
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
日
本
郵
船
な

ど
当
時
の
国
際
的
な
日
本
企
業
の
支
援
も
得

て
、
ど
ん
ど
ん
組
織
を
大
き
く
し
て
い
き
ま

す
。
慈
善
か
ら
事
業
へ
、
そ
し
て
限
ら
れ
た

エ
リ
ー
ト
か
ら
す
べ
て
の
市
民
へ
と
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
を
転
換
さ
せ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

存
在
は
、
日
本
の
観
光
史
を
考
え
る
う
え
で

大
変
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
省
み
る
と
、
第
3
期
の「
事

業
」
の
時
代
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
第
2
期
の

「
社
交
」
と
第
1
期
の
「
接
待
」
は
、
い
わ
ゆ

る
失
敗
の
時
代
で
あ
り
、
再
考
す
る
価
値
の

な
い
時
代
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
鹿
鳴
館

と
一
体
の
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
よ
り
有
名
な
喜
賓
会
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

ま
す
。
し
か
し
第
1
期
の
「
接
待
」
と
第
2

期
の
「
社
交
」
が
あ
っ
て
こ
そ
第
3
期
の
「
事

業
」
が
あ
る
、
と
い
う
歴
史
を
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
喜
賓
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
一

世
を
風
靡
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
文
化

と
し
て
、「
横
浜
写
真
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
で
生
み
成
さ
れ
た
浮
世
絵
の
彩
色

技
術
と
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
最
新
メ

デ
ィ
ア
の
写
真
術
が
横
浜
の
地
で
出
会
い
、

そ
れ
を
継
承
し
た
日
下
部
金
兵
衛
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
関
係
者
た
ち
が
新
た
な
融
合

の
形
を
み
せ
た
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
局
面
に
あ
る

中
、
日
本
に
お
け
る
観
光
政
策
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
に
対
す
る
考
え
方
の
変
遷
、
さ
ら

に
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢
や
課
題

に
対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
組
織
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
の
か
を
整
理
・
検

証
す
る
こ
と
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
と
さ
れ
る
喜
賓
会
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
国
際
観
光
局
を
中
心

と
し
た
各
組
織
の
役
割
や
取
り
組
み
に
注
目

し
て
研
究
メ
ン
バ
ー
か
ら
報
告
し
た
他
、
同

時
代
に
外
客
誘
致
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
と
日
本
郵
船

（
歴
史
博
物
館
）
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
報
告

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
の
設
立
は
1
9
1
2
年

で
す
が
、
こ
れ
は
明
治
元
年
か
ら
44
年
後
の

こ
と
で
す
。
で
は
半
世
紀
ち
か
く
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
報
告
で
は
、
3
つ
の
期

間
に
着
目
し
て
「
最
初
の
半
世
紀
」
を
考
え

ま
す
。

　
ま
ず
1
8
8
8
年
、
渋
沢
栄
一
は
三
井
物

産
を
創
っ
た
益
田
孝
、
そ
し
て
外
務
大
臣
を

務
め
た
井
上
馨
と
協
力
し
、東
京
商
工
会（
現

在
の
東
京
商
工
会
議
所
）
の
な
か
に
「
外
国

人
接
待
協
会
」を
設
立
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

こ
れ
が
第
1
期
の
「
接
待
」
の
時
代
で
す
。

議
論
の
末
に
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
一
体
で
構

想
さ
れ
て
い
た
鹿
鳴
館
と
帝
国
ホ
テ
ル
は
実

現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
接
待
」
の
時
代
、
不
平
等
条
約
を

早
く
改
正
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
来
日

す
る
外
国
人
を
無
償
で
接
待
す
る
こ
と
は
、

国
益
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
鹿
鳴

館
へ
の
非
難
が
沸
き
起
こ
り
、「
外
国
人
接

待
協
会
」
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
果
と

し
て
帝
国
ホ
テ
ル
だ
け
が
ひ
と
り
生
き
残
り

ま
す
。
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
、
逆

風
の
う
ち
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
渋
沢
た
ち
は
、
帝
国
ホ
テ

ル
を
拠
点
に
新
た
な
団
体
を
設
立
し
ま
す
。

1
8
8
3
年
設
立
の
喜
賓
会
で
す
。
そ
の
初

期
の
本
部
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
置
か
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
第
2
期
の「
社
交（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）」

インバウ
ン
ド
の

こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら

〜
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録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
外
国

人
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に
や
っ
て
来
る
と
弊

害
が
あ
る
と
い
っ
た
誤
解
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
、
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
印
刷
物
や

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
教
育
の

現
場
も
活
用
し
た
観
光
観
念
の
普
及
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
祭
は
、
国
際
観
光
局
開
設
5
周
年
を

記
念
し
て
1
9
3
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
開
催
目
的
の
一
つ
に
は
「
観
光
事
業
の

重
要
性
を
認
識
せ
し
む
る
こ
と
」
と
あ
り
ま

す
。
観
光
事
業
、
す
な
わ
ち
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
対
象
と
し
た
事
業
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
周
知
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
最
初
の
3
年
間
は
開
催
規
模
が
徐
々
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
に
は
、
1
9
3
5

年
の
初
回
は
22
ヶ
所
で
開
催
、
翌
年
の
第
2
回

は
1
4
0
ヶ
所
で
開
催
、
1
9
3
7
年
の
第
3

回
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
、

拡
大
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
観
光
祭

は
年
1
回
、
4
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
に
関
し
て
は
、
第
1
回
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
「
観
光
即
産
業
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
観
光
は
経
済
的
な
利
益
を
生
み
だ
す

産
業
だ
と
P
R
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
は
、「
黒
字
を
招
く
観
光
事
業
を
語
る
」

と
題
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て

お
り
、
外
客
誘
致
に
よ
る
効
果
の
な
か
で
も

外
貨
獲
得
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
は
、
タ
イ
の
伝
統
的

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
東
京
に
限
っ
た
話
で

な
く
、
全
国
各
地
で
日
本
の
伝
統
芸
能
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
た
り
、「
国
際
観
光
」
と
い

う
こ
と
で
海
外
の
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
回
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
見
る
と
、

ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
広
報
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
観

光
局
長
に
よ
る
講
演
や
「
観
光
日
本
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
観
光
祭
を
記
念
し

て
「
観
光
事
業
の
栞
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
表

紙
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に

や
っ
て
来
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
典
型
的
な

日
本
の
風
景
を
採
用
し
た
絵
は
が
き
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
東
京
だ
け
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が「
挙
国
一
致
で
邦
土
美
化
」と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

前
回
と
同
様
に
国
際
観
光
局
に
よ
る
演
説
が

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
全
国
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
観
光
祭
を
春
の
風

物
詩
と
し
て
報
じ
る
新
聞
も
出
て
来
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
祭
は
徐
々
に
規
模
を
拡

大
さ
せ
な
が
ら
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
が
、1
9
3
8
年
以
降
は
名
称
が「
観

光
報
国
週
間
」
に
変
更
と
な
り
、
そ
の
質
に

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
9
3
7
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
「
国

民
精
神
総
動
員
」
が
国
策
化
さ
れ
ま
す
が
、

観
光
祭
に
つ
い
て
も
、
時
節
柄
お
祭
り
と
い

う
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
地
味
に
や
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

1
9
3
8
年
に
開
催
さ
れ
た
観
光
報
国
週
間

で
は
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
強
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
報
国
週
間
で
は
、
教
育
機
関
と
の
連

携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
旅
と
健

康
」、「
公
徳
を
守
り
ま
せ
う
」、「
国
土
の
愛

護
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
小
学
生
に
作
文
を

書
か
せ
て
優
秀
作
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
出
来
事
か
ら
は
、
国
民
精
神
総
動
員

下
の
教
育
が
観
光
と
関
与
を
深
め
て
い
く
様

子
を
指
摘
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
を
ま
と
め
る
と
、
観
光

祭
は
外
客
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
喧
伝

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
、

外
貨
獲
得
や
国
際
親
善
、
日
本
文
化
の
P
R

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
衆
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を
駆
使
し

起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
宿
に
と
っ
て
は
施

設
改
修
費
等
に
充
て
る
財
源
に
も
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
反
対
の
声
も
上
が
り
、
な
か
な

か
一
律
で
廃
止
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、似
た
よ
う
な
も
の
と
し
て「
心

付
」
が
あ
り
ま
す
が
、
見
返
り
を
期
待
す
る

茶
代
と
異
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
の

意
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
い
わ

ゆ
る
当
時
の
女
中
さ
ん
の
収
入
に
直
結
す
る

こ
と
か
ら
、
茶
代
は
廃
止
し
て
も
心
付
は
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
は
チ
ッ
プ
を
宿
泊
料
の
１
割
を
請
求
す

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
徐
々

に
サ
ー
ビ
ス
料
と
な
り
、
チ
ッ
プ
の
習
慣
も

徐
々
に
な
く
な
り
ま
す
。

　
チ
ッ
プ
や
茶
代
が
な
く
な
っ
た
の
は
近
代

化
・
合
理
化
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
な
ら
で

は
の
お
も
て
な
し
が
高
い
評
価
を
受
け
る
一

方
で
、
そ
こ
に
対
価
を
支
払
う
感
覚
が
日
本

人
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
が
非
常
に
評
判
と

な
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
設
立
20
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
1
9
3
2
年
に
邦
人
に
対
す

る
旅
行
斡
旋
を
行
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

3
代
目
幹
事
の
高
久
甚
之
助
は
、
職
員
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
旅
行
業
と
し
て
の
礎
を
築
く
と

共
に
、
鉄
道
省
運
輸
局
の
後
任
で
も
あ
る
新
井

尭
爾
と
一
緒
に
外
客
誘
致
の
政
策
化
に
向
け
て

動
き
ま
し
た
。
1
9
3
0
年
に
は
鉄
道
省
に
国

際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
、
新
井
は
初
代
局
長
に

就
任
し
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
が
取
り
組
ん
だ
外
客
誘
致
と

言
っ
て
も
か
な
り
範
囲
が
広
い
の
で
、
今
日

は
共
同
研
究
の
過
程
で
気
が
つ
い
た
興
味
深

い
事
例
と
し
て
、「
観
光
祭
」
と
「
観
光
報
国

週
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
国
際
観
光
局
で
す
が
、
外
客
誘

致
に
関
す
る
事
項
を
司
る
機
関
と
し
て
、

1
9
3
0
年
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
外
客
誘
致
が
国
策

化
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
下
で
閉
局
と
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
国
際
観
光
局
と
類
似
し
た
名
称

の
組
織
が
誕
生
し
ま
す
。
1
つ
は
国
際
観
光

委
員
会
で
す
。
こ
れ
は
外
客
誘
致
に
特
化
し

た
鉄
道
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
国
際
観
光
局

は
そ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
も
う
1
つ
が
国
際
観
光
協
会
と
い
う

組
織
で
す
。
国
際
観
光
局
が
一
番
力
を
入
れ

て
行
っ
た
の
が
、海
外
へ
の
観
光
宣
伝
で
す
。

そ
の
実
行
を
担
っ
た
と
言
い
ま
す
か
、
雑
誌

や
映
画
と
い
っ
た
媒
体
の
制
作
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
史
料
に
よ
っ
て
は
国
際
観
光
局

と
国
際
観
光
協
会
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な

く
、
両
者
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
の
開
局
か
ら
10
年
経
っ
た

1
9
4
0
年
に
発
行
さ
れ
た
『
観
光
事
業
十

年
の
回
顧
』
と
い
う
冊
子
に
、
そ
れ
ま
で
の

国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
観
光
局
に
関
し
て
は
こ
こ
15

年
ぐ
ら
い
で
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
そ
の
発

端
と
な
っ
た
の
が
、
神
戸
女
子
大
学
の
砂
本

文
彦
先
生
が
2
0
0
8
年
に
出
版
さ
れ
た

『
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
：
一
九
三
〇

年
代
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
』
と
い

う
分
厚
い
研
究
書
で
す
。
国
際
観
光
局
と
外

客
向
け
ホ
テ
ル
整
備
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

し
た
本
書
以
降
、
観
光
宣
伝
や
宣
伝
写
真
に

関
す
る
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
お
話
の
骨
子
は
、
国
際
観
光
局
に

よ
る
「
観
光
観
念
の
普
及
」
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
『
観
光
事
業

十
年
の
回
顧
』
に
は
、
国
際
観
光
事
業
の
意

義
に
つ
い
て
多
く
の
国
民
が
誤
解
を
し
て
い

る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
策

と
し
て
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い
く
に
は
国
民

の
誤
解
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
民
に
向
け
て
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る
「
観
光
祭
」

や
「
観
光
報
国
週
間
」
は
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
観
念
の
普
及
」
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
国
際
観
光
委
員
会
で
も
1
9
3
1
年
頃

か
ら
議
論
が
さ
れ
て
い
て
、
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
外
客
誘
致
を
行
う
こ
と
で
国
際
上
の
親

善
や
日
本
文
化
の
発
展
、
経
済
力
の
向
上
に

繋
が
り
、
そ
れ
が
広
く
国
民
に
も
利
益
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
発
言
が
議
事

　
営
業
開
始
初
日
の
外
国
人
宿
泊
客
は
わ
ず

か
5
名
と
、
最
初
の
5
年
間
の
経
営
は
決
し

て
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
0
9
年
に
林
愛
作
が
招
聘
さ
れ
て
、
そ

の
流
れ
で
1
9
2
3
年
に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
設
計
し
た
ラ
イ
ト
館
が
完
成

し
ま
し
た
。
1
9
3
3
年
に
は
日
本
初
の
本

格
的
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
あ
る
上
高

地
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
今
年
で
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

　
ラ
イ
ト
館
が
老
朽
化
で
明
治
村
に
移
築
さ

れ
、
1
9
7
0
年
に
現
在
の
本
館
が
開
業
し

ま
す
。
1
9
8
3
年
に
は
タ
ワ
ー
館
の
竣
工

と
い
う
我
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
業
と
し
て
事
業
を
継
続
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
か
、
収
益
性
を
ど
う
や
っ
て

上
げ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
プ
、
事
務
所
が
入
る
複
合
ビ
ル
と
し

て
1
9
8
3
年
に
不
動
産
事
業
に
参
入
し
ま

し
た
。
当
時
は
珍
し
い
形
態
で
し
た
が
、
ホ

テ
ル
と
い
う
業
態
の
屋
台
骨
を
支
え
る
よ
う

な
事
業
体
が
こ
こ
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
1
9
9
6
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
を
開

業
し
ま
し
た
。

　
ま
た
1
9
7
3
年
あ
た
り
か
ら
は
海
外
に

も
営
業
所
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
を
構
え
て

い
ま
す
。
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
5
年
駐
在

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
営
業
活
動
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
3
年
か
ら
国
策
と
し
て
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
と
し
て
も
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

2
0
2
5
年
の
万
博
ま
で
、
こ
う
い
っ
た
重

要
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
5
月
に
2
0
3
6
年
を
ゴ
ー

ル
と
し
た
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

既
に
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
6
年
に
は

京
都
に
新
規
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
す
。
そ
し

て
旗
艦
ホ
テ
ル
の
帝
国
ホ
テ
ル 

東
京
は
、

2
0
2
4
〜
2
0
3
0
年
に
タ
ワ
ー
館
、

2
0
3
1
〜
2
0
3
6
年
に
本
館
の
建
て
替

え
を
順
次
実
施
し
、
内
幸
町
一
丁
目
街
区
の
一

番
北
側
に
位
置
す
る
弊
社
創
業
の
地
に
、
新

た
な
建
物
が
整
う
予
定
で
す
。
こ
の
建
て
替

え
の
最
中
の
2
0
2
9
年
に
は
、
隣
の
鹿
鳴

館
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
ビ
ル
の
上
層
階
に
は

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
宿
泊
特
化
型
ス
モ
ー
ル

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
を
開
業
し
ま
す
。

様
々
な
時
代
背
景
に
1
3
0
年
間
晒
さ
れ
て

き
た
我
々
の
使
命
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

国
内
の
お
客
様
も
含
め
て
で
す
が
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
外
客
誘
致
を
お
手
伝
い
す
る
事
で

す
。
今
後
も
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
現
・
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル

執
行
役
員 

帝
国
ホ
テ
ル
東
京 

総
支
配
人
）

　
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
に
お
け
る
外
客
誘
致

に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
郵
船

（
以
下
、
郵
船
）
と
い
う
会
社
が
戦
前
、
ど

の
よ
う
な
外
国
人
乗
船
客
の
誘
致
を
し
て
い

た
の
か
、
先
生
方
が
発
表
さ
れ
た
3
つ
の
組

織
と
絡
め
な
が
ら
郵
船
が
制
作
し
た
外
国
語

表
記
の
出
版
物
、
印
刷
物
を
通
し
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
そ
の
前
に
簡
単
で
す
が
会
社
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
郵
船
は
1
8
8
5
年
に
郵
便
汽
船
三

菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
喜
賓
会
が
設
立
さ
れ
た

1
8
9
3
年
に
、
日
本
初
の
遠
洋
定
期
航
路

で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
航
路
を
開
設
し
ま
す
。
当

て
、
そ
の
様
子
が
日
本
各
地
に
拡
散
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
を
挙
げ
て
の
「
観

光
観
念
の
普
及
」が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
が
観
光
報
国
週
間
の
時
代
に
な
る

と
、
国
民
精
神
総
動
員
の
一
側
面
を
形
成
す

る
に
至
り
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
教
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
ま
さ
に
時
局
に
沿
っ
た

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

ラ
ジ
オ
も
引
き
続
い
て
活
用
さ
れ
ま
す
が
、

教
育
の
現
場
を
巻
き
込
ん
だ
広
い
意
味
で
の

「
国
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

時
局
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
も
は
や
外
客
誘
致

と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気

に
も
な
っ
て
来
ま
す
。
観
光
祭
か
ら
観
光
報

国
週
間
へ
の
移
行
過
程
で
は
、
外
客
誘
致
と

い
う
理
念
の
後
景
化
と
観
光
を
通
じ
た
国
民

の
統
合
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
戦
後
へ
の
視
座
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
は
こ
う
い
っ
た

話
題
は
戦
前
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
戦
後
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
正
し
い
観

光
観
念
の
普
及
」
と
か
「
観
光
道
徳
の
高
揚
」

と
か
「
観
光
週
間
」
と
い
っ
た
事
柄
が
昭
和
40

年
代
に
政
府
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
観
光
行
政
や
観
光
政
策
に
お
け
る
戦
前
と

戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
言
う
と
、
こ
ん
に
ち
日
本
国
政
府
が
取
り

組
ん
で
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
、
歴
史
学
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
0
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た

時
代
背
景
と
、
外
客
誘
致
が
国
策
で
あ
っ
た

こ
と
が
繋
が
っ
て
、
ど
ん
な
歴
史
を
歩
ん
で

い
た
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
使
命
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ホ
テ
ル
の
現
場
目
線
を
交
え
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
我
々
の
初
代
会
長
で
あ
る
渋
沢
栄

一
（
以
下
、
渋
沢
）
の
特
徴
的
な
言
葉
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
半

で
ご
説
明
い
た
だ
い
た
時
代
背
景
の
中
で
、

渋
沢
栄
一
が
開
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
林
愛
作
の
名
前
も
出
ま
し
た
が
、

彼
は
そ
の
後
の
時
代
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
は
、
彼
が
説
い
て
い
る
ホ
テ
ル
業

の
位
置
付
け
で
す
。「
一
国
の
経
済
に
も
関

係
す
る
重
要
な
事
項
。
外
客
の
御
客
を
接
待

し
て
満
足
を
与
ふ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
1
つ
、
1
8
9
0
年
11
月
3
日
の
帝

国
ホ
テ
ル
の
開
業
式
で
、
当
時
、
東
京
府
知

事
の
祝
辞
に
対
す
る
答
辞
で
述
べ
た
言
葉
が

「
用
命
が
あ
れ
ば
世
界
の
ど
ん
な
も
の
で
も

調
達
し
て
便
宜
を
図
る
。
こ
れ
こ
そ
帝
国
ホ

テ
ル
が
自
身
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
心
得
、

絶
対
に
譲
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。（
中
略
）
現

在
は
力
不
足
で
も
近
い
将
来
、
必
ず
恥
ず
か

し
く
な
い
レ
ベ
ル
を
約
束
す
る
」
で
す
。 

　
で
き
た
ば
か
り
の
帝
国
ホ
テ
ル
の
従
業
員

に
も
思
い
を
馳
せ
た
非
常
に
良
い
言
葉
か
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う

よ
り
、
今
後
の
ホ
テ
ル
業
の
先
を
見
据
え
た

言
葉
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
言
葉
は
、
退
任
後
に
ホ
テ

ル
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
従
業
員
に
か
け
た
も

の
で
、
渋
沢
ら
し
い
言
葉
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

「
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、世
界
の
隅
々
に
帰
っ

て
い
く
人
達
に
日
本
を
忘
れ
ず
に
帰
ら
せ
、

一
生
日
本
を
な
つ
か
し
く
思
出
さ
せ
る
こ
と

の
出
来
る
、
国
家
の
た
め
に
も
非
常
に
大
切

な
仕
事
で
あ
る
。」 

　
全
文
は
紹
介
し
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
に
対

す
る
ね
ぎ
ら
い
と
期
待
を
込
め
た
言
葉
で
、

外
客
を
接
遇
す
る
ホ
テ
ル
に
対
す
る
期
待
値

の
高
さ
や
重
要
性
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ

れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
渋
沢
の
言
葉
に
裏
付
け
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
、
我
々
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
企
業

理
念
を
創
業
以
来
掲
げ
て
い
ま
す
。「
帝
国

ホ
テ
ル
は
創
業
の
精
神
を
継
ぐ
日
本
の
代
表

ホ
テ
ル
で
あ
り
、
国
際
的
ベ
ス
ト
ホ
テ
ル
を

目
指
す
企
業
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
サ
ー
ビ

ス
と
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
の
発
展
と
人
々
の
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
今
年
で
1
3
3
年
目
を
迎
え
る
ホ
テ
ル
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
2
代
目
の
ホ
テ
ル

が
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災
の
当
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
直
近
で
言
う
と
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
に
こ
の
精
神
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
簡
単
に
歴
史
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
国
策
と
し
て
、
当
時
の

外
務
大
臣
の
井
上
馨
の
お
声
が
け
で
渋
沢
や

大
倉
喜
八
郎
等
の
当
時
の
財
界
の
方
が
協
力

し
合
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
初
代
本
館

の
建
物
正
面
は
現
在
と
異
な
り
北
に
面
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
の
南
側
が
鹿
鳴
館
と

い
う
立
地
で
し
た
。

の
営
業
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
英
文

広
報
誌
、
書
籍
を
次
々
刊
行
し
ま
す
。

『J
A
P
A
N
 O
v
e
r
s
e
a
s
 T
r
a
v
e
l 

M
agazin

e

』
は
浅
野
総
一
郎
が
創
業
し
た

東
洋
汽
船
と
い
う
海
運
会
社
が
発
行
し
て
い

た
ア
ジ
ア
を
紹
介
す
る
広
報
誌
で
す
。

1
9
2
6
年
に
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
と
合

併
し
た
際
に
郵
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支

店
が
引
き
継
ぎ
、
1
9
3
3
年
頃
ま
で
続
き

ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
大
半
の
記
者
は

外
国
人
で
す
が
な
か
に
は
在
米
日
本
人
も
い

ま
し
た
。
紹
介
記
事
を
執
筆
し
た
記
者
や
表

紙
に
採
用
し
た
画
家
を
み
て
い
く
と
興
味
深

い
の
で
す
が
先
行
研
究
が
少
な
い
た
め
当
館

で
は
収
集
・
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『T
H
E
 T
R
A
V
E
L
 B
U
L
L
E
T
IN

』
と

い
う
英
文
広
報
誌
も
創
刊
し
ま
す
。
就
航
船

や
観
光
地
の
最
新
情
報
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、

船
客
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を
掲
載
し
、
船

客
に
も
好
評
で
年
々
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て

い
た
広
報
誌
で
す
。 

　
旅
行
者
と
荷
主
向
け
の
世
界
年
鑑

『G
L
IM
P
S
E
S
 O
F
 T
H
E
 E
A
S
T

』も

刊

行
し
ま
す
。
船
を
主
題
と
し
た
色
彩
豊
か
な

装
丁
で
主
要
国
の
基
本
情
報
や
産
業
を

1
0
0
0
頁
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
の
ポ
ス
タ
ー
は
大
正
期
の
美
人

画
か
ら
パ
リ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
へ

と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
弘
前
城
を
主
題
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
『V

isit Jap
an
 b
y Jap

an
 

M
ail

』
は
国
際
観
光
局
が
観
光
宣
伝
用
に
制

作
し
た
ポ
ス
タ
ー
『
J
A
P
A
N
』
と
同
じ

構
図
で
す
。
作
者
は
船
客
課
に
技
師
と
し
て

在
籍
し
た
戸
田
芳
鐵
で
す
。
量
産
さ
れ
る
印

刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
社
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
客
課
が
ま
と
め
た
1
9
3
0
年
代
の
国

別
の
乗
船
客
数
の
統
計
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
日
本
人
船
客

の
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
1
等
船
客
で

は
欧
米
圏
の
方
が
多
い
か
な
と
感
じ
ま
す
。

華
や
か
な
客
船
文
化
と
い
う
と
所
謂
1
等
船

客
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
の
で
す
が
、
実

際
に
利
益
を
出
し
て
い
た
の
は
コ
ス
ト
が
低

い
3
等
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、
遠
洋
定
期
航
路

を
開
い
た
明
治
中
期
に
は
外
国
人
の
乗
船
客

獲
得
の
一
環
と
し
て
多
言
語
に
も
対
応
し
た

外
国
語
の
印
刷
物
の
制
作
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
に
入
り
ア
メ
リ
カ
に
経
済
の
中

心
が
移
っ
て
い
く
な
か
で
印
刷
物
の
表
記
は

ほ
と
ん
ど
英
語
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
自
社
の
集
客
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
案
内

書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
単
に
訪
日
を

目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
全

体
に
誘
致
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

3
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

福
永
　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
や
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
最
後
に
少
し

総
括
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
一
つ

目
で
す
が
、「
第
一
次
世
界
大
戦
前
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
最
大
の
ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
雑

誌
に
、
喜
賓
会
の
紹
介
が
載
っ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
と
違
っ
て
日
本
は
政
府
公
的
機
関
が

主
力
に
な
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
評
価
は
喜
賓
会
の
内

実
に
即
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
口
　
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
喜
賓
会
が
日

本
政
府
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
喜
賓
会
自
体
は
日
本
政
府
と

全
く
無
関
係
で
独
立
し
た
存
在
で
す
。
渋
沢

栄
一
な
ど
が
民
間
外
交
の
礎
を
築
く
た
め
に

作
っ
た
団
体
な
の
で
、
私
の
現
在
の
知
識
で
は

フ
ラ
ン
ス
の
評
価
は
事
実
と
は
少
し
ず
れ
て

い
る
部
分
が
あ
る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、「
当

時
の
外
客
誘
致
の
対
象
は
西
洋
諸
国
で
し
ょ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
先
進
諸
国

が
外
客
誘
致
の
対
象
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う

ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー

に
つ
い
て
は
統
計
も
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
協
会
の
リ
ン
ゼ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル

と
の
繋
が
り
も
そ
う
で
す
し
、
か
な
り
ア
メ

リ
カ
を
意
識
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

千
住
　
当
時
の
統
計
を
見
る
と
解
釈
に
も
よ

り
ま
す
が
、
実
は
人
数
が
1
番
多
い
の
が
中

初
は
国
内
航
路
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
内
の
鉄
道
網
の
発
達
と
、
他
社
と
の
競
合

等
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
遠
洋
航
路
に
舵
を

切
っ
て
い
ま
す
。
1
8
9
6
年
に
は
欧
州
航
路

と
米
国
シ
ア
ト
ル
航
路
、
豪
州
航
路
の
三
大
航

路
を
開
設
、
1
9
2
6
年
に
は
事
業
家
の
浅
野

総
一
郎
が
創
立
し
た
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
を

合
併
し
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
継

承
し
ま
す
。 

　
昭
和
に
入
る
と
、
浅
間
丸
や
氷
川
丸
等
の

優
秀
船
が
次
々
と
竣
工
し
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
豪
華
客
船
時
代
が
到
来
し
、
郵
船
で
も

船
の
大
型
化
が
進
み
、
収
益
面
で
も
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起

こ
り
、
客
船
文
化
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
資
料
で
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
の
が
、
1
8
9
9
年
に
設
置
さ
れ
た

船
客
課
と
い
う
部
署
で
す
。
船
客
全
般
に
関

わ
る
業
務
を
扱
い
、
そ
の
中
に
「
広
告
」
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
期
の
「
業
務
執
行

規
則
」に
は
さ
ら
に
具
体
的
な
記
載
が
あ
り
、

営
業
上
の
広
告
、
宣
伝
及
び
そ
の
印
刷
物
等

に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
福
永
さ
ん
の
話
で
名
前
が
出
て
き
た
林
民

雄
は
こ
の
船
客
課
の
課
長
を
し
て
お
り
、
の

ち
に
専
務
取
締
役
に
な
る
人
物
で
す
。 

　
は
じ
め
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
1
8
9
4

年
刊
行
の
会
社
案
内『H

A
N
D
B
O
O
K
 O
F
 

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N
 
F
O
R
 

P
A
S
S
E
N
G
E
R
S
 A
N
D
 S
H
IP
P
E
R
S

』

で
す
。
表
紙
は
外
国
人
好
み
の
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
扇
面
散
ら
し
を
用
い
て
い
ま
す
。
内

容
は
運
航
表
や
各
航
路
の
紹
介
と
い
っ
た
会

社
案
内
で
す
が
、
航
路
拡
大
に
合
わ
せ
て
横

浜
や
鎌
倉
な
ど
観
光
名
所
の
紹
介
、
ロ
ン
ド

ン
な
ど
寄
港
地
の
紹
介
が
増
え
て
い
き
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
英
語
以
外
で
は
ド
イ
ツ
語
版（
1
9
1
4

年
）も
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
9
年
に
は
『T

O
 N
IP
P
O
N
, T
H
E
 

L
A
N
D
 O
F
 T
H
E
 R
IS
IN
G
 S
U
N
 

B
Y
 T
H
E
 N
.Y
.K
.

』を
出
版
し
て
い
ま
す
。

1
8
9
6
年
の
豪
州
航
路
開
設
と
1
8
9
8

年
の
新
造
船
春
日
丸
の
就
航
に
合
わ
せ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
日
本
へ
渡
航
し
、
各
地
を
巡
り
な
が

ら
観
光
す
る
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
印
刷
所
が
配
布
先
で
あ
る

現
地
シ
ド
ニ
ー
の
印
刷
会
社
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
で
す
。ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
の『
風

俗
画
報
』
の
臨
時
増
刊
号
で
も
春
日
丸
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
左
側
の
絵
は
乗
船
時

の
桟
橋
の
様
子
、
右
側
が
1
等
船
客
の
食
事

中
の
様
子
で
す
。
日
本
髪
の
方
も
い
ま
す
が

西
洋
の
船
客
が
多
い
印
象
で
す
。
辮
髪
の
船

客
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
期
に
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
海
運
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
は
カ

レ
ン
ダ
ー
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
定
期
航
路
や
本
支
店
の
一
覧
、
航
路
図

な
ど
情
報
量
が
多
く
、
長
く
掲
示
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
1
9
0
8
年
の
中
国
語
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
中
国
の
暦
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
期
に
入
る
と
郵
船
は
第
一
次
大
戦

下
、
好
景
気
を
背
景
と
し
て
資
本
金
を
1
億

円
に
増
加
し
て
、
航
権
の
拡
張
に
努
め
全
世

界
へ
と
航
路
を
広
げ
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
設
立
と
も
重

な
り
多
様
な
出
版
物
・
印
刷
物
を
量
産
し
ま

す
。 

　
大
正
期
は
美
人
画
を
主
題
と
し
た
広
告
ポ

ス
タ
ー
が
流
行
し
ま
す
。
和
装
の
女
性
が
描

か
れ
た
2
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
言
語
が

異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
語
だ
け
を
差

し
替
え
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
各
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

　
無
償
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
大
正
期
以

降
、
図
版
が
増
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
形
状
が
細

分
化
し
て
い
き
ま
す
。
右
下
写
真
は
ド
イ
ツ

の
旅
行
代
理
店
の
店
内
の
様
子
で
し
て
沢
山

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
並
べ
て
置
か
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
外
国
語
表
記
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
富
士
山
や
桜
な
ど
を
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
表
紙
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　『N
IP
P
O
N
 Y
U
S
E
N
 K
A
IS
H
A
 

O
F
F
IC
IA
L
 S
H
IP
P
E
R
S
' G
U
ID
E

』

は
表
紙
の
題
字
と
巻
末
の
索
引
項
目
が
英

語
、
日
本
語
、
ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
5
か
国
語
表
記
に
な
っ
て
い
ま

す
。
乗
船
客
向
け
で
は
な
く
輸
出
入
業
者
や

製
造
業
者
、
官
庁
に
配
布
し
た
営
業
案
内
書

で
す
。
国
や
地
域
ご
と
に
風
俗
や
観
光
名
所

の
紹
介
が
あ
り
、
世
界
各
国
の
企
業
や
商
店

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
は
、

業
界
全
体
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
か
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
と
い
う
方
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。
観

光
業
界
か
ら
少
し
人
が
離
れ
て
い
る
現
状

を
、
こ
う
し
た
機
会
も
含
め
て
改
善
す
る

き
っ
か
け
が
作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
戦
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い

て
先
生
方
の
発
表
を
聴
き
、
日
本
郵
船
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
遠
洋
航
路
を
開
い
た

明
治
期
か
ら
広
告
宣
伝
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
に
関
し
て
は
三
菱
が
日
本
郵
船

の
創
業
前
に
船
員
育
成
の
三
菱
商
船
学
校
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
の
東
京
海
洋

大
学
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
よ
う
な
養
成
所
を
作
っ

て
、
自
社
で
英
語
教
育
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
マ

ナ
ー
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
料
理
と
い
う

面
で
も
船
の
コ
ッ
ク
た
ち
が
の
ち
に
港
町
で

洋
食
屋
を
開
い
て
、
洋
食
文
化
と
し
て
日
本

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
前
の
豪
華
客
船
と

い
う
文
化
が
花
開
い
た
結
果
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

八
島
　
色
々
と
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

は
持
続
可
能
な
観
光
事
業
を
ど
う
い
う
切
り

口
で
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
無
償
か
ら
有
償
、
接
待
か
ら

社
交
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
今
も
似
た
よ
う
な
課

題
で
も
が
い
て
い
る
我
々
が
い
る
の
か
な
と
。

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
名
前
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
サ
ー
ビ
ス
＝
無
償
と
い
う
考
え
は
ま

だ
日
本
に
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
結
果
的

に
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を
求
め
に
く
い
環
境
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ

た
り
か
ら
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
て
い
か

な
い
と
、
持
続
可
能
な
観
光
業
に
は
な
ら
な

い
の
か
な
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

山
口
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
も
う
1
つ

が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
す
ご
く
コ
ス

ト
が
か
か
る
の
で
す
が
、
コ
ス
ト
と
い
う
よ
り

も
楽
し
さ
や
文
化
の
力
に
な
る
こ
と
を
昔
の

人
た
ち
は
信
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、

そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
両
立
さ
せ
て
い
く
と
、
色
々
な
も
の
を
有

機
的
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
観
光
と
い
う
現
場
は
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
が
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
ホ
テ
ル
も
非
常
に
魅
力
的
な
仕
事
で
あ

り
、
教
育
の
現
場
で
も
あ
り
、
も
し
か
し
た

ら
大
学
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
教
育
機
関
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
多
様
性

を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
現
場
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
活
動
に
落
と
し
込
む
か
。
あ
る
い
は

教
育
者
と
し
て
学
生
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

千
住
　
3
年
間
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
日
は
大
変
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
そ
れ

は
資
料
の
少
な
さ
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
各
社
の
皆
様
に
は
、
御
社
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
と
の
ご
認
識
の
も
と
、
是
非
と
も

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

よ
う
な
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
現
在
進

行
中
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
意
義
を
よ
り

明
確
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
1
点
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
学
で
観

光
学
を
学
ぶ
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
よ
う

や
く
好
転
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
観
光
を
通
し
て
自
分
と
は
異

な
る
文
化
や
社
会
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
学
生
た
ち
が
再
び
期
待
を
持
ち
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
学
部
を
卒
業

し
た
ら
観
光
産
業
に
就
職
す
る
と
い
う
の
も

王
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
学
部
を
卒
業
し

た
学
生
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
社
会
に
目
を

向
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
い
く
の

が
、
観
光
学
部
の
教
員
と
し
て
の
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
非
常
に
刺
激
の
多

い
一
日
で
し
た
。

福
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
議
論
が
足
り
な
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
時
代
に
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
研
究
と
実
務

の
視
点
か
ら
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
で
す
。
そ
の
中
に
留
学
生
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
中
国
に
い
る
欧
米
人
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
ま
す
が
、

国
際
観
光
局
は
も
う
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
一

点
突
破
で
す
。
そ
れ
は
消
費
額
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
島

　そ
こ
ま
で
遡
ら
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
圧
倒
的
に
当
初
か
ら

欧
米
中
心
に
セ
ー
ル
ス
に
注
力
し
て
い
た
の

は
事
実
で
す
。
た
だ
、
一
方
で
中
国
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

福
永
　
続
い
て
「
当
時
の
外
国
人
向
け
の
食

事
の
提
供
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
特
に
船
内
で
の
お
食
事
が
好
評

で
、
そ
れ
が
ホ
テ
ル
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
1
、
2
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
明
治
の
頃
は
外

国
か
ら
シ
ェ
フ
を
招
い
て
各
船
に
乗
っ
て
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
航
路
を
拡
張

し
て
運
航
船
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
船
を

巡
回
す
る
の
も
大
変
と
い
う
こ
と
で
、

1
9
1
6
年
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
接
客
マ

ナ
ー
を
教
え
る
養
成
所
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
に
添
え
る
メ
ニ
ュ
ー
は
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
に
も
力
を
い
れ
て
い
て
、

珍
し
い
も
の
で
は
扇
子
に
印
刷
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

福
永
　
会
場
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
カ
ル

チ
ャ
ー
ズ
の
中
に
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
の

経
験
文
化
も
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
山
口
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

山
口
　
今
日
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
テ
ー
マ
な

の
で
、
受
け
入
れ
側
の
話
が
中
心
に
な
り
ま

し
た
が
、
海
外
で
色
々
な
経
験
を
す
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
に
も
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す

し
、
や
は
り
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
は
連
動

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
質
や
デ
ザ
イ
ン
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

日
本
郵
船
の
歴
史
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
ま

た
帝
国
ホ
テ
ル
も
、
単
に
箱
を
増
や
し
て
金

儲
け
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に

は
文
化
創
造
や
海
外
に
対
し
て
の
責
任
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

　
そ
う
す
る
と
今
日
の
話
の
行
き
先
と
し

て
、
マ
ナ
ー
と
い
う
の
が
観
光
に
と
っ
て
重

要
な
話
で
、
観
光
道
徳
も
「
べ
き
」
論
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
時
に
人
と
人
が
仲

良
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
道
徳
に

つ
い
て
も
っ
と
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

千
住
　
我
々
は
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
は
成
熟

し
た
と
い
う
自
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

な
気
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
が
、
他
の

国
の
人
を
見
る
視
線
と
し
て
ど
う
転
嫁
さ
れ

て
い
く
か
は
ま
た
別
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
コ
ロ
ナ
前
、
京
都
市
の
一
部
エ
リ
ア

で
は
観
光
客
が
集
中
し
、
混
雑
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
私

が
出
向
し
て
い
る
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都

市
で
は
「
京
都
観
光
モ
ラ
ル
」
を
掲
げ
、
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
に
観
光

客
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
供
に
大
切

に
し
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
観
光
客

に
対
し
て
も
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
元
の

事
業
者
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
、
最
近

は
海
外
の
方
の
方
が
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ
て

い
て
、
逆
に
日
本
人
の
方
が
悪
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　
去
年
の
9
月
に
は
、
京
都
在
住
の
外
国
人

の
方
と
座
談
会
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
伝

え
て
い
る
こ
と
が
海
外
の
方
に
は
ど
う
受
け

取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
日
本
人
の
常
識
で
一
方

的
な
押
し
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た

こ
と
も
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
や
は

り
相
互
理
解
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
前
半
の
報
告
で
の
問
い
か
け
に

あ
り
ま
し
た
「
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
の

可
能
性
」に
つ
い
て
で
す
が
、ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
も
旅
に
理
想
を
求
め
て
い
た
通
り
、
い
つ

の
時
代
も
観
光
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
に

実
現
し
た
い
姿
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
渋
沢
栄
一
の
言
葉
に
も
あ
る
通
り
、
自
分
の

ホ
テ
ル
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
や
世

界
に
貢
献
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
も
帝
国

ホ
テ
ル
の
経
営
の
中
で
意
識
さ
れ
る
機
会
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
一
方
で
課

題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
島
　
企
業
理
念
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
通

り
で
す
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
、
ホ

テ
ル
業
全
体
が
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま
す
。
外
客
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
に
な
い
文

化
を
学
び
、
吸
収
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う

意
識
で
事
業
を
継
続
し
て
い
け
ば
、
自
ず
と

良
い
答
え
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い

ま
す
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
海
外
か
ら
の

お
客
様
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
3
年
間
あ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
経
験
値
な
ど
が
少
し
鈍
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
る
と
、

3
年
前
に
入
っ
た
新
入
社
員
は
、
外
国
の
お

客
様
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

様
の
期
待
と
、
我
々
が
提
供
す
る
も
の
の

の
寄
付
が
減
少
し
、
体
制
と
し
て
も
実
務
を

担
う
事
務
局
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
り
ま

す
。
渋
沢
は
自
ら
政
府
に
陳
情
し
た
り
、
平

井
晴
二
郎
や
木
下
、
日
本
郵
船
の
林
民
雄
ら

に
、
若
い
人
た
ち
で
何
か
考
え
て
も
ら
い
た

い
と
相
談
し
ま
す
。

　
そ
し
て
喜
賓
会
の
後
を
ど
こ
が
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
ホ

テ
ル
は
経
営
状
態
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
や
汽
船
な
ど
の
交
通
事
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
万
国
鉄
道
会
議
の
よ
う
に
海
外
各
国

と
会
議
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
平
井
も
ス
イ

ス
の
観
光
施
設
に
感
銘
を
受
け
、
生
野
團
六

（
の
ち
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
初
代
幹
事
）
に
そ
の

研
究
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
院

の
立
場
と
し
て
木
下
が
中
心
に
な
り
、
日
本

郵
船
の
林
民
雄
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
林
愛
作
と

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
各
業
界
へ
の
説
得

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
山
口
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
喜
賓
会
の
人
材

や
財
産
な
ど
を
引
き
継
ぐ
こ
と
な
く
全
く
別

の
組
織
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
喜
賓
」
だ
け
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
広
く
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い

く
こ
と
、
事
務
所
は
鉄
道
院
内
に
置
き
鉄
道

院
の
職
員
が
実
務
に
当
た
る
こ
と
、
財
源
の

半
分
を
鉄
道
院
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
木
下
は
1
9
2
2
年
に
は
ツ

ア
ー
の
実
施
や
小
荷
物
運
搬
の
取
扱
と
い
っ

た
収
益
事
業
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、
こ

の
辺
り
は
喜
賓
会
の
課
題
が
活
か
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
ま
す
。

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
無
事
発
足
す
る
と
、
実
務

は
生
野
に
任
せ
、
木
下
は
鉄
道
院
の
立
場
か

ら
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
生
野
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
成
期
と
し

て
の
礎
を
築
く
訳
で
す
が
、
ま
ず
案
内
所
を

国
内
外
に
整
備
し
た
他
、
機
関
雑
誌「
ツ
ー
リ

ス
ト
」や
外
客
向
け
の
案
内
書「
J
A
P
A
N
」

を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
印
刷
物
を
作
成
・

配
布
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
先
進
事
例
や

書
籍
な
ど
を
研
究
し
て
実
務
に
活
か
す
と
と

も
に
、
案
内
書
等
は
内
容
、
英
訳
、
デ
ザ
イ
ン

の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
郵
船
の

航
路
や
支
社
な
ど
の
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活

か
し
て
配
布
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
2
代
目
幹
事
の
猪
股
忠
次
で
す
が
、
彼
は

南
満
州
鉄
道
勤
務
時
代
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
に
留
学
し
て
旅
客
事
務
を
研
究
し
て
い
ま

し
た
。イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
生
野
と
面
会
し
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
足
に
つ
い
て
聞
い
た
猪
股
は

1
9
1
8
年
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
転
職
し
ま

す
。
1
9
2
0
年
に
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

と
相
互
代
理
店
契
約
を
結
び
、
世
界
各
地
へ

の
切
符
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
国
内
外
の
鉄
道
会
社
・
汽
船
会
社
・
旅

行
会
社
と
の
代
売
代
理
店
契
約
の
締
結
、
デ

パ
ー
ト
へ
の
案
内
所
進
出
、
邦
人
へ
の
一
般

乗
車
券
の
発
売
、
旅
行
傷
害
保
険
、
観
劇
券
、

旅
行
小
切
手
、
手
荷
物
保
険
等
の
営
利
事
業

を
開
始
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
素
が
加
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
1
9
2
5
年
に
登
場
し

た
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
（
1
9
3
2
年
か
ら

は
旅
館
券
を
単
独
販
売
）
は
、
当
時
の
国
内

旅
行
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
「
茶
代
」
の
支

払
を
不
要
と
す
る
点
が
画
期
的
で
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
礎
を
築
く
上
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　「
茶
代
」
と
は
、
宿
代
と
は
別
に
任
意
で

出
す
料
金
の
こ
と
で
、
そ
の
額
に
よ
っ
て
良

い
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
り
、
待
遇
が
良
く
な

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
は
っ
き
り

値
段
が
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
妥
当

な
金
額
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
が
旅
行
者
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
外
国

人
に
と
っ
て
も
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
外
国

人
か
ら
は
茶
代
を
と
ら
な
い
、
も
し
く
は
宿

代
に
予
め
上
乗
せ
す
る
の
は
ど
う
か
と
い
っ

た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
返
り
を
期
待
し
て
高
い
金
額
を
出
す
こ

と
が
賄
賂
と
同
じ
だ
と
い
う
論
調
等
も
あ

り
、
1
9
0
0
年
頃
か
ら
茶
代
廃
止
運
動
が

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
例
で
す
。
た
だ
し
「
横

浜
写
真
」
で
は
、
日
本
人
女
性
の
裸
体
が
多

く
撮
影
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
の
男
性
の
ま

な
ざ
し
に
応
え
る
よ
う
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
剝
き
出
し
の
彩
色
写
真
」
が
多
数
残
っ

て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば
大
学
な
ど
の
写
真

史
の
研
究
で
は
キ
ッ
チ
ュ
で
低
俗
な
「
外
国

人
向
け
の
土
産
写
真
」
と
し
て
、
あ
ま
り
研

究
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
近

年
に
は
「
横
浜
写
真
」
を
再
考
す
る
機
運
が

高
ま
り
、
そ
れ
ら
を
現
在
の
価
値
観
か
ら
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ

ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
考
察
す
る
動
き

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
と
は
、
観
光
に
お
け
る
受
け
入
れ
側
つ
ま

り
ホ
ス
ト
の
文
化
と
、
訪
問
す
る
側
つ
ま
り

ゲ
ス
ト
の
文
化
に
対
し
て
、
そ
の
両
者
が
出

会
い
、
ま
た
交
流
す
る
こ
と
で
初
め
て
誕
生

す
る
第
三
の
文
化
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
誘
発
す
る
観
光
文
化
の
こ
と
で
す
。

　
す
る
と
「
外
国
人
接
待
協
会
」
も
喜
賓
会

も
、
あ
る
い
は
「
接
待
」
の
時
代
も
「
社
交
」

の
時
代
も
、
日
本
の
観
光
史
の
重
要
な
一
例

と
し
て
再
考
し
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
作
業
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
を
再
考
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
「
事
業
」
の
精
神
を
検
討
し
、
そ
の

優
れ
た
市
民
社
会
的
思
想
を
学
び
直
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
文

化
を
顧
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
へ
活
用
で
き
る
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
も
可
能
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致

と
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

次
の
時
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
観
光
文

化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
主
に
大
正
時
代
、
鉄
道
院
と

民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
外
客
誘
致
を
行
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
を
中
心
に
、
国
が
関
わ
る

こ
と
で
観
光
が
政
策
に
な
っ
て
い
く
過
程
、

さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
分
岐
し
て
い
っ

た
過
程
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
ま
だ
外
客
の
受

け
入
れ
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
観

光
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
長
年
に
渡
っ
て
課
題
だ
っ
た
の

は
、
外
客
誘
致
に
対
し
て
な
か
な
か
国
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
鉄
道
院
内
で
も
同
様
で
、
職
員
向
け
に
講

演
を
し
た
り
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
を
発
行
し
て
広
く
意
識
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
質
な
案

内
業
者
の
横
行
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
1
9
0
7
年
に
は
内
務
省

が
「
案
内
業
者
取
締
規
則
」
を
出
し
た
他
、

鉄
道
院
で
は
職
員
が
お
客
様
に
案
内
で
き
る

よ
う
「
英
語
練
習
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
客
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
宿

泊
施
設
が
不
足
す
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
日
本
に
到
着
し
て
も
ホ
テ
ル

に
宿
泊
で
き
ず
船
内
で
１
週
間
待
機
し
た
と

い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ホ

テ
ル
の
建
設
計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後

恐
慌
で
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
、
旅
館
に
施

設
の
改
良
や
外
客
の
受
け
入
れ
を
呼
び
掛
け

た
り
、
入
港
す
る
船
に
対
し
て
ホ
テ
ル
の
空

き
状
況
を
無
線
で
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。
本

格
的
に
全
国
に
国
際
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
る

の
は
国
際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
客
誘
致
を
担
う
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
少
し
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
で

あ
る
木
下
淑
夫
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
か
ら
、

輸
出
貿
易
の
発
達
を
見
越
し
た
経
済
的
側
面

と
、
外
客
と
日
本
人
と
の
正
し
い
相
互
理
解

を
図
る
と
い
う
2
つ
の
側
面
か
ら
外
客
誘
致

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

当
然
な
が
ら
木
下
一
人
の
発
案
だ
け
で

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
足
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
喜
賓
会
は
会
員
の
寄
付
を
資
金
に
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
向
け
の
案

内
書
の
制
作
や
配
布
が
経
費
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄
道
国
有
化
の
影

響
も
あ
り
、
会
員
で
あ
っ
た
鉄
道
各
社
か
ら

の
時
代
で
あ
り
、
20
年
あ
ま
り
続
き
ま
し

た
。

　
な
ぜ
「
社
交
」
な
の
か
、
そ
れ
は
「
接
待
」

と
は
何
が
違
う
の
か
。
数
年
前
に
財
界
で
痛

い
目
に
あ
っ
た
渋
沢
と
益
田
は
、
国
際
経
験

が
豊
か
な
蜂
須
賀
茂
韶
を
会
長
に
招
き
、
他

の
華
族
や
高
級
官
僚
が
多
数
名
を
連
ね
る
慈

善
団
体
と
し
て
、
喜
賓
会
を
創
り
ま
す
。
そ

う
し
て
訪
日
外
国
人
へ
の
便
宜
を
図
る
た
め

に
案
内
書
や
地
図
を
作
り
、
ま
た
主
要
な
名

所
や
旧
跡
へ
の
見
学
の
た
め
に
紹
介
状
を
作

成
し
た
り
、
日
本
側
の
重
要
人
物
を
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
喜
賓
会
の
英
語
名
の

W
elcom

e S
ociety of Japan

が
表
現

す
る
よ
う
に
、
こ
の
団
体
は
会
員
制
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
誰
で
も
入
れ
る

団
体
で
は
な
く
、
貴
族
や
高
官
た
ち
が
相
互

に
推
薦
し
て
入
会
す
る
「
社
交
界
」
と
し
て
構

想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
賓
を
も
て
な
す

民
間
外
交
の
組
織
で
あ
り
、「
外
国
人
接
待

協
会
」
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
な

ら
ば
無
条
件
で
「
接
待
」
す
る
の
で
は
な
く
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
と
し
っ
か
り
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
訪
日
外
国
人
だ
け
を
歓
迎
す
る
、

と
い
う
考
え
方
で
運
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
主
従
関
係
の
隷
属
的
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
「
接
待
」
か
ら
、
対
等
な
関
係

で
友
好
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
社

交
」
へ
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
が
大
き
く
転

換
し
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
喜
賓
会
の
本
部
は

帝
国
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
こ
ろ
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
も
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
美
術

商
で
活
躍
し
た
国
際
経
験
豊
か
な
林
愛
作

が
、日
本
人
の
支
配
人
と
し
て
着
任
し
ま
す
。

や
が
て
林
は
、鉄
道
院
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
、

や
は
り
日
本
の
鉄
道
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ

と
に
な
る
木
下
淑
夫
と
と
も
に
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
設
立
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

1
9
1
2
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
喜

賓
会
は
ま
だ
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
き
に
社
史
や
学
術
書
な
ど
で
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
そ
し
て
の
ち
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
喜
賓
会

の
後
継
団
体
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
を
見
か

け
ま
す
が
、
そ
れ
は
不
正
確
で
す
。
喜
賓
会

と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
2
年
ち
か
く
併
存
し
、
そ

し
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
旅
立
ち
を
見
届
け
た
喜

賓
会
は
、
1
9
1
4
年
に
解
散
し
ま
す
。
つ

ま
り
こ
の
二
つ
の
団
体
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
が
異
な
る
別
組
織
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
第
1
期
が「
接
待
」、第
2
期
が「
社

交
」で
あ
る
な
ら
ば
、第
3
期
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
た
1
9
1
2
年
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
は
「
事
業
」
だ
っ
た
、

と
い
え
ま
す
。

　「
事
業
」
と
い
う
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
あ
る
い

は
お
金
儲
け
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少
し
異
な
り
ま
す
。
上
述
し
た

鉄
道
官
僚
の
木
下
淑
夫
（
以
下
、
木
下
）
は
、

米
国
へ
留
学
し
て
鉄
道
の
営
業
、
つ
ま
り

ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
の
運
用
か

ら
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
を
高
め
る
「
事
業
」

の
思
想
を
学
び
、
さ
ら
に
欧
州
を
視
察
し
て

か
ら
帰
国
し
た
後
に
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
設
立

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
政
府
観
光
局
を
持
た
な

い
日
本
で
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
実
質
的
な
訪

日
客
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
こ
で
「
接
待
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
社
交
」
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
で
は
、
窓
口
業
務
を
永
続

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
応
対
す
べ
き

訪
日
客
も
貴
族
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
ま
り
慈
善
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
な

い
、
よ
り
持
続
可
能
で
民
主
的
な
「
事
業
」

が
必
要
で
す
。
一
定
の
対
価
を
支
払
え
ば
、

出
身
や
身
分
や
目
的
な
ど
で
差
別
せ
ず
に

「
訪
日
客
」
と
し
て
平
等
か
つ
公
正
に
扱
う
。

こ
れ
が
近
代
の
市
民
社
会
に
適
合
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
で
実
現

し
た
組
織
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
す
。

　「
事
業
」
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
鉄

道
院
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
日
本
郵
船
な

ど
当
時
の
国
際
的
な
日
本
企
業
の
支
援
も
得

て
、
ど
ん
ど
ん
組
織
を
大
き
く
し
て
い
き
ま

す
。
慈
善
か
ら
事
業
へ
、
そ
し
て
限
ら
れ
た

エ
リ
ー
ト
か
ら
す
べ
て
の
市
民
へ
と
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
を
転
換
さ
せ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

存
在
は
、
日
本
の
観
光
史
を
考
え
る
う
え
で

大
変
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
省
み
る
と
、
第
3
期
の「
事

業
」
の
時
代
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
第
2
期
の

「
社
交
」
と
第
1
期
の
「
接
待
」
は
、
い
わ
ゆ

る
失
敗
の
時
代
で
あ
り
、
再
考
す
る
価
値
の

な
い
時
代
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
鹿
鳴
館

と
一
体
の
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
よ
り
有
名
な
喜
賓
会
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

ま
す
。
し
か
し
第
1
期
の
「
接
待
」
と
第
2

期
の
「
社
交
」
が
あ
っ
て
こ
そ
第
3
期
の
「
事

業
」
が
あ
る
、
と
い
う
歴
史
を
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
喜
賓
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
一

世
を
風
靡
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
文
化

と
し
て
、「
横
浜
写
真
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
で
生
み
成
さ
れ
た
浮
世
絵
の
彩
色

技
術
と
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
最
新
メ

デ
ィ
ア
の
写
真
術
が
横
浜
の
地
で
出
会
い
、

そ
れ
を
継
承
し
た
日
下
部
金
兵
衛
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
関
係
者
た
ち
が
新
た
な
融
合

の
形
を
み
せ
た
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
局
面
に
あ
る

中
、
日
本
に
お
け
る
観
光
政
策
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
に
対
す
る
考
え
方
の
変
遷
、
さ
ら

に
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢
や
課
題

に
対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
組
織
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
の
か
を
整
理
・
検

証
す
る
こ
と
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
と
さ
れ
る
喜
賓
会
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
国
際
観
光
局
を
中
心

と
し
た
各
組
織
の
役
割
や
取
り
組
み
に
注
目

し
て
研
究
メ
ン
バ
ー
か
ら
報
告
し
た
他
、
同

時
代
に
外
客
誘
致
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
と
日
本
郵
船

（
歴
史
博
物
館
）
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
報
告

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
の
設
立
は
1
9
1
2
年

で
す
が
、
こ
れ
は
明
治
元
年
か
ら
44
年
後
の

こ
と
で
す
。
で
は
半
世
紀
ち
か
く
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
報
告
で
は
、
3
つ
の
期

間
に
着
目
し
て
「
最
初
の
半
世
紀
」
を
考
え

ま
す
。

　
ま
ず
1
8
8
8
年
、
渋
沢
栄
一
は
三
井
物

産
を
創
っ
た
益
田
孝
、
そ
し
て
外
務
大
臣
を

務
め
た
井
上
馨
と
協
力
し
、東
京
商
工
会（
現

在
の
東
京
商
工
会
議
所
）
の
な
か
に
「
外
国

人
接
待
協
会
」を
設
立
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

こ
れ
が
第
1
期
の
「
接
待
」
の
時
代
で
す
。

議
論
の
末
に
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
一
体
で
構

想
さ
れ
て
い
た
鹿
鳴
館
と
帝
国
ホ
テ
ル
は
実

現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
接
待
」
の
時
代
、
不
平
等
条
約
を

早
く
改
正
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
来
日

す
る
外
国
人
を
無
償
で
接
待
す
る
こ
と
は
、

国
益
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
鹿
鳴

館
へ
の
非
難
が
沸
き
起
こ
り
、「
外
国
人
接

待
協
会
」
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
果
と

し
て
帝
国
ホ
テ
ル
だ
け
が
ひ
と
り
生
き
残
り

ま
す
。
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
、
逆

風
の
う
ち
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
渋
沢
た
ち
は
、
帝
国
ホ
テ

ル
を
拠
点
に
新
た
な
団
体
を
設
立
し
ま
す
。

1
8
8
3
年
設
立
の
喜
賓
会
で
す
。
そ
の
初

期
の
本
部
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
置
か
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
第
2
期
の「
社
交（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）」

<2>Copyright ⓒ 2021 JTBF All Rights reserved.
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録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
外
国

人
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に
や
っ
て
来
る
と
弊

害
が
あ
る
と
い
っ
た
誤
解
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
、
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
印
刷
物
や

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
教
育
の

現
場
も
活
用
し
た
観
光
観
念
の
普
及
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
祭
は
、
国
際
観
光
局
開
設
5
周
年
を

記
念
し
て
1
9
3
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
開
催
目
的
の
一
つ
に
は
「
観
光
事
業
の

重
要
性
を
認
識
せ
し
む
る
こ
と
」
と
あ
り
ま

す
。
観
光
事
業
、
す
な
わ
ち
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
対
象
と
し
た
事
業
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
周
知
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
最
初
の
3
年
間
は
開
催
規
模
が
徐
々
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
に
は
、
1
9
3
5

年
の
初
回
は
22
ヶ
所
で
開
催
、
翌
年
の
第
2
回

は
1
4
0
ヶ
所
で
開
催
、
1
9
3
7
年
の
第
3

回
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
、

拡
大
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
観
光
祭

は
年
1
回
、
4
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
に
関
し
て
は
、
第
1
回
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
「
観
光
即
産
業
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
観
光
は
経
済
的
な
利
益
を
生
み
だ
す

産
業
だ
と
P
R
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
は
、「
黒
字
を
招
く
観
光
事
業
を
語
る
」

と
題
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て

お
り
、
外
客
誘
致
に
よ
る
効
果
の
な
か
で
も

外
貨
獲
得
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
は
、
タ
イ
の
伝
統
的

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
東
京
に
限
っ
た
話
で

な
く
、
全
国
各
地
で
日
本
の
伝
統
芸
能
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
た
り
、「
国
際
観
光
」
と
い

う
こ
と
で
海
外
の
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
回
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
見
る
と
、

ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
広
報
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
観

光
局
長
に
よ
る
講
演
や
「
観
光
日
本
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
観
光
祭
を
記
念
し

て
「
観
光
事
業
の
栞
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
表

紙
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に

や
っ
て
来
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
典
型
的
な

日
本
の
風
景
を
採
用
し
た
絵
は
が
き
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
東
京
だ
け
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が「
挙
国
一
致
で
邦
土
美
化
」と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

前
回
と
同
様
に
国
際
観
光
局
に
よ
る
演
説
が

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
全
国
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
観
光
祭
を
春
の
風

物
詩
と
し
て
報
じ
る
新
聞
も
出
て
来
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
祭
は
徐
々
に
規
模
を
拡

大
さ
せ
な
が
ら
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
が
、1
9
3
8
年
以
降
は
名
称
が「
観

光
報
国
週
間
」
に
変
更
と
な
り
、
そ
の
質
に

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
9
3
7
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
「
国

民
精
神
総
動
員
」
が
国
策
化
さ
れ
ま
す
が
、

観
光
祭
に
つ
い
て
も
、
時
節
柄
お
祭
り
と
い

う
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
地
味
に
や
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

1
9
3
8
年
に
開
催
さ
れ
た
観
光
報
国
週
間

で
は
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
強
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
報
国
週
間
で
は
、
教
育
機
関
と
の
連

携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
旅
と
健

康
」、「
公
徳
を
守
り
ま
せ
う
」、「
国
土
の
愛

護
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
小
学
生
に
作
文
を

書
か
せ
て
優
秀
作
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
出
来
事
か
ら
は
、
国
民
精
神
総
動
員

下
の
教
育
が
観
光
と
関
与
を
深
め
て
い
く
様

子
を
指
摘
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
を
ま
と
め
る
と
、
観
光

祭
は
外
客
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
喧
伝

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
、

外
貨
獲
得
や
国
際
親
善
、
日
本
文
化
の
P
R

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
衆
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を
駆
使
し

起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
宿
に
と
っ
て
は
施

設
改
修
費
等
に
充
て
る
財
源
に
も
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
反
対
の
声
も
上
が
り
、
な
か
な

か
一
律
で
廃
止
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、似
た
よ
う
な
も
の
と
し
て「
心

付
」
が
あ
り
ま
す
が
、
見
返
り
を
期
待
す
る

茶
代
と
異
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
の

意
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
い
わ

ゆ
る
当
時
の
女
中
さ
ん
の
収
入
に
直
結
す
る

こ
と
か
ら
、
茶
代
は
廃
止
し
て
も
心
付
は
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
は
チ
ッ
プ
を
宿
泊
料
の
１
割
を
請
求
す

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
徐
々

に
サ
ー
ビ
ス
料
と
な
り
、
チ
ッ
プ
の
習
慣
も

徐
々
に
な
く
な
り
ま
す
。

　
チ
ッ
プ
や
茶
代
が
な
く
な
っ
た
の
は
近
代

化
・
合
理
化
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
な
ら
で

は
の
お
も
て
な
し
が
高
い
評
価
を
受
け
る
一

方
で
、
そ
こ
に
対
価
を
支
払
う
感
覚
が
日
本

人
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
が
非
常
に
評
判
と

な
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
設
立
20
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
1
9
3
2
年
に
邦
人
に
対
す

る
旅
行
斡
旋
を
行
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

3
代
目
幹
事
の
高
久
甚
之
助
は
、
職
員
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
旅
行
業
と
し
て
の
礎
を
築
く
と

共
に
、
鉄
道
省
運
輸
局
の
後
任
で
も
あ
る
新
井

尭
爾
と
一
緒
に
外
客
誘
致
の
政
策
化
に
向
け
て

動
き
ま
し
た
。
1
9
3
0
年
に
は
鉄
道
省
に
国

際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
、
新
井
は
初
代
局
長
に

就
任
し
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
が
取
り
組
ん
だ
外
客
誘
致
と

言
っ
て
も
か
な
り
範
囲
が
広
い
の
で
、
今
日

は
共
同
研
究
の
過
程
で
気
が
つ
い
た
興
味
深

い
事
例
と
し
て
、「
観
光
祭
」
と
「
観
光
報
国

週
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
国
際
観
光
局
で
す
が
、
外
客
誘

致
に
関
す
る
事
項
を
司
る
機
関
と
し
て
、

1
9
3
0
年
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
外
客
誘
致
が
国
策

化
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
下
で
閉
局
と
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
国
際
観
光
局
と
類
似
し
た
名
称

の
組
織
が
誕
生
し
ま
す
。
1
つ
は
国
際
観
光

委
員
会
で
す
。
こ
れ
は
外
客
誘
致
に
特
化
し

た
鉄
道
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
国
際
観
光
局

は
そ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
も
う
1
つ
が
国
際
観
光
協
会
と
い
う

組
織
で
す
。
国
際
観
光
局
が
一
番
力
を
入
れ

て
行
っ
た
の
が
、海
外
へ
の
観
光
宣
伝
で
す
。

そ
の
実
行
を
担
っ
た
と
言
い
ま
す
か
、
雑
誌

や
映
画
と
い
っ
た
媒
体
の
制
作
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
史
料
に
よ
っ
て
は
国
際
観
光
局

と
国
際
観
光
協
会
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な

く
、
両
者
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
の
開
局
か
ら
10
年
経
っ
た

1
9
4
0
年
に
発
行
さ
れ
た
『
観
光
事
業
十

年
の
回
顧
』
と
い
う
冊
子
に
、
そ
れ
ま
で
の

国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
観
光
局
に
関
し
て
は
こ
こ
15

年
ぐ
ら
い
で
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
そ
の
発

端
と
な
っ
た
の
が
、
神
戸
女
子
大
学
の
砂
本

文
彦
先
生
が
2
0
0
8
年
に
出
版
さ
れ
た

『
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
：
一
九
三
〇

年
代
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
』
と
い

う
分
厚
い
研
究
書
で
す
。
国
際
観
光
局
と
外

客
向
け
ホ
テ
ル
整
備
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

し
た
本
書
以
降
、
観
光
宣
伝
や
宣
伝
写
真
に

関
す
る
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
お
話
の
骨
子
は
、
国
際
観
光
局
に

よ
る
「
観
光
観
念
の
普
及
」
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
『
観
光
事
業

十
年
の
回
顧
』
に
は
、
国
際
観
光
事
業
の
意

義
に
つ
い
て
多
く
の
国
民
が
誤
解
を
し
て
い

る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
策

と
し
て
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い
く
に
は
国
民

の
誤
解
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
民
に
向
け
て
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る
「
観
光
祭
」

や
「
観
光
報
国
週
間
」
は
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
観
念
の
普
及
」
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
国
際
観
光
委
員
会
で
も
1
9
3
1
年
頃

か
ら
議
論
が
さ
れ
て
い
て
、
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
外
客
誘
致
を
行
う
こ
と
で
国
際
上
の
親

善
や
日
本
文
化
の
発
展
、
経
済
力
の
向
上
に

繋
が
り
、
そ
れ
が
広
く
国
民
に
も
利
益
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
発
言
が
議
事

　
営
業
開
始
初
日
の
外
国
人
宿
泊
客
は
わ
ず

か
5
名
と
、
最
初
の
5
年
間
の
経
営
は
決
し

て
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
0
9
年
に
林
愛
作
が
招
聘
さ
れ
て
、
そ

の
流
れ
で
1
9
2
3
年
に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
設
計
し
た
ラ
イ
ト
館
が
完
成

し
ま
し
た
。
1
9
3
3
年
に
は
日
本
初
の
本

格
的
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
あ
る
上
高

地
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
今
年
で
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

　
ラ
イ
ト
館
が
老
朽
化
で
明
治
村
に
移
築
さ

れ
、
1
9
7
0
年
に
現
在
の
本
館
が
開
業
し

ま
す
。
1
9
8
3
年
に
は
タ
ワ
ー
館
の
竣
工

と
い
う
我
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
業
と
し
て
事
業
を
継
続
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
か
、
収
益
性
を
ど
う
や
っ
て

上
げ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
プ
、
事
務
所
が
入
る
複
合
ビ
ル
と
し

て
1
9
8
3
年
に
不
動
産
事
業
に
参
入
し
ま

し
た
。
当
時
は
珍
し
い
形
態
で
し
た
が
、
ホ

テ
ル
と
い
う
業
態
の
屋
台
骨
を
支
え
る
よ
う

な
事
業
体
が
こ
こ
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
1
9
9
6
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
を
開

業
し
ま
し
た
。

　
ま
た
1
9
7
3
年
あ
た
り
か
ら
は
海
外
に

も
営
業
所
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
を
構
え
て

い
ま
す
。
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
5
年
駐
在

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
営
業
活
動
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
3
年
か
ら
国
策
と
し
て
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
と
し
て
も
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

2
0
2
5
年
の
万
博
ま
で
、
こ
う
い
っ
た
重

要
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
5
月
に
2
0
3
6
年
を
ゴ
ー

ル
と
し
た
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

既
に
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
6
年
に
は

京
都
に
新
規
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
す
。
そ
し

て
旗
艦
ホ
テ
ル
の
帝
国
ホ
テ
ル 

東
京
は
、

2
0
2
4
〜
2
0
3
0
年
に
タ
ワ
ー
館
、

2
0
3
1
〜
2
0
3
6
年
に
本
館
の
建
て
替

え
を
順
次
実
施
し
、
内
幸
町
一
丁
目
街
区
の
一

番
北
側
に
位
置
す
る
弊
社
創
業
の
地
に
、
新

た
な
建
物
が
整
う
予
定
で
す
。
こ
の
建
て
替

え
の
最
中
の
2
0
2
9
年
に
は
、
隣
の
鹿
鳴

館
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
ビ
ル
の
上
層
階
に
は

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
宿
泊
特
化
型
ス
モ
ー
ル

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
を
開
業
し
ま
す
。

様
々
な
時
代
背
景
に
1
3
0
年
間
晒
さ
れ
て

き
た
我
々
の
使
命
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

国
内
の
お
客
様
も
含
め
て
で
す
が
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
外
客
誘
致
を
お
手
伝
い
す
る
事
で

す
。
今
後
も
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
現
・
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル
執
行
役
員 

帝

国
ホ
テ
ル
東
京 

総
支
配
人
）

　
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
に
お
け
る
外
客
誘
致

に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
郵
船

（
以
下
、
郵
船
）
と
い
う
会
社
が
戦
前
、
ど

の
よ
う
な
外
国
人
乗
船
客
の
誘
致
を
し
て
い

た
の
か
、
先
生
方
が
発
表
さ
れ
た
3
つ
の
組

織
と
絡
め
な
が
ら
郵
船
が
制
作
し
た
外
国
語

表
記
の
出
版
物
、
印
刷
物
を
通
し
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
そ
の
前
に
簡
単
で
す
が
会
社
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
郵
船
は
1
8
8
5
年
に
郵
便
汽
船
三

菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
喜
賓
会
が
設
立
さ
れ
た

1
8
9
3
年
に
、
日
本
初
の
遠
洋
定
期
航
路

て
、
そ
の
様
子
が
日
本
各
地
に
拡
散
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
を
挙
げ
て
の
「
観

光
観
念
の
普
及
」が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
が
観
光
報
国
週
間
の
時
代
に
な
る

と
、
国
民
精
神
総
動
員
の
一
側
面
を
形
成
す

る
に
至
り
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
教
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
ま
さ
に
時
局
に
沿
っ
た

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

ラ
ジ
オ
も
引
き
続
い
て
活
用
さ
れ
ま
す
が
、

教
育
の
現
場
を
巻
き
込
ん
だ
広
い
意
味
で
の

「
国
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

時
局
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
も
は
や
外
客
誘
致

と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気

に
も
な
っ
て
来
ま
す
。
観
光
祭
か
ら
観
光
報

国
週
間
へ
の
移
行
過
程
で
は
、
外
客
誘
致
と

い
う
理
念
の
後
景
化
と
観
光
を
通
じ
た
国
民

の
統
合
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
戦
後
へ
の
視
座
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
は
こ
う
い
っ
た

話
題
は
戦
前
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
戦
後
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
正
し
い
観

光
観
念
の
普
及
」
と
か
「
観
光
道
徳
の
高
揚
」

と
か
「
観
光
週
間
」
と
い
っ
た
事
柄
が
昭
和
40

年
代
に
政
府
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
観
光
行
政
や
観
光
政
策
に
お
け
る
戦
前
と

戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
言
う
と
、
こ
ん
に
ち
日
本
国
政
府
が
取
り

組
ん
で
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
、
歴
史
学
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
0
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た

時
代
背
景
と
、
外
客
誘
致
が
国
策
で
あ
っ
た

こ
と
が
繋
が
っ
て
、
ど
ん
な
歴
史
を
歩
ん
で

い
た
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
使
命
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ホ
テ
ル
の
現
場
目
線
を
交
え
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
我
々
の
初
代
会
長
で
あ
る
渋
沢
栄

一
（
以
下
、
渋
沢
）
の
特
徴
的
な
言
葉
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
半

で
ご
説
明
い
た
だ
い
た
時
代
背
景
の
中
で
、

渋
沢
栄
一
が
開
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
林
愛
作
の
名
前
も
出
ま
し
た
が
、

彼
は
そ
の
後
の
時
代
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
は
、
彼
が
説
い
て
い
る
ホ
テ
ル
業

の
位
置
付
け
で
す
。「
一
国
の
経
済
に
も
関

係
す
る
重
要
な
事
項
。
外
客
の
御
客
を
接
待

し
て
満
足
を
与
ふ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
1
つ
、
1
8
9
0
年
11
月
3
日
の
帝

国
ホ
テ
ル
の
開
業
式
で
、
当
時
、
東
京
府
知

事
の
祝
辞
に
対
す
る
答
辞
で
述
べ
た
言
葉
が

「
用
命
が
あ
れ
ば
世
界
の
ど
ん
な
も
の
で
も

調
達
し
て
便
宜
を
図
る
。
こ
れ
こ
そ
帝
国
ホ

テ
ル
が
自
身
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
心
得
、

絶
対
に
譲
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。（
中
略
）
現

在
は
力
不
足
で
も
近
い
将
来
、
必
ず
恥
ず
か

し
く
な
い
レ
ベ
ル
を
約
束
す
る
」
で
す
。 

　
で
き
た
ば
か
り
の
帝
国
ホ
テ
ル
の
従
業
員

に
も
思
い
を
馳
せ
た
非
常
に
良
い
言
葉
か
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う

よ
り
、
今
後
の
ホ
テ
ル
業
の
先
を
見
据
え
た

言
葉
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
言
葉
は
、
退
任
後
に
ホ
テ

ル
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
従
業
員
に
か
け
た
も

の
で
、
渋
沢
ら
し
い
言
葉
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

「
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、世
界
の
隅
々
に
帰
っ

て
い
く
人
達
に
日
本
を
忘
れ
ず
に
帰
ら
せ
、

一
生
日
本
を
な
つ
か
し
く
思
出
さ
せ
る
こ
と

の
出
来
る
、
国
家
の
た
め
に
も
非
常
に
大
切

な
仕
事
で
あ
る
。」 

　
全
文
は
紹
介
し
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
に
対

す
る
ね
ぎ
ら
い
と
期
待
を
込
め
た
言
葉
で
、

外
客
を
接
遇
す
る
ホ
テ
ル
に
対
す
る
期
待
値

の
高
さ
や
重
要
性
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ

れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
渋
沢
の
言
葉
に
裏
付
け
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
、
我
々
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
企
業

理
念
を
創
業
以
来
掲
げ
て
い
ま
す
。「
帝
国

ホ
テ
ル
は
創
業
の
精
神
を
継
ぐ
日
本
の
代
表

ホ
テ
ル
で
あ
り
、
国
際
的
ベ
ス
ト
ホ
テ
ル
を

目
指
す
企
業
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
サ
ー
ビ

ス
と
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
の
発
展
と
人
々
の
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
今
年
で
1
3
3
年
目
を
迎
え
る
ホ
テ
ル
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
2
代
目
の
ホ
テ
ル

が
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災
の
当
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
直
近
で
言
う
と
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
に
こ
の
精
神
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
簡
単
に
歴
史
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
国
策
と
し
て
、
当
時
の

外
務
大
臣
の
井
上
馨
の
お
声
が
け
で
渋
沢
や

大
倉
喜
八
郎
等
の
当
時
の
財
界
の
方
が
協
力

し
合
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
初
代
本
館

の
建
物
正
面
は
現
在
と
異
な
り
北
に
面
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
の
南
側
が
鹿
鳴
館
と

い
う
立
地
で
し
た
。

て
い
ま
す
。

　
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
英
文

広
報
誌
、
書
籍
を
次
々
刊
行
し
ま
す
。

『J
A
P
A
N
 O
v
e
r
s
e
a
s
 T
r
a
v
e
l 

M
agazin

e

』
は
浅
野
総
一
郎
が
創
業
し
た

東
洋
汽
船
と
い
う
海
運
会
社
が
発
行
し
て
い

た
ア
ジ
ア
を
紹
介
す
る
広
報
誌
で
す
。

1
9
2
6
年
に
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
と
合

併
し
た
際
に
郵
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支

店
が
引
き
継
ぎ
、
1
9
3
3
年
頃
ま
で
続
き

ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
大
半
の
記
者
は

外
国
人
で
す
が
な
か
に
は
在
米
日
本
人
も
い

ま
し
た
。
紹
介
記
事
を
執
筆
し
た
記
者
や
表

紙
に
採
用
し
た
画
家
を
み
て
い
く
と
興
味
深

い
の
で
す
が
先
行
研
究
が
少
な
い
た
め
当
館

で
は
収
集
・
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『T
H
E
 T
R
A
V
E
L
 B
U
L
L
E
T
IN

』
と

い
う
英
文
広
報
誌
も
創
刊
し
ま
す
。
就
航
船

や
観
光
地
の
最
新
情
報
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、

船
客
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を
掲
載
し
、
船

客
に
も
好
評
で
年
々
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て

い
っ
た
広
報
誌
で
す
。 

　
旅
行
者
と
荷
主
向
け
の
世
界
年
鑑

『G
lim
pses of th

e E
ast

』も
刊
行
し
ま

す
。
船
を
主
題
と
し
た
色
彩
豊
か
な
装
丁
で

主
要
国
の
基
本
情
報
や
産
業
を
1
0
0
0
頁

に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
の
ポ
ス
タ
ー
は
大
正
期
の
美
人

画
か
ら
パ
リ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
へ

と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
弘
前
城
を
主
題
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
『V

isit Jap
an
 b
y Jap

an
 

M
ail

』
は
国
際
観
光
局
が
観
光
宣
伝
用
に
制

作
し
た
ポ
ス
タ
ー
『
J
A
P
A
N
』
と
同
じ

構
図
で
す
。
作
者
は
船
客
課
に
技
師
と
し
て

在
籍
し
た
戸
田
芳
鐵
で
す
。
量
産
さ
れ
る
印

刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
社
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
客
課
が
ま
と
め
た
1
9
3
0
年
代
の
国

別
の
乗
船
客
数
の
統
計
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
日
本
人
船
客

の
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
1
等
船
客
で

は
欧
米
圏
の
方
が
多
い
か
な
と
感
じ
ま
す
。

華
や
か
な
客
船
文
化
と
い
う
と
所
謂
1
等
船

客
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
の
で
す
が
、
実

際
に
利
益
を
出
し
て
い
た
の
は
コ
ス
ト
が
低

い
3
等
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、
遠
洋
定
期
航
路

を
開
い
た
明
治
中
期
に
は
外
国
人
の
乗
船
客

獲
得
の
一
環
と
し
て
多
言
語
に
も
対
応
し
た

外
国
語
の
印
刷
物
の
制
作
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
に
入
り
ア
メ
リ
カ
に
経
済
の
中

心
が
移
っ
て
い
く
な
か
で
印
刷
物
の
表
記
は

ほ
と
ん
ど
英
語
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
自
社
の
集
客
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
案
内

書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
単
に
訪
日
を

目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
全

体
に
誘
致
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

3
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

福
永
　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
や
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
最
後
に
少
し

総
括
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
一
つ

目
で
す
が
、「
第
一
次
世
界
大
戦
前
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
最
大
の
ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
雑

誌
に
、
喜
賓
会
の
紹
介
が
載
っ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
と
違
っ
て
日
本
は
政
府
公
的
機
関
が

主
力
に
な
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
評
価
は
喜
賓
会
の
内

実
に
即
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
口
　
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
喜
賓
会
が
日

本
政
府
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
喜
賓
会
自
体
は
日
本
政
府
と

全
く
無
関
係
で
独
立
し
た
存
在
で
す
。
渋
沢

栄
一
な
ど
が
民
間
外
交
の
礎
を
築
く
た
め
に

作
っ
た
団
体
な
の
で
、
私
の
現
在
の
知
識
で
は

フ
ラ
ン
ス
の
評
価
は
事
実
と
は
少
し
ず
れ
て

い
る
部
分
が
あ
る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、「
当

時
の
外
客
誘
致
の
対
象
は
西
洋
諸
国
で
し
ょ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
先
進
諸
国

が
外
客
誘
致
の
対
象
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う

ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー

に
つ
い
て
は
統
計
も
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
協
会
の
リ
ン
ゼ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル

と
の
繋
が
り
も
そ
う
で
す
し
、
か
な
り
ア
メ

リ
カ
を
意
識
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

千
住
　
当
時
の
統
計
を
見
る
と
解
釈
に
も
よ

り
ま
す
が
、
実
は
人
数
が
1
番
多
い
の
が
中

で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
航
路
を
開
設
し
ま
す
。
当

初
は
国
内
航
路
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
内
の
鉄
道
網
の
発
達
と
、
他
社
と
の
競
合

等
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
遠
洋
航
路
に
舵
を

切
っ
て
い
ま
す
。
1
8
9
6
年
に
は
欧
州
航
路

と
米
国
シ
ア
ト
ル
航
路
、
豪
州
航
路
の
三
大
航

路
を
開
設
、
1
9
2
6
年
に
は
事
業
家
の
浅
野

総
一
郎
が
創
立
し
た
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
を

合
併
し
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
継

承
し
ま
す
。 

　
昭
和
に
入
る
と
、
浅
間
丸
や
氷
川
丸
等
の

優
秀
船
が
次
々
と
竣
工
し
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
豪
華
客
船
時
代
が
到
来
し
、
郵
船
で
も

船
の
大
型
化
が
進
み
、
収
益
面
で
も
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起

こ
り
、
客
船
文
化
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
資
料
で
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
の
が
、
1
8
9
9
年
に
設
置
さ
れ
た

船
客
課
と
い
う
部
署
で
す
。
船
客
全
般
に
関

わ
る
業
務
を
扱
い
、
そ
の
中
に
「
広
告
」
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
期
の
「
業
務
執
行

規
則
」に
は
さ
ら
に
具
体
的
な
記
載
が
あ
り
、

営
業
上
の
広
告
、
宣
伝
及
び
そ
の
印
刷
物
等

に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
福
永
さ
ん
の
話
で
名
前
が
出
て
き
た
林
民

雄
は
こ
の
船
客
課
の
課
長
を
し
て
お
り
、
の

ち
に
専
務
取
締
役
に
な
る
人
物
で
す
。 

　
は
じ
め
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
1
8
9
4

年
刊
行
の
会
社
案
内『H

an
d
book of 

In
fo
rm
a
tio
n
 fo
r P
assen

gers an
d
 

S
h
ippers

』で
す
。
表
紙
は
外
国
人
好
み
の

日
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
扇
面
散
ら
し
を
用
い
て

い
ま
す
。
内
容
は
運
航
表
や
各
航
路
の
紹
介

と
い
っ
た
会
社
案
内
で
す
が
、
航
路
拡
大
に

合
わ
せ
て
横
浜
や
鎌
倉
な
ど
観
光
名
所
の
紹

介
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
寄
港
地
の
紹
介
が
増
え
て

い
き
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
素
が
強
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
英
語
以
外
で
は
ド
イ
ツ
語
版

（
1
9
1
4
年
）も
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
9
年
に
は
『T

o N
ippon, the 

L
a
n
d
 o
f th

e
 R
is
in
g
 S
u
n
 

b
y th
e N
.Y
.K
.

』
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

1
8
9
6
年
の
豪
州
航
路
開
設
と
1
8
9
8

年
の
新
造
船
春
日
丸
の
就
航
に
合
わ
せ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
日
本
へ
渡
航
し
、
各
地
を
巡
り
な
が

ら
観
光
す
る
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
印
刷
所
が
配
布
先
で
あ
る

現
地
シ
ド
ニ
ー
の
印
刷
会
社
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
で
す
。ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
の『
風

俗
画
報
』
の
臨
時
増
刊
号
で
も
春
日
丸
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
左
側
の
絵
は
乗
船
時

の
桟
橋
の
様
子
、
右
側
が
1
等
船
客
の
食
事

中
の
様
子
で
す
。
日
本
髪
の
方
も
い
ま
す
が

西
洋
の
船
客
が
多
い
印
象
で
す
。
辮
髪
の
船

客
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
期
に
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
海
運
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
は
カ

レ
ン
ダ
ー
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
定
期
航
路
や
本
支
店
の
一
覧
、
航
路
図

な
ど
情
報
量
が
多
く
、
長
く
掲
示
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
1
9
0
8
年
の
中
国
語
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
中
国
の
暦
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
期
に
入
る
と
郵
船
は
第
一
次
大
戦

下
、
好
景
気
を
背
景
と
し
て
資
本
金
を
1
億

円
に
増
加
し
て
、
航
権
の
拡
張
に
努
め
全
世

界
へ
と
航
路
を
広
げ
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
設
立
と
も
重

な
り
、
多
様
な
出
版
物
・
印
刷
物
を
量
産
し

ま
す
。 

　
大
正
期
は
美
人
画
を
主
題
と
し
た
広
告
ポ

ス
タ
ー
が
流
行
し
ま
す
。
和
装
の
女
性
が
描

か
れ
た
2
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
言
語
が

異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
語
だ
け
を
差

し
替
え
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
各
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

　
無
償
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
大
正
期
以

降
、
図
版
が
増
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
形
状
が
細

分
化
し
て
い
き
ま
す
。
右
下
写
真
は
ド
イ
ツ

の
旅
行
代
理
店
の
店
内
の
様
子
で
し
て
沢
山

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
並
べ
て
置
か
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
外
国
語
表
記
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
富
士
山
や
桜
な
ど
を
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
表
紙
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　『N
ip
p
o
n
 Y
u
sen
 K
aish

a O
ffi
cial 

S
h
ip
p
ers' G

u
id
e

』
は
表
紙
の
題
字
と

巻
末
の
索
引
項
目
が
英
語
、
日
本
語
、
ド
イ

ツ
語
、
中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
5
か
国
語

表
記
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乗
船
客
向
け
で
は

な
く
輸
出
入
業
者
や
製
造
業
者
、
官
庁
に
配

布
し
た
営
業
案
内
書
で
す
。
国
や
地
域
ご
と

に
風
俗
や
観
光
名
所
の
紹
介
が
あ
り
、
世
界

各
国
の
企
業
や
商
店
の
営
業
広
告
を
掲
載
し

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
は
、

業
界
全
体
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
か
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
と
い
う
方
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。
観

光
業
界
か
ら
少
し
人
が
離
れ
て
い
る
現
状

を
、
こ
う
し
た
機
会
も
含
め
て
改
善
す
る

き
っ
か
け
が
作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
戦
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い

て
先
生
方
の
発
表
を
聴
き
、
日
本
郵
船
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
遠
洋
航
路
を
開
い
た

明
治
期
か
ら
広
告
宣
伝
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
に
関
し
て
は
三
菱
が
日
本
郵
船

の
創
業
前
に
船
員
育
成
の
三
菱
商
船
学
校
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
の
東
京
海
洋

大
学
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
よ
う
な
養
成
所
を
作
っ

て
、
自
社
で
英
語
教
育
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
マ

ナ
ー
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
料
理
と
い
う

面
で
も
船
の
コ
ッ
ク
た
ち
が
の
ち
に
港
町
で

洋
食
屋
を
開
い
て
、
洋
食
文
化
と
し
て
日
本

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
前
の
豪
華
客
船
と

い
う
文
化
が
花
開
い
た
結
果
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

八
島
　
色
々
と
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

は
持
続
可
能
な
観
光
事
業
を
ど
う
い
う
切
り

口
で
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
無
償
か
ら
有
償
、
接
待
か
ら

社
交
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
今
も
似
た
よ
う
な
課

題
で
も
が
い
て
い
る
我
々
が
い
る
の
か
な
と
。

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
名
前
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
サ
ー
ビ
ス
＝
無
償
と
い
う
考
え
は
ま

だ
日
本
に
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
結
果
的

に
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を
求
め
に
く
い
環
境
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ

た
り
か
ら
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
て
い
か

な
い
と
、
持
続
可
能
な
観
光
業
に
は
な
ら
な

い
の
か
な
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

山
口
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
も
う
1
つ

が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
す
ご
く
コ
ス

ト
が
か
か
る
の
で
す
が
、
コ
ス
ト
と
い
う
よ
り

も
楽
し
さ
や
文
化
の
力
に
な
る
こ
と
を
昔
の

人
た
ち
は
信
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、

そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
両
立
さ
せ
て
い
く
と
、
色
々
な
も
の
を
有

機
的
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
観
光
と
い
う
現
場
は
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
が
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
ホ
テ
ル
も
非
常
に
魅
力
的
な
仕
事
で
あ

り
、
教
育
の
現
場
で
も
あ
り
、
も
し
か
し
た

ら
大
学
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
教
育
機
関
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
多
様
性

を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
現
場
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
活
動
に
落
と
し
込
む
か
。
あ
る
い
は

教
育
者
と
し
て
学
生
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

千
住
　
3
年
間
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
日
は
大
変
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
そ
れ

は
資
料
の
少
な
さ
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
各
社
の
皆
様
に
は
、
御
社
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
と
の
ご
認
識
の
も
と
、
是
非
と
も

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

よ
う
な
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
現
在
進

行
中
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
意
義
を
よ
り

明
確
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
1
点
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
学
で
観

光
学
を
学
ぶ
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
よ
う

や
く
好
転
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
観
光
を
通
し
て
自
分
と
は
異

な
る
文
化
や
社
会
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
学
生
た
ち
が
再
び
期
待
を
持
ち
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
学
部
を
卒
業

し
た
ら
観
光
産
業
に
就
職
す
る
と
い
う
の
も

王
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
学
部
を
卒
業
し

た
学
生
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
社
会
に
目
を

向
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
い
く
の

が
、
観
光
学
部
の
教
員
と
し
て
の
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
非
常
に
刺
激
の
多

い
一
日
で
し
た
。

福
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
議
論
が
足
り
な
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
時
代
に
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
研
究
と
実
務

の
視
点
か
ら
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
で
す
。
そ
の
中
に
留
学
生
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
中
国
に
い
る
欧
米
人
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
ま
す
が
、

国
際
観
光
局
は
も
う
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
一

点
突
破
で
す
。
そ
れ
は
消
費
額
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
島

　そ
こ
ま
で
遡
ら
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
圧
倒
的
に
当
初
か
ら

欧
米
中
心
に
セ
ー
ル
ス
に
注
力
し
て
い
た
の

は
事
実
で
す
。
た
だ
、
一
方
で
中
国
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

福
永
　
続
い
て
「
当
時
の
外
国
人
向
け
の
食

事
の
提
供
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
特
に
船
内
で
の
お
食
事
が
好
評

で
、
そ
れ
が
ホ
テ
ル
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
1
、
2
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
明
治
の
頃
は
外

国
か
ら
シ
ェ
フ
を
招
い
て
各
船
に
乗
っ
て
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
航
路
を
拡
張

し
て
運
航
船
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
船
を

巡
回
す
る
の
も
大
変
と
い
う
こ
と
で
、

1
9
1
6
年
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
接
客
マ

ナ
ー
を
教
え
る
養
成
所
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
に
添
え
る
メ
ニ
ュ
ー
は
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
に
も
力
を
い
れ
て
い
て
、

珍
し
い
も
の
で
は
扇
子
に
印
刷
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

福
永
　
会
場
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
カ
ル

チ
ャ
ー
ズ
の
中
に
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
の

経
験
文
化
も
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
山
口
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

山
口
　
今
日
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
テ
ー
マ
な

の
で
、
受
け
入
れ
側
の
話
が
中
心
に
な
り
ま

し
た
が
、
海
外
で
色
々
な
経
験
を
す
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
に
も
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す

し
、
や
は
り
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
は
連
動

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
質
や
デ
ザ
イ
ン
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

日
本
郵
船
の
歴
史
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
ま

た
帝
国
ホ
テ
ル
も
、
単
に
箱
を
増
や
し
て
金

儲
け
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に

は
文
化
創
造
や
海
外
に
対
し
て
の
責
任
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

　
そ
う
す
る
と
今
日
の
話
の
行
き
先
と
し

て
、
マ
ナ
ー
と
い
う
の
が
観
光
に
と
っ
て
重

要
な
話
で
、
観
光
道
徳
も
「
べ
き
」
論
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
時
に
人
と
人
が
仲

良
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
道
徳
に

つ
い
て
も
っ
と
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

千
住
　
我
々
は
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
は
成
熟

し
た
と
い
う
自
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

な
気
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
が
、
他
の

国
の
人
を
見
る
視
線
と
し
て
ど
う
転
嫁
さ
れ

て
い
く
か
は
ま
た
別
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
コ
ロ
ナ
前
、
京
都
市
の
一
部
エ
リ
ア

で
は
観
光
客
が
集
中
し
、
混
雑
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
私

が
出
向
し
て
い
る
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都

市
で
は
「
京
都
観
光
モ
ラ
ル
」
を
掲
げ
、
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
に
観
光

客
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
大

切
に
し
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
観
光

客
に
対
し
て
も
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
元

の
事
業
者
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
、
最

近
は
海
外
の
方
の
方
が
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ

て
い
て
、
逆
に
日
本
人
の
方
が
悪
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　
去
年
の
9
月
に
は
、
京
都
在
住
の
外
国
人

の
方
と
座
談
会
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
伝

え
て
い
る
こ
と
が
海
外
の
方
に
は
ど
う
受
け

取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
日
本
人
の
常
識
で
一
方

的
な
押
し
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た

こ
と
も
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
や
は

り
相
互
理
解
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
前
半
の
報
告
で
の
問
い
か
け
に

あ
り
ま
し
た
「
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
の

可
能
性
」に
つ
い
て
で
す
が
、ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
も
旅
に
理
想
を
求
め
て
い
た
通
り
、
い
つ

の
時
代
も
観
光
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
に

実
現
し
た
い
姿
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
渋
沢
栄
一
の
言
葉
に
も
あ
る
通
り
、
自
分
の

ホ
テ
ル
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
や
世

界
に
貢
献
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
も
帝
国

ホ
テ
ル
の
経
営
の
中
で
意
識
さ
れ
る
機
会
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
一
方
で
課

題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
島
　
企
業
理
念
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
通

り
で
す
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
、
ホ

テ
ル
業
全
体
が
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま
す
。
外
客
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
に
な
い
文

化
を
学
び
、
吸
収
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う

意
識
で
事
業
を
継
続
し
て
い
け
ば
、
自
ず
と

良
い
答
え
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い

ま
す
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
海
外
か
ら
の

お
客
様
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
3
年
間
あ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
経
験
値
な
ど
が
少
し
鈍
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
る
と
、

3
年
前
に
入
っ
た
新
入
社
員
は
、
外
国
の
お

客
様
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

様
の
期
待
と
、
我
々
が
提
供
す
る
も
の
の

の
寄
付
が
減
少
し
、
体
制
と
し
て
も
実
務
を

担
う
事
務
局
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
り
ま

す
。
渋
沢
は
自
ら
政
府
に
陳
情
し
た
り
、
帝

国
鉄
道
庁
総
裁
で
あ
っ
た
平
井
晴
二
郎
や
木

下
、
日
本
郵
船
の
林
民
雄
ら
に
、
若
い
人
た
ち

で
何
か
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
相
談
し
ま
す
。

　
そ
し
て
喜
賓
会
の
後
を
ど
こ
が
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
ホ

テ
ル
は
経
営
状
態
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
や
汽
船
な
ど
の
交
通
事
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
万
国
鉄
道
会
議
の
よ
う
に
海
外
各
国

と
会
議
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
平
井
も
ス
イ

ス
の
観
光
施
設
に
感
銘
を
受
け
、
生
野
團
六

（
の
ち
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
初
代
幹
事
）
に
そ
の

研
究
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
院

の
立
場
と
し
て
木
下
が
中
心
に
な
り
、
林
民

雄
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
林
愛
作
と
役
割
分
担
を

し
な
が
ら
、
各
業
界
へ
の
説
得
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
山
口
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
喜
賓
会
の
人
材

や
財
産
な
ど
を
引
き
継
ぐ
こ
と
な
く
全
く
別

の
組
織
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
喜
賓
」
だ
け
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
広
く
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い

く
こ
と
、
事
務
所
は
鉄
道
院
内
に
置
き
鉄
道

院
の
職
員
が
実
務
に
当
た
る
こ
と
、
財
源
の

半
分
を
鉄
道
院
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
木
下
は
1
9
2
2
年
に
は
ツ

ア
ー
の
実
施
や
小
荷
物
運
搬
の
取
扱
と
い
っ

た
収
益
事
業
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、
こ

の
辺
り
は
喜
賓
会
の
課
題
が
活
か
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
ま
す
。

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
無
事
発
足
す
る
と
、
実
務

は
生
野
に
任
せ
、
木
下
は
鉄
道
院
の
立
場
か

ら
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
生
野
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
成
期
と
し

て
の
礎
を
築
く
訳
で
す
が
、
ま
ず
案
内
所
を

国
内
外
に
整
備
し
た
他
、
機
関
雑
誌「
ツ
ー
リ

ス
ト
」や
外
客
向
け
の
案
内
書「
J
A
P
A
N
」

を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
印
刷
物
を
作
成
・

配
布
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
先
進
事
例
や

書
籍
な
ど
を
研
究
し
て
実
務
に
活
か
す
と
と

も
に
、
案
内
書
等
は
内
容
、
英
訳
、
デ
ザ
イ
ン

の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
郵
船
の

航
路
や
支
社
な
ど
の
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活

か
し
て
配
布
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
2
代
目
幹
事
の
猪
股
忠
次
で
す
が
、
彼
は

南
満
州
鉄
道
勤
務
時
代
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
に
留
学
し
て
旅
客
事
務
を
研
究
し
て
い
ま

し
た
。イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
生
野
と
面
会
し
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
足
に
つ
い
て
聞
い
た
猪
股
は

1
9
1
8
年
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
転
職
し
ま

す
。
1
9
2
0
年
に
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

と
相
互
代
理
店
契
約
を
結
び
、
世
界
各
地
へ

の
切
符
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
国
内
外
の
鉄
道
会
社
・
汽
船
会
社
・
旅

行
会
社
と
の
代
売
代
理
店
契
約
の
締
結
、
デ

パ
ー
ト
へ
の
案
内
所
進
出
、
邦
人
へ
の
一
般

乗
車
券
の
発
売
、
旅
行
傷
害
保
険
、
観
劇
券
、

旅
行
小
切
手
、
手
荷
物
保
険
等
の
営
利
事
業

を
開
始
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
素
が
加
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
1
9
2
5
年
に
登
場
し

た
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
（
1
9
3
2
年
か
ら

は
旅
館
券
を
単
独
販
売
）
は
、
当
時
の
国
内

旅
行
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
「
茶
代
」
の
支

払
を
不
要
と
す
る
点
が
画
期
的
で
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
礎
を
築
く
上
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　「
茶
代
」
と
は
、
宿
代
と
は
別
に
任
意
で

出
す
料
金
の
こ
と
で
、
そ
の
額
に
よ
っ
て
良

い
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
り
、
待
遇
が
良
く
な

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
は
っ
き
り

値
段
が
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
妥
当

な
金
額
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
が
旅
行
者
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
外
国

人
に
と
っ
て
も
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
外
国

人
か
ら
は
茶
代
を
と
ら
な
い
、
も
し
く
は
宿

代
に
予
め
上
乗
せ
す
る
の
は
ど
う
か
と
い
っ

た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
返
り
を
期
待
し
て
高
い
金
額
を
出
す
こ

と
が
賄
賂
と
同
じ
だ
と
い
う
論
調
等
も
あ

り
、
1
9
0
0
年
頃
か
ら
茶
代
廃
止
運
動
が

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
例
で
す
。
た
だ
し
「
横

浜
写
真
」
で
は
、
日
本
人
女
性
の
裸
体
が
多

く
撮
影
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
の
男
性
の
ま

な
ざ
し
に
応
え
る
よ
う
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
剝
き
出
し
の
彩
色
写
真
」
が
多
数
残
っ

て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば
大
学
な
ど
の
写
真

史
の
研
究
で
は
キ
ッ
チ
ュ
で
低
俗
な
「
外
国

人
向
け
の
土
産
写
真
」
と
し
て
、
あ
ま
り
研

究
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
近

年
に
は
「
横
浜
写
真
」
を
再
考
す
る
機
運
が

高
ま
り
、
そ
れ
ら
を
現
在
の
価
値
観
か
ら
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ

ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
考
察
す
る
動
き

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
と
は
、
観
光
に
お
け
る
受
け
入
れ
側
つ
ま

り
ホ
ス
ト
の
文
化
と
、
訪
問
す
る
側
つ
ま
り

ゲ
ス
ト
の
文
化
に
対
し
て
、
そ
の
両
者
が
出

会
い
、
ま
た
交
流
す
る
こ
と
で
初
め
て
誕
生

す
る
第
三
の
文
化
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
誘
発
す
る
観
光
文
化
の
こ
と
で
す
。

　
す
る
と
「
外
国
人
接
待
協
会
」
も
喜
賓
会

も
、
あ
る
い
は
「
接
待
」
の
時
代
も
「
社
交
」

の
時
代
も
、
日
本
の
観
光
史
の
重
要
な
一
例

と
し
て
再
考
し
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
作
業
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
を
再
考
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
「
事
業
」
の
精
神
を
検
討
し
、
そ
の

優
れ
た
市
民
社
会
的
思
想
を
学
び
直
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
文

化
を
顧
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
へ
活
用
で
き
る
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
も
可
能
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致

と
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

次
の
時
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
観
光
文

化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
主
に
大
正
時
代
、
鉄
道
院
と

民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
外
客
誘
致
を
行
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
を
中
心
に
、
国
が
関
わ
る

こ
と
で
観
光
が
政
策
に
な
っ
て
い
く
過
程
、

さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
分
岐
し
て
い
っ

た
過
程
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
ま
だ
外
客
の
受

け
入
れ
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
観

光
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
長
年
に
渡
っ
て
課
題
だ
っ
た
の

は
、
外
客
誘
致
に
対
し
て
な
か
な
か
国
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
鉄
道
院
内
で
も
同
様
で
、
職
員
向
け
に
講

演
を
し
た
り
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
を
発
行
し
て
広
く
意
識
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
質
な
案

内
業
者
の
横
行
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
1
9
0
7
年
に
は
内
務
省

が
「
案
内
業
者
取
締
規
則
」
を
出
し
た
他
、

鉄
道
院
で
は
職
員
が
お
客
様
に
案
内
で
き
る

よ
う
「
英
語
練
習
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
客
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
宿

泊
施
設
が
不
足
す
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
日
本
に
到
着
し
て
も
ホ
テ
ル

に
宿
泊
で
き
ず
船
内
で
１
週
間
待
機
し
た
と

い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ホ

テ
ル
の
建
設
計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後

恐
慌
で
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
、
旅
館
に
施

設
の
改
良
や
外
客
の
受
け
入
れ
を
呼
び
掛
け

た
り
、
入
港
す
る
船
に
対
し
て
ホ
テ
ル
の
空

き
状
況
を
無
線
で
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。
本

格
的
に
全
国
に
国
際
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
る

の
は
国
際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
客
誘
致
を
担
う
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
少
し
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
で

あ
る
木
下
淑
夫
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
か
ら
、

輸
出
貿
易
の
発
達
を
見
越
し
た
経
済
的
側
面

と
、
外
客
と
日
本
人
と
の
正
し
い
相
互
理
解

を
図
る
と
い
う
2
つ
の
側
面
か
ら
外
客
誘
致

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

当
然
な
が
ら
木
下
一
人
の
発
案
だ
け
で

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
足
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
喜
賓
会
は
会
員
の
寄
付
を
資
金
に
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
向
け
の
案

内
書
の
制
作
や
配
布
が
経
費
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄
道
国
有
化
の
影

響
も
あ
り
、
会
員
で
あ
っ
た
鉄
道
各
社
か
ら

の
時
代
で
あ
り
、
20
年
あ
ま
り
続
き
ま
し

た
。

　
な
ぜ
「
社
交
」
な
の
か
、
そ
れ
は
「
接
待
」

と
は
何
が
違
う
の
か
。
数
年
前
に
財
界
で
痛

い
目
に
あ
っ
た
渋
沢
と
益
田
は
、
国
際
経
験

が
豊
か
な
蜂
須
賀
茂
韶
を
会
長
に
招
き
、
他

の
華
族
や
高
級
官
僚
が
多
数
名
を
連
ね
る
慈

善
団
体
と
し
て
、
喜
賓
会
を
創
り
ま
す
。
そ

う
し
て
訪
日
外
国
人
へ
の
便
宜
を
図
る
た
め

に
案
内
書
や
地
図
を
作
り
、
ま
た
主
要
な
名

所
や
旧
跡
へ
の
見
学
の
た
め
に
紹
介
状
を
作

成
し
た
り
、
日
本
側
の
重
要
人
物
を
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
喜
賓
会
の
英
語
名
の

W
elcom
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が
表
現

す
る
よ
う
に
、
こ
の
団
体
は
会
員
制
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
誰
で
も
入
れ
る

団
体
で
は
な
く
、
貴
族
や
高
官
た
ち
が
相
互

に
推
薦
し
て
入
会
す
る
「
社
交
界
」
と
し
て
構

想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
賓
を
も
て
な
す

民
間
外
交
の
組
織
で
あ
り
、「
外
国
人
接
待

協
会
」
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
な

ら
ば
無
条
件
で
「
接
待
」
す
る
の
で
は
な
く
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
と
し
っ
か
り
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
訪
日
外
国
人
だ
け
を
歓
迎
す
る
、

と
い
う
考
え
方
で
運
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
主
従
関
係
の
隷
属
的
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
「
接
待
」
か
ら
、
対
等
な
関
係

で
友
好
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
社

交
」
へ
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
が
大
き
く
転

換
し
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
喜
賓
会
の
本
部
は

帝
国
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
こ
ろ
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
も
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
美
術

商
で
活
躍
し
た
国
際
経
験
豊
か
な
林
愛
作

が
、日
本
人
の
支
配
人
と
し
て
着
任
し
ま
す
。

や
が
て
林
は
、鉄
道
院
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
、

や
は
り
日
本
の
鉄
道
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ

と
に
な
る
木
下
淑
夫
と
と
も
に
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
設
立
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

1
9
1
2
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
喜

賓
会
は
ま
だ
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
き
に
社
史
や
学
術
書
な
ど
で
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
そ
し
て
の
ち
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
喜
賓
会

の
後
継
団
体
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
を
見
か

け
ま
す
が
、
そ
れ
は
不
正
確
で
す
。
喜
賓
会

と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
2
年
ち
か
く
併
存
し
、
そ

し
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
旅
立
ち
を
見
届
け
た
喜

賓
会
は
、
1
9
1
4
年
に
解
散
し
ま
す
。
つ

ま
り
こ
の
二
つ
の
団
体
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
が
異
な
る
別
組
織
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
第
1
期
が「
接
待
」、第
2
期
が「
社

交
」で
あ
る
な
ら
ば
、第
3
期
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
た
1
9
1
2
年
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
は
「
事
業
」
だ
っ
た
、

と
い
え
ま
す
。

　「
事
業
」
と
い
う
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
あ
る
い

は
お
金
儲
け
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少
し
異
な
り
ま
す
。
上
述
し
た

鉄
道
官
僚
の
木
下
淑
夫
（
以
下
、
木
下
）
は
、

米
国
へ
留
学
し
て
鉄
道
の
営
業
、
つ
ま
り

ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
の
運
用
か

ら
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
を
高
め
る
「
事
業
」

の
思
想
を
学
び
、
さ
ら
に
欧
州
を
視
察
し
て

か
ら
帰
国
し
た
後
に
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
設
立

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
政
府
観
光
局
を
持
た
な

い
日
本
で
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
実
質
的
な
訪

日
客
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
こ
で
「
接
待
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
社
交
」
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
で
は
、
窓
口
業
務
を
永
続

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
応
対
す
べ
き

訪
日
客
も
貴
族
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
ま
り
慈
善
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
な

い
、
よ
り
持
続
可
能
で
民
主
的
な
「
事
業
」

が
必
要
で
す
。
一
定
の
対
価
を
支
払
え
ば
、

出
身
や
身
分
や
目
的
な
ど
で
差
別
せ
ず
に

「
訪
日
客
」
と
し
て
平
等
か
つ
公
正
に
扱
う
。

こ
れ
が
近
代
の
市
民
社
会
に
適
合
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
で
実
現

し
た
組
織
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
す
。

　「
事
業
」
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
鉄

道
院
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
日
本
郵
船
な

ど
当
時
の
国
際
的
な
日
本
企
業
の
支
援
も
得

て
、
ど
ん
ど
ん
組
織
を
大
き
く
し
て
い
き
ま

す
。
慈
善
か
ら
事
業
へ
、
そ
し
て
限
ら
れ
た

エ
リ
ー
ト
か
ら
す
べ
て
の
市
民
へ
と
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
を
転
換
さ
せ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

存
在
は
、
日
本
の
観
光
史
を
考
え
る
う
え
で

大
変
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
省
み
る
と
、
第
3
期
の「
事

業
」
の
時
代
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
第
2
期
の

「
社
交
」
と
第
1
期
の
「
接
待
」
は
、
い
わ
ゆ

る
失
敗
の
時
代
で
あ
り
、
再
考
す
る
価
値
の

な
い
時
代
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
鹿
鳴
館

と
一
体
の
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
よ
り
有
名
な
喜
賓
会
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

ま
す
。
し
か
し
第
1
期
の
「
接
待
」
と
第
2

期
の
「
社
交
」
が
あ
っ
て
こ
そ
第
3
期
の
「
事

業
」
が
あ
る
、
と
い
う
歴
史
を
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
喜
賓
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
一

世
を
風
靡
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
文
化

と
し
て
、「
横
浜
写
真
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
で
生
み
成
さ
れ
た
浮
世
絵
の
彩
色

技
術
と
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
最
新
メ

デ
ィ
ア
の
写
真
術
が
横
浜
の
地
で
出
会
い
、

そ
れ
を
継
承
し
た
日
下
部
金
兵
衛
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
関
係
者
た
ち
が
新
た
な
融
合

の
形
を
み
せ
た
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
局
面
に
あ
る

中
、
日
本
に
お
け
る
観
光
政
策
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
に
対
す
る
考
え
方
の
変
遷
、
さ
ら

に
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢
や
課
題

に
対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
組
織
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
の
か
を
整
理
・
検

証
す
る
こ
と
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
と
さ
れ
る
喜
賓
会
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
国
際
観
光
局
を
中
心

と
し
た
各
組
織
の
役
割
や
取
り
組
み
に
注
目

し
て
研
究
メ
ン
バ
ー
か
ら
報
告
し
た
他
、
同

時
代
に
外
客
誘
致
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
と
日
本
郵
船

（
歴
史
博
物
館
）
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
報
告

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
の
設
立
は
1
9
1
2
年

で
す
が
、
こ
れ
は
明
治
元
年
か
ら
44
年
後
の

こ
と
で
す
。
で
は
半
世
紀
ち
か
く
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
報
告
で
は
、
3
つ
の
期

間
に
着
目
し
て
「
最
初
の
半
世
紀
」
を
考
え

ま
す
。

　
ま
ず
1
8
8
8
年
、
渋
沢
栄
一
は
三
井
物

産
を
創
っ
た
益
田
孝
、
そ
し
て
外
務
大
臣
を

務
め
た
井
上
馨
と
協
力
し
、東
京
商
工
会（
現

在
の
東
京
商
工
会
議
所
）
の
な
か
に
「
外
国

人
接
待
協
会
」を
設
立
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

こ
れ
が
第
1
期
の
「
接
待
」
の
時
代
で
す
。

議
論
の
末
に
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
一
体
で
構

想
さ
れ
て
い
た
鹿
鳴
館
と
帝
国
ホ
テ
ル
は
実

現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
接
待
」
の
時
代
、
不
平
等
条
約
を

早
く
改
正
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
来
日

す
る
外
国
人
を
無
償
で
接
待
す
る
こ
と
は
、

国
益
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
鹿
鳴

館
へ
の
非
難
が
沸
き
起
こ
り
、「
外
国
人
接

待
協
会
」
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
果
と

し
て
帝
国
ホ
テ
ル
だ
け
が
ひ
と
り
生
き
残
り

ま
す
。
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
、
逆

風
の
う
ち
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
渋
沢
た
ち
は
、
帝
国
ホ
テ

ル
を
拠
点
に
新
た
な
団
体
を
設
立
し
ま
す
。

1
8
8
3
年
設
立
の
喜
賓
会
で
す
。
そ
の
初

期
の
本
部
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
置
か
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
第
2
期
の「
社
交（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）」

<2>Copyright ⓒ 2021 JTBF All Rights reserved.

( 12 )



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観
光
を

政
策・ビ
ジ
ネ
ス
へ

ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ
ス
ト・ビ
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ー
ロ
ー

が
果
た
し
た
役
割

福
永
香
織
（
公
財
）日
本
交
通
公
社

主
任
研
究
員
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録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
外
国

人
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に
や
っ
て
来
る
と
弊

害
が
あ
る
と
い
っ
た
誤
解
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
、
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
印
刷
物
や

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
教
育
の

現
場
も
活
用
し
た
観
光
観
念
の
普
及
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
祭
は
、
国
際
観
光
局
開
設
5
周
年
を

記
念
し
て
1
9
3
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
開
催
目
的
の
一
つ
に
は
「
観
光
事
業
の

重
要
性
を
認
識
せ
し
む
る
こ
と
」
と
あ
り
ま

す
。
観
光
事
業
、
す
な
わ
ち
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
対
象
と
し
た
事
業
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
周
知
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
最
初
の
3
年
間
は
開
催
規
模
が
徐
々
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
に
は
、
1
9
3
5

年
の
初
回
は
22
ヶ
所
で
開
催
、
翌
年
の
第
2
回

は
1
4
0
ヶ
所
で
開
催
、
1
9
3
7
年
の
第
3

回
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
、

拡
大
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
観
光
祭

は
年
1
回
、
4
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
に
関
し
て
は
、
第
1
回
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
「
観
光
即
産
業
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
観
光
は
経
済
的
な
利
益
を
生
み
だ
す

産
業
だ
と
P
R
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
は
、「
黒
字
を
招
く
観
光
事
業
を
語
る
」

と
題
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て

お
り
、
外
客
誘
致
に
よ
る
効
果
の
な
か
で
も

外
貨
獲
得
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
は
、
タ
イ
の
伝
統
的

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
東
京
に
限
っ
た
話
で

な
く
、
全
国
各
地
で
日
本
の
伝
統
芸
能
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
た
り
、「
国
際
観
光
」
と
い

う
こ
と
で
海
外
の
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
回
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
見
る
と
、

ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
広
報
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
観

光
局
長
に
よ
る
講
演
や
「
観
光
日
本
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
観
光
祭
を
記
念
し

て
「
観
光
事
業
の
栞
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
表

紙
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に

や
っ
て
来
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
典
型
的
な

日
本
の
風
景
を
採
用
し
た
絵
は
が
き
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
東
京
だ
け
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が「
挙
国
一
致
で
邦
土
美
化
」と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

前
回
と
同
様
に
国
際
観
光
局
に
よ
る
演
説
が

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
全
国
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
観
光
祭
を
春
の
風

物
詩
と
し
て
報
じ
る
新
聞
も
出
て
来
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
祭
は
徐
々
に
規
模
を
拡

大
さ
せ
な
が
ら
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
が
、1
9
3
8
年
以
降
は
名
称
が「
観

光
報
国
週
間
」
に
変
更
と
な
り
、
そ
の
質
に

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
9
3
7
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
「
国

民
精
神
総
動
員
」
が
国
策
化
さ
れ
ま
す
が
、

観
光
祭
に
つ
い
て
も
、
時
節
柄
お
祭
り
と
い

う
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
地
味
に
や
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

1
9
3
8
年
に
開
催
さ
れ
た
観
光
報
国
週
間

で
は
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
強
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
報
国
週
間
で
は
、
教
育
機
関
と
の
連

携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
旅
と
健

康
」、「
公
徳
を
守
り
ま
せ
う
」、「
国
土
の
愛

護
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
小
学
生
に
作
文
を

書
か
せ
て
優
秀
作
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
出
来
事
か
ら
は
、
国
民
精
神
総
動
員

下
の
教
育
が
観
光
と
関
与
を
深
め
て
い
く
様

子
を
指
摘
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
を
ま
と
め
る
と
、
観
光

祭
は
外
客
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
喧
伝

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
、

外
貨
獲
得
や
国
際
親
善
、
日
本
文
化
の
P
R

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
衆
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を
駆
使
し

起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
宿
に
と
っ
て
は
施

設
改
修
費
等
に
充
て
る
財
源
に
も
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
反
対
の
声
も
上
が
り
、
な
か
な

か
一
律
で
廃
止
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、似
た
よ
う
な
も
の
と
し
て「
心

付
」
が
あ
り
ま
す
が
、
見
返
り
を
期
待
す
る

茶
代
と
異
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
の

意
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
い
わ

ゆ
る
当
時
の
女
中
さ
ん
の
収
入
に
直
結
す
る

こ
と
か
ら
、
茶
代
は
廃
止
し
て
も
心
付
は
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
は
チ
ッ
プ
を
宿
泊
料
の
１
割
を
請
求
す

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
徐
々

に
サ
ー
ビ
ス
料
と
な
り
、
チ
ッ
プ
の
習
慣
も

徐
々
に
な
く
な
り
ま
す
。

　
チ
ッ
プ
や
茶
代
が
な
く
な
っ
た
の
は
近
代

化
・
合
理
化
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
な
ら
で

は
の
お
も
て
な
し
が
高
い
評
価
を
受
け
る
一

方
で
、
そ
こ
に
対
価
を
支
払
う
感
覚
が
日
本

人
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
が
非
常
に
評
判
と

な
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
設
立
20
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
1
9
3
2
年
に
邦
人
に
対
す

る
旅
行
斡
旋
を
行
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

3
代
目
幹
事
の
高
久
甚
之
助
は
、
職
員
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
旅
行
業
と
し
て
の
礎
を
築
く
と

共
に
、
鉄
道
省
運
輸
局
の
後
任
で
も
あ
る
新
井

尭
爾
と
一
緒
に
外
客
誘
致
の
政
策
化
に
向
け
て

動
き
ま
し
た
。
1
9
3
0
年
に
は
鉄
道
省
に
国

際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
、
新
井
は
初
代
局
長
に

就
任
し
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
が
取
り
組
ん
だ
外
客
誘
致
と

言
っ
て
も
か
な
り
範
囲
が
広
い
の
で
、
今
日

は
共
同
研
究
の
過
程
で
気
が
つ
い
た
興
味
深

い
事
例
と
し
て
、「
観
光
祭
」
と
「
観
光
報
国

週
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
国
際
観
光
局
で
す
が
、
外
客
誘

致
に
関
す
る
事
項
を
司
る
機
関
と
し
て
、

1
9
3
0
年
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
外
客
誘
致
が
国
策

化
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
下
で
閉
局
と
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
国
際
観
光
局
と
類
似
し
た
名
称

の
組
織
が
誕
生
し
ま
す
。
1
つ
は
国
際
観
光

委
員
会
で
す
。
こ
れ
は
外
客
誘
致
に
特
化
し

た
鉄
道
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
国
際
観
光
局

は
そ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
も
う
1
つ
が
国
際
観
光
協
会
と
い
う

組
織
で
す
。
国
際
観
光
局
が
一
番
力
を
入
れ

て
行
っ
た
の
が
、海
外
へ
の
観
光
宣
伝
で
す
。

そ
の
実
行
を
担
っ
た
と
言
い
ま
す
か
、
雑
誌

や
映
画
と
い
っ
た
媒
体
の
制
作
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
史
料
に
よ
っ
て
は
国
際
観
光
局

と
国
際
観
光
協
会
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な

く
、
両
者
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
の
開
局
か
ら
10
年
経
っ
た

1
9
4
0
年
に
発
行
さ
れ
た
『
観
光
事
業
十

年
の
回
顧
』
と
い
う
冊
子
に
、
そ
れ
ま
で
の

国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
観
光
局
に
関
し
て
は
こ
こ
15

年
ぐ
ら
い
で
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
そ
の
発

端
と
な
っ
た
の
が
、
神
戸
女
子
大
学
の
砂
本

文
彦
先
生
が
2
0
0
8
年
に
出
版
さ
れ
た

『
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
：
一
九
三
〇

年
代
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
』
と
い

う
分
厚
い
研
究
書
で
す
。
国
際
観
光
局
と
外

客
向
け
ホ
テ
ル
整
備
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

し
た
本
書
以
降
、
観
光
宣
伝
や
宣
伝
写
真
に

関
す
る
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
お
話
の
骨
子
は
、
国
際
観
光
局
に

よ
る
「
観
光
観
念
の
普
及
」
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
『
観
光
事
業

十
年
の
回
顧
』
に
は
、
国
際
観
光
事
業
の
意

義
に
つ
い
て
多
く
の
国
民
が
誤
解
を
し
て
い

る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
策

と
し
て
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い
く
に
は
国
民

の
誤
解
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
民
に
向
け
て
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る
「
観
光
祭
」

や
「
観
光
報
国
週
間
」
は
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
観
念
の
普
及
」
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
国
際
観
光
委
員
会
で
も
1
9
3
1
年
頃

か
ら
議
論
が
さ
れ
て
い
て
、
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
外
客
誘
致
を
行
う
こ
と
で
国
際
上
の
親

善
や
日
本
文
化
の
発
展
、
経
済
力
の
向
上
に

繋
が
り
、
そ
れ
が
広
く
国
民
に
も
利
益
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
発
言
が
議
事

　
営
業
開
始
初
日
の
外
国
人
宿
泊
客
は
わ
ず

か
5
名
と
、
最
初
の
5
年
間
の
経
営
は
決
し

て
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
0
9
年
に
林
愛
作
が
招
聘
さ
れ
て
、
そ

の
流
れ
で
1
9
2
3
年
に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
設
計
し
た
ラ
イ
ト
館
が
完
成

し
ま
し
た
。
1
9
3
3
年
に
は
日
本
初
の
本

格
的
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
あ
る
上
高

地
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
今
年
で
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

　
ラ
イ
ト
館
が
老
朽
化
で
明
治
村
に
移
築
さ

れ
、
1
9
7
0
年
に
現
在
の
本
館
が
開
業
し

ま
す
。
1
9
8
3
年
に
は
タ
ワ
ー
館
の
竣
工

と
い
う
我
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
業
と
し
て
事
業
を
継
続
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
か
、
収
益
性
を
ど
う
や
っ
て

上
げ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
プ
、
事
務
所
が
入
る
複
合
ビ
ル
と
し

て
1
9
8
3
年
に
不
動
産
事
業
に
参
入
し
ま

し
た
。
当
時
は
珍
し
い
形
態
で
し
た
が
、
ホ

テ
ル
と
い
う
業
態
の
屋
台
骨
を
支
え
る
よ
う

な
事
業
体
が
こ
こ
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
1
9
9
6
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
を
開

業
し
ま
し
た
。

　
ま
た
1
9
7
3
年
あ
た
り
か
ら
は
海
外
に

も
営
業
所
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
を
構
え
て

い
ま
す
。
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
5
年
駐
在

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
営
業
活
動
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
3
年
か
ら
国
策
と
し
て
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
と
し
て
も
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

2
0
2
5
年
の
万
博
ま
で
、
こ
う
い
っ
た
重

要
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
5
月
に
2
0
3
6
年
を
ゴ
ー

ル
と
し
た
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

既
に
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
6
年
に
は

京
都
に
新
規
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
す
。
そ
し

て
旗
艦
ホ
テ
ル
の
帝
国
ホ
テ
ル 

東
京
は
、

2
0
2
4
〜
2
0
3
0
年
に
タ
ワ
ー
館
、

2
0
3
1
〜
2
0
3
6
年
に
本
館
の
建
て
替

え
を
順
次
実
施
し
、
内
幸
町
一
丁
目
街
区
の
一

番
北
側
に
位
置
す
る
弊
社
創
業
の
地
に
、
新

た
な
建
物
が
整
う
予
定
で
す
。
こ
の
建
て
替

え
の
最
中
の
2
0
2
9
年
に
は
、
隣
の
鹿
鳴

館
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
ビ
ル
の
上
層
階
に
は

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
宿
泊
特
化
型
ス
モ
ー
ル

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
を
開
業
し
ま
す
。

様
々
な
時
代
背
景
に
1
3
0
年
間
晒
さ
れ
て

き
た
我
々
の
使
命
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

国
内
の
お
客
様
も
含
め
て
で
す
が
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
外
客
誘
致
を
お
手
伝
い
す
る
事
で

す
。
今
後
も
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
現
・
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル

執
行
役
員 

帝
国
ホ
テ
ル
東
京 

総
支
配
人
）

　
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
に
お
け
る
外
客
誘
致

に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
郵
船

（
以
下
、
郵
船
）
と
い
う
会
社
が
戦
前
、
ど

の
よ
う
な
外
国
人
乗
船
客
の
誘
致
を
し
て
い

た
の
か
、
先
生
方
が
発
表
さ
れ
た
3
つ
の
組

織
と
絡
め
な
が
ら
郵
船
が
制
作
し
た
外
国
語

表
記
の
出
版
物
、
印
刷
物
を
通
し
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
そ
の
前
に
簡
単
で
す
が
会
社
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
郵
船
は
1
8
8
5
年
に
郵
便
汽
船
三

菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
喜
賓
会
が
設
立
さ
れ
た

1
8
9
3
年
に
、
日
本
初
の
遠
洋
定
期
航
路

で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
航
路
を
開
設
し
ま
す
。
当

て
、
そ
の
様
子
が
日
本
各
地
に
拡
散
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
を
挙
げ
て
の
「
観

光
観
念
の
普
及
」が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
が
観
光
報
国
週
間
の
時
代
に
な
る

と
、
国
民
精
神
総
動
員
の
一
側
面
を
形
成
す

る
に
至
り
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
教
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
ま
さ
に
時
局
に
沿
っ
た

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

ラ
ジ
オ
も
引
き
続
い
て
活
用
さ
れ
ま
す
が
、

教
育
の
現
場
を
巻
き
込
ん
だ
広
い
意
味
で
の

「
国
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

時
局
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
も
は
や
外
客
誘
致

と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気

に
も
な
っ
て
来
ま
す
。
観
光
祭
か
ら
観
光
報

国
週
間
へ
の
移
行
過
程
で
は
、
外
客
誘
致
と

い
う
理
念
の
後
景
化
と
観
光
を
通
じ
た
国
民

の
統
合
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
戦
後
へ
の
視
座
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
は
こ
う
い
っ
た

話
題
は
戦
前
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
戦
後
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
正
し
い
観

光
観
念
の
普
及
」
と
か
「
観
光
道
徳
の
高
揚
」

と
か
「
観
光
週
間
」
と
い
っ
た
事
柄
が
昭
和
40

年
代
に
政
府
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
観
光
行
政
や
観
光
政
策
に
お
け
る
戦
前
と

戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
言
う
と
、
こ
ん
に
ち
日
本
国
政
府
が
取
り

組
ん
で
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
、
歴
史
学
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
0
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た

時
代
背
景
と
、
外
客
誘
致
が
国
策
で
あ
っ
た

こ
と
が
繋
が
っ
て
、
ど
ん
な
歴
史
を
歩
ん
で

い
た
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
使
命
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ホ
テ
ル
の
現
場
目
線
を
交
え
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
我
々
の
初
代
会
長
で
あ
る
渋
沢
栄

一
（
以
下
、
渋
沢
）
の
特
徴
的
な
言
葉
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
半

で
ご
説
明
い
た
だ
い
た
時
代
背
景
の
中
で
、

渋
沢
栄
一
が
開
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
林
愛
作
の
名
前
も
出
ま
し
た
が
、

彼
は
そ
の
後
の
時
代
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
は
、
彼
が
説
い
て
い
る
ホ
テ
ル
業

の
位
置
付
け
で
す
。「
一
国
の
経
済
に
も
関

係
す
る
重
要
な
事
項
。
外
客
の
御
客
を
接
待

し
て
満
足
を
与
ふ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
1
つ
、
1
8
9
0
年
11
月
3
日
の
帝

国
ホ
テ
ル
の
開
業
式
で
、
当
時
、
東
京
府
知

事
の
祝
辞
に
対
す
る
答
辞
で
述
べ
た
言
葉
が

「
用
命
が
あ
れ
ば
世
界
の
ど
ん
な
も
の
で
も

調
達
し
て
便
宜
を
図
る
。
こ
れ
こ
そ
帝
国
ホ

テ
ル
が
自
身
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
心
得
、

絶
対
に
譲
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。（
中
略
）
現

在
は
力
不
足
で
も
近
い
将
来
、
必
ず
恥
ず
か

し
く
な
い
レ
ベ
ル
を
約
束
す
る
」
で
す
。 

　
で
き
た
ば
か
り
の
帝
国
ホ
テ
ル
の
従
業
員

に
も
思
い
を
馳
せ
た
非
常
に
良
い
言
葉
か
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う

よ
り
、
今
後
の
ホ
テ
ル
業
の
先
を
見
据
え
た

言
葉
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
言
葉
は
、
退
任
後
に
ホ
テ

ル
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
従
業
員
に
か
け
た
も

の
で
、
渋
沢
ら
し
い
言
葉
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

「
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、世
界
の
隅
々
に
帰
っ

て
い
く
人
達
に
日
本
を
忘
れ
ず
に
帰
ら
せ
、

一
生
日
本
を
な
つ
か
し
く
思
出
さ
せ
る
こ
と

の
出
来
る
、
国
家
の
た
め
に
も
非
常
に
大
切

な
仕
事
で
あ
る
。」 

　
全
文
は
紹
介
し
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
に
対

す
る
ね
ぎ
ら
い
と
期
待
を
込
め
た
言
葉
で
、

外
客
を
接
遇
す
る
ホ
テ
ル
に
対
す
る
期
待
値

の
高
さ
や
重
要
性
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ

れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
渋
沢
の
言
葉
に
裏
付
け
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
、
我
々
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
企
業

理
念
を
創
業
以
来
掲
げ
て
い
ま
す
。「
帝
国

ホ
テ
ル
は
創
業
の
精
神
を
継
ぐ
日
本
の
代
表

ホ
テ
ル
で
あ
り
、
国
際
的
ベ
ス
ト
ホ
テ
ル
を

目
指
す
企
業
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
サ
ー
ビ

ス
と
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
の
発
展
と
人
々
の
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
今
年
で
1
3
3
年
目
を
迎
え
る
ホ
テ
ル
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
2
代
目
の
ホ
テ
ル

が
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災
の
当
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
直
近
で
言
う
と
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
に
こ
の
精
神
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
簡
単
に
歴
史
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
国
策
と
し
て
、
当
時
の

外
務
大
臣
の
井
上
馨
の
お
声
が
け
で
渋
沢
や

大
倉
喜
八
郎
等
の
当
時
の
財
界
の
方
が
協
力

し
合
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
初
代
本
館

の
建
物
正
面
は
現
在
と
異
な
り
北
に
面
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
の
南
側
が
鹿
鳴
館
と

い
う
立
地
で
し
た
。

の
営
業
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
英
文

広
報
誌
、
書
籍
を
次
々
刊
行
し
ま
す
。

『J
A
P
A
N
 O
v
e
r
s
e
a
s
 T
r
a
v
e
l 

M
agazin

e

』
は
浅
野
総
一
郎
が
創
業
し
た

東
洋
汽
船
と
い
う
海
運
会
社
が
発
行
し
て
い

た
ア
ジ
ア
を
紹
介
す
る
広
報
誌
で
す
。

1
9
2
6
年
に
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
と
合

併
し
た
際
に
郵
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支

店
が
引
き
継
ぎ
、
1
9
3
3
年
頃
ま
で
続
き

ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
大
半
の
記
者
は

外
国
人
で
す
が
な
か
に
は
在
米
日
本
人
も
い

ま
し
た
。
紹
介
記
事
を
執
筆
し
た
記
者
や
表

紙
に
採
用
し
た
画
家
を
み
て
い
く
と
興
味
深

い
の
で
す
が
先
行
研
究
が
少
な
い
た
め
当
館

で
は
収
集
・
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『T
H
E
 T
R
A
V
E
L
 B
U
L
L
E
T
IN

』
と

い
う
英
文
広
報
誌
も
創
刊
し
ま
す
。
就
航
船

や
観
光
地
の
最
新
情
報
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、

船
客
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を
掲
載
し
、
船

客
に
も
好
評
で
年
々
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て

い
た
広
報
誌
で
す
。 

　
旅
行
者
と
荷
主
向
け
の
世
界
年
鑑

『G
L
IM
P
S
E
S
 O
F
 T
H
E
 E
A
S
T

』も

刊

行
し
ま
す
。
船
を
主
題
と
し
た
色
彩
豊
か
な

装
丁
で
主
要
国
の
基
本
情
報
や
産
業
を

1
0
0
0
頁
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
の
ポ
ス
タ
ー
は
大
正
期
の
美
人

画
か
ら
パ
リ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
へ

と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
弘
前
城
を
主
題
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
『V

isit Jap
an
 b
y Jap

an
 

M
ail

』
は
国
際
観
光
局
が
観
光
宣
伝
用
に
制

作
し
た
ポ
ス
タ
ー
『
J
A
P
A
N
』
と
同
じ

構
図
で
す
。
作
者
は
船
客
課
に
技
師
と
し
て

在
籍
し
た
戸
田
芳
鐵
で
す
。
量
産
さ
れ
る
印

刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
社
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
客
課
が
ま
と
め
た
1
9
3
0
年
代
の
国

別
の
乗
船
客
数
の
統
計
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
日
本
人
船
客

の
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
1
等
船
客
で

は
欧
米
圏
の
方
が
多
い
か
な
と
感
じ
ま
す
。

華
や
か
な
客
船
文
化
と
い
う
と
所
謂
1
等
船

客
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
の
で
す
が
、
実

際
に
利
益
を
出
し
て
い
た
の
は
コ
ス
ト
が
低

い
3
等
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、
遠
洋
定
期
航
路

を
開
い
た
明
治
中
期
に
は
外
国
人
の
乗
船
客

獲
得
の
一
環
と
し
て
多
言
語
に
も
対
応
し
た

外
国
語
の
印
刷
物
の
制
作
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
に
入
り
ア
メ
リ
カ
に
経
済
の
中

心
が
移
っ
て
い
く
な
か
で
印
刷
物
の
表
記
は

ほ
と
ん
ど
英
語
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
自
社
の
集
客
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
案
内

書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
単
に
訪
日
を

目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
全

体
に
誘
致
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

3
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

福
永
　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
や
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
最
後
に
少
し

総
括
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
一
つ

目
で
す
が
、「
第
一
次
世
界
大
戦
前
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
最
大
の
ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
雑

誌
に
、
喜
賓
会
の
紹
介
が
載
っ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
と
違
っ
て
日
本
は
政
府
公
的
機
関
が

主
力
に
な
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
評
価
は
喜
賓
会
の
内

実
に
即
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
口
　
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
喜
賓
会
が
日

本
政
府
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
喜
賓
会
自
体
は
日
本
政
府
と

全
く
無
関
係
で
独
立
し
た
存
在
で
す
。
渋
沢

栄
一
な
ど
が
民
間
外
交
の
礎
を
築
く
た
め
に

作
っ
た
団
体
な
の
で
、
私
の
現
在
の
知
識
で
は

フ
ラ
ン
ス
の
評
価
は
事
実
と
は
少
し
ず
れ
て

い
る
部
分
が
あ
る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、「
当

時
の
外
客
誘
致
の
対
象
は
西
洋
諸
国
で
し
ょ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
先
進
諸
国

が
外
客
誘
致
の
対
象
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う

ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー

に
つ
い
て
は
統
計
も
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
協
会
の
リ
ン
ゼ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル

と
の
繋
が
り
も
そ
う
で
す
し
、
か
な
り
ア
メ

リ
カ
を
意
識
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

千
住
　
当
時
の
統
計
を
見
る
と
解
釈
に
も
よ

り
ま
す
が
、
実
は
人
数
が
1
番
多
い
の
が
中

初
は
国
内
航
路
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
内
の
鉄
道
網
の
発
達
と
、
他
社
と
の
競
合

等
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
遠
洋
航
路
に
舵
を

切
っ
て
い
ま
す
。
1
8
9
6
年
に
は
欧
州
航
路

と
米
国
シ
ア
ト
ル
航
路
、
豪
州
航
路
の
三
大
航

路
を
開
設
、
1
9
2
6
年
に
は
事
業
家
の
浅
野

総
一
郎
が
創
立
し
た
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
を

合
併
し
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
継

承
し
ま
す
。 

　
昭
和
に
入
る
と
、
浅
間
丸
や
氷
川
丸
等
の

優
秀
船
が
次
々
と
竣
工
し
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
豪
華
客
船
時
代
が
到
来
し
、
郵
船
で
も

船
の
大
型
化
が
進
み
、
収
益
面
で
も
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起

こ
り
、
客
船
文
化
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
資
料
で
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
の
が
、
1
8
9
9
年
に
設
置
さ
れ
た

船
客
課
と
い
う
部
署
で
す
。
船
客
全
般
に
関

わ
る
業
務
を
扱
い
、
そ
の
中
に
「
広
告
」
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
期
の
「
業
務
執
行

規
則
」に
は
さ
ら
に
具
体
的
な
記
載
が
あ
り
、

営
業
上
の
広
告
、
宣
伝
及
び
そ
の
印
刷
物
等

に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
福
永
さ
ん
の
話
で
名
前
が
出
て
き
た
林
民

雄
は
こ
の
船
客
課
の
課
長
を
し
て
お
り
、
の

ち
に
専
務
取
締
役
に
な
る
人
物
で
す
。 

　
は
じ
め
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
1
8
9
4

年
刊
行
の
会
社
案
内『H

A
N
D
B
O
O
K
 O
F
 

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N
 
F
O
R
 

P
A
S
S
E
N
G
E
R
S
 A
N
D
 S
H
IP
P
E
R
S

』

で
す
。
表
紙
は
外
国
人
好
み
の
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
扇
面
散
ら
し
を
用
い
て
い
ま
す
。
内

容
は
運
航
表
や
各
航
路
の
紹
介
と
い
っ
た
会

社
案
内
で
す
が
、
航
路
拡
大
に
合
わ
せ
て
横

浜
や
鎌
倉
な
ど
観
光
名
所
の
紹
介
、
ロ
ン
ド

ン
な
ど
寄
港
地
の
紹
介
が
増
え
て
い
き
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
英
語
以
外
で
は
ド
イ
ツ
語
版（
1
9
1
4

年
）も
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
9
年
に
は
『T

O
 N
IP
P
O
N
, T
H
E
 

L
A
N
D
 O
F
 T
H
E
 R
IS
IN
G
 S
U
N
 

B
Y
 T
H
E
 N
.Y
.K
.

』を
出
版
し
て
い
ま
す
。

1
8
9
6
年
の
豪
州
航
路
開
設
と
1
8
9
8

年
の
新
造
船
春
日
丸
の
就
航
に
合
わ
せ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
日
本
へ
渡
航
し
、
各
地
を
巡
り
な
が

ら
観
光
す
る
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
印
刷
所
が
配
布
先
で
あ
る

現
地
シ
ド
ニ
ー
の
印
刷
会
社
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
で
す
。ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
の『
風

俗
画
報
』
の
臨
時
増
刊
号
で
も
春
日
丸
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
左
側
の
絵
は
乗
船
時

の
桟
橋
の
様
子
、
右
側
が
1
等
船
客
の
食
事

中
の
様
子
で
す
。
日
本
髪
の
方
も
い
ま
す
が

西
洋
の
船
客
が
多
い
印
象
で
す
。
辮
髪
の
船

客
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
期
に
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
海
運
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
は
カ

レ
ン
ダ
ー
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
定
期
航
路
や
本
支
店
の
一
覧
、
航
路
図

な
ど
情
報
量
が
多
く
、
長
く
掲
示
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
1
9
0
8
年
の
中
国
語
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
中
国
の
暦
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
期
に
入
る
と
郵
船
は
第
一
次
大
戦

下
、
好
景
気
を
背
景
と
し
て
資
本
金
を
1
億

円
に
増
加
し
て
、
航
権
の
拡
張
に
努
め
全
世

界
へ
と
航
路
を
広
げ
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
設
立
と
も
重

な
り
多
様
な
出
版
物
・
印
刷
物
を
量
産
し
ま

す
。 

　
大
正
期
は
美
人
画
を
主
題
と
し
た
広
告
ポ

ス
タ
ー
が
流
行
し
ま
す
。
和
装
の
女
性
が
描

か
れ
た
2
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
言
語
が

異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
語
だ
け
を
差

し
替
え
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
各
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

　
無
償
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
大
正
期
以

降
、
図
版
が
増
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
形
状
が
細

分
化
し
て
い
き
ま
す
。
右
下
写
真
は
ド
イ
ツ

の
旅
行
代
理
店
の
店
内
の
様
子
で
し
て
沢
山

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
並
べ
て
置
か
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
外
国
語
表
記
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
富
士
山
や
桜
な
ど
を
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
表
紙
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　『N
IP
P
O
N
 Y
U
S
E
N
 K
A
IS
H
A
 

O
F
F
IC
IA
L
 S
H
IP
P
E
R
S
' G
U
ID
E

』

は
表
紙
の
題
字
と
巻
末
の
索
引
項
目
が
英

語
、
日
本
語
、
ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
5
か
国
語
表
記
に
な
っ
て
い
ま

す
。
乗
船
客
向
け
で
は
な
く
輸
出
入
業
者
や

製
造
業
者
、
官
庁
に
配
布
し
た
営
業
案
内
書

で
す
。
国
や
地
域
ご
と
に
風
俗
や
観
光
名
所

の
紹
介
が
あ
り
、
世
界
各
国
の
企
業
や
商
店

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
は
、

業
界
全
体
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
か
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
と
い
う
方
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。
観

光
業
界
か
ら
少
し
人
が
離
れ
て
い
る
現
状

を
、
こ
う
し
た
機
会
も
含
め
て
改
善
す
る

き
っ
か
け
が
作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
戦
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い

て
先
生
方
の
発
表
を
聴
き
、
日
本
郵
船
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
遠
洋
航
路
を
開
い
た

明
治
期
か
ら
広
告
宣
伝
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
に
関
し
て
は
三
菱
が
日
本
郵
船

の
創
業
前
に
船
員
育
成
の
三
菱
商
船
学
校
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
の
東
京
海
洋

大
学
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
よ
う
な
養
成
所
を
作
っ

て
、
自
社
で
英
語
教
育
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
マ

ナ
ー
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
料
理
と
い
う

面
で
も
船
の
コ
ッ
ク
た
ち
が
の
ち
に
港
町
で

洋
食
屋
を
開
い
て
、
洋
食
文
化
と
し
て
日
本

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
前
の
豪
華
客
船
と

い
う
文
化
が
花
開
い
た
結
果
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

八
島
　
色
々
と
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

は
持
続
可
能
な
観
光
事
業
を
ど
う
い
う
切
り

口
で
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
無
償
か
ら
有
償
、
接
待
か
ら

社
交
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
今
も
似
た
よ
う
な
課

題
で
も
が
い
て
い
る
我
々
が
い
る
の
か
な
と
。

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
名
前
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
サ
ー
ビ
ス
＝
無
償
と
い
う
考
え
は
ま

だ
日
本
に
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
結
果
的

に
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を
求
め
に
く
い
環
境
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ

た
り
か
ら
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
て
い
か

な
い
と
、
持
続
可
能
な
観
光
業
に
は
な
ら
な

い
の
か
な
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

山
口
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
も
う
1
つ

が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
す
ご
く
コ
ス

ト
が
か
か
る
の
で
す
が
、
コ
ス
ト
と
い
う
よ
り

も
楽
し
さ
や
文
化
の
力
に
な
る
こ
と
を
昔
の

人
た
ち
は
信
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、

そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
両
立
さ
せ
て
い
く
と
、
色
々
な
も
の
を
有

機
的
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
観
光
と
い
う
現
場
は
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
が
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
ホ
テ
ル
も
非
常
に
魅
力
的
な
仕
事
で
あ

り
、
教
育
の
現
場
で
も
あ
り
、
も
し
か
し
た

ら
大
学
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
教
育
機
関
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
多
様
性

を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
現
場
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
活
動
に
落
と
し
込
む
か
。
あ
る
い
は

教
育
者
と
し
て
学
生
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

千
住
　
3
年
間
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
日
は
大
変
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
そ
れ

は
資
料
の
少
な
さ
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
各
社
の
皆
様
に
は
、
御
社
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
と
の
ご
認
識
の
も
と
、
是
非
と
も

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

よ
う
な
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
現
在
進

行
中
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
意
義
を
よ
り

明
確
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
1
点
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
学
で
観

光
学
を
学
ぶ
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
よ
う

や
く
好
転
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
観
光
を
通
し
て
自
分
と
は
異

な
る
文
化
や
社
会
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
学
生
た
ち
が
再
び
期
待
を
持
ち
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
学
部
を
卒
業

し
た
ら
観
光
産
業
に
就
職
す
る
と
い
う
の
も

王
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
学
部
を
卒
業
し

た
学
生
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
社
会
に
目
を

向
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
い
く
の

が
、
観
光
学
部
の
教
員
と
し
て
の
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
非
常
に
刺
激
の
多

い
一
日
で
し
た
。

福
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
議
論
が
足
り
な
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
時
代
に
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
研
究
と
実
務

の
視
点
か
ら
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
で
す
。
そ
の
中
に
留
学
生
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
中
国
に
い
る
欧
米
人
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
ま
す
が
、

国
際
観
光
局
は
も
う
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
一

点
突
破
で
す
。
そ
れ
は
消
費
額
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
島

　そ
こ
ま
で
遡
ら
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
圧
倒
的
に
当
初
か
ら

欧
米
中
心
に
セ
ー
ル
ス
に
注
力
し
て
い
た
の

は
事
実
で
す
。
た
だ
、
一
方
で
中
国
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

福
永
　
続
い
て
「
当
時
の
外
国
人
向
け
の
食

事
の
提
供
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
特
に
船
内
で
の
お
食
事
が
好
評

で
、
そ
れ
が
ホ
テ
ル
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
1
、
2
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
明
治
の
頃
は
外

国
か
ら
シ
ェ
フ
を
招
い
て
各
船
に
乗
っ
て
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
航
路
を
拡
張

し
て
運
航
船
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
船
を

巡
回
す
る
の
も
大
変
と
い
う
こ
と
で
、

1
9
1
6
年
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
接
客
マ

ナ
ー
を
教
え
る
養
成
所
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
に
添
え
る
メ
ニ
ュ
ー
は
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
に
も
力
を
い
れ
て
い
て
、

珍
し
い
も
の
で
は
扇
子
に
印
刷
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

福
永
　
会
場
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
カ
ル

チ
ャ
ー
ズ
の
中
に
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
の

経
験
文
化
も
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
山
口
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

山
口
　
今
日
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
テ
ー
マ
な

の
で
、
受
け
入
れ
側
の
話
が
中
心
に
な
り
ま

し
た
が
、
海
外
で
色
々
な
経
験
を
す
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
に
も
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す

し
、
や
は
り
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
は
連
動

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
質
や
デ
ザ
イ
ン
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

日
本
郵
船
の
歴
史
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
ま

た
帝
国
ホ
テ
ル
も
、
単
に
箱
を
増
や
し
て
金

儲
け
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に

は
文
化
創
造
や
海
外
に
対
し
て
の
責
任
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

　
そ
う
す
る
と
今
日
の
話
の
行
き
先
と
し

て
、
マ
ナ
ー
と
い
う
の
が
観
光
に
と
っ
て
重

要
な
話
で
、
観
光
道
徳
も
「
べ
き
」
論
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
時
に
人
と
人
が
仲

良
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
道
徳
に

つ
い
て
も
っ
と
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

千
住
　
我
々
は
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
は
成
熟

し
た
と
い
う
自
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

な
気
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
が
、
他
の

国
の
人
を
見
る
視
線
と
し
て
ど
う
転
嫁
さ
れ

て
い
く
か
は
ま
た
別
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
コ
ロ
ナ
前
、
京
都
市
の
一
部
エ
リ
ア

で
は
観
光
客
が
集
中
し
、
混
雑
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
私

が
出
向
し
て
い
る
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都

市
で
は
「
京
都
観
光
モ
ラ
ル
」
を
掲
げ
、
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
に
観
光

客
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
供
に
大
切

に
し
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
観
光
客

に
対
し
て
も
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
元
の

事
業
者
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
、
最
近

は
海
外
の
方
の
方
が
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ
て

い
て
、
逆
に
日
本
人
の
方
が
悪
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　
去
年
の
9
月
に
は
、
京
都
在
住
の
外
国
人

の
方
と
座
談
会
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
伝

え
て
い
る
こ
と
が
海
外
の
方
に
は
ど
う
受
け

取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
日
本
人
の
常
識
で
一
方

的
な
押
し
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た

こ
と
も
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
や
は

り
相
互
理
解
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
前
半
の
報
告
で
の
問
い
か
け
に

あ
り
ま
し
た
「
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
の

可
能
性
」に
つ
い
て
で
す
が
、ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
も
旅
に
理
想
を
求
め
て
い
た
通
り
、
い
つ

の
時
代
も
観
光
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
に

実
現
し
た
い
姿
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
渋
沢
栄
一
の
言
葉
に
も
あ
る
通
り
、
自
分
の

ホ
テ
ル
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
や
世

界
に
貢
献
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
も
帝
国

ホ
テ
ル
の
経
営
の
中
で
意
識
さ
れ
る
機
会
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
一
方
で
課

題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
島
　
企
業
理
念
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
通

り
で
す
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
、
ホ

テ
ル
業
全
体
が
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま
す
。
外
客
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
に
な
い
文

化
を
学
び
、
吸
収
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う

意
識
で
事
業
を
継
続
し
て
い
け
ば
、
自
ず
と

良
い
答
え
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い

ま
す
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
海
外
か
ら
の

お
客
様
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
3
年
間
あ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
経
験
値
な
ど
が
少
し
鈍
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
る
と
、

3
年
前
に
入
っ
た
新
入
社
員
は
、
外
国
の
お

客
様
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

様
の
期
待
と
、
我
々
が
提
供
す
る
も
の
の

の
寄
付
が
減
少
し
、
体
制
と
し
て
も
実
務
を

担
う
事
務
局
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
り
ま

す
。
渋
沢
は
自
ら
政
府
に
陳
情
し
た
り
、
平

井
晴
二
郎
や
木
下
、
日
本
郵
船
の
林
民
雄
ら

に
、
若
い
人
た
ち
で
何
か
考
え
て
も
ら
い
た

い
と
相
談
し
ま
す
。

　
そ
し
て
喜
賓
会
の
後
を
ど
こ
が
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
ホ

テ
ル
は
経
営
状
態
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
や
汽
船
な
ど
の
交
通
事
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
万
国
鉄
道
会
議
の
よ
う
に
海
外
各
国

と
会
議
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
平
井
も
ス
イ

ス
の
観
光
施
設
に
感
銘
を
受
け
、
生
野
團
六

（
の
ち
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
初
代
幹
事
）
に
そ
の

研
究
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
院

の
立
場
と
し
て
木
下
が
中
心
に
な
り
、
日
本

郵
船
の
林
民
雄
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
林
愛
作
と

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
各
業
界
へ
の
説
得

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
山
口
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
喜
賓
会
の
人
材

や
財
産
な
ど
を
引
き
継
ぐ
こ
と
な
く
全
く
別

の
組
織
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
喜
賓
」
だ
け
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
広
く
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い

く
こ
と
、
事
務
所
は
鉄
道
院
内
に
置
き
鉄
道

院
の
職
員
が
実
務
に
当
た
る
こ
と
、
財
源
の

半
分
を
鉄
道
院
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
木
下
は
1
9
2
2
年
に
は
ツ

ア
ー
の
実
施
や
小
荷
物
運
搬
の
取
扱
と
い
っ

た
収
益
事
業
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、
こ

の
辺
り
は
喜
賓
会
の
課
題
が
活
か
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
ま
す
。

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
無
事
発
足
す
る
と
、
実
務

は
生
野
に
任
せ
、
木
下
は
鉄
道
院
の
立
場
か

ら
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
生
野
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
成
期
と
し

て
の
礎
を
築
く
訳
で
す
が
、
ま
ず
案
内
所
を

国
内
外
に
整
備
し
た
他
、
機
関
雑
誌「
ツ
ー
リ

ス
ト
」や
外
客
向
け
の
案
内
書「
J
A
P
A
N
」

を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
印
刷
物
を
作
成
・

配
布
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
先
進
事
例
や

書
籍
な
ど
を
研
究
し
て
実
務
に
活
か
す
と
と

も
に
、
案
内
書
等
は
内
容
、
英
訳
、
デ
ザ
イ
ン

の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
郵
船
の

航
路
や
支
社
な
ど
の
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活

か
し
て
配
布
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
2
代
目
幹
事
の
猪
股
忠
次
で
す
が
、
彼
は

南
満
州
鉄
道
勤
務
時
代
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
に
留
学
し
て
旅
客
事
務
を
研
究
し
て
い
ま

し
た
。イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
生
野
と
面
会
し
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
足
に
つ
い
て
聞
い
た
猪
股
は

1
9
1
8
年
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
転
職
し
ま

す
。
1
9
2
0
年
に
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

と
相
互
代
理
店
契
約
を
結
び
、
世
界
各
地
へ

の
切
符
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
国
内
外
の
鉄
道
会
社
・
汽
船
会
社
・
旅

行
会
社
と
の
代
売
代
理
店
契
約
の
締
結
、
デ

パ
ー
ト
へ
の
案
内
所
進
出
、
邦
人
へ
の
一
般

乗
車
券
の
発
売
、
旅
行
傷
害
保
険
、
観
劇
券
、

旅
行
小
切
手
、
手
荷
物
保
険
等
の
営
利
事
業

を
開
始
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
素
が
加
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
1
9
2
5
年
に
登
場
し

た
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
（
1
9
3
2
年
か
ら

は
旅
館
券
を
単
独
販
売
）
は
、
当
時
の
国
内

旅
行
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
「
茶
代
」
の
支

払
を
不
要
と
す
る
点
が
画
期
的
で
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
礎
を
築
く
上
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　「
茶
代
」
と
は
、
宿
代
と
は
別
に
任
意
で

出
す
料
金
の
こ
と
で
、
そ
の
額
に
よ
っ
て
良

い
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
り
、
待
遇
が
良
く
な

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
は
っ
き
り

値
段
が
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
妥
当

な
金
額
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
が
旅
行
者
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
外
国

人
に
と
っ
て
も
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
外
国

人
か
ら
は
茶
代
を
と
ら
な
い
、
も
し
く
は
宿

代
に
予
め
上
乗
せ
す
る
の
は
ど
う
か
と
い
っ

た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
返
り
を
期
待
し
て
高
い
金
額
を
出
す
こ

と
が
賄
賂
と
同
じ
だ
と
い
う
論
調
等
も
あ

り
、
1
9
0
0
年
頃
か
ら
茶
代
廃
止
運
動
が

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
例
で
す
。
た
だ
し
「
横

浜
写
真
」
で
は
、
日
本
人
女
性
の
裸
体
が
多

く
撮
影
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
の
男
性
の
ま

な
ざ
し
に
応
え
る
よ
う
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
剝
き
出
し
の
彩
色
写
真
」
が
多
数
残
っ

て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば
大
学
な
ど
の
写
真

史
の
研
究
で
は
キ
ッ
チ
ュ
で
低
俗
な
「
外
国

人
向
け
の
土
産
写
真
」
と
し
て
、
あ
ま
り
研

究
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
近

年
に
は
「
横
浜
写
真
」
を
再
考
す
る
機
運
が

高
ま
り
、
そ
れ
ら
を
現
在
の
価
値
観
か
ら
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ

ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
考
察
す
る
動
き

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
と
は
、
観
光
に
お
け
る
受
け
入
れ
側
つ
ま

り
ホ
ス
ト
の
文
化
と
、
訪
問
す
る
側
つ
ま
り

ゲ
ス
ト
の
文
化
に
対
し
て
、
そ
の
両
者
が
出

会
い
、
ま
た
交
流
す
る
こ
と
で
初
め
て
誕
生

す
る
第
三
の
文
化
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
誘
発
す
る
観
光
文
化
の
こ
と
で
す
。

　
す
る
と
「
外
国
人
接
待
協
会
」
も
喜
賓
会

も
、
あ
る
い
は
「
接
待
」
の
時
代
も
「
社
交
」

の
時
代
も
、
日
本
の
観
光
史
の
重
要
な
一
例

と
し
て
再
考
し
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
作
業
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
を
再
考
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
「
事
業
」
の
精
神
を
検
討
し
、
そ
の

優
れ
た
市
民
社
会
的
思
想
を
学
び
直
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
文

化
を
顧
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
へ
活
用
で
き
る
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
も
可
能
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致

と
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

次
の
時
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
観
光
文

化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
主
に
大
正
時
代
、
鉄
道
院
と

民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
外
客
誘
致
を
行
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
を
中
心
に
、
国
が
関
わ
る

こ
と
で
観
光
が
政
策
に
な
っ
て
い
く
過
程
、

さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
分
岐
し
て
い
っ

た
過
程
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
ま
だ
外
客
の
受

け
入
れ
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
観

光
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
長
年
に
渡
っ
て
課
題
だ
っ
た
の

は
、
外
客
誘
致
に
対
し
て
な
か
な
か
国
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
鉄
道
院
内
で
も
同
様
で
、
職
員
向
け
に
講

演
を
し
た
り
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
を
発
行
し
て
広
く
意
識
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
質
な
案

内
業
者
の
横
行
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
1
9
0
7
年
に
は
内
務
省

が
「
案
内
業
者
取
締
規
則
」
を
出
し
た
他
、

鉄
道
院
で
は
職
員
が
お
客
様
に
案
内
で
き
る

よ
う
「
英
語
練
習
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
客
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
宿

泊
施
設
が
不
足
す
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
日
本
に
到
着
し
て
も
ホ
テ
ル

に
宿
泊
で
き
ず
船
内
で
１
週
間
待
機
し
た
と

い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ホ

テ
ル
の
建
設
計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後

恐
慌
で
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
、
旅
館
に
施

設
の
改
良
や
外
客
の
受
け
入
れ
を
呼
び
掛
け

た
り
、
入
港
す
る
船
に
対
し
て
ホ
テ
ル
の
空

き
状
況
を
無
線
で
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。
本

格
的
に
全
国
に
国
際
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
る

の
は
国
際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
客
誘
致
を
担
う
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
少
し
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
で

あ
る
木
下
淑
夫
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
か
ら
、

輸
出
貿
易
の
発
達
を
見
越
し
た
経
済
的
側
面

と
、
外
客
と
日
本
人
と
の
正
し
い
相
互
理
解

を
図
る
と
い
う
2
つ
の
側
面
か
ら
外
客
誘
致

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

当
然
な
が
ら
木
下
一
人
の
発
案
だ
け
で

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
足
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
喜
賓
会
は
会
員
の
寄
付
を
資
金
に
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
向
け
の
案

内
書
の
制
作
や
配
布
が
経
費
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄
道
国
有
化
の
影

響
も
あ
り
、
会
員
で
あ
っ
た
鉄
道
各
社
か
ら

の
時
代
で
あ
り
、
20
年
あ
ま
り
続
き
ま
し

た
。

　
な
ぜ
「
社
交
」
な
の
か
、
そ
れ
は
「
接
待
」

と
は
何
が
違
う
の
か
。
数
年
前
に
財
界
で
痛

い
目
に
あ
っ
た
渋
沢
と
益
田
は
、
国
際
経
験

が
豊
か
な
蜂
須
賀
茂
韶
を
会
長
に
招
き
、
他

の
華
族
や
高
級
官
僚
が
多
数
名
を
連
ね
る
慈

善
団
体
と
し
て
、
喜
賓
会
を
創
り
ま
す
。
そ

う
し
て
訪
日
外
国
人
へ
の
便
宜
を
図
る
た
め

に
案
内
書
や
地
図
を
作
り
、
ま
た
主
要
な
名

所
や
旧
跡
へ
の
見
学
の
た
め
に
紹
介
状
を
作

成
し
た
り
、
日
本
側
の
重
要
人
物
を
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
喜
賓
会
の
英
語
名
の
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e S
ociety of Japan

が
表
現

す
る
よ
う
に
、
こ
の
団
体
は
会
員
制
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
誰
で
も
入
れ
る

団
体
で
は
な
く
、
貴
族
や
高
官
た
ち
が
相
互

に
推
薦
し
て
入
会
す
る
「
社
交
界
」
と
し
て
構

想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
賓
を
も
て
な
す

民
間
外
交
の
組
織
で
あ
り
、「
外
国
人
接
待

協
会
」
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
な

ら
ば
無
条
件
で
「
接
待
」
す
る
の
で
は
な
く
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
と
し
っ
か
り
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
訪
日
外
国
人
だ
け
を
歓
迎
す
る
、

と
い
う
考
え
方
で
運
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
主
従
関
係
の
隷
属
的
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
「
接
待
」
か
ら
、
対
等
な
関
係

で
友
好
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
社

交
」
へ
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
が
大
き
く
転

換
し
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
喜
賓
会
の
本
部
は

帝
国
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
こ
ろ
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
も
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
美
術

商
で
活
躍
し
た
国
際
経
験
豊
か
な
林
愛
作

が
、日
本
人
の
支
配
人
と
し
て
着
任
し
ま
す
。

や
が
て
林
は
、鉄
道
院
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
、

や
は
り
日
本
の
鉄
道
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ

と
に
な
る
木
下
淑
夫
と
と
も
に
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
設
立
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

1
9
1
2
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
喜

賓
会
は
ま
だ
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
き
に
社
史
や
学
術
書
な
ど
で
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
そ
し
て
の
ち
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
喜
賓
会

の
後
継
団
体
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
を
見
か

け
ま
す
が
、
そ
れ
は
不
正
確
で
す
。
喜
賓
会

と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
2
年
ち
か
く
併
存
し
、
そ

し
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
旅
立
ち
を
見
届
け
た
喜

賓
会
は
、
1
9
1
4
年
に
解
散
し
ま
す
。
つ

ま
り
こ
の
二
つ
の
団
体
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
が
異
な
る
別
組
織
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
第
1
期
が「
接
待
」、第
2
期
が「
社

交
」で
あ
る
な
ら
ば
、第
3
期
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
た
1
9
1
2
年
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
は
「
事
業
」
だ
っ
た
、

と
い
え
ま
す
。

　「
事
業
」
と
い
う
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
あ
る
い

は
お
金
儲
け
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少
し
異
な
り
ま
す
。
上
述
し
た

鉄
道
官
僚
の
木
下
淑
夫
（
以
下
、
木
下
）
は
、

米
国
へ
留
学
し
て
鉄
道
の
営
業
、
つ
ま
り

ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
の
運
用
か

ら
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
を
高
め
る
「
事
業
」

の
思
想
を
学
び
、
さ
ら
に
欧
州
を
視
察
し
て

か
ら
帰
国
し
た
後
に
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
設
立

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
政
府
観
光
局
を
持
た
な

い
日
本
で
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
実
質
的
な
訪

日
客
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
こ
で
「
接
待
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
社
交
」
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
で
は
、
窓
口
業
務
を
永
続

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
応
対
す
べ
き

訪
日
客
も
貴
族
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
ま
り
慈
善
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
な

い
、
よ
り
持
続
可
能
で
民
主
的
な
「
事
業
」

が
必
要
で
す
。
一
定
の
対
価
を
支
払
え
ば
、

出
身
や
身
分
や
目
的
な
ど
で
差
別
せ
ず
に

「
訪
日
客
」
と
し
て
平
等
か
つ
公
正
に
扱
う
。

こ
れ
が
近
代
の
市
民
社
会
に
適
合
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
で
実
現

し
た
組
織
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
す
。

　「
事
業
」
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
鉄

道
院
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
日
本
郵
船
な

ど
当
時
の
国
際
的
な
日
本
企
業
の
支
援
も
得

て
、
ど
ん
ど
ん
組
織
を
大
き
く
し
て
い
き
ま

す
。
慈
善
か
ら
事
業
へ
、
そ
し
て
限
ら
れ
た

エ
リ
ー
ト
か
ら
す
べ
て
の
市
民
へ
と
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
を
転
換
さ
せ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

存
在
は
、
日
本
の
観
光
史
を
考
え
る
う
え
で

大
変
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
省
み
る
と
、
第
3
期
の「
事

業
」
の
時
代
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
第
2
期
の

「
社
交
」
と
第
1
期
の
「
接
待
」
は
、
い
わ
ゆ

る
失
敗
の
時
代
で
あ
り
、
再
考
す
る
価
値
の

な
い
時
代
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
鹿
鳴
館

と
一
体
の
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
よ
り
有
名
な
喜
賓
会
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

ま
す
。
し
か
し
第
1
期
の
「
接
待
」
と
第
2

期
の
「
社
交
」
が
あ
っ
て
こ
そ
第
3
期
の
「
事

業
」
が
あ
る
、
と
い
う
歴
史
を
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
喜
賓
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
一

世
を
風
靡
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
文
化

と
し
て
、「
横
浜
写
真
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
で
生
み
成
さ
れ
た
浮
世
絵
の
彩
色

技
術
と
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
最
新
メ

デ
ィ
ア
の
写
真
術
が
横
浜
の
地
で
出
会
い
、

そ
れ
を
継
承
し
た
日
下
部
金
兵
衛
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
関
係
者
た
ち
が
新
た
な
融
合

の
形
を
み
せ
た
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
局
面
に
あ
る

中
、
日
本
に
お
け
る
観
光
政
策
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
に
対
す
る
考
え
方
の
変
遷
、
さ
ら

に
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢
や
課
題

に
対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
組
織
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
の
か
を
整
理
・
検

証
す
る
こ
と
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
と
さ
れ
る
喜
賓
会
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
国
際
観
光
局
を
中
心

と
し
た
各
組
織
の
役
割
や
取
り
組
み
に
注
目

し
て
研
究
メ
ン
バ
ー
か
ら
報
告
し
た
他
、
同

時
代
に
外
客
誘
致
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
と
日
本
郵
船

（
歴
史
博
物
館
）
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
報
告

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
の
設
立
は
1
9
1
2
年

で
す
が
、
こ
れ
は
明
治
元
年
か
ら
44
年
後
の

こ
と
で
す
。
で
は
半
世
紀
ち
か
く
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
報
告
で
は
、
3
つ
の
期

間
に
着
目
し
て
「
最
初
の
半
世
紀
」
を
考
え

ま
す
。

　
ま
ず
1
8
8
8
年
、
渋
沢
栄
一
は
三
井
物

産
を
創
っ
た
益
田
孝
、
そ
し
て
外
務
大
臣
を

務
め
た
井
上
馨
と
協
力
し
、東
京
商
工
会（
現

在
の
東
京
商
工
会
議
所
）
の
な
か
に
「
外
国

人
接
待
協
会
」を
設
立
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

こ
れ
が
第
1
期
の
「
接
待
」
の
時
代
で
す
。

議
論
の
末
に
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
一
体
で
構

想
さ
れ
て
い
た
鹿
鳴
館
と
帝
国
ホ
テ
ル
は
実

現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
接
待
」
の
時
代
、
不
平
等
条
約
を

早
く
改
正
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
来
日

す
る
外
国
人
を
無
償
で
接
待
す
る
こ
と
は
、

国
益
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
鹿
鳴

館
へ
の
非
難
が
沸
き
起
こ
り
、「
外
国
人
接

待
協
会
」
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
果
と

し
て
帝
国
ホ
テ
ル
だ
け
が
ひ
と
り
生
き
残
り

ま
す
。
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
、
逆

風
の
う
ち
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
渋
沢
た
ち
は
、
帝
国
ホ
テ

ル
を
拠
点
に
新
た
な
団
体
を
設
立
し
ま
す
。

1
8
8
3
年
設
立
の
喜
賓
会
で
す
。
そ
の
初

期
の
本
部
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
置
か
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
第
2
期
の「
社
交（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）」
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録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
外
国

人
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に
や
っ
て
来
る
と
弊

害
が
あ
る
と
い
っ
た
誤
解
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
、
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
印
刷
物
や

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
教
育
の

現
場
も
活
用
し
た
観
光
観
念
の
普
及
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
祭
は
、
国
際
観
光
局
開
設
5
周
年
を

記
念
し
て
1
9
3
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
開
催
目
的
の
一
つ
に
は
「
観
光
事
業
の

重
要
性
を
認
識
せ
し
む
る
こ
と
」
と
あ
り
ま

す
。
観
光
事
業
、
す
な
わ
ち
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
対
象
と
し
た
事
業
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
周
知
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
最
初
の
3
年
間
は
開
催
規
模
が
徐
々
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
に
は
、
1
9
3
5

年
の
初
回
は
22
ヶ
所
で
開
催
、
翌
年
の
第
2
回

は
1
4
0
ヶ
所
で
開
催
、
1
9
3
7
年
の
第
3

回
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
、

拡
大
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
観
光
祭

は
年
1
回
、
4
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
に
関
し
て
は
、
第
1
回
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
「
観
光
即
産
業
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
観
光
は
経
済
的
な
利
益
を
生
み
だ
す

産
業
だ
と
P
R
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
は
、「
黒
字
を
招
く
観
光
事
業
を
語
る
」

と
題
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て

お
り
、
外
客
誘
致
に
よ
る
効
果
の
な
か
で
も

外
貨
獲
得
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
は
、
タ
イ
の
伝
統
的

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
東
京
に
限
っ
た
話
で

な
く
、
全
国
各
地
で
日
本
の
伝
統
芸
能
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
た
り
、「
国
際
観
光
」
と
い

う
こ
と
で
海
外
の
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
回
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
見
る
と
、

ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
広
報
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
観

光
局
長
に
よ
る
講
演
や
「
観
光
日
本
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
観
光
祭
を
記
念
し

て
「
観
光
事
業
の
栞
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
表

紙
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に

や
っ
て
来
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
典
型
的
な

日
本
の
風
景
を
採
用
し
た
絵
は
が
き
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
東
京
だ
け
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が「
挙
国
一
致
で
邦
土
美
化
」と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

前
回
と
同
様
に
国
際
観
光
局
に
よ
る
演
説
が

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
全
国
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
観
光
祭
を
春
の
風

物
詩
と
し
て
報
じ
る
新
聞
も
出
て
来
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
祭
は
徐
々
に
規
模
を
拡

大
さ
せ
な
が
ら
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
が
、1
9
3
8
年
以
降
は
名
称
が「
観

光
報
国
週
間
」
に
変
更
と
な
り
、
そ
の
質
に

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
9
3
7
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
「
国

民
精
神
総
動
員
」
が
国
策
化
さ
れ
ま
す
が
、

観
光
祭
に
つ
い
て
も
、
時
節
柄
お
祭
り
と
い

う
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
地
味
に
や
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

1
9
3
8
年
に
開
催
さ
れ
た
観
光
報
国
週
間

で
は
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
強
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
報
国
週
間
で
は
、
教
育
機
関
と
の
連

携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
旅
と
健

康
」、「
公
徳
を
守
り
ま
せ
う
」、「
国
土
の
愛

護
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
小
学
生
に
作
文
を

書
か
せ
て
優
秀
作
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
出
来
事
か
ら
は
、
国
民
精
神
総
動
員

下
の
教
育
が
観
光
と
関
与
を
深
め
て
い
く
様

子
を
指
摘
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
を
ま
と
め
る
と
、
観
光

祭
は
外
客
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
喧
伝

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
、

外
貨
獲
得
や
国
際
親
善
、
日
本
文
化
の
P
R

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
衆
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を
駆
使
し

起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
宿
に
と
っ
て
は
施

設
改
修
費
等
に
充
て
る
財
源
に
も
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
反
対
の
声
も
上
が
り
、
な
か
な

か
一
律
で
廃
止
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、似
た
よ
う
な
も
の
と
し
て「
心

付
」
が
あ
り
ま
す
が
、
見
返
り
を
期
待
す
る

茶
代
と
異
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
の

意
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
い
わ

ゆ
る
当
時
の
女
中
さ
ん
の
収
入
に
直
結
す
る

こ
と
か
ら
、
茶
代
は
廃
止
し
て
も
心
付
は
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
は
チ
ッ
プ
を
宿
泊
料
の
１
割
を
請
求
す

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
徐
々

に
サ
ー
ビ
ス
料
と
な
り
、
チ
ッ
プ
の
習
慣
も

徐
々
に
な
く
な
り
ま
す
。

　
チ
ッ
プ
や
茶
代
が
な
く
な
っ
た
の
は
近
代

化
・
合
理
化
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
な
ら
で

は
の
お
も
て
な
し
が
高
い
評
価
を
受
け
る
一

方
で
、
そ
こ
に
対
価
を
支
払
う
感
覚
が
日
本

人
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
が
非
常
に
評
判
と

な
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
設
立
20
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
1
9
3
2
年
に
邦
人
に
対
す

る
旅
行
斡
旋
を
行
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

3
代
目
幹
事
の
高
久
甚
之
助
は
、
職
員
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
旅
行
業
と
し
て
の
礎
を
築
く
と

共
に
、
鉄
道
省
運
輸
局
の
後
任
で
も
あ
る
新
井

尭
爾
と
一
緒
に
外
客
誘
致
の
政
策
化
に
向
け
て

動
き
ま
し
た
。
1
9
3
0
年
に
は
鉄
道
省
に
国

際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
、
新
井
は
初
代
局
長
に

就
任
し
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
が
取
り
組
ん
だ
外
客
誘
致
と

言
っ
て
も
か
な
り
範
囲
が
広
い
の
で
、
今
日

は
共
同
研
究
の
過
程
で
気
が
つ
い
た
興
味
深

い
事
例
と
し
て
、「
観
光
祭
」
と
「
観
光
報
国

週
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
国
際
観
光
局
で
す
が
、
外
客
誘

致
に
関
す
る
事
項
を
司
る
機
関
と
し
て
、

1
9
3
0
年
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
外
客
誘
致
が
国
策

化
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
下
で
閉
局
と
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
国
際
観
光
局
と
類
似
し
た
名
称

の
組
織
が
誕
生
し
ま
す
。
1
つ
は
国
際
観
光

委
員
会
で
す
。
こ
れ
は
外
客
誘
致
に
特
化
し

た
鉄
道
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
国
際
観
光
局

は
そ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
も
う
1
つ
が
国
際
観
光
協
会
と
い
う

組
織
で
す
。
国
際
観
光
局
が
一
番
力
を
入
れ

て
行
っ
た
の
が
、海
外
へ
の
観
光
宣
伝
で
す
。

そ
の
実
行
を
担
っ
た
と
言
い
ま
す
か
、
雑
誌

や
映
画
と
い
っ
た
媒
体
の
制
作
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
史
料
に
よ
っ
て
は
国
際
観
光
局

と
国
際
観
光
協
会
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な

く
、
両
者
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
の
開
局
か
ら
10
年
経
っ
た

1
9
4
0
年
に
発
行
さ
れ
た
『
観
光
事
業
十

年
の
回
顧
』
と
い
う
冊
子
に
、
そ
れ
ま
で
の

国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
観
光
局
に
関
し
て
は
こ
こ
15

年
ぐ
ら
い
で
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
そ
の
発

端
と
な
っ
た
の
が
、
神
戸
女
子
大
学
の
砂
本

文
彦
先
生
が
2
0
0
8
年
に
出
版
さ
れ
た

『
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
：
一
九
三
〇

年
代
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
』
と
い

う
分
厚
い
研
究
書
で
す
。
国
際
観
光
局
と
外

客
向
け
ホ
テ
ル
整
備
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

し
た
本
書
以
降
、
観
光
宣
伝
や
宣
伝
写
真
に

関
す
る
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
お
話
の
骨
子
は
、
国
際
観
光
局
に

よ
る
「
観
光
観
念
の
普
及
」
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
『
観
光
事
業

十
年
の
回
顧
』
に
は
、
国
際
観
光
事
業
の
意

義
に
つ
い
て
多
く
の
国
民
が
誤
解
を
し
て
い

る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
策

と
し
て
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い
く
に
は
国
民

の
誤
解
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
民
に
向
け
て
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る
「
観
光
祭
」

や
「
観
光
報
国
週
間
」
は
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
観
念
の
普
及
」
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
国
際
観
光
委
員
会
で
も
1
9
3
1
年
頃

か
ら
議
論
が
さ
れ
て
い
て
、
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
外
客
誘
致
を
行
う
こ
と
で
国
際
上
の
親

善
や
日
本
文
化
の
発
展
、
経
済
力
の
向
上
に

繋
が
り
、
そ
れ
が
広
く
国
民
に
も
利
益
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
発
言
が
議
事

　
営
業
開
始
初
日
の
外
国
人
宿
泊
客
は
わ
ず

か
5
名
と
、
最
初
の
5
年
間
の
経
営
は
決
し

て
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
0
9
年
に
林
愛
作
が
招
聘
さ
れ
て
、
そ

の
流
れ
で
1
9
2
3
年
に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
設
計
し
た
ラ
イ
ト
館
が
完
成

し
ま
し
た
。
1
9
3
3
年
に
は
日
本
初
の
本

格
的
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
あ
る
上
高

地
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
今
年
で
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

　
ラ
イ
ト
館
が
老
朽
化
で
明
治
村
に
移
築
さ

れ
、
1
9
7
0
年
に
現
在
の
本
館
が
開
業
し

ま
す
。
1
9
8
3
年
に
は
タ
ワ
ー
館
の
竣
工

と
い
う
我
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
業
と
し
て
事
業
を
継
続
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
か
、
収
益
性
を
ど
う
や
っ
て

上
げ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
プ
、
事
務
所
が
入
る
複
合
ビ
ル
と
し

て
1
9
8
3
年
に
不
動
産
事
業
に
参
入
し
ま

し
た
。
当
時
は
珍
し
い
形
態
で
し
た
が
、
ホ

テ
ル
と
い
う
業
態
の
屋
台
骨
を
支
え
る
よ
う

な
事
業
体
が
こ
こ
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
1
9
9
6
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
を
開

業
し
ま
し
た
。

　
ま
た
1
9
7
3
年
あ
た
り
か
ら
は
海
外
に

も
営
業
所
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
を
構
え
て

い
ま
す
。
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
5
年
駐
在

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
営
業
活
動
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
3
年
か
ら
国
策
と
し
て
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
と
し
て
も
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

2
0
2
5
年
の
万
博
ま
で
、
こ
う
い
っ
た
重

要
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
5
月
に
2
0
3
6
年
を
ゴ
ー

ル
と
し
た
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

既
に
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
6
年
に
は

京
都
に
新
規
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
す
。
そ
し

て
旗
艦
ホ
テ
ル
の
帝
国
ホ
テ
ル 

東
京
は
、

2
0
2
4
〜
2
0
3
0
年
に
タ
ワ
ー
館
、

2
0
3
1
〜
2
0
3
6
年
に
本
館
の
建
て
替

え
を
順
次
実
施
し
、
内
幸
町
一
丁
目
街
区
の
一

番
北
側
に
位
置
す
る
弊
社
創
業
の
地
に
、
新

た
な
建
物
が
整
う
予
定
で
す
。
こ
の
建
て
替

え
の
最
中
の
2
0
2
9
年
に
は
、
隣
の
鹿
鳴

館
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
ビ
ル
の
上
層
階
に
は

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
宿
泊
特
化
型
ス
モ
ー
ル

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
を
開
業
し
ま
す
。

様
々
な
時
代
背
景
に
1
3
0
年
間
晒
さ
れ
て

き
た
我
々
の
使
命
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

国
内
の
お
客
様
も
含
め
て
で
す
が
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
外
客
誘
致
を
お
手
伝
い
す
る
事
で

す
。
今
後
も
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
現
・
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル

執
行
役
員 

帝
国
ホ
テ
ル
東
京 

総
支
配
人
）

　
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
に
お
け
る
外
客
誘
致

に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
郵
船

（
以
下
、
郵
船
）
と
い
う
会
社
が
戦
前
、
ど

の
よ
う
な
外
国
人
乗
船
客
の
誘
致
を
し
て
い

た
の
か
、
先
生
方
が
発
表
さ
れ
た
3
つ
の
組

織
と
絡
め
な
が
ら
郵
船
が
制
作
し
た
外
国
語

表
記
の
出
版
物
、
印
刷
物
を
通
し
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
そ
の
前
に
簡
単
で
す
が
会
社
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
郵
船
は
1
8
8
5
年
に
郵
便
汽
船
三

菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
喜
賓
会
が
設
立
さ
れ
た

1
8
9
3
年
に
、
日
本
初
の
遠
洋
定
期
航
路

で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
航
路
を
開
設
し
ま
す
。
当

て
、
そ
の
様
子
が
日
本
各
地
に
拡
散
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
を
挙
げ
て
の
「
観

光
観
念
の
普
及
」が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
が
観
光
報
国
週
間
の
時
代
に
な
る

と
、
国
民
精
神
総
動
員
の
一
側
面
を
形
成
す

る
に
至
り
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
教
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
ま
さ
に
時
局
に
沿
っ
た

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

ラ
ジ
オ
も
引
き
続
い
て
活
用
さ
れ
ま
す
が
、

教
育
の
現
場
を
巻
き
込
ん
だ
広
い
意
味
で
の

「
国
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

時
局
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
も
は
や
外
客
誘
致

と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気

に
も
な
っ
て
来
ま
す
。
観
光
祭
か
ら
観
光
報

国
週
間
へ
の
移
行
過
程
で
は
、
外
客
誘
致
と

い
う
理
念
の
後
景
化
と
観
光
を
通
じ
た
国
民

の
統
合
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
戦
後
へ
の
視
座
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
は
こ
う
い
っ
た

話
題
は
戦
前
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
戦
後
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
正
し
い
観

光
観
念
の
普
及
」
と
か
「
観
光
道
徳
の
高
揚
」

と
か
「
観
光
週
間
」
と
い
っ
た
事
柄
が
昭
和
40

年
代
に
政
府
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
観
光
行
政
や
観
光
政
策
に
お
け
る
戦
前
と

戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
言
う
と
、
こ
ん
に
ち
日
本
国
政
府
が
取
り

組
ん
で
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
、
歴
史
学
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
0
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た

時
代
背
景
と
、
外
客
誘
致
が
国
策
で
あ
っ
た

こ
と
が
繋
が
っ
て
、
ど
ん
な
歴
史
を
歩
ん
で

い
た
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
使
命
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ホ
テ
ル
の
現
場
目
線
を
交
え
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
我
々
の
初
代
会
長
で
あ
る
渋
沢
栄

一
（
以
下
、
渋
沢
）
の
特
徴
的
な
言
葉
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
半

で
ご
説
明
い
た
だ
い
た
時
代
背
景
の
中
で
、

渋
沢
栄
一
が
開
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
林
愛
作
の
名
前
も
出
ま
し
た
が
、

彼
は
そ
の
後
の
時
代
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
は
、
彼
が
説
い
て
い
る
ホ
テ
ル
業

の
位
置
付
け
で
す
。「
一
国
の
経
済
に
も
関

係
す
る
重
要
な
事
項
。
外
客
の
御
客
を
接
待

し
て
満
足
を
与
ふ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
1
つ
、
1
8
9
0
年
11
月
3
日
の
帝

国
ホ
テ
ル
の
開
業
式
で
、
当
時
、
東
京
府
知

事
の
祝
辞
に
対
す
る
答
辞
で
述
べ
た
言
葉
が

「
用
命
が
あ
れ
ば
世
界
の
ど
ん
な
も
の
で
も

調
達
し
て
便
宜
を
図
る
。
こ
れ
こ
そ
帝
国
ホ

テ
ル
が
自
身
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
心
得
、

絶
対
に
譲
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。（
中
略
）
現

在
は
力
不
足
で
も
近
い
将
来
、
必
ず
恥
ず
か

し
く
な
い
レ
ベ
ル
を
約
束
す
る
」
で
す
。 

　
で
き
た
ば
か
り
の
帝
国
ホ
テ
ル
の
従
業
員

に
も
思
い
を
馳
せ
た
非
常
に
良
い
言
葉
か
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う

よ
り
、
今
後
の
ホ
テ
ル
業
の
先
を
見
据
え
た

言
葉
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
言
葉
は
、
退
任
後
に
ホ
テ

ル
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
従
業
員
に
か
け
た
も

の
で
、
渋
沢
ら
し
い
言
葉
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

「
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、世
界
の
隅
々
に
帰
っ

て
い
く
人
達
に
日
本
を
忘
れ
ず
に
帰
ら
せ
、

一
生
日
本
を
な
つ
か
し
く
思
出
さ
せ
る
こ
と

の
出
来
る
、
国
家
の
た
め
に
も
非
常
に
大
切

な
仕
事
で
あ
る
。」 

　
全
文
は
紹
介
し
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
に
対

す
る
ね
ぎ
ら
い
と
期
待
を
込
め
た
言
葉
で
、

外
客
を
接
遇
す
る
ホ
テ
ル
に
対
す
る
期
待
値

の
高
さ
や
重
要
性
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ

れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
渋
沢
の
言
葉
に
裏
付
け
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
、
我
々
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
企
業

理
念
を
創
業
以
来
掲
げ
て
い
ま
す
。「
帝
国

ホ
テ
ル
は
創
業
の
精
神
を
継
ぐ
日
本
の
代
表

ホ
テ
ル
で
あ
り
、
国
際
的
ベ
ス
ト
ホ
テ
ル
を

目
指
す
企
業
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
サ
ー
ビ

ス
と
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
の
発
展
と
人
々
の
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
今
年
で
1
3
3
年
目
を
迎
え
る
ホ
テ
ル
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
2
代
目
の
ホ
テ
ル

が
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災
の
当
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
直
近
で
言
う
と
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
に
こ
の
精
神
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
簡
単
に
歴
史
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
国
策
と
し
て
、
当
時
の

外
務
大
臣
の
井
上
馨
の
お
声
が
け
で
渋
沢
や

大
倉
喜
八
郎
等
の
当
時
の
財
界
の
方
が
協
力

し
合
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
初
代
本
館

の
建
物
正
面
は
現
在
と
異
な
り
北
に
面
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
の
南
側
が
鹿
鳴
館
と

い
う
立
地
で
し
た
。

の
営
業
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
英
文

広
報
誌
、
書
籍
を
次
々
刊
行
し
ま
す
。

『J
A
P
A
N
 O
v
e
r
s
e
a
s
 T
r
a
v
e
l 

M
agazin

e

』
は
浅
野
総
一
郎
が
創
業
し
た

東
洋
汽
船
と
い
う
海
運
会
社
が
発
行
し
て
い

た
ア
ジ
ア
を
紹
介
す
る
広
報
誌
で
す
。

1
9
2
6
年
に
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
と
合

併
し
た
際
に
郵
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支

店
が
引
き
継
ぎ
、
1
9
3
3
年
頃
ま
で
続
き

ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
大
半
の
記
者
は

外
国
人
で
す
が
な
か
に
は
在
米
日
本
人
も
い

ま
し
た
。
紹
介
記
事
を
執
筆
し
た
記
者
や
表

紙
に
採
用
し
た
画
家
を
み
て
い
く
と
興
味
深

い
の
で
す
が
先
行
研
究
が
少
な
い
た
め
当
館

で
は
収
集
・
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『T
H
E
 T
R
A
V
E
L
 B
U
L
L
E
T
IN

』
と

い
う
英
文
広
報
誌
も
創
刊
し
ま
す
。
就
航
船

や
観
光
地
の
最
新
情
報
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、

船
客
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を
掲
載
し
、
船

客
に
も
好
評
で
年
々
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て

い
た
広
報
誌
で
す
。 

　
旅
行
者
と
荷
主
向
け
の
世
界
年
鑑

『G
L
IM
P
S
E
S
 O
F
 T
H
E
 E
A
S
T

』も

刊

行
し
ま
す
。
船
を
主
題
と
し
た
色
彩
豊
か
な

装
丁
で
主
要
国
の
基
本
情
報
や
産
業
を

1
0
0
0
頁
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
の
ポ
ス
タ
ー
は
大
正
期
の
美
人

画
か
ら
パ
リ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
へ

と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
弘
前
城
を
主
題
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
『V

isit Jap
an
 b
y Jap

an
 

M
ail

』
は
国
際
観
光
局
が
観
光
宣
伝
用
に
制

作
し
た
ポ
ス
タ
ー
『
J
A
P
A
N
』
と
同
じ

構
図
で
す
。
作
者
は
船
客
課
に
技
師
と
し
て

在
籍
し
た
戸
田
芳
鐵
で
す
。
量
産
さ
れ
る
印

刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
社
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
客
課
が
ま
と
め
た
1
9
3
0
年
代
の
国

別
の
乗
船
客
数
の
統
計
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
日
本
人
船
客

の
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
1
等
船
客
で

は
欧
米
圏
の
方
が
多
い
か
な
と
感
じ
ま
す
。

華
や
か
な
客
船
文
化
と
い
う
と
所
謂
1
等
船

客
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
の
で
す
が
、
実

際
に
利
益
を
出
し
て
い
た
の
は
コ
ス
ト
が
低

い
3
等
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、
遠
洋
定
期
航
路

を
開
い
た
明
治
中
期
に
は
外
国
人
の
乗
船
客

獲
得
の
一
環
と
し
て
多
言
語
に
も
対
応
し
た

外
国
語
の
印
刷
物
の
制
作
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
に
入
り
ア
メ
リ
カ
に
経
済
の
中

心
が
移
っ
て
い
く
な
か
で
印
刷
物
の
表
記
は

ほ
と
ん
ど
英
語
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
自
社
の
集
客
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
案
内

書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
単
に
訪
日
を

目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
全

体
に
誘
致
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

3
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

福
永
　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
や
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
最
後
に
少
し

総
括
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
一
つ

目
で
す
が
、「
第
一
次
世
界
大
戦
前
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
最
大
の
ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
雑

誌
に
、
喜
賓
会
の
紹
介
が
載
っ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
と
違
っ
て
日
本
は
政
府
公
的
機
関
が

主
力
に
な
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
評
価
は
喜
賓
会
の
内

実
に
即
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
口
　
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
喜
賓
会
が
日

本
政
府
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
喜
賓
会
自
体
は
日
本
政
府
と

全
く
無
関
係
で
独
立
し
た
存
在
で
す
。
渋
沢

栄
一
な
ど
が
民
間
外
交
の
礎
を
築
く
た
め
に

作
っ
た
団
体
な
の
で
、
私
の
現
在
の
知
識
で
は

フ
ラ
ン
ス
の
評
価
は
事
実
と
は
少
し
ず
れ
て

い
る
部
分
が
あ
る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、「
当

時
の
外
客
誘
致
の
対
象
は
西
洋
諸
国
で
し
ょ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
先
進
諸
国

が
外
客
誘
致
の
対
象
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う

ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー

に
つ
い
て
は
統
計
も
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
協
会
の
リ
ン
ゼ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル

と
の
繋
が
り
も
そ
う
で
す
し
、
か
な
り
ア
メ

リ
カ
を
意
識
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

千
住
　
当
時
の
統
計
を
見
る
と
解
釈
に
も
よ

り
ま
す
が
、
実
は
人
数
が
1
番
多
い
の
が
中

初
は
国
内
航
路
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
内
の
鉄
道
網
の
発
達
と
、
他
社
と
の
競
合

等
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
遠
洋
航
路
に
舵
を

切
っ
て
い
ま
す
。
1
8
9
6
年
に
は
欧
州
航
路

と
米
国
シ
ア
ト
ル
航
路
、
豪
州
航
路
の
三
大
航

路
を
開
設
、
1
9
2
6
年
に
は
事
業
家
の
浅
野

総
一
郎
が
創
立
し
た
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
を

合
併
し
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
継

承
し
ま
す
。 

　
昭
和
に
入
る
と
、
浅
間
丸
や
氷
川
丸
等
の

優
秀
船
が
次
々
と
竣
工
し
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
豪
華
客
船
時
代
が
到
来
し
、
郵
船
で
も

船
の
大
型
化
が
進
み
、
収
益
面
で
も
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起

こ
り
、
客
船
文
化
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
資
料
で
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
の
が
、
1
8
9
9
年
に
設
置
さ
れ
た

船
客
課
と
い
う
部
署
で
す
。
船
客
全
般
に
関

わ
る
業
務
を
扱
い
、
そ
の
中
に
「
広
告
」
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
期
の
「
業
務
執
行

規
則
」に
は
さ
ら
に
具
体
的
な
記
載
が
あ
り
、

営
業
上
の
広
告
、
宣
伝
及
び
そ
の
印
刷
物
等

に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
福
永
さ
ん
の
話
で
名
前
が
出
て
き
た
林
民

雄
は
こ
の
船
客
課
の
課
長
を
し
て
お
り
、
の

ち
に
専
務
取
締
役
に
な
る
人
物
で
す
。 

　
は
じ
め
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
1
8
9
4

年
刊
行
の
会
社
案
内『H

A
N
D
B
O
O
K
 O
F
 

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N
 
F
O
R
 

P
A
S
S
E
N
G
E
R
S
 A
N
D
 S
H
IP
P
E
R
S

』

で
す
。
表
紙
は
外
国
人
好
み
の
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
扇
面
散
ら
し
を
用
い
て
い
ま
す
。
内

容
は
運
航
表
や
各
航
路
の
紹
介
と
い
っ
た
会

社
案
内
で
す
が
、
航
路
拡
大
に
合
わ
せ
て
横

浜
や
鎌
倉
な
ど
観
光
名
所
の
紹
介
、
ロ
ン
ド

ン
な
ど
寄
港
地
の
紹
介
が
増
え
て
い
き
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
英
語
以
外
で
は
ド
イ
ツ
語
版（
1
9
1
4

年
）も
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
9
年
に
は
『T

O
 N
IP
P
O
N
, T
H
E
 

L
A
N
D
 O
F
 T
H
E
 R
IS
IN
G
 S
U
N
 

B
Y
 T
H
E
 N
.Y
.K
.

』を
出
版
し
て
い
ま
す
。

1
8
9
6
年
の
豪
州
航
路
開
設
と
1
8
9
8

年
の
新
造
船
春
日
丸
の
就
航
に
合
わ
せ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
日
本
へ
渡
航
し
、
各
地
を
巡
り
な
が

ら
観
光
す
る
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
印
刷
所
が
配
布
先
で
あ
る

現
地
シ
ド
ニ
ー
の
印
刷
会
社
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
で
す
。ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
の『
風

俗
画
報
』
の
臨
時
増
刊
号
で
も
春
日
丸
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
左
側
の
絵
は
乗
船
時

の
桟
橋
の
様
子
、
右
側
が
1
等
船
客
の
食
事

中
の
様
子
で
す
。
日
本
髪
の
方
も
い
ま
す
が

西
洋
の
船
客
が
多
い
印
象
で
す
。
辮
髪
の
船

客
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
期
に
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
海
運
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
は
カ

レ
ン
ダ
ー
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
定
期
航
路
や
本
支
店
の
一
覧
、
航
路
図

な
ど
情
報
量
が
多
く
、
長
く
掲
示
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
1
9
0
8
年
の
中
国
語
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
中
国
の
暦
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
期
に
入
る
と
郵
船
は
第
一
次
大
戦

下
、
好
景
気
を
背
景
と
し
て
資
本
金
を
1
億

円
に
増
加
し
て
、
航
権
の
拡
張
に
努
め
全
世

界
へ
と
航
路
を
広
げ
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
設
立
と
も
重

な
り
多
様
な
出
版
物
・
印
刷
物
を
量
産
し
ま

す
。 

　
大
正
期
は
美
人
画
を
主
題
と
し
た
広
告
ポ

ス
タ
ー
が
流
行
し
ま
す
。
和
装
の
女
性
が
描

か
れ
た
2
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
言
語
が

異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
語
だ
け
を
差

し
替
え
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
各
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

　
無
償
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
大
正
期
以

降
、
図
版
が
増
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
形
状
が
細

分
化
し
て
い
き
ま
す
。
右
下
写
真
は
ド
イ
ツ

の
旅
行
代
理
店
の
店
内
の
様
子
で
し
て
沢
山

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
並
べ
て
置
か
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
外
国
語
表
記
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
富
士
山
や
桜
な
ど
を
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
表
紙
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　『N
IP
P
O
N
 Y
U
S
E
N
 K
A
IS
H
A
 

O
F
F
IC
IA
L
 S
H
IP
P
E
R
S
' G
U
ID
E

』

は
表
紙
の
題
字
と
巻
末
の
索
引
項
目
が
英

語
、
日
本
語
、
ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
5
か
国
語
表
記
に
な
っ
て
い
ま

す
。
乗
船
客
向
け
で
は
な
く
輸
出
入
業
者
や

製
造
業
者
、
官
庁
に
配
布
し
た
営
業
案
内
書

で
す
。
国
や
地
域
ご
と
に
風
俗
や
観
光
名
所

の
紹
介
が
あ
り
、
世
界
各
国
の
企
業
や
商
店

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
は
、

業
界
全
体
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
か
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
と
い
う
方
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。
観

光
業
界
か
ら
少
し
人
が
離
れ
て
い
る
現
状

を
、
こ
う
し
た
機
会
も
含
め
て
改
善
す
る

き
っ
か
け
が
作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
戦
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い

て
先
生
方
の
発
表
を
聴
き
、
日
本
郵
船
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
遠
洋
航
路
を
開
い
た

明
治
期
か
ら
広
告
宣
伝
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
に
関
し
て
は
三
菱
が
日
本
郵
船

の
創
業
前
に
船
員
育
成
の
三
菱
商
船
学
校
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
の
東
京
海
洋

大
学
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
よ
う
な
養
成
所
を
作
っ

て
、
自
社
で
英
語
教
育
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
マ

ナ
ー
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
料
理
と
い
う

面
で
も
船
の
コ
ッ
ク
た
ち
が
の
ち
に
港
町
で

洋
食
屋
を
開
い
て
、
洋
食
文
化
と
し
て
日
本

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
前
の
豪
華
客
船
と

い
う
文
化
が
花
開
い
た
結
果
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

八
島
　
色
々
と
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

は
持
続
可
能
な
観
光
事
業
を
ど
う
い
う
切
り

口
で
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
無
償
か
ら
有
償
、
接
待
か
ら

社
交
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
今
も
似
た
よ
う
な
課

題
で
も
が
い
て
い
る
我
々
が
い
る
の
か
な
と
。

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
名
前
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
サ
ー
ビ
ス
＝
無
償
と
い
う
考
え
は
ま

だ
日
本
に
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
結
果
的

に
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を
求
め
に
く
い
環
境
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ

た
り
か
ら
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
て
い
か

な
い
と
、
持
続
可
能
な
観
光
業
に
は
な
ら
な

い
の
か
な
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

山
口
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
も
う
1
つ

が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
す
ご
く
コ
ス

ト
が
か
か
る
の
で
す
が
、
コ
ス
ト
と
い
う
よ
り

も
楽
し
さ
や
文
化
の
力
に
な
る
こ
と
を
昔
の

人
た
ち
は
信
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、

そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
両
立
さ
せ
て
い
く
と
、
色
々
な
も
の
を
有

機
的
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
観
光
と
い
う
現
場
は
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
が
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
ホ
テ
ル
も
非
常
に
魅
力
的
な
仕
事
で
あ

り
、
教
育
の
現
場
で
も
あ
り
、
も
し
か
し
た

ら
大
学
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
教
育
機
関
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
多
様
性

を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
現
場
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
活
動
に
落
と
し
込
む
か
。
あ
る
い
は

教
育
者
と
し
て
学
生
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

千
住
　
3
年
間
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
日
は
大
変
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
そ
れ

は
資
料
の
少
な
さ
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
各
社
の
皆
様
に
は
、
御
社
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
と
の
ご
認
識
の
も
と
、
是
非
と
も

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

よ
う
な
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
現
在
進

行
中
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
意
義
を
よ
り

明
確
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
1
点
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
学
で
観

光
学
を
学
ぶ
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
よ
う

や
く
好
転
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
観
光
を
通
し
て
自
分
と
は
異

な
る
文
化
や
社
会
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
学
生
た
ち
が
再
び
期
待
を
持
ち
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
学
部
を
卒
業

し
た
ら
観
光
産
業
に
就
職
す
る
と
い
う
の
も

王
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
学
部
を
卒
業
し

た
学
生
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
社
会
に
目
を

向
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
い
く
の

が
、
観
光
学
部
の
教
員
と
し
て
の
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
非
常
に
刺
激
の
多

い
一
日
で
し
た
。

福
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
議
論
が
足
り
な
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
時
代
に
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
研
究
と
実
務

の
視
点
か
ら
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
で
す
。
そ
の
中
に
留
学
生
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
中
国
に
い
る
欧
米
人
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
ま
す
が
、

国
際
観
光
局
は
も
う
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
一

点
突
破
で
す
。
そ
れ
は
消
費
額
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
島

　そ
こ
ま
で
遡
ら
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
圧
倒
的
に
当
初
か
ら

欧
米
中
心
に
セ
ー
ル
ス
に
注
力
し
て
い
た
の

は
事
実
で
す
。
た
だ
、
一
方
で
中
国
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

福
永
　
続
い
て
「
当
時
の
外
国
人
向
け
の
食

事
の
提
供
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
特
に
船
内
で
の
お
食
事
が
好
評

で
、
そ
れ
が
ホ
テ
ル
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
1
、
2
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
明
治
の
頃
は
外

国
か
ら
シ
ェ
フ
を
招
い
て
各
船
に
乗
っ
て
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
航
路
を
拡
張

し
て
運
航
船
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
船
を

巡
回
す
る
の
も
大
変
と
い
う
こ
と
で
、

1
9
1
6
年
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
接
客
マ

ナ
ー
を
教
え
る
養
成
所
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
に
添
え
る
メ
ニ
ュ
ー
は
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
に
も
力
を
い
れ
て
い
て
、

珍
し
い
も
の
で
は
扇
子
に
印
刷
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

福
永
　
会
場
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
カ
ル

チ
ャ
ー
ズ
の
中
に
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
の

経
験
文
化
も
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
山
口
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

山
口
　
今
日
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
テ
ー
マ
な

の
で
、
受
け
入
れ
側
の
話
が
中
心
に
な
り
ま

し
た
が
、
海
外
で
色
々
な
経
験
を
す
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
に
も
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す

し
、
や
は
り
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
は
連
動

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
質
や
デ
ザ
イ
ン
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

日
本
郵
船
の
歴
史
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
ま

た
帝
国
ホ
テ
ル
も
、
単
に
箱
を
増
や
し
て
金

儲
け
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に

は
文
化
創
造
や
海
外
に
対
し
て
の
責
任
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

　
そ
う
す
る
と
今
日
の
話
の
行
き
先
と
し

て
、
マ
ナ
ー
と
い
う
の
が
観
光
に
と
っ
て
重

要
な
話
で
、
観
光
道
徳
も
「
べ
き
」
論
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
時
に
人
と
人
が
仲

良
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
道
徳
に

つ
い
て
も
っ
と
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

千
住
　
我
々
は
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
は
成
熟

し
た
と
い
う
自
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

な
気
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
が
、
他
の

国
の
人
を
見
る
視
線
と
し
て
ど
う
転
嫁
さ
れ

て
い
く
か
は
ま
た
別
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
コ
ロ
ナ
前
、
京
都
市
の
一
部
エ
リ
ア

で
は
観
光
客
が
集
中
し
、
混
雑
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
私

が
出
向
し
て
い
る
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都

市
で
は
「
京
都
観
光
モ
ラ
ル
」
を
掲
げ
、
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
に
観
光

客
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
供
に
大
切

に
し
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
観
光
客

に
対
し
て
も
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
元
の

事
業
者
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
、
最
近

は
海
外
の
方
の
方
が
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ
て

い
て
、
逆
に
日
本
人
の
方
が
悪
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　
去
年
の
9
月
に
は
、
京
都
在
住
の
外
国
人

の
方
と
座
談
会
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
伝

え
て
い
る
こ
と
が
海
外
の
方
に
は
ど
う
受
け

取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
日
本
人
の
常
識
で
一
方

的
な
押
し
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た

こ
と
も
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
や
は

り
相
互
理
解
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
前
半
の
報
告
で
の
問
い
か
け
に

あ
り
ま
し
た
「
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
の

可
能
性
」に
つ
い
て
で
す
が
、ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
も
旅
に
理
想
を
求
め
て
い
た
通
り
、
い
つ

の
時
代
も
観
光
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
に

実
現
し
た
い
姿
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
渋
沢
栄
一
の
言
葉
に
も
あ
る
通
り
、
自
分
の

ホ
テ
ル
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
や
世

界
に
貢
献
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
も
帝
国

ホ
テ
ル
の
経
営
の
中
で
意
識
さ
れ
る
機
会
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
一
方
で
課

題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
島
　
企
業
理
念
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
通

り
で
す
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
、
ホ

テ
ル
業
全
体
が
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま
す
。
外
客
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
に
な
い
文

化
を
学
び
、
吸
収
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う

意
識
で
事
業
を
継
続
し
て
い
け
ば
、
自
ず
と

良
い
答
え
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い

ま
す
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
海
外
か
ら
の

お
客
様
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
3
年
間
あ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
経
験
値
な
ど
が
少
し
鈍
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
る
と
、

3
年
前
に
入
っ
た
新
入
社
員
は
、
外
国
の
お

客
様
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

様
の
期
待
と
、
我
々
が
提
供
す
る
も
の
の

の
寄
付
が
減
少
し
、
体
制
と
し
て
も
実
務
を

担
う
事
務
局
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
り
ま

す
。
渋
沢
は
自
ら
政
府
に
陳
情
し
た
り
、
平

井
晴
二
郎
や
木
下
、
日
本
郵
船
の
林
民
雄
ら

に
、
若
い
人
た
ち
で
何
か
考
え
て
も
ら
い
た

い
と
相
談
し
ま
す
。

　
そ
し
て
喜
賓
会
の
後
を
ど
こ
が
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
ホ

テ
ル
は
経
営
状
態
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
や
汽
船
な
ど
の
交
通
事
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
万
国
鉄
道
会
議
の
よ
う
に
海
外
各
国

と
会
議
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
平
井
も
ス
イ

ス
の
観
光
施
設
に
感
銘
を
受
け
、
生
野
團
六

（
の
ち
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
初
代
幹
事
）
に
そ
の

研
究
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
院

の
立
場
と
し
て
木
下
が
中
心
に
な
り
、
日
本

郵
船
の
林
民
雄
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
林
愛
作
と

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
各
業
界
へ
の
説
得

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
山
口
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
喜
賓
会
の
人
材

や
財
産
な
ど
を
引
き
継
ぐ
こ
と
な
く
全
く
別

の
組
織
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
喜
賓
」
だ
け
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
広
く
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い

く
こ
と
、
事
務
所
は
鉄
道
院
内
に
置
き
鉄
道

院
の
職
員
が
実
務
に
当
た
る
こ
と
、
財
源
の

半
分
を
鉄
道
院
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
木
下
は
1
9
2
2
年
に
は
ツ

ア
ー
の
実
施
や
小
荷
物
運
搬
の
取
扱
と
い
っ

た
収
益
事
業
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、
こ

の
辺
り
は
喜
賓
会
の
課
題
が
活
か
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
ま
す
。

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
無
事
発
足
す
る
と
、
実
務

は
生
野
に
任
せ
、
木
下
は
鉄
道
院
の
立
場
か

ら
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
生
野
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
成
期
と
し

て
の
礎
を
築
く
訳
で
す
が
、
ま
ず
案
内
所
を

国
内
外
に
整
備
し
た
他
、
機
関
雑
誌「
ツ
ー
リ

ス
ト
」や
外
客
向
け
の
案
内
書「
J
A
P
A
N
」

を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
印
刷
物
を
作
成
・

配
布
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
先
進
事
例
や

書
籍
な
ど
を
研
究
し
て
実
務
に
活
か
す
と
と

も
に
、
案
内
書
等
は
内
容
、
英
訳
、
デ
ザ
イ
ン

の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
郵
船
の

航
路
や
支
社
な
ど
の
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活

か
し
て
配
布
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
2
代
目
幹
事
の
猪
股
忠
次
で
す
が
、
彼
は

南
満
州
鉄
道
勤
務
時
代
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
に
留
学
し
て
旅
客
事
務
を
研
究
し
て
い
ま

し
た
。イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
生
野
と
面
会
し
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
足
に
つ
い
て
聞
い
た
猪
股
は

1
9
1
8
年
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
転
職
し
ま

す
。
1
9
2
0
年
に
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

と
相
互
代
理
店
契
約
を
結
び
、
世
界
各
地
へ

の
切
符
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
国
内
外
の
鉄
道
会
社
・
汽
船
会
社
・
旅

行
会
社
と
の
代
売
代
理
店
契
約
の
締
結
、
デ

パ
ー
ト
へ
の
案
内
所
進
出
、
邦
人
へ
の
一
般

乗
車
券
の
発
売
、
旅
行
傷
害
保
険
、
観
劇
券
、

旅
行
小
切
手
、
手
荷
物
保
険
等
の
営
利
事
業

を
開
始
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
素
が
加
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
1
9
2
5
年
に
登
場
し

た
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
（
1
9
3
2
年
か
ら

は
旅
館
券
を
単
独
販
売
）
は
、
当
時
の
国
内

旅
行
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
「
茶
代
」
の
支

払
を
不
要
と
す
る
点
が
画
期
的
で
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
礎
を
築
く
上
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　「
茶
代
」
と
は
、
宿
代
と
は
別
に
任
意
で

出
す
料
金
の
こ
と
で
、
そ
の
額
に
よ
っ
て
良

い
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
り
、
待
遇
が
良
く
な

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
は
っ
き
り

値
段
が
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
妥
当

な
金
額
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
が
旅
行
者
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
外
国

人
に
と
っ
て
も
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
外
国

人
か
ら
は
茶
代
を
と
ら
な
い
、
も
し
く
は
宿

代
に
予
め
上
乗
せ
す
る
の
は
ど
う
か
と
い
っ

た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
返
り
を
期
待
し
て
高
い
金
額
を
出
す
こ

と
が
賄
賂
と
同
じ
だ
と
い
う
論
調
等
も
あ

り
、
1
9
0
0
年
頃
か
ら
茶
代
廃
止
運
動
が

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
例
で
す
。
た
だ
し
「
横

浜
写
真
」
で
は
、
日
本
人
女
性
の
裸
体
が
多

く
撮
影
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
の
男
性
の
ま

な
ざ
し
に
応
え
る
よ
う
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
剝
き
出
し
の
彩
色
写
真
」
が
多
数
残
っ

て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば
大
学
な
ど
の
写
真

史
の
研
究
で
は
キ
ッ
チ
ュ
で
低
俗
な
「
外
国

人
向
け
の
土
産
写
真
」
と
し
て
、
あ
ま
り
研

究
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
近

年
に
は
「
横
浜
写
真
」
を
再
考
す
る
機
運
が

高
ま
り
、
そ
れ
ら
を
現
在
の
価
値
観
か
ら
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ

ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
考
察
す
る
動
き

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
と
は
、
観
光
に
お
け
る
受
け
入
れ
側
つ
ま

り
ホ
ス
ト
の
文
化
と
、
訪
問
す
る
側
つ
ま
り

ゲ
ス
ト
の
文
化
に
対
し
て
、
そ
の
両
者
が
出

会
い
、
ま
た
交
流
す
る
こ
と
で
初
め
て
誕
生

す
る
第
三
の
文
化
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
誘
発
す
る
観
光
文
化
の
こ
と
で
す
。

　
す
る
と
「
外
国
人
接
待
協
会
」
も
喜
賓
会

も
、
あ
る
い
は
「
接
待
」
の
時
代
も
「
社
交
」

の
時
代
も
、
日
本
の
観
光
史
の
重
要
な
一
例

と
し
て
再
考
し
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
作
業
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
を
再
考
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
「
事
業
」
の
精
神
を
検
討
し
、
そ
の

優
れ
た
市
民
社
会
的
思
想
を
学
び
直
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
文

化
を
顧
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
へ
活
用
で
き
る
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
も
可
能
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致

と
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

次
の
時
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
観
光
文

化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
主
に
大
正
時
代
、
鉄
道
院
と

民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
外
客
誘
致
を
行
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
を
中
心
に
、
国
が
関
わ
る

こ
と
で
観
光
が
政
策
に
な
っ
て
い
く
過
程
、

さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
分
岐
し
て
い
っ

た
過
程
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
ま
だ
外
客
の
受

け
入
れ
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
観

光
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
長
年
に
渡
っ
て
課
題
だ
っ
た
の

は
、
外
客
誘
致
に
対
し
て
な
か
な
か
国
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
鉄
道
院
内
で
も
同
様
で
、
職
員
向
け
に
講

演
を
し
た
り
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
を
発
行
し
て
広
く
意
識
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
質
な
案

内
業
者
の
横
行
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
1
9
0
7
年
に
は
内
務
省

が
「
案
内
業
者
取
締
規
則
」
を
出
し
た
他
、

鉄
道
院
で
は
職
員
が
お
客
様
に
案
内
で
き
る

よ
う
「
英
語
練
習
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
客
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
宿

泊
施
設
が
不
足
す
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
日
本
に
到
着
し
て
も
ホ
テ
ル

に
宿
泊
で
き
ず
船
内
で
１
週
間
待
機
し
た
と

い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ホ

テ
ル
の
建
設
計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後

恐
慌
で
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
、
旅
館
に
施

設
の
改
良
や
外
客
の
受
け
入
れ
を
呼
び
掛
け

た
り
、
入
港
す
る
船
に
対
し
て
ホ
テ
ル
の
空

き
状
況
を
無
線
で
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。
本

格
的
に
全
国
に
国
際
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
る

の
は
国
際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
客
誘
致
を
担
う
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
少
し
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
で

あ
る
木
下
淑
夫
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
か
ら
、

輸
出
貿
易
の
発
達
を
見
越
し
た
経
済
的
側
面

と
、
外
客
と
日
本
人
と
の
正
し
い
相
互
理
解

を
図
る
と
い
う
2
つ
の
側
面
か
ら
外
客
誘
致

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

当
然
な
が
ら
木
下
一
人
の
発
案
だ
け
で

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
足
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
喜
賓
会
は
会
員
の
寄
付
を
資
金
に
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
向
け
の
案

内
書
の
制
作
や
配
布
が
経
費
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄
道
国
有
化
の
影

響
も
あ
り
、
会
員
で
あ
っ
た
鉄
道
各
社
か
ら

の
時
代
で
あ
り
、
20
年
あ
ま
り
続
き
ま
し

た
。

　
な
ぜ
「
社
交
」
な
の
か
、
そ
れ
は
「
接
待
」

と
は
何
が
違
う
の
か
。
数
年
前
に
財
界
で
痛

い
目
に
あ
っ
た
渋
沢
と
益
田
は
、
国
際
経
験

が
豊
か
な
蜂
須
賀
茂
韶
を
会
長
に
招
き
、
他

の
華
族
や
高
級
官
僚
が
多
数
名
を
連
ね
る
慈

善
団
体
と
し
て
、
喜
賓
会
を
創
り
ま
す
。
そ

う
し
て
訪
日
外
国
人
へ
の
便
宜
を
図
る
た
め

に
案
内
書
や
地
図
を
作
り
、
ま
た
主
要
な
名

所
や
旧
跡
へ
の
見
学
の
た
め
に
紹
介
状
を
作

成
し
た
り
、
日
本
側
の
重
要
人
物
を
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
喜
賓
会
の
英
語
名
の

W
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が
表
現

す
る
よ
う
に
、
こ
の
団
体
は
会
員
制
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
誰
で
も
入
れ
る

団
体
で
は
な
く
、
貴
族
や
高
官
た
ち
が
相
互

に
推
薦
し
て
入
会
す
る
「
社
交
界
」
と
し
て
構

想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
賓
を
も
て
な
す

民
間
外
交
の
組
織
で
あ
り
、「
外
国
人
接
待

協
会
」
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
な

ら
ば
無
条
件
で
「
接
待
」
す
る
の
で
は
な
く
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
と
し
っ
か
り
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
訪
日
外
国
人
だ
け
を
歓
迎
す
る
、

と
い
う
考
え
方
で
運
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
主
従
関
係
の
隷
属
的
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
「
接
待
」
か
ら
、
対
等
な
関
係

で
友
好
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
社

交
」
へ
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
が
大
き
く
転

換
し
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
喜
賓
会
の
本
部
は

帝
国
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
こ
ろ
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
も
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
美
術

商
で
活
躍
し
た
国
際
経
験
豊
か
な
林
愛
作

が
、日
本
人
の
支
配
人
と
し
て
着
任
し
ま
す
。

や
が
て
林
は
、鉄
道
院
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
、

や
は
り
日
本
の
鉄
道
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ

と
に
な
る
木
下
淑
夫
と
と
も
に
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
設
立
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

1
9
1
2
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
喜

賓
会
は
ま
だ
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
き
に
社
史
や
学
術
書
な
ど
で
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
そ
し
て
の
ち
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
喜
賓
会

の
後
継
団
体
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
を
見
か

け
ま
す
が
、
そ
れ
は
不
正
確
で
す
。
喜
賓
会

と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
2
年
ち
か
く
併
存
し
、
そ

し
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
旅
立
ち
を
見
届
け
た
喜

賓
会
は
、
1
9
1
4
年
に
解
散
し
ま
す
。
つ

ま
り
こ
の
二
つ
の
団
体
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
が
異
な
る
別
組
織
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
第
1
期
が「
接
待
」、第
2
期
が「
社

交
」で
あ
る
な
ら
ば
、第
3
期
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
た
1
9
1
2
年
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
は
「
事
業
」
だ
っ
た
、

と
い
え
ま
す
。

　「
事
業
」
と
い
う
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
あ
る
い

は
お
金
儲
け
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少
し
異
な
り
ま
す
。
上
述
し
た

鉄
道
官
僚
の
木
下
淑
夫
（
以
下
、
木
下
）
は
、

米
国
へ
留
学
し
て
鉄
道
の
営
業
、
つ
ま
り

ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
の
運
用
か

ら
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
を
高
め
る
「
事
業
」

の
思
想
を
学
び
、
さ
ら
に
欧
州
を
視
察
し
て

か
ら
帰
国
し
た
後
に
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
設
立

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
政
府
観
光
局
を
持
た
な

い
日
本
で
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
実
質
的
な
訪

日
客
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
こ
で
「
接
待
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
社
交
」
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
で
は
、
窓
口
業
務
を
永
続

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
応
対
す
べ
き

訪
日
客
も
貴
族
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
ま
り
慈
善
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
な

い
、
よ
り
持
続
可
能
で
民
主
的
な
「
事
業
」

が
必
要
で
す
。
一
定
の
対
価
を
支
払
え
ば
、

出
身
や
身
分
や
目
的
な
ど
で
差
別
せ
ず
に

「
訪
日
客
」
と
し
て
平
等
か
つ
公
正
に
扱
う
。

こ
れ
が
近
代
の
市
民
社
会
に
適
合
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
で
実
現

し
た
組
織
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
す
。

　「
事
業
」
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
鉄

道
院
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
日
本
郵
船
な

ど
当
時
の
国
際
的
な
日
本
企
業
の
支
援
も
得

て
、
ど
ん
ど
ん
組
織
を
大
き
く
し
て
い
き
ま

す
。
慈
善
か
ら
事
業
へ
、
そ
し
て
限
ら
れ
た

エ
リ
ー
ト
か
ら
す
べ
て
の
市
民
へ
と
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
を
転
換
さ
せ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

存
在
は
、
日
本
の
観
光
史
を
考
え
る
う
え
で

大
変
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
省
み
る
と
、
第
3
期
の「
事

業
」
の
時
代
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
第
2
期
の

「
社
交
」
と
第
1
期
の
「
接
待
」
は
、
い
わ
ゆ

る
失
敗
の
時
代
で
あ
り
、
再
考
す
る
価
値
の

な
い
時
代
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
鹿
鳴
館

と
一
体
の
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
よ
り
有
名
な
喜
賓
会
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

ま
す
。
し
か
し
第
1
期
の
「
接
待
」
と
第
2

期
の
「
社
交
」
が
あ
っ
て
こ
そ
第
3
期
の
「
事

業
」
が
あ
る
、
と
い
う
歴
史
を
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
喜
賓
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
一

世
を
風
靡
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
文
化

と
し
て
、「
横
浜
写
真
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
で
生
み
成
さ
れ
た
浮
世
絵
の
彩
色

技
術
と
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
最
新
メ

デ
ィ
ア
の
写
真
術
が
横
浜
の
地
で
出
会
い
、

そ
れ
を
継
承
し
た
日
下
部
金
兵
衛
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
関
係
者
た
ち
が
新
た
な
融
合

の
形
を
み
せ
た
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
局
面
に
あ
る

中
、
日
本
に
お
け
る
観
光
政
策
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
に
対
す
る
考
え
方
の
変
遷
、
さ
ら

に
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢
や
課
題

に
対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
組
織
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
の
か
を
整
理
・
検

証
す
る
こ
と
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
と
さ
れ
る
喜
賓
会
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
国
際
観
光
局
を
中
心

と
し
た
各
組
織
の
役
割
や
取
り
組
み
に
注
目

し
て
研
究
メ
ン
バ
ー
か
ら
報
告
し
た
他
、
同

時
代
に
外
客
誘
致
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
と
日
本
郵
船

（
歴
史
博
物
館
）
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
報
告

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
の
設
立
は
1
9
1
2
年

で
す
が
、
こ
れ
は
明
治
元
年
か
ら
44
年
後
の

こ
と
で
す
。
で
は
半
世
紀
ち
か
く
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
報
告
で
は
、
3
つ
の
期

間
に
着
目
し
て
「
最
初
の
半
世
紀
」
を
考
え

ま
す
。

　
ま
ず
1
8
8
8
年
、
渋
沢
栄
一
は
三
井
物

産
を
創
っ
た
益
田
孝
、
そ
し
て
外
務
大
臣
を

務
め
た
井
上
馨
と
協
力
し
、東
京
商
工
会（
現

在
の
東
京
商
工
会
議
所
）
の
な
か
に
「
外
国

人
接
待
協
会
」を
設
立
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

こ
れ
が
第
1
期
の
「
接
待
」
の
時
代
で
す
。

議
論
の
末
に
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
一
体
で
構

想
さ
れ
て
い
た
鹿
鳴
館
と
帝
国
ホ
テ
ル
は
実

現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
接
待
」
の
時
代
、
不
平
等
条
約
を

早
く
改
正
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
来
日

す
る
外
国
人
を
無
償
で
接
待
す
る
こ
と
は
、

国
益
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
鹿
鳴

館
へ
の
非
難
が
沸
き
起
こ
り
、「
外
国
人
接

待
協
会
」
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
果
と

し
て
帝
国
ホ
テ
ル
だ
け
が
ひ
と
り
生
き
残
り

ま
す
。
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
、
逆

風
の
う
ち
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
渋
沢
た
ち
は
、
帝
国
ホ
テ

ル
を
拠
点
に
新
た
な
団
体
を
設
立
し
ま
す
。

1
8
8
3
年
設
立
の
喜
賓
会
で
す
。
そ
の
初

期
の
本
部
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
置
か
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
第
2
期
の「
社
交（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）」
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録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
外
国

人
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に
や
っ
て
来
る
と
弊

害
が
あ
る
と
い
っ
た
誤
解
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
、
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
印
刷
物
や

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
教
育
の

現
場
も
活
用
し
た
観
光
観
念
の
普
及
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
祭
は
、
国
際
観
光
局
開
設
5
周
年
を

記
念
し
て
1
9
3
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
開
催
目
的
の
一
つ
に
は
「
観
光
事
業
の

重
要
性
を
認
識
せ
し
む
る
こ
と
」
と
あ
り
ま

す
。
観
光
事
業
、
す
な
わ
ち
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
対
象
と
し
た
事
業
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
周
知
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
最
初
の
3
年
間
は
開
催
規
模
が
徐
々
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
に
は
、
1
9
3
5

年
の
初
回
は
22
ヶ
所
で
開
催
、
翌
年
の
第
2
回

は
1
4
0
ヶ
所
で
開
催
、
1
9
3
7
年
の
第
3

回
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
、

拡
大
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
観
光
祭

は
年
1
回
、
4
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
に
関
し
て
は
、
第
1
回
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
「
観
光
即
産
業
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
観
光
は
経
済
的
な
利
益
を
生
み
だ
す

産
業
だ
と
P
R
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
は
、「
黒
字
を
招
く
観
光
事
業
を
語
る
」

と
題
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て

お
り
、
外
客
誘
致
に
よ
る
効
果
の
な
か
で
も

外
貨
獲
得
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
は
、
タ
イ
の
伝
統
的

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
東
京
に
限
っ
た
話
で

な
く
、
全
国
各
地
で
日
本
の
伝
統
芸
能
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
た
り
、「
国
際
観
光
」
と
い

う
こ
と
で
海
外
の
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
回
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
見
る
と
、

ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
広
報
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
観

光
局
長
に
よ
る
講
演
や
「
観
光
日
本
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
観
光
祭
を
記
念
し

て
「
観
光
事
業
の
栞
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
表

紙
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に

や
っ
て
来
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
典
型
的
な

日
本
の
風
景
を
採
用
し
た
絵
は
が
き
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
東
京
だ
け
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が「
挙
国
一
致
で
邦
土
美
化
」と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

前
回
と
同
様
に
国
際
観
光
局
に
よ
る
演
説
が

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
全
国
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
観
光
祭
を
春
の
風

物
詩
と
し
て
報
じ
る
新
聞
も
出
て
来
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
祭
は
徐
々
に
規
模
を
拡

大
さ
せ
な
が
ら
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
が
、1
9
3
8
年
以
降
は
名
称
が「
観

光
報
国
週
間
」
に
変
更
と
な
り
、
そ
の
質
に

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
9
3
7
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
「
国

民
精
神
総
動
員
」
が
国
策
化
さ
れ
ま
す
が
、

観
光
祭
に
つ
い
て
も
、
時
節
柄
お
祭
り
と
い

う
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
地
味
に
や
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

1
9
3
8
年
に
開
催
さ
れ
た
観
光
報
国
週
間

で
は
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
強
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
報
国
週
間
で
は
、
教
育
機
関
と
の
連

携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
旅
と
健

康
」、「
公
徳
を
守
り
ま
せ
う
」、「
国
土
の
愛

護
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
小
学
生
に
作
文
を

書
か
せ
て
優
秀
作
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
出
来
事
か
ら
は
、
国
民
精
神
総
動
員

下
の
教
育
が
観
光
と
関
与
を
深
め
て
い
く
様

子
を
指
摘
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
を
ま
と
め
る
と
、
観
光

祭
は
外
客
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
喧
伝

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
、

外
貨
獲
得
や
国
際
親
善
、
日
本
文
化
の
P
R

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
衆
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を
駆
使
し

起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
宿
に
と
っ
て
は
施

設
改
修
費
等
に
充
て
る
財
源
に
も
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
反
対
の
声
も
上
が
り
、
な
か
な

か
一
律
で
廃
止
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、似
た
よ
う
な
も
の
と
し
て「
心

付
」
が
あ
り
ま
す
が
、
見
返
り
を
期
待
す
る

茶
代
と
異
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
の

意
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
い
わ

ゆ
る
当
時
の
女
中
さ
ん
の
収
入
に
直
結
す
る

こ
と
か
ら
、
茶
代
は
廃
止
し
て
も
心
付
は
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
は
チ
ッ
プ
を
宿
泊
料
の
１
割
を
請
求
す

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
徐
々

に
サ
ー
ビ
ス
料
と
な
り
、
チ
ッ
プ
の
習
慣
も

徐
々
に
な
く
な
り
ま
す
。

　
チ
ッ
プ
や
茶
代
が
な
く
な
っ
た
の
は
近
代

化
・
合
理
化
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
な
ら
で

は
の
お
も
て
な
し
が
高
い
評
価
を
受
け
る
一

方
で
、
そ
こ
に
対
価
を
支
払
う
感
覚
が
日
本

人
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
が
非
常
に
評
判
と

な
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
設
立
20
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
1
9
3
2
年
に
邦
人
に
対
す

る
旅
行
斡
旋
を
行
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

3
代
目
幹
事
の
高
久
甚
之
助
は
、
職
員
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
旅
行
業
と
し
て
の
礎
を
築
く
と

共
に
、
鉄
道
省
運
輸
局
の
後
任
で
も
あ
る
新
井

尭
爾
と
一
緒
に
外
客
誘
致
の
政
策
化
に
向
け
て

動
き
ま
し
た
。
1
9
3
0
年
に
は
鉄
道
省
に
国

際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
、
新
井
は
初
代
局
長
に

就
任
し
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
が
取
り
組
ん
だ
外
客
誘
致
と

言
っ
て
も
か
な
り
範
囲
が
広
い
の
で
、
今
日

は
共
同
研
究
の
過
程
で
気
が
つ
い
た
興
味
深

い
事
例
と
し
て
、「
観
光
祭
」
と
「
観
光
報
国

週
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
国
際
観
光
局
で
す
が
、
外
客
誘

致
に
関
す
る
事
項
を
司
る
機
関
と
し
て
、

1
9
3
0
年
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
外
客
誘
致
が
国
策

化
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
下
で
閉
局
と
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
国
際
観
光
局
と
類
似
し
た
名
称

の
組
織
が
誕
生
し
ま
す
。
1
つ
は
国
際
観
光

委
員
会
で
す
。
こ
れ
は
外
客
誘
致
に
特
化
し

た
鉄
道
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
国
際
観
光
局

は
そ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
も
う
1
つ
が
国
際
観
光
協
会
と
い
う

組
織
で
す
。
国
際
観
光
局
が
一
番
力
を
入
れ

て
行
っ
た
の
が
、海
外
へ
の
観
光
宣
伝
で
す
。

そ
の
実
行
を
担
っ
た
と
言
い
ま
す
か
、
雑
誌

や
映
画
と
い
っ
た
媒
体
の
制
作
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
史
料
に
よ
っ
て
は
国
際
観
光
局

と
国
際
観
光
協
会
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な

く
、
両
者
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
の
開
局
か
ら
10
年
経
っ
た

1
9
4
0
年
に
発
行
さ
れ
た
『
観
光
事
業
十

年
の
回
顧
』
と
い
う
冊
子
に
、
そ
れ
ま
で
の

国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
観
光
局
に
関
し
て
は
こ
こ
15

年
ぐ
ら
い
で
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
そ
の
発

端
と
な
っ
た
の
が
、
神
戸
女
子
大
学
の
砂
本

文
彦
先
生
が
2
0
0
8
年
に
出
版
さ
れ
た

『
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
：
一
九
三
〇

年
代
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
』
と
い

う
分
厚
い
研
究
書
で
す
。
国
際
観
光
局
と
外

客
向
け
ホ
テ
ル
整
備
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

し
た
本
書
以
降
、
観
光
宣
伝
や
宣
伝
写
真
に

関
す
る
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
お
話
の
骨
子
は
、
国
際
観
光
局
に

よ
る
「
観
光
観
念
の
普
及
」
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
『
観
光
事
業

十
年
の
回
顧
』
に
は
、
国
際
観
光
事
業
の
意

義
に
つ
い
て
多
く
の
国
民
が
誤
解
を
し
て
い

る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
策

と
し
て
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い
く
に
は
国
民

の
誤
解
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
民
に
向
け
て
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る
「
観
光
祭
」

や
「
観
光
報
国
週
間
」
は
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
観
念
の
普
及
」
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
国
際
観
光
委
員
会
で
も
1
9
3
1
年
頃

か
ら
議
論
が
さ
れ
て
い
て
、
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
外
客
誘
致
を
行
う
こ
と
で
国
際
上
の
親

善
や
日
本
文
化
の
発
展
、
経
済
力
の
向
上
に

繋
が
り
、
そ
れ
が
広
く
国
民
に
も
利
益
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
発
言
が
議
事

　
営
業
開
始
初
日
の
外
国
人
宿
泊
客
は
わ
ず

か
5
名
と
、
最
初
の
5
年
間
の
経
営
は
決
し

て
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
0
9
年
に
林
愛
作
が
招
聘
さ
れ
て
、
そ

の
流
れ
で
1
9
2
3
年
に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
設
計
し
た
ラ
イ
ト
館
が
完
成

し
ま
し
た
。
1
9
3
3
年
に
は
日
本
初
の
本

格
的
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
あ
る
上
高

地
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
今
年
で
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

　
ラ
イ
ト
館
が
老
朽
化
で
明
治
村
に
移
築
さ

れ
、
1
9
7
0
年
に
現
在
の
本
館
が
開
業
し

ま
す
。
1
9
8
3
年
に
は
タ
ワ
ー
館
の
竣
工

と
い
う
我
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
業
と
し
て
事
業
を
継
続
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
か
、
収
益
性
を
ど
う
や
っ
て

上
げ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
プ
、
事
務
所
が
入
る
複
合
ビ
ル
と
し

て
1
9
8
3
年
に
不
動
産
事
業
に
参
入
し
ま

し
た
。
当
時
は
珍
し
い
形
態
で
し
た
が
、
ホ

テ
ル
と
い
う
業
態
の
屋
台
骨
を
支
え
る
よ
う

な
事
業
体
が
こ
こ
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
1
9
9
6
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
を
開

業
し
ま
し
た
。

　
ま
た
1
9
7
3
年
あ
た
り
か
ら
は
海
外
に

も
営
業
所
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
を
構
え
て

い
ま
す
。
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
5
年
駐
在

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
営
業
活
動
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
3
年
か
ら
国
策
と
し
て
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
と
し
て
も
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

2
0
2
5
年
の
万
博
ま
で
、
こ
う
い
っ
た
重

要
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
5
月
に
2
0
3
6
年
を
ゴ
ー

ル
と
し
た
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

既
に
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
6
年
に
は

京
都
に
新
規
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
す
。
そ
し

て
旗
艦
ホ
テ
ル
の
帝
国
ホ
テ
ル 

東
京
は
、

2
0
2
4
〜
2
0
3
0
年
に
タ
ワ
ー
館
、

2
0
3
1
〜
2
0
3
6
年
に
本
館
の
建
て
替

え
を
順
次
実
施
し
、
内
幸
町
一
丁
目
街
区
の
一

番
北
側
に
位
置
す
る
弊
社
創
業
の
地
に
、
新

た
な
建
物
が
整
う
予
定
で
す
。
こ
の
建
て
替

え
の
最
中
の
2
0
2
9
年
に
は
、
隣
の
鹿
鳴

館
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
ビ
ル
の
上
層
階
に
は

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
宿
泊
特
化
型
ス
モ
ー
ル

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
を
開
業
し
ま
す
。

様
々
な
時
代
背
景
に
1
3
0
年
間
晒
さ
れ
て

き
た
我
々
の
使
命
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

国
内
の
お
客
様
も
含
め
て
で
す
が
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
外
客
誘
致
を
お
手
伝
い
す
る
事
で

す
。
今
後
も
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
現
・
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル

執
行
役
員 

帝
国
ホ
テ
ル
東
京 

総
支
配
人
）

　
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
に
お
け
る
外
客
誘
致

に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
郵
船

（
以
下
、
郵
船
）
と
い
う
会
社
が
戦
前
、
ど

の
よ
う
な
外
国
人
乗
船
客
の
誘
致
を
し
て
い

た
の
か
、
先
生
方
が
発
表
さ
れ
た
3
つ
の
組

織
と
絡
め
な
が
ら
郵
船
が
制
作
し
た
外
国
語

表
記
の
出
版
物
、
印
刷
物
を
通
し
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
そ
の
前
に
簡
単
で
す
が
会
社
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
郵
船
は
1
8
8
5
年
に
郵
便
汽
船
三

菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
喜
賓
会
が
設
立
さ
れ
た

1
8
9
3
年
に
、
日
本
初
の
遠
洋
定
期
航
路

で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
航
路
を
開
設
し
ま
す
。
当

て
、
そ
の
様
子
が
日
本
各
地
に
拡
散
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
を
挙
げ
て
の
「
観

光
観
念
の
普
及
」が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
が
観
光
報
国
週
間
の
時
代
に
な
る

と
、
国
民
精
神
総
動
員
の
一
側
面
を
形
成
す

る
に
至
り
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
教
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
ま
さ
に
時
局
に
沿
っ
た

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

ラ
ジ
オ
も
引
き
続
い
て
活
用
さ
れ
ま
す
が
、

教
育
の
現
場
を
巻
き
込
ん
だ
広
い
意
味
で
の

「
国
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

時
局
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
も
は
や
外
客
誘
致

と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気

に
も
な
っ
て
来
ま
す
。
観
光
祭
か
ら
観
光
報

国
週
間
へ
の
移
行
過
程
で
は
、
外
客
誘
致
と

い
う
理
念
の
後
景
化
と
観
光
を
通
じ
た
国
民

の
統
合
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
戦
後
へ
の
視
座
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
は
こ
う
い
っ
た

話
題
は
戦
前
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
戦
後
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
正
し
い
観

光
観
念
の
普
及
」
と
か
「
観
光
道
徳
の
高
揚
」

と
か
「
観
光
週
間
」
と
い
っ
た
事
柄
が
昭
和
40

年
代
に
政
府
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
観
光
行
政
や
観
光
政
策
に
お
け
る
戦
前
と

戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
言
う
と
、
こ
ん
に
ち
日
本
国
政
府
が
取
り

組
ん
で
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
、
歴
史
学
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
0
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た

時
代
背
景
と
、
外
客
誘
致
が
国
策
で
あ
っ
た

こ
と
が
繋
が
っ
て
、
ど
ん
な
歴
史
を
歩
ん
で

い
た
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
使
命
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ホ
テ
ル
の
現
場
目
線
を
交
え
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
我
々
の
初
代
会
長
で
あ
る
渋
沢
栄

一
（
以
下
、
渋
沢
）
の
特
徴
的
な
言
葉
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
半

で
ご
説
明
い
た
だ
い
た
時
代
背
景
の
中
で
、

渋
沢
栄
一
が
開
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
林
愛
作
の
名
前
も
出
ま
し
た
が
、

彼
は
そ
の
後
の
時
代
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
は
、
彼
が
説
い
て
い
る
ホ
テ
ル
業

の
位
置
付
け
で
す
。「
一
国
の
経
済
に
も
関

係
す
る
重
要
な
事
項
。
外
客
の
御
客
を
接
待

し
て
満
足
を
与
ふ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
1
つ
、
1
8
9
0
年
11
月
3
日
の
帝

国
ホ
テ
ル
の
開
業
式
で
、
当
時
、
東
京
府
知

事
の
祝
辞
に
対
す
る
答
辞
で
述
べ
た
言
葉
が

「
用
命
が
あ
れ
ば
世
界
の
ど
ん
な
も
の
で
も

調
達
し
て
便
宜
を
図
る
。
こ
れ
こ
そ
帝
国
ホ

テ
ル
が
自
身
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
心
得
、

絶
対
に
譲
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。（
中
略
）
現

在
は
力
不
足
で
も
近
い
将
来
、
必
ず
恥
ず
か

し
く
な
い
レ
ベ
ル
を
約
束
す
る
」
で
す
。 

　
で
き
た
ば
か
り
の
帝
国
ホ
テ
ル
の
従
業
員

に
も
思
い
を
馳
せ
た
非
常
に
良
い
言
葉
か
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う

よ
り
、
今
後
の
ホ
テ
ル
業
の
先
を
見
据
え
た

言
葉
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
言
葉
は
、
退
任
後
に
ホ
テ

ル
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
従
業
員
に
か
け
た
も

の
で
、
渋
沢
ら
し
い
言
葉
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

「
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、世
界
の
隅
々
に
帰
っ

て
い
く
人
達
に
日
本
を
忘
れ
ず
に
帰
ら
せ
、

一
生
日
本
を
な
つ
か
し
く
思
出
さ
せ
る
こ
と

の
出
来
る
、
国
家
の
た
め
に
も
非
常
に
大
切

な
仕
事
で
あ
る
。」 

　
全
文
は
紹
介
し
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
に
対

す
る
ね
ぎ
ら
い
と
期
待
を
込
め
た
言
葉
で
、

外
客
を
接
遇
す
る
ホ
テ
ル
に
対
す
る
期
待
値

の
高
さ
や
重
要
性
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ

れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
渋
沢
の
言
葉
に
裏
付
け
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
、
我
々
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
企
業

理
念
を
創
業
以
来
掲
げ
て
い
ま
す
。「
帝
国

ホ
テ
ル
は
創
業
の
精
神
を
継
ぐ
日
本
の
代
表

ホ
テ
ル
で
あ
り
、
国
際
的
ベ
ス
ト
ホ
テ
ル
を

目
指
す
企
業
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
サ
ー
ビ

ス
と
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
の
発
展
と
人
々
の
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
今
年
で
1
3
3
年
目
を
迎
え
る
ホ
テ
ル
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
2
代
目
の
ホ
テ
ル

が
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災
の
当
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
直
近
で
言
う
と
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
に
こ
の
精
神
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
簡
単
に
歴
史
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
国
策
と
し
て
、
当
時
の

外
務
大
臣
の
井
上
馨
の
お
声
が
け
で
渋
沢
や

大
倉
喜
八
郎
等
の
当
時
の
財
界
の
方
が
協
力

し
合
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
初
代
本
館

の
建
物
正
面
は
現
在
と
異
な
り
北
に
面
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
の
南
側
が
鹿
鳴
館
と

い
う
立
地
で
し
た
。

の
営
業
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
英
文

広
報
誌
、
書
籍
を
次
々
刊
行
し
ま
す
。

『J
A
P
A
N
 O
v
e
r
s
e
a
s
 T
r
a
v
e
l 

M
agazin

e

』
は
浅
野
総
一
郎
が
創
業
し
た

東
洋
汽
船
と
い
う
海
運
会
社
が
発
行
し
て
い

た
ア
ジ
ア
を
紹
介
す
る
広
報
誌
で
す
。

1
9
2
6
年
に
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
と
合

併
し
た
際
に
郵
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支

店
が
引
き
継
ぎ
、
1
9
3
3
年
頃
ま
で
続
き

ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
大
半
の
記
者
は

外
国
人
で
す
が
な
か
に
は
在
米
日
本
人
も
い

ま
し
た
。
紹
介
記
事
を
執
筆
し
た
記
者
や
表

紙
に
採
用
し
た
画
家
を
み
て
い
く
と
興
味
深

い
の
で
す
が
先
行
研
究
が
少
な
い
た
め
当
館

で
は
収
集
・
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『T
H
E
 T
R
A
V
E
L
 B
U
L
L
E
T
IN

』
と

い
う
英
文
広
報
誌
も
創
刊
し
ま
す
。
就
航
船

や
観
光
地
の
最
新
情
報
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、

船
客
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を
掲
載
し
、
船

客
に
も
好
評
で
年
々
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て

い
た
広
報
誌
で
す
。 

　
旅
行
者
と
荷
主
向
け
の
世
界
年
鑑

『G
L
IM
P
S
E
S
 O
F
 T
H
E
 E
A
S
T

』も

刊

行
し
ま
す
。
船
を
主
題
と
し
た
色
彩
豊
か
な

装
丁
で
主
要
国
の
基
本
情
報
や
産
業
を

1
0
0
0
頁
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
の
ポ
ス
タ
ー
は
大
正
期
の
美
人

画
か
ら
パ
リ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
へ

と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
弘
前
城
を
主
題
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
『V

isit Jap
an
 b
y Jap

an
 

M
ail

』
は
国
際
観
光
局
が
観
光
宣
伝
用
に
制

作
し
た
ポ
ス
タ
ー
『
J
A
P
A
N
』
と
同
じ

構
図
で
す
。
作
者
は
船
客
課
に
技
師
と
し
て

在
籍
し
た
戸
田
芳
鐵
で
す
。
量
産
さ
れ
る
印

刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
社
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
客
課
が
ま
と
め
た
1
9
3
0
年
代
の
国

別
の
乗
船
客
数
の
統
計
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
日
本
人
船
客

の
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
1
等
船
客
で

は
欧
米
圏
の
方
が
多
い
か
な
と
感
じ
ま
す
。

華
や
か
な
客
船
文
化
と
い
う
と
所
謂
1
等
船

客
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
の
で
す
が
、
実

際
に
利
益
を
出
し
て
い
た
の
は
コ
ス
ト
が
低

い
3
等
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、
遠
洋
定
期
航
路

を
開
い
た
明
治
中
期
に
は
外
国
人
の
乗
船
客

獲
得
の
一
環
と
し
て
多
言
語
に
も
対
応
し
た

外
国
語
の
印
刷
物
の
制
作
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
に
入
り
ア
メ
リ
カ
に
経
済
の
中

心
が
移
っ
て
い
く
な
か
で
印
刷
物
の
表
記
は

ほ
と
ん
ど
英
語
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
自
社
の
集
客
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
案
内

書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
単
に
訪
日
を

目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
全

体
に
誘
致
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

3
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

福
永
　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
や
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
最
後
に
少
し

総
括
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
一
つ

目
で
す
が
、「
第
一
次
世
界
大
戦
前
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
最
大
の
ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
雑

誌
に
、
喜
賓
会
の
紹
介
が
載
っ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
と
違
っ
て
日
本
は
政
府
公
的
機
関
が

主
力
に
な
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
評
価
は
喜
賓
会
の
内

実
に
即
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
口
　
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
喜
賓
会
が
日

本
政
府
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
喜
賓
会
自
体
は
日
本
政
府
と

全
く
無
関
係
で
独
立
し
た
存
在
で
す
。
渋
沢

栄
一
な
ど
が
民
間
外
交
の
礎
を
築
く
た
め
に

作
っ
た
団
体
な
の
で
、
私
の
現
在
の
知
識
で
は

フ
ラ
ン
ス
の
評
価
は
事
実
と
は
少
し
ず
れ
て

い
る
部
分
が
あ
る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、「
当

時
の
外
客
誘
致
の
対
象
は
西
洋
諸
国
で
し
ょ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
先
進
諸
国

が
外
客
誘
致
の
対
象
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う

ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー

に
つ
い
て
は
統
計
も
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
協
会
の
リ
ン
ゼ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル

と
の
繋
が
り
も
そ
う
で
す
し
、
か
な
り
ア
メ

リ
カ
を
意
識
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

千
住
　
当
時
の
統
計
を
見
る
と
解
釈
に
も
よ

り
ま
す
が
、
実
は
人
数
が
1
番
多
い
の
が
中

初
は
国
内
航
路
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
内
の
鉄
道
網
の
発
達
と
、
他
社
と
の
競
合

等
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
遠
洋
航
路
に
舵
を

切
っ
て
い
ま
す
。
1
8
9
6
年
に
は
欧
州
航
路

と
米
国
シ
ア
ト
ル
航
路
、
豪
州
航
路
の
三
大
航

路
を
開
設
、
1
9
2
6
年
に
は
事
業
家
の
浅
野

総
一
郎
が
創
立
し
た
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
を

合
併
し
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
継

承
し
ま
す
。 

　
昭
和
に
入
る
と
、
浅
間
丸
や
氷
川
丸
等
の

優
秀
船
が
次
々
と
竣
工
し
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
豪
華
客
船
時
代
が
到
来
し
、
郵
船
で
も

船
の
大
型
化
が
進
み
、
収
益
面
で
も
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起

こ
り
、
客
船
文
化
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
資
料
で
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
の
が
、
1
8
9
9
年
に
設
置
さ
れ
た

船
客
課
と
い
う
部
署
で
す
。
船
客
全
般
に
関

わ
る
業
務
を
扱
い
、
そ
の
中
に
「
広
告
」
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
期
の
「
業
務
執
行

規
則
」に
は
さ
ら
に
具
体
的
な
記
載
が
あ
り
、

営
業
上
の
広
告
、
宣
伝
及
び
そ
の
印
刷
物
等

に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
福
永
さ
ん
の
話
で
名
前
が
出
て
き
た
林
民

雄
は
こ
の
船
客
課
の
課
長
を
し
て
お
り
、
の

ち
に
専
務
取
締
役
に
な
る
人
物
で
す
。 

　
は
じ
め
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
1
8
9
4

年
刊
行
の
会
社
案
内『H

A
N
D
B
O
O
K
 O
F
 

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N
 
F
O
R
 

P
A
S
S
E
N
G
E
R
S
 A
N
D
 S
H
IP
P
E
R
S

』

で
す
。
表
紙
は
外
国
人
好
み
の
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
扇
面
散
ら
し
を
用
い
て
い
ま
す
。
内

容
は
運
航
表
や
各
航
路
の
紹
介
と
い
っ
た
会

社
案
内
で
す
が
、
航
路
拡
大
に
合
わ
せ
て
横

浜
や
鎌
倉
な
ど
観
光
名
所
の
紹
介
、
ロ
ン
ド

ン
な
ど
寄
港
地
の
紹
介
が
増
え
て
い
き
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
英
語
以
外
で
は
ド
イ
ツ
語
版（
1
9
1
4

年
）も
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
9
年
に
は
『T

O
 N
IP
P
O
N
, T
H
E
 

L
A
N
D
 O
F
 T
H
E
 R
IS
IN
G
 S
U
N
 

B
Y
 T
H
E
 N
.Y
.K
.

』を
出
版
し
て
い
ま
す
。

1
8
9
6
年
の
豪
州
航
路
開
設
と
1
8
9
8

年
の
新
造
船
春
日
丸
の
就
航
に
合
わ
せ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
日
本
へ
渡
航
し
、
各
地
を
巡
り
な
が

ら
観
光
す
る
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
印
刷
所
が
配
布
先
で
あ
る

現
地
シ
ド
ニ
ー
の
印
刷
会
社
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
で
す
。ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
の『
風

俗
画
報
』
の
臨
時
増
刊
号
で
も
春
日
丸
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
左
側
の
絵
は
乗
船
時

の
桟
橋
の
様
子
、
右
側
が
1
等
船
客
の
食
事

中
の
様
子
で
す
。
日
本
髪
の
方
も
い
ま
す
が

西
洋
の
船
客
が
多
い
印
象
で
す
。
辮
髪
の
船

客
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
期
に
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
海
運
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
は
カ

レ
ン
ダ
ー
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
定
期
航
路
や
本
支
店
の
一
覧
、
航
路
図

な
ど
情
報
量
が
多
く
、
長
く
掲
示
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
1
9
0
8
年
の
中
国
語
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
中
国
の
暦
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
期
に
入
る
と
郵
船
は
第
一
次
大
戦

下
、
好
景
気
を
背
景
と
し
て
資
本
金
を
1
億

円
に
増
加
し
て
、
航
権
の
拡
張
に
努
め
全
世

界
へ
と
航
路
を
広
げ
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
設
立
と
も
重

な
り
多
様
な
出
版
物
・
印
刷
物
を
量
産
し
ま

す
。 

　
大
正
期
は
美
人
画
を
主
題
と
し
た
広
告
ポ

ス
タ
ー
が
流
行
し
ま
す
。
和
装
の
女
性
が
描

か
れ
た
2
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
言
語
が

異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
語
だ
け
を
差

し
替
え
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
各
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

　
無
償
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
大
正
期
以

降
、
図
版
が
増
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
形
状
が
細

分
化
し
て
い
き
ま
す
。
右
下
写
真
は
ド
イ
ツ

の
旅
行
代
理
店
の
店
内
の
様
子
で
し
て
沢
山

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
並
べ
て
置
か
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
外
国
語
表
記
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
富
士
山
や
桜
な
ど
を
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
表
紙
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　『N
IP
P
O
N
 Y
U
S
E
N
 K
A
IS
H
A
 

O
F
F
IC
IA
L
 S
H
IP
P
E
R
S
' G
U
ID
E

』

は
表
紙
の
題
字
と
巻
末
の
索
引
項
目
が
英

語
、
日
本
語
、
ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
5
か
国
語
表
記
に
な
っ
て
い
ま

す
。
乗
船
客
向
け
で
は
な
く
輸
出
入
業
者
や

製
造
業
者
、
官
庁
に
配
布
し
た
営
業
案
内
書

で
す
。
国
や
地
域
ご
と
に
風
俗
や
観
光
名
所

の
紹
介
が
あ
り
、
世
界
各
国
の
企
業
や
商
店

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
は
、

業
界
全
体
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
か
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
と
い
う
方
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。
観

光
業
界
か
ら
少
し
人
が
離
れ
て
い
る
現
状

を
、
こ
う
し
た
機
会
も
含
め
て
改
善
す
る

き
っ
か
け
が
作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
戦
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い

て
先
生
方
の
発
表
を
聴
き
、
日
本
郵
船
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
遠
洋
航
路
を
開
い
た

明
治
期
か
ら
広
告
宣
伝
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
に
関
し
て
は
三
菱
が
日
本
郵
船

の
創
業
前
に
船
員
育
成
の
三
菱
商
船
学
校
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
の
東
京
海
洋

大
学
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
よ
う
な
養
成
所
を
作
っ

て
、
自
社
で
英
語
教
育
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
マ

ナ
ー
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
料
理
と
い
う

面
で
も
船
の
コ
ッ
ク
た
ち
が
の
ち
に
港
町
で

洋
食
屋
を
開
い
て
、
洋
食
文
化
と
し
て
日
本

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
前
の
豪
華
客
船
と

い
う
文
化
が
花
開
い
た
結
果
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

八
島
　
色
々
と
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

は
持
続
可
能
な
観
光
事
業
を
ど
う
い
う
切
り

口
で
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
無
償
か
ら
有
償
、
接
待
か
ら

社
交
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
今
も
似
た
よ
う
な
課

題
で
も
が
い
て
い
る
我
々
が
い
る
の
か
な
と
。

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
名
前
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
サ
ー
ビ
ス
＝
無
償
と
い
う
考
え
は
ま

だ
日
本
に
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
結
果
的

に
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を
求
め
に
く
い
環
境
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ

た
り
か
ら
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
て
い
か

な
い
と
、
持
続
可
能
な
観
光
業
に
は
な
ら
な

い
の
か
な
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

山
口
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
も
う
1
つ

が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
す
ご
く
コ
ス

ト
が
か
か
る
の
で
す
が
、
コ
ス
ト
と
い
う
よ
り

も
楽
し
さ
や
文
化
の
力
に
な
る
こ
と
を
昔
の

人
た
ち
は
信
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、

そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
両
立
さ
せ
て
い
く
と
、
色
々
な
も
の
を
有

機
的
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
観
光
と
い
う
現
場
は
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
が
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
ホ
テ
ル
も
非
常
に
魅
力
的
な
仕
事
で
あ

り
、
教
育
の
現
場
で
も
あ
り
、
も
し
か
し
た

ら
大
学
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
教
育
機
関
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
多
様
性

を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
現
場
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
活
動
に
落
と
し
込
む
か
。
あ
る
い
は

教
育
者
と
し
て
学
生
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

千
住
　
3
年
間
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
日
は
大
変
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
そ
れ

は
資
料
の
少
な
さ
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
各
社
の
皆
様
に
は
、
御
社
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
と
の
ご
認
識
の
も
と
、
是
非
と
も

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

よ
う
な
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
現
在
進

行
中
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
意
義
を
よ
り

明
確
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
1
点
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
学
で
観

光
学
を
学
ぶ
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
よ
う

や
く
好
転
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
観
光
を
通
し
て
自
分
と
は
異

な
る
文
化
や
社
会
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
学
生
た
ち
が
再
び
期
待
を
持
ち
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
学
部
を
卒
業

し
た
ら
観
光
産
業
に
就
職
す
る
と
い
う
の
も

王
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
学
部
を
卒
業
し

た
学
生
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
社
会
に
目
を

向
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
い
く
の

が
、
観
光
学
部
の
教
員
と
し
て
の
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
非
常
に
刺
激
の
多

い
一
日
で
し
た
。

福
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
議
論
が
足
り
な
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
時
代
に
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
研
究
と
実
務

の
視
点
か
ら
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
で
す
。
そ
の
中
に
留
学
生
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
中
国
に
い
る
欧
米
人
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
ま
す
が
、

国
際
観
光
局
は
も
う
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
一

点
突
破
で
す
。
そ
れ
は
消
費
額
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
島

　そ
こ
ま
で
遡
ら
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
圧
倒
的
に
当
初
か
ら

欧
米
中
心
に
セ
ー
ル
ス
に
注
力
し
て
い
た
の

は
事
実
で
す
。
た
だ
、
一
方
で
中
国
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

福
永
　
続
い
て
「
当
時
の
外
国
人
向
け
の
食

事
の
提
供
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
特
に
船
内
で
の
お
食
事
が
好
評

で
、
そ
れ
が
ホ
テ
ル
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
1
、
2
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
明
治
の
頃
は
外

国
か
ら
シ
ェ
フ
を
招
い
て
各
船
に
乗
っ
て
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
航
路
を
拡
張

し
て
運
航
船
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
船
を

巡
回
す
る
の
も
大
変
と
い
う
こ
と
で
、

1
9
1
6
年
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
接
客
マ

ナ
ー
を
教
え
る
養
成
所
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
に
添
え
る
メ
ニ
ュ
ー
は
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
に
も
力
を
い
れ
て
い
て
、

珍
し
い
も
の
で
は
扇
子
に
印
刷
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

福
永
　
会
場
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
カ
ル

チ
ャ
ー
ズ
の
中
に
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
の

経
験
文
化
も
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
山
口
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

山
口
　
今
日
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
テ
ー
マ
な

の
で
、
受
け
入
れ
側
の
話
が
中
心
に
な
り
ま

し
た
が
、
海
外
で
色
々
な
経
験
を
す
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
に
も
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す

し
、
や
は
り
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
は
連
動

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
質
や
デ
ザ
イ
ン
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

日
本
郵
船
の
歴
史
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
ま

た
帝
国
ホ
テ
ル
も
、
単
に
箱
を
増
や
し
て
金

儲
け
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に

は
文
化
創
造
や
海
外
に
対
し
て
の
責
任
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

　
そ
う
す
る
と
今
日
の
話
の
行
き
先
と
し

て
、
マ
ナ
ー
と
い
う
の
が
観
光
に
と
っ
て
重

要
な
話
で
、
観
光
道
徳
も
「
べ
き
」
論
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
時
に
人
と
人
が
仲

良
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
道
徳
に

つ
い
て
も
っ
と
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

千
住
　
我
々
は
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
は
成
熟

し
た
と
い
う
自
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

な
気
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
が
、
他
の

国
の
人
を
見
る
視
線
と
し
て
ど
う
転
嫁
さ
れ

て
い
く
か
は
ま
た
別
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
コ
ロ
ナ
前
、
京
都
市
の
一
部
エ
リ
ア

で
は
観
光
客
が
集
中
し
、
混
雑
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
私

が
出
向
し
て
い
る
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都

市
で
は
「
京
都
観
光
モ
ラ
ル
」
を
掲
げ
、
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
に
観
光

客
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
供
に
大
切

に
し
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
観
光
客

に
対
し
て
も
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
元
の

事
業
者
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
、
最
近

は
海
外
の
方
の
方
が
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ
て

い
て
、
逆
に
日
本
人
の
方
が
悪
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　
去
年
の
9
月
に
は
、
京
都
在
住
の
外
国
人

の
方
と
座
談
会
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
伝

え
て
い
る
こ
と
が
海
外
の
方
に
は
ど
う
受
け

取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
日
本
人
の
常
識
で
一
方

的
な
押
し
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た

こ
と
も
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
や
は

り
相
互
理
解
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
前
半
の
報
告
で
の
問
い
か
け
に

あ
り
ま
し
た
「
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
の

可
能
性
」に
つ
い
て
で
す
が
、ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
も
旅
に
理
想
を
求
め
て
い
た
通
り
、
い
つ

の
時
代
も
観
光
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
に

実
現
し
た
い
姿
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
渋
沢
栄
一
の
言
葉
に
も
あ
る
通
り
、
自
分
の

ホ
テ
ル
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
や
世

界
に
貢
献
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
も
帝
国

ホ
テ
ル
の
経
営
の
中
で
意
識
さ
れ
る
機
会
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
一
方
で
課

題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
島
　
企
業
理
念
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
通

り
で
す
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
、
ホ

テ
ル
業
全
体
が
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま
す
。
外
客
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
に
な
い
文

化
を
学
び
、
吸
収
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う

意
識
で
事
業
を
継
続
し
て
い
け
ば
、
自
ず
と

良
い
答
え
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い

ま
す
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
海
外
か
ら
の

お
客
様
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
3
年
間
あ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
経
験
値
な
ど
が
少
し
鈍
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
る
と
、

3
年
前
に
入
っ
た
新
入
社
員
は
、
外
国
の
お

客
様
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

様
の
期
待
と
、
我
々
が
提
供
す
る
も
の
の

の
寄
付
が
減
少
し
、
体
制
と
し
て
も
実
務
を

担
う
事
務
局
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
り
ま

す
。
渋
沢
は
自
ら
政
府
に
陳
情
し
た
り
、
平

井
晴
二
郎
や
木
下
、
日
本
郵
船
の
林
民
雄
ら

に
、
若
い
人
た
ち
で
何
か
考
え
て
も
ら
い
た

い
と
相
談
し
ま
す
。

　
そ
し
て
喜
賓
会
の
後
を
ど
こ
が
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
ホ

テ
ル
は
経
営
状
態
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
や
汽
船
な
ど
の
交
通
事
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
万
国
鉄
道
会
議
の
よ
う
に
海
外
各
国

と
会
議
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
平
井
も
ス
イ

ス
の
観
光
施
設
に
感
銘
を
受
け
、
生
野
團
六

（
の
ち
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
初
代
幹
事
）
に
そ
の

研
究
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
院

の
立
場
と
し
て
木
下
が
中
心
に
な
り
、
日
本

郵
船
の
林
民
雄
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
林
愛
作
と

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
各
業
界
へ
の
説
得

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
山
口
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
喜
賓
会
の
人
材

や
財
産
な
ど
を
引
き
継
ぐ
こ
と
な
く
全
く
別

の
組
織
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
喜
賓
」
だ
け
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
広
く
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い

く
こ
と
、
事
務
所
は
鉄
道
院
内
に
置
き
鉄
道

院
の
職
員
が
実
務
に
当
た
る
こ
と
、
財
源
の

半
分
を
鉄
道
院
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
木
下
は
1
9
2
2
年
に
は
ツ

ア
ー
の
実
施
や
小
荷
物
運
搬
の
取
扱
と
い
っ

た
収
益
事
業
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、
こ

の
辺
り
は
喜
賓
会
の
課
題
が
活
か
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
ま
す
。

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
無
事
発
足
す
る
と
、
実
務

は
生
野
に
任
せ
、
木
下
は
鉄
道
院
の
立
場
か

ら
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
生
野
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
成
期
と
し

て
の
礎
を
築
く
訳
で
す
が
、
ま
ず
案
内
所
を

国
内
外
に
整
備
し
た
他
、
機
関
雑
誌「
ツ
ー
リ

ス
ト
」や
外
客
向
け
の
案
内
書「
J
A
P
A
N
」

を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
印
刷
物
を
作
成
・

配
布
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
先
進
事
例
や

書
籍
な
ど
を
研
究
し
て
実
務
に
活
か
す
と
と

も
に
、
案
内
書
等
は
内
容
、
英
訳
、
デ
ザ
イ
ン

の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
郵
船
の

航
路
や
支
社
な
ど
の
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活

か
し
て
配
布
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
2
代
目
幹
事
の
猪
股
忠
次
で
す
が
、
彼
は

南
満
州
鉄
道
勤
務
時
代
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
に
留
学
し
て
旅
客
事
務
を
研
究
し
て
い
ま

し
た
。イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
生
野
と
面
会
し
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
足
に
つ
い
て
聞
い
た
猪
股
は

1
9
1
8
年
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
転
職
し
ま

す
。
1
9
2
0
年
に
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

と
相
互
代
理
店
契
約
を
結
び
、
世
界
各
地
へ

の
切
符
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
国
内
外
の
鉄
道
会
社
・
汽
船
会
社
・
旅

行
会
社
と
の
代
売
代
理
店
契
約
の
締
結
、
デ

パ
ー
ト
へ
の
案
内
所
進
出
、
邦
人
へ
の
一
般

乗
車
券
の
発
売
、
旅
行
傷
害
保
険
、
観
劇
券
、

旅
行
小
切
手
、
手
荷
物
保
険
等
の
営
利
事
業

を
開
始
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
素
が
加
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
1
9
2
5
年
に
登
場
し

た
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
（
1
9
3
2
年
か
ら

は
旅
館
券
を
単
独
販
売
）
は
、
当
時
の
国
内

旅
行
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
「
茶
代
」
の
支

払
を
不
要
と
す
る
点
が
画
期
的
で
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
礎
を
築
く
上
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　「
茶
代
」
と
は
、
宿
代
と
は
別
に
任
意
で

出
す
料
金
の
こ
と
で
、
そ
の
額
に
よ
っ
て
良

い
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
り
、
待
遇
が
良
く
な

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
は
っ
き
り

値
段
が
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
妥
当

な
金
額
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
が
旅
行
者
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
外
国

人
に
と
っ
て
も
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
外
国

人
か
ら
は
茶
代
を
と
ら
な
い
、
も
し
く
は
宿

代
に
予
め
上
乗
せ
す
る
の
は
ど
う
か
と
い
っ

た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
返
り
を
期
待
し
て
高
い
金
額
を
出
す
こ

と
が
賄
賂
と
同
じ
だ
と
い
う
論
調
等
も
あ

り
、
1
9
0
0
年
頃
か
ら
茶
代
廃
止
運
動
が

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
例
で
す
。
た
だ
し
「
横

浜
写
真
」
で
は
、
日
本
人
女
性
の
裸
体
が
多

く
撮
影
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
の
男
性
の
ま

な
ざ
し
に
応
え
る
よ
う
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
剝
き
出
し
の
彩
色
写
真
」
が
多
数
残
っ

て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば
大
学
な
ど
の
写
真

史
の
研
究
で
は
キ
ッ
チ
ュ
で
低
俗
な
「
外
国

人
向
け
の
土
産
写
真
」
と
し
て
、
あ
ま
り
研

究
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
近

年
に
は
「
横
浜
写
真
」
を
再
考
す
る
機
運
が

高
ま
り
、
そ
れ
ら
を
現
在
の
価
値
観
か
ら
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ

ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
考
察
す
る
動
き

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
と
は
、
観
光
に
お
け
る
受
け
入
れ
側
つ
ま

り
ホ
ス
ト
の
文
化
と
、
訪
問
す
る
側
つ
ま
り

ゲ
ス
ト
の
文
化
に
対
し
て
、
そ
の
両
者
が
出

会
い
、
ま
た
交
流
す
る
こ
と
で
初
め
て
誕
生

す
る
第
三
の
文
化
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
誘
発
す
る
観
光
文
化
の
こ
と
で
す
。

　
す
る
と
「
外
国
人
接
待
協
会
」
も
喜
賓
会

も
、
あ
る
い
は
「
接
待
」
の
時
代
も
「
社
交
」

の
時
代
も
、
日
本
の
観
光
史
の
重
要
な
一
例

と
し
て
再
考
し
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
作
業
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
を
再
考
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
「
事
業
」
の
精
神
を
検
討
し
、
そ
の

優
れ
た
市
民
社
会
的
思
想
を
学
び
直
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
文

化
を
顧
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
へ
活
用
で
き
る
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
も
可
能
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致

と
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

次
の
時
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
観
光
文

化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
主
に
大
正
時
代
、
鉄
道
院
と

民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
外
客
誘
致
を
行
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
を
中
心
に
、
国
が
関
わ
る

こ
と
で
観
光
が
政
策
に
な
っ
て
い
く
過
程
、

さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
分
岐
し
て
い
っ

た
過
程
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
ま
だ
外
客
の
受

け
入
れ
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
観

光
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
長
年
に
渡
っ
て
課
題
だ
っ
た
の

は
、
外
客
誘
致
に
対
し
て
な
か
な
か
国
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
鉄
道
院
内
で
も
同
様
で
、
職
員
向
け
に
講

演
を
し
た
り
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
を
発
行
し
て
広
く
意
識
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
質
な
案

内
業
者
の
横
行
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
1
9
0
7
年
に
は
内
務
省

が
「
案
内
業
者
取
締
規
則
」
を
出
し
た
他
、

鉄
道
院
で
は
職
員
が
お
客
様
に
案
内
で
き
る

よ
う
「
英
語
練
習
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
客
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
宿

泊
施
設
が
不
足
す
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
日
本
に
到
着
し
て
も
ホ
テ
ル

に
宿
泊
で
き
ず
船
内
で
１
週
間
待
機
し
た
と

い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ホ

テ
ル
の
建
設
計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後

恐
慌
で
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
、
旅
館
に
施

設
の
改
良
や
外
客
の
受
け
入
れ
を
呼
び
掛
け

た
り
、
入
港
す
る
船
に
対
し
て
ホ
テ
ル
の
空

き
状
況
を
無
線
で
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。
本

格
的
に
全
国
に
国
際
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
る

の
は
国
際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
客
誘
致
を
担
う
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
少
し
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
で

あ
る
木
下
淑
夫
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
か
ら
、

輸
出
貿
易
の
発
達
を
見
越
し
た
経
済
的
側
面

と
、
外
客
と
日
本
人
と
の
正
し
い
相
互
理
解

を
図
る
と
い
う
2
つ
の
側
面
か
ら
外
客
誘
致

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

当
然
な
が
ら
木
下
一
人
の
発
案
だ
け
で

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
足
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
喜
賓
会
は
会
員
の
寄
付
を
資
金
に
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
向
け
の
案

内
書
の
制
作
や
配
布
が
経
費
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄
道
国
有
化
の
影

響
も
あ
り
、
会
員
で
あ
っ
た
鉄
道
各
社
か
ら

の
時
代
で
あ
り
、
20
年
あ
ま
り
続
き
ま
し

た
。

　
な
ぜ
「
社
交
」
な
の
か
、
そ
れ
は
「
接
待
」

と
は
何
が
違
う
の
か
。
数
年
前
に
財
界
で
痛

い
目
に
あ
っ
た
渋
沢
と
益
田
は
、
国
際
経
験

が
豊
か
な
蜂
須
賀
茂
韶
を
会
長
に
招
き
、
他

の
華
族
や
高
級
官
僚
が
多
数
名
を
連
ね
る
慈

善
団
体
と
し
て
、
喜
賓
会
を
創
り
ま
す
。
そ

う
し
て
訪
日
外
国
人
へ
の
便
宜
を
図
る
た
め

に
案
内
書
や
地
図
を
作
り
、
ま
た
主
要
な
名

所
や
旧
跡
へ
の
見
学
の
た
め
に
紹
介
状
を
作

成
し
た
り
、
日
本
側
の
重
要
人
物
を
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
喜
賓
会
の
英
語
名
の

W
elcom
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が
表
現

す
る
よ
う
に
、
こ
の
団
体
は
会
員
制
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
誰
で
も
入
れ
る

団
体
で
は
な
く
、
貴
族
や
高
官
た
ち
が
相
互

に
推
薦
し
て
入
会
す
る
「
社
交
界
」
と
し
て
構

想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
賓
を
も
て
な
す

民
間
外
交
の
組
織
で
あ
り
、「
外
国
人
接
待

協
会
」
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
な

ら
ば
無
条
件
で
「
接
待
」
す
る
の
で
は
な
く
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
と
し
っ
か
り
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
訪
日
外
国
人
だ
け
を
歓
迎
す
る
、

と
い
う
考
え
方
で
運
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
主
従
関
係
の
隷
属
的
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
「
接
待
」
か
ら
、
対
等
な
関
係

で
友
好
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
社

交
」
へ
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
が
大
き
く
転

換
し
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
喜
賓
会
の
本
部
は

帝
国
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
こ
ろ
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
も
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
美
術

商
で
活
躍
し
た
国
際
経
験
豊
か
な
林
愛
作

が
、日
本
人
の
支
配
人
と
し
て
着
任
し
ま
す
。

や
が
て
林
は
、鉄
道
院
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
、

や
は
り
日
本
の
鉄
道
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ

と
に
な
る
木
下
淑
夫
と
と
も
に
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
設
立
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

1
9
1
2
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
喜

賓
会
は
ま
だ
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
き
に
社
史
や
学
術
書
な
ど
で
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
そ
し
て
の
ち
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
喜
賓
会

の
後
継
団
体
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
を
見
か

け
ま
す
が
、
そ
れ
は
不
正
確
で
す
。
喜
賓
会

と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
2
年
ち
か
く
併
存
し
、
そ

し
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
旅
立
ち
を
見
届
け
た
喜

賓
会
は
、
1
9
1
4
年
に
解
散
し
ま
す
。
つ

ま
り
こ
の
二
つ
の
団
体
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
が
異
な
る
別
組
織
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
第
1
期
が「
接
待
」、第
2
期
が「
社

交
」で
あ
る
な
ら
ば
、第
3
期
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
た
1
9
1
2
年
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
は
「
事
業
」
だ
っ
た
、

と
い
え
ま
す
。

　「
事
業
」
と
い
う
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
あ
る
い

は
お
金
儲
け
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少
し
異
な
り
ま
す
。
上
述
し
た

鉄
道
官
僚
の
木
下
淑
夫
（
以
下
、
木
下
）
は
、

米
国
へ
留
学
し
て
鉄
道
の
営
業
、
つ
ま
り

ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
の
運
用
か

ら
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
を
高
め
る
「
事
業
」

の
思
想
を
学
び
、
さ
ら
に
欧
州
を
視
察
し
て

か
ら
帰
国
し
た
後
に
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
設
立

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
政
府
観
光
局
を
持
た
な

い
日
本
で
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
実
質
的
な
訪

日
客
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
こ
で
「
接
待
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
社
交
」
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
で
は
、
窓
口
業
務
を
永
続

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
応
対
す
べ
き

訪
日
客
も
貴
族
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
ま
り
慈
善
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
な

い
、
よ
り
持
続
可
能
で
民
主
的
な
「
事
業
」

が
必
要
で
す
。
一
定
の
対
価
を
支
払
え
ば
、

出
身
や
身
分
や
目
的
な
ど
で
差
別
せ
ず
に

「
訪
日
客
」
と
し
て
平
等
か
つ
公
正
に
扱
う
。

こ
れ
が
近
代
の
市
民
社
会
に
適
合
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
で
実
現

し
た
組
織
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
す
。

　「
事
業
」
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
鉄

道
院
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
日
本
郵
船
な

ど
当
時
の
国
際
的
な
日
本
企
業
の
支
援
も
得

て
、
ど
ん
ど
ん
組
織
を
大
き
く
し
て
い
き
ま

す
。
慈
善
か
ら
事
業
へ
、
そ
し
て
限
ら
れ
た

エ
リ
ー
ト
か
ら
す
べ
て
の
市
民
へ
と
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
を
転
換
さ
せ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

存
在
は
、
日
本
の
観
光
史
を
考
え
る
う
え
で

大
変
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
省
み
る
と
、
第
3
期
の「
事

業
」
の
時
代
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
第
2
期
の

「
社
交
」
と
第
1
期
の
「
接
待
」
は
、
い
わ
ゆ

る
失
敗
の
時
代
で
あ
り
、
再
考
す
る
価
値
の

な
い
時
代
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
鹿
鳴
館

と
一
体
の
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
よ
り
有
名
な
喜
賓
会
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

ま
す
。
し
か
し
第
1
期
の
「
接
待
」
と
第
2

期
の
「
社
交
」
が
あ
っ
て
こ
そ
第
3
期
の
「
事

業
」
が
あ
る
、
と
い
う
歴
史
を
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
喜
賓
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
一

世
を
風
靡
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
文
化

と
し
て
、「
横
浜
写
真
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
で
生
み
成
さ
れ
た
浮
世
絵
の
彩
色

技
術
と
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
最
新
メ

デ
ィ
ア
の
写
真
術
が
横
浜
の
地
で
出
会
い
、

そ
れ
を
継
承
し
た
日
下
部
金
兵
衛
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
関
係
者
た
ち
が
新
た
な
融
合

の
形
を
み
せ
た
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
局
面
に
あ
る

中
、
日
本
に
お
け
る
観
光
政
策
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
に
対
す
る
考
え
方
の
変
遷
、
さ
ら

に
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢
や
課
題

に
対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
組
織
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
の
か
を
整
理
・
検

証
す
る
こ
と
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
と
さ
れ
る
喜
賓
会
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
国
際
観
光
局
を
中
心

と
し
た
各
組
織
の
役
割
や
取
り
組
み
に
注
目

し
て
研
究
メ
ン
バ
ー
か
ら
報
告
し
た
他
、
同

時
代
に
外
客
誘
致
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
と
日
本
郵
船

（
歴
史
博
物
館
）
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
報
告

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
の
設
立
は
1
9
1
2
年

で
す
が
、
こ
れ
は
明
治
元
年
か
ら
44
年
後
の

こ
と
で
す
。
で
は
半
世
紀
ち
か
く
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
報
告
で
は
、
3
つ
の
期

間
に
着
目
し
て
「
最
初
の
半
世
紀
」
を
考
え

ま
す
。

　
ま
ず
1
8
8
8
年
、
渋
沢
栄
一
は
三
井
物

産
を
創
っ
た
益
田
孝
、
そ
し
て
外
務
大
臣
を

務
め
た
井
上
馨
と
協
力
し
、東
京
商
工
会（
現

在
の
東
京
商
工
会
議
所
）
の
な
か
に
「
外
国

人
接
待
協
会
」を
設
立
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

こ
れ
が
第
1
期
の
「
接
待
」
の
時
代
で
す
。

議
論
の
末
に
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
一
体
で
構

想
さ
れ
て
い
た
鹿
鳴
館
と
帝
国
ホ
テ
ル
は
実

現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
接
待
」
の
時
代
、
不
平
等
条
約
を

早
く
改
正
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
来
日

す
る
外
国
人
を
無
償
で
接
待
す
る
こ
と
は
、

国
益
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
鹿
鳴

館
へ
の
非
難
が
沸
き
起
こ
り
、「
外
国
人
接

待
協
会
」
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
果
と

し
て
帝
国
ホ
テ
ル
だ
け
が
ひ
と
り
生
き
残
り

ま
す
。
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
、
逆

風
の
う
ち
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
渋
沢
た
ち
は
、
帝
国
ホ
テ

ル
を
拠
点
に
新
た
な
団
体
を
設
立
し
ま
す
。

1
8
8
3
年
設
立
の
喜
賓
会
で
す
。
そ
の
初

期
の
本
部
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
置
か
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
第
2
期
の「
社
交（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）」

明
治
か
ら
戦
前
ま
で
の
出
版
物
に
み
る

日
本
郵
船
の
船
客
誘
致

遠
藤
あ
か
ね
氏
（
日
本
郵
船
歴
史
博
物
館

学
芸
員
）

2
．ゲ
ス
ト
か
ら
の

コ
メ
ン
ト

八
島
和
彦
氏
（
帝
国
ホ
テ
ル
東
京 

副
総
支
配
人

兼 

ホ
テ
ル
事
業
統
括
部
長
）
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録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
外
国

人
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に
や
っ
て
来
る
と
弊

害
が
あ
る
と
い
っ
た
誤
解
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
、
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
印
刷
物
や

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
教
育
の

現
場
も
活
用
し
た
観
光
観
念
の
普
及
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
祭
は
、
国
際
観
光
局
開
設
5
周
年
を

記
念
し
て
1
9
3
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
開
催
目
的
の
一
つ
に
は
「
観
光
事
業
の

重
要
性
を
認
識
せ
し
む
る
こ
と
」
と
あ
り
ま

す
。
観
光
事
業
、
す
な
わ
ち
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
対
象
と
し
た
事
業
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
周
知
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
最
初
の
3
年
間
は
開
催
規
模
が
徐
々
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
に
は
、
1
9
3
5

年
の
初
回
は
22
ヶ
所
で
開
催
、
翌
年
の
第
2
回

は
1
4
0
ヶ
所
で
開
催
、
1
9
3
7
年
の
第
3

回
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
、

拡
大
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
観
光
祭

は
年
1
回
、
4
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
に
関
し
て
は
、
第
1
回
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
「
観
光
即
産
業
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
観
光
は
経
済
的
な
利
益
を
生
み
だ
す

産
業
だ
と
P
R
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
は
、「
黒
字
を
招
く
観
光
事
業
を
語
る
」

と
題
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て

お
り
、
外
客
誘
致
に
よ
る
効
果
の
な
か
で
も

外
貨
獲
得
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
は
、
タ
イ
の
伝
統
的

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
東
京
に
限
っ
た
話
で

な
く
、
全
国
各
地
で
日
本
の
伝
統
芸
能
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
た
り
、「
国
際
観
光
」
と
い

う
こ
と
で
海
外
の
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
回
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
見
る
と
、

ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
広
報
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
観

光
局
長
に
よ
る
講
演
や
「
観
光
日
本
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
観
光
祭
を
記
念
し

て
「
観
光
事
業
の
栞
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
表

紙
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に

や
っ
て
来
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
典
型
的
な

日
本
の
風
景
を
採
用
し
た
絵
は
が
き
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
東
京
だ
け
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が「
挙
国
一
致
で
邦
土
美
化
」と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

前
回
と
同
様
に
国
際
観
光
局
に
よ
る
演
説
が

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
全
国
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
観
光
祭
を
春
の
風

物
詩
と
し
て
報
じ
る
新
聞
も
出
て
来
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
祭
は
徐
々
に
規
模
を
拡

大
さ
せ
な
が
ら
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
が
、1
9
3
8
年
以
降
は
名
称
が「
観

光
報
国
週
間
」
に
変
更
と
な
り
、
そ
の
質
に

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
9
3
7
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
「
国

民
精
神
総
動
員
」
が
国
策
化
さ
れ
ま
す
が
、

観
光
祭
に
つ
い
て
も
、
時
節
柄
お
祭
り
と
い

う
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
地
味
に
や
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

1
9
3
8
年
に
開
催
さ
れ
た
観
光
報
国
週
間

で
は
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
強
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
報
国
週
間
で
は
、
教
育
機
関
と
の
連

携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
旅
と
健

康
」、「
公
徳
を
守
り
ま
せ
う
」、「
国
土
の
愛

護
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
小
学
生
に
作
文
を

書
か
せ
て
優
秀
作
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
出
来
事
か
ら
は
、
国
民
精
神
総
動
員

下
の
教
育
が
観
光
と
関
与
を
深
め
て
い
く
様

子
を
指
摘
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
を
ま
と
め
る
と
、
観
光

祭
は
外
客
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
喧
伝

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
、

外
貨
獲
得
や
国
際
親
善
、
日
本
文
化
の
P
R

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
衆
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を
駆
使
し

起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
宿
に
と
っ
て
は
施

設
改
修
費
等
に
充
て
る
財
源
に
も
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
反
対
の
声
も
上
が
り
、
な
か
な

か
一
律
で
廃
止
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、似
た
よ
う
な
も
の
と
し
て「
心

付
」
が
あ
り
ま
す
が
、
見
返
り
を
期
待
す
る

茶
代
と
異
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
の

意
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
い
わ

ゆ
る
当
時
の
女
中
さ
ん
の
収
入
に
直
結
す
る

こ
と
か
ら
、
茶
代
は
廃
止
し
て
も
心
付
は
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
は
チ
ッ
プ
を
宿
泊
料
の
１
割
を
請
求
す

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
徐
々

に
サ
ー
ビ
ス
料
と
な
り
、
チ
ッ
プ
の
習
慣
も

徐
々
に
な
く
な
り
ま
す
。

　
チ
ッ
プ
や
茶
代
が
な
く
な
っ
た
の
は
近
代

化
・
合
理
化
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
な
ら
で

は
の
お
も
て
な
し
が
高
い
評
価
を
受
け
る
一

方
で
、
そ
こ
に
対
価
を
支
払
う
感
覚
が
日
本

人
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
が
非
常
に
評
判
と

な
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
設
立
20
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
1
9
3
2
年
に
邦
人
に
対
す

る
旅
行
斡
旋
を
行
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

3
代
目
幹
事
の
高
久
甚
之
助
は
、
職
員
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
旅
行
業
と
し
て
の
礎
を
築
く
と

共
に
、
鉄
道
省
運
輸
局
の
後
任
で
も
あ
る
新
井

尭
爾
と
一
緒
に
外
客
誘
致
の
政
策
化
に
向
け
て

動
き
ま
し
た
。
1
9
3
0
年
に
は
鉄
道
省
に
国

際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
、
新
井
は
初
代
局
長
に

就
任
し
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
が
取
り
組
ん
だ
外
客
誘
致
と

言
っ
て
も
か
な
り
範
囲
が
広
い
の
で
、
今
日

は
共
同
研
究
の
過
程
で
気
が
つ
い
た
興
味
深

い
事
例
と
し
て
、「
観
光
祭
」
と
「
観
光
報
国

週
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
国
際
観
光
局
で
す
が
、
外
客
誘

致
に
関
す
る
事
項
を
司
る
機
関
と
し
て
、

1
9
3
0
年
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
外
客
誘
致
が
国
策

化
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
下
で
閉
局
と
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
国
際
観
光
局
と
類
似
し
た
名
称

の
組
織
が
誕
生
し
ま
す
。
1
つ
は
国
際
観
光

委
員
会
で
す
。
こ
れ
は
外
客
誘
致
に
特
化
し

た
鉄
道
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
国
際
観
光
局

は
そ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
も
う
1
つ
が
国
際
観
光
協
会
と
い
う

組
織
で
す
。
国
際
観
光
局
が
一
番
力
を
入
れ

て
行
っ
た
の
が
、海
外
へ
の
観
光
宣
伝
で
す
。

そ
の
実
行
を
担
っ
た
と
言
い
ま
す
か
、
雑
誌

や
映
画
と
い
っ
た
媒
体
の
制
作
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
史
料
に
よ
っ
て
は
国
際
観
光
局

と
国
際
観
光
協
会
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な

く
、
両
者
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
の
開
局
か
ら
10
年
経
っ
た

1
9
4
0
年
に
発
行
さ
れ
た
『
観
光
事
業
十

年
の
回
顧
』
と
い
う
冊
子
に
、
そ
れ
ま
で
の

国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
観
光
局
に
関
し
て
は
こ
こ
15

年
ぐ
ら
い
で
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
そ
の
発

端
と
な
っ
た
の
が
、
神
戸
女
子
大
学
の
砂
本

文
彦
先
生
が
2
0
0
8
年
に
出
版
さ
れ
た

『
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
：
一
九
三
〇

年
代
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
』
と
い

う
分
厚
い
研
究
書
で
す
。
国
際
観
光
局
と
外

客
向
け
ホ
テ
ル
整
備
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

し
た
本
書
以
降
、
観
光
宣
伝
や
宣
伝
写
真
に

関
す
る
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
お
話
の
骨
子
は
、
国
際
観
光
局
に

よ
る
「
観
光
観
念
の
普
及
」
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
『
観
光
事
業

十
年
の
回
顧
』
に
は
、
国
際
観
光
事
業
の
意

義
に
つ
い
て
多
く
の
国
民
が
誤
解
を
し
て
い

る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
策

と
し
て
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い
く
に
は
国
民

の
誤
解
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
民
に
向
け
て
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る
「
観
光
祭
」

や
「
観
光
報
国
週
間
」
は
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
観
念
の
普
及
」
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
国
際
観
光
委
員
会
で
も
1
9
3
1
年
頃

か
ら
議
論
が
さ
れ
て
い
て
、
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
外
客
誘
致
を
行
う
こ
と
で
国
際
上
の
親

善
や
日
本
文
化
の
発
展
、
経
済
力
の
向
上
に

繋
が
り
、
そ
れ
が
広
く
国
民
に
も
利
益
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
発
言
が
議
事

　
営
業
開
始
初
日
の
外
国
人
宿
泊
客
は
わ
ず

か
5
名
と
、
最
初
の
5
年
間
の
経
営
は
決
し

て
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
0
9
年
に
林
愛
作
が
招
聘
さ
れ
て
、
そ

の
流
れ
で
1
9
2
3
年
に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
設
計
し
た
ラ
イ
ト
館
が
完
成

し
ま
し
た
。
1
9
3
3
年
に
は
日
本
初
の
本

格
的
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
あ
る
上
高

地
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
今
年
で
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

　
ラ
イ
ト
館
が
老
朽
化
で
明
治
村
に
移
築
さ

れ
、
1
9
7
0
年
に
現
在
の
本
館
が
開
業
し

ま
す
。
1
9
8
3
年
に
は
タ
ワ
ー
館
の
竣
工

と
い
う
我
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
業
と
し
て
事
業
を
継
続
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
か
、
収
益
性
を
ど
う
や
っ
て

上
げ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
プ
、
事
務
所
が
入
る
複
合
ビ
ル
と
し

て
1
9
8
3
年
に
不
動
産
事
業
に
参
入
し
ま

し
た
。
当
時
は
珍
し
い
形
態
で
し
た
が
、
ホ

テ
ル
と
い
う
業
態
の
屋
台
骨
を
支
え
る
よ
う

な
事
業
体
が
こ
こ
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
1
9
9
6
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
を
開

業
し
ま
し
た
。

　
ま
た
1
9
7
3
年
あ
た
り
か
ら
は
海
外
に

も
営
業
所
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
を
構
え
て

い
ま
す
。
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
5
年
駐
在

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
営
業
活
動
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
3
年
か
ら
国
策
と
し
て
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
と
し
て
も
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

2
0
2
5
年
の
万
博
ま
で
、
こ
う
い
っ
た
重

要
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
5
月
に
2
0
3
6
年
を
ゴ
ー

ル
と
し
た
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

既
に
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
6
年
に
は

京
都
に
新
規
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
す
。
そ
し

て
旗
艦
ホ
テ
ル
の
帝
国
ホ
テ
ル 

東
京
は
、

2
0
2
4
〜
2
0
3
0
年
に
タ
ワ
ー
館
、

2
0
3
1
〜
2
0
3
6
年
に
本
館
の
建
て
替

え
を
順
次
実
施
し
、
内
幸
町
一
丁
目
街
区
の
一

番
北
側
に
位
置
す
る
弊
社
創
業
の
地
に
、
新

た
な
建
物
が
整
う
予
定
で
す
。
こ
の
建
て
替

え
の
最
中
の
2
0
2
9
年
に
は
、
隣
の
鹿
鳴

館
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
ビ
ル
の
上
層
階
に
は

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
宿
泊
特
化
型
ス
モ
ー
ル

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
を
開
業
し
ま
す
。

様
々
な
時
代
背
景
に
1
3
0
年
間
晒
さ
れ
て

き
た
我
々
の
使
命
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

国
内
の
お
客
様
も
含
め
て
で
す
が
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
外
客
誘
致
を
お
手
伝
い
す
る
事
で

す
。
今
後
も
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
現
・
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル
執
行
役
員 

帝
国
ホ
テ
ル
東
京 

総
支
配
人
）

　
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
に
お
け
る
外
客
誘
致

に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
郵
船

（
以
下
、
郵
船
）
と
い
う
会
社
が
戦
前
、
ど

の
よ
う
な
外
国
人
乗
船
客
の
誘
致
を
し
て
い

た
の
か
、
先
生
方
が
発
表
さ
れ
た
3
つ
の
組

織
と
絡
め
な
が
ら
郵
船
が
制
作
し
た
外
国
語

表
記
の
出
版
物
、
印
刷
物
を
通
し
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
そ
の
前
に
簡
単
で
す
が
会
社
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
郵
船
は
1
8
8
5
年
に
郵
便
汽
船
三

菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
喜
賓
会
が
設
立
さ
れ
た

1
8
9
3
年
に
、
日
本
初
の
遠
洋
定
期
航
路

て
、
そ
の
様
子
が
日
本
各
地
に
拡
散
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
を
挙
げ
て
の
「
観

光
観
念
の
普
及
」が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
が
観
光
報
国
週
間
の
時
代
に
な
る

と
、
国
民
精
神
総
動
員
の
一
側
面
を
形
成
す

る
に
至
り
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
教
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
ま
さ
に
時
局
に
沿
っ
た

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

ラ
ジ
オ
も
引
き
続
い
て
活
用
さ
れ
ま
す
が
、

教
育
の
現
場
を
巻
き
込
ん
だ
広
い
意
味
で
の

「
国
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

時
局
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
も
は
や
外
客
誘
致

と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気

に
も
な
っ
て
来
ま
す
。
観
光
祭
か
ら
観
光
報

国
週
間
へ
の
移
行
過
程
で
は
、
外
客
誘
致
と

い
う
理
念
の
後
景
化
と
観
光
を
通
じ
た
国
民

の
統
合
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
戦
後
へ
の
視
座
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
は
こ
う
い
っ
た

話
題
は
戦
前
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
戦
後
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
正
し
い
観

光
観
念
の
普
及
」
と
か
「
観
光
道
徳
の
高
揚
」

と
か
「
観
光
週
間
」
と
い
っ
た
事
柄
が
昭
和
40

年
代
に
政
府
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
観
光
行
政
や
観
光
政
策
に
お
け
る
戦
前
と

戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
言
う
と
、
こ
ん
に
ち
日
本
国
政
府
が
取
り

組
ん
で
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
、
歴
史
学
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
0
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た

時
代
背
景
と
、
外
客
誘
致
が
国
策
で
あ
っ
た

こ
と
が
繋
が
っ
て
、
ど
ん
な
歴
史
を
歩
ん
で

い
た
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
使
命
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ホ
テ
ル
の
現
場
目
線
を
交
え
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
我
々
の
初
代
会
長
で
あ
る
渋
沢
栄

一
（
以
下
、
渋
沢
）
の
特
徴
的
な
言
葉
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
半

で
ご
説
明
い
た
だ
い
た
時
代
背
景
の
中
で
、

渋
沢
栄
一
が
開
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
林
愛
作
の
名
前
も
出
ま
し
た
が
、

彼
は
そ
の
後
の
時
代
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
は
、
彼
が
説
い
て
い
る
ホ
テ
ル
業

の
位
置
付
け
で
す
。「
一
国
の
経
済
に
も
関

係
す
る
重
要
な
事
項
。
外
客
の
御
客
を
接
待

し
て
満
足
を
与
ふ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
1
つ
、
1
8
9
0
年
11
月
3
日
の
帝

国
ホ
テ
ル
の
開
業
式
で
、
当
時
、
東
京
府
知

事
の
祝
辞
に
対
す
る
答
辞
で
述
べ
た
言
葉
が

「
用
命
が
あ
れ
ば
世
界
の
ど
ん
な
も
の
で
も

調
達
し
て
便
宜
を
図
る
。
こ
れ
こ
そ
帝
国
ホ

テ
ル
が
自
身
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
心
得
、

絶
対
に
譲
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。（
中
略
）
現

在
は
力
不
足
で
も
近
い
将
来
、
必
ず
恥
ず
か

し
く
な
い
レ
ベ
ル
を
約
束
す
る
」
で
す
。 

　
で
き
た
ば
か
り
の
帝
国
ホ
テ
ル
の
従
業
員

に
も
思
い
を
馳
せ
た
非
常
に
良
い
言
葉
か
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う

よ
り
、
今
後
の
ホ
テ
ル
業
の
先
を
見
据
え
た

言
葉
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
言
葉
は
、
退
任
後
に
ホ
テ

ル
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
従
業
員
に
か
け
た
も

の
で
、
渋
沢
ら
し
い
言
葉
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

「
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、世
界
の
隅
々
に
帰
っ

て
い
く
人
達
に
日
本
を
忘
れ
ず
に
帰
ら
せ
、

一
生
日
本
を
な
つ
か
し
く
思
出
さ
せ
る
こ
と

の
出
来
る
、
国
家
の
た
め
に
も
非
常
に
大
切

な
仕
事
で
あ
る
。」 

　
全
文
は
紹
介
し
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
に
対

す
る
ね
ぎ
ら
い
と
期
待
を
込
め
た
言
葉
で
、

外
客
を
接
遇
す
る
ホ
テ
ル
に
対
す
る
期
待
値

の
高
さ
や
重
要
性
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ

れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
渋
沢
の
言
葉
に
裏
付
け
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
、
我
々
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
企
業

理
念
を
創
業
以
来
掲
げ
て
い
ま
す
。「
帝
国

ホ
テ
ル
は
創
業
の
精
神
を
継
ぐ
日
本
の
代
表

ホ
テ
ル
で
あ
り
、
国
際
的
ベ
ス
ト
ホ
テ
ル
を

目
指
す
企
業
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
サ
ー
ビ

ス
と
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
の
発
展
と
人
々
の
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
今
年
で
1
3
3
年
目
を
迎
え
る
ホ
テ
ル
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
2
代
目
の
ホ
テ
ル

が
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災
の
当
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
直
近
で
言
う
と
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
に
こ
の
精
神
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
簡
単
に
歴
史
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
国
策
と
し
て
、
当
時
の

外
務
大
臣
の
井
上
馨
の
お
声
が
け
で
渋
沢
や

大
倉
喜
八
郎
等
の
当
時
の
財
界
の
方
が
協
力

し
合
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
初
代
本
館

の
建
物
正
面
は
現
在
と
異
な
り
北
に
面
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
の
南
側
が
鹿
鳴
館
と

い
う
立
地
で
し
た
。

て
い
ま
す
。

　
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
英
文

広
報
誌
、
書
籍
を
次
々
刊
行
し
ま
す
。

『J
A
P
A
N
 O
v
e
r
s
e
a
s
 T
r
a
v
e
l 

M
agazin

e

』
は
浅
野
総
一
郎
が
創
業
し
た

東
洋
汽
船
と
い
う
海
運
会
社
が
発
行
し
て
い

た
ア
ジ
ア
を
紹
介
す
る
広
報
誌
で
す
。

1
9
2
6
年
に
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
と
合

併
し
た
際
に
郵
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支

店
が
引
き
継
ぎ
、
1
9
3
3
年
頃
ま
で
続
き

ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
大
半
の
記
者
は

外
国
人
で
す
が
な
か
に
は
在
米
日
本
人
も
い

ま
し
た
。
紹
介
記
事
を
執
筆
し
た
記
者
や
表

紙
に
採
用
し
た
画
家
を
み
て
い
く
と
興
味
深

い
の
で
す
が
先
行
研
究
が
少
な
い
た
め
当
館

で
は
収
集
・
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『T
H
E
 T
R
A
V
E
L
 B
U
L
L
E
T
IN

』
と

い
う
英
文
広
報
誌
も
創
刊
し
ま
す
。
就
航
船

や
観
光
地
の
最
新
情
報
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、

船
客
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を
掲
載
し
、
船

客
に
も
好
評
で
年
々
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て

い
っ
た
広
報
誌
で
す
。 

　
旅
行
者
と
荷
主
向
け
の
世
界
年
鑑

『G
lim
pses of th

e E
ast

』も
刊
行
し
ま

す
。
船
を
主
題
と
し
た
色
彩
豊
か
な
装
丁
で

主
要
国
の
基
本
情
報
や
産
業
を
1
0
0
0
頁

に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
の
ポ
ス
タ
ー
は
大
正
期
の
美
人

画
か
ら
パ
リ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
へ

と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
弘
前
城
を
主
題
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
『V

isit Jap
an
 b
y Jap

an
 

M
ail

』
は
国
際
観
光
局
が
観
光
宣
伝
用
に
制

作
し
た
ポ
ス
タ
ー
『
J
A
P
A
N
』
と
同
じ

構
図
で
す
。
作
者
は
船
客
課
に
技
師
と
し
て

在
籍
し
た
戸
田
芳
鐵
で
す
。
量
産
さ
れ
る
印

刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
社
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
客
課
が
ま
と
め
た
1
9
3
0
年
代
の
国

別
の
乗
船
客
数
の
統
計
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
日
本
人
船
客

の
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
1
等
船
客
で

は
欧
米
圏
の
方
が
多
い
か
な
と
感
じ
ま
す
。

華
や
か
な
客
船
文
化
と
い
う
と
所
謂
1
等
船

客
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
の
で
す
が
、
実

際
に
利
益
を
出
し
て
い
た
の
は
コ
ス
ト
が
低

い
3
等
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、
遠
洋
定
期
航
路

を
開
い
た
明
治
中
期
に
は
外
国
人
の
乗
船
客

獲
得
の
一
環
と
し
て
多
言
語
に
も
対
応
し
た

外
国
語
の
印
刷
物
の
制
作
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
に
入
り
ア
メ
リ
カ
に
経
済
の
中

心
が
移
っ
て
い
く
な
か
で
印
刷
物
の
表
記
は

ほ
と
ん
ど
英
語
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
自
社
の
集
客
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
案
内

書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
単
に
訪
日
を

目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
全

体
に
誘
致
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

3
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

福
永
　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
や
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
最
後
に
少
し

総
括
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
一
つ

目
で
す
が
、「
第
一
次
世
界
大
戦
前
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
最
大
の
ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
雑

誌
に
、
喜
賓
会
の
紹
介
が
載
っ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
と
違
っ
て
日
本
は
政
府
公
的
機
関
が

主
力
に
な
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
評
価
は
喜
賓
会
の
内

実
に
即
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
口
　
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
喜
賓
会
が
日

本
政
府
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
喜
賓
会
自
体
は
日
本
政
府
と

全
く
無
関
係
で
独
立
し
た
存
在
で
す
。
渋
沢

栄
一
な
ど
が
民
間
外
交
の
礎
を
築
く
た
め
に

作
っ
た
団
体
な
の
で
、
私
の
現
在
の
知
識
で
は

フ
ラ
ン
ス
の
評
価
は
事
実
と
は
少
し
ず
れ
て

い
る
部
分
が
あ
る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、「
当

時
の
外
客
誘
致
の
対
象
は
西
洋
諸
国
で
し
ょ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
先
進
諸
国

が
外
客
誘
致
の
対
象
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う

ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー

に
つ
い
て
は
統
計
も
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
協
会
の
リ
ン
ゼ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル

と
の
繋
が
り
も
そ
う
で
す
し
、
か
な
り
ア
メ

リ
カ
を
意
識
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

千
住
　
当
時
の
統
計
を
見
る
と
解
釈
に
も
よ

り
ま
す
が
、
実
は
人
数
が
1
番
多
い
の
が
中

で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
航
路
を
開
設
し
ま
す
。
当

初
は
国
内
航
路
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
内
の
鉄
道
網
の
発
達
と
、
他
社
と
の
競
合

等
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
遠
洋
航
路
に
舵
を

切
っ
て
い
ま
す
。
1
8
9
6
年
に
は
欧
州
航
路

と
米
国
シ
ア
ト
ル
航
路
、
豪
州
航
路
の
三
大
航

路
を
開
設
、
1
9
2
6
年
に
は
事
業
家
の
浅
野

総
一
郎
が
創
立
し
た
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
を

合
併
し
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
継

承
し
ま
す
。 

　
昭
和
に
入
る
と
、
浅
間
丸
や
氷
川
丸
等
の

優
秀
船
が
次
々
と
竣
工
し
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
豪
華
客
船
時
代
が
到
来
し
、
郵
船
で
も

船
の
大
型
化
が
進
み
、
収
益
面
で
も
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起

こ
り
、
客
船
文
化
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
資
料
で
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
の
が
、
1
8
9
9
年
に
設
置
さ
れ
た

船
客
課
と
い
う
部
署
で
す
。
船
客
全
般
に
関

わ
る
業
務
を
扱
い
、
そ
の
中
に
「
広
告
」
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
期
の
「
業
務
執
行

規
則
」に
は
さ
ら
に
具
体
的
な
記
載
が
あ
り
、

営
業
上
の
広
告
、
宣
伝
及
び
そ
の
印
刷
物
等

に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
福
永
さ
ん
の
話
で
名
前
が
出
て
き
た
林
民

雄
は
こ
の
船
客
課
の
課
長
を
し
て
お
り
、
の

ち
に
専
務
取
締
役
に
な
る
人
物
で
す
。 

　
は
じ
め
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
1
8
9
4

年
刊
行
の
会
社
案
内『H

an
d
book of 

In
fo
rm
a
tio
n
 fo
r P
assen

gers an
d
 

S
h
ippers

』で
す
。
表
紙
は
外
国
人
好
み
の

日
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
扇
面
散
ら
し
を
用
い
て

い
ま
す
。
内
容
は
運
航
表
や
各
航
路
の
紹
介

と
い
っ
た
会
社
案
内
で
す
が
、
航
路
拡
大
に

合
わ
せ
て
横
浜
や
鎌
倉
な
ど
観
光
名
所
の
紹

介
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
寄
港
地
の
紹
介
が
増
え
て

い
き
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
素
が
強
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
英
語
以
外
で
は
ド
イ
ツ
語
版

（
1
9
1
4
年
）も
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
9
年
に
は
『T

o N
ippon, the 

L
a
n
d
 o
f th

e
 R
is
in
g
 S
u
n
 

b
y th
e N
.Y
.K
.

』
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

1
8
9
6
年
の
豪
州
航
路
開
設
と
1
8
9
8

年
の
新
造
船
春
日
丸
の
就
航
に
合
わ
せ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
日
本
へ
渡
航
し
、
各
地
を
巡
り
な
が

ら
観
光
す
る
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
印
刷
所
が
配
布
先
で
あ
る

現
地
シ
ド
ニ
ー
の
印
刷
会
社
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
で
す
。ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
の『
風

俗
画
報
』
の
臨
時
増
刊
号
で
も
春
日
丸
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
左
側
の
絵
は
乗
船
時

の
桟
橋
の
様
子
、
右
側
が
1
等
船
客
の
食
事

中
の
様
子
で
す
。
日
本
髪
の
方
も
い
ま
す
が

西
洋
の
船
客
が
多
い
印
象
で
す
。
辮
髪
の
船

客
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
期
に
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
海
運
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
は
カ

レ
ン
ダ
ー
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
定
期
航
路
や
本
支
店
の
一
覧
、
航
路
図

な
ど
情
報
量
が
多
く
、
長
く
掲
示
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
1
9
0
8
年
の
中
国
語
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
中
国
の
暦
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
期
に
入
る
と
郵
船
は
第
一
次
大
戦

下
、
好
景
気
を
背
景
と
し
て
資
本
金
を
1
億

円
に
増
加
し
て
、
航
権
の
拡
張
に
努
め
全
世

界
へ
と
航
路
を
広
げ
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
設
立
と
も
重

な
り
、
多
様
な
出
版
物
・
印
刷
物
を
量
産
し

ま
す
。 

　
大
正
期
は
美
人
画
を
主
題
と
し
た
広
告
ポ

ス
タ
ー
が
流
行
し
ま
す
。
和
装
の
女
性
が
描

か
れ
た
2
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
言
語
が

異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
語
だ
け
を
差

し
替
え
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
各
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

　
無
償
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
大
正
期
以

降
、
図
版
が
増
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
形
状
が
細

分
化
し
て
い
き
ま
す
。
右
下
写
真
は
ド
イ
ツ

の
旅
行
代
理
店
の
店
内
の
様
子
で
し
て
沢
山

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
並
べ
て
置
か
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
外
国
語
表
記
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
富
士
山
や
桜
な
ど
を
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
表
紙
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　『N
ip
p
o
n
 Y
u
sen
 K
aish

a O
ffi
cial 

S
h
ip
p
ers' G

u
id
e

』
は
表
紙
の
題
字
と

巻
末
の
索
引
項
目
が
英
語
、
日
本
語
、
ド
イ

ツ
語
、
中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
5
か
国
語

表
記
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乗
船
客
向
け
で
は

な
く
輸
出
入
業
者
や
製
造
業
者
、
官
庁
に
配

布
し
た
営
業
案
内
書
で
す
。
国
や
地
域
ご
と

に
風
俗
や
観
光
名
所
の
紹
介
が
あ
り
、
世
界

各
国
の
企
業
や
商
店
の
営
業
広
告
を
掲
載
し

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
は
、

業
界
全
体
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
か
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
と
い
う
方
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。
観

光
業
界
か
ら
少
し
人
が
離
れ
て
い
る
現
状

を
、
こ
う
し
た
機
会
も
含
め
て
改
善
す
る

き
っ
か
け
が
作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
戦
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い

て
先
生
方
の
発
表
を
聴
き
、
日
本
郵
船
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
遠
洋
航
路
を
開
い
た

明
治
期
か
ら
広
告
宣
伝
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
に
関
し
て
は
三
菱
が
日
本
郵
船

の
創
業
前
に
船
員
育
成
の
三
菱
商
船
学
校
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
の
東
京
海
洋

大
学
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
よ
う
な
養
成
所
を
作
っ

て
、
自
社
で
英
語
教
育
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
マ

ナ
ー
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
料
理
と
い
う

面
で
も
船
の
コ
ッ
ク
た
ち
が
の
ち
に
港
町
で

洋
食
屋
を
開
い
て
、
洋
食
文
化
と
し
て
日
本

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
前
の
豪
華
客
船
と

い
う
文
化
が
花
開
い
た
結
果
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

八
島
　
色
々
と
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

は
持
続
可
能
な
観
光
事
業
を
ど
う
い
う
切
り

口
で
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
無
償
か
ら
有
償
、
接
待
か
ら

社
交
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
今
も
似
た
よ
う
な
課

題
で
も
が
い
て
い
る
我
々
が
い
る
の
か
な
と
。

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
名
前
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
サ
ー
ビ
ス
＝
無
償
と
い
う
考
え
は
ま

だ
日
本
に
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
結
果
的

に
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を
求
め
に
く
い
環
境
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ

た
り
か
ら
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
て
い
か

な
い
と
、
持
続
可
能
な
観
光
業
に
は
な
ら
な

い
の
か
な
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

山
口
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
も
う
1
つ

が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
す
ご
く
コ
ス

ト
が
か
か
る
の
で
す
が
、
コ
ス
ト
と
い
う
よ
り

も
楽
し
さ
や
文
化
の
力
に
な
る
こ
と
を
昔
の

人
た
ち
は
信
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、

そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
両
立
さ
せ
て
い
く
と
、
色
々
な
も
の
を
有

機
的
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
観
光
と
い
う
現
場
は
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
が
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
ホ
テ
ル
も
非
常
に
魅
力
的
な
仕
事
で
あ

り
、
教
育
の
現
場
で
も
あ
り
、
も
し
か
し
た

ら
大
学
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
教
育
機
関
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
多
様
性

を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
現
場
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
活
動
に
落
と
し
込
む
か
。
あ
る
い
は

教
育
者
と
し
て
学
生
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

千
住
　
3
年
間
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
日
は
大
変
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
そ
れ

は
資
料
の
少
な
さ
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
各
社
の
皆
様
に
は
、
御
社
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
と
の
ご
認
識
の
も
と
、
是
非
と
も

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

よ
う
な
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
現
在
進

行
中
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
意
義
を
よ
り

明
確
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
1
点
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
学
で
観

光
学
を
学
ぶ
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
よ
う

や
く
好
転
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
観
光
を
通
し
て
自
分
と
は
異

な
る
文
化
や
社
会
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
学
生
た
ち
が
再
び
期
待
を
持
ち
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
学
部
を
卒
業

し
た
ら
観
光
産
業
に
就
職
す
る
と
い
う
の
も

王
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
学
部
を
卒
業
し

た
学
生
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
社
会
に
目
を

向
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
い
く
の

が
、
観
光
学
部
の
教
員
と
し
て
の
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
非
常
に
刺
激
の
多

い
一
日
で
し
た
。

福
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
議
論
が
足
り
な
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
時
代
に
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
研
究
と
実
務

の
視
点
か
ら
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
で
す
。
そ
の
中
に
留
学
生
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
中
国
に
い
る
欧
米
人
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
ま
す
が
、

国
際
観
光
局
は
も
う
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
一

点
突
破
で
す
。
そ
れ
は
消
費
額
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
島

　そ
こ
ま
で
遡
ら
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
圧
倒
的
に
当
初
か
ら

欧
米
中
心
に
セ
ー
ル
ス
に
注
力
し
て
い
た
の

は
事
実
で
す
。
た
だ
、
一
方
で
中
国
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

福
永
　
続
い
て
「
当
時
の
外
国
人
向
け
の
食

事
の
提
供
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
特
に
船
内
で
の
お
食
事
が
好
評

で
、
そ
れ
が
ホ
テ
ル
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
1
、
2
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
明
治
の
頃
は
外

国
か
ら
シ
ェ
フ
を
招
い
て
各
船
に
乗
っ
て
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
航
路
を
拡
張

し
て
運
航
船
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
船
を

巡
回
す
る
の
も
大
変
と
い
う
こ
と
で
、

1
9
1
6
年
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
接
客
マ

ナ
ー
を
教
え
る
養
成
所
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
に
添
え
る
メ
ニ
ュ
ー
は
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
に
も
力
を
い
れ
て
い
て
、

珍
し
い
も
の
で
は
扇
子
に
印
刷
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

福
永
　
会
場
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
カ
ル

チ
ャ
ー
ズ
の
中
に
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
の

経
験
文
化
も
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
山
口
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

山
口
　
今
日
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
テ
ー
マ
な

の
で
、
受
け
入
れ
側
の
話
が
中
心
に
な
り
ま

し
た
が
、
海
外
で
色
々
な
経
験
を
す
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
に
も
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す

し
、
や
は
り
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
は
連
動

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
質
や
デ
ザ
イ
ン
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

日
本
郵
船
の
歴
史
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
ま

た
帝
国
ホ
テ
ル
も
、
単
に
箱
を
増
や
し
て
金

儲
け
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に

は
文
化
創
造
や
海
外
に
対
し
て
の
責
任
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

　
そ
う
す
る
と
今
日
の
話
の
行
き
先
と
し

て
、
マ
ナ
ー
と
い
う
の
が
観
光
に
と
っ
て
重

要
な
話
で
、
観
光
道
徳
も
「
べ
き
」
論
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
時
に
人
と
人
が
仲

良
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
道
徳
に

つ
い
て
も
っ
と
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

千
住
　
我
々
は
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
は
成
熟

し
た
と
い
う
自
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

な
気
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
が
、
他
の

国
の
人
を
見
る
視
線
と
し
て
ど
う
転
嫁
さ
れ

て
い
く
か
は
ま
た
別
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
コ
ロ
ナ
前
、
京
都
市
の
一
部
エ
リ
ア

で
は
観
光
客
が
集
中
し
、
混
雑
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
私

が
出
向
し
て
い
る
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都

市
で
は
「
京
都
観
光
モ
ラ
ル
」
を
掲
げ
、
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
に
観
光

客
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
大

切
に
し
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
観
光

客
に
対
し
て
も
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
元

の
事
業
者
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
、
最

近
は
海
外
の
方
の
方
が
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ

て
い
て
、
逆
に
日
本
人
の
方
が
悪
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　
去
年
の
9
月
に
は
、
京
都
在
住
の
外
国
人

の
方
と
座
談
会
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
伝

え
て
い
る
こ
と
が
海
外
の
方
に
は
ど
う
受
け

取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
日
本
人
の
常
識
で
一
方

的
な
押
し
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た

こ
と
も
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
や
は

り
相
互
理
解
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
前
半
の
報
告
で
の
問
い
か
け
に

あ
り
ま
し
た
「
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
の

可
能
性
」に
つ
い
て
で
す
が
、ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
も
旅
に
理
想
を
求
め
て
い
た
通
り
、
い
つ

の
時
代
も
観
光
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
に

実
現
し
た
い
姿
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
渋
沢
栄
一
の
言
葉
に
も
あ
る
通
り
、
自
分
の

ホ
テ
ル
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
や
世

界
に
貢
献
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
も
帝
国

ホ
テ
ル
の
経
営
の
中
で
意
識
さ
れ
る
機
会
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
一
方
で
課

題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
島
　
企
業
理
念
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
通

り
で
す
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
、
ホ

テ
ル
業
全
体
が
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま
す
。
外
客
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
に
な
い
文

化
を
学
び
、
吸
収
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う

意
識
で
事
業
を
継
続
し
て
い
け
ば
、
自
ず
と

良
い
答
え
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い

ま
す
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
海
外
か
ら
の

お
客
様
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
3
年
間
あ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
経
験
値
な
ど
が
少
し
鈍
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
る
と
、

3
年
前
に
入
っ
た
新
入
社
員
は
、
外
国
の
お

客
様
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

様
の
期
待
と
、
我
々
が
提
供
す
る
も
の
の

の
寄
付
が
減
少
し
、
体
制
と
し
て
も
実
務
を

担
う
事
務
局
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
り
ま

す
。
渋
沢
は
自
ら
政
府
に
陳
情
し
た
り
、
帝

国
鉄
道
庁
総
裁
で
あ
っ
た
平
井
晴
二
郎
や
木

下
、
日
本
郵
船
の
林
民
雄
ら
に
、
若
い
人
た
ち

で
何
か
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
相
談
し
ま
す
。

　
そ
し
て
喜
賓
会
の
後
を
ど
こ
が
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
ホ

テ
ル
は
経
営
状
態
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
や
汽
船
な
ど
の
交
通
事
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
万
国
鉄
道
会
議
の
よ
う
に
海
外
各
国

と
会
議
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
平
井
も
ス
イ

ス
の
観
光
施
設
に
感
銘
を
受
け
、
生
野
團
六

（
の
ち
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
初
代
幹
事
）
に
そ
の

研
究
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
院

の
立
場
と
し
て
木
下
が
中
心
に
な
り
、
林
民

雄
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
林
愛
作
と
役
割
分
担
を

し
な
が
ら
、
各
業
界
へ
の
説
得
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
山
口
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
喜
賓
会
の
人
材

や
財
産
な
ど
を
引
き
継
ぐ
こ
と
な
く
全
く
別

の
組
織
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
喜
賓
」
だ
け
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
広
く
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い

く
こ
と
、
事
務
所
は
鉄
道
院
内
に
置
き
鉄
道

院
の
職
員
が
実
務
に
当
た
る
こ
と
、
財
源
の

半
分
を
鉄
道
院
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
木
下
は
1
9
2
2
年
に
は
ツ

ア
ー
の
実
施
や
小
荷
物
運
搬
の
取
扱
と
い
っ

た
収
益
事
業
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、
こ

の
辺
り
は
喜
賓
会
の
課
題
が
活
か
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
ま
す
。

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
無
事
発
足
す
る
と
、
実
務

は
生
野
に
任
せ
、
木
下
は
鉄
道
院
の
立
場
か

ら
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
生
野
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
成
期
と
し

て
の
礎
を
築
く
訳
で
す
が
、
ま
ず
案
内
所
を

国
内
外
に
整
備
し
た
他
、
機
関
雑
誌「
ツ
ー
リ

ス
ト
」や
外
客
向
け
の
案
内
書「
J
A
P
A
N
」

を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
印
刷
物
を
作
成
・

配
布
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
先
進
事
例
や

書
籍
な
ど
を
研
究
し
て
実
務
に
活
か
す
と
と

も
に
、
案
内
書
等
は
内
容
、
英
訳
、
デ
ザ
イ
ン

の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
郵
船
の

航
路
や
支
社
な
ど
の
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活

か
し
て
配
布
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
2
代
目
幹
事
の
猪
股
忠
次
で
す
が
、
彼
は

南
満
州
鉄
道
勤
務
時
代
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
に
留
学
し
て
旅
客
事
務
を
研
究
し
て
い
ま

し
た
。イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
生
野
と
面
会
し
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
足
に
つ
い
て
聞
い
た
猪
股
は

1
9
1
8
年
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
転
職
し
ま

す
。
1
9
2
0
年
に
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

と
相
互
代
理
店
契
約
を
結
び
、
世
界
各
地
へ

の
切
符
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
国
内
外
の
鉄
道
会
社
・
汽
船
会
社
・
旅

行
会
社
と
の
代
売
代
理
店
契
約
の
締
結
、
デ

パ
ー
ト
へ
の
案
内
所
進
出
、
邦
人
へ
の
一
般

乗
車
券
の
発
売
、
旅
行
傷
害
保
険
、
観
劇
券
、

旅
行
小
切
手
、
手
荷
物
保
険
等
の
営
利
事
業

を
開
始
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
素
が
加
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
1
9
2
5
年
に
登
場
し

た
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
（
1
9
3
2
年
か
ら

は
旅
館
券
を
単
独
販
売
）
は
、
当
時
の
国
内

旅
行
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
「
茶
代
」
の
支

払
を
不
要
と
す
る
点
が
画
期
的
で
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
礎
を
築
く
上
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　「
茶
代
」
と
は
、
宿
代
と
は
別
に
任
意
で

出
す
料
金
の
こ
と
で
、
そ
の
額
に
よ
っ
て
良

い
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
り
、
待
遇
が
良
く
な

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
は
っ
き
り

値
段
が
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
妥
当

な
金
額
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
が
旅
行
者
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
外
国

人
に
と
っ
て
も
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
外
国

人
か
ら
は
茶
代
を
と
ら
な
い
、
も
し
く
は
宿

代
に
予
め
上
乗
せ
す
る
の
は
ど
う
か
と
い
っ

た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
返
り
を
期
待
し
て
高
い
金
額
を
出
す
こ

と
が
賄
賂
と
同
じ
だ
と
い
う
論
調
等
も
あ

り
、
1
9
0
0
年
頃
か
ら
茶
代
廃
止
運
動
が

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
例
で
す
。
た
だ
し
「
横

浜
写
真
」
で
は
、
日
本
人
女
性
の
裸
体
が
多

く
撮
影
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
の
男
性
の
ま

な
ざ
し
に
応
え
る
よ
う
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
剝
き
出
し
の
彩
色
写
真
」
が
多
数
残
っ

て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば
大
学
な
ど
の
写
真

史
の
研
究
で
は
キ
ッ
チ
ュ
で
低
俗
な
「
外
国

人
向
け
の
土
産
写
真
」
と
し
て
、
あ
ま
り
研

究
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
近

年
に
は
「
横
浜
写
真
」
を
再
考
す
る
機
運
が

高
ま
り
、
そ
れ
ら
を
現
在
の
価
値
観
か
ら
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ

ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
考
察
す
る
動
き

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
と
は
、
観
光
に
お
け
る
受
け
入
れ
側
つ
ま

り
ホ
ス
ト
の
文
化
と
、
訪
問
す
る
側
つ
ま
り

ゲ
ス
ト
の
文
化
に
対
し
て
、
そ
の
両
者
が
出

会
い
、
ま
た
交
流
す
る
こ
と
で
初
め
て
誕
生

す
る
第
三
の
文
化
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
誘
発
す
る
観
光
文
化
の
こ
と
で
す
。

　
す
る
と
「
外
国
人
接
待
協
会
」
も
喜
賓
会

も
、
あ
る
い
は
「
接
待
」
の
時
代
も
「
社
交
」

の
時
代
も
、
日
本
の
観
光
史
の
重
要
な
一
例

と
し
て
再
考
し
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
作
業
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
を
再
考
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
「
事
業
」
の
精
神
を
検
討
し
、
そ
の

優
れ
た
市
民
社
会
的
思
想
を
学
び
直
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
文

化
を
顧
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
へ
活
用
で
き
る
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
も
可
能
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致

と
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

次
の
時
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
観
光
文

化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
主
に
大
正
時
代
、
鉄
道
院
と

民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
外
客
誘
致
を
行
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
を
中
心
に
、
国
が
関
わ
る

こ
と
で
観
光
が
政
策
に
な
っ
て
い
く
過
程
、

さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
分
岐
し
て
い
っ

た
過
程
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
ま
だ
外
客
の
受

け
入
れ
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
観

光
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
長
年
に
渡
っ
て
課
題
だ
っ
た
の

は
、
外
客
誘
致
に
対
し
て
な
か
な
か
国
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
鉄
道
院
内
で
も
同
様
で
、
職
員
向
け
に
講

演
を
し
た
り
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
を
発
行
し
て
広
く
意
識
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
質
な
案

内
業
者
の
横
行
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
1
9
0
7
年
に
は
内
務
省

が
「
案
内
業
者
取
締
規
則
」
を
出
し
た
他
、

鉄
道
院
で
は
職
員
が
お
客
様
に
案
内
で
き
る

よ
う
「
英
語
練
習
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
客
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
宿

泊
施
設
が
不
足
す
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
日
本
に
到
着
し
て
も
ホ
テ
ル

に
宿
泊
で
き
ず
船
内
で
１
週
間
待
機
し
た
と

い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ホ

テ
ル
の
建
設
計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後

恐
慌
で
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
、
旅
館
に
施

設
の
改
良
や
外
客
の
受
け
入
れ
を
呼
び
掛
け

た
り
、
入
港
す
る
船
に
対
し
て
ホ
テ
ル
の
空

き
状
況
を
無
線
で
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。
本

格
的
に
全
国
に
国
際
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
る

の
は
国
際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
客
誘
致
を
担
う
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
少
し
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
で

あ
る
木
下
淑
夫
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
か
ら
、

輸
出
貿
易
の
発
達
を
見
越
し
た
経
済
的
側
面

と
、
外
客
と
日
本
人
と
の
正
し
い
相
互
理
解

を
図
る
と
い
う
2
つ
の
側
面
か
ら
外
客
誘
致

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

当
然
な
が
ら
木
下
一
人
の
発
案
だ
け
で

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
足
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
喜
賓
会
は
会
員
の
寄
付
を
資
金
に
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
向
け
の
案

内
書
の
制
作
や
配
布
が
経
費
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄
道
国
有
化
の
影

響
も
あ
り
、
会
員
で
あ
っ
た
鉄
道
各
社
か
ら

の
時
代
で
あ
り
、
20
年
あ
ま
り
続
き
ま
し

た
。

　
な
ぜ
「
社
交
」
な
の
か
、
そ
れ
は
「
接
待
」

と
は
何
が
違
う
の
か
。
数
年
前
に
財
界
で
痛

い
目
に
あ
っ
た
渋
沢
と
益
田
は
、
国
際
経
験

が
豊
か
な
蜂
須
賀
茂
韶
を
会
長
に
招
き
、
他

の
華
族
や
高
級
官
僚
が
多
数
名
を
連
ね
る
慈

善
団
体
と
し
て
、
喜
賓
会
を
創
り
ま
す
。
そ

う
し
て
訪
日
外
国
人
へ
の
便
宜
を
図
る
た
め

に
案
内
書
や
地
図
を
作
り
、
ま
た
主
要
な
名

所
や
旧
跡
へ
の
見
学
の
た
め
に
紹
介
状
を
作

成
し
た
り
、
日
本
側
の
重
要
人
物
を
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
喜
賓
会
の
英
語
名
の

W
elcom
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が
表
現

す
る
よ
う
に
、
こ
の
団
体
は
会
員
制
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
誰
で
も
入
れ
る

団
体
で
は
な
く
、
貴
族
や
高
官
た
ち
が
相
互

に
推
薦
し
て
入
会
す
る
「
社
交
界
」
と
し
て
構

想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
賓
を
も
て
な
す

民
間
外
交
の
組
織
で
あ
り
、「
外
国
人
接
待

協
会
」
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
な

ら
ば
無
条
件
で
「
接
待
」
す
る
の
で
は
な
く
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
と
し
っ
か
り
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
訪
日
外
国
人
だ
け
を
歓
迎
す
る
、

と
い
う
考
え
方
で
運
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
主
従
関
係
の
隷
属
的
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
「
接
待
」
か
ら
、
対
等
な
関
係

で
友
好
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
社

交
」
へ
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
が
大
き
く
転

換
し
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
喜
賓
会
の
本
部
は

帝
国
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
こ
ろ
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
も
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
美
術

商
で
活
躍
し
た
国
際
経
験
豊
か
な
林
愛
作

が
、日
本
人
の
支
配
人
と
し
て
着
任
し
ま
す
。

や
が
て
林
は
、鉄
道
院
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
、

や
は
り
日
本
の
鉄
道
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ

と
に
な
る
木
下
淑
夫
と
と
も
に
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
設
立
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

1
9
1
2
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
喜

賓
会
は
ま
だ
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
き
に
社
史
や
学
術
書
な
ど
で
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
そ
し
て
の
ち
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
喜
賓
会

の
後
継
団
体
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
を
見
か

け
ま
す
が
、
そ
れ
は
不
正
確
で
す
。
喜
賓
会

と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
2
年
ち
か
く
併
存
し
、
そ

し
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
旅
立
ち
を
見
届
け
た
喜

賓
会
は
、
1
9
1
4
年
に
解
散
し
ま
す
。
つ

ま
り
こ
の
二
つ
の
団
体
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
が
異
な
る
別
組
織
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
第
1
期
が「
接
待
」、第
2
期
が「
社

交
」で
あ
る
な
ら
ば
、第
3
期
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
た
1
9
1
2
年
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
は
「
事
業
」
だ
っ
た
、

と
い
え
ま
す
。

　「
事
業
」
と
い
う
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
あ
る
い

は
お
金
儲
け
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少
し
異
な
り
ま
す
。
上
述
し
た

鉄
道
官
僚
の
木
下
淑
夫
（
以
下
、
木
下
）
は
、

米
国
へ
留
学
し
て
鉄
道
の
営
業
、
つ
ま
り

ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
の
運
用
か

ら
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
を
高
め
る
「
事
業
」

の
思
想
を
学
び
、
さ
ら
に
欧
州
を
視
察
し
て

か
ら
帰
国
し
た
後
に
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
設
立

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
政
府
観
光
局
を
持
た
な

い
日
本
で
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
実
質
的
な
訪

日
客
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
こ
で
「
接
待
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
社
交
」
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
で
は
、
窓
口
業
務
を
永
続

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
応
対
す
べ
き

訪
日
客
も
貴
族
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
ま
り
慈
善
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
な

い
、
よ
り
持
続
可
能
で
民
主
的
な
「
事
業
」

が
必
要
で
す
。
一
定
の
対
価
を
支
払
え
ば
、

出
身
や
身
分
や
目
的
な
ど
で
差
別
せ
ず
に

「
訪
日
客
」
と
し
て
平
等
か
つ
公
正
に
扱
う
。

こ
れ
が
近
代
の
市
民
社
会
に
適
合
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
で
実
現

し
た
組
織
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
す
。

　「
事
業
」
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
鉄

道
院
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
日
本
郵
船
な

ど
当
時
の
国
際
的
な
日
本
企
業
の
支
援
も
得

て
、
ど
ん
ど
ん
組
織
を
大
き
く
し
て
い
き
ま

す
。
慈
善
か
ら
事
業
へ
、
そ
し
て
限
ら
れ
た

エ
リ
ー
ト
か
ら
す
べ
て
の
市
民
へ
と
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
を
転
換
さ
せ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

存
在
は
、
日
本
の
観
光
史
を
考
え
る
う
え
で

大
変
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
省
み
る
と
、
第
3
期
の「
事

業
」
の
時
代
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
第
2
期
の

「
社
交
」
と
第
1
期
の
「
接
待
」
は
、
い
わ
ゆ

る
失
敗
の
時
代
で
あ
り
、
再
考
す
る
価
値
の

な
い
時
代
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
鹿
鳴
館

と
一
体
の
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
よ
り
有
名
な
喜
賓
会
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

ま
す
。
し
か
し
第
1
期
の
「
接
待
」
と
第
2

期
の
「
社
交
」
が
あ
っ
て
こ
そ
第
3
期
の
「
事

業
」
が
あ
る
、
と
い
う
歴
史
を
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
喜
賓
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
一

世
を
風
靡
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
文
化

と
し
て
、「
横
浜
写
真
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
で
生
み
成
さ
れ
た
浮
世
絵
の
彩
色

技
術
と
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
最
新
メ

デ
ィ
ア
の
写
真
術
が
横
浜
の
地
で
出
会
い
、

そ
れ
を
継
承
し
た
日
下
部
金
兵
衛
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
関
係
者
た
ち
が
新
た
な
融
合

の
形
を
み
せ
た
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
局
面
に
あ
る

中
、
日
本
に
お
け
る
観
光
政
策
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
に
対
す
る
考
え
方
の
変
遷
、
さ
ら

に
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢
や
課
題

に
対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
組
織
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
の
か
を
整
理
・
検

証
す
る
こ
と
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
と
さ
れ
る
喜
賓
会
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
国
際
観
光
局
を
中
心

と
し
た
各
組
織
の
役
割
や
取
り
組
み
に
注
目

し
て
研
究
メ
ン
バ
ー
か
ら
報
告
し
た
他
、
同

時
代
に
外
客
誘
致
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
と
日
本
郵
船

（
歴
史
博
物
館
）
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
報
告

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
の
設
立
は
1
9
1
2
年

で
す
が
、
こ
れ
は
明
治
元
年
か
ら
44
年
後
の

こ
と
で
す
。
で
は
半
世
紀
ち
か
く
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
報
告
で
は
、
3
つ
の
期

間
に
着
目
し
て
「
最
初
の
半
世
紀
」
を
考
え

ま
す
。

　
ま
ず
1
8
8
8
年
、
渋
沢
栄
一
は
三
井
物

産
を
創
っ
た
益
田
孝
、
そ
し
て
外
務
大
臣
を

務
め
た
井
上
馨
と
協
力
し
、東
京
商
工
会（
現

在
の
東
京
商
工
会
議
所
）
の
な
か
に
「
外
国

人
接
待
協
会
」を
設
立
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

こ
れ
が
第
1
期
の
「
接
待
」
の
時
代
で
す
。

議
論
の
末
に
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
一
体
で
構

想
さ
れ
て
い
た
鹿
鳴
館
と
帝
国
ホ
テ
ル
は
実

現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
接
待
」
の
時
代
、
不
平
等
条
約
を

早
く
改
正
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
来
日

す
る
外
国
人
を
無
償
で
接
待
す
る
こ
と
は
、

国
益
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
鹿
鳴

館
へ
の
非
難
が
沸
き
起
こ
り
、「
外
国
人
接

待
協
会
」
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
果
と

し
て
帝
国
ホ
テ
ル
だ
け
が
ひ
と
り
生
き
残
り

ま
す
。
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
、
逆

風
の
う
ち
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
渋
沢
た
ち
は
、
帝
国
ホ
テ

ル
を
拠
点
に
新
た
な
団
体
を
設
立
し
ま
す
。

1
8
8
3
年
設
立
の
喜
賓
会
で
す
。
そ
の
初

期
の
本
部
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
置
か
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
第
2
期
の「
社
交（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）」

明
治
か
ら
戦
前
ま
で
の
出
版
物
に
み
る

日
本
郵
船
の
船
客
誘
致

遠
藤
あ
か
ね
氏
（
日
本
郵
船
歴
史
博
物
館

学
芸
員
）

2
．ゲ
ス
ト
か
ら
の

コ
メ
ン
ト

八
島
和
彦
氏
（
帝
国
ホ
テ
ル
東
京 

副
総
支
配
人

兼 

ホ
テ
ル
事
業
統
括
部
長
）
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録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
外
国

人
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に
や
っ
て
来
る
と
弊

害
が
あ
る
と
い
っ
た
誤
解
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
、
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
印
刷
物
や

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
教
育
の

現
場
も
活
用
し
た
観
光
観
念
の
普
及
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
祭
は
、
国
際
観
光
局
開
設
5
周
年
を

記
念
し
て
1
9
3
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
開
催
目
的
の
一
つ
に
は
「
観
光
事
業
の

重
要
性
を
認
識
せ
し
む
る
こ
と
」
と
あ
り
ま

す
。
観
光
事
業
、
す
な
わ
ち
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
対
象
と
し
た
事
業
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
周
知
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
最
初
の
3
年
間
は
開
催
規
模
が
徐
々
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
に
は
、
1
9
3
5

年
の
初
回
は
22
ヶ
所
で
開
催
、
翌
年
の
第
2
回

は
1
4
0
ヶ
所
で
開
催
、
1
9
3
7
年
の
第
3

回
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
、

拡
大
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
観
光
祭

は
年
1
回
、
4
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
に
関
し
て
は
、
第
1
回
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
「
観
光
即
産
業
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
観
光
は
経
済
的
な
利
益
を
生
み
だ
す

産
業
だ
と
P
R
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
は
、「
黒
字
を
招
く
観
光
事
業
を
語
る
」

と
題
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て

お
り
、
外
客
誘
致
に
よ
る
効
果
の
な
か
で
も

外
貨
獲
得
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
は
、
タ
イ
の
伝
統
的

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
東
京
に
限
っ
た
話
で

な
く
、
全
国
各
地
で
日
本
の
伝
統
芸
能
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
た
り
、「
国
際
観
光
」
と
い

う
こ
と
で
海
外
の
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
回
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
見
る
と
、

ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
広
報
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
観

光
局
長
に
よ
る
講
演
や
「
観
光
日
本
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
観
光
祭
を
記
念
し

て
「
観
光
事
業
の
栞
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
表

紙
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に

や
っ
て
来
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
典
型
的
な

日
本
の
風
景
を
採
用
し
た
絵
は
が
き
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
東
京
だ
け
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が「
挙
国
一
致
で
邦
土
美
化
」と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

前
回
と
同
様
に
国
際
観
光
局
に
よ
る
演
説
が

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
全
国
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
観
光
祭
を
春
の
風

物
詩
と
し
て
報
じ
る
新
聞
も
出
て
来
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
祭
は
徐
々
に
規
模
を
拡

大
さ
せ
な
が
ら
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
が
、1
9
3
8
年
以
降
は
名
称
が「
観

光
報
国
週
間
」
に
変
更
と
な
り
、
そ
の
質
に

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
9
3
7
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
「
国

民
精
神
総
動
員
」
が
国
策
化
さ
れ
ま
す
が
、

観
光
祭
に
つ
い
て
も
、
時
節
柄
お
祭
り
と
い

う
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
地
味
に
や
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

1
9
3
8
年
に
開
催
さ
れ
た
観
光
報
国
週
間

で
は
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
強
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
報
国
週
間
で
は
、
教
育
機
関
と
の
連

携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
旅
と
健

康
」、「
公
徳
を
守
り
ま
せ
う
」、「
国
土
の
愛

護
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
小
学
生
に
作
文
を

書
か
せ
て
優
秀
作
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
出
来
事
か
ら
は
、
国
民
精
神
総
動
員

下
の
教
育
が
観
光
と
関
与
を
深
め
て
い
く
様

子
を
指
摘
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
を
ま
と
め
る
と
、
観
光

祭
は
外
客
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
喧
伝

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
、

外
貨
獲
得
や
国
際
親
善
、
日
本
文
化
の
P
R

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
衆
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を
駆
使
し

起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
宿
に
と
っ
て
は
施

設
改
修
費
等
に
充
て
る
財
源
に
も
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
反
対
の
声
も
上
が
り
、
な
か
な

か
一
律
で
廃
止
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、似
た
よ
う
な
も
の
と
し
て「
心

付
」
が
あ
り
ま
す
が
、
見
返
り
を
期
待
す
る

茶
代
と
異
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
の

意
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
い
わ

ゆ
る
当
時
の
女
中
さ
ん
の
収
入
に
直
結
す
る

こ
と
か
ら
、
茶
代
は
廃
止
し
て
も
心
付
は
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
は
チ
ッ
プ
を
宿
泊
料
の
１
割
を
請
求
す

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
徐
々

に
サ
ー
ビ
ス
料
と
な
り
、
チ
ッ
プ
の
習
慣
も

徐
々
に
な
く
な
り
ま
す
。

　
チ
ッ
プ
や
茶
代
が
な
く
な
っ
た
の
は
近
代

化
・
合
理
化
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
な
ら
で

は
の
お
も
て
な
し
が
高
い
評
価
を
受
け
る
一

方
で
、
そ
こ
に
対
価
を
支
払
う
感
覚
が
日
本

人
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
が
非
常
に
評
判
と

な
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
設
立
20
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
1
9
3
2
年
に
邦
人
に
対
す

る
旅
行
斡
旋
を
行
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

3
代
目
幹
事
の
高
久
甚
之
助
は
、
職
員
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
旅
行
業
と
し
て
の
礎
を
築
く
と

共
に
、
鉄
道
省
運
輸
局
の
後
任
で
も
あ
る
新
井

尭
爾
と
一
緒
に
外
客
誘
致
の
政
策
化
に
向
け
て

動
き
ま
し
た
。
1
9
3
0
年
に
は
鉄
道
省
に
国

際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
、
新
井
は
初
代
局
長
に

就
任
し
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
が
取
り
組
ん
だ
外
客
誘
致
と

言
っ
て
も
か
な
り
範
囲
が
広
い
の
で
、
今
日

は
共
同
研
究
の
過
程
で
気
が
つ
い
た
興
味
深

い
事
例
と
し
て
、「
観
光
祭
」
と
「
観
光
報
国

週
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
国
際
観
光
局
で
す
が
、
外
客
誘

致
に
関
す
る
事
項
を
司
る
機
関
と
し
て
、

1
9
3
0
年
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
外
客
誘
致
が
国
策

化
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
下
で
閉
局
と
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
国
際
観
光
局
と
類
似
し
た
名
称

の
組
織
が
誕
生
し
ま
す
。
1
つ
は
国
際
観
光

委
員
会
で
す
。
こ
れ
は
外
客
誘
致
に
特
化
し

た
鉄
道
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
国
際
観
光
局

は
そ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
も
う
1
つ
が
国
際
観
光
協
会
と
い
う

組
織
で
す
。
国
際
観
光
局
が
一
番
力
を
入
れ

て
行
っ
た
の
が
、海
外
へ
の
観
光
宣
伝
で
す
。

そ
の
実
行
を
担
っ
た
と
言
い
ま
す
か
、
雑
誌

や
映
画
と
い
っ
た
媒
体
の
制
作
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
史
料
に
よ
っ
て
は
国
際
観
光
局

と
国
際
観
光
協
会
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な

く
、
両
者
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
の
開
局
か
ら
10
年
経
っ
た

1
9
4
0
年
に
発
行
さ
れ
た
『
観
光
事
業
十

年
の
回
顧
』
と
い
う
冊
子
に
、
そ
れ
ま
で
の

国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
観
光
局
に
関
し
て
は
こ
こ
15

年
ぐ
ら
い
で
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
そ
の
発

端
と
な
っ
た
の
が
、
神
戸
女
子
大
学
の
砂
本

文
彦
先
生
が
2
0
0
8
年
に
出
版
さ
れ
た

『
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
：
一
九
三
〇

年
代
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
』
と
い

う
分
厚
い
研
究
書
で
す
。
国
際
観
光
局
と
外

客
向
け
ホ
テ
ル
整
備
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

し
た
本
書
以
降
、
観
光
宣
伝
や
宣
伝
写
真
に

関
す
る
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
お
話
の
骨
子
は
、
国
際
観
光
局
に

よ
る
「
観
光
観
念
の
普
及
」
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
『
観
光
事
業

十
年
の
回
顧
』
に
は
、
国
際
観
光
事
業
の
意

義
に
つ
い
て
多
く
の
国
民
が
誤
解
を
し
て
い

る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
策

と
し
て
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い
く
に
は
国
民

の
誤
解
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
民
に
向
け
て
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る
「
観
光
祭
」

や
「
観
光
報
国
週
間
」
は
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
観
念
の
普
及
」
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
国
際
観
光
委
員
会
で
も
1
9
3
1
年
頃

か
ら
議
論
が
さ
れ
て
い
て
、
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
外
客
誘
致
を
行
う
こ
と
で
国
際
上
の
親

善
や
日
本
文
化
の
発
展
、
経
済
力
の
向
上
に

繋
が
り
、
そ
れ
が
広
く
国
民
に
も
利
益
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
発
言
が
議
事

　
営
業
開
始
初
日
の
外
国
人
宿
泊
客
は
わ
ず

か
5
名
と
、
最
初
の
5
年
間
の
経
営
は
決
し

て
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
0
9
年
に
林
愛
作
が
招
聘
さ
れ
て
、
そ

の
流
れ
で
1
9
2
3
年
に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
設
計
し
た
ラ
イ
ト
館
が
完
成

し
ま
し
た
。
1
9
3
3
年
に
は
日
本
初
の
本

格
的
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
あ
る
上
高

地
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
今
年
で
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

　
ラ
イ
ト
館
が
老
朽
化
で
明
治
村
に
移
築
さ

れ
、
1
9
7
0
年
に
現
在
の
本
館
が
開
業
し

ま
す
。
1
9
8
3
年
に
は
タ
ワ
ー
館
の
竣
工

と
い
う
我
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
業
と
し
て
事
業
を
継
続
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
か
、
収
益
性
を
ど
う
や
っ
て

上
げ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
プ
、
事
務
所
が
入
る
複
合
ビ
ル
と
し

て
1
9
8
3
年
に
不
動
産
事
業
に
参
入
し
ま

し
た
。
当
時
は
珍
し
い
形
態
で
し
た
が
、
ホ

テ
ル
と
い
う
業
態
の
屋
台
骨
を
支
え
る
よ
う

な
事
業
体
が
こ
こ
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
1
9
9
6
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
を
開

業
し
ま
し
た
。

　
ま
た
1
9
7
3
年
あ
た
り
か
ら
は
海
外
に

も
営
業
所
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
を
構
え
て

い
ま
す
。
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
5
年
駐
在

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
営
業
活
動
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
3
年
か
ら
国
策
と
し
て
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
と
し
て
も
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

2
0
2
5
年
の
万
博
ま
で
、
こ
う
い
っ
た
重

要
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
5
月
に
2
0
3
6
年
を
ゴ
ー

ル
と
し
た
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

既
に
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
6
年
に
は

京
都
に
新
規
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
す
。
そ
し

て
旗
艦
ホ
テ
ル
の
帝
国
ホ
テ
ル 

東
京
は
、

2
0
2
4
〜
2
0
3
0
年
に
タ
ワ
ー
館
、

2
0
3
1
〜
2
0
3
6
年
に
本
館
の
建
て
替

え
を
順
次
実
施
し
、
内
幸
町
一
丁
目
街
区
の
一

番
北
側
に
位
置
す
る
弊
社
創
業
の
地
に
、
新

た
な
建
物
が
整
う
予
定
で
す
。
こ
の
建
て
替

え
の
最
中
の
2
0
2
9
年
に
は
、
隣
の
鹿
鳴

館
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
ビ
ル
の
上
層
階
に
は

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
宿
泊
特
化
型
ス
モ
ー
ル

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
を
開
業
し
ま
す
。

様
々
な
時
代
背
景
に
1
3
0
年
間
晒
さ
れ
て

き
た
我
々
の
使
命
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

国
内
の
お
客
様
も
含
め
て
で
す
が
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
外
客
誘
致
を
お
手
伝
い
す
る
事
で

す
。
今
後
も
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
現
・
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル
執
行
役
員 

帝

国
ホ
テ
ル
東
京 

総
支
配
人
）

　
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
に
お
け
る
外
客
誘
致

に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
郵
船

（
以
下
、
郵
船
）
と
い
う
会
社
が
戦
前
、
ど

の
よ
う
な
外
国
人
乗
船
客
の
誘
致
を
し
て
い

た
の
か
、
先
生
方
が
発
表
さ
れ
た
3
つ
の
組

織
と
絡
め
な
が
ら
郵
船
が
制
作
し
た
外
国
語

表
記
の
出
版
物
、
印
刷
物
を
通
し
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
そ
の
前
に
簡
単
で
す
が
会
社
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
郵
船
は
1
8
8
5
年
に
郵
便
汽
船
三

菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
喜
賓
会
が
設
立
さ
れ
た

1
8
9
3
年
に
、
日
本
初
の
遠
洋
定
期
航
路

て
、
そ
の
様
子
が
日
本
各
地
に
拡
散
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
を
挙
げ
て
の
「
観

光
観
念
の
普
及
」が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
が
観
光
報
国
週
間
の
時
代
に
な
る

と
、
国
民
精
神
総
動
員
の
一
側
面
を
形
成
す

る
に
至
り
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
教
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
ま
さ
に
時
局
に
沿
っ
た

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

ラ
ジ
オ
も
引
き
続
い
て
活
用
さ
れ
ま
す
が
、

教
育
の
現
場
を
巻
き
込
ん
だ
広
い
意
味
で
の

「
国
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

時
局
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
も
は
や
外
客
誘
致

と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気

に
も
な
っ
て
来
ま
す
。
観
光
祭
か
ら
観
光
報

国
週
間
へ
の
移
行
過
程
で
は
、
外
客
誘
致
と

い
う
理
念
の
後
景
化
と
観
光
を
通
じ
た
国
民

の
統
合
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
戦
後
へ
の
視
座
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
は
こ
う
い
っ
た

話
題
は
戦
前
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
戦
後
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
正
し
い
観

光
観
念
の
普
及
」
と
か
「
観
光
道
徳
の
高
揚
」

と
か
「
観
光
週
間
」
と
い
っ
た
事
柄
が
昭
和
40

年
代
に
政
府
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
観
光
行
政
や
観
光
政
策
に
お
け
る
戦
前
と

戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
言
う
と
、
こ
ん
に
ち
日
本
国
政
府
が
取
り

組
ん
で
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
、
歴
史
学
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
0
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た

時
代
背
景
と
、
外
客
誘
致
が
国
策
で
あ
っ
た

こ
と
が
繋
が
っ
て
、
ど
ん
な
歴
史
を
歩
ん
で

い
た
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
使
命
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ホ
テ
ル
の
現
場
目
線
を
交
え
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
我
々
の
初
代
会
長
で
あ
る
渋
沢
栄

一
（
以
下
、
渋
沢
）
の
特
徴
的
な
言
葉
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
半

で
ご
説
明
い
た
だ
い
た
時
代
背
景
の
中
で
、

渋
沢
栄
一
が
開
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
林
愛
作
の
名
前
も
出
ま
し
た
が
、

彼
は
そ
の
後
の
時
代
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
は
、
彼
が
説
い
て
い
る
ホ
テ
ル
業

の
位
置
付
け
で
す
。「
一
国
の
経
済
に
も
関

係
す
る
重
要
な
事
項
。
外
客
の
御
客
を
接
待

し
て
満
足
を
与
ふ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
1
つ
、
1
8
9
0
年
11
月
3
日
の
帝

国
ホ
テ
ル
の
開
業
式
で
、
当
時
、
東
京
府
知

事
の
祝
辞
に
対
す
る
答
辞
で
述
べ
た
言
葉
が

「
用
命
が
あ
れ
ば
世
界
の
ど
ん
な
も
の
で
も

調
達
し
て
便
宜
を
図
る
。
こ
れ
こ
そ
帝
国
ホ

テ
ル
が
自
身
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
心
得
、

絶
対
に
譲
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。（
中
略
）
現

在
は
力
不
足
で
も
近
い
将
来
、
必
ず
恥
ず
か

し
く
な
い
レ
ベ
ル
を
約
束
す
る
」
で
す
。 

　
で
き
た
ば
か
り
の
帝
国
ホ
テ
ル
の
従
業
員

に
も
思
い
を
馳
せ
た
非
常
に
良
い
言
葉
か
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う

よ
り
、
今
後
の
ホ
テ
ル
業
の
先
を
見
据
え
た

言
葉
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
言
葉
は
、
退
任
後
に
ホ
テ

ル
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
従
業
員
に
か
け
た
も

の
で
、
渋
沢
ら
し
い
言
葉
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

「
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、世
界
の
隅
々
に
帰
っ

て
い
く
人
達
に
日
本
を
忘
れ
ず
に
帰
ら
せ
、

一
生
日
本
を
な
つ
か
し
く
思
出
さ
せ
る
こ
と

の
出
来
る
、
国
家
の
た
め
に
も
非
常
に
大
切

な
仕
事
で
あ
る
。」 

　
全
文
は
紹
介
し
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
に
対

す
る
ね
ぎ
ら
い
と
期
待
を
込
め
た
言
葉
で
、

外
客
を
接
遇
す
る
ホ
テ
ル
に
対
す
る
期
待
値

の
高
さ
や
重
要
性
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ

れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
渋
沢
の
言
葉
に
裏
付
け
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
、
我
々
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
企
業

理
念
を
創
業
以
来
掲
げ
て
い
ま
す
。「
帝
国

ホ
テ
ル
は
創
業
の
精
神
を
継
ぐ
日
本
の
代
表

ホ
テ
ル
で
あ
り
、
国
際
的
ベ
ス
ト
ホ
テ
ル
を

目
指
す
企
業
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
サ
ー
ビ

ス
と
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
の
発
展
と
人
々
の
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
今
年
で
1
3
3
年
目
を
迎
え
る
ホ
テ
ル
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
2
代
目
の
ホ
テ
ル

が
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災
の
当
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
直
近
で
言
う
と
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
に
こ
の
精
神
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
簡
単
に
歴
史
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
国
策
と
し
て
、
当
時
の

外
務
大
臣
の
井
上
馨
の
お
声
が
け
で
渋
沢
や

大
倉
喜
八
郎
等
の
当
時
の
財
界
の
方
が
協
力

し
合
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
初
代
本
館

の
建
物
正
面
は
現
在
と
異
な
り
北
に
面
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
の
南
側
が
鹿
鳴
館
と

い
う
立
地
で
し
た
。

て
い
ま
す
。

　
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
英
文

広
報
誌
、
書
籍
を
次
々
刊
行
し
ま
す
。

『J
A
P
A
N
 O
v
e
r
s
e
a
s
 T
r
a
v
e
l 

M
agazin

e

』
は
浅
野
総
一
郎
が
創
業
し
た

東
洋
汽
船
と
い
う
海
運
会
社
が
発
行
し
て
い

た
ア
ジ
ア
を
紹
介
す
る
広
報
誌
で
す
。

1
9
2
6
年
に
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
と
合

併
し
た
際
に
郵
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支

店
が
引
き
継
ぎ
、
1
9
3
3
年
頃
ま
で
続
き

ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
大
半
の
記
者
は

外
国
人
で
す
が
な
か
に
は
在
米
日
本
人
も
い

ま
し
た
。
紹
介
記
事
を
執
筆
し
た
記
者
や
表

紙
に
採
用
し
た
画
家
を
み
て
い
く
と
興
味
深

い
の
で
す
が
先
行
研
究
が
少
な
い
た
め
当
館

で
は
収
集
・
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『T
H
E
 T
R
A
V
E
L
 B
U
L
L
E
T
IN

』
と

い
う
英
文
広
報
誌
も
創
刊
し
ま
す
。
就
航
船

や
観
光
地
の
最
新
情
報
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、

船
客
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を
掲
載
し
、
船

客
に
も
好
評
で
年
々
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て

い
っ
た
広
報
誌
で
す
。 

　
旅
行
者
と
荷
主
向
け
の
世
界
年
鑑

『G
lim
pses of th

e E
ast

』も
刊
行
し
ま

す
。
船
を
主
題
と
し
た
色
彩
豊
か
な
装
丁
で

主
要
国
の
基
本
情
報
や
産
業
を
1
0
0
0
頁

に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
の
ポ
ス
タ
ー
は
大
正
期
の
美
人

画
か
ら
パ
リ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
へ

と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
弘
前
城
を
主
題
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
『V

isit Jap
an
 b
y Jap

an
 

M
ail

』
は
国
際
観
光
局
が
観
光
宣
伝
用
に
制

作
し
た
ポ
ス
タ
ー
『
J
A
P
A
N
』
と
同
じ

構
図
で
す
。
作
者
は
船
客
課
に
技
師
と
し
て

在
籍
し
た
戸
田
芳
鐵
で
す
。
量
産
さ
れ
る
印

刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
社
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
客
課
が
ま
と
め
た
1
9
3
0
年
代
の
国

別
の
乗
船
客
数
の
統
計
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
日
本
人
船
客

の
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
1
等
船
客
で

は
欧
米
圏
の
方
が
多
い
か
な
と
感
じ
ま
す
。

華
や
か
な
客
船
文
化
と
い
う
と
所
謂
1
等
船

客
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
の
で
す
が
、
実

際
に
利
益
を
出
し
て
い
た
の
は
コ
ス
ト
が
低

い
3
等
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、
遠
洋
定
期
航
路

を
開
い
た
明
治
中
期
に
は
外
国
人
の
乗
船
客

獲
得
の
一
環
と
し
て
多
言
語
に
も
対
応
し
た

外
国
語
の
印
刷
物
の
制
作
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
に
入
り
ア
メ
リ
カ
に
経
済
の
中

心
が
移
っ
て
い
く
な
か
で
印
刷
物
の
表
記
は

ほ
と
ん
ど
英
語
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
自
社
の
集
客
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
案
内

書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
単
に
訪
日
を

目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
全

体
に
誘
致
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

3
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

福
永
　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
や
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
最
後
に
少
し

総
括
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
一
つ

目
で
す
が
、「
第
一
次
世
界
大
戦
前
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
最
大
の
ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
雑

誌
に
、
喜
賓
会
の
紹
介
が
載
っ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
と
違
っ
て
日
本
は
政
府
公
的
機
関
が

主
力
に
な
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
評
価
は
喜
賓
会
の
内

実
に
即
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
口
　
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
喜
賓
会
が
日

本
政
府
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
喜
賓
会
自
体
は
日
本
政
府
と

全
く
無
関
係
で
独
立
し
た
存
在
で
す
。
渋
沢

栄
一
な
ど
が
民
間
外
交
の
礎
を
築
く
た
め
に

作
っ
た
団
体
な
の
で
、
私
の
現
在
の
知
識
で
は

フ
ラ
ン
ス
の
評
価
は
事
実
と
は
少
し
ず
れ
て

い
る
部
分
が
あ
る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、「
当

時
の
外
客
誘
致
の
対
象
は
西
洋
諸
国
で
し
ょ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
先
進
諸
国

が
外
客
誘
致
の
対
象
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う

ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー

に
つ
い
て
は
統
計
も
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
協
会
の
リ
ン
ゼ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル

と
の
繋
が
り
も
そ
う
で
す
し
、
か
な
り
ア
メ

リ
カ
を
意
識
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

千
住
　
当
時
の
統
計
を
見
る
と
解
釈
に
も
よ

り
ま
す
が
、
実
は
人
数
が
1
番
多
い
の
が
中

で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
航
路
を
開
設
し
ま
す
。
当

初
は
国
内
航
路
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
内
の
鉄
道
網
の
発
達
と
、
他
社
と
の
競
合

等
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
遠
洋
航
路
に
舵
を

切
っ
て
い
ま
す
。
1
8
9
6
年
に
は
欧
州
航
路

と
米
国
シ
ア
ト
ル
航
路
、
豪
州
航
路
の
三
大
航

路
を
開
設
、
1
9
2
6
年
に
は
事
業
家
の
浅
野

総
一
郎
が
創
立
し
た
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
を

合
併
し
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
継

承
し
ま
す
。 

　
昭
和
に
入
る
と
、
浅
間
丸
や
氷
川
丸
等
の

優
秀
船
が
次
々
と
竣
工
し
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
豪
華
客
船
時
代
が
到
来
し
、
郵
船
で
も

船
の
大
型
化
が
進
み
、
収
益
面
で
も
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起

こ
り
、
客
船
文
化
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
資
料
で
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
の
が
、
1
8
9
9
年
に
設
置
さ
れ
た

船
客
課
と
い
う
部
署
で
す
。
船
客
全
般
に
関

わ
る
業
務
を
扱
い
、
そ
の
中
に
「
広
告
」
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
期
の
「
業
務
執
行

規
則
」に
は
さ
ら
に
具
体
的
な
記
載
が
あ
り
、

営
業
上
の
広
告
、
宣
伝
及
び
そ
の
印
刷
物
等

に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
福
永
さ
ん
の
話
で
名
前
が
出
て
き
た
林
民

雄
は
こ
の
船
客
課
の
課
長
を
し
て
お
り
、
の

ち
に
専
務
取
締
役
に
な
る
人
物
で
す
。 

　
は
じ
め
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
1
8
9
4

年
刊
行
の
会
社
案
内『H

an
d
book of 

In
fo
rm
a
tio
n
 fo
r P
assen

gers an
d
 

S
h
ippers

』で
す
。
表
紙
は
外
国
人
好
み
の

日
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
扇
面
散
ら
し
を
用
い
て

い
ま
す
。
内
容
は
運
航
表
や
各
航
路
の
紹
介

と
い
っ
た
会
社
案
内
で
す
が
、
航
路
拡
大
に

合
わ
せ
て
横
浜
や
鎌
倉
な
ど
観
光
名
所
の
紹

介
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
寄
港
地
の
紹
介
が
増
え
て

い
き
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
素
が
強
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
英
語
以
外
で
は
ド
イ
ツ
語
版

（
1
9
1
4
年
）も
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
9
年
に
は
『T
o N
ippon, the 

L
a
n
d
 o
f th

e
 R
is
in
g
 S
u
n
 

b
y th
e N
.Y
.K
.

』
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

1
8
9
6
年
の
豪
州
航
路
開
設
と
1
8
9
8

年
の
新
造
船
春
日
丸
の
就
航
に
合
わ
せ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
日
本
へ
渡
航
し
、
各
地
を
巡
り
な
が

ら
観
光
す
る
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
印
刷
所
が
配
布
先
で
あ
る

現
地
シ
ド
ニ
ー
の
印
刷
会
社
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
で
す
。ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
の『
風

俗
画
報
』
の
臨
時
増
刊
号
で
も
春
日
丸
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
左
側
の
絵
は
乗
船
時

の
桟
橋
の
様
子
、
右
側
が
1
等
船
客
の
食
事

中
の
様
子
で
す
。
日
本
髪
の
方
も
い
ま
す
が

西
洋
の
船
客
が
多
い
印
象
で
す
。
辮
髪
の
船

客
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
期
に
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
海
運
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
は
カ

レ
ン
ダ
ー
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
定
期
航
路
や
本
支
店
の
一
覧
、
航
路
図

な
ど
情
報
量
が
多
く
、
長
く
掲
示
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
1
9
0
8
年
の
中
国
語
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
中
国
の
暦
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
期
に
入
る
と
郵
船
は
第
一
次
大
戦

下
、
好
景
気
を
背
景
と
し
て
資
本
金
を
1
億

円
に
増
加
し
て
、
航
権
の
拡
張
に
努
め
全
世

界
へ
と
航
路
を
広
げ
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
設
立
と
も
重

な
り
、
多
様
な
出
版
物
・
印
刷
物
を
量
産
し

ま
す
。 

　
大
正
期
は
美
人
画
を
主
題
と
し
た
広
告
ポ

ス
タ
ー
が
流
行
し
ま
す
。
和
装
の
女
性
が
描

か
れ
た
2
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
言
語
が

異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
語
だ
け
を
差

し
替
え
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
各
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

　
無
償
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
大
正
期
以

降
、
図
版
が
増
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
形
状
が
細

分
化
し
て
い
き
ま
す
。
右
下
写
真
は
ド
イ
ツ

の
旅
行
代
理
店
の
店
内
の
様
子
で
し
て
沢
山

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
並
べ
て
置
か
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
外
国
語
表
記
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
富
士
山
や
桜
な
ど
を
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
表
紙
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　『N
ip
p
o
n
 Y
u
sen
 K
aish

a O
ffi
cial 

S
h
ip
p
ers' G

u
id
e

』
は
表
紙
の
題
字
と

巻
末
の
索
引
項
目
が
英
語
、
日
本
語
、
ド
イ

ツ
語
、
中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
5
か
国
語

表
記
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乗
船
客
向
け
で
は

な
く
輸
出
入
業
者
や
製
造
業
者
、
官
庁
に
配

布
し
た
営
業
案
内
書
で
す
。
国
や
地
域
ご
と

に
風
俗
や
観
光
名
所
の
紹
介
が
あ
り
、
世
界

各
国
の
企
業
や
商
店
の
営
業
広
告
を
掲
載
し

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
は
、

業
界
全
体
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
か
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
と
い
う
方
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。
観

光
業
界
か
ら
少
し
人
が
離
れ
て
い
る
現
状

を
、
こ
う
し
た
機
会
も
含
め
て
改
善
す
る

き
っ
か
け
が
作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
戦
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い

て
先
生
方
の
発
表
を
聴
き
、
日
本
郵
船
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
遠
洋
航
路
を
開
い
た

明
治
期
か
ら
広
告
宣
伝
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
に
関
し
て
は
三
菱
が
日
本
郵
船

の
創
業
前
に
船
員
育
成
の
三
菱
商
船
学
校
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
の
東
京
海
洋

大
学
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
よ
う
な
養
成
所
を
作
っ

て
、
自
社
で
英
語
教
育
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
マ

ナ
ー
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
料
理
と
い
う

面
で
も
船
の
コ
ッ
ク
た
ち
が
の
ち
に
港
町
で

洋
食
屋
を
開
い
て
、
洋
食
文
化
と
し
て
日
本

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
前
の
豪
華
客
船
と

い
う
文
化
が
花
開
い
た
結
果
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

八
島
　
色
々
と
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

は
持
続
可
能
な
観
光
事
業
を
ど
う
い
う
切
り

口
で
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
無
償
か
ら
有
償
、
接
待
か
ら

社
交
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
今
も
似
た
よ
う
な
課

題
で
も
が
い
て
い
る
我
々
が
い
る
の
か
な
と
。

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
名
前
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
サ
ー
ビ
ス
＝
無
償
と
い
う
考
え
は
ま

だ
日
本
に
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
結
果
的

に
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を
求
め
に
く
い
環
境
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ

た
り
か
ら
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
て
い
か

な
い
と
、
持
続
可
能
な
観
光
業
に
は
な
ら
な

い
の
か
な
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

山
口
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
も
う
1
つ

が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
す
ご
く
コ
ス

ト
が
か
か
る
の
で
す
が
、
コ
ス
ト
と
い
う
よ
り

も
楽
し
さ
や
文
化
の
力
に
な
る
こ
と
を
昔
の

人
た
ち
は
信
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、

そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
両
立
さ
せ
て
い
く
と
、
色
々
な
も
の
を
有

機
的
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
観
光
と
い
う
現
場
は
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
が
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
ホ
テ
ル
も
非
常
に
魅
力
的
な
仕
事
で
あ

り
、
教
育
の
現
場
で
も
あ
り
、
も
し
か
し
た

ら
大
学
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
教
育
機
関
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
多
様
性

を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
現
場
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
活
動
に
落
と
し
込
む
か
。
あ
る
い
は

教
育
者
と
し
て
学
生
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

千
住
　
3
年
間
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
日
は
大
変
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
そ
れ

は
資
料
の
少
な
さ
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
各
社
の
皆
様
に
は
、
御
社
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
と
の
ご
認
識
の
も
と
、
是
非
と
も

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

よ
う
な
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
現
在
進

行
中
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
意
義
を
よ
り

明
確
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
1
点
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
学
で
観

光
学
を
学
ぶ
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
よ
う

や
く
好
転
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
観
光
を
通
し
て
自
分
と
は
異

な
る
文
化
や
社
会
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
学
生
た
ち
が
再
び
期
待
を
持
ち
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
学
部
を
卒
業

し
た
ら
観
光
産
業
に
就
職
す
る
と
い
う
の
も

王
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
学
部
を
卒
業
し

た
学
生
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
社
会
に
目
を

向
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
い
く
の

が
、
観
光
学
部
の
教
員
と
し
て
の
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
非
常
に
刺
激
の
多

い
一
日
で
し
た
。

福
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
議
論
が
足
り
な
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
時
代
に
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
研
究
と
実
務

の
視
点
か
ら
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
で
す
。
そ
の
中
に
留
学
生
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
中
国
に
い
る
欧
米
人
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
ま
す
が
、

国
際
観
光
局
は
も
う
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
一

点
突
破
で
す
。
そ
れ
は
消
費
額
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
島

　そ
こ
ま
で
遡
ら
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
圧
倒
的
に
当
初
か
ら

欧
米
中
心
に
セ
ー
ル
ス
に
注
力
し
て
い
た
の

は
事
実
で
す
。
た
だ
、
一
方
で
中
国
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

福
永
　
続
い
て
「
当
時
の
外
国
人
向
け
の
食

事
の
提
供
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
特
に
船
内
で
の
お
食
事
が
好
評

で
、
そ
れ
が
ホ
テ
ル
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
1
、
2
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
明
治
の
頃
は
外

国
か
ら
シ
ェ
フ
を
招
い
て
各
船
に
乗
っ
て
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
航
路
を
拡
張

し
て
運
航
船
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
船
を

巡
回
す
る
の
も
大
変
と
い
う
こ
と
で
、

1
9
1
6
年
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
接
客
マ

ナ
ー
を
教
え
る
養
成
所
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
に
添
え
る
メ
ニ
ュ
ー
は
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
に
も
力
を
い
れ
て
い
て
、

珍
し
い
も
の
で
は
扇
子
に
印
刷
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

福
永
　
会
場
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
カ
ル

チ
ャ
ー
ズ
の
中
に
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
の

経
験
文
化
も
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
山
口
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

山
口
　
今
日
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
テ
ー
マ
な

の
で
、
受
け
入
れ
側
の
話
が
中
心
に
な
り
ま

し
た
が
、
海
外
で
色
々
な
経
験
を
す
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
に
も
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す

し
、
や
は
り
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
は
連
動

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
質
や
デ
ザ
イ
ン
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

日
本
郵
船
の
歴
史
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
ま

た
帝
国
ホ
テ
ル
も
、
単
に
箱
を
増
や
し
て
金

儲
け
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に

は
文
化
創
造
や
海
外
に
対
し
て
の
責
任
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

　
そ
う
す
る
と
今
日
の
話
の
行
き
先
と
し

て
、
マ
ナ
ー
と
い
う
の
が
観
光
に
と
っ
て
重

要
な
話
で
、
観
光
道
徳
も
「
べ
き
」
論
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
時
に
人
と
人
が
仲

良
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
道
徳
に

つ
い
て
も
っ
と
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

千
住
　
我
々
は
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
は
成
熟

し
た
と
い
う
自
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

な
気
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
が
、
他
の

国
の
人
を
見
る
視
線
と
し
て
ど
う
転
嫁
さ
れ

て
い
く
か
は
ま
た
別
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
コ
ロ
ナ
前
、
京
都
市
の
一
部
エ
リ
ア

で
は
観
光
客
が
集
中
し
、
混
雑
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
私

が
出
向
し
て
い
る
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都

市
で
は
「
京
都
観
光
モ
ラ
ル
」
を
掲
げ
、
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
に
観
光

客
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
大

切
に
し
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
観
光

客
に
対
し
て
も
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
元

の
事
業
者
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
、
最

近
は
海
外
の
方
の
方
が
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ

て
い
て
、
逆
に
日
本
人
の
方
が
悪
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　
去
年
の
9
月
に
は
、
京
都
在
住
の
外
国
人

の
方
と
座
談
会
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
伝

え
て
い
る
こ
と
が
海
外
の
方
に
は
ど
う
受
け

取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
日
本
人
の
常
識
で
一
方

的
な
押
し
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た

こ
と
も
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
や
は

り
相
互
理
解
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
前
半
の
報
告
で
の
問
い
か
け
に

あ
り
ま
し
た
「
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
の

可
能
性
」に
つ
い
て
で
す
が
、ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
も
旅
に
理
想
を
求
め
て
い
た
通
り
、
い
つ

の
時
代
も
観
光
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
に

実
現
し
た
い
姿
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
渋
沢
栄
一
の
言
葉
に
も
あ
る
通
り
、
自
分
の

ホ
テ
ル
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
や
世

界
に
貢
献
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
も
帝
国

ホ
テ
ル
の
経
営
の
中
で
意
識
さ
れ
る
機
会
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
一
方
で
課

題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
島
　
企
業
理
念
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
通

り
で
す
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
、
ホ

テ
ル
業
全
体
が
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま
す
。
外
客
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
に
な
い
文

化
を
学
び
、
吸
収
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う

意
識
で
事
業
を
継
続
し
て
い
け
ば
、
自
ず
と

良
い
答
え
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い

ま
す
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
海
外
か
ら
の

お
客
様
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
3
年
間
あ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
経
験
値
な
ど
が
少
し
鈍
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
る
と
、

3
年
前
に
入
っ
た
新
入
社
員
は
、
外
国
の
お

客
様
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

様
の
期
待
と
、
我
々
が
提
供
す
る
も
の
の

の
寄
付
が
減
少
し
、
体
制
と
し
て
も
実
務
を

担
う
事
務
局
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
り
ま

す
。
渋
沢
は
自
ら
政
府
に
陳
情
し
た
り
、
帝

国
鉄
道
庁
総
裁
で
あ
っ
た
平
井
晴
二
郎
や
木

下
、
日
本
郵
船
の
林
民
雄
ら
に
、
若
い
人
た
ち

で
何
か
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
相
談
し
ま
す
。

　
そ
し
て
喜
賓
会
の
後
を
ど
こ
が
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
ホ

テ
ル
は
経
営
状
態
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
や
汽
船
な
ど
の
交
通
事
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
万
国
鉄
道
会
議
の
よ
う
に
海
外
各
国

と
会
議
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
平
井
も
ス
イ

ス
の
観
光
施
設
に
感
銘
を
受
け
、
生
野
團
六

（
の
ち
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
初
代
幹
事
）
に
そ
の

研
究
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
院

の
立
場
と
し
て
木
下
が
中
心
に
な
り
、
林
民

雄
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
林
愛
作
と
役
割
分
担
を

し
な
が
ら
、
各
業
界
へ
の
説
得
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
山
口
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
喜
賓
会
の
人
材

や
財
産
な
ど
を
引
き
継
ぐ
こ
と
な
く
全
く
別

の
組
織
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
喜
賓
」
だ
け
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
広
く
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い

く
こ
と
、
事
務
所
は
鉄
道
院
内
に
置
き
鉄
道

院
の
職
員
が
実
務
に
当
た
る
こ
と
、
財
源
の

半
分
を
鉄
道
院
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
木
下
は
1
9
2
2
年
に
は
ツ

ア
ー
の
実
施
や
小
荷
物
運
搬
の
取
扱
と
い
っ

た
収
益
事
業
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、
こ

の
辺
り
は
喜
賓
会
の
課
題
が
活
か
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
ま
す
。

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
無
事
発
足
す
る
と
、
実
務

は
生
野
に
任
せ
、
木
下
は
鉄
道
院
の
立
場
か

ら
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
生
野
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
成
期
と
し

て
の
礎
を
築
く
訳
で
す
が
、
ま
ず
案
内
所
を

国
内
外
に
整
備
し
た
他
、
機
関
雑
誌「
ツ
ー
リ

ス
ト
」や
外
客
向
け
の
案
内
書「
J
A
P
A
N
」

を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
印
刷
物
を
作
成
・

配
布
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
先
進
事
例
や

書
籍
な
ど
を
研
究
し
て
実
務
に
活
か
す
と
と

も
に
、
案
内
書
等
は
内
容
、
英
訳
、
デ
ザ
イ
ン

の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
郵
船
の

航
路
や
支
社
な
ど
の
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活

か
し
て
配
布
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
2
代
目
幹
事
の
猪
股
忠
次
で
す
が
、
彼
は

南
満
州
鉄
道
勤
務
時
代
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
に
留
学
し
て
旅
客
事
務
を
研
究
し
て
い
ま

し
た
。イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
生
野
と
面
会
し
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
足
に
つ
い
て
聞
い
た
猪
股
は

1
9
1
8
年
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
転
職
し
ま

す
。
1
9
2
0
年
に
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

と
相
互
代
理
店
契
約
を
結
び
、
世
界
各
地
へ

の
切
符
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
国
内
外
の
鉄
道
会
社
・
汽
船
会
社
・
旅

行
会
社
と
の
代
売
代
理
店
契
約
の
締
結
、
デ

パ
ー
ト
へ
の
案
内
所
進
出
、
邦
人
へ
の
一
般

乗
車
券
の
発
売
、
旅
行
傷
害
保
険
、
観
劇
券
、

旅
行
小
切
手
、
手
荷
物
保
険
等
の
営
利
事
業

を
開
始
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
素
が
加
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
1
9
2
5
年
に
登
場
し

た
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
（
1
9
3
2
年
か
ら

は
旅
館
券
を
単
独
販
売
）
は
、
当
時
の
国
内

旅
行
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
「
茶
代
」
の
支

払
を
不
要
と
す
る
点
が
画
期
的
で
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
礎
を
築
く
上
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　「
茶
代
」
と
は
、
宿
代
と
は
別
に
任
意
で

出
す
料
金
の
こ
と
で
、
そ
の
額
に
よ
っ
て
良

い
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
り
、
待
遇
が
良
く
な

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
は
っ
き
り

値
段
が
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
妥
当

な
金
額
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
が
旅
行
者
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
外
国

人
に
と
っ
て
も
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
外
国

人
か
ら
は
茶
代
を
と
ら
な
い
、
も
し
く
は
宿

代
に
予
め
上
乗
せ
す
る
の
は
ど
う
か
と
い
っ

た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
返
り
を
期
待
し
て
高
い
金
額
を
出
す
こ

と
が
賄
賂
と
同
じ
だ
と
い
う
論
調
等
も
あ

り
、
1
9
0
0
年
頃
か
ら
茶
代
廃
止
運
動
が

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
例
で
す
。
た
だ
し
「
横

浜
写
真
」
で
は
、
日
本
人
女
性
の
裸
体
が
多

く
撮
影
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
の
男
性
の
ま

な
ざ
し
に
応
え
る
よ
う
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
剝
き
出
し
の
彩
色
写
真
」
が
多
数
残
っ

て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば
大
学
な
ど
の
写
真

史
の
研
究
で
は
キ
ッ
チ
ュ
で
低
俗
な
「
外
国

人
向
け
の
土
産
写
真
」
と
し
て
、
あ
ま
り
研

究
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
近

年
に
は
「
横
浜
写
真
」
を
再
考
す
る
機
運
が

高
ま
り
、
そ
れ
ら
を
現
在
の
価
値
観
か
ら
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ

ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
考
察
す
る
動
き

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
と
は
、
観
光
に
お
け
る
受
け
入
れ
側
つ
ま

り
ホ
ス
ト
の
文
化
と
、
訪
問
す
る
側
つ
ま
り

ゲ
ス
ト
の
文
化
に
対
し
て
、
そ
の
両
者
が
出

会
い
、
ま
た
交
流
す
る
こ
と
で
初
め
て
誕
生

す
る
第
三
の
文
化
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
誘
発
す
る
観
光
文
化
の
こ
と
で
す
。

　
す
る
と
「
外
国
人
接
待
協
会
」
も
喜
賓
会

も
、
あ
る
い
は
「
接
待
」
の
時
代
も
「
社
交
」

の
時
代
も
、
日
本
の
観
光
史
の
重
要
な
一
例

と
し
て
再
考
し
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
作
業
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
を
再
考
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
「
事
業
」
の
精
神
を
検
討
し
、
そ
の

優
れ
た
市
民
社
会
的
思
想
を
学
び
直
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
文

化
を
顧
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
へ
活
用
で
き
る
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
も
可
能
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致

と
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

次
の
時
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
観
光
文

化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
主
に
大
正
時
代
、
鉄
道
院
と

民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
外
客
誘
致
を
行
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
を
中
心
に
、
国
が
関
わ
る

こ
と
で
観
光
が
政
策
に
な
っ
て
い
く
過
程
、

さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
分
岐
し
て
い
っ

た
過
程
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
ま
だ
外
客
の
受

け
入
れ
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
観

光
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
長
年
に
渡
っ
て
課
題
だ
っ
た
の

は
、
外
客
誘
致
に
対
し
て
な
か
な
か
国
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
鉄
道
院
内
で
も
同
様
で
、
職
員
向
け
に
講

演
を
し
た
り
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
を
発
行
し
て
広
く
意
識
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
質
な
案

内
業
者
の
横
行
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
1
9
0
7
年
に
は
内
務
省

が
「
案
内
業
者
取
締
規
則
」
を
出
し
た
他
、

鉄
道
院
で
は
職
員
が
お
客
様
に
案
内
で
き
る

よ
う
「
英
語
練
習
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
客
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
宿

泊
施
設
が
不
足
す
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
日
本
に
到
着
し
て
も
ホ
テ
ル

に
宿
泊
で
き
ず
船
内
で
１
週
間
待
機
し
た
と

い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ホ

テ
ル
の
建
設
計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後

恐
慌
で
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
、
旅
館
に
施

設
の
改
良
や
外
客
の
受
け
入
れ
を
呼
び
掛
け

た
り
、
入
港
す
る
船
に
対
し
て
ホ
テ
ル
の
空

き
状
況
を
無
線
で
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。
本

格
的
に
全
国
に
国
際
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
る

の
は
国
際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
客
誘
致
を
担
う
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
少
し
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
で

あ
る
木
下
淑
夫
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
か
ら
、

輸
出
貿
易
の
発
達
を
見
越
し
た
経
済
的
側
面

と
、
外
客
と
日
本
人
と
の
正
し
い
相
互
理
解

を
図
る
と
い
う
2
つ
の
側
面
か
ら
外
客
誘
致

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

当
然
な
が
ら
木
下
一
人
の
発
案
だ
け
で

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
足
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
喜
賓
会
は
会
員
の
寄
付
を
資
金
に
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
向
け
の
案

内
書
の
制
作
や
配
布
が
経
費
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄
道
国
有
化
の
影

響
も
あ
り
、
会
員
で
あ
っ
た
鉄
道
各
社
か
ら

の
時
代
で
あ
り
、
20
年
あ
ま
り
続
き
ま
し

た
。

　
な
ぜ
「
社
交
」
な
の
か
、
そ
れ
は
「
接
待
」

と
は
何
が
違
う
の
か
。
数
年
前
に
財
界
で
痛

い
目
に
あ
っ
た
渋
沢
と
益
田
は
、
国
際
経
験

が
豊
か
な
蜂
須
賀
茂
韶
を
会
長
に
招
き
、
他

の
華
族
や
高
級
官
僚
が
多
数
名
を
連
ね
る
慈

善
団
体
と
し
て
、
喜
賓
会
を
創
り
ま
す
。
そ

う
し
て
訪
日
外
国
人
へ
の
便
宜
を
図
る
た
め

に
案
内
書
や
地
図
を
作
り
、
ま
た
主
要
な
名

所
や
旧
跡
へ
の
見
学
の
た
め
に
紹
介
状
を
作

成
し
た
り
、
日
本
側
の
重
要
人
物
を
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
喜
賓
会
の
英
語
名
の

W
elcom
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が
表
現

す
る
よ
う
に
、
こ
の
団
体
は
会
員
制
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
誰
で
も
入
れ
る

団
体
で
は
な
く
、
貴
族
や
高
官
た
ち
が
相
互

に
推
薦
し
て
入
会
す
る
「
社
交
界
」
と
し
て
構

想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
賓
を
も
て
な
す

民
間
外
交
の
組
織
で
あ
り
、「
外
国
人
接
待

協
会
」
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
な

ら
ば
無
条
件
で
「
接
待
」
す
る
の
で
は
な
く
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
と
し
っ
か
り
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
訪
日
外
国
人
だ
け
を
歓
迎
す
る
、

と
い
う
考
え
方
で
運
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
主
従
関
係
の
隷
属
的
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
「
接
待
」
か
ら
、
対
等
な
関
係

で
友
好
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
社

交
」
へ
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
が
大
き
く
転

換
し
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
喜
賓
会
の
本
部
は

帝
国
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
こ
ろ
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
も
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
美
術

商
で
活
躍
し
た
国
際
経
験
豊
か
な
林
愛
作

が
、日
本
人
の
支
配
人
と
し
て
着
任
し
ま
す
。

や
が
て
林
は
、鉄
道
院
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
、

や
は
り
日
本
の
鉄
道
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ

と
に
な
る
木
下
淑
夫
と
と
も
に
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
設
立
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

1
9
1
2
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
喜

賓
会
は
ま
だ
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
き
に
社
史
や
学
術
書
な
ど
で
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
そ
し
て
の
ち
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
喜
賓
会

の
後
継
団
体
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
を
見
か

け
ま
す
が
、
そ
れ
は
不
正
確
で
す
。
喜
賓
会

と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
2
年
ち
か
く
併
存
し
、
そ

し
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
旅
立
ち
を
見
届
け
た
喜

賓
会
は
、
1
9
1
4
年
に
解
散
し
ま
す
。
つ

ま
り
こ
の
二
つ
の
団
体
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
が
異
な
る
別
組
織
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
第
1
期
が「
接
待
」、第
2
期
が「
社

交
」で
あ
る
な
ら
ば
、第
3
期
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
た
1
9
1
2
年
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
は
「
事
業
」
だ
っ
た
、

と
い
え
ま
す
。

　「
事
業
」
と
い
う
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
あ
る
い

は
お
金
儲
け
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少
し
異
な
り
ま
す
。
上
述
し
た

鉄
道
官
僚
の
木
下
淑
夫
（
以
下
、
木
下
）
は
、

米
国
へ
留
学
し
て
鉄
道
の
営
業
、
つ
ま
り

ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
の
運
用
か

ら
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
を
高
め
る
「
事
業
」

の
思
想
を
学
び
、
さ
ら
に
欧
州
を
視
察
し
て

か
ら
帰
国
し
た
後
に
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
設
立

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
政
府
観
光
局
を
持
た
な

い
日
本
で
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
実
質
的
な
訪

日
客
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
こ
で
「
接
待
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
社
交
」
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
で
は
、
窓
口
業
務
を
永
続

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
応
対
す
べ
き

訪
日
客
も
貴
族
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
ま
り
慈
善
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
な

い
、
よ
り
持
続
可
能
で
民
主
的
な
「
事
業
」

が
必
要
で
す
。
一
定
の
対
価
を
支
払
え
ば
、

出
身
や
身
分
や
目
的
な
ど
で
差
別
せ
ず
に

「
訪
日
客
」
と
し
て
平
等
か
つ
公
正
に
扱
う
。

こ
れ
が
近
代
の
市
民
社
会
に
適
合
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
で
実
現

し
た
組
織
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
す
。

　「
事
業
」
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
鉄

道
院
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
日
本
郵
船
な

ど
当
時
の
国
際
的
な
日
本
企
業
の
支
援
も
得

て
、
ど
ん
ど
ん
組
織
を
大
き
く
し
て
い
き
ま

す
。
慈
善
か
ら
事
業
へ
、
そ
し
て
限
ら
れ
た

エ
リ
ー
ト
か
ら
す
べ
て
の
市
民
へ
と
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
を
転
換
さ
せ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

存
在
は
、
日
本
の
観
光
史
を
考
え
る
う
え
で

大
変
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
省
み
る
と
、
第
3
期
の「
事

業
」
の
時
代
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
第
2
期
の

「
社
交
」
と
第
1
期
の
「
接
待
」
は
、
い
わ
ゆ

る
失
敗
の
時
代
で
あ
り
、
再
考
す
る
価
値
の

な
い
時
代
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
鹿
鳴
館

と
一
体
の
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
よ
り
有
名
な
喜
賓
会
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

ま
す
。
し
か
し
第
1
期
の
「
接
待
」
と
第
2

期
の
「
社
交
」
が
あ
っ
て
こ
そ
第
3
期
の
「
事

業
」
が
あ
る
、
と
い
う
歴
史
を
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
喜
賓
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
一

世
を
風
靡
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
文
化

と
し
て
、「
横
浜
写
真
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
で
生
み
成
さ
れ
た
浮
世
絵
の
彩
色

技
術
と
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
最
新
メ

デ
ィ
ア
の
写
真
術
が
横
浜
の
地
で
出
会
い
、

そ
れ
を
継
承
し
た
日
下
部
金
兵
衛
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
関
係
者
た
ち
が
新
た
な
融
合

の
形
を
み
せ
た
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
局
面
に
あ
る

中
、
日
本
に
お
け
る
観
光
政
策
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
に
対
す
る
考
え
方
の
変
遷
、
さ
ら

に
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢
や
課
題

に
対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
組
織
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
の
か
を
整
理
・
検

証
す
る
こ
と
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
と
さ
れ
る
喜
賓
会
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
国
際
観
光
局
を
中
心

と
し
た
各
組
織
の
役
割
や
取
り
組
み
に
注
目

し
て
研
究
メ
ン
バ
ー
か
ら
報
告
し
た
他
、
同

時
代
に
外
客
誘
致
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
と
日
本
郵
船

（
歴
史
博
物
館
）
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
報
告

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
の
設
立
は
1
9
1
2
年

で
す
が
、
こ
れ
は
明
治
元
年
か
ら
44
年
後
の

こ
と
で
す
。
で
は
半
世
紀
ち
か
く
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
報
告
で
は
、
3
つ
の
期

間
に
着
目
し
て
「
最
初
の
半
世
紀
」
を
考
え

ま
す
。

　
ま
ず
1
8
8
8
年
、
渋
沢
栄
一
は
三
井
物

産
を
創
っ
た
益
田
孝
、
そ
し
て
外
務
大
臣
を

務
め
た
井
上
馨
と
協
力
し
、東
京
商
工
会（
現

在
の
東
京
商
工
会
議
所
）
の
な
か
に
「
外
国

人
接
待
協
会
」を
設
立
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

こ
れ
が
第
1
期
の
「
接
待
」
の
時
代
で
す
。

議
論
の
末
に
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
一
体
で
構

想
さ
れ
て
い
た
鹿
鳴
館
と
帝
国
ホ
テ
ル
は
実

現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
接
待
」
の
時
代
、
不
平
等
条
約
を

早
く
改
正
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
来
日

す
る
外
国
人
を
無
償
で
接
待
す
る
こ
と
は
、

国
益
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
鹿
鳴

館
へ
の
非
難
が
沸
き
起
こ
り
、「
外
国
人
接

待
協
会
」
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
果
と

し
て
帝
国
ホ
テ
ル
だ
け
が
ひ
と
り
生
き
残
り

ま
す
。
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
、
逆

風
の
う
ち
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
渋
沢
た
ち
は
、
帝
国
ホ
テ

ル
を
拠
点
に
新
た
な
団
体
を
設
立
し
ま
す
。

1
8
8
3
年
設
立
の
喜
賓
会
で
す
。
そ
の
初

期
の
本
部
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
置
か
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
第
2
期
の「
社
交（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）」
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録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
外
国

人
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に
や
っ
て
来
る
と
弊

害
が
あ
る
と
い
っ
た
誤
解
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
、
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
印
刷
物
や

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
教
育
の

現
場
も
活
用
し
た
観
光
観
念
の
普
及
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
祭
は
、
国
際
観
光
局
開
設
5
周
年
を

記
念
し
て
1
9
3
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
開
催
目
的
の
一
つ
に
は
「
観
光
事
業
の

重
要
性
を
認
識
せ
し
む
る
こ
と
」
と
あ
り
ま

す
。
観
光
事
業
、
す
な
わ
ち
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
対
象
と
し
た
事
業
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
周
知
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
最
初
の
3
年
間
は
開
催
規
模
が
徐
々
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
に
は
、
1
9
3
5

年
の
初
回
は
22
ヶ
所
で
開
催
、
翌
年
の
第
2
回

は
1
4
0
ヶ
所
で
開
催
、
1
9
3
7
年
の
第
3

回
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
、

拡
大
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
観
光
祭

は
年
1
回
、
4
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
に
関
し
て
は
、
第
1
回
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
「
観
光
即
産
業
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
観
光
は
経
済
的
な
利
益
を
生
み
だ
す

産
業
だ
と
P
R
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
は
、「
黒
字
を
招
く
観
光
事
業
を
語
る
」

と
題
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て

お
り
、
外
客
誘
致
に
よ
る
効
果
の
な
か
で
も

外
貨
獲
得
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
は
、
タ
イ
の
伝
統
的

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
東
京
に
限
っ
た
話
で

な
く
、
全
国
各
地
で
日
本
の
伝
統
芸
能
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
た
り
、「
国
際
観
光
」
と
い

う
こ
と
で
海
外
の
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
回
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
見
る
と
、

ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
広
報
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
観

光
局
長
に
よ
る
講
演
や
「
観
光
日
本
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
観
光
祭
を
記
念
し

て
「
観
光
事
業
の
栞
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
表

紙
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に

や
っ
て
来
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
典
型
的
な

日
本
の
風
景
を
採
用
し
た
絵
は
が
き
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
東
京
だ
け
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が「
挙
国
一
致
で
邦
土
美
化
」と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

前
回
と
同
様
に
国
際
観
光
局
に
よ
る
演
説
が

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
全
国
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
観
光
祭
を
春
の
風

物
詩
と
し
て
報
じ
る
新
聞
も
出
て
来
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
祭
は
徐
々
に
規
模
を
拡

大
さ
せ
な
が
ら
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
が
、1
9
3
8
年
以
降
は
名
称
が「
観

光
報
国
週
間
」
に
変
更
と
な
り
、
そ
の
質
に

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
9
3
7
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
「
国

民
精
神
総
動
員
」
が
国
策
化
さ
れ
ま
す
が
、

観
光
祭
に
つ
い
て
も
、
時
節
柄
お
祭
り
と
い

う
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
地
味
に
や
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

1
9
3
8
年
に
開
催
さ
れ
た
観
光
報
国
週
間

で
は
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
強
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
報
国
週
間
で
は
、
教
育
機
関
と
の
連

携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
旅
と
健

康
」、「
公
徳
を
守
り
ま
せ
う
」、「
国
土
の
愛

護
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
小
学
生
に
作
文
を

書
か
せ
て
優
秀
作
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
出
来
事
か
ら
は
、
国
民
精
神
総
動
員

下
の
教
育
が
観
光
と
関
与
を
深
め
て
い
く
様

子
を
指
摘
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
を
ま
と
め
る
と
、
観
光

祭
は
外
客
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
喧
伝

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
、

外
貨
獲
得
や
国
際
親
善
、
日
本
文
化
の
P
R

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
衆
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を
駆
使
し

起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
宿
に
と
っ
て
は
施

設
改
修
費
等
に
充
て
る
財
源
に
も
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
反
対
の
声
も
上
が
り
、
な
か
な

か
一
律
で
廃
止
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、似
た
よ
う
な
も
の
と
し
て「
心

付
」
が
あ
り
ま
す
が
、
見
返
り
を
期
待
す
る

茶
代
と
異
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
の

意
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
い
わ

ゆ
る
当
時
の
女
中
さ
ん
の
収
入
に
直
結
す
る

こ
と
か
ら
、
茶
代
は
廃
止
し
て
も
心
付
は
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
は
チ
ッ
プ
を
宿
泊
料
の
１
割
を
請
求
す

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
徐
々

に
サ
ー
ビ
ス
料
と
な
り
、
チ
ッ
プ
の
習
慣
も

徐
々
に
な
く
な
り
ま
す
。

　
チ
ッ
プ
や
茶
代
が
な
く
な
っ
た
の
は
近
代

化
・
合
理
化
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
な
ら
で

は
の
お
も
て
な
し
が
高
い
評
価
を
受
け
る
一

方
で
、
そ
こ
に
対
価
を
支
払
う
感
覚
が
日
本

人
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
が
非
常
に
評
判
と

な
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
設
立
20
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
1
9
3
2
年
に
邦
人
に
対
す

る
旅
行
斡
旋
を
行
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

3
代
目
幹
事
の
高
久
甚
之
助
は
、
職
員
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
旅
行
業
と
し
て
の
礎
を
築
く
と

共
に
、
鉄
道
省
運
輸
局
の
後
任
で
も
あ
る
新
井

尭
爾
と
一
緒
に
外
客
誘
致
の
政
策
化
に
向
け
て

動
き
ま
し
た
。
1
9
3
0
年
に
は
鉄
道
省
に
国

際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
、
新
井
は
初
代
局
長
に

就
任
し
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
が
取
り
組
ん
だ
外
客
誘
致
と

言
っ
て
も
か
な
り
範
囲
が
広
い
の
で
、
今
日

は
共
同
研
究
の
過
程
で
気
が
つ
い
た
興
味
深

い
事
例
と
し
て
、「
観
光
祭
」
と
「
観
光
報
国

週
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
国
際
観
光
局
で
す
が
、
外
客
誘

致
に
関
す
る
事
項
を
司
る
機
関
と
し
て
、

1
9
3
0
年
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
外
客
誘
致
が
国
策

化
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
下
で
閉
局
と
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
国
際
観
光
局
と
類
似
し
た
名
称

の
組
織
が
誕
生
し
ま
す
。
1
つ
は
国
際
観
光

委
員
会
で
す
。
こ
れ
は
外
客
誘
致
に
特
化
し

た
鉄
道
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
国
際
観
光
局

は
そ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
も
う
1
つ
が
国
際
観
光
協
会
と
い
う

組
織
で
す
。
国
際
観
光
局
が
一
番
力
を
入
れ

て
行
っ
た
の
が
、海
外
へ
の
観
光
宣
伝
で
す
。

そ
の
実
行
を
担
っ
た
と
言
い
ま
す
か
、
雑
誌

や
映
画
と
い
っ
た
媒
体
の
制
作
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
史
料
に
よ
っ
て
は
国
際
観
光
局

と
国
際
観
光
協
会
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な

く
、
両
者
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
の
開
局
か
ら
10
年
経
っ
た

1
9
4
0
年
に
発
行
さ
れ
た
『
観
光
事
業
十

年
の
回
顧
』
と
い
う
冊
子
に
、
そ
れ
ま
で
の

国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
観
光
局
に
関
し
て
は
こ
こ
15

年
ぐ
ら
い
で
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
そ
の
発

端
と
な
っ
た
の
が
、
神
戸
女
子
大
学
の
砂
本

文
彦
先
生
が
2
0
0
8
年
に
出
版
さ
れ
た

『
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
：
一
九
三
〇

年
代
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
』
と
い

う
分
厚
い
研
究
書
で
す
。
国
際
観
光
局
と
外

客
向
け
ホ
テ
ル
整
備
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

し
た
本
書
以
降
、
観
光
宣
伝
や
宣
伝
写
真
に

関
す
る
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
お
話
の
骨
子
は
、
国
際
観
光
局
に

よ
る
「
観
光
観
念
の
普
及
」
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
『
観
光
事
業

十
年
の
回
顧
』
に
は
、
国
際
観
光
事
業
の
意

義
に
つ
い
て
多
く
の
国
民
が
誤
解
を
し
て
い

る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
策

と
し
て
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い
く
に
は
国
民

の
誤
解
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
民
に
向
け
て
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る
「
観
光
祭
」

や
「
観
光
報
国
週
間
」
は
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
観
念
の
普
及
」
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
国
際
観
光
委
員
会
で
も
1
9
3
1
年
頃

か
ら
議
論
が
さ
れ
て
い
て
、
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
外
客
誘
致
を
行
う
こ
と
で
国
際
上
の
親

善
や
日
本
文
化
の
発
展
、
経
済
力
の
向
上
に

繋
が
り
、
そ
れ
が
広
く
国
民
に
も
利
益
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
発
言
が
議
事

　
営
業
開
始
初
日
の
外
国
人
宿
泊
客
は
わ
ず

か
5
名
と
、
最
初
の
5
年
間
の
経
営
は
決
し

て
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
0
9
年
に
林
愛
作
が
招
聘
さ
れ
て
、
そ

の
流
れ
で
1
9
2
3
年
に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
設
計
し
た
ラ
イ
ト
館
が
完
成

し
ま
し
た
。
1
9
3
3
年
に
は
日
本
初
の
本

格
的
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
あ
る
上
高

地
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
今
年
で
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

　
ラ
イ
ト
館
が
老
朽
化
で
明
治
村
に
移
築
さ

れ
、
1
9
7
0
年
に
現
在
の
本
館
が
開
業
し

ま
す
。
1
9
8
3
年
に
は
タ
ワ
ー
館
の
竣
工

と
い
う
我
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
業
と
し
て
事
業
を
継
続
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
か
、
収
益
性
を
ど
う
や
っ
て

上
げ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
プ
、
事
務
所
が
入
る
複
合
ビ
ル
と
し

て
1
9
8
3
年
に
不
動
産
事
業
に
参
入
し
ま

し
た
。
当
時
は
珍
し
い
形
態
で
し
た
が
、
ホ

テ
ル
と
い
う
業
態
の
屋
台
骨
を
支
え
る
よ
う

な
事
業
体
が
こ
こ
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
1
9
9
6
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
を
開

業
し
ま
し
た
。

　
ま
た
1
9
7
3
年
あ
た
り
か
ら
は
海
外
に

も
営
業
所
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
を
構
え
て

い
ま
す
。
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
5
年
駐
在

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
営
業
活
動
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
3
年
か
ら
国
策
と
し
て
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
と
し
て
も
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

2
0
2
5
年
の
万
博
ま
で
、
こ
う
い
っ
た
重

要
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
5
月
に
2
0
3
6
年
を
ゴ
ー

ル
と
し
た
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

既
に
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
6
年
に
は

京
都
に
新
規
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
す
。
そ
し

て
旗
艦
ホ
テ
ル
の
帝
国
ホ
テ
ル 

東
京
は
、

2
0
2
4
〜
2
0
3
0
年
に
タ
ワ
ー
館
、

2
0
3
1
〜
2
0
3
6
年
に
本
館
の
建
て
替

え
を
順
次
実
施
し
、
内
幸
町
一
丁
目
街
区
の
一

番
北
側
に
位
置
す
る
弊
社
創
業
の
地
に
、
新

た
な
建
物
が
整
う
予
定
で
す
。
こ
の
建
て
替

え
の
最
中
の
2
0
2
9
年
に
は
、
隣
の
鹿
鳴

館
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
ビ
ル
の
上
層
階
に
は

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
宿
泊
特
化
型
ス
モ
ー
ル

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
を
開
業
し
ま
す
。

様
々
な
時
代
背
景
に
1
3
0
年
間
晒
さ
れ
て

き
た
我
々
の
使
命
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

国
内
の
お
客
様
も
含
め
て
で
す
が
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
外
客
誘
致
を
お
手
伝
い
す
る
事
で

す
。
今
後
も
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
現
・
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル
執
行
役
員 

帝

国
ホ
テ
ル
東
京 

総
支
配
人
）

　
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
に
お
け
る
外
客
誘
致

に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
郵
船

（
以
下
、
郵
船
）
と
い
う
会
社
が
戦
前
、
ど

の
よ
う
な
外
国
人
乗
船
客
の
誘
致
を
し
て
い

た
の
か
、
先
生
方
が
発
表
さ
れ
た
3
つ
の
組

織
と
絡
め
な
が
ら
郵
船
が
制
作
し
た
外
国
語

表
記
の
出
版
物
、
印
刷
物
を
通
し
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
そ
の
前
に
簡
単
で
す
が
会
社
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
郵
船
は
1
8
8
5
年
に
郵
便
汽
船
三

菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
喜
賓
会
が
設
立
さ
れ
た

1
8
9
3
年
に
、
日
本
初
の
遠
洋
定
期
航
路

て
、
そ
の
様
子
が
日
本
各
地
に
拡
散
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
を
挙
げ
て
の
「
観

光
観
念
の
普
及
」が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
が
観
光
報
国
週
間
の
時
代
に
な
る

と
、
国
民
精
神
総
動
員
の
一
側
面
を
形
成
す

る
に
至
り
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
教
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
ま
さ
に
時
局
に
沿
っ
た

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

ラ
ジ
オ
も
引
き
続
い
て
活
用
さ
れ
ま
す
が
、

教
育
の
現
場
を
巻
き
込
ん
だ
広
い
意
味
で
の

「
国
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

時
局
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
も
は
や
外
客
誘
致

と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気

に
も
な
っ
て
来
ま
す
。
観
光
祭
か
ら
観
光
報

国
週
間
へ
の
移
行
過
程
で
は
、
外
客
誘
致
と

い
う
理
念
の
後
景
化
と
観
光
を
通
じ
た
国
民

の
統
合
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
戦
後
へ
の
視
座
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
は
こ
う
い
っ
た

話
題
は
戦
前
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
戦
後
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
正
し
い
観

光
観
念
の
普
及
」
と
か
「
観
光
道
徳
の
高
揚
」

と
か
「
観
光
週
間
」
と
い
っ
た
事
柄
が
昭
和
40

年
代
に
政
府
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
観
光
行
政
や
観
光
政
策
に
お
け
る
戦
前
と

戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
言
う
と
、
こ
ん
に
ち
日
本
国
政
府
が
取
り

組
ん
で
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
、
歴
史
学
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
0
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た

時
代
背
景
と
、
外
客
誘
致
が
国
策
で
あ
っ
た

こ
と
が
繋
が
っ
て
、
ど
ん
な
歴
史
を
歩
ん
で

い
た
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
使
命
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ホ
テ
ル
の
現
場
目
線
を
交
え
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
我
々
の
初
代
会
長
で
あ
る
渋
沢
栄

一
（
以
下
、
渋
沢
）
の
特
徴
的
な
言
葉
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
半

で
ご
説
明
い
た
だ
い
た
時
代
背
景
の
中
で
、

渋
沢
栄
一
が
開
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
林
愛
作
の
名
前
も
出
ま
し
た
が
、

彼
は
そ
の
後
の
時
代
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
は
、
彼
が
説
い
て
い
る
ホ
テ
ル
業

の
位
置
付
け
で
す
。「
一
国
の
経
済
に
も
関

係
す
る
重
要
な
事
項
。
外
客
の
御
客
を
接
待

し
て
満
足
を
与
ふ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
1
つ
、
1
8
9
0
年
11
月
3
日
の
帝

国
ホ
テ
ル
の
開
業
式
で
、
当
時
、
東
京
府
知

事
の
祝
辞
に
対
す
る
答
辞
で
述
べ
た
言
葉
が

「
用
命
が
あ
れ
ば
世
界
の
ど
ん
な
も
の
で
も

調
達
し
て
便
宜
を
図
る
。
こ
れ
こ
そ
帝
国
ホ

テ
ル
が
自
身
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
心
得
、

絶
対
に
譲
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。（
中
略
）
現

在
は
力
不
足
で
も
近
い
将
来
、
必
ず
恥
ず
か

し
く
な
い
レ
ベ
ル
を
約
束
す
る
」
で
す
。 

　
で
き
た
ば
か
り
の
帝
国
ホ
テ
ル
の
従
業
員

に
も
思
い
を
馳
せ
た
非
常
に
良
い
言
葉
か
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う

よ
り
、
今
後
の
ホ
テ
ル
業
の
先
を
見
据
え
た

言
葉
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
言
葉
は
、
退
任
後
に
ホ
テ

ル
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
従
業
員
に
か
け
た
も

の
で
、
渋
沢
ら
し
い
言
葉
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

「
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、世
界
の
隅
々
に
帰
っ

て
い
く
人
達
に
日
本
を
忘
れ
ず
に
帰
ら
せ
、

一
生
日
本
を
な
つ
か
し
く
思
出
さ
せ
る
こ
と

の
出
来
る
、
国
家
の
た
め
に
も
非
常
に
大
切

な
仕
事
で
あ
る
。」 

　
全
文
は
紹
介
し
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
に
対

す
る
ね
ぎ
ら
い
と
期
待
を
込
め
た
言
葉
で
、

外
客
を
接
遇
す
る
ホ
テ
ル
に
対
す
る
期
待
値

の
高
さ
や
重
要
性
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ

れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
渋
沢
の
言
葉
に
裏
付
け
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
、
我
々
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
企
業

理
念
を
創
業
以
来
掲
げ
て
い
ま
す
。「
帝
国

ホ
テ
ル
は
創
業
の
精
神
を
継
ぐ
日
本
の
代
表

ホ
テ
ル
で
あ
り
、
国
際
的
ベ
ス
ト
ホ
テ
ル
を

目
指
す
企
業
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
サ
ー
ビ

ス
と
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
の
発
展
と
人
々
の
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
今
年
で
1
3
3
年
目
を
迎
え
る
ホ
テ
ル
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
2
代
目
の
ホ
テ
ル

が
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災
の
当
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
直
近
で
言
う
と
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
に
こ
の
精
神
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
簡
単
に
歴
史
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
国
策
と
し
て
、
当
時
の

外
務
大
臣
の
井
上
馨
の
お
声
が
け
で
渋
沢
や

大
倉
喜
八
郎
等
の
当
時
の
財
界
の
方
が
協
力

し
合
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
初
代
本
館

の
建
物
正
面
は
現
在
と
異
な
り
北
に
面
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
の
南
側
が
鹿
鳴
館
と

い
う
立
地
で
し
た
。

て
い
ま
す
。

　
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
英
文

広
報
誌
、
書
籍
を
次
々
刊
行
し
ま
す
。

『J
A
P
A
N
 O
v
e
r
s
e
a
s
 T
r
a
v
e
l 

M
agazin

e

』
は
浅
野
総
一
郎
が
創
業
し
た

東
洋
汽
船
と
い
う
海
運
会
社
が
発
行
し
て
い

た
ア
ジ
ア
を
紹
介
す
る
広
報
誌
で
す
。

1
9
2
6
年
に
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
と
合

併
し
た
際
に
郵
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支

店
が
引
き
継
ぎ
、
1
9
3
3
年
頃
ま
で
続
き

ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
大
半
の
記
者
は

外
国
人
で
す
が
な
か
に
は
在
米
日
本
人
も
い

ま
し
た
。
紹
介
記
事
を
執
筆
し
た
記
者
や
表

紙
に
採
用
し
た
画
家
を
み
て
い
く
と
興
味
深

い
の
で
す
が
先
行
研
究
が
少
な
い
た
め
当
館

で
は
収
集
・
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『T
H
E
 T
R
A
V
E
L
 B
U
L
L
E
T
IN

』
と

い
う
英
文
広
報
誌
も
創
刊
し
ま
す
。
就
航
船

や
観
光
地
の
最
新
情
報
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、

船
客
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を
掲
載
し
、
船

客
に
も
好
評
で
年
々
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て

い
っ
た
広
報
誌
で
す
。 

　
旅
行
者
と
荷
主
向
け
の
世
界
年
鑑

『G
lim
pses of th

e E
ast

』も
刊
行
し
ま

す
。
船
を
主
題
と
し
た
色
彩
豊
か
な
装
丁
で

主
要
国
の
基
本
情
報
や
産
業
を
1
0
0
0
頁

に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
の
ポ
ス
タ
ー
は
大
正
期
の
美
人

画
か
ら
パ
リ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
へ

と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
弘
前
城
を
主
題
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
『V

isit Jap
an
 b
y Jap

an
 

M
ail

』
は
国
際
観
光
局
が
観
光
宣
伝
用
に
制

作
し
た
ポ
ス
タ
ー
『
J
A
P
A
N
』
と
同
じ

構
図
で
す
。
作
者
は
船
客
課
に
技
師
と
し
て

在
籍
し
た
戸
田
芳
鐵
で
す
。
量
産
さ
れ
る
印

刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
社
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
客
課
が
ま
と
め
た
1
9
3
0
年
代
の
国

別
の
乗
船
客
数
の
統
計
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
日
本
人
船
客

の
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
1
等
船
客
で

は
欧
米
圏
の
方
が
多
い
か
な
と
感
じ
ま
す
。

華
や
か
な
客
船
文
化
と
い
う
と
所
謂
1
等
船

客
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
の
で
す
が
、
実

際
に
利
益
を
出
し
て
い
た
の
は
コ
ス
ト
が
低

い
3
等
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、
遠
洋
定
期
航
路

を
開
い
た
明
治
中
期
に
は
外
国
人
の
乗
船
客

獲
得
の
一
環
と
し
て
多
言
語
に
も
対
応
し
た

外
国
語
の
印
刷
物
の
制
作
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
に
入
り
ア
メ
リ
カ
に
経
済
の
中

心
が
移
っ
て
い
く
な
か
で
印
刷
物
の
表
記
は

ほ
と
ん
ど
英
語
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
自
社
の
集
客
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
案
内

書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
単
に
訪
日
を

目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
全

体
に
誘
致
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

3
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

福
永
　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
や
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
最
後
に
少
し

総
括
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
一
つ

目
で
す
が
、「
第
一
次
世
界
大
戦
前
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
最
大
の
ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
雑

誌
に
、
喜
賓
会
の
紹
介
が
載
っ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
と
違
っ
て
日
本
は
政
府
公
的
機
関
が

主
力
に
な
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
評
価
は
喜
賓
会
の
内

実
に
即
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
口
　
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
喜
賓
会
が
日

本
政
府
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
喜
賓
会
自
体
は
日
本
政
府
と

全
く
無
関
係
で
独
立
し
た
存
在
で
す
。
渋
沢

栄
一
な
ど
が
民
間
外
交
の
礎
を
築
く
た
め
に

作
っ
た
団
体
な
の
で
、
私
の
現
在
の
知
識
で
は

フ
ラ
ン
ス
の
評
価
は
事
実
と
は
少
し
ず
れ
て

い
る
部
分
が
あ
る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、「
当

時
の
外
客
誘
致
の
対
象
は
西
洋
諸
国
で
し
ょ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
先
進
諸
国

が
外
客
誘
致
の
対
象
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う

ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー

に
つ
い
て
は
統
計
も
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
協
会
の
リ
ン
ゼ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル

と
の
繋
が
り
も
そ
う
で
す
し
、
か
な
り
ア
メ

リ
カ
を
意
識
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

千
住
　
当
時
の
統
計
を
見
る
と
解
釈
に
も
よ

り
ま
す
が
、
実
は
人
数
が
1
番
多
い
の
が
中

で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
航
路
を
開
設
し
ま
す
。
当

初
は
国
内
航
路
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
内
の
鉄
道
網
の
発
達
と
、
他
社
と
の
競
合

等
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
遠
洋
航
路
に
舵
を

切
っ
て
い
ま
す
。
1
8
9
6
年
に
は
欧
州
航
路

と
米
国
シ
ア
ト
ル
航
路
、
豪
州
航
路
の
三
大
航

路
を
開
設
、
1
9
2
6
年
に
は
事
業
家
の
浅
野

総
一
郎
が
創
立
し
た
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
を

合
併
し
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
継

承
し
ま
す
。 

　
昭
和
に
入
る
と
、
浅
間
丸
や
氷
川
丸
等
の

優
秀
船
が
次
々
と
竣
工
し
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
豪
華
客
船
時
代
が
到
来
し
、
郵
船
で
も

船
の
大
型
化
が
進
み
、
収
益
面
で
も
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起

こ
り
、
客
船
文
化
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
資
料
で
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
の
が
、
1
8
9
9
年
に
設
置
さ
れ
た

船
客
課
と
い
う
部
署
で
す
。
船
客
全
般
に
関

わ
る
業
務
を
扱
い
、
そ
の
中
に
「
広
告
」
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
期
の
「
業
務
執
行

規
則
」に
は
さ
ら
に
具
体
的
な
記
載
が
あ
り
、

営
業
上
の
広
告
、
宣
伝
及
び
そ
の
印
刷
物
等

に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
福
永
さ
ん
の
話
で
名
前
が
出
て
き
た
林
民

雄
は
こ
の
船
客
課
の
課
長
を
し
て
お
り
、
の

ち
に
専
務
取
締
役
に
な
る
人
物
で
す
。 

　
は
じ
め
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
1
8
9
4

年
刊
行
の
会
社
案
内『H

an
d
book of 

In
fo
rm
a
tio
n
 fo
r P
assen

gers an
d
 

S
h
ippers

』で
す
。
表
紙
は
外
国
人
好
み
の

日
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
扇
面
散
ら
し
を
用
い
て

い
ま
す
。
内
容
は
運
航
表
や
各
航
路
の
紹
介

と
い
っ
た
会
社
案
内
で
す
が
、
航
路
拡
大
に

合
わ
せ
て
横
浜
や
鎌
倉
な
ど
観
光
名
所
の
紹

介
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
寄
港
地
の
紹
介
が
増
え
て

い
き
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
素
が
強
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
英
語
以
外
で
は
ド
イ
ツ
語
版

（
1
9
1
4
年
）も
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
9
年
に
は
『T

o N
ippon, the 

L
a
n
d
 o
f th

e
 R
is
in
g
 S
u
n
 

b
y th
e N
.Y
.K
.

』
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

1
8
9
6
年
の
豪
州
航
路
開
設
と
1
8
9
8

年
の
新
造
船
春
日
丸
の
就
航
に
合
わ
せ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
日
本
へ
渡
航
し
、
各
地
を
巡
り
な
が

ら
観
光
す
る
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
印
刷
所
が
配
布
先
で
あ
る

現
地
シ
ド
ニ
ー
の
印
刷
会
社
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
で
す
。ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
の『
風

俗
画
報
』
の
臨
時
増
刊
号
で
も
春
日
丸
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
左
側
の
絵
は
乗
船
時

の
桟
橋
の
様
子
、
右
側
が
1
等
船
客
の
食
事

中
の
様
子
で
す
。
日
本
髪
の
方
も
い
ま
す
が

西
洋
の
船
客
が
多
い
印
象
で
す
。
辮
髪
の
船

客
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
期
に
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
海
運
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
は
カ

レ
ン
ダ
ー
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
定
期
航
路
や
本
支
店
の
一
覧
、
航
路
図

な
ど
情
報
量
が
多
く
、
長
く
掲
示
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
1
9
0
8
年
の
中
国
語
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
中
国
の
暦
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
期
に
入
る
と
郵
船
は
第
一
次
大
戦

下
、
好
景
気
を
背
景
と
し
て
資
本
金
を
1
億

円
に
増
加
し
て
、
航
権
の
拡
張
に
努
め
全
世

界
へ
と
航
路
を
広
げ
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
設
立
と
も
重

な
り
、
多
様
な
出
版
物
・
印
刷
物
を
量
産
し

ま
す
。 

　
大
正
期
は
美
人
画
を
主
題
と
し
た
広
告
ポ

ス
タ
ー
が
流
行
し
ま
す
。
和
装
の
女
性
が
描

か
れ
た
2
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
言
語
が

異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
語
だ
け
を
差

し
替
え
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
各
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

　
無
償
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
大
正
期
以

降
、
図
版
が
増
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
形
状
が
細

分
化
し
て
い
き
ま
す
。
右
下
写
真
は
ド
イ
ツ

の
旅
行
代
理
店
の
店
内
の
様
子
で
し
て
沢
山

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
並
べ
て
置
か
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
外
国
語
表
記
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
富
士
山
や
桜
な
ど
を
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
表
紙
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　『N
ip
p
o
n
 Y
u
sen
 K
aish

a O
ffi
cial 

S
h
ip
p
ers' G

u
id
e

』
は
表
紙
の
題
字
と

巻
末
の
索
引
項
目
が
英
語
、
日
本
語
、
ド
イ

ツ
語
、
中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
5
か
国
語

表
記
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乗
船
客
向
け
で
は

な
く
輸
出
入
業
者
や
製
造
業
者
、
官
庁
に
配

布
し
た
営
業
案
内
書
で
す
。
国
や
地
域
ご
と

に
風
俗
や
観
光
名
所
の
紹
介
が
あ
り
、
世
界

各
国
の
企
業
や
商
店
の
営
業
広
告
を
掲
載
し

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
は
、

業
界
全
体
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
か
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
と
い
う
方
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。
観

光
業
界
か
ら
少
し
人
が
離
れ
て
い
る
現
状

を
、
こ
う
し
た
機
会
も
含
め
て
改
善
す
る

き
っ
か
け
が
作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
戦
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い

て
先
生
方
の
発
表
を
聴
き
、
日
本
郵
船
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
遠
洋
航
路
を
開
い
た

明
治
期
か
ら
広
告
宣
伝
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
に
関
し
て
は
三
菱
が
日
本
郵
船

の
創
業
前
に
船
員
育
成
の
三
菱
商
船
学
校
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
の
東
京
海
洋

大
学
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
よ
う
な
養
成
所
を
作
っ

て
、
自
社
で
英
語
教
育
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
マ

ナ
ー
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
料
理
と
い
う

面
で
も
船
の
コ
ッ
ク
た
ち
が
の
ち
に
港
町
で

洋
食
屋
を
開
い
て
、
洋
食
文
化
と
し
て
日
本

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
前
の
豪
華
客
船
と

い
う
文
化
が
花
開
い
た
結
果
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

八
島
　
色
々
と
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

は
持
続
可
能
な
観
光
事
業
を
ど
う
い
う
切
り

口
で
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
無
償
か
ら
有
償
、
接
待
か
ら

社
交
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
今
も
似
た
よ
う
な
課

題
で
も
が
い
て
い
る
我
々
が
い
る
の
か
な
と
。

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
名
前
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
サ
ー
ビ
ス
＝
無
償
と
い
う
考
え
は
ま

だ
日
本
に
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
結
果
的

に
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を
求
め
に
く
い
環
境
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ

た
り
か
ら
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
て
い
か

な
い
と
、
持
続
可
能
な
観
光
業
に
は
な
ら
な

い
の
か
な
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

山
口
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
も
う
1
つ

が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
す
ご
く
コ
ス

ト
が
か
か
る
の
で
す
が
、
コ
ス
ト
と
い
う
よ
り

も
楽
し
さ
や
文
化
の
力
に
な
る
こ
と
を
昔
の

人
た
ち
は
信
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、

そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
両
立
さ
せ
て
い
く
と
、
色
々
な
も
の
を
有

機
的
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
観
光
と
い
う
現
場
は
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
が
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
ホ
テ
ル
も
非
常
に
魅
力
的
な
仕
事
で
あ

り
、
教
育
の
現
場
で
も
あ
り
、
も
し
か
し
た

ら
大
学
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
教
育
機
関
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
多
様
性

を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
現
場
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
活
動
に
落
と
し
込
む
か
。
あ
る
い
は

教
育
者
と
し
て
学
生
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

千
住
　
3
年
間
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
日
は
大
変
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
そ
れ

は
資
料
の
少
な
さ
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
各
社
の
皆
様
に
は
、
御
社
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
と
の
ご
認
識
の
も
と
、
是
非
と
も

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

よ
う
な
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
現
在
進

行
中
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
意
義
を
よ
り

明
確
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
1
点
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
学
で
観

光
学
を
学
ぶ
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
よ
う

や
く
好
転
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
観
光
を
通
し
て
自
分
と
は
異

な
る
文
化
や
社
会
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
学
生
た
ち
が
再
び
期
待
を
持
ち
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
学
部
を
卒
業

し
た
ら
観
光
産
業
に
就
職
す
る
と
い
う
の
も

王
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
学
部
を
卒
業
し

た
学
生
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
社
会
に
目
を

向
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
い
く
の

が
、
観
光
学
部
の
教
員
と
し
て
の
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
非
常
に
刺
激
の
多

い
一
日
で
し
た
。

福
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
議
論
が
足
り
な
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
時
代
に
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
研
究
と
実
務

の
視
点
か
ら
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
で
す
。
そ
の
中
に
留
学
生
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
中
国
に
い
る
欧
米
人
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
ま
す
が
、

国
際
観
光
局
は
も
う
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
一

点
突
破
で
す
。
そ
れ
は
消
費
額
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
島

　そ
こ
ま
で
遡
ら
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
圧
倒
的
に
当
初
か
ら

欧
米
中
心
に
セ
ー
ル
ス
に
注
力
し
て
い
た
の

は
事
実
で
す
。
た
だ
、
一
方
で
中
国
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

福
永
　
続
い
て
「
当
時
の
外
国
人
向
け
の
食

事
の
提
供
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
特
に
船
内
で
の
お
食
事
が
好
評

で
、
そ
れ
が
ホ
テ
ル
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
1
、
2
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
明
治
の
頃
は
外

国
か
ら
シ
ェ
フ
を
招
い
て
各
船
に
乗
っ
て
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
航
路
を
拡
張

し
て
運
航
船
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
船
を

巡
回
す
る
の
も
大
変
と
い
う
こ
と
で
、

1
9
1
6
年
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
接
客
マ

ナ
ー
を
教
え
る
養
成
所
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
に
添
え
る
メ
ニ
ュ
ー
は
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
に
も
力
を
い
れ
て
い
て
、

珍
し
い
も
の
で
は
扇
子
に
印
刷
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

福
永
　
会
場
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
カ
ル

チ
ャ
ー
ズ
の
中
に
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
の

経
験
文
化
も
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
山
口
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

山
口
　
今
日
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
テ
ー
マ
な

の
で
、
受
け
入
れ
側
の
話
が
中
心
に
な
り
ま

し
た
が
、
海
外
で
色
々
な
経
験
を
す
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
に
も
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す

し
、
や
は
り
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
は
連
動

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
質
や
デ
ザ
イ
ン
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

日
本
郵
船
の
歴
史
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
ま

た
帝
国
ホ
テ
ル
も
、
単
に
箱
を
増
や
し
て
金

儲
け
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に

は
文
化
創
造
や
海
外
に
対
し
て
の
責
任
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

　
そ
う
す
る
と
今
日
の
話
の
行
き
先
と
し

て
、
マ
ナ
ー
と
い
う
の
が
観
光
に
と
っ
て
重

要
な
話
で
、
観
光
道
徳
も
「
べ
き
」
論
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
時
に
人
と
人
が
仲

良
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
道
徳
に

つ
い
て
も
っ
と
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

千
住
　
我
々
は
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
は
成
熟

し
た
と
い
う
自
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

な
気
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
が
、
他
の

国
の
人
を
見
る
視
線
と
し
て
ど
う
転
嫁
さ
れ

て
い
く
か
は
ま
た
別
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
コ
ロ
ナ
前
、
京
都
市
の
一
部
エ
リ
ア

で
は
観
光
客
が
集
中
し
、
混
雑
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
私

が
出
向
し
て
い
る
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都

市
で
は
「
京
都
観
光
モ
ラ
ル
」
を
掲
げ
、
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
に
観
光

客
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
大

切
に
し
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
観
光

客
に
対
し
て
も
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
元

の
事
業
者
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
、
最

近
は
海
外
の
方
の
方
が
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ

て
い
て
、
逆
に
日
本
人
の
方
が
悪
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　
去
年
の
9
月
に
は
、
京
都
在
住
の
外
国
人

の
方
と
座
談
会
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
伝

え
て
い
る
こ
と
が
海
外
の
方
に
は
ど
う
受
け

取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
日
本
人
の
常
識
で
一
方

的
な
押
し
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た

こ
と
も
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
や
は

り
相
互
理
解
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
前
半
の
報
告
で
の
問
い
か
け
に

あ
り
ま
し
た
「
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
の

可
能
性
」に
つ
い
て
で
す
が
、ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
も
旅
に
理
想
を
求
め
て
い
た
通
り
、
い
つ

の
時
代
も
観
光
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
に

実
現
し
た
い
姿
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
渋
沢
栄
一
の
言
葉
に
も
あ
る
通
り
、
自
分
の

ホ
テ
ル
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
や
世

界
に
貢
献
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
も
帝
国

ホ
テ
ル
の
経
営
の
中
で
意
識
さ
れ
る
機
会
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
一
方
で
課

題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
島
　
企
業
理
念
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
通

り
で
す
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
、
ホ

テ
ル
業
全
体
が
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま
す
。
外
客
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
に
な
い
文

化
を
学
び
、
吸
収
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う

意
識
で
事
業
を
継
続
し
て
い
け
ば
、
自
ず
と

良
い
答
え
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い

ま
す
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
海
外
か
ら
の

お
客
様
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
3
年
間
あ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
経
験
値
な
ど
が
少
し
鈍
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
る
と
、

3
年
前
に
入
っ
た
新
入
社
員
は
、
外
国
の
お

客
様
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

様
の
期
待
と
、
我
々
が
提
供
す
る
も
の
の

の
寄
付
が
減
少
し
、
体
制
と
し
て
も
実
務
を

担
う
事
務
局
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
り
ま

す
。
渋
沢
は
自
ら
政
府
に
陳
情
し
た
り
、
帝

国
鉄
道
庁
総
裁
で
あ
っ
た
平
井
晴
二
郎
や
木

下
、
日
本
郵
船
の
林
民
雄
ら
に
、
若
い
人
た
ち

で
何
か
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
相
談
し
ま
す
。

　
そ
し
て
喜
賓
会
の
後
を
ど
こ
が
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
ホ

テ
ル
は
経
営
状
態
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
や
汽
船
な
ど
の
交
通
事
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
万
国
鉄
道
会
議
の
よ
う
に
海
外
各
国

と
会
議
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
平
井
も
ス
イ

ス
の
観
光
施
設
に
感
銘
を
受
け
、
生
野
團
六

（
の
ち
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
初
代
幹
事
）
に
そ
の

研
究
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
院

の
立
場
と
し
て
木
下
が
中
心
に
な
り
、
林
民

雄
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
林
愛
作
と
役
割
分
担
を

し
な
が
ら
、
各
業
界
へ
の
説
得
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
山
口
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
喜
賓
会
の
人
材

や
財
産
な
ど
を
引
き
継
ぐ
こ
と
な
く
全
く
別

の
組
織
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
喜
賓
」
だ
け
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
広
く
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い

く
こ
と
、
事
務
所
は
鉄
道
院
内
に
置
き
鉄
道

院
の
職
員
が
実
務
に
当
た
る
こ
と
、
財
源
の

半
分
を
鉄
道
院
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
木
下
は
1
9
2
2
年
に
は
ツ

ア
ー
の
実
施
や
小
荷
物
運
搬
の
取
扱
と
い
っ

た
収
益
事
業
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、
こ

の
辺
り
は
喜
賓
会
の
課
題
が
活
か
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
ま
す
。

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
無
事
発
足
す
る
と
、
実
務

は
生
野
に
任
せ
、
木
下
は
鉄
道
院
の
立
場
か

ら
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
生
野
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
成
期
と
し

て
の
礎
を
築
く
訳
で
す
が
、
ま
ず
案
内
所
を

国
内
外
に
整
備
し
た
他
、
機
関
雑
誌「
ツ
ー
リ

ス
ト
」や
外
客
向
け
の
案
内
書「
J
A
P
A
N
」

を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
印
刷
物
を
作
成
・

配
布
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
先
進
事
例
や

書
籍
な
ど
を
研
究
し
て
実
務
に
活
か
す
と
と

も
に
、
案
内
書
等
は
内
容
、
英
訳
、
デ
ザ
イ
ン

の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
郵
船
の

航
路
や
支
社
な
ど
の
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活

か
し
て
配
布
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
2
代
目
幹
事
の
猪
股
忠
次
で
す
が
、
彼
は

南
満
州
鉄
道
勤
務
時
代
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
に
留
学
し
て
旅
客
事
務
を
研
究
し
て
い
ま

し
た
。イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
生
野
と
面
会
し
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
足
に
つ
い
て
聞
い
た
猪
股
は

1
9
1
8
年
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
転
職
し
ま

す
。
1
9
2
0
年
に
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

と
相
互
代
理
店
契
約
を
結
び
、
世
界
各
地
へ

の
切
符
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
国
内
外
の
鉄
道
会
社
・
汽
船
会
社
・
旅

行
会
社
と
の
代
売
代
理
店
契
約
の
締
結
、
デ

パ
ー
ト
へ
の
案
内
所
進
出
、
邦
人
へ
の
一
般

乗
車
券
の
発
売
、
旅
行
傷
害
保
険
、
観
劇
券
、

旅
行
小
切
手
、
手
荷
物
保
険
等
の
営
利
事
業

を
開
始
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
素
が
加
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
1
9
2
5
年
に
登
場
し

た
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
（
1
9
3
2
年
か
ら

は
旅
館
券
を
単
独
販
売
）
は
、
当
時
の
国
内

旅
行
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
「
茶
代
」
の
支

払
を
不
要
と
す
る
点
が
画
期
的
で
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
礎
を
築
く
上
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　「
茶
代
」
と
は
、
宿
代
と
は
別
に
任
意
で

出
す
料
金
の
こ
と
で
、
そ
の
額
に
よ
っ
て
良

い
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
り
、
待
遇
が
良
く
な

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
は
っ
き
り

値
段
が
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
妥
当

な
金
額
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
が
旅
行
者
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
外
国

人
に
と
っ
て
も
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
外
国

人
か
ら
は
茶
代
を
と
ら
な
い
、
も
し
く
は
宿

代
に
予
め
上
乗
せ
す
る
の
は
ど
う
か
と
い
っ

た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
返
り
を
期
待
し
て
高
い
金
額
を
出
す
こ

と
が
賄
賂
と
同
じ
だ
と
い
う
論
調
等
も
あ

り
、
1
9
0
0
年
頃
か
ら
茶
代
廃
止
運
動
が

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
例
で
す
。
た
だ
し
「
横

浜
写
真
」
で
は
、
日
本
人
女
性
の
裸
体
が
多

く
撮
影
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
の
男
性
の
ま

な
ざ
し
に
応
え
る
よ
う
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
剝
き
出
し
の
彩
色
写
真
」
が
多
数
残
っ

て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば
大
学
な
ど
の
写
真

史
の
研
究
で
は
キ
ッ
チ
ュ
で
低
俗
な
「
外
国

人
向
け
の
土
産
写
真
」
と
し
て
、
あ
ま
り
研

究
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
近

年
に
は
「
横
浜
写
真
」
を
再
考
す
る
機
運
が

高
ま
り
、
そ
れ
ら
を
現
在
の
価
値
観
か
ら
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ

ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
考
察
す
る
動
き

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
と
は
、
観
光
に
お
け
る
受
け
入
れ
側
つ
ま

り
ホ
ス
ト
の
文
化
と
、
訪
問
す
る
側
つ
ま
り

ゲ
ス
ト
の
文
化
に
対
し
て
、
そ
の
両
者
が
出

会
い
、
ま
た
交
流
す
る
こ
と
で
初
め
て
誕
生

す
る
第
三
の
文
化
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
誘
発
す
る
観
光
文
化
の
こ
と
で
す
。

　
す
る
と
「
外
国
人
接
待
協
会
」
も
喜
賓
会

も
、
あ
る
い
は
「
接
待
」
の
時
代
も
「
社
交
」

の
時
代
も
、
日
本
の
観
光
史
の
重
要
な
一
例

と
し
て
再
考
し
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
作
業
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
を
再
考
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
「
事
業
」
の
精
神
を
検
討
し
、
そ
の

優
れ
た
市
民
社
会
的
思
想
を
学
び
直
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
文

化
を
顧
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
へ
活
用
で
き
る
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
も
可
能
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致

と
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

次
の
時
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
観
光
文

化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
主
に
大
正
時
代
、
鉄
道
院
と

民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
外
客
誘
致
を
行
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
を
中
心
に
、
国
が
関
わ
る

こ
と
で
観
光
が
政
策
に
な
っ
て
い
く
過
程
、

さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
分
岐
し
て
い
っ

た
過
程
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
ま
だ
外
客
の
受

け
入
れ
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
観

光
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
長
年
に
渡
っ
て
課
題
だ
っ
た
の

は
、
外
客
誘
致
に
対
し
て
な
か
な
か
国
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
鉄
道
院
内
で
も
同
様
で
、
職
員
向
け
に
講

演
を
し
た
り
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
を
発
行
し
て
広
く
意
識
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
質
な
案

内
業
者
の
横
行
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
1
9
0
7
年
に
は
内
務
省

が
「
案
内
業
者
取
締
規
則
」
を
出
し
た
他
、

鉄
道
院
で
は
職
員
が
お
客
様
に
案
内
で
き
る

よ
う
「
英
語
練
習
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
客
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
宿

泊
施
設
が
不
足
す
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
日
本
に
到
着
し
て
も
ホ
テ
ル

に
宿
泊
で
き
ず
船
内
で
１
週
間
待
機
し
た
と

い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ホ

テ
ル
の
建
設
計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後

恐
慌
で
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
、
旅
館
に
施

設
の
改
良
や
外
客
の
受
け
入
れ
を
呼
び
掛
け

た
り
、
入
港
す
る
船
に
対
し
て
ホ
テ
ル
の
空

き
状
況
を
無
線
で
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。
本

格
的
に
全
国
に
国
際
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
る

の
は
国
際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
客
誘
致
を
担
う
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
少
し
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
で

あ
る
木
下
淑
夫
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
か
ら
、

輸
出
貿
易
の
発
達
を
見
越
し
た
経
済
的
側
面

と
、
外
客
と
日
本
人
と
の
正
し
い
相
互
理
解

を
図
る
と
い
う
2
つ
の
側
面
か
ら
外
客
誘
致

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

当
然
な
が
ら
木
下
一
人
の
発
案
だ
け
で

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
足
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
喜
賓
会
は
会
員
の
寄
付
を
資
金
に
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
向
け
の
案

内
書
の
制
作
や
配
布
が
経
費
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄
道
国
有
化
の
影

響
も
あ
り
、
会
員
で
あ
っ
た
鉄
道
各
社
か
ら

の
時
代
で
あ
り
、
20
年
あ
ま
り
続
き
ま
し

た
。

　
な
ぜ
「
社
交
」
な
の
か
、
そ
れ
は
「
接
待
」

と
は
何
が
違
う
の
か
。
数
年
前
に
財
界
で
痛

い
目
に
あ
っ
た
渋
沢
と
益
田
は
、
国
際
経
験

が
豊
か
な
蜂
須
賀
茂
韶
を
会
長
に
招
き
、
他

の
華
族
や
高
級
官
僚
が
多
数
名
を
連
ね
る
慈

善
団
体
と
し
て
、
喜
賓
会
を
創
り
ま
す
。
そ

う
し
て
訪
日
外
国
人
へ
の
便
宜
を
図
る
た
め

に
案
内
書
や
地
図
を
作
り
、
ま
た
主
要
な
名

所
や
旧
跡
へ
の
見
学
の
た
め
に
紹
介
状
を
作

成
し
た
り
、
日
本
側
の
重
要
人
物
を
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
喜
賓
会
の
英
語
名
の

W
elcom
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が
表
現

す
る
よ
う
に
、
こ
の
団
体
は
会
員
制
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
誰
で
も
入
れ
る

団
体
で
は
な
く
、
貴
族
や
高
官
た
ち
が
相
互

に
推
薦
し
て
入
会
す
る
「
社
交
界
」
と
し
て
構

想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
賓
を
も
て
な
す

民
間
外
交
の
組
織
で
あ
り
、「
外
国
人
接
待

協
会
」
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
な

ら
ば
無
条
件
で
「
接
待
」
す
る
の
で
は
な
く
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
と
し
っ
か
り
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
訪
日
外
国
人
だ
け
を
歓
迎
す
る
、

と
い
う
考
え
方
で
運
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
主
従
関
係
の
隷
属
的
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
「
接
待
」
か
ら
、
対
等
な
関
係

で
友
好
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
社

交
」
へ
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
が
大
き
く
転

換
し
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
喜
賓
会
の
本
部
は

帝
国
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
こ
ろ
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
も
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
美
術

商
で
活
躍
し
た
国
際
経
験
豊
か
な
林
愛
作

が
、日
本
人
の
支
配
人
と
し
て
着
任
し
ま
す
。

や
が
て
林
は
、鉄
道
院
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
、

や
は
り
日
本
の
鉄
道
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ

と
に
な
る
木
下
淑
夫
と
と
も
に
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
設
立
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

1
9
1
2
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
喜

賓
会
は
ま
だ
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
き
に
社
史
や
学
術
書
な
ど
で
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
そ
し
て
の
ち
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
喜
賓
会

の
後
継
団
体
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
を
見
か

け
ま
す
が
、
そ
れ
は
不
正
確
で
す
。
喜
賓
会

と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
2
年
ち
か
く
併
存
し
、
そ

し
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
旅
立
ち
を
見
届
け
た
喜

賓
会
は
、
1
9
1
4
年
に
解
散
し
ま
す
。
つ

ま
り
こ
の
二
つ
の
団
体
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
が
異
な
る
別
組
織
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
第
1
期
が「
接
待
」、第
2
期
が「
社

交
」で
あ
る
な
ら
ば
、第
3
期
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
た
1
9
1
2
年
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
は
「
事
業
」
だ
っ
た
、

と
い
え
ま
す
。

　「
事
業
」
と
い
う
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
あ
る
い

は
お
金
儲
け
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少
し
異
な
り
ま
す
。
上
述
し
た

鉄
道
官
僚
の
木
下
淑
夫
（
以
下
、
木
下
）
は
、

米
国
へ
留
学
し
て
鉄
道
の
営
業
、
つ
ま
り

ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
の
運
用
か

ら
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
を
高
め
る
「
事
業
」

の
思
想
を
学
び
、
さ
ら
に
欧
州
を
視
察
し
て

か
ら
帰
国
し
た
後
に
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
設
立

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
政
府
観
光
局
を
持
た
な

い
日
本
で
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
実
質
的
な
訪

日
客
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
こ
で
「
接
待
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
社
交
」
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
で
は
、
窓
口
業
務
を
永
続

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
応
対
す
べ
き

訪
日
客
も
貴
族
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
ま
り
慈
善
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
な

い
、
よ
り
持
続
可
能
で
民
主
的
な
「
事
業
」

が
必
要
で
す
。
一
定
の
対
価
を
支
払
え
ば
、

出
身
や
身
分
や
目
的
な
ど
で
差
別
せ
ず
に

「
訪
日
客
」
と
し
て
平
等
か
つ
公
正
に
扱
う
。

こ
れ
が
近
代
の
市
民
社
会
に
適
合
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
で
実
現

し
た
組
織
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
す
。

　「
事
業
」
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
鉄

道
院
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
日
本
郵
船
な

ど
当
時
の
国
際
的
な
日
本
企
業
の
支
援
も
得

て
、
ど
ん
ど
ん
組
織
を
大
き
く
し
て
い
き
ま

す
。
慈
善
か
ら
事
業
へ
、
そ
し
て
限
ら
れ
た

エ
リ
ー
ト
か
ら
す
べ
て
の
市
民
へ
と
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
を
転
換
さ
せ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

存
在
は
、
日
本
の
観
光
史
を
考
え
る
う
え
で

大
変
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
省
み
る
と
、
第
3
期
の「
事

業
」
の
時
代
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
第
2
期
の

「
社
交
」
と
第
1
期
の
「
接
待
」
は
、
い
わ
ゆ

る
失
敗
の
時
代
で
あ
り
、
再
考
す
る
価
値
の

な
い
時
代
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
鹿
鳴
館

と
一
体
の
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
よ
り
有
名
な
喜
賓
会
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

ま
す
。
し
か
し
第
1
期
の
「
接
待
」
と
第
2

期
の
「
社
交
」
が
あ
っ
て
こ
そ
第
3
期
の
「
事

業
」
が
あ
る
、
と
い
う
歴
史
を
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
喜
賓
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
一

世
を
風
靡
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
文
化

と
し
て
、「
横
浜
写
真
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
で
生
み
成
さ
れ
た
浮
世
絵
の
彩
色

技
術
と
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
最
新
メ

デ
ィ
ア
の
写
真
術
が
横
浜
の
地
で
出
会
い
、

そ
れ
を
継
承
し
た
日
下
部
金
兵
衛
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
関
係
者
た
ち
が
新
た
な
融
合

の
形
を
み
せ
た
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
局
面
に
あ
る

中
、
日
本
に
お
け
る
観
光
政
策
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
に
対
す
る
考
え
方
の
変
遷
、
さ
ら

に
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢
や
課
題

に
対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
組
織
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
の
か
を
整
理
・
検

証
す
る
こ
と
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
と
さ
れ
る
喜
賓
会
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
国
際
観
光
局
を
中
心

と
し
た
各
組
織
の
役
割
や
取
り
組
み
に
注
目

し
て
研
究
メ
ン
バ
ー
か
ら
報
告
し
た
他
、
同

時
代
に
外
客
誘
致
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
と
日
本
郵
船

（
歴
史
博
物
館
）
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
報
告

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
の
設
立
は
1
9
1
2
年

で
す
が
、
こ
れ
は
明
治
元
年
か
ら
44
年
後
の

こ
と
で
す
。
で
は
半
世
紀
ち
か
く
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
報
告
で
は
、
3
つ
の
期

間
に
着
目
し
て
「
最
初
の
半
世
紀
」
を
考
え

ま
す
。

　
ま
ず
1
8
8
8
年
、
渋
沢
栄
一
は
三
井
物

産
を
創
っ
た
益
田
孝
、
そ
し
て
外
務
大
臣
を

務
め
た
井
上
馨
と
協
力
し
、東
京
商
工
会（
現

在
の
東
京
商
工
会
議
所
）
の
な
か
に
「
外
国

人
接
待
協
会
」を
設
立
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

こ
れ
が
第
1
期
の
「
接
待
」
の
時
代
で
す
。

議
論
の
末
に
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
一
体
で
構

想
さ
れ
て
い
た
鹿
鳴
館
と
帝
国
ホ
テ
ル
は
実

現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
接
待
」
の
時
代
、
不
平
等
条
約
を

早
く
改
正
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
来
日

す
る
外
国
人
を
無
償
で
接
待
す
る
こ
と
は
、

国
益
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
鹿
鳴

館
へ
の
非
難
が
沸
き
起
こ
り
、「
外
国
人
接

待
協
会
」
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
果
と

し
て
帝
国
ホ
テ
ル
だ
け
が
ひ
と
り
生
き
残
り

ま
す
。
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
、
逆

風
の
う
ち
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
渋
沢
た
ち
は
、
帝
国
ホ
テ

ル
を
拠
点
に
新
た
な
団
体
を
設
立
し
ま
す
。

1
8
8
3
年
設
立
の
喜
賓
会
で
す
。
そ
の
初

期
の
本
部
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
置
か
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
第
2
期
の「
社
交（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）」
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録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
外
国

人
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に
や
っ
て
来
る
と
弊

害
が
あ
る
と
い
っ
た
誤
解
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
、
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
印
刷
物
や

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
教
育
の

現
場
も
活
用
し
た
観
光
観
念
の
普
及
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
祭
は
、
国
際
観
光
局
開
設
5
周
年
を

記
念
し
て
1
9
3
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
開
催
目
的
の
一
つ
に
は
「
観
光
事
業
の

重
要
性
を
認
識
せ
し
む
る
こ
と
」
と
あ
り
ま

す
。
観
光
事
業
、
す
な
わ
ち
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
対
象
と
し
た
事
業
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
周
知
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
最
初
の
3
年
間
は
開
催
規
模
が
徐
々
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
に
は
、
1
9
3
5

年
の
初
回
は
22
ヶ
所
で
開
催
、
翌
年
の
第
2
回

は
1
4
0
ヶ
所
で
開
催
、
1
9
3
7
年
の
第
3

回
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
、

拡
大
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
観
光
祭

は
年
1
回
、
4
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
に
関
し
て
は
、
第
1
回
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
「
観
光
即
産
業
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
観
光
は
経
済
的
な
利
益
を
生
み
だ
す

産
業
だ
と
P
R
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
は
、「
黒
字
を
招
く
観
光
事
業
を
語
る
」

と
題
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て

お
り
、
外
客
誘
致
に
よ
る
効
果
の
な
か
で
も

外
貨
獲
得
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
は
、
タ
イ
の
伝
統
的

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
東
京
に
限
っ
た
話
で

な
く
、
全
国
各
地
で
日
本
の
伝
統
芸
能
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
た
り
、「
国
際
観
光
」
と
い

う
こ
と
で
海
外
の
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
回
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
見
る
と
、

ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
広
報
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
観

光
局
長
に
よ
る
講
演
や
「
観
光
日
本
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
観
光
祭
を
記
念
し

て
「
観
光
事
業
の
栞
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
表

紙
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に

や
っ
て
来
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
典
型
的
な

日
本
の
風
景
を
採
用
し
た
絵
は
が
き
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
東
京
だ
け
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が「
挙
国
一
致
で
邦
土
美
化
」と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

前
回
と
同
様
に
国
際
観
光
局
に
よ
る
演
説
が

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
全
国
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
観
光
祭
を
春
の
風

物
詩
と
し
て
報
じ
る
新
聞
も
出
て
来
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
祭
は
徐
々
に
規
模
を
拡

大
さ
せ
な
が
ら
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
が
、1
9
3
8
年
以
降
は
名
称
が「
観

光
報
国
週
間
」
に
変
更
と
な
り
、
そ
の
質
に

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
9
3
7
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
「
国

民
精
神
総
動
員
」
が
国
策
化
さ
れ
ま
す
が
、

観
光
祭
に
つ
い
て
も
、
時
節
柄
お
祭
り
と
い

う
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
地
味
に
や
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

1
9
3
8
年
に
開
催
さ
れ
た
観
光
報
国
週
間

で
は
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
強
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
報
国
週
間
で
は
、
教
育
機
関
と
の
連

携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
旅
と
健

康
」、「
公
徳
を
守
り
ま
せ
う
」、「
国
土
の
愛

護
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
小
学
生
に
作
文
を

書
か
せ
て
優
秀
作
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
出
来
事
か
ら
は
、
国
民
精
神
総
動
員

下
の
教
育
が
観
光
と
関
与
を
深
め
て
い
く
様

子
を
指
摘
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
を
ま
と
め
る
と
、
観
光

祭
は
外
客
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
喧
伝

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
、

外
貨
獲
得
や
国
際
親
善
、
日
本
文
化
の
P
R

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
衆
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を
駆
使
し

起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
宿
に
と
っ
て
は
施

設
改
修
費
等
に
充
て
る
財
源
に
も
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
反
対
の
声
も
上
が
り
、
な
か
な

か
一
律
で
廃
止
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、似
た
よ
う
な
も
の
と
し
て「
心

付
」
が
あ
り
ま
す
が
、
見
返
り
を
期
待
す
る

茶
代
と
異
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
の

意
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
い
わ

ゆ
る
当
時
の
女
中
さ
ん
の
収
入
に
直
結
す
る

こ
と
か
ら
、
茶
代
は
廃
止
し
て
も
心
付
は
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
は
チ
ッ
プ
を
宿
泊
料
の
１
割
を
請
求
す

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
徐
々

に
サ
ー
ビ
ス
料
と
な
り
、
チ
ッ
プ
の
習
慣
も

徐
々
に
な
く
な
り
ま
す
。

　
チ
ッ
プ
や
茶
代
が
な
く
な
っ
た
の
は
近
代

化
・
合
理
化
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
な
ら
で

は
の
お
も
て
な
し
が
高
い
評
価
を
受
け
る
一

方
で
、
そ
こ
に
対
価
を
支
払
う
感
覚
が
日
本

人
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
が
非
常
に
評
判
と

な
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
設
立
20
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
1
9
3
2
年
に
邦
人
に
対
す

る
旅
行
斡
旋
を
行
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

3
代
目
幹
事
の
高
久
甚
之
助
は
、
職
員
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
旅
行
業
と
し
て
の
礎
を
築
く
と

共
に
、
鉄
道
省
運
輸
局
の
後
任
で
も
あ
る
新
井

尭
爾
と
一
緒
に
外
客
誘
致
の
政
策
化
に
向
け
て

動
き
ま
し
た
。
1
9
3
0
年
に
は
鉄
道
省
に
国

際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
、
新
井
は
初
代
局
長
に

就
任
し
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
が
取
り
組
ん
だ
外
客
誘
致
と

言
っ
て
も
か
な
り
範
囲
が
広
い
の
で
、
今
日

は
共
同
研
究
の
過
程
で
気
が
つ
い
た
興
味
深

い
事
例
と
し
て
、「
観
光
祭
」
と
「
観
光
報
国

週
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
国
際
観
光
局
で
す
が
、
外
客
誘

致
に
関
す
る
事
項
を
司
る
機
関
と
し
て
、

1
9
3
0
年
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
外
客
誘
致
が
国
策

化
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
下
で
閉
局
と
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
国
際
観
光
局
と
類
似
し
た
名
称

の
組
織
が
誕
生
し
ま
す
。
1
つ
は
国
際
観
光

委
員
会
で
す
。
こ
れ
は
外
客
誘
致
に
特
化
し

た
鉄
道
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
国
際
観
光
局

は
そ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
も
う
1
つ
が
国
際
観
光
協
会
と
い
う

組
織
で
す
。
国
際
観
光
局
が
一
番
力
を
入
れ

て
行
っ
た
の
が
、海
外
へ
の
観
光
宣
伝
で
す
。

そ
の
実
行
を
担
っ
た
と
言
い
ま
す
か
、
雑
誌

や
映
画
と
い
っ
た
媒
体
の
制
作
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
史
料
に
よ
っ
て
は
国
際
観
光
局

と
国
際
観
光
協
会
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な

く
、
両
者
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
の
開
局
か
ら
10
年
経
っ
た

1
9
4
0
年
に
発
行
さ
れ
た
『
観
光
事
業
十

年
の
回
顧
』
と
い
う
冊
子
に
、
そ
れ
ま
で
の

国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
観
光
局
に
関
し
て
は
こ
こ
15

年
ぐ
ら
い
で
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
そ
の
発

端
と
な
っ
た
の
が
、
神
戸
女
子
大
学
の
砂
本

文
彦
先
生
が
2
0
0
8
年
に
出
版
さ
れ
た

『
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
：
一
九
三
〇

年
代
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
』
と
い

う
分
厚
い
研
究
書
で
す
。
国
際
観
光
局
と
外

客
向
け
ホ
テ
ル
整
備
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

し
た
本
書
以
降
、
観
光
宣
伝
や
宣
伝
写
真
に

関
す
る
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
お
話
の
骨
子
は
、
国
際
観
光
局
に

よ
る
「
観
光
観
念
の
普
及
」
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
『
観
光
事
業

十
年
の
回
顧
』
に
は
、
国
際
観
光
事
業
の
意

義
に
つ
い
て
多
く
の
国
民
が
誤
解
を
し
て
い

る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
策

と
し
て
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い
く
に
は
国
民

の
誤
解
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
民
に
向
け
て
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る
「
観
光
祭
」

や
「
観
光
報
国
週
間
」
は
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
観
念
の
普
及
」
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
国
際
観
光
委
員
会
で
も
1
9
3
1
年
頃

か
ら
議
論
が
さ
れ
て
い
て
、
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
外
客
誘
致
を
行
う
こ
と
で
国
際
上
の
親

善
や
日
本
文
化
の
発
展
、
経
済
力
の
向
上
に

繋
が
り
、
そ
れ
が
広
く
国
民
に
も
利
益
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
発
言
が
議
事

　
営
業
開
始
初
日
の
外
国
人
宿
泊
客
は
わ
ず

か
5
名
と
、
最
初
の
5
年
間
の
経
営
は
決
し

て
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
0
9
年
に
林
愛
作
が
招
聘
さ
れ
て
、
そ

の
流
れ
で
1
9
2
3
年
に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
設
計
し
た
ラ
イ
ト
館
が
完
成

し
ま
し
た
。
1
9
3
3
年
に
は
日
本
初
の
本

格
的
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
あ
る
上
高

地
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
今
年
で
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

　
ラ
イ
ト
館
が
老
朽
化
で
明
治
村
に
移
築
さ

れ
、
1
9
7
0
年
に
現
在
の
本
館
が
開
業
し

ま
す
。
1
9
8
3
年
に
は
タ
ワ
ー
館
の
竣
工

と
い
う
我
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
業
と
し
て
事
業
を
継
続
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
か
、
収
益
性
を
ど
う
や
っ
て

上
げ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
プ
、
事
務
所
が
入
る
複
合
ビ
ル
と
し

て
1
9
8
3
年
に
不
動
産
事
業
に
参
入
し
ま

し
た
。
当
時
は
珍
し
い
形
態
で
し
た
が
、
ホ

テ
ル
と
い
う
業
態
の
屋
台
骨
を
支
え
る
よ
う

な
事
業
体
が
こ
こ
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
1
9
9
6
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
を
開

業
し
ま
し
た
。

　
ま
た
1
9
7
3
年
あ
た
り
か
ら
は
海
外
に

も
営
業
所
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
を
構
え
て

い
ま
す
。
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
5
年
駐
在

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
営
業
活
動
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
3
年
か
ら
国
策
と
し
て
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
と
し
て
も
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

2
0
2
5
年
の
万
博
ま
で
、
こ
う
い
っ
た
重

要
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
5
月
に
2
0
3
6
年
を
ゴ
ー

ル
と
し
た
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

既
に
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
6
年
に
は

京
都
に
新
規
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
す
。
そ
し

て
旗
艦
ホ
テ
ル
の
帝
国
ホ
テ
ル 

東
京
は
、

2
0
2
4
〜
2
0
3
0
年
に
タ
ワ
ー
館
、

2
0
3
1
〜
2
0
3
6
年
に
本
館
の
建
て
替

え
を
順
次
実
施
し
、
内
幸
町
一
丁
目
街
区
の
一

番
北
側
に
位
置
す
る
弊
社
創
業
の
地
に
、
新

た
な
建
物
が
整
う
予
定
で
す
。
こ
の
建
て
替

え
の
最
中
の
2
0
2
9
年
に
は
、
隣
の
鹿
鳴

館
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
ビ
ル
の
上
層
階
に
は

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
宿
泊
特
化
型
ス
モ
ー
ル

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
を
開
業
し
ま
す
。

様
々
な
時
代
背
景
に
1
3
0
年
間
晒
さ
れ
て

き
た
我
々
の
使
命
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

国
内
の
お
客
様
も
含
め
て
で
す
が
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
外
客
誘
致
を
お
手
伝
い
す
る
事
で

す
。
今
後
も
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
現
・
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル
執
行
役
員 

帝

国
ホ
テ
ル
東
京 

総
支
配
人
）

　
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
に
お
け
る
外
客
誘
致

に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
郵
船

（
以
下
、
郵
船
）
と
い
う
会
社
が
戦
前
、
ど

の
よ
う
な
外
国
人
乗
船
客
の
誘
致
を
し
て
い

た
の
か
、
先
生
方
が
発
表
さ
れ
た
3
つ
の
組

織
と
絡
め
な
が
ら
郵
船
が
制
作
し
た
外
国
語

表
記
の
出
版
物
、
印
刷
物
を
通
し
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
そ
の
前
に
簡
単
で
す
が
会
社
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
郵
船
は
1
8
8
5
年
に
郵
便
汽
船
三

菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
喜
賓
会
が
設
立
さ
れ
た

1
8
9
3
年
に
、
日
本
初
の
遠
洋
定
期
航
路

て
、
そ
の
様
子
が
日
本
各
地
に
拡
散
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
を
挙
げ
て
の
「
観

光
観
念
の
普
及
」が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
が
観
光
報
国
週
間
の
時
代
に
な
る

と
、
国
民
精
神
総
動
員
の
一
側
面
を
形
成
す

る
に
至
り
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
教
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
ま
さ
に
時
局
に
沿
っ
た

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

ラ
ジ
オ
も
引
き
続
い
て
活
用
さ
れ
ま
す
が
、

教
育
の
現
場
を
巻
き
込
ん
だ
広
い
意
味
で
の

「
国
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

時
局
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
も
は
や
外
客
誘
致

と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気

に
も
な
っ
て
来
ま
す
。
観
光
祭
か
ら
観
光
報

国
週
間
へ
の
移
行
過
程
で
は
、
外
客
誘
致
と

い
う
理
念
の
後
景
化
と
観
光
を
通
じ
た
国
民

の
統
合
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
戦
後
へ
の
視
座
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
は
こ
う
い
っ
た

話
題
は
戦
前
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
戦
後
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
正
し
い
観

光
観
念
の
普
及
」
と
か
「
観
光
道
徳
の
高
揚
」

と
か
「
観
光
週
間
」
と
い
っ
た
事
柄
が
昭
和
40

年
代
に
政
府
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
観
光
行
政
や
観
光
政
策
に
お
け
る
戦
前
と

戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
言
う
と
、
こ
ん
に
ち
日
本
国
政
府
が
取
り

組
ん
で
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
、
歴
史
学
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
0
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た

時
代
背
景
と
、
外
客
誘
致
が
国
策
で
あ
っ
た

こ
と
が
繋
が
っ
て
、
ど
ん
な
歴
史
を
歩
ん
で

い
た
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
使
命
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ホ
テ
ル
の
現
場
目
線
を
交
え
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
我
々
の
初
代
会
長
で
あ
る
渋
沢
栄

一
（
以
下
、
渋
沢
）
の
特
徴
的
な
言
葉
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
半

で
ご
説
明
い
た
だ
い
た
時
代
背
景
の
中
で
、

渋
沢
栄
一
が
開
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
林
愛
作
の
名
前
も
出
ま
し
た
が
、

彼
は
そ
の
後
の
時
代
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
は
、
彼
が
説
い
て
い
る
ホ
テ
ル
業

の
位
置
付
け
で
す
。「
一
国
の
経
済
に
も
関

係
す
る
重
要
な
事
項
。
外
客
の
御
客
を
接
待

し
て
満
足
を
与
ふ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
1
つ
、
1
8
9
0
年
11
月
3
日
の
帝

国
ホ
テ
ル
の
開
業
式
で
、
当
時
、
東
京
府
知

事
の
祝
辞
に
対
す
る
答
辞
で
述
べ
た
言
葉
が

「
用
命
が
あ
れ
ば
世
界
の
ど
ん
な
も
の
で
も

調
達
し
て
便
宜
を
図
る
。
こ
れ
こ
そ
帝
国
ホ

テ
ル
が
自
身
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
心
得
、

絶
対
に
譲
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。（
中
略
）
現

在
は
力
不
足
で
も
近
い
将
来
、
必
ず
恥
ず
か

し
く
な
い
レ
ベ
ル
を
約
束
す
る
」
で
す
。 

　
で
き
た
ば
か
り
の
帝
国
ホ
テ
ル
の
従
業
員

に
も
思
い
を
馳
せ
た
非
常
に
良
い
言
葉
か
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う

よ
り
、
今
後
の
ホ
テ
ル
業
の
先
を
見
据
え
た

言
葉
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
言
葉
は
、
退
任
後
に
ホ
テ

ル
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
従
業
員
に
か
け
た
も

の
で
、
渋
沢
ら
し
い
言
葉
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

「
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、世
界
の
隅
々
に
帰
っ

て
い
く
人
達
に
日
本
を
忘
れ
ず
に
帰
ら
せ
、

一
生
日
本
を
な
つ
か
し
く
思
出
さ
せ
る
こ
と

の
出
来
る
、
国
家
の
た
め
に
も
非
常
に
大
切

な
仕
事
で
あ
る
。」 

　
全
文
は
紹
介
し
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
に
対

す
る
ね
ぎ
ら
い
と
期
待
を
込
め
た
言
葉
で
、

外
客
を
接
遇
す
る
ホ
テ
ル
に
対
す
る
期
待
値

の
高
さ
や
重
要
性
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ

れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
渋
沢
の
言
葉
に
裏
付
け
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
、
我
々
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
企
業

理
念
を
創
業
以
来
掲
げ
て
い
ま
す
。「
帝
国

ホ
テ
ル
は
創
業
の
精
神
を
継
ぐ
日
本
の
代
表

ホ
テ
ル
で
あ
り
、
国
際
的
ベ
ス
ト
ホ
テ
ル
を

目
指
す
企
業
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
サ
ー
ビ

ス
と
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
の
発
展
と
人
々
の
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
今
年
で
1
3
3
年
目
を
迎
え
る
ホ
テ
ル
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
2
代
目
の
ホ
テ
ル

が
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災
の
当
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
直
近
で
言
う
と
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
に
こ
の
精
神
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
簡
単
に
歴
史
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
国
策
と
し
て
、
当
時
の

外
務
大
臣
の
井
上
馨
の
お
声
が
け
で
渋
沢
や

大
倉
喜
八
郎
等
の
当
時
の
財
界
の
方
が
協
力

し
合
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
初
代
本
館

の
建
物
正
面
は
現
在
と
異
な
り
北
に
面
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
の
南
側
が
鹿
鳴
館
と

い
う
立
地
で
し
た
。

て
い
ま
す
。

　
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
英
文

広
報
誌
、
書
籍
を
次
々
刊
行
し
ま
す
。

『J
A
P
A
N
 O
v
e
r
s
e
a
s
 T
r
a
v
e
l 

M
agazin

e

』
は
浅
野
総
一
郎
が
創
業
し
た

東
洋
汽
船
と
い
う
海
運
会
社
が
発
行
し
て
い

た
ア
ジ
ア
を
紹
介
す
る
広
報
誌
で
す
。

1
9
2
6
年
に
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
と
合

併
し
た
際
に
郵
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支

店
が
引
き
継
ぎ
、
1
9
3
3
年
頃
ま
で
続
き

ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
大
半
の
記
者
は

外
国
人
で
す
が
な
か
に
は
在
米
日
本
人
も
い

ま
し
た
。
紹
介
記
事
を
執
筆
し
た
記
者
や
表

紙
に
採
用
し
た
画
家
を
み
て
い
く
と
興
味
深

い
の
で
す
が
先
行
研
究
が
少
な
い
た
め
当
館

で
は
収
集
・
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『T
H
E
 T
R
A
V
E
L
 B
U
L
L
E
T
IN

』
と

い
う
英
文
広
報
誌
も
創
刊
し
ま
す
。
就
航
船

や
観
光
地
の
最
新
情
報
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、

船
客
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を
掲
載
し
、
船

客
に
も
好
評
で
年
々
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て

い
っ
た
広
報
誌
で
す
。 

　
旅
行
者
と
荷
主
向
け
の
世
界
年
鑑

『G
lim
pses of th

e E
ast

』も
刊
行
し
ま

す
。
船
を
主
題
と
し
た
色
彩
豊
か
な
装
丁
で

主
要
国
の
基
本
情
報
や
産
業
を
1
0
0
0
頁

に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
の
ポ
ス
タ
ー
は
大
正
期
の
美
人

画
か
ら
パ
リ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
へ

と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
弘
前
城
を
主
題
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
『V

isit Jap
an
 b
y Jap

an
 

M
ail

』
は
国
際
観
光
局
が
観
光
宣
伝
用
に
制

作
し
た
ポ
ス
タ
ー
『
J
A
P
A
N
』
と
同
じ

構
図
で
す
。
作
者
は
船
客
課
に
技
師
と
し
て

在
籍
し
た
戸
田
芳
鐵
で
す
。
量
産
さ
れ
る
印

刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
社
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
客
課
が
ま
と
め
た
1
9
3
0
年
代
の
国

別
の
乗
船
客
数
の
統
計
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
日
本
人
船
客

の
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
1
等
船
客
で

は
欧
米
圏
の
方
が
多
い
か
な
と
感
じ
ま
す
。

華
や
か
な
客
船
文
化
と
い
う
と
所
謂
1
等
船

客
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
の
で
す
が
、
実

際
に
利
益
を
出
し
て
い
た
の
は
コ
ス
ト
が
低

い
3
等
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、
遠
洋
定
期
航
路

を
開
い
た
明
治
中
期
に
は
外
国
人
の
乗
船
客

獲
得
の
一
環
と
し
て
多
言
語
に
も
対
応
し
た

外
国
語
の
印
刷
物
の
制
作
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
に
入
り
ア
メ
リ
カ
に
経
済
の
中

心
が
移
っ
て
い
く
な
か
で
印
刷
物
の
表
記
は

ほ
と
ん
ど
英
語
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
自
社
の
集
客
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
案
内

書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
単
に
訪
日
を

目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
全

体
に
誘
致
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

3
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

福
永
　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
や
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
最
後
に
少
し

総
括
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
一
つ

目
で
す
が
、「
第
一
次
世
界
大
戦
前
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
最
大
の
ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
雑

誌
に
、
喜
賓
会
の
紹
介
が
載
っ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
と
違
っ
て
日
本
は
政
府
公
的
機
関
が

主
力
に
な
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
評
価
は
喜
賓
会
の
内

実
に
即
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
口
　
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
喜
賓
会
が
日

本
政
府
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
喜
賓
会
自
体
は
日
本
政
府
と

全
く
無
関
係
で
独
立
し
た
存
在
で
す
。
渋
沢

栄
一
な
ど
が
民
間
外
交
の
礎
を
築
く
た
め
に

作
っ
た
団
体
な
の
で
、
私
の
現
在
の
知
識
で
は

フ
ラ
ン
ス
の
評
価
は
事
実
と
は
少
し
ず
れ
て

い
る
部
分
が
あ
る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、「
当

時
の
外
客
誘
致
の
対
象
は
西
洋
諸
国
で
し
ょ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
先
進
諸
国

が
外
客
誘
致
の
対
象
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う

ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー

に
つ
い
て
は
統
計
も
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
協
会
の
リ
ン
ゼ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル

と
の
繋
が
り
も
そ
う
で
す
し
、
か
な
り
ア
メ

リ
カ
を
意
識
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

千
住
　
当
時
の
統
計
を
見
る
と
解
釈
に
も
よ

り
ま
す
が
、
実
は
人
数
が
1
番
多
い
の
が
中

で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
航
路
を
開
設
し
ま
す
。
当

初
は
国
内
航
路
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
内
の
鉄
道
網
の
発
達
と
、
他
社
と
の
競
合

等
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
遠
洋
航
路
に
舵
を

切
っ
て
い
ま
す
。
1
8
9
6
年
に
は
欧
州
航
路

と
米
国
シ
ア
ト
ル
航
路
、
豪
州
航
路
の
三
大
航

路
を
開
設
、
1
9
2
6
年
に
は
事
業
家
の
浅
野

総
一
郎
が
創
立
し
た
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
を

合
併
し
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
継

承
し
ま
す
。 

　
昭
和
に
入
る
と
、
浅
間
丸
や
氷
川
丸
等
の

優
秀
船
が
次
々
と
竣
工
し
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
豪
華
客
船
時
代
が
到
来
し
、
郵
船
で
も

船
の
大
型
化
が
進
み
、
収
益
面
で
も
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起

こ
り
、
客
船
文
化
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
資
料
で
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
の
が
、
1
8
9
9
年
に
設
置
さ
れ
た

船
客
課
と
い
う
部
署
で
す
。
船
客
全
般
に
関

わ
る
業
務
を
扱
い
、
そ
の
中
に
「
広
告
」
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
期
の
「
業
務
執
行

規
則
」に
は
さ
ら
に
具
体
的
な
記
載
が
あ
り
、

営
業
上
の
広
告
、
宣
伝
及
び
そ
の
印
刷
物
等

に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
福
永
さ
ん
の
話
で
名
前
が
出
て
き
た
林
民

雄
は
こ
の
船
客
課
の
課
長
を
し
て
お
り
、
の

ち
に
専
務
取
締
役
に
な
る
人
物
で
す
。 

　
は
じ
め
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
1
8
9
4

年
刊
行
の
会
社
案
内『H

an
d
book of 

In
fo
rm
a
tio
n
 fo
r P
assen

gers an
d
 

S
h
ippers

』で
す
。
表
紙
は
外
国
人
好
み
の

日
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
扇
面
散
ら
し
を
用
い
て

い
ま
す
。
内
容
は
運
航
表
や
各
航
路
の
紹
介

と
い
っ
た
会
社
案
内
で
す
が
、
航
路
拡
大
に

合
わ
せ
て
横
浜
や
鎌
倉
な
ど
観
光
名
所
の
紹

介
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
寄
港
地
の
紹
介
が
増
え
て

い
き
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
素
が
強
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
英
語
以
外
で
は
ド
イ
ツ
語
版

（
1
9
1
4
年
）も
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
9
年
に
は
『T

o N
ippon, the 

L
a
n
d
 o
f th

e
 R
is
in
g
 S
u
n
 

b
y th
e N
.Y
.K
.

』
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

1
8
9
6
年
の
豪
州
航
路
開
設
と
1
8
9
8

年
の
新
造
船
春
日
丸
の
就
航
に
合
わ
せ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
日
本
へ
渡
航
し
、
各
地
を
巡
り
な
が

ら
観
光
す
る
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
印
刷
所
が
配
布
先
で
あ
る

現
地
シ
ド
ニ
ー
の
印
刷
会
社
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
で
す
。ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
の『
風

俗
画
報
』
の
臨
時
増
刊
号
で
も
春
日
丸
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
左
側
の
絵
は
乗
船
時

の
桟
橋
の
様
子
、
右
側
が
1
等
船
客
の
食
事

中
の
様
子
で
す
。
日
本
髪
の
方
も
い
ま
す
が

西
洋
の
船
客
が
多
い
印
象
で
す
。
辮
髪
の
船

客
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
期
に
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
海
運
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
は
カ

レ
ン
ダ
ー
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
定
期
航
路
や
本
支
店
の
一
覧
、
航
路
図

な
ど
情
報
量
が
多
く
、
長
く
掲
示
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
1
9
0
8
年
の
中
国
語
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
中
国
の
暦
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
期
に
入
る
と
郵
船
は
第
一
次
大
戦

下
、
好
景
気
を
背
景
と
し
て
資
本
金
を
1
億

円
に
増
加
し
て
、
航
権
の
拡
張
に
努
め
全
世

界
へ
と
航
路
を
広
げ
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
設
立
と
も
重

な
り
、
多
様
な
出
版
物
・
印
刷
物
を
量
産
し

ま
す
。 

　
大
正
期
は
美
人
画
を
主
題
と
し
た
広
告
ポ

ス
タ
ー
が
流
行
し
ま
す
。
和
装
の
女
性
が
描

か
れ
た
2
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
言
語
が

異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
語
だ
け
を
差

し
替
え
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
各
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

　
無
償
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
大
正
期
以

降
、
図
版
が
増
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
形
状
が
細

分
化
し
て
い
き
ま
す
。
右
下
写
真
は
ド
イ
ツ

の
旅
行
代
理
店
の
店
内
の
様
子
で
し
て
沢
山

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
並
べ
て
置
か
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
外
国
語
表
記
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
富
士
山
や
桜
な
ど
を
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
表
紙
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　『N
ip
p
o
n
 Y
u
sen
 K
aish

a O
ffi
cial 

S
h
ip
p
ers' G

u
id
e

』
は
表
紙
の
題
字
と

巻
末
の
索
引
項
目
が
英
語
、
日
本
語
、
ド
イ

ツ
語
、
中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
5
か
国
語

表
記
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乗
船
客
向
け
で
は

な
く
輸
出
入
業
者
や
製
造
業
者
、
官
庁
に
配

布
し
た
営
業
案
内
書
で
す
。
国
や
地
域
ご
と

に
風
俗
や
観
光
名
所
の
紹
介
が
あ
り
、
世
界

各
国
の
企
業
や
商
店
の
営
業
広
告
を
掲
載
し

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
は
、

業
界
全
体
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
か
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
と
い
う
方
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。
観

光
業
界
か
ら
少
し
人
が
離
れ
て
い
る
現
状

を
、
こ
う
し
た
機
会
も
含
め
て
改
善
す
る

き
っ
か
け
が
作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
戦
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い

て
先
生
方
の
発
表
を
聴
き
、
日
本
郵
船
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
遠
洋
航
路
を
開
い
た

明
治
期
か
ら
広
告
宣
伝
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
に
関
し
て
は
三
菱
が
日
本
郵
船

の
創
業
前
に
船
員
育
成
の
三
菱
商
船
学
校
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
の
東
京
海
洋

大
学
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
よ
う
な
養
成
所
を
作
っ

て
、
自
社
で
英
語
教
育
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
マ

ナ
ー
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
料
理
と
い
う

面
で
も
船
の
コ
ッ
ク
た
ち
が
の
ち
に
港
町
で

洋
食
屋
を
開
い
て
、
洋
食
文
化
と
し
て
日
本

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
前
の
豪
華
客
船
と

い
う
文
化
が
花
開
い
た
結
果
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

八
島
　
色
々
と
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

は
持
続
可
能
な
観
光
事
業
を
ど
う
い
う
切
り

口
で
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
無
償
か
ら
有
償
、
接
待
か
ら

社
交
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
今
も
似
た
よ
う
な
課

題
で
も
が
い
て
い
る
我
々
が
い
る
の
か
な
と
。

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
名
前
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
サ
ー
ビ
ス
＝
無
償
と
い
う
考
え
は
ま

だ
日
本
に
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
結
果
的

に
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を
求
め
に
く
い
環
境
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ

た
り
か
ら
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
て
い
か

な
い
と
、
持
続
可
能
な
観
光
業
に
は
な
ら
な

い
の
か
な
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

山
口
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
も
う
1
つ

が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
す
ご
く
コ
ス

ト
が
か
か
る
の
で
す
が
、
コ
ス
ト
と
い
う
よ
り

も
楽
し
さ
や
文
化
の
力
に
な
る
こ
と
を
昔
の

人
た
ち
は
信
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、

そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
両
立
さ
せ
て
い
く
と
、
色
々
な
も
の
を
有

機
的
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
観
光
と
い
う
現
場
は
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
が
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
ホ
テ
ル
も
非
常
に
魅
力
的
な
仕
事
で
あ

り
、
教
育
の
現
場
で
も
あ
り
、
も
し
か
し
た

ら
大
学
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
教
育
機
関
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
多
様
性

を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
現
場
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
活
動
に
落
と
し
込
む
か
。
あ
る
い
は

教
育
者
と
し
て
学
生
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

千
住
　
3
年
間
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
日
は
大
変
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
そ
れ

は
資
料
の
少
な
さ
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
各
社
の
皆
様
に
は
、
御
社
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
と
の
ご
認
識
の
も
と
、
是
非
と
も

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

よ
う
な
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
現
在
進

行
中
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
意
義
を
よ
り

明
確
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
1
点
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
学
で
観

光
学
を
学
ぶ
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
よ
う

や
く
好
転
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
観
光
を
通
し
て
自
分
と
は
異

な
る
文
化
や
社
会
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
学
生
た
ち
が
再
び
期
待
を
持
ち
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
学
部
を
卒
業

し
た
ら
観
光
産
業
に
就
職
す
る
と
い
う
の
も

王
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
学
部
を
卒
業
し

た
学
生
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
社
会
に
目
を

向
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
い
く
の

が
、
観
光
学
部
の
教
員
と
し
て
の
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
非
常
に
刺
激
の
多

い
一
日
で
し
た
。

福
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
議
論
が
足
り
な
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
時
代
に
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
研
究
と
実
務

の
視
点
か
ら
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
で
す
。
そ
の
中
に
留
学
生
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
中
国
に
い
る
欧
米
人
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
ま
す
が
、

国
際
観
光
局
は
も
う
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
一

点
突
破
で
す
。
そ
れ
は
消
費
額
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
島

　そ
こ
ま
で
遡
ら
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
圧
倒
的
に
当
初
か
ら

欧
米
中
心
に
セ
ー
ル
ス
に
注
力
し
て
い
た
の

は
事
実
で
す
。
た
だ
、
一
方
で
中
国
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

福
永
　
続
い
て
「
当
時
の
外
国
人
向
け
の
食

事
の
提
供
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
特
に
船
内
で
の
お
食
事
が
好
評

で
、
そ
れ
が
ホ
テ
ル
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
1
、
2
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
明
治
の
頃
は
外

国
か
ら
シ
ェ
フ
を
招
い
て
各
船
に
乗
っ
て
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
航
路
を
拡
張

し
て
運
航
船
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
船
を

巡
回
す
る
の
も
大
変
と
い
う
こ
と
で
、

1
9
1
6
年
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
接
客
マ

ナ
ー
を
教
え
る
養
成
所
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
に
添
え
る
メ
ニ
ュ
ー
は
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
に
も
力
を
い
れ
て
い
て
、

珍
し
い
も
の
で
は
扇
子
に
印
刷
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

福
永
　
会
場
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
カ
ル

チ
ャ
ー
ズ
の
中
に
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
の

経
験
文
化
も
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
山
口
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

山
口
　
今
日
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
テ
ー
マ
な

の
で
、
受
け
入
れ
側
の
話
が
中
心
に
な
り
ま

し
た
が
、
海
外
で
色
々
な
経
験
を
す
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
に
も
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す

し
、
や
は
り
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
は
連
動

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
質
や
デ
ザ
イ
ン
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

日
本
郵
船
の
歴
史
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
ま

た
帝
国
ホ
テ
ル
も
、
単
に
箱
を
増
や
し
て
金

儲
け
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に

は
文
化
創
造
や
海
外
に
対
し
て
の
責
任
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

　
そ
う
す
る
と
今
日
の
話
の
行
き
先
と
し

て
、
マ
ナ
ー
と
い
う
の
が
観
光
に
と
っ
て
重

要
な
話
で
、
観
光
道
徳
も
「
べ
き
」
論
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
時
に
人
と
人
が
仲

良
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
道
徳
に

つ
い
て
も
っ
と
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

千
住
　
我
々
は
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
は
成
熟

し
た
と
い
う
自
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

な
気
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
が
、
他
の

国
の
人
を
見
る
視
線
と
し
て
ど
う
転
嫁
さ
れ

て
い
く
か
は
ま
た
別
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
コ
ロ
ナ
前
、
京
都
市
の
一
部
エ
リ
ア

で
は
観
光
客
が
集
中
し
、
混
雑
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
私

が
出
向
し
て
い
る
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都

市
で
は
「
京
都
観
光
モ
ラ
ル
」
を
掲
げ
、
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
に
観
光

客
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
大

切
に
し
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
観
光

客
に
対
し
て
も
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
元

の
事
業
者
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
、
最

近
は
海
外
の
方
の
方
が
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ

て
い
て
、
逆
に
日
本
人
の
方
が
悪
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　
去
年
の
9
月
に
は
、
京
都
在
住
の
外
国
人

の
方
と
座
談
会
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
伝

え
て
い
る
こ
と
が
海
外
の
方
に
は
ど
う
受
け

取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
日
本
人
の
常
識
で
一
方

的
な
押
し
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た

こ
と
も
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
や
は

り
相
互
理
解
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
前
半
の
報
告
で
の
問
い
か
け
に

あ
り
ま
し
た
「
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
の

可
能
性
」に
つ
い
て
で
す
が
、ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
も
旅
に
理
想
を
求
め
て
い
た
通
り
、
い
つ

の
時
代
も
観
光
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
に

実
現
し
た
い
姿
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
渋
沢
栄
一
の
言
葉
に
も
あ
る
通
り
、
自
分
の

ホ
テ
ル
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
や
世

界
に
貢
献
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
も
帝
国

ホ
テ
ル
の
経
営
の
中
で
意
識
さ
れ
る
機
会
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
一
方
で
課

題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
島
　
企
業
理
念
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
通

り
で
す
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
、
ホ

テ
ル
業
全
体
が
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま
す
。
外
客
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
に
な
い
文

化
を
学
び
、
吸
収
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う

意
識
で
事
業
を
継
続
し
て
い
け
ば
、
自
ず
と

良
い
答
え
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い

ま
す
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
海
外
か
ら
の

お
客
様
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
3
年
間
あ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
経
験
値
な
ど
が
少
し
鈍
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
る
と
、

3
年
前
に
入
っ
た
新
入
社
員
は
、
外
国
の
お

客
様
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

様
の
期
待
と
、
我
々
が
提
供
す
る
も
の
の

の
寄
付
が
減
少
し
、
体
制
と
し
て
も
実
務
を

担
う
事
務
局
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
り
ま

す
。
渋
沢
は
自
ら
政
府
に
陳
情
し
た
り
、
帝

国
鉄
道
庁
総
裁
で
あ
っ
た
平
井
晴
二
郎
や
木

下
、
日
本
郵
船
の
林
民
雄
ら
に
、
若
い
人
た
ち

で
何
か
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
相
談
し
ま
す
。

　
そ
し
て
喜
賓
会
の
後
を
ど
こ
が
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
ホ

テ
ル
は
経
営
状
態
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
や
汽
船
な
ど
の
交
通
事
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
万
国
鉄
道
会
議
の
よ
う
に
海
外
各
国

と
会
議
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
平
井
も
ス
イ

ス
の
観
光
施
設
に
感
銘
を
受
け
、
生
野
團
六

（
の
ち
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
初
代
幹
事
）
に
そ
の

研
究
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
院

の
立
場
と
し
て
木
下
が
中
心
に
な
り
、
林
民

雄
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
林
愛
作
と
役
割
分
担
を

し
な
が
ら
、
各
業
界
へ
の
説
得
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
山
口
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
喜
賓
会
の
人
材

や
財
産
な
ど
を
引
き
継
ぐ
こ
と
な
く
全
く
別

の
組
織
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
喜
賓
」
だ
け
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
広
く
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い

く
こ
と
、
事
務
所
は
鉄
道
院
内
に
置
き
鉄
道

院
の
職
員
が
実
務
に
当
た
る
こ
と
、
財
源
の

半
分
を
鉄
道
院
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
木
下
は
1
9
2
2
年
に
は
ツ

ア
ー
の
実
施
や
小
荷
物
運
搬
の
取
扱
と
い
っ

た
収
益
事
業
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、
こ

の
辺
り
は
喜
賓
会
の
課
題
が
活
か
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
ま
す
。

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
無
事
発
足
す
る
と
、
実
務

は
生
野
に
任
せ
、
木
下
は
鉄
道
院
の
立
場
か

ら
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
生
野
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
成
期
と
し

て
の
礎
を
築
く
訳
で
す
が
、
ま
ず
案
内
所
を

国
内
外
に
整
備
し
た
他
、
機
関
雑
誌「
ツ
ー
リ

ス
ト
」や
外
客
向
け
の
案
内
書「
J
A
P
A
N
」

を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
印
刷
物
を
作
成
・

配
布
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
先
進
事
例
や

書
籍
な
ど
を
研
究
し
て
実
務
に
活
か
す
と
と

も
に
、
案
内
書
等
は
内
容
、
英
訳
、
デ
ザ
イ
ン

の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
郵
船
の

航
路
や
支
社
な
ど
の
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活

か
し
て
配
布
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
2
代
目
幹
事
の
猪
股
忠
次
で
す
が
、
彼
は

南
満
州
鉄
道
勤
務
時
代
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
に
留
学
し
て
旅
客
事
務
を
研
究
し
て
い
ま

し
た
。イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
生
野
と
面
会
し
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
足
に
つ
い
て
聞
い
た
猪
股
は

1
9
1
8
年
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
転
職
し
ま

す
。
1
9
2
0
年
に
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

と
相
互
代
理
店
契
約
を
結
び
、
世
界
各
地
へ

の
切
符
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
国
内
外
の
鉄
道
会
社
・
汽
船
会
社
・
旅

行
会
社
と
の
代
売
代
理
店
契
約
の
締
結
、
デ

パ
ー
ト
へ
の
案
内
所
進
出
、
邦
人
へ
の
一
般

乗
車
券
の
発
売
、
旅
行
傷
害
保
険
、
観
劇
券
、

旅
行
小
切
手
、
手
荷
物
保
険
等
の
営
利
事
業

を
開
始
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
素
が
加
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
1
9
2
5
年
に
登
場
し

た
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
（
1
9
3
2
年
か
ら

は
旅
館
券
を
単
独
販
売
）
は
、
当
時
の
国
内

旅
行
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
「
茶
代
」
の
支

払
を
不
要
と
す
る
点
が
画
期
的
で
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
礎
を
築
く
上
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　「
茶
代
」
と
は
、
宿
代
と
は
別
に
任
意
で

出
す
料
金
の
こ
と
で
、
そ
の
額
に
よ
っ
て
良

い
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
り
、
待
遇
が
良
く
な

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
は
っ
き
り

値
段
が
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
妥
当

な
金
額
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
が
旅
行
者
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
外
国

人
に
と
っ
て
も
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
外
国

人
か
ら
は
茶
代
を
と
ら
な
い
、
も
し
く
は
宿

代
に
予
め
上
乗
せ
す
る
の
は
ど
う
か
と
い
っ

た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
返
り
を
期
待
し
て
高
い
金
額
を
出
す
こ

と
が
賄
賂
と
同
じ
だ
と
い
う
論
調
等
も
あ

り
、
1
9
0
0
年
頃
か
ら
茶
代
廃
止
運
動
が

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
例
で
す
。
た
だ
し
「
横

浜
写
真
」
で
は
、
日
本
人
女
性
の
裸
体
が
多

く
撮
影
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
の
男
性
の
ま

な
ざ
し
に
応
え
る
よ
う
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
剝
き
出
し
の
彩
色
写
真
」
が
多
数
残
っ

て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば
大
学
な
ど
の
写
真

史
の
研
究
で
は
キ
ッ
チ
ュ
で
低
俗
な
「
外
国

人
向
け
の
土
産
写
真
」
と
し
て
、
あ
ま
り
研

究
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
近

年
に
は
「
横
浜
写
真
」
を
再
考
す
る
機
運
が

高
ま
り
、
そ
れ
ら
を
現
在
の
価
値
観
か
ら
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ

ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
考
察
す
る
動
き

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
と
は
、
観
光
に
お
け
る
受
け
入
れ
側
つ
ま

り
ホ
ス
ト
の
文
化
と
、
訪
問
す
る
側
つ
ま
り

ゲ
ス
ト
の
文
化
に
対
し
て
、
そ
の
両
者
が
出

会
い
、
ま
た
交
流
す
る
こ
と
で
初
め
て
誕
生

す
る
第
三
の
文
化
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
誘
発
す
る
観
光
文
化
の
こ
と
で
す
。

　
す
る
と
「
外
国
人
接
待
協
会
」
も
喜
賓
会

も
、
あ
る
い
は
「
接
待
」
の
時
代
も
「
社
交
」

の
時
代
も
、
日
本
の
観
光
史
の
重
要
な
一
例

と
し
て
再
考
し
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
作
業
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
を
再
考
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
「
事
業
」
の
精
神
を
検
討
し
、
そ
の

優
れ
た
市
民
社
会
的
思
想
を
学
び
直
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
文

化
を
顧
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
へ
活
用
で
き
る
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
も
可
能
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致

と
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

次
の
時
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
観
光
文

化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
主
に
大
正
時
代
、
鉄
道
院
と

民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
外
客
誘
致
を
行
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
を
中
心
に
、
国
が
関
わ
る

こ
と
で
観
光
が
政
策
に
な
っ
て
い
く
過
程
、

さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
分
岐
し
て
い
っ

た
過
程
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
ま
だ
外
客
の
受

け
入
れ
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
観

光
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
長
年
に
渡
っ
て
課
題
だ
っ
た
の

は
、
外
客
誘
致
に
対
し
て
な
か
な
か
国
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
鉄
道
院
内
で
も
同
様
で
、
職
員
向
け
に
講

演
を
し
た
り
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
を
発
行
し
て
広
く
意
識
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
質
な
案

内
業
者
の
横
行
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
1
9
0
7
年
に
は
内
務
省

が
「
案
内
業
者
取
締
規
則
」
を
出
し
た
他
、

鉄
道
院
で
は
職
員
が
お
客
様
に
案
内
で
き
る

よ
う
「
英
語
練
習
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
客
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
宿

泊
施
設
が
不
足
す
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
日
本
に
到
着
し
て
も
ホ
テ
ル

に
宿
泊
で
き
ず
船
内
で
１
週
間
待
機
し
た
と

い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ホ

テ
ル
の
建
設
計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後

恐
慌
で
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
、
旅
館
に
施

設
の
改
良
や
外
客
の
受
け
入
れ
を
呼
び
掛
け

た
り
、
入
港
す
る
船
に
対
し
て
ホ
テ
ル
の
空

き
状
況
を
無
線
で
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。
本

格
的
に
全
国
に
国
際
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
る

の
は
国
際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
客
誘
致
を
担
う
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
少
し
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
で

あ
る
木
下
淑
夫
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
か
ら
、

輸
出
貿
易
の
発
達
を
見
越
し
た
経
済
的
側
面

と
、
外
客
と
日
本
人
と
の
正
し
い
相
互
理
解

を
図
る
と
い
う
2
つ
の
側
面
か
ら
外
客
誘
致

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

当
然
な
が
ら
木
下
一
人
の
発
案
だ
け
で

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
足
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
喜
賓
会
は
会
員
の
寄
付
を
資
金
に
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
向
け
の
案

内
書
の
制
作
や
配
布
が
経
費
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄
道
国
有
化
の
影

響
も
あ
り
、
会
員
で
あ
っ
た
鉄
道
各
社
か
ら

の
時
代
で
あ
り
、
20
年
あ
ま
り
続
き
ま
し

た
。

　
な
ぜ
「
社
交
」
な
の
か
、
そ
れ
は
「
接
待
」

と
は
何
が
違
う
の
か
。
数
年
前
に
財
界
で
痛

い
目
に
あ
っ
た
渋
沢
と
益
田
は
、
国
際
経
験

が
豊
か
な
蜂
須
賀
茂
韶
を
会
長
に
招
き
、
他

の
華
族
や
高
級
官
僚
が
多
数
名
を
連
ね
る
慈

善
団
体
と
し
て
、
喜
賓
会
を
創
り
ま
す
。
そ

う
し
て
訪
日
外
国
人
へ
の
便
宜
を
図
る
た
め

に
案
内
書
や
地
図
を
作
り
、
ま
た
主
要
な
名

所
や
旧
跡
へ
の
見
学
の
た
め
に
紹
介
状
を
作

成
し
た
り
、
日
本
側
の
重
要
人
物
を
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
喜
賓
会
の
英
語
名
の

W
elcom

e S
ociety of Japan

が
表
現

す
る
よ
う
に
、
こ
の
団
体
は
会
員
制
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
誰
で
も
入
れ
る

団
体
で
は
な
く
、
貴
族
や
高
官
た
ち
が
相
互

に
推
薦
し
て
入
会
す
る
「
社
交
界
」
と
し
て
構

想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
賓
を
も
て
な
す

民
間
外
交
の
組
織
で
あ
り
、「
外
国
人
接
待

協
会
」
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
な

ら
ば
無
条
件
で
「
接
待
」
す
る
の
で
は
な
く
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
と
し
っ
か
り
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
訪
日
外
国
人
だ
け
を
歓
迎
す
る
、

と
い
う
考
え
方
で
運
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
主
従
関
係
の
隷
属
的
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
「
接
待
」
か
ら
、
対
等
な
関
係

で
友
好
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
社

交
」
へ
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
が
大
き
く
転

換
し
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
喜
賓
会
の
本
部
は

帝
国
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
こ
ろ
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
も
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
美
術

商
で
活
躍
し
た
国
際
経
験
豊
か
な
林
愛
作

が
、日
本
人
の
支
配
人
と
し
て
着
任
し
ま
す
。

や
が
て
林
は
、鉄
道
院
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
、

や
は
り
日
本
の
鉄
道
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ

と
に
な
る
木
下
淑
夫
と
と
も
に
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
設
立
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

1
9
1
2
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
喜

賓
会
は
ま
だ
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
き
に
社
史
や
学
術
書
な
ど
で
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
そ
し
て
の
ち
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
喜
賓
会

の
後
継
団
体
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
を
見
か

け
ま
す
が
、
そ
れ
は
不
正
確
で
す
。
喜
賓
会

と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
2
年
ち
か
く
併
存
し
、
そ

し
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
旅
立
ち
を
見
届
け
た
喜

賓
会
は
、
1
9
1
4
年
に
解
散
し
ま
す
。
つ

ま
り
こ
の
二
つ
の
団
体
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
が
異
な
る
別
組
織
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
第
1
期
が「
接
待
」、第
2
期
が「
社

交
」で
あ
る
な
ら
ば
、第
3
期
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
た
1
9
1
2
年
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
は
「
事
業
」
だ
っ
た
、

と
い
え
ま
す
。

　「
事
業
」
と
い
う
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
あ
る
い

は
お
金
儲
け
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少
し
異
な
り
ま
す
。
上
述
し
た

鉄
道
官
僚
の
木
下
淑
夫
（
以
下
、
木
下
）
は
、

米
国
へ
留
学
し
て
鉄
道
の
営
業
、
つ
ま
り

ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
の
運
用
か

ら
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
を
高
め
る
「
事
業
」

の
思
想
を
学
び
、
さ
ら
に
欧
州
を
視
察
し
て

か
ら
帰
国
し
た
後
に
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
設
立

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
政
府
観
光
局
を
持
た
な

い
日
本
で
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
実
質
的
な
訪

日
客
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
こ
で
「
接
待
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
社
交
」
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
で
は
、
窓
口
業
務
を
永
続

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
応
対
す
べ
き

訪
日
客
も
貴
族
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
ま
り
慈
善
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
な

い
、
よ
り
持
続
可
能
で
民
主
的
な
「
事
業
」

が
必
要
で
す
。
一
定
の
対
価
を
支
払
え
ば
、

出
身
や
身
分
や
目
的
な
ど
で
差
別
せ
ず
に

「
訪
日
客
」
と
し
て
平
等
か
つ
公
正
に
扱
う
。

こ
れ
が
近
代
の
市
民
社
会
に
適
合
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
で
実
現

し
た
組
織
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
す
。

　「
事
業
」
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
鉄

道
院
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
日
本
郵
船
な

ど
当
時
の
国
際
的
な
日
本
企
業
の
支
援
も
得

て
、
ど
ん
ど
ん
組
織
を
大
き
く
し
て
い
き
ま

す
。
慈
善
か
ら
事
業
へ
、
そ
し
て
限
ら
れ
た

エ
リ
ー
ト
か
ら
す
べ
て
の
市
民
へ
と
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
を
転
換
さ
せ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

存
在
は
、
日
本
の
観
光
史
を
考
え
る
う
え
で

大
変
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
省
み
る
と
、
第
3
期
の「
事

業
」
の
時
代
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
第
2
期
の

「
社
交
」
と
第
1
期
の
「
接
待
」
は
、
い
わ
ゆ

る
失
敗
の
時
代
で
あ
り
、
再
考
す
る
価
値
の

な
い
時
代
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
鹿
鳴
館

と
一
体
の
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
よ
り
有
名
な
喜
賓
会
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

ま
す
。
し
か
し
第
1
期
の
「
接
待
」
と
第
2

期
の
「
社
交
」
が
あ
っ
て
こ
そ
第
3
期
の
「
事

業
」
が
あ
る
、
と
い
う
歴
史
を
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
喜
賓
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
一

世
を
風
靡
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
文
化

と
し
て
、「
横
浜
写
真
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
で
生
み
成
さ
れ
た
浮
世
絵
の
彩
色

技
術
と
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
最
新
メ

デ
ィ
ア
の
写
真
術
が
横
浜
の
地
で
出
会
い
、

そ
れ
を
継
承
し
た
日
下
部
金
兵
衛
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
関
係
者
た
ち
が
新
た
な
融
合

の
形
を
み
せ
た
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
局
面
に
あ
る

中
、
日
本
に
お
け
る
観
光
政
策
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
に
対
す
る
考
え
方
の
変
遷
、
さ
ら

に
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢
や
課
題

に
対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
組
織
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
の
か
を
整
理
・
検

証
す
る
こ
と
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
と
さ
れ
る
喜
賓
会
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
国
際
観
光
局
を
中
心

と
し
た
各
組
織
の
役
割
や
取
り
組
み
に
注
目

し
て
研
究
メ
ン
バ
ー
か
ら
報
告
し
た
他
、
同

時
代
に
外
客
誘
致
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
と
日
本
郵
船

（
歴
史
博
物
館
）
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
報
告

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
の
設
立
は
1
9
1
2
年

で
す
が
、
こ
れ
は
明
治
元
年
か
ら
44
年
後
の

こ
と
で
す
。
で
は
半
世
紀
ち
か
く
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
報
告
で
は
、
3
つ
の
期

間
に
着
目
し
て
「
最
初
の
半
世
紀
」
を
考
え

ま
す
。

　
ま
ず
1
8
8
8
年
、
渋
沢
栄
一
は
三
井
物

産
を
創
っ
た
益
田
孝
、
そ
し
て
外
務
大
臣
を

務
め
た
井
上
馨
と
協
力
し
、東
京
商
工
会（
現

在
の
東
京
商
工
会
議
所
）
の
な
か
に
「
外
国

人
接
待
協
会
」を
設
立
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

こ
れ
が
第
1
期
の
「
接
待
」
の
時
代
で
す
。

議
論
の
末
に
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
一
体
で
構

想
さ
れ
て
い
た
鹿
鳴
館
と
帝
国
ホ
テ
ル
は
実

現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
接
待
」
の
時
代
、
不
平
等
条
約
を

早
く
改
正
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
来
日

す
る
外
国
人
を
無
償
で
接
待
す
る
こ
と
は
、

国
益
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
鹿
鳴

館
へ
の
非
難
が
沸
き
起
こ
り
、「
外
国
人
接

待
協
会
」
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
果
と

し
て
帝
国
ホ
テ
ル
だ
け
が
ひ
と
り
生
き
残
り

ま
す
。
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
、
逆

風
の
う
ち
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
渋
沢
た
ち
は
、
帝
国
ホ
テ

ル
を
拠
点
に
新
た
な
団
体
を
設
立
し
ま
す
。

1
8
8
3
年
設
立
の
喜
賓
会
で
す
。
そ
の
初

期
の
本
部
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
置
か
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
第
2
期
の「
社
交（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）」
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録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
外
国

人
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に
や
っ
て
来
る
と
弊

害
が
あ
る
と
い
っ
た
誤
解
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
、
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
印
刷
物
や

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
教
育
の

現
場
も
活
用
し
た
観
光
観
念
の
普
及
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
祭
は
、
国
際
観
光
局
開
設
5
周
年
を

記
念
し
て
1
9
3
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
開
催
目
的
の
一
つ
に
は
「
観
光
事
業
の

重
要
性
を
認
識
せ
し
む
る
こ
と
」
と
あ
り
ま

す
。
観
光
事
業
、
す
な
わ
ち
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
対
象
と
し
た
事
業
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
周
知
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
最
初
の
3
年
間
は
開
催
規
模
が
徐
々
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
に
は
、
1
9
3
5

年
の
初
回
は
22
ヶ
所
で
開
催
、
翌
年
の
第
2
回

は
1
4
0
ヶ
所
で
開
催
、
1
9
3
7
年
の
第
3

回
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
、

拡
大
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
観
光
祭

は
年
1
回
、
4
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
に
関
し
て
は
、
第
1
回
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
「
観
光
即
産
業
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
観
光
は
経
済
的
な
利
益
を
生
み
だ
す

産
業
だ
と
P
R
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
は
、「
黒
字
を
招
く
観
光
事
業
を
語
る
」

と
題
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て

お
り
、
外
客
誘
致
に
よ
る
効
果
の
な
か
で
も

外
貨
獲
得
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
は
、
タ
イ
の
伝
統
的

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
東
京
に
限
っ
た
話
で

な
く
、
全
国
各
地
で
日
本
の
伝
統
芸
能
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
た
り
、「
国
際
観
光
」
と
い

う
こ
と
で
海
外
の
観
光
資
源
が
紹
介
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
回
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
見
る
と
、

ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
広
報
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
観

光
局
長
に
よ
る
講
演
や
「
観
光
日
本
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
観
光
祭
を
記
念
し

て
「
観
光
事
業
の
栞
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
表

紙
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
ツ
ー
リ
ス
ト
が
日
本
に

や
っ
て
来
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
典
型
的
な

日
本
の
風
景
を
採
用
し
た
絵
は
が
き
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
第
3
回
に
つ
い
て
は
、
東
京
だ
け
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が「
挙
国
一
致
で
邦
土
美
化
」と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

前
回
と
同
様
に
国
際
観
光
局
に
よ
る
演
説
が

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
全
国
に
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
観
光
祭
を
春
の
風

物
詩
と
し
て
報
じ
る
新
聞
も
出
て
来
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
祭
は
徐
々
に
規
模
を
拡

大
さ
せ
な
が
ら
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
が
、1
9
3
8
年
以
降
は
名
称
が「
観

光
報
国
週
間
」
に
変
更
と
な
り
、
そ
の
質
に

も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
9
3
7
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
「
国

民
精
神
総
動
員
」
が
国
策
化
さ
れ
ま
す
が
、

観
光
祭
に
つ
い
て
も
、
時
節
柄
お
祭
り
と
い

う
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
地
味
に
や
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
、

1
9
3
8
年
に
開
催
さ
れ
た
観
光
報
国
週
間

で
は
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
強
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
報
国
週
間
で
は
、
教
育
機
関
と
の
連

携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
旅
と
健

康
」、「
公
徳
を
守
り
ま
せ
う
」、「
国
土
の
愛

護
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
小
学
生
に
作
文
を

書
か
せ
て
優
秀
作
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
出
来
事
か
ら
は
、
国
民
精
神
総
動
員

下
の
教
育
が
観
光
と
関
与
を
深
め
て
い
く
様

子
を
指
摘
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
を
ま
と
め
る
と
、
観
光

祭
は
外
客
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
喧
伝

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
、

外
貨
獲
得
や
国
際
親
善
、
日
本
文
化
の
P
R

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
衆
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を
駆
使
し

起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
宿
に
と
っ
て
は
施

設
改
修
費
等
に
充
て
る
財
源
に
も
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
反
対
の
声
も
上
が
り
、
な
か
な

か
一
律
で
廃
止
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、似
た
よ
う
な
も
の
と
し
て「
心

付
」
が
あ
り
ま
す
が
、
見
返
り
を
期
待
す
る

茶
代
と
異
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
の

意
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
い
わ

ゆ
る
当
時
の
女
中
さ
ん
の
収
入
に
直
結
す
る

こ
と
か
ら
、
茶
代
は
廃
止
し
て
も
心
付
は
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
は
チ
ッ
プ
を
宿
泊
料
の
１
割
を
請
求
す

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
徐
々

に
サ
ー
ビ
ス
料
と
な
り
、
チ
ッ
プ
の
習
慣
も

徐
々
に
な
く
な
り
ま
す
。

　
チ
ッ
プ
や
茶
代
が
な
く
な
っ
た
の
は
近
代

化
・
合
理
化
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
な
ら
で

は
の
お
も
て
な
し
が
高
い
評
価
を
受
け
る
一

方
で
、
そ
こ
に
対
価
を
支
払
う
感
覚
が
日
本

人
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
が
非
常
に
評
判
と

な
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
設
立
20
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
1
9
3
2
年
に
邦
人
に
対
す

る
旅
行
斡
旋
を
行
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

3
代
目
幹
事
の
高
久
甚
之
助
は
、
職
員
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
旅
行
業
と
し
て
の
礎
を
築
く
と

共
に
、
鉄
道
省
運
輸
局
の
後
任
で
も
あ
る
新
井

尭
爾
と
一
緒
に
外
客
誘
致
の
政
策
化
に
向
け
て

動
き
ま
し
た
。
1
9
3
0
年
に
は
鉄
道
省
に
国

際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
、
新
井
は
初
代
局
長
に

就
任
し
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
が
取
り
組
ん
だ
外
客
誘
致
と

言
っ
て
も
か
な
り
範
囲
が
広
い
の
で
、
今
日

は
共
同
研
究
の
過
程
で
気
が
つ
い
た
興
味
深

い
事
例
と
し
て
、「
観
光
祭
」
と
「
観
光
報
国

週
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
ず
国
際
観
光
局
で
す
が
、
外
客
誘

致
に
関
す
る
事
項
を
司
る
機
関
と
し
て
、

1
9
3
0
年
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
外
客
誘
致
が
国
策

化
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
下
で
閉
局
と
な
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
国
際
観
光
局
と
類
似
し
た
名
称

の
組
織
が
誕
生
し
ま
す
。
1
つ
は
国
際
観
光

委
員
会
で
す
。
こ
れ
は
外
客
誘
致
に
特
化
し

た
鉄
道
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
国
際
観
光
局

は
そ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
も
う
1
つ
が
国
際
観
光
協
会
と
い
う

組
織
で
す
。
国
際
観
光
局
が
一
番
力
を
入
れ

て
行
っ
た
の
が
、海
外
へ
の
観
光
宣
伝
で
す
。

そ
の
実
行
を
担
っ
た
と
言
い
ま
す
か
、
雑
誌

や
映
画
と
い
っ
た
媒
体
の
制
作
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
史
料
に
よ
っ
て
は
国
際
観
光
局

と
国
際
観
光
協
会
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な

く
、
両
者
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
国
際
観
光
局
の
開
局
か
ら
10
年
経
っ
た

1
9
4
0
年
に
発
行
さ
れ
た
『
観
光
事
業
十

年
の
回
顧
』
と
い
う
冊
子
に
、
そ
れ
ま
で
の

国
際
観
光
局
の
取
り
組
み
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
観
光
局
に
関
し
て
は
こ
こ
15

年
ぐ
ら
い
で
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
そ
の
発

端
と
な
っ
た
の
が
、
神
戸
女
子
大
学
の
砂
本

文
彦
先
生
が
2
0
0
8
年
に
出
版
さ
れ
た

『
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
：
一
九
三
〇

年
代
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
』
と
い

う
分
厚
い
研
究
書
で
す
。
国
際
観
光
局
と
外

客
向
け
ホ
テ
ル
整
備
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

し
た
本
書
以
降
、
観
光
宣
伝
や
宣
伝
写
真
に

関
す
る
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
お
話
の
骨
子
は
、
国
際
観
光
局
に

よ
る
「
観
光
観
念
の
普
及
」
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
『
観
光
事
業

十
年
の
回
顧
』
に
は
、
国
際
観
光
事
業
の
意

義
に
つ
い
て
多
く
の
国
民
が
誤
解
を
し
て
い

る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
策

と
し
て
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い
く
に
は
国
民

の
誤
解
を
正
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
民
に
向
け
て
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
る
「
観
光
祭
」

や
「
観
光
報
国
週
間
」
は
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
観
念
の
普
及
」
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
国
際
観
光
委
員
会
で
も
1
9
3
1
年
頃

か
ら
議
論
が
さ
れ
て
い
て
、
外
国
人
ツ
ー
リ

ス
ト
を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
外
客
誘
致
を
行
う
こ
と
で
国
際
上
の
親

善
や
日
本
文
化
の
発
展
、
経
済
力
の
向
上
に

繋
が
り
、
そ
れ
が
広
く
国
民
に
も
利
益
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
発
言
が
議
事

　
営
業
開
始
初
日
の
外
国
人
宿
泊
客
は
わ
ず

か
5
名
と
、
最
初
の
5
年
間
の
経
営
は
決
し

て
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
0
9
年
に
林
愛
作
が
招
聘
さ
れ
て
、
そ

の
流
れ
で
1
9
2
3
年
に
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
設
計
し
た
ラ
イ
ト
館
が
完
成

し
ま
し
た
。
1
9
3
3
年
に
は
日
本
初
の
本

格
的
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
あ
る
上
高

地
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
今
年
で
90
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

　
ラ
イ
ト
館
が
老
朽
化
で
明
治
村
に
移
築
さ

れ
、
1
9
7
0
年
に
現
在
の
本
館
が
開
業
し

ま
す
。
1
9
8
3
年
に
は
タ
ワ
ー
館
の
竣
工

と
い
う
我
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
業
と
し
て
事
業
を
継
続
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
か
、
収
益
性
を
ど
う
や
っ
て

上
げ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、ホ
テ
ル
、

シ
ョ
ッ
プ
、
事
務
所
が
入
る
複
合
ビ
ル
と
し

て
1
9
8
3
年
に
不
動
産
事
業
に
参
入
し
ま

し
た
。
当
時
は
珍
し
い
形
態
で
し
た
が
、
ホ

テ
ル
と
い
う
業
態
の
屋
台
骨
を
支
え
る
よ
う

な
事
業
体
が
こ
こ
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
1
9
9
6
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
を
開

業
し
ま
し
た
。

　
ま
た
1
9
7
3
年
あ
た
り
か
ら
は
海
外
に

も
営
業
所
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
を
構
え
て

い
ま
す
。
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
5
年
駐
在

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
営
業
活
動
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
3
年
か
ら
国
策
と
し
て
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
と
し
て
も
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

2
0
2
5
年
の
万
博
ま
で
、
こ
う
い
っ
た
重

要
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
昨
年
5
月
に
2
0
3
6
年
を
ゴ
ー

ル
と
し
た
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

既
に
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
6
年
に
は

京
都
に
新
規
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
す
。
そ
し

て
旗
艦
ホ
テ
ル
の
帝
国
ホ
テ
ル 

東
京
は
、

2
0
2
4
〜
2
0
3
0
年
に
タ
ワ
ー
館
、

2
0
3
1
〜
2
0
3
6
年
に
本
館
の
建
て
替

え
を
順
次
実
施
し
、
内
幸
町
一
丁
目
街
区
の
一

番
北
側
に
位
置
す
る
弊
社
創
業
の
地
に
、
新

た
な
建
物
が
整
う
予
定
で
す
。
こ
の
建
て
替

え
の
最
中
の
2
0
2
9
年
に
は
、
隣
の
鹿
鳴

館
跡
地
に
建
て
ら
れ
る
ビ
ル
の
上
層
階
に
は

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
宿
泊
特
化
型
ス
モ
ー
ル

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
を
開
業
し
ま
す
。

様
々
な
時
代
背
景
に
1
3
0
年
間
晒
さ
れ
て

き
た
我
々
の
使
命
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

国
内
の
お
客
様
も
含
め
て
で
す
が
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
外
客
誘
致
を
お
手
伝
い
す
る
事
で

す
。
今
後
も
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
現
・
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル

執
行
役
員 

帝
国
ホ
テ
ル
東
京 

総
支
配
人
）

　
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
に
お
け
る
外
客
誘
致

に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
郵
船

（
以
下
、
郵
船
）
と
い
う
会
社
が
戦
前
、
ど

の
よ
う
な
外
国
人
乗
船
客
の
誘
致
を
し
て
い

た
の
か
、
先
生
方
が
発
表
さ
れ
た
3
つ
の
組

織
と
絡
め
な
が
ら
郵
船
が
制
作
し
た
外
国
語

表
記
の
出
版
物
、
印
刷
物
を
通
し
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
そ
の
前
に
簡
単
で
す
が
会
社
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
郵
船
は
1
8
8
5
年
に
郵
便
汽
船
三

菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
喜
賓
会
が
設
立
さ
れ
た

1
8
9
3
年
に
、
日
本
初
の
遠
洋
定
期
航
路

で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
航
路
を
開
設
し
ま
す
。
当

て
、
そ
の
様
子
が
日
本
各
地
に
拡
散
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
を
挙
げ
て
の
「
観

光
観
念
の
普
及
」が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
が
観
光
報
国
週
間
の
時
代
に
な
る

と
、
国
民
精
神
総
動
員
の
一
側
面
を
形
成
す

る
に
至
り
、「
国
土
愛
護
」、「
公
徳
教
調
」、「
心

身
鍛
錬
」
と
い
っ
た
ま
さ
に
時
局
に
沿
っ
た

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
、

ラ
ジ
オ
も
引
き
続
い
て
活
用
さ
れ
ま
す
が
、

教
育
の
現
場
を
巻
き
込
ん
だ
広
い
意
味
で
の

「
国
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

時
局
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
も
は
や
外
客
誘
致

と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
っ
た
雰
囲
気

に
も
な
っ
て
来
ま
す
。
観
光
祭
か
ら
観
光
報

国
週
間
へ
の
移
行
過
程
で
は
、
外
客
誘
致
と

い
う
理
念
の
後
景
化
と
観
光
を
通
じ
た
国
民

の
統
合
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
戦
後
へ
の
視
座
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
は
こ
う
い
っ
た

話
題
は
戦
前
に
限
っ
た
話
で
な
く
、
戦
後
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
正
し
い
観

光
観
念
の
普
及
」
と
か
「
観
光
道
徳
の
高
揚
」

と
か
「
観
光
週
間
」
と
い
っ
た
事
柄
が
昭
和
40

年
代
に
政
府
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
観
光
行
政
や
観
光
政
策
に
お
け
る
戦
前
と

戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
言
う
と
、
こ
ん
に
ち
日
本
国
政
府
が
取
り

組
ん
で
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
、
歴
史
学
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
0
年
に
帝
国
ホ
テ
ル
が
開
業
し
た

時
代
背
景
と
、
外
客
誘
致
が
国
策
で
あ
っ
た

こ
と
が
繋
が
っ
て
、
ど
ん
な
歴
史
を
歩
ん
で

い
た
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
使
命
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ホ
テ
ル
の
現
場
目
線
を
交
え
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
我
々
の
初
代
会
長
で
あ
る
渋
沢
栄

一
（
以
下
、
渋
沢
）
の
特
徴
的
な
言
葉
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
半

で
ご
説
明
い
た
だ
い
た
時
代
背
景
の
中
で
、

渋
沢
栄
一
が
開
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
林
愛
作
の
名
前
も
出
ま
し
た
が
、

彼
は
そ
の
後
の
時
代
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
は
、
彼
が
説
い
て
い
る
ホ
テ
ル
業

の
位
置
付
け
で
す
。「
一
国
の
経
済
に
も
関

係
す
る
重
要
な
事
項
。
外
客
の
御
客
を
接
待

し
て
満
足
を
与
ふ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
1
つ
、
1
8
9
0
年
11
月
3
日
の
帝

国
ホ
テ
ル
の
開
業
式
で
、
当
時
、
東
京
府
知

事
の
祝
辞
に
対
す
る
答
辞
で
述
べ
た
言
葉
が

「
用
命
が
あ
れ
ば
世
界
の
ど
ん
な
も
の
で
も

調
達
し
て
便
宜
を
図
る
。
こ
れ
こ
そ
帝
国
ホ

テ
ル
が
自
身
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
心
得
、

絶
対
に
譲
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。（
中
略
）
現

在
は
力
不
足
で
も
近
い
将
来
、
必
ず
恥
ず
か

し
く
な
い
レ
ベ
ル
を
約
束
す
る
」
で
す
。 

　
で
き
た
ば
か
り
の
帝
国
ホ
テ
ル
の
従
業
員

に
も
思
い
を
馳
せ
た
非
常
に
良
い
言
葉
か
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う

よ
り
、
今
後
の
ホ
テ
ル
業
の
先
を
見
据
え
た

言
葉
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
言
葉
は
、
退
任
後
に
ホ
テ

ル
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
従
業
員
に
か
け
た
も

の
で
、
渋
沢
ら
し
い
言
葉
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

「
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、世
界
の
隅
々
に
帰
っ

て
い
く
人
達
に
日
本
を
忘
れ
ず
に
帰
ら
せ
、

一
生
日
本
を
な
つ
か
し
く
思
出
さ
せ
る
こ
と

の
出
来
る
、
国
家
の
た
め
に
も
非
常
に
大
切

な
仕
事
で
あ
る
。」 

　
全
文
は
紹
介
し
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
に
対

す
る
ね
ぎ
ら
い
と
期
待
を
込
め
た
言
葉
で
、

外
客
を
接
遇
す
る
ホ
テ
ル
に
対
す
る
期
待
値

の
高
さ
や
重
要
性
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ

れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
渋
沢
の
言
葉
に
裏
付
け
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
、
我
々
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
企
業

理
念
を
創
業
以
来
掲
げ
て
い
ま
す
。「
帝
国

ホ
テ
ル
は
創
業
の
精
神
を
継
ぐ
日
本
の
代
表

ホ
テ
ル
で
あ
り
、
国
際
的
ベ
ス
ト
ホ
テ
ル
を

目
指
す
企
業
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
サ
ー
ビ

ス
と
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
の
発
展
と
人
々
の
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る

生
活
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
今
年
で
1
3
3
年
目
を
迎
え
る
ホ
テ
ル
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
2
代
目
の
ホ
テ
ル

が
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災
の
当
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
直
近
で
言
う
と
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
に
こ
の
精
神
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
簡
単
に
歴
史
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
国
策
と
し
て
、
当
時
の

外
務
大
臣
の
井
上
馨
の
お
声
が
け
で
渋
沢
や

大
倉
喜
八
郎
等
の
当
時
の
財
界
の
方
が
協
力

し
合
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
初
代
本
館

の
建
物
正
面
は
現
在
と
異
な
り
北
に
面
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
の
南
側
が
鹿
鳴
館
と

い
う
立
地
で
し
た
。

の
営
業
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
英
文

広
報
誌
、
書
籍
を
次
々
刊
行
し
ま
す
。

『J
A
P
A
N
 O
v
e
r
s
e
a
s
 T
r
a
v
e
l 

M
agazin

e

』
は
浅
野
総
一
郎
が
創
業
し
た

東
洋
汽
船
と
い
う
海
運
会
社
が
発
行
し
て
い

た
ア
ジ
ア
を
紹
介
す
る
広
報
誌
で
す
。

1
9
2
6
年
に
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
と
合

併
し
た
際
に
郵
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支

店
が
引
き
継
ぎ
、
1
9
3
3
年
頃
ま
で
続
き

ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
大
半
の
記
者
は

外
国
人
で
す
が
な
か
に
は
在
米
日
本
人
も
い

ま
し
た
。
紹
介
記
事
を
執
筆
し
た
記
者
や
表

紙
に
採
用
し
た
画
家
を
み
て
い
く
と
興
味
深

い
の
で
す
が
先
行
研
究
が
少
な
い
た
め
当
館

で
は
収
集
・
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『T
H
E
 T
R
A
V
E
L
 B
U
L
L
E
T
IN

』
と

い
う
英
文
広
報
誌
も
創
刊
し
ま
す
。
就
航
船

や
観
光
地
の
最
新
情
報
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、

船
客
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を
掲
載
し
、
船

客
に
も
好
評
で
年
々
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て

い
た
広
報
誌
で
す
。 

　
旅
行
者
と
荷
主
向
け
の
世
界
年
鑑

『G
L
IM
P
S
E
S
 O
F
 T
H
E
 E
A
S
T

』も

刊

行
し
ま
す
。
船
を
主
題
と
し
た
色
彩
豊
か
な

装
丁
で
主
要
国
の
基
本
情
報
や
産
業
を

1
0
0
0
頁
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
の
ポ
ス
タ
ー
は
大
正
期
の
美
人

画
か
ら
パ
リ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
へ

と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
弘
前
城
を
主
題
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
『V

isit Jap
an
 b
y Jap

an
 

M
ail

』
は
国
際
観
光
局
が
観
光
宣
伝
用
に
制

作
し
た
ポ
ス
タ
ー
『
J
A
P
A
N
』
と
同
じ

構
図
で
す
。
作
者
は
船
客
課
に
技
師
と
し
て

在
籍
し
た
戸
田
芳
鐵
で
す
。
量
産
さ
れ
る
印

刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
社
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
客
課
が
ま
と
め
た
1
9
3
0
年
代
の
国

別
の
乗
船
客
数
の
統
計
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
日
本
人
船
客

の
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
1
等
船
客
で

は
欧
米
圏
の
方
が
多
い
か
な
と
感
じ
ま
す
。

華
や
か
な
客
船
文
化
と
い
う
と
所
謂
1
等
船

客
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
の
で
す
が
、
実

際
に
利
益
を
出
し
て
い
た
の
は
コ
ス
ト
が
低

い
3
等
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、
遠
洋
定
期
航
路

を
開
い
た
明
治
中
期
に
は
外
国
人
の
乗
船
客

獲
得
の
一
環
と
し
て
多
言
語
に
も
対
応
し
た

外
国
語
の
印
刷
物
の
制
作
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
に
入
り
ア
メ
リ
カ
に
経
済
の
中

心
が
移
っ
て
い
く
な
か
で
印
刷
物
の
表
記
は

ほ
と
ん
ど
英
語
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
自
社
の
集
客
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
案
内

書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
単
に
訪
日
を

目
的
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
全

体
に
誘
致
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

3
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

福
永
　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
や
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
最
後
に
少
し

総
括
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
一
つ

目
で
す
が
、「
第
一
次
世
界
大
戦
前
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
最
大
の
ツ
ー
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
雑

誌
に
、
喜
賓
会
の
紹
介
が
載
っ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
と
違
っ
て
日
本
は
政
府
公
的
機
関
が

主
力
に
な
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
評
価
は
喜
賓
会
の
内

実
に
即
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
口
　
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
、
喜
賓
会
が
日

本
政
府
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
喜
賓
会
自
体
は
日
本
政
府
と

全
く
無
関
係
で
独
立
し
た
存
在
で
す
。
渋
沢

栄
一
な
ど
が
民
間
外
交
の
礎
を
築
く
た
め
に

作
っ
た
団
体
な
の
で
、
私
の
現
在
の
知
識
で
は

フ
ラ
ン
ス
の
評
価
は
事
実
と
は
少
し
ず
れ
て

い
る
部
分
が
あ
る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、「
当

時
の
外
客
誘
致
の
対
象
は
西
洋
諸
国
で
し
ょ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
先
進
諸
国

が
外
客
誘
致
の
対
象
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う

ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー

に
つ
い
て
は
統
計
も
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
協
会
の
リ
ン
ゼ
イ
・
ラ
ッ
セ
ル

と
の
繋
が
り
も
そ
う
で
す
し
、
か
な
り
ア
メ

リ
カ
を
意
識
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

千
住
　
当
時
の
統
計
を
見
る
と
解
釈
に
も
よ

り
ま
す
が
、
実
は
人
数
が
1
番
多
い
の
が
中

初
は
国
内
航
路
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
内
の
鉄
道
網
の
発
達
と
、
他
社
と
の
競
合

等
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
遠
洋
航
路
に
舵
を

切
っ
て
い
ま
す
。
1
8
9
6
年
に
は
欧
州
航
路

と
米
国
シ
ア
ト
ル
航
路
、
豪
州
航
路
の
三
大
航

路
を
開
設
、
1
9
2
6
年
に
は
事
業
家
の
浅
野

総
一
郎
が
創
立
し
た
東
洋
汽
船
の
客
船
部
門
を

合
併
し
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
継

承
し
ま
す
。 

　
昭
和
に
入
る
と
、
浅
間
丸
や
氷
川
丸
等
の

優
秀
船
が
次
々
と
竣
工
し
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
豪
華
客
船
時
代
が
到
来
し
、
郵
船
で
も

船
の
大
型
化
が
進
み
、
収
益
面
で
も
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起

こ
り
、
客
船
文
化
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
資
料
で
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
の
が
、
1
8
9
9
年
に
設
置
さ
れ
た

船
客
課
と
い
う
部
署
で
す
。
船
客
全
般
に
関

わ
る
業
務
を
扱
い
、
そ
の
中
に
「
広
告
」
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
期
の
「
業
務
執
行

規
則
」に
は
さ
ら
に
具
体
的
な
記
載
が
あ
り
、

営
業
上
の
広
告
、
宣
伝
及
び
そ
の
印
刷
物
等

に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
福
永
さ
ん
の
話
で
名
前
が
出
て
き
た
林
民

雄
は
こ
の
船
客
課
の
課
長
を
し
て
お
り
、
の

ち
に
専
務
取
締
役
に
な
る
人
物
で
す
。 

　
は
じ
め
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
1
8
9
4

年
刊
行
の
会
社
案
内『H

A
N
D
B
O
O
K
 O
F
 

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N
 
F
O
R
 

P
A
S
S
E
N
G
E
R
S
 A
N
D
 S
H
IP
P
E
R
S

』

で
す
。
表
紙
は
外
国
人
好
み
の
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
扇
面
散
ら
し
を
用
い
て
い
ま
す
。
内

容
は
運
航
表
や
各
航
路
の
紹
介
と
い
っ
た
会

社
案
内
で
す
が
、
航
路
拡
大
に
合
わ
せ
て
横

浜
や
鎌
倉
な
ど
観
光
名
所
の
紹
介
、
ロ
ン
ド

ン
な
ど
寄
港
地
の
紹
介
が
増
え
て
い
き
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
英
語
以
外
で
は
ド
イ
ツ
語
版（
1
9
1
4

年
）も
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
1
8
9
9
年
に
は
『T

O
 N
IP
P
O
N
, T
H
E
 

L
A
N
D
 O
F
 T
H
E
 R
IS
IN
G
 S
U
N
 

B
Y
 T
H
E
 N
.Y
.K
.

』を
出
版
し
て
い
ま
す
。

1
8
9
6
年
の
豪
州
航
路
開
設
と
1
8
9
8

年
の
新
造
船
春
日
丸
の
就
航
に
合
わ
せ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
日
本
へ
渡
航
し
、
各
地
を
巡
り
な
が

ら
観
光
す
る
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
印
刷
所
が
配
布
先
で
あ
る

現
地
シ
ド
ニ
ー
の
印
刷
会
社
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
で
す
。ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
の『
風

俗
画
報
』
の
臨
時
増
刊
号
で
も
春
日
丸
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
左
側
の
絵
は
乗
船
時

の
桟
橋
の
様
子
、
右
側
が
1
等
船
客
の
食
事

中
の
様
子
で
す
。
日
本
髪
の
方
も
い
ま
す
が

西
洋
の
船
客
が
多
い
印
象
で
す
。
辮
髪
の
船

客
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
期
に
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
海
運
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
は
カ

レ
ン
ダ
ー
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
定
期
航
路
や
本
支
店
の
一
覧
、
航
路
図

な
ど
情
報
量
が
多
く
、
長
く
掲
示
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
1
9
0
8
年
の
中
国
語
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
中
国
の
暦
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
期
に
入
る
と
郵
船
は
第
一
次
大
戦

下
、
好
景
気
を
背
景
と
し
て
資
本
金
を
1
億

円
に
増
加
し
て
、
航
権
の
拡
張
に
努
め
全
世

界
へ
と
航
路
を
広
げ
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
設
立
と
も
重

な
り
多
様
な
出
版
物
・
印
刷
物
を
量
産
し
ま

す
。 

　
大
正
期
は
美
人
画
を
主
題
と
し
た
広
告
ポ

ス
タ
ー
が
流
行
し
ま
す
。
和
装
の
女
性
が
描

か
れ
た
2
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
全
く
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
言
語
が

異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
語
だ
け
を
差

し
替
え
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
各
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

　
無
償
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
大
正
期
以

降
、
図
版
が
増
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
形
状
が
細

分
化
し
て
い
き
ま
す
。
右
下
写
真
は
ド
イ
ツ

の
旅
行
代
理
店
の
店
内
の
様
子
で
し
て
沢
山

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
並
べ
て
置
か
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
外
国
語
表
記
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
富
士
山
や
桜
な
ど
を
日
本
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
表
紙
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　『N
IP
P
O
N
 Y
U
S
E
N
 K
A
IS
H
A
 

O
F
F
IC
IA
L
 S
H
IP
P
E
R
S
' G
U
ID
E

』

は
表
紙
の
題
字
と
巻
末
の
索
引
項
目
が
英

語
、
日
本
語
、
ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
5
か
国
語
表
記
に
な
っ
て
い
ま

す
。
乗
船
客
向
け
で
は
な
く
輸
出
入
業
者
や

製
造
業
者
、
官
庁
に
配
布
し
た
営
業
案
内
書

で
す
。
国
や
地
域
ご
と
に
風
俗
や
観
光
名
所

の
紹
介
が
あ
り
、
世
界
各
国
の
企
業
や
商
店

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
は
、

業
界
全
体
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
か
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
で
働
き
た
い
と
い
う
方
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。
観

光
業
界
か
ら
少
し
人
が
離
れ
て
い
る
現
状

を
、
こ
う
し
た
機
会
も
含
め
て
改
善
す
る

き
っ
か
け
が
作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
　
戦
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い

て
先
生
方
の
発
表
を
聴
き
、
日
本
郵
船
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
遠
洋
航
路
を
開
い
た

明
治
期
か
ら
広
告
宣
伝
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
に
関
し
て
は
三
菱
が
日
本
郵
船

の
創
業
前
に
船
員
育
成
の
三
菱
商
船
学
校
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
の
東
京
海
洋

大
学
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
よ
う
な
養
成
所
を
作
っ

て
、
自
社
で
英
語
教
育
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
マ

ナ
ー
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
料
理
と
い
う

面
で
も
船
の
コ
ッ
ク
た
ち
が
の
ち
に
港
町
で

洋
食
屋
を
開
い
て
、
洋
食
文
化
と
し
て
日
本

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
前
の
豪
華
客
船
と

い
う
文
化
が
花
開
い
た
結
果
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

八
島
　
色
々
と
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

は
持
続
可
能
な
観
光
事
業
を
ど
う
い
う
切
り

口
で
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
無
償
か
ら
有
償
、
接
待
か
ら

社
交
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
今
も
似
た
よ
う
な
課

題
で
も
が
い
て
い
る
我
々
が
い
る
の
か
な
と
。

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
名
前
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
サ
ー
ビ
ス
＝
無
償
と
い
う
考
え
は
ま

だ
日
本
に
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
結
果
的

に
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を
求
め
に
く
い
環
境
が

今
で
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ

た
り
か
ら
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
て
い
か

な
い
と
、
持
続
可
能
な
観
光
業
に
は
な
ら
な

い
の
か
な
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

山
口
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
も
う
1
つ

が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
す
ご
く
コ
ス

ト
が
か
か
る
の
で
す
が
、
コ
ス
ト
と
い
う
よ
り

も
楽
し
さ
や
文
化
の
力
に
な
る
こ
と
を
昔
の

人
た
ち
は
信
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、

そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

を
両
立
さ
せ
て
い
く
と
、
色
々
な
も
の
を
有

機
的
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
観
光
と
い
う
現
場
は
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
が
も
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
ホ
テ
ル
も
非
常
に
魅
力
的
な
仕
事
で
あ

り
、
教
育
の
現
場
で
も
あ
り
、
も
し
か
し
た

ら
大
学
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
教
育
機
関
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
多
様
性

を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
現
場
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
活
動
に
落
と
し
込
む
か
。
あ
る
い
は

教
育
者
と
し
て
学
生
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

千
住
　
3
年
間
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
日
は
大
変
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
そ
れ

は
資
料
の
少
な
さ
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
各
社
の
皆
様
に
は
、
御
社
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
と
の
ご
認
識
の
も
と
、
是
非
と
も

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

よ
う
な
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
現
在
進

行
中
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
意
義
を
よ
り

明
確
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
1
点
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
学
で
観

光
学
を
学
ぶ
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
よ
う

や
く
好
転
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
観
光
を
通
し
て
自
分
と
は
異

な
る
文
化
や
社
会
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
学
生
た
ち
が
再
び
期
待
を
持
ち
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
学
部
を
卒
業

し
た
ら
観
光
産
業
に
就
職
す
る
と
い
う
の
も

王
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
学
部
を
卒
業
し

た
学
生
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
社
会
に
目
を

向
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
い
く
の

が
、
観
光
学
部
の
教
員
と
し
て
の
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
非
常
に
刺
激
の
多

い
一
日
で
し
た
。

福
永
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
議
論
が
足
り
な
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
時
代
に
も
ヒ
ン

ト
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
研
究
と
実
務

の
視
点
か
ら
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
で
す
。
そ
の
中
に
留
学
生
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
中
国
に
い
る
欧
米
人
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
ま
す
が
、

国
際
観
光
局
は
も
う
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
一

点
突
破
で
す
。
そ
れ
は
消
費
額
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
島

　そ
こ
ま
で
遡
ら
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
圧
倒
的
に
当
初
か
ら

欧
米
中
心
に
セ
ー
ル
ス
に
注
力
し
て
い
た
の

は
事
実
で
す
。
た
だ
、
一
方
で
中
国
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

福
永
　
続
い
て
「
当
時
の
外
国
人
向
け
の
食

事
の
提
供
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
特
に
船
内
で
の
お
食
事
が
好
評

で
、
そ
れ
が
ホ
テ
ル
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
　
1
、
2
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
明
治
の
頃
は
外

国
か
ら
シ
ェ
フ
を
招
い
て
各
船
に
乗
っ
て
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
航
路
を
拡
張

し
て
運
航
船
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
船
を

巡
回
す
る
の
も
大
変
と
い
う
こ
と
で
、

1
9
1
6
年
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
接
客
マ

ナ
ー
を
教
え
る
養
成
所
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
に
添
え
る
メ
ニ
ュ
ー
は
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
に
も
力
を
い
れ
て
い
て
、

珍
し
い
も
の
で
は
扇
子
に
印
刷
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

福
永
　
会
場
か
ら
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
カ
ル

チ
ャ
ー
ズ
の
中
に
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
の

経
験
文
化
も
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
山
口
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

山
口
　
今
日
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
テ
ー
マ
な

の
で
、
受
け
入
れ
側
の
話
が
中
心
に
な
り
ま

し
た
が
、
海
外
で
色
々
な
経
験
を
す
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
に
も
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す

し
、
や
は
り
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
は
連
動

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
質
や
デ
ザ
イ
ン
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

日
本
郵
船
の
歴
史
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
ま

た
帝
国
ホ
テ
ル
も
、
単
に
箱
を
増
や
し
て
金

儲
け
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に

は
文
化
創
造
や
海
外
に
対
し
て
の
責
任
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

　
そ
う
す
る
と
今
日
の
話
の
行
き
先
と
し

て
、
マ
ナ
ー
と
い
う
の
が
観
光
に
と
っ
て
重

要
な
話
で
、
観
光
道
徳
も
「
べ
き
」
論
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
時
に
人
と
人
が
仲

良
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
道
徳
に

つ
い
て
も
っ
と
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

千
住
　
我
々
は
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
は
成
熟

し
た
と
い
う
自
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

な
気
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
が
、
他
の

国
の
人
を
見
る
視
線
と
し
て
ど
う
転
嫁
さ
れ

て
い
く
か
は
ま
た
別
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
　
コ
ロ
ナ
前
、
京
都
市
の
一
部
エ
リ
ア

で
は
観
光
客
が
集
中
し
、
混
雑
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
私

が
出
向
し
て
い
る
京
都
市
観
光
協
会
と
京
都

市
で
は
「
京
都
観
光
モ
ラ
ル
」
を
掲
げ
、
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
に
観
光

客
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
供
に
大
切

に
し
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
観
光
客

に
対
し
て
も
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
元
の

事
業
者
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
、
最
近

は
海
外
の
方
の
方
が
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ
て

い
て
、
逆
に
日
本
人
の
方
が
悪
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　
去
年
の
9
月
に
は
、
京
都
在
住
の
外
国
人

の
方
と
座
談
会
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
伝

え
て
い
る
こ
と
が
海
外
の
方
に
は
ど
う
受
け

取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
日
本
人
の
常
識
で
一
方

的
な
押
し
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
っ
た

こ
と
も
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
や
は

り
相
互
理
解
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
前
半
の
報
告
で
の
問
い
か
け
に

あ
り
ま
し
た
「
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
の

可
能
性
」に
つ
い
て
で
す
が
、ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
も
旅
に
理
想
を
求
め
て
い
た
通
り
、
い
つ

の
時
代
も
観
光
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
に

実
現
し
た
い
姿
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
渋
沢
栄
一
の
言
葉
に
も
あ
る
通
り
、
自
分
の

ホ
テ
ル
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
や
世

界
に
貢
献
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
今
も
帝
国

ホ
テ
ル
の
経
営
の
中
で
意
識
さ
れ
る
機
会
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
一
方
で
課

題
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
島
　
企
業
理
念
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
通

り
で
す
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う
よ
り
、
ホ

テ
ル
業
全
体
が
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま
す
。
外
客
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
に
な
い
文

化
を
学
び
、
吸
収
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う

意
識
で
事
業
を
継
続
し
て
い
け
ば
、
自
ず
と

良
い
答
え
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い

ま
す
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
海
外
か
ら
の

お
客
様
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
3
年
間
あ

い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
経
験
値
な
ど
が
少
し
鈍
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
る
と
、

3
年
前
に
入
っ
た
新
入
社
員
は
、
外
国
の
お

客
様
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

様
の
期
待
と
、
我
々
が
提
供
す
る
も
の
の

の
寄
付
が
減
少
し
、
体
制
と
し
て
も
実
務
を

担
う
事
務
局
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
り
ま

す
。
渋
沢
は
自
ら
政
府
に
陳
情
し
た
り
、
平

井
晴
二
郎
や
木
下
、
日
本
郵
船
の
林
民
雄
ら

に
、
若
い
人
た
ち
で
何
か
考
え
て
も
ら
い
た

い
と
相
談
し
ま
す
。

　
そ
し
て
喜
賓
会
の
後
を
ど
こ
が
引
き
継
ぐ

か
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
ホ

テ
ル
は
経
営
状
態
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
や
汽
船
な
ど
の
交
通
事
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
万
国
鉄
道
会
議
の
よ
う
に
海
外
各
国

と
会
議
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
平
井
も
ス
イ

ス
の
観
光
施
設
に
感
銘
を
受
け
、
生
野
團
六

（
の
ち
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
初
代
幹
事
）
に
そ
の

研
究
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
院

の
立
場
と
し
て
木
下
が
中
心
に
な
り
、
日
本

郵
船
の
林
民
雄
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
林
愛
作
と

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
各
業
界
へ
の
説
得

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
山
口
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
喜
賓
会
の
人
材

や
財
産
な
ど
を
引
き
継
ぐ
こ
と
な
く
全
く
別

の
組
織
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
喜
賓
」
だ
け
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
広
く
外
客
誘
致
を
行
っ
て
い

く
こ
と
、
事
務
所
は
鉄
道
院
内
に
置
き
鉄
道

院
の
職
員
が
実
務
に
当
た
る
こ
と
、
財
源
の

半
分
を
鉄
道
院
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
木
下
は
1
9
2
2
年
に
は
ツ

ア
ー
の
実
施
や
小
荷
物
運
搬
の
取
扱
と
い
っ

た
収
益
事
業
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、
こ

の
辺
り
は
喜
賓
会
の
課
題
が
活
か
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
ま
す
。

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
無
事
発
足
す
る
と
、
実
務

は
生
野
に
任
せ
、
木
下
は
鉄
道
院
の
立
場
か

ら
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
生
野
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
成
期
と
し

て
の
礎
を
築
く
訳
で
す
が
、
ま
ず
案
内
所
を

国
内
外
に
整
備
し
た
他
、
機
関
雑
誌「
ツ
ー
リ

ス
ト
」や
外
客
向
け
の
案
内
書「
J
A
P
A
N
」

を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
印
刷
物
を
作
成
・

配
布
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
先
進
事
例
や

書
籍
な
ど
を
研
究
し
て
実
務
に
活
か
す
と
と

も
に
、
案
内
書
等
は
内
容
、
英
訳
、
デ
ザ
イ
ン

の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
郵
船
の

航
路
や
支
社
な
ど
の
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活

か
し
て
配
布
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
2
代
目
幹
事
の
猪
股
忠
次
で
す
が
、
彼
は

南
満
州
鉄
道
勤
務
時
代
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
に
留
学
し
て
旅
客
事
務
を
研
究
し
て
い
ま

し
た
。イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
生
野
と
面
会
し
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
足
に
つ
い
て
聞
い
た
猪
股
は

1
9
1
8
年
に
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
転
職
し
ま

す
。
1
9
2
0
年
に
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

と
相
互
代
理
店
契
約
を
結
び
、
世
界
各
地
へ

の
切
符
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
国
内
外
の
鉄
道
会
社
・
汽
船
会
社
・
旅

行
会
社
と
の
代
売
代
理
店
契
約
の
締
結
、
デ

パ
ー
ト
へ
の
案
内
所
進
出
、
邦
人
へ
の
一
般

乗
車
券
の
発
売
、
旅
行
傷
害
保
険
、
観
劇
券
、

旅
行
小
切
手
、
手
荷
物
保
険
等
の
営
利
事
業

を
開
始
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
素
が
加
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
1
9
2
5
年
に
登
場
し

た
ク
ー
ポ
ン
式
遊
覧
券
（
1
9
3
2
年
か
ら

は
旅
館
券
を
単
独
販
売
）
は
、
当
時
の
国
内

旅
行
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
「
茶
代
」
の
支

払
を
不
要
と
す
る
点
が
画
期
的
で
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
礎
を
築
く
上
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　「
茶
代
」
と
は
、
宿
代
と
は
別
に
任
意
で

出
す
料
金
の
こ
と
で
、
そ
の
額
に
よ
っ
て
良

い
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
り
、
待
遇
が
良
く
な

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
は
っ
き
り

値
段
が
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
妥
当

な
金
額
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
が
旅
行
者
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
外
国

人
に
と
っ
て
も
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
外
国

人
か
ら
は
茶
代
を
と
ら
な
い
、
も
し
く
は
宿

代
に
予
め
上
乗
せ
す
る
の
は
ど
う
か
と
い
っ

た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
返
り
を
期
待
し
て
高
い
金
額
を
出
す
こ

と
が
賄
賂
と
同
じ
だ
と
い
う
論
調
等
も
あ

り
、
1
9
0
0
年
頃
か
ら
茶
代
廃
止
運
動
が

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
例
で
す
。
た
だ
し
「
横

浜
写
真
」
で
は
、
日
本
人
女
性
の
裸
体
が
多

く
撮
影
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
の
男
性
の
ま

な
ざ
し
に
応
え
る
よ
う
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
剝
き
出
し
の
彩
色
写
真
」
が
多
数
残
っ

て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば
大
学
な
ど
の
写
真

史
の
研
究
で
は
キ
ッ
チ
ュ
で
低
俗
な
「
外
国

人
向
け
の
土
産
写
真
」
と
し
て
、
あ
ま
り
研

究
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
近

年
に
は
「
横
浜
写
真
」
を
再
考
す
る
機
運
が

高
ま
り
、
そ
れ
ら
を
現
在
の
価
値
観
か
ら
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ

ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
考
察
す
る
動
き

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
と
は
、
観
光
に
お
け
る
受
け
入
れ
側
つ
ま

り
ホ
ス
ト
の
文
化
と
、
訪
問
す
る
側
つ
ま
り

ゲ
ス
ト
の
文
化
に
対
し
て
、
そ
の
両
者
が
出

会
い
、
ま
た
交
流
す
る
こ
と
で
初
め
て
誕
生

す
る
第
三
の
文
化
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
誘
発
す
る
観
光
文
化
の
こ
と
で
す
。

　
す
る
と
「
外
国
人
接
待
協
会
」
も
喜
賓
会

も
、
あ
る
い
は
「
接
待
」
の
時
代
も
「
社
交
」

の
時
代
も
、
日
本
の
観
光
史
の
重
要
な
一
例

と
し
て
再
考
し
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

カ
ル
チ
ャ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
作
業
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ズ
を
再
考
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
「
事
業
」
の
精
神
を
検
討
し
、
そ
の

優
れ
た
市
民
社
会
的
思
想
を
学
び
直
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
文

化
を
顧
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
へ
活
用
で
き
る
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
も
可
能
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致

と
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

次
の
時
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
観
光
文

化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
か
ら
は
、
主
に
大
正
時
代
、
鉄
道
院
と

民
間
有
志
で
立
ち
上
げ
た
外
客
誘
致
を
行
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
を
中
心
に
、
国
が
関
わ
る

こ
と
で
観
光
が
政
策
に
な
っ
て
い
く
過
程
、

さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
分
岐
し
て
い
っ

た
過
程
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
ま
だ
外
客
の
受

け
入
れ
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
観

光
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
長
年
に
渡
っ
て
課
題
だ
っ
た
の

は
、
外
客
誘
致
に
対
し
て
な
か
な
か
国
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
鉄
道
院
内
で
も
同
様
で
、
職
員
向
け
に
講

演
を
し
た
り
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
を
発
行
し
て
広
く
意
識
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
質
な
案

内
業
者
の
横
行
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
、
1
9
0
7
年
に
は
内
務
省

が
「
案
内
業
者
取
締
規
則
」
を
出
し
た
他
、

鉄
道
院
で
は
職
員
が
お
客
様
に
案
内
で
き
る

よ
う
「
英
語
練
習
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
客
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
宿

泊
施
設
が
不
足
す
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
日
本
に
到
着
し
て
も
ホ
テ
ル

に
宿
泊
で
き
ず
船
内
で
１
週
間
待
機
し
た
と

い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
ホ

テ
ル
の
建
設
計
画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後

恐
慌
で
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
、
旅
館
に
施

設
の
改
良
や
外
客
の
受
け
入
れ
を
呼
び
掛
け

た
り
、
入
港
す
る
船
に
対
し
て
ホ
テ
ル
の
空

き
状
況
を
無
線
で
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。
本

格
的
に
全
国
に
国
際
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
る

の
は
国
際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
客
誘
致
を
担
う
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
少
し
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
で

あ
る
木
下
淑
夫
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
か
ら
、

輸
出
貿
易
の
発
達
を
見
越
し
た
経
済
的
側
面

と
、
外
客
と
日
本
人
と
の
正
し
い
相
互
理
解

を
図
る
と
い
う
2
つ
の
側
面
か
ら
外
客
誘
致

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

当
然
な
が
ら
木
下
一
人
の
発
案
だ
け
で

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
足
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
喜
賓
会
は
会
員
の
寄
付
を
資
金
に
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
向
け
の
案

内
書
の
制
作
や
配
布
が
経
費
を
大
き
く
圧
迫

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄
道
国
有
化
の
影

響
も
あ
り
、
会
員
で
あ
っ
た
鉄
道
各
社
か
ら

の
時
代
で
あ
り
、
20
年
あ
ま
り
続
き
ま
し

た
。

　
な
ぜ
「
社
交
」
な
の
か
、
そ
れ
は
「
接
待
」

と
は
何
が
違
う
の
か
。
数
年
前
に
財
界
で
痛

い
目
に
あ
っ
た
渋
沢
と
益
田
は
、
国
際
経
験

が
豊
か
な
蜂
須
賀
茂
韶
を
会
長
に
招
き
、
他

の
華
族
や
高
級
官
僚
が
多
数
名
を
連
ね
る
慈

善
団
体
と
し
て
、
喜
賓
会
を
創
り
ま
す
。
そ

う
し
て
訪
日
外
国
人
へ
の
便
宜
を
図
る
た
め

に
案
内
書
や
地
図
を
作
り
、
ま
た
主
要
な
名

所
や
旧
跡
へ
の
見
学
の
た
め
に
紹
介
状
を
作

成
し
た
り
、
日
本
側
の
重
要
人
物
を
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
喜
賓
会
の
英
語
名
の

W
elcom
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が
表
現

す
る
よ
う
に
、
こ
の
団
体
は
会
員
制
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
誰
で
も
入
れ
る

団
体
で
は
な
く
、
貴
族
や
高
官
た
ち
が
相
互

に
推
薦
し
て
入
会
す
る
「
社
交
界
」
と
し
て
構

想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
賓
を
も
て
な
す

民
間
外
交
の
組
織
で
あ
り
、「
外
国
人
接
待

協
会
」
の
よ
う
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
な

ら
ば
無
条
件
で
「
接
待
」
す
る
の
で
は
な
く
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
と
し
っ
か
り
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
訪
日
外
国
人
だ
け
を
歓
迎
す
る
、

と
い
う
考
え
方
で
運
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
主
従
関
係
の
隷
属
的
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
「
接
待
」
か
ら
、
対
等
な
関
係

で
友
好
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
社

交
」
へ
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
が
大
き
く
転

換
し
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
喜
賓
会
の
本
部
は

帝
国
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
こ
ろ
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
も
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
美
術

商
で
活
躍
し
た
国
際
経
験
豊
か
な
林
愛
作

が
、日
本
人
の
支
配
人
と
し
て
着
任
し
ま
す
。

や
が
て
林
は
、鉄
道
院
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
、

や
は
り
日
本
の
鉄
道
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ

と
に
な
る
木
下
淑
夫
と
と
も
に
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
設
立
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

1
9
1
2
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
喜

賓
会
は
ま
だ
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
き
に
社
史
や
学
術
書
な
ど
で
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
そ
し
て
の
ち
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
喜
賓
会

の
後
継
団
体
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
を
見
か

け
ま
す
が
、
そ
れ
は
不
正
確
で
す
。
喜
賓
会

と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
2
年
ち
か
く
併
存
し
、
そ

し
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
旅
立
ち
を
見
届
け
た
喜

賓
会
は
、
1
9
1
4
年
に
解
散
し
ま
す
。
つ

ま
り
こ
の
二
つ
の
団
体
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
が
異
な
る
別
組
織
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
第
1
期
が「
接
待
」、第
2
期
が「
社

交
」で
あ
る
な
ら
ば
、第
3
期
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
た
1
9
1
2
年
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
は
「
事
業
」
だ
っ
た
、

と
い
え
ま
す
。

　「
事
業
」
と
い
う
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
あ
る
い

は
お
金
儲
け
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少
し
異
な
り
ま
す
。
上
述
し
た

鉄
道
官
僚
の
木
下
淑
夫
（
以
下
、
木
下
）
は
、

米
国
へ
留
学
し
て
鉄
道
の
営
業
、
つ
ま
り

ハ
ー
ド
面
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
の
運
用
か

ら
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
を
高
め
る
「
事
業
」

の
思
想
を
学
び
、
さ
ら
に
欧
州
を
視
察
し
て

か
ら
帰
国
し
た
後
に
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
設
立

し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
政
府
観
光
局
を
持
た
な

い
日
本
で
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
実
質
的
な
訪

日
客
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
こ
で
「
接
待
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
社
交
」
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
で
は
、
窓
口
業
務
を
永
続

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
応
対
す
べ
き

訪
日
客
も
貴
族
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
ま
り
慈
善
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
な

い
、
よ
り
持
続
可
能
で
民
主
的
な
「
事
業
」

が
必
要
で
す
。
一
定
の
対
価
を
支
払
え
ば
、

出
身
や
身
分
や
目
的
な
ど
で
差
別
せ
ず
に

「
訪
日
客
」
と
し
て
平
等
か
つ
公
正
に
扱
う
。

こ
れ
が
近
代
の
市
民
社
会
に
適
合
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
で
実
現

し
た
組
織
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
す
。

　「
事
業
」
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
鉄

道
院
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
日
本
郵
船
な

ど
当
時
の
国
際
的
な
日
本
企
業
の
支
援
も
得

て
、
ど
ん
ど
ん
組
織
を
大
き
く
し
て
い
き
ま

す
。
慈
善
か
ら
事
業
へ
、
そ
し
て
限
ら
れ
た

エ
リ
ー
ト
か
ら
す
べ
て
の
市
民
へ
と
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
を
転
換
さ
せ
た
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

存
在
は
、
日
本
の
観
光
史
を
考
え
る
う
え
で

大
変
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
省
み
る
と
、
第
3
期
の「
事

業
」
の
時
代
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
第
2
期
の

「
社
交
」
と
第
1
期
の
「
接
待
」
は
、
い
わ
ゆ

る
失
敗
の
時
代
で
あ
り
、
再
考
す
る
価
値
の

な
い
時
代
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
鹿
鳴
館

と
一
体
の
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
よ
り
有
名
な
喜
賓
会
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

ま
す
。
し
か
し
第
1
期
の
「
接
待
」
と
第
2

期
の
「
社
交
」
が
あ
っ
て
こ
そ
第
3
期
の
「
事

業
」
が
あ
る
、
と
い
う
歴
史
を
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
喜
賓
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
一

世
を
風
靡
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
文
化

と
し
て
、「
横
浜
写
真
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
で
生
み
成
さ
れ
た
浮
世
絵
の
彩
色

技
術
と
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
最
新
メ

デ
ィ
ア
の
写
真
術
が
横
浜
の
地
で
出
会
い
、

そ
れ
を
継
承
し
た
日
下
部
金
兵
衛
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
関
係
者
た
ち
が
新
た
な
融
合

の
形
を
み
せ
た
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
局
面
に
あ
る

中
、
日
本
に
お
け
る
観
光
政
策
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
に
対
す
る
考
え
方
の
変
遷
、
さ
ら

に
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢
や
課
題

に
対
し
て
、
ど
う
い
っ
た
組
織
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
の
か
を
整
理
・
検

証
す
る
こ
と
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
と
さ
れ
る
喜
賓
会
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
国
際
観
光
局
を
中
心

と
し
た
各
組
織
の
役
割
や
取
り
組
み
に
注
目

し
て
研
究
メ
ン
バ
ー
か
ら
報
告
し
た
他
、
同

時
代
に
外
客
誘
致
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
と
日
本
郵
船

（
歴
史
博
物
館
）
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
報
告

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
以

下
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
の
設
立
は
1
9
1
2
年

で
す
が
、
こ
れ
は
明
治
元
年
か
ら
44
年
後
の

こ
と
で
す
。
で
は
半
世
紀
ち
か
く
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
報
告
で
は
、
3
つ
の
期

間
に
着
目
し
て
「
最
初
の
半
世
紀
」
を
考
え

ま
す
。

　
ま
ず
1
8
8
8
年
、
渋
沢
栄
一
は
三
井
物

産
を
創
っ
た
益
田
孝
、
そ
し
て
外
務
大
臣
を

務
め
た
井
上
馨
と
協
力
し
、東
京
商
工
会（
現

在
の
東
京
商
工
会
議
所
）
の
な
か
に
「
外
国

人
接
待
協
会
」を
設
立
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

こ
れ
が
第
1
期
の
「
接
待
」
の
時
代
で
す
。

議
論
の
末
に
「
外
国
人
接
待
協
会
」
は
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
一
体
で
構

想
さ
れ
て
い
た
鹿
鳴
館
と
帝
国
ホ
テ
ル
は
実

現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
接
待
」
の
時
代
、
不
平
等
条
約
を

早
く
改
正
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
来
日

す
る
外
国
人
を
無
償
で
接
待
す
る
こ
と
は
、

国
益
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
鹿
鳴

館
へ
の
非
難
が
沸
き
起
こ
り
、「
外
国
人
接

待
協
会
」
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
果
と

し
て
帝
国
ホ
テ
ル
だ
け
が
ひ
と
り
生
き
残
り

ま
す
。
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
、
逆

風
の
う
ち
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
渋
沢
た
ち
は
、
帝
国
ホ
テ

ル
を
拠
点
に
新
た
な
団
体
を
設
立
し
ま
す
。

1
8
8
3
年
設
立
の
喜
賓
会
で
す
。
そ
の
初

期
の
本
部
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
置
か
れ
ま
し

た
。こ
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「観光文化」の創刊は1976年。
読者は、観光にかかわる省庁・各地方公共団体の方々が最も多く、
次いで大学等の研究機関、観光産業界、全国の大学図書館、

公立図書館の順となっています。
季刊誌として年４回の発行です。

全文公開
PDF版、WEB版

「観光文化」は発行とほぼ同時に当財団ホームページで全文公開しています。
現在、180号（2006年11月発行）以降のものをご覧いただけます。

また、241号（2019年4月発行）からは、PDF版に加えてWEB版での全文公開も開始。
スマートフォンなど小さな画面でも快適に閲覧していただけるようにしました。

https://www.jtb.or.jp/book/tourism-culture/

定期購読のご案内

当財団ホームページで全文公開している「観光文化」ですが、
「続けて冊子で読みたい」という要望をいただくことも多いため、

定期購読のお申し込みも承っております。
当財団ホームページからお申し込みください。

https://www.jtb.or.jp/book/subscription-2/

単号販売のご案内

単号での販売も行っています。
オンデマンド印刷版として、創刊号（1976年）から最新号まで、全ての号を購入いただけます。

アマゾン、楽天ブックス、三省堂書店オンデマンドでお買い求めください。
定価1,100円（税込。169号～214号は1,540円）。

全文公 開と購 読 のご案 内

１年間
（年4冊。季刊）

※お申し込み時点の最新号から４回分をお送りします。開始号については変更可能です。

3,080円
（税込、4冊分。1冊あたり700円＋税＝定価の30％off。送料込分）

※途中キャンセルはできませんこと、予めご了承ください。
※お申し込みの確認がとれ次第、請求書をお送りいたします。

※お支払いは銀行振込のみとなります。※振込手数料はご負担をお願いいたします。
※自動継続としておりません。

4冊分お送りした後、次号発行の1か月前を目安に、
メールで継続の意思確認をさせていただきます。
返信いただかなければ自動解約となります。

期間

購読料

お問い合わせ

観光文化 編集室までお願いいたします。
E‒mail:jtbfbook@jtb.or.jp FAX:03‒5770‒8359 
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海外旅行の復活は
観光立国の柱
髙橋広行（JATA）

活動報告

海外旅行市場
の系譜と可能性
外山昌樹（高崎経済大学）

海外旅行
復活に向けた
旅行会社・
航空会社の
現在位置

インバウンドの
これまでと
これから
～戦前期日本の
外客誘致から考える～
山口 誠（獨協大学）
千住 一（立教大学）
八島和彦（帝国ホテル東京）
遠藤あかね
（日本郵船歴史博物館）

福永香織（JTBF）

巻頭言

特集 1

特集 2

ハワイ州に
おける再生型観光
「Malama Hawaii」
岡田悠偉人（ハワイ州立大学）

特集 3

海外観光旅行に対する
実践者の意識
山田雄一（JTBF）

特集 4

❶株式会社JTB
山田仁二／川原政彦
❷株式会社エイチ・アイ・エス
山野邉 淳
❸株式会社風の旅行社
原 優二
❹株式会社ATI
田中國智
❺日本航空株式会社
越智健一郎
❻全日本空輸株式会社
大前圭司

視座

海外旅行の復活と
観光市場の展望
山田雄一（JTBF）

連載
観光を学ぶということ
第17回
立命館大学 
ビジネススクール
大学院経営管理研究科

牧田ゼミ
牧田正裕（立命館大学）

わたしの1冊
第29回
『将の器
参謀の器』
童門冬二 著
青春出版社
小林昭治
（八ヶ岳ツーリズムマネジメント）

特
集
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May
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